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はじめに: 概要 
概要：イントロダクション  
「PC-DMIS」という語は、
「 3 次元測定インターフェー

ス標準 」の英語句の頭文字
「DMIS」に由来していま
す。  

Windows 用 PC-DMIS は、多くの特徴を搭載した、幾何学的測定

パッケージです。このソフトウェアは、パーツ測定に必要な高レ

ベルコマンドを、高精度三次元測定機（CMM）を操作するため

の、詳細な手順に変換します。Windows 用 PC-DMIS は、マイク

ロソフト社の Windows インターフェースに組み込まれ、パーツ

プログラムの作成と実行を可能にします。ユーザーは、ドロップ

ダウンメニュー、ダイアログボックス、アイコン等の利点を活用

して、簡単に測定プロセスを開始できます。また、PC-DMIS イン

ターフェースの多目的性のおかげで、個々の必要を満たす、PC-
DMIS ソフトウェアのカスタマイズが容易に可能です。  

Windows 用 PC-DMIS の設計の際に一貫した、主な目標は順応性とユーザーフレンドリーである

ことでした。この目標を達成するために、PC-DMIS は、他社の幾何学的ソフトウェアパッケー

ジにありがちな長く退屈なデバッグ処理とは反対の、即時のエラー修正が可能な、融通性のある

環境を提供しています。PC-DMIS は、3 次元対応しているので、CMM 測定数値の分析解釈の必

要性を減少します。CMM のパーツプログラムで使用されている技術は、率直で慣れれば組織的

なものです。当 ヘルプファイル は、PC-DMIS の 3 次元インスペクションプロセスを完全に記述

しようとするものではありません。3 次元インスペクションの基本について、より詳しい情報が

必要であれば、お近くのソフトウェア代理店に連絡してください。  

お客様が、役立つ強力ツールとして PC-DMIS の使用を楽しまれることを希望しております。お

客様のご意見、ご感想は、当社にお知らせください。私どもは、当社製品の改善方法を常に探求

しております。  

この セクション の主な項目は、次のとおり:  

•   バージョン強化  
• マニュアルの構成  
• CAD リンク  
• マウスまたはモーションコントローラーの使用  
• PC-DMIS の自動操作  
• ソフトウェアコンフィギュレーション  

付記: 当 ヘルプファイル は、Windows 用 PC-DMIS のオペレーションに必要なコア文書を含むも

のです。しかしながら、PC-DMIS のモジュラ性のために、追加の ヘルプファイル がお手持ちコ

ンピューターシステムにインストールされている可能性があります。インストールされた他のフ

ァイルをご覧になる場合は、お手持ちのヘルプファイルにある目次タブをクリックして下さい。  
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バージョン強化  
お手持ちの PC-DMIS インストレーションディレクトリにある readme.txt ファイルには、当バー

ジョンで可能なバグフィックス及びエンハンスメント全部の一覧があります。このテキストファ

イルにある主なエンハンスメントについて、その項目へのリンクと内容紹介が以下に記述してあ

ります：  

主なエンハンスメント  

プローブ  

• SP25 プローブ用新アルゴリズム（古い CALRSP.dill の代わりに、CoScanning.dill ファ

イルを使用。）  
• TRAX 及び PMM キャリブレーションタイプ間での容易な変更  
• SP25 プローブ用ディスクプローブピン対応  
• 低一回はキャリブレーションを完成した、SP25 プローブ用の、部分的キャリブレー

ション新プロシージャ  
• LSP-X1 シリーズのアナログスキャンプローブ対応  

「 ハードウェアの定義 」の項を参照して下さい。  

自動フィーチャー  

• 平面フィーチャー用の円形動作トグル能力  
• 自動フィーチャーの基本ヒット間に、MOVE/CLEARPLANE または記憶された動作を挿

入する能力  
• 「ギャップのみ」をデフォルトとして起動する能力  
• すべての自動フィーチャーにおいて「測定機からベクトルを読む」アイコンを使用する

能力  

「 自動フィーチャーの作成 .」及び「 移動コマンドの挿入 」の項を参照して下さい。  

寸法測定  

• 位置寸法測定ダイアログボックス内の「自動」オプションを選択すれば、選択不可能な

チェックボックスを示すことで、自動操作用の選択肢を表示します。  
• スプライン曲線の長さを測る、新寸法測定  
• 新トゥルー中間ポジション  
• 「A」軸線及び角度ポイントフィーチャー対応  

「 フィーチャーの寸法測定 .」及び「 既存フィーチャーからの新規フィーチャー製作 」の項を

参照して下さい。  

グラフィックス表示  

• CAD 情報ダイアログを用いて、２フィーチャー間の距離を表示する能力  
• DCI 接続ステータス用の新インジケータ  
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• 透明性表示を変更する能力  
• 新 表示マーク用 ダイアログボックスを用いて、表示要素（半径、パスラインの幅、等）

のパラメータを変更する能力  
• 自動配置ラベル用 CAD ウィンドウラベルのオプション  
• グラフィックス表示ウィンドウ上でのフィーチャー用ヒント機能  

「 CAD 表示の編集 」、「 ツール バーの使用 .」及び「 ショートカットキー及びショートカッ

トメニューの使用 」の項を参照して下さい。  

言語  

• 現在、PC-DMIS は以下の言語にも対応できます：ポーランド語、ロシア語、及びトルコ

語  

レポート  

• レポート及びセクションオブジェクトの新特性を用いて、自動操作を行う能力  
• カスタマムレポートの自動操作を行う能力  
• 作業中、フィーチャーが省略された場合に報告する能力  
• ラベルレイアウトウィザードのカラーボールを用いて、あらかじめ設定された軸線の範

囲内を寸法測定用に色付けする能力  
• マウスホイールを用いて、レポートウィンドウ内の CADReportObject を拡大、縮小する

能力  
• レポートにおいて、ポイントクラウド用の寸法測定ラベルを表示する能力  
• AudiDraw コンバーターを用いて、PPM 及び PLT(HPGL)ファイルを作成する能力  
• CadReportObject に CAD 層を表示する能力  
• CadReportObject を鏡面対称で表す能力  
• カスタマムレポートの CadReportObject において、リーダーラインが距離及び角度測定

用の２フィーチャーで終結します。  
• GridControlObject において、テキストの大きさをコントロールする能力  
• 部分的に取り出されたオブジェクトを拡大縮小する能力  
• CustomReportObject の陰影が付けられた画像とワイヤーフレーム画像間でトグルする

能力  
• GridControlObject の透明性を変更する能力  
• 新形式のレポートでは、レポートレベルの OOT 統計値が閲覧できます。  
• 新 dat ファイルコントロールにより、.dat ファイルの解釈ができます。  
• カスタマムレポートのページを複製する能力  
• レポート内のリーダーラインを編集する能力  
• DimensionColorKey のオブジェクトのフォントと大きさを変える能力  
• レポートウィンドウにおいて、ページを再注文する能力  

「 測定数値レポート 」及び「 レポートコマンドの挿入 」の項を参照して下さい。自動操作につ

いては、「PCDBASIC」文書を参照して下さい。  

インスペクションプランナー  

• パス オプティマイゼーションが、測定機ボリュームを制御します。  
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「 PC-DMIS IP 」文書を参照して下さい。  

レーザー  

• 縞状レーザーのデータを選別する能力  
• 学習モードにおいて、アームまたはレーザー追跡機からのポイントをスキャンする能力  
• レーザー使用時に音を出す能力  
• レーザースキャンされたデータに、即時に陰影を付ける能力  
• レーザー自動フィーチャーにおいて、レーザースキャンから測定データを引き出す能力  
• レーザー自動フィーチャーを用いて、CAD に縞状測定データを表示します。  
• ピクセル度の 大 小値を連結した、グレイサム マテリアル リスト  
• 新円筒レーザー自動フィーチャー  

「 PC-DMIS レーザー 」文書を参照して下さい。  

ポータブル  

• ポイントを製作またはインスペクションの場合に表示する能力  
• 測定ポイントが、全軸線の所在位置を表示します。  
• 隠されたポイントを製作する能力  
• 作動中のプローブ / リフレクターの所在位置に基づき、改善されたプローブ解読ウィン

ドウが、現在作業中のフィーチャーについて報告します。  
• プローブ補正中のデータ表示をコントロールする能力  
• プローブ解読ウィンドウ上のずれが、寸法測定誤差として色づけされます。  
• ライカ追跡機用の安定した新ポイントプローブ  
• 新パーツ配置により、配置中に使用する入力フィーチャーの軸線を特定できます。  
• 新エッジポイントモードにより、自動フィーチャーダイアログボックスを使わずに板金

フィーチャーの歩行測定ができます。  
• 新自動インスペクションモードは、ライカ追跡機を用いて一連のポイントの自動インス

ペクションを行います。  

「 PC-DMIS ポータブル 」文書を参照して下さい。  

ビジョン測定  

• 多角形、V 字形くぼみ、楕円及び角度ポイントの新ビジョン自動フィーチャー  
• ビジョン用の新自動フィーチャー推測モード  
• ビジョン対応の新クイック始動  
• コンタクトプローブ及びレーザープローブ対応の、フルスキャン  
• エッジ探知の速度短縮  
• 焦点速度短縮  
• すばやい選択サンプリング（例、30%のフィーチャー測定）の能力  
• エッジが不鮮明な場合、新自動焦点センサーが自動的に焦点を合わせます。（CAD++）  
• ゲージ円弧を、円でなく円弧として描く能力  
• 角度の変更なしに、分度器ゲージの長さを変更する能力  
• 表面ベクトルを現在プローブベクトルに調整する、新自動フィーチャーボタン  

「 PC-DMIS ビジョン 」文書を参照して下さい。  
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ビジョン ライブ画像  

• ツール バー上の新クイック アクセス ボタン（エッジへ瞬時移動、自動シャッターのオ

ン/オフ、コンパスオン/オフ、ターゲットを表示）  
• 自動シャッター及びコンパスの使用時には、ユーザーコントロール増加  
• 簡単にアクセスできる、新右クリックメニュー項目により、あらかじめプログラムされ

た 近の 10 フィーチャーにすばやく到達または編集できます。  
• 簡単にアクセスできる、新右クリックメニュー項目により、エッジ探知パラメータを追

加して設置できます。  

「 PC-DMIS ビジョン 」文書を参照して下さい。  

ビジョン イルミネーション  

• マウスの現在位置での度合値が、ライブ画像オーバーレイ上に表示されます。  
• SensiLight 自動イルミネーション調整が、エッジ探知に先立って行われます。  
• 作業終了時に、ビジョン機器のイルミネーションをスイッチで消す能力  
• PC-DMIS 始動時に、以前の設定でイルミネーションを回復する能力  

「 PC-DMIS ビジョン 」文書を参照して下さい。  

ビジョン ハードウェア  

• TESA VISIO 500 に対応  
• 焦点を合わせている間、投影された基盤目をオプションとして使用する新機能  
• これ（Visio 500 & Mycrona）に対応のビジョン機器用に、温度補償を行う能力  
• VISIO 300 の赤色 LED リング照明への対応追加  
• 積み重ね旋回テーブル対応  
• 2 カメラ対応  
• Matrox Solios 対応  
• Matrox MIL8 画像ライブラリー対応  

「 PC-DMIS ビジョン 」文書を参照して下さい。  

PC-DMIS コア 文書 の構成  
当 ヘルプファイル は、多数のメイン セクション と幾つかの補足 セクション に分かれています。  

オンラインヘルプ   のレイアウトを知る一助として、以下の一覧に各 セクション の短い内容紹

介があります。  

1. 「 オンラインヘルプの使用 」では、必要な情報を ヘルプ メニューを用いて見

つける方法について述べています。  
2. 「 はじめに：概要 」は、今お読みの セクション です。 PC-DMIS ヘルプファイ

ル の簡略な概要を述べています。  
3. 「 ユーザーインターフェースの利用 」では、PC-DMIS ユーザーインターフェー

スと、お客様の必要に応じたカスタマイズの方法について述べています。  
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4. 「 基本的なファイルオプションの使用 」では、新規パーツプログラム作成、セ

ーブ、PC-DMIS 終了など、基本的なファイルオペレーションについて述べてい

ます。  
5. 「 高度なファイルオプションの使用 」では、CAD ファイルのインポート及びエ

クスポート、パーツプログラムの実行など、より高度なファイルオペレーション

について述べています。  
6. 「 仕様の設定 」では、お望みの仕様設定のために、 編集 メニュー内のセット

アップオプションの使い方について述べています。また、パーツプログラムのパ

ラメータの挿入方法及び変更方向についても述べています。  
7. 「 CAD 表示の編集 」では、お手持ちの CAD ファイル表示の編集のため、グラ

フィックス表示ウィンドウ上での グラフィックス メニュー内のオプションの使

用法について述べています。  
8. 「 パーツプログラムの編集 」では、お手持ちのパーツプログラム編集のため、

編集ウィンドウ上での 編集 メニュー内のオプションの使用法について述べてい

ます。  
9. 「 編集ウィンドウの使用 」では、お手持ちのパーツプログラムを作成、デバッ

グ、編集、実行のための、PC-DMIS ビルトインエディタ使用法について述べて

います。  
10. 「 その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用 」では、 画像 メニューで

入手できる、その他のウィンドウ、エディタ、ツール等について述べています。  
11. 「 ツール バーの使用 」では、グラフィックス表示ウィンドウ上のツール バー

について述べています。さらに、お手持ちのパーツプログラム作成または編集の

様々な局面での各ツール バーアイコンの利用方法についても述べています。  
12. 「 ハードウェアの定義 」では、 挿入 メニュー内の、 ハードウェアの定義 につ

いてのサブメニューについて述べています。 ハードウェアの定義 についてのサ

ブメニューを用いて、プローブ、測定機、または PC-DMIS で使用するクイック

取付具について定義できます。また、この セクション は先端チップキャリブレ

ーションについても述べています。  
13. 「 自動フィーチャーの作成 」では、自動フィーチャー作成、及びお手持ちのパ

ーツプログラム内で行う、これらの自動フィーチャー測定のための、 挿入 | フ
ィーチャー | 自動 オプションの使用法について述べています。  

14. 「 測定フィーチャーの作成 」では、お手持ちのパーツプログラム内での測定フ

ィーチャー作成のための、 挿入 | フィーチャー | 測定 オプションの使用法につ

いて述べています。  
15. 「 既存フィーチャーからの新規フィーチャー製作 」では、 挿入 | フィーチャー 

| 製作 オプションを用いての、フィーチャー製作とパーツプログラム挿入につい

て述べています。  
16. 「 汎用フィーチャーの作成 」では、 挿入 | フィーチャー | リードポイント 、及

び、 挿入 | フィーチャー | 汎用 オプションを用いての、リードポイントコマン

ド挿入と汎用フィーチャー作成について述べています。  
17. 「 パーツ配置の作成と使用 」では、 挿入 | 配置 サブメニューを用いての、パー

ツ配置作成及びセーブについて述べています。  
18. 「 フィーチャーの寸法測定 」では、 挿入 | 寸法測定 サブメニューを用いての、

お手持ちのフィーチャーの寸法測定について述べています。  
19. 「 フィーチャーコントロールフレームの使用 」では、GD&T 標準に基づく、フ

ィーチャーコントロールフレーム及びマークを用いての、お手持ちのフィーチャ

ーの寸法測定について述べています。  
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20. 「 お手持ちのパーツのスキャン 」では、 挿入 | スキャン サブメニューを用いて

の、スキャンの仕方、及び、基本的または高度のスキャン映像作成方法について

述べています。  
21. 「 移動コマンドの挿入 」では、 挿入 | 寸法測定 サブメニューを用いて、お手持

ちパーツプログラムに設置できる移動コマンドについて述べています。  
22. 「 フローコントロールを使っての分枝 」では、 挿入 | フローコントロール サブ

メニューを用いて行う、お手持ちパーツプログラムのフローコントロール用の多

数のコマンドについて述べています。  
23. 「 統計データの追跡 」では、お手持ちのパーツプログラムに関する統計値の追

跡方法及び使用方法について説明しています。  
24. 「 測定数値レポート 」では、レポート、ラベルテンプレート及びカスタムレポ

ートの作成と書式の使用法について、段階を追って述べています。  
25. 「 レポートコマンドの挿入 」では、 挿入 | レポートコマンド サブメニューを用

いて、お手持ちパーツプログラムに挿入できるレポートコマンドについて述べて

います。  
26. 「 ファイル入力 / 出力の使用 .」では、お手持ちのパーツプログラム内のファイ

ル入力 / 出力の使用法について述べています。これにより、 挿入 | ファイル I/O 
コマンド サブメニューを用いて、読み書き及びその他の作業のためにファイル

を開くことが可能になります。  
27. 「 式及び変数の使用 」では、式の作成法、及び式による数値を変数に割り当て

る方法について述べています。  
28. 「 外部要素の追加 」では、外部にアプリケーション、スクリプト、パーツプロ

グラム、及びお手持ちのパーツプログラム内のその他のオブジェクトを用いての、

お手持ちのパーツプログラム強化法について述べています。  
29. 「 複数アームモードの使用 」では、２アーム CMM と組んで用いられる場合の

PC-DMIS 使用法について述べています。  
30. 「 複数のウィンドウ操作と表示 」では、 ウィンドウ メニューを用いての、複

数の開いたウィンドウ間の容易な移動法及び閲覧法について述べています。  

上記の セクション に加え、PC-DMIS には、以下について記述している補足セクションがありま

す:  

• 「 オフラインモードの使用 」  
• 「 パーツプログラムの PC-DMIS 内への移動 」  
• 「 リストデバイスの使用 」  
• 「 オペレータモードの使用 」  
• 「 ショートカットキー及びショートカットメニューの使用 」  
• 「 エラーコード 」  

様式  

オンラインヘルプ を通して、以下の様式が使われています:  

マウス専門用語  

マウスのクリック - 当 ヘルプ ファイル を通して、「マウスボタンをクリックす

る」という表現が使われています。この語句は、マウスボタンを押した後に
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すばやくリリースする、という意味です。例えば、メニュー上の選択肢をク

リックする場合、マウスを用いてマウスポインター（矢印形）をご希望のメ

ニュー上選択肢に移動し、マウスの左ボタンを押した後にすばやくリリース

（クリック）します。マウスの左ボタンのクリックで、ほとんどのオプショ

ンをアクティブにすることができます。このように、（特定のボタンの指定

なしに）何かを「クリック」するという記述があれば、その他の記述がない

限り、マウスの左ボタンのクリックを意味しています。  

マウスボタンを押さえ続ける - 当 ヘルプ ファイル を通して、「マウスボタンを

押さえ続ける」という表現が使われています。この語句は、別の動作を行い

ながら、マウスボタンを押し、そのまま押さえ続ける、という意味です。そ

の他の記述がない限り、これはマウスの左ボタンを意味しますが、ある機能

においては左右両方のマウスボタンを押さえ続ける場合があります。このよ

うな場合、お手持ちのポインティング デバイスに中央のマウスボタンまたは

マウスホイールがあれば、左右両方のマウスボタンの代わりに、それを押さ

え続けることができます。  

 

 

ボールド体フォントのテキスト  

ボールド体フォント は、主に以下の言及時に使われています。  

• ダイアログボックスの内容  
• ダイアログボックスのタイトル  
• コマンドボタン  
• アイコン  
• メニュー及びメニュー上の項目  
• ツール バー  
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例：  

• メニュー上の項目 ファイル | 新規 を選択して下さい。  
• 開く ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
• セーブ ボタンをクリックして下さい。  

ボールド体フォントは、 付記 、 警告 、 ヒント 、及び 例 の記述にも使われることがあります。  

手続きやその他のトピックの記述内で、メニュー及びメニュー項目に言及する時、当文書は、以

下の要領でメニュー内の手順を表示します:  
 
メニュー | サブメニューまたはメニュー項目 | メニュー項目  
 
しかし、  メニューの位置や名称のカスタマイズが可能なので、当文書では、デフォルトでのメ

ニュー項目のみを表示します。  
 
この例外ですが、オンラインヘルプファイルには、幾つかのトピックにおいて メニューロード

マップアイコン が用意されています。 このアイコンをクリックすると、当該トピックで述べら

れているメニュー項目（数項目）への道筋が表示されます。  

イタリック体テキスト  

イタリック体テキスト は主に文意の 強調 のために使用されています。例：「プローブに問題が

生じた場合、自動的には止まりま せん 。」  

イタリック体テキストは、以下の目的でも使われています。  

1. 本またはマニュアルのタイトル  
2. （プログラム中の）定義済みの引数  
3. （プログラム中の）パラメータ  
4. （プログラム中の）プレイス ホルダ  
5. （プログラム中の）ユーザーによる入力  

 

大文字テキスト  

大文字テキストは、一般的に以下の言及時に使用されています：  

• 頭文字 （例えば、VDAFS、DMIS）  
• 時間（例えば、A.M.や P.M.）  
• デバイス名（例えば、LPT1 や COMM PORT 2）  

コンピュータープログラミングの要素が表示されている場合には、以下の項目についても大文字

が使われています：  
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• コントロールクラス  
• データフォーマット  
• 環境変数  
• ハンドル  
• フック  
• インデックス  
• マクロ  
• 文  
• ストラクチャー  
• システムコマンド  
• 値  

下線の付いたテキスト  

下線 は、強調がふさわしい時に使われていますが、通常では強調にはイタリック体テキストが

使われます。  

黒丸の付いたテキスト  

黒丸「 ・・」は、あるトピックや 項 内の、特定のプログラムフィーチャーや項目において、入

手可能なオプションまたはコマンドの一覧を示すために使われています。  

番号順一覧  

番号順一覧では、手引きやプロシージャでの一連の手順が示されています。例えば、  

• ファイル を選ぶ。  
• 新規 を選択する。  
• 新規パーツプログラム のダイアログボックス内に記入する 。  

 

CAD リンク  
PC-DMIS は、CAD 幾何図形、パーツプログラム及び測定データを CAD システムに変換する、

いくつかの方法を提供します。CAD データを利用できることは、PC-DMIS の強さです。  

CAD 幾何図形の PC-DMIS へのインポート、及び測定数値の PC-DMIS へのエクスポートは、以

下の方法を通して行われます。  

• IGES  5.3  
• STEP AP203 & AP214    
• VDAFS    
• DES  (2/78)  
• XYZIJK 形式  
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パーツプログラムの作成とプログラム執行のガイドとして、PC-DMIS によって、以下のインポ

ートができます。  

• 2 次元ワイヤーフレーム  

• 2.5 次元ワイヤーフレーム  

1. 3 次元ワイヤーフレーム  

2. B-スプライン曲線及びサーフェイスの CAD モデル  

PC-DMIS がサポートする ICES エンティティの一覧については、「 オフラインモードの使用 」
の 項 を参照してください。  

CAD システム内で作成されたパーツプログラムは、DMIS 3.0 を用いて PC-DMIS にインポート

できます。 PC-DMIS パーツプログラムは、その他の CMM ソフトウェア 内で起動している

DMIS 内にエクスポートすることもできます。  

PC-DMIS 測定数値は、DMIS 数値ファイルとしてエクスポートもできます。  

マウスまたはモーションコントローラーの使用  
PC-DMIS の目標の一つは、融通性とユーザーフレンドリーであることです。この目標を達成す

るために、PC-DMIS では、ポインティング デバイス及びモーションコントローラーの使用が可

能です。例えば、マウスの速度と正確さは、PC-DMIS 作業環境での欠かすことのできない要素

です。マウスを使えば、全 PC-DMIS 機能が実行できます。（キーボードによるコマンドも、ほ

とんどの PC-DMIS 機能へアクセスできます。）  

Z マウスのコンフィギュレーション  

ある種のシステムでは、ZMouse Ò というトラックボール型のマウスを用いています。このマウ

スを使うと、Z レールからマウスポインターの操作が可能になります。  

パラメータファイル（DOWNLOAD）の 終ラインは、次のとおり。  

N1000 ZMOUSE2  
または  
N500 ZMOUSE2N500 ZMOUSE2  

ZMouse Ò を使用可能にするために、DOWNLOAD ファイルの 終ラインが上文のとおりである

ことを確認して下さい。必要に応じて、 終ラインを修正して下さい。  
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スペースボールまたはスペースマウスデバイスのコンフィ

ギュレーション  

PC-DMIS 3.7 以降では、これら３D コネクション社のモーションコントローラーを使用できます。  

• スペースボール®  
• スペースマウス®  

これらのデバイスは、3DxWare のインターフェースを通して、PC-DMIS とコミュニケートしま

す。3DxWare インターフェースは、PC-DMIS または３D コネクション CD 購入時に付随のコン

フィギュレーションファイルを使用し、このコンフィギュレーションファイルから、お手持ちの

デバイス上の各種ボタンに割り当てる、PC-DMIS アプリケーション機能を引き出すことができ

ます。また、デフォルトのコンフィギュレーションとボタン設定を引き出すこともできます。  

新のコンフィギュレーションファイルは、以下のウィルコックス株式会社の ftp サイトからダ

ウンロードできます:  

 

スペースマウスまたはスペースボール用 PC-DMIS 機能  

この項目は、お手持ちのスペースマウスまたはスペースボール上のボタンに設定できる機能につ

いての記述です。  

>動作無視 – 動作コントローラーからの位置変動及び旋回の情報を無視。  

>次画像 – 複数の画像が入手可能な場合に、動作コントローラーの焦点を次画

像に当てます。  

>ID を隠す／示す – フィーチャーテキストボックスの ID ラベル表示を変更。  

>目盛り適合 – PC-DMIS の標準目盛りを作業にあわせて変更。  

>「示す」カーソル – スクリーン上に 補助カーソル を表示。 カーソルを中心

とする , PCDMIS ズーム , PCDMIS 2 次元旋回 、及び、 PCDMIS 3 次元旋回 
の使用時に、使えます。  

>カーソルを中心とする – カーソルが中心点となっていない場合、「示す」カ

ーソルをアクティブにします。それ以外の場合、 補助カーソル の所在位置

がスクリーンの中心になります。  

>PC-DMIS パン – グラフィックス表示ウィンドウを左右上下に移動します。デ

バイスを左右に移動することで、PAN LEFT または PAN RIGHT、また、デ

バイスを上下することで、PAN UP または PAN DOWN できます。これによ
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って、PAN コンフィギュレーションを「>CAD PZR」の設定に合わせます。

この設定では、モーションデバイスがジョイスティックの働きをします。  

>PCDMIS ズーム – 補助カーソル アクティブになっている場合、ズームの焦点

は 補助カーソル の所在位置に固定されます。補助カーソルがアクティブで

ない場合、、PC-DMIS が標準ズームオペレーションを行います。デバイスを

前後に動かすこともできます。デバイスを前方に移動すると縮小され、デバ

イスを後方へ移動すると拡大されます。これによって、ズームコンフィギュ

レーションを「>CAD PZR」の設定に合わせます。  

>PCDMIS 2 次元旋回 – 補助カーソル がアクティブになっている場合、旋回角

度を計算するポイントが 補助カーソル の所在位置に固定されます（右マウ

スボタンによる 2 次元旋回に類似）。補助カーソルがアクティブでない場合、

旋回角度を計算するポイントは、スクリーン中心点の上部右側になります。

いずれの場合も、PC-DMIS は標準 PC-DMIS2 次元旋回を行います。  

>PCDMIS 3 次元旋回 – 補助カーソルがアクティブになっている場合、旋回角

度を計算するポイントが 補助カーソル の所在位置に固定されます（右マウ

スボタンによる 3 次元旋回に類似）。補助カーソルがアクティブでない場合、

旋回の中心点はスクリーンの中心点に置かれます。いずれの場合も、PC-
DMIS は標準 PC-DMIS3 次元旋回を行います。  

>CAD PZR – グラフィックス表示ウィンドウ上のパーツ画像のパン、ズーム及

び旋回（PZR)をすべて同時に行います。旋回の中心点は常に CAD モデルの

中心点に置かれます。パーツプログラムを始動すると、PC-DMIS はデフォル

トとしてこの機能を起動します。  

>CAD PZR 優位 – スペースボール軸線の 大の偏差に基づいて、CAD PZR の

優位機能を変更する。劣性の機能を排除し、コントロール度が増加します。

例えば、このモードで、軸線を旋回し、パンまたはズームに少しの偏差が生

じると、優位機能、この場合旋回、が起動します。パーツプログラムを始動

すると、PC-DMIS はデフォルトとしてこの機能を停止します。  

>PZR 2 方向 照明 – パン,ズームまたは旋回(PZR)の実施中は、2 方向からの照

明が当てられます。この属性は、 PZR オプション   ダイアログボックスのオ

プションの一つでもあります。  

>対象物の PZR 1/5 th – PZR が行われている時、対象物が 1/5 th (20%) の大きさ

で表示される状態に変更。この属性は、 PZR オプション  ダイアログボック

スのオプションの一つでもあります。  
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>ワイヤーフレームでの PZR – PZR が行われている時、ワイヤーフレームモー

ドに変更。この属性は、 PZR オプション  ダイアログボックスのオプション

の一つでもあります。  

>ダイアログ: PZR オプション – PZR オプション   のダイアログボックスを表

示します。  

>ダイアログ：CAD 情報 – Cad 情報   ダイアログボックスを表示します。  

>ダイアログ：画像組み立て – 画像組み立て ダイアログボックスを表示します。  

PZR ダイアログボックスに関する情報については、「 CAD 表示の編集 」 項 内の「 旋回とその

他の動作オプションの変更 」の項目を参照して下さい。  

 

 

PC-DMIS 機能のスペースマウスまたはスペースボール上ボタンへの

設定  

３D コネクションのコントロールパネルを用いて、ボタンの移動に伴う画面を定義し、PC-
DMIS 機能をあなたのデバイスに追加する。  

1. あなたのシステムトレイ上の 3DxWare マークをダブルクリックして下さ

い。 3DxWare コンフィギュンレーションアプリケーション、３D コネ

クションコントロールパネルが表示されます。  
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３D コネクションコントロールパネルがスペースボールデバイスを表示。  

• コンフィギュレーション: のリストから PC-DMIS を選択して下さい。

PC-DMIS が各種ボタンのデフォルトを表示します。  
• ボタンリストから追加したい PC-DMIS 機能を選択して下さい。  
• 必要に応じて、その他の変更をして下さい。  
• 閉じる をクリックし、選択のコンフィギュレーションを確定し、コント

ロールパネルを閉じて下さい。  

もし、問題が発生したら、３D コネクションコントロールパネルのヘルプファイルを調べてくだ

さい。  

スペースボール / スペースマウスモード  

これらのデバイスは、常時ある特定のモードに設定されています。モードを表すマークは、グラ

フィックス表示ウィンドウの右下コーナーにあり、設置モードが CAD PZR、PC-DMIS パン、

PC-DMIS ズームのいずれかであることを示しています。  

標準モード  

1. 「示す」カーソル  
2. CAD PZR  
3. PC-DMIS 旋回  
4. PC-DMIS パン  
5. PC-DMIS ズーム  
6. CAD PZR 優位 - グラフィックス表示ウィンドウの右下コーナーのマークが「１」であり、

三つの機能（パン、ズーム、旋回）のうち一つだけが使用されることを意味しています。  

    

デモモード  

また、これらのデバイスは、グラフィックス表示ウィンドウをデモモードにすることもできます。

このモードでは、グラフィックス表示ウィンドウが一秒間に数回自動的に旋回します。デモモー

ドへの出入りのためには、Ctrl キーを押し、デバイス上の、事前にプログラムされた「 スケール

適合 」ボタンを押して下さい。  

PC-DMIS の自動操作  
PC-DMIS は、あらゆる他社ソフトウェアによるコントロールに対応できます。例えば、ご自分

でアプリケーションを創作し、自動操作コマンドを用いれば、そのアプリケーションから PC-
DMIS を起動し使用することができます。  
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PC-DMIS をコントロールする自動操作コマンド、及び、コンピュータ言語 BASIC のコマンドに

関する詳しい情報については PC-DMIS コンピュータ言語 BASIC ヘルプファイル 、PC-DMIS の

をご覧下さい。  

ソフトウェアコンフィギュレーション  
必要なモジュールを購入され、ポートロックが適切に設定されている場合、異なるコンフィギュ

レーションで PC-DMIS を起動できます。このために、PC-DMIS アプリケーションを起動するシ

ョートカットコマンドラインへの、スイッチを加える必要があります。  

入手可能なソフトウェアコンフィギュレーションスイッチ  

/f は、オフラインモード用  

/u は、担当責任者としてシステムにログオンする場合の、ユーザー限定レ

ベル用  

/o は、オペレーターモード用  

/r は、２アームシステムにおける、スレーブアームの軸線モードリバース

用  

/p はプロモード用 ( /c スイッチとの併用不可）  

/c は CAD モード用( /p スイッチとの併用不可）  

/d は、このセッションでのデバッグモード用  

/nc0 は、CNC 機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/ 5unique は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/cmt  は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/dccscanning  は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/displaycad は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/laserprobe は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/masterslave は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/nocontactprobe は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  
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/remotepanel  は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/rotarytable は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/sheetmetal  は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/statsoutput は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/systemv は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/toolchanger は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/valisys は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/vision は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

/wrist は、この機能なしでの PC-DMIS 実行用  

スイッチを用いてのショートカット修正ルーチン  

o PC-DMIS 実行用ショートカットがあるディレクトリにアクセスして下さ

い（一般的には、C:\Documents and Settings\All Users\Start 
Menu\Programs\PC-DMIS for Windows）。  

o ディレクトリを右クリックし、 新規 | ショートカット を選択して下さい。  
o スクリーン上の手順に従い、PC-DMIS 実行用 pcdlrn.exe の所在位置（お

客様がインストールされた場所）にショートカットポイントを設置して下

さい。  
o PC-DMIS 実行用 pcdlrn.exe へのショートカットのフルパスに従い、必要

なコマンドラインスイッチ（または引数）を付け加えて下さい：  

オフラインモードで PC-DMIS プロ を オフライン モードで作動したい場合、ター

ゲットとなる所在位置は，以下のようになります:  
 
"C:\Program Files\pcdmisw\PCDLRN.exe" /p /f  

また、コマンドライン引数として、パーツプログラムへ向けた経路ストリングポインテ

ィングを付け加えることで、特定のパーツプログラム（または、複数のパーツプログラ

ム）を自動的に開くよう、PC-DMIS に指示することも可能です。  

3. ただし、呼び出すパーツプログラムを特定する場合、前述の他の引数に必

要な / という記号は必要ありません。  
4. 複数のパーツプログラムを開く場合は、各経路名の間にスペースを入れて

ください。  
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5. ファイルネームがスペースを含んでいる場合には、経路名を引用符内に入

れてください。  

例えば、「My Part Programs」というディレクトリからオフラインモード

で、 test.prg 及び test2.prg という二つのパーツプログラムを起動した

い場合、ターゲットとなる所在位置は、以下のようになります:  

"C:\Program Files\PCDLRN.exe" /f "d:\my part programs\test.prg" "d:\my 
part programs\test2.prg"  

も一般的なモードは、オフライン及びオンラインモードです。これら二つの当社ソフトウェア

製品は、特定のニーズに合うよう設計されました。これらを併用して、完全なパーツプログラム、

測定値分析、及びリバースエンジニアリングシステムを作成できます。  

これらとその他のコンフィギュレーションについては、以下で詳細に渡って説明されています。  

オフラインバージョンとオンラインバージョンの比較  

オンラインバージョンとオフラインバージョンは、同様のフィーチャーと機能を所有しているの

で、当 ヘルプファイル では、両バージョンの使用法について述べます。しかしながら、オンラ

インソフトウェアの特定のフィーチャーが、オンラインソフトウェアでは該当しない場合があり

ます。このような場合には、その都度明記されています。  

オンライン パーツプログラミング  

オンライン PC-DMIS を使えば、既存のパーツプログラムを実行したり、すばやくパーツ（パー

ツの一部）を点検したり、CMM 上で直接パーツプログラムを作成することが可能です。CMM
に接続されていない限り、オンライン PC-DMIS は機能しません。オフラインプログラミングの

技術は、オンラインでも機能します。  

オンライン PC-DMIS 用の CMM 始動及びホーム化プロシージャ  

o CMM を始動して下さい。  
o コントローラーの電源を入れて下さい。  

o 測定機のモデルによっては、電源スイッチは、大きな旋回測定スイッチ、on/off 
キー、測定機後部やワークステーション上のコントローラーにある小さなロッカ

ースイッチのいずれかです。  
o ハンドコントローラー（ジョグボックス）上の全 LED ライトが約 45 秒間イルミ

ネートされます。その後、LED の一部は消灯します。  
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o お手持ちのコンピューター及び周辺装置全部を始動し、ログオンして下さい。  
o PC-DMIS プログラムグループにある ONLINE アイコンを、マウスの左ボタンでダブル

クリックし、PC-DMIS を オンライン で始動してください。  

 

o CMM をホームポジションにセットしてください。PC-DMIS がスクリーン上に開くと、

メッセージが表示されます。  

 

o お手持ちのジョグボックスにある測定機のスタート ボタンを数秒間押して下さい。  
o 測定機をきちんとゼロにセットし、測定機のパラメータ（速度、サイズ限度、等）のス

イッチを入れるには、CMM が「ホームポジション」にあることが必要です。上述の PC-
DMIS メッセージ内の OK ボタンを押して下さい。CMM がゆっくりとホームポジション

に移動し、この位置を全軸線のゼロポジションに設定します。  
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o PC-DMIS を使って、パーツの測定ルーチンをプログラム及び実行できます。PC-DMIS
が初めての方は、「簡単なチュートリアルで使用開始」の項をご覧ください。  

オフライン パーツプログラミング  

オフライン PC-DMIS をご使用になれば、オンラインで創作されたパーツを編集したり、CAD 入

力ファイルをインポートしたり、または DMIS や AVAIL パーツプログラムを用いることにより、

CMM がなくてもパーツプログラムを開発したりデバッグすることが可能です。その後、パーツ

プログラムは、オンライン PC-DMIS を用いて直接実行することができ、また、DMIS やベンダ

特定の数種のフォーマットにエクスポート（処理後）することもできます。オフライン PC-
DMIS から、直接 CMM を操作することはできません。  

「 オフラインモードの使用 」の 項 は、オフラインバージョン限定の詳細について記述されてい

ます。  

オフラインモードでの PC-DMIS 始動  

• お手持ちのコンピューター及び周辺装置全部を始動し、ログオンして下さい。  
• PC-DMIS プログラムグループにあるオフラインアイコンを、マウスの左ボタンでダブルク

リックし、PC-DMIS を オフライン で始動してください。  

 

o PC-DMIS を使って、パーツの測定ルーチンをプログラムできます。PC-DMIS が初めての方

は、「簡単なチュートリアルで使用開始」の項をご覧ください。  

PC-DMIS CMM  
お手持ちのパーツのインスペクションのために、PC-DMIS CMM は、お手持ちの高精度三次元測

定機（CMM）と共に使えます。これは、以下のことを行う、世界 初の CMM ソフトウェアで

す：  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual はじめに: 概要  *  21 

• インスペクションプロセスでの、CAD モデルの使用。  
• ダイレクト CAD インターフェース （DCI） 技術を通しての、CAD システムと測定ソフ

トウェアのダイレクトリンク。  
• 自動車産業界仕様の、フルセット板金測定ルーチンを実施。  
• オフラインでの CMM バーチャル環境下での、デジタル測定シミュレーション。  
• 当社の驚くべき反復配置技術を用いて、複雑な輪郭を持つパーツを簡単に配置。  
• そして、まだまだ多くの特徴があります。  

PC-DMIS CMM の標準コンフィギュレーションは、様々です。各標準コンフィギュレーションは、

特定グループのお客様のニーズを満たすよう、注意深く仕様されています。また、PC-DMIS は、

特殊な作業を行うための幅広いオプションナルモジュールを取り揃えています。特殊なニーズを

満たすよう、ユーザーは当社ソフトウェアを微調節することが可能です。  

PC-DMIS プロ – この PC-DMIS CMM 基礎パッケージは、CAD をインスペクションプロ

セスと統合する必要のないお客様に、使いやすく強力な度量衡ソフトウェアパッケージを

提供します。  クイックスタート ルーチンがビルトインされた PC-DMIS プロ によって、

ユーザーは、苦労せずにお手持ちの CMM を起動、作動させることができます。  

PC-DMIS CAD – によって、お客様は、お手持ちの CAD モデルの利点を十分に生かした、

インスペクションプログラム作成、及び測定数値の評価が可能になります。当社ソフトウ

ェアは、単純な２D 画図から複雑な３D 立体モデルに至る、多様な CAD ファイルに必要

なツールを提供します。  

PC-DMIS CAD++  –  高スピードスキャン用、板金測定用、パーツ配置用などの洗練され

たツールを付け加え、PC-DMIS CAD の可能性を広げます。PC-DMIS CAD++は、複雑な

形状の測定を容易にします。  

PC-DMIS CMM の品目の大部分は、「 PC-DMIS コア 」文書に記述があります。プローブ及び

CMM に接する、特定の品目については「 PC-DMIS CMM 」文書で述べられています。  

PC-DMIS ビジョン  

このスペシャルバージョン PC-DMIS により、特定の光プローブデバイスを用いてのフィーチャ

ー測定が可能になります。このモジュールを購入された場合、より詳しい情報については、手持

ちの「 PC-DMIS ビジョン 」 ヘルプファイル を参照して下さい。  

PC-DMIS / NC  
このスペシャルバージョン PC-DMIS により、NC 測定機ツールを用いてパーツの測定が可能に

なります。NC 測定機ツールは、CNC（コンピューター数値制御）機とも呼ばれます。このモジ

ュールを購入された場合、より詳しい情報については、手持ちの「 PC-DMIS/NC 」 ヘルプファ

イル を参照して下さい。  

PC-DMIS レーザー  

PC-DMIS のこのモジュールによって、レーザープローブが使用できます、レーザープローブは、

パーツ上に縞状にレーザーを発して、フィーチャーとして解釈定義される大量のポイントを収集
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し、簡単にお手持ちのパーツを測定します。このモジュールを購入された場合、より詳しい情報

については、手持ちの「 PC-DMIS レーザー 」 ヘルプファイル を参照して下さい。  

PC-DMIS ポータブル  

PC-DMIS ポータブルコンフィギュレーションは、ポータブル測定デバイスと共に作動し、お手

持ちのパーツのインスペクションを行います。ポータブルデバイスは手動の測定機であり、その

サイズとデザインのおかげで、新規の所在位置へ比較的容易に移動できます。より詳しい情報に

ついては、「 PC-DMIS ポータブル 」文書を参照して下さい。  

PC-DMIS IP  
PC-DMIS インスペクションプランナー（IP)は、対応の CAD パッケージ及び PC-DMIS を連結作

動する付加モジュールです。PC-DMIS IP は、インスペクションプロセスで使用する、幾何図形

及び GD&T / 3 次元の特徴を決めるための計画の作成において、デザインエンジニアまたはクオ

リティエンジニアを補助します。IP はお手持ち CAD パッケージ内で作動し、Windows 用 PC-
DMIS の一部のみを使えば、パーツプログラムが作成できるので、お客様の学習曲線を短縮する

ことができます。  

このモジュールを購入された場合、より詳しい情報については、手持ちの「 PC-DMIS IP 」 ヘ
ルプファイル を参照して下さい。  

PC-DMIS ギア  

PC-DMIS ギアは、PC-DMIS と連結作動し、いかなる種類のお持ちのギアパーツをもすばやく容

易に測定できる、ソフトウェア製品です。このモジュールを購入された場合、より詳しい情報に

ついては、PC-DMIS ギアアプリケーションと共にインストールされている「PC-DMIS ギア」ヘ

ルプファイルを参照して下さい 。  

コマンドラインからのインストレーション  
Setup.exe のアイコンをダブルクリックするかわりに、コマンドラインから PC-DMIS をインス

トールできます。コマンドラインを用いると、様々なオプションを加除でき、インストールの手

続きを早めることが可能です。  

コマンドラインのインストール用スイッチ  

/ InstallDir:"<DRIVE>:\PATH\" - インストレーションしようとするドライブとパ

スを特定します。  

/NoBackup - インストールだけを行い、バックアップコピーはしません。  

/ProgramGroup:"Program Group Name" - PC-DMIS 用のアイコンが作られる、

プログラムグループの名称を特定します。  
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/Language:<n> - インストールする言語を特定します。現在、以下の数字は:  

0－英語  

1－イタリア語  

2－フランス語  

3－ドイツ語  

4－スペイン語  

5－ポルトガル語  

6－日本語  

7－中国語  

/NoStartup - startup.exe を自動的に実行しません。この場合、startup.exe が執

行された後で PC-DMIS を実行する必要があるため、「インストール後 PC-
DMIS を起動する」チェックボックスが無能となります。  

/NoPCDMIS - 「インストール後 PC-DMIS を起動する」チェックボックスをチ

ェックしません。 /B が特定されている場合、無視されます。  

/B バッチモードで実行します。前述のオプションと併用すると、バッチファイ

ルまたは他のスクリプトにより、監視無用のインストレーションを行うこと

が可能です。/B が特定されている時には、PC-DMIS は自動的に起動しませ

ん。  

これらのオプションは、すべて大文字/小文字の区別をします。  

監視無用インストレーションの例  

例えば、英語版 PC-DMIS を完全無監視でインストールする場合、以下のようにコマンドライン

に記述します：  

setup.exe /B /Language:0 /InstallDir:"C:\PCDMISW" /ProgramGroup:"PC-DMIS for 
Windows"  

また、/NoBackup や/NoPCDMIS といったオプションを付け加えれば、完全無監視インストレー

ションを早めることもできます。  
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ユーザー インターフェイ

スのナビゲート 
ユーザーインターフェースの利用：概要  
この項は、ウィンドウ用 PC-DMIS 使用についての概要を述べています。このソフトウェアを操

作するのに必要な、基本的な作業についての記述です。PC-DMIS の能力を十分に引き出し、お

手持ちのパーツプログラムをできる限り容易にするために、お手持ちのコンピューターを使いな

がら、この項全体をお読み下さい。  

また、この項では、個々のニーズに も良くお答えする、PC-DMIS グラフィックス オプション

の一部のカスタマイズ方法についても、焦点を当てています。（これら入手可能なオプションに

関するより詳しい情報は、「 CAD 表示の編集 」の項に述べられています。）  

以下の項目は、インターフェースの特徴について説明しています。これらは、この項で述べられ

ている項目です：  

• スクリーンの概観  
• メニュー バー  
• ツール バー エリア  
• グラフィックス表示ウィンドウ  
• ステータス バー  
• ダイアログ ボックスの内容  
• ユーザー インターフェースのカスタマイズ  

PC-DMIS の融通性により、マウスでもキーボードでも、コマンド入力またはオプション選択が

できます。ショートカット メニュー及びショートカット キーには頻繁に使われるコマンドが割

り当てられています。「 ショートカットキー及びショートカットメニューの使用 」の項を参照

して下さい。  

スクリーンの概観  
PC-DMIS は、ユーザーに一貫したスクリーンの概観をユーザーに提供します。  

スクリーンは、幾つかの区画に分かれており、その各区画は特定の機能を果たし、または、必要

な情報を伝えています。各スクリーンの区画エリアについての短い内容が、以下に述べられてい

ます。（より詳しい情報は、指示のとおり ヘルプファイル 中にあります。）  
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PC-DMIS グラフィックス ユーザー インターフェースのスクリーンの概観  

1. タイトル バー は、その時点でのパーツプログラムのタイトルを表示しま

す。 大及び 小ボタンも、そこにあります。  
2. メニューバー には、PCDLRN の主アプリケーションにおいて入手可能な、

メニュー上の選択肢があります。「 メニュー バー 」を参照して下さい。  
3. ツールバー エリアには、頻繁に使用されるコマンドとツール バーがあり

ます。これらのツール バーは、 ツールバー 上を右クリックすることで簡

単にアクセスできます。「 ツール バー エリア 」を参照して下さい。  
4. グラフィックス表示ウィンドウ（「 グラフィックス表示ウィンドウ 」を

参照して下さい）は、パーツのグラフィックス画像を提供します（上から

のパーツ画像が上図に示されています。）。このエリアの大きさは、常に

一定です。しかしながら、表示エリアは、 大四つの異なるパーツ画像に

分割が可能です。  
5. ダイアログ ボックスは、PC-DMIS とユーザー間の主なコミュニケーショ

ン チャネルです。入手可能なフィーチャーはダイアログ ボックスに表示

され、また、大部分の入力データはそこから入力されます。「 ダイアロ

グ ボックスの内容 」を参照して下さい。  
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6. 編集ウィンドウはパーツプログラムを表示します。このウィンドウを通し

て、パーツプログラム内の特定のコマンドにアクセスし、個々の使用に応

じた変更を行うことが可能です。編集ウィンドウのオペレーションに関す

る完全な記述については、「 パーツプログラムの編集 」及び「 編集ウィ

ンドウの使用 」の 項 を参照して下さい。  
7. ステータス バーは、その時点でのオペレーションにとって重要な情報

（すなわち、現プローブ キャリブレーション データ、）、及びヒット数

を表示します。また、それには、進行中のオペレーションについての関連

情報を伝えるメッセージ ボックスがあります。より詳しい情報について

は、「 ステータス バー 」を参照して下さい。  

メニュー バー  

 

キーボードを用いて、メニューを開き、オプションを閲覧するためには、ALT キーと開きたいメ

ニュー名の下線のついた文字のキーを押して下さい。（「 マウスを用いての、メニュー バーか

らのオプション選択 」に述べられているとおり、マウスを使うこともできます。）この文書は、

各メニュー オプションに関する情報を提供するために作成されています。必要に応じて、適当

な 項 を参照して下さい。この項には、その他の各メニュー オプションについての短い内容紹介

があります。  

また、PC-DMIS には、色々なショートカット メニューがあります。これらについては、「 ショ

ートカットキー及びショートカットメニューの使用 」の 項 に記述があります。。  

ファイル  

ファイル ファイルメニューを使って、ファイルを開き、セーブ、印刷したり、編集ウィンドウ

にアクセスしたり , 実行モードでパーツプログラムを実行したり、その時点で使用のパーツプロ

グラムを閉じることができます。より詳しい情報については、「 基本的なファイルオプション

の使用 」及び「 高度なファイルオプションの使用 」の 項 を参照して下さい。  

編集する  

編集 メニューを用いれば、お客様のプログラム仕様、パーツプログラム、または CAD 表示を編

集することができます。  

1. お客様の仕様を編集するには、詳しい情報について「 仕様の設定 」の 項 
を参照して下さい。  

2. 編集ウィンドウから、お手持ちのパーツプログラムを編集するには、詳し

い情報について「 仕様の設定 」及び「 編集ウィンドウの使用 」の 項 を
参照して下さい。  
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3. CAD 画図表示の編集には、詳しい情報について「 CAD 表示の編集 」の 
項 を参照して下さい。  

見る  

「見る」メニューによって、PC-DMIS で入手可能な全ウィンドウ、エディタ、ツール バーにア

クセスできます。詳しい情報について「 その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用 」の 
項 を参照して下さい。  

挿入する  

大部分のパーツプログラム用コマンドは、「 挿入する メニューからアクセスできます。  

当 ヘルプファイル 内の 項 のほとんどは、この「挿入する」メニューに表示されているオプショ

ン及びサブメニューに由来しています。  

1. ハードウェアの定義 サブメニュー上のオプションについては、「 ハード

ウェアの定義 」の 項 に記述があります。  
2. フィーチャー サブメニュー上のオプションについては、以下の 項 に記述

があります: 「 自動フィーチャーの作成 」、「 測定フィーチャーの作

成 」、「 既存フィーチャーからの新規フィーチャー製作 」、「 汎用フ

ィーチャーの作成 」。  
3. パーツ配置 サブメニュー上のオプションについては、「 パーツ配置の作

成と使用 」の 項 に記述があります。  
4. 寸法測定 サブメニュー上のオプションについては、「 フィーチャーの寸

法測定 」の 項 に記述があります。  
5. スキャン サブメニュー上のオプションについては、「 お手持ちのパーツ

のスキャン 」の 項 に記述があります。  
6. 移動する サブメニュー上のオプションについては、「 移動コマンドの挿

入 」の 項 に記述があります。  
7. フローコントロール コマンド サブメニュー上のオプションについては、

「 フローコントロールを使っての分枝 」の 項 に記述があります。  
8. 統計コマンド サブメニュー上のオプションについては、「 統計データの

追跡 」の 項 に記述があります。  
9. Dimifo 及び Pointinfo ボックスをお手持ちの CAD 表示やパーツプログラ

ムに付加する能力を含む レポート コマンド サブメニュー上のオプション

については、「 レポートコマンドの挿入 」の 項 に記述があります。  
10. ファイル I/O コマンド サブメニュー上のオプションについては、「 ファ

イル入力 / 出力の使用 」の 項 に記述があります。  
11. 挿入 メニュー内の上記以外のオプションについては、「 式及び変数の使

用 」の 項 及び「 外部要素の追加 」の 項 に記述があります。  
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オペレーション  

オペレーション メニュー上の項目については、当の文書の様々な項目に記述があります。  

ウィンドウ  

ウィンドウ メニューを用いれば、開いているパーツプログラムすべての表示を管理できます。

「 複数のウィンドウ操作と表示 」の 項 を参照して下さい。  

ヘルプ  

ヘルプ ヘルプメニュー上の項目については、「 オンラインヘルプの使用 」の 項 に記述があり

ます。  

ヘルプ メニューでは、PC-DMIS コマンド、ダイアログ ボックス、メッセージ、及びキーについ

ての情報が得られます。  

PC-DMIS のオンライン ヘルプをアクティブにするには、ヘルプメニュー内の項目のいずれかを

選択するか、いつでも F1 を押して下さい。PC-DMIS が、PC-DMIS オンラインヘルプファイル

を起動します。  

マウスを用いての、メニュー バーからのオプション選択  

オプションも、メニュー バ
ーと同様の方法で、ドロッ
プダウン メニューから選択
することができます。  

マウスを用いて、メニューを開き、オプションを閲覧するするに

は：  

• ポインターをご希望のメニュー名に移動して下さ

い。  
• マウスの左ボタンをクリックして下さい。  

オプション名の後に省略記号がある場合、そのオプション機能を選択すると、ダイアログ ボッ

クスが表示されます。例えば、「 ファイル | 開く… 」は、 ファイルを開く 用ダイアログ ボッ

クスがあることを意味しています。ダイアログ ボックスは、PC-DMIS が実行するコマンドを特

定する、様々なオプション、ボックス、及び、（コントロールを呼ばれる）ボタンを表示します。

ダイアログボックスは、既存のデフォルト設定を表示することもあり、変更の必要がない場合に

はそのデフォルトをそのまま保存できます。一般に、ダイアログ ボックス内のコントロールが

すべて設定された後、 OK を選択してコマンドを実行して下さい。コマンドをキャンセルし、ダ

イアログ ボックスを閉じる場合は、 キャンセル ボタンをクリックして下さい。  

キーボードを用いての、メニュー バーからのオプション選択  

キーボードを用いて、メニューを開き、オプションを閲覧するためには、ALT キーと開きたいメ

ニュー名の下線のついた文字のキーを押して下さい。  
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例：キーボードを用いて「 画像 メニューを開くには、ALT 及び V（下線の付いた文字）を押し

て下さい。オプションも、これと類似の方法で、メニューから選択できます。単に、選択したい

オプション名の下線の付いた文字キーを押して下さい（つまり、Cu t :  T キーを押す）。  

また、メニューは矢印キーでも開くことができます。  

これをするには：  

• メニュー バーに切り換えるには、ALT キーを押して下さい。  
• 左/右矢印キーを使って、ご希望のメニューに移動して下さい。  
• 上/下矢印キーを使って、オプションを選択して下さい。  
• ご希望のオプションがハイライトで表示されたら、入力キーを押して下さ

い。  

また、ショートカット キーには、多数のオプションが割り当てられています。ショートカット 
キーは、コマンドまたはオプションの右側に表示されています。  

より詳しい情報については、「 ショートカットキー及びショートカットメニューの使用 」の 項 
を参照して下さい。  

ツール バー エリア  
 

PC-DMIS には、頻繁に使われるコマンドが割り当てられた、色々なツール バーがあります。こ

れらのツール バーは、次の二つの方法のいずれかを用いて、アクセスすることができます。  

•   画像 | ツール バー サブメニューを選び、現れたメニューからツール バー

を選択して下さい。  
• PC-DMIS の ツールバー エリアを右クリックし、現れたショートカット 

メニューからツール バーを選択して下さい。  

ツール バー エリアにツール バーが現れた後、まずエリアの右または左端とボタンの間のスペー

スをクリックし、それから、ツール バーを異なる位置にドラッグすることにより、簡単にツー

ル バーを移動することができます。  

PC-DMIS の全ツール バーに関する、より 詳しい 情報については、「 ツール バーの使用 」の 
項 を参照して下さい。  

グラフィックス表示ウィンドウ  
 

グラフィックス表示ウィンドウは、全く率直にグラフィックスを表示します。パーツプログラム

が作成またはアクセスされた時、このウィンドウがデフォルトで開きます。このウィンドウを隠
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すか、または閲覧するには、 画像 | グラフィックス表示ウィンドウ メニュー オプションを選択

して下さい。  

1. このウィンドウは、CAD からインポートされたパーツ、プローブ、及び

の、シミュレーション下の測定機や取付具などの、グラフィックス画像を

複数に画面区分された画面で表示します。  
2. このウィンドウは、測定、自動及び製作フィーチャー、そして、それらの

ID ラベルを表示します。  
3. このウィンドウは、スキャン映像、測定寸法、テキストボックス表示を表

示します。  

グラフィックス表示ウィンドウは、PC-DMIS の不可欠な一部です。グラフィックス表示ウィン

ドウの編集、及びスクリーン表示の変更に関する情報については、「 CAD 表示の編集 」の 項 
を参照して下さい。  

ステータス バー  

 

ステータス バーは以下の表示をします：  

1 - SD: これは直前に測定されたフィーチャーの標準偏差を表します。  

2 - Line: このボックスは、編集レポート上でカーソルが位置する、その時点での行を意味する番

号を表示します。  Col: このボックスは、編集レポート上でカーソルが位置する、その時点で

の列を意味する番号を表示します。  

3 - W:  旋回テーブルの角度：  

4 - メッセージ ボックス: 左端のボックスは、その時点でのプロシージャやコマンドに関する、

手順、及び、その他の情報を表示します。  

5 - X, Y, 及び Z ボックス: これらのボックスは、プローブの X,Y,Z ポジションを表します。ステ

ータス バー内の三座標表示のいずれをクリックしても、 自動ポイント移動 ダイアログ ボックス

が現れます。(DCC ポイント移動に関する、より詳しい情報については、「 移動コマンドの挿

入 」の 項 内の「 ポイント移動コマンドの挿入 」を参照して下さい。）  
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6 - ヒット数: これは、その時点でのヒット数を示しています。  

7 - IN/MM: これは、パーツプログラムがその時点で用いている測定単位を表示します。  

8 - INS/OVR: このボックスは、編集レポートの、その時点での編集機能を示します。ボックス内

には、INS（INSERT、カーソル所在位置にテキストを挿入している、という意味）、または

OVR（OVERWRITE、カーソルが触れたテキスト上に上書きされる、という意味）と表示され

ます。  

ステータス バーの操作  

• ステータス バーを拡大する場合、 画像 | ステータス バー | 拡大 を選択し

て下さい。 拡大されたサイズのため、このステータス バーは、 メッセー

ジ 及び XYZ ボックスのみを表示します。  

• ステータス バーを通常の大きさに戻すためには、To put the status bar 
back to its normal size, select 画像 | ステータス バー | 通常 を選択して下

さい。  
• ステータス バーを表示または隠すためには、 画像 | ステータス バー | な

し を選択して下さい。  

ダイアログ ボックスの内容  
ダイアログ ボックス内には、コマンドの実行方法を PC-DMIS に指示するための、ボックスや

（コントロールと呼ばれる）ボタンがあります。ダイアログボックスは、既存のデフォルト設定

を表示することもあり、変更の必要がない場合にはそのデフォルトをそのまま保存できます。ダ

イアログ ボックス内のコントロールがすべて設定された後、 OK を選択してコマンドを実行し

て下さい。コマンドをキャンセルし、ダイアログ ボックスを閉じる場合は キャンセル ボタンを

クリックして下さい。  

以下のグラフィックス イラストレーションは、PC-DMIS のほとんどのダイアログ ボックスで見

られる特徴を示しています。  
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A - ボックスまたはフィールドの

編集  

B - 一覧ボックス  

C - オプションボタン  

D - チェックボックス  

E - コマンドボタン  

F - タブ  

G - ドロップダウン 一覧ボックス 
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編集ボックス：  

編集ボックス内で、ご希望の値や名称をタイプできます。当マニュアルでは、編集ボックスは単

に「ボックス」として言及されています。PC-DMIS の多くのダイアログボックスで使われてい

る、編集ボックスを以下に列挙します：  

ID - [フィーチャー]  

 

このボックスは、作成されたフィーチャーや測定寸法の、フィーチャーID または測定寸法 ID を

表示します。  

ID を変更するには：  

1. 直前に表示されていた ID を選択して下さい。  
2. 新 ID をタイプして下さい。  
3. タブキーを押して下さい。  

測定寸法 ID の変更について：  

1. 測定寸法 ID の数字部分のみ変更し、寸法測定カウンターをご希望の数字

にリセットすることができます。  
2. ID のテキスト部分を変更し、それを一連の測定寸法のデフォルトテキス

トとして設定することができます。（「 使用の設定 」の 項 の セットア

ップ オプション にある ID セットアップ タブを参照して下さい。）  

ID を探す  

 

ID を探す ボックスに、その時点のオペレーションで使われえるフィーチャー（または測定寸

法）ID を入力できます。このボックスにより、メタキャラクタ サーチオプションを用いてのサ

ーチができます。適切な フィーチャー一覧 ボックス (または 寸法測定一覧 ボックス）内で、そ

のフィーチャーまたは測定寸法 ID はハイライトで表示されます。  

直前のいくつかを選択  

 

直前のいくつかを選択 ボックス内で、特定数の直前のフィーチャー（または測定寸法）を選択

できます。例えば、 近作成された四つのフィーチャーを選びたい場合、単に 4 をタイプし、タ

ブキーを押してください。PC-DMIS が、 フィーチャー一覧 ボックス内に選択された四つのフィ

ーチャーをハイライトで表示します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ユーザー インターフェイスのナビゲート  *  35 

一覧ボックス：  

一覧ボックスは編集ボックスに類似しています；しかし、一覧内の数値の変更はできません。当

マニュアルでは、「一覧」または「ボックス」という語が一覧ボックスを指しています。PC-
DMIS の多くのダイアログボックスで使われている、一覧を以下に列挙します：  

フィーチャー一覧ボックス  

 

フィーチャー一覧 ボックスには、パーツプログラムで入手可能なフィーチャーの一覧がありま

す。PC-DMIS は、選ばれたフィーチャーを用いて、パーツ配置を定めたり、新フィーチャーを

製作したり、その他の作業を実施します。「 CAD 表示の編集 」の 項 内の、「 グラフィックス

表示ウィンドウを用いてのフィーチャー選択 」の項目にある、以下の手順に従って、フィーチ

ャーを選択することができます。  

選択された（ハイライトされた）フィーチャーは、 クリア または 一覧クリア ボタンを使って選

択解除することができます。  

外部のパーツプログラムを添付する場合（「 外部要素の追加 」の 項 内の「 外部パーツプログ

ラムの添付 」を参照して下さい）、PC-DMIS は、その添付されたパーツプログラム参照用の変

数（またはポインター）を表示します。プラスサイン（+）がポインターの左に現れます。この

プラスサインをクリックすると、添付されたパーツプログラムの全フィーチャーの画像が拡大ま

たは縮約されます。  

寸法測定一覧ボックス  
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寸法測定一覧 ボックスには、パーツプログラム内で得られた全測定寸法の一覧があります。一

覧ボックス内のご希望の測定寸法を選び、関連のダイアログ ボックスから、行いたい変更やオ

プションを選べば、測定寸法の編集または分析が簡単にできます。  

測定寸法情報の編集 ダイアログ ボックスにおいて、選択の測定寸法に既に測定寸法情報ボック

スが付随している場合、PC-DMIS が、星印(*)マークを一覧上の寸法測定 ID を横に表示します。

測定寸法情報が、その時点の全画像から隠されている場合には、ID の横にシャープ サイン（#）
を加えます。  

例えば、CIR4 という名の円形について、RND1 という真円度測定寸法があるとします。この真

円度測定寸法に既に DIMIFO ボックスが付随していて、しかしながら、それがグラフィックス表

示ウィンドウの全画像から隠され手いる場合、一覧上の測定寸法 ID が次のように表示されま

す：  

 

星印及びシャープサインの例  

オプション ボタン：  

オプション ボタンのあるエリアは、特定のダイアログ ボックス上で入手可能な選択肢を表示し

ています。ご希望のボタンをクリックすれば、入手可能な選択肢のなかで選択の切り替えができ

ます。オプションが選択されると、その左側に黒点が現れ、他のすべての選択肢は消えます。一

つのオプションボタンしか選ぶことはできません。  

チェックボックス：  

チェックボックスをクリックして、オプションの選択または除去を行います。ボックス内にチェ

ック マークがある時、オプションの選択「オン」をとみなされます。複数のチェックボックス

をチェックできます。  

コマンドボタン：  

コマンドボタンは、動作を実行します。PC-DMIS の大部分のダイアログボックスで使われてい

る、コマンドボタンのコマンドを以下に列挙します：  

適用する  

 

「 適用する 」ボタンは、お客様の選択をダイアログボックスに適用しますが、更なる変更のた

めにダイアログボックスを開いたままにしておきます。  
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OK  

 

OK ボタンは、変更をセーブ及び適用して、ダイアログ ボックスを閉じます。一部のダイアログ 
ボックスでは OK ボタンをクリックすれば、編集ウィンドウにコマンドが挿入されます。  

キャンセル  

 

「 キャンセル 」ボタンは、いかなる変更も行わず、ダイアログボックスを閉じます。  

削除する  

 

削除する ボタンは、特定の一覧ボックスから項目（例えば、作成されたフィーチャー、測定寸

法、パーツ配置情報、等）を排除します。  

CAD を削除する ダイアログボックス内の 削除する コマンドボタンは、選択されたフィーチャ

ーのみを削除します。  

直前  

 

直前 ボタンは、関連の一覧ボックス内の直前に表示されていた項目を選択します 。  

直前の二つ  

 

直前の二つ ボタンは、関連の一覧ボックス内の直前に表示されていた二項目を選択します。  

全部選択  

 

全部選択 ボタンは、関連の一覧 ボックス 内の全項目を選択します。  
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デフォルト  

 

デフォルト ボタンを用いると、幾つかのパラメータのデフォルト設定を更新することができま

す。新パーツプログラムが作成されると、デフォルトとして設定された変更が実施されます。  

デフォルト数値はシステムレジストリに記憶されています。これらのパラメータは、適当なダイ

アログボックスを通し、または、 PC-DMIS 設定エディタ を用いてレジストリ自体を編集するこ

とによって、更新することが可能です。このアプリケーションは、お手持ちの PC-DMIS インス

トールセットに含まれています。より詳しい情報については、「 レジストリのエントリーを変

更する 」の 項 を参照して下さい。  

• （ デフォルト ボタンが押されずに） OK ボタンが選択されると、設定のパラメ

ータが、その時点でアクティブのパーツプログラムにのみ適用され、レジストリ

のエントリー変更は行われません。  
• パラメータの一部が変更され、 デフォルト ボタンが押された場合、PC-DMIS

は、デフォルトをその時点でのレジストリ エントリーにあてはめ、エントリー

を更新します。  

デフォルト ボタンによって、新規のデフォルト値が記憶され、これ以降に作成の新パーツプロ

グラムに適用されます。  

呼び出し  

 

デフォルト ボタンのクリックにより、初期工場設定は変更されていない場合、 呼び出し ボタン

によって初期設定を呼び戻すことができます。初期設定が変更されている場合には、PC-DMIS
はレジストリ内の、あらかじめ記憶された値に戻ります。  

測定機オプション ン ダイアログ ボックスを使って、初期工場設定をコントローラーで読み取り、

回復する方法に関する情報については、「 仕様の設定 」の 項 内の「 測定機インターフェース

のセットアップ 」の項目を参照して下さい。  

作成する  

 

作成する ボタンは、あるダイアログボックスでの変更を適用し、製作フィーチャー、寸法測定、

自動フィーチャー、スキャン映像等を作成し、また、作成物を編集ウィンドウ及びグラフィック

ス表示ウィンドウ内に表示します。  

作成する ボタンで、ダイアログボックスを閉じることはできません 閉じる ボタンをクリックし

なければ、ダイアログボックスは閉じません。  
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閉じる  

 

閉じる ボタンはダイアログボックスを閉じます。（追加のオプションを選択する可能性のあ

る）一部のダイアログボックスでは、単に OK, 適用する, または 作成する ボタンを押すだけで

は、ダイアログボックスは自動的に閉じません。  

クリア  

 

「 クリア 」コマンドボタンにより、一覧ボックス内選択項目上のハイライトを消すことができ

ます。ある場合には、 クリア ボタンにより、特定の一覧ボックスから選択項目を完全に除去し

ます（例えば、 新角度一覧 ボックスの AB ポジション）。  

一部のダイアログボックス及びタブでは 適用する または OK ボタンがクリックされ、PC-DMIS
内の「ビルトイン」数値が回復される以前の、すべての入力/変更値が、 クリア ボタンによって

除去されます。デフォルト値のセーブに、 デフォルト ボタンをお使いの場合は、PC-DMIS がこ

れらの数値を回復します。  

アンドゥ  

 

アンドゥ ボタンは、 適用する ボタン（または、DCC スキャンの 作成 ボタン）を用いて行われ

た変更をリバースします。 OK ボタンのクリックにより行われた変更のリバースはしません。  

ヘルプ  

 

ヘルプ ボタンを押すと、その時点でのご使用のダイアログ ボックスに関連したオンラインヘル

プ項目を開きます。  

ダイアログ ボックスのタブ：  

ダイアログ ボックスの中には、タブを含むものがあります。これらのタブは、ファイリング キ
ャビネット内のフォルダー名のように、内容を示すマーカーの役割をします。タブをクリックす

るだけで、ご希望のウィンドウやオプションが他のタブの前に現れます。そのタブに関連するオ

プションやコマンドが、そこで表示されます。  
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ドロップダウン 一覧ボックス  

ドロップダウン 一覧ボックス はメニューのように機能します。その時点での選択物の右にある

ドロップダウン 矢印アイコン  をクリックするか、キーボード上の ALT キーとアップ矢印キ

ーまたはダウン矢印キーを押して下さい。また、F4 を押しても、入手可能なオプションが表示

されます。一覧を閉じるには、F4 キーを再度押して下さい。その時点での選択物が、ハイライ

トされたボックス上に示されます。  

ダイアログ ボックスへのアクセス  

マウスまたはキーボードを使って、ダイアログ ボックス内のオプションにアクセスできます。

マウスを用いてオプションにアクセスするには、お望みのオプションにマウスを置き、クリック

して下さい。キーボードを用いれば、入手可能なオプション間を様々な方法で移動できます。  

 

押す：  目的  
タブ：  次の入手可能なオプションへ移動

する。  
シフト + タ
ブ：  

一つ前の入手可能なオプションへ

移動する。  
矢印キー：  現時点でのドロップダウン一覧を

表示する。  
入る：  現時点でのコマンドを選択する。 
スペース バ
ー：  

現時点での、チェック ボックスま

たはボタンを選択する。  

編集ウィンドウをスクロール  

編集ウィンドウは、ダイア
ログ ボックスと同じように
移動できます。「 ダイアロ
グ ボックスの移動 」を参照
して下さい。  

編集ウィンドウでは、スクロールバーを使って、ウィンドウ内のデ

ータをより多く見ることができます。  

スクロールするには：  

1. マウスポインターをスクロール矢印の上に置いて

下さい。  
2. マウスの左ボタンをクリックまたは押さえ続けて

下さい。  

PC-DMIS は、スクロール矢印の指す方向にテキストをスクロール

します。例えば、スクロールダウンするには、下向きのスクロール

矢印をポインターで選び、マウスの左ボタンをクリックして下さ

い。  
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編集ウィンドウに関する詳しい情報について「 パーツプログラムの編集 .」及び「 編集ウィンド

ウの使用 」を参照して下さい。  

ダイアログ ボックスの移動  

マウスを用いて、 グラフィックス表示ボックス内でのウィンドウ及びダイアログ ボックスをコ

ントロールすることができます。  

ダイアログ ボックスまたはウィンドウを移動するには：  

1. マウスポインターをタイトルの上に置いて下さい。  
2. マウスの左ボタンを押さえ続けて下さい。  
3. グラフィックス表示ウィンドウ内の、ご希望の位置に、ダイアログまたは

ウィンドウをドラッグして下さい。  
4. マウスボタンをリリースして下さい。  

PC-DMIS が、ダイアログ ボックスまたはウィンドウを新しい位置で表示します。  

いくつかのダイアログ ボックスは、それ以外のユーザー インターフェースの内部にドッキング

されることが可能です。これらのダイアログ ボックスは移動前に、アンドッキングが必要であ

るかもしれません。「 ユーザー インターフェース上の要素のドッキング及びアンドッキング 」
を参照して下さい。  

 

ユーザー インターフェースのカスタマイズ  
 

バージョン 3.5 では、以前のバージョンで用いられていたユーザー インターフェースが改善され、

入手可能な様々なオプションにより組織的なアプローチが可能です。加えて、お客様の特別なニ

ーズを満たすために、このユーザー インターフェースをカスタマイズできます。  

現バージョンでは、簡単にメニューを再編成したり、お手持ちのプログラムをメニューに加えた

り、全く新しいメニューやオプションを作成することが可能です。また、PC-DMIS により、PC-
DMIS 特有のコマンドやカスタマイズされたコマンドをツール バーに連結することもできます。

ユーザー インターフェース変更方法の手順は、以下の項目で記述されています：  

• デフォルト ユーザー インターフェースの回復  
• ユーザー インターフェース のフォントをカスタマイズ  
• メニューのカスタマイズ  
• ツール バーのカスタマイズ  
• ショートカット キーのカスタマイズ  



Wilcox Associates, Inc. 

42  *  ユーザー インターフェイスのナビゲート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

付記: 当 ヘルプファイル の構成は、現バージョン PC-DMIS に搭載のデフォルト ユーザー イン

ターフェースに基づいています。ユーザー インターフェースをカスタマイズすると、既存文書

の記述と合わなくなる恐れがあります。  

デフォルト ユーザー インターフェースの回復  

PC-DMIS の外見を、当バージョンの PC-DMIS 出荷時のデフォルトのユーザー インターフェー

スに回復したい場合、以下の手続きに従ってください：  

1. PC-DMIS を閉じて下さい。  
2. PC-DMIS がインストールされた先のディレクトリに進んでください。  
3. お手持ちの Windows ユーザープロフィールであるディレクトリにアクセ

スして下さい。  
4. xxx 部分が使用中の言語用の三文字コードにあたるところの、

menu_xxx.dat という名称のファイルを削除するして下さい。英語の場合、

menu_eng.dat を削除して下さい。  
5. PC-DMIS を再起動して下さい。デフォルトのユーザー インターフェース

が使用されます。  

ユーザー インターフェース のフォントをカスタマイズ  

 

 

「全フォント変更」ダイアログ ボックス  

フォント属性の変更のためには、 編集 | 仕様 | フォント メニュー オプションを選択して、 全フ

ォント変更 ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。このダイアログ ボックスを用いて、フ

ォントと大きさを含むフォント属性 ¾ 、及びメイン ユーザー インターフェース、グラフィック

ス表示ウィンドウ、編集ウィンドウ用のスタイル ¾ を変更できます。  

フォントを変更するには：  
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1. 以下のオプション ボタンの一つを選択すると、標準 フォント ダイアログ 
ボックスが現れます：  

1. アプリケーション用フォントの編集 – これは、 設定 ツール バー、プレビュー 
ウィンドウ、解読ウィンドウ、ステータス バー、及びその他のメッセージ ボッ

クス等、の一覧のフォントを変更します。  
2. グラフィックス用フォントの編集 – これは、  グラフィックス表示ウィンドウ、

主なフィーチャー ラベル、測定寸法情報及びポイント情報テキスト ボックス等、

のテキストのフォントを変更します。  
3. 編集ウィンドウ用フォントの編集 – これは、編集ウィンドウのフォントを変更

します。以下の付記を参照して下さい。  

2. 入手可能な一覧から、ご希望のフォント変更を選択して下さい。  
3. OK をクリックして フォント ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  
4. 全フォント変更 ダイアログ ボックス内の OK をクリックし、これまでの

変更内容を確定して下さい。  

重要事項: お手持ちのコンピューターの、どの入手可能なフォントもお使いになれますが、ある

フォントは一定の間隔がなく、あるコンポーネントを読みにくくする恐れがあります。例えば、

編集ウィンドウのテキストを閲覧または印刷する場合、一定間隔（または固定幅）のフォント

（例えば、 Courier New フォント）のご使用をお勧めします。それ以外の場合、文字、行、及

び、見出しが、期待通りにそろわない恐れがあります。  

メニューのカスタマイズ  

 

メニューバー上のメニューをカスタマイズするには：  

1. 画像 | ツール バー | カスタマイズ というメニューオプションを選択し、 
カスタマイズ ダイアログボックスにアクセスして下さい。  

2. メニュー タブを選択して下さい。  
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カスタマイズ ダイアログボックス - メニュータブ  

このタブを用いて、新たなメニュー項目を加えたり、既存のメニュー項目を移動したり、メニュ

ー項目をメニューバーから完全に除去することができます。  

メニュー項目の移動  

 

メニュー バー上の新規の位置へ、メニュー項目を移動するには：  

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスを開き、 メニュー タブを選択後、

（ メニュー タブ内の系統図メニュー一覧ではなく）PC-DMIS のその時

点でのメニュー バー上で、移動したいメニュー項目に進んでください。  
2. ご希望のメニュー項目を選択して下さい。  
3. それを新規の位置にドラッグして下さい。メニュー ストラクチャー上に

項目をドラッグしている時、項目が付け加えられる場所を示す、小さな赤

色矢印  が現れます。  
4. マウスボタンをリリースすると、当該メニュー項目が移動前の位置から新

規の位置へコピーされます。  
5. OK をクリックして、これまでの変更内容を確定し、 カスタマイズ ダイ

アログ ボックスを閉じて下さい。  

To Remove/Restore A Menu Item  

メニュー バーからメニュー項目を除去するには：  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ユーザー インターフェイスのナビゲート  *  45 

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスを開き、 メニュー タブを選択後、

（ メニュー タブ内の系統図メニュー一覧ではなく）PC-DMIS のその時

点でのメニュー バー上で、除去したいメニュー項目に進んでください。  
2. ご希望のメニュー項目を選択して下さい。  
3. それをメニュー バー エリアから外へドラッグして下さい。  
4. マウスボタンをリリースすると、当該メニュー項目がメニューから除去さ

れます。  
5. OK をクリックして、これまでの変更内容を確定し、 カスタマイズ ダイ

アログ ボックスを閉じて下さい。  

除去されたメニュー項目の回復  

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスを開き、 メニュー タブを選択後、 メニュー 系統図

一覧内の、回復したいメニュー項目に進んでください。  
2. 当該メニュー項目を選び、PC-DMIS のその時点でのメニュー バー上にドラッグして下

さい。メニュー ストラクチャー上に項目をドラッグしている時、マウスボタン リリース

時に項目が付け加えられる場所を示す、小さな赤色矢印  が現れます。  
3. 当該メニュー項目を挿入するために、マウスボタンをリリースして下さい。  

既存メニュー項目の編集  

 

メニュー項目の名称と内容、及びヒントを含む、既存のメニュー項目を編集することができます。

これをするには：  

1. 画像 | ツール バー | カスタマイズ というメニューオプションを選択し、 
カスタマイズ ダイアログボックスにアクセスして下さい。  

2. ダイアログ ボックスが開いた後、PC-DMIS のメニュー バー上をクリック

して下さい。  
3. メニューを選択し、次に、（ メニュー タブ内の系統図メニュー一覧では

なく）PC-DMIS の現メニュー バー上の、変更したいメニュー項目を右ク

リックして下さい。 メニュー項目編集 ダイアログ ボックスが現れます。  
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「メニュー項目編集」ダイアログ ボックス  

1. このダイアログ ボックスを用いて、メニュー項目を変更し OK をクリッ

クして下さい。  
2. カスタマイズ ダイアログ ボックス内の OK をクリックして下さい。  
3. これまでの変更内容を確認して下さい。  

付記: メニュー テキスト ボックスにおいて、アンパサンド記号に続く文字は、ALT キーと共に

用いられた時、当該メニュー項目をすばやく選択できることを意味しています (例えば、ALT + F 
+ N を選べば、 ファ イル メニュー内の 新 規 メニュー項目にアクセスします）。  

新メニュー項目の追加  

 

お客様ご自身のカスタムのメニュー項目を作成し、これに外部プログラムまたはバッチファイル

を連結することができます。これをするには：  

1. 画像 | ツール バー | カスタマイズ というメニュー オプションを選択し、 
カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスし、 メニュー タブを選択

して下さい。  
2. 項目作成 のボタンをクリックして下さい。 カスタム ウィザード / スクリ

プト / ツール のダイアログ ボックスが現れます。  
3. ‘…’ ボタンをクリックして下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れ

ます。  
4. タイプに関するファイル 一覧から、挿入するファイルのタイプを選択し

て下さい。  
5. カスタム アプリケーション、バッチ ファイル、BASIC スクリプト、マク

ロファイル等のあるディレクトリに進んでください。  
6. 挿入したいファイルを選択し、「 開く をクリックして下さい。 開く ダ

イアログ ボックスが閉じ、 カスタム ウィザード / スクリプト / ツール の
ダイアログ ボックスが、ご選択のカスタム プログラムに関するデフォル

ト情報を表示します。  
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カスタム ウィザード / スクリプト / ツールのダイアログ ボックスが、サンプル ア
プリケーションを示しています。  

コマンド ファイル:  
このボックスは、コマンドへの道筋を示します。  

メニュー テキスト:  
このボックスを用いて、メニュー上に表示される、カスタム作成項目用の名前を

特定して下さい。  

ヘルプの内容:  
このボックスの用いて、カスタム項目上にマウスを移動した際、PC-DMIS がステ

ータス バー上に表示する情報を定義できます。  

ヒント:  
このボックスを用いて、カステム項目上にマウスを置いた時に、表示するヒント 
テキストを特定することができます。この機能は、カスタム項目がメニューでは

なく、ツール バーに追加された場合にのみ作動します。  

機能:  
カスタム BASIC スクリプトを使用していない場合、このボックスは作動しません。

このボックスが作動すると、これを用いて、記憶された .bas ファイルから実行さ

れるサブルーチン、または機能を定義することが可能です。ルーチン名を丸かっ

こなしでタイプして下さい。例えば、BASIC スクリプト実行中に、「テスト機

能」とタイプすると、テスト機能ルーチンが起動します。  

アイコン変更:  
このボタンを用いて、このアイテム メニュー項目用のアイコンを変更できます。  

7. このダイアログ ボックス内で、その他の必要な変更を行って下さい。  
8. 変更を確定するために、 OK をクリックして下さい。PC-DMIS は、新規

作成コマンドを、 カスタマイズ ダイアログ ボックスの メニュー メニュ

ー タブにある ユーザー定義コマンド の系統図一覧に挿入します。  
9. ユーザー定義コマンド の系統図一覧を拡大して下さい。  
10. 新規作成コマンドを選び、PC-DMIS メニュー バー上にドラッグして下さ

い。メニュー ストラクチャー上に項目をドラッグしている時、マウスボ

タン リリース時に項目が現れる場所を示す、小さな赤色矢印  が現れま

す。  
11. コマンドを挿入するために、マウスボタンをリリースして下さい。  
12. カスタマイズ ダイアログ ボックスを閉じて下さい。新規に挿入されたメ

ニュー項目が、お客様のメニュー バー上に現れています。  

ツール バーのカスタマイズ  
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ツール バーメニュー上のツール バーをカスタマイズするには：  

1. 画像 | ツール バー | カスタマイズ というメニューオプションを選択し、 
カスタマイズ ダイアログボックスにアクセスして下さい。  

2. ツール バー タブを選択して下さい。  

 

カスタマイズ ダイアログボックス - ツール バータブ  

このタブを用いて、新ツール バーやツール バーアイコンを追加したり、カスタム ツール バーを

除去したり、ツール バーアイコンを既存のツール バーに再設定することができます。  

既存のツール バーの変更  

この表は、既存のツール バー変更のための カスタマイズ ダイアログ ボックス上の ツールバー 
タブの使用法を示しています。  

ご希望の変更内容  手続き  
メニュー項目をツール バーに

加える。  
1. ツール バーの定義 一覧か

ら、削除したいツール バ
ーを選択して下さい。  

2. 入手可能な項目 一覧か

ら、付け加えたい項目を見

つけてください。  
3. それを選択し 加える ・・

ボタンを押して下さい。 
その項目が、ご希望のツー

ルバー上に表示されます。

4. 適用する と OK をクリッ

クして、これまでの変更内

容を確定して下さい。  
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ツール バー アイコンを除去

する。  
1. ツール バーの定義 一覧か

ら、削除したいツール バ
ーを選択して下さい 。  

2. 一覧内で、除去したい項目

を見つけてください（ダイ

アログの右側）。  
3. その項目を選択し ・・除

去する ボタンを押して下

さい。  
4. 適用する と OK をクリッ

クして、これまでの変更内

容を確定して下さい。  

付記: 既存のツール バーには、少

なくとも一つのアイコンがなけれ

ばいけません。 後のアイコンを

除去し 適用する または OK をクリ

ックした場合、そのアイコンはツ

ール バー上に残ったままです。  
変更を消去する。  リセット ボタンをクリックして下

さい。 OK または 適用する がクリ

ックされていない限り、ツール バ
ーは変更前の状態に戻ります。  

すべてのカスタム ツール バ
ーを除去し、当 PC-DMIS バ

ージョンに付随のレイアウト

を回復する。  

デフォルト ボタンをクリックして

下さい。  

新規のツール バー項目を作成

する。  
新規 をクリックして下さい。 カス

タム ウィザード / スクリプト / ツ
ール のダイアログ ボックスが現れ

ます。付け加えたい項目を選択し

て下さい。当 This ヘルプファイル 
では、 「 新メニュー項目の追

加 」の項目内に、カスタム項目を

付け加えるプロセスについての記

述があります。  
ツール バー上の項目表示順序

を再編する。  
1. ツール バーの定義 一覧か

ら、ツール バーを選択し

て下さい 。  
2. 移動したい項目を選択して

下さい。  
3. これらのアップ矢印 

 またはダウン矢印 

  ボタンをクリック

し、一覧上の他のツール 
バー アイコンの間で当該

項目を上下に移動して下さ
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い。  

ツール バーの名称を変更す

る。  
1. ツール バーの定義 一覧か

ら、ツール バーを選択し

て下さい 。  
2. 名称変更 をクリックして

下さい。 ツール バーの新

名称 ボックスが現れま

す。  
3. このボックス内にツール 

バーの名称をタイプし、 
OK をクリックして下さ

い。  

 

また、PC-DMIS では、別の方法を用いて、カスタム ツール バー上のどの項目でもすばやく再編

または削除することができます。これは、Shift キーを用いて行われます。手順は以下のとおり:  

ツール バー アイコンを削除、または再編するには：  

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  
2. Shift キーを押し続けたままにして下さい。  
3. アイコン上で、マウスを押さえ続けて下さい。アイコンが移動可能になり

ます。  
4. アイコン 再編成 の場合には、当該アイコンをツール バー上の新規の場所

にドラッグして下さい。  
5. アイコン 削除 の場合には、当該アイコンをツール バーの境界線外へドラ

ッグして下さい。  
6. マウスボタンをリリースして下さい。 これまでの変更内容が実施されま

す。  

付記: 既存のツール バーには、少なくとも一つのアイコンが必要なので、この要領で 後のアイ

コンを除去した場合、PC-DMIS を再起動するまで、そのアイコンはツール バーから除去された

ままです。再起動後に、当該アイコンは再び現れます。  

区切りを付け加えるには：  

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  
2. Shift キーを押し続けたままにして下さい。  
3. アイコン上で、マウスを押さえ続けて下さい。アイコンが移動可能になり

ます。  
4. それを少し（その位置を再編するほどの距離ではなく）右にドラッグして

下さい。  
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5. マウスボタンをリリースして下さい。 区切りがその左側に現れます。  

区切りを削除するには：  

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  
2. Shift キーを押し続けたままにして下さい。  
3. 区切りの右側にあるアイコン上で、マウスを押さえ続けて下さい。アイコ

ンが移動可能になります。  
4. 当該アイコンを区切りの左側にドラッグして下さい。  
5. マウスボタンをリリースして下さい。  

カスタム ツール バーの作成  

 

1. カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスし、 ツール バー タブを選

択して下さい。  
2. 新規 をクリックし、 ツール バー を選択して下さい。ツール バーの名称

入力用のボックスが現れます。  
3. ツール バーの名称をタイプし OK をクリックして下さい。カスタマイズ

された新ツール バーが、 ツール バーの定義 一覧上に現れます。新規の

ツール バー アイコンを加えることにより、ツール バーを変更することも

できます（「 既存のツール バーの変更 」を参照して下さい）。  

カスタム ツール バーの削除  

 

• カスタマイズ ダイアログ ボックスにアクセスし、 ツール バー タブを選

択して下さい。  
• ツール バーの定義 一覧から、削除したいツール バーを選択して下さい。  
• 削除する ボタンをクリックして下さい。  
• これまでの変更内容を適用するために、 適用する をクリックして下さい。  

ショートカット キーのカスタマイズ  

 

PC-DMIS のメニュー項目及びコマンド用のショートカットキーをカスタマイズする：  

1.         画像 | ツール バー | カスタマイズ というメニューオプションを選択し、 
カスタマイズ ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
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2.         キーボード タブを選択して下さい。  

 

カスタマイズ ダイアログボックス - キーボードタブ  

このタブを用いて、PC-DMIS 内のにコマンド呼び出し、及び、カスタマムメニュー用とツール 
バー項目用の新ショートカットキー追加に使われている、ショートカットキーを変更することが

できます。  

コマンドにショートカットキーを追加  

 

• カスタマイズ ダイアログボックスにアクセスし、 キーボード タブを選択

して下さい。  
• カテゴリ 及び メニュー セレクション 一覧を用いて、変更したいコマン

ドを選択して下さい。 コマンド 一覧にあるコマンドを選択した後、この

コマンドに割り当てられている、その時点でのショートカット キーがあ

る場合、 現時点でのショートカット ボックス内に表示されます。  
• 新規のショートカットキーを割り当てたいコマンドを、ハイライトで表示

して下さい。  
• 新ショートカット ボックスをクリックして下さい。  
• このコマンドに割り当てたいショートカット キーをタイプして下さい。

そのキーを押すと、タイプしたとおりに現れます。  
• アサイン ボタンをクリックすると、その時点で当該コマンドに割り当て

られている、その他のショートカット キーと共に、新しいショートカッ

ト キーが 現時点でのショートカット ボックスに現れます。  
• 適用する をクリックして、これまでの変更内容を確定して下さい。  
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付記: 作成する ボタンを用いて、他のタブと同様に、コマンドを作成し、それをカスタム プログ

ラムに連結することが可能です。次に、 メニュー セレクション の一覧上の ユーザーにより定義 
をクリックして、このコマンドを選択できます。すべてのユーザー定義コマンドは、 コマンド 
一覧に列挙されます。  

コマンドからショートカットキーを除去  

 

• カスタマイズ ダイアログボックスにアクセスし、 キーボード タブを選択

して下さい。  
• カテゴリ 及び メニュー セレクション 一覧を用いて、変更したいコマン

ドを選択して下さい。 コマンド 一覧にあるコマンドを選択した後、この

コマンドに割り当てられている、その時点でのショートカット キーがあ

る場合、 現時点でのショートカット ボックス内に表示されます。  
• 新規のショートカットキーを割り当てたいコマンドを選択して下さい。  
• 除去したいショートカットキーを選択して下さい。  
• 除去する ボタンをクリックして下さい。  
• 適用する をクリックして、これまでの変更内容を確定して下さい。  

ユーザー インターフェース上の要素のドッキング及

びアンドッキング  
一部のユーザー インターフェース要素（例えば、ツール バーやダイアログ ボックス）は、その

項目を他の項目の上にドラッグ/ドロップすれば、編集ウィンドウやツール バー上でドッキング

することができます。ドッキングを望まない場合には、Ctrl キーを押さえ続けながらマウスボタ

ンをリリースして下さい。すると、ダイアログ ボックスがドッキング可能な背景に現れます。  

編集ウィンドウのようなアイテムでは、ドッキング アンドッキングできる、右クリックメニュ

ー項目を見つけることができます。  
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基本的なファイル オプシ

ョンの利用 
基本的なファイルオプションの使用: イントロダクシ

ョン  
PC-DMIS   は、パーツプログラムを操作し、お客様の重要なファイルを管理するための数多くの

オプションを提供します。 大部分の Windows 型プログラムでは、Windows の標準ダイアログ 
ボックスを用いて、基本的なファイル管理ができます；これらには、ファイルを作成し、開き、

コピーし、名称変更し、削除するといった操作が含まれます。 これに加え、PC-DMIS を通して、

CAD データのインポート及びエクスポート、または完成したパーツプログラムの実行など、さ

らに高度なオペレーションも行えます。  

この章では、特に基本的なファイルオプションについて記述しています。より高度なオプション

については、「 高度なファイルオプションの使用 」の 項 を参照して下さい。  

この 項 に記述されているオプションは以下のとおりです:  

• 新規パーツプログラムの作成  
• 既存のパーツプログラムを開く  
• パーツプログラムのセーブ  
• ファイル オペレーションを行う  
• 言語の変更  
• グラフィックス表示ウィンドウの印刷  
• インスペクション レポートの印刷  
• パーツプログラムを閉じる、または去る  
• PC-DMIS を閉じる  

新規パーツプログラムの作成  
 

既存のパーツプログラムがない場合、 ファイル | 新規 メニュー オプション選択によりアクセス

できる 新規パーツプログラム ダイアログ ボックスを用いて、新しいパーツプログラムを作成す

る必要があります。  
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「新規パーツプログラム」ダイアログ ボックス  

このボックス内で、新しいパーツを作成できます。 パーツ名、通し番号、修正番号、インター

フェース タイプ、及び測定単位のタイプについて入力するよう、促されます。当該パーツはセ

ーブされるまで、その場で記憶されたままです。CMM インターフェース タイプも、ここで選択

できます。  

付記: PC-DMIS では、 パーツ名 ボックスのみを使って、新パーツプログラム作成に必要な値を

入力することができます。 修正番号 及び 通し番号 ボックス に入力する情報はオプションで

す。  

既存のパーツプログラムを開く  
 

新規パーツプログラム ダイアログ ボックスを用いて、以前にパーツプログラムを作成したこと

がある場合(「 新規パーツプログラムの作成 」を参照して下さい） ファイル | 開く 選択後の 開
く ダイアログ ボックスから作成済みのパーツプログラムを選んで、開くことができます。  

重要事項: PC-DMIS バージョン 3.2 以前のバージョンを用いて作成されたプログラムを当バージ

ョン上で開く場合、作成時の旧バージョンでプログラムを使うことができなくなりますので注意

してください。  
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「開く」ダイアログ ボックス  

これは、以下の追加を伴う、Windows の標準 開く ダイアログ ボックスです。  

• これには、 インターフェース 一覧の追加があります。この一覧を用いて、

PC-DMIS がオンラインで作動しているとき、使用中のパーツプログラム

用に（複数の CMM がある場合）CMM を選択でき、また、オフライン測

定機を選ぶことによりオフラインで PC-DMIS を作動することもできます。  
• このダイアログ ボックスの プレビュー エリアは、お手持ちのパーツのグ

ラフィックス表示ウィンドウ上での直前画像を、CAD イメージにして

（ラベルなしで）表示します。 お手持ちのパーツに関する CAD データが

ない場合には、このエリアのイメージは測定された幾何図形を表示します。

このエリアはまた、パーツプログラムの名称と 終変更日をも表示します。  
• パーツプログラムのファイル名を右クリックし、「インポート」または

「エクスポート」を選択することにより、パーツプログラム へ データを

インポートしたり、パーツプログラム から データをエクスポートするこ

とができます (より詳しい情報については、「 高度なファイルオプション

の使用 」の 項 内の、「 CAD またはプログラムデータのインポート 」及

び「 CAD またはプログラムデータのエクスポート 」のを参照して下さ

い）。  
• また、パーツ名、通し番号、または修正番号を変更したり、ファイル名を

ファイルのプロパティで作られたものに変更することが可能です。  
 
これをするには：  

1.  当該パーツプログラムのファイル名を右クリックして下さい。  
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2.  プロパティ コマンドを選択して下さい。  

3.  PC-DMIS  タブを選択して下さい。  

これらと同様の、右マウスに関する特徴は、Windows エクスプローラーにおいて

も入手可能です。  

付記: PC-DMIS 始動時に 開く ダイアログ ボックスが自動的に開き、これを用いて、既存のパー

ツプログラムを開くことができます。 しかし、この機能をお望みでない場合には 一般   タブ上

の セットアップ オプション ダイアログ ボックスにある 始動ダイアログの表示 チェック ボック

スのチェックを消してください。  

開かれた際の、プローブ変換メッセージ  

以前のバージョンにおいて作成されたパーツプログラムを開くと、旧パーツプログラムで用いら

れたプローブ用のプローブ ファイルを 新フォーマットに変換したいか否か、を問う警告メッ

セージが表示されます。  

 

プローブ ファイルの変換についての警告ダイアログ ボックス  

このプローブを、旧バージョンの PC-DMIS で用いる予定の場合は、プローブ ファイルの更新を

避けたほうが良いかもしれません。しかしながら、当該プローブ ファイルを 新フォーマット

に更新する前には、当バージョン PC-DMIS において入手可能な、プローブ用の新機能の一部が

使用できない可能性があることに注意して下さい。  

このメッセージ内の はい をクリックした後でも、お手持ちのパーツプログラムを開くたびに、

このメッセージが表示される場合、 ファイル | 新名でセーブ オペレーションを行い、プログラ

ムが当バージョン PC-DMIS に適用できるよう、パーツプログラムをセーブして下さい。詳しい

情報については、「 新名でセーブ 」の項目を参照して下さい。  

エクスプローラーのウィンドウ上で、プログラム ファイルを見るには：  

Windows 社エクスプローラー内で、パーツプログラム及び CAD ファイルを見る場合、以下の閲

覧オプションが可能です：  

• エクスプローラーの 見る | 一覧 、 見る | 詳細 、及び 見る | アイコン メニュー項目が、

パーツプログラムと CAD ファイル（.PRG 及び CAD ファイル）用のアイコンを表示し

ます。これらのファイル用の下線付きコードが指示するアイコンが、PC-DMIS のバージ

ョンごとに異なることに注意してください。ですから、必要なツールをお持ちの場合に
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は、これらのアイコンがご希望に応じてバージョンごとに異なるファイルを表示するよ

う変更することができます。  

 

「見る | アイコン」の例  

• エクスプローラーの 見る | タイトル メニュー項目は、.PRG または.CAD ファイルが前

回使用された PC-DMIS のバージョンを示すアイコンを表示します。これらのアイコン

を各バージョンごとに変更することも、同様に可能です。  

 

V4.0 及び V3.6 パーツプログラムを表示している「見る | タイトル」の例  

• 見る | サムネイル は、 見る | タイトル が表示する V4.0 以外のパーツプログラム画像と

類似のものを、アイコンにより表示します。しかし、前回 V4.0 以降で使用されたパーツ

プログラムについては、 見る | サムネイル は、その.PRG ファイル用のグラフィックス

表示ウィンドウ上での前回の画像を表示します。  
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V4.0 パーツプログラムを表示している「見る | タイトル」の例  

 

パーツプログラムのセーブ  
 

ファイル | セーブ オプションを選択すると、使用中プログラムにおいて行われた全ての作業がセ

ーブされます。当該ファイルを始めてセーブする場合、 新名でセーブ ダイアログ ボックスが現

れます。このダイアログ ボックスにより、お手持ちのパーツプログラムのセーブ先を選択でき

ます（より詳しい情報については、「 新名でセーブ 」を参照して下さい）。  

旧バージョン PC-DMIS に（ 新名でセーブ ダイアログ ボックスから）パーツプログラムをセー

ブしたことがある場合、PC-DMIS が、今後のセーブに関したメッセージを表示し、当該パーツ

プログラムを以前選択された旧バージョンにセーブしたいか問います。クリックするボタンが、  

1. はい の場合、 PC-DMIS は当該パーツプログラムを旧バージョンにセー

ブします。  
2. いいえ の場合、PC-DMIS は当該パーツプログラムを現バージョンにセー

ブします。  
3. キャンセル の場合、PC-DMIS はセーブせずに、当該パーツプログラムを

閉じます。  

このメッセージの表示を止めたい場合には、「 仕様の設定 」の 項 の「 警告 」を参照して下さ

い。  

新名でセーブ  
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ファイル | 新名でセーブ オプションを選択すると、 新名でセーブ ダ イアログ ボックスが表示

されます 。  

 

「新名でセーブ」ダイアログ ボックス  

これにより、新規のファイル名がついた、使用中パーツプログラムや旧バージョン型の使用中パ

ーツプログラムを記憶させることができます。  

PC-DMIS パーツプログラム 一覧を用れば、PC-DMIS 当バージョン及び旧バージョンで使用さ

れているフォーマットで、パーツプログラムをセーブできます。入手可能なフォーマットは、バ

ージョン 3,202、及び、それ以降のバージョンのものです。当バージョンの新コマンドに対応し

ていない、旧バージョン PC-DMIS に、パーツプログラムをセーブしている場合、PC-DMIS が、

対応外のコマンドを DOCUMENT コメントに保存します。「 編集ウィンドウの使用 ｣の 項 の
「 文書 」を参照して下さい。  

セーブ ボタンをクリックして、パーツプログラムをセーブして下さい。 キャンセル ボタンは、

セーブを行わずに、ダイアログボックスを閉じます。  

CAD を参照としてセーブ - このチェック ボックスをチェックすると、当該 CAD ファイルを、元

来の CAD ファイルの参照としてセーブできます。このチェック ボックスを用いて、新規のファ

イルをコピーするかわりに、お手持ちの CAD モデルを参照して下さい。この機能は、ディスク 
スペースの節約に役立ちます。CAD モデルがお手持ちのパーツプログラムに搭載され、 新名で

セーブ ダイアログ ボックスがアクセスされた時には、このオプションは常に入手可能です。参

照を付された CAD ファイルが以前に削除、移動または名称変更されている場合には、PC-DMIS
がお客様にその所在位置を質問します。  
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ファイル オペレーションを行う  
PC-DMIS のファイル オペレーションを用いて、パーツプログラム ファイルの鏡面対称表示、コ

ピー、削除、及び、名称変更ができます。  

鏡面対称表示  

 

鏡面対称表示 コマンドを用いると、ユーザーは、パーツプログラムの X, Y, Z 軸に対称の画像コ

ピーを作成できます。  

パーツプログラムを鏡面対称で表示するには：  

1. ファイル | オペレーション | 鏡面対称表示  オプションを選択して下さい。

以下に示した 鏡面対称で表すパーツの選択 ダイアログ ボックスが現れま

す:  

 

「鏡面対称で表すパーツの選択」ダイアログ ボックス  

2. 鏡面対称で表すパーツプログラム ファイルを選んで下さい。  
3. 鏡面対称の基準にしたい軸線( X 、 Y 、または Z で鏡面対称表示  オプシ

ョン ボタン）を選んで下さい。  
4. 開く ボタンをクリックして下さい。 鏡面対称表示パーツのセーブ名 ダイ

アログ ボックスが現れ、鏡面対称用に選ばれたパーツプログラムのファ

イル名を表示します:  
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「鏡面対称表示パーツのセーブ名」ダイアログ ボックス  

5. セーブ ボタンをクリックして下さい。 パーツプログラムが、特定のディ

レクトリに鏡面対称で表示されます。  

重要事項: PC-DMIS はまた、お手持ちのプローブの AB 先端チップ角の鏡面対称表示も行いま

す。お手持ちのプローブの AB 先端チップ角が既に定められて直径測定されていない場合には、

PC-DMIS が も近い直径測定済み先端チップ角を選択します。直径測定済み先端チップ角があ

る場合、その中で、 も近く セットアップ オプション ダイアログ ボックス内 パーツ/測定機 タ
ブ上の リスト警告デルタ ボックスで特定されたリスト角度量内のものを選択します。直径測定

済み先端チップ角がない場合、PC-DMIS が、直径測定されていない AB 先端チップ角の完全鏡

面対称表示を作成します。「 仕様の設定 」の 項 の「 セットアップ オプション：パーツ/測定機 
タブ 」の項目を参照して下さい。  

コピー  

 

コピー コマンドを用いると、ユーザーは使用中のパーツプログラムに関連した全ファイルをコ

ピーすることができます。  

パーツプログラムをコピーするには：  

• ファイル | オペレーション | コピー  メニュー項目を選択して下さい。 パ
ーツ ファイルのコピー元 ダイアログ ボックスが現れ、どのフォルダーか

らどのファイルをコピーしたいか質問します。  
• ディレクトリ ストラクチャーを進み、パーツプログラムを選んで下さい。  
• 開く ボタンをクリックして下さい。 パーツ ファイルのコピー先 ダイア

ログ ボックスが次に現れます。  
• コピーしたいパーツプログラムをクリックすると、そのファイルネームと

拡張子が、 ファイル名 ボックスに現れます。  
• コピーしたいプログラムのあるフォルダーに進んで下さい。  
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• 開く ボタンをクリックして下さい。  

コピーされるファイルは、「.PRG」ファイル、「CAD」ファイル、及び、同ベース名

と.001, .002, …, .999 の範囲内の拡張子を持つ全ファイルです。  

削除する  

 

削除する コマンドにより、ユーザーは使用中のパーツプログラムに関連した全ファイルを削除

することができます。  

パーツプログラムを削除するには：  

• ファイル | オペレーション | 削除  メニュー項目を選択して下さい。 パー

ツファイルの削除 ダイアログボックス が現れます。  
• 削除するパーツプログラムを選んで下さい。  
• 開く ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が別のボックスを用いて、

当該ファイルを本当にゴミ箱に送りたいか否か質問します。  
• はい ボタンをクリックして下さい。  

削除されるファイルは、「.PRG」ファイル、「CAD」ファイル、及び、同ベース名と.001, .002, 
…, .999 の範囲内の拡張子を持つ全ファイルです。削除されたファイルはすべて、ゴミ箱に送ら

れます。  

名称変更  

 

名称変更 コマンドにより、ユーザーは使用中のパーツプログラムに関連した全ファイル名を変

更することができます。  

パーツプログラム名を変更するには：  

• ファイル | オペレーション | 名称変更  メニュー項目を選択して下さい。 
変更前のパーツ ファイル名 ダイアログ ボックスが現れ、どのファイル名

を変更したいか質問します。  
• 名称変更するパーツプログラムを選んで下さい。  
• 開く ボタンをクリックして下さい。 変更後のパーツ ファイル名 ダイア

ログ ボックスが現れ、当該ファイルの変更名を質問します。  
• ファイル名 ボックスに、当該ファイルの新名称をタイプして下さい。  
• 開く ボタンをクリックして下さい。 名称変更が即時に適用されます。  
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名称変更されるファイルは、「.PRG」ファイル、「CAD」ファイル、及び、同ベース名

と.001, .002, …, .999 の範囲内の拡張子を持つ全ファイルです。  

言語の変更  
 

ファイル | 言語  を選択すると、PC-DMIS ユーザーに入手可能な言語が表示されます。チェック 
マークは、現時点で用いられている言語を表示しています。新規の言語に変更するには、単にご

希望の言語を選択して下さい。PC-DMIS が、自動的にお客様のパーツプログラムをセーブし、

PC-DMIS を閉じ、再起動します。再起動後、PC-DMIS は新しく選ばれた言語で作動します。グ

レイで表示されている言語は、選択不可能です。その言語は入手可能かもしれませんが、お手持

ちの現システムにはインストールされていません。  

プリンター オプションの設定  
プリンター セットアップ ボタン及びメニュー項目を用いて、標準 Windows 印刷セットアップ 
にアクセスできます。このダイアログ ボックスにより、入手可能なプリンター間での切り換え、

印刷用紙サイズとページ配置についての選択、及び他のプリンター プロパティへのアクセスが

可能です。その後、PC-DMIS は、これらの選択されたオプションに基づき、 編集ウィンドウ 、 
インスペクション レポート 、または グラフィックス表示ウィンドウ を印刷します。  

 

「印刷セットアップ」ダイアログ ボックスのサンプル  

このダイアログ ボックスと入手可能なオプションに関する情報については、お手持ちの

Windows オペレーション システムに付随のヘルプ ファイルをご覧下さい。さらに高度の、プリ

ンター特定のプロパティについては、お手持ちのプリンター専用の文書を参照する必要があるか、

と思われます。  

グラフィックス表示ウィンドウの印刷  
 



Wilcox Associates, Inc. 

66  *  基本的なファイル オプションの利用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

PC-DMIS を用いて、グラフィックス表示ウィンドウのその時点での内容をお手持ちのプリンタ

ーに送ることができます。これをするには、 ファイル | 印刷 | グラフィックス ウィンドウ 印刷 
メニュー オプションを選択して下さい。PC-DMIS が、Windows の 印刷セットアップ ダイアロ

グ ボックスを表示します。 OK をクリックし、ダイアログ ボックスに表示のプリンターに、レ

ポートを送付して下さい。  

印刷前に、出力オプションを設定し、印刷作業のプレビューをすることができます。  

グラフィックス表示ウィンドウ用の出力及びプリンター オ
プション設定  

 

ファイル | 印刷 | グラフィックス ウィンドウ印刷セットアップ メニュー オプションを選択する

と、 プリンターのセットアップ及び出力オプション ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

「プリンターのセットアップ及び出力オプション」ダイアログ ボックス  

このダイアログボックスは、お手持ちのプリンターのセットアップ及び様々な表示オプションの

決定に用いられます。 プリンター オプション エリアで入手可能なオプションを使うと、印刷さ

れるグラフィックス画像のタイプを選択できます。これらのオプションは：  

１ページ内にスケール適合 - このオプションでは、どのようなグラフィックス 
イメージも、１ページ内に適合するよう縮小されます。  

現時点で見えるスクリーン エリアの印刷 - このオプションでは、その時点での

スクリーン上の画像のみを印刷します。あるフィーチャーにズームインした

場合、パーツ全体ではなく、スクリーン上の映像のみが印刷されます。  

完全な画像の印刷 - このオプションでは、 画像セットアップ ダイアログ ボック

スの 画像レイアウト エリアで定められた各画像を、それぞれのページ上で

印刷します。 例えば、お客様のグラフィックス表示ウィンドウ上に Z+画像

と Y-画像が表示されている場合、PC-DMIS は、Z+画像を１ページに、そし
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て、Y-画像を他の１ページに、これらの画像をそれぞれ別々の２ページに印

刷します。  

現時点でのスケールで、完全な画像を印刷 - このオプションは、画像がその時点

でのスケールで印刷されることを除き、 完全な画像の印刷 オプションのよ

うに機能します。当該画像にズームインしている場合には、PC-DMIS は依然

として全体画像を印刷しますが、画像がいろいろなページに分割されて印刷

されます。  

また、 罫線を引く チェック ボックスをチェックすると、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内に表示されている、どのような罫線も印刷されます。罫線を表示

するには、 画像セットアップ ダイアログ ボックス ( 編集 | グラフィックス

表示ウィンドウ | 画像セットアップ )を用いて下さい。「 CAD 表示の編集 」
の 項 にある「 スクリーン画像セットアップ 」を参照して下さい。  

OK ボタンをクリックして、これまでの変更内容をセーブして下さい。  

印刷作業のプレビュー  

 

「 ファイル | 印刷 | グラフィックス ウィンドウ 印刷プレビュー メニュー オプションを選択すれ

ば、グラフィックス表示ウィンドウから印刷予定の内容を、容易にプレビューできます。印刷プ

レビュー ウィンドウが現れます。  

 

グラフィックス表示ウィンドウの内容を表示している、印刷プレビュー ウィンドウ  

ウィンドウ上部のボタンは、以下の機能を行います：  

印刷 ボタンは、印刷作業をプリンターに送る 印刷 セットアップ ダイアログ ボ
ックスを開きます。  
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次ページ と 前ページ ボタンを使うと、複数ページの印刷作業の各ページを見て

回ることができます。  

１ページ または 2 ページ トグル ボタンは、プレビュー ウィンドウ上に一度に

表示するページ数を決めます。  

ズームイン 及び ズームアウト ボタンにより、プレビュー ウィンドウ上である

ページをすばやく集中的に見ることができます。このズーム操作は、プリン

ターへ送られる印刷内容に影響しません。  

閉じる ボタンは、プレビュー ウィンドウを閉じます。  

編集ウィンドウの印刷  
PC-DMIS では、お手持ちの編集ウィンドウの内容を、簡単にすばやく印刷できます。 以下の方

法で、編集ウィンドウの内容をお手持ちのプリンターに送ることができます:  

• ファイル | 印刷 | 編集ウィンドウ印刷 を選択してください。  

• 編集ウィンドウ ツール バーにある 印刷 アイコンをクリックして下さい。  
• F4 を押して下さい。  

印刷作業のプレビュー  

   

プリントアウトがどのようになるかプレビューするには、 ファイル | 印刷 | 編集ウィンドウ印刷

プレビュー を選択してください。  

印刷プレビュー ウィンドウが現れます。  
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編集ウィンドウの内容を表示している、印刷プレビュー ウィンドウ  

ウィンドウ上部のボタンは、以下の機能を行います：  

• 印刷 ボタンは、印刷作業をプリンターに送る 印刷 セットアップ ダイア

ログ ボックスを開きます。  
• 次ページ と 前ページ ボタンを使うと、複数ページの印刷作業の各ページ

を見て回ることができます。  
• １ページ または 2 ページ トグル ボタンは、プレビュー ウィンドウ上に

一度に表示するページ数を決めます。  
• ズームイン 及び ズームアウト ボタンにより、プレビュー ウィンドウ上

であるページをすばやく集中的に見ることができます。 このズーム操作

は、プリンターへ送られる印刷内容に影響しません。  
• 閉じる ボタンは、プレビュー ウィンドウを閉じます。  

重要事項:  編集ウィンドウの内容の印刷時には、トゥルー タイプのフォント（例えば、Courier 
New)を使用してください。それ以外の場合、文字、または行が期待通りにそろわない恐れがあ

ります。 編集ウィンドウ、及びレポートで使用のフォントを変更するには、「 ユーザーインタ

ーフェースの利用 」の 項 内の「 ユーザー インターフェース のフォントをカスタマイズ 」の項

目を参照して下さい。  

出力オプションの設定  
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インスペクション レポート出力時に用いられたのと同じ 印刷オプション ダイアログ ボックスを

使用して、編集ウィンドウの印刷作業用の出力オプションを設定することができます。 より詳

しい情報については、「 インスペクション レポートの印刷 」を参照して下さい。 プリンターの

変更、ページ方向性の設定、または、その他のプリンターに関するオプションの変更を行うには、 
ファイル | 印刷セットアップ メニュー項目を使用して下さい。  

インスペクション レポートの印刷  
PC-DMIS を用いて、お手持ちのテキスト型インスペクション レポートを各種出力デバイスまた

はファイルに送ることが可能です。PC-DMIS は、多種多様なプリンター及びにプロッターに対

応しています。ハードウェアの適用性に関する質問がある場合は、お客様の PC-DMIS セールス

代理人に連絡してください。  

この能力を用いて、パーツのグラフィックス画像を含む、インスペクション レポートを印刷し

て下さい。これをするには、 ファイル | 印刷 | レポート印刷 メニュー オプションを選択して下

さい。 印刷前に、印刷作業用の出力オプションを設定することができます。  

重要事項: インスペクション レポート印刷時、True Type フォント（例えば Courier New）を用

いてください。それ以外の場合、文字、または行が期待通りにそろわない恐れがあります。編集

ウィンドウ、及びレポートで使用のフォントを変更するには、「 ユーザーインターフェースの

利用 」の 項 内の「 ユーザー インターフェース のフォントをカスタマイズ 」の項目を参照して

下さい。  

編集ウィンドウ用の出力及びプリンター オプション設定  

ファイル | 印刷 | レポート印刷セットアップ メニュー オプションを選択すると、 レポート 印刷

オプション ダイアログ ボックスが表示されます。  
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「レポート印刷オプション」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、インスペクション レポートの送付先を PC-DMIS に指定す

ることが可能です。インスペクション レポートを、ファイルやプリンターに送付、あるいは

DMIS ファイルとして出力することができ、または、この三つのうちのいずれかの組み合わせを

行うことも可能です。これをするには：  

• ファイル チェック ボックス、 プリンター チェック ボックス、 DMIS 出
力 チェック ボックスのいずれか、またはこの三つのうちでの色々な組み

合わせをチェックしてください。  
• 各チェック ボックス選択後、直前段階でのチェック ボックス選択しだい

で、特定のオプションが入手可能になります。  
• OK ボタンをクリックして（または「入力」を押して）下さい。 印刷オ

プション ダイアログ ボックスが閉じます。  

測定マーク フィーチャー セット用の印刷オプション設定  

PC-DMIS はまた、測定マーク フィーチャー セットが作成されると、常に レポート印刷オプシ

ョン ダイアログ ボックスの例を表示します。（「パーツプログラムの編集」内の「 測定マーク 
フィーチャー セットの作成と実行 を参照して下さい。）これを用いて、 新規作成の測定マーク 
フィーチャー セットにのみ 特定の、印刷オプションを定義することができます。代わりに、パ

ーツプログラム一般用に既に定義された印刷設定の使用をご希望の場合には、 包括的印刷設定

の使用 チェック ボックスをチェックすることができます。  

既存の測定マーク フィーチャー セット用の印刷設定を定義するには、測定マークフィーチャー

セット内の当該セットを選択し、それから、 ファイル | 印刷 | レポート ウィンドウ印刷セットア

ップ を選択してください。  

入力式を用いて、ファイルに出力  

バージョン 3.6 以降の PC-DMIS では、 印刷オプション ダイアログ ボックスの ファイル ボック

ス内で、入力式を使うことができます。この機能により、パーツプログラム コードを 印刷オプ

ション ダイアログ ボックスと共に使用して、出力ファイルの送付先ディレクトリを大幅に変更

することが可能です。  

例えば、二人のユーザー、ジョンとエイミーが、同じパーツプログラムのインスペクション レ
ポートを、ユーザー名なしで既存のサブ ディレクトリに送りたい、とします。各ユーザー用に 
印刷オプション ダイアログ ボックスを開き、送付先ディレクトリとレポート名を変更するかわ

りに、ユーザーが、氏名をコメントにタイプし、アサイン コマンド及びフローコントロール コ
マンドを用いて、それぞれ異なる送付先ディレクトリをセーブし、変数に氏名を報告することが

可能です。以下のとおり:  

C1 =COMMENT/INPUT,YES,氏名をタイプして下さい:  

IF/C1.INPUT == "John"  

ASSIGN/VAR_FILENAME = "C:\\inspectionreports\\John\\John.rtf "  
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COMMENT/OPER,NO,VAR_FILENAME  

END_IF/  

ELSE_IF/C1.INPUT == "Amy"  

ASSIGN/VAR_FILENAME = "C:\\inpectionreports\\Amy\\Amy.rtf"  

COMMENT/OPER,NO,VAR_FILENAME  

END_ELSEIF/  

ELSE/  

ASSIGN/VAR_FILENAME = "C:\\inspectionreports\\" + C1.INPUT + ".rtf"  

COMMENT/OPER,NO,VAR_FILENAME  

END_ELSE/  

それから、 印刷オプション ダイアログ ボックスの ファイル ボックス内に、ここに示したとお

り、 VAR_FILENAME の変数をタイプします:  

 

「ファイル」ボックス内の VAR_FILENAME  

その後、当該パーツプログラムが実行される時はいつでも、ジョンがユーザーの場合には、レポ

ート John.rtf が彼のディレクトリにセーブされます；エイミーがユーザーの場合には、レポート 
Amy.rtf が彼女のディレクトリにセーブされます；それ以外のユーザーが氏名をタイプした場合

には、レポートはデフォルトのディレクトリ C:\Inspectionreports\ にセーブされます。  

 コメントに関する情報については、「 レポート コマンド挿入 」の 項 の
「 プログラマーのコメント挿入 」の項目を参照して下さい。  
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 入力式及び変数に関する情報については、「 入力式及び変数の使用 」の 
項 を参照して下さい。  

 フローコントロール文に関する情報については、「 フローコントロール

を使っての分枝 」の 項 を参照して下さい。  

ファイルへ出力する  

出力内容がファイルへ送られると、リッチ テキスト フォーマット（.rtf）またはポータブル テキ

スト フォーマット（.pdf）のいずれかで、セーブが可能です。 ファイル名は、当該のパーツプ

ログラムと同様の名称に、拡張子前の数字付属インデックスを加えて、 初に作成されフォーマ

ットされます。 PC-DMIS がこの 初のファイル名を作りますが、ファイル名はことデフォルト 
フォーマットによる必要はなく、変更が可能です。  

ファイルに付け加える:  
付け加える が選択されると、PC-DMIS は、インスペクション レポートから

の、その時点でのデータを指定のファイルに付け加えます。 完全なパスの指

定が 必要不可欠 です。それ以外の場合、PC-DMIS は、同じディレクトリを

当該パーツプログラムと推測します。また、付加先のファイルが存在しない

場合には、レポート作成時にファイルが作成されます。  

RTF の限界: PC-DMIS のテンプレートへのレポート用アプローチと一緒に機能する、RTF ド

ライバーの作動法に限界があるため、RTF ファイルに 付け加えられる 場合、お客様のその

時点でのレポート テンプレートにあるかも知れない、その他のものに関わらず、PC-DMIS
は レポート テンプレート 対象物の内容のみを RTF ファイルに送付します。  
 
さらに、RTF ファイルへの付加の場合、そのファイルは、 常時 付け加える オプションで用

いられるものでなければいけません。 上書きする や 自動 で 初に使用された RTF ファイ

ルに、付け加えることはできません。  

ファイルを上書きする:  
PC-DMIS は、指定のファイルをその時点でのインスペクション レポート デ
ータで上書きします。完全なパスの指定が必要不可欠です。それ以外の場合、

PC-DMIS は、同じディレクトリを当該パーツプログラムと推測します。 ま
た、上書きされるファイルが存在しない場合には、レポート作成時にファイ

ルが作成されます。  

送付先を催促する:  
催促する が選ばれると、PC-DMIS は 新名でセーブ ダイアログ ボックスを

表示し、それを用いて、レポートの送付先ファイルを選択できます。  

自動オプションの使用:  
PC-DMIS は、 インデックス ボックスにある数字を用いて、自動的にファイ

ル名を作成します。 作成されたファイル名は、当該のパーツプログラムと同

様の名称に、数字インデックスと拡張子を加えたものになります。 また、作
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成されたファイルは、パーツプログラムと同様のディレクトリに置かれます。 
もし、作成されたファイル名と同じ名称のファイルが既に存在する場合、 自
動 オプションは特有のファイル名が見つかるまで、ファイル名のインデック

ス値を増加していきます。  

付記: レポートの印刷後、PC-DMIS は内部的に、 インデックス 値を次の数に更新します。 
また、 印刷オプション ダイアログ ボックスのファイル名も変更され、新規に数字の増加し

たファイル名が表示されます。  

リッチ テキスト フォーマット (RTF):  
リッチ テキスト フォーマット (RTF) オプションが選択された場合、PC-
DMIS は、文書交換のためマイクロソフトのリッチ テキスト フォーマット

（.rtf ファイル）を用いて、レポートを作成します。 RTF レポートの画像は、

淡色の縁取りで囲まれたものとなります。  

PC-DMIS は、デフォルトにより、Amyuni RTF コンバータを用いて RTF レポー

トを作成します。 Amyuni RTF コンバータは、RTF ファイル内の数種のテキ

スト ボックスの情報を配列します。 それには、RTF レポート内の、レポー

ト テンプレート要素の正確な位置付けが必要となります。 きちんとした形

のレポートを見るには、マイクロソフト ワードをご使用になり、 印刷レイ

アウト で文書画像を設定して下さい。 この要領でのレポート編集が困難な

場合には、旧式の RTF レポートの作成が必要かもしれません。  

旧式 RTF レポートの作成  

PC-DMIS では、バージョン 3.7 以前で用いられたような、旧式の RTF レ

ポートの作成が可能です。 これをするには、以下のプロシージャに従

ってください：  

 PC-DMIS を閉じて下さい。  
 PC-DMIS 設定エディタを起動して下さい 。  
 設定エディタ内の 印刷 セクションを拡大し、 
DoNotUseAmyuniRTF 設定を見つけて下さい。  

 現時点 での値 を 1 に設定し、 設定のセーブ をクリック、その

後 OK をクリックして下さい。  

付記: この設定は、RTF 出力が ファイル | 印刷 | レポート ウィンドウ印刷セ

ットアップ メニュー オプションを用いて行われた場合にのみ、作動しま

す。 印刷/レポートコマンド( 挿入 | レポート コマンド | 印刷コマンド ) を挿

入された場合、当該コマンドを用いて RTF 出力レポートを作成するには、

現時点での値を 2 に設定して下さい。  

 PC-DMIS を再起動して下さい。  
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 レポート ウィンドウが、テキストのみのフォーマットでのレポ

ート印刷に設定されていることを確認して下さい。 これをする

には、レポート ウィンドウ末尾の白色余白を右クリックし、 
テキスト モード測定寸法レポート使用 チェック ボックスを選

択して下さい。 詳しい情報については、「 測定数値レポー

ト 」の 項 にある「 レポート ウィンドウの内容変更 」を参照

して下さい。  

ポータブル文書フォーマット (PDF):  
ポータブル文書フォーマット (PDF) オプションが選択された場合、PC-DMIS
は、電子ファイル共有のため、 アドビ ポータブル文書フォーマット (.pdf フ
ァイル) を用いてレポートを作成します。 PDF フォーマットにおける測定寸

法については、背景がデフォルトの青色ではなく、測定寸法マークも表示さ

れません。  

付記: 無料 Adobe® Acrobat® Reader™が既にお手持ちのコンピューターにインストールさ

れていない場合、.pdf ファイルを見るために、そのインストレーションが必要です。 以
下の Adobe のウェッブサイトから、それをダウンロードできます： 
http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep.html  

包括的印刷設定の使用:  
測定マーク フィーチャー セットウィンドウから測定マーク フィーチャー セ
ットを選択し、その後、このダイアログ ボックスにアクセスした場合、この

チェック ボックスが入手可能になります。 包括的印刷設定使用 チェック ボ
ックスを用いて、PC-DMIS が測定マークフィーチャーセット用に、パーツプ

ログラムの包括的出力パラメータを使用するか否かを決めることができます。 
このチェック ボックスを選ぶと、測定マーク フィーチャー セット用特定デ

フォルト印刷オプションに変わり、出力内容をよりコントロールできる、パ

ーツプログラム用の包括的設定が使用されます。 このチェック ボックスを

選ぶと、測定マーク フィーチャー セット用の印刷からファイル名にいたる

範囲で、より自由なコントロールが可能です。  

付記: HyperView レポート作成 能力が、バージョン 4.0 以前に存在した旧レポート モード機能で

あるため、 ハイパー レポート インライン チェック ボックスは、このダイアログ ボックスから

除去されています。 HyperView レポートをお手持ちのパーツプログラムに 挿入すること によ

り、当バージョンでも HyperView レポートは実行可能ですが、4.0 より後のバージョンでは、そ

れらを編集することはできません。詳しい情報については、「 測定数値レポート 」の 項 を参照

して下さい。  

印刷解像度の変更による、ファイル サイズ コントロール  

バージョン 4.2 以降では、お客様のレポートにパーツモデルの画像を含む場合、PC-DMIS は、

デフォルトにより、お手持ちのプリンターのより高度の解像度能力を用いて、これらのモデル画
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像を印刷します。このことは、パーツ モデルを含むレポーターがファイルに送られたとき、そ

のファイル サイズが予想以上に大きい可能性があることを意味しています。  

PC-DMIS 設定エディタの 印刷 セクションにある MaxPrintResoution のエントリー値を変更する

ことで、解像度をコントロールし、それにより、レポートのファイル サイズをコントロールす

ることが可能です。レジストリ エントリーの変更方法に関する、より詳しい情報については、 
レジストリのエントリーを変更する 」を参照して下さい。  

MaxPrintResolution は、お手持ちの印刷デバイスの CAD 画像印刷時における、1 インチ当たり

のドット数（dpi）を定めています。この値を変更することで、お客様のニーズに見合う、ファ

イル サイズと画像品質間の適切なバランスを決めることができます。デフォルト値は、

1,000,000 dpi であり、これによって、どのプリンターの 大印刷解像度をも効果的に用います。

お手持ちのプリンターの 大印刷解像度より小さい値を、dpi として定義すると、ファイル サイ

ズが縮小します。例えば、お手持ちのプリンターが 大 500 dpi まで印刷可能である場合、エン

トリーをそれより小さい値に変更すると、ファイル サイズが減少します。古いバージョン（バ

ージョン 4.2 以前）の PC-DMIS では、96 dpi のスクリーン解像度が用いられています。  

DMIS 出力ファイルとして出力するには：  

DMIS 出力 チェック ボックスがチェックされた場合、PC-DMIS では、インスペクション レポー

トの情報を DMIS 出力ファイルをしてセーブできます。三つのチェック ボックス ( 出力ファイル

の上書き 、 理論値出力 、及び 測定寸法を伴うフィーチャーの出力 )と 新名でセーブ ボタンが

入手可能になります。デフォルトのよって、パーツプログラム実行時ごとに、出力ファイル名に

ある数字を増加ながら、PC-DMIS は自動的に出力ファイルを作成します。  

新名でセーブ  

 新名でセーブ ボタンをクリックすると、 新名でセーブ ダイアログ ボッ

クスが開きます。このダイアログ ボックスを用いて、 インスペクショ

ン レポートまたは編集ウィンドウの情報を、DMIS 出力フォーマットで、

ご希望のファイル及びディレクトリにセーブできます。入手可能なファイ

ルフォーマットは、.dmo, .dms, .dmi, 及び .dmis 拡張子を用いています。 
新名でセーブ ダイアログ ボックスから セーブ がクリックされた場合、

PC-DMIS はファイルをセーブしません。かわりに、次回パーツプログラ

ムが実行された時に、前回指定された名称のついた出力ファイルが作成さ

れます。  

付記: 選択されるファイル フォーマットに関わらず、すべて同様の出力ファイルと

なります。上記の異なる拡張子は、DMIS ファイルをご使用のお客様に、慣れたフ

ァイル タイプを提供するために用いられます。  
 
けれども、このダイアログ ボックスからの .dms or .dmi 測定レポートを、 DMIS
のエクスポート 機能で作成される .dms or .dmi ファイルと混同しないで下さい。

全パーツプログラムをエクスポートして DMIS 対応ソフトウェアにより実行するこ

とは、DMIS 出力標準にセーブされたインスペクション レポートを見ることと全く

異なります。  
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出力ファイルを上書きする  

• 出力ファイルの上書き を選択すると、PC-DMIS は、古い出力ファイルを

新しい出力ファイルで上書きします。このチェック ボックスがチェック

されていない場合、PC-DMIS は、以前のファイルに上書きせず、自動的

に 新名でセーブ ダイアログ ボックスで指定されたファイル名の数字を増

加します。  
   
例えば、以前に、出力ファイル用に「test.dmo」を選択され、 出力ファ

イルの上書き がチェックされていない場合、次にパーツプログラムが実

行された時、PC-DMIS は新ファイルを「test.dmo」としてセーブします。

新規に実行されたパーツプログラムも、この要領で数字が増加したファイ

ル名で、セーブされます。  
• 出力ファイルの上書き を三次的状態（淡灰色のチェック マーク）にした

場合、PC-DMIS は指定されたファイルを付属モードで開きます。これは、

同ファイルへの出力を可能、不可能、再可能とする DMIS 様式に次ぐもの

です。PC-DMIS では、 出力ファイルの上書き がチェックされている状態

でファイルが開かれた場合にのみ、この機能が正常に作動します。  

理論値を出力する  

• 理論値出力 を選択すると、 PC-DMIS は、測定値と共に全理論値を出力

DMIS ファイルに出力します。 このチェック ボックスがチェックされて
いない場合には、 理論値はレポートに記入されません。  

• 理論値出力 チェック ボックスを三次的状態（淡灰色のチェック マーク）

にした場合、元来の DMIS プログラムで明らかに出力された理論値のみが、

レポートに出力されます。パーツプログラムが DMIS インポートプロセス

で作成され、同様の DMIS 出力フォーマットを維持したい場合、この三次

的状態は役に立ちます。  

測定寸法と共にフィーチャーを出力する  

• 測定寸法を伴うフィーチャーの出力 を選択すると、PC-DMIS は、測定フ

ィーチャーと関連の誤差を一緒に出力ファイルに保存します。PC-DMIS
は測定結果をそれと関連の、フィーチャー自体の各測定寸法誤差値の直前

に記入します。  
   
フィーチャーに結びついた誤差がない場合、PC-DMIS は何も出力しませ

ん。  
• 測定寸法を伴うフィーチャーの出力 を選択しない場合、測定結果はフィ

ーチャーが測定された、その時点で記入され、後に PC-DMIS が、関連の

測定寸法を実行する時の記入は行われません。  
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付記: このファイルの数字部分は、10 個のアラビア数字を越えることはできません。10 個のア

ラビア数字を越えると、古い出力ファイルを上書きする恐れがあります。  

プリンターに出力する  

これは、お手持ちのその時点でのデフォルト プリンターに、出力内容を送付します。  

背景色の印刷 チェック ボックスを用いて、レポートの背景色が印刷されるか否かを決めること

が可能です。デフォルトにより、PC-DMIS はこのチェック ボックスをチェックされている、と

し、背景色を印刷します。 このチェック ボックスのチェックが消された場合、PC-DMIS は背景

色を印刷しません。 既にレポート ウィンドウにあるレポート用に背景色を消したい、または表

示したい場合には、 レポート ツール バー上の レポートを描き直す アイコン を必ずクリッ

クしてください。  

背景色が印刷されたレポートのサンプル  

 

背景色が印刷されていないレポートのサンプル  
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付記: 背景色の表示を不可にした後でも、お客様のレポートに背景色が印刷され続ける場合があ

ります。 これは、あるレポート テンプレート対象物内に存在し、このチェック ボックスではコ

ントロールできない、特別な背景色設定のためです。 デフォルトにより、PC-DMIS レポート テ
ンプレート内の TextReportObject 及び レポート オブジェクトには、配色上ごく淡い緑色の背景

色が付いています。 TextReportObject の背景色は、テンプレート内のオブジェクトの境界線表

示の助けになります。 この背景色が問題である場合には、レポート テンプレート内の当該オブ

ジェクトの 色 プロパティにアクセスし、背景色を白色に変更して下さい。「 測定数値レポー

ト 」にある レポートのテキスト色変更 」を参照して下さい。  

レガシー アプリケーションの起動  
PC-DMIS では、既存の旧式アプリケーションを PC-DMIS 内から起動できます  ファイル | 起動 
サブメニューから、該当のメニュー オプションを選択して下さい 。  

• MM4  
• Tutor  
• Chorus  
• Master  
• Quindos  
• MeasureMax  

レガシー アプリケーションを閉じると、Windows の焦点は、PC-DMIS に戻ります。  
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パーツプログラムを閉じる、または去る  
 

• 閉じる を選ぶと、アクティブなパーツプログラムがセーブされ、閉じら

れます。そのパーツが以前にセーブされていない場合、当該パーツ用のフ

ァイルを名づけ、セーブするよう問われます。  
• 去る を選ぶと、セーブしないでその時点でのパーツプログラムを去りま

す。それ以前にセーブされたデータのみが、回収可能です。「去る」が選

択された場合、セーブなしでプログラムを去りたいか否か、問うメッセー

ジが現れます。パーツプログラムをセーブするには、メッセージ ボック

ス内の いいえ を選び、「 パーツプログラムのセーブ 」にある手順に従

ってください。  

付記: レポート ウィンドウ 、 編集ウィンドウ 、及び グラフィックス表示ウィンドウ の X をク

リックして、各ウィンドウを閉じる場合、PC-DMIS は、即時にパーツプログラムをセーブして

閉じます。単に、 見る メニューを用いて、これらのウィンドウを隠している場合には、パーツ

プログラムは開いたままです。  

PC-DMIS を閉じる  
 

その時点で使用中のパーツプログラムを去り、PC-DMIS を閉じるには ファイル | 閉じる  コマン

ドを選択して下さい。 ファイル | 去る コマンドと異なり、 ファイル | 閉じる コマンドを選択の

場合、PC-DMIS は閉じる前に使用中のパーツプログラムを自動的にセーブします。  
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詳細なファイル オプショ

ンの利用 
上級ファイル オプションの使用 イントロダクション  
PC-DMIS は、パーツプログラムを操作し、お客様の重要なファイルを管理するための数多くの

オプションを提供します。 大部分の Windows 型プログラムでは、Windows の標準ダイアログ 
ボックスを用いて、基本的なファイル管理ができます；これらには、ファイルを作成し、開き、

コピーし、名称変更し、削除するといった操作が含まれます。 これに加え、PC-DMIS を通して、

CAD データのインポート及びエクスポート、または完成したパーツプログラムの実行など、さ

らに高度なオペレーションも行えます。  

この章では、特に上級ファイルオプションについて記述しています。 より基本的なオプション

については、「 基本的ファイルオプションの使用 」の 項 を参照して下さい。  

この 項 に記述されているオプションは以下のとおりです:  

• CAD データまたはプログラム データのインポート  
• CAD データまたはプログラム データのエクスポート  
• インポート / エクスポートされた画像表示の変更  
• インポート オプションの設定  
• パーツプログラムの実行  

この 項 を通して、これらのオプション、及び、コマンドについての詳しい記述があります。  

CAD データまたはプログラム データのインポート  
 

ファイル | インポート メニュー オプションを用いると、PC-DMIS は、使用中のパーツプログラ

ムにインポート可能なデータ タイプのサブメニューを表示します。 データ タイプは、CAD ファ

イルにインポートされた CAD データか、または、パーツプログラムにインポートされたパーツ

プログラム データのいずれかです。 メニュー項目を選ぶと、 開く ダイアログ ボックスが表示

されます。  

以下のファイル タイプであればどれでも、この場合の使用可能な入力データ ファイルです：  

• CAD インポート - CAD (PC-DMIS),CATIA, CATIA5, DES, DXF, IGES, 
Parasolid, Pro/E, STEP, STL, Unigraphics, VDAFS, または XYZIJK,  

• パーツプログラムのインポート - AVAIL, Chorus DMIS, DMIS , MMIV, 
Inspection Plan, Tutor, MeasureMax  
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• ダイレクト CAD - CATIA, Unigraphics,Pro/E, ACIS, I-DEAS, CATIA5, 
SolidWorks, 及び Solid Edge  

PC-DMIS は、CAD データを別ファイルとして追跡し続けます。 このファイルは、パーツプログ

ラムと同じ OS ファイル名を持ちますが、「.CAD」拡張子がそれに付随します。 関連の CAD フ

ァイル（もし、存在する場合）においても、名称変更、削除、コピーのようなオペレーターがす

べて行われます。  

例: TEST.PRG という OS ファイル名を持つパーツプログラムを使用中とします。 CAD データ

がこのパーツプログラムに付け加えられると、PC-DMIS は、TEST.CAD という名の CAD ファイ

ルを作成し、同じディレクトリにこれをファイルします。 オペレーション サブメニューを用い

て、TEST.PRG パーツプログラムが、後に削除された場合、PC-DMIS は TEST.CAD ファイルを

も削除します。  

バージョン 3.5 以降の PC-DMIS では、インポートされた既存の CAD ファイルを、複数のパーツ

プログラムにおいて使用することが可能です。 これについては、「 複数のパーツプログラム用

に一つの CAD ファイルを参照 」に記述があります。  

データファイルをパーツプログラムへインポート: 

データ ファイルをパーツプログラムにインポートするには：  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート メニュー オプションを選択し、それか

ら、インポートするデータ タイプを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れま

す。  
2. 入手可能なディレクトリの中で、ご希望のデータ ファイルがあるディレク

トリに進んで下さい。  
3. ダイアログ ボックスの底部にある 同一タイプのファイル ドロップダウン一

覧から、ご希望の入力データ ファイル タイプを選択し、それから、入力す

るファイルを選択して下さい。 選択されたパーツプログラムに、既に CAD
データが結びついている場合には、このステップを無視してください。  

4. インポート ボタンをクリックして下さい。 使用中のパーツプログラム用に、

既に CAD データがインポートされている場合、PC-DMIS は、既存の CAD
データを置き換えたいか、または、CAD データをマージしたいか、質問し

ます。 マージ または 置き換え のいずれかをクリックして下さい。 詳しい

情報については、 マージ/置き換え の項目を参照して下さい。  

 

5. 選択されたデータ タイプしだいでは、上記以外のダイアログに従って下

さい。  
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6. CAD ファイルがインポートされます。  

当該パーツプログラムのサイクル中いつでも、「 マージ/置き換え 」に述べられているステップ

に従って、CAD データを付け加えたり、マージすることができます。  

付記: インポート オプションを用いると、また、変換された DOS ファイルを「貼る」ことがで

きます。 「 パーツプログラムの PC-DMIS 内への変換 」の 項 を参照して下さい。  

複数 CAD ファイルのインポート  

 

PC-DMIS を用いて、複数の CAD ファイルを一度に簡単にインポートすることができます。 ワ
イヤーフレーム及び立体モデルとして、同一のパーツ モデルをインポートする場合に、この機

能は役に立ちます。 これをするには、 CAD インポート アイコン を ウィザード ツール バー上

でクリックして下さい。 ダイアログ ボックスが開きます。 インポートするファイルを選び、 開
く を選択して下さい。 その後、データのマージを選択することが可能です。  

より詳しい情報については、「 ツール バーの使用 」の 項 にある「 ウィザード ツール バー 」
の項目を参照して下さい。  

マージ / 置き換え  

CAD ファイルのインポート時に、選択されたパーツプログラムに既に CAD データが付随してい

る場合、PC-DMIS は インポート データのマージ ダイアログ ボックスを表示します。 CAD デ

ータのマージ または 置き換えのいずれかを選択することが可能です。  

 

1. マージ (新データ）オプションが選択された場合、PC-DMIS は、既存データ

の削除なしに、入力データをパーツプログラムに 付け加えます。  
2. 置き換え オプションを選択の場合、PC-DMIS は既存データを 削除し、 そ

れを新規の入力データに置き換えます。  

戻る をクリックすると、 開く ダイアログ ボックスに戻ります。  

付記: あるインポートされたファイル タイプは、古い既存の CAD データをインポートされたデ

ータに自動的に置き換えます。 このような場合には、 インポート データのマージ ダイアログ 
ボックスは現れません。  
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ASCII ファイルのインポート  

ASCII ファイルは、ほとんどすべての他社 CMM ソフトウェアからの、パーツプログラム情報出

力内容を包容できる、テキスト ファイルです。 パーツプログラムを自動的に作成するために、 
ファイル | インポート | ASCII を用いて、PC-DMIS 内にこれらのファイル タイプをインポート

することが可能です。  

このメニュー項目を見るには、お客様のポート ロックが「インスペクションプランナー」モジ

ュールに対応するようプログラムされていることが必要です。  

これらファイルのインポート方法に関する、より詳しい情報については、インスペクション プ
ランナー文書内の「 ASCII ファイル インポートのための汎用パーザー使用 」を参照して下さい。  

CAD ファイルのインポート  

1. メニュー ロードマップの表示 ファイル | インポート | CAD... メニュー オプ

ションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
2. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
3. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックして

下さい。 PC-DMIS が CAD ファイルをインポートします。  

複数のパーツプログラムから一つの CAD ファイルを参照します。 これをする方法に関する、よ

り詳しい情報については、「 複数のパーツプログラムのために一つの CAD ファイルを参照 」の

項を参照して下さい。  

 

複数のパーツプログラムが一つの CAD ファイルを参照する  

旧バージョンの PC-DMIS においては、他のパーツプログラムと同一の IGES ファイルを用いた、

新規のパーツプログラムを作成すると、新規の .CAD ファイルが作成されました。 バージョン

3.5 以降では、複数パーツが単一の.CAD ファイルを参照するようにできます。 これは、複数の

パーツプログラムが同一の CAD モデルを使用する場合、特に役に立ちます。 大規模の CAD モ

デルが使用されている場合、複数のパーツプログラムが単一の CAD ファイルを参照することに

より、相当なディスク スペースを節約することができます。  

別のパーツプログラムで用いられている CAD ファイルを参照するには：  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | 参照による CAD... 
メニュー オプションを選択して下さい 開く ダイアログ ボックスが現れ

ます。  
2. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
3. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックし

て下さい。 PC-DMIS が CAD ファイルをインポートします。  
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4. この 項 の「 データ ファイルをパーツプログラムにインポートするに

は 」の項目にある手順に従って下さい。そして、 データをインポート 
ダイアログ ボックスが現れた後、インポートするデータのタイプとして 
CAD 参照 を選択し、その後、インポート プロセスを続けて下さい。  

付記: CAD ファイルへの間接的な参照はできず、常にエラー メッセージを表示します。 例え

ば、新パーツプログラムが作成され、IGES ファイルがインポートされ、当該パーツプログラム

をセーブした後、それ自体の.CAD ファイルをインポートしようとすると、エラーが起きます。  

インポート後に、 見る | CAD 情報 メニュー オプションを用いて、CAD 要素についての情報の、

参照されている CAD ファイルへのファイル経路表示を閲覧して下さい (「 CAD 表示の編集 」の 
項 の「 CAD 情報閲覧 」を参照して下さい）。  

付記: 元来の CAD モデル ¾ であれ、参照されている CAD モデル ¾ であれ、CAD モデルが変更

された場合、当該 CAD モデルを参照する、その他すべてのパーツプログラムに変更が起こるこ

とに、注意してください。 例えば、元来の CAD モデルが変更されると、このオリジナルを参照

としている全モデルに同様の変更が行われます。 反対に、参照されているモデルが変更される

と、その後、オリジナル モデルにも同一の変更が起こります。  

 

CATIA または CATIA5 ファイルのインポート  

PC-DMIS を用いて、CATIA または CATIA5 ファイルを変換し、それを PC-DMIS パーツプログ

ラムにインポートすることができます。 「CAD ファイルのダイレクト インターフェース」の 項 
にある「CATIA ダイレクト CAD インターフェースのインストレーション及び使用」で記述され

ているとおり、このタイプのインポートは、CATIA CAD ファイルに直接インターフェースする

のとは異なります。  

CATIA ファイルをインポートするには：  

1. CATIA プログラム ファイルのインポート予定先である PC-DMIS パーツプログラムを開

いてください。  
2. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | CATIA または CATIA5 メニュー オ

プションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
3. ダイアログ ボックスの底部にある、 同一タイプのファイル 一覧から CATIA4 または 

CATIA5 のファイル を選んで下さい。 PC-DMIS は、お客様の選択による拡張子で終わ

る、プログラム ファイルを列挙します。  

 CATIA4 ファイルが選ばれた場合、PC-DMIS は、.mod, .exp, .iso, 及び .cat ファイル名拡張

子を持つファイルを列挙します。  
 CATIA5 ファイルが選ばれた場合、PC-DMIS は、.CATPart 及び .CATProduct ファイル名拡

張子を持つファイルを列挙します。  

4. 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の CATIA ファイルを含むディレクトリを見つ

け、一覧からそのファイルを選択して下さい。  
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5. インポート ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は当該 CAD ファイルをインポート

し、その際、進展度を示すプログレスバーが現れます。  

DES ファイルのインポート  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | DES... メニュー オ
プションを選択して下さい。 ファイルを開く ダイアログ ボックスが現れ

ます。 
2. お手持ちのハード ドライブをブラウザして、DES（データ ファイル エク

スチェンジ）ファイルを選択して下さい。  
3. インポート ボタンをクリックして下さい。 DES ファイル ダイアログ ボ

ックスが現れます。  

 
DES ファイル ダイアログ ボックス  

4. インポートするデータのタイプを特定するために、 フィーチャー か 取付

具 のいずれかを選択して下さい。 フィーチャー を選択の場合、 マーク

の使用 チェック ボックスを選択して、フィーチャー ラベルを使用するこ

とができます。  
5. XYZ(LWH) または XZY(LHW) オプションを選択して、インポートされた

データの方向性を特定して下さい。  
6. DES ファイル内で必要な単位が特定されていない場合には、 メートル法 

オプションを選択して下さい。    
7. 折れ線を点に分解 オプションを選択し、インポートされた線を点に変換

して下さい。 または、 折れ線維持 オプションを選んで、インポートされ

た折れ線の維持を選択することもできます。  
8. プロセス をクリックして、DES ファイルをインポートして下さい。  
9. OK をクリックして、プロセスされたファイルを確定して下さい。  

DXF/DWG ファイルのインポート  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル |  インポート | DXF... メニュー オ
プションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
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2. ファイルのタイプ 一覧から、インポートしたいデータ タイプを選択して

下さい。  
3. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
4. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックし

て下さい。 PC-DMIS は、 DXF/DWG インポート ステータス ダイアログ 
ボックスを表示します。  

 
DXF/DWG インポート ステータス ダイアログ ボックス  

5. DXF または DWG ファイルの変換が完了した時、 OK をクリックして下さい。 ファイル

移動が不成功のときには、「OK」ボタンは入手不可能です。 キャンセル をクリックし

て、インポートされたファイルの追加を拒否してください。  

IGES ファイルのインポート  

1. メニュー ロードマップの表示 「ファイル | インポート | IGES」 メニュー 
オプションを選択して下さい 。 開くダイアログ ボックスが現れます。  

2. 入手可能なディレクトリの中で、お客様のパーツ ファイルがあるディレク

トリに進んで下さい。  
3. 当該ファイルを選択して下さい。  
4. インポート ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、次に IGES ファイ

ル ダイアログ ボックスを表示します。 IGES ファイル ダイアログ ボックス

は、指定されたデータ ファイルの関連情報すべてを表示します。  

 
IGES ファイル ダイアログ ボックス 「IGES  
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5. どの CAD データがプロセス及び表示されるか、特定したい場合には、 セッ

トアップ ボタンをクリックして下さい (「 インポート / エクスポートさ

れた画像表示の変更 」を参照して下さい）。  
6. 特定の IGES フィーチャー データを閲覧するには、 データ ボタンをクリッ

クして下さい(「 IGES データ ダイアログ ボックスの使用 」を参照して

下さい）。  
7. このファイルを選択のパーツプログラムに添付するするには、単に「 プロ

セス コマンド ボタンをクリックして下さい。 当該ファイルが 100%プロ

セスされた時、PC-DMIS はその旨をお知らせします。  
8. 2D CAD 画図を 3 次元的に操作し、それにより、ご希望の 3D レベルの画図

を作成したい場合、 3D 作成 ボタンをクリックして下さい。 これを行う

と、お客様の元来のデータは、Z (= 0）平面に対応して、一平面と定義さ

れているはずです。 このオプションに関する詳細な情報については、

「 CAD 表示の編集 」の 項 内の「 作成レベルウィンドウを用いての 3D 
CAD 作成 」の項目を参照して下さい。  

9. 3D CAD 作成を完成するには、 OK ボタンをクリックし、それにより、PC-
DMIS が当該パーツプログラムを開きます。  

キャンセル ボタンを選ぶと、全オペレーションが中断し、 IGES ファイル ダイアログ ボックス

が閉じられます。  

異なる入力ファイル フォーマットに関する情報については、「 オフラインモードの使用 」を参

照して下さい。  

「IGES データ」ダイアログ ボックスの使用  

当該フィーチャーの直径、XYZ 名目、等に関する情報を表示するためには、 IGES データ  ダイ

アログ ボックス内で、一覧ボックス内の特定のフィーチャーをクリックして下さい。  

 

「IGES データ」ダイアログ ボックス  
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IGES データ ダイアログ ボックス内で、インポート中の CAD データの情報を見るには、以下の

プロシージャに従って下さい:  

1. CAD または IGES ファイルのインポートを始めて下さい(「 IGES ファイル

のインポート 」を参照して下さい）。  
2. IGES ファイル ダイアログ ボックスが現れた後、データをインポートするた

めに プロセス をクリックしてください。  
3. インポートが完了すると、 データ ボタンをクリックして下さい。 IGES デ

ータ ダイアログ ボックスが現れます。  

3D 作成  

3D 作成 ボタンは、2D CAD 画図を 3 次元的に操作し、それにより、ご希望の 3D レベルの画図

を作成するよう、PC-DMIS に指示します。 お客様のオリジナル データは、Z (= 0）平面に対応

して、一平面と定義されているはずです。  

このオプションに関する詳細な情報については、「 CAD 表示の編集 」の 項 を参照して下さい。  

IGES（代替）ファイルのインポート  

IGES インポートの標準オプションに加えて、PC-DMIS は、IGES インポートの代替方法も提供

します。 ファイルは、GDX, DXF 等に用いられているのと、類似の方法でプロセスされます。  

IGES インポートをファイルするには：  

1. メニュー ロードマップの表示 ファイル |  インポート | IGES (代替)... メニュ

ー オプションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
2. ファイルのタイプ 一覧から、インポートしたいデータ タイプを選択して下

さい。  
3. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
4. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックして

下さい。 PC-DMIS は、 IGES インポート ステータス ダイアログ ボックス

を表示します。  

 
IGES インポート ステータス ダイアログ ボックス  
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5. IGES ファイルの移動が完了した時、 OK をクリックして下さい。 ファイル移動が不成

功のときには、「OK」ボタンは入手不可能です。 キャンセル をクリックして、インポ

ートされたファイルの追加を拒否してください。  

 

Pro/ENGINEER ファイルのインポート  

PC-DMIS を用いて、Pro/ENGINEER ファイルを変換し、それを PC-DMIS のパーツプログラム

にインポートすることができます。 「CAD ファイルのダイレクト インターフェース」の 項 に
ある「Pro/ENGINEER ダイレクト CAD インターフェースのインストレーション及び使用」で記

述されているとおり、このタイプのインポートは、Pro/ENGINEER CAD ファイルに直接インタ

ーフェースするのとは異なります。  

P ro/ENGINEER ファイルをインポートするには:  

1. Pro/ENGINEER ファイルのインポート予定先である PC-DMIS パーツプログラムを開い

てください。  
2. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | Pro-Engineer メニュー オプション

を選択して下さい。 「開く」ダイアログボックスが現れます。  
3. ダイアログ ボックスの底部にある、 同一タイプのファイル 一覧から Pro/ENGINEER の

ファイルを選んで下さい。 PC-DMIS は、以下の拡張子で終わる、プログラム ファイル

を列挙します: .prt 及び .asm.  
4. 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の Pro/ENGINEER ファイルを含むディレクト

リを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下さい。  
5. インポート ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は当該 CAD ファイルをインポート

し、その際、進展度を示すプログレスバーが現れます。  

STEP ファイルのインポート  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | STEP... メニュー オプ

ションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
2. ファイルのタイプ 一覧から、インポートしたいデータ タイプを選択して下

さい。  
3. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
4. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックして

下さい。 PC-DMIS は、 STEP インポート ステータス ダイアログ ボックス

を表示します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 詳細なファイル オプションの利用  *  91 

 
STEP インポート ステータス ダイアログ ボックス  

5. STEP ファイルの変換が完了した時、 OK をクリックして下さい。 ファイル移動が不成

功のときには、「OK」ボタンは入手不可能です。 キャンセル をクリックして、インポ

ートされたファイルの追加を拒否してください。  

STL ファイルのインポート  

光造型（STL）フォーマットという、製造業界で用いられている ASCII、または、二元ファイル

には、コンピューター作成の立体モデルを描く三角面の一覧があります。 このフォーマットは、

大部分の高速試作製造機用の標準入力フォーマットです。  

 
インポートされた STL ファイルのサンプル  

STL ファイルをインポートするには：  

1. DMIS プログラム ファイルのインポート予定先である PC-DMIS パーツプ

ログラムを開いてください。  
2. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | STL... メニュー オ

プションを選択して下さい。   開く ダイアログボックスが現れます。  
3. 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の STL ファイルを含むディレ

クトリを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下さい。 当該 STL フ

ァイル ASCII または二元フォーマットである可能性があります。  
4. インポート ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、立体モデルを

造型する三角面の一覧として、当該データをインポートします。  

Unigraphics または Parasolids ファイルのインポート  

PC-DMIS を用いて、Unigraphics または Parasolids ファイルを変換し、それを PC-DMIS パーツ

プログラムにインポートすることができます。 「ダイレクト CAD インターフェース」ヘルプ フ
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ァイルで記述されているとおり、このタイプのインポートは、Unigraphics CAD ファイルに直接

インターフェースするのとは異なります。  

Unigraphics または Parasolids ファイルをインポートするには:  

1. U nigraphics または Parasolids ファイルをインポートするには:  
2. Unigraphics または Parasolids ファイルのインポート予定先である PC-DMIS

のパーツプログラムを開いてください。 お手持ちのハードウェア キー（ポ

ートロック）に、Parasolids ファイルをインポートする Unigraphics オプシ

ョンがプログラムされていることが必要です。  
3. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | Unigraphics または フ

ァイル | インポート | Parasolids を選択して下さい。 開く ダイアログボック

スが現れます。  
4. 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の Unigraphics または Parasolids

ファイルを含むディレクトリを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下

さい。  
5. インポート ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は当該 CAD ファイル

をインポートし、その際、進展度を示すプログレスバーが現れます。  

VDAFS ファイルのインポート  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル |  インポート | VADFS... メニュー オ
プションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  

2. ファイルのタイプ 一覧から、インポートしたいデータ タイプを選択して下

さい。  
3. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
4. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックして

下さい。 PC-DMIS は、 VDAFS インポート ステータス ダイアログ ボック

スを表示します。  

 
VDAFS インポート ステータス ダイアログ ボックス  

5. VDAFS ファイルの変換が完了した時、 OK をクリックして下さい。 ファイル移動が不

成功のときには、「OK」ボタンは入手不可能です。 キャンセル をクリックして、イン

ポートされたファイルの追加を拒否してください。  
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XYZIJK ファイルのインポート  

XYZIJK ファイル タイプは、ベクトル付き、またはベクトルなし xyz 座標の形式でフィーチャー

情報を持つ単純なファイルです。  

XYZIJK ファイルをインポートするには：  

1. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | XYZ... メニュー オ
プションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  

2. インポートする予定のファイルがあるディレクトリに進んで下さい。  
3. ファイルをインポートする用意ができた時に、 インポート をクリックし

て下さい。 PC-DMIS は選択された XYZIJK ファイルを解釈しインポート

します。  

各行にある数字の数により、どのフィーチャーが作成されるかが決まります。 PC-DMIS は、当

該 .xyz データ ファイルの列を読み、ポイントを、一列につき存在する数字の数によって決まる

以下のフィーチャーに変換します：  

一列につき存在す

る数字の数  
内容  作成される CAD フィー

チャー  
3  初の 数=X 値  

2 番目の 数=Y 値  
3 番目の 数=Z 値  

ベクトルのないポイント

４  初の 数=X 値  
2 番目の 数=Y 値  
3 番目の 数=Z 値  

4 番目の 数= 直径  

作業平面に基礎を置くベ

クトルを持つ CAD 円形 

5  初の 数=X 値  
2 番目の 数=Y 値  
3 番目の 数=Z 値  
4 番目の 数=なし  
5 番目の 数=なし  

ベクトルのないポイント

6  初の 数=X 値  
2 番目の 数=Y 値  
3 番目の 数=Z 値  
4 番目の 数=I 値  
5 番目の 数=J 値  
6 番目の 数=K 値  

ベクトル付きのポイント

７  初の 数=X 値  
2 番目の 数=Y 値  
3 番目の 数=Z 値  
4 番目の 数=I 値  
5 番目の 数=J 値  
6 番目の 数=K 値  
7 番目の 数=直径  

ベクトルつきの円形  

8+  初の 数=X 値  
2 番目の 数=Y 値  

ベクトル付きのポイント
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3 番目の 数=Z 値  
4 番目の 数=I 値  
5 番目の 数=J 値  
6 番目の 数=K 値  
7 番目の 数=なし  
8 番目の 数=なし  
   

例: お手持ちの XYZ ファイルにある行の数字が 25,280,750,25 である場合、PC-DMIS は、そ

の中心点が x=25, y=280, 及び z=750 に位置し、直径が 25 である円形を作成します。  

インポートするファイルが選ばれたあとで、PC-DMIS は、 XYZ File ダイアログ ボックス内で、

XYZ ファイルから製作されたフィーチャーを表示します。  

 
「XYZ ファイル」ダイアログ ボックス  

付記: .xyz ファイルにおいてフィーチャーが作成される順序と、PC-DMIS 内でのフィーチャー作

成の順序が同じでない可能性があることに注意してください。  

OK がクリックされた後、PC-DMIS は、作成された CAD フィーチャーをグラフィックス表示ウ

ィンドウ内に表示します。  

XYZIJK ファイルについての付記  

PC-DMIS は、XYZ（及び、たぶん IJK）データを含むテキスト ファイルをすべて読み込みます。 
当該ファイルには、測定を必要とする、名目上の（理論上の）インスペクションポイントがある

べきです。 当該ファイルは、以下のルールに従っていなければいけません:  

• 当該ファイルの一行目のコラム 1-6 は、「XYZIJK」という文字を含んでい

なければいけません。 これは、PC-DMIS がこのファイル タイプを DES 及

び IGES ファイルから区別する、キーワードです。 これらの文字は、大文字
であることが必要です 。  

当該ファイルの第一行目には:  
Col. 1 = X  
Col. 2 = Y  
Col. 3 = Z  
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Col. 4 = I  
Col. 5 = J  
Col. 6 = K  

1. 当該ファイルがメートル法のデータを含んでいる場合、一行目のコラム 11-16 には、

「METRIC」という語がなければいけません。 つまり:  

Col. 11 = M  
Col. 12 = E  
Col. 13 = T  
Col. 14 = R  
Col. 15 = I  
Col. 16 = C  

METRIC というキーワードがない場合、デフォルトはインチになります。  
第一行目の残りのコラムには、何の記入もないべきです。  

• それ以下の各行には、 カンマで区切られた 3 個から 8 個の不動小数点数を

含んでいなければ なりません 。  

例えば、お手持ちの XYZIJK ファイルが、以下のサンプルのようである、とします:  

 
テキスト エディタ内のサンプル XYZIJK ファイル  

• 一行目に XYZIJK のキーワードがあり、METRIC というキーワードがコラム

11 から 16 にないので、デフォルトにより測定単位はインチです。  
• 二行目はベクトル付きの点を描きます。  
• 三行目はベクトル付きの点を描きます。  
• 四行目はベクトル付きの点を描きます。  
• 五行目はベクトル及び直径付きの円を描きます。  

インポートされた後、このような結果がグラフィックス表示ウィンドウに、表示されます:  
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PC-DMIS 内にグインポートされた、サンプル XYZIJK ファイルを表示するラフィックス表示ウ

ィンドウ  

ChorusNT プログラムのインポート  

ChorusNT から PC-DMIS への移動経路は、元来の DMIS プログラムをそれに相当する PC-DMIS
コマンドに変換しながら、Chorus DMIS パーツプログラムをインポートする PC-DMIS の能力に

基づいています。これらの変換された PC-DMIS コマンドは、.prg ファイル名拡張子を持つファ

イルである、PC-DMIS パーツプログラム ファイルを構成するものです。  

PC-DMIS は、既にほとんどの DMIS コマンドを PC-DMIS コマンドに変換しており、ウィルコッ

クス株式会社は、多くの Chorus 拡張子に十分に対応し、自動的変換を 大限に増加し、自動イ

ンポート後に必要な手動修正を 小限に減少するべく努力しています。  

PC-DMIS3.6 以降では、ChorusNT 拡張子のインポート プロセスは、以下の手順で始まります。  

• メニュー ロードマップの表示ファイル |  イン ポート | Chorus DMIS... メニュー オプシ

ョンを選択して下さい 。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
• 適切な DMIS ファイルを選択し、「開く」をクリックして下さい。  
• PC-DMIS は、 DMIS インポート セットアップ ダイアログ ボックスを表示します。  

このダイアログ ボックスを用いて、インポートの段階で必要な 以下の情報を設定することが可

能です:  

• 各アームで使用する、プローブのファイル名を特定する。  
• インポート プロセスの終わりに、警告ダイアログを作動可能にする。  
• 特定の顧客及びハードウェア コンフィギュレーションに関連した、幾つか

のオプションを作動可能にする。  

以下の項目において、以下の基本的な手順を踏むことは、お手持ちの DMIS ファイルを PC-
DMIS のパーツプログラム ファイルに正しくインポート、及び、変換するのに役立ちます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 詳細なファイル オプションの利用  *  97 

ステップ 1: PC-DMIS のコンフィギュレーション  

PC-DMIS のセットアップを確認し、それから、PC-DMIS の標準設定が ChorusNT の設定に合致

するか否かをチェックして下さい。 例えば、CMM 軸線様式、及び、プローブのヘッドの方向性

とトップ速度値（CMM 大移動速度）を確認して下さい。  

DMIS の項の、以下のオプションを設定するには、設定エディタを使用して下さい:  

• DMISMaxMeasurementVelocityMMPS   = 大測定速度  
• DMISFedratPcntOfMaxMachineSpeed = 0  

ステップ 2: PC-DMIS 内のプローブ ファイルを作成及びキャリブレ

ーション  

• 新規のパーツプログラムを作成し、プロンプトが表示された時に、新プロー

ブを定義して下さい。 それを MYPROBE.PRB と名付け、 プローブ ユーテ

ィリティ ダイアログ ボックス内で、お客様の特別なニーズに応じたコンポ

ーネントを特定して下さい。  
• お客様のプローブとして用いる Chorus 資格パーツプログラム、あらかじめ

作成された MYPROBE.PRB ファイルをインポートして下さい。 PC-DMIS
は各 SNSDEF 文をインポートし、それぞれに対応する先端チップ角を付け

加えます。 Chorus が、以下のような DMIS ラベルにより、各先端チップを

認識することに注意してください。 ロール = 0、及び間隔 = 0 の先端チップ

は、S( R 000 P 000T1)という名称を持ちます。 PC-DMIS は、これを

T1A0B0 と名付けます。  
•  ChorusNT において、セルフ キャリブレートされたプローブが使用されて

いる場合、「チーフ」プローブの定義を含む、つまり、正しいラベル（例え

ば、SNSLCT/S(label),90,90 で用いられているのと同一のもの）と、0 間隔

と０ロールを持つ、簡単な DMIS パーツプログラムを、PC-DMIS 内にイン

ポートして下さい。  
• DMIS ファイルのインポート後、お客様の MYPROBE.PRB プローブ ファイ

ルは、すべての必要な先端チップを含みます。 PC-DMIS では、星印マーク

‘*’のついた AB 先端チップ角は、まだキャリブレーションが済んでいない

ことを意味しています。  
• 当該先端チップのキャリブレーションを行ってください。 これを行うには、

次の二つの内のいずれかを実行してください: 1) パーツプログラムを実行す

る。                      2) プローブ ユーティリ

ティ ダイアログ ボックスにある 測定 ボタンをクリックして下さい。  
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ステップ 3: PC-DMIS プログラム ファイルを作成し、DMIS ファイ

ルをインポートして下さい。  

• 新規の PC-DMIS パーツプログラムを作成して下さい。  
• 以前の段階で作成された MYPROBE.PRB プローブ ファイルを特定し、測定

中の ChorusNT パーツプログラムをインポートして下さい。  
• 通常、Chorus 測定プログラムは、SNSLCT/S（ラベル）または SNSLCT/SA

（ラベル）文を含んでいます。 セルフ キャリブレーションを行うリストに

ついては、SNSLCT ラベルにおいて、ロール及び間隔角度を明確に特定する

ことができます。  

PC-DMIS が DMIS ファイルをインポートした後、 後の PC-DMIS パーツプログラムには、その

初めに LOADPROBE/MYPROBE.PRB というコマンドが入ります。そして、各 SNSLCT 文は、

正しい A、及び、B 角と共に、その個々のぶんに対応する チップ コマンドを持ちます。  

ステップ 4: 自動的インポート段階の終了  

PC-DMIS は当該インポート段階を完了して、 警告 ウィンドウ内にレポートを表示します。  

例えば、以下のようです：  

L42: ---: DECL/CHAR,O_D_L[11]  

L56: ---: DECL/REAL,TX,TY,TZ,MISX,MISY,MISZ,CXT,CYT,CZT,VX,VY,VZ  

L57: ---: DECL/REAL,INVCXT,INVCYT,INVCZT  

L112: !MAJOR :MMEDIA/ON,’C:\myfile.exe’  

L150: !MAJOR :MRRPCS/D(MRR),0,1,0  

L213: ERROR: !UNITS  

L253: ERROR: !SNSLCT/S(S_103)  

これらのメッセージは、ここに説明があります:  

1. L##  - これは、オリジナルの DMIS プログラム内の、文の 行番号 を意味し

ます(##は番号を意味します）。 例えば、L42 は、DMIS プログラム内の 42
行目に、以下の DMIS 文があることを意味します。  

2. ---: － これは、当該文が無視される、という意味、つまり、それに相当する

PC-DMIS コマンドがないため、対応する PC-DMIS コマンドに変換されない、

という意味のマークです。 例えば、PC-DMIS は常に DECL 文を無視します

が、これは、PC-DMIS に明確な変数宣言の必要がないためです。  
3. !MAJOR - これは、特定の DMIS 文（Major DMIS Word）がサポートされな

いことを意味します。  
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4. ERROR – これは、特定のコマンドが正しくインポートされなかったことを

意味します。  

ステップ 5: PC-DMIS プログラムの手動での確認  

PC-DMIS への変換が適切に機能することを、必ず手動で確認して下さい。 コマンド モードで、

当該パーツプログラムに目を通してください。 エラーは赤色のテキストで表示されています。  

プログラムが問題なくインポートされたことを確認するために、当該プログラムをオフライン 
モードで実行してみて下さい。それから、オンラインにおいて低速度で CMM を試して下さい。  

 

注意事項、及び、役に立つヒントと提案  

ChorusNT と PC-DMIS は、異なる測定システムであり、それらの本質的特性の中には、注意深

く考慮されなければならないものがあります。 以下の一覧には、役に立つヒント及び提案があ

ります:  

自動測定サイクル  

DMIS スタンダードの項には、「モード/自動」セクションでは、フィーチャーは自動サイクルで

測定され、存在の可能性のある PTMEAS がすべて無視される、という記述があります。  

ChorusNT では、点、円、球状、及び、溝穴（CPARLN）用の自動サイクルがあり、これらはす

べて、それぞれ対応するフィーチャーに変換されます。 しかし、Chorus と PC-DMIS の本質的

違いのため、これらの実行は注意深く確認される必要があります。  

例： 溝穴(丸い溝穴)の自動サイクルにおいて、ChorusNT では、 初の 2 点が溝穴のまっすぐな

側面上に取られます。 しかし、PC-DMIS では、これらの点は、溝穴の丸い端上に取られます。  

スター先端チップ プローブ  

PC-DMIS は、スター プローブを定義する、ChorusNT の SNSDEF 拡張子を認識します。 PC-
DMIS 内の、プローブ ヘッドの方向性セットアップが ChorusNT の SNSMNT 仕様と合致してい

るか、注意してください。  

CW43, CW43L, 及び IW42 リスト装備様式  

ChorusNT と PC-DMIS の、ロール角度の様式はお互いに異なります。 Chorus DMIS プログラム

のインポート中、PC-DMIS はそれを正確に調整することができますが、安全を期し、インポー

トされた当該パーツプログラムを 初に実行する時は注意してください。  

FEAT 文中の理論値  

PC-DMIS は常に、理論値と実際値の両方を使用し、これらは共に正しい（現実の値からあまり

はずれていない）ものであるべきです。 そのずれが大きい場合、特にパーツ配置で用いられる
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フィーチャーにおいて、問題があるかもしれません。 これは、PC-DMIS が、各パーツ配置用に

2 つの行列を定義するためです。  

• 第一に、CADTOPART 行列 これは、理論値に基づき、フィーチャーの理

論値を変換します。  
• 第二に、MACHINETOPART 行列 これは、実際に測定された値に基づき、

フィーチャーの実際に測定された値を変換します。  

ChorusNT は、CADTOPART 行列を持たないため、常に実際に測定された値を用います。 謝っ

た名目値がある場合には、当該フィーチャーの出力文を実行して初めて、その存在に気付くこと

になります。  

正確さを確認するために、ご希望ののフィーチャー、特にパーツ配置に関わるフィーチャー用の

出力文を、オリジナルの DMIS パーツプログラム内に、付け加えるべきです。  

FILNAM  

ChorusNT 内の FILNAM は、DISPLY/STOR コマンド使用中、出力ファイル名を特定します。 
PC-DMIS は、これを認識しますが、このコマンドは、DMIS パーツプログラムの DISPLY コマン

ドの 後 に現れる 必要があります 。 より詳しい情報については、お手持ちの DMIS マニュアル

をご覧下さい。  

VFORM  

ChorusNT のベンダー フォーマット文は、V(ラベル)=VFORM/ALL です。 これは、以下の情報を

持つ、PC-DMIS の FORMAT/TEXT コマンドに変換されます:  

1. 測定値  

2. 名目値  

3. ずれ  

4. 誤差増加  

5. 誤差減少  

6. CRIT/OOT  

PC-DMIS の 終フォーマット コマンドは、以下のようになります:  

FORMAT/TEXT,OPTIONS,ID,HEADINGS,SYMBOLS,SD;MEAS,NOM,DEV,TOL,OUTTOL, ,  

DEFGRF  

DEFGRF 文は、ダイアログ ボックスにボタン及び入力フィールドを付ける、Chorus 拡張子です。 
PC-DMIS は、このコマンドをインポートし、BASIC 言語（Cypress 使用可）を用いてスクリプ

トを作成します。 スクリーン解像度の違いのため、作成されるダイアログ ボックスの調整が必

要かもしれません。 PC-DMIS の BASIC スクリプト エディタを用いて、BASIC スクリプト ファ

イルの変更が可能です。  
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FROM 及び GOHOME  

ChorusNT の様式は、先端チップ ボールの中心点ではなく、ヘッドの中心点を移動します。 PC-
DMIS インポートは、必要な埋め合わせを行うことができますが、PC-DMIS にインポートされた

パーツプログラムを、初めて実行する時には、低フィードを用いるべきです。  

MRRPCS  

ChorusNT では、このコマンドは、ChorusNT の鏡面対称表示ユーティリティを用いて作成され

た、パーツプログラム内の参照システムを定義します。 PC-DMIS は、Chorus の鏡面対称表示さ

れたプログラムのインポートをサポートしません。 代わりに、Chorus の「左側」プログラムの

インポートにより作成された、.prg ファイルには、PC-DMIS の、 も強力で完全な鏡面対称表

示ユーティリティをご使用下さい。  

GAUGE  

ChorusNT 内で、この文は球状のゲージを定義、及び測定し、以下の名称を特定します: G（ラベ

ル）、直径、及び軸方向 また、それはポジションとして、中心点の位置、投射角、及びその測

定用ポイントの数をも特定します。  

GAUGE/SPHERE,G(label), diam, i, j, k, [angle, x, y, z, npoints]  

パラメータの違いのために、PC-DMIS はこれを二つのコマンドに変換します。 AUTO/SPHERE 
及び CALIBRATE ACTIVE:  

F(ラベル)= AUTO/SPHERE  

AUTO/SPHERE コマンドは、GAUGE 文と同一の名称、直径、及び方向を使用しま

す。 中心点の位置が特定されておらず、パーツプログラム実行中に、極の頂上

に 初のポイントを手動で選択する場合、init=1 及び perm=1, それ以外の場合に

は init=0 及び perm=0。  

PC-DMIS はまた、方向性、ベクトル角度、及びベクトル通常値を調整できます。  

CALIBRATE ACTIVE TIP WITH FEAT_ID=F(label), QUALTOOL_ID=label, MOVED=YES  

CALIB  

ChorusNT 内で、この文は、特定の球状ゲージ G（ラベル）を用いて、特定のプローブのキャリ

ブレーションを行います。  

CALIB/SENS, S(probe),G(label), [angle]  

PC-DMIS は、この文を以下の三つのコマンドに変換します:  

TIP/ T1A..B..  

この先端チップ用のコマンドは、S（プローブ）文と同一の AB 間角度を持ちます。  
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F(ラベル)= AUTO/SPHERE  

CALIBRATE ACTIVE TIP WITH FEAT_ID=F(label), QUALTOOL_ID=label, MOVED=NO  

 

DMIS ファイルのインポート  

PC-DMIS は、汎用 DMIS ファイル、及び、特定のベンダー環境において 拡張子 を用いて作成さ

れた、DMIS プログラムをインポートするができます。  

DMIS ファイルをインポートするには：  

• DMIS プログラム ファイルのインポート予定先である PC-DMIS パーツプロ

グラムを開いてください。  
• メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | DMIS... メニュー オプ

ションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
• ダイアログ ボックスの底部にある、 同一タイプのファイル 一覧から 

Chorus DMIS ファイル または DMIS ファイル を選んで下さい。 PC-DMIS
は、「.dmi」または「.dms」のファイル拡張子の末尾を持つ、プログラム 
ファイルを列挙します:  

付記: Chorus NT プログラムは、拡張子の付随した DMIS3.0 標準に従い、より良く管理されてい

ます。 ほとんどの場合、普通の DMIS ファイル よりも Chorus DMIS ファイル を選択するほう

がよい、と思われます。 ChorusNT DMIS ファイルを PC-DMIS パーツプログラムに変換するこ

とに関する付記については、「 ChorusNT から DMIS へに変換付記 」を参照して下さい。  

• 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の DMIS プログラムを含むディレ

クトリを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下さい。  
• インポート ボタンをクリックして下さい。  
• PC-DMIS は、初回通過変換された入力ファイルを作成します。 いったんこ

の初回通過が終了すると、  DMIS インポート セットアップ ダイアログ ボッ

クスが現れます。 このダイアログ ボックスを用いて、実際のインポート段

階で役に立つ、多くのオプションを選択できます。  
• DMIS インポート セットアップ ダイアログ ボックスから、必要なオプショ

ンを選択して下さい。 このダイアログ ボックスの使用に関する、より詳し

い情報については、以下の項目を参照して下さい。  
• OK をクリックして下さい。 PC-DMIS は、インポート プロセスを完了しま

す。  

PC-DMIS バージョン 4.2 以降では、 RMEAS/LEGACY コマンドがインポートされたパーツプログラ

ムに挿入されます。 今後インポートされる DMIS ファイル上の RMEAS コマンド用デフォルト

値を変更するために、 DMISRmeasImport レジストリ エントリー を変更することが可能です。 こ
のコマンドに関する情報については、「 Relative Measure (RMEAS)セットアップ 」を参照して

下さい。  
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DMIS インポート セットアップ ― 「一般」タブ  

 
「DMIS インポート セットアップ」ダイアログ ボックス ― 「一般」タブ  

一般 タブの用いて、インポートされた DMIS プログラム用へのプローブ ファイル変換をコント

ロールすることができます。 このタブで用いられているコントロールについて、この表内に記

述があります：  

コントロール名  内容  
DMIS ファイル  このボックスは、インポートする

DMIS ファイルを特定します。これに

は、DMIS インポート プロシージャ

で述べられている、「開く」ダイア

ログボックスから選ばれたファイル

への経路が自動的に含まれます。  
マージ / 置き換え  これらのオプションは、PC-DMIS

が、既存のコマンドをインポートさ

れた DMIS コマンドに置き替えるか

否か、また、新規のコマンドを既存

のコマンドとマージするか否かを特

定します。  

インポート プロセス中に、その時点

でロードされているパーツプログラ

ム内の既存コマンドを、新規の PC-
DMIS コマンドに置き換えたい場合、 
置き換える を選択して下さい。  

インポート プロセス中に作成され

た、新規の PC-DMIS コマンドを、そ

の時点でロードされている .PRG ファ

イルに付け加えたい場合、 マージ を
選択して下さい。  

アーム  この一覧は、複数アーム システムで
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用いられるアームを特定します。  
プローブ ファイル  この一覧は、既存のプローブ ファイ

ルを特定します。  
選択されたプローブ ファイルの使用 このオプションは、「プローブ ファ

イル」一覧から選ばれた、既存のプ

ローブ ファイルを使用します。  

1. ドロップダウン ウィンドウ

で表示されているプローブ 
ファイルを使用する アーム 
を選択して下さい。  

2. 一覧からプローブ ファイル

を選んで下さい。  
3. 適用する をクリックして下

さい。 PC-DMIS は、選ば

れたプローブ ファイルにな

く、DMIS プログラム内で

言及されている先端チップ

（センサー）を付け加えま

す。  

新規のデフォルト プローブ ファイル

作成  
このオプションを選ぶと、DMIS プロ

グラム ファイル内の SNSDEF 文に基

づく、新規のプローブ ファイルを作

成します。 PC-DMIS は、新規のプロ

ーブ ファイルを作成し、DMIS プロ

グラム ファイル名と同じ名称と

「.prb」拡張子をそれに付けます。 
作成されたプローブ コンフィギュレ

ーションは、デフォルトにより、

TIP2BY20MM 先端チップ接続の TP2
付き PH9 リストを使用します。 しか

し、DMIS プログラム内に SNSDEF
文が探知されない場合には、プロー

ブ コンフィギュレーションは作成さ

れません。  
SNSLCT/ 文を無視  このオプションを選択すると、DMIS

プログラム内の SNSLCT 文は無視さ

れます。  

付記: デフォルト プローブ コンフィギュレーションがお手持ちの測定機のプローブ コンフィギ

ュレーションを合致しない場合、DMIS プログラム ファイルのインポートに 先立って 、PC-
DMIS を用いて正しいプローブ コンフィギュレーションを持つプローブ ファイルの製作が必要

です。 その後、作成されたプローブ ファイルをこのタブ内から選択し、 適用する そして OK を
クリックて下さい。 これにより、SNSDEF 文の変換中、変換機は、 適の先端チップ（群）を

選択できます。  
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DMIS インポート セットアップ ― 「モジュール」タブ  

モジュール タブは、現在入手できません。  

DMIS インポート セットアップ ― 「エラー記録」タブ  

 
「DMIS インポート セットアップ」ダイアログ ボックス ― 「エラー記録」タブ  

エラー記録 タブを用いると、インポート プロセスの終了時に PC-DMIS は、警告またはエラー

を選択されたテキスト ファイル内に保存します。 ブラウザ ボタンをクリックし、テキストファ

イルを選択して下さい。  

インポート プロセス終了時に、このエラー記録を PC-DMIS に自動的に表示させたい場合、 変
換完了時に記録表示 チェック ボックスをクリックして下さい。 テキスト ファイルが、「 DMIS 
インポート結果 ダイアログ ボックス内で開きます。  

DMIS インポート セットアップ ― 上級タブ  

 
「DMIS インポート セットアップ」ダイアログ ボックス ― 上級タブ  
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上級 タブにより、特定の顧客要望やコンフィギュレーションをインポートできます。これらの

要望は、標準外コマンド、または DMIS 標準コマンドの追加 / 変更されたパラメータを含む可能

性があります。 Chorus DMIS ファイルがインポートされると、PC-DMIS は不必要なオプション

を作動不能（及び必要なオプションを作動可能）にします。 このタブのコントロールに関する

情報に関しては、この表内の記述を参照して下さい：  

コントロール名  内容  
顧客サポート  このエリアには、DMIS ベンダ専用のチェック ボックスがありま

す。 お手持ちファイルがこれらの会社からのソフトウェアを用い

て作成された場合には、適切なチェック ボックスをチェックし

て、これらの会社専用拡張子サポートを作動可能にして下さい。 
これらの会社は以下のとおり:  

• ボルボ  
• フォルクスワーゲン  

コンフィギュレーション 
サポート  

このエリアのチェック ボックスを用いて、異なるが DMIS コンフ

ィギュレーションを選択できます。これらのコンフィギュレーシ

ョンは以下のとおり:  

FEDRAT/ 数値は、測定機の 大速度のパーセンテージです。  

DMIS コマンドは、インポートされた FEDRAT/ コマンド（測定機

の速度をコントロールするコマンド）が、測定機の 大速度と

大接触速度のどちらを指しているのか、自動的に特定することは

ありません。  

• このチェック ボックスをチェックされた場合 、
インポートされた FEDRAT/ 文は、 測定機の
大速度 のパーセンテージです。  

• このチェック ボックスをチェックされた場合 、
インポートされた FEDRAT/ 文は、 大接触速
度 のパーセンテージです。  

Chorus としての、DEA リストの装備及び旋回   

IW42, CW43,や CW43L リストが設置された DEA CMM を使用

し、このチェック ボックスがチェックされている時、PC-DMIS
は、Chorus の様式に従い、SNSLCT 文インポートの間、B 旋回角

度を調整します。  

ChorusDMIS のインポートが行われている時、このオプションは

自動的に用いられます。  
オプション  このエリアには、 ユーザー定義用トレース フィールド チェック 

ボックスがあります。このチェック ボックスは、特定のインポー

トされた DMIS コマンドがユーザー定義トレース フィールドに移
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動されるか否かを決めます。  

DMIS スタンダードによると、これらの DMIS コマンドを用いたプ

ログラム実行の間、オペレーターに以下の情報について質問でき

ます：  

情報  DMIS コマンド  
パーツ名  PN(ラベル) = 'テキス

ト'  
パーツの通し番号  PS(ラベル) = 'テキス

ト'  
製作デバイス  MD(ラベル) = 'テキ

スト'  
DME 名称  DI(ラベル) = 'テキス

ト'  
オペレーター名  OP(ラベル) = 'テキ

スト'  

インポート予定の DMIS ファイルが、 これらの DMIS コマンドを
持つ場合には:  

PN(ラベル 1) = PARTID/' パーツ 番号'  

PS(ラベル 2) = PARTSN/'2345'  

MD(ラベル 3) = MFGDEV/'BRAVO1'  

DI(ラベル 4) = DMEID/'PC-DMIS'  

OP(ラベル 5) = OPERID/氏名'  

ユーザー定義用トレース フィールド チェック ボックスがチェッ

クされている場合、PC-DMIS は、DMIS コマンドを TRACEFIELD 
コマンドにインポートして、 このように 、DMIS 標準で要求され

ている同様の機能に対応します :  

TRACEFIELD/DISPLAY,LIMIT=15 ; PN(ラベル 1) : パーツ 番号  

TRACEFIELD/DISPLAY,LIMIT=15 ; PS(ラベル 2) : 2345  

TRACEFIELD/DISPLAY,LIMIT=15 ; MD(ラベル 3) : BRAVO1  

TRACEFIELD/DISPLAY,LIMIT=15 ; DI(ラベル４) : PC-DMIS  

TRACEFIELD/DISPLAY,LIMIT=15 ; OP(ラベル５) : 氏名  

その後、PC-DMIS 実行時に、各 TRACEFIELD コマンド用に小さ

なダイアログ ボックスを提供し、この中にこの情報をタイプする
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ことができます。  

ユーザー定義用トレース フィールド  チェック ボックスがチェッ

クされていない場合、PC-DMIS はデフォルトにより、 このよう
に 、これらの DMIS コマンドを通常のコメント レポート コマン

ド内に挿入します :  

COMMENT/REPT,"PN(ラベル 1)=' パーツ 番号'"  

COMMENT/REPT,"PS(ラベル 2)='2345'"  

COMMENT/REPT,"MD(ラベル 3)='BRAVO1'"  

COMMENT/REPT,"DI(ラベル 4)='PC-DMIS'"  

デフォルト  このボタンは、ご希望のセレクションを DMIS ファイル インポー

ト時に使用するデフォルトとして設定します。  

 

AVAIL または MMIV プログラムのインポート  

AVAIL 及び MMIV ファイル タイプは、ミクロメジャーIV 測定パッケージで使用されています。 
PC-DMIS を用いて、このファイル タイプを PC-DMIS パーツプログラム内にインポートできま

す。  

AVAIL または MMIV ファイルをインポートするには：  

1. MMIV プログラム ファイルをインポート予定先の PC-DMIS にあるパーツ

プログラムを開いてください。  
2. ファイル | インポート メニュー オプションを選択し、その後、 Avail... 

またはメニュー ロードマップの表示 MMIV... のいずれかをサブ メニュー

から選択して下さい。  開く ダイアログボックスが現れます。  
3. PC-DMIS は、AVAIL 及び MMIV の「llf」接頭辞で始まるプログラム ファ

イルを一覧に列挙します。  
4. 入手可能なディレクトリ内を進み、必要な AVAIL または MMIV ファイル

を含むディレクトリを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下さい。  
5. インポート ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、 変換方法選択 

ダイアログ ボックスを表示し、当該パーツプログラム内のデータのイン

ポート方法を問います。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 詳細なファイル オプションの利用  *  109 

 
変換方法選択ダイアログ ボックス  

6. 変換オプションのひとつを選び、  OK をクリックして下さい。 PC-DMIS
がお客様の要望をプロセスします。 

7. MMIV ファイル内での各 TOOLCHANGE コマンドごとに、PC-DMIS は、

PC-DMIS プローブ ファイルの選択を催促します。  
8. MMIV ファイル内での各 TIPCHANGE コマンドごとに、PC-DMIS は、 先

端チップ選択 ダイアログ ボックスの 使用する先端チップ 一覧からの、

PC-DMIS プローブ 先端チップの選択を催促します。  

 
先端チップ選択ダイアログ ボックス  

9. OK (または すべて OK ) をクリックし、それから、スクリーン上のイン

ストラクションに従って、以前の手順を繰り返してください。 先端チッ

プ選択 ダイアログ ボックスが閉じると、 作業平面選択 ダイアログ ボッ

クスが現れます。  
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作業平面選択ダイアログ ボックス  

10. お客様のその時点でのセットアップに合致する作業平面を選択し、  OK 
をクリックして下さい。 PC-DMIS がパーツプログラムにデータをインポ

ートします。  

重要事項: BRANCH/TEST キーワード、または BRANCH/LABEL コマンドをフィーチャーブロッ

ク内に含む MMIV パーツプログラムは、フィーチャーブロックが PC-DMIS 内にインポートされ

る 前 に移動した、それぞれの PC-DMIS コマンド（IF 及び GOTO)を持つことになります。 これ

は、将来の PC-DMIS バージョンにて、修正される予定です。  

自動フィーチャーのインポートに関する付記  

PC-DMIS が、インポートされた MMIV または AVAIL 自動フィーチャー内の DONE/ または 
MEASURE/ コマンドに対応しないことに注意してください。 変換が行われている際に、 
MEASURE/; X,Y,Z,I,J,K コマンドすべてはオペレーター コメントに変わり、 DONE/ コマンドは

無視されます。  
例えば、AVAIL または MMIV ファイル内の、以下の自動フィーチャーをインポートする場合:  

CIR2= AUTO/CIR; YZPL,OC,4,12.0,6.0,-12.0,103.0,295,330  
MOVE/BY; 12,5,0  
MOVE/BY; 0,0,20  
MEASURE/; 12.0,56.0,-22.0,0.0,-1.0,0.0039  
MEASURE/; 12.0,57.85,-16.0,0.0,-1.0,0.0  
MEASURE/; 12.0,58.4,-6.0,0.0,-1.0,-0.0039  
DONE/;  

PC-DMIS 内で、これは自動円形コマンドに変換され、これに二つの動作が続き、さらに、PC-
DMIS が MEASURE コマンドを無視した、というコメントが三つ続きます。  

Tutor プログラムのインポート  

Tutor アプリケーションで作成されたパーツプログラムをインポートすることが可能です。  

Tutor ファイルをインポートするには：  

1. Tutor プログラム ファイルのインポート予定先である PC-DMIS パーツプ

ログラムを開いてください。  
2. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | Tutor... メニュー オ

プションを選択して下さい。   開く ダイアログボックスが現れます。  
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3. 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の Tutor ファイルを含むディレ

クトリを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下さい。  
4. インポート ボタンをクリックして下さい。 Tutor トランスレーターが変

換プロセスを開始し、 TutorPCDMIS トランスレーター オプション ダイ

アログ ボックスが現れます。 このダイアログ ボックスを用いて、Tutor
ファイル内のどの項目を、PC-DMIS 内で解釈または表示したいか、指定

することができます。  

 
TutorPCDMIS トランスレーター オプション ダイアログ ボックス  

5. 必要に応じて、当該ダイアログ ボックス内に必要事項を記入して下さい。 
以下のエリアが入手可能です:  

PC-DMIS パーツプログラム設定エリア  

  これらのオプションは PC-DMIS からのものであり、変更することはできませ

ん。  

測定単位 – これは Tutor ファイルのインポートに用いる、PC-DMIS パーツプログラム

の測定単位 (  インチ または  メートル 法のいずれか) を表示しています。 Tutor for 
Windows と異なり、PC-DMIS では、実行時に測定単位を変更することはできません。  

角度モード – これは、PC-DMIS パーツプログラムでのその時点での角度表示法 ( Deg 
または DMS のいずれか）を表示します。  

Tutor for Windows 設定エリア  

このオプションを用いて、PC-DMIS 変換に必要な Tutor for Windows 設定を特

定できます。  
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Wtutor.Ini の解読 – Tutor コンフィギュレーション（.ini）の所在位置を特定する必要が

ある場合には、このボタンをクリックして下さい。 変換が開始されると、 デフォルトに

より  PC-DMIS は、 C:\Winnt ディレクトリ内で、このコンフィギュレーション ファ

イルをサーチします。 このファイルには、トランスレーターが必要な Tutor for 
Windows コンフィギュレーションがあります。  

正常位置エラー – インポート中のパーツプログラムにおいて正常位置エラーの値を半径

として修正する場合、 半径 を選択して下さい。それ以外の場合には、「 直径 を選択し

て下さい。    

書式エラー – インポート中のパーツプログラムにおいて二重書式エラーの修正が必要な

場合、 二重 を選択して下さい。それ以外の場合には、 シングル を選んでください。    

線形エラー – インポート中のパーツプログラムにおいて線形エラーの値を半径として修

正する場合、 半径 を選択して下さい。それ以外の場合には、 直径 を選択して下さ

い。    

Tutor PC-DMIS プローブ マップ エリア  

  このエリアでは、Tutor のプローブを PC-DMIS のプローブに配置することがで

きます。  

先端チップ直径 – PC-DMIS が当該パーツプログラムで用いる、プローブのデフォルト

の先端チップ直径をタイプして下さい。  

プローブ ファイル – … ボタンを用いて、PC-DMIS プローブ ファイル（.PRB)を選択し

て下さい。  

プローブマップ ファイル –  … ボタンを用いて、既存の Tutor から PC-DMIS プローブ 
マップ ファイル（.TP2)を選択して下さい。 プローブ マップ ファイルがない場合に

は、  新規 ボタンをクリックし新しいファイルを作成することが可能です。  編集 ボタ

ンによって、このボックスに示されている、選択されたプローブ マップの変更ができま

す。 このマップ ファイルは、Tutor ファイルから PC-DMIS にプローブ コマンドが変換

中に、どの PC-DMIS 先端チップ角を使用するか、トランスレーターに指示します。  

コメント スキップ - Tutor ファイル内のプログラマーによるコメントのインポートを望

まない場合、このチェック ボックスをチェックして下さい。  

6. 続けるには、 OK ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、変換進行

中ウィンドウにてインポート プロセスを表示し、また、 変換メッセージ 
一覧 内の警告メッセージも表示します。  
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7. スクリーン上の手順に従って下さい。  
8. 変換が終了すると、変換進行中ウィンドウにて、  変換メッセージ 一覧内

のメッセージを点検できます。 その後、インポート プロセスを続ける

（  続ける をクリック) か、中断する (  中断 をクリック)か決めることが

できます。 いずれの選択においても、すべての変換メッセージは、Tutor
パーツプログラムと同じ名称と .log 拡張子を持つ記録ファイルに記憶さ

れ、Tutor パーツプログラムと同じディレクトリに保存されます。  

付記: PC-DMIS が、Tutor ファイルからのプローブをロードするコマンドに出会うと、その都

度  TutorPCDmis トランスレーター オプション ダイアログ ボックスが現れます。 お手持ちの

プローブ マップ ファイルが適切にセットアップされた後、  無視  ボタンのクリックにより、そ

の時点でのプローブ ロード コマンドの変換を安全にスキップすることができます。  

Tutor から PC-DMIS へのプローブ マップ ファイル作成と編集  

Tutor のプログラムを適切に PC-DMIS に変換するために、Tutor ファイルのプローブを PC-
DMIS プローブに結び付けるプローブ マップ ファイルが必要になります。Tutor のプローブ コマ

ンドは、それぞれヘッドとチップと呼ばれる、二個の数字で認識されます。  

Tutor から PC-DMIS への 新 プローブ マップ ファイルを作成するには:  

1. 「 Tutor ファイルのインポート 」の記述に従い、インポート プロシージャ

を開始してください。  
2. TutorPCDMIS 変換オプション ダイアログ ボックスが現れると、 新規 ボタ

ンをクリックして下さい。 T2P ファイル ダイアログ ボックスが現れます。  



Wilcox Associates, Inc. 

114  *  詳細なファイル オプションの利用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 
T2P ファイル ダイアログ ボックス  

3. さらなる情報の特定が必要な場合には、新しい列を加えるために 加える 
をクリックして下さい。 

4. 各列の ヘッド 欄に、Tutor でプローブ ヘッドを認識する、1 から 100 の

間の数値をタイプして下さい。 
5. 各列の チップ 欄に、Tutor でプローブ 先端チップを認識する、1 から５

の間の数値をタイプして下さい。  
6. 各列の PRB 名 欄に、その列のヘッドとチップ用に用いたいを PC-DMIS

プローブ 先端チップ角をタイプして下さい。例えば、以下の表にあるプ

ローブ マップ情報は、Tutor ファイル内で、2,2 というプローブ コマンド

に出会うと、PC-DMIS の T5A30B30 プローブ先端チップ角を使用するよ

う、Tutor 変換機に命令しています。  

ヘッド  チップ  PRB 名  
2  2  T5A30B30  

7. 誤ってタイプした場合には、 すべて消去する ボタンをクリックして下さ

い。  これにより、ダイアログ ボックス内の情報がすべて消去され、もう

一度情報を入れ直すことができます。 
8. … ボタンをクリックして、当該 Tutor から PC-DMIS へのプローブ マップ 

ファイルをお手持ちのコンピューターにセーブして下さい。  
9. OK ボタンをクリックして TutorPCDMIS 変換オプション ダイアログ ボッ

クスに戻って下さい。  

既存の Tutor から PC-DMIS へのプローブ マップ ファイルを編集するには：  

• 「 Tutor ファイルのインポート 」の記述に従い、インポート プロシージャ

を開始してください。  
• TutorPCDMIS 変換オプション ダイアログ ボックスが現れると、 click the 

プローブマップ ファイル ボックスのための … ボタンをクリックし、既存の

T2P ファイルを選択して下さい。  
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• 編集 ボタンをクリックして下さい。 T2P ファイル ダイアログ ボックスが現

れます。  
• 必要に応じて、数値を編集してください。  
• OK ボタンをクリックして TutorPCDMIS 変換オプション ダイアログ ボッ

クスに戻って下さい。  

ダイレクト CAD ファイルのインポート  

CAD データを PC-DMIS の内部 CAD フォーマットに変換するかわりに、ダイレクト CAD タイプ

に直接アクセスすることができます。 つまり、これらのファイル タイプの CAD データは、イン

ポート後も、初期作成時のフォーマットのままです。 CAD タイプに特有のルーチンが、CAD デ

ータで行われる計算すべてにおいて用いられます。 CAD データに直接アクセスすることで、変

換不正確さや変換の限界のために生じる問題を省くことができます。  

「 ダイレクト CAD インターフェース 」文書は、ダイレクト CAD ファイルのインポートについ

て詳しく記述しています。  

CAD 使用許諾契約なしに、パーツを基盤目状にする  

バージョン 3.5 以降では、現在入手可能な CAD 使用許諾契約をお持ちでない場合でも、ダイレ

クト CAD インターフェース パーツの画像を基盤目状にすることが可能です。 この機能にアクセ

スする方法は、ダイレクト CAD インターフェースによって変わります。 しかし、一般的には、

お手持ちのダイレクト CAD インターフェース パーツプログラムにアクセスするだけで十分です。 
その後、PC-DMIS が当該パーツを表示しますが、機能の中には入手不可能なものがあります。 
例えば、当該パーツ上に、測定されたベクトル点を作成することはできません。  

Zeiss UMESS ファイルのインポート  

PC-DMIS は、UMESS（Zeiss）からパーツプログラムをインポートし、PC-DMIS のパーツプロ

グラム内で作動するよう変換することができます。  

UMESS ファイルをインポートするには、  

1. UMESS プログラム ファイルのインポート予定先である PC-DMIS パーツプ

ログラムを開いてください。  
2. メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | Zeiss Umes... メニュ

ー オプションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
3. 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の UMESS ファイルを含むディレ

クトリを見つけ、一覧からそのファイルを選択して下さい。  
4. インポート  をクリックして下さい  。 UMESS ファイルを PC-DMIS にイン

ポートするための、スクリーン上のプロンプトに従って下さい。  
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MeasureMax プロジェクトのインポート  

PC-DMIS は、MeasureMax プロジェクトをインポートし、PC-DMIS のパーツプログラム内で作

動するよう変換することができます。  

MeasureMax プロジェクトをインポートするには、  

• MeasureMax プロジェクトのインポート予定先である PC-DMIS のパーツプ

ログラムを開いてください。  
• メニュー ロードマップの表示ファイル | インポート | MeasureMax プロジェ

クト... メニュー オプションを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが

現れます。  
• 入手可能なディレクトリ内を進み、ご希望の MeasureMax ファイルを含む

ディレクトリを見つけて下さい。 一般的に、これらは、C:\My Part 
Programs\ ディレクトリに存在しています。  

• ディレクトリから、.vbp ファイルを選んで下さい。  
• インポート  をクリックして下さい  。 PC-DMIS は自動的に当該プロジェク

トを変換し、PC-DMIS コマンドをお手持ちのパーツプログラムの末尾に挿

入します。  
• MeasureMax プロジェクトを PC-DMIS にインポートするための、スクリー

ン上のプロンプトに従って下さい。  

CAD データまたはプログラム データのエクスポート  
   

データをインポートする時のように、PC-DMIS では、また、  以下の対応ファイル フォーマッ

トの一つへ、パーツプログラム データをエクスポートすることもできます：  

1. AIMS ファイル (*.TDF)  
2. DATAVIEW ファイル (*.AS3)  
3. BASIC ファイル (*.BAS)  
4. DES ファイル (*.DES)  
5. DXF /DWG (*DXF または *DXG)  
6. DMIS ファイル (*.DMI または *.DMS)  
7. GENERIC ファイル (*.TXT)  
8. EXCEL ファイル (*.XLS)  
9. I-DEA ファイル  
10. IGES ファイル (*.IGS)  
11. STEP AP203 (*.STP または *.STEP)  
12. STEP AP214 (*.STP または *.STEP)  
13. STEREOLITHOGRAPHY ファイル (*.STL)  
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14. VDAFS (*.VDA)  
15. XYZ (*.XYZ)  
16. GDS (*.GDS)  
17. インスペクションプランナー  

付記: お手持ちのプログラムを CAD データとしてエクスポート時、以前にインポートされた

CAD パーツ モデルはエクスポートされません；かわりに、お手持ちのパーツプログラム内の既

存のフィーチャー コマンドから CAD ファイルが作成されます。  

その時点でのパーツプログラムから、データをエクスポートするには：  

1. ファイル | エクスポート メニュー オプションを選び、その後、エクスポートするデータ

をサブメニューから選択して下さい（または、パーツプログラム ファイル名を右クリッ

クし、それから、 エクスポート を選択して下さい）。 このようにすると、ほとんどの

場合に 開く ダイアログ ボックスが表示されます。  

 
「開く」ダイアログ ボックス  

2. ファイルのタイプ 一覧から、ご希望のデータ タイプを選択して下さい。 PC-DMIS は、

ご希望のデータ タイプを持つ入手可能なファイルを表示します。  
3. ファイル名 ボックス内に、作成したいファイル名をタイプするか、または、一覧から既

存のファイルを選択して下さい。 既存のファイルが選ばれると、PC-DMIS は、当該フ

ァイル内のその時点でのデータを、 エクスポート オペレーションで作成された情報に置

き換えます。  
4. エクスポート をクリックして下さい。 開く ダイアログ ボックスが閉じます。 お手持ち

のデータ タイプ次第では、PC-DMIS が、追加の入力について尋ねる、別のダイアログ 
ボックスを表示します。 より詳しい情報については、以下のサブ項目を参照して下さい。  

5. エクスポート をクリックして下さい。 PC-DMIS が、エクスポートされたデータ ファイ

ルを選択されたディレクトリ内に作成し、当該ファイル名に、 ファイルのタイプ ボック

スで定義された拡張子を加えます。  

AIMS へのエクスポート  

 

PC-DMIS を用いて、お手持ちのパーツプログラム ファイルを、AIMS（Advanced Integrated 
Mathematical Solutions）ソフトウェアで用いられているファイル タイプである.TDF ファイルへ、

エクスポートすることができます。 AIMS は Boeing 社及び Metronor グループによって開発され、
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AIMS を用いると、CAD 幾何図形、インスペクション プラン、及び測定結果を異なるハードウ

ェアやソフトウェア間で共有することが可能になります。  

AIMS... メニュー項目を選ぶと、 AIMS エクスポート ダイアログ ボックスが表示されます:  

 

AIMS エクスポート ダイアログ ボックス  

重要事項: AIMS ダイレクト CAD インターフェース（DCI）を通じて AIMS モデルに接続されて

いる時のみ、AIMS エクスポートは機能します。 「 ダイレクト CAD インターフェース 」文書を

参照して下さい。  

当該ダイアログボックスの記入し、 OK をクリックすると、PC-DMIS が、パーツプログラム

を.TDF ファイルとしてエクスポートします。  

BASIC ファイルへのエクスポート  

 

PC-DMIS は、PC-DMIS 自動操作のために役立つツールを提供しています。 お手持ちのパーツプ

ログラムを BASIC スクリプト(*.BAS ファイル)としてエクスポートすると、BASIC 言語に対応

の外部アプリケーションを用いて、パーツプログラムを自動操作することが可能です。 PC-
DMIS の自動操作に関する、より詳しい情報については、これらの文書項目を参照して下さい：  

1. PC-DMIS BASIC 言語参照 ヘルプ ファイル。  
2. 「 外部要素の追加 」の 項 内の「 BASIC スクリプトの挿入 」  

DataView（AS3）ファイルへのエクスポート  

 

 

お手持ちの CAD モデルを DataView（AS3）ファイル ファイルにエクスポートし、この情報を

DataView 内にロードして、そこでお客様の CAD モデルを閲覧することが簡単にできます。  

DataView へエクスポートするには、  
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• ファイル | エクスポート | AS3... を選択し、それから、ファイルのエクスポート先とな

るディレクトリを選んで下さい。  
• ファイル名をタイプして下さい。  
• エクスポート をクリックして下さい。  
• PC-DMIS は、指定された場所に.AS3 ファイルを作成します。  

 

DES ファイルのエクスポート  

 

DES のエクスポート プロセス中に エクスポート ボタンをクリックすると、PC-DMIS は DES フ
ァイル ダイアログボックスを表示します。  

 

「DES ファイル」ダイアログ ボックス  

DES ファイル ダイアログ ボックスは、 ヘッダー エリアにおいて選択された DES の、エクスポ

ートに関する情報を表示します; また、それを用いて、ご希望の DES エクスポートついて追加の

オプションを選択することもできます。  

• パーツ配置 一覧においてパーツ配置を選択して下さい。  
• 座標システム エリアで座標システムを選択して下さい。  
• ご希望の場合には、マークされたフィーチャーのみをエクスポートするた

めに、 マークされたフィーチャーのみ チェック ボックスをチェックして

下さい。  
• ご希望の場合には、エクスポートされたデータに小数点を表示するために、 

小数点表示 チェック ボックスをチェックして下さい。  
• ご希望の場合には、 名目値による出力 チェック ボックスをチェックして、

PC-DMIS に、お手持ちのパーツプログラム内の名目値からのエクスポー

ト ファイル作成を命じて下さい。 このチェック ボックスがチェックされ
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ていない場合、PC-DMIS はフィーチャーの測定結果をエクスポートしま

す。  
• DES ファイル ダイアログ ボックス内の プロセス ボタンをクリックして、

選択されたパーツプログラムから DES データを出力して下さい。 当該フ

ァイルが 100%プロセスされた時、PC-DMIS はその旨をお知らせします。  
• OK ボタンをクリックして、当該 DES ファイルのエクスポートを終了し

て下さい。  

DXF または DWG ファイルのエクスポート  

 

DXF または DWG のエクスポート プロセス中に エクスポート ボタンをクリックすると、PC-
DMIS は DXF/DWG エクスポート ダイアログボックスを表示します。  

 

DXF/DWG エクスポート ダイアログ ボックス  

DXF/DWG エクスポート ダイアログ ボックスを用いて、これらのファイル タイプのエクスポー

トについて追加のオプションを選択することができます。  

• パーツ配置 一覧においてパーツ配置を選択して下さい。  
• ご希望の場合には、マークされたフィーチャーのみをエクスポートするた

めに、 マークされたフィーチャーのみ チェック ボックスをチェックして

下さい。  
• ご希望の場合には、スキャン データをスキャン映像ポイントに変換する

ために、 ポイント スキャン映像 チェック ボックスをチェックして下さ

い。  
• ご希望の場合には、 名目値による出力 チェック ボックスをチェックして、

PC-DMIS に、お手持ちのパーツプログラム内の名目値からのエクスポー

ト ファイル作成を命じて下さい。このチェック ボックスがチェックされ

ていない場合、PC-DMIS はフィーチャーの測定結果をエクスポートしま

す。  
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• エクスポート ボタンをクリックして、当該 DXF または DWG ファイルの

エクスポートを終了して下さい。  

DMIS へのエクスポート  

PC-DMIS を用いて、PC-DMIS パーツプログラム ファイルを DMIS ファイルとしてエクスポート

することができます。 DMIS ファイルは、DMIS コマンド用の DMIS 標準を支持し、DMIS 言語

を使用のアプリケーションを持つ他のコンピューターにおいても、実行可能です。  

ファイル名を選択し、 ファイルを 開く ダイアログ ボックスの エクスポート をクリックした後

で、PC-DMIS は DMIS エクスポート セットアップ ダイアログ ボックスを表示します。 このダ

イアログ ボックスには、 一般 タブ、及び エラー記録 タブの二つのタブがあります。  

これらのタブ上のオプションを選択後、 OK をクリックしてエクスポート プロセスを完了して

下さい。  

「一般」タブ  

 

「DMIS エクスポート セットアップ」ダイアログ ボックス ― 「一般」タブ  

一般 タブにより、お手持ちの PC-DMIS パーツプログラムを DMIS ファイルに変換する、三つの

方法のうちから一つ選択できます。  

• PC-DMIS 編集ウィンドウ（DMIS モード） - この方法では、 DMIS モー

ド において当該パーツプログラムが編集ウィンドウ上に描かれる画像と

全く同じ画像となるよう、DMIS ファイルをエクスポートします 。  
• 融通性のきく DMIS - この方法では、お手持ちの DMIS バージョン、測定

方法、または、対応の DMIS 文と合致するように、エクスポートされたフ

ァイルをカスタマイズすることが可能です。 このオプションを選ぶと、



Wilcox Associates, Inc. 

122  *  詳細なファイル オプションの利用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

ファイル セレクション ボックスが作動可能になり、これを用いて、特定

の BASIC スクリプト ファイル(*.bas 拡張子）をブラウザして選択できま

す。 ご自分のスクリプト ファイルを作成したり、既存のスクリプト ファ

イルを変更して、PC-DMIS のエクスポート内容を正確にコントロールす

ることができます。  
 
PC-DMIS は、お手持ちの PC-DMIS インストレーション ディレクトリ内

にある、いつでも使用可能な三つの.bas ファイルを提供しています。 こ
れらのファイルによってエクスポートがカスタマイズされるので、特定の

DMIS バージョン対応の DMIS 文の、定まられたサブセットが使用されま

す。 これら三つのファイルは、PCD2DMIS030.BAS, 
PCD2DMIS040.BAS, 及び PCD2DMIS050.BAS（それぞれ DMIS3.0, 4.0, 
and 5.0 用）です。 当該 bas ファイル内でカスタマイズされていないコマ

ンドは、そのまま PC-DMIS 編集ウィンドウ（DMIS モード）にエクスポ

ートされます。  

付記: このオプションを使用中に、BASIC スクリプト内の機能がエラーになると、エ

クスポートされた当該ファイルは、前述の PC-DMIS 編集ウィンドウ (DMIS モード) 
オプションを選択したような形で書き込まれます。  

• レガシー ポストアウト - この方法では、PC-DMIS の旧バージョンで行わ

れた形で、ファイルをエクスポートします。 バージョン 4.0 以前では、

これが行われるためには、PC-DMIS 設定エディタにおいて、 
DMISUsePostoutCode エントリーをトゥルーに設定することが必要でした。 当
バージョンでは、単にこのオプションを選択することができます。  

「エラー記録」タブ  
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「DMIS エクスポート セットアップ」ダイアログ ボックス ― 「エラー記録」タブ  

エラー記録 タブを用いて、エクスポートの段階で起こったエラーを見たり、またはセーブする

ことができるので、お手持ちのスクリプト ファイルでそれらを修正したり、その他の適切な行

動をとることが可能です。 以下のような事例で、エラーまたは警告となります：  

• BASIC スクリプトの機能が理論的エラーとなった場合、それは、お客様のスクリプト内

に自動操作の理論的エラーの原因となる問題がある、という意味です。 この場合、

BASIC スクリプトの機能は、以下のヘッダーの付いたテキスト ストリングを戻します: 
$$ LOGERR | 。  

• PC-DMIS コマンドのパラメータが、DMIS コードに変換できない場合。 この場合、

BASIC スクリプトの機能は、以下のヘッダーの付いたテキスト ストリングを戻します:  
$$ DMISERR |  

... ボタンをクリックして、PC-DMIS がエラーを送付すべき、既存のテキスト ファイルを見つけ、

選択して下さい。  

PC-DMIS がエクスポート プロセスを終了後、 エクスポート完成時に記録表示 チェック ボック

スをクリックし、テキスト エディタ内のテキスト ファイルを表示して下さい。  

一般的テキスト ファイルへのエクスポート  

PC-DMIS は、お手持ちのパーツプログラムのフィーチャー及び測定寸法データを、カンマ区切

りの、簡単なテキスト ファイルにエクスポートすることができます。 その後、必要に応じて、

マイクロソフト・エクセル等のソフトウェア アプリケーションにこのデータをインポートする

こともできます。  

テキスト ファイルのエクスポート先を選び、 エクスポート ボタンをクリックすると、PC-DMIS
のダイアログボックスが表示され、エクスポート時に使用するパーツ配置とデータ タイプを選

べます：  

    

「一般的ポストアウト オプション」ダイアログ ボックス  

項目  内容  

パーツ配置 一覧  この一覧により、エクスポート時に、データに適

用されるパーツ配置を選択できます。  
出力タイプ エリア  このエリアでは、エクスポートするデータのタイ

プを決めることができます。 測定寸法及びフィー

チャーのエクスポートの選択が可能です。  



Wilcox Associates, Inc. 

124  *  詳細なファイル オプションの利用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 

エクスポートされた円形フィーチャーの例:  

CIR1, 93.486348, 19.488589, -1.269350, 0.000000, 0.000000, 1.000000, 14.997670  

CIR1 ヒット, 85.984616, 19.473057, -1.279984, 0.999998, 0.002070, 0.000000  

CIR1 ヒット, 93.479917, 11.992677, -1.287909, 0.000858, 1.000000, 0.000000  

CIR1 ヒット, 100.988033, 19.458504, -1.285809, -0.999992, 0.004010, 0.000000  

CIR1 ヒット, 93.486169, 26.984522, -1.265512, 0.000024, -1.000000, 0.000000  

   

フィーチャーの第一行目のフォーマットは:  
[フィーチャー ラベル], [X], [Y], [Z], [I], [J], [K], [D]  

ヒット ライン、2 - 5 行目用フォーマットは:  
[ヒット ラベル], [X], [Y], [Z], [I], [J], [K]  

エクスポートされた位置測定寸法の例:  

LOC1 AX:X, 93.485000, 0.010000, 0.010000, 93.486348, 0.001348, 0.000000  

LOC1 AX:Y, 19.500000, 0.010000, 0.010000, 19.488589, -0.011411, 0.001411  

LOC1 AX:D, 15.000000, 0.010000, 0.010000, 14.997670, -0.002330, 0.000000  

   

ライン用フォーマットは:  
[測定寸法 ラベル]AX:[軸線 インジケータ], [記名による], [+ 誤差 ], [- 誤差], [測定された], [ずれ], 
[誤差値外]  

EXCEL へのエクスポート  

PC-DMIS を用いて、お手持ちのパーツプログラムの測定データを、マイクロソフト Excel (.xls) 
ファイルにエクスポートすることができます。 これをするには、 ファイル | エクスポート | 
Excel を選択して下さい。 その後、PC-DMIS は PCD2Excel ウィザードを表示します 。 また、

「ウィザード」ツール バーから、この ウィザード にアクセスすることもできます。 「 ツール 
バーの使用 」内の「 ウィザード ツール バー 」を参照して下さい。  

I-DEAS DCI モデル ファイルへのエクスポート  

I-DEAS パーツへエクスポートするには、以下の手順に従ってください：  
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1. メイン メニューから ファイル | エクスポート メニュー オプションを選び、

その後、サブメニューから I-DEAS データ タイプを選択して下さい。 I-
DEAS パーツ セレクション ダイアログ ボックスが現れます。  

 

「I-DEAS パーツ セレクション」ダイアログ ボックス  

2. サーバーに接続 ボタンをクリックして下さい。 I-DEAS サーバー接続 ダ
イアログ ボックスが現れます。 I-DEAS サーバーに接続するために、こ

のダイアログを用いて下さい。 I-DEAS サーバー接続 ダイアログ ボック

スの使用に関する情報については、「CAD ファイルを用いてのディレク

トリ インターフェース」の 項 の「I-DEAS サーバー接続ダイアログ ボッ

クスの使用」の項目を参照して下さい。 I-DEAS サーバーに接続されると、 
I-DEAS パーツ セレクション ダイアログ ボックスが入手可能になります。 
アクティブ I-DEAS データ インストレーションに関するプロジェクトす

べてが、一覧上に列挙されます。  
3. 接続 ボタンをクリックして、サーバーに接続して下さい。 I-DEAS パー

ツ セレクション ダイアログ ボックスが現れます。  
4. エクスポートしたいプロジェクトとモデル ファイルを選んで下さい。 こ

れをするには、 選択されたモデル ファイル内のパーツ 一覧から既存のパ

ーツを選択して下さい。 または、 ビン 、 名称 、及び パーツ番号 ボック

スに数値をタイプして新規のパーツを作成することができます。  

付記: 既存のパーツ上の表面の幾何図形（円筒、円錐または球状のフィーチャー）は作成不可能

です。 既存のパーツにエクスポートした場合、これらのフィーチャー タイプは無視されます。 
表面フィーチャー タイプをエクスポートするには、新規パーツの作成を指示してください。  
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付記: 以下の文字は無効であり、 ビン , パーツ名称 、または パーツ番号 ボックス内で使うこと

はできません:  
:  
;  
,  
"  
*  
?  

5. パーツを特定した後、 パーツへエクスポート ボタンをクリックして下さ

い。 パーツが新規のものである場合、パーツを作成したいか否かを問う

メッセージ ボックスが現れます。  

 

6. はい をクリックして、I-DEAS パーツを作成して下さい。 I-DEAS エクス

ポート ダイアログ ボックスが現れます。  

 

「I-DEAS エクスポート」ダイアログ ボックス  

7. パーツ配置 ボックスにおいてパーツ配置を選択して下さい。  
8. 追加したいエクスポートのオプションがあれば、選択して下さい。 この

ダイアログ ボックス上のオプションは、「 STEP ファイルのエクスポー

ト 」で述べられているものと同じです。  
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9. エクスポート ボタンをクリックして、当該 I-DEAS ファイルのエクスポ

ートを終了して下さい。 エクスポート プロセスが完了したら、PC-DMIS
が自動的に I-DEAS サーバーに指示して、パーツのモデル ファイルをセ

ーブします。  

IGES ファイルのエクスポート  

IGES のエクスポート プロセス中に エクスポート ボタンをクリックすると、PC-DMIS は IGES 
ファイル ダイアログボックスを表示します。  

 

「IGES ファイル」ダイアログ ボックス  

IGES ファイル ダイアログ ボックスは、 始動セクション 及び 包括的パラメータ エリアにおい

て選択された IGES の、エクスポートに関する情報を表示します; また、それを用いて、ご希望

の IGES エクスポートついて追加のオプションを選択することもできます。  

• パーツ配置 一覧においてパーツ配置を選択して下さい。  
• ご希望の場合には、 セットアップ ボタンをクリックして、エクスポート

画像表示を変更してください (「 インポート / エクスポートされた画像表

示の変更 」を参照して下さい）。  
• ご希望の場合には、マークされたフィーチャーのみをエクスポートするた

めに、 マークされたフィーチャーのみ チェック ボックスをチェックして

下さい。  
• ご希望の場合には、 名目値による出力 チェック ボックスをチェックして、

PC-DMIS に、お手持ちのパーツプログラム内の名目値からのエクスポー

ト ファイル作成を命じて下さい。このチェック ボックスがチェックされ

ていない場合、PC-DMIS はフィーチャーの測定結果をエクスポートしま

す。  
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• IGES ファイル ダイアログ ボックス内の プロセス ボタンをクリックして、

選択されたパーツプログラムから IGES データを出力して下さい。 当該

ファイルが 100%プロセスされた時、PC-DMIS はその旨をお知らせしま

す。  
• OK ボタンをクリックして、当該 IGES ファイルのエクスポートを終了し

て下さい。  

STEP ファイルのエクスポート  

 

STEP のエクスポート プロセス中に エクスポート ボタンをクリックすると、PC-DMIS は STEP 
エクスポート ダイアログボックスを表示します。  

 

STEP エクスポート ダイアログ ボックス  

STEP エクスポート ダイアログ ボックスを用いて、STEP エクスポートについての追加のオプ

ションを選択することができます。  

1. パーツ配置 エリアの一覧においてパーツ配置を選択して下さい。  
2. パーツ配置 エリアで座標システムを選択して下さい。  
3. ご希望の場合には、マークされたフィーチャーのみをエクスポートするた

めに、 マークされたフィーチャーのみ チェック ボックスをチェックして

下さい。  
4. ご希望の場合には、スキャン データをスキャン映像ポイントに変換する

ために、 ポイント スキャン映像 チェック ボックスをチェックして下さ

い。  
5. ご希望の場合には、 名目値による出力 チェック ボックスをチェックして、

PC-DMIS に、お手持ちのパーツプログラム内の名目値からのエクスポー
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ト ファイル作成を命じて下さい。このチェック ボックスがチェックされ

ていない場合、PC-DMIS はフィーチャーの測定結果をエクスポートしま

す。  
6. エクスポート ボタンをクリックして、当該 STEP ファイルのエクスポー

トを終了して下さい。  

STL ファイルへのエクスポート  

 

 

お手持ちのパーツプログラムから、 stereolithography ( STL )ファイルとして、フィーチャーを

エクスポートしたり、スキャンをすることが可能です。 ファイルのエクスポート先を選び、 エ
クスポート ボタンをクリックした後に、PC-DMIS は、 STL エクスポート ダイアログ ボックス

を表示して、エクスポートしたいパーツ配置、及び、マークされたフィーチャーをエクスポート

しスキャンしたいか否かを、質問します。  

 

STL エクスポート ダイアログ ボックス  

アイコ

ン  内容  

パーツ

配置 
エリア  

このエリアでは、エクスポート時に、デー

タに適用されるパーツ配置を選択できま

す。  

カスタムのパーツ配置が選択された場合、

CAD 座標 及び パーツ座標 オプションが作

動可能もなり、これらを用いて、お手持ち

のパーツ配置用の座標を決めることができ

ます。  
マーク

された

フィー

チャー

のみ 

このチェック ボックスをチェックする

と、マークされたフィーチャーがエクスポ

ートされます。  
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チェッ

ク ボ
ックス  
スキャ

ン ポ
イント 
チェッ

ク ボ
ックス  

このチェック ボックスをチェックする

と、ポイントとしてスキャンされたフィー

チャーすべてがエクスポートされます。  

 

VDAFS ファイルのエクスポート  

 

VDAFS のエクスポート プロセス中に エクスポート ボタンをクリックすると、PC-DMIS は 
VDAFS エクスポート ダイアログボックスを表示します。  

 

VDAFS エクスポート ダイアログ ボックス  

VDAFS エクスポート ダイアログ ボックスを用いて、VDAFS エクスポートについての追加のオ

プションを選択することができます。 このダイアログ ボックスには、 STEP エクスポート ダイ

アログ ボックスと全く同じオプションがあります。 より詳しい情報については、「 STEP ファ

イルのエクスポート 」を参照して下さい。  

XYZ ファイルへのエクスポート  

 



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 詳細なファイル オプションの利用  *  131 

XYZ のエクスポート プロセス中に エクスポート ボタンをクリックすると、PC-DMIS は XYZ エ
クスポート ダイアログボックスを表示します。  

「XYZ  

「XYZ エクスポート」ダイアログ ボックス  

XYZ エクスポート ダイアログ ボックスを用いて、XYZ エクスポートについての追加のオプショ

ンを選択することができます。 これにより、お手持ちのパーツプログラムが、標準テキスト エ
ディタが読解可能なとしてファイルタイプである .xyz ファイルとしてエクスポートされま

す。 .xyz ファイル タイプに関する情報については、「 XYZIJK ファイルのインポート 」内のこ

のファイルの特性についての記述を参照して下さい。  

このダイアログ ボックスには、 STEP エクスポート ダイアログ ボックスと全く同じオプション

があります。 より詳しい情報については、「 STEP ファイルのエクスポート 」を参照して下さ

い。  

Gds ファイルへのエクスポート  

 
   

PC-DMIS は、パーツプログラムから.gds ファイル フォーマットで、パーツ配置をエクスポート

することができます。 この.gds フォーマットは、Romer フランス社のパーツ配置用ファイル フ
ォーマットです。 この小さなパーツ配置ファイルは、Romer フランス社のポータブル アームに

おいて用いられています。 これは、また、3DReshaper のような他のソフトウェア パッケージ

のインターフェースにも用いられています。  

.gds ファイルへのエクスポート時に、PC-DMIS はデフォルトにより、アクティブなパーツプロ

グラム内の、 も新しいパーツ配置をエクスポートします。 ご希望の場合には、 セットアップ 
オプション ダイアログ ボックス上の Gds ファイルに出力のパーツ配置選択 チェック ボックス

を用いて、 パーツ配置選択 ダイアログ ボックスから特定のパーツ配置を選択することができま

す。 「 仕様の設定 」内にある「 Gds ファイルに出力のパーツ配置選択 」の項目を参照して下

さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

132  *  詳細なファイル オプションの利用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 

デフォルトにより、.gds ファイル名は index.gds とされ、当該ファイルは、G-Scan ソフトウェ

アのアームデータ フォルダーに自動的にセーブされます。 ROMSOFT ソフトウェアがインスト

ールされていない場合には、通常の エクスポート ダイアログ ボックスが現れ、それによ

り、.gds ファイルのエクスポート先を選択することができます。  

インポート / エクスポートされた画像表示の変更  
インポートまたはエクスポート中に、 IGES ファイル ダイアログ ボックスにある セットアップ 
ボタンをクリックと、 IGES セットアップ ダイアログ ボックス（インポート）または IGES 書
き込みセットアップ ダイアログボックス（エクスポート）が現れます。これらのダイアログ ボ
ックスを用いて、IGES / DMIS 画像表示を変更することができます。  

インポートされた CAD 表示の変更  

 

「IGES セットアップ」ダイアログ ボックス  

IGES セットアップ ダイアログ ボックスにアクセスし、IGES/DMIS 画像表示を変更するには:  
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• お手持ちの CAD ファイルのインポートを始めて下さい（「 IGES ファイ

ルのインポート 」を参照して下さい）。  
• IGES ファイル ダイアログ ボックスが現れた後、 セットアップ ボタンを

クリックしてください。  
• IGES セットアップ ダイアログ ボックスから、ご希望のチェック ボック

ス オプションを選択して下さい。  
• OK ボタンをクリックして下さい。  

PC-DMIS は、要求されるフィーチャーを加えた、選択の CAD 画像を表示します。  

入手可能なオプションの理解  

回転面をベース表面として持つトリム曲面が用いられ、それが正しく読み込まれていない場合、 
回転面 チェック ボックスが入手可能です。 このような場合、当該ダイアログ ボックスの トリ

ム曲面 エリアにある、適切なオプションを選択して下さい  。  

デフォルト チェック ボックスがチェックされている場合、PC-DMIS は、次回からのすべてのエ

ンティティのプロセスに、その時点での設定を使用します。  

プロセス エンティティ利用エリア  

プロセス エンティティ利用 エリアには、以下の 6 つのチェック ボックスがあり、それらを用い

て、可能な CAD 画像セットアップ オプションを選択することができます。 それらのチェック 
ボックスの内容については、以下の表に記述があります:  

チェック ボックス  内容  
幾何図形  当該ファイルから、幾何学的エンティテ

ィをインポートするか否かを決めます。 
幾何学的エンティティとは、モデルを定

義する曲線及び曲面を指します。  
注釈  当該ファイルから、注釈エンティティを

インポートするか否かを決めます。 これ

らのエンティティは、注釈または記述を

ファイルに付け加えます。 これらは、角

寸法、直径寸法、旗付き付記、一般ラベ

ル、線形寸法、縦座標寸法、点寸法、半

径寸法、一般的マーク、及び、切断面を

エンティティを含みます。  
定義  当該ファイルから、定義エンティティを

インポートするか否かを決めます。 これ

らのエンティティは、ファイルの定義ス

トラクチャーに用いられます。 これら

は、一般的付記、リーダー、関連定義、

行フォント定義、マクロ定義、副番号定

義、テキスト表示テンプレート、及び、

ネットワーク内副番号定義エンティティ

を含みます。  
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その他  当該ファイルから、その他のエンティテ

ィをインポートするか否かを決めます。 
これらは、ファイル内のフィーチャー定

義付けなど、上記以外の目的で使用され

ます。 現在、これら上記以外の目的に

は、色定義エンティティ、及び、寸法測

定された幾何図形結合が含まれます。  
理論的/位置に関連し

た  
当該ファイルから、理論的/位置に関連し

たエンティティをインポートするか否か

を決めます。 これらのエンティティは、

他のエンティティにより、理論的、また

は位置に関連した参照として用いられま

す。 現在、PC-DMIS は、このタイプの

エンティティをプロセスしません。  
２-D パラメーター関

連  
当該ファイルから、２-D パラメーター

関連のエンティティをインポートするか

否かを決めます。 これらのエンティティ

は、2 次元の XY パラメータ スペースに

位置し、Z 座標を無視することにより、

3 次元の XYZ スペースのサブセットとも

考えられます。 このエンティティ タイ

プは、曲面上のトリム曲線の定義のため

の使用が意図されます。 現在、PC-
DMIS はこのチェック ボックスを無視し

ています。 より詳しい情報については、

「 「トリム曲面」エリア 」を参照して

下さい。  

これら 6 個のチェック ボックスすべてがチェックされている場合、IGES ファイルにある全

IGES エンティティがインポートされます。  

条件付エンティティのプロセス エリア  

条件付エンティティのプロセス エリアは、特定の条件を満たした時に、特定のエンティティを

プロセスする、チェック ボックスを含んでいます。 以下の表には、入手可能な満たされるべき

条件、及び各チェック ボックスについての記述があります:  

 

条件  内容  
物理的に依存している

場合、エンティティを

プロセス  

パラメータ曲面上の曲線 のベース曲面

が、表示されるか否か、を決めます。  

理論的に依存している

場合、エンティティを

プロセス  

IGES ファイルから、理論的に依存して

いるエンティティをインポートするか否

かを決めます。  
空白の場合、エンティ

ティをプロセス  
空白のエンティティをインポートするか

否かを決めます。  
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「トリム曲面」エリア  

トリム曲面 エリアには、トリムされた表面を適切にプロセスするために使用される、チェック 
ボックスがあります。  

 

チェック ボックス  内容  
トリム表示  トリム曲面を表示します。  
ベース曲面の表示  トリムされていない曲面（ベース曲面）

を表示します。  
「B」曲線の使用  IGES ファイル内に「B」曲線がある場

合、それらをトリムの定義として用いる

には、このチェック ボックスをチェック

して下さい。 また、当該モデルが粗く定

義された「C」トリム曲線を持つ場合に

も、このチェック ボックスをチェックす

る必要があるかもしれません。 このチェ

ック ボックスをチェックすることによ

り、「C」トリム曲線が、「B」トリム

曲線から作成し直されます。  
「C」曲線の使用  IGES ファイル内に「C」曲線がある場

合、それらをトリムの定義として用いる

には、このチェック ボックスをチェック

して下さい。 当該モデルが粗く定義され

た「B」トリム曲線を持つ場合、このオ

プションを使用する必要があるかもしれ

ません。 このチェック ボックスをチェ

ックすることにより、「B」トリム曲線

が、「C」トリム曲線から作成し直され

ます。  

トリム表示 チェック ボックスをチェックすると、その下にある他のチェック ボックスが選択可

能になります。 トリム曲面の属性次第で、ご希望のトリムの定義用に、「B」または「C」曲線

のどちらでも使用することができます。  

付記: 「C」曲線をトリムの定義用に用いている場合、PC-DMIS が、大変時間のかかる「B」曲

線の計算を行わなければならないことに注意してください。  

また、IGES ファイルが、回転面をベース表面として持つ、トリム曲面を含んでいる場合、これ

らのチェック ボックスが選択可能になります：  

 

チェック ボックス  内容  
パラメータのリバース U 及び V パラメータをリバースする

「B」トリム曲線を固定するか否かを決

めます。  
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0 から 1 内の V パラメ

ータ  
ラジアンの代わりに、0 から 1 の範囲内

に定義された V パラメータを固定するか

否かを決めます。  
0 から 1 内の U パラメ

ータ  
回転面の幾何図形要素が円弧である場

合、ラジアンの代わりに、0 から 1 の範

囲内に定義された U パラメータを固定す

るか否かを決めます。  
ベース曲面の表示  トリムされていない曲面を表示するか否

かを決めます。  

トリム曲線の定義  

二つの方法で、トリム曲線を定義することが可能です。  

• モデル スペースで 3 次元座標（当該曲面が定義されている座標）を使用

する。 各座標がモデル スペースの位置付けに三つのの値を必要とするの

で、これらは「C」トリム曲線として知られています（1, 2, 3; A, B, C）。 
明らかに、曲線は定義されていなければならず、それによって、当該曲線

が曲面と幾何学的に同一の位置を占めることになります。 言い換えれば、

曲線は、曲面上に位置しなければなりません。 しかしながら、定義の十

分でない「C」トリム曲線は、この法則を破る恐れがあります。  
• 曲面上の相対位置を用いて、曲線の位置を定義する。 各座標がパラメー

タ スペースでの位置付けに二つのの値を必要とするので、これらは「B」
トリム曲線として知られています。 例えば、長方形の曲面が、一つの角

をパラメータ位置 (0,0) に持ち、反対側の角を (1,1) に持つ、とします。 
当該曲面上のすべての位置は、これら二極の間の 2 数値のペアとして表

現されます。 パラメータ位置(0.5,0.5)は、当該曲面の中心点になります。 
パラメータで定義されている曲線は、これらの 2 次元的パラメータ スペ

ースのポイントを用いて表現されます。 明らかに、曲線は定義されてい

なければならず、それによって、当該曲線が当曲面の位置している、パラ

メータ スペースからはずれないことになります。 しかしながら、定義の

十分でない曲面は、この法則を破る恐れがあります。  

トリムが表示されている場合の例  
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トリム表示 チェック ボックスがチェックされている状態の、IGES ファイル  

トリムが表示されていない場合の例  

上記の「トリムが表示されている場合の例」項目にある IGES ファイルにおいて、 トリム表示 
チェック ボックスのチェックを消去すると、モデルは空になります。 これは、この特定の IGES
ファイルが、トリム曲面 のみ trimmed surfaces.のみを含んでいるためです。 しかしながら、 ト
リム表示 チェック ボックスのチェックが消され、 ベース曲面の表示 チェック ボックスが選択

された場合、以下がこの結果となります:  

 

トリム表示 チェック ボックスがチェックされていない状態の、IGES ファイル  

曲面上の穴がすべてなくなり、外側の境界線がトリムされていないことに留意してください。  

エクスポートされた CAD 表示の変更  

IGES 書き込みセットアップ ダイアログ ボックスを用いて、IGES / DMIS 画像表示を変更する

ことができます。  

 

「IGES 書き込みセットアップ」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスにアクセスし、IGES/DMIS 画像表示を変更するには：  

• お手持ちの CAD ファイルのエクスポートを始めて下さい（「 IGES ファ

イルのエクスポート 」を参照して下さい）。  
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• IGES ファイル ダイアログ ボックスが現れた後、 セットアップ ボタンを

クリックしてください。  
• IGES 書き込みセットアップ ダイアログ ボックスから、ご希望のチェッ

ク ボックス オプションを選択して下さい。  
• OK ボタンをクリックして下さい。  

PC-DMIS は、要求されるフィーチャーを加えた、選択の CAD 画像を表示します。  

入手可能な出力オプションの理解  

様々な出力オプションにより、IGES エンティティのエクスポートをコントロールすることがで

きます。  

回転面である曲面 – このチェック ボックスにより、円錐、円筒、及び球状が回

転面エンティティとしてエクスポートされます。  

円弧である曲面 – このチェック ボックスにより、円錐、円筒、及び球状が円弧

としてエクスポートされます。 円錐は、その底部を円形として、及び頂点を

点としてエクスポートされます。 円筒は、二つの円形としてエクスポートさ

れます: 一つの円を円筒の先端とし、そして、もう一つの円を円筒の底部と

して。 球状は、均分円の周りの円形としてエクスポートされます。  

回転面である曲面 及び 円弧である曲面 – これら両方のチェック ボックスを選

択することも可能です。 この場合、PC-DMIS は、円錐、円筒、及び球状を

回転面として、そして、円弧としてエクスポートします。 いずれのチェック 
ボックスもチェックが消されている場合、円錐、円筒、及び球状は、エクス

ポートされません。  

有意点列フォーム 2 としてのスキャン映像 – このチェック ボックスにより、ス

キャン映像は、有意点列 IGES エンティティ タイプとしてエクスポートされ

ます; エンティティのフォーマットは、 ベクトルのない点です 。  

有意点列フォーム 3 としてのスキャン映像 – このチェック ボックスにより、ス

キャン映像は、有意点列 IGES エンティティ タイプとしてエクスポートされ

ます; エンティティのフォーマットは ベクトルの付いた点です 。 いろいろな

フォームが、有意点列エンティティのフォーマットをコントロールします。  

有意点列フォーム 12 としてのスキャン映像 – このチェック ボックスにより、

スキャン映像は、有意点列 IGES エンティティ タイプとしてエクスポートさ

れます; エンティティのフォーマットは、 ベクトルのない 区分線形曲線 です。 
いろいろなフォームが、有意点列エンティティのフォーマットをコントロー

ルします。  
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有意点列フォーム 13 としてのスキャン映像 – このチェック ボックスにより、

スキャン映像は、有意点列 IGES エンティティ タイプとしてエクスポートさ

れます; エンティティのフォーマットは、 ベクトル付きの 区分線形曲線 です。 
いろいろなフォームが、有意点列エンティティのフォーマットをコントロー

ルします。  

点としてのスキャン映像 – このチェック ボックスにより、スキャン映像は、複

数の点エンティティとしてエクスポートされます。  

有意点列としてのスキャン映像 及び 点としてのスキャン映像 – これら両方の

チェック ボックスを選択することも可能です。 PC-DMIS は、スキャン映像

を有意点列、及び、点としてエクスポートします。 いずれのチェック ボッ

クスもチェックが消されている場合、PC-DMIS は、スキャン映像をエクスポ

ートしません。  

インポート オプションの設定  

あるインポートされたエンティティ タイプのデフォルト色を決めることにより、または、PC-

DMIS によるインポートされた曲線の表示様式を決めることにより、容易にインポート オプショ

ンを設定できます。  

メニュー ロードマップの表示これらの操作を行うには、 編集 | 仕様 | インポート オプショ

ン メニュー項目を選択して下さい。 これは、 インポート オプション ダイアログ ボックスを

表示します。  

 

インポート オプション ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには、幾つかのチェック ボックスに加えて、 デフォルト色 エリアが

あります。  

デフォルト色  

このエリアでは、インポートされた 点 、 曲線 、 局面 、及び 基準点 エンティ

ティ タイプのデフォルト色を変更することができます。 当該エンティティ 
タイプが、既に定義された色を持たない場合、このデフォルト色が使用され
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ます。 色を変更するには、このエリアにあるボタンをクリックして下さい。 
標準の 色 ダイアログ ボックスが現れ、新しい色を選択できます。  

 

色ダイアログ ボックス  

次のフィーチャーがインポートされる時、PC-DMIS は新たに定められた色を用

います。  

チェックボックス  

折れ線を点に分解 - 通常、曲線エンティティをインポートする場合、それらは

個々の曲線として現れます。 しかし、現実には、各曲線は、本当は折れ線、

一連の点で接続されている多数の線からなっています。 このチェック ボッ

クスを選ぶと、インポートされた折れ線曲線エンティティが、各折れ線の頂

点を 1 点とする、一連の点として現れます。 このチェック ボックスのチェ

ックを消すと、インポートされた曲線は、普通の状態で表示されます。  

折れ線表示を続ける - 折れ線を点に分解 チェック ボックスを選んだ状態で、こ

のチェック ボックスを選ぶと、画像は引き続き、元来の折れ線を点と共に表

示し続けます。 このチェック ボックスのチェックを消すと、一連の点のみ

が表示されます。  

PC-DMIS は、次回からのインポートオペレーションすべてに、これらの設定を使用

します。  

パーツプログラムの実行  
PC-DMIS を用いると、簡単にパーツプログラム全体を実行したり、または、その一部のみを実

行することができます。当項目では、全体実行、及び部分的実行の両方について記述しています。

また、お客様のパーツプログラム実行のための 実行モードオプション ダイアログ ボックス使用

法とそのサイズ調節法についても説明しています。  
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お手持ちのパーツプログラムにブレークポイントがない場合で、 ファイル | 実行 、または、 フ
ァイル | 部分的実行 サブメニュー上のメニュー項目を選んで、お手持ちのパーツプログラム全部、

または、その一部を実行したい場合、PC-DMIS は、実行レイアウトと呼ばれる、異なるスクリ

ーン表示レイアウトを表示します。 このレイアウトでは、編集ウィンドウが隠され、グラフィ

ックス表示ウィンドウが拡大して、パーツのより多くの部分を表示することが可能です。 また、

プローブ解読ウィンドウも表示されます。 パーツプログラム実行を中断し、ウィンドウを表示

したり隠したりすることで、実行中に、どのウィンドウを表示するか変更することができます。 
それ以後のパーツプログラム実行では、更新された実行レイアウトが用いられます。  

パーツプログラム実行が終了すると、スクリーン レイアウトは学習時レイアウトに戻ります。 
学習時の間に、ウィンドウを表示または隠したりすると、それが学習時レイアウトの一部となり

ます。  

付記: お手持ちのプログラムに ブレークポイント があり、 パーツプログラム実行時に、編集ウ

ィンドウが コマンド モード にある場合、 PC-DMIS は、実行中も引き続き編集ウィンドウを表

示し続け、また、その時点で実行されているコマンドが 赤色 でハイライト表示されます。 編集

ウィンドウが 要約モード にあり、ブレークポイントがある場合には、 PC-DMIS は、編集ウィ

ンドウ上で、既に実行されたコマンドを 緑色 のハイライトで表示、測定予定のフィーチャーを 
黄色 のハイライト表示、その時点で実行中のフィーチャーを 青色 のハイライト表示、そして、

実行されないコマンドを オレンジ色 のハイライトで表示します。  

 

ブレークポイントを伴う実行中、要約モードで用いられる色の例  

 

ブレークポイントを伴う実行中、コマンド モードで用いられる色の例  
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実行  

 

パーツプログラム全体の選択されたコマンドすべてを実行するには、 ファイル | 実行 オプショ

ンを選んで下さい。  

フィーチャーの作成実行  

 

カーソル所在位置のフィーチャーのみ実行する場合、 ファイル | 部分的実行 | フィーチャー実行 
オプションを選択して下さい。  

PC-DMIS は、 実行モード オプション ダイアログ ボックスを表示します。PC-DMIS が手動モー

ド（mode = MANUAL）に設定されている場合には、必要なヒットを行うよう勧告されます。 
PC-DMIS が DDC モード（mode = DDC）に設定されている場合には、ダイアログ ボックス内の

パラメータ設定に基づき、自動的にプローブを操作します。  

前回分実行  

 

前回キャンセルされた分を実行するためには、 ファイル | 部分的実行 | 前回分実行 メニュー オ
プションを用いて下さい。 このコマンドにより、パーツプログラムの終了まで残っているフィ

ーチャーの作成が実行されます。このメニュー オプションが入手可能となるのは、 実行モード

オプション ダイアログ ボックスを用いて、前回の実行コマンドをキャンセルした場合に限られ

ます。  

例: プログラムの実行中に、フィーチャーCIR1 を測定している段階で、 キャンセル ボタンがク

リックされた、とします。 前回分実行 メニューが入手可能となり、CIR1 から測定を再開し、パ

ーツのインスペクションを続けることが可能です。  

カーソルからの実行  

 

  カーソルのその時点での所在位置から、パーツプログラム測定を実行する場合、 ファイル | 部
分的実行 | カーソルからの実行 メニュー コマンドを選択して下さい。 当プログラムは、カーソ

ルのその時点での所在位置から、パーツプログラム測定を開始します。  

ブロック実行  
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  一組のコマンドを実行するには、実行したいコマンドを選び、それから、当該コマンドが依然

として選択されている状態のまま、 ファイル | 部分的実行 | ブロック実行 メニュー コマンドを

選んで下さい。 PC-DMIS は、選択された一組のコマンドのみを実行します。  

スタート ポイントからの実行 '    

 

特定のスタートポイントから実行開始する場合、まず、コマンド モードで右クリックし、ショ

ートカット メニューから スタートポイント設定 を選んでスタートポイントを設定し、次に スタ

ートポイントからの実行 メニュー コマンドを選択します。  

重要事項: プログラム内での現所在位置での使用中の先端チップの方向が、プローブ ヘッドのそ

の時点での方向と一致しない場合、チップ方向変更のため、PC-DMIS がチップ コマンドに戻っ

て実行を試みないことに注意してください。  

ランダム順での実行  

PC-DMIS バージョン 4.0 以降を用いて、測定されたパーツプログラム フィーチャーを、どのよ

うな順序でも手動で実行することができます。この機能は、ポータブル アーム測定機で役に立

ちます。  

この機能を稼働するには、以下の条件が満たされる必要があります：  

1. これは、手動ヒットで測定されたフィーチャーにのみ適用されます。  
2. 当該パーツプログラムに、分枝またはループを加えることはできません。  
3. ランダムに測定された複数のフィーチャーは、PC-DMIS が初めに測定予

定のフィーチャーと、同じパーツ配置とプローブを持つものでなければい

けません（「プローブ呼び出し」や「パーツ配置」のコマンドによるサー

チは行われません）。  
4. ランダム順での実行は、パーツ配置が完成した後に測定されたフィーチャ

ーについてのみ作動します。この 初のパーツ配置は、順序通りに行われ

なければいけません。  

作動の仕方：  

お手持ちのパーツプログラム実行時に、PC-DMIS は、 初のフィーチャーに 初のヒットを行

うか、質問します。そのかわりに、 初のヒットを別のフィーチャーに行うことが可能です。

初のヒットを別のフィーチャーに行う時には、ヒットの誤差が PC-DMIS の予測範囲内であった

か否かを、点検します。ヒットが、特定の誤差（通常 10mm）以上フィーチャーより離れている

場合、PC-DMIS がパーツプログラム内を通して、お客様の 初のヒットに も近いフィーチャ

ーをサーチします。 セットアップ オプション ダイアログ ボックスの 一般 タブにおいて、 誤差 
を定義することができます。  
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お客様の行われたヒットが、お手持ちのパーツプログラム全体のどのフィーチャー誤差範囲外で

ある場合、アームはビーという警報を鳴らし、PC-DMIS は当該ヒットを無視します。また、エ

ラー メッセージが 実行モードオプション ダイアログ ボックスに現れます。測定を続けるには、

パーツプログラムのフィーチャーにより近い測定ヒットを行ってください。  

PC-DMIS が適切なフィーチャーを見つけると、お客様の 初のヒットを当該フィーチャーに当

てます。その後、どこに次のヒットを行うか示す矢印がこの新フィーチャーに移動します。PC-
DMIS は、当該フィーチャーの 初のヒットの誤差のみチェックします。そして、その後、その

フィーチャーの測定を終えるまでヒットが続く、と推測します。  

ランダム順序でのフィーチャー測定が終了すると、PC-DMIS は、あらかじめ予定された順序へ

戻ろうとします。元来のフィーチャー測定省略か、または測定終了までは、測定ランダム順序で

のフィーチャー測定が終わるたびに、元来測定予定のフィーチャーを測定するよう、PC-DMIS
は催促し続けます。PC-DMIS が、ランダム順で測定されたフィーチャーを追跡するので、通常

の実行ルートが回復された時、それらが再測定されることはありません。  

フィーチャーが再測定されると、PC-DMIS は、現実行位置に至るまで、当該フィーチャーを使

用する、パーツの全側面を再算定します。  

「実行モード オプション」ダイアログ ボックスの使用  

実行オペレーションはすべて、 実行モード オプション ダイアログ ボックスの表示により開始さ

れます。  

 

「実行モード オプション」ダイアログ ボックスの使用  

PC-DMIS は、その時点でのパーツプログラムの、マークされたコマンドすべてを実行します。  

1. 手動モードの場合、PC-DMIS は、ヒットを行うよう要望します。  
2. DCC モードの場合、PC-DMIS は自動的に測定プロセスを開始します。  
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測定機エラー  

測定機エラー 一覧 は、パーツプログラム実行中に起こったエラーをすべて表示します。 起こり

うるエラーの中には、予定外のプローブ ヒットまたは予定外の動作終了があります。 ドロップ

ダウン矢印をクリックして、エラーを閲覧することができます。  

測定機コマンド  

測定機コマンド 一覧 は、その時点でのフィーチャー（または、測定予定のフィーチャー）に対

しての動作及びヒットすべてが表示されます。 この情報は、エラーまたはオペレーターにより、

プログラムが実行途中で止められた場合にのみ入手可能です。 当該パーツプログラムの実行は、 
測定機コマンド 一覧ボックス 上でご希望のヒット（または動作）をハイライトで表示し、 続け

る ボタンを選択することにより、再開できます。  

例: 誤った X,Y,または Z によって作動する除去動作コマンドがプログラムされている場合、その

動作の実行中に動作エラーがある、とします。 続けるには:  
  測定機コマンド ドロップダウン一覧を引き出してください 。  
  問題となっている動作に続くコマンドを選択して下さい。  
  続ける ボタンを押して下さい。  

続ける  

続ける コマンド ボタンを使って、CMM のモーション エラーや 止める ボタンによって中断され

た、パーツプログラムの実行を再開できます。 PC-DMIS により、現行フィーチャー内で、プロ

ーブが当該パーツ測定を再開する位置を選択することが可能です。デフォルトによる再開位置

は、  測定機コマンド 一覧に表示されています 。それ以外の位置を選択する場合、ドロップダウ

ン矢印を引きおろし、ご希望の線を選択して下さい。 続ける ボタンが押されると、PC-DMIS は、

表示された位置で測定プロセスを継続します。  

止める  

止める コマンド ボタンは、プローブをその時点の位置で止め、パーツプログラムの実行を一時

停止します。  

付記: その時点での動作が PH9 の方向性変更の場合には、このオプションは、パーツプログラム

の実行を止めません。 PH9 は停止した後で、当該プログラムが止まります。  

「 フィーチャー測定の手動コントロール 」の項目では、実行プロセス中に手動モードに切り換

えるための 止める の使用について、記述があります。  

ヒットを消去  

測定機コマンド 一覧上で 、現在ハイライト表示されているヒットを除去するには、 実行モード 
オプション ダイアログ ボックス内にある ヒットを消去 ボタン押して下さい 。  
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CMM ジョグ ボックスの大部分には、直前ヒットを消去するボタンがあります。CMM ジョグ ボ
ックス上のこのボタンを押してください。また、実行モードで同じ結果を得るには、ダイアログ 
ボックス内の ヒットを消去 ボタンをクリックして下さい。  

スキップ  

スキップ コマンドは、 測定機コマンド 一覧に表示されている、次のコマンドを省略します。 省
略された当該コマンドに従属する全コマンドも、省略されます。  

次へステップ  

次へステップ コマンド ボタンを押すと、測定プロセスは続けられますが、実行は 1 ステップご

とに行われ、CMM を動かすコマンドの各ステップ実行後、CMM は中断されます。 ステップ モ
ードでは、フィーチャーにヒットを挿入でき、既存のフィーチャーまたはコマンド間に新規のフ

ィーチャーを挿入することができます。 新規のフィーチャーを挿入する場合、PC-DMIS は、次

のことができるダイアログ ボックスを表示します:  

• 新フィーチャーの HIT/BASIC コマンドへ スキップ する、  
• 新フィーチャーを 再測定 する、または  
• 新フィーチャーを完全に無視し、当該パーツプログラム内で１ステップご

との測定を 続ける 。  

オフラインで、ステップ モードをシミュレーションすることもできます。  

PC-DMIS がブレークポイントのためにパーツプログラム実行を中断した場合、 次へステップ が
ダイアログ ボックス上に現れます。 (「 パーツ プログラムを編集 」の 項 の「 ブレークポイン

トを使用 」を参照して下さい。)  

ジャンプ  

ジャンプ ボタンは自動的に実行（DCC 測定機を用いている場合）を止め、 フィーチャー一覧へ

ジャンプ ダイアログ ボックスを表示します。 この一覧から、次に実行するフィーチャーを選択

でき、それによって、必要に応じて、自動的に作成された実行経路からはずれることが可能です。  
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フィーチャー一覧へジャンプ ダイアログ ボックス  

当該一覧からフィーチャーを選択後、 OK をクリックすると、PC-DMIS が選択されたフィーチ

ャーを実行します。 実行終了後、PC-DMIS はあらかじめ定義された経路に戻り、再び ジャンプ 
がクリックされ、新しいフィーチャーが選択されないかぎり、測定されていない次のフィーチャ

ーを実行します。  

例:  

CIR1 から CIR7、と名付けられた 7 個の円形があり、その順序で実行されるようプログラムされ

ている、とします。 CIR1 の後、 ジャンプ がクリックされ CIR6 が選択されると、PC-DMIS は、

即座に CIR6 の測定を実行します。 その終了後、PC-DMIS は CIR2 から CIR5 までの円形測定に

戻り、その後、CIR7 を測定して、全プロセスを終了します。  

プログレス バー  

実行モードオプション ダイアログ ボックスには、また、実行が終了したパーツプログラムのパ

ーセンテージを示すプログレス バーがあります。 パーセンテージは、マークされたコマンド及

び予定ヒットの総数に対する、実行されたコマンド及びヒットの数によって計算されます。 プ
ログレス バーは、パーツプログラム内の進行状況にしたがって更新されます。 これは、大規模

なプログラムをお持ちで、作業完了までどのくらいかかるか、大体の予定を知りたい場合に役に

立ちます。  

付記: この機能では、個々のスキャン ヒットやフロー コントロール文のための実行項目数の変更

は、計算に入っていません。  

 

プログラム実行パーセンテージを示すプログレス バーの例  

このボタンを用いると、必要に応じてプログレス バーを表示、または隠すことができます。  

- プログレス バーを表示する  

- プログレス バーを隠す  

 

フィーチャー測定の手動コントロール  

フィーチャー測定を手動でコントロールするには:  
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• 実行モード オプション ダイアログ ボックスにある 止める ボタンをクリックし

て下さい。  
• 手動モード アイコンをクリックして下さい。 その後、PC-DMIS では、お客様

が、その時点でのヒット測定プロセスをコントロールできます。 （「 続ける 」
を参照して下さい。）  

その時点でのフィーチャーが手動モードで測定された後、PC-DMIS はシステムを自動的に DCC
モードに戻し、コンピューターによるコントロールのもとでパーツの測定を続けます。 DCC モ
ード アイコンを押して、いつでも DCC モードに戻ることが可能です。  

PC-DMIS は、オリジナル ヒットを新規のヒットで置き換えることは ありません。 測定値の変

更が必要な場合、その変更は 編集ウィンドウで行われなければいけません。  

付記: 自動フィーチャーの中には、手動測定終了時に、当該フィーチャーの新規所在位置を、パ

ーツプログラムの今後の実行用のターゲットとしてセーブしたいか否か、と問うものがありま

す。 このプロンプトの応答として はい をクリックすると、その時点での測定ポジションが新規

のターゲットとしてセーブされます。  

「実行モード オプション」ダイアログ ボックスのサイズ変更  

実行モード オプション ダイアログ ボックスは、サイズの変更が可能です。 このダイアログ ボ
ックスのサイズを変更するには:  

1. ダイアログボックスの外側のエッジにマウス カーソルを置いて下さい。 通常の

矢印アイコンが、二重矢印アイコンに変わります。  
2. マウスの左ボタンを押さえ続けて下さい。  
3. マウスの左ボタンを押さえ続けながら、カーソルをご希望の位置へドラッグして

下さい。  
4. マウスボタンをリリースして下さい。  

ボックスのサイズが変更されます。 この機能は、実行データを遠くから読まなければならない

場合に、お役に立ちます。  
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カスタマイズ設定 
仕様の設定: イントロダクション  
PC-DMIS を用いて、個々の必要をみたすように、PC-DMIS のフォーム、及び、機能を作るため

の、お客様個人の仕様を設定できます。 この セクション を用いて、出力形式、スクリーン グラ

フィックス、測定機パラメータ、及び、その他のオプションをコントロールすることが可能です。  

この セクション の主な項目は、次のとおり:  

1. PC-DMIS セットアップ オプションの選択  
2. レポート、及び、動作パラメータの変更  
3. 編集ウィンドウのセットアップ  
4. 読み取りウィンドウのセットアップ  
5. 複数のアームのセットアップ  
6. 回転テーブルの定義  
7. プローブ交換機オプションのセットアップ  
8. アクティブ プローブをロードする  
9. 測定機インターフェースのセットアップ  
10. 温度補償  
11. サーチする外部ディレクトリの特定  
12. OpenGL オプションの変更  
13. インポート オプションの設定  
14. .DAT ファイルの理解  

以下の文章は、各種のシステム オプションとその機能についての記述です。  

複数ユーザー用の設定保存についての付記  

PC-DMIS の設定、パラメータ、または、ユーザー インターフェースのカスタマイゼーションに

なされた、各ユーザーごとの変更はすべて、記憶されます。 これは、Windows NT /・Windows 
2000 ユーザー許可を用いて、内部的にコントロールされています。 お客様の特定のユーザー名

で、オペレーション システムにログオンすると、お客様の設定が自動的に呼び出されます。 こ
れらの設定は、PC-DMIS がインストールされた位置にある、ユーザー名の付いたサブ ディレク

トリ内に記憶されています。  

測定機プロファイルの間での切り換え  

重要事項: 測定機プロファイルの保存 、及び、 測定機呼び出し メニュー項目を表示するには、

お手持ちのポートロックが、 IP 測定 オプションがプログラムされていなければなりません。  

オフラインでパーツプログラムを作成時、これら二つのメニュー項目を用いると、測定機のプロ

ファイルを簡単に切り換えることができます。  
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編集 | 仕様 | 測定機プロファイル保存 - このメニュー項目は、 新名で保存 ダイ

アログ ボックスを表示します。 そのダイアログ ボックスでは、ファイル名

が問われ、「mpl」ファイル名拡張子を持つファイル内に、その時点でのバ

ーチャル測定機の設定すべてが記録されます。 PC-DMIS は、将来の呼び出

しに備え、以下のものをファイルに保存します:  

1. ロードされた測定機モデル  
2. ロードされたツール変換機モデル  
3. 回転テーブルの設定  
4. プローブの備え付けの方向性  
5. 始動時のデフォルト設定でのプローブ コンポーネント（PH10, CW43 

等）  
6. アクティブ プローブ ファイル  
7. すべての「固定された」クイック取付具コンポーネント  
8. 測定機の速度設定、及び、制限  

編集 | 仕様 | 測定機呼び出し - このメニュー項目は、.mpl ファイルに記憶されて

いる、測定機の設定を回復します。 PC-DMIS は 開く ダイアログ ボックス

を開き、開くファイルが選択された後に、設定を回復します。  

セットアップ オプションの選択  
 

編集 | 仕様 | 旋回テーブル セットアップ メニュー オプションを選択すると、 セットアップ オプ

ション ダイアログ ボックスが表示されます 。 このダイアログ ボックスを用いて、PC-DMIS の

フォーム、及び、機能を変更できます。 ご希望のタブをクリックして下さい。 利用可能なタブ

は以下のとおりです:  

セットアップ オプション: 一般タブ  
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セットアップ オプション ダイアログ ボックス: 一般タブ  

セットアップ オプション ダイアログ ボックス( 編集 | 仕様 | セットアップ )内の 一般 タブをク

リックすることで、 一般 タブにアクセスできます。 このオプションを用いて、測定プロセスを

コントロールする色々な機能を変更することができます。  

「一般」タブ用編集ボックス  

一般 タブ用編集ボックスを用いて、以下のオプションを編集することができます:  

測定

係数  

 

測定係数 ボックスは、入力された係数に従って、測定さ

れたデータの規模増減を行います。 例えば、円形の測定

において、その直径が 1.0 インチ、測定係数が 0.95 の
時、測定値は、0.95 インチとして報告されます。  

セー

ブま

での

分  

 

セーブまでの分 ボックスを用いて、PC-DMIS がお手持ち

のパーツプログラムを何分間間隔で自動セーブするか、入

力することができます。 入力可能な 小の間隔は、1 分で

す。 ファイル自動セーブ チェック ボックスが選ばれた

時、 セーブまでの分 ボックスが入手可能になります。  
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名目

値発

見時

の誤

差  

 

初に 名目値の発見 チェックボックスが選択された場

合、このボックスが入手可能になります。 「 名目値の発

見 」を参照して下さい。  

名目値発見時の誤差 ボックスを用いて、PC-DMIS が、名

目値を見つける時に使用する誤差値をタイプすることがで

きます。 デフォルトの値は、10mm です。  

初にこの数値を設定し、 OK をクリックすると (及び、

学習モードで名目値発見オペレーションを行う時は、その

都度)、PC-DMIS が、アクティブ先端チップの半径に対し

てこの数値をチェックします。 この数値が、先端チップ

の半径以下の場合、PC-DMIS は、アクティブ先端チップ

の直径に合うようにそれを変更します。  

ずれ

の誤

差表

示  

 

ずれの誤差表示 ボックスを用いて、PC-DMIS が、ヒット

のずれ表示時に使用する誤差値をタイプすることができま

す。 このオプションは、 ヒットのずれ表示 チェック ボッ

クスが 初に選択された場合にのみ、入手可能です 。  

ずれ

矢印

マル

チプ

ライ

ヤ  

 

ずれ矢印マルチプライヤ ボックスは、 ヒットのずれ表示 
チェック ボックスが 初に選択された場合にのみ、入手

可能です 。 実行された各ヒットとそのずれを表示する矢

印が、グラフィックス表示ウィンドウに現れます。 この

フィールドに入力された、ずれの値が大きいほど、矢印の

サイズも大きくなります。  

ラン

ダム

順実

行時

の誤

差  

ランダム順実行時の誤差 ボックスを用いて、ランダム順

実行モードでパーツプログラムが実行されている場合、

PC-DMIS がフィーチャーを測定するための、ヒットの誤

差範囲を定義することができます。    

初のヒットが、特定の誤差以上フィーチャーから離れて

いる場合、PC-DMIS がパーツプログラム内を通して、お

客様の 初のヒットに も近いフィーチャーをサーチし、

お客様の 初のヒットと合致する初ヒットを持つフィーチ

ャーをかわりに実行します。 より詳しい情報について

は、「 高度なファイルオプションの使用 」の 項 にある

「 ランダム順での実行 」を参照して下さい。  

PC-DMIS は、誤差値をお手持ちのパーツプログラムを共

に保存します。 これにより、ご希望の場合には、異なる
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パーツプログラムが、異なるサーチ域を持てます。  

厚さ  

 

厚さ ボックスは ポイント 限定モードのポイント  厚さ チ
ェック ボックスと共に作動します。 ポイント 限定モード

のポイント厚さ チェック ボックスを選択すると、このボ

ックス内で定義された厚さが、ポイント限定モードで作成

された各ポイントに適用されます。  

より詳しい情報については、「 ポイント限定モード 」及

び「 ポイント限定モードのポイント厚さ 」を参照して下

さい。  

名目

値発

見実

行時

の誤

差  

 

名目値発見時の誤差 ボックスを用いて、パーツプログラ

ム実行中、PC-DMIS が、名目値を見つける時に使用する

誤差値をタイプすることができます。  

初に 実行中に名目値発見 チェックボックスが選択され

た場合、このボックスが入手可能になります。  

「 実行中に名目値発見 」を参照して下さい。  

自動

円形

ヒッ

ト  

 

 

自動円形ヒット ボックスを用いて、CAD データを使用し

て円を学習している時の、PC-DMIS によるデフォルト ヒ
ット数を設定できます。 入力可能な 低ヒット数は 3 で
す。 プログラム予定の円のヒット数のみ変更可能で、既

にをプログラム済みの円のヒット数を変えることはできま

せん。  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエン

トリーは、以下のようです: AutoCirHits= [number of 
hits] 。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳し

い説明については、「 レジストリのエントリーを変更す

る 」の  項  をご覧下さい。  

自動

線ヒ

ット  

 

自動線ヒット ボックスを用いて、CAD データを使用して

線を学習している時の、PC-DMIS によるデフォルト ヒッ

ト数を設定できます。 入力可能な 低ヒット数は 2 で
す。 プログラム予定の線のヒット数のみ変更可能で、既

にをプログラム済みの線のヒット数を変えることはできま

せん。  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエン

トリーは、以下のようです: AutoLineHits= [number of 
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hits] 。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳し

い情報については、「 レジストリのエントリーを変更す

る 」の 項 をご覧下さい。  

U で

のヒ

ット  

 

U でのヒット ボックスは、スキャン時にヒットが行われ

なければならない列の 低数を示します。  

付記: このスキャン時のオプションは、曲線及び曲面オプ

ションと併用の時にのみアクティブになります。  

V で

のヒ

ット  

 

V でのヒット ボックスは、スキャン時に行われなければ

ならない一列ごとの 低ヒット数を示します。  

付記: このスキャン時のオプションは、曲線及び曲面オプ

ションと併用の時にのみアクティブになります。  

警告  

 

警告 ボタンは、 警告表示オプション ダイアログ ボックスを表示します。  

重要事項: バージョン 4.0 以降では、警告を表示不要にする能力により良く対応するために、い

ったん警告が表示不要になると、警告メッセージは 警告表示オプション ダイアログ ボックスに

おいてのみ表示されます。 警告が表示不要でない場合には、このダイアログ ボックスは空で

す。  

 

警告表示オプション ダイアログ ボックス    
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このダイアログ ボックスを用いて、既に表示スイッチがオフとされている警告を再表示するよ

う、PC-DMIS に指示することができ、それに加えて、表示不要とされている警告メッセージの

デフォルト行為を変更することもできます。 デフォルト設定では、このダイアログ ボックスは

空です。 警告メッセージが現れると、PC-DMIS は、この警告を再び受けないようにするオプシ

ョンの選択について尋ねます。 この警告を再度受けない選択を行った場合には、当該警告は、

このダイアログ ボックスに入れられます。  

警告メッセージを再度受け始めるには:  

1. セットアップ オプション ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | セットアッ

プ )にアクセスして下さい。  
2. 一般 タブを選択して下さい。  
3. 警告 ボタンをクリックして下さい。 警告表示オプション ダイアログ ボ

ックスが開き、表示不要とされた警告がすべて、表示されます。  
4. ダイアログ ボックス内の警告を選択して下さい。  
5. そのチェック ボックスのチェックを消去して下さい。  
6. OK をクリックして下さい。 警告が当該ダイアログ ボックスから除去さ

れ、再度警告メッセージの表示が開始されます。  

一覧クリア ボタンは、このダイアログ ボックスにある全項目の全チェック ボックスのチェック

を消去します。これによって、PC-DMIS は、全警告メッセージを表示するデフォルト モードに

戻ります。  

警告メッセージ用のデフォルト行為を変更するには:  

• 警告が現れると、 質問を繰り返さない チェック ボックスを必ずクリック

するようにして下さい。 これにより、警告は、 警告表示オプション ダイ

アログ ボックスに送られます。  
• セットアップ オプション ダイアログ ボックス にアクセスして下さい。  
• 一般 タブを選択して下さい。  
• 警告 ボタンをクリックして下さい。 警告表示オプション ダイアログ ボ

ックスが開きます。 表示不要な警告が、すべてここに表示されます。  
• デフォルト行為の変更を望む、警告メッセージをダブルクリックして下さ

い。 PC-DMIS がその警告を表示し、ご希望の新規のデフォルト行為の選

択が可能になります。  
• 新規のデフォルト行為を選択して下さい。 一覧が更新され、新規の行為

が表示されます。  
• OK ボタンをクリックして、ご希望の選択内容を保存して下さい。  

パスワード  
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パスワード ボタンを用いて、 セットアップ オプション ダイアログ ボックスへのアクセスをパ

スワードによって保護することができます。  

お客様のセットアップオプションをパスワードで保護するには:  

• セットアップ オプション ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | セットアッ

プ )にアクセスして下さい。  
• 一般 タブを選択して下さい。  
• パスワード ボタンをクリックして下さい。 パスワードのオプション ダイ

アログ ボックスが現れます。  

 
パスワードのオプション ダイアログ ボックス  
   

• 新パスワード ボックス内に、ご希望のパスワードをタイプ入力して下さ

い。  
• お客様の入力内容を確定するために、 入力内容を繰り返し入力 ボックス

内に、同一のパスワードをもう一度、タイプ入力して下さい。  
• パスワード使用 チェック ボックスを選択して下さい。  
• OK をクリックして下さい。  

次回、 セットアップ オプション ダイアログ ボックスにアクセスしようとした時、先に進む前に

パスワードをタイプ入力するよう催促されます。  

この催促に対して、 キャンセル をクリックした場合、その時点での選択オプションを見る選択

肢が与えられますが、それらを変更することはできません。  

一般タブ用チェック ボックス  

セットアップ オプション ダイアログ ボックスの 一般 タブ上に列挙してある、チェック ボック

スを用いて、各種のオプションを作動または不作動にすることができます。 お客様の特別なニ

ーズに合うよう、PC-DMIS オペレーションをカスタマイズする時、これは役に立ちます。  

終了キーを押す  

 

終了キーを押す チェック ボックスは、 後に行われたヒットを確定する前に、終了キーが押さ

れるのを PC-DMIS が待つか否かをコントロールします。 このチェック ボックスを選択すると、

確定前に 後のヒットをプレビューすることができます。 このチェック ボックスが選択されて

いない場合には、ジョグボックスを用いて行われた、その時点でのヒットは、ヒット バッファ
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に記憶されません。しかし、誤った場所にヒットを行った場合でも、それが自動的に当該フィー

チャーへの 終ヒットになります。  

ファイル自動セーブ  

 

ファイル自動セーブ チェック ボックスを用いて、あらかじめ決定された間隔時間ごとにパーツ

プログラムを自動的にセーブすることができます。 このチェック ボックスが選択されている場

合、デフォルトによる設定では、プログラムは毎分セーブされます。 この間隔時間の長さは、

簡単に セーブまでの分   ボックスに別の数値を入力して変更することができます。  

PC-DMIS は、自動セーブされたファイルを、当該ファイルのオリジナル名に加え、「の自動セ

ーブ コピー」というタイトルのもとに保存します。 オリジナル ファイルの惨事的失敗の場合、

この自動セーブされたコピーは、通常のパーツプログラムと同一の要領で開くことが可能です。 
このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエントリーは、以下のようです: AutoSave 
= 0 または 1 。  

レジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい説明については、「 レジストリのエントリ

ーを変更する 」の 項 をご覧下さい。  

名目値の発見  

 

名目値の発見 チェック ボックス は、PC-DMIS がどのようにヒットを扱うかをコントロールし

ます。 このチェック ボックスがチェックされると、PC-DMIS は自動的に各プローブ タッチに

ついて、 も近い CAD 名目値を見つけます。 「終了」キーが押されるまで、PC-DMIS はヒッ

トを続けます。 その後、フィーチャー形式が算出され、CAD 名目値が適用されます。  

このチェック ボックスがチェックされると、 名目値発見時の誤差 ボックスが利用可能になりま

す。 「 名目値発見時の誤差 」を参照して下さい。  

ポイント限定モード  

 

ポイント限定モード チェック ボックスは、PC-DMIS が、各プローブ ヒットにどう反応するか

をコントロールします。 このチェック ボックスが選択されている場合、PC-DMIS は、各プロー

ブ ヒットを単一ポイント測定と自動的にみなし、自動ベクトル ポイントを自動的に作成します。 
このチェック ボックスが選ばれていない場合、PC-DMIS は終了キーが押されるまで、プローブ 
ヒットを継続して行います。 終了キーが押されると初めて、PC-DMIS は測定されたばかりのフ

ィーチャーのタイプを決定します。  

このチェックボックスをチェックすると、 ポイント限定モードのポイント厚さ チェック ボック

スが利用可能になります。 「 ポイント限定モードのポイント厚さ 」を参照して下さい。  
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エッジ ポイント限定モード  

 

エッジ ポイント限定モード チェック ボックスは、PC-DMIS が、プローブ ヒット 1 セットごと

にどう反応するかをコントロールします。 この場合、1 セットは、2 単独プローブ ヒットを意味

します。  そのうちの 初のヒットは、常に曲面上に行われなければいけません。 そのうちの

二番目のヒットは、常にエッジ上に行われなければいけません。 このチェック ボックスが選択

されている場合、PC-DMIS は、プローブ ヒット 1 セットを単一ポイント測定と自動的にみなし、

自動エッジ ポイントを自動的に作成します。 このチェック ボックスが選ばれていない場合、

PC-DMIS は終了キーが押されるまで、プローブ ヒットを継続して行います。 終了キーが押され

ると初めて、PC-DMIS は測定されたばかりのフィーチャーのタイプを決定します。  

エッジ ポイント作成中、PC-DMIS は、「 エッジ ポイント ダイアログ ボックスの ヒット 、 自
動 、及び その他 エリアに表示されているオプションを使用します (「 自動フィーチャーの作

成 」の 項 にある「自動エッジ ポイント作成」の項目を参照して下さい)。  

名目値発見オプションがチェックされている場合、CAD 名目値が適用されます。  

動作エラー無視  

 

このオプションは、すべて
の測定機の形式に適用する
ものではありません。 一
部の測定機はこのオプショ
ンを利用できる一方、他の
測定機には何の効果もあり
ません。  

 

動作エラー無視 チェックボックスをチェックすると、PC-DMIS は

衝突エラーを無視します。 このチェックボックスをチェックし、 
OK をクリックすると、編集ウィンドウに 
IGNOREMOTIONERRORS/ON コマンドが挿入されます。 PC-
DMIS がこのコマンドを認識し、プローブが障害物に衝突した場

合、プローブは自動的に止まり ません 。 粘土やプラスチックのよ

うに、順応性が要求されるものを測定する時、このオプションは役

に立ちます。  

編集ウィンドウにおいて、このコマンドを OFF に設定すると、再

び、衝突エラーが衝突されます。  

 

プローブ ヘッド リストの自動調整  

 

プローブ ヘッド リストの自動調整 チェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、当該パ

ーツプログラムを通して、一連のフィーチャーへの各ヒットに、 適の進入方向に も近いリス

ト位置を自動的に選択します。  
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重要事項: PC-DMIS は、このチェック ボックスの選択 後 に作成されたフィーチャーにのみ、リ

ストの変更を適用します。 それ以前に存在していたフィーチャーに対しては、何も行われませ

ん。  

パーツ/測定機 タブ  上の リスト警告デルタ ボックス内で定義された、角度誤差の範囲内にある、

キャリブレーション済みの先端チップを、PC-DMIS が見つけた場合には、角度がより近い非キ

ャリブレーション チップではなく、これらの先端チップが使用されます (「 セットアップ オプ

ション: パーツ/測定機 タブ 」を参照して下さい)。  

また、 自動 PH9 チェック ボックスを用いることにより、自動フィーチャーの個々のヒット用に、

このオプションを作動させることが可能です。 （「 自動フィーチャーの作成 」の 項 を参照し

て下さい。）  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエントリーは、以下のようです: 
AutoAdjustPh9 = 0 または 1。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい情報につい

ては、「 レジストリのエントリーを変更する 」をご覧下さい。  

付記:  プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス上の 使用済みをマーク ボタンを使用の場

合 、PC-DMIS はキャリブレーション用にすべてのプローブ先端チップを選択しない可能性のあ

ることに注意してください (「 ハードウェアの定義 」の 項 の｢使用済みをマーク｣の項目を参照

して下さい）。  

   

CAD からパーツ無視  

 

パーツ配置が作成（保存されたもの、または、それ以外のもの）される度に、PC-DMIS は、二

つの変換行列を作成します。  

• 測定機からパーツへの変換行列 ‐ 内部的に測定機座標内に保存された、

入力フィーチャーの測定値から算定されたもの。  
• CAD からパーツへの変換行列 ‐ 内部的に CAD 座標内に保存された、入力

フィーチャーの理論値から算定されたもの。  

利用可能な CAD データがない場合、理論的データは通常、学習されたフィーチャーの測定値に

拠っています。 理論値を用いて、一貫した結果を得ることは困難です。 これは、これらの数値

のいくつかが編集され、他が編集されていない時に起こります。  

パーツ配置を保存する際に、 CAD からパーツ無視 チェック ボックスが選択されている場合、

PC-DMIS は、 CAD からパーツ 行列を無視し、かわりに、 測定機からパーツ のパーツ配置のみ

をセーブします。 全理論値が同一の座標システム内に置かれます。  

一般的に、CAD データを使用していない場合に、このチェック ボックスを選択して下さい。  

CAD イコール パーツへの影響  
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DCC モードで、CAD データなしに測定されたフィーチャーからのパーツ配置の実行を希

望される場合があるかもしれません。 CAD イコール パーツ メニュー オプション（また

は、 CAD = パーツ ボタン）を使用する場合、CAD を当該パーツと平等に設定する前に、 
CAD からパーツ作成無視 チェックボックスがチェックされていることを確認して下さい。 
CAD と当該パーツとの平等設定に関する、より詳しい説明については、「 パーツ配置の

作成と使用 」の 項 にある「 CAD イコール パーツ 」の項目を参照して下さい。  

コピーされたフィーチャーの理論値  

1. このチェック ボックスのチェックが消去され、編集ウィンドウの新規の所在位置にフィ
ーチャーをコピーする場合 、当該フィーチャーの理論値は、その元来の所在位置にある

パーツ配置に結びついています。  
2. このチェック ボックスがチェックされ、編集ウィンドウの新規の所在位置にフィーチャ

ーをコピーする場合 、当該フィーチャーの理論値は、その新規の所在位置にあるパーツ

配置に結びついています。  

「 パーツ配置の作成と使用 」の 項 にある「 パーツ配置の名目値変更 」を参照して下さい。  

分枝時の包括的設定リセット  

 

分枝時の包括的設定リセットチェックボックスをチェックすると、分枝したステートメントに出

会った場合、PC-DMIS は、状態コマンド用の包括的数値（下記のコマンド一覧を参照して下さ

い）をリセットします。 （分枝に関する説明については、「 フローコントロールを使っての分

枝 」の 項 を参照して下さい）。 分枝のために、飛び越される状態コマンドはすべて、実行され

ません。 これを用いて、これらの設定を変更せずに、プログラムの項を省略することができま

す。  

例えば、お手持ちパーツプログラムに以下のコマンドがあった、とします:  

TIP /T1A0B0  
MYLABEL=LABEL/  

Measurements etc...  

TIP/T1A90B90  
GOTO/MYLABEL  

このチェックボックスをチェックすると、  
PC-DMIS が GOTO ステートメントを読んだ時、MYLABEL にジャンプします。 そして、その後、

初に出会った先端チップ/コマンド: TIP/T1A0B0 を用いて、探知が行われます。  

このチェックボックスを選択解除すると、  
PC-DMIS が GOTO ステートメントを読んだ時、MYLABEL にジャンプします。 分枝したステー

トメントに出会った場合、PC-DMIS は、包括的設定をリセットしません。 かわりに、直前に実

行された先端チップ/コマンド: TIP/T1A90B90 が用いられます。  
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デフォルト設定により、PC-DMIS はこのチェックボックスを選択します。 3.25 より以前のバー

ジョンでは、PC-DMIS は、状態コマンド用の包括的数値を自動的にリセットします。 今日、

PC-DMIS では、このオプションの選択、または、不選択を決めることができます。  

分枝後にリセットされるコマンド:  

• Start/align  
• Recall/align  
• Mode/  
• Rmeas/  
• 作業平面/  
• Tip/  
• Loadprobe/  
• Retract/  
• Check/  
• Touchspeed/  
• Movespeed/  
• Polarvectorcomp/  
• AutoTrigger/  
• Triggerplane/  
• TriggerTolerance/  
• Videosetup/  
• Displayprecision/  
• ManRetract/  
• Scanspeed/  
• Prehit/  
• Clamp/  
• Clearp/  
• Format/  
• 132column/  
• Gaponly/  
• Retrolinearonly/  
• Probecom/  
• Array_indices/  
• Fly/  
• Positivereporting/  
• Ignoremotionerrors/  

フィーチャーを参照平面に移動  

 

フィーチャーを参照平面に移動 チェックボックスをチェックすると、PC-DMIS は測定済みのフ

ィーチャーを作動平面へ自動的に投影します。 一般的に、これは、フィーチャーが内部の 適

機能を用いている限りにおいて、以下のフィーチャー形式のいずれに対しても機能します:  
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• 円形  
• 楕円  
• 直線  
• 多角形  
• スロット  
• 測定されたポイント  

 

広幅板金オプションの表示  

 

広幅板金オプションの表示 チェックボックスをチェックすると、PC-DMIS は、 自動フィーチャ

ー ダイアログ ボックス に、利用可能な板金オプションすべてを表示します。 （色々な広幅板金

に関する項目については、「 自動フィーチャーの作成 」の 項 を参照して下さい。)  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエントリーは、以下のようです: 
ShowExtendedSheetMetal = 0 または 1 .。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳し

い説明については、「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 をご覧下さい。  

 

ダイアログ位置の固定  

 

ダイアログ位置の固定 チェック ボックスが選択されると、PC-DMIS はダイアログ ボックスを

デフォルトの位置で表示します。 このオプションがチェックされていない場合、PC-DMIS は、

各ダイアログ ボックスを前回位置していた場所で表示します。 マクロを使用する場合、このオ

プションは大変役に立ちます。  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエントリーは、以下のようで

す:  DialogFixedPosition = 0 or 1 。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい説明に

ついては、「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 をご覧下さい。  

 

マークされたフィーチャー セットの閉じ込め  

 

マークされたフィーチャー セットの閉じ込め チェックボックスをチェックすると、PC-DMIS は、

ユーザーがその時点でのマークされたフィーチャー セットのコンフィギュレーションを不意に

削除したり、または、変更したりするのを防止します。 PC-DMIS は、マークされたフィーチャ

ー セットの実行、及び、起動のみを許可します。 マークされたフィーチャー セットにフィーチ
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ャーを追加、または削除するには、このチェック ボックスのチェックが消去されていなければ

いけません。  

スケール自動適合  

 

スケール自動適合 チェック ボックスが選択されている場合、PC-DMIS は、フィーチャー測定の

都度、自動的にスクリーンを拡大縮小します。  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエントリーは、以下のようです: 
AutoScaleToFit = 0 または 1 。レジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい情報につい

ては、「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 をご覧下さい。  

ヒットのずれ表示  

 

ヒットのずれ表示 チェックボックスをチェックすると、PC-DMIS は、ヒットが行われた場所に

矢印を描き、名目偏差を引いた測定値を表示します。  

丸みのあるフィーチャーに円形動作使用  

 

丸みのあるフィーチャーに円形動作使用 チェックボックスをチェックし、パーツにヒットを行

ってパーツプログラムを「学習」している場合、PC-DMIS は、円形フィーチャーの内部、及び、

外部に、円形動作コマンドを自動的に配置します。 円形フィーチャーには、円、円筒、円錐、

及び、球が含まれます。 しかしながら、この状態は、学習モードでのみ効果を持ちます。 いっ

たん円形/動作コマンドが、フィーチャー内に挿入されると、ユーザーがそれを除去しないかぎ

り、そこで機能し続けます。  

このオプション用の、PC-DMIS の設定エディタへのエントリーは、以下のようです: 
UseCircularMoves = 0 または 1 。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい説明に

ついては、「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 をご覧下さい。  

ポイント限定モードのポイントの厚さ  

 

このチェックボックスをチェックすると、ポイント限定モードで作成されたポイントに、ご希望

の厚さを適用できます。 このチェックボックスをチェックすると、同一ダイアログ ボックス内

の 厚さ ボックスを編集のため利用することが可能になります。 その後、厚さをタイプ入力し、

ポイント限定モードで作成されたポイントにその厚さを適用することができます。  

より詳しい説明については、「 ポイント限定モード 」及び「 厚さ 」を参照して下さい。  
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よりよいパーツ配置の調節  

 

パーツ配置を変更するとその都度、PC-DMIS は、変更された配置に従って、下記のコマンドを

更新すべきか否か、問います。 このチェック ボックスがチェックされており、このプロンプト

に対して いいえ ボタンがクリックされた場合、PC-DMIS は必要に応じ、MACHINETOPART 変

換を変更します。 このチェック ボックスのチェックが消されている場合、MACHINETOPART 
変換は変更されません。  

CAD の ID をフィーチャーに使用  

 

CAD の ID をフィーチャーに使用 チェック ボックスを用いて、CAD ファイルからフィーチャー

ID をインポートできます。 このチェックボックスをチェックすると、 自動フィーチャー ダイア

ログ ボックス 内で CAD フィーチャーがマウスの左クリックにより選択された時に、PC-DMIS
が、そのダイアログ ボックス内に、CAD からの ID を自動的に入力します。 この値を使用する

と、作成されたフィーチャーがその ID を持つことになります。  

実行中に名目値発見  

 

実行中に名目値発見 チェック ボックスを選択すると、パーツプログラム実行中に、曲面、及び、

ベクトル ポイント両方の新規の名目値を見つけます。 PC-DMIS が用いる誤差値の定義に関して

は、「 名目値発見実行時の誤差 」を参照して下さい。 また、「 名目値発見時の誤差 」も参照

して下さい。  

穴発見に失敗した場合の、実行自動継続  

 

穴発見に失敗した場合の、実行自動継続 チェック ボックスがチェックされていると 自動フィー

チャー ダイアログ ボックス 内の「穴発見 」 オプションが穴の発見に失敗した場合、PC-DMIS
はパーツの実行を自動的に継続します。  

旧バージョンでは、「穴発見」オプションが失敗した場合、PC-DMIS は、当該パーツプログラ

ムを継続して実行するために、穴の中心点にプローブを位置するよう催促していました。 しか

し、 穴発見に失敗した場合の、実行自動継続 チェック ボックスがチェックされていると、PC-
DMIS は、自動的にレポートにエラー メッセージを印刷し、パーツプログラムの残りの分の実行

を継続します。  

穴発見に関する、より詳しい情報については、「 自動フィーチャーの作成 」の 項 の「穴発見チ

ェック ボックス」の項目を参照して下さい。  
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始動ダイアログ表示  

 

始動ダイアログ表示 チェック ボックスを用いて、始動時のたびに、PC-DMIS が、 ファイルを

開く ダイアログ ボックスを表示するか否かを決定できます。 このダイアログ ボックスは、開く

ことのできる、利用可能なパーツプログラムの一覧を表示します。  

このチェック ボックスのチェックを消去すると、PC-DMIS は、この始動ダイアログを作動不能

にします。  

ファイルを開く ダイアログ ボックスに関する、より詳しい説明については、「 基本的なファイ

ルオプションの使用 」の 項 にある「 既存のパーツプログラムを開く 」を参照して下さい。  

ラベルの自動的位置付け  

 

ラベルの自動的位置付け チェック ボックスは、当該パーツ上にフィーチャー ラベルを自動的に

位置付けるよう、PC-DMIS に指示します。 ですから、パーツ モデル上でパン、ズーム、または

旋回オペレーションが行われる都度、フィーチャーID ラベルの再配置付けが行われます。  

また、フィーチャーID ラベルの右クリック、及び、ショートカット メニューから ラベル プロセ

ス | ラベルの自動的位置付け の選択によって、ラベルの自動的位置付けを作動させることもでき

ます。  

プログラム モード中のプローブ動画  

 

プログラム モード中のプローブ動画 チェック ボックスがチェックされると、プログラム モード

中のプローブ動画が使用可能になります。 このチェック ボックスを選択すると、CAD からのヒ

ットが行われるたびに、プローブが、グラフィックス表示ウィンドウ上に、そのヒットを動画で

表示します。  

テキスト ボックス内のアイコン表示  

 

テキスト ボックス内のアイコン表示 チェック ボックスを用いて、フィーチャー タイプ、または、

ディメンション タイプを描くアイコンを、テキスト ボックス、及び、フィーチャーID ラベル内

に表示するか、否かを決定することができます。 テキスト ボックスには、フィーチャーID、デ

ィメンション情報、及び、ポイント情報のテキスト ボックスがあります。  

テキスト ボックスに関する、より詳しい説明については、「 CAD 表示の編集 」の 項 にある

「 テキスト ボックス モード 」を参照して下さい。  
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3D 回転での貫通 CAD  

 

3D 回転での貫通 CAD チェック ボックスを用いて、グラフィックス表示ウィンドウ上を右クリ

ックして、３D 回転を行う時、PC-DMIS が回転する正確なポイントを決定することができます。  

• このチェックボックスをチェックし、グラフィックス表示ウィンドウ上を

右クリックして３D 回転を行う時、PC-DMIS は、クリックされたポイン

トを回転時のポイントとして使用します。  
• このチェックボックスのチェックが消去され、その後、３D 回転のために

右クリックが行われた時、PC-DMIS は、CAD を貫通しません。  

付記: しかしながら、通常通り、PC-DMIS がワイヤー フレーム エンティティ、または、曲面の

エッジをマウス カーソルの近くに探知した場合、当該エンティティ上のポイントか、または、

マウスポインターに近いエッジが、回転のポイントとして用いられます。  

３D 回転に関する、より詳しい説明については、「 CAD 表示の編集 」の 項 にある「 ３D 回転

モード 」を参照して下さい。  

実行上パーツプログラムの保存  

 

実行上パーツプログラムの保存 チェック ボックスは、実行中に、その時点でのプログラムを自

動的に保存するよう、PC-DMIS に指示します。  

編集ウィンドウでの DMIS ボタンの使用  

 

編集ウィンドウでの DMIS ボタンの使用 チェック ボックスは、 DMIS モード モード アイコンが 
編集ウィンドウ ツール バー上に表示されるか否かを決定します。  

増分維持のパッチ スキャン  

 

増分維持のパッチ スキャン チェック ボックスは、パッチ スキャンの新ラインのそれぞれに、直

前のラインからの増分を継続して使用するよう強います。 このチェック ボックスが選択解除さ

れている場合、スキャンは、各ライン上の初回ヒットを行う前に、 低のスキャン増分に戻りま

す。  

自動ずれ文字の使用  
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自動ずれ文字の使用 チェック ボックスを用いると、PC-DMIS は、位置ディメンション レポー

ト、及び、正常位置ディメンション レポートにおいて、ずれ番号の後に文字を付け加えます。 
PC-DMIS は、以下の文字を挿入します  

• F は、車の前方向にフィーチャーがずれる場合、挿入されます。  
• B は、車の後ろ方向にフィーチャーがずれる場合、挿入されます。  
• I は、車の中心線に向かってフィーチャーがずれる場合、挿入されます

（車の幅が狭すぎることを意味する）。  
• O は、車の中心線から遠ざかってフィーチャーがずれる場合、挿入され

ます（車の幅が広すぎることを意味する）。  
• H は、車の上方向にフィーチャーがずれる場合、挿入されます。  
• L は、車の底方向にフィーチャーがずれる場合、挿入されます。  

 

自動ずれ文字マップ  

これらの文字は、位置ディメンション、及び、正常位置ディメンションにおいて、レポートされ

るずれ番号の直後に加えられます。 また、これらのずれ文字は、レポート ウィンドウ内に、適

切なディメンション用に表示されます。  

コマンド モードでの自動ずれ文字  
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レポート ウィンドウでの自動ずれ文字  

 

スキャン時の発見名目値をオーバーライド  

 

スキャン時の発見名目値オーバーライド使用 チェック ボックスを用いて、スキャン実行時に、

スキャンの測定ポイント用の名目値をサーチ中、発見済みの名目値をオーバーライドすることが

できます。  

付記: 発見済みの名目値をオーバーライドするには、スキャン実行時に、測定された名目ポイン

ト値のうち、 低一つが発見できない場合に限られます。  

「 発見名目値のパーツプログラム 」を「 パーツプログラムの編集 」の 項 にて参照して下さい。  

スキャン中名目値発見用に優先表面のみ使用  

 

スキャン中名目値発見用に優先表面のみ使用 チェック ボックスを選ぶと、PC-DMIS（パーツプ

ログラム実行中）は CAD 要素の編集 ダイアログ ボックスで設定された優先表面においてのみ、

スキャンの測定ポイント用の名目値を探します。  

「 CAD 表示の編集 」の 項 にある「 CAD 編集 」を参照して下さい。  
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平面の外郭表示  

 

平面の外郭表示 チェック ボックスは、通常使われる小型の三角形の記号のかわりに、PC-DMIS
が、グラフィックス表示ウィンドウに実際の平面外郭を表示するか否かを決定します。  

例えば、このチェック ボックスをチェックし、平面製作のために三点を測定した場合、平面を

表す三角形記号が、その寸法に合わせて表示され、その三交点が 3 つの測定ポイントに正確に位

置付けられます。  

 

このチェック ボックスが選択された状態で、製作された平面の表示例  

付記: このチェック ボックスが選択されているか、クリアされているかに関わらず、 既存 の外

郭が描きなおされることはありません; その時点以降に作成された平面にのみ機能します。 既存

の外郭変更は、手動で行われなければいけません。  

既存の平面の表示を変更するには:  

1. 編集ウィンドウにアクセスして下さい。  
2. 編集ウィンドウをコマンド モードにして下さい。  
3. 変更したい平面の表示用のコマンドへ進んで下さい。 例えば、  

PLN1 = FEAT/PLANE,RECT,TRIANGLE  

4. 三角形 または 外郭 フィールドをハイライト表示するまで、タブ キーを

押して下さい。  
5. このフィールドの入手可能な値の間で切り換えを行うには、F7 または F8

を押して下さい。  

• 「三角形」は、平面用に小型の三角形記号を表示します。  
• 「外郭」は、平面を作る点を用いて、実際の外郭を表示します。  

6. グラフィックス表示ウィンドウ上で画像を見るには、タブ キーを押して

下さい。  
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理論値をパーツ座標保存として扱う  

 

理論値をパーツ座標保存として扱う により、PC-DMIS は、パーツ座標内に保存されている数値

のように、理論値を扱います。 このチェック ボックスは、パーツプログラムがループを行い、

パーツ配置が、ループ コード内で変更し続ける場合のために加えられました。  

LOOP/START コマンドのオフセット パラメータが、この問題を自動的に解決します。 これは、

WHILE - END/WHILE ループのような、LOOP/START コマンド、及び、LOOP/END コマンドを

使用していない、ループ プログラムのためのものです。  

この、仮のサンプル パーツプログラムについて考えてみてください。  

ASSIGN/COUNT = 4  

ASSIGN/I = 1  

WHILE/I<4  

LOOPALIGN = START/ALIGN  

 ALIGN/TRANSLATION OFFSET, X, 50  

 END/ALIGN  

MYCIRCLE = MEAS/CIRCLE  

 THEO/0,0,0  

ASSIGN/I = I + !  

END_WHILE/  

ループが繰り返されるたびに、パーツ配置が 50 変わるので、X 値もそのたびに 50 変わる、と思

われます。 しかし、PC-DMIS がフィーチャーに関するデータをパーツ座標ではなく、CAD、及

び、測定機座標に記憶するので、ループの影響として、パーツ配置がループのたびに変わっても、

フィーチャーはこの状況では、実際に変更しません。 これは、当該パーツ配置の CADTOPART、
及び、PARTTOMACHINE 変換行列が、両方とも同じように変更されるため、 終的な影響とし

ては、CADTOMACHINE 変換が不変のまま、となることによります。 このことは、デフォルト

設定により（このチェック ボックスが選択されていない場合）、PC-DMIS は、ループ間、四回

とも同一の場所を測定してしまう、ことを意味しています。  

PC-DMIS が、座標を内部的にパーツ座標内に記憶する場合には、このサンプルはうまく機能す

る、と考えられます。 そこで、このチェック ボックスが役に立ちます。 このチェックボックス

をチェックすると、PC-DMIS は、初回の測定時に使用されたパーツ配置を追跡し続けます。 初
回以降のフィーチャー測定では、PC-DMIS は、その時点でのパーツ配置が、初回のものと異な

るか否かを検査します。 異なる場合には、PC-DMIS が、その違いを算出し、フィーチャーをそ

の違い分だけ移動し、このサンプルが予定通りに機能することになります。  
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PC-DMIS の内部機能を単に変更するのではなく、この機能は、既存のパーツプログラムを保護

するためのチェック ボックスとして設けられました。  

変数をパーツプログラム全体で見えるようにする  

 

通常、サブルーチンが呼び出されると、変数はすべて「範囲外」になり、利用不可能になります。 
変数をパーツプログラム全体で見えるようにする チェック ボックスには、パーツプログラム全

体を通して、全変数を常時「見える」、または、利用可能にする機能があります。  

デフォルト設定では、このチェックボックスが選択されていないので、サブルーチンにある変数

は、メインのパーツプログラム内の同一名称の変数に保存されているデータに置き換えられるこ

とはありません。  

例:  

ASSIGN/V1 = 1  

C1 = CALLSUB,MYSUB  

。  

。  

。  

SUBROUTINE/MYSUB  

COMMENT/OPER,V1  

END/SUB  

このチェック ボックスが選択解除されると、変数はパーツプログラム全体で見

ることができなくなります。 V1 がサブルーチン内部からは見えないので、

OPER コメントは、値 0 を表示します。  

このチェック ボックスがチェックされている場合、変数はパーツプログラム全

体で見られることができ、V1 がサブルーチン内部から見えるので、OPER コ

メントは、値１を表示します。  

変数に関する説明については、「 入力式及び変数の使用 」の 項 を参照して下さい。  

DMIS 極様式の使用  

 

このオプションを選ぶと、極角が、標準 DMIS 極様式で表示されます。  
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1. XY 平面（プラス Z、または、マイナス Z）座標「a」は、x-軸線から y-軸線に向かって

の角度です。  
2. YZ 平面（プラス X、または、マイナス X）座標「a」は、y-軸線から z-軸線に向かって

の角度です。  
3. ZX 平面（プラス Y、または、マイナス Y）座標「a」は、z-軸線から x-軸線に向かって

の角度です。  

サブルーチンから設定を戻す  

 

このチェック ボックスを用いて、サブルーチンの呼び出し後に、パーツ配置、及び、サブルー

チン内で起こったその他のシステム変更をメイン プログラム内で見ることができます。  

実行用プログラム レイアウトの使用  

 

このチェックボックスをチェックすると、プログラム時に加えて、実行時に、同一のウィンドウ 
レイアウトを使用することができます。  

車体内のパーツ配置強要  

 

車体内のパーツ配置強要 チェック ボックスは、ご希望のパーツ配置が車体パーツ配置になるよ

う強要します。 このチェックボックスをチェックすると、どのパーツ配置方法が選択されてい

る場合でも、車体パーツ配置は CAD のものと常に一致します。 このチェックボックスを選ぶと、

初のパーツ配置後の二次変換が行われます。  

例えば、ライツメス テクニックのテスト ブロックの中心穴に移動して、このチェックボックス

を選択した場合、依然、そのブロック角が原点となりますが、原点設定でその中心穴が使用され

たので、中心穴の関するレポートは完全に行われます。  

 

このチェック ボックス使用前のパーツ配置  
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このチェック ボックス使用後のパーツ配置  

 

既存ディメンションの軸線保存  

 

既存ディメンションの軸線保存 チェック ボックスがチェックされていると、寸法測定されたフ

ィーチャーを別のフィーチャー形式に切り換える場合でさえ、寸法測定されたフィーチャーの既

存の軸線を更新せずに、保存します。 このチェック ボックスを選択しない場合、関連のディメ

ンション軸線は、選択のフィーチャーに応じて更新されます。  

デフォルトでは、これは選択されません。  

GDS 出力用パーツ配置の選択  

 

このチェック ボックスを用いて、PC-DMIS が、.gds ファイルとして出力するパーツ配置を選択

するためのダイアログ ボックスを表示するか否か、を決めることができます。 このチェックボ

ックスをチェックすると、PC-DMIS では、.gds ファイルに出力するパーツ配置を選択すること

が可能です。 このチェックボックスが選択されていない場合、PC-DMIS は前回使用されたパー

ツ配置を自動的に出力します。 「 高度なファイルオプションの使用 ｣内の「 GDS ファイルへの

エクスポート 」を参照して下さい。  

ギャップのみ  

 

このチェック ボックスは、その時点でのパーツプログラムの、新規の 位置付け寸法 で使用され

ている ギャップのみ チェック ボックスのデフォルト値を設定します。  

1. ギャップのみ が選択され、  次のパーツプログラムが始動すると、 GAPONLY/ON コマンド

が編集ウィンドウ上に付け加えられます。 それに加えて、新規の場所付け寸法が作成さ

れるとその都度、場所付け寸法用の フィーチャー位置 ダイアログ ボックスが、デフォ

ルトにより ギャップのみ チェック ボックスを自動的に選択します。  
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2. ギャップのみ が選択解除されると、フィーチャー位置ダイアログ ボックスは、新規の場

所付け寸法が作成される度に、 ギャップのみ チェック ボックスをも選択解除します。  

オフラインでの追跡機パラメータ表示  

 

ポータブルのライカ追跡機デバイスをオンライン モードで使用し、フィーチャー コマンドを作

成する場合、PC-DMIS は、これらのフィーチャー コマンド内の編集ウィンドウに、以下の情報

を自動的に挿入します:  

• RMS - 各ヒットの二乗平均平方根の値。  
• プローブ タイプ - フィーチャー測定に用いられた、プローブのタイプ。  
• 時間刻印機 - フィーチャーが実行、または、学習された時間。 PC-DMIS は、実際にオ

ンライン モードでフィーチャーを測定した場合にのみ、この時間を更新します。  
• 環境条件 - 温度、気圧、及び、湿度のような情報。  

PC-DMIS の作動は、オフラインモードでは異なります。 オフラインでの追跡機パラメータ表示 
チェックボックスが選択された後でのみ、これらのライカ追跡機の項目は表示されます。そして、

このオプションが選択された後でパーツプログラムに挿入された新規のフィーチャー コマンド

に対してのみ、これらのライカ追跡機の項目は表示されます。 各フィーチャー コマンドに空の

追跡機パラメータ グループを追加して、永久的にストラクチャーを変更する場合を除くと、以

前に測定されたフィーチャーには、影響を及ぼしません。  

付記: このチェックボックスをチェックすると、後にこのチェックボックスのチェックを消去し

たか否かに関わらず、お手持ちのパーツプログラム ストラクチャーの、挿入されたフィーチャ

ー コマンド部分を、永久的に変更します。 例えば、既にこの機能を幾つかのフィーチャーに使

用した後で、このチェックボックスのチェックを消去した場合、新規に挿入されたフィーチャー

は、依然、追跡機パラメータ グループを含みます; しかし、そのグループはグループ項目を持ち

ません。  

これらの項目が、フィーチャー コマンド上に表示される時の、その場所、及び、その表示方法

に関する、より詳しい説明については、「 PC-DMIS ポータブル 」文書を参照して下さい。  

セットアップ オプション: パーツ/測定機タブ  
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セットアップ オプション ダイアログ ボックスーパーツ/測定機タブ  

パーツ/測定機 タブ を用いて、測定機 軸線 との関係で CAD の 軸線 を変更することにより、

CMM（または、測定機）用のパーツ セットアップを定義できます。 within the セットアップ オ
プション ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | セットアップ )内の、 パーツ/測定機 タブ をクリッ

クすることで、このオプションにアクセスできます。  

プログラムが PC-DMIS を用いて作成され、CAD 座標システムが CMM パーツ セットアップと異

なる場合に、この機能が必要になります。  

例: X+ CAD 軸線が、CMM の Z+ 軸線と同一の方向を指している状態で、パーツは測定機上にセ

ットアップされます。 Z+ CAD 軸線は、CMM の X+ 軸線と同一の方向を指します。 この機能

は、適切な関係を作成するために、使用されることが可能です。  

CAD のセットアップをパーツのセットアップと同じ内容にするには、ただ、 ドロップダウン一

覧 から適切な 軸線 を選択して下さい。 いったんこの関係が設立されると、PC-DMIS が、パー

ツとの関係で正しくプローブを表示するので、パーツのプログラムがより簡単になります。  
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測定機エリア  

   

測定機エリア  

   
   

ダイアログ ボックスの項目  内容  
プローブ ヘッドの方向性 ボタン プローブ ヘッドの方向性 ボタ

ンを用いて、マスター、及び、

スレーブ両アーム用の、プロー

ブ ヘッド リスト AB 間角度のコ

ンフィギュレーションを行うこ

とができます。  

  マスター、及び、スレーブ両ア
ーム用の AB リスト角のコンフ
ィギュレーションを行うには:  

• セットアップ オプ

ション ダイアログ 
ボックス ( 編集 | 仕
様 | セットアップ )
にアクセスして下さ

い。  
• パーツ/測定機 タブ 

を選択して下さい。

• プローブ ヘッドの

方向性 ボタンをク

リックして下さい。

プローブ ヘッド リ
スト角度コンフィギ

ュレーション ダイ

アログ ボックスが
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現れます。  
• （必要に応じて）マ

スター、及び、スレ

ーブ両アーム用の、

AB 間角度に適当な

軸線を選択して下さ

い。  
• OK ボタンをクリッ

クして下さい。  

 
飛ぶモード  エリア  飛ぶモード エリアでは、プロー

ブが、滑らかに、止まることな

くパーツの周りを移動する方法

が得られます。 このオプション

が使用される前に、当該パーツ

プログラム内に移動ポイントを

挿入する必要があります。 
（「 移動コマンドの挿入 」の 
項 にある「 移動ポイント コマ

ンドの挿入 」を参照して下さ

い。) 飛ぶコマンドは、パーツ

プログラムのフィーチャーの前

後でのみ挿入できます。  

飛ぶモードを使用するには:  

1. 編集ウィンドウ上

の、「飛ぶ」コマン

ドを置きたい位置に

スクロールして下さ

い。  
2. アクティブにする 

チェック ボックス 
を選択して

下さい。  
3. 半径値をタイプ入力

してください。 

 
4. 作成 ボタンをクリ

ックして下さい。  
5. 飛ぶモードでは、そ

の時点で使用中のパ
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ーツプログラム内の

指定場所へ、自動的

に移動します。 こ
のオプション用の編

集ウィンドウのコマ

ンドラインは、以下

のようです:  

FLY/TOG1,TOG2  

TOG1  
このトグル 
フィールド

は、 オン ま
たは オフ の
間で切り換

えを行いま

す。 オン の
場合、PC-
DMIS は当

該コマンド

をアクティ

ブにしま

す。 オフ の
場合、PC-
DMIS は当

該コマンド

を省略しま

す。  

TOG2  
 このフィー

ルドは、半

径値を表示

します。  

不適切な位置が選択された場

合、PC-DMIS が、その時点での

ライン上にコマンドを挿入でき

ない旨を知らせる、メッセージ

を表示します。 その後、当該メ

ッセージは、次の適切な位置へ

コマンドを挿入すべきか否か、
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尋ねます。  

• はい ボタンをクリ

ックすると、PC-
DMIS は、編集ウィ

ンドウ上の、その時

点でのフィーチャー

の末尾に、飛ぶコマ

ンドを移動します。

• いいえ ボタンがク

リックされた場合、

PC-DMIS は、飛ぶ

コマンドをキャンセ

ルし、 パーツ/測定

機 タブ に戻りま
す。  

パーツプログラム実行時、PC-
DMIS は、動作ポイントからあ

らかじめ決められた距離の場所

へ、躊躇なくプローブを移動し

ます。 移動距離は、 半径 ボッ

クス内に入力された値です。  

 
リスト警告デルタ ボックス  これは、PC-DMIS がその時点で

のリスト位置変更を要求する前

に、必要なリスト角の 低変更

値を定義しています。 これは、

PH9 連結リストを伴う DCC 
CMM を使用するユーザーのみ

に関係しています。  
手動ヒット撤回 ボックス  

このオプションは、（LK やミツ

トヨのような）ある DCC タイ

プの CMM を使用の場合にの

み、入手可能です。  

手動ヒット撤回 ボックスを用い

ると、手動ヒットが行われた

後、CMM が自動的に移動する

撤回距離をタイプ入力できま

す。  

手動ヒット撤回  値が、デフォ

ルト設定値、または、前回使用

値のいずれかから変更された場

合、その後、PC-DMIS は、撤回

コマンド (「 MANRETRACT/ 」
とその後に、値を表示）を、そ

の時点でのパーツプログラムの

編集ウィンドウのカーソル所在
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位置に置きます。 手動ヒットが

行われると、CMM は、このコ

マンドの記入された新規の値に

従って、撤回します。  

例えば、手動ヒット撤回値が、

デフォルト設定値の.1 から.003
に変更された場合、

「 MANRETRACT/0.003 」とい

うコマンドが、編集ウィンドウ

に現れます。  
スキャン 低時間デルタ ボック

ス  
この値により、PC-DMIS は、ミ

リセコンドの単位で特定され

た、遅延時間を待たずに行われ

たヒットを削除し、スキャンを

行うポイントの数を減らすこと

ができます。  
スキャン 低距離デルタ ボック

ス  
この値により、ミリメートルの

単位で特定された、距離よりも

近くに行われたヒットを削除

し、測定データの数を減らすこ

とができます。 ヒットの削除

は、データが測定機から送付さ

れた時に起こります。 PC-DMIS
は、特定の距離以上に離れたポ

イントのみを保存します。  
絶対速度の表示 ボックス  絶対速度の表示 チェック ボッ

クスが選択された場合、PC-
DMIS は移動速度をパーセンテ

ージのかわりに、絶対値として

表示します。 この値は、パーツ

プログラムの設定された単位タ

イプ（インチ、または、ミリメ

ートル）に一致した単位を用い

ます。  
高速度（ミリメートル/秒） ボ

ックス  
高速度（ミリメートル/秒） 

ボックスを用いて、測定機が移

動可能な 高速度をリセットで

きます。 特定される値は、測定

機の明示された 高速度を超え

ることはできません。 この設定

値は、 移動速度  オプションと

の連結で機能します。  
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パーツ セットアップ エリア  

 

パーツ セットアップ エリア  

プログラムが PC-DMIS を用いて作成され、CAD 座標システムが CMM パーツ セットアップと異

なる場合に、 パーツ セットアップ エリア内の、このオプションが必要になります。  

ダイアログ ボックスの項目  内容  
CAD「+X」軸線イコール 一覧  このドロップダウン一覧を用いて、CAD X+ 軸線と測定機の軸線

の関係を設定することができます。  
CAD「+Y」軸線イコール 一覧  

 

このドロップダウン一覧を用いて、CAD Y+ 軸線と測定機の軸線

の関係を設定することができます。  

CAD「+Z」軸線イコール 一覧  このドロップダウン一覧を用いて、CAD Z+ 軸線と測定機の軸線

の関係を設定することができます。  
X オフ ボックス  

Y オフ ボックス  

Z オフ ボックス  

これらのボックスを用いて、PC-DMIS が X, Y, Z 軸に沿って

CAD 画図をずらす距離を入力できます。 PC-DMIS は、特定の距

離の間、X, Y, Z 軸に沿って CAD 画図を移動します。 例えば、X
フィールドに .5 を入力すると、グラフィックス ウィンドウ表示

内の CAD 表示全体が、X の方向に.5 の距離分、移動します。  

付記: パーツプログラム内で作成されたフィーチャーはすべて、

CAD 画図と共に軸線に沿って移動することはあり ません 。  
調整 ボタン  調整 ボタンは、 パーツ セットアップ調整 ダイアログ ボックス 

を開きます 。  
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パーツ セットアップ調整ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、測定機の XYZ 軸線の周りと

沿線の、徐々に増大する CAD を 回転 、または 移動 することが

可能です。  

1. CAD を回転する場合 、値は角度になります。 
値 360 は、0 と同じ効果を持ちます。  

2. CAD を移動する場合 、その値はパーツプログ

ラムの測定単位で示され、お手持ちのパーツプ

ログラムで使用されている測定単位次第で、値

2 が 2 インチ、または、2 ミリメートルを意味

します。  

軸線に沿った、または、その周りの CAD を調整するには:  

• 適切なボックスをクリックして下さい。  
• 新しい数値をタイプ入力して下さい。 PC-

DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ内

に、調整内容を動的に表示します。  
• OK をクリックして、新規の値を確定し、ダイ

アログ ボックスを閉じて下さい。  

パーツの CAD モデルが再インポートされないかぎり、PC-DMIS
は、この調整内容を維持します。  

 
適用する ボタン  適用する ボタンは、当該ダイアログ ボックスを開いたまま、X, 

Y, または Z オフセット フィールドの変更を即座に適用し、適切

な軸線 ( または、複数の軸線 ) に沿って画図を移動します。  
自動位置付け ボタン  自動位置付け ボタンは、測定機のグラフィックス画像上に、パ

ーツを自動的に位置付けします。 自動位置付けは、グラフィッ
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クス画像上のどの位置にパーツを位置付けるか、を推測します。

PC-DMIS がこの機能を用いて、CMM との関連でパーツの位置を

決めることができますし、または、XYZ オフセット フィールド

を用いてパーツ位置をキー入力することもできます。 （CMM の

グラフィックス画像設定に関する、より詳しい説明については、

「 ハードウェアの定義 」の 項 にある「 測定機の定義 」を参照

して下さい。）  

 

テーブル回避エリア  

 

パーツ/測定機 タブ  上の テーブル回避 エリアにおいて、PC-DMIS は、DCC モード中に、プロ

ーブがテーブル（または、設定平面）に接触するか否かを確認します。  

測定 ボタンを押すと、PC-DMIS は、テーブルの表面が定義された位置にヒットを行うよう、問

います。 この位置が、Z 軸線のしきいを定めます。 誤差フィールドでは、設定平面との関連で、

正の数値が Z の正方向の位置に定義され、また、負の数値が Z の負方向の位置に定義されます。  

• プローブの動作が表示された誤差を超える場合、PC-DMIS が、危険の可能性を

示す、エラーメッセージを表示します。  
• あらかじめ定義された域を越える、リスト回転の要求があった場合、PC-DMIS

は、エラーを警告するメッセージを表示します。  

キャンセル または 続ける を選択し、当該オペレーションを停止、または、完了して下さい。  

例: .25 の誤差フィールドは、誤差値を越える、指示されたしきいを避けるよう、PC-DMIS に警

告します。 しきいがテーブル表面上にある場合、PC-DMIS は、プローブ先端チップがテーブル

から 4 分の１（または、設定された単位のタイプ次第では、ミリメートルで表示）以内に接近す

る可能性を警告します。  

 

付記: テーブル回避オプションは、DCC モードで、特定のタイプのインターフェースが使用され

ている場合のみ利用可能です。  

デフォルト ボタン  

 

デフォルト ボタンを用いると、幾つかの パーツ/測定機セットアップ パラメータ のデフォルト

設定を更新することができます。 新規のパーツプログラムが作成されると、 デフォルト ボタン

が押された場合に のみ 、それは、アクセス可能なパラメータになされた変更すべてを反映しま



Wilcox Associates, Inc. 

184  *  カスタマイズ設定 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

す。 （ デフォルト ボタンが押されずに） OK ボタンが選択されると、設定のパラメータが、そ

の時点でアクティブなパーツプログラムにのみ適用され、PC-DMIS のレジストリのエントリー

変更は行われません。 デフォルト数値はレジストリに記憶されています。 これらのパラメータ

は、適当なダイアログボックスを通し、または PC-DMIS 設定エディタを用いて、更新すること

が可能です。 「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 を参照して下さい。  

パラメータの一部が変更され、 デフォルト ボタンがクリックされた場合、PC-DMIS は、デフォ

ルトをその時点での設定に再定義し、レジストリ ファイルを更新します。  

セットアップ オプション: 測定寸法タブ  

 

 

セットアップ オプション ダイアログ ボックスー測定寸法タブ    

測定寸法 タブを用いて、測定寸法プリントアウトのパラメータにアクセスできます。  

測定寸法 タブにアクセスするには  

• セットアップ オプション ダイアログ ボックス( 編集 | 仕様 | セットアッ

プ )にアクセスして下さい。  
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• 測定寸法 タブをクリックして下さい。  

デフォルト適用の基準  

 

「デフォルト適用の基準」エリア  

デフォルト適用の基準 エリアにより、フィーチャー タイプ、または表示される小数点以下の数

のいずれかを基準として、デフォルトの寸法測定誤差を適用することが可能です。  

• フィーチャー タイプ オプションを選択すると、 デフォルト フィーチャ

ー誤差 エリアが作動可能になり、それを用いて、個々のフィーチャー タ
イプに基づいた測定寸法の誤差を定義することができます。 位置 ダイア

ログ ボックス内の 自動 オプションが選択されている場合、または、 自
動寸法測定セットアップ... ボタンが使用された場合のいずれの場合でも、

PC-DMIS が自動的に寸法測定を行う時にはその都度、当該フィーチャー 
タイプに関連のデフォルト測定寸法誤差が使用されます。 「 デフォルト 
フィーチャー誤差 」の項目を参照して下さい。  

• 小数点以下 オプションを選択すると、 デフォルト フィーチャー誤差 エ
リアが作動可能になり、それを用いて、小数点以下の数に基づいた測定寸

法の誤差を定義することができます。 これは、測定寸法の誤差を決める

際用いられていた、PC-DMIS の旧方式です。 「 デフォルト誤差 」の項

目を参照して下さい。  

 

デフォルト フィーチャー誤差  

 

デフォルト フィーチャー誤差エリア  

デフォルト適用の基準 エリアにある フィーチャー タイプ オプションを選択すると、 デフォル

ト フィーチャー誤差 エリアが作動可能になり、それを用いて、個々のフィーチャー タイプに基

づいた、デフォルトの測定寸法誤差を定義することができます。 位置 ダイアログ ボックス内の 
自動 オプションが選択されている場合、または、 自動寸法測定セットアップ... ボタンが使用さ
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れた場合のいずれの場合でも、PC-DMIS が自動的に寸法測定を行う時にはその都度、当該フィ

ーチャー タイプに関連のデフォルト測定寸法誤差が使用されます。  

項目  内容  
タイプ 
一覧  

この一覧は、デフォルトの誤差を設定でき

る、全フィーチャーを表示します。  
誤差 
ボック

ス  

このボックスは、 タイプ 一覧にあるフィ

ーチャー用に使用される、デフォルトの誤

差値を定義します。  

すべて

に適用 
ボタン  

このボタンにより、 誤差 ボックスにある

その時点での誤差値を、 すべてのフィー
チャー タイプ に適用することができま

す。  

自動統計  

 

自動統計エリア  

統計をファイル

に常時セーブ 
チェック ボッ

クス  

統計をファイルに常時セーブ チェック ボックスを用いると、有効な

STATS/ON コマンドを伴うパーツプログラムの実行開始の都度現れ

る、統計データのセーブを問う、プロンプトを迂回することができま

す。 このオプションがチェックされ、実行中のパーツプログラム内に

STATS/ON コマンドが存在する時、統計データは、XSTATS11.tmp フ

ァイルに自動的にセーブされます。 より詳しい情報については、「 統
計データの追跡 」の 項 を参照して下さい。  

常時 データベ

ース更新 チェ

ック ボックス  

常時 データベース更新 チェック ボックスを用いると、パーツプログラ

ムの実行、及び、統計データの収集、セーブのたびに、データベースの

その場での更新を問うプロンプトなしに、PC-DMIS が、

XSTATS11.tmp ファイル内の情報を持つ、お手持ちの統計データベース

ソフトウェアを更新します。 このオプションがチェック マークされて 
いない 場合、PC-DMIS は、データベース更新前に、このプロンプトを

表示し続けます。 より詳しい情報については、「 統計データの追跡 」
の 項 を参照して下さい。  
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ディメンション色を使用のフィーチャー  

 

ディメンション色を使用のフィーチャー チェック ボックスは、PC-DMIS に、関連のディメンシ

ョンを持つフィーチャーを色付けするよう指示します。 理論値からのずれを示すために、フィ

ーチャーは、当該ディメンションと同一の色付けでグラフィックス表示ウィンドウに描かれます。  

CAD 名目値四捨五入位置＝  

 

CAD 名目値四捨五入位置 = ボックスを用いて、PC-DMIS が CAD データを使うときに、小数点

以下第何位の後で四捨五入するか定義する数値を入力できます。 例えば、 CAD 円形の直径が

3.9995 であり、当該数値が 3 に設定されている場合、PC-DMIS は、その数値を 4.000 に四捨五

入します。 このオプションは、板金測定モードにおいて、PC-DMIS が CAD データを解釈する

場合にのみ機能します。 その数値が 0 に設定されている場合、PC-DMIS はどの数値も四捨五入

しません。  

マイナス誤差の負号表示  

 

マイナス誤差の負号表示 チェック ボックスは、測定寸法のマイナス誤差がマイナス記号を表示

するか否かをコントロールします。 例えば、測定寸法が 5.0000 +0.3 (過大誤差), -0.2 (過小誤差)
として特定される時、このチェックボックスがチェックされていると、当該測定寸法は以下のよ

うに表示されます:  

軸線  名目値  過大誤

差  
過小誤

差  
測定値  高  低  ずれ  誤差範

囲外  
Y  5.0000  0.3000  -0.2000  5.0000  0.0000 0.0000 0.0000 0.0000  

このチェック ボックスのチェックが消去されている時には、同一の例が以下のように表示され

ます:  

軸線  名目値  過大誤

差  
過小誤

差  
測定値  高  低  ずれ  誤差範

囲外  
Y  5.0000  0.3000  0.2000  5.0000  0.0000 0.0000 0.0000 0.0000  

このチェック ボックスは、数値が記憶され、または、計算で使用される様式に影響しません。 
これは、ユーザー仕様に応じて数値が表示される様式のみをコントロールします。 このチェッ

ク ボックスは、デフォルト設定では選択されません。  

重要事項: このチェック ボックスのチェックが消去されている場合、依然として、誤差の前にマ

イナス記号を示すことが可能です。 通常、お客様の過小誤差と過大誤差は、名目値の反対側に

位置し、このチェック ボックスのチェックがない場合、これらの数値は正の値として表示され
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ます。 しかし、過小誤差と過大誤差が両方、名目値より大きい場合、―例えば、このチェック 
ボックスが使用される前には、数値は実際、過大誤差 0.03、過小誤差－0.02 ですーが、このチ

ェック ボックスが選択されると、マイナス誤差値が正の値として表示されます。  

小数点以下の数字  

 

 

「小数点以下の数字」エリア  

小数点以下の数字 エリアは、PC-DMIS によるインスペクション レポートに小数点以下第何位ま

で印刷されるかをコントロールします。  

• 単位の形式が インチ である場合、利用可能なオプションは 1 から 5 まで

です。  
• 単位の形式が ミリメートル である場合、利用可能なオプションは 0 から

4 までです。  

小数点以下第何位まで印刷したいか、ご希望のオプションを選択して下さい。  

プログラム内でこの値が変更される都度、PC-DMIS は、コマンド: DISPLAYPRECISION/ # を
パーツプログラム内に配置します。 このコマンドは、当該プログラムのこの項において、表示

の精度を特定します。 このコマンドが使用されない場合、自動的にデフォルト設定値が使用さ

れます。 このコマンドが使用される場合、別のコマンドによる変更がない限り、特定された表

示精度が適用されます。  

デフォルト誤差  

 

デフォルト誤差エリア  
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デフォルト適用の基準 エリアにある 小数点以下 オプションを選択すると、 デフォルト誤差 エ
リアが作動可能になり、それを用いて、PC-DMIS がその測定寸法に用いる、デフォルトの測定

寸法誤差を定義することができます。 用いられるデフォルト誤差値は、名目値の定義に用いら

れた小数点以下第何位で四捨五入を行う、第何位の数字に基づいています。  

例えば、6.250 という名目値を入力した場合、小数点以下第 3 位まで使用されるので、PC-DMIS
は、+、－誤差を 3 位 = デフォルト誤差値に設定します。 代わりに、6.25 を入力すると、小数

点以下第 2 位まで使用されるので、PC-DMIS は、+、－誤差を 2 位 = デフォルト誤差値に設定

します。  

項目  内容  

小数点以下 0-5 位 = ボ
ックス  

これらのボックスを用いて、異なるデフォルト誤差を設定

することができ、小数点以下０から５位の名目値が定義さ

れた場合、PC-DMIS はその誤差値を適用します。  

 

正の値のレポート  

 

 

正の値のレポート エリアに関連したチェック ボックスは、通常は負の値を持つ、原点の負側に

あるフィーチャーが、常に正の数値でレポートに印刷されるようコントロールします。  

1. X 、 Y 、及び、 Z チェック ボックスは、PC-DMIS がどの軸線（または、

複数の軸線）に正の数字を表示するか、決定します。  
2. 全データ オプションは、選択された軸線（または、複数の軸線）の測定

値、及び、名目値を正の数字として表示するよう、PC-DMIS に指示しま

す。  
3. 偏差のみ オプションは、選択された軸線（または、複数の軸線）の偏差

のみを正の数字として表示するよう、PC-DMIS に指示します。  

これらのチェックボックスをチェックすると、 POSITIVEREPORTING コマンドが、その時点で

のカーソル位置において、パーツプログラム内に挿入されます。 編集ウィンドウ内での、この

コマンドのフォーマットは、以下のようです:  

POSITIVEREPORTING/ a, b, c, TOG1  

場所:  
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X チェックボックスが選択された場合、 a = X であり、X チェックボックスのチ

ェックが消去されている場合には、空白となります。  

Y チェックボックスが選択された場合、 b = Y であり、Y チェックボックスのチ

ェックが消去されている場合には、空白となります。  

Z チェックボックスが選択された場合、 c = Z であり、Z チェックボックスのチ

ェックが消去されている場合には、空白となります。  

全データ または 偏差のみ オプションのどちらが選択されているかにより、 
TOG1 = ALLDATA または DEVONLY です。  

X, Y, 及び Z の各方向は、これら三つのオプションの組み合わせ次第で、いずれも正の値のレポ

ートを行うことができます。 複数の POSITIVEREPORTING コマンドを、同一のパーツプログ

ラム内で使用でき、当該パーツプログラムのいずれの測定寸法も、それに先立つ 
POSITIVEREPORTING コマンドを用いて表示が可能です。 当該パーツプログラム内に 
POSITIVEREPORTING コマンドが存在しない場合、すべての測定寸法は、X, Y, 及び Z 方向の

オフになったオプションに従ってレポートされます。  

以下の図表は、正の値のレポートにより誤差がどのように影響されるかを明示しています:  

 

誤差に影響する正の値のレポート  

A) X 軸において、

過大誤差 0.3  

B) X 軸において、

過小誤差 0.1  

C) X 軸において、

偏差 0.2  

D) ポイント 1  

E) ポイント 2  

F) 名目値 1.0  

 

正の値のレポートの目的  

正の値のレポートを用いて、対称的様式でフィーチャーをレポートすることができ、それにより、

フィーチャーが原点のどちら側に位置するかに関わらず、偏差が:  

• 原点から 遠ざかる場合 、その数値は正とみなされます。  
• 原点に 向かう場合 、その数値は負とみなされます。  
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このように、上記の図表では、X 軸の正の値のレポートが実行され、ポイント 1、及び、2 が、

正の偏差を表示しています。 しかし、これはまた、以下のことをも意味しています:  

• 原点から 遠ざかる場合 、正の誤差が適用されます。  
• 原点に 向かう場合 、負の誤差が適用されます。  

角度表示  

 

角度表示エリア  

角度表示 エリアを用いて、十進経緯度、または、度/分/秒による角度寸法を表示することができ

ます。 ご希望のオプションを選択して下さい。 極角 位置軸線、及び角度寸法はすべて、選択さ

れたオプションで表示されるよう変更されます。  

角度  

 

角度エリア  

角度 エリアはまた、 0 ° -360 ° または、0 ° から +/- 180 ° の角度寸法を表示できます。 極
角 位置軸線、及び、角度寸法はすべて、選択された角度の範囲内に入るよう変更されます。  

自動寸法測定セットアップ  

 

自動寸法測定セットアップ ボタンは、 自動寸法測定 ダイアログ ボックスを開きます。  
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自動寸法測定ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスは、PC-DMIS がフィーチャーを作成し、測定寸法の作成の仕方を指定

した後で、即座に、フィーチャーの自動寸法測定を行うか否かを決める、幾つかのオプションを

提供します。  

測定寸法の自動作成を作動可能にしたい場合、 自動フォーム測定寸法 及び/または 自動場所 / 位
置付け測定寸法 を選択して下さい。 OK がクリックされると、PC-DMIS は、フィーチャー作成

時に、選択された測定寸法タイプを自動的に作成し始めます。  

入手可能なオプションに関する、より詳しい情報については、以下の表を参照して下さい:  

ダイアログ ボックス 
オプション  

内容  

自動フォーム測定寸法  このチェック ボックスは、PC-DMIS が、フォーム測定寸法を持つフィ

ーチャー タイプ用に、自動的にフォーム測定寸法を作成するか否かを決

めます。  

フィーチ

ャー  
関連のフォーム測定寸法  

円形  真円度  
円筒  真円度  
円錐  真円度  
球状  真円度  
平面  平面性  
直線  真直度   

自動場所 / 位置付け測定

寸法  
このチェック ボックスは、PC-DMIS が、場所付け、または位置付け測

定寸法を持つフィーチャー タイプ用に、場所付け、または位置付け測定

寸法を自動的に作成するか否かを決めます。  
場所付け測定寸法の作成 自動場所 / 位置付け 寸法測定を選択すると、このオプション ボタンは

PC-DMIS に、場所付け測定寸法として、これらの測定寸法の作成を指示

します。  
正常位置付け測定寸法の

作成  
自動場所 / 位置付け 寸法測定を選択すると、このオプション ボタンは

PC-DMIS に、正常位置付け測定寸法として、これらの測定寸法の作成を

指示します。  
自動テキスト分析オン  このチェック ボックスは、PC-DMIS が、測定寸法のテキスト分析を自

動的に行うか否かをコントロールします。 このボックスがマークされて

いる時、テキスト分析が「オン」とみなされます。 「 フィーチャーの寸

法測定 」の 項 の「 分析設定 ｣及び「 レポートコマンドの挿入 」の 項 
の 分析 」を参照して下さい。  

自動グラフィックス分析

オン  
このチェック ボックスは、PC-DMIS が、「測定寸法自動作成」または

「自動真円度」を用いて作成された、測定寸法のグラフィックス分析を

自動的に行うか否かをコントロールします。 「 フィーチャーの寸法測

定 」の 項 の「 分析設定 ｣及び「 レポートコマンドの挿入 」の 項 の 分
析 」を参照して下さい。  

自動寸法測定情報  このチェック ボックスは、PC-DMIS が、 測定寸法自動作成 チェック ボ
ックス、または 自動真円度 チェック ボックスを用いて作成された測定
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寸法用に、 測定寸法情報 チェック ボックスを自動的に作成するか否か

をコントロールします。 この測定寸法情報ボックスのデフォルト フォー

マットの設定方法に関する、より詳しい情報については、「 レポートコ

マンドの挿入 」の 項 にある「 測定寸法情報ボックス挿入 」を参照して

下さい。  

 
増大  

増大 値は、グラフィックス分析モードにおいて、矢印及び誤差域を拡大

する、測定係数です。 2.0 が数値として入力されると、PC-DMIS は、矢

印のグラフィックス イメージを二倍に拡大します。  

増大 ボックスは、閲覧目的のみの使用であり、テキスト プリントアウト

には影響を及ぼしません。  

 

付記: 挿入 | 寸法測定 サブメニューにある レガシー測定寸法使用 メニュー オプションの横にチ

ェック マークがあるか否かにより、PC-DMIS は、測定寸法を レガシー測定寸法 または フィー

チャーコントロールフレーム測定寸法 のいずれかとして作成します。  

セットアップ オプション: ID セットアップ タブ  

 

 

セットアップ オプション ダイアログボックスーID セットアップ タブ  
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ID 変更時には、既に設定
された ID を見失わない
ことが重要です。 このオ
プションを用いて、複数
の変更が行われると、ID
の重複が起こる可能性が
あります。  

 

ID セットアップ タブを用いて、パーツ配置、ディメンション、フィ

ーチャー、コメント、ラベル、及び、変数の識別に用いられるフォー

マットを変更できます。  

このオプションにアクセスするには:  

1.         セットアップ オプション ダイアログ ボックス ( 編
集 | 仕様 | セットアップ にアクセスして下さい。  

2.         ID セットアップ タブを選択して下さい。  

ID セットアップ オプションのデフォルト設定は、 汎用 です。 各フィ

ーチャーの作成時に、PC-DMIS は、文字 F で始まり、数字（開始番

号 1 から一つずつ増加するよう設定）が続く ID をそれに割り当てま

す。 以下のオプションを選らんで、この設定の変更を行うことができ

ます。  

 

 

項目  内容  
用のラベル 一覧  用のラベル ドロップダウン一覧を用いて、パーツ配置、ディメンショ

ン、及び、フィーチャーに使用される、タイプ識別内容を選択するこ

とができます。 （「ラベル付けの方法」を参照して下さい。）  

パーツ配置 ID  

汎用 方法は、タイプ識別中のパーツ配置が利用でき

る唯一の方法です。  

コメント ID  

汎用 方法は、タイプ識別中のコメントが利用できる

唯一の方法です。  

ディメンション ID  

ディメンションは、 汎用 方法、または、 タイプ別 
方法のいずれを用いても、識別が可能です。 タイ

プ別 方法を使用する場合、タイプ識別内容はそれ

ぞれのディメンション タイプに類似のものとする

ことも、個々の必要に応じて、異なるものにする

ことのいずれも可能です。  
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フィーチャーID  

フィーチャーは、 汎用 方法、または、 タイプ別 方
法のいずれを用いても、識別が可能です。  

タイプ別 方法が選択されると、また、をフィーチャ

ーID の表示用の色を変更することが可能です。  

全 ID 表示 チェック ボックスが選択され、 適用する 
がクリックされた場合、PC-DMIS は、グラフィッ

クス表示ウィンドウ内に、その時点でのカーソル

所在位置からパーツプログラムの終りまでのすべ

てのフィーチャーの、全フィーチャーID ラベルを

表示します。 新規に作成されたフィーチャーの ID
もまた、表示されます。 このチェックボックスが

選択解除され、 適用する がクリックされたの場

合、その時点でのカーソル所在位置からパーツプ

ログラムの終りまでのすべてのフィーチャーの、

全フィーチャーID ラベルが隠されます。 新規に作

成されたフィーチャーは、編集ウィンドウにおい

て、依然作成されますが、ID ラベルはグラフィッ

クス表示ウィンドウ内に表示されません。  

色 オプションが選択された（マークされた）場合、 
適用する ボタンが押された後に作成されたフィー

チャーすべてが、「色」オプションの影響を受け

ます。 （色変更前に）作成されたフィーチャーの

色付けは、変更されません。）  

ラベル ID  

汎用 方法は、タイプ識別中のラベルが利用できる唯

一の方法です。  

変数 ID  

汎用 方法は、タイプ識別中の変数が利用できる唯一

の方法です。  

呼び出しサブルーティン ID  

汎用 方法は、タイプ識別中の呼び出されたサブルー
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チンが利用できる唯一の方法です。  
ラベル付けの方法 一覧  このドロップダウン ウィンドウを用いて、 タイプ別 及び 汎用 識別方

法のうち、いずれかを選択できます。  

タイプ別  

タイプ別 方法を用いて、各エレメントのタイプ識別

内容（円形、円錐、円筒、線、平面、点、及び、

球）を設定できます。  

汎用  

汎用 方法では、フィーチャー（ディメンション）タ

イプに関わらず、同一のタイプ識別システムが適

用されます。  

PC-DMIS には、タイプ識別に用いられる文字数制限

は内在しません。 しかしながら、グラフィックス

表示エリア、及び、編集ウィンドウでは、ID の長

さに制限があります。 編集ウィンドウ上では、ID
全文は表示されませんが、PC-DMIS は、その内部

に ID 全文の記憶を保存します。  
開始の文字 ボックス  開始の文字 ボックスは、タイプ識別プロセスで使用される、 初の文

字を決定します。 PC-DMIS は常時、大文字で ID を表示します。 15 字

までタイプ入力できます。  

付記: ID が表示される、各種ダイアログ ボックスにおいて、ID のテキ

スト部分を変更すると、当該 ID のデフォルト設定のテキストもまた、

設定される可能性があります。  
開始の数字 ボックス  開始の数字 ボックスは、タイプ識別プロセスで使用される、 初の数

字を決定します。 1 から 9999 の間のどの数字でも、入力できます。  

付記: ID が表示される、各種ダイアログ ボックスにおいて、ID の数字

部分を変更すると、カウンターがご希望の数字にリセットされる可能

性があります。  
ラベルの長さ チェック ボ
ックス  

ラベルの長さ チェック ボックスは、タイプ識別内容の長さを決めま

す。 数字を 15 個まで入力できます。 このオプションをアクティブに

するには、チェック ボックスが選択されていなければなりません。 こ
の長さが設定されると、PC-DMIS は、ゼロを付け加えて、ID を必要な

長さにします。  

例:  
ID Length = 10, ID Letters = CIRCLE.  
 PC-DMIS は、CIRCLE0001、等の ID を作成します。 長さが

設定された場合のみ、これは実行されます。  
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フィーチャー配列用に角カ

ッコ表示 チェック ボック

ス  

フィーチャー配列用に角カッコ表示 チェック ボックスは、一度以上実

行されたコマンドの ID 内に、配列角カッコが表示されるか否かを決定

します。  

このチェックボックスが選択されると、インスペクション レポート

は、コマンド実行のどの部分が角カッコの対象であるか、を表示しま

す。  

例:  
F1[3]=POINT MEASURED FROM 1 HIT  
 
フィーチャーF1 がここで三度目（角カッコ内の数字 3 によって

明示）の測定を受けたことを示しています。  

配列誘導オブジェクトを用いて、角カッコを用いた表示の形式

をコントロールすることができます。 「 入力式及び変数の使

用 」の 項 にある「 配列誘導オブジェクト 」を参照して下さ

い。  
適用する ボタン  適用する ボタンは、「ラベル付けの方法」に記述された変更を、すべ

てのフィーチャー タイプ識別内容に適用します。 これらの変更は、フ

ィーチャーID にのみ適用されます。  

適用する ボタンが押していない場合、PC-DMIS は、記録済みの前回使

用の方法を用いて、フィーチャーのタイプ識別内容を設定し続けま

す。  

付記: ID が重複して割り当てられると、PC-DMIS は、すべてのフィー

チャー、ディメンション、等に独自の ID が割り当られなければならな

い旨を告げます。  
デフォルト ボタン  デフォルト ボタンを用いて、デフォルト設定を、すべての ID セットア

ップ パラメータに更新することができます。新規のパーツプログラム

が作成されると、 デフォルト ボタンがクリックされた場合に のみ デ
フォルト設定は、パラメータになされた変更すべてを反映します。  

デフォルト ボタンに関する、より詳しい説明については、「 ユーザー 
インターフェースの利用 」の 項 にある「 デフォルト 」の項目を参照

して下さい。  

付記: 変更が行われた後には、（ OK または デフォルト ボタンが押さ

れる前に）常に 適用する ボタンを押して下さい。  

 

セットアップ オプション: NC-100 セットアップ タブ  
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セットアップ オプション ダイアログ ボックス: NC-100 タブ    

NC-100 タブ( 編集 | 仕様 | セットアップ ) を用いて、NC-100 ビデオ プローブを使用できます。 
NC-100 ビデオ プローブ使用 チェック ボックスが選択されると、 TCPIP アドレス 、 ポート番

号 、及び、 コンピューターの名称 ボックスが利用可能になります。 NC-100 コンピューター シ
ステムとの間の通信設定をセットアップするために、これらのボックスを使用して下さい。 こ
れらの値は、レジストリ設定内に記憶され、PC-DMIS が始動する都度、呼び出されます。 「 レ
ジストリのエントリーを変更する 」の 項 を参照して下さい。  

自動フィーチャーを作成するための、NC-100 ビデオ プローブ使用に関する、より詳しい説明に

ついては、PC-DMIS ビジョン文書の適切な項を参照して下さい。  

付記: お客様のポートロックが CMT 機能を受け入れるようプログラムされている時にのみ、 
NC-100 タブが PC-DMIS に現れます。  

項目  内容  
NC-100 ビデオ プローブ使用 
チェック ボックス  

NC-100 ビデオ プローブ使用 チェック ボックスは、PC-DMIS が

NC-100 ビデオ プローブを使用するか否かを決定します。 このチェ

ック ボックスが選択されると、PC-DMIS は、NC-100 がアクティブ

である、と推測します。  
TCPIP アドレス ボックス  NC-100 コンピューター システムのアドレス情報を入力するには、 

TCPIP アドレス ボックスを使用して下さい。 この値は、PC-DMIS
コンピューター システムと、NC-100 コンピューター システムの間

の通信で必要となります。  
ポート番号 ボックス  NC-100 コンピューター システムのポート番号を入力するには、 ポ
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ート番号 ボックスを使用して下さい。 この値は、PC-DMIS コンピ

ューター システムと、NC-100 コンピューター システムの間の通信

で必要となります。  
コンピューターの名称 ボッ

クス  
NC-100 コンピューター システムの名称をタイプ入力するには、 コ
ンピューターの名称 ボックスを使用して下さい。 この値は、PC-
DMIS コンピューター システムと、NC-100 コンピューター システ

ムの間の通信で必要となります。  

 

 

セットアップ オプション: サウンド イベント タブ  

 

 

セットアップ オプション ダイアログ ボックスーサウンド イベント タブ  

サウンド イベント タブ ( 編集 | 仕様 | セットアップ ) には、ご希望のサウンド ファイルに結び

付けることのできる、アプリケーション イベントの一覧があります。 イベントが起こった場合、

PC-DMIS は関連のサウンドを自動的に再生します。  

項目  内容  
アプリケーション イベ

ント 一覧  
この一覧は、サウンド ファイルを結び

付けることのできる、アプリケーショ
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ン イベントを表示します。  
サウンド ボックス  このボックスは、選択されたアプリケ

ーション イベントの、サウンド ファイ

ルへの経路を列挙しています。  

 
このボタンは、指定されたサウンド フ
ァイルのテストを行います。  

ブラウザ... ボタン  このボタンを用いて、選択されたアプ

リケーション イベント用のサウンド フ
ァイルをブラウザし、選択することが

できます。  

サウンド ファイルを関連付ける  

カスタム サウンド ファイルをイベントに関連付けるには:  

1. アプリケーション イベント 一覧からイベントを選択して下さい。  
2. ブラウザ... ボタンをクリックして下さい。  
3. ご希望のサウンド ファイルがあるディレクトリに進んで下さい。 PC-DMIS は、.wav フ

ァイルの再生のみに、対応しています。  
4. .wav ファイルを選択し、 開く をクリックして下さい。 サウンド 一覧ボックスが、選択

されたサウンド ファイルへの経路を表示します。  
5. 再生する ボタンを押して、ファイルのテストを行ってください。  

 

6. ご希望の変更を保存するために OK をクリックして下さい。  

サウンド ファイルを除去する  

関連付けられたサウンド ファイルをイベントから取り除くことができます。 これをするには:  

1. アプリケーション イベント 一覧からイベントを選択して下さい。  
2. サウンド 一覧ボックスをクリックして下さい。  
3. (該当なし) を選択して下さい。 PC-DMIS は、イベントの左側にある スピーカー アイコ

ン を除去します。これは、当該イベントがもうサウンド ファイルに連結していな

いことを意味します。  
4. ご希望の変更を保存するために OK をクリックして下さい。  

 

レポート、及び、動作パラメータの変更  
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編集 | 仕様 | パラメータ  メニュー オプションを用いて、すべてのレポートで用いられる内容、

書式、及び、計算方法を変更することができます。 それに加えて、このオプションを用いて、

DCC CMM の測定機動作パラメータを変更することもできます。 このメニュー オプションによ

って、 パラメータ設定 ダイアログ ボックスが開きます。  

パラメータ設定 ダイアログ ボックスへのアクセスに加えて、 挿入 | パラメータ変更 サブメニュ

ーからコマンドを選択することにより、このダイアログ ボックスからパーツプログラムに直接

コマンドを挿入することが可能です。  

以下のタブは、 パラメータ設定 ダイアログ ボックスにおいて利用可能です。  

• パラメータ設定: 測定寸法タブ  
• パラメータ設定: 空き平面タブ  
• パラメータ設定: プロービング タブ  
• パラメータ設定: 動作タブ  
• パラメータ設定: 回転テーブル タブ  
• パラメータ設定: 加速タブ  
• パラメータ設定: 選択プローブ タブ  
• パラメータ設定: プローブ 引き金 オプション タブ  
• パラメータ設定: NC-100 パラメータ タブ  
• パラメータ設定: I/O チャンネル タブ  

パラメータ設定: 測定寸法タブ  

 

 

測定寸法 タブを用いて、測定寸法の出力内容の形式を変更することができます。 そこには、ま

た、印刷レポートの変更方法もあります。  

測定寸法 タブにアクセスするには:  
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1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | パラメータ )にアクセ

スして下さい。  
2. 測定寸法 タブをクリックして下さい . 。  

測定寸法出力フォーマット  

 

このコマンドは、PC-DMIS の測定寸法出力フォーマットをコントロールします。 フォーマット

変更のためには、ご希望の フォーマット チェック ボックス（複数可）を選択して下さい。  

入手可能なフォーマット:  内容  
名目値  全測定寸法の名目値を表示しま

す。  
誤差  全測定寸法の誤差値を表示しま

す。  
測定値  全測定寸法の測定値を表示しま

す。  
大 小  全測定寸法の 大値、及び、

小値を表示します。  
ずれ  全測定寸法の偏差値を表示しま

す。  
誤差範囲外  全測定寸法の誤差範囲外の値を

表示します。  
ずれ角度  正常位置付け測定寸法のずれ角

度を表示します。  

 

ボックス上誤差選択から正
常位置に切り換え（及び、
逆方向の切り換え）の場
合、正確さを期するために
フォーマットをチェックす
ることが重要です。  

PC-DMIS では、ボックス上誤差選択と正常位置誤差の両方の印刷

に、同一のフォーマットが用いられますが、正常位置測定寸法では

追加の欄があるため、欄が少し違っています。  

例: 大 小 チェック ボックスが選択された状態で、二線間の距

離の誤差を算出する場合、PC-DMIS は、 も離れた 2 点間、また

は、 も近い 2 点間の距離を算出します。 その後、2 つのうちでよ

り悪い（誤差のより大きい）ほうを選択します。 大 小 チェッ

ク ボックスが選択されていない場合、PC-DMIS は、 大 小値を

表示することなく、距離を算出します。  
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PC-DMIS は、当該チェック ボックスの右側に数字を表示し、出力セレクションの順序を示しま

す。 これを用いて、個々のニーズを満たすよう、フォーマットの順序を変更することができま

す。 チェック ボックスを二度目に選択することで、容易にそれをクリアすることが可能です。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

FORMAT/TEXT,OPTIONS,HEADINGS,SYMBOLS, SD; "DIMENSION OUTPUT"  

測定寸法出力 = 出力フォーマットは、セレクションの順序に基づいたものとな

ります。 デフォルトによる出力では、指示された順序で全セレクションが表

示されます。  

測定寸法テキスト  

 

測定寸法テキスト チェック ボックスは、このコマンドのあとに現れる測定寸法用に、測定寸法

テキストが編集ウィンドウ内に表示されるか否かをコントロールします。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

FORMAT/TEXT, , , , ;NOM,TOL,MEAS,MAXMIN,DEV,OUTTOL,DEVANG  

このコマンドに関連のオプションに関する記述については、「 測定寸法出力フォーマット 」を

参照して下さい。  

測定寸法オプション  

 

測定寸法オプション チェック ボックスは、このコマンドのあとに現れる測定寸法用に、測定寸

法オプションが編集ウィンドウ内に表示されるか否かをコントロールします。  

これらのオプションは、以下のとおり:  

• 単位 (「 単位 」を「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 にて参照して下さい)   
• グラフィックス分析 (「 分析設定 」を「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 にて

参照して下さい）  
• テキスト分析 (「 分析設定 」を「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 にて参照し

て下さい）  
• 矢印マルチプライヤ (「 分析設定 」を「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 にて

参照して下さい。  
• 出力オプション (「 分析設定 」を「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 にて参照

して下さい）  

このチェック ボックス用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

FORMAT/OPTIONS, , , , ;NOM,TOL,MEAS,MAXMIN,DEV,OUTTOL  
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測定寸法の見出し  

 

測定寸法の見出し チェック ボックスは、インスペクション レポートでの、コラムの見出しをコ

ントロールします。 このチェック ボックスがチェックされていない場合、PC-DMIS はコラムの

見出しを印刷しません。  

ずれの記号  

 

ずれの記号 チェック ボックスは、設定範囲内のずれを表示します。 値が大きいために誤差範囲

から逸脱している場合には、PC-DMIS が、その行の右側に「より大きい」記号 (>) を示して、

そのずれを表示します。 値が小さいために誤差範囲から逸脱している場合には、PC-DMIS が、

その行の右側に「より小さい」記号 (<) を示して、そのずれを表示します。  

例：  
名目値 = 0.00  
測定値 = 0.02  
正誤差 = 0.10  
負誤差 = 0.20  
総誤差範囲 = (.10 - (-.20)) = .30  
パーセンテージ = 100*(.02 - (-.20))/.3  = 73.3 %  
- - - - - - # - -   パーセンテージを見、それに基づいて移動する。  

D1 の測定寸法= 円 F5 の位置 グラフィックス=OFF テキスト=OFF MULT=1.00  

軸線  名目値  誤差大  誤差小  測定値  ずれ  誤差範囲

外  
 

ｘ  5.0000  0.0100  0.0100  5.0000  0.0000 0.0000  ----#----  
ｙ  2.0000  0.0100  0.0100  2.0000  0.0000 0.0000  ----#----  
ｚ  -0.2500  0.0100  0.0100  -0.2500 0.0000 0.0000  ----#----  
ｄ  2.0000  0.0100  0.0100  2.0000  0.0000 0.0000   
ｖ  i  j  k      

測定寸法 D1 のデータはここまで  

標準偏差  

 

標準偏差 チェック ボックスは、フィーチャーの標準偏差を表示します。  
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パラメータ設定: 空き平面タブ  

   

   

パラメータ設定ダイアログ ボックスー空き平面タブ  

空き平面 タブを用いて、空き平面を定義し、付け加える方法を見つけることができます。 本質

的に、空き平面は、プローブが一つのフィーチャーから別のフィーチャーへ移動する時に、常に

通行できる、パーツの周囲の包囲域を作成します。 PC-DMIS は、定義されている座標システム

に関連して、プローブをあらかじめ決められた距離の分、当該パーツから離して位置付けます。 
フィーチャーの 終ヒットが測定された後、当該プローブは、次のフィーチャーへ呼ばれるまで、

プローブ溝に停止しています。 中間動作の定義の必要性が 小限になるので、これは、プログ

ラム時間の短縮に役立ちます。 それに加えて、適切に定義された空き平面を使用すると、お手

持ちのプローブがパーツと不意に衝突するのを避けることができます。  

 

空き平面からの、想像上の包囲域を持つサンプル パーツ  
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空き平面を使用するには:  

1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス  ( 編集 | 仕様 | パラメータ にアクセスし、それか

ら、 空き平面 タブを選択して下さい。  
2. アクティブ平面 、及び、 横断平面 エリアを用いて、空き平面を選択し、それぞれの 値 

ボックスを用いて、空きの距離を特定して下さい。  
3. 空き平面の定義付けを終えるために OK をクリックして下さい。 PC-DMIS が、編集ウ

ィンドウ上の空き平面に関する情報を含む、 CLEARP コマンドを挿入します。 完成した

コマンドは、以下のようになります:  

CLEARP/ACTIVE_PLANE, n, PASS_THROUGH_PLANE, n,TOG1  

ACTIVE_PLANE 、及び、 PASS_THROUGH_PLANE は選択された軸線を意味します。 
「n」は、特定された差し引き距離を意味します。 TOG1 は、空き平面がアクティ

ブか否か、そして、新規に作成された測定フィーチャー、及び、自動フィーチャー

に自動的に使用されるか否か、を決定する、オン/オフのトグル フィールドです。  

4. その後、 MOVE/CLEARPLANE コマンドを お手持ちのパーツプログラムに挿入することができ

ます。 PC-DMIS が MOVE/CLEARPLANE コマンドに出会うと、プローブが、編集ウィンド

ウ内の CLEARP コマンドの上の情報を用い、次のコマンド実行に先立って、適切な横断

平面を通り、選択されたアクティブ平面から遠くへ移動します。  

アクティブ平面エリア  

 

アクティブ平面 エリアは、測定時にフィーチャーが存在する平面（または、軸線）を定義しま

す。 数値 ボックスは、その時点での測定装置が特定の平面からどれだけ離れているか、を示す

差し引きの距離として、空き平面を定義します。 空き平面を定義するには、 軸線 一覧から平面

を選択し、その後、新規の値を 数値 ボックスに入力して下さい。  

横断平面エリア  

 

平面を横断 は、 TIP コマンドに従って、次のアクティブ空き平面に到達するために、プローブ

が移動し横断する空き平面を定義します。 横断平面を適切に定義するには、新規の CLEARP 定義

コマンドが、 TIP コマンドのすぐ後に置かれる必要があります。 PC-DMIS が次の 
MOVE/CLEARPLANE コマンドを受けると、それは、横断平面に移動し、次のアクティブ空き平面に

達するまで、差し引き距離を保持します。  

空き平面アクティブ（オン）チェック ボックス  
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空き平面アクティブ（オン) チェックボックスをチェックすると、そのポイント以降に、測定さ

れたフィーチャーや自動フィーチャーが編集ウィンドウに挿入される前に、PC-DMIS は、 
MOVE/CLEARPLANE コマンドを自動的に挿入します。  

空き平面に関する付記  

距離値以内に入った時に表示される、空き平面の正負の記号に注意してください。 当該記号は、

平面を定義する直角軸の正、または、負の軸端に対応していなければなりません。 例えば、上

部空き平面を定義するためには、正の数値を入力し、底部空き平面を定義するためには、負の数

値を入力して下さい。  

空き平面から他の空き平面への移動は、プローブの位置に影響します。 一連の空き平面が、パ

ーツから十分離れていることを確認して下さい。  

空き平面は、その時点での座標システム、及び、パーツの原点との関連で定義されます。 です

から、空き平面の定義時には、パーツの周りに十分な空きがあることに注意しなければなりませ

ん。  

 
 
空き平面の例  

上記の画図を参照し、お手持ちのパーツの長さが 10 インチであり、このパーツが、底部左側の

角に X の原点を持つ、測定機 軸線 の近くに位置している、とします。 XPLUS 空き平面を 11 イ

ンチに設定することにより、当該パーツの右側に 1 インチの空きを設定することが可能です。  

空き平面は、常に、その時点での座標システムとの関連で定義して下さい。。 新規の座標シス

テムを作成した時でも、空き平面は依然として 初のパーツ配置に関連しています。 当該空き

平面を新規の座標システムに関連付けたい場合には、空き平面を再定義する必要があります。  

サンプル ヒットを行っている時には、空き平面は使用されません。 ですから、ピンを測定時

に、プローブがピンの周囲を移動できる距離に、スペイサーの値を設定することが重要です。  

自動フィーチャーの HIT/BASIC コマンドの間に、 MOVE/CLEARPLANE コマンドを挿入することがで

きます。 これを行うには、 挿入 | 移動 | 空き平面移動 メニュー項目を使用する必要がありま

す。 このコマンドのコピーと貼り付けは、機能しません。 また、編集ウィンドウは、コマンド

モードになければなりません。  

コードの例  

この例を参考にして下さい:  
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 TIP/T1A0B0, SHANKIJK=0, 0, 1, ANGLE=0  

CLEARP/ZPLUS,2,ZPLUS,0,ON (新規の空き平面定義)  

PLN1 =FEAT/PLANE,CARTESIAN,TRIANGLE  

 THEO/<0.3597,0.3544,-0.8268>,<0,0,1>  

 ACTL/<0.3597,0.3544,-0.8268>,<0,0,1>  

 MEAS/PLANE,3  

MOVE/CLEARPLANE (プローブがあらかじめ定義された空き平面に移動します)  

HIT/BASIC,NORMAL,<0.2346,0.6411,-0.8268>,<0,0,1>,<0.2346,0.6411,-0.8268>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<0.2034,0.2502,-0.8268>,<0,0,1>,<0.2034,0.2502,-0.8268>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<0.6412,0.172,-0.8268>,<0,0,1>,<0.6412,0.172,-0.8268>,USE THEO = YES  

 ENDMEAS/  

CON2 =FEAT/CONE,CARTESIAN,IN,LENG  

 THEO/<8.9134,0.4921,-0.9193>,<0,0,-1>,0.3964,0.5906,0.5906  

 ACTL/<8.9134,0.4921,-0.9193>,<0,0,-1>,0.3964,0.5906,0.5906  

 MEAS/CONE,8  

MOVE/CLEARPLANE (プローブがあらかじめ定義された空き平面に移動します)  

HIT/BASIC,NORMAL,<9.2087,0.4921,-0.9193>,<-1,0,0>,<9.2087,0.4921,-0.9193>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<8.9134,0.7874,-0.9193>,<0,-1,0>,<8.9134,0.7874,-0.9193>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<8.6181,0.4921,-0.9193>,<1,0,0>,<8.6181,0.4921,-0.9193>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<8.9134,0.1969,-0.9193>,<0,1,0>,<8.9134,0.1969,-0.9193>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<9.2087,0.4921,-1.3158>,<-1,0,0>,<9.2087,0.4921,-1.3158>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<8.9134,0.7874,-1.3158>,<0,-1,0>,<8.9134,0.7874,-1.3158>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<8.6181,0.4921,-1.3158>,<1,0,0>,<8.6181,0.4921,-1.3158>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<8.9134,0.1969,-1.3158>,<0,1,0>,<8.9134,0.1969,-1.3158>,USE THEO = YES  

 ENDMEAS/  

CIR1 =FEAT/CIRCLE,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR  

 THEO/<6.0827,3.1693,-0.012>,<0,0,1>,0.5906  

 ACTL/<6.0827,3.1693,-0.012>,<0,0,1>,0.5906  
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 MEAS/CIRCLE,4,WORKPLANE  

MOVE/CLEARPLANE (プローブがあらかじめ定義された空き平面に移動します)  

HIT/BASIC,NORMAL,<6.378,3.1693,-0.012>,<-1,0,0>,<6.378,3.1693,-0.012>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<6.0827,3.4646,-0.012>,<0,-1,0>,<6.0827,3.4646,-0.012>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<5.7874,3.1693,-0.012>,<1,0,0>,<5.7874,3.1693,-0.012>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<6.0827,2.874,-0.012>,<0,1,0>,<6.0827,2.874,-0.012>,USE THEO = YES  

 ENDMEAS/  

            CLEARP/YMINUS,-3,ZPLUS,2,ON (今回は、横断平面と共に、新規の空き平面が定義されます。)  

 TIP/T1A90B-180, SHANKIJK=0, -1, 0, ANGLE=180  

CIR2 =FEAT/CIRCLE,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR  

 THEO/<4.8819,0,-0.5906>,<0,1,0>,1.2362  

 ACTL/<4.9445,15.8342,-0.5906>,<0,0,1>,31.4282  

 MEAS/CIRCLE,4,WORKPLANE  

            MOVE/CLEARPLANE (プローブが、ZPLUS にある横断平面を通って、YMINUS の空き平面へ移動しま

す)  

HIT/BASIC,NORMAL,<4.8819,0.0623,-0.8406>,<-0.9999185,-0.012768,0>,<4.8224,0.0025,-
0.8406>,USE THEO = YES  

MOVE/CIRCULAR  

HIT/BASIC,NORMAL,<5.1319,0.0623,-0.5906>,<-0.9999279,-0.012008,0>,<5.0733,0.0026,-
0.5906>,USE THEO = YES  

MOVE/CIRCULAR  

HIT/BASIC,NORMAL,<4.8819,0.0623,-0.3406>,<-0.9999185,-0.012768,0>,<4.8224,0.0025,-
0.3406>,USE THEO = YES  

HIT/BASIC,NORMAL,<4.6319,0.0623,-0.5906>,<0.9999071,0.0136308,0>,<4.69,0.0041,-
0.5906>,USE THEO = YES  

 ENDMEAS/  

 MOVE/CLEARPLANE  

以下のアイコンをクリックし、上記の例が実行されるのを見て下さい:  
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このウィンドウの底部にあるツール バーを用いて、デモをコントロールできます。 このデモを

見終わると、再度、青いアイコンをクリックして、この拡大ウィンドウを閉じて下さい。  

パラメータ設定: プロービング タブ  

   

パラメータ設定ダイアログ ボックスープロービング タブ  

プローブ タブは、その時点で使用中のプローブ ファイル、アクティブ先端チップ、及び、プロ

ーブ スロット（使用の場合）を表示します。 また、それを用いて、 プローブ補整アクティブ

（オン）  チェック ボックスをチェックし、ドロップダウン一覧から 極ベクトル補整 を選択す

ることができます。  

プロービング タブにアクセスするには:  

1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | パラメータ )にアクセ

スして下さい。  
2. 利用可能なタブの中から プロービング タブをクリックして下さい。  

アクティブ プローブ  

 

プローブ タブ内のこの行は、その時点で使用中のプローブ ファイルを表示しています。 別のプ

ローブ ファイルの選択、または、新規のプローブ ファイル作成に関する、より詳しい情報につ

いては、「 ハードウェアの定義 」の 項 の「プローブのファイル名」を参照して下さい。  

アクティブ先端チップ  
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プローブ タブ内のこの行は、その時点でのアクティブ先端チップを表示しています。 表示され

た値、及び先端チップの選択、作成、削除に関する、より詳しい情報については、「 ハードウ

ェアの定義 」の 項 の「アクティブ先端チップ一覧」を参照して下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
TIP/active_tip_name  

プローブ補整  

 

 
このオプションは、DCC モ
ードでのみ利用可能です。  

プローブ補整アクティブ(オン)  チェック ボックスを用いて、プロ

ーブの半径を補整することができます。 このオプションが選択さ

れている場合、PC-DMIS は、測定したフィーチャーそれぞれのプ

ローブの半径を補整します。  

編集ウィンドウのコマンドラインは:  
PROBECOM/ON  

極ベクトル補整  

 

 

極ベクトル補整 ドロップダウン一覧を用いると、ベクトル、及び、曲面ポイントの測定が常時、

極ベクトルに沿って補整されます。利用可能なオプションは:  

1. オフ - ベクトル、及び、曲面ポイントが、普通どおり機能します。  
2. XYPL - 各ベクトル、及び、曲面ポイントに対するベクトル補整が、当該ポイン

トからその時点での原点に渡るベクトルに沿った、XY 平面上の２D で行われま

す。  
3. YZPL - 各ベクトル、及び、曲面ポイントに対するベクトル補整が、当該ポイン

トからその時点での原点に渡るベクトルに沿った、YZ 平面上の 2D で行われま

す。  
4. ZXPL - 各ベクトル、及び、曲面ポイントに対するベクトル補整が、当該ポイン

トからその時点での原点に渡るベクトルに沿った、ZX 平面上の 2D で行われま

す。  
5. 3D - 極ベクトル補整が、当該ポイントからその時点での原点に渡る、3D ベクト

ルに沿って行われます。  

これらのオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
POLARVECTORCOMP/ OFF  
POLARVECTORCOMP/ XYPL  
POLARVECTORCOMP/ YZPL  
POLARVECTORCOMP/ ZXPL  
POLARVECTORCOMP/ 3D  
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何番スロット内のプローブ  

このオプションは、その時点で使用されているプローブ、または、スタイラスが属する、プロー

ブ交換機上のスロットの番号を示します。 このオプションは、プローブ交換機がセットアップ

された場合にのみ、入手可能です。  

プローブ交換機を使用していない場合、または、その時点で使用中のプローブがプローブ交換機

に属さない場合、PC-DMIS は、お客様のその時点で使用中のプローブ、または、スタイラスが

プローブ交換機に属さない旨、あるいは、プローブ交換機が使用されていない旨を知らせるテキ

ストを表示します。  

プローブ、または、プローブピンをプローブ交換機に追加することに関する、より詳しい説明に

ついては、「 プローブ交換機オプションのセットアップ 」の項目下の「 スロット 」を参照して

下さい。  

パラメータ設定: 回転テーブル（回転テーブル）タブ  

 

パラメータ設定ダイアログ ボックスー回転テーブル タブ  

回転テーブル タブを用いて、その時点でアクティブな回転テーブルをあらかじめ定義された角

度、及び、方向で回転できます。また、このタブを用いて、定義されたベクトルと特定されたフ

ィーチャーに基づいて、自動的に回転を設定することが可能です。  

回転テーブル セットアップ ダイアログ ボックスから、 単一回転テーブル、二重回転テーブ

ル、 または、 積み重ね回転テーブル が選択された時、 回転テーブル タブは利用可能になりま

す。「 回転テーブルの定義 」を参照して下さい。  
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1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | パラメータ )にアクセスして

下さい。  
2. 回転テーブル タブを選択して下さい。  
3. 特定の角度で回転するか、または、フィーチャーに向かって回転するか、のいず

れかを選択して下さい。  

• 特定の角度で回転する場合、 回転テーブル W 、または、 回転テーブル

V エリアを記入し、回転 角度 と 回転方向 を定義して下さい。  
• 特定のフィーチャーに向かって回転する場合、 ベクトルからの自動設定 

エリアを記入して下さい。  

4. 即座にテーブルを回転したい場合、 テーブルを回転 チェックボックスをチェッ

クして下さい。  
5. 適用する ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、編集ウィンドウ内に 

MOVE/ROTAB コマンドを挿入します。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
MOVE/ ROTAB, angle, DIRECTION  

スタック コンフィギュレーションをお持ちの場合、このオプション用の編集ウ

ィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
MOVE/ ROTAB, angle, DIRECTION, agle2, DIRECTION2  

これに加えて、お手持ちのポート ロックが回転テーブル用にプログラムされている場合にのみ、 
回転テーブル セットアップ メニュー オプションは利用可能です。  

回転テーブル W / 回転テーブル V  

 

回転テーブル W エリア、及び、回転テーブル V エリア  

回転テーブル W エリア、及び、 回転テーブル V エリアを用いて、二個までの回転テーブル、テ

ーブル W、及び、テーブル V をコントロールできます。 PC-DMIS が、その時点でのアクティブ

な回転テーブルに関連のエリアをアクティブにします。 積み重ね回転テーブルのコンフィギュ

レーションがある場合には、PC-DMIS が両方のエリアをアクティブにし、それにより、一度に

両テーブル用に角度をタイプ入力し、回転方向を定義することができます。 「 回転テーブルの

定義 」を参照して下さい。  
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これらのエリアは、同一のオプションを持ちます:  

項目  内容  
角度 
ボック

ス  

これは、テーブルの回転角度を定義しま

す。  

回転方

向 一
覧  

回転方向 ドロップダウン一覧内で、当該

テーブルの回転方向を選択できます。 利
用可能なオプションは:  

時計回り: 回転テーブルの角度ボックスに

入力された角度に達するまで、テーブルを

時計回りの方向に回転させます。  

反時計回り: 回転テーブルの角度ボックス

に入力された角度に達するまで、テーブル

を反時計回りの方向に回転させます。  

短: 回転テーブルの角度ボックスに入力

された角度に達するまで、 短の経路（時

計回り、または、反時計回り、のいずれ

か）で回転します。  

ベクトルからの自動設定  

 

ベクトルからの自動設定エリア  

旋回テーブル セットアップ ダイアログ ボックスにある 積み重ね旋回テーブル オプションが選

択されるまで、このエリアは入手不可能のままです。 「 回転テーブルの定義 」を参照して下さ

い。  

ベクトルからの自動設定 エリアの用いて、 フィーチャーID 一覧からフィーチャーを選択するこ

とができます。 アクティブな旋回テーブルは、プローブがフィーチャーに対して直角をなすよ

うに、 適の角度に自動的に旋回します。  

項目  内容  
フィー

チャー

これは、当該パーツプログラムの全フィー

チャーを含んでおり、そこから、テーブル
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ID 一
覧  

の旋回先であるフィーチャーを選択するこ

とが可能です。  

目標ベ

クトル 
IJK ボ
ックス  

これらのボックスは、選択されたフィーチ

ャーに対する、曲面上の直角 IJK を表示し

ます。 この代わりに、ご希望の IJK 値を

タイプすることも可能です。 旋回テーブ

ルは、これらのボックスが持つ IJK に、で

きるだけ直角をなすように、自動的に旋回

します。  

 

テーブルを回転  

 

テーブルを回転 チェック ボックスを用いて、 適用する または OK ボタンが押されると、特定

の 角度 へ、その時点でのテーブルが回転するように設定できます。  

パラメータ設定: 動作タブ  

 

   

パラメータ設定ダイアログ ボックスー動作タブ  

動作 タブを用いて、ヒットを行うためにプローブが移動できる距離を変更できます。 また、

PC-DMIS がヒットを行い、ポイントからポイントへ動く速度を設定することもできます。  

付記: 速度ボックス( 移動速度 、 接触速度 、及び スキャン速度 ) が、 ミリメートル/秒 または、

全許容速度のパーセンテージ のいずれで数値を表示するか、決定することが可能です。これ
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は、 セットアップ オプション ダイアログ ボックス内 パーツ/測定機  タブ上の 絶対速度表示 チ
ェックボックスを選択することにより可能です。  

動作 タブ内の情報を編集するには:  

 

1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | パラメータ )にアクセ

スして下さい。  
2. 動作 タブをクリックして下さい。 様々なボックスが現れます。  
3. 変更したい数値をハイライトで表示して下さい。  
4. 新しい数値をタイプ入力して下さい。  
5. 適用する 、または、 OK をクリックして下さい。  

動作値を初期工場設定にリセットするには、 呼び出し ボタンを押して下さい。 呼び出し ボタン

は、表示の動作値を PC-DMIS の設定エディタ内に記憶されている値に戻します。 デフォルト 
ボタンが選択されると、表示される値は設定エディタ内に記憶されます。  

PC-DMIS 設定エディタに関する、より詳しい説明については、「 レジストリのエントリーを変

更する 」の 項 を参照して下さい。  

ヒット前の距離  

 

 

ヒット前の距離 ボックスを用いて、測定機のヒット前の距離の値を入力できます。 これは、

PC-DMIS が、パーツを探し始める曲面から遠ざかる時の距離です。 円弧や円内にヒットを行う

時、必要に応じて、PC-DMIS は自動的にこの値を変更します。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
PREHIT/ nnn.nnnn  

撤回距離   

 

 

撤回距離 ボックスを用いて、ヒットが行われた後に、プローブが撤回する距離を入力できます。

円弧や円内にヒットを行う時、必要に応じて、PC-DMIS は自動的にこの値を変更します。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
RETRACT/ nnn.nnnn  
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チェック距離  

 

 

チェック距離 ボックスを用いて、理論的ヒット位置からの距離をインチかミリメーターのいず

れかで入力できます。この距離を参考に、曲面が存在しないと決めるまで、測定機はパーツの曲

面を探知し続けます。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
CHECK/distance,percentage  

穴発見オペレーション中のパーセンテージ移動  

穴発見オペレーション用にチェックする距離を定義する時、チェック距離のパーセンテージによ

りサーチを行うよう、PC-DMIS に指示することができます。  

これをするには：  

• 編集ウィンドウにアクセスし、それをコマンド モードにして下さい。  
• 編集ウィンドウ上の チェック コマンドをクリックして下さい。  
• 二番目の数字へ移動するために、TAB キーを押して下さい。  
• 新規のパーセンテージ値をタイプして下さい。 デフォルト値は、1 で、

これは、チェック距離の 100%を意味しています。 このように、

1=10%, .2=20%, .3=30%等となります。  

例えば、コードは以下のようになります:  
CHECK/20、.3 、  数値 .3 は、20 単位の総チェック距離のうちの 30%を表します。  

穴発見に関する、より詳しい情報については、「 自動フィーチャーの作成 」の 項 の「穴発見チ

ェック ボックス」の項目を参照して下さい。  

チェック パーセント  

 

チェック パーセント 値は、穴発見オペレーション時に移動する、総距離のパーセントを決めま

す。 1 がタイプされた場合、その数値は 100%に相当することに注意してください。 このように、

100%は 1 として、25%は .25 として、及び、10%は .10 として入力して下さい。  

移動速度 %  
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移動速度 ボックスを用いて、CMM のポイントからポイントへの移動速度を変更することができ

ます。 入力された数値は、測定機の 大速度のパーセンテージで表示されます。 測定機の 大

速度の 1 から 100％の間であれば、いずれの値にでも設定することが可能です。 （移動速度の

オプション、及びプローブ キャリブレーションに関する、説明については、「 ハードウェアの

定義 」の 項 にある「 プローブの定義 」の「測定」項目を参照して下さい。）  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
MOVESPEED/ nnn.nnnn  

接触速度 %  

 

 

接触速度 ボックスを用いて、CMM がヒットを行う速度を変更することができます。 入力された

数値は、測定機の 大速度のパーセンテージで表示され、20 パーセントを越えることができま

せん。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
TOUCHSPEED/ nnn.nnnn  

ヒット前距離、または、撤回距離のいずれか、及び、移動速度、または、接触速度のいずれか

の、変更の効果を確認するには、DCC でのフィーチャー測定時に、これらのオプションが、ど

うお互いに影響するかを理解することが重要です。 イベントの順序について述べると、まず、

測定機がフィーチャーに向かい、移動速度で移動します。 ヒット前距離に達した時、ヒットを

行うために、接触速度で当該フィーチャーに近づきます。 ヒット後、撤回距離に達するまで、

接触速度で返却します。 撤回距離に達すると、測定機は、次の場所へ移動速度で向かいます。  

留め金値  

 

 

留め金値 は、ライツ社のコントローラー、及び、ライツ ブランドの TTP と併用された場合にの

み機能します。 この数値は、プローブがライツ CMM 上に固定される強度を、コントローラーに

指示します。  

プローブ先端チップの重量次第で、留め金値の増減が必要かもしれません。  

•   重い先端チップ用には、留め金値の増加が必要かもしれません。  
• 軽い先端チップ用には、留め金値の減少が必要かもしれません。  
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スキャン速度 %  

 

スキャン速度 ボックスを用いて、CMM がパーツをスキャンする速度を変更することができます。 
入力される数値は、測定機の 大速度のパーセンテージで表示されます。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
SCANSPEED/ nnn.nnnn  

あらかじめ定義された 実行モードでスキャン中（「 お手持ちのパーツのスキャン 」の 項 内の

「 実行コントロールエリア 」の項目に記述のある「あらかじめ定義された」を参照して下さ

い）、お客様により特定された増分でデータを戻す際に、 スキャン速度 は、重要な役割を果た

します。 とても高い スキャン速度 を特定すると、CMM はその速度でスキャンを実行するかも

しれませんが、CMM から送付されたデータは特定どおりの増分で間隔があけられていない可能

性があります。  

例: あらかじめ定義された モードにおいて、CMM が、20 ミリセコンドにつき 1 ヒットの割合で

データを集める、とします。 0.5 ミリメートルの増分（ヒット間の 低距離）と 75 ミリメート

ル/秒の スキャン速度 を特定する場合、CMM は、1.5 ミリメートルごとにポイントを返却します。 
これを避けるには、 スキャン速度 を 15、または、20 ミリメートル/秒に減少して、お客様の必

要をみたすよう、1 ヒット/20 ミリセコンドの割合にすることが可能です。  

PC-DMIS は、特定のスキャン速度では、与えられた増分を測定できない旨を告げるメッセージ

を表示し、このような場合の発生について警告します。 その後、 スキャン速度 を減少するか、

または、増分を増加するよう、求められます。  

それから、 スキャン速度 設定を選択し、適切なスキャン速度に変更することができます。  

パラメータ設定: 加速タブ  
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パラメータ設定ダイアログ ボックスー加速タブ  

加速 タブは、CMM 及びテーブル両方の動作の追加の編集能力を表示します。  

加速 タブにアクセスするには:  

 

1. メイン メニューから、 パラメータ設定 パラメータ設定 にアクセスして下さ

い  ( 編集 | 仕様 | パラメータ 。  
2. 加速 タブを選択して下さい。  

CMM の加速  

 

 

加速 タブの CMM の加速 エリアを用いて、CMM の X, Y, または Z 軸線に沿った、( 2 ミリメート

ル/秒での) 大加速度を変更できます。 入手可能なオプションは:  

X 軸線上 大加速  このボックス内の数字は、

CMM が X 軸線に沿って移動す

る場合の、 大加速度を意味し

ています。  
Y 軸線上 大加速  このボックス内の数字は、

CMM が Y 軸線に沿って移動す

る場合の、 大加速度を意味し

ています。  
Z 軸線上 大加速  このボックス内の数字は、

CMM が Z 軸線に沿って移動す

る場合の、 大加速度を意味し

ています。  
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パラメータ設定: 選択プローブ（選択プローブ）タブ  

   

パラメータ設定ダイアログ ボックスー選択プローブ タブ  

選択プローブ タブにより、アナログプローブをコントロールする、追加の能力が与えられます。

これらの能力には、以下のプロービング関連の値が含まれます:  

1. 高強度  
2. 低強度  
3. 上部強度  
4. 引き金の強度  
5. 返却データの数  
6. 返却速度  
7. 位置付けの正確さ  
8. プロービングの正確さ  
9. プロービング モード  
10. 精巧な手動プロービング  

また、以下のスキャン関連値と一般的目的用ボタンが含まれます:  

1. ポイントの密度  
2. オフセット強度  
3. 加速  
4. デフォルト ボタン  
5. 呼び出しボタン  
6. 消去ボタン  

これらの各項目については、以下により詳しい記述があります。  

選択プローブ タブにアクセスするには:  
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1. メイン メニューから、 パラメータ設定 パラメータ設定 にアクセスして

下さい  ( 編集 | 仕様 | パラメータ 。  
2. 選択プローブ タブを選択して下さい。  

注意: 選択プローブ タブの値は、それぞれの測定機に特有のものです。 精巧な手動プロービン

グ チェックボックス、及び、 ポイントの密度 ボックスを除く、 その他の数値は一般に変更され
るべきではありません 。 変更を行う前に、お手持ちの測定機の製造会社にお問い合わせ下さ

い。  

選択プローブ タブ上の 適用する または OK をクリックすると、編集ウィンドウ内に 
OPTIONPROBE コマンドが挿入されます。  

キャリブレーション中のアナログプローブと OPTIONPROBE コマンドの併用に関する、より詳

しい説明については、「 ハードウェアの定義 」の 項 にある「SP600 上部レベル行列（正規の

キャリブレーション）に関する付記:」の項目を参照して下さい。  

高強度  

 

高強度 ボックス を用いて、エラーが起こり、測定が停止される前の、プローブが持つことの

できる 高強度を入力することができます。  

「ニュートン」は強度の単位で
す。 １ニュートンは、1 キログ
ラムの質量の速度を１秒間につ
き１メートル加速するのに必要
な強度です 。  

アナログ測定サイクルにおいて、 初にプローブがパーツに

接触すると、 高強度値に達するまで、プローブはパーツ内

を移動し続けます。 高強度値に達した後、方向を反転し、

パーツから遠くへと移動します。 パーツ接触後の、パーツ内

での測定行動は、 接触強度 と呼ばれることがあります。 そ
の数値は、ニュートンで指定されます。 通常偏差モード

（DFL）の測定サイクルでは、プローブがパーツから遠くへ

と移動する間、コントローラーがデータを集積します。  

低強度  

 

低強度 ボックスを用いて、測定機が測定されるオブジェクトに接触する時の 低強度を入力

できます。  

通常偏差モード（DFL）の測定サイクルでは、コントローラーは、この強度で、データ集積を停

止します。その数値は、ニュートンで指定されます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual カスタマイズ設定  *  223 

高強度  

 

高強度 ボックス は測定強度の上限です。 この強度に達すると、測定機は、測定中のオブジェ

クトから遠ざかります。  

通常偏差モード（DFL）のプロービング サイクルでは、コントローラーは、この強度で、データ

集積を開始します。 その数値は、ニュートンで指定されます。  

引き金の強度  

 

引き金の強度 ボックスを用いると、測定読み取り時の強度を入力できます。  

通常偏差モード（DFL）のプロービング サイクルでは、この強度で、現ポイント(APT)が算出さ

れ、PC-DMIS に返却されます。その数値は、ニュートンで指定されます。 すべてのアナログプ

ローブ/コントローラーが、この入力を使用するわけではありません。  

   

返却時のデータの数  

 

返却時のデータの数 ボックスを用いて、測定機が測定中のにオブジェクトから遠ざかる時に行

われる、読み取りの数を入力することができます。  

この値は、 高 強度 及び 低強度 の値により定義され、プロービング ウィンドウ内に集めら

れる、 低データ数を定めます。  

返却速度  

 

返却速度 ボックスを用いて、プローブが測定しているオブジェクトから離れる速度を決定する

値を設定できます。その数値は、ミリメートル/秒で特定されます。  

位置付けの正確さ  
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位置付けの正確さ ボックスは、ライツ社のインターフェースに特有のパラメータです。 提示さ

れた値は、プローブが測定のためにパーツ内を移動中、いかに注意深く、アプローチ ベクトル

上に留まるべきかを、CMM に指示します。  

数値が小さくなると、測定機が指定の位置を得ることがより困難になります。 しかしながら、

数値がより小さい場合、測定がより正確になります。 この値は、常にミリメートルで表示され

ます。  

この数値は、通常、デフォルト設定値に設定されているべきです。  

プロービングの正確さ  

 

プロービングの正確さ ボックスを用いて、測定に必要な正確性を決定することができます。 こ
の値が満たされていない場合には、測定は行われず、エラーとなります。 その数値は、ミリメ

ートルで指定され、通常では、デフォルト設定値として保存されるべきです。  

プロービング モード  

 

これは、使用されているプロービング サイクルのタイプを特定します。 もよく使われるサイ

クルは、偏差モード（DFL)です。 ソフト プロービング（SFT)のような、他のサイクルはまた、

一部のアナログプローブ/コントローラーに対応している可能性があります。 ある場合には、プ

ローブ/コントローラーが複数のモードを持たないかもしれず、この値は無視されます。  

精巧な手動プロービング  

 

精巧な手動プロービング チェックボックスをチェックすると、手動ヒットが行われる時、 コン

トローラーは自動的に DCC モードへの切り換えを行い、通常の偏差測定サイクルに使用するパ

ーツから離れます。 これによって、手動プロービングの速度は落ちる可能性がありますが、正

確さが向上します。  

アナログ プロービング システムを持つ、 近の測定機は 精巧な手動プロービング に対応してい

る可能性がありますが、すべてのアナログプローブ/コントローラーが、このモードの手動プロ

ービングに対応しているわけではありません。 その場合には、PC-DMIS はこのチェック マーク

を無視します。 お手持ちのコントローラーがこのオプションに対応しているか否かについては、

お客様の CMM コントローラー製造会社にお尋ねください。  

ポイントの密度  

 



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual カスタマイズ設定  *  225 

ポイントの密度 ボックス を用いて、スキャン中に、１ミリメートルごとに行われる測定読み取

りの回数を設定できます。  

設定エディタ内のレジストリ エントリーであらかじめ定義された ポイントの密度 よりスキャン

増分が小さい場合、PC-DMIS は、 低増分がスキャン用のとポイント密度より小さいことに対

する警告を表示します。 それから、ダイアログ ボックス内の増分設定を確認するよう、催促さ

れます。  

その後、スキャンの ポイントの密度 の値を適切なものに変更することが可能です。  

オフセット強度  

 

これを用いて、スキャン中に維持されるべき強度のレベルを特定できます。 その数値は、ニュ

ートンで指定されます。  

加速  

 

これを用いて、スキャン中の加速度を特定できます。 その数値は、mm/sec/sec で特定されます。  

パラメータ設定: プローブ引き金オプション タブ  

 

パラメータ設定ダイアログ ボックスープローブ引き金オプション タブ    
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プローブ引き金オプション タブを用いて、誤差域を決定でき、その後、編集ウィンドウ内に 
AUTOTRIGGER、TRIGGERTOLERANCE、 及び TRIGGERPLANE コマンドを挿入することが

できます。 特定の条件が満たされると、これらのコマンドがヒットのための引き金を引きます。  

付記: 特定のインターフェースを持つ、手動 CMM 測定機のみ、これらのプローブの引き金に関

するオプションに対応しています。 現時点でのこれらのインターフェースは: BackTalk、Faro、
Romer、Garda、GOM (Krypton)、Axila、Leica、Polar、及び、SMXLaser。  

このタブにアクセスするには:  

 

• メイン メニューから、 パラメータ設定 パラメータ設定 にアクセスして

下さい  ( 編集 | 仕様 | パラメータ 。  
• プローブ引き金オプション タブを選択して下さい。  

対応のフィーチャー  

これらの引き金に関するコマンドは、以下の対応のフィーチャー上で機能します:  

自動フィーチャー: 円形、楕円、エッジ ポイント、丸い溝穴、四角い溝穴、V 字

形くぼみ溝穴、及び、多角形  

測定フィーチャー: 円形 、 線 、及び、 丸い溝穴  

これに加えて、 AUTOTRIGGER コマンドは、自動ベクトル ポイント フィーチャー、及び、測定

ポイントフィーチャーに対応します。  

自動引き金エリア  

 

 

自動引き金 エリアを用いると、誤差域のある編集ウィンドウに AUTOTRIGGER/ コマンドを挿

入することが可能です。  

AUTOTRIGGER/ コマンドは、元来のヒット場所から特定の距離内の誤差域にプローブが入った

時、PC-DMIS に、自動的にヒットを行うよう指示します。 例えば、誤差域の 半径 値が 2mm に

設定されている場合、プローブがヒット場所から 2mm の距離内に入った時、ヒットが行われま

す。  
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手動の測定機でこのオプションを用いることができます；ヒットを行うためにボタンを押す代わ

りに、編集ウィンドウの標準位置ならどこでも、 AUTOTRIGGER/ コマンドを置くことが可能で

す。  

オン  

 

オン チェック ボックスをチェックすると、自動引き金コマンドがアクティブになります。 挿入

された AUTOTRIGGER/ コマンドに続いて、ヒットを要求する、編集ウィンドウ上のコマンドは、

プローブが定義された誤差域に入った時に、自動的にヒットを行います。  

このチェック ボックスが選択 されず 、 挿入コマンド ボタンがクリックされると、PC-DMIS は

編集ウィンドウにコマンドラインを挿入しますが、コマンドをアクティブにすることはありませ

ん。  

警報オン  

 

警報オン チェック ボックスをチェックすると、 AUTOTRIGGER/ コマンドに関連のビーという

警報がアクティブになります。 ターゲットに近づくほど、より頻繁にビーという警報が鳴りま

す。  

半径  

 

半径 ボックス内に、誤差域の数値をタイプできます。 プローブがこの誤差域内に移動した時、

自動的に、及び、即座にヒットを行います。  

挿入コマンド  

 

挿入コマンド ボタンをクリックすると、その時点でのパーツプログラム用に、編集ウィンドウ

に AUTOTRIGGER/ コマンドが挿入されます。 このコマンドラインは、以下のようになります:  

AUTOTRIGGER/ TOG1, TOG2, RAD  

TOG1      このトグル フィールドは、 自動引き金 チェックボックスに対応して

います。 「オン」または「オフ」が表示されます。  

TOG2      このトグル フィールドは、 警報オン チェックボックスに対応してい

ます。 「オン」または「オフ」が表示されます。  
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RAD 半径フィールドには、誤差域の数値があります。 この数値は、PC-DMIS
がヒットを行う、現ポイントからの距離です。  

トリガー平面エリア  

 

 

トリガー平面 エリアでは、編集ウィンドウ内に TRIGGERPLANE/ コマンドを挿入できます。 
TRIGGERPLANE/ コマンドは、対応のフィーチャーの面法線により定義済みの平面を、プロー

ブが通過時に、定義された深さのレベルでヒットを行うよう、PC-DMIS に指示します。 自動フ

ィーチャーでは、この定義された位置が、サンプル ヒットや RMEAS フィーチャーのようなオ

プションに基づいて調整されます。 プローブの中心点が平面の一方から他方へ移動する間、プ

ローブの引き金が引かれ、ヒットが行われます。  

手動の測定機で、このコマンドを用いることができます; ヒットを行うためにボタンを押す代わ

りに、編集ウィンドウ内の標準位置ならどこでも、 TRIGGERPLANE/ コマンドを置くことが可

能です。  

このコマンドは、オンライン モードでのみ機能します。 AUTOTRIGGER/ コマンドが使用され

る場合、このコマンドが、 TRIGGERPLANE/ コマンドより優位にたちます。  

)」ボタン（または、「リリース Faro、及び、Romer 測定機についての付記: 上記で述べられた

ように、PC-DMIS は、プローブが平面を通過中に、自動的にヒットを行います。 しかしなが

ら、Faro、または、Romer 測定機が用いられている場合、 確定する ボタン (または リリース ボ
タン)が押されない限り、プローブは再び引き金を引きません。 ヒットを継続するには、各登録

済みヒット後にこのボタンを押す必要があります。  

オン  

 

オン チェック ボックスをチェックすると、 TRIGGERPLANE/ コマンドがアクティブになりま

す。 挿入された TRIGGERPLANE/ コマンドに続いて、ヒットを要求する、編集ウィンドウ上の

コマンドは、プローブの中心点が、面法線とフィーチャーの深さにより定義された平面を通過す

る時に、自動的にヒットを行います。  

このチェック ボックスが選択 されず 、 挿入コマンド ボタンがクリックされると、PC-DMIS は

編集ウィンドウにコマンドラインを挿入しますが、コマンドをアクティブにすることはありませ

ん。 当該オプションが作動可能にされるまで、 TRIGGERPLANE/ コマンドは機能しません。  

警報オン  
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警報オン チェック ボックスをチェックすると、 TRIGGERPLANE/ コマンドに関連したビーと

いう警報がアクティブになります。 ターゲットに近づくほど、より頻繁にビーという警報が鳴

ります。  

挿入コマンド  

 

挿入コマンド ボタンをクリックすると、その時点でのパーツプログラム用の編集ウィンドウ内

に triggreplane コマンドが挿入されます。  

TRIGGERPLANE/ TOG1,TOG2  

TOG1      このトグル フィールドは オン チェックボックスに対応しています。 
「オン」または「オフ」が表示されます。  

TOG2 このトグル フィールドは、 警報オン チェックボックスに対応しています。 
「オン」または「オフ」が表示されます。  

手動ポイント用引き金誤差エリア  

 

手動ポイント用引き金誤差 エリアでは、編集ウィンドウに TRIGGERTOLERANCE/ コマンドを

挿入することが可能です。  

TRIGGERTOLERANCE/ コマンドは、特定の誤差域にある手動ヒットのみを受け入れるよう、

PC-DMIS に指示します。  

このオプションは、手動測定機と共に使用することができます; PC-DMIS がヒットを催促する時、

ご希望に応じて、プローブの引き金を引いてください。 各引き金は、円筒形引き金誤差域内に

あるか否か、チェックされます。 誤差域内に ない 場合、 実行モードオプション ダイアログ ボ
ックスの 測定機エラー 一覧にエラーが表示されます。 その後、PC-DMIS は、もう一度ヒット

を行うよう促します。 編集ウィンドウ内のどの標準位置にでも、 TRIGGERTOLERANCE/ コマ

ンドを挿入できます。  

このオプションは、オンライン モードでのみ機能します。  

引き金誤差の使用  
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引き金誤差の使用 チェックボックスをチェックすると、 TRIGGERTOLERANCE/ コマンドがア

クティブになります。挿入された TRIGGERTOLERANCE/ コマンドに続いて、ヒットを要求す

る、編集ウィンドウ上のコマンドは、プローブが定義された誤差域に入った時にのみ、ヒットを

受け入れます。  

このチェック ボックスが選択 されず 、 挿入コマンド ボタンがクリックされると、PC-DMIS は

編集ウィンドウにコマンドラインを挿入しますが、コマンドをアクティブにすることはありませ

ん。 このオプションが選択されるまで、引き金誤差機能は作動不能のままです。  

挿入コマンド  

 

挿入コマンド ボタンをクリックすると、以下のオプションと共に、編集ウィンドウ内にその時

点でのパーツプログラム用の TRIGGERTOLERANCE/ コマンドが挿入されます。  

TRIGGERTOLERANCE/ TOG1, RAD  

TOG1      このトグル フィールドは、 引き金誤差の使用 チェックボックスに対

応しています。 「オン」または「オフ」が表示されます。  

RAD       半径フィールドには、誤差域の数値があります。 この数値は、PC-
DMIS がヒットを受け入れる場合の、現ポイントからのヒットの距離です。  

誤差半径  

 

誤差半径 ボックス内に、誤差半径の数値をタイプできます。 プローブの引き金が引かれると、

プローブがこの誤差域内にあるか否か、チェックします。 誤差域内にある場合、当該ヒットは

受け入れられます。 誤差域内に ない 場合、別のヒットを行うよう促されます。  
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パラメータ設定: NC-100 パラメータ タブ  

   

パラメータ設定ダイアログ ボックスーNC-100 パラメータ タブ    

NC-100 ビデオ プローブを
お客様のアクティブ プロー
ブとして選択した場合、 
NC-100 パラメータ タブ
が、 パラメータ設定 ダイ
アログ ボックス内にのみ現
れます。  

NC-100 パラメータ タブを用いて、NC-100 ビデオ プローブのパラ

メータを変更できます。 これらのパラメータは、照明や大きさ

等、NC-100 ビジョン エリアのコントロールに使用されます。 NC-
100 タブの数値が変更されると、PC-DMIS は、パーツプログラム

内に新しい VIDEOSETUP コマンドを挿入し、編集ウィンドウ上に

カーソル位置を表示します。 VIDEOSETUP コマンド用の編集ウィ

ンドウ上のコマンドラインは、以下のようになります:  

VIDEOSETUP/GAIN = n, OFFSET = n, TOP = n, BOTTOM = n, WIDTH = n,YORIGIN = n,  
YEND = n, LSEG = n, XSEG = n, YSEG = n  

NC-100 パラメータ タブ内の情報を編集するには:  

 

1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | パラメータ ) にアクセスし

て下さい。  
2. NC-100 パラメータ タブをクリックして下さい。  
3. 変更したい数値を選択して下さい。  
4. 新しい数値をタイプ入力して下さい。  
5. 適用する 、または、 OK をクリックして下さい。  

NC-100 パラメータ タブにあるボックスを用いて、NC-100 コンピューター システムの設定に対

応した情報を特定することができます。これらの設定に関する、より詳しい説明については、お

手持ちの NC-100 コンピューター システムに付随の文書を参照して下さい。  
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接近  

 

接近 値は、NC-100 コンピューター システムの 接近 値に対応したもので、ビジョン センサー設

定の一部です。  

オフセット値  

 

オフセット 値  は、NC-100 コンピューター システムの オフセット 値に対応したもので、照明

センサー設定の一部です 。 より詳しい説明については、お手持ちの NC-100 コンピューター シ
ステムに付随の文書を参照して下さい。  

ROI の上部  

 

ROI の上部 値は、NC-100 コンピューター システムの ROI の上部 値に対応したもので、ROI の
上部の位置付けです。  

ROI の底部  

 

ROI の底部 値は、NC-100 コンピューター システムの ROI の底部 値に対応したもので、ROI の
底部の位置付けです。  

ROI の幅  

 

ROI の幅 値は、NC-100 コンピューター システムの ROI の幅 値に対応したもので、ROI の横方

向の測定寸法です。  

Y 原点  

 

Y 原点 値は、NC-100 コンピューター システムの Y 原点 値に対応したものです。  
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Y 末尾  

 

Y 末尾 値は、NC-100 コンピューター システムの Y 末尾 値に対応したものです。  

長い線分  

 

長い線分 値は、NC-100 コンピューター システムの 長い線分 値に対応したものです 。  

X 線分  

 

X 線分 値は、NC-100 コンピューター システムの X 線分 値に対応したものです 。  

Y 線分  

 

Y 線分 値は、NC-100 コンピューター システムの Y 線分 値に対応したものです 。  

ビデオ セットアップ  

 

ビデオ セットアップ ボタンを用いて、NC-100 ビデオ システムの ビデオ セットアップ パラメ

ータ を開くことができます。 このボタンをクリックすると、このオプションが開閉します。  

このオプションが適切に機能するには、PC-DMIS コンピューター システムと、NC-100 コンピ

ューター システムの間の通信設定のコンフィギュレーションが必要となります。 より詳しい説

明については、 セットアップ オプション ダイアログ ボックスにある「 NC-100 セットアップ 
タブ 」を参照して下さい。  
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パラメータ設定: I/O チャンネル タブ  

 

パラメータ設定ダイアログ ボックスーI/O チャンネル タブ   

現在、 I/O チャンネル タブ上の
オプションは、DEA 測定機に
おいてのみ機能します。 その
他のタイプの測定機が、将来こ
れに加えられる可能性がありま
す。  

I/O チャンネル チャンネル タブを用いて、コントローラーの

I/O チャンネル使用に関連したオプションを選択し、さらに、コ

ントローラーの状態を定義する IOCHANNEL/ コマンドを編集

ウィンドウ内に置くことができます。  

一部の測定機コントローラーには、オン状態（値 1）に 設定 、または、オフ状態（値 0）に 再
設定 できる I/O チャンネルがあります。 IOCHANNEL/ コマンドは、特定の状態に設定するよう、

PC-DMIS に指示します。  

I/O チャンネル タブ内の情報を編集するには:  

 

1. パラメータ設定 ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | パラメータ ) にアク

セスして下さい。  
2. I/O チャンネル タブをクリックして下さい。  
3. 必要に応じて、変更を行って下さい。  
4. 適用する 、または、 OK をクリックして下さい。  

チャンネル  
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これは、 設定 または 再設定 するチャンネル番号を特定します。  

設定、及び、再設定オプション  

 
オプショ

ン  
内容  

設定  このオプションは、パーツプロ

グラム内に、 
IOCHANNEL/SET コマンドを

挿入します。 PC-DMIS がこの

コマンドを実行すると、指定さ

れたチャンネル番号が、1 に設

定されます。  
再設定  このオプションは、パーツプロ

グラム内に、 
IOCHANNEL/RESET コマンド

を挿入します。 PC-DMIS がこ

のコマンドを実行すると、指定

されたチャンネル番号が、0 に

設定されます。  

編集ウィンドウのセットアップ  
PC-DMIS を用いて、編集ウィンドウの外見に加えて、編集ウィンドウの一部のモードで表示す

る情報を決めることができます。  

編集ウィンドウの色定義  
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編集ウィンドウの色ダイアログ ボックス    

編集 | 仕様 | 編集ウィンドウの色 メニュー オプションは、 色エディタ ダイアログ ボックスを表

示します。 このメニュー項目を選ぶには、コマンド モード、または、DMIS モードである必要

があります。  

編集ウィンドウがコマンド モード、または、DMIS モードにある場合、 色エディタ ダイアログ 
ボックスを用いて、編集ウィンドウのテキスト、及び、背景に使用される色を定義することがで

きます。 また、別のコンピューター システムに用いられている、お手持ちの色スキームをエク

スポートすること、または、外部の色をインポートすることが可能です。  

付記: 色エディタ ダイアログ ボックスは、コマンド及び DMIS といった、編集ウィンドウのテキ

スト モードの色のみ特定します。  

主要な 4 色を、全コマンド、または、個々のコマンド用に設定することが可能です。 背景ハイ

ライト表示作動可 チェックボックスをチェック、あるいは、チェック消去することにより、こ

れらの色を、ハイライト表示の背景色、または、テキスト色として表示するか否か、決めること

ができます。 コマンド テキストの色 エリアには、以下の四つのボックスがあります。  

1. マークされた  
2. マークされていない  
3. ステップ モード  
4. エラー  

デフォルトにより、 背景ハイライト表示作動可 チェックボックスがチェックされ、以下の色を

持つボックスが現れます:  
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このチェック ボックスのチェックを消去し、かわりにテキストの色付けを作動可能にすると、

PC-DMIS は、以下のボックスを表示します:  

 
主要色  

マークされた色  マークされた色 は、実行用にマークさ

れたフィーチャーすべてに適用されま

す。 パーツ配置のような、一部のフィ

ーチャーは、常に、マークされた色で

実行され、表示されます。  
マークされていない  マークされていない 色はデフォルトに

よる色です。 それ以外の条件がない時

には、デフォルト色が使用されます。  
ステップ モード  ステップ モード では、ブレークポイン

トを使用しているパーツプログラム実

行時に、次に実行される行がハイライ

トで表示されます。  
エラー:  エラー 色は、エラー状態ののコマンド

や誤差範囲外にある測定値を色付けで

表示します。 例えば、プローブ データ

ベースに定義のない、先端チップが呼

び出されている場合、この先端チップ

についてのテキストがエラー色で色付

けされます。  

 

また、測定寸法表示用やハイライト色表示用に、編集ウィンドウの背景色を変更することも可能

です。  

背景色:  編集ウィンドウの 背景色 は、また、こ

のダイアログにおいて変更できます。  
測定寸法用背景色  測定寸法用背景色 は測定寸法レポート 

ボックスの背景色を設定します。  
ハイライト用背景色  ハイライト用背景色 は、マウスをドラ

ッグして一つの、または、複数のコマ

ンドを選択する時の、背景色を設定し

ます。  
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コマンドに使用されている、テキスト色を変更するには:  

 

1. メニュー バーから 編集 | 仕様 | 編集ウィンドウの色 を選択して下さい。 
色エディタ ダイアログ ボックスが開きます。  

2. 自動プレビュー チェック ボックスをクリックして下さい。 これにより、

編集ウィンドウ内で、ご希望の変更のプレビューを行うことができます。  
3. コマンド テキストの色 エリアにあるコマンド一覧から、特定のコマンド、

または、親コマンドを選択して下さい。 追加のサブコマンドを見るには、

プラスサインをクリックし、一覧を拡大して下さい。 これにより、特定

コマンド、または親コマンド用の主要色 ( マークされた 、 マークされて

いない 、 ステップモード 、及び、 エラー )を設定することができます。 
全 コマンド テキスト用の色変更を設定するには、当該一覧の上部から デ
フォルト 設定を選択して下さい。  

4. コマンド テキストの色 エリアにある、テキスト色、または、背景色を選

ぶには、 編集 ボタンをクリックして下さい。 色 セレクション ボックス

が現れます。  
5. 新規の色を選ぶか、または、 カスタム色の定義 ボタンを押して、色付け

のカスタマイズを行ってください。  
6. OK ボタンをクリックして下さい。 色 セレクション ボックスが閉じます。 

親コマンドを選択した場合、PC-DMIS では、子コマンド全部に親コマン

ドと同一の色付けが設定されるオプションを選択できます。 このプロン

プトに対して、 はい または いいえ を選択して下さい。  
7. ご希望の色付けが終了すると、 適用する ボタンをクリックし、 色 ダイ

アログ ボックスを閉じることなしに、変更を確認して下さい。  
8. OK ボタンをクリックして、これまでの変更内容を適用し、 色エディタ 

ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

色付けの変更が、即座に実行されます。  

使用されている背景色を変更するには:  

 

1. メニュー バーから 編集 | 仕様 | 編集ウィンドウの色 を選択して下さい。 色エデ

ィタ ダイアログ ボックスが開きます。  
2. 自動プレビュー チェック ボックスをクリックして下さい。 これにより、編集ウ

ィンドウ内で、ご希望の変更のプレビューを行うことができます。  
3. 背景色 エリアから、背景色、または、ハイライト色を選ぶには、 編集 ボタンを

クリックして下さい。 色 セレクション ボックスが現れます。  
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4. 新規の色を選ぶか、または、 カスタム色の定義 ボタンを押して、色付けのカス

タマイズを行ってください。  
5. OK ボタンをクリックして下さい。 色 セレクション ボックスが閉じます。  
6. ご希望の色付けが終了すると、 適用する ボタンをクリックし、 色 ダイアログ 

ボックスを閉じることなしに、変更を確認して下さい。  
7. OK ボタンをクリックして、これまでの変更内容を適用し、 色エディタ ダイア

ログ ボックスを閉じて下さい。  

色付けの変更が、即座に実行されます。  

色スケームをエクスポートするには:  

 

1. メニュー バーから 編集 | 仕様 | 編集ウィンドウの色 を選択して下さい。 
色エディタ ダイアログ ボックスが開きます。  

2. 必要に応じて、お手持ちの色スケームにご希望の変更を行って下さい。  
3. エクスポート ボタンをクリックして下さい。 新名でセーブ ダイアログ 

ボックスが現れます。 このダイアログ ボックスを用いて、ご希望の編集

ウィンドウ用色スケームを、色ファイル（. clr 拡張子付きのファイル）と

して保存することができます。  

 

新名でセーブ ダイアログ ボックス  

4. このファイルの保存先に進んで下さい。  
5. ファイル名 ボックスに、保存する色ファイルの名称をタイプ入力して下さい。  
6. 保存する をクリックして下さい。  

色スケームをインポートして使用するには:  

1. メニュー バーから 編集 | 仕様 | 編集ウィンドウの色 を選択して下さ

い。 色エディタ ダイアログ ボックスが開きます。 自動プレビュー チ
ェック ボックスをクリックして下さい。 これにより、ご希望の色ス
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ケーム選択後に、編集ウィンドウ内で、変更内容のプレビューを行う

ことができます。  
2. インポート ボタンをクリックして下さい。 開く ダイアログ ボックス

が現れます。  
3. 色スケーム ファイル（ . clr 拡張子付きのファイル）に進んで下さい。  
4. 当該ファイルを選択し、 開く をクリックして下さい。 開く ダイアロ

グ ボックスが閉じます。  
5. 適用する をクリックして、それから、インポートされたばかりの色ス

ケームを使用するために OK をクリックして下さい。  

編集ウィンドウのレイアウト定義  

編集 | 仕様 | 編集ウィンドウ レイアウト メニュー オプションから、 編集ウィンドウ レイアウト 
ダイアログ ボックスを開くことができます。 このダイアログ ボックスには、 コマンド タブが

あります。 このタブを用いて、編集ウィンドウにある特定のコマンドを隠したり、表示したり

することができます。  

コマンド モード表示オプション  

 

編集ウィンドウ レイアウト ダイアログ ボックス—コマンド タブ    

コマンド タブを用いて、コマンド モードで入手可能な、以下の表示オプションから選択するこ

とが可能です。  

フィーチャーの表示  このオプションは、パーツプロ

グラムにより測定されたフィー

チャーを表示します。  
パーツ配置の表示  このオプションは、パーツプロ

グラム内で起こるパーツ配置変

更を表示します。 測定寸法、ま

たは、フィーチャー一覧内で

の、パーツ配置変更全部が表示

されます。  
動作の表示  このオプションは、パーツプロ
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グラムに加えられた全動作を表

示します。  
コメントの表示  このオプションは、パーツプロ

グラムに加えられた全コメント

を表示します。 (より詳しい情報

については、「 レポート コマン

ド挿入 」の 項 の プログラマー

のコメント挿入 」の項目を参照

して下さい。)  
測定寸法の表示  このオプションは、PC-DMIS が

調べたフィーチャーの、特定さ

れた測定寸法を表示します。 そ
れは、 フォーマット コマンドを

用いて選択された、フォーマッ

トで表示され、そのコマンドに

ついては「 編集ウィンドウの使

用 」の 項 にある「 測定寸法フ

ォーマット 」の項目に記述があ

ります。  
ヒットの表示  このオプションは、各ヒットを

表示します。  
ヘッダー / フッターの

表示  
このオプションは、LOGO.DAT, 
HEADER.DAT, 及び 
ELOGO.DAT ファイルから、ヘ

ッダー / フッターを表示しま

す。 （これらのファイル変更に

関する、より詳しい情報につい

ては、「 編集ウィンドウの使

用 」の 項 にある「 ヘッダー及

びフッターの変更 」を参照して

下さい。）  
先端チップの表示  このオプションは、パーツのイ

ンスペクションに用いられる、

先端チップ ファイル名を表示し

ます。  

コマンド モード使用に関する、より詳しい情報については、「 編集ウィンドウの使用 」の 項 
にある「 コマンド モード使用 」の項目を参照して下さい。  

読み取りウィンドウのセットアップ  
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プローブ読み取りセットアップ ダイアログ ボックス  

プローブ読み取りセットアップ ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | プローブ読み取りセットア

ップ )を用いて、 プローブ読み取りウィンドウ 用のご希望のフォーマットを選択することができ

ます。 お客様の、プローブ読み取りの必要にあったチェック ボックスを選択してください。 次
に プローブ読み取りウィンドウ メニュー オプションを選ぶ時、選択されたフォーマットを反映

したウィンドウが表示されます。  
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プローブ読み取りウィンドウのサンプル  

 

ヒント: プローブ読み取り ウィンドウを右クリックし、 セットアップ をクリックすることによ

っても、また、 プローブ読み取りセットアップ ダイアログ ボックスにアクセスすることができ

ます。  

プローブ解読ウィンドウの使用に関する説明については、「 その他のウィンドウ、エディタ、

ツール等の使用 」の 項 にある「 プローブ読み取りウィンドウの使用 」を参照して下さい。  

フィーチャー エリア  

 

フィーチャー エリア  

フィーチャーID 表示 チ
ェック ボックス  

学習モードにあり、CAD 要素がある場合、このチェック ボッ

クスにより、 も近い CAD 要素のテキスト ラベルが表示され
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ます。  

実行モードで、PC-DMIS が当該パーツプログラムを継続的に

実行している場合、このチェック ボックスにより、実行中の

フィーチャーの ID が表示されます。 PC-DMIS がランダム順

で実行中で、さらに、 ターゲットへの距離 エリアから も近

いフィーチャー オプションが選択されている場合、それは、

も近いフィーチャーの ID を表示します。  
フィーチャー形式表示 チ
ェック ボックス  

実行モードで、PC-DMIS が当該パーツプログラムを継続的に

実行している場合、このチェック ボックスにより、実行中の

フィーチャーの形式が表示されます。 PC-DMIS がランダム順

で実行中の場合、このチェック ボックスにより、 も近いフ

ィーチャーのフィーチャー形式が表示されます。  

 

プローブ/ヒット エリア  

   

プローブ/ヒット エリア  

プローブ位置 チェック ボ
ックス  

プローブ位置 チェック ボックスを選択すると、PC-DMIS は、プ

ローブ現在位置を表示します。   プローブ解読ウィンドウ は、ア

クティブな座標システム内にプローブの位置を表示されます。  
ヒット一覧 チェック ボック

ス  
直前ヒット チェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、当

該プローブで行われた直前のヒットの位置を表示します。 このオプ

ションが選択されていない場合には、PC-DMIS は、プローブのその

時点での位置を表示します。  
直前に測定されたフィーチャ

ーのエラー表示 チェック ボ
ックス  

直前に測定されたフィーチャーのエラー表示 チェック ボックスが選

択された場合、PC-DMIS は、直前に測定されたフィーチャーの、

XYZ 座標（及び、円形フィーチャー用の D 座標）に沿ったずれ全部

をプローブ解読ウィンドウ上に表示します。 偏差が 0 の場合には、

0 が表示されます。  
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座標エリア  

 

座標エリア  

測定機座標システム

（MCS） チェック ボッ

クス  

測定機座標システム (MCS) チェック ボックスを選ぶと、PC-
DMIS が、パーツの座標システムではなく、測定機の座標シス

テムの中の情報を表示します。 このチェック ボックスは、こ

れらの座標システム間で切り換えを行います。 このチェック 
ボックスが選択解除されると、パーツの座標システム内の情報

が再び表示されます。  
極座標使用 チェック ボ
ックス  

極座標使用 チェック ボックスを選ぶと、PC-DMIS は直交座標

と極座標の間で切り換えを行います。 極座標使用の場合、作

業平面の直角方向も表示されます。  

 

軸線表示エリア  

 

軸線表示エリア  

X チェック ボックス  これは、 プローブ解読 ウィンドウ内で、X 軸を隠し、または、

表示します。  
Y チェック ボックス  これは、 プローブ解読 プローブ解読ウィンドウ内で、Y 軸を隠し、

または、表示します。  
Z チェック ボックス  これは、 チェック ボックス プローブ解読ウィンドウ内で、Z 軸を隠

し、または、表示します。  

 

色エリア  
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色エリア  

背景 一覧  これは、プローブ解読ウィンドウの背景色を設定します。  
テキスト 一覧  これは、プローブ解読ウィンドウのテキスト色を設定します。  

 

追跡機エリア  

 

追跡機エリア  

二乗平均平方根（RMS)
の表示 チェック ボック

ス  

測定機がポータブル追跡機デバイスである場合、これは、 プ
ローブ解読 ウィンドウ内に 二乗平均平方根（RMS） の値を表

示します。  
点検 または 製作 オプシ

ョン  
これらは、追跡機の情報が、 点検 モードでレポートされる

か、 製作 モードでレポートされるかを決定します。  

   

より詳しい情報については、「 PC-DMIS ポータブル 」文書を参照して下さい。  

グラフィカル描写エリア  

 

グラフィカル描写エリア  

プローブ現在位置のスク

リーン上表示 チェック 
ボックス  

プローブ現在位置のスクリーン上表示 チェック ボックスは、

測定機に関連した、プローブのグラフィカル描写をスクリーン

上に表示します。 オンラインで作動中、この機能は役に立ち

ます。 ジョグボックスを用いてプローブを移動する時、プロ

ーブのグラフィカル描写もまた、PC-DMIS のスクリーン内で

移動します。  
ずれ矢印のスクリーン上

表示 チェック ボックス  
ずれ矢印のスクリーン上表示 チェック ボックスは、ずれの方

向を示している、３D 矢印をグラフィックス表示ウィンドウ上

に表示します。  
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ターゲットへの距離エリア  

 

ターゲットへの距離エリア  

ターゲットへの距離 チェック 
ボックス  

ターゲットへの距離 チェック ボックスを選択すると、PC-
DMIS は、プローブからターゲット ポイントへの距離を表

示します。 プローブの位置は、アクティブな座標システム

内に表示されます。 入力された位置へ、プローブを手動で

移動してください。 ターゲット ポイントに到達すると、 プ
ローブ解読ウィンドウ が 0,0,0 を表示します。  

自動ズーム使用 チェック ボックス ターゲットへの距離 チェック ボックスと 自動ズーム使用 チェ

ック ボックスの両方を選択すると、PC-DMIS はまた、プロー

ブからターゲット ポイントへの距離を表示します。 プローブ

の位置は、アクティブな座標システム内に表示されます。 プ
ローブが入力された位置へ、手動で移動されると、PC-DMIS
は、ターゲット ポイントをスクリーンの中心点とし、グラフ

ィックス表示ウィンドウ上でそのポイントにズームインしま

す。  
距離 エリア  このエリアには、以下の二つのオプション ボタンがあります: 

• フィーチャー実行 は、実行されているフィーチャーへ

の距離を表示します。  
• も近いフィーチャー は、当該プローブに も近いフ

ィーチャーへの距離を表示します。  

ターゲット エリア  このエリアには、以下の二つのオプション ボタンがあります:  

1. 曲面/エッジ は、曲面、または、フィーチャーのエッジ

上の、実際のターゲット ポイントへの距離を算出しま

す。  
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上記の例で、円形（CIR1）測定中の場合、このオプシ

ョンにより、プローブ解読ウィンドウは、 実際のター

ゲット ポイントへの距離を表示します（A 参照）。  

2. 重心 は、フィーチャーの重心への距離を算出します。 

上記の例で、円形（CIR1）測定中の場合、このオプシ

ョンにより、プローブ解読ウィンドウは、実際のターゲ

ット ポイントへの距離のかわりに、フィーチャーの重

心への距離（A 参照）を表示します。  
も近い CAD への距離表示 チェ

ック ボックス  
このチェック ボックスは、 も近い CAD 要素へのプローブか

らの距離を表示します。  
測定寸法用色の適用 チェック ボッ

クス  
このチェック ボックスは、誤差外の測定寸法用色に一致する

ように、偏差値（ターゲットへの距離の値）の色を変更しま

す。  
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プロンプトの歴史エリア  

 

プロンプトの歴史表示 チェック ボックスが選択されている場合、PC-DMIS は、プローブ解読ウ

ィンドウ上に、新規のプローブ解読コメントの形式が表示されます。  

1. 一度に表示するライン ボックスを用いて、PC-DMIS が、いくつのコメン

ト ラインをプローブ解読ウィンドウ上のこれらのコメントから分離すべ

きかを、特定することが可能です。  
2. また、 フォント選択 ボタンを用いると、プローブ解読ウィンドウ上のこ

れらのコメントに使用される、フォント タイプと大きさを特定すること

が可能です。  

コメント挿入に関する説明については、「 レポート コマンド挿入 」の 項 の「 プログラマーの

コメント挿入 」を参照して下さい。  

プローブ解読ウィンドウ上の表示に関する説明については、「 その他のウィンドウ、エディタ、

ツール等の使用 」の項 にある「 プローブ解読ウィンドウの使用 」を参照して下さい。  

プローブビデオ視界の中心点常時追跡  

この項目が選択されると、PC-DMIS は、接触しないビデオ プローブの視界の中心点を表示しま

す。 この項目は、定義済みの接触しないビデオ プローブをお持ちの場合にのみ、現れます。  

複数のアームのセットアップ  
複数のアームのセットアップの手続きに関する説明については、「 複数アームモードの使用 」
の 項 を参照して下さい。  

旋回テーブルの定義  
 

編集 | 仕様 | 旋回テーブル セットアップ メニュー オプションを選択すると、 旋回テーブル セッ

トアップ ダイアログ ボックスが表示されます。  
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旋回テーブル セットアップ ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、旋回テーブルの定義をすることができます。 一つのカテゴ

リーにつき、一つのオプションしか選ぶことはできません。  

• 使用するテーブルのタイプを選択して下さい。 二重旋回テーブル または 積み重

ね旋回テーブル を選択の場合には、アクティブなテーブル（テーブル W、また

はテーブル V）を指定して下さい。 また、 二重旋回テーブル または 積み重ね

旋回テーブル を選択すると、 OK ボタンのクリック後に、 アクティブ旋回テー

ブル ツール バーが表示されます。 このツール バーにな、どちらの旋回テーブ

ルをアクティブにするか選択できる、二つのアイコンがあります。  
• インデックス タイプのテーブル または 非限定タイプのテーブル のいずれかを

選択することにより、テーブルがインデクサブル、または、非限定タイプのい

ずれであるかを定義してください。  

インデックス タイプ旋回テーブルに関する付記:  
インデックス タイプ旋回テーブルは、限られた数の、位置付けできる特定

の角を持っています。 一般的に、これらの角の、その時点での位置から次

の位置への増加度（旋回の程度）は固定されています。 増加の程度は、お

手持ちの特定のテーブルによって、変わります。 必要に応じて、お手持ち

の旋回テーブルに関する文書を参照して下さい。 非限定タイプ旋回テーブ

ルは、どのような位置（旋回の程度）を取ることも可能です。  

• 当該旋回テーブルが手動、または、DCC のいずれであるか決め、 テーブルは手

動 または テーブルは DDC のどちらか適切な方を選択して下さい。  

• テーブル用軸線 一覧から、テーブルの旋回軸に も近い測定機軸線を選択して

下さい。  
• 選択された軸線に対して、時計回り方向か、反時計回り方向のいずれかの方向へ、

当該テーブルが正方向の旋回を行うか否かを、 正方向 一覧から選択して下さい。  
• わかっている場合には、XYZ, IJK 値をキー入力してください。  
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• キャリブレート をクリックして、キャリブレーション プロセスを開始してくだ

さい。  

付記: 旋回テーブルを受け入れ用の、お客様のポートロックのコンフィギュレーションが済むま

で、 旋回テーブル セットアップ ダイアログ ボックスは入手不可能です。  

旋回テーブルのキャリブレーション  

旋回テーブル セットアップ ダイアログ ボックス (「 旋回テーブルの定義   」を参照して下さ

い ) 内で選ばれたオプション次第で キャリブレート ボタンをクリックすると、二つのダイアロ

グ ボックスの内の一つが開きます。  

• テーブルは非限定タイプ オプション、及び キャリブレート ボタンを選ぶと、 
非限定旋回テーブルのキャリブレーション ダイアログ ボックスが開きます。  

• テーブルはインデクサブル タイプ オプション、及び キャリブレート ボタンを

選ぶと、 インデクサブル旋回テーブルのキャリブレーション ダイアログ ボック

スが開きます。  

インデクサブル旋回テーブルのキャリブレート  

 

インデクサブル旋回テーブルのキャリブレート    

インデクサブル旋回テーブルのキャリブレート ダイアログ ボックス を用いて、選択されたテー

ブルのキャリブレーションに使用されるオプションを選ぶることができます。 ダイアログ ボッ

クス 内のオプションが満足の行くものになった後、 キャリブレート ボタンをクリックして、旋

回テーブルのキャリブレーション プロセスを開始してください。  

使用上の付記: インデクサブル旋回テーブルのキャリブレーションは、位置 0 を含む必要があり

ます。 それに加え、パーツプログラム内で実際に用いられる角もすべて、キャリブレート済み
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である必要があります。 このキャリブレーション プロシージャにより、当該位置 0 に関連し

た、その他すべての角度が計算され、変換が記憶されます。  

 

キャリブレーションに関する付記: インデクサブル旋回テーブルのキャリブレーション プロシー

ジャには、適切な実行のために、当該テーブル用の有効な XYZ, IJK が必要です。 有効な XYZ, 
IJK を得るには、次の二つの方法があります:  
 
1.) 値がわかっている場合には、それらを 旋回テーブル セットアップ  ダイアログ ボックスに手

動でタイプして下さい。 値がわかっている場合は、 まれ です。  
 
2) 初に テーブルは非限定タイプ オプションを選択し、非限定旋回テーブル キャリブレーショ

ンを完了してください。このキャリブレーションが XYZ, IJK を計算し、セーブします。 その

後、 テーブルはインデクサブル タイプ を選択し、インデクサブル旋回テーブルのキャリブレー

ションを行ってください。 通常、これは、初回のソフトウェア インストレーション/セットアッ

プ時だけの問題です、または、旋回テーブルが移動されたり、測定機座標システムの原点を大き

く変更することが発生した場合だけに限られる問題です。 インデクサブル旋回テーブルのキャ

リブレーション プロシージャが、適切に実行されるよう、XYZ, IJK が決定されると、インデク

サブル旋回テーブルのキャリブレーション再実行のために、非限定旋回テーブル キャリブレー

ションに戻って再実行する必要はありません。  

旋回テーブルの角付加  

旋回テーブルの角付加 エリアにおいて、キャリブレーションに含まれるテーブル角の一覧を定

めることができます。 一度に一つの角を定義することや、または、角度の増加範囲を定義する

ことが可能です。 定義された角度は、その後、 キャリブレートする角 一覧に加えられます。 キ
ャリブレート をクリックすると、定義された角度を用いて、PC-DMIS が旋回テーブルをキャリ

ブレートします。  

例: 5 度から 95 度の間のすべての角を、各角度間に 10 度の増加を行いながら、キャリブレート

したい場合、 開始角度 、 終了角度 、及び 増加 ボックスにそれぞれ 5, 95, 10 を入力し、 平等

間隔 ボタンをクリックして下さい。  

キャリブレートする角一覧  

この一覧には、キャリブレーション用のテーブル角がすべて表示されています。 旋回テーブル

の角付加 エリアから、この一覧に角を付加できます。 キャリブレートする角 一覧には、角度 0
が使用されなければいけません。  

他のダイアログ ボックス パラメータ  

このダイアログ ボックスには、また、「 ハードウェアの定義 」の 項 で述べられている同一の

オプションが数多くあります。  

• ヒット数 、 ヒット前 / 取り消し 、 移動速度 、  接触速度 、 手動 / DCC 、 
入手可能なツール一覧 、  ツール付加 、   及び ツール削除 に関する、よ
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り詳しい情報については、「 ハードウェアの定義 」の 項 にある「測

定」の項目を参照して下さい。  
• アクティブ プローブ ファイル 及び アクティブ先端チップ に関する、よ

り詳しい情報については、「 ハードウェアの定義 」の 項 にある「 プロ

ーブの定義 」の項目を参照して下さい。  

非限定旋回テーブルのキャリブレーション    

 

非限定旋回テーブルのキャリブレーション ダイアログ ボックス    

非限定旋回テーブルのキャリブレーション ダイアログ ボックスは、以下のエリアにおいて、 イ
ンデクサブル旋回テーブルのキャリブレート ダイアログ ボックスと異なります:  

• キャリブレートする角 一覧のかわりに、当該ダイアログは テーブル角 一
覧を表示します。  

• テーブル角 一覧では、角度 0.0 を使用する必要はありません。  
• 三つのキャリブレーション ツールのかわりに、当該ダイアログ ボックス

は一つのキャリブレーション ツールのみを表示します。  

このダイアログ ボックス内の特定オプションに関する、より詳しい情報については、「 インデ

クサブル旋回テーブルのキャリブレート 」を参照して下さい。  

プローブ交換機オプションのセットアップ  
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編集 | 仕様 | プローブ交換機 メニュー オプションを選択すると、 プローブ交換機 ダイアログ ボ
ックスが表示されます 。  

 

プローブ交換機ダイアログ ボックス  

この ダイアログ ボックス を用いて、プローブ交換機において使用できる、様々なオプションを

セットアップすることが可能です。 プローブ交換機の定義が済むまで、このダイアログには、 
タイプ タブしか表示されません。 お手持ちのプローブ交換機タイプの定義が済むと、それ以外

のタブが利用可能になります。  

タイプ  これを用いて、プローブ交換機のタイ

プを選択できます。  

キャリブレート これを用いて、キャリブレートするア

クティブ先端チップを選択できます。 
マウントポイン

ト  
これを用いて、AB リスト値を変更

し、また、各サイクル後に移動できる

安全な場所を指定することができま

す。  
スロット  これを用いて、プローブ交換機ラック

にある既存スロット用のプローブ、ま

たは、スタイラス コンフィギュレーシ

ョンを定義できます。  
通信ポート  これを用いて、お手持ちのコンピュー

ターのシリアル ポートを、プローブ交

換機に接続できます。  

これらのタブについては、以下により詳しい記述があります。  

「 ハードウェアの定義 」の 項 にある 「 プローブ交換機の定義 」の項目をご覧になると、プロ

ーブ交換機のセットアップ、及び、キャリブレートの方法の、段階を踏んだ、より詳しい説明が

入手できます。 そこには、また、グラフィックス表示ウィンドウ上の、既存のプローブ交換機

の表示法についての記述もあります。  
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タイプ  

 

  

プローブ交換機ダイアログ ボックス—タイプ タブ    

キャリブレーションが行われる前に、プローブ交換機のタイプが選択される必要があります。 
プローブ交換機のタイプ ドロップダウン一覧から、プローブ交換機のタイプを選択して下さい。 
プローブ交換機のタイプ変更後には、PC-DMIS を再起動しなければなりません。  

変更サイクルのオペレーションを微調節するために、ドッキングする速度を変更することが可能

です。 ドッキング速度を設定するには、新規のパーセンテージ値をタイプ入力して下さい。  

プローブ交換機の数  

プローブ交換機の数 ボックスを用いて、使用するプローブ交換機の数を決めることができます。 
このボックス内にタイプ入力される数が、 アクティブ プローブ交換機 一覧内で利用可能なプロ

ーブ交換機の数になります。  

プローブ交換機のタイプ  

プローブ交換機のタイプ ドロップダウン一覧には、様々なタイプのプローブ交換機の一覧があ

ります。  
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CW43L プローブ交換機タイプを示す、プローブ交換機ダイアログ ボックス  

CW43L プローブ交換機  

CW43L プローブ交換機のキャリブレーション手続きでは、ポートの所在位置を適切に算出する

ために、リスト マップと共にプローブを用いて、キャリブレーションを行うことが必要です。 
いったんキャリブレーションが完了すると、プローブ交換機を用いて、リスト マップを伴うか

否かに関わらず、プローブを変更することが可能です。  

ドッキング速度  

ドッキング速度 ボックスを用いて、変更サイクルでのドッキングの速度を決めることができま

す。  

通信ポート  

   

プローブ交換機ダイアログ ボックス—通信ポート タブ    

あるタイプのプローブ交換機は、コンピューターへのシリアル接続を行います。 このダイアロ

グを用いて、お手持ちの通信ポート（COM ポート）を選択し、COM ポート設定を変更できます。 
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お客様の COM ポート設定に関する情報については、お客様のコンピューター ハードウェアに付

随の文書をチェックして下さい。  

お手持ちのプローブ交換機に、シリアル接続がない場合には、 通信ポート タブは現れません。  

キャリブレート  

 

プローブ交換機ダイアログ ボックス—キャリブレート タブ  

プローブ コンフィギュレーションがラックにロードされうる前に、以下について考慮してくだ

さい:  

• プローブ、または、スタイラスは、 タイプ タブから選ばれ、キャリブレートさ

れていなければいけません。  
• ラックは、CMM 軸線の一つに直角であるべきです。  
• レ二ショー社製の PS35R スタイラスは、プローブ交換機のキャリブレーション

に使用されなければいけません。  
• スタイラスがキャリブレーション済みであることを、当該プロセス始動前に確認

して下さい。 (「 ハードウェアの定義 」の 項 にある「プローブの定義」を参照

して下さい。)  
• 拡張部品を持つスロットをキャリブレーションする場合、 初に、 マウントポ

イント タブにおいて、変更に必要な プローブ ヘッド リスト角度 を定義済みで

あることを確認してください。 基準点の球上のリストのつなぎ目を測定前に、

プローブ ヘッドは、この角度で旋回します。  

注意: オプトエレクトロニクス赤外線探知システムは、常時アクティブです。 これが誤って作動

された場合には、PI200（プローブ コントローラー）が TP200 を停止します。  

付記: 一般的に、プローブ交換機は、物理的に、測定機の軸線のひとつと一直線上に並んで配置

されるべきです。 しかし、TP20, TP200, 及び SP600 プローブ交換機については、この必要は

ありません。 これらのプローブ変更機については、ラックが水平であるべきですが、その旋回

が可能で、その結果、ラックの縦は測定機軸線と一線に並んで配置されていないことになりま

す。  
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アクティブ プローブ ファイル  

アクティブ プローブ ファイル ドロップダウン一覧を用いて、キャリブレーション プロセスに使

用するプローブを選択することができます。  

 

アクティブ先端チップ  

 

アクティブ先端チップ ドロップダウン一覧を用いて、選択されたプローブ用の先端チップ コン

フィギュレーションを選ぶことができます。  

完全なキャリブレーション  

完全なキャリブレーション  オプションを選択すると、PC-DMIS はプローブ交換機全体を測定し

ます。 これは、 もよく用いられるキャリブレーション方法であり、あるプローブ交換機につ

いては、唯一利用可能なキャリブレーション方法です。 オペレーターは完全なキャリブレーシ

ョン方法を使用することが薦められます。  

部分的キャリブレーション  

部分的キャリブレーション オプションでは、プローブ交換機の一部のみがキャリブレートされ

ます。 このオプションは、それに対応する形式の変更機用にのみ表示されます。  

単一ポート キャリブレーション  

ARC1 のような、一部のプローブ交換機を用いると、全キャリブレーションが成功した後でのみ、

単一のスロットの測定が行われます。 単一ポート キャリブレーション オプションは、それに対

応する形式の変更機用にのみ表示されます。  

キャリブレート ボタン  

キャリブレート ボタンを用いて、 プローブ交換機 ダイアログ ボックスを開き、キャリブレーシ

ョン プロセスを開始することができます 。 お手持ちのプローブ交換機を正確にキャリブレート

するため、スクリーン上のプロンプトに従って下さい。  

プローブ拡張部品のキャリブレーション  

先端チップの測定が完了し、拡張部品なしのリスト ジョイントが基準点球上で測定された後、

拡張部品モジュールのキャリブレーション中に、拡張部品添付がコンフィギュレーションされた

各スロットについて、拡張部品を添付するか問われます。そして、リスト自体に加えて、これら

拡張部品の末端ジョイントの測定が必要となります。  

SCR200 プローブ交換機のキャリブレーション  
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以下のプロシージャは、SCR200 プローブ交換機のキャリブレーション方法について述べていま

す:  

キャリブレート ボタンをクリックすると、 初の

プロンプトが現れます。  

• 第三及び第四のふたを開き、これらのポ

ートからプローブすべてを取り除いてく

ださい。  
• OK をクリックして下さい。  
• プローブ交換機の中心支柱の前面に、ヒ

ットを一度行ってください。  

PC-DMIS のメッセージ:  
第三及び第四のふたを開き、第三、第四

ポートから全プローブを取り除いてくだ

さい。 準備ができたら、第三、第四ポー

ト間の仕切りの前面にヒットを行ってく

ださい。 ヒットは、第三ポートの外側エ

ッジにできるだけ近い、より広い下部上

に行われるべきです。  

二番目のプロンプトが現れ、次のヒットを行うか、

問います。  

• OK をクリックして下さい。  
• 中心支柱の頂点に、二番目の手動ヒットを行

ってください。  

PC-DMIS のメッセージ:  
ラック中央部の上部にヒットを行ってくださ

い。 このヒット終了後、DCC キャリブレー

ションが開始されます。  

三番目のプロンプトが現れ、 後のヒットを行う

か、問います。  

• OK をクリックして下さい。  
• 再び、中心支柱の前面に、三番目の手動ヒッ

トを行ってください。  
• 三つのヒットはすべて、ここに示されている

ように行われるべきです:   

A - 第一手動ヒット（中心の支柱の手

前）  

B - 第二手動ヒット（中心の支柱の頂

PC-DMIS のメッセージ:  
第三、第四ポート間の仕切りの前面にヒット

を行ってください。 ヒットは、第四ポート

の横右側の外側エッジにできるだけ近い、よ

り広い下部上に行われるべきです。このヒッ

ト終了後、DCC キャリブレーションが開始

されます。  
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点）  

C - 第三手動ヒット（中心の支柱の手

前）  

• PC-DMIS が、残りのヒットを DCC モード

で行います:  
 
第三スロットの内側左右に各 1 ヒット   
 
第 4 スロットの内側左右に各 1 ヒット   

 
キャリブレーション後、 プローブ交換機 ダイアログ

ボックスが現れます。  

• マウントポイント タブを選択して下さい。  
• プローブ ヘッド リスト角度 A 角 及び B 角 

ボックスに角度をタイプして、変更サイクル

用のリスト角度を確定してください。  
• 測定機座標において、ラックの安全な位置

（プローブが安全に交換できる位置）を特定

して下さい。 この値を 測定機位置 X、Y、 
及び Z ボックスに手動でタイプでき、また

は、 測定機読み込み ボタンをクリックする

ことも可能です。  

 

• 溝穴 タブをクリックして下さい。  
• 各スロットのプラスサイン (+) を拡大し、 

(プローブ以外) の項目をダブルクリックし

て、ラック内の各スロットの内容を定義して

下さい。  
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入手可能なプローブの一覧が現れます。  

• その時点でのスロットに加える、プローブ 
ファイルを選んで下さい。  

• 必要に応じて、スロットの位置を調整して下

さい。 スロットの位置を選択し、 スロット 
データの編集 ボタンをクリックして下さ

い。  

 
プローブ交換機スロット データ ダイアログ ボッ

クスが現れます。  

• 当該スロットの X 、 Y 、 Z の位置を変更

して下さい。  
• OK をクリックして、 プローブ交換機スロ

ット データ ダイアログ ボックスを閉じて

下さい。  
• OK をクリックして、 プローブ交換機 ダイ

アログ ボックスを閉じて下さい。  

 

 

 

マウントポイント  

 

    

プローブ交換機ダイアログ ボックス—マウントポイント タブ    

マウントポイント タブ を用いて、AB リスト角度の変更ができるのに加え、各変更サイクル前に

CMM が移動できる、安全な位置を定義することができます。  
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タイプ タブを用いて定義されたプローブ交換機であれば、その数に関わらず、これを行うこと

ができます。 アクティブ プローブ交換機 一覧から、プローブ交換機を選択し、必要に応じて

AB 間角度、及び、CMM の位置をタイプすることが可能です。  

プローブ ヘッドのリスト角度  

A 角 及び B 角 ボックスは、プローブ コンフィギュレーションを適所に滑り込ませる一方で、プ

ローブ ヘッドの位置付けを表示します。 ほとんどの場合、この角度は、真下の位置を示してい

るはずです。 キャリブレートしているスロットが、拡張部品を伴う時には、AB 間角度が、キャ

リブレーションに先立って定義されるべきです。 スロットが既にキャリブレートされた後で、

AB 間角度を変更しようとすると、再キャリブレーションが必要である旨を告げる警告が表示さ

れます。  

真下の位置にある AB 間の角度を変更するには:  

1. A 角 ボックス、または B 角 ボックスにカーソルを置いてください。  
2. ご希望の角度を、タイプ入力して下さい。  

CMM の位置  

このダイアログ ボックスの CMM の位置  エリアを用いて、CMM が各変更サイクルに先立って

移動できる安全な位置を指示することが可能です。 通常、この安全な位置は、プローブ交換機

ラックのほぼ 2 インチ上方、及び前方です。 しかしながら、プローブ交換機のタイプ次第では、

別の位置への移動が必要かもしれません。  

CMM 位置用の数値を変更するには:  

1. 変更したい、 X 、 Y 、または Z ボックス の以前の数値を選択して下さい。  
2. 適切なボックスに正しい数値をタイプするか、または、 CMM 読み込

み  ボタンを用いて、CMM のその時点での位置を挿入して下さい。  

スロット  
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プローブ交換機ダイアログ ボックス—スロット タブ    

プローブ交換機は、各種のプローブ コンフィギュレーションのためのスロットを備えたラック

です。 スロット タブ を用いて、各スロット用のプローブ コンフィギュレーションを定義できま

す。 各スロットのデフォルト設定は、「プローブなし」です。 選択されたプローブ交換機につ

いて、それが使用する各スロットに、プローブ コンフィギュレーションを定義することが可能

です。  

各スロットの、プローブ コンフィギュレーションを行うには  

1. アクティブ プローブ交換機 一覧から、適切なプローブ交換機を選択

して下さい。  
2. スロット番号の左側にあるプラスサイン( + ) をクリックして下さい。 

PC-DMIS が、デフォルト設定として、「プローブなし」の項目を表示

するのを、ご覧になれます。  
3. 「 プローブなし 」の項目をダブルクリック、または、右クリックし

て下さい。 一覧が現れます。  
4. 各スロットに、適切なプローブ ファイル、または、拡張部品を割り当

てて下さい。  
5. スロット番号を選択し、それから、 スロット データの編集 ボタンを

クリックして下さい。 プローブ交換機スロット データ ダイアログ ボ
ックスが現れます。 「 スロットのデータを手動で編集するには 」を

参照して下さい。  
6. スロット タイプ 一覧から、スロットが収容する小型機器のタイプを

指定して下さい。 スロットがプローブを収容する場合には、 取り付

けのプローブ を選択、また、スロットがプローブの拡張部品のみを収

容する場合には、 拡張部品のみ を選択して下さい。 当該スロットが

空の場合には、 定義なし を選択して下さい。 一部のプローブ交換機
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については、この一覧から、特有の挿入部品を選択することが可能で

す。  
7. 当該スロットの、XYZ 位置を定義して下さい。 変更を確定するために、 

OK をクリックして下さい。  
8. 各プローブ コンフィギュレーションは、 CMM アーム 、及び、 アク

ティブ プローブをロード オプションを用いて、当該ラックにロード

される必要があります。 （プローブをラックに手動で挿入 しない で
下さい。）  

付記: 拡張部品は、再キャリブレーションなしで交換するために必要な誤差を含んで、製造され

てはいません。 ですから、特定の拡張部品用にスロットをコンフィギャー済みで、さらに、別

の拡張部品（同一サイズの拡張部品をも含む）をそのスロットに収容したい場合には、その新規

の拡張部品用に当該スロットを再キャリブレーションすることが必要です。  

スロットのデータを手動で編集するには  

1. アクティブ プローブ交換機 一覧から、適切なスロットを選択して下さい。  
2. スロット データの編集 ボタンをクリックして下さい。 プローブ交換機ス

ロット データ ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログ ボック

スを用いて、スロットのタイプ、または、XYZ の位置を変更することが

可能です。  

   
プローブ交換機スロット データ ダイアログ ボックス  

3. 利用可能な場合には、 スロット タイプ 一覧から、ご希望のスロット タ
イプを選択して下さい。 対応のプローブ交換機を使用の場合、この一覧

が利用可能になります。 この一覧に対応のプローブ交換機には、FCR25
（SP25 プローブと共に使用）、TESASTAR-R、及び、Autochange
（ACR1） があります。 この一覧を用いて、以下の方法により、各スロ

ットをコンフィギャーすることが可能です。  

• モジュール変更のために開くことができます。  
• スキャンを行うプローブピンを収容するために、挿入を行うことが

できます。  
• プローブピンを切り換えるために、挿入を行うことができます。  
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• すばやい接続ジョイント用のプローブ拡張部品モジュール（PEM）

を収容できます。  

スロット タイプ 一覧内の項目は、スロット挿入部品のモデル番号、等を

表示します。 お手持ちの特有のプローブ交換機、及び、スロット挿入

部品のセットアップと使用に関する、より詳しい説明については、お客

様の小型機器に付随の文書をご覧下さい。  

4. X、Y、及び、Z の値（ミリメートルで）を、 X 、 Y 、及び、 Z ボックス

内にタイプ入力し、スロットの所在位置を特定して下さい。  
5. OK をクリックして下さい。 PC-DMIS は、当該ダイアログ ボックスを閉

じ、 プローブ交換機 ダイアログ ボックス内に、このスロットの XYZ 値

を、そして、このスロットの横に「変更直前」と表示します。  
6. Apply スロットの値を元に戻したい場合、当該スロットを選択し、 スロ

ット データの編集 をクリックし、それから、必要であれば、 プローブ交

換機スロット データ ダイアログ ボックス内の XYZ 値の回復 または タイ

プ回復 ボタンをクリックして下さい。 プローブ交換機 ダイアログ ボッ

クス上の OK または 適用する がクリックされていない場合にのみ、これ

らのボタンはセレクションのために利用可能となります。  
7. これまでの変更内容を確定する場合、 プローブ交換機 ダイアログ ボック

ス上の OK または 適用する ボタンをクリックして下さい。  

定義されたプローブを、「プローブなし」のデフォルト設定に変更

し戻すには  

• アクティブ プローブ交換機 一覧から、適切なプローブ交換機を選択して

下さい。  
• 変更しようとするスロットをダブル クリックして下さい。 一覧が現れま

す。  
• 利用可能な一覧から、「 プローブなし 」を選択して下さい。  

ダイアログ ボックスにスロットを付け加え、または、取り除くには  

一部のタイプのプローブ交換機では、スロットの数を定めることができます。  

• アクティブ プローブ交換機 一覧から、適切なプローブ交換機を選択して

下さい。  
• スロット数 ボックス内の値を変更して下さい。  
• 即座に、スロット数が変更されたのを見るには、 適用する  ボタンをクリ

ックして下さい。  
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お手持ちのプローブ交換機が、スロット数の変更を受け入れない場合、 スロット数 ボックスは

利用不可能です。  

新規のプローブを取り上げないで、プローブを返却するには  

プローブ交換機から、新規のプローブを取り上げないで、交換機に使用済みのプローブを返却す

る場合があるかもしれません。  

これをするには:  

1. 存在しないプローブ用に、 プローブ ユーティリティ ダイアログ ボッ

クス内で、ダミー プローブ ファイルを作成して下さい。 そのファイ

ルに「unload」のようなファイル名を付けてください。「 ハードウェ

アの定義 」の 項 にある「 プローブの定義 」を参照して下さい。  
2. セットアップ ボタンをクリックして下さい。 プローブ セットアップ 

ダイアログ ボックスが現れます。  
3. 取り外し限定で、プローブ交換機に用いられるプローブ ファイル 一

覧から、このプローブ ファイルを選択して下さい。  
4. OK をクリックして、 プローブ セットアップ ダイアログ ボックスを

閉じて下さい。  
5. プローブ交換機 ダイアログ ボックスにある スロット タブにアクセス

し、当該プローブ交換機のどのスロットにも、当該プローブが割り当

てられていないことを確認してください。  
6. OK をクリックして、 プローブ交換機 ダイアログ ボックスを閉じて

下さい。  

複数のプローブ交換機の操作  
以下の項目は、今日使用されている、人気のあるプローブ システムについて述べています 
( TP2 、 ACR1 、 TP20 及び TP200 、及び SP600 )。 さらに、「 複数のラックのコンフィギュ

レーション 」と「 SP25 プローブ/スタイラス変更システム 」には、複数のプローブ交換機の操

作法についての、より詳しい例が記述されています。  

TP2 に関する予備知識  
レ二ショーが小型のタッチ トリガー プローブ（TP2）を開発した時、TP2 は、プローブ本体と

一線となるよう、ねじ付き M8 で接続されたプローブ ヘッドを通して CMM のラムに添付されま

した。 しかし、このデザインでは、プローブが取りはずされたり、再取り付されたたびに、再

キャリブレーションが必要でした。  

再キャリブレーションの必要性を緩和するため、レ二ショーは、クイック接続アダプタ（クイッ

ク コネクトという名称）を開発し、それは、CMM からアダプタをロック及びアンロックするの

に、キーを四分の一回転するだけでよいものでした。 TP2 は、このアダプタにねじで固定され
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ます。 このアダプタは、常時再キャリブレーションの必要性がなく、大変すばやく、何度でも

取りはずし、及び、再取り付けができました。  

 

ACR1 に関する予備知識  
ACR1 は、レ二ショーにより導入された 初のプローブ交換機でした。 これは、8 個までのクイ

ック接続拡張部品を付けることができ、その各々が別個の TP2 プローブ本体を持つものでした。 
一グループのプローブが位置決めされ、ラック内に配置されると、簡単な動作コマンドを用いて、

それらの取り外し、取り付けが CMM により自動的に行われ、ラックのロック/アンロック機能も

付いていました。 ラックのオペレーションをコントロールする、ソフトウェア モジュールが後

に開発されました。  

 

TP20、及び、TP200 に関する予備知識  
時がたち、デザイン進化、及び電子関係の開発によって、TP2 プローブ本体に変わるものが作ら

れました。 それに加え、ある消費者には、8 個ものプローブ本体の購入は不可能でした。 新規

のプローブ本体のデザインが開発され、それには、新スタイラス アダプタの取り付け、取り外

しが可能でした。 これらが、クイック接続ジョイントに取って代わりました。 個々のスタイラ

ス アセンブリは、何度でも、コストがかからずに、取り付け、取り外しができました。  

このデザインのプローブ タイプのうち、レ二ショー製でよく知られている 2 つの機種は、TP20
と TP200 です。それぞれの大きさと形は、大まかに言って TP2 と同じですが、二つの大きな違

いがあります:  

• これらの拡大した電子機器により、これら二種は、さらなる重量に耐えら

れる、と同時に、より正確で繰り返しのきく結果をうむことが可能です。  
• これらは、上部プローブ本体と、下部スタイラス ホルダーの間に、磁気

の「割れ目」がデザインされています。 これによって、独自のスタイラ

ス変更ラックシステム、MCR20, 及び、SCR200 を、これら二種と共に使

用することができます。  

 

SP600 アナログ プローブに関する予備知識  
次に改良されたのが、人気のある SP600 アナログ プローブです。 このプローブは、タッチトリ

ガー測定に加え、アナログスキャンを行うことができます。 この本体デザインが、TP シリーズ

のプローブよりかなり大きい一方、磁気スタイラス ホルダーが本体から分離可能です。 従って、

それはまた、独自のラック システム、SCR600 先端チップ変換機を付随しています。  
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複数のラックのコンフィギュレーション  

市場には他のプローブ システムが入手可能ですが、ここで記述されている、

も人気の高い 4 つのプローブ システムは、TP2, TP20, TP200, 及び SP600 シス

テムです。 それぞれが、独自のラック システムを持ち、それ自体が単一ラック

として機能できます。 そのかわりに、複数のラックを CMM と併用することも

可能で、PC-DMIS ソフトウェアは、必要に応じて、プローブ及びスタイラス ホ
ルダーを返却、取り上げのためにラック間を移動する能力を持っています。  

重要事項:  

• 各ラックは、PC-DMIS において、それぞれ独自のキャリブレーション方

法を持っています。 これらには、多くの共通点がある一方、キャリブレ

ーションについては、それぞれが完全に独自の方法を用います。  
• 次の移動先について、いくらか考慮しなければならないことを除くと、各

ラックの除去動作ポイントは、そのラックにのみ関連したものです。 こ
のため、除去動作は、他のどのラックへも、自由に移動できるような位置

で行われるべきです。 単一のラックを用いている場合でも、この除去動

作は、パーツのインスペクション オペレーションのために行き来するの

に、じゅうぶんなものでなければいけません。  
• 複数ラックの溝穴の内容を定義することは、連立のための複数ラックのコ

ンフィギュレーションにおいて、 も重要な部分です。 各スロットが複

数のプローブを参照する可能性がある（複数のプローブが一つのスロット

を使用できる）ので、各スロットは、使用の可能性のあるプローブすべて

を認定する必要があります。  

複数プローブ参照の例  

以下の三つのプローブ コンフィギュレーションがある、とします:  

プローブ_01  プローブ_02  プローブ_03  
クイック接続 自動ジョ

イント  
クイック接続 自動ジョ

イント  
クイック接続 自動ジョ

イント  
TP2  TP20  TP20  
3mmx10mm スタイラス  2mmx10mm スタイラ

ス  
4mmx20mm スタイラス

 

ACR1 は、TP2 プローブ、と TP20 プローブ間で切り換えを行います。 MCR20 は、TP20 プロ

ーブ システム関連のプローブピン間で切り換えを行います。  
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典型的なスロットの割り当ては、以下のようになります:  

ACR1  
スロット 
1  

スロッ

ト 2     
プローブ
_01  

プロー

ブ_02  
 プロー

ブ_03  

 

オペレーション中、システムがプローブ_01 を使っていて、プローブ_02 への切り換えが必要に

なった、とします。 この時、システムは:  

• 測定プログラムを停止して下さい。  
• ACR1 の除去位置へ移動して下さい。  
• その時点でロードされていたプローブを、ACR1 のスロット第 1 に返却し

て下さい。  
• ACR1 のスロット第 2 へ移動し、プローブ_02 用の TP20 本体を取り上げ

で下さい。  
• それぞれの安全 / 除去ポイントを用いて、MCR20 に移動して下さい。  
• MCR20 のスロット第 1 内に移動し、スタイラス アダプタをご希望のスタ

イラスに添付して下さい。  
• MCR20 の除去ポイントに戻ってください。  
• 測定プログラムを継続して下さい。  

幾つかのフィーチャーを測定後、システムは、プローブ_03 の使用が必要になった、とします。 
この時、システムは:  

1. 測定プログラムを停止して下さい。  
2. ACR20 の除去位置へ移動して下さい。  
3. スロット第 1 へ移動し、プローブ_02 のスタイラスを返却して下さい。  
4. スロット第 3 へ移動し、プローブ_03 が必要とするスタイラスを取り上げ

て下さい。  
5. 除去位置へ移動して下さい。  
6. 測定プログラムを継続して下さい。  

今度は、システムが、プローブ_03 (4mm x 20mm スタイラスを持つ TP20) からプローブ_01 
(3mm x 10mm スタイラスを持つ TP2) へ再度切り換えが必要になった、とします。 この時、シ

ステムは:  

• 測定プログラムを停止して下さい。  
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• MCR20 の除去位置へ移動して下さい。  
• スロット第 2 へ進み、スタイラス アセンブリを返却して下さい。  
• MCR20 の除去位置に戻ってください。  
• ACR1 の除去位置へ移動して下さい。  
• スロット第 2 へ進み、TP20 アセンブリを返却して下さい。  
• そこから、スロット第 1 へ戻って TP2 アセンブリを取り上げてください

（TP2 には、既にスタイラスが添付済み）。  
• ACR1 の除去位置へ移動して下さい。  
• 測定プログラムを継続して下さい。  

この例では、一つの TP20 プローブ本体しか必要としないことに注意してください。 MCR20 を

用い、様々な測定要求に応じて、二つの異なるプローブ スタイラス アセンブリ間で切り換えを

行うことができます。  

SP25 プローブ/スタイラス変更システム  
SP25 ラックは、他のラックと同一のプロシージャを持つ、拡張部品です。 ここでの記述は、

ARC1、及び、TP20 ラックについて、であり、それから、SP25 ラック システムについての記

述へと進みます。  

ARC1 ラックの理解  

ACR1 を使用時、当該システムは、プローブ ヘッドとプローブ本体の間にクイック ジョイント

を用います。 ACR1 のスロットはすべて同じなので、スロット 1 に SP600 がある場合、それは

直接プローブ ヘッドに接続されます。 スロット 2 にある TP2 を付けたい場合、TP2 にアダプタ

を装備する必要があります（TP20、及び、TP200 プロービングシステムでも同様）。  

このコンフィギュレーションに留意しながらも、各スロットには一つのプローブ名の定義のみ必

要とされます。 技術的に、ACR1 はプローブ交換機であり、ラック内の各プローブには、すでに

スタイラスが取り付けられています。  

以下のプローブを、ARC1 ラックに割り当てる、とします: 「SP600」、「TP2」、「TP20」、

及び、「TP200」。 ARC1 ラック内のスロットの定義は、以下のようになります:  

スロット 1  スロット 2  スロット 3  スロット 4  
SP600  TP2  TP20  TP200  

 

TP20 スタイラス変換機を持つ ARC1 の理解  

ACR1 と TP20 ラック（スタイラス変換機）を組み合わせたい場合、事態は少し複雑になります。 
ACR1 は、TP600 プローブ、と TP20 プローブ本体間で切り換えを行います。 ACR1 システムが

TP20 を取り上げると、MCR20 ラックに向かい、それに適切なスタイラスを取り上げます。  
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TP20 と共に使用する予定の、三つのプローブピンがあり、そして、SP600 は、単一のプローブ

として（スタイラス変更なし）用いられる、とします。  

スロットの定義を行う時、SP600 プローブを「SP600_1」、そして、各種のプロービングが取

り付けられた TP20 を「TP20_1」、「TP20_2」、及び「TP20_3」を名付けるのが望ましいか

も知れません。  

ACR1 プローブ交換機内のスロットは、以下のように定義されます:  

スロット 1  スロット 2  スロット 3  スロット 4  
SP600  TP2  TP20_1  TP200  
  TP20_2   
  TP20_3   

TP20 スタイラス交換機内のスロットは、以下のように定義されます:  

スロット 1  スロット 2  スロット 3  スロット 4  
TP20_1  TP20_2  TP20_3  空  

SP25 ラック システムの理解  

上記の項目から、SP25 ラック システムへ論理を広げることが可能です。 この

ラックは、二つの異なるタイプのプローブ コンポーネントを収容できます。 第
一のタイプでは、スロットは空のままキャリブレートされ、もう一つのタイプで

は、スロットが挿入部品と共にキャリブレートされます。  

SP25 ラック システムは、以下のコンポーネントを使用するので、ここでの記述

では、上記での SP600, TP2, TP20, 及び、TP200 への言及を忘れて下さい:  

• SP25M  
• SM25-x  
• SH25-x  

SP25M、及び、FCR-25 システムに関する、より詳しい説明については、以下

のアイコンをクリックし、インターネット上の情報をご覧下さい:  

1. SP25M  
2. FCR-25  

SP25M システムは、様々なプローブピンの長さ/重量に応じた、三つの異なる

SM25 モジュールのいずれにも適合でき、4 番目 のモジュールは、TP20 と共に

使用が可能です。 これらはすべて、同一の SP25M プローブ本体を用います。  
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1. SM25-1 モジュール - このモジュールは、SH25-1 スタイラス ホルダーの

み受け入れることができ、プローブピンの長さ、20 ミリメートルと 50 ミ

リメートルの間で用いられます。  
2. SM25-2 モジュール - このモジュールは、SH25-2 スタイラス ホルダーの

み受け入れることができ、プローブピンの長さ、50 ミリメートルと 105
ミリメートルの間で用いられます。  

3. SM25-3 モジュール - このモジュールは、SH25-3 スタイラス ホルダーの

み受け入れることができ、プローブピンの長さ、120 ミリメートルと 200
ミリメートルの間で用いられます。 これら SM25-ｘモジュールには、い

ずれもタッチ トリガー プローブ、及び、スキャンとしての能力がありま

す。  
4. TM25-20 モジュール - このモジュールは、TP20 スタイラス ホルダーのみ

受け入れることができ、タッチ トリガー プロービングにのみ使用できま

す。  

複数プローブを持つ SP25 の例  

お手持ちの SP25 ラックに、常時、プローブ ヘッドの付いた、以下の 6 個のプ

ローブ アセンブリがある、とします:  

P1  P2  P3  P4  P5  P6  
SP25M  SP25M  SP25M  SP25M  SP25M  SP25M  
SM25-1  SM25-1  SM25-2  SM25-3  TM25-20  TM25-20  
SH25-1  SH25-1  SH25-2  SH25-3  TP20  TP20  
2mm x 20mm
スタイラス  

4mm x 30mm
スタイラス  

6mm x 80mm
スタイラス  

8mm x 100mm
スタイラス  

2mm x 20mm
スタイラス  

4mm x 20mm
スタイラス  

各種のプローブ コンフィギュレーションの要素を収容する、FCR25 ラック内の

スロットを定義して下さい。 この 初の表は、スロットと、その中に収容され

た、前述のプローブ コンフィギュレーションのコンポーネントを表示していま

す。  

スロット 1  スロット 2  スロット 3  スロット 4  スロット 5  スロット 6  
P1  P1  P2  P3  P4  P5*  
P2       
      

詳しく述べると、これらのスロットは、以下のコンポーネントを収容していま

す:  

スロット 1  スロット 2  スロット 3  スロット 4  スロット 5  スロット 6  
SM25-1  SH25-1  SH25-1  SH25-2  SM35-3  TM25-20  
 2mm x 20mm ス

タイラス  
4mm x 20mm
スタイラス  

6mm x 80mm
スタイラス  

SH25-3  TP20*  
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    8mm x 100mm
スタイラス  

2mm x 20mm
スタイラス  

   

スロット 1 は、SM25-1 モジュールのみ収容しています。 これは何の挿入も必要としません。 
このコンポーネントは直接 SP25 に接続され、スロット 2 にある 2mm スタイラスの付いた

SH25-1、 または、スロット 3 にある 4mm スタイラスの付いた SH25-1 の追加が必要です。  

スロット 2 には、SH25-1 スタイラス ホルダーと、それに付随の 2mm x 20mm スタイラスがあ

ります。 当該スロットの物理的特性をこのコンポーネントに適用するには、スロットへの挿入

は必要です。 このコンポーネントは、SM25-1 モジュール（スロット 1 にある）を必要とします。 
SM25-1 を接続すると、プローブ アセンブリが完了します。  

スロット 3 には、SH25-1 スタイラス ホルダーと、それに付随の 4mm x 30mm スタイラスがあ

ります。 当該スロットの物理的特性をこのコンポーネントに適用するには、スロットへの挿入

は必要です。 このコンポーネントは、SM25-1 モジュール（スロット 1 にある）を必要とします。 
SM25-1 を接続すると、プローブ アセンブリが完了します。  

スロット 4 には、SH25-2 スタイラス ホルダーと、それに付随の 6mm x 80mm スタイラスがあ

ります。これは何の挿入も必要としません。 プローブへの取り付けがすむと、プローブ アセン

ブリが完了します。  

スロット 5 には、SM25-3 と SH25-3 スタイラス ホルダーと、それに付随の 8mm x 100mm スタ

イラスがあります。 これは何の挿入も必要としません。 プローブへの取り付けがすむと、プロ

ーブ アセンブリが完了します。  

スロット 6 は、TM25-20 モジュールのみ収容しています。これは何の挿入も必要としません。 
このコンポーネントは、直接 SP25M に接続されます。  

* 単一のスタイラスと共に用いられる時、TP20 プローブ モジュールとスタイラスは、ス

ロット内で TM25-20 モジュールに接続が可能で、追加のラック システムを必要としませ

ん。 しかし、（この例のように）複数のプローブピンと共に用いられる時、スロット内

の TM25-20 モジュールは他のコンポーネントに接続される必要はありません。ただし、

特に TP20 モジュール/スタイラス コンビネーションを接続するためには、アダプタに付

いた、追加の FCR25 スロットの使用が必要です。 この例の場合、追加の 3 ポートは以下

のようになります:  

スロット 7  スロット 8  スロット 9  
P5  P6  空  

 

スロット 7  スロット 8  スロット 9  
TP20  TP20  空  
2mm x 20mm スタ

イラス  
4mm x 20mm スタ

イラス  
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P1 を使用中 、CMM は既に接続されているコンポーネントを取り外します。その後、FCR25 の

スロット 1 にある SM25-1 を取り付け、さらに、同一ラックのスロット 2 にある SH25-1 を取り

付けます。  

P2 を使用中 、CMM は既に接続されているコンポーネントを取り外します。 その後、FCR25 の

スロット 1 にある SM25-1 を取り付け、さらに、同一ラックのスロット 3 にある SH25-1 を取り

付けます。  

P3 を使用中 、CMM は既に接続されているコンポーネントを取り外します。 その後、スロット

4 にある SM25-2 と SH25-2 のコンビネーションを取り付けます。 この取り付けがすむと、プロ

ーブ アセンブリが完了します。  

P4 を使用中 、CMM は既に接続されているコンポーネントを取り外します。 その後、スロット

5 にある SM25-3 と SH25-3 のコンビネーションを取り付けます。 この取り付けがすむと、プロ

ーブ アセンブリが完了します。  

P5 を使用中 、CMM は既に接続されているコンポーネントを取り外します。 その後、FCR25 の

スロット 6 にある TM25-20 本体を取り付け、さらに、FCR25 のスロット 7 にある TP20 モジュ

ール / スタイラス コンビネーションを取り付けます。  

P6 を使用中 、CMM は既に接続されているコンポーネントを取り外します。 その後、FCR25 の

スロット 6 にある TM25-20 本体を取り付け、さらに、FCR25 のスロット 8 にある TP20 モジュ

ール / スタイラス コンビネーションを取り付けます。  

他のツール変換機とプローブ アセンブリと同様に、コンポーネントは、取り付

け時と反対の順序で取り外されます。  

アクティブ プローブをロードする  
オペレーション | アクティブ プローブをロード メニュー オプションを選択すると、パーツプロ

グラムが要求するアクティブ プローブがロードされます。 学習モードにおいて、ロードされた

プローブ ファイルを変更するためには、 プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス ( 挿入 | 
ハードウェア 定義 | プローブ ) を使用して下さい。 「 プローブ 交換機セットアップ ダイアロ

グ ボックス ( 編集 | 仕様 | プローブ交換機 ) を用いて、使用予定の各スロットに適切なプローブ 
コンフィギュレーションを定義することができます。 その定義後、必要なプローブ コンフィギ

ュレーションの交換を測定機に指示するために、 アクティブ プローブをロード オプションを使

用することが可能です。  
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測定機インターフェースのセットアップ  
このオプションは、オンラ
イン モードで作動時にのみ
利用可能です。  

編集 | 仕様 | 測定機インターフェース セットアップ メニュー オプ

ションにより、使用中の特有の測定機インターフェース用の 測定

機 オプション ダイアログ ボックスが表示されます。 当該ダイアロ

グ ボックス上のインターフェース タブの内容は、インターフェー

ス次第で非常に異なりますが、一般に、これらのタブには、以下の

セットアップに関する説明があります:  

2. 測定機とプローブ ヘッドの通信  

3. メカニカル オフセット  

4. 軸線の方向性  

5. デバッグ情報  

測定機インターフェース セットアップ オプションは、オンライン モードで作動時にのみ利用可

能です。  

注意: ほとんどの場合、このダイアログ ボックス内の値は変更される るべきではありません。 
メカニカル オフセット エリアのような、このダイアログ ボックス内の一部の品目は、コントロ

ーラーのハードドライブに保存されている値を永久に上書きしてしまいます。 測定機 オプショ

ン ダイアログ ボックスを、いつ、どのように使用するかについて、質問がある場合は、お近く

のサービス作業員にお尋ね下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスにあるパラメータについては、以下の測定機インターフ

ェースに関する記述をご覧下さい:  

Axila  
Backtalk (B&S)*  

ブライト  

DEA  
ELM  
Embboard (B&S)*  
Faro  

フェデラル  

GOM  

ヨハンセン  

ライカ  

ライツ  

LK ドライバー  

LKRS232  
Manmiti  
Manmora  
Metrocom/Metromec  
Metrolog  

ミツトヨ  

Mora  
MZeizz  
Numerex  
Omnitech  

Reflex  

レ二ショー  

Romer  

シャープ  

シェフィールド  

Tech80  
Theodole  
Wenzel  
Zeiss  
ZssGPIB  

*B&S = ブラウン＆シャープ  
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各種インターフェースのインストール/セットアップ方法に関する、さらに網羅的な説明につい

ては、お手持ちのインストレーション文書（Machine_Interface_Installation_Manual.doc）を参

照して下さい。  

コントローラーからの工場設定を回復  

ライツ インターフェースを使用する測定機において、 パラメータ設定 ダイアログ ボックス( 編
集 | 仕様 | パラメータ )上のタブの一つにある デフォルト ボタンをクリックして、お手持ちの

CMM の初期工場設定を保存している場合、以下の手続きによって、依然として、それらを回復

することができます:  

• 測定機オプション ダイアログ ボックス( 編集 | 仕様 | 測定機インターフェ

ース セットアップ にアクセスして下さい。  
• 視界に入る 初のタブから、 始動時に測定機デフォルト設定を読む チェ

ック ボックスを選択して下さい。 これは、次回 PC-DMIS が始動した時

に、CMM コントローラーに CMM のデフォルト設定を尋ねるよう、PC-
DMIS に指示します。  

• OK をクリックして、当該ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

次回 PC-DMIS が作動した時、PC-DMIS 設定エディタに保存されている数値が、CMM のコント

ローラーに保存されている初期工場設定値に置き換えられます。  

付記: コントローラーのハードドライブにおいて初期工場設定値が上書きされた場合には、この

プロシージャで、その数値を回復することはできません。  

 

測定機の軸線割り当て  
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「測定機オプション」ダイアログ ボックス - 軸線タブ  

軸線 タブには、X, Y, 及び Z 軸の一覧があります。 これらのドロップダウン一覧から、PC-
DMIS の軸線に割り当てられる、初期作成時の測定機軸線を選択して下さい。 警告: 定義される

軸線の方向は、右側の座標システムを形成しなければなりません。  

注意: 軸線 タブのデフォルトの変更により、測定機の体積測定補償を無効にできます（コントロ

ーラー、及び、使用されている体積測定補償のタイプによる）。  

デバッグ ファイル作成  

PC-DMIS には、パーツプログラム実行中に PC-DMIS と CMM の間で行われる全コミュニケーシ

ョンを記録する、特別のテキスト ファイルを作成する能力があります。 このファイルはデバッ

グ ファイルと呼ばれ、CMM が関与する特定の問題を解決するために、テクニカル サポートが使

用します。  

デバッグ ファイルには、PC-DMIS が CMM に送ったコマンドすべて、受け取った応答すべて、

及び、コントローラーによって作成されたエラー メッセージすべてが表示されます。  

オンライン モードで CMM の作動の関与した問題が繰り返し起こる場合、以下のプロシージャに

従い、デバッグ ファイルを作成することが可能です:  

• 測定機オプション ダイアログ ボックスから( 編集 | 仕様 | 測定機インター

フェース セットアップ )、 デバッグ タブを選択して下さい。  
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「測定機オプション」ダイアログ ボックス - デバッグ タブ  

• ログ チェック ボックスを選択して下さい。  
• ログ チェック ボックスに隣接するボックス内で、デバッグ ファイル名を

選択して下さい。 デフォルトによるファイル名は debug.txt です。 ご希

望の場合には、当該ファイル名の前に完全な経路を付け、PC-DMIS のデ

バッグ ファイル送付先となるドライブとディレクトリを、特定すること

も可能です。 デフォルトでは、PC-DMIS がインストールされた先のディ

レクトリへ、PC-DMIS は当該デバッグ ファイルの書き込みを行います。  
• 適用する そして OK をクリックして下さい。 ダイアログ ボックスが閉じ

ます。  
• お手持ちのパーツプログラムを実行し、エラーが発生した場合、ただちに

PC-DMIS を閉じて下さい。  
• デバッグ ファイルがあるディレクトリに進み、当該デバッグ ファイルの

名称を変更して下さい。 デバッグ ファイルの名称変更を行わない場合、

次回 PC-DMIS を始動すると、当該デバッグ ファイルに記憶された既存の

全データが自動的に上書きされます。  

その後、当該デバッグ ファイル、パーツプログラム ファイル（.prg）,プローブ ファイル

（.prg）をその他の必要なファイルと共に、お客様のテクニカル サポートへ送付して下さい。  

新規のデバッグ ファイル開始  

新規のデバッグ ファイルを始め、既存のデータ全部を消去するには、 デバッグ タブから 実行開

始時にログを再設定 チェック ボックスを選択して下さい。 その後、PC-DMIS は、パーツプロ

グラム実行を開始するたびに、既存のデバッグ ファイルの内容を置き換えます。  

実行開始時にログを再設定 を選択解除すると、PC-DMIS は、既存ログの内容を消去するかわり

に、既存のログ ファイルに記録を加えます。  

追加のデバッグ オプション設定  

記録されるデバッグ情報のタイプ、及び、その送付先についてコントロールが可能です。  

• ウィンドウ チェック ボックスをクリックして、ボックスの右側に送付先ウィンドウ名を

記入してください。 デバッグ情報は、レビューのためにそのウィンドウ内に表示されま

す。  
• PC-DMIS からのポジション レポートを記録する ポジション レポート の次に なし 、 両

方 、 記録 または ウィンドウ を特定して下さい。  
• お客様の測定機からコンピューターへ送られた、デバッグ情報を記録する 測定機から の

次に なし 、 両方 、 記録 または ウィンドウ を特定して下さい。 すべてのインターフェ

ースが、このオプションに対応しているわけではありません。  
• お客様のコンピューターから測定機へ送られた、デバッグ情報を記録する CPU から の

次に なし 、 両方 、 記録 または ウィンドウ を特定して下さい。 すべてのインターフェ

ースが、このオプションに対応しているわけではありません。  
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OIT 通信  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - OIT タブ  

OIT タブを用いて、お手持ちの OIT デバイスへのシリアル接続のコンフィギュレーションを行う

ことができます。 お手持ちの通信ポート（COM ポート）を選択し、COM ポート設定を変更で

きます。 お客様の COM ポート設定に関する説明については、お客様のコントローラーに付随の

文書をチェックして下さい。 利用可能な OIT のタイプは、TESA、 VORNE、または、GE です。  
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PH9 通信  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - PH9 タブ  

PH9 タブを用いて、お手持ちの PH9 デバイスへのシリアル接続のコンフィギュレーションを行

うことができます。 お手持ちの通信ポート（COM ポート）を選択し、COM ポート設定を変更

できます。 お客様の COM ポート設定に関する説明については、お客様のコントローラーに付随

の文書をチェックして下さい。  

回転テーブル設定  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - 回転タブ  
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回転 タブを用いて、お手持ちのインターフェース用に、回転テーブルのオプションのコンフィ

ギュレーションを行うことができます。  

加速 - このオプションは、回転テーブルの 高加速度です。 通常、これらの数

値は、コントローラーのコンフィギュレーションから読まれます。  

速度 - このオプションは、回転テーブルの 高速度です。 通常、この数値は、

コントローラーから読まれます。  

解像度 - これは、回転テーブルを特定します。  

オフセット - お手持ちの回転テーブルのホームポジションは、ゼロの位置付けで

ないかもしれません。 テーブルがホームポジションに着いた後で、それを真

のゼロ位置に位置付けたい場合には、この値は、テーブルがホームポジショ

ンに着いた後で、回転する角度になります。 オフセットの二番目の隣にある

ボックスは、二つ目の回転テーブル用です。  

低デルタ - これは、その時点でのテーブル位置と新規に要求されるテーブル位

置の、 低の差です。 差がこの値を下回る場合、テーブル回転の要求は無視

されます。  

テーブル - お手持ちの測定機に回転テーブルがある場合には、このオプションを

選択してください。  

二重テーブル - お手持ちの測定機に二重回転テーブルがある場合には、このオプ

ションを選択してください。  

付記: 回転テーブル用のポートロックがプログラムされる必要があることに、注意してくださ

い。  
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通信プロトコール設定  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - コントローラー タブ  

通信ポート または コントローラー タブを用いて、お手持ちのインターフェース用のへコントロ

ーラーに接続する、シリアル接続のコンフィギュレーションを行うことができます。 お手持ち

の通信ポート（COM ポート）を選択し、COM ポート設定を変更できます。 お客様の COM ポー

ト設定に関する説明については、お客様のコントローラーに付随の文書をチェックして下さい。  

軸線のスケール係数の設定  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - 解像度タブ  
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解像度 タブを用いて、お手持ちの測定機の各軸線用に、スケール係数を指定することができま

す。 スケール係数は、二つの理由から使用されます:  

• 一部のコントローラーは、測定値を実際の数字（例えば、637.24319876）ではなく、数

字全体を整数として（例えば、63724319876）返送します。 この場合、コントローラー

から返送された整数は、正しい実際の数字となるために、スケール係数 1,000,000.0 に
よって分割される必要があります。  

• これらの値は、お手持ちの測定機用の容積補償を行うためにもまた、使用される可能性

があります。 例えば、小さな線形エラーがある場合、10,000 のかわりに 9,998 というス

ケール係数を使用することになります。  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  

リスト コンフィギュレーション  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - リスト タブ  

リスト リスト タブを用いて、それぞれの A & B 解像度 ボックス内の、お手持ちのリスト デバ

イスの A & B 軸線のスケール係数を指定することができます。 スケール係数は、お手持ちのリ

スト デバイスの値を、PC-DMIS 内の一貫した値に変換するために用いられます。  

A 及び B オフセット 値は、お手持ちの継続モーション リストのホームポジションを｢清算」す

るために用いられます。  



Wilcox Associates, Inc. 

284  *  カスタマイズ設定 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

高速度 ボックスは、お手持ちの継続モーション リストの 高許容速度（パーセント）を表示

します。  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  

軸インターフェース  

これに関する記述は、 PC-DMIS ポータブル 文書内にあります。  

バックトーク インターフェイス  

バックトーク インターフェイスは、Man 3（外部シリアル インターフェース）を伴った ブラウ
ン＆シャープ のマニュアル測定機と共に用いられます。 お手持ちの測定機に照明ペンが付いて

いる場合、 設定エディタ において、コントローラーの設定を MM2 コントロールに変更する必

要があります。 レジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい説明については、「 レジス

トリのエントリーを変更する 」の  項  をご覧下さい。  

お手持ちのバックトーク コントローラーのコンフィギュレーションのために、モニターをお客

様のコントローラーにつなげる必要があります。 PC-DMIS の始動前に、backtalk.dll を
interfac.dll に名称変更して下さい。  

付記: お客様が、Man3 ボックスをお持ちで、かつ、Z レール マウスをご使用の場合、Z レール 
マウスを不能にするために、照明ペンが必要とされます。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、バックトーク インターフェースに関して四つのタ

ブがあります:  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 4800 
Baud, イーブン parity、 7 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1.0, Y=1.0, Z=1.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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ブライト インターフェース  

ブライト インターフェースは、 ブライトミツトヨ ユーロ C（ブライト） 測定機と共に使用され

ます。 このインターフェースは、ミツトヨにより開発されたプロプライエタリ カードを通して、

コントローラーと通信します。 このインストレーションが新規の PC を用いている場合、当該カ

ードを元来の測定機から取り除き、新規の測定機に取り付ける必要があります。 古いソフトウ

ェアを、依然として、PC-DMIS と共に使用する必要がある場合、両方とも同一の測定機にイン

ストールされなければいけません。  

PC-DMIS の始動前に、bright.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、ブライト インターフェースに関して二つのタブが

あります:  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

ライカ インターフェース  

これに関する記述は、 PC-DMIS ポータブル 文書内にあります。  

DEA インターフェース  

DEA インターフェースは DEA GAMMA と 新 DEA 測定機 (Tutor P & B3P シリーズ コントロー

ラー併用)、 マニュアル ミストラル 測定機（M 内部カード コントローラー併用）、及び、 スイ

フト マニュアル 測定機（「ホワイト ボックス」（AKA CPM3）コントローラー併用）と共に使

用されます。  

お手持ちの PC に、Tutor for Windows が既にインストールされている場合には、PC-DMIS が、

WTUTOR.INI ファイルの所在位置を見つけ、補償マップ、機械的オフセット、等に関する関連

情報を抽出し、それに対応するオプションをレジストリに設定します。 Tutor が既にインストー

ルされていないコンピューターに、インストールする場合には、レジストリにおいて、それに関

連した変更を行う必要があります。  

PC-DMIS の始動前に、dea.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、DEA インターフェースに関して七つのタブがあり

ます:  
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DEA タブ  

「 DEA タブの使用 」の項目を参照して下さい。  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud, イーブン parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

PH9 タブ  

「 PH9 通信 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 2 、 4800 Baud、 No 
parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

リスト タブ  

「 リスト コンフィギュレーション 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は: A 解像度 = 
3600、B 解像度 = 3600、A オフセット - 0.0、B オフセット 0.0、及び、 大速度 - 100．  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=10000.0, 
Y=10000.0, Z=10000.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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DEA タブの使用  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - DEA タブ  

Dea タブを用いて、DEA インターフェースに特有の、以下の設定をコンフィギャーすることが

できます:  

バッファのサイズ - コントローラーのバッファへ一度に送付可能な動作の数を示

します。 測定機の中には、前もって送付した動作が多すぎると、エラーにな

るものがあるので、動作送付数を減らしてください。 しかしながら、この値

を減らすと、システムの機能低下につながります。 例えば、この値を 1 に設

定すると、測定機が直前の動作を完了した後でのみ、次の動作コマンドを送

ることになり、各コマンドが送られる前に、測定機が停止します。  

XYZ メカニカル オフセット - これらの値を用いて、お手持ちの測定機のメカニ

カル オフセットを設定できます。 訓練を受けた技術士のみが、この調整を

行うべきです。  

ボタン割り当て - 記録 ボタンを 直前のヒットを消去 または 終了/済み キーとし

て作動するよう指定することが可能です。  

コントローラー通信ポートの調査 - このチェック ボックスが作動可能とされて

いる場合、PC-DMIS は、通信の失敗を防ぐために、シリアル ポートを定期
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的に調査します。 通信上の問題がある場合にのみ、このチェックボックスを

チェックして下さい。  

ドライブ分離 - DCC 測定機を手動で使用するため、そのドライブを分離するこ

とが可能な場合、このチェックボックスをチェックして下さい。  

補償の形式 - 以下の容積補償方法から選択することができます: 該当なし, DEA
標準, DEA DLL (wcompens32), ASI, または ブラウン＆シャープ。  

補償モード - 以下の補償モードから選択することができます: 標準測定機、 二重

ドライブ、 水平アーム (アーム 1)、 または、 水平アーム (アーム 2).  

DEA 構造的温度補償 OCX の使用 - DEA 構造的温度補償 OCX を使用するために

は、このオプションを選択して下さい。  

OCX への経路 - DEA 構造的温度補償  OCX ファイルへの経路を特定して下さい。  

測定機のタイプ - 測定機のタイプを特定して下さい: アーム、または、ロボット  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  

Elm インターフェース  

Elm インターフェースは、 Elm または Starrett インターフェース測定機を共に用いられます。 
このインターフェースは、API（Automated Precision 社）製造の PC 配線盤と通信します。 コ
ントローラーへの直接の通信はすべて、この配線盤を通して行われます。 PC-DMIS の

interfac.dll は API dll (dccsim32.dll) と通信し、この API dll は PC-DMIS ディレクトリ内にある必

要があります。  

elmsetup.exe セットアップ プログラムは、PC-DMIS が使用する測定機のパラメータをコンフィ

ギャーすることができます。 このファイルは、elmsetup.zip ファイル内のウィルコックス ftp サ
イトに位置します。この elmsetup.zip ファイルはまた、セットアップ ユーティリティが必要と

する、データ及びリソース ファイルをも含んでいます。  

PC-DMIS の始動前に、elm.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

付記: API.INI ファイルは、Starrett 社の測定機のコンフィギュレーションに、用いることができ

ます。 INI entry – INI_Filename に適任のファイル名を付け加えて下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Elm インターフェースに関して二つのタブがあり

ます:  

軸線タブ  
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「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

埋め込みボード インターフェース  

埋め込みボード インターフェースは、内部の埋め込みコントローラ カードを伴った ブラウン＆
シャープ のマニュアル測定機と共に用いられます。 これは、お客様の PC 内にある、通常の大

きさのカードで、そのアドレスが 300h に設定されています。 このアドレスが、当該システム内

の別のボードに使用されていないことを確認する必要があります（あるネットワーク カードは、

このアドレスを用いている）。  

PC-DMIS の始動前に、embboard.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、埋め込みボード インターフェースに関して三つの

タブがあります:  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1.0, Y=1.0, Z=1.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

FARO インターフェース  

これに関する記述は、 PC-DMIS ポータブル 文書内にあります。  

フェデラル インターフェース  

フェデラル インターフェースは、 フェデラル/ルノー 測定機と共に使用されます。 このインタ

ーフェースは、単一の RS-232 通信ポートのみを必要とします。  
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PC-DMIS の始動前に、federal.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、フェデラル インターフェースに関して三つのタブ

があります:  

通信タブ  

「 通信プロトコル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud, イーブン parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

GOM インターフェース  

これに関する記述は、 PC-DMIS ポータブル ポータブル 文書内にあります。  

ヨハンセン インターフェース  

ヨハンセン インターフェースは、 ヨハンセン 測定機と共に使用されます。 このインターフェー

スは、JoWin インストレーションの一部としてインストールされる、Proto ソフトウェアを必要

とします。 PC-DMIS 始動時に、Proto ソフトウェアも始動され、PC-DMIS が閉じると、Proto
も閉じられます。 Proto は、コントローラーと通信するための通信設定を検出します。  

PC-DMIS の始動前に、johansson.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、ヨハンセン インターフェースに関して二つのタブ

があります:  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual カスタマイズ設定  *  291 

ライツ インターフェース  

ライツ インターフェースは、ライツ プロトコールを利用するコントローラーでの使用を意図し

ています。 これには、実際のライツ測定機、及び、ブラウン＆シャープの共通ファームウェア 
コントローラーに加え、ブラウン＆シャープ コントローラー（例えば、ライツ モードのシャー

プ 32Z）が含まれます。 このインターフェースを作動するには、オリジナル システムからの測

定機パラメータ ファイルは必要ありません。  

一部の新型コントローラーは、シリアル ポートの代替として、TCP/IP 通信を使用できます。 こ
のインターフェースは、どちらの方法にも対応しています。 コントローラー通信コンフィギュ

レーションの検査、及び/または、変更は、一般的に、測定機用のサービス ユーティリティを用

いて行われます。 その後、PC-DMIS のコンフィギュレーションは、コントローラーのコンフィ

ギュレーションと合致するはずです。  

PC-DMIS の始動前に、leitz.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、ライツ インターフェースに関して八つのタブがあ

ります:  

ライツ プロトコール セットアップ タブ  

「 ライツ プロトコール セットアップ タブ 」の項目を参照して下さい。  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

リスト タブ  

「 リスト コンフィギュレーション 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は: A 解像度 = 
3600、B 解像度 = 3600、A オフセット = 0.0、B オフセット = 0.0、及び、 大速度 = 100。  

回転タブ  

「 回転テーブル設定 」の項目を参照して下さい。デフォルト値は: 加速 = 0.0, 速度 = 20, 解像度 
= N/A, オフセット = 0.0, 低 デルタ = 0.5, テーブル = チェックなし, 及び 二重テーブル = N/A。  

OIT タブ  

「 OIT 通信 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 0 、 9600 Baud、 No 
parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。  

パラメータ タブ  
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「 ライツ パラメータ タブ 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

 

ライツ プロトコール セットアップ タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - ライツ プロトコール セットアップ タブ  

Dea タブを用いて、DEA インターフェースに特有の、以下の設定をコンフィギャーすることが

できます:  

始動時に測定機デフォルト設定を読む - この チェック ボックスがチェックされ

ている場合、PC-DMIS は、次回 PC-DMIS が始動した時に、CMM コントロ

ーラーに CMM のデフォルト設定を尋ねます。 次回 PC-DMIS が作動した時、

PC-DMIS 設定エディタに保存されている数値が、CMM のコントローラーに

保存されている初期工場設定値に置き換えられます。 付記: コントローラー
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のハードドライブにおいて初期工場設定値が上書きされた場合には、このプ

ロシージャで、その数値を回復することはできません。  

測定機操作に TCPIP 使用 - お手持ちのコントローラーに接続するために、

TCP/IP を使用している場合、このオプションを選択して下さい。  

TCPIP アドレス - お手持ちの測定機のコントローラー用に、TCP/IP アドレスを

特定して下さい。  

TCPIP ポート番号 - コントローラーが聞くようコンフィギャーされた、ポート

番号を特定して下さい。 通常、この番号はポート 2001 です。  

端末ボタン - このボタンをクリックすると、TCPIP の設定に基づいた、お手持

ちのコントローラーとの、端末間通信セッションが開かれます。  

ドライブ分離 - DCC 測定機を手動で使用するため、そのドライブを分離するこ

とが可能な場合、このチェックボックスをチェックして下さい。  

補償の形式 - 以下の容積補償方法から選択することができます: 該当なし, DEA
標準, DEA DLL (wcompens32), ASI, または ブラウン＆シャープ。  

補償モード - 以下の補償モードから選択することができます: 標準測定機、 二重

ドライブ、 水平アーム (アーム 1)、 または、 水平アーム (アーム 2).  

DEA 構造的温度補償 OCX の使用 - DEA 構造的温度補償 OCX を使用するために

は、このオプションを選択して下さい。  

OCX への経路 - DEA 構造的温度補償  OCX ファイルへの経路を特定して下さい。  

測定機のタイプ - 測定機のタイプを特定して下さい: アーム、または、ロボット  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  
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ライツ パラメータ タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - パラメータ タブ  

高速度 - これらの値は、X, Y, 及び Z 軸の 高速度です。 通常、これらの数値

は、コントローラーから読まれます。  

メカニカル オフセット - これらの値を用いて、お手持ちの測定機の XYZ 軸線の

メカニカル オフセットを設定できます。 容積補償は、通常、このインター

フェースを持つコントローラー内で行われます。 何かの事情で、0,0,0 以外

のプローブ参照ポイントが必要となるコンフィギュレーションがなされてい

る場合、その値はこれらのオフセットに入力することができます。  

スキャンの 高速度 - この値は、 高のスキャン速度を設定します。 これは、

SP600 プローブ、または WAB 光プローブと併用のスキャン機器のような、

アナログのスキャン機器でのみ用いることができます。  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  
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LK ドライバー インターフェース  

LK ドライバー インターフェースは、 LK3000 、または LK2000 コントローラーを持つ、 LK 測
定機と共に使用されます。 共通ドライバー ソフトウェアは、LK から直接入手されなければなり

ません。 このインターフェイスを利用する PC-DMIS インターフェースのインストール/使用に

先立って、当該ソフトウェアがインストール、及び、コンフィギャーされる必要があります。 
共通ドライバーDLL 自体は、ドライバーのバージョン次第で、LKCMMDRV53.DLL に類似の名

称を持ちます。この他にも、LK がドライバーと共に提供する DLL 関連のものがあり、それらは

ドライバーの適切な作動に必要なものです。 PC-DMIS インターフェースと共に使用できるバー

ジョンのうちで、 も初期のものは、LKCMM21.DLL です。 初期のバージョンには、互換性が

ありません。  

PC-DMIS の始動前に、lkdriver.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、LK ドライバー インターフェースに関して三つの

タブがあります:  

LK ドライバー タブ  

「 LK ドライバー タブ 」の項目を参照して下さい。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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LK ドライバー タブ  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - LK ドライバー タブ  

LK ドライバー タブを用いて、LK ドライバー特有のパラメータを変更することができます。  

解読間隔（ミリセコンド） - これによって、解読モードで位置の読み取り情報が

更新される頻度を決定できます。 この値は、千分の一秒についての整数値で

す。 デフォルト設定値は、500 ミリセコンド（つまり、二分の一秒）です。  

LK ドライバーDLL - これは、PC-DMIS が使用する、共通ドライバーDLL のファ

イル名を特定します。 これは、LK が新バージョンのドライバーをリリース

すると、後で変更する可能性があります。  

XYZ メカニカル オフセット - これらの値を用いて、お手持ちの測定機の XYZ 軸

線のメカニカル オフセットを設定できます。 容積補償 が ASI に設定されて

いる時のみ、これらの値を編集することが可能です。  
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手動ヒット誤差 - この値は、真の手動ヒットを行った場合と手動印刷ボタンを押

した場合の区別に用いられます。 手動印刷ボタンを押した場合が、手動ヒッ

トを行った場合と頻繁に間違われる時には、この値を増加してみてください。 
手動ヒットを行った場合が、手動印刷ボタンを押した場合（終了キーを押し

たのと同じ）と頻繁に間違われる時には、この値を減少してみてください。 
付記: 手動印刷ボタンを終了キーとして使用する場合、ボタンが押される時

CMM の動作は停止している必要があります。 CMM が動作中であれば、ほと

んど確実に、手動ヒットと解釈されます。  

低回転テーブル動作 - これは、回転テーブルの動作の 低限度を定義します。 
新規に要求されたテーブルの角度が、その時点での角度を差し引いた上で、

この 低限度を超えていない場合、この動作要求は無視されます。  

手動印刷ボタン - このオプションにより、必要に応じて、ジョグボックス上の手

動印刷キーを PC-DMIS の機能に指定することができます。 利用可能なオプ

ションは、DONE (終了キー)、 動作ポイント(動作を保存)、 または ヒット消

去(直前のヒットを消去)です。  

付記: このインターフェースについて、「ヒット」モードにある時のみ、機能割り当てが適用で

きます。 当該インターフェースが「解読モード」に切り換え中に、このボタンが押されると、

手動印刷ボタンの設定に関わらず、不適切な接触であると解釈されます。  

容積補償方法 - ドライバーからの容積補償を使用するために、 LK (ドライバー

による) を選択してください。または、これらの補償値を XYZ メカニカル オ
フセット ボックスに割り当てるためには、 ASI を選択してください。  

共通ドライバー コンフィギュレーション ボタン - このボタンは、LK ドライバー 
コンフィギュレーション アプリケーションを起動します。  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  

LKRS232 インターフェース  

LKRS232 インターフェースは、八つの異なる LK コントローラーと共に使用されます: Cupe シ

リアル, Cupe GPIB, ミクロン ドライブ, LK3000, LK2000/2002/2000+, LK4000, ACT, 及び AIM。 
LK-3000 は、LK-2000 と LK-4000 の両方より旧式です。 ACT は 2000 系統の後継であり、AIM
は 4000 系統の後継です。  

PC-DMIS の始動前に、lkrs232.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、LKRS232 インターフェースに関して七つのタブが

あります:  



Wilcox Associates, Inc. 

298  *  カスタマイズ設定 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

LK 直接タブ  

「 LK 直接タブ 」の項目を参照して下さい。  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト設定値は 
X=10000.000000, Y=10000.000000, Z=10000.000000。  

回転タブ  

「 回転テーブル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト設定値は: 加速 = 0.0, 速度 = 0.0, 
解像度 = 10000, オフセット = 0.000000, オフセット 2 = 0.000000, 低 デルタ = 0.5, テーブル 
= チェックなし, 及び 二重テーブル = チェックなし。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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LK 直接タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - LK 直接タブ  

LK 直接 タブには、お客様の LKRS232 インターフェース専用の設定が用意されています。  

LK 2000 - コントローラーが LK2000 タイプのものである場合には、このオプシ

ョンを選択することが必要です。  

LK 3000 - コントローラーが LK3000 タイプのものである場合には、このオプシ

ョンを選択することが必要です。 LK3000 オプションを選択する場合には、

LK2000 をも選択する必要があります。  

ミクロン ドライブ - このコントローラーがミクロン ドライブである場合、この

オプションを選択することが必要です。 付記: ミクロン ドライブ コントロー

ラーは、GPIB 通信を使用しません。  

GPIB - お手持ちのコントローラーが、通信のために GPIB プロトコールを使用

する場合には、このオプションを選択して下さい。  

PH9 - PH9 をご使用の場合には、このオプションを選択して下さい。  

SETPT - 測定機がヒットの登録を行わない場合、このオプションの選択が好ま

しいかもしれません。  

ホームポジションへの速度 - この値は、ホームポジションへの移動速度を設定し

ます。 測定機が、ホームポジションに到達する前に、限界速度に達する場合

には、この値を減らし、コントローラーのスイッチを切り、再度試してくだ
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さい。 この値が正しく設定されている時、測定機は限界速度に達し、その後、

各軸線のホームポジションに到達します。 デフォルト設定値は 1 です。  

移動速度 - この値は、全体的な移動速度を設定します。 PC-DMIS 内で、速度を

遅く設定した時でさえ、移動速度が速すぎる場合には、この値を減少してく

ださい。 デフォルト設定値は 1.00000 です。  

ヒット前の待ち時間 - この値は、０のままであるべきです。  

動作バッファ - コントローラーのバッファへ一度に送付可能な動作の数を示しま

す。 測定機の中には、前もって送付した動作が多すぎると、エラーになるも

のがあるので、動作送付数を減らしてください。 しかしながら、この値を減

らすと、システムの機能低下につながります。例えば、この値を 1 に設定す

ると、測定機が直前の動作を完了した後でのみ、次の動作コマンドを送るこ

とになり、各コマンドが送られる前に、測定機が停止します。  

スタート ボタンなし - コントローラー（または、ジョグボックス）にマスター 
スタート ボタンがない場合、このオプションを選択して下さい。  

自動速度 適化 - ある LK コントローラーは、自動速度 適化に対応しており、

コントローラーのこの特徴は、各動作に見合う、それぞれの 高速度で各軸

線を操作します。 お手持ちのコントローラーが、この機能に対応している場

合、このオプションを選択することが可能です。  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  

Manmiti インターフェース  

Manmiti インターフェースは、目盛りに接続された MAG-1、 MAG-2、または、MAG-3 コントロ

ーラーを伴う、 ミツトヨ手動 測定機と共に用いられます。 これは、GPIB インターフェースで

す。  

PC-DMIS の始動前に、manmiti.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Manmiti インターフェースに関して二つのタブが

あります:  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  
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「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

Manmora インターフェース  

Manmora インターフェースは、 Mora 手動測定機と共に用いられます。 この測定機には、幾つ

かのコントロール/セットアップ/送付 オプションが利用可能で、XYZ 解読機能を持つ、

GEMODEK タイプの MR01 計数器ボックスが付随しています。 コンフィギュレーション及びテ

ストに関する、より詳しい説明については、MIIM を参照して下さい。  

PC-DMIS の始動前に、Manmora.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Manmora インターフェースに関して四つのタブが

あります:  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 2 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1.0, Y=1.0, Z=1.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

Metrocom / Metromec インターフェース  

Metrocom インターフェースは、 Metrocom 、 Metromec ( Metrocom S V2 & V3 付き)、及び、

旧式の Wenzel (Metromec エミュレーター付きの Wenzel 2000) 測定機と共に使用されます。 
PC-DMIS が正常に作動するためには、Metrocom ソフトウェアからの初期始動ファイル

（METROCON.DAT）が、PC-DMIS のディレクトリにコピーされる必要があります。  

旧式の Wenzel 測定機（例えば、MetrocomS コントローラー付きの）は、METROCON.DAT フ

ァイルさえあれば、作動します。 しかしながら、新しい Wenzel WP シリーズのコントローラー

を使用している場合には、MetroSoft ディレクトリからの、以下の四つのファイルがコピーされ
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ていなければなりません: WPMACH.PMC、 WPSW.PMC、 WPDAT.PMC、 及び、 
WPGO.PMC  

PC-DMIS の始動前に、METROcom.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Metrocom インターフェースに関して五つのタブ

があります:  

Metromec タブ  

「 Metromec タブ 」の項目を参照して下さい。  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 38400 
Baud、 No parity、 7 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

PH9 タブ  

「 PH9 通信 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 38400 Baud、 No 
parity、 7 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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Metromec タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - Metromec タブ  

Metromec タブを用いて、Metromec インターフェース用の、以下の設定をコンフィギャーする

ことができます:  

PH9 - PH9 をご使用の場合には、このオプションを選択して下さい。  

高速度 - このオプションは、お手持ちの CMM の 高速度を設定します。  

加速 - このオプションは、お手持ちの CMM の 高加速度を設定します。  

XYZ メカニカル オフセット - これらの値を用いて、お手持ちの測定機のメカニ

カル オフセットを設定できます。 訓練を受けた技術士のみが、この調整を

行うべきです。  

補償データ - DEA 補償形式を使用している場合、補償データ ファイル（通常、

compens.dat）は、このボックス内で特定されます。 新規の DEA 補償形式

を使用している場合には、三つのテキスト ファイルが PC-DMIS ディレクト

リ内に存在する必要があります: FZYFILE.TXT, RCXFILE.TXT, 及び 
RMXFILE.TXT。  
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補償の形式 - 以下の容積補償方法から選択してください: NONE、 DEA 標準、 
または、DEA DLL (wcompens32）。  

補償モード - DEA DLL (wcompens32) 補償形式の対応する、以下の補償モード

から選択することができます: 標準測定機、水平アーム (アーム 1)、または、

水平アーム (アーム 2).  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  

メトロログ インターフェース  

メトロログ インターフェースは、 メトロロジック社 のコントローラーと共に使用されます。 
PC-DMIS には、メトロロジック社のコントローラーを操作する、二つのモードがあります。  

• 第一 のモードは、メトロロジック社発行の MTDIAL.DLL ファイルを通して実行されます。 
この DLL は、メトロロジック社を通してのみ入手できる、別のポートロックを必要とし

ます。 このモードでは、CMM 操作のために、MTDIAL.DLL 内の機能を呼び出します。 
容積補償のすべても、当該 DLL 内で行われます。 DLL は、指定された通信ポートに話

しかけ、直接 CMM と通信を行います。  
• メトロジック社コントローラーを操作する 第二 のモードは、MTDIAL.DLL を全く迂回し、

直接通信ポートを通して行われます。 このモードでは、目 t ロジック社発行の別のポー

ト ロックは必要ではありません。 PC-DMIS は、指定の通信ポートを通して、直接コン

トローラーと話します。 容積補償は、三つのフォーマットで行われます 1) DEA Tutor
フォーマット、2) Wcompens32.dll フォーマット、3) BNS comp.dat フォーマット。 オ
プション１と２は、通常、DEA コントローラー上で使用されます。 オプション３は、通

常、Excel CMM 上で使用されます。 第一のモードを用いる唯一の理由は、既存の CMM
内に既に存在の可能性がある、メトロジックの容積補償を利用することです。  

PC-DMIS の始動前に、etrolog.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、メトロログ インターフェースに関して三つのタブ

があります:  

通信タブ  

「 通信プロトコル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud, イーブン parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  
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付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

ミツトヨ インターフェース  

ミツトヨ インターフェースは、 ミツトヨ の測定機と共に使用されます。  これは、GPIB インタ

ーフェースであり、オリジナル ミツトヨ システムからの測定機パラメータ ファイルを必要と

しません。 ミツトヨはそれらの測定機が機械的に正確である、とみなしているので、初期作成

時のソフトウェア補償はありません。 しかし、ミツトヨの測定機に対応している、幾つかの補

償方法があります。  

これらの測定機を用いて、手動ヒットを行うには、ジョグボックスの「MEAS」ボタンを押す必

要があります。  

付記: PH9,または PH10 を持つ測定機において、通常の測定機始動の順序には、特にヘッドを

（一般的に、0,0 へ）位置付けるための手動コントロールの使用が含まれています。 これによっ

て、PH9/10 コントローラーとヘッド自体の間の通信すべての初期化と適切な作動が保証されま

す。 初期化時に 0,0 と読まれる場合でも、これは行われるべきで、ヘッドを 0,0 に位置つけてく

ださい。 ハンドセットを通してのヘッドの初期化に失敗すると、DCC 回転の失敗につながりま

す（すべてを回転しない可能性や、ある場合には、回転終了時にエラー表示される可能性があり

ます）。  

PC-DMIS の始動前に、mitutoyo.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、ミツトヨ インターフェースに関して四つのタブが

あります:  

インターフェース タブ  

｢ ミツトヨ インターフェース タブ 」の項目を参照して下さい。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=10000.0, 
Y=10000.0, Z=10000.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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ミツトヨ インターフェース タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - インターフェース タブ  

インターフェース タブを用いて、ミツトヨ インターフェース用の、以下の設定をコンフィギャ

ーすることができます:  

PH9 - PH9 をご使用の場合には、このオプションを選択して下さい。  

旧式のジョイスティック - ジョグボックスが古い形式である場合、このオプショ

ンは、1 に設定されなければなりません。 （当該ジョグボックスが、下記の

設定通りに機能しない場合、お手持ちのジョイスティックは旧式です。）  

BHN 706 ‐ BHN 706CMM に接続するには、このオプションを選択して下さい。  

高速度 ‐ この値は、測定機の全体的な 高速度を設定します。 この値が大き

すぎる場合には、DCC の作動中、コントローラーから断続的な「速度超過」

エラーが発せられます。 デフォルト設定値は 60 です。  

適所誤差 ‐ これは、測定機が指示された位置に移動する際、位置付けを確定す

るために、その位置にどれだけ接近しなければならないかを設定した値です。 
測定機が、各動作の合間に長い間停止するような場合には、この値を増加し

て下さい。  

注意: 訓練を受けた技術士のみが、これらの値の変更を行うべきです。 これらの値の変更で、予

期しない結果が出る恐れがあります。  
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Mora インターフェース  

Mora インターフェースは、 Mora CNC  測定機と共に用いられます。 このインターフェースは

単一の RS232 通信ポートを必要とするだけで、オリジナル システムからの測定機パラメータ フ
ァイルは必要ありません。  

PC-DMIS の始動前に、mora.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

「 測定機オプション ダイアログ ボックスには、Mora インターフェースに関して三つのタブが

あります:  

通信タブ  

「 通信プロトコル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

MZeizz インターフェース  

MZeiss インターフェースは、 Zeiss 手動測定機と共に用いられます。  

PC-DMIS の始動前に、Mzeiss.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、MZeiss インターフェースに関して四つのタブがあ

ります:  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud, イーブン parity、 8 データ ビッツ、及び 2 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  
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「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1.0, Y=1.0, Z=1.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

Numerex インターフェース  

Numerex インターフェースは、 Numerex 測定機と共に使用されます。 二つの異なる形式の

Numerex インターフェースが利用可能で、その一つはデジタル解読装置（DRO）付きのもの、

もう一つは DRO なしのものです。 DRO バージョンは、簡単にインストールできますが、お手

持ちの測定機に DRO がない場合には、Tech80 カードに加え、Tech80 カードと Numerex コン

トローラーを接続する専用部品一式が必要になります。 これら二つのインターフェースのイン

ストレーションに関する説明については、MIIM を参照して下さい。  

このインターフェースを作動するには、オリジナル システムからの測定機パラメータ ファイル

は必要ありません。  

PC-DMIS の始動前に、Numerex.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Numerex インターフェースに関して四つのタブが

あります:  

Numerex タブ  

｢ ミツトヨ インターフェース タブ 」の項目を参照して下さい。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1.0, Y=1.0, Z=1.0。 
このスケール係数は、DRO 装置がある場合に使用されます。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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Numerex タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - Numerex タブ  

Numerex タブを用いて、Numerex インターフェース用の、以下の設定をコンフィギャーするこ

とができます。  

DRO - お手持ちのシステムが DRO を用いて目盛りの読み取りを行う場合、このオプショ

ンを選択して下さい。  

DRO 通信ポート - DRO 装置用の通信ポートを特定して下さい。  

PH9 - PH9 をご使用の場合には、このオプションを選択して下さい。  

4800 N 8 1 - お手持ちの PH9 装置が、、デフォルト設定である 4800 baud NO parity 7 
bits 2 stop bits (48007N2)のかわりに、これらの通信設定を使用する必要がある場合には、

このオプションを選択して下さい。 通常、セラミックス CMM（新型 CMM）の場合、こ

のオプションを選択する必要があります。 CMM が旧型の場合には、このオプションを選

択解除する必要があります。  

PH9 通信ポート - PH9 装置用の通信ポートを特定して下さい。  

DCC コントローラー用通信ポート - DCC コントローラー用の通信ポートを特定して下さ

い。  

キーボード通信ポート - キーボード用の通信ポートを特定して下さい。  
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Tech80 の使用 - お手持ちのシステムが Tech80 ボードを用いて目盛りの読み取りを行う

場合、このオプションを選択して下さい。  

Tech 80 IRQ - この値は、Tech 80 ボードの割り込みレベルを設定します。この値がジャ

ンパー設定、及び、WNS27 レジストリ設定に適応することを確認して下さい。  

Tech 80 XYZ スケール - これらの XYZ スケール オプションを用いて、Tech 80 使用時の、

各軸線用のスケール係数を特定することができます。 この値は、通常、200.0 です。 こ
の値が正しいかテストする簡単な方法は、既知のポイント間の距離を測定することです、

測定距離と実際の距離が異なる場合、当該数値を修正することが可能で、ほとんどの場合、

その値は端数のない 100, 1000, 500 等になります。 基本的なフォームの線形エラー補償

（線形伸張）は、この値をわずかに変更して行うことができます。  

適所誤差 - これは、測定機が指示された位置に移動する際、位置付けを確定するために、

その位置にどれだけ接近しなければならないかを設定した値です。 測定機が、各動作の

合間に長い間停止するような場合には、この値を増加して下さい。  

加速 - このオプションは、DCC 作動中の CMM の加速度を設定します。 デフォルトの値

は、1500 です。 CMM が始動時に急な動作を行って停止するような場合には、この加速

度値を減少してください。  

高速度 - このオプションは、測定機速度のマルチプライヤであり、これを用いて、測定

機の 高速度をコントロールできます。 PC-DMIS の 100%の速度が、測定機の全力速度

になるよう調整して下さい。  

DCC 測定機 - このオプションが選択されるべきでない時は、唯一、DCC 測定機としての

作動ではなく、デバッグ目的で DRO のテストを行う場合のみです。 手動測定機の場合に

は、Tech80 インターフェースを直接使用して下さい。  

ホームポジション有り - 測定機がホームポジションを持つ場合、このオプションを選択し

てください。 補償マップを使用する時には、これを選択する必要があります。  

Omnitech インターフェース  

Omnitech インターフェースは、 Omnitech 測定機と共に使用されます。 このインターフェース

は、標準 RS-232 インターフェースを通して、コントローラーと通信します。  

PC-DMIS の始動前に、omnitech.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Omnitech インターフェースに関して二つのタブが

あります:  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  
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「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

Reflex インターフェース  

Reflex インターフェースは、 Reflex コントローラーと共に用いられます。 このインターフェー

スは、横断モードにおいて、Reflex ボックスと共に、手動ゲージ 2000 測定機で使用することが

意図されたものです。 二つの「スマート カード」が、コントローラーに挿入されます。 上部の

ものは、プログラムが記憶される、記憶カードです。 Reflex コントローラーのスイッチがオン

になると、以下のスクリーンが表示されます:  

PC-DMIS の始動前に、Reflex.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Reflex インターフェースに関して四つのタブがあ

ります:  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 9600 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

レ二ショー インターフェース  

レ二ショー インターフェースは、インストールされている レ二ショー のソフトウェア（V4.0、
または、それ以降）と通信します。 また、UCC1 コントローラーとの視覚的リンクを通した通

信では、特別のインターフェース カード（または、USB モジュール）が用いられます。 ソフト

ウェアとインターフェースは、レ二ショーから直接入手されなければなりません。  

PC-DMIS の始動前に、Renishaw.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、レ二ショー インターフェースに関して二つのタブ

があります:  

軸線タブ  
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「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

Romer インターフェース  

これに関する記述は、 PC-DMIS ポータブル 文書内にあります。  

シャープ インターフェース  

シャープ インターフェースには、シャープ、シャープ 32、及び、エクセル インターフェースが

あります。 実行するには、PC-DMIS がオリジナル ソフトウェア パッケージに含まれる

DOWNL.OAD ファイルを持つ必要があります。 ソフトウェア補整が用いてられている場合、

COMP.DAT ファイルも必要になります。 DOWNL.OAD ファイル作成に関する、より詳しい説明

については、シャープ インターフェースについての、MIIM 文書を参照して下さい。  

二重回転テーブル用にコンフィギャーされたシステムにおいて、第二のコントローラーは、第二

のテーブルのコントロールのみに使用されます。 この場合、PC-DMIS は、W 軸のみ使用のコン

トローラーに使用されるよう、適切にコンフィギャーされた DOWNL2.OAD ファイルを持つ必要

があります。 現在、テーブル限定の補整はないので、COMP2.DAT ファイルは必要ありません。  

PC-DMIS の始動前に、sharpe.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、シャープ インターフェースに関して七つのタブが

あります:  

シャープ 32 タブ  

「 シャープ 32 タブ 」の項目を参照して下さい。  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 4800 
Baud, イーブン parity、 7 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

コントローラー 2 タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 0 、 4800 
Baud, イーブン parity、 7 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

OIT タブ  
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「 OIT 通信 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 0 、 9600 Baud、 No 
parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=0.0, Y=0.0, Z=0.0。  

回転タブ  

「 回転テーブル設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は: 加速 = 46500.0, 速度 = 
46500.0, 解像度 = 5000.0, オフセット = 0.0, 低 デルタ = 0.5, テーブル = チェックなし, 及び 
二重テーブル = チェックなし。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

シャープ 32 タブ  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - シャープ タブ  

シャープ 32 タブを用いて、シャープ インターフェース用の、以下の設定をコンフィギャーする

ことができます。  
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ボタン印刷 - You can specify to have the 記録 ボタン、 直前のヒットを消去、

動作を保存 を指定するか、または 終了/済み キーとして作動するよう指定す

ることが可能です。  

手動 - 手動（DCC 能力なし）測定機を使用の場合には、このオプションを選択

してください。  

PH9 を照合 - コントローラーの中には、PH9 を要求された角度に正確に位置付

けしないものがあります。 このチェック ボックスを選択すると、要求され

た回転後に PH9 の位置が点検されます。その位置付けが正しくない場合には、

PH9 の動作が繰り返されます。  

単一 EStop メッセージ - このチェックボックスを選択し、その後、E-stop が押

されると、E-stop 警告メッセージは、一度しか表示されませんが、継続的に

メッセージを繰り返すかわりに、E-stop 状態を維持し続けます。 これによっ

て、ユーザーは、測定機を E-stop し、依然として、通常の PC-DMIS ユーザ

ー インターフェース機能にアクセスできる一方で、手動でプローブを動かす

ことができます。  

円形動作 - このオプションを選択すると、お手持ちのコントローラーが、円形動

作の使用に対応します。  

コントローラー通信ポートの調査 - このオプションが選択されている場合、PC-
DMIS は、通信を確かなものにするために、コントローラー シリアル ポート

を定期的に調査します。 お手持ちの PC の RS232 ポートに問題があるよう

に思われる場合、これは役に立つオプションです。  

自動キャンセルを作動不能にする - 一部のタイプのエラー（例えば、幾つかのタ

イプの PH9 エラー）は、即座にリセットできますが、繰り返して起こりがち

です。 その結果、エラー メッセージ ウィンドウが、読むには速すぎる速度

で通過し、それが繰り返して起こります。 このオプションが選択されている

場合、ユーザーがエラー メッセージを読む十分な時間が持てるように、エラ

ー メッセージ ダイアログが「自動キャンセル｣されるのを防ぎます。 測定機

がホームポジションにある間、この設定に関わらず、一部のダイアログが自

動キャンセルされることに注意してください。  

シェフィールド インターフェース  

シェフィールド インターフェースは、 シェフィールド 測定機と共に使用されます。このインタ

ーフェースを作動するには、オリジナル システムからの測定機パラメータ ファイルは必要あり

ません。 シェフィールドの CMM では、CMM が手動コントロール、または、DCC コントロール

にある時には、PC-DMIS はコントロールを行いません。 これをコントロールするボタンは、ジ
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ョグボックス上にあります。 CMM に回転テーブルがある場合、PC-DMIS は、回転テーブルの

エンコーダー用に、分離した Tech80 カードを必要とします。  

PC-DMIS の始動前に、sheffield.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Sheffield インターフェースに関して四つのタブが

あります:  

インターフェース タブ  

｢ シェフィールド インターフェース タブ 」の項目を参照して下さい。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1000, Y=1000, 
Z=1000。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい説明については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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シェフィールド インターフェース タブ  

 

「測定機オプション」ダイアログ ボックス - インターフェース タブ  

インターフェース タブを用いて、シェフィールド インターフェース用の、以下の設定をコンフ

ィギャーすることができます:  

RS232 - GPIB のかわりに、RS232 を使用する予定の場合には、このオプション

を選択してください。 新規のシェフィールド コントローラー、SMP3ｘｘ、

及び、SMP400、はすべてシリアル通信を使用します。  

LPT2 ‐ お手持ちのシステムが MSI ボードを用いて目盛りの読み取りを行う場

合、このオプションを選択して下さい。  

Tech80 ‐ お手持ちのシステムが Tech80 ボードを用いて目盛りの読み取りを行

う場合、このオプションを選択して下さい。  

手動測定機 - これが手動測定機である場合には、このオプションを選択してくだ

さい。 付記: このオプションは、テストの目的でのみ、用いて下さい。これ

が、専門の手動測定機となる場合には、Tech80 インターフェースをインス

トールして下さい。  

RS50 - お手持ちのシステムが RS50 を使用する場合、このオプションを選択し

て下さい。  

測定機ポート - この値は、コントローラー用の RS232 通信ポートを設定します。  
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Tech80 IRQ - このオプションは、XYZ Tech 80 ボードの割り込み値を設定しま

す。 これを変更する場合、Tech80 カードのジャンパーが同じであることを、

確認して下さい。 デフォルト設定値は 5 です。 付記: これは、回転テーブル

の Tech 80 ボードには適用されません。 割り込みの必要はありません。  

ヒットの遅延時間 - これは、MSI ボードからヒットを読む前に待つ間の、遅延時

間です。デフォルト設定値は 0.3 です。 この値が小さすぎる場合には、ボー

ドの読み取りが速すぎて、不正確な読み取りになります。 読み取りの正確さ

に問題がある場合、この値をわずかに増加してみて下さい。 付記: MP ヒッ

ト オプションをご使用の場合、この値の変更は、何の効果もありません。  

遅延時間の再設定 - コマンドの送付が速すぎると、一部の MP 装置は、入力を受

け付けない状態になります。 このような事態が起こっていると思われる場合

には、遅延時間の値を増加できますが、この値の増加は、システム機能の低

下につながります。 付記: SMP400 を併用している場合、この値は 1.0 でｓ

る必要があります。  

PH9 - PH9 をご使用の場合には、このオプションを選択して下さい。  

PH9 ハンドボックス (PH9D) - 片手で持てる PH9「ペンダント」型コントロール

装置がある場合、このオプションを選択してください。  

PH9 ボー - この数値は、PH9 のボー レートを設定します。 有効な値は、300, 
1200, 4800, または、 9600 です。 デフォルト設定で使用のシリアル プロ

トコールは、No stop bits, 8 data bits, 及び 1 parity bit (N81)です。  

PH9 ポート - このオプションは、PH9 用の RS232 通信ポートを設定します。  

MP ヒット - このオプションを選択すると、PC-DMIS は、Tech80 ボードのかわ

りに、シェフィールドの MP 装置からヒット データを得ます。 この利点は、

MP 装置が補整済みのデータを送るので、ASI 補整マップを作成する必要が

ないことです。 不利な点は、「ヒットを行う」モードにおいて、このオプシ

ョンがジョグボックスのマクロ キー（終了する、ヒット消去、動作記憶、

等）の機能を作動不能にすることです（下記のジョグボックス トグルのオプ

ションを参照して下さい）。 付記: MSI ボードの使用中には、このオプショ

ンを用いる必要はありません。これは、当該ボードが既に補整データを返送

するためです。また、Tech80 ボードを使用の場合には、プローブ ケーブル

が MP 装置のプローブ シグナルに接続されていないことを確認して下さい。  

MP ベクトル - このオプションが選択されていない場合、PC-DMIS は、ヒット

が行われる前のプローブの位置を読み取ることにより、ヒットのベクトルを

追跡します。 このオプションを選ぶと、PC-DMIS は、MP 装置から直接ベク
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トルを得ます。 不利な点は、「ヒットを行う」モードにおいて、このオプシ

ョンがジョグボックスのマクロ キー（終了する、ヒット消去、動作記憶、

等）の機能を作動不能にすることです（下記のジョグボックス トグルのオプ

ションを参照して下さい）。 付記: 一部の旧式システムは、この機能に対応

していません。 このオプションを伴い初期化を行って「無効パラメータ

21」エラーが起こる場合、お手持ちのシステムはこの機能に対応していませ

ん。 MP ヒットをご使用の場合、（対応している場合）このオプションを選

んで下さい。  

Tech80 インターフェース  

Tech80 Tech80 インターフェースは、手動 Tech80 及び Scazon カード インターフェースに対

応します。 このインターフェースを作動するには、オリジナル システムからの測定機パラメー

タ ファイルは必要ありません。  

PC-DMIS の始動前に、TECH80.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Tech80 インターフェースに関して四つのタブがあ

ります:  

接続タブ  

「 Tech80 接続タブ 」の項目を参照して下さい。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

解像度タブ  

「 軸線のスケール係数の設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルトは X=1000.0, Y=1000.0, 
Z=1000.0。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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Tech80 接続タブ  

 

測定機オプション ダイアログ ボックス - 接続タブ  

接続 タブを用いて、Tech80 インターフェース用の、以下の設定をコンフィギャーすることがで

きます:  

割り込み - この値は、Tech 80 カードの割り込みレベルを設定します、これを変

更する場合、Tech80 カードのジャンパーが同じレベルに設定されているこ

とを、確認して下さい。。  

位置要求の間隔 - この値は、PC-DMIS がプローブの位置を追跡する速度をコン

トロールします。 値は、ミリセコンド（例えば、300 は 0.3 秒）で入力され

ます。デフォルト設定値 300 は、一秒間に大体 3 回、位置確認が、要求され

ることを意味します。  

ヒットの間隔 - この値は、ヒット後、次のヒットが有効になるまでに待たなけれ

ばならない、間隔の時間をコントロールします。 これは、プローブがパーツ

から撤回する間の｢ダブルヒット｣を防ぐのに、役立ちます。 値は、ミリセコ

ンド（例えば、500 は 0.5 秒）で入力されます。  

始動時の計数器ゼロ - PC-DMIS 始動時に、計数器をゼロに設定したい場合には、

このオプションを選択してください。  

計数器ゼロ ボタン - 計数器をゼロに設定したい場合には、このボタンをクリッ

クして下さい。  
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Theodole インターフェース  

Theodole インターフェースは、 Theodolite 測定機と共に使用されます 。  

PC-DMIS の始動前に、Theodole.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Theodole インターフェースに関して四つのタブが

あります:  

コントローラー タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 1 、 19200 
Baud, イーブン parity、 7 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

Wenzel インターフェース  

Wenzel インターフェースは、Wenzel 2010 コントローラー（本来の Wenzel プロトコール）を

持つ Wenzel 測定機と共に使用されます。 このインターフェースは単一の RS232 通信ポートを

必要とするだけで、オリジナル システムからの測定機パラメータ ファイルは必要ありません。  

PC-DMIS の始動前に、wenzel.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Wenzel インターフェースに関して二つのタブがあ

ります:  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  
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Zeiss インターフェース  

Zeiss インターフェースは、IP 型 Zeiss コントローラーを用いた測定機と共に使用されます。 こ
の新インターフェースは、TCP と UDP 両方のプロトコールに対応しています。 これらコントロ

ーラー間のわずかな違いのために、このインターフェースは、新規の interfac.dll を必要とせずに、

これらの違いに適応できるよう、コンフィギュレーション ファイルの変更を許容するように設

計されています。 さらに、コントローラーのコンフィギュレーション オプションの大部分は、

このコンフィギュレーション ファイルに移動されており、それに加えて、将来のウィルコック

ス社のユーティリティが、PC-DMIS を実行せずに、測定機と通信できるようにします。  

対応のプローブには、標準 Zeiss プローブ、RDS、DSE、及び、Vast が含まれます。 これらは、

旧式のジョグボックス（数値パッドのついた小型のもの、と、キーパッドの付いた、より大型の

もの、の両方）には、対応しており、 近のジョグボックス（ラップトップ型）も、基本的な機

能ボタンとして用いられる、追加の IP 型ユーティリティを伴えば、対応可能です。  

PC-DMIS の始動前に、Zeiss.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、Zeiss インターフェースに関して四つのタブがあり

ます:  

PH9 タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 0 、 4800 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

ZssGPIBｓインターフェース  

ZssGPIB インターフェースは、GPIB 型 RS232 コントローラーを用いた、 Zeiss 測定機と共に

使用されます。 このインターフェースは、GPIB Zeiss コントローラー（灰色の 60 センチ四方の

箱）に対応しています。 PH9 は、RS232 ポートを通して、コントロールされます。   

本来の RS232 と、当該インターフェースの接続（Zeiss C99 コントローラー）に対するサポー

トもありますが、ZSSRS232.DLL は、ZEISS UMESS/COMET ソフトウェア パッケージを通し

て、ZEISS CMM を操作します。 PC-DMIS が、GPIB と RS232 のどちらと通信するかは、設定

エディタの ZEISS セクションにある、RS232CMM オプションによって決定されます。 本来の
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RS232 については、これは 1 に設定されるべきです。 レジストリ エントリーの変更に関する、

より詳しい説明については、「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 をご覧下さい。  

PC-DMIS の始動前に、zssgpib.dll を interfac.dll に名称変更して下さい。  

測定機オプション ダイアログ ボックスには、ZssGPIB インターフェースに関して四つのタブが

あります:  

PH9 タブ  

「 通信プロトコール設定 」の項目を参照して下さい。 デフォルト値は、Comm Port 0 、 4800 
Baud、 No parity、 8 データ ビッツ、及び 1 ストップ ビッツです。  

軸線タブ  

「 測定機の軸線割り当て 」の項目を参照して下さい。  

デバッグ タブ  

「 デバッグ ファイル作成 」の項目を参照して下さい。  

付記: このインターフェースに関する、より詳しい情報については、測定機インターフェース イ
ンストレーション マニュアル（MIIM）をご覧下さい。  

温度補償  
 

 

温度補償セットアップ」ダイアログ ボックス  

編集 | 仕様 | 温度補償セットアップ メニュー オプションを選ぶと、 温度補償セットアップ ダイ

アログ ボックスが開きます。 このダイアログ ボックスにより、部屋とパーツの温度を補償でき

るので、インスペクション プロセスでの正確性が増加します。  

複数アームのキャリブレーション中の温度補償については、「 複数アームモードの使用 」の 項 
にある「 複数アーム キャリブレーション時の温度補償の使用 」を参照して下さい。  
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STP ファイルの使用  

各 CMM は、各軸線の温度補償用に、温度係数やセンサー割り当てといった、測定機特定のパラ

メータを使用します。 ファイルが構造的、または、線形補償ファイルのいずれであるか、を

PC-DMIS に指示する、埋め込みコードと共に、これらのパラメータは、お客様の CMM ベンダ

ーにより作成された、専用 STP ファイル（.stp 拡張子に由来するファイル名）内に保存されま

す。  

PC-DMIS は、温度補償のために、これらのファイルを必要とします。  

温度補償に先立って、これらの STP ファイルがお手持ちのハード ドライブ内の、適切な位置に

所在することを確認して下さい。  

• DEA 構造的温度補償方法用の serv1.stp ファイルは、 C:\Thermal_OCX 
ディレクトリ内にあることを確認して下さい。  

• DEA 線形温度補償方法用の serv1.stp ファイルは、 C:\Program 
Files\Thermal_OCX ディレクトリ内にあることを確認して下さい。  

線形、及び、構造的温度補償  

線形補償 = （熱膨張率） X （各軸線、及び、パーツの温度転移 + 変化） 軸線上に複数の温度セ

ンサーがある場合、PC-DMIS は、温度変化を算出するためにセンサーからの読み取り値の平均

を取ります。  

構造的補償 は、CMM の様々な構成部分の温度が異なる可能性のあることを認識します（例えば、

測定機の一本の軸線が部分により異なる温度であり、測定機の湾曲、屈曲、またはゆがみの原因

になります）。 そして、構造的補償は、CMM の特定の部分の温度適正化を行います。 編集 | 仕
様 | 温度補償 メニュー項目を選択すると、構造的温度＿OCX が作動し、PC-DMIS は、新規の一

時的容積補償マップを算出します。  

入手可能な入力パラメータ  

 

以下は、 温度補償セットアップ ダイアログ ボックス内の、入手可能な入力パラメータについて

の説明です ( 編集 | 仕様 | 温度補償 )。  
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温度補償セットアップ」ダイアログ ボックス   

センサー番号ボックス  

センサー番号 ボックスには、特定の軸線、または、パーツに使用される、センサーの番号を列

挙した一覧があります。 これらの値は、センサーの実際のコンコンフィギュレーションと一致

し なければならない ので、トローラーから温度を読み取る時に、大変重要です。  

• 各センサーには、1 から 32 の間の番号が与えられています。  
• 一覧内の番号は、単一の数字か、または、数字の範囲を示す 初と 終の

数字かのいずれかです。  
• これらの番号は、コンマか、または、空白によって区切られています。  
• 軸線、または、パーツ用に、数値を 32 個まで入力することができます。  

手動モードでは、これらの番号は、比較的に意味のないものですが、少なくとも一つのセンサー

番号が、各軸線、及び、パーツ用に割り当てられている必要があります。  

素材係数ボックス  

素材係数 ボックスには、素材の特性を示す数字があり、この数字は温度単位の変化ごとの長さ

の変化の分数です。  

• この数値は、測定機軸線の物差し、及び、パーツに、どの種類の素材が使

用されているかによって変わります。  
• 温度の単位は、セルシウスで表示をするか否か、チェック ボックス内で

選択でき、それは、℃か、または、°F です。  
• これは、メートル/メートル/℃、または、インチ/インチ/°F と考えること

ができますが、分子と分母における長さは、同一の単位なので、これらは

分けられます。  

例: 11.5 ミクロン/メートル/℃という係数のスケールは、0.0000115 メートル/メートル/℃、また

は、単に 0.0000115/℃となります。  

プローブ修正ツール  
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このボックスを用いて、パーツとは分離した、プローブ修正ツール用の素材係数を特定すること

ができます。  

現在温度ボックス  

現在温度 ボックスには、適切な単位で表示された現在温度があります。 入手可能な測定機のタ

イプ、及び選ばれたオプション次第で、これらをタイプするか、または、コントローラーから読

み込むことができます。  

前回の温度ボックス  

前回の温度 ボックスは、常時、以前に読み取られた温度を表示します。 以前に読み取られた温

度がない場合には、これらの値はゼロか、または、空白のままになります。  

参照温度ボックス  

参照温度 ボックスには、温度補償調整時に適用されるべき、参照温度が表示されています。  

• 適用する修正の度合いは、素材係数を現在温度と参照温度との差で掛けた

数値に基づいています。  
修正の度合 = 素材係数 x (現在温度 – 参照温度)  

• 現在温度が参照温度と同一の場合、上記の算式の効果としては、温度補償

の調整が適用されない、ということになります。  
• これらのボックス内の値は、ほとんど常に 20℃、または、それに相当す

る華氏の温度です。  

高しきいボックス  

高しきい ボックスは、それ以上の温度補償が適用されない、その時点での温度の上限（適切な

単位で）を表しています。 PC-DMIS は、警告やエラー メッセージを発しません。  

例: 参照温度が 20℃、現在温度 35℃、及び、高しきい 30℃の時、実際に適用される温度補正値

は、現在温度が上限を超えているので、(35 – 20)のかわりに、(30 – 20)の違いに基づくものと

なります。  

低しきいボックス  

低しきい ボックスは、高しきいと概念的に類似しており、唯一の相違点は、それ以下の温度で

は温度補償が適用されない、その時点での温度の 低限度を指定する、ということです。  

原点ボックス  

原点 ボックスは、温度補償が適用される品目の長さの決定に使用されます。  
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長さ = その時点での位置の値 – 原点値  

• 原点 ボックス内の X、Y、 及び Z の値は、ほとんどの場合ゼロです。 し
かし、あるタイプの測定機の中には、これらのスケールの原点にゼロを用

いないものがあります。  
• パーツ 値もまた、ある特別の形式の取付具固定の制限がないかぎり、一

般的にゼロです。  

セ氏で温度表示  

セ氏で温度表示 チェック ボックスは、温度、及び、素材係数の両方に効果を持ちます。  

• このチェックボックスをチェックすると、セ氏が表示に用いられます。  
• このチェック ボックスのチェックが消された場合、PC-DMIS は華氏を使

用します。  

温度補償作動可能  

温度補償作動可能 チェック ボックスは、PC-DMIS に温度補償の使用を指示します。  

• このチェックボックスが選択されていない場合、PC-DMIS は温度補償を

行わず、TEMPCOMP コマンド（パーツプログラム内に存在する場合）は

何の効果を持ちません。  
• このチェックボックスがチェックされている場合、PC-DMIS は、入力パ

ラメータに従って作動します。  

補償方法  

以下は、入手可能な補償方法、及び、PC-DMIS 内でのそれぞれのプロセスについての記述です。  

シェフィールドのコントローラーについては、使用する補償方法にかかわらず、 素材係数 及び 
参照温度 ボックス内を定義し、それから、 デフォルト をクリックし なければいけません 。  

方法  プロセス  
手動  • 補償は、測定機コントローラー

の関与なしに、手動で（お客様

の入力によりコントロール）行

われます。  
• PC-DMIS がすべての補償に関す

る計算を行います。  
• パーツプログラム実行中、 温度

補償セットアップ ダイアログ ボ
ックスが開き、残りのプログラ

ムの進行前に、その時点での設
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定を編集できます。  

コントローラ

ーの温度を読

む  

• このオプションに対応の測定機

を用いると、自分でデータを入

力するのではなく、PC-DMIS
が、コントローラーからその時

点での温度を自動的に読みま

す。  
• PC-DMIS がすべての補償に関す

る計算を行います。 コントロー

ラーは、その時点での温度のみ

を提供します。  
• パーツプログラム実行中、 温度

補償セットアップ ダイアログ ボ
ックスは開きません。  

• パーツプログラムがお客様の確

定を待って、休止することはあ

りません。  

シェフィールドのコントローラーについ

ては、 現在温度入手 ボタンをクリック

することにより、軸線の CTE（熱膨張係

数）値を回収することが可能です。  

コントローラ

ーによる軸線

限定補償  

• コントローラーは測定機軸線自

体の補償を行います。  
• 軸線用の入力は用いられませ

ん。  
• PC-DMIS が依然としてパーツの

温度補償を行っているので、パ

ーツ入力パラメータが適用され

ます。  
• パーツプログラム実行中、 温度

補償セットアップ ダイアログ ボ
ックスは開きません。  

• パーツプログラムがお客様の確

定を待って、休止することはあ

りません。  

コントローラ

ーによる軸線

及びパーツの

温度補償  

• コントローラーは測定機軸線、

及び、パーツ両方の温度補償を

行います。  
• 軸線用の入力は用いられませ

ん。  
• PC-DMIS は、補償に関するいか

なる計算も行いません。  
• パーツについての、素材係数、

参照温度、及び、原点の入力

は、依然としておこなわれなけ

ればならず、これは、PC-DMIS
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がコントローラーに情報を送る

必要があるためです。  
• パーツプログラム実行中、 温度

補償セットアップ ダイアログ ボ
ックスは開きません。  

• パーツプログラムがお客様の確

定を待って、休止することはあ

りません。  

シェフィールドのコントローラーについ

ては、軸線用の CTE 値を入力する必要

はありません。  

残りの時間  

残りの時間 表示は、温度の読み取りが行われる前の残り時間を表示します。 温度読み取り実行

の遅延時間が設定されている場合にのみ、これは表示されます。 「 パーツ読み込み前の待ち時

間 」を参照して下さい。  

パーツ読み込み前の待ち時間  

パーツ読み込み前の待ち時間 ボックスを用いて、パーツプログラム実行中、センサーがその時

点での温度を読む前に、PC-DMIS が待つ時間を特定できます。 ゼロが入力された場合、PC-
DMIS は休止しません。  

デフォルトへのリセット  

デフォルトへのリセット ボタンは、以前に変更された値を以前に保存された値に更新します。 
DEA 測定機を使用し、serv1.stp が利用可能な場合には、PC-DMIS は、そのファイルを読み込み

ます。  

現在温度測定  

補償方法 一覧から コントローラーの温度を読む 方法を選択し、かつ、このオプションに対応の

測定機を使用する場合、 現在温度入手 ボタンにより、PC-DMIS がその時点での温度をコントロ

ーラーから読み、それを 温度補償セットアップ ダイアログ ボックスに表示します。  

編集ウィンドウ内の温度補償コマンド  

OK ボタンをクリックして、 温度補償セットアップ ダイアログ ボックス内の入力を確定すると、

PC-DMIS は、TEMPCOMP コマンドをパーツプログラムに挿入します。  
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挿入された TEMPCOMP コマンドの例    

通常、パーツプログラムは、ただ一つの TEMPCOMP コマンドを使用します。TEMPCOMP コ

マンドを、すべての測定に先立ってプログラムの始めに配置して下さい。 パーツプログラム実

行時、それは、各種入力パラメータに従って作動します。  

コントローラー対応  

すべての温度補償方法が、全コントローラーに対応しているわけではありません。 以下は、そ

れぞれの異なる補償方法が対応しているコントローラーです。 「 補償方法 」を参照して下さい。  

補償方法  対応のコントローラー  
手動  全部、この方法に関与しているコン

トローラーはありません。  
コントローラーの温度を読む  DEA（DEAC 系列コントローラー

との併用の場合のみ）、ライツ社の

プロトコール使用のシャープ 32z、
シェフィールド  

コントローラーによる軸線限定補

償  
ライツ社のプロトコール使用のシャ

ープ 32z  
コントローラーによる軸線及びパ

ーツの温度補償  
ライツ社のプロトコール使用のシャ

ープ 32z、シェフィールド  

ローカル温度設定  

温度補償コマンドを持つ、パーツプログラムを開くと、PC-DMIS はパーツ センサーの番号をそ

のローカル設定と照合します。  

• 値が異なる場合には、PC-DMIS がその時点での設定を受けて、自動的にコマンドを更新

し、さらに、新旧の値に関するコメントがパーツプログラム内に挿入されます。  
• パーツ センサーがローカル設定を入手できない場合、PC-DMIS は、編集ウィンドウ内

の温度補償コマンドを赤色で表示します。  

サーチする外部ディレクトリの特定  
 

 

経路サーチ ダイアログ ボックス    
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編集 | 仕様 | サーチ経路の設定 メニュー オプションは、 サーチ経路 ダイアログ ボックスを表示

します。 このダイアログ ボックスを用いて、以下の時に、PC-DMIS が使用するディレクトリを

指定できます:  

• CAD、または、プログラム ファイルをエクスポートする  
• CAD、または、プログラム ファイルをインポートする  
• パーツプログラム ファイル（.prg）をロードする  
• プローブ ファイル（.prb）をロードする  
• パーツ配置（aln）を呼び出す  
• サブルーチンを呼び出す  

使用するデフォルト ディレクトリを特定するには:  

• サーチ経路 ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  
• ディレクトリを探す 一覧から、項目を選択して下さい。  
• ボックス内にディレクトリへの経路をタイプ入力して下さい（または、デ

ィレクトリを選ぶために ブラウザ ボタン  を使用して下さい）。  
• 適用する ボタンをクリックして下さい。  
• 必要に応じて、他の項目用に追加のデフォルト ディレクトリを設定する

には、これらの手順を繰り返して下さい。  
• OK ボタンをクリックして下さい。 変更が実行され、ダイアログ ボック

スが閉じます。  

付記: ディレクトリを探す 一覧から プローブ ディレクトリ 、 リコール ディレクトリ 、または 
サブルーチン ディレクトリ を選択する場合、追加のチェック ボックスが、選択可能になりま

す。 これらは、下記に述べられています。  

サーチ経路 ダイアログ ボックスには、以下のオプションがあります:  

ディレクトリを探す  

 

ディレクトリを探す ドロップダウン一覧において、以下のオプションから一つを選択すること

ができます:  

1. デフォルト エクスポート ディレクトリ  
2. デフォルト インポート ディレクトリ  
3. デフォルト パーツプログラム ディレクトリ  
4. プローブ ディレクトリ  
5. リコール ディレクトリ  
6. サブルーチン ディレクトリ  
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これらのオプションのそれぞれについて、選択されたオプションを指示するコマンドが編集ウィ

ンドウに達した時に、PC-DMIS がサーチを行うディレクトリを定めることができます。  

現在のディレクトリをサーチ  

 

現在のディレクトリをサーチ チェック ボックスは、その時点でのディレクトリ内のサーチがで

きる、または、できないようにします。  

初に、現在のディレクトリをサーチ  

 

これが選択された場合、（そして、 現在のディレクトリをサーチ と 特定ディレクトリをサーチ 
チェックボックスが両方チェックされている場合）、このチェックボックスにより、その時点で

のディレクトリ、及び、ユーザー特定のディレクトリの両方をサーチすることができます。 サ
ーチの順序は、このチェック ボックスが選択されているか否か、によって決まります:  

• 選択されている場合、PC-DMIS は、 初にその時点でのディレクトリに

アクセスし、その後で、ユーザー特定ディレクトリにアクセスすることに

なります。  
• 選択されていない場合、サーチの順序が逆になり、 初にユーザー特定デ

ィレクトリにアクセスし、その後で、その時点でのディレクトリにアクセ

スすることになります。  

指定されたディレクトリをサーチ  

 

現在のディレクトリをサーチ チェック ボックスは、その時点でのディレクトリ内のサーチがで

きる、または、できないようにします。 指定されたディレクトリへの経路は、当該チェック ボ
ックスのすぐ下にあるボックスに入力することができます。  

ブラウザ ボタン  

 

ブラウザ ボタンを用いて、ユーザー特定ディレクトリをブラウザすることができます。 クリッ

クされると、お手持ちのシステムのディレクトリ ストラクチャーが現れます。  
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「ディレクトリ選択」ダイアログ ボックス内の、あるシステムのディレクトリ ストラクチャー

の例。  

ディレクトリ選択 ダイアログ ボックスには、フォルダー、及び、入手可能なフォルダー レベル

があります。 簡単に、PC-DMIS にサーチさせたいディレクトリをハイライトで表示し、 OK ボ
タンをクリックして下さい。 PC-DMIS が サーチ経路 ダイアログ ボックスに戻ります。 ディレ

クトリ経路が、 サーチ特定ディレクトリ ボックスに表示されていることに注意してください。  

付記: ディレクトリ選択 ダイアログ ボックス  内のディレクトリ ストラクチャーは、個々のコン

ピューターによって様々です。 上記は、予期される事例の一つです。  

OpenGL オプションの変更  
 

 

OpenGL オプション ダイアログ ボックス    
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このメニュー オプションが
入手可能になるためには、
グラフィックス表示ウィン
ドウに焦点がなければいけ
ません。  

編集 | 仕様 | OpenGL メニュー オプションから、 OpenGL オプシ

ョン ダイアログ ボックスを開くことができます。 このダイアログ 
ボックスを用いて、立体画像モードのモデル表示に影響を与える、

OpenGL オプションを変更することができます。 パーツを立体画

像に変更するには、「 CAD 表示の編集 」の 項 にある「 スクリー

ン画像セットアップ 」を参照して下さい。  

オプション  

 

オプション エリアは、立体画像モードでのモデル表示の特性をコントロールします。 お手持ち

のグラフィックス カードが持つ限度のため、これらのオプションの幾つかの組み合わせは、利

用不可能である可能性があります。 また、お手持ちのグラフィックス カードのハードウェア加

速への対応次第では、これらのオプションの幾つかの組み合わせが、グラフィックス機能の低下

につながる可能性があります。 現時点でのオプション設定が機能の低下を招いている場合、警

告メッセージがダイアログ ボックスの底部に表示されます。  

二重バッファ  

表示バッファは、お手持ちのコ
ンピューター スクリーン上の
画像の記憶に用いられるグラフ
ィックス記憶装置です。  

 

二重バッファ チェック ボックスを選ぶと、実際に以下の二つの

表示バッファが作動します: 前、及び、後ろバッファ 前バッフ

ァは、スクリーン上に表示されいるものを記憶します。 モデル

旋回時など、スクリーンが書き直される場合、画像はスクリー

ンから消去され、新規の状態で書き直されます。 消去及び作画

は、後ろバッファで行われます。 グラフィックスの実際の消去

及び作画を、見ることはできません。 グラフィックスが後ろバ

ッファに描かれると、後ろバッファが前バッファに取り替えら

れます。 この取替えはすばやく行われるので、この二つのバッ

ファ間の切り替えは探知不可能です。  

二重バッファ チェック ボックスが選択されていない場合、または、言い換えると、一つの表示

バッファしか作動していない場合、スクリーン上で実際に消去及び再作画が行われているのを見

ることができます（依然、とてもすばやく行われます）。 スクリーンの消去及び再作画によっ

て、画面のちらつきが起こります。  

要するに、二重バッファを用いると、単一バッファよりも、視覚的により快適なグラフィックス

表示が行われます。  
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Z-バッファの深さ  

 

Z-バッファの深さ 一覧は、Z-バッファに用いられるグラフィックス メモリーの大きさをコント

ロールします。 Z-バッファは、3D モデルのどの部分が、他の部分の前に来るかを決めます。Z-
バッファに割り当てるビット数が十分でない場合、立体画像モードにおいて、画像がモデル上に

現れる可能性があります。 これらの画像は、実際に隠されているべき部分が、モデルの他の部

分の前に描かれているエリアに当たります。 これらの画像は、PC-DMIS の正確さに影響しませ

んが、モデルの視覚的表示としては、不正確です。  

色の深さ  

 

色の深さ 一覧は、各ピクセルの色情報のために、お客様のシステムが使用するグラフィックス 
メモリー量をコントロールします。 この数字は、通常、デスクトップの色の深さの設定によっ

て決まります。  

基盤目状表示  

 

基盤目状値は、陰影を付けるた
めにパーツの表面を断片に分割
するデフォルト設定値です。  

基盤目状表示 エリアは、 マルチプライヤ値 ボックス内に、基

盤目状マルチプライヤを設定することにより、画図をコントロ

ールします。 PC-DMIS は、使用中の CAD システムの基盤目状

値に従って、 マルチプライヤ値 マルチプライヤ値を増加しま

す。 その後、これらの値は、陰影付きの画像の作成に用いられ

ます。  

 

デスクトップの設定  

 

それぞれのデスクトップ表示の設定により、OpenGL のオプションは異なる可能性があります。 
デスクトップの設定 エリアは、その時点でのデスクトップ設定の内容を表示します。  

異なるモニター サイズによる解像度比率  
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通常のモニターで使用の 1.3333 比率のかわりに、ワイド スクリーン モニターは、1.6 比率が必

要です。 例えば、1200x1600 の解像度は 1.3333 (1600/1200) の比率であり、普通サイズのモニ

ターでうまく機能しますが、1680x1050 の解像度は 1.6 の比率を持ち、ワイド スクリーン モニ

ターに適しています。 ワイド スクリーン モニターを使用され、スクリーンは伸びて見える（多

分、グラフィックス表示ウィンドウ上で、円が楕円として表示される）場合には、この問題を解

決するために、1.6 解像度比率を用いて下さい。  

インポート オプションの設定  
あるインポートされたエンティティ タイプのデフォルト色を決めることにより、または、PC-
DMIS によるインポートされた曲線の表示様式を決めることにより、容易にインポート オプショ

ンを設定できます。  

メニュー ロードマップの表示これらの操作を行うには、 編集 | 仕様 | インポート オプション メ
ニュー項目を選択して下さい。 これは、 インポート オプション ダイアログ ボックスを表示し

ます。  

 

インポート オプション ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには、幾つかのチェック ボックスに加えて、 デフォルト色 エリアがあ

ります。  

デフォルト色  

このエリアでは、インポートされた 点 、 曲線 、 局面 、及び 基準点 エンティ

ティ タイプのデフォルト色を変更することができます。 当該エンティティ 
タイプが、既に定義された色を持たない場合、このデフォルト色が使用され

ます。 色を変更するには、このエリアにあるボタンをクリックして下さい。 
標準の 色 ダイアログ ボックスが現れ、新しい色を選択できます。  
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色ダイアログ ボックス  

次のフィーチャーがインポートされる時、PC-DMIS は新たに定められた色を用

います。  

チェックボックス  

折れ線を点に分解 - 通常、曲線エンティティをインポートする場合、それらは

個々の曲線として現れます。 しかし、現実には、各曲線は、本当は折れ線、

一連の点で接続されている多数の線からなっています。 このチェック ボッ

クスを選ぶと、インポートされた折れ線曲線エンティティが、各折れ線の頂

点を 1 点とする、一連の点として現れます。 このチェック ボックスのチェ

ックを消すと、インポートされた曲線は、普通の状態で表示されます。  

折れ線表示を続ける - 折れ線を点に分解 チェック ボックスを選んだ状態で、こ

のチェック ボックスを選ぶと、画像は引き続き、元来の折れ線を点と共に表

示し続けます。 このチェック ボックスのチェックを消すと、一連の点のみ

が表示されます。  

PC-DMIS は、次回からのインポートオペレーションすべてに、これらの設定を使用

します。  

.DAT ファイルの理解  
PC-DMIS のレジストリ エントリーが、PC-DMIS 設定の大部分を保存しますが、PC-DMIS
は、.dat ファイル名の拡張子を持つ、幾つかのファイルをもまた、情報保存のために使用します。 
テキスト エディタ内にあるこれらのファイルの一部を編集できますが、その多くは、PC-DMIS
内でのみ編集可能です。 しかし、削除された項目について、PC-DMIS を元来の状態に戻すため、

これらのファイルのほとんどを削除できます。 削除すべきでないファイルについては、以下の

表の内容欄に記述があります。  
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以下の表は、利用可能な .dat ファイルを列挙しています:  

ファイル名  編集可能な

テキスト 
ファイル  

所在位置  内容  

c olors.dat  なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルは、ご希

望に応じて変更された

編集ウィンドウの色付

けを保存します。 編集

ウィンドウの色付けが

変更された時のみ、

PC-DMIS は、このフ

ァイルを作成します。 
PC-DMIS を閉じる時

に、このファイルは作

成されます。 このファ

イルを削除すると、お

客様の編集ウィンドウ

の色付けがデフォルト

設定に戻ります。  

「 編集ウィンドウの色

定義 」を参照して下さ

い。  
custommenuitem.dat  

 

なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルには、 カ
スタマイズ ダイアログ

ボックスの メニュー 
タブにある ユーザー定

義コマンド 一覧上に列

挙された、デフォルト

設定項目とユーザー定

義項目に関する情報が

あります。 このファイ

ルを削除すると、ユー

ザー定義のメニュー項

目がすべて除去されま

す。 PC-DMIS と共に

出荷された、デフォル

ト自動操作ウィザード

は、新規の.dat ファイ

ル内に再製されます。 
ファイル削除後、PC-
DMIS 旧バージョンか

らの toolbar.dat ファイ

ルをお持ちの場合に

は、削除されたユーザ

ー定義の全メニュー項

目が、PC-DMIS の次

回実行時に再製されま
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す。  

「 ユーザーインターフ

ェースの利用 」内の

「 ユーザー インター

フェースのカスタマイ

ズ 」を参照して下さ

い。  
elogo.dat  あり  PC-DMIS がインストールされ

た先のディレクトリ内  
このファイルは、編集

ウィンドウの 終ペー

ジにある、フッターの

フォーマットをコント

ロールします。  

このファイルは削除し

ないで下さい。 このフ

ァイルを削除すると、

編集ウィンドウの 終

ページにある、フッタ

ーが消去されます。  

「 編集ウィンドウの使

用 」内の「 ヘッダー

及びフッターの変更 」
を参照して下さい。  

execbarstate.dat  

 

なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルは、パー

ツプログラム実行中

の、ツール バー、及

び、ドッキング可能な

ウィンドウのレイアウ

トを含んでいます。 パ
ーツプログラム実行開

始時と終了時に、PC-
DMIS は、これら二つ

のファイル

（gbarstate、及び、

execbarstate）の再ロ

ードを交互に切り換え

て行います。 このファ

イルを削除すると、デ

フォルト設定のレイア

ウトが回復されます。 
gbarstate.dat  なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルは、パー

ツプログラム中の（た

だし、実行中ではな

い）、ツール バー、及

び、ドッキング可能な

ウィンドウのレイアウ

トを含んでいます。 こ
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のファイルを削除する

と、デフォルト設定の

レイアウトが回復され

ます。  
header.dat  あり  PC-DMIS がインストールされ

た先のディレクトリ内  
このファイルは、編集

ウィンドウの 初のペ

ージを除く、全ページ

にあるヘッダーのフォ

ーマットをコントロー

ルします。 「 編集ウ

ィンドウの使用 」内の

「 ヘッダー及びフッタ

ーの変更 」を参照して

下さい。  

このファイルは削除し

ないで下さい。 このフ

ァイルを削除すると、

編集ウィンドウの該当

ページにある、ヘッダ

ーが消去されます。  
layouttoolbar.dat  

 

なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルには、 ウ
ィンドウ レイアウト 
ツール バーを用いて保

存された、全レイアウ

トの一覧があります。 
このファイルを削除す

ると、 ウィンドウ レ
イアウト ツール バー

からのお手持ちのウィ

ンドウ レイアウトが除

去されます。  
l ayout#.dat  

 

なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

これらのファイルは、 
ウィンドウ レイアウト

ツール バー内に保存さ

れた、特有のレイアウ

トに関する情報を保存

します。 各保存レイア

ウトにつき、1 ファイ

ルがあります。 
（gbarstate.dat に類

似）。 PC-DMIS は、

新規にレイアウトが作

成されるごとに、ファ

イル番号を自動的に増

加します。 特定の

Layout#.dat ファイル

を削除すると、 ウィン

ドウ レイアウト ツー
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ル バーから、関連のレ

イアウト ボタンが除去

されます。  
logo.dat  あり  PC-DMIS がインストールされ

た先のディレクトリ内  
このファイルは、編集

ウィンドウの 初のペ

ージにあるヘッダーの

フォーマットをコント

ロールします。 「 編
集ウィンドウの使用 」
内の「 ヘッダー及びフ

ッターの変更 」を参照

して下さい。  

このファイルは削除し

ないで下さい。 このフ

ァイルを削除すると、

編集ウィンドウの 初

のページにある、ヘッ

ダーが消去されます。 
menu_<language>.dat  なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルは、ユー

ザーによりカスタマイ

ズされたメニューを保

存します。 ファイル名

の<language> という

部分は、PC-DMIS の

表示に使用されてい

る、お客様の言語を表

す三文字の言語コード

です。このファイルを

削除すると、カスタマ

イズされたメニューが

すべて除去されます。 
messageboxoptions.dat なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルは、作動

不能とされた警告メッ

セージの一覧を保存し

ます。 このファイルを

削除すると、すべての

警告メッセージが、再

度現れます。  
probe.dat  あり  PC-DMIS がインストールされ

た先のディレクトリ内  
このファイルは、PC-
DMIS 内で利用可能

な、全プローブ コンポ

ーネントを表示しま

す。 お客様独自のプロ

ーブ ファイルを作成さ

れる時、PC-DMIS は

このファイルにある情

報を用いて、 プローブ

ユーティリティ ダイア
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ログ ボックス内の表示

を行います。  

このファイルは削除し

ないで下さい。 このフ

ァイルを削除すると、

利用可能なプローブ コ
ンポーネントの全情報

が消去され、プローブ

の変更、及び、作成が

不可能になります。  
reportingtoolbar.dat  なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルには、

「レポート」ツール バ
ー上の、保存された レ
ポート テンプレート 
及び カスタム レポー

ト の一覧があります。

このファイルを削除す

ると、 レポート ツー

ル バーからの保存済み

の情報がすべて除去さ

れます。  
quickfix.dat  あり  PC-DMIS がインストールされ

た先のディレクトリ内  
このファイルは、グラ

フィックス表示ウィン

ドウ内に付加可能なク

イック取付具をすべて

表示します。  

このファイルは削除し

ないで下さい。 このフ

ァイルを削除すると、

利用可能なクイック取

付具の全情報が消去さ

れ、これらのファイル

の作動が不可能になり

ます。  
templreppickerlist.dat  あり  PC-DMIS がインストールされ

た先のディレクトリ内、及び、

ユーザーのサブ ディレクトリ

内。 また、UserDefaultFiles サ
ブ ディレクトリ内。  

このファイルには、 テ
ンプレート セレクショ

ン ダイアログ ボック

スに加えられた、レポ

ート テンプレートの一

覧があります。 このフ

ァイルを削除すると、 
テンプレート セレクシ

ョン ダイアログ ボッ

クスからのファイルが

除去されますが、実際

のレポート テンプレー

ト自体は、除去されま
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せん。  
t oolbar.dat  

 

なし  PC-DMIS のインストール位置

下の、ユーザーのサブ ディレ

クトリ内   

このファイルには、カ

スタマイズされたツー

ル バーの定義、（ボタ

ン）、及び、名称があ

ります。 ツール バー

がカスタマイズ、また

は、作成される時、

PC-DMIS は、このフ

ァイルを作成します。 
このファイルを削除す

ると、カスタマイズさ

れたツール バーがすべ

て除去されます。  
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CAD ディスプレイの編集 
CAD 表示の編集: イントロダクション  
PC-DMIS を用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内の CAD の表示を編集することができます。  

この 項 のメイン トピックは、CAD 表示の編集方法についてです。 このトピックには、以下が

含まれます：  

• スクリーン画像セットアップ  
• スクリーン上の図形要素の操作、及び、位置付け  
• 曲線モードと曲面モード間での切り換え  
• 曲面の描写  
• マウスを使って、曲面、または、曲線をハイライト表示  
• スクリーンを描き直す  
• スクリーン モードの変更  
• スクリーンの色付けを変更  
• 画図のサイズ調整  
• 画図の回転  
• 回転、及び、その他の動作に関するオプションの変更  
• グラフィックスを表示する、及び、隠す  
• パーツ アセンブリの扱い方  
• レベル作成ウィンドウを用いて、3D CAD 作成  
• CAD 情報の閲覧  
• CAD 情報の確認  
• グラフィックス表示ウィンドウのスクリーン キャプチャー使用  
• CAD の編集  
• CAD ベクトルの編集  
• CAD 表示に照明、及び、素材を適用する  
• グラフィックス表示ウィンドウを用いてフィーチャー選択  
• ヒントを用いてフィーチャー識別  
• フィーチャーID ラベルを自動的に位置付け  
• ディメンション色の編集  
• フィーチャーの編集  
• パス ラインの表示、及び、動画  
• CAD を削除する  
• フィーチャーを削除する  
• ディメンションを削除する  
• CAD モデルの変換  
• CAD 座標システムの扱い方  
• 点の名目偏差  
• 表示マークの変更  
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スクリーン画像セットアップ  

 

編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | 画像セットアップ オプションを選ぶと 画像セットアッ

プ ダイアログ ボックスが開きます。 このダイアログ ボックスを用いて、PC-DMIS がグラフィ

ックス表示ウィンドウ内で表示する、パーツの画像の数（ 高 4 個まで）を指定して下さい。 
また、各画像の方向性と、特定の画像がワイヤーフレーム、または、立体のいずれで表示される

かを決定することができます。  

 

画像セットアップ ダイアログ ボックス  

ヒント: 「青色」画像でのパーツの表示のされ方をすばやく変更するには グラフィックス画像 ツ
ール バーで利用可能なアイコンをクリックして下さい 。  
 
将来使用するための画像を保存するには、その画像を作成し、呼び出すことが可能です。 「 レ
ポートコマンドの挿入 」内の「 ビューセットの利用 」を参照して下さい。  

レイアウト、及び、画像の変更  

スクリーン レイアウト、及び、画像の方向性を変更するには:  

1. 画像セットアップ ダイアログ ボックス ( 編集 | グラフィックス表示ウィ

ンドウ | 画像セットアップ ) にアクセスして下さい。  
2. レイアウト エリアから、ご希望のスクリーン スタイルを選択して下さい。 

例えば、スクリーンを分割して、パーツのイメージの二つの異なる画像を

表示するには、（ 初の列にある）ボタン 2、または、3 をクリックして

下さい。 選択されたボタン次第で、ウィンドウは、横方向、または、縦

方向に分割されます。  
3. ドロップダウン一覧ボックスを用いて、表示予定の各ウィンドウの画像方

向性をご希望に応じて、選択して下さい。 例えば、Z+方向からパーツの

イメージを見るには、ドロップダウン一覧ボックスから Z+ を選択して下
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さい。 または、同一のイメージを Y- 軸から見るには、 Y- を選択して下

さい。 これらの表示オプションはいずれも、PC-DMIS のパーツ イメージ

の表示の仕方にのみ影響を持ちます。 測定されたデータやインスペクシ

ョンの結果には影響しません。  
4. お手持ちのパーツの選択された画像を、立体として表示したい場合には、 

立体 チェックボックスをチェックして下さい。 当該チェック ボックスが

空白のままの場合には、パーツの画像がワイヤーフレームとして表示され

ます。  
5. 適用する または Ok ボタンをクリックして下さい。  

• 適用する ボタンが選ばれると、PC-DMIS は、その時点での設定を

反映してグラフィックス表示ウィンドウを描きなおすので、これま

での変更内容をプレビューすることができます。  
• Ok ボタンが選択されると、PC-DMIS は、 画像セットアップ ダイ

アログ ボックスを閉じ、グラフィックス表示ウィンドウにこれま

での変更内容を適用します。 OK ボタンをクリックする前にはい

つでもダイアログ ボックスを閉じ、変更前の画像に戻すために、 
キャンセル をクリックすることが可能です。  

画像サイズの変更  

PC-DMIS を用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内の画像のサイズを再定義することができ

ます。  

画像ウィンドウのサイズを変更するには:  

1. ウィンドウを区切っている線上にポインターを置いてください。 単一方

向の矢印のカーソルが、二方向の矢印に変わります。  
2. マウスの左ボタンを押さえ続けて下さい。  
3. ご希望の位置に、線をドラッグして下さい。 画像サイズが変わります。  

この手続きは、横方向、または、縦方向のいずれの位置付けでも機能します。 その後、 スケー

ル適合 オプションを選んで、新ウィンドウ内に合うよう、画図の大きさを変更できます。 「 画
図のサイズ調整 」を参照して下さい。  

付記: PC-DMIS は、いずれのモードにおいても、画像サイズの変更を行うことが可能です。  

3D 基盤目を付け加える  

3D 基盤目 チェック ボックスを選択して、選ばれた画像の 3D 基盤目を作動して下さい。 罫線と

異なり、3D 基盤目の原点は、常時、パーツのその時点での配置に位置します。  

3D 基盤目セットアップ ボタンにより、 3D 基盤目セットアップ ダイアログ ボックスが現れま

す。 このダイアログ ボックスから、基盤目の間隔を変更できます。  
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「3D 基盤目セットアップ」ダイアログ ボックス  

基盤目の線の間隔を変更するには、 X 軸 、 Y 軸 、及び Z 軸 ボックス内に数値をタイプ入力す

るか、または、PC-DMIS が自動的に程よい間隔を算出するよう 自動 チェックボックスを選択す

るか、して下さい。  

基盤目の線のラベルは、ウィンドウの外枠沿いに配置されます。 これらのラインは、編集ウィ

ンドウ内であらかじめ定義された、その時点でのパーツ配置に従います。 これらは、 ラベル挿

入 ボックス内に示された、数値によって挿入が可能です。 この数値は、PC-DMIS が、グラフィ

ックス表示ウィンドウの外殻と、3D 基盤目ラベルの間に配置する、ピクセル バッファ サイズを

左右します。  

OK をクリックすると、PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ内に 3D 基盤目を表示しま

す。  

 

X-Y 平面に 10 のラベル挿入が行われた 3Dー基盤目の例  

3 種類の基盤目を描くことができます:  

X-Y  

Y-Z  

Z-X  

PC-DMIS は、一度に一つの基盤目しか描きません。 描かれる基盤目は、お客様のスクリーンの

も近くで回転する軸平面によって決まります（軸線のインジケータにより決定）。 例えば、
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グラフィックス表示ウィンドウ上の、以下の軸線インジケータは、ユーザーに面した X-Y 軸平面

を表示します; PC-DMIS は、X-Y 軸線の基盤目を描きます。  

 

X-Y 平面を表示する、軸線インジケータ  

付記: 3D 基盤目の色付けは、 スクリーン色付け ダイアログ ボックスから変更できます。 「 ス
クリーンの色付けを変更 」を参照して下さい。  

表面上に線を表示  

このチェック ボックスは、立体画像にのみ適用されます。 表面の下に隠れた点や線を、表面上

に見えるようにするには、このチェック ボックスを選択して下さい。 表面の裏側にある測定フ

ィーチャーを見る時、このオプションは役に立ちます。 例えば、パーツ内の測定された線が、

わずかに CAD 表面下にあるとします。 このチェック ボックスを選ぶと、その測定された線が見

えるようになります。  

罫線の表示  

全画像に罫線を表示するには、 罫線 チェックボックスをチェックして下さい。 罫線の原点は、

常時、（ローカル パーツ配置上ではなく）CAD の原点に配置されます。  

レベルの表示、作成、及び、操作  

CAD レベルは、レベル番号に一致した、関連の CAD 幾何図形のグループから成っています。 こ
れらのファイル内のレベルに関する情報は、ファイルがインポートされる時に、一緒に PC-
DMIS 内にインポートされます。 その後、 画像セットアップ ダイアログ ( 編集 | グラフィック

ス表示ウィンドウ | 画像セットアップ )を用いて、各グラフィックス表示「画像」に表示される

レベルを選択することが可能です。  

 

多くの CAD ファイルのサイズ、及び、複雑さについて考えると、このオプションは、様々な

PC-DMIS の機能が作動する時に見える、CAD モデルの特定の部分を制限する能力の大きな助け

となります。 （より詳しい情報については、「 3D CAD 作成 」文書を参照して下さい。）  

付記: このオプションは、レベルが IGES 描写ファイルに結合している場合にのみ、入手可能で

す。  

グラフィックス表示ウィンドウ内でレベルを見るには :  
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ご希望の画像（青、赤、黄、または、緑色の画像）を選択して下さい。  

 

一覧から、適切なレベルを選んで下さい。  

 

適用する ボタンをクリックして下さい。  

PC-DMIS は、その時点での設定を反映してグラフィックス表示ウィンドウを描きなおします。 
これまでの変更内容を保存するには、 OK ボタンが押される必要があります。  

画像セットアップ ダイアログ ボックス内の 作成する… ボタンを用いて レベル ダイアログ ボッ

クスにアクセスすることができます。  

 

レベル ダイアログ ボックス  

レベル ダイアログ ボックスを用いて、レベルの作成、削除、または、変更を行うことができま

す。  

レベルの作成  

レベルの作成は、3 段階のプロセスで行われます。  

• レベル ダイアログ ボックスにおいて 作成する ボタンの下のボックスに、

新しいレベル番号をタイプ入力して下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual CAD ディスプレイの編集  *  349 

• ご希望の フィーチャー タイプ チェック ボックスを選ぶことにより、こ

の新しいレベルに配置したいフィーチャーを選択して下さい。  
• 終了する ボタンをクリックして、このプロセスを完了して下さい。  

レベルを削除する  

レベルの削除は、3 段階のプロセスで行われます。  

• レベル ダイアログ ボックスにある、ドロップダウン一覧から、既存のレ

ベルを選択して下さい。  
• 削除する ボタンをクリックして下さい。  
• 終了する ボタンを選択して、このプロセスを完了して下さい。 削除され

たレベルに割り当てられていたタイプのフィーチャーはすべて、レベル

「0」に割り当てられます。  

レベルの変更  

レベルの変更は、5 段階のプロセスで行われます:  

1. レベル ダイアログ ボックスにある、ドロップダウン一覧から、既存のレ

ベルを選択して下さい。  
2. 変更する ボタンをクリックして下さい。  
3. 割り当て ボタンをクリックして、選択のレベルを CAD に付け加えるか、

または、 アンドゥ ボタンをクリックして、選択のレベルから CAD を取

り除いて下さい。  
4. フィーチャー タイプ チェック ボックスから、表示されたレベル「に付け

加える」、または、「除去する」予定のフィーチャー タイプを選択して

下さい。  
5. 終了する ボタンを選択して、レベル変更プロセスを完了して下さい。  

レベルの追加、及び、変更には、CAD データの選択が必要です。 CAD 編集   及び CAD 削

除   ダイアログ ボックスにおいて、セレクション範囲を限定するのと同様に、各種タイプの幾何

図形セレクション範囲を限定することが可能です。 また、 「色」 チェック ボックスをチェック

して、CAD データ セレクションの範囲を色によって限定し、ご希望の色の幾何図形を選択する

こともできます。 選択された色は、 「色」 チェック ボックスの横に示されます。 色を変更す

るには、 「色」 チェック ボックスのチェックを消し、それから 色 チェック ボックスを再選択

して、新規の色で幾何図形を選択しなおして下さい。  

OK または キャンセル をクリックして、 レベル ダイアログ ボックスを閉じることが可能です。 
キャンセル ボタンを押しても、進行中の作業の結果は、全く保存されません。  
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スクリーン上の図形要素の操作、及び、位置付け  
グラフィックス表示ウィンドウには、お客様のパーツの CAD 画図だけでなく、それ以上のもの

があります。 それは、また、フィーチャーID、基準点定義ラベル、ディメンション情報テキス

ト ボックスとポイント情報テキスト ボックス、及び、フィーチャーコントロールフレーム

（FCFs）を表示することができます。 これらの要素はすべて、お客様のレポートの組織性を高

めますが、スクリーン上に余りに多くの要素が表示されると、パーツ画図を隠したり、混雑した

外観になる可能性があります。  

幸いにも、グラフィックス表示ウィンドウの要素上にマウスを移動して、これらの要素を簡単に

位置付けし直すことができます。 マウスポインターは十字に変わります。これらの要素をクリ

ックして、新規の位置にドラッグして下さい。 その後、PC-DMIS は、ID ラベル、または、テキ

スト ボックスから、それに対応するフィーチャーへ引き出し線を描きます。  

また、PC-DMIS では、パーツ表示のズーム レベルの変更中でさえ、パーツ画図の周りにあるラ

ベル、及び、テキスト ボックスを動的に位置付けし直すことができます。 「セットアップ オプ

ション」ダイアログ ボックスにある「一般」タブから、「ラベルの自動的位置付け」チェック 
ボックスを選択して下さい。 「仕様の設定」にある「ラベルの自動的位置付け」を参照して下

さい。  

グラフィックス表示ウィンドウが依然、混雑して見える場合、ショートカット メニューを用い

て、これらの様々な要素の可視性をコントロールすることが可能です。 「ショートカット キー

及びショートカット メニューの使用」にある「フィーチャー ショートカット メニュー」、及び、

「ショートカット メニューのボックス選択」を参照して下さい。  

付記: 要素の位置付けは、アクティブ画像においてのみ作動します。 スクリーンが追加のパーツ

画像が表示した分割スクリーンである場合、その ID は、その他の画像で表示されるのと同じ

で、変更はありません。  

 

曲線モードと曲面モード間での切り換え  
オペレーション | グラフィ

ックス表示ウィンドウ | 曲
線/曲面モードの変更  

 

これらのモードにアクセスするには、お客様のシステム用に、オプション パッケージ「曲線と

曲面｣を購入する必要があります。 これらのモードをプログラム モードと共に用いると、お手持

ちの CAD モデルのワイヤーフレーム、または、表面エンティティ上にオフラインでヒットを行

うことができます。  

•   曲線モード オプション を選ぶと、グラフィックス表示ウィンドウ内

の CAD データをクリックして、曲線、及び、直線のワイヤーフレーム モ
デルを選択可能にすることができます。 このオプションを利用可能にす
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るには、ワイヤーフレーム モデルをインポートする必要があります。 こ
の曲線モードは、いずれの 測定フィーチャー とも、うまく機能します。 
しかしながら、 曲線モード でヒットを行うには、二つのグラフィックス

画像が必要です。その一つは、深さ設定用であり、もう一つは、フィーチ

ャー上にヒットを行うためのものです。 測定フィーチャー上で、深さを

設定し、ヒットを行うためには、以下のマウス オペレーションが使用さ

れます:  

1. 右クリック - これは、その時点でのマウスポインターの所在位置に

おける、アクティブ プローブのおおよその深さを設定します。 オ
フライン モードでプログラムする時に、移動ポイントを作成する

には、これを使用して下さい。 「 移動コマンドの挿入 」内の

「 移動ポイント コマンドの挿入 を参照して下さい。  
2. 右クリック + ドラッグ - マウスボタンがリリースされた時、これ

は、 も近くのワイヤーフレーム エンティティの深さを設定しま

す。 測定済みの線、円、及び、円筒の深さを設定するには、これ

を用いて下さい。 上部と底部の円を右クリックして、円錐の角度

（頂点画像）を定義し、そして、左クリックをしてヒットを行い

（底部画像）、円錐フィーチャーを作成することができます。  
3. 左クリック - これを押すと、 も近くにある線、または、円が選択

されます。そして、 セットアップ オプション ダイアログ ボック

スのある 一般 タブの設定に基づく、その時点で設定された深さに

おいて平等な間隔のヒットが行われます。 「 仕様の設定 」のある

「 一般タブ用編集ボックス 」を参照して下さい。  
4. 左クリック + ドラッグ -線、円弧、または、円上で、その時点で設

定された深さでの単一ヒットを行います。 常時、測定機が接近す

るワイヤーの側から接近するようにして下さい。  
5. 左クリック + 押し続ける - これを行うと、マウス ポインターの所

在位置における、その時点で設定された深さでのヒットを行うクリ

ックを遅らせることができます。 平面上のヒットのは、この方法

を用いて下さい。 マウスボタンを押さえ続ける時には、しっかり

とマウスを押さえていることを確認して下さい。それにより、リリ

ース時にポインターの位置で、表面に直角の、有効なヒットが行わ

れます。  

•   曲面モード オプション オプションを選ぶと、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内の CAD データをクリックして、立体モデルの曲面を選択可能

にすることができます。 このオプションを利用可能にするには、立体モ

デルをインポートする必要があります。 ヒットを行うには、曲面上のど

の部分でもクリックして下さい。 PC-DMIS が曲面を貫通し、X,Y,Z,I,J,K 
の情報を入手して、当ヒットが、マウス ポインターの位置で記録されま
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す。 フィーチャーを定義するために、正確なヒット数を選択し、それか

ら、終了キーを押して下さい。 PC-DMIS が当フィーチャーのタイプを推

測します。 このモードは、点、線、及び、平面フィーチャーの作成時に

も良く機能します。 円形フィーチャー（円、円筒、円錐、及び、球）

用にも、このモードを使用することができます。しかし、ー特に内部フィ

ーチャーの場合ー一定の交差部分、または、深さでヒットを選ぶことがし

ばしば困難であることに、お気づきになると思います。 これらの場合に

は、 曲線 モード を使用して下さい。  

これらのモードをスキャンと共に用いる場合に関する、より詳しい説明については、「 お手持

ちのパーツのスキャン 」の 項 を参照して下さい。  

曲面の描写  
 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ |曲面描写 オプションを用いて、スクリー

ン上に曲面を表示することができます。 初に、 画像セットアップ ダイアログボックス内の 立
体 チェック ボックスをチェックしなければならないことに注意してください。 画像セットアッ

プ ダイアログボックスに関する、より詳しい説明については、「 スクリーン画像セットアッ

プ 」の項目を参照して下さい。  

曲面の表示を作動不能にするには、このオプションをもう一度、選択して下さい。  

マウスを使って、曲面と曲線をハイライト表示  
PC-DMIS3.6 以降には、お手持ちのマウスを簡単にその部分に移動することで、CAD 表面、及び、

ワイヤーフレーム図形要素を、すばやく簡単にハイライト表示する能力があります。 これによ

り、お手持ちのパーツ モデルの、利用可能な曲面、または、曲線をすばやく閲覧できます。 こ
の機能は、マウス オーバー ハイライティング（MOHL)と呼ばれます。  

 

マウス オーバー ハイライティングの例  

MOHL 機能を使用するには、シフト ボタンを押さえ続けながら、ご希望のパーツ上にマウスを

移動して下さい。  
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  曲面 モードが選択されると、PC-DMIS は、その時点でマウスの下にある曲

面を、黄色でハイライト表示します。  

  曲線 モードが選択されると、PC-DMIS は、その時点でマウスの下にある曲

線、または、ワイヤーフレーム図形要素を、ハイライト表示します。  

お手持ちのパーツ表面に質感を表すビットマップが適用された状態で、MOHL を使用する場合、 
Z-バッファの深さ   を 32 ビット数以下に設定して下さい。 32 以上に設定の場合、グラフィック

ス表示ウィンドウが更新されるまでは、むらのあるハイライトの線が、画像上に残る可能性があ

ります。 「 仕様の設定 」の 項 にある「 OpenGL オプションの変更 」を参照して下さい。  

スクリーンを描き直す  
 

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン描き直し オプションが選択されて

いる場合はいつでも、このオプションが選択されると、グラフィックス表示ウィンドウが更新さ

れます。  

スクリーン モードの変更  
PC-DMIS では、スクリーン モード間で切り換えができます。 異なるモードでは、マウスクリッ

クの解釈に関する PC-DMIS への指示が違います。  

変換モード  

 

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン モード変更 | 変換 オプションを選

ぶと、PC-DMIS が変換モードになります。 このモードでは、グラフィックス表示ウィンドウ内

で、パーツを移動してり、ズームイン、または、ズームアウトしたりすることができます。 変
換モードで利用可能なオプションは、以下のとおりです:  

1. グラフィックス表示ウィンドウ内で、パーツ画像のサイズを縮小する  
2. グラフィックス表示ウィンドウ内で、パーツ画像のサイズを拡大する  
3. グラフィックス表示ウィンドウ内で、パーツ画像の一部を選択する  
4. グラフィックス表示ウィンドウ内で、パーツを位置付けし直す  
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グラフィックス表示ウィンドウ内で、パーツ画像を縮小  

クリックして、パーツの画像全体を縮小するには:  

1. マウスポインターを、グラフィックス パーツ表示の横方向中心線の 上 の
点に移動して下さい。  

2. マウスの右ボタンをクリックして下さい。  

カーソルが中心線から遠ざかるほど、画図は小さくなります。  

マウス ホイールのついたマウスを使用の場合、マウス ホイールをお客様ご自身から遠ざかるよ

うにスクロールすると、画図が縮小します。  

グラフィックス表示ウィンドウ内の、パーツ画像を拡大  

パーツの画像全体を拡大するには:  

1. マウスポインターを、グラフィックス パーツ表示の横方向中心線の 下 の
点に移動して下さい。  

2. マウスの右ボタンをクリックして下さい。  

カーソルが中心線から遠ざかるほど、画図は大きくなります。  

マウス ホイールのついたマウスを使用の場合、マウス ホイールをお客様ご自身に向かってスク

ロールすると、パーツが拡大します。  

グラフィックス表示ウィンドウ内の、パーツ画像の一部を拡大  

表示されたパーツの特定部分を拡大するには:  

1. マウスポインターを選択されたエリアの隅に置いて下さい。  
2. マウスの左右ボタン 両方 を同時に押し続けてください。  
3. グラフィックス表示ウィンドウ上の、選択したい部分に、矢印アイコンを

移動（ドラッグ）してください。 PC-DMIS が、ボックスを描きはじめま

す。  
4. 当該ボックスが、適切な幾何図形を含むと、両方のマウスボタンをリリー

スして下さい。 PC-DMIS が、選択されたエリアにズームインします。  

付記:  いったんある点に達すると、画像はそれ以上拡大しません。  

グラフィックス表示ウィンドウ内の、パーツ画像を位置付けなおす  

グラフィックス表示ウィンドウ内の、パーツ画像の位置付けを変更するには :  
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1. マウスポインターをパーツの画像上に置いて下さい。  
2. マウスの右ボタンを押さえ続け、新規の位置にドラッグして下さい。  
3. マウスボタンをリリースして下さい。  

2D 回転モード  

 

 

画図を 2 次元で回転するこ
とは、表示のみの変更にな
ります。 それが、実際のパ
ーツのオリジナルや基準点
を変更することは、決して
ありません。  

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン モー

ド変更 | 2D 回転 オプションを選択すると、パーツが 2 次元で回転

します。 パーツは、全 360 度回転することもできますし、その一

部のみ回転することもできます。  

以下の項では、2 次元で画図を回転する、様々な方法について記述

しています。  

ドラッグして 2D 図形を回転する  

マウスが移動するにつれ、
PC-DMIS は、動的に画像を
描き直します。  

グラフィックス表示ウィンドウの 想像上の中心点 の周りで画図を

ドラッグすることにより、その画図を 2 次元で回転することができ

ます。  

ドラッグして回転するには:  

1. グラフィックス モード ツール バーから、 2D 回

転モード アイコンをクリックして下さい。   
2. マウスポインターをグラフィックス表示ウィンド

ウ上に位置付けて下さい（中心以外のいずれの位

置でも可）。  
3. マウスの右ボタンを押さえ続けて下さい。  
4. 表示ウィンドウの想像上の中心点の周りで、ポイ

ンターを移動して下さい。 マウスが移動するに

つれ、PC-DMIS は、動的に画像を描き直しま

す。  
5. マウスボタンをリリースして下さい。 PC-DMIS

は、その時点での回転を継続します。  

ヒント: いずれのモードにおいても、お手持ちのパーツをすばやく回転するには、ALT を押しマ

ウスを右クリックしドラッグして下さい。 3D 回転用の 回転 ダイアログ ボックスが開いている

場合には、これは機能しないことに注意して下さい。  
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図形要素へ向け 2D 図形を回転する（画図を平行配置する）  

パーツをスクリーンに「平行配置」するには、 グラフィックス モード ツール バーから 2D 回転

モード アイコン を選択し、それから、マウスの右ボタンでフィーチャーを クリック して下

さい。 （ボタンを押さえ続けないで下さい。） PC-DMIS が画図を回転するので、選択されたフ

ィーチャーは、 も近くに位置するスクリーンの軸線（縦方向、または、横方向）に平行に配置

されます。  

係数により、2D 図形を回転する  

正確な係数で回転するには、「 係数により、モデルをサイズ調整 」の項目と似た手順を取り、

以下に従って下さい:  

1. 2D 回転モード アイコン を、 グラフィックス モード ツール バーから

選択して下さい。  
2. シフトを押し、それから、グラフィックス表示ウィンドウ内を右クリック

して下さい。 PC-DMIS が、小さいダイアログ ボックスを表示します。  

 

• パーツ座標 X の角度 ボックス内に、角度を（度で表示）タイプ入力して

下さい。  
• OK をクリックして下さい。 PC-DMIS がボックスを閉じ、グラフィック

ス表示ウィンドウ内で、パーツの 2D 回転を行います。  

3D 回転モード  

 

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン モード変更 | 3D 回転 メニュー オ
プションを選択すると、パーツの画図が 3 次元で回転します。 パーツは、一回転につき 45 度ま

で回転することができます。 このオプションを選ぶと、 回転 ダイアログ ボックスが開きます。  
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回転ダイアログ ボックス  

「 回転ダイアログ ボックスを用いての 3D 回転 」、「 ドラッグして 3D 回転する 」、及び「 図
形要素にまで、3D 回転する 」の項目は、3 次元で画図を回転する、三つの異なる方法を述べて

います。  

画図の回転に関する、より詳しい説明については、「 画図を回転する 」の項目を参照して下さ

い。  

ドラッグして 3D 図形を回転する  

マウスをドラッグして、パーツの回転をおこなうことも可能です。 これをするには:  

1. 3D 回転 ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
2. マウスの左ボタンをクリックし、押さえ続けて下さい。  
3. マウスをドラッグして下さい。  

ヒント: 回転 ダイアログ ボックスの開閉に関わらず、お手持ちのパーツをすばやく回転するに

は、Ctrl キーを押しマウスを右クリックしドラッグするか、または、マウスにマウス ホイールが

ある場合には、マウス ホイール ボタンを押し続け、マウスをドラッグして下さい。  

回転のポイントを決める  

初にマウスの右ボタンをクリックする時のマウスの位置次第で、回転のポイントを決める方法

は二つあります。 マウスがグラフィックス表示ウィンドウの背景上にあるか、または、パーツ

上にあるか、のいずれかです。  

1.)       マウスが グラフィックス表示ウィンドウの 背景上 にある場合、パーツは、パー

ツの原点の周りを回転します。  

2.)       マウスが パーツ上 にある場合、パーツは、マウスポインターの直接下にある、

パーツのポイントの周りを回転します。  
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回転ダイアログ ボックスを用いての 3D 図形の回転  

当ダイアログ ボックスを用いて画図を回転するには:  

• 変更予定の画像を（1-4 のオプションボタンの番号により）選択して下さ

い。  
• 度の増加  (1、5、10、または、45)オプションを選択して、回転の程度を

決めて下さい。  
• 画図を回転するには、ご希望の軸線をクリックして下さい。  
• 閉じる ボタンを選択して下さい。 PC-DMIS は、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内の CAD 画像の変更を表示します。  

リセット ボタンをクリックすると 回転 ダイアログ ボックスとグラフィックス表示ウィンドウ内

の、画図が も近くに位置する軸線へすばやく回転します。  

動画 チェック ボックスが選択されると、パーツがダイアログ ボックス内で回転するにつれ、

PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ内で動的に画像を描き直します。 このチェック ボ
ックスのチェックを消去し、それから、ダイアログ ボックス内の回転ボタンを押すと、クリッ

クされたボタンがリリースされるまでは、スクリーン上での実際のパーツの回転は起こりません。  

図形要素へ向け 3D 図形を回転する（画図を平行配置する）  

パーツをスクリーンに「平行配置」するには、 グラフィックス モード ツール バーから 3D 回転

モード アイコンを選択し、それから、マウスの右ボタンでフィーチャーを クリック して下さい。 
（ボタンを押さえ続けないで下さい。） PC-DMIS が画図を回転するので、選択されたフィーチ

ャーは、 も近くに位置する スクリーンの軸線 (縦方向、横方向、または、スクリーンに直角)
に平行に配置されます。  

テキスト ボックス モード  

 

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン モードの変更 | テキスト ボック

ス メニュー オプションを選ぶと、PC-DMIS が、フィーチャーID、フィーチャーコントロールフ

レーム、 スキャン ポイント を操作することに加えて ディメンション情報 と ポイント情報 テキ

ストボックスをすばやく作成し変更することのできるモードに変わります。  

ポイント情報ボックスのサンプル  
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ディメンション情報ボックスのサンプル  

 

 

フィーチャーID、または、フィーチャーを右クリックするか、ボックス選択した時に現れるショ

ートカット メニューを用いて、これらのテキスト ボックスを作成することができます。 「 レポ

ートコマンドの挿入 」の 項 にある「 ディメンション情報ボックス挿入 」及び「 ポイント情報

ボックス挿入 」の項目を参照して下さい。  

付記: グラフィックス表示ウィンドウ内で、フィーチャー、または、フィーチャーID ラベルのい

ずれかにマウスを動かした時、PC-DMIS が CAD 画図上の当フィーチャーをハイライト表示する

ことに注意して下さい。 この機能により、特定のラベルに関連したフィーチャーを、すばやく

識別することができます。  

以下は、テキスト ボックス モードで利用可能なショートカット メニューです:  

1. フィーチャー、フィーチャーID ラベル、または、テキスト ボックスを右

クリックすると、PC-DMIS が、当フィーチャーのショートカット メニュ

ーを表示します。 「 ショートカット キー及びショートカット メニュー

の使用 」の 項 にある「 フィーチャー ショートカット メニュー 」を参照

して下さい。  
2. ディメンション情報ボックス、または、ポイント情報ボックスを右クリッ

クすると、PC-DMIS が、当テキスト ボックスのショートカット メニュー

を表示します。 「 ショートカット キー及びショートカット メニューの

使用 」の 項 にある「 フィーチャー ショートカット メニュー 」を参照し

て下さい。  
3. 一つ以上のフィーチャーをボックス選択すると、PC-DMIS がショートカ

ット メニューを表示します。 「 ショートカット キー及びショートカッ

ト メニューの使用 」の 項 にある「 ボックス選択ショートカット メニュ

ー 」を参照して下さい。  
4. スキャン ポイント上を右クリックすると、 この方向へカーソル移動 メニ

ュー項目を用いて、当スキャン ポイントに飛び移ることができます。 
「 お手持ちのパーツのスキャン 」の 項 にある「 スキャン映像内でポイ

ント位置付け 」を参照して下さい。  

付記: マウスがフィーチャー、または、テキスト ボックス上にない場合、PC-DMIS では、マウ

スの右ボタンを用いてズーム、及び、パーツ回転を行う通常の変換モードを使用することができ

ます。 より詳しい説明については、「 変換モード 」を参照して下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

360  *  CAD ディスプレイの編集 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

ヒント: DIMINFO、または、POINTINFO をすばやく作成するには、フィーチャー、または、フ

ィーチャーID ラベル上をダブルクリックして下さい。 PC-DMIS がいずれもモードでも、それを

行うことが可能です。 PC-DMIS は、その時点での ディメンション情報編集 か、または ポイン

ト情報編集 ダイアログ ボックスの設定に基づく情報ボックスを自動的に作成します。  

例: フィーチャー用の DIMINFO ボックスを作成した、とします。 それに続くフィーチャー ラベ

ルをダブルクリックすると、前回 ディメンション情報編集 ダイアログ ボックス使用時に選択さ

れたのと同一の設定を用いて、それらのフィーチャーのための、追加の DIMINFO ボックスが作

成されます。  

プログラム モード  

 

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン モード変更 | プログラム  メニュ

ー オプションを選ぶと、IGES ファイルにある CAD データを用いて、パーツプログラムの学習、

及び、編集ができます。 ワイヤーフレーム、または、表面 CAD モデルから 測定フィーチャー 
を作成するには、プログラム モードを使用して下さい。 プログラムモードにおいて、動画プロ

ーブを用い、モデル上にヒットを行い、推測モードで CMM を用いヒットのシミュレーションを

行うことができます。 この能力は、オンライン、または、オフラインのいずれのバージョンの

PC-DMIS においても、利用可能です。  

グラフィックスを用いたプログラムに関する、より詳しい説明については、「 オフラインモー

ドの使用 」の 項 を参照して下さい。  

スクリーンの色付けを変更  
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スクリーンの色付けダイアログ ボックス  

スクリーンの色付け ダイアログ ボックス ( 編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン

色付け )を用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内に表示する色を決定できます。 これには、

背景色、勾配色、ハイライト色、マウス オーバー ハイライト色、3D 基盤目色、及び、ビジョン 
モジュールのプローブビデオの視界（FOV)色が含まれます。  

色を変更するには  

色を変更するには:  

1. スクリーンの色付け ダイアログ ボックス ( 編集 | グラフィックス表示ウ

ィンドウ | スクリーン色 )にアクセスして下さい。  
2. 背景色 、 勾配色 、 ハイライト 、 マウス オーバー ハイライト 、 基盤目

色 、または ビジョン プローブビデオの視界(FOV)色 のためには、 編集 
ボタンをクリックして下さい。 色 ダイアログボックスが現れます。  

3. ご希望のオプション用の新規の色を選択して下さい。  
4. OK をクリックして下さい。 色 ダイアログボックスが閉じ スクリーンの

色付け ダイアログ ボックスが再び現れます。  
5. 適用する ボタンをクリックして、これまでの変更内容を適用し スクリー

ンの色付け ダイアログ ボックス内に必要な情報を入力して下さい。  
6. 入力し終わると、 OK ボタンをクリックして下さい。  
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背景  

 

背景 エリアを用いて、背景のスクリーン色を変更することができます。 この色付けは、また、

グラフィックス表示ウィンドウ上で表示される、全フィーチャー コントロール フレームの背景

色としても使用されます。 「 色を変更するには ｣で述べられている指示に従って下さい。  

勾配設定 エリアでは、二次的な背景勾配色を定義できます。 なし 以外のものを一覧から勾配色

として設定すると、追加の 編集... ボタンが現れます。 このボタンをクリックして、二次的な勾

配色を定義することが可能です。 その後、スクリーンの背景設定時に、PC-DMIS は、設定位置

（例えば、底部）から始めて、二次的勾配色を表示し、それから、スクリーンの他方の端近くに

色を描きつつ、徐々にその色から主要勾配色にと変更していきます。  

例えば、 底部 底部の勾配設定は、このように見えるかもしれません:  

 

勾配色の例  

勾配設定 一覧内で、利用可能な項目は:  

• なし - 二次的勾配なし。 スクリーンの背景は、変更のない主要色になり

ます。  
• 底部 - 二次的勾配色は、スクリーンの底部から始まり、上部に近づくにつ

れ、徐々に主要色に変化します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual CAD ディスプレイの編集  *  363 

• 右 - 二次的勾配色は、スクリーンの右側から始まり、左側に近づくにつれ、

徐々に主要色に変化します。  
• 底部右 - 二次的勾配色は、スクリーンの底部右側から始まり、上部左側に

近づくにつれ、徐々に主要色に変化します。  
• 底部左 - 二次的勾配色は、スクリーンの底部左側から始まり、上部右側に

近づくにつれ、徐々に主要色に変化します。  
• 上部右 - 二次的勾配色は、スクリーンの上部右側から始まり、底部左側に

近づくにつれ、徐々に主要色に変化します。  
• 上部左 - 二次的勾配色は、スクリーンの上部左側から始まり、底部右側に

近づくにつれ、徐々に主要色に変化します。  

ハイライト  

 

ハイライト エリアを用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内の、ハイライト表示で使用され

る色を変更できます。 「 色を変更するには ｣で述べられている指示に従って下さい。  

マウス オーバー ハイライト  

 

マウス オーバー ハイライト エリアでは、PC-DMIS が使用する色を変更することができるに加

えて、マウス オーバー ハイライト（MOHL）機能により、お手持ちのマウスを用いて、曲面、

または曲線のハイライト表示を行った場合、マウスポインターの形を変更することができます。

「 色を変更するには ｣で述べられている指示に従って下さい。  

カーソル エリアでは、MOHL モード時のマウスポインターの形について 矢印 形、または 十字 
形のいずれかを選択できます。  
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矢印形のマウスポインター  十字形のマウスポインター  

 

より詳しい説明については、「 マウスを使って、曲面と曲線をハイライト表示 」を参照して下

さい。  

 

3D 基盤目  

 

3D 基盤目 エリアを用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内の、3D 基盤目で使用される色付

けを変更できます。 「 色を変更するには ｣で述べられている指示に従って下さい。  

3D 基盤目に関する、より詳しい説明については、「 3D 基盤目を付け加える 」を参照して下さ

い。  

プローブビデオの視界  

 

プローブビデオの視界 エリアを用いて、PC-DMIS ビジョン モジュールを使用時の、プローブビ

デオ画像（FOV)用の色を変更できます。 「 色を変更するには ｣で述べられている指示に従って

下さい。 FOV とビジョン モジュールに関する、より詳しい説明については、PC-DMIS ビジョ

ン文書を参照して下さい。  

画図のサイズ調整  
CAD 画図を、グラフィックス表示ウィンドウ内の選択された画像のサイズにサイズ調整するこ

とが可能です。また、係数を用いてサイズ調整を行うことができます。  

モデルを画像に適合するようサイズ調整  

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スケール適合 メニュー オプションは、 グラ

フィックス表示ウィンドウ内に全体的に適合するよう、パーツ画像を表示し直します。 . 画像が

大きくなりすぎ、または、小さくなりすぎた時に、このオプションは役に立ちます。 パーツ画
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像を変更して、フィーチャーと CAD 図形要素すべてを見えるようにするには、簡単に スケール

適合 メニュー オプションを選択して下さい。  

モデルを係数によりサイズ調整  

 

画図サイズ調整ダイアログ ボックス  

画図サイズ調整オプション
は、PC-DMIS が変換モード
の時にのみ機能します。
「 スクリーン モードの変
更 」を参照して下さい。  

画図サイズ調整 オプションは、メニュー バーでは利用可能では あ
りません 。 画図サイズ調整 オプションを用いて、グラフィックス

表示ウィンドウ内のパーツ画像を変更することができます。 この

オプションが CAD データを変更することは、決して ありませ
ん 。  

 

このオプションを使用するには:  

• グラフィックス モード ツール バーから 変換 モード アイコンをクリック

して下さい。  
• Shift キーを押して、それを押し続けながら、マウスの右ボタンをクリッ

クして下さい。 画図サイズ調整 ダイアログ ボックスが現れます。  
• スクリーンの中心で表示される予定の X 、 Y 、 Z パーツ座標を指示して

下さい。  
• ご希望のスケール係数をタイプ入力して下さい。  

例: 画図要素のサイズを 50%縮小するには、 0.5 をタイプ入力して下さい。 画図要素のサイズを

二倍に拡大するには、 2.0 をタイプ入力して下さい。 1.0 のスケール係数は、画図のサイズをそ

のまま維持します。  

グラフィックス表示ウィンドウを分割する、想像上の水平ラインの上、または、下をマウスの右

ボタンでクリックすることにより、グラフィックス表示ウィンドウ上のグラフィックス画像をも

また、サイズ調整することができます。  

画図の回転  
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オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ |回転  メニューオプションを選択すると 回転 
ダイアログ ボックスが現れます。  

 

回転ダイアログ ボックス  

このダイアログを用いて、3 次元で描かれたパーツを回転することができます。 パーツの各画像

は、一回転につき 45 度まで回転することができます。 「 グラフィックス モード   ツール バー

から 3D 回転モード アイコンを選択して、このオプションをアクティブにすることもできます。  

当ダイアログ ボックスを用いて画図を回転するには:  

• 変更予定の画像を選択（1-4）して下さい。  
• 「度の増加」（1、5、10、または、45）を選択して、回転の程度を決め

て下さい。  
• 画図を示された方向に回転するには、ご希望の軸線ボタンをクリックして

下さい。  

リセット ボタンをクリックすると 回転 ダイアログ ボックスとグラフィックス表示ウィンドウ内

の、画図が も近くに位置する軸線へすばやく回転します。  

動画 チェック ボックスが選択されると、パーツがダイアログ ボックス内で回転するにつれ、

PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ内で動的に画像を描き直します。  

回転に関する、より詳しい説明については、「 3D 回転モード 」を参照して下さい。  

ヒント: 回転 ダイアログ ボックスの開閉に関わらず、お手持ちのパーツをすばやく回転するに

は、Ctrl キーを押しマウスを右クリックしドラッグするか、または、マウスにマウス ホイールが

ある場合には、マウス ホイール ボタンを押し続け、マウスをドラッグして下さい。 また、いつ

でもマウス ホイールをダブルクリックすると 回転 ダイアログ ボックス上の リセット ボタンと

同じように作動します: も近くに位置する軸線へすばやく回転します。  
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回転、及び、その他の動作に関するオプションの変

更  
編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | 2D/3D 回転オプション メニュー項目にアクセスし、回転

中の CAD モデルの表示方法を変更できます。 これにより、 回転オプション ダイアログ ボック

スが表示されます。  

 

 回転オプションのアイ
コン  

また、 グラフィックス モード ツール バー上の 回転オプション ア
イコンをクリックして、当該ダイアログ ボックスにアクセスする

こともできます。  

 

回転オプション ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスは、マウスの右ボタンを用いて、お手持ちのパーツ モデルを回転する

時に、特定の項目が描かれるか否か、及び、それらがグラフィックス表示ウィンドウ内にどう描

かれるか、をコントロールします。 このダイアログ ボックス上のオプションを選ぶと、回転表

示の速度増加につながります。  

重要事項: スペースボール または スペースマウス デバイスを使用の場合、このダイアログ ボッ

クスは パン、ズーム、または、回転オプション ダイアログ ボックスのように機能し、異なるダ

イアログ ボックスのタイトルだけが唯一の違いとなります。 スペースボール または スペースマ
ウス デバイスは、ズーム、及び、パン目的での回転機能をも拡張します。「 はじめに：概要 」
の 項 にある「 スペースボール、または、スペースマウス デバイスのコンフィギュレーショ

ン 」の項目を参照して下さい。 お客様のポインティング デバイスとして、標準のマウスをご使

用の場合には、 グラフィックス オプション ダイアログ ボックスのみが回転に適用されます。  
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2 方向照明、及び、裏面カリングを作動不能にする  

このチェック ボックスを選ぶと、2 方向照明を作動不能にし、そして、回転中に裏面カリングを

使用します。 その結果としての照明効果としては、CAD 図形要素の半分のみが表示されます。 
以下の比較を参照して下さい。  

 

回転前  

 

回転中 - 2 方向照明、及び、裏

面カリングを作動不能にする  

素材、質感、及び、透明性を作動不能にする  

このチェック ボックスを選ぶと、適用された素材、質感、及び、回転中の透明性の描写が作動

不能になります。 以下の比較を参照して下さい。  

 

回転前で、透明性のある場合  回転中 - 透明性なしの場合  

これらのオブジェクトを無視する  

このチェック ボックスを選ぶと、指定されたオブジェクトの表示が作動不能になります。 関連

のチェック ボックスを用いて、選択されたタイプのオブジェクトは、回転中、無視されます。 
プローブ、測定機、変換機、または、取付具を無視するよう、選択することが可能です。 下記

の例は、回転中、プローブを隠しています。  
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回転前  回転中 - プローブを無視  

オブジェクト残り分の描写パーセンテージ  

このエリアでは、グラフィックス表示ウィンドウ内に表示されたオブジェクト残り分を構成する、

特定のパーセンテージ分の CAD エンティティが描写されます。 100, 50, 20, 及び 10 パーセント

のうちからパーセンテージを選択して下さい。 例えば、 10% が選択されると、PC-DMIS は、

モデル全体の 10%の CAD エンティティのみを描写します。 下記の例は、回転中、オブジェクト

の 10％のみを表示しています。  

 

回転前  

 

回転中 - 10%のみ表示  

オブジェクト描写方法 - 定義による  

このオプションを選択すると、オブジェクトが、元来、回転中に定義されたように描かれます。  

オブジェクト描写方法 - ワイヤーフレーム  

このオプションを選択すると、オブジェクトが、回転中のワイヤーフレームとして描かれます。 
以下の比較を参照して下さい。  
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回転前  

 

回転中 - ワイヤーフレームを描

写  

オブジェクト描写方法 - ポイント  

このオプションを選択すると、オブジェクトが、ポイントとして描かれます。 ポイント オプシ

ョンを選ぶと、ポイントを用いてオブジェクトが描写されます。 以下の比較を参照して下さい。  

 

回転前で、透明性のある場合  

 

回転中 - ポイントを描写  

 

グラフィックスを表示する、及び、隠す  
編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | グラフィックスを表示、隠す メニュー オプションを選

択することにより、グラフィックス表示ウィンドウ内で各種グラフィックス オブジェクトを表

示したり、または、隠したりすることを選ぶことができます。 グラフィックスを表示、隠す ダ
イアログ ボックスが表示されます。  

 

グラフィックス カテゴ
リ アイコン  

また、 グラフィックス モード ツール バー上の グラフィックス カ
テゴリ アイコンを選択して、当ダイアログ ボックスにアクセスす

ることもできます。  
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グラフィックスを表示し隠す  

このダイアログ ボックスには、以下の項目がグラフィックス表示ウィンドウ内で表示されるか

否かを左右する、チェック ボックスがあります:  

• CAD モデル  
• プローブ  
• 測定機  
• ツール変換機  
• 取付具  

これらのオブジェクトの一部を隠すと、グラフィックス表示ウィンドウの使用がこれまで以上に

容易になることに、お気付きになると思います。  

まだ挿入されていないモデルの定義、または、小型機器の定義の際には、これらのチェック ボ
ックスを利用することはできません。  

パーツ アセンブリの扱い方  
CAD アセンブリ ダイアログ ボックスには、グラフィックス表示ウィンドウ内で使用される、イ

ンポート、及び、マージされたパーツ、または、アセンブリすべての一覧があります。 このダ

イアログ ボックスを用いて、パーツのアセンブリを閲覧、または、編集することが可能です。 
アセンブリ アイコン 、 または、 編集 | グラフィックス表示ウィドウ | CAD アセンブリ を選択

すると CAD アセンブリ ダイアログ ボックスが表示されます。  

見る | ツール バー | グラフィックス モード ツール バー上で、アセンブリ アイコンが利用可

能です。  
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CAD アセンブリ ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには、以下のオプションがあります:  

パーツの経路  

当ダイアログ ボックスの上部の灰色のボックスには、選択されたパーツの、コンピューター上

での所在位置が表示されます。  

アセンブリ系統図  

当ダイアログ ボックスの左側には、アセンブリ構造の系統図があります。 この系統図は、アセ

ンブリ内の各構成部分を示します。  

アセンブリ内の構成部品を選ぶと、PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ上でこれをハ

イライト表示します。 反対に、グラフィックス画像上で CAD オブジェクトが選択された場合、

PC-DMIS は、アセンブリ系統図上で、対応する構成部分を選択します。 どの CAD オブジェク

トが、どのアセンブリ構成部分に属するか、識別する時に、この機能は役に立ちます。  

パーツを選択すると、また、一覧上の灰色のボックス内に、お客様のコンピューター内でそのパ

ーツを見つけるための、経路の情報が表示されます。  

系統図内には、また、各構成部分の横にチェック ボックスを表示します。 このチェック ボック

スを用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内でその構成部分を表示、または、隠すことができ

ます。 これは、グラフィックスウィンドウ内で即座に実施されます。  

これらのチェック ボックスを選択、または、消去すると、 見える範囲 エリア内の 表示する ま
たは 隠す ボタンのクリックと、同一の機能を果たします。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual CAD ディスプレイの編集  *  373 

子孫の拡大  

子孫の拡大 ボタンを押すと、アセンブリが拡大され、それを構成する子部品の一覧が表示され

ます。  

見える範囲エリア  

見える範囲 エリアには、アセンブリ構成部分グループが見えない状態にあるのを変更する、便

利なボタンがあります。 選択された構成部分を隠すには、「隠す」ボタンを押して下さい。  

• 兄弟を隠す - 選択された構成部分を除く、アセンブリ系統図上で同一レベルにある、す

べての構成部分を隠します。  
• 表示する - アセンブリのうち、選択された構成部分を表示します。  
• 隠す - アセンブリのうち、選択された構成部分を隠します。  
• 兄弟を表示する - 選択された構成部分を除く、アセンブリ系統図上で同一レベルにある、

すべての構成部分を表示します。  
• すべてを表示する - アセンブリ系統図上の、すべての構成部分を表示します。  

編集エリア  

編集 エリアには、アセンブリの、簡単な変更ができるボタンがあります。  

• 削除する - 選択された構成部分をアセンブリから削除し、グラフィックス表示ウィンド

ウからも除去します。  
• 変換 - CAD 変換 ダイアログ ボックスを表示します。 このダイアログ ボックスを用いる

と、アセンブリ内の単一の構成部分が変換できます。 より詳しい説明については、

「 CAD モデルの変換 」を参照して下さい。  
• 座標システム - CAD 座標システム ダイアログ ボックスを表示します。 このダイアログ 

ボックスを用いると、異なる座標システムを作成、及び、操作することができます。 よ
り詳しい説明については、「 CAD 座標システムの扱い方 」を参照して下さい。  

ルーツ レベルの構成部分（通常、パーツプログラムに用いられているパーツ名）、または、DCI
構成部分を編集することはできません。 このタイプの構成部分を選択すると、編集エリアのあ

るボタンが作動不能になります。  

レベル作成ウィンドウを用いて、3D CAD 作成  
オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | ３D 作成 メニュー オプション (または IGES
ファイル ダイアログ ボックス上の ３D 作成 ボタン）を用いて、2D CAD 画図を 3 次元的に操作

することができます。 また、CAD 画図呼び出しのインポート段階に、このオプションにアクセ

スすることも可能です 。  

３D 作成 メニュー オプションを選択すると、PC-DMIS は、レベル作成ウィンドウを表示します。 
このウィンドウは 初、タイトル バー内に、「レベル作成-旧ファイル」を表示します。  
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レベル作成ウィンドウ  

付記: 画図に対して行われた変更は、すべて一時的なものです。メインの PC-DMIS for Windows 
スクリーンが再びアクティブになると、変更は無効になります。  

レベル作成-旧ファイル ウィンドウ を用いて、新規のレベルや、CAD で作成された各種の幾何

図形要素の画像を作成することができます。 ファイル | 保存して閉じる が選択されるまでは、

グラフィックスに対して行われた変更は、すべて一時的なものです。  

このウィンドウに関連して、三つのメニューがあり、各種レベルの作成にそれらを使用すること

ができます:  

• ファイル このメニューでは、ご希望の変更の保存、及び、キャンセル、

そして、旧ファイル ウィンドウと新ファイル ウィンドウ間での切り換え

を行うことができます。 ファイル メニュー内のオプションに関する記述

については、「 レベル作成 - ファイル メニュー 」を参照して下さい。  
• 画像 このメニューには、各種レベルの画像を操作するための、様々なオ

プションがあります。 画像 メニュー内のオプションに関する記述につい

ては、「 レベル作成 - 画像メニュー 」を参照して下さい。  
• レベル  このメニューを用いて、お手持ちのレベルを作成、選択、または、

位置付けすることができます。 レベル メニュー内のオプションに関する

記述については、「 レベル作成 - レベル メニュー 」を参照して下さい。  

CAD を 3D にするには  

このプロシージャで述べられている、方向性のオプションに慣れていただくためには、このプロ

グラム機能を試験的に使用して、少し経験を積む必要があるかもしれません。  
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1. パーツプログラムを作成して下さい(「 基本的なファイルオプション

の使用 」の 項 にある「 新規パーツプログラムの作成 」を参照して下

さい）。  
2. CAD モデルをパーツプログラム内にインポートして下さい (「 高度な

ファイルオプションの使用 」の 項 にある「 CAD データのインポー

ト 」を参照して下さい）。  
3. 当モデルの座標システムをレビューして下さい。  
4. ご希望のパーツ配置を作成して下さい (「 パーツ配置の作成と使用 」

の 項 を参照して下さい）。  
5. オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | 3D 作成 メニュー 

オプションを選択して下さい。 タイトル バー上に「旧ファイル」と

いうテキストの入った、レベル作成ウィンドウが現れます。 当該ウィ

ンドウが、ワイヤーフレーム モデルとして、インポートされた CAD
を表示します。  

6. マウスの左ボタンを押さえ続け、モデル全体の周りにボックスを描い

て下さい。 PC-DMIS が、選択された CAD モデルをハイライト表示し

ます。  
7. レベル | 作成 を選択して下さい。 PC-DMIS が当モデルを再作成しま

す。  
8. レベル | 位置付け を選択して下さい。 タイトルバー内に数字 1 を表

示した レベル位置付け ダイアログ ボックスが現れます。 これは、

初のレベルで当モデルがどのように位置付けされるか、を表示します。  
9. 当モデルを再方向付けするために、 方向性 エリアから画像を選択し

て下さい。 残りのダイアログ ボックスのオプションが、利用可能に

なります。  
10. 必要に応じて、他のオプションを選択して下さい。  

• 選択された方向に、当モデルを回転するには、 位置付け をクリックして下さい。  
• 特有の数値を用いて、横方向、または、縦方向に当モデルの方向をオフセットす

るためには、 オフセット（横方向） または オフセット（縦方向） ボックスに

オフセット距離をタイプ入力して下さい。  
• この方向を特定の図形要素に向けるには、 図形要素 1 オプションをクリックし、

それから、レベル作成ウィンドウ内の、選択の CAD 要素をクリックして下さい。 
PC-DMIS が、当方向性を指定された図形要素に向けます。 二つ目の図形要素を

使用したい場合には、 図形要素 2 オプションにおいて、同様の手順を行って下

さい。  
• 定義の図形要素から方向性をオフセットするには、 定義の図形要素をオフセッ

ト エリアにある 図形要素 オプションを選択し、それから、 オフセット ボック

スにオフセット距離をタイプ入力して下さい。  

11. ご希望の変更をし終わった後、 適用する そして OK をクリックして

下さい。 レベル位置付け ダイアログ ボックスを閉じると、PC-DMIS
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は、これまでの変更内容を反映してレベル作成ウィンドウを再作成し

ます。 
12. 見る メニューにあるオプションを用いて、これまでの変更内容をレビ

ューして下さい。 特に、 見る | 画像変更 を用いると 画像セットアッ

プ ダイアログ ボックスのアクセスし、レベル作成用の画像を指定す

ることができます。 
13. 新規の方向性をそのまま受け入れる場合には、 ファイル | 保存して閉

じる を選択して下さい。 それ以外の場合には、 キャンセルして閉じ

る を選択して下さい。  

レベル作成 - ファイル メニュー  
レベル作成 ファイル  メニューを用いて、「旧ファイル」内のオリジナル ファイル、及び、「新

ファイル｣内の新規作成ファイルにアクセスできます。 また、これを用いて、このオプションが

存在する前の、変更すべてを保存することもできます。  

• 「旧ファイル」は常に、オリジナル ファイルからの変更されていないデ

ータを含んでいます。  
• 「新ファイル」のファイルを用いて、レベルを 3 次元に設定する 位置付

け ダイアログ ボックスにアクセスできます。  

一度に、ファイル ウィンドウのうち一つだけにアクセスできます。 PC-DMIS では、 ファイル 
メニューを用いて、開かれたウィンドウ間での行き来ができます。 特定の機能（例えば、新規

レベルの作成）に必要な場合には、PC-DMIS がそれに適切なウィンドウに自動的に切り換えを

行います。  

ご希望のレベルを作成、または、編集後、これまでの変更内容を保存したい場合、 保存して閉

じる オプションの選択を必ず行ってください。ウィンドウが閉じるだけでは、PC-DMIS は、

CAD 表示上の変更を自動的に保存することはありません。  

レベル作成 - 画像 メニュー  
レベル作成の 画像 メニューを用いて、ダイアログ ボックス内に表示されるグラフィックスを、

一時的に変更できます。 これにより、画像を回転、拡大縮小、または、変更して、必要な CAD
図形要素に容易にアクセスすることができます。  

見る | 変更  

変更 メニュー オプションを選ぶと、CAD ファイルからの新規の画像を作成できます。 一つの平

面にパーツの幾つかの画像がある、2D IGES ファイルが使用され、そして、それらの画像がグラ

フィックス表示ウィンドウ内で正しい方向に関連づけられる必要がある時、この機能は役に立ち

ます。  
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見る | スケール適合  

スケール適合 メニュー オプションは、グラフィックス表示ウィンドウ内に全体的に適合するよ

う、パーツ画像を表示し直します。 画像が大きくなりすぎ、または、小さくなりすぎた時に、

この機能は役に立ちます。  

見る | 回転  

回転 メニュー オプションを選ぶと 回転 ダイアログ ボックスが表示され 、 それを用いて 3 次元

のパーツ画像を回転することができます。 「 画図のサイズ調整 」を参照して下さい。  

見る | CAD 情報  

CAD 情報  メニュー オプションを選ぶと CAD 情報 ダイアログボックスが表示されます。   この

ダイアログ を用いて、特定の CAD 幾何図形に関する情報を見ることができます。 CAD 情報 ダ
イアログ ボックスが開いている時はいつでも、特定の CAD 幾何図形に関する情報が表示されま

す。  

 

CAD 情報ダイアログ ボックス  

選択された図形要素もまた、スクリーン上でフラッシュ表示されます。 低量の情報でも、幾

何図形のタイプ（円、線、等）が示されます。 また、バージョン 3.2 以降の PC-DMIS において

CAD がインポートされる場合、CAD ファイルに関する情報（インポート時の情報）も表示され

ます。 これには、ファイルへの全経路、ファイルの 終変更時間、及び、ファイル サイズ（バ

イトで表示）が含まれます。 入手可能な場合には、IGES、XYZ、等のファイル内の図形要素の

連続番号が表示されます。 通常、直径、ベクトル、または、所在位置のような、幾何図形情報

も表示されます。 トリムされた曲面のような、複雑な 図形要素 については、その他の幾何図形

（ベース曲面、跳ね上がる曲線）情報もまた表示されます。 見る ボタンを選択すると、幾何図

形がスクリーン上でフラッシュ表示されます。 CAD 情報 メニューオプションを用いて、このダ

イアログ ボックスを選択して下さい。  

見る | スクリーン色付け  

スクリーン色付け メニュー オプションを選ぶと スクリーン色付け ダイアログ ボックスが表示

されます。 「 スクリーンの色付けを変更 」で述べられた、スクリーン色ボックスのように、

「スクリーン色付け」ダイアログ ボックスを用いると、レベル作成ウィンドウで表示される色

を変更することができます。  



Wilcox Associates, Inc. 

378  *  CAD ディスプレイの編集 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

レベル作成 - レベル メニュー  
レベル作成の レベル  メニュー オプションを選ぶと、ご希望の CAD 図形要素を選択し、18 面ま

での異なるレベルを作成できます。 各レベルが作成されると、それは、メニュー一覧の底部に

表示され、そこから再選択することができます。  

CAD レベルは、レベル番号で識別される、関連した CAD 幾何図形のグループから成っています。 
レベルは、IGES CAD ファイル、または、XYZ CAD ファイルのいずれかにおいて、あらかじめ

定義済みです。 これらのファイル内のレベルに関する情報は、ファイルがインポートされる時

に、一緒に PC-DMIS 内にインポートされます。 その後、 画像セットアップ ダイアログ ボック

スを用いて、各画像で表示するレベルを選択できます。 多くの CAD ファイルのサイズ、及び、

複雑さについて考えると、様々な PC-DMIS の機能が実行される時に、CAD モデルのどの部分が

可視か否か、制限する能力は、大きな利益となります。  

CAD の幾何図形は、一つのレベルにのみ属すことができます。 例えば、幾何図形「A」は、レ

ベル「ｘ」、または、レベル「ｙ」に属すことができますが、両方には属すことができません。 
複数レベルを同時に閲覧することが可能なので、これが、お客様の閲覧能力を制限することには

なりません。  

レベル | 新  

新規  メニュー オプションを選ぶと、既存レベルがある場合に新規のレベルを作成することがで

きます。 （「レベル作成-旧ファイル」ウィンドウが開くと、PC-DMIS が自動的に新規のレベル

を作成するので、第一レベルの作成では、このオプションは使用の必要がありません。）  

新レベルを作成するには:  

1. レベル作成ウィンドウにアクセスして下さい。  
2. 新規 メニュー オプションを選択して下さい。 新規 メニュー オプション

が既にグレイで表示され選択不可能な場合には、「レベル作成-旧ファイ

ル」ウィンドウが開く時に、それは自動的に選択されます。  
3. ご希望の CAD 図形要素を選択して下さい。 （CAD 図形要素 は、PC-

DMIS 内と同じように選択されることが可能です。 これらには、マウスに

よる選択とボックスによる選択が含まれます。） いったん CAD 図形要素

が選択されると、それは、その時点でのハイライト色で表示されます。  
4. ドロップダウン メニューから レベル | 作成  を選択して下さい。  

PC-DMIS は、新規のレベルを作成し、自動的にレベル作成-新ファイル ウィンドウに切り換え、

選択された 図形要素 を表示します。  

また、 画像セットアップ ダイアログ ボックスを用いて、新規のレベルを作成することも可能で

す。 当ダイアログ ボックスに関する、より詳しい説明については「 スクリーン画像セットアッ

プ 」を参照して下さい。  
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レベル | 選択  

「新規」メニュー オプショ
ンが選択された後でのみ、
このオプションは利用可能
です。  

選択  メニュー オプションを選ぶと、新規のレベルに配置する

CAD 図形要素を選択することができます。 選択されたデータは、

その時点でのハイライト色で表示されます。 選択 メニュー オプシ

ョンを使用の場合、図形要素のみが選択可能です。  

付記: 選択されたデータが、ご希望のとおりに表示されていることを確認して下さい。 いったん 
作成する メニュー オプションが選はれると、その後では、CAD 図形要素を変更することはでき

ません。 レベルを変更するには（ 作成する メニュー オプションの選択に先立って)、 選択解除 
オプションを選択して下さい。 これにより、ハイライト表示されたデータはすべて、選択解除

されます。  

レベル | 選択解除  

「新規」メニュー オプショ
ンが選択された後でのみ、
このオプションは利用可能
です。  

選択解除 メニュー オプションを選ぶと、閲覧のために選ばれた

CAD 図形要素すべての選択が解除されます。  

レベル | 作成  

作成 メニュー オプションを用いて、選択された CAD 図形要素に基づく、新規のレベルを作成す

ることが可能です。  

CAD 図形要素が選択され、このオプションが選ばれると、PC-DMIS は選択された図形要素を

「旧ファイル」から「新ファイル」に移動します。 スクリーンは、自動的に切り換わり、「新

ファイル」を表示します。 ウィンドウはまた、以前に作成されたレベルすべても表示します。 
新レベル用に選択された図形要素は、黒色で描かれます。 以前からあるレベルについてのデー

タは、灰色で表示されます。  

もう一つのレベルを作成する場合、 新規 メニュー オプションを選択して下さい (「 新レベルを

作成するには: 」で記述) 。 「旧ファイル」が自動的に表示され、選択プロセスが繰り返されま

す。  
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レベル | 位置付け  

 

位置付けダイアログ ボックス  

レベルの作成後に、 位置付け  メニュー オプションを選ぶと、 レベル位置付け ダイアログ ボッ

クスが表示されます。 このダイアログを用いて、軸線を位置付け、当該レベルの方向性を変更

することができます。  

レベルを再位置付けするには:  

• レベル メニューから、レベルを選んで下さい。  
• レベル | 位置付け を選択して下さい。  
• 当ダイアログの 方向性 エリアから方向性のオプション（上、底、右、

等）を選択して下さい。  
• 位置付け コマンド ボタンをクリックして下さい。 ある方向からの画像 

ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログを用いて、選択された

方向性に関連して、当レベルを位置付けすることが可能です。  
• 3-D でレベルを移動するには、 ある方向からの画像 ダイアログ ボックス

を使用して下さい。それにより、当レベルが、その他のレベルに対して、

正しく位置付けされます。  
• OK をクリックして下さい。  

どのような手順の順序でも、そして、必要に応じて何度でも、レベルを再位置付けすることがで

きます。  
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方向性エリア  

現在、ｐC-DMIS は、6 角形に対応する方向性にのみ対応しています。 2-D データのご希望の部

分に対応した方向を選択して下さい。 2-D データが、パーツの右側から見たように当パーツを表

示する場合には、「右」方向を選択して下さい。  

例: データが、車の左側を示す場合には、「左」方向を選択して下さい。 車の横に立っている時

に見えるような状態で、データが車の左側を表示することが必要です。 車が裏返しや後ろ向き

で現れる場合には、方向を選択後に 位置付け ボタンを押して下さい。  

位置付けボタン  

位置付け ボタンは ある方向からの画像 ダイアログ ボックスを表示します。  

 

ある方向からの画像ダイアログ ボックス  

このオプションを選ぶと、その時点でのレベルにおける、2-D データのみを表示します。 それに

は、また、選択された方向性を表すボックスが表示されます。 必要に応じて、データを変更す

るには、 回転 オプション ボタン、及び 鏡 チェック ボックスを使用して下さい。 このプロセス

は、位置付け手続きの間、いつでも実施できます。  

原点定義の図形要素エリア  

平面内のデータを移動するには、 ある方向からの画像 ダイアログ ボックスにある 原点定義図形

要素 エリアを用いて、「原点」を選択して下さい。 これを行うには、レベル データ内の幾何図

形を一つ以上選ぶか、数値的オフセットを特定するか、または、この両方を行うか、のいずれか

を選択して下さい。  

• 幾何図形を選択するには:  

1. 図形要素 1 オプションを選択して下さい。  
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2. レベル作成-新ファイル ウィンドウ内の、幾何図形的フィーチャーを選択して下さい。 
その後、 適用する ボタンが押されると、線の両端のうちの一つが「原点」になりま

す。  
3. 線の両端のうちの別の端を原点にしたい場合には、 ポイント 2 チェックボックスを

選択して下さい。  

• 二つの線の交点を原点にするには:  

1. 図形要素 1 オプションを選択して下さい。  
2. 「レベル作成-新ファイル」ウィンドウ内で、線を選択して下さい。  
3. 次に、 図形要素 2 オプションを選択して下さい。  
4. 「レベル作成-新ファイル」ウィンドウ内で、二番目の線を選択して下さい。  
5. レベル データを、新規の原点に移動するには、 適用する ボタンをクリックして下

さい。 （線、円弧、円形、及び、点のいずれの組み合わせでも、原点を選択するこ

とができます。）  

• 数値的オフセット もまた、横方向、及び、縦方向に原点を移動すること

によって入力する（方向性に相対して定義される）ことが可能です。  

オフセット定義の図形要素エリア  

いったん原点が選択されると、その他のレベルと比較した位置付けを修正するために、平面と直

角をなす方向へ、平面を移動する必要があるかもしれません。 レベル内の幾何図形を選択して、

これを行うことができます。  

例: 上向き 方向の線が選ばれたとします。 その後、 右 方向のレベルが移動されるので、 上向き 
方向レベルにある線と同一の平面上に配置されます。 理想的には、選択された線が、 右 方向の

レベルと平行に位置されます。  

スケール ボックス  

スケール ボックスを用いて、グラフィックス表示ウィンドウのパーツ画像を、CAD 画図にサイ

ズ適合することができます。 このオプションは、 スケール適合   とは異なり、パーツプログラ

ムの CAD データの 画図サイズ調整   オプションが、実際にこれまでの変更内容を反映します。 
ご希望のスケール係数をタイプ入力して下さい。  

• 画図 要素 のサイズを 50%縮小するには、 0.5 を スケール ボックス内に

タイプ入力して下さい。  
• 画図 要素 のサイズを二倍に拡大するには、 2.0 をタイプ入力して下さい。  
• 画図のサイズを変更しない場合、 1.0 をタイプ入力して下さい。 （スケ

ール係数は、どのレベルについても入力することができます。）  

すべての変更内容を「適用する」には、 適用する ボタンをクリックして下さい。 リセット ボタ

ンを用いて、その時点でのレベルになされたこれまでの変更内容をすべて、取り消すことができ

ます。 位置付けレベル ダイアログ ボックスが表示されているので キャンセル ボタンを押すと、

これまでの変更内容すべてが取り消されます。  
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付記: 上記の位置付けオペレーションはすべて、どのような順序でも行うことができます。 必要

に応じて、何度でもこの手続きを繰り返すことが可能です。 ほとんどの場合、 適用する コマン

ドボタンが押されるまで、変更は表示されません。  

追加のレベル操作  

PC-DMIS では、 画像セットアップ ダイアログ ボックスを用いてこれらの追加のレベル操作を

行うことが可能です:  

• 新レベルを作成する。 「 レベル作成 」を参照して下さい。  
• 既存のレベルを削除する。 「 レベル削除 」を参照して下さい。  
• 既存のレベルを変更する。 「 レベル変更 」を参照して下さい。  

レベルの追加、及び、変更には、CAD の選択が必要です。 CAD 編集   及び CAD 削除   ダイア

ログにおいて、セレクションが制限されているのと同様に、各種タイプの幾何図形セレクション

を制限することが可能です。 選択された既存のレベルにおいても、セレクションの制限が可能

です。  

画像セットアップ ダイアログ ボックスでのレベルの使用法に関する、より詳しい説明について

は、「 CAD 表示の編集 」の 項 にある「 レベルの表示、作成、及び、操作 」を参照して下さい。  

3D CAD 作成 メニュー オプションを用いて、レベルを作成することも可能です。 「 3D CAD 作

成 」を参照して下さい。  

CAD 情報の閲覧  

 

CAD 情報表示ボックス  

見る | CAD 情報  メニュー オプションを選ぶと CAD 情報 ダイアログボックスが表示されます。 
グラフィックス表示ウィンドウ内で、ご希望の CAD フィーチャーを単にハイライト表示するこ

とにより、このダイアログ ボックスを用いて、CAD 情報を入手することができます。 CAD フ

ィーチャーが選択された後で、PC-DMIS は入手可能な CAD 情報をすべて表示します。  
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見る ボタンをクリックすると、フィーチャーの選択が確定し、グラフィックス表示ウィンドウ

内で、ハイライト表示されたグラフィックス画像がフラッシュ表示されます。  

CAD 情報の確認  

 

CAD 確認ダイアログ ボックス  

見る | CAD 確認 メニュー項目を用いて、CAD モデルが正確であることを確認することが可能で

す。 PC-DMIS が CAD 確認 ダイアログ ボックスを表示し、グラフィックス表示ウィンドウ内に

インポートされた CAD モデル上に、当ダイアログ ボックスを用いて異なるオペレーションを行

うことができます。 必要に応じて、 CAD 確認 ダイアログ ボックスをより大きなサイズに、容

易に変更できます。  

当ダイアログ ボックスには、以下のエリア、及び、項目があります:  

入力エリア  

このエリアは、CAD モデルを確認するために用いる、 XYZ ポイントと IJK ベクトルを特定しま

す。 一部のオペレーションでは、ベクトルは必要ありません; これらの場合、PC-DMIS は IJK 
ベクトル ボックスを作動不能にします。  

オプション エリア  

このエリアでは、PC-DMIS が CAD モデル上でどのオペレーションを行うか、を決めます。 ま
た、オプションとその結果としての出力内容の機能の仕方をコントロールする、オプションを指

定することができます。  

これらのオプションの、入力ポイント、及び、入力ポイントは 入力 エリアに記入された情報を

参照したものです。  
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項目  内容  
ポイント投影  これは、CAD モデル上に入力ポイントを投影します。 当ポイントに も距

離の近い アルゴリズムが、その投影のために用いられます。  
光線貫通  このオプションを選ぶと、線が CAD モデルを貫通します。 入力ポイントと

ベクトルが、その線を定義します。  
平面カット  このオプションを選ぶと、平面が CAD モデルを交差します。 入力ポイント

が、その平面上のポイントを定め、そして、ベクトルが平面の法線ベクトル

を特定します。 曲面については、曲面境界のみが平面によって交差されま

す。  
境界  このチェック ボックスは、曲面境界が使用されるか否かを決めます。 このチ

ェック ボックスが選択され、CAD エンティティが曲面である場合、曲面境界

のみが使用されます。 これは、曲線幾何図形には影響しません。  
全結果  このチェック ボックスは、モデル内の、CAD エンティティすべてについて、

結果を入手するか否かを決めます。  

このチェック ボックスを選択しない場合、「 良」の結果のみが表示されま

す。 良の結果は、選択されたオペレーション次第で決められます。  

• ポイント投影 機能にとっての 良の結果は、入力ポイントに も近

い CAD ポイントです。  
• 光線貫通 機能にとっての 良の結果は、光線ベクトルから も離れ

た交点か、または、入力ポイントに も近い交点かのいずれかです。

どちらの交点が表示されるか、指定することが可能です。 下記の

「ベクトルから も離れた」を参照して下さい。  
• 平面カット 機能にとっての 良の結果は、入力ポイントに も近い

交点です。  

ベクトルから

も離れた  
このオプションを選ぶと、光線ベクトルから も離れた交点が表示されま

す。  
ポイントに

も近い  
このオプションを選ぶと、入力ポイントから も近い交点が表示されます。 

解像度  このボックスは、結果の精度をコントロールします。 この結果は、解像度値

内の精度で表示されます。 解像度の 低値は 0.0000001 です。  

付記:  ダイレクト CAD インターフェース モデルについては、結果の精度は、

表示される小数点以下の数字の数にのみ影響を持ちます。 実際の CAD シス

テムがオペレーションの精度をコントロールし、PC-DMIS の内側から精度を

変更することはできません。  
公差  このボックスは公差値を定義し、その指定された限度内にある項目のみに表

示を限定することができます。  

• ポイント投影 及び 全結果 を選択する場合 公差 値を指定することが

できます。 その後、PC-DMIS は、誤差距離内にある CAD エンティ

ティすべてを表示します。  
• 光線貫通 及び 全結果 を選択する場合 公差 を指定することができま

す。 曲線幾何図形、及び、曲面境界については、PC-DMIS が、光線

ベクトルの誤差距離内にある曲線をすべて表示します。  
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出力ベクトル  このエリアは、曲面境界、及び、曲線用に表示されるベクトルをコントロー

ルします。 （境界内にある曲面ポイントについて、表示されるベクトルは

常に面法線です。）  

• 曲線ポイントのタンジェント ベクトルを表示するには タンジェント 
を選択して下さい。  

• 曲線ポイントの直角ベクトルを表示するには 直角 を選択して下さ

い。 曲線について、法線ベクトルは、二次微分係数ベクトルの正反

対にあたります。 曲面について、直角ベクトルは、単に面法線にあ

たります。  

入力 CAD エリア  

このエリアを用いて、テスト予定の CAD エンティティを選ぶことができます。  

項目  内容  
CAD モデル全

体  
このチェック ボックスは、PC-DMIS が、CAD モデル全体をテスト、また

は、選択された CAD エンティティのみをテストするか、のいずれかを決めま

す。  

• このチェック ボックスを選択すると、PC-DMIS はその他のチェック 
ボックスを作動可能にし、これらのチェック ボックスを用いて、

CAD モデル全体のなかで、どのエンティティ タイプをテストする

か、定義することができます: 点 、 曲線 、 曲面 または すべて 。  
• このチェック ボックスのチェックが消された場合、特定の CAD エン

ティティのみがテストされます。 下記の「連続番号/ソースでの連続

番号」を参照して下さい。  

点  このチェック ボックスをチェックすると、CAD モデル全体にある点すべてを

テストします。  
曲線  このチェック ボックスをチェックすると、CAD モデル全体にある曲線すべて

をテストします。  
曲面  このチェック ボックスをチェックすると、CAD モデル全体にある曲面すべて

をテストします。  
すべて  このチェック ボックスをチェックすると、CAD モデル全体にある点、曲線、

曲面すべてをテストします。  
連続番号 / ソ
ースでの連続

番号  

これらのボックスを用いて、単一の CAD エンティティを定義できます。 こ
れらのボックスに情報を記入し、それから CAD オブジェクト選択 ボタンを

クリックして下さい。 PC-DMIS は、その項目を赤色で表示し、数回フラッシ

ュ表示を行います。  

そのかわりに、グラフィックス表示ウィンドウから一度に複数 CAD エンティ

ティを選択することにより、または、一連のエンティティをボックス選択す

ることにより、複数 CAD エンティティをテストすることができます。  

出力エリア  
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出力 エリアには、ポイントが列ごとに示され、表形式で確認の結果が表示されます。 PC-DMIS
は、グラフィックス表示ウィンドウ内のポイントすべてを表示します。 この一覧から選択され

たポイントは、グラフィックス表示ウィンドウ内でハイライト表示されます。 出力 エリアの情

報を更新するには、新規のオプションを選択し、タブを押して下さい。  

この表は、 出力 エリアでの欄の見出しについて記述します:  

欄  内容  
ポイント  この欄は、入力ポイントと CAD の結果である CAD ポイントを表示します。  

ベクトル  この欄は、入力ポイントと CAD の結果である CAD ベクトルを表示します。  

結果  これは、 当たり または はずれ のいずれかです。  

ポイント投影 機能にとって、  

• 当たり は、投影ポイントが CAD エンティティの内側にあることを意

味します。  
• はずれ は、投影ポイントが CAD エンティティの末端にあることを意

味します。 曲線の末端は、両端の点です。 曲面の末端は、境界で

す。  

光線貫通 機能にとって、  

• 当たり は、光線ベクトルが CAD エンティティを直接交差することを

意味します。  
• はずれ は、光線ベクトルが CAD エンティティの近くを通過しました

が、直接交差しなかったことを意味します。  

平面カット 機能にとって、  

• 当たり は、平面が CAD エンティティを直接交差することを意味しま

す。  
• はずれ は、平面が CAD エンティティの近くを通過しましたが、直接

交差しなかったことを意味します。  

連続番号  この欄は、どの CAD エンティティ上にポイントがあるか、を表示します。 連
続番号は、各 CAD エンティティに割り当てらレた、独自の識別番号です。  

距離  この欄は、入力ポイントと出力ポイントの間の距離を表示します。  

クリップボードにコピー  

このボタンを押すと、 出力 エリアの結果を Windows のクリップボードに複写します。 特定の

ポイントのみを選択の場合、これらのポイントに関する情報のみがコピーされます。 それ以外

の場合には、出力内容全体がコピーされます。  
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グラフィックス表示ウィンドウのスクリーン キャプ

チャー使用  
PC-DMIS では、グラフィックス表示ウィンドウ内のスクリーンをキャプチャーし、レポートに

表示したり、または、クリップボードに送付することができます。  

スクリーン キャプチャーをクリップボードに送付  

 

別のスクリーンがキャプチ
ャーされるまで、または、
パーツプログラムが閉じら
れるまで、画像はクリップ
ボード上の表示されます。  

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン キャ

プチャー送付 | クリップボード メニュー オプションを用いて、 グ
ラフィックス表示ウィンドウをキャプチャーし、クリップボード

に、スクリーン キャプチャーを保存することができます。  

クリップボードにキャプチャーされた画像を見るには、 貼り付け 
オプションが利用可能な Windows のアプリケーション（例えば、

Word for Windows）内に、その画像を「貼り付け」て下さい。  

スクリーン キャプチャーをレポートに送付  

「 編集ウィンドウの使用 の 項 にある スクリーン キャプチャー 」を参照して下さい。  

スクリーン キャプチャーをファイルに送付  

 

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | スクリーン キャプチャー送付 | ファイル メ
ニュー オプションを用いて、 グラフィックス表示ウィンドウをキャプチャーし、お客様のコン

ピューター システム内のビットマップ ファイルとして、スクリーン キャプチャーを保存するこ

とができます。  

スクリーン キャプチャーの編集  

PC-DMIS 自体には、キャプチャーされた画像を編集、または、フォーマットする能力はありま

せん。 しかし、お手持ちのスクリーン キャプチャーを編集、または、フォーマットするために、

どのようなイメージ エディタ ソフトウェアでも使用することができます。 これをするには、 挿
入 | レポート | 外部オブジェクト コマンドを用い、（ビットマップ ファイルのような）その外

部オブジェクトを編集ウィンドウ内に挿入して下さい。  
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それから、当該ビットマップ ファイルに関連の絵画や画図内に、保存されたばかりのスクリー

ン キャプチャーを貼り付けて下さい。 当該外部オブジェクトのプログラムに付随の画図、また

は、絵画オプションを用いて、ご希望の編集を行うことができるはずです。  

外部オブジェクト コマンドの使用に関する、説明については、「 外部要素の追加 」の 項 にあ

る「 外部オブジェクトの挿入 」を参照して下さい。  

CAD の編集  
 

 

CAD 編集ダイアログ ボックス  

CAD 図形要素の編集 ダイアログ ボックス ( 編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | CAD 要素 ) 
を用いて、インポートされた CAD ファイルの色付けを変更できます。  

変更したいフィーチャーを選択して下さい。 グラフィックス表示ウィンドウ内の、ご希望のフ

ィーチャー上にマウスポインターを移動し マウスの左ボタン をクリックすることにより、これ

をおこなうことができます。  

複数のフィーチャーを選択するには、ご希望の CAD 図形要素をボックス上で選択して下さい。 
マウスボタンがリリースされると、選択されたその時点での図形要素をハイライト表示し、 選
択された数 ボックス内に、フィーチャーの数を表示します。 追加の図形要素を、これと同じよ

うに選ぶことができます。 選択解除 ボタンは、ハイライト表示された図形要素をすべて、スク

リーン上から消去します。  

ご希望の図形要素の選択がすむと、 色 ボタンをクリックし、適切な色を選択して下さい。 グラ

フィックス表示ウィンドウ内で、色付けの変更を実際に見るには 適用する ボタンを押す必要が

あります。  
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付記: このオプションが作動するには、CAD でレベルが作成される必要があります。 より詳し

い説明については「 スクリーン画像セットアップ 」を参照して下さい。  

フィーチャー タイプ  

 

このオプションは、どのタイプのフィーチャーを変更するか、PC-DMIS に指示します。 利用可

能なタイプは以下のとおりです:  

1. 点  
2. 直線  
3. 円形  
4. 円弧  
5. 曲線  
6. 曲面  

付記: 曲面を選択するには、 初に 曲面モード アイコンを選択して下さい。 「 曲線モードと曲

面モード間での切り換え 」を参照して下さい。  

選択されたフィーチャーの数  
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選択された数 ボックスは、削除される予定のフィーチャーの数を表示します。 これらのフィー

ルドの数字は、当ダイアログの フィーチャー タイプ で選択されたフィーチャー次第で変化しま

す。  

色の編集  

色 コマンドボタンを押すと、指定された CAD 図形要素の色を設定することができます。 これを

するには:  

1. 色 コマンドボタンを選択して下さい。 PC-DMIS は 色 ダイアログ ボック

スを表示します。  

 
色ダイアログ ボックス  

2. ご希望の色を選択して下さい。  
3. OK ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が CAD 要素の編集 ダイア

ログ ボックスを更新し 、 選択された色を表示します。  

名称変更  

 

名称変更 チェック ボックスを用いて、選択された CAD 図形要素の名称を変更できます。 これ

をするには:  

1. CAD 要素の編集 ダイアログ ボックスにアクセスして下さい ( 編集 | グラ

フィックス表示ウィンドウ | CAD 要素 )。  
2. 適切なフィーチャーのタイプのチェック ボックスを選択して下さい。 

「 フィーチャー タイプ 」を参照して下さい。  
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3. グラフィックス表示ウィンドウ内の、CAD 図形要素をクリックして下さ

い。 PC-DMIS は、ご希望の選択をハイライトで表示します。  
4. 名称変更 チェック ボックスを選択して下さい。  
5. 名称 ボックス内に、選択された CAD 図形要素用の新規の名称をタイプ入

力して下さい。 「 CAD 要素の名称ボックス 」を参照して下さい。  
6. 適用する をクリックして下さい。 PC-DMIS が、当該名称を変更します。 

名称表示 チェックボックスを用いて、名称が実際に変更されたことを確

認できます (「 名称表示 」を参照して下さい）。  

色付け変更  

 

色付け変更 チェック ボックス   が選択されると、ダイアログ ボックスの底部にある 色 ボック

スに表示された色で、あらかじめ選択された CAD データが色付けされます。 このプロセスが実

行されるには 適用する ボタンが選択されていなければなりません。 その時点での色を変更する

には、 色 ボタンを選択して下さい。  

優先事項として設定  

 

優先事項として設定 チェック ボックスを用いて、名目値発見プロセスのために、一連の CAD 表

面を選択し、保存することが可能です。 これは、PC-DMIS に 初にチェックする表面を指示し

て、名目値算出の速度を早めます。 選択可能な表面の数に、限度はありません。 表面が選択さ

れた順序が、名目値サーチの順序を決めます。  

CAD 要素の編集 ダイアログ ボックスを開き、 優先事項として設定 チェック ボックスを選択す

ると常に、PC-DMIS が、前回保存された一連の表面を自動的に選択します。  

新しい一連の表面を保存するには:  

1. CAD 要素 の編集 ダイアログ ボックス ( 編集 | グラフィックス表示ウ

ィンドウ | CAD 要素 )を開いて下さい。  
2. 優先事項として設定 チェック ボックスを選択して下さい。 一連の表

面があらかじめ定義されている場合には、PC-DMIS がグラフィックス

表示ウィンドウ内にそれらを表示します。  
3. 選択された 優先事項として設定 チェック ボックスを用いて 選択解除 

ボタンをクリックし、それから 適用する ボタンをクリックして下さ

い。 これにより、PC-DMIS は本質的に保存されている表面すべてを

消去します。  
4. 優先事項として設定 チェック ボックスを選択解除して下さい。  
5. 保存予定の、新しい一連の表面を選択して下さい。  
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6. 優先事項として設定 チェック ボックスを選択して下さい。  
7. 適用する ボタンをクリックして下さい。  
8. OK をクリックして下さい。  

名称表示  

 

名称表示 チェック ボックスを用いると、CAD 図形要素に関連の、フィーチャーID を表示したり

隠したりすることができます。  

これが選択された場合 、PC-DMIS は、フィーチャーの名称（CAD デザイナー

が表示する場合）、または、指定されたフィーチャーのフィーチャー タイプ

を表示します。  

これが選択されていない場合 、PC-DMIS はフィーチャー名を隠します。  

特定のフィーチャー名を表示、または、隠すには:  

1. CAD 要素の編集 ダイアログ ボックスにアクセスして下さい ( 編集 | グラ

フィックス表示ウィンドウ | CAD 要素 )。  
2. CAD 表示内の、ご希望のフィーチャーをクリック（または、複数フィー

チャーのためには、エリアをボックス選択）して下さい。 PC-DMIS は、

選択された CAD 図形要素を、CAD モデル上でハイライト表示します。  
3. 名称変更 チェック ボックスを選択、または、消去して下さい。  
4. OK をクリックして下さい。  

選択解除  

 

OK ボタンがクリックされて いない 場合、 選択解除 コマンド ボタンは、 適用する ボタンによ

って作成された変更をすべて消去するように、PC-DMIS に指示します。  

CAD 要素の名称ボックス  

 

名称 ボックス内では、選択された CAD 図形要素用の名称を指定することができます。 これをす

るには、CAD 図形要素を選び、このボックスに名称をタイプ入力し、 適用する をクリックして

下さい。  
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CAD ベクトルの編集  
編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | CAD ベクトル ... メニュー項目は、 CAD ベクトルの編集 
ダイアログ ボックスを表示します。 このダイアログ ボックスを用いて、表面ベクトルを見るこ

と、及び、操作することができます。  

 

CAD ベクトル編集ダイアログ ボックス  

選択された表面  

当該ダイアログ ボックスが開いている時、グラフィックス表示ウィンドウ内の CAD 表面上をク

リックして、その表面を選択、または、選択解除して下さい。 また、お手持ちのパーツの一部

分にボックスをドラッグして描き、幾つかの表面を一度にボックス選択することも可能です。 
PC-DMIS は、選択された表面すべてをハイライト表示し 選択された表面 ボックス内に選択され

た表面の数を表示します。  

選択解除  

選択解除 ボタンを押すと、選択された CAD 表面がすべて、選択解除されます。  

ベクトルの表示  

ベクトルの表示 チェックボックスをチェックすると、PC-DMIS は、選択されたそれぞれの CAD
表面上に、ベクトルを示す緑色の矢印を表示します。  
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ベクトルと共に、選択された二つの表面を表示している、サンプル  

表面ベクトルを裏返す  

表面ベクトルを裏返す ボタンを押すと、表面ベクトルが裏返され、ベクトルの矢印が反対方向

を指すようになります。 その後、PC-DMIS は、選択された表面を選択解除し、次にそれらが選

択されると、表面ベクトルは裏返された状態で現れます。  

表面ベクトルを修正する  

ある表面は、 初に選択された時に、不適切なベクトルを持っているものがあります。 適切な

ベクトルは、パーツから遠ざかる方向を指しています。   

この例では、この表面ベクトルが不正確であることに注意して下さい; ベクトルの矢印が、パー

ツ内部に向かって下方を指しています:  
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表面ベクトルを修正する ボタンを押すと、内部の数学的アルゴリズムを用いて、選択された表

面ベクトルが修正され、ベクトルの矢印が自動的に適切な方向を指すようになります。その後、

PC-DMIS は、選択された表面を選択解除し、次にそれらが選択されると、表面ベクトルは修正

された状態で現れます。  

今度は、表面ベクトルの矢印が正しい方向を指していることに注意して下さい:  

 

CAD モデル全体の表面ベクトルを修正するには、以下の手順に従って下さい:  
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1. グラフィックス画像 ツール バー上の グラフィックス ウィンドウを立体

に変更 アイコンを選択することにより、お手持ちの CAD モデルを立体画

像で表示して下さい。  
2. 編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | 照明、素材… メニュー項目を選択

して下さい。 照明と素材 ダイアログ ボックスが現れます。  
3. 照明 タブを選択して下さい。  
4. 2 方向照明 チェック ボックスのチェックを消去し

て下さい。  
5. OK ボタンをクリックして下さい。 グラフィックス 

ウィンドウ内で、一部の CAD 表面が暗く表示され

ていることに注意して下さい。 これは、当該表面の

面法線が誤った方向を指していることを、視覚的に

示しています。  
6. 編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | CAD ベクトル を選択して下さい。 CAD ベクト

ル編集 ダイアログ ボックスが現れます。  
7. CAD モデル全体をボックス選択して下さい。  
8. ベクトル修正 ボタンをクリックして下さい。 アルゴリズムが全表面ベクトルを修正でき

る場合、PC-DMIS は、暗い表面をパーツの通常の色に変更し、これは、表面ベクトルが

パーツの外側に向かって適切な方向を指していることを意味しています。 当該表面のい

くらかでも陰影が付いたままである場合には、これらの表面を選択し 表面ベクトルを裏

返す ボタンを用いて手動でベクトルを裏返すことが可能です。  

閉じる  

このボタンを押すと、ダイアログ ボックスが閉じ、選択されたベクトルがすべて選択解除され

ます。  

CAD 表示に照明、及び、素材を適用する  

見る | ツール バー | グラ
フィックス モード ツール 
バーの、CAD 照明アイコン  

CAD 照明 アイコン、または 編集 | グラフィックス表示ウィンドウ 
| 照明、素材 メニューオプションを選択すると、 照明と素材 ダイ

アログ ボックスは表示されます。  
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照明と素材ダイアログ ボックス  

照明と素材 ダイアログ ボックスには、PC-DMIS のグラフィックス表示ウィンドウでの、CAD
モデル表示を、より良く操作ができる一連のツールがあります。その CAD モデルには、お手持

ちのパーツ モデル、プローブ モデル、測定機モデル、及び、その他の取付具モデルが含まれま

す。  

このダイアログ ボックスには、以下のタブがあります:  

アーカイブ: このタブを用いて、将来の使用のために、これらの CAD コンフィ

ギュレーションを保存、及び、呼び出しすることができます。  

照明: このタブを用いて、照明源、照明色、照明の方向、照明モデル、及び、

CAD の透明性を定義し作動可能にすることができます。  

素材: このタブを用いて、お手持ちの CAD モデルの表面に、見た目の質感を適

用することができます。また、質感を作っている素材の色、及び、明るさを

変更することも可能です。  

切り取り平面: このタブを用いて、切り取られたエリアにお手持ちのパーツ モデ

ルを隠す、4 個までの切り取り平面を定めることができます。 交差する部分

や、一部を切った透視画像を表示する目的で、お手持ちのパーツ モデルを切

るために、この機能を用いることができます。  
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当該ダイアログ ボックスの底には、4 個のボタンがあります:  

OK これまでの変更内容を確定し、当該ダイアログ ボックスを閉じます。  

キャンセル - これまでの変更内容を拒否し、当該ダイアログ ボックスを閉じま

す。  

システムのデフォルト設定保存 – これまでの変更内容を、新デフォルトの照明、

及び、素材設定として保存します。 これは、PC-DMIS に付随のデフォルト

設定を上書きします。  

システムのデフォルト設定保存 – This brings back the original lighting and 
material settings that came with PC-DMIS. - これは、PC-DMIS に付随のオリ

ジナル照明、及び、素材設定を回復します。  

付記: 照明と素材 ダイアログ ボックスでの変更はすべて、グラフィックス表示ウィンドウ上で即

時に実施されます。 これにより、選択された、これまでの変更内容の効果を即座に見ることが

できます。 しかし、 OK をクリックするまでは、これまでの変更内容は一時的なものです。  

照明タブ  

照明 タブには三つのエリアがあり、これらのエリアで照明源、照明モデル、及び、透明性につ

いて定義することができます。  

照明源:  

照明源 エリアは、照明源を 4 個まで定義することができ、そのそれぞれについて、照明の方向、

及び、色付けを指定することが可能です。 新規の照明源を作成するには、適切な番号を選択し 
作動可能にする チェック ボックスをクリックして下さい。  

 

常時作動可能な、 初の照明源以外については、 作動可能にする チェック ボックスを用いて、

その時点での照明源の作動可、不可を操作することができます。  

照明の方向:  

いったん照明源を作動可能にすると、照明方向ボタンが選択されてアクティブになり、赤色の外

枠で囲まれます。 これらのボタンを押すと、照明が照らされる方向が定義されます。  
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照明方向ボタンの中心にあるボタンは、照明がお客様の位置から照らされるように、コンピュー

ター スクリーンを通して CAD パーツに照らされるように機能します。 その他の方向ボタンを押

すと、照明がその他の方向から照らされるように定義されます。  

照明の色:  

 

単に、照明の各タイプ名の下にある、色の付いた長方形をクリックし、そして、表示される 色 
ダイアログ ボックスから新規の色を選ぶことにより、その時点での照明源を 背景 、 放散 、 ま
たは 反射 照明のうちのいずれにするかを選択することができます。  

付記: 放散 及び 反射 タイプの照明源 1 のデフォルト設定色が白色であり、その他３つの照明源

のデフォルト設定色が黒色であることに注意してください。  

背景 イルミネーションは、周囲に拡散する程度が大きいため、照明方向を決め

られない - 全方向から光が照らされるように見えるタイプの照明です。 部屋

のバックライトは、逆光線であるため、大部分の光は、何度も物の表面から

跳ね返ってお客様の目に達します。 屋外で用いられるスポットライトは、背

景光の要素をすこしだけ含んでいます; 大部分の光は同一の方向に向かいま

す。屋外にいると、物の表面から跳ね返った光のほとんどが、お客様の目に

達することはありません。 背景照明は、物の表面から跳ね返ると、すべての

方向に平等に拡散します。  

放散 照明は一方向から照らされるので、表面をわずかにかすめるより、表面に

直接当てられると、照明がより明るくなります。 しかし、照明がいったん表

面に当たると、全方向に平等に拡散するので、目の位置がどこであれ、同じ
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ように明るく感じられます。 特別の位置、または、方向から照らされる照明

はすべて、放散照明の要素を含んでいます。  

反射 照明は、特定の方向から照らされ、表面に当たると一定の方向に跳ね返り

ます。 鏡を跳ね返るレーザー ビームは、ほぼ 100%反射光線から成ります。 
つやのある金属、または、プラスチックは、反射光線の要素が大きく、チョ

ークやカーペットには、その要素がほとんどありません。 反射照明は、「つ

や」と考えることができます。  

照明源を作動不能にすると、 照明の方向 及び 照明の色 ボタンを選ぶことができなくなります。  

照明モデル:  

 

照明モデル エリアは、照明源に関わらず、すべての場面に適用される照明情報を定義します。  

2 方向照明 – このチェック ボックスは、表面の表と裏のどちらが照らされるか、

を決定します。 面法線が正確でない場合の、インポートされた IGES ファイ

ル、及び、その他の CAD フォーマットについて、このチェックボックスを

選択して下さい。  

裏面カリング – このチェック ボックスは、PC-DMIS が表面の裏側を表示する

か隠すか、を決定します。 面法線が正確でない場合の、IGES ファイル、及

び、その他の CAD フォーマットについて、このチェックボックスを選択し

て下さい。  

背景 – このボックスは、すべての場面に適用される背景色を定義します。 色を

変更するには、ボックスをクリックして下さい。  

透明性:  

 

スクリーン上で、シミュレーション中のプローブ、または、測定機を使用している場合、それら

がお手持ちのパーツ モデルへの視界をさえぎることがあります。 透明性 エリアでは、グラフィ
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ックス表示ウィンドウ内で特定のオブジェクトを透明にすることにより、この問題を解決します。 
こうすることにより、お客様のプローブや測定機が視界をさえぎる場合でも、パーツ モデルや

その他の CAD オブジェクトを見ることができます。  

グラフィックス表示ウィンドウ内では、以下の表示オブジェクトを透明にすることが可能です:  

1. パーツ モデル  
2. プローブ  
3. 測定機  

シミュレーション中の測定機の透明表示を作動可能にすると、その後、 透明表示された測定機
を通して 、パーツ モデルをクリックすることにより、お手持ちのパーツ上のフィーチャーやそ

の他の品目を選択することができます。  

透明表示作動可能 チェックボックスを選択すると、 透明性 エリア内のその他の品目を選択する

ことが可能です。 あるオブジェクトの透明表示を作動可能にすると、その透明性をどう表示す

るかが、このエリアの他の設定によってコントロールされます。  

読み込み限定の深さバッファ - このチェック ボックスは、深さバッファを読み

込み限定にすることにより、照明と色がどう影響しあうかを操作できます。 
これによって、恐らく、気付かれないほどかすかに、しかし、より気付かれ

る程度に、グラフィックス画像を変えます。 その結果が、より良い画像であ

るかどうかを決めるのは、お客様次第です。 深さバッファに関する、より詳

しい説明については、OpenGL の外部部門にお尋ね下さい。  

裏面カリング - このチェック ボックスをチェックすると、PC-DMIS は、選択さ

れた透明表示のオブジェクトについて、表面の裏側を描写しません。  

透明性のパーセンテージ - この滑動部を用いて、選択されたオブジェクトの透明

性のパーセンテージを決めることができます。 この滑動部を左に動かすと、

当該オブジェクトの表示は、より不透明になり、この滑動部を右に動かすと、

当該オブジェクトの表示は、より透明になります。  

いったん、ここで透明性を定義すると、 グラフィックス画像 ツール バーにある グラフィックス

画像の透明性変更 アイコンを用いて、透明表示の作動可不可を容易に操作することができます。

詳しい説明については、「 グラフィックス画像ツール バー 」の項目を参照して下さい。  

アーカイブ タブ  

このタブは、二つのエリア、 システムにより定義された設定 エリア、及び ユーザーにより定義

されたコンフィギュレーション エリアを含んでいます。  

システムにより定義された設定 エリアでは、システムにより定義された照明、

及び、素材の設定を選択できます。 これらは、PC-DMIS インストール先の



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual CAD ディスプレイの編集  *  403 

ディレクトリにある、LightingMaterials.dat というファイル名の、コンフィギ

ュレーション ファイルに保存されています。  

ユーザーにより定義されたコンフィギュレーション エリアでは、ご希望のカス

タム照明、及び、素材のコンフィギュレーションを保存し、呼び出すことが

できます。 これらは、PC-DMIS インストール先のディレクトリの下の、

\Models\LightingMaterials サブ ディレクトリに保存されています。  

カスタム定義のコンフィギュレーションを保存するには:  

1. 照明と素材 ダイアログ ボックスの他のタブを用いて、ご希望の変更を行

ってください。  
2. 新名でセーブ ボックスをクリックして下さい。 即座に保存 ボタンが現れ

ます。  
3. 保存するコンフィギュレーションの名称をタイプ入力して下さい。  
4. 即座に保存 ボタンをクリックして下さい。  

ユーザーにより定義されたコンフィギュレーションを呼び出すには、 リコール 一覧から保存さ

れたコンフィギュレーションを選んで下さい。  

素材タブ  

素材 タブには、インポートされた CAD パーツ モデル、または、パーツ モデル全体を構成する、

CAD オブジェクトに適用されるための設定があります。  

このタブの 初のエリアには二つのオプション ボタンがあり、それらを用いて「アクティブ セ
レクション」を モデル全体 にするか、または CAD オブジェクト のみにするか、決めることが

できます。  

 

モデル全体 – このオプションを選ぶと、CAD モデル全体に設定が適用されます。  

CAD オブジェクト – このオプションを選ぶと、モデル全体を構成する、CAD
オブジェクトのうち特別に選択されたものに、設定が適用されます。  

質感の配置  
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質感配置 エリアは、アクティブ セレクションに適用される質感を定義します。 アクティブ セレ

クション全体を覆う必要がある時には、いつでも、PC-DMIS が質感画像を自動的に適用します。  

いったん、質感用のビットマップ ファイルが選ばれると、チェック ボックスが、その時点での

ビットマップの名称を表示します。 アクティブ セレクションが CAD オブジェクトである時には

常に、このチェック ボックスがチェックされます。  

当該チェック ボックスの下の大きな四角い灰色のエリアでは、その時点での質感が表示されま

す。  

質感をお手持ちのパーツに適用するには:  

• 四角い灰色のエリアをクリックして選択して下さい。 標準の 開く ダイア

ログ ボックスが現れます。  
• 有効なビットマップ ファイルに進み、選択するには、 開く ダイアログ 

ボックスを使用して下さい。 ある程度の効果を持つためには、幅、高さ

とも 2 以上でなければなりません。 例えば、5 番目   の力の対する 2 は、

32 であり、４番目 の力の対する 2 は 16 です。 ですから、お客様のビッ

トマップが 32 x 16 ピクセルである場合、それは有効なビットマップです。 
しかし、お客様のビットマップが 32 x 20 ピクセルのようなものである場

合には、PC-DMIS がエラー メッセージを表示します。  
• PC-DMIS は、選択された質感のプレビューを、四角い灰色のエリアに表

示します。  
• 質感を確定するために、 開く をクリックして下さい。  

アクティブ セレクションに当該チェック ボックスを適用するには、必要に応じて、 作動可能に

する チェック ボックスをクリックして下さい。  

質感配置 エリア内のその他の項目は、PC-DMIS が、質感と表面の色付けをどう適用するかを決

めます。  

転写印刷 は、表面の色が表示されるのを防ぐので、質感の色付けのみが表示さ

れます。  
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調整 及び 混合 は、OpenGL アルゴリズムを用いて、 終的に表示される色付け

を決めます。  

ズーム は「ズーム」係数をコントロールし、1.0 より大きな値の時にはズーム 
イン され、その時点での表面質感がより拡大されるので、一片の質感を繰り

返す回数は減少します。 1.0 より小さな値の時にはズーム アウト され、その

時点での表面質感がより縮小されるので、一片の質感を繰り返す回数は増加

します。 例えば、ズーム値が 2.0 である場合、ビットマップは 2 倍のサイズ

（繰り返し回数は半分に減少）になり、ズーム値が 0.5 である場合、ビット

マップは半分のサイズ（繰り返し回数は 2 倍に増加）になります。  

裏返し T 、 裏返し S 、及び 交換 ボタンは、質感の方向性を決めます。 質感は、

2 次元的なイメージであり、その方向性は S と T という文字で表されます。 
矢印がその表面に描かれた質感を用いれば、これらのボタンによる変化を見

るのに役立ちます:  

オリジナルの質感は、以下のように見えます。上半分が赤色で下半分が緑色の矢

印が右を指しています:  

   

交換 をクリックすると、オリジナルの方向性が交換され、 S が T になり T が S 
になります。 これにより、矢印は上を指し、矢印の底と頂点が入れ替わるこ

とになります:  

 （交換の例）  

裏返し S をクリックすると、オリジナルの S 方向で変更が起こります。 これに

より、矢印は左を指します:  

（裏返し S の例）  

裏返し T をクリックすると、オリジナルの T 方向で変更が起こります。 これに

より、矢印は裏返しになり、矢印の頂点と底が入れ替わることになります:  
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（裏返し T の例）  

これらのボタンを各種の組み合わせでクリックすると、様々な方向性で質感を用いることができ

ます。  

質感の方向性や他の素材の色付けに行われた変更内容を見るには、 適用する をクリックして下

さい。  

素材の色  

 

素材の色 エリアは、CAD 全体に適用する、色付けの情報を定義します。  

これらに類似の機能である、 背景 、 放散 、及び 反射 機能は 照明 タブにある 照明の色 エリア

において、既に説明済みです。 「 照明タブ 」を参照して下さい。  

発光 - 素材は、オブジェクトから放たれる光を表現する、発光性の色を持つ場合

があります。 OpenGL 照明モデルでは、表面の発光色は、オブジェクトに光

の強さを加えますが、いずれの照明源の影響も受けません。 また、発光色は、

全体の場面に照明を追加することもありません。  

ハイライトの明るさ   - この滑動部は、カーブした表面上でのハイライトの強さ

をコントロールします。  

全 CAD モデルに質感を適用する  

• 全モデル オプション を選択して下さい。  
• 四角い灰色のエリアを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れ

ます。  
• 有効なビットマップ ファイルを選択して下さい。  
• 開く をクリックして下さい。 質感が、ダイアログ ボックス内に現れます。  
• 質感配置 エリアのビットマップ用のチェック ボックスをクリックして下

さい。 当該質感が全 CAD モデルを覆います。  
• 当該ダイアログ ボックスの他のオプションを必要に応じて選択し、さら

に質感のカスタマイズを行ってください。  
• 仕上がった質感を確定するために、 OK をクリックして下さい。  
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選択された CAD オブジェクトに質感を適用する  

1. CAD オブジェクト オプションを選択して下さい。 消去する 及び 除去す

る ボタンに沿って、空の一覧が現れます。  
2. 四角い灰色のエリアを選択して下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れ

ます。  
3. 有効なビットマップ ファイルを選択して下さい。  
4. 開く をクリックして下さい。 質感が、ダイアログ ボックス内に現れます。  
5. CAD モデルの表面をクリックして下さい。 PC-DMIS は、クリックされ

た表面に、その時点での質感を適用します。 以前空白だった一覧は、質

感が適用された個々の CAD 品目を表示します。  

選択された CAD オブジェクトから質感を取り除く  

質感が CAD オブジェクトに適用されると、その CAD オブジェクトを示す番号が、一覧に表示さ

れます。  

 

選択された CAD オブジェクトすべてから、質感を取り除くには、 消去する ボ
タンをクリックして下さい。  

個々の CAD オブジェクトから質感を取り除くには、当該一覧からオブジェクト

を選択し、 除去する をクリックして下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

408  *  CAD ディスプレイの編集 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

切り取り平面タブ  

 

切り取り平面タブ  

切り取り平面 タブを用いて、平面の片側に置いて、お手持ちのパーツ モデルを隠すことのでき

る、切り取り平面を 4 個まで定めることができます。 平面の別の側にある、お手持ちのパーツ 
モデルは、隠されず、目に見えるままです。 これらの平面を用いて、パーツ モデルの交差する

部分を作成できます。  

照明と素材ダイアログ ボックスが開いている場合に、切り取り平面は、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内に、丸いのこぎりのような記号として現れます。  
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切り取り平面を用いて、ライツメステクニック社のテスト ブロック上に交差部分を作成する例  

切り取り平面の定義  

切り取り平面の定義に必要なのは、二つのことに関する情報のみです。 その情報とは、XYZ の

位置と IJK ベクトルに関する情報です。 IJK ベクトルは、可視範囲の方向を指します。  

 

この情報を定義するには、二つの方法があります。  

1. グラフィックス表示ウィンドウ内の、お手持ちのパーツをクリックすると、

PC-DMIS は、クリックされたポイントを、切り取り平面の所在位置とみ

なします。 ある位置をクリックすると、PC-DMIS は、お客様の切り取り

平面を作動可能にし、デフォルトのベクトルを設定します。 その後、必

要に応じて、IJK ベクトルを変更することが可能です。  
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2. 作動可能 チェック ボックスをクリックし、その後、XYZ の位置、及び、

IJK ベクトルを手動でタイプ入力して下さい。  

付記: バージョン 4.0 以降では、XYZ 値と IJK 値は、それ以前のバージョンのように、CAD 座標

システム内ではなく、アクティブ パーツ配置座標システム内に置かれます。  

IJK を裏返す ボタンは、IJK ベクトルを裏返し、それにより、このベクトルは反対方向を指すこ

とになります。  

いったんご希望の場所に切り取り平面を移動すると、これまでの変更内容を見るために、 適用

する ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、選択された切り取り平面ベクトルから、遠ざ

かる方向にある部分のパーツ モデルをすべて隠します。  

作動可能 チェック ボックスを選択解除すると、その時点での切り取り平面が作動不能になりま

す。 作動不能となった切り取り平面は、黄色で色付けされ、さらに、この切り取り平面を配置、

移動する能力もまた、作動不能になります。 作動可能な切り取り平面は、赤色で色付けされま

す。  

新切り取り平面オプション ボタンを選択し、その後、上記の手順に従うことにより、複数の切

り取り平面を定義することが可能です。  

切り取り平面の調整  

切り取り平面が挿入された場合、以下により、調整が可能です:  

1. IJK を逆にするために、 IJK を裏返す プッシュ ボタンをクリックする。 
IGES ファイルでは、比較的良くある問題ですが、CAD セレクションから

の表面ベクトルが不正確である時、これは役に立ちます。  
2. 新規の数値をタイプ入力することにより、XYZ の位置と IJK ベクトルの

情報を手動で編集する。  
3. 上部 IJK に沿って、切り取り平面を移動 エリアを使用する。  

上部 IJK に沿って、切り取り平面を移動 エリアには、2 列のボックス、及び、左右の矢印ボタ

ンがあります。 右か左の矢印ボタンをクリックすると、これらのボックスは、切り取られた平

面があらかじめ定義されたベクトルに沿って移動する増分を定義します。  

 

上列では、小さな調整を行えば、IJK ベクトルに沿って切り取り平面を移動できます。  

低列ではまた、増分を増やせば、IJK ベクトルに沿って切り取り平面を移動できます。  
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グラフィックス表示ウィンドウを用いてフィーチャ

ー選択  
PC-DMIS は、その時点で選
択のハイライト色で、指示
されたフィーチャーをハイ
ライト表示し、フィーチャ
ーのセレクションを表示し
ます。  

PC-DMIS では、グラフィックス表示ウィンドウ内で、フィーチャ

ー/図形要素を選択することができます（印刷、座標システムの作

成、新フィーチャーの作成、ディメンションの算出、等による）。

フィーチャーを選択する基本的な方法が五つあります:  

1. ID を用いてフィーチャーを選択  
2. メタキャラクター適応を用いてフィーチャーを選

択  
3. 後の ID を選択  
4. ID をボックス選択  
5. オンラインでフィーチャーを選択  

ID を用いてフィーチャーを選択  

ID を用いて、ご希望のフィーチャーを選択して下さい。 多くのダイアログ ボックスにある、フ

ィーチャー一覧ボックス内のフィーチャーを選択する、代替の方法が幾つかあります。  

1. フィーチャーに割り当てられた ID を、 ID を探す ボックスにタイプ入力して下

さい 。  
 

 
2. フィーチャー一覧にある、ご希望の ID をクリックして下さい。 PC-DMIS は、

セレクションの順序に従い、各フィーチャーに自動的に数字を割り当て、フィー

チャーID の右側に表示します。  
 

 
3. グラフィックス表示ウィンドウ内で、ご希望のフィーチャー上にマウスポインタ

ーを移動し、マウスの左ボタンをクリックして下さい。 （グラフィックス表示

ウィンドウ  内で選択されたフィーチャーが、フィーチャー ウィンドウでハイラ

イト表示されている（または、選択されている）ことに注意して下さい。)  
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メタキャラクター適応を用いてフィーチャーを選択  

メタキャラクター適応を用いてもまた、フィーチャーを選択することができます。 メタキャラ

クターは、その他の英数字のワイルドカードとして作用する文字です。 PC-DMIS では、二つの

メタキャラクターが利用可能です。 それらは以下のとおり:  

1. 星印(*)  
2. 疑問符(?)  

両方のメタキャラクターについては、以下に、より詳しい記述があります。  

星印 (*) メタキャラクター  

*             星印 (*) メタキャラクターは、サーチにおいて、どのような文字、または、複数の文字

の代替となります。 例えば、以下のフィーチャーがフィーチャー一覧内で利用可能だ、としま

す:  

PLN1  
LINE1  
LINE2  
CIR1  
CIR2  
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星印 (*) メタキャラクター  

線のフィーチャーすべてを選択したい場合（LINE1 と LINE2）、 ID を探す ボックス 内に「L*」
（引用符なし）をタイプ入力し、それから、タブ キーを押して下さい。 PC-DMIS が「L｣で始ま

るフィーチャーをすべて選び出します。 PC-DMIS は、星印(*)の前か後にある文字のみを探しま

す。 この例の場合、星印は「L」の後に来るので、PC-DMIS は、フィーチャー一覧内で「L」の

後に何が来ても無視します。  

ご希望のフィーチャー選択時に、星印 (*) メタキャラクターを使用するには:  

1. ID を探す ボックス内にカーソルを配置して下さい 。  
2. 星印 (*) を用いて、サーチ基準を入力して下さい。  
3. タブ キーを押して下さい 。  

PC-DMIS は、サーチ基準に合うフィーチャーを選択します。  

付記: 星印 (*) メタキャラクターは、一回のサーチで何度でも使用することができます。 また、

疑問符 (?) メタキャラクターと一緒に使用することも可能です。  

疑問符(?)メタキャラクター  

?       疑問符(?)メタキャラクターが ただ一つ の英数文字の代替となる、という点を除くと、

疑問符(?)メタキャラクターは、星印(*)と同じように機能します。 例えば、お手持ちのフィーチ

ャー一覧に以下のフィーチャーが表示されている、とします:  

   

PLN1  
LINE1  
LINE2  
CIR1  
CIR2  

 

疑問符(?)メタキャラクター  

疑問符(?)メタキャラクターを用いて、円フィーチャーすべてを選択したい場合（CIR1 と

CIR2）、 ID を探す ボックス内に「CIR?」と入力します 。 それから、PC-DMIS が、サーチ基

準にあうフィーチャーをすべて選び出します。 そのサーチ基準に従って、4 文字の ID を持ち、

その 初の 3 文字が「CIR」であるフィーチャーを探します。  

疑問符(?)メタキャラクターを使用するには:  
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• ID を探す ボックス内にカーソルを配置して下さい 。  
• 疑問符 (?) を用いて、サーチ基準を入力して下さい。  
• タブ キーを押して下さい 。  

PC-DMIS は、サーチ基準に合うフィーチャーを選択します。  

付記: 疑問符 (?) メタキャラクターは、一回のサーチで何度でも使用することができます。 また、

星印 (*) メタキャラクターと一緒に使用することも可能です。  

後の ID を選択  

これは、その時点のオペレーションでの、フィーチャーの 後の「番号」を用いるよう、PC-
DMIS に指示します。  

フィーチャーの 後の番号を選択するには:  

• ダ イアログ ボックス内の 後の番号を選択 にカーソルを配置して下さ

い。  
• 使用するフィーチャーの 後 の番号を入力して下さい。 例えば、 後に

測定された四つのフィーチャーから、線を作成するには、ボックス内に 4 
をタイプ入力して下さい。  

 

後 ID を選択  

ID をボックス選択  

フィーチャー選択のもう一つの方法は、マウスの左ボタンを用いて、フィーチャーの周りに「ボ

ックス」を描く方法です。 これは、「ボックス選択」と呼ばれます。 これをするには:  

• ボックスが描かれる予定場所の、一角にマウスポインターを置き、マウスの左ボ

タンを押さえ続けて下さい。  
• 次に、当該｢ボックス」の反対の角に、マウスポインターをドラッグして下さい。 

マウスがドラッグされるにつれ、PC-DMIS が、スクリーン上にボックスの外郭

を描きます。  
• 「ボックス」が満足できるものになると、マウスの左ボタンをリリースして下さ

い。 PC-DMIS が、当該ボックス内の、すべてのものをハイライトで表示し、そ

の内容をフィーチャー一覧ボックス内に列挙します。  
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CIR1 と CIR2 を選択した、ボックス  

このオプションを選ぶと、また、一覧内に表示されているように、ボックスの内容を変更するこ

とができます。 この一覧内のボックスの内容に、フィーチャーを追加、または、削除するには、

変更したいフィーチャーをクリックして下さい（グラフィックス表示ウィンドウ内において、ま

たは、ダイアログ ボックスのフィーチャー一覧上において）。  

ボックス選択された板金フィーチャーID の概要  

現在、フィーチャーID をボックス選択する、PC-DMIS の能力を用いて、選択された二つのグル

ープ間で、板金フィーチャーを結合することができます。 この機能により、3 次元オブジェクト

を複数選択することが、大変簡単になります。 それに加えて、CAD オブジェクトがボックス選

択された後で、CAD オブジェクトが一つ、ボックス選択なしで選択されると、先にボックス選

択されたオブジェクトは、後の一つのセレクションと共に、永久的なセレクションとなります。  

この能力の使用に関する、より詳しい説明については、「 自動フィーチャーの作成 」の 項 にあ

る「 自動フィーチャーID のボックス選択 」を参照して下さい。  

オンラインでフィーチャーを選択  

オンライン モードでは、アクティブ先端チップをポインターとして用い、先端チップが必要な

フィーチャーに近づいた時に、プローブの引き金を引いて下さい。  

フィーチャーID の編集  
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ID 編集ダイアログ ボックス  

フィーチャーの識別番号を変更するには、フィーチャー一覧内のご希望のフィーチャーID をダ

ブルクリックして下さい。 PC-DMIS は、 ID 編集 ダイアログ ボックスを表示します。 このダイ

アログ ボックスにより、選択されたフィーチャーの ID を変更することができます。  

重要事項:  ID ラベルには、数学的記号（-, +, /, または, *）を決して使用しないで下さい。 PC-
DMIS 入力式内で、 当該フィーチャーID を使用しようとすると、問題が生じます。  

ヒントを用いてフィーチャー識別  
PC-DMIS4.3 以降では、フィーチャーID を表示せずに、フィーチャーを識別することができます。 
かわりに、グラフィックス表示ウィンドウ内のフィーチャー上に、お手持ちのマウスを短い間移

動すると、PC-DMIS は、小さなヒントを表示します。 マウスが当該ヒントから去るまで、ヒン

トは表示され続けます。  

 

線フィーチャーのヒントのサンプル  

大規模なパーツプログラムをお持ちで、機能低下を防ぐためにフィーチャーID ラベルの表示を

避けたいが、それでも、すばやくフィーチャーを識別する必要がある場合に、これは役に立ちま

す。  

• ヒントをクリックすると、その時点での画像上で、それがフィーチャーの ID ラベルに変

更されます。  
• マウスの右ボタンをクリックすると、 テキスト ボックス モード 内でフィーチャーを右

クリックした場合と同一のオプションが利用可能な ショートカット メニュー が表示さ

れます。  
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PC-DMIS が経路オペレーション（経路動画、経路編集、等）中、または、マウスボタンやキー

ボード ボタンが同時に使用されるクイック取付具モードなどのモード中（例えば、パン、ズー

ム、または、回転オペレーションを実施中）、ヒントは利用不可能です。  

 

 

フィーチャーID ラベルを自動的に位置付け  
PC-DMIS が提供する、これらの方法を用いると、リーダーラインを伴う、グラフィックス表示

ウィンドウ内に、フィーチャーID ラベルを自動的に位置付けます。これにより、ラベルがフィ

ーチャー上に直接配置されるかわりに、言及するフィーチャーに向かって配置されます。 これ

は、お客様の CAD 画像の端にラベルを移動し、パーツ、または、フィーチャーをより容易に見

ることが可能となります。  

自動的位置付けなしの ID ラベル  自動的位置付けあり の ID ラベル  
   

   

   

   

方法 1 - 「セットアップ オプション」ダイアログ ボックスを使用する。  

セットアップ オプション ダイアログ ボックスにアクセスし、 一般 タブ上のチェック ボックス

一覧から、 ラベルの自動的位置付け チェック ボックスを作動可能にして下さい。 この方法では、

パーツ上でカメラを左右に移動、ズーム、または、回転するたびに、お手持ちのラベルを再位置

付けし続けます。 複数の分割画像が表示されている場合には、これは、メイン CAD 画像におい

てのみ機能します。  

方法 2 - フィーチャーID ラベルのショートカット メニューを使用する。  

フィーチャーID ラベルを右クリックし、ショートカット メニューから ラベル プロセス | ラベル

の自動的位置付け を選択して下さい。 方法 1 とは異なり、この方法は、単にメイン CAD 画像だ

けではなく、その時点での CAD 画像においても機能します。 また、この方法ではラベルが一度

のみ位置付けされます。 ですから、カメラを左右に移動、ズーム、または回転が行われるたび

に、フィーチャーID ラベルの再位置付けは行なわれません。  
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ディメンション色の編集  
 

編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | ディメンション色  メニューオプションを選択すると デ
ィメンション色の編集 ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログ ボックスを用いて、お

客様の誤差帯全体用の色付けと誤差域を定義することができます。  

 

ディメンション色編集ダイアログ ボックス  

ディメンション色の定義  

1. 誤差域の数 を定義して下さい。  
2. 必要に応じて、 誤差域マルチプライヤ を設定して下さい。  
3. 必要に応じて、 2 方向で色を表示 チェックボックスをチェックし、お客様の色の範

囲を過小誤差値にまで拡大して下さい。  
4. 以下の二つの方法のうちの一つを用いて、誤差域の色を選択して下さい。  

 方法 1 - 誤差域ドロップダウン一覧から、一度に一つずつ誤差域を選択

し 編集 ボタンをクリックして、それぞれの誤差域に特有の色を設定し

て下さい。  
 方法 2 - カラー ホイールを用いて、誤差域用の開始と終了の色付けを選

択して下さい。 PC-DMIS が、誤差域の他の部分の色付けを定めます。  

5. 色を適用する をクリックして下さい。  
6. 必要に応じて、 ディメンション色バー のオプションを変更して下さい。  
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7. OK をクリックして下さい。  

ダイアログ ボックスの内容  

項目  内容  
誤差域マルチプライ

ヤ ボックス  
これは、正負の誤差を指定されたパーセンテージの分だけ増加します。 
200％の値が設定されると、誤差域の範囲が以下のようになります:  

2.0*(過小誤差) から 2.0*(過大誤差)まで  

 

例えば、これに 200％の値を入力すると、誤差域が普通の範囲の二倍になり

ます:  

 

200％に設定されている誤差域マルチプライヤの例  

50%をタイプ入力すると、誤差域は普通の範囲の半分になります:  

 

50％に設定されている誤差域マルチプライヤの例  

これによって、誤差域の誤差範囲をよりよくコントロールでき、それによ

り、お客様の色付けの範囲が誤差域外にまで拡大して、誤差域からはずれて
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いる程度が視覚的にわかるようになります。  

デフォルト設定値は、100％です。  
誤差域の数 ボック

ス  
これは、お手持ちのパーツプログラムの誤差域を決定します。 お客様の誤差

帯全体は、本質的に、これらの誤差域に分割されます。 誤差域はそれぞれ、

それに関連した独自の色を持っています。  
誤差域 一覧  この一覧には、すべての誤差域が列挙してあります。 この一覧から、特定の

誤差域を選択し、その色付けを細かく操作することが可能です。  

この一覧にある ディメンションの限度 項目は、フィーチャーの正負誤差の絶

対的限度を作成するために用いられます。 これに使用される色は、誤差帯の

描写に用いられる色と一致しています。  
2 方向の誤差表示 チ
ェック ボックス  

これは、誤差域が二方向において、同一の色付け範囲で表示されるか否かを

決定します、この一方向は、誤差範囲から正の方向に向かって外れていき、

他の方向は誤差範囲から負の方向に向かって外れていきます。 これによっ

て、事実上、ディメンション色の下側の範囲が、ゼロのかわりに過小誤差に

拡大することになります。  

 

 

2 方向に表示された誤差の例  

その後、 編集 ボタンを押すと、正と負のディメンション色を別々に定めるこ

とができます。  
呼び出し ボタン  このボタンを押すと、色付けがデフォルト設定のものに戻ります。  
デフォルト ボタン  このボタンを押すと、以前のデフォルトの色付け設定が、その時点での色付

け設定にオーバーライドされます。  
色の編集 ボタン  これは、 色 ダイアログ ボックスを表示し、このダイアログ ボックスを用い

て、その時点で選択されている誤差域に関連の色付けを変更できます。  
カラー ホイール  これを用いて、お客様の誤差域すべての色付をすばやく定義することができ

ます。  

カラー ホイールを用いて、 初と 後の誤差域の色付けを選びます。 選択さ

れた色それぞれを意味する小さいｘが、カラー ホイール上に表示されます。 
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選択された、開始時と終了時の色を示す、カラー ホイール セレクションの例

これら以外の誤差域の色は、開始と終了の色の間で、平等の間隔を持って選

ばれます。 どちらの方向へ向かって間隔が取られるかは、選択されるオプシ

ョンによって決まります。  
時計回り オプショ

ン  

 

このオプションは、終りの色が始めの色と同じ明るさを持つよう設定し、そ

して、時計回り方向の間隔で色付けを行います。  

反時計回り オプシ

ョン  

 

このオプションは、終りの色が始めの色と同じ明るさを持つよう設定します

が、反時計回り方向の間隔で色付けを行います。  

直線 オプション  このオプションは、明るさに関係なく、直線方向の間隔で、始めから終りま

での色付けを行います。  
色を適用する ボタ

ン  
このボタンは、これまでの色付けの変更内容を、当該ダイアログ ボックスを

閉じずに適用し、これにより、ご希望の色の選択を即座にテストすることが

できます。  
見えるチェック ボ
ックス  

このチェック ボックスをチェックすると、 OK がクリックされた後 ディメン

ション色バー を表示したり隠したりすることができます。  

ディメンション色バー に関する、より詳しい説明については、「 その他のウ

ィンドウ、エディタ、ツール等の使用 」の 項 にある「 ディメンション色ウ

ィンドウの使用 」の項目を参照して下さい。  
デフォルト誤差ボッ

クス  
この編集ボックスを用いて、 ディメンション色バー 用のデフォルト設定誤差

値を変更することができます。  
実際のずれ表示オプ

ション  
これは、 ディメンション色バー において、実際のずれを誤差として表示しま

す。  
％ずれ表示オプショ

ン  
これは、 ディメンション色バー において、ずれのパーセンテージを誤差とし

て表示します。  
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フィーチャーの編集  

 

フィーチャーの外見編集ダイアログ ボックス  

編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | フィーチャーの 外観 メニューオプションを選択すると 
フィーチャーの 外観編集 ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログ ボックスを用いて、

パーツプログラム内のフィーチャー識別番号（フィーチャーID と呼ぶ）、フィーチャー色付け、

及び、フィーチャーの ID ラベルを変更することができます。  

以下の例は、 フィーチャーの外観編集 ダイアログ ボックスを用いて変更された、フィーチャー

ID ラベル、及び、フィーチャーを表示します。 様々な色は、ラベルの異なる部分を示していま

す。  

• 赤色 - フィーチャーの色 。 デフォルト設定では、ID ラベル上部の色の付いたバーもま

た、円の色に合うよう変化します。  

• 灰色 - 背景色 。  
• 緑色 - 線の色 。  
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フィーチャーID ラベル、及び、外観が変更されたフィーチャーのスクリーンの拡大写真  

フィーチャーID の編集  

以前に定義されたフィーチャー名は、 一覧ボックス内の、ご希望のフィーチャーをダブルクリ

ックすれば、簡単に編集することができます。 ID 編集 ダイアログ ボックスが現れ、ここに、新

規の ID をキー入力することができます。  

 

ID 編集ダイアログ ボックス  

フィーチャーID は、また、編集ウィンドウ内で変更することも可能です。 簡単に、ご希望の ID
をハイライト表示し、新しい ID をタイプ入力して下さい。 しかし、編集ウィンドウ内では、

PC-DMIS は、フィーチャーID を追跡しないので、設定された ID が重複する場合、警告を行わな

いことに注意してください。 複数の同一 ID を避けたい場合には、ID 変更時に注意して下さい。  

重要事項: ID ラベルには、数学的記号（-, +, /, または, *）を決して使用しないで下さい。 PC-
DMIS 入力式内で、 当該フィーチャーID を使用しようとすると、問題が生じます。  

このダイアログ ボックスには、二つのメイン エリアがあります:  

• フィーチャー オプション エリア - パーツのフィーチャー自体の表示の変更に用いられま

す。  
• テキスト ラベル オプション エリア - グラフィックス表示ウィンドウ内の、フィーチャ

ーID ラベルの変更に用いられます。  

フィーチャー、または、フィーチャーID ラベルのグラフィックス オプションを変更するには、

当該ダイアログ ボックスからご希望のオプションを選択し、その後、 適用する を、そして次に 
OK をクリックして下さい。  
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フィーチャー オプション エリア  

 

フィーチャー オプション エリアでは、選択されたパーツ フィーチャーの色を変更することがで

き、そして、選択されたフィーチャー、または、フィーチャーID ラベルが、グラフィックス表

示ウィンドウ内に表示されるか否かを変更することもできます。 このエリアの項目を使用する

には、 初に フィーチャー一覧 から一つ以上の項目を選び、それから 一覧から選択 オプション

をクリックしなければなりません。 これにより、このエリア内のその他の項目が作動可能にな

ります。  

ID を探す 及び 直前のいくつかを選択 ボックスについては、「 ユーザーインターフェースの利

用 」の 項 にある「 ID を探す 」、及び、「 後の番号を選択 」に記述があります。  

フィーチャーの色 オプション を用いて、指定されたフィーチャーID の色を設定することができ

ます。 このオプションは、 色の編集 オプションと同じように機能します (「 CAD 編集 」にあ

る 「 CAD 編集 」ダイアログ ボックスを参照して下さい）。  

フィーチャーの色を変更するには:  

フィーチャーの色を変更するには:  

1. フィーチャー一覧 から、変更したいフィーチャーを選択して下さ

い。  
2. フィーチャーの色 オプション を選択して下さい。 PC-DMIS は、

自動的に 色 ダイアログ ボックスを表示します 。  
3. ご希望の色をクリックするか、または カスタム色 ボックスを用い

て、新規の色を定義して下さい 。  
4. OK ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、 フィーチャーの

外観編集 ダイアログ ボックスに戻ります 。 新しい色が、 フィー

チャーの色 ボックス内に表示されます 。  
5. 適用する ボタンをクリックして下さい。PC-DMIS が グラフィッ

クス表示ウィンドウ 内の、フィーチャーの色を自動的に変更しま
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す。 フィーチャーID ラベルの上部境界線もまた、円の色に合うよ

う変化します。  

表示する エリアには、グラフィックス表示ウィンドウ内の、フィーチャーの表示をコントロー

ルする オン/オフ オプションがあります。 一度に、パーツの幾何構造フィーチャーの一部のみに

焦点を合わせたい時、このオプションは役に立ちます。  

選択されたフィーチャーの表示の可否を決めるには:  

選択されたフィーチャーの表示の可否を決めるには:  

1. 表示を望む、または、望まないフィーチャーを選択して下さい。  
2. 当該ダイアログ ボックスの 表示 エリアの下にある オン または オ

フ オプション のいずれかを選択して下さい。  
3. 適用する ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、指定され

たフィーチャーを表示、または、隠します。  
4. 実行された変更が満足のいくものである場合には、 OK ボタンを

クリックして下さい。 PC-DMIS がダイアログ ボックスが閉じ、変

更を保存します。  

ラベル エリアには、グラフィックス表示ウィンドウ内の、フィーチャーID の表示をコントロー

ルする オン/オフ オプションがあります。 パーツ画図の一部に、多くのフィーチャーID が集ま

り過ぎの場合、このオプションは役に立ちます。 特定の ID が表示されない場合、他の ID がよ

り見やすくなります。  

選択されたフィーチャーID ラベルの表示の可否を決めるには:  

選択されたフィーチャーID ラベルの表示の可否を決めるには:  

1. 表示を望む、または、望まないフィーチャー ラベルを選択して下

さい。  
2. 当該ダイアログ ボックスの ラベル エリアの下にある オン または 

オフ オプションのいずれかを選択して下さい。  
3. 適用する ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、指定され

たフィーチャー ラベルを表示します（または、隠します）。  
4. 実行された変更が満足のいくものである場合には、 OK ボタンを

クリックして下さい。 PC-DMIS がダイアログ ボックスが閉じ、変

更を保存します。  
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テキスト ラベル オプション エリア  

 

テキスト ラベル オプション エリアを用いると、全フィーチャーID ラベル用に、背景色、線の色

を決め、そして、境界線付近に陰影を付けるか否かを左右することができます。 このエリアで

フィーチャーを使用するには、 初に 全フィーチャー用テキストラベル オプションを選択する

必要があります。 PC-DMIS は、自動的に フィーチャー一覧 から全フィーチャーを選択します。  

背景色 - このボタンを押すと 色 ダイアログ ボックスを表示し、このダイアログ ボックスからフ

ィーチャーID ラベル用の背景色を選ぶことができます。  

線の色 - このボタンを押すと 色 ダイアログ ボックスを表示し、このダイアログ ボックスからフ

ィーチャーID ラベル用の線の色を選ぶことができます。 線の色を変更すると、フィーチャーID
ラベルの右、及び、底部境界線の色も変化します。  

デフォルト ボタンをクリックすると デフォルト クリック時に表示された線、色、陰影の設定が

全フィーチャーID ラベルに適用されます。  

ヒント: フィーチャーID ラベル上を右クリックし、その結果現れたショートカット メニューか

ら、適切な項目を選択することによっても、また、これらの項目を変更することが可能です。 
「 ショートカット キー及びショートカット メニューの使用 」にある「 フィーチャー ショート

カット メニュー 」を参照して下さい。  

パス ラインの表示、及び、動画  
PC-DMIS には、グラフィックス表示ウィンドウ内の CAD モデル上に、色付きの線を作成する能

力があります。プローブがマークされたフィーチャーを測定する間、これらの線は、お手持ちの

プローブがパーツ上でとる経路を示します。 これらの線は、パス ラインと呼ばれます。 プロー

ブがとる経路のプレビュー、及び、衝突の可能性があるエリアの問題解決において、パス ライ

ンは役に立ちます。  

パス ラインを見るには、 画像 | パス ライン を選択して下さい。  
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このパス ラインは、パーツのグラフィックス画像上に、プローブの経路を描いて表示されます。  

付記: PC-DMIS 設定エディタを用いて、これらのレジストリ エントリーの値を変更することに

より、パス ラインのサイズと色をコントロールすることが可能です: 
DrawPathLinesRadiusInMM、及び PathLinesColorRGB。 レジストリ エントリーの変更

に関する、より詳しい情報については「 レジストリのエントリーを変更する 」の 項 を参照して

下さい。  

測定経路の動画  

測定経路の動画オプションは、
プローブの動作のみをシミュレ
ーションします。 それは、パ
ーツプログラムを実行しませ
ん。  

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | 経路動画 メ
ニュー オプションは、プローブの動作をシミュレーションし、

パーツ上にあるプローブの経路を動画で表示します。  

経路動画 をアクセス可能にするには:  

• ご希望のフィーチャーをマークして下さい。  
• パス ライン メニュー コマンドを選択して下

さい。 その後、 経路動画 オプションが、セ

レクション可能になります。  
• 経路動画 メニュー コマンドを選択して下さ

い。 PC-DMIS は、 実行モードオプション ウ
ィンドウを表示し、そして、プローブ先端チ

ップのシミュレーションを行い、自動的に経

路の動画を開始します。  

キーボード上の ESC キー、または、実行モード ウィンドウ内

の 止める コマンド ボタンを押すことにより、動画はどの時点

でも停止できます。 ( 止める コマンド ボタンが選択された場

合、「入力」キーもまた、動画を中断します。）  

パーツプログラムを通して見るには、 続ける ボタンを押して下さい。   

動画を止めるには、 止める ボタンを押して下さい。  

キャンセル ボタンを押すと、パーツプログラム実行を完了せずに、実行モード 
オプション ウィンドウが閉じます。  
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矢印アイコン、及び、マウスの左ボタンを用いて、パス ラインをクリックする

と、編集ウィンドウ内の対応するコマンドラインに、カーソルを移動します。 
パス ライン内で入手可能な次のフィーチャーが、示されます。  

経路の再作成  

PH9 リスト変更前に動作が挿入
された場合、REGENERATE 
PATH が選ばれるまでは、リス
ト変更の位置は移動しません。  

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | 経路再作

成  メニュー オプションが選択されると、パーツプログラムの

パス ラインが描きなおされます。 PC-DMIS が、その時点での

パス ラインをスクリーンから消去し、新しいものを描きま

す。 パーツプログラムが変更され、パス ラインがその時点で

のパーツプログラムの状態を正しく反映していることを確認し

たい時、このオプションは特に役立ちます。  

付記: フィーチャーが編集ウィンドウ内でマークされ かつ   画像 | パス ライン オプションが選択

された 後 でのみ、 経路再作成 オプションはアクセス可能になります。  

衝突を探知する  

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | 衝突探知  メニュー オプション (CD) は 衝突

探知 ダイアログ ボックスを表示します。 CD モジュールは、プローブと CAD 表面の間の衝突を

探知するために設計されました。 CAD 曲線、直線、及び、点はすべて無視されます。 その結果、

表面を用いてパーツ全体を記述する CAD ファイルのみが、衝突探知に適していることになりま

す。 （CD アルゴリズムは、実際の表面定義ではなく、表面基盤目状（または、グラフィックス

近似値）を使用します。これらはまた、OpenGL グラフィックス言語を用いて、立体画像を描写

するためにも使用されます。）  

衝突探知機能を作動可能にするには:  

• 曲面データを持ったパーツ モデルをインポートして下さい。  
• グラフィックス表示ウィンドウが、お手持ちのパーツ モデルを 曲面 モー

ドで表示していることを確認して下さい。 これは、 ワイヤーフレーム モ
ードでは機能しません。 「 画像を OpenGL モードでコンフィギャーする

には: 」を参照して下さい。  
• 見る | パス ライン メニュー オプションを選択して下さい。 PC-DMIS は、

このオペレーションを行い、グラフィックス表示ウィンドウ内に、プロー

ブのパス ラインを表示します。 「 パス ラインの表示、及び、動画 」を

参照して下さい。  
• オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | 衝突探知 メニュー オ

プションを選択して下さい。 PC-DMIS は、 衝突探知 ダイアログ ボック

スを表示します。 「 衝突探知ダイアログ ボックスのオプション 」を参

照して下さい。  
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画像を OpenGL モードでコンフィギャーするには:   

画像を OpenGL モードでコンフィギャーするには:  

• 画像セットアップ ダイアログ ボックスを表示するために、 画像セットア

ップ アイコンをクリックして下さい。  
• 立体 チェック ボックスを選択して下さい。  
• 適用する ボタンを押して下さい。  
• OK ボタンを押して下さい。  
• グラフィックス モード ツール バーから 曲面モード アイコンをクリック

して下さい。   

 

衝突探知ダイアログ ボックスのオプション    

衝突が起こると、 衝突探知 ダイアログ ボックス内に表示されます 。  

 

衝突探知ダイアログ ボックス  

• 衝突時に停止 チェックボックス をチェックすると、衝突発生時に、プロ

ーブ動画衝突探知が停止します。  
• 当ダイアログのその他のオプションは、 実行モード オプション ダイアロ

グ ボックスのオプションと同じように機能します 。 (「 パーツプログラ

ムの実行 を 高度なファイルオプションの使用 」の 項 にて参照して下さ

い)。  
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PC-DMIS が衝突探知の実行を終えると、グラフィックス表示ウィンドウ内にパス ラインが再び

現れます。 PC-DMIS は、衝突が起こった場所を赤色で表示します。  

プローブ表示エリア    

プローブは、 プローブ表示エリア に緑色で表示されます。 衝突が起こると、プローブの衝突部

分が赤色で表示されます。 スクリーン上にプローブを描く場合には、 衝突探知 ダイアログ ボッ

クスにプローブを描く場合と、同一の色スケームが使用されます 。  

• 想像上の水平ラインの上、または、下をマウスの右ボタンでクリックする

ことにより、グラフィックス表示ウィンドウ上のパーツの画図と同じよう

に、プローブの画図を拡大、または、縮小できます。  
• Ctrl キーを押さえ続け、さらに、マウスの右ボタンを用いて、マウスをド

ラッグすることで、プローブの画図を 3D 回転することが可能です。  

スケール適合 ボタンを用いて、プローブの画図を拡大、または、縮小することができ、プロー

ブ画図は 衝突探知 ダイアログ ボックスの プローブ表示エリア に合うサイズに調整されます。  

 

衝突一覧の表示  
衝突探知 ダイアログ ボックスが、衝突の有無について、その時点でのパーツプログラムの点検

を終了すると 衝突一覧 ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

衝突一覧ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスは、パーツプログラムの衝突一覧を表示します。 グラフィックス表示

ウィンドウもまた、その経路を赤色でハイライト表示します。 衝突一覧 ダイアログ ボックス上

の項目をクリックすると、衝突が探知された場所の編集ウィンドウのコマンドにジャンプします。 
これが作動するには、編集ウィンドウがコマンドモードになければなりません。 その後、衝突

の問題を解決するために、パーツプログラムを変更することが可能です。  

衝突一覧 ダイアログ ボックスから 1 個以上の項目を除去したい場合には、その項目を選択し 消
去する ボタンをクリックして下さい。 既に修正された項目を除去したい場合、または、探知さ
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れた衝突の大きな一覧のサブセットに焦点を合わせたい場合には、この機能が役立つ可能性があ

ります。  

CAD を削除する  

 

CAD 削除ダイアログ ボックス  

編集 | 削除 | CAD 要素 メニュー オプションは、 CAD 削除 ダイアログ ボックスを表示します。  

このダイアログ ボックスを用いると、フィーチャーの名目値イメージが、グラフィックス表示

ウィンドウから永久に除去されます。 この機能は、インスペクション プログラムを作成する前

に、インポートされた CAD ファイルを簡略化するのに役立ちます。 例えば、CAD ファイルは、

パーツのインスペクションに影響を与えることのない、テキスト、または、その他の記述的情報

を含んでいる可能性があります。 CAD 削除 ダイアログ ボックスを用いると、この外部からの

データを削除できます。  
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フィーチャー タイプ  

 

当該ダイアログの フィーチャー タイプ エリアは、どのタイプのフィーチャーを削除するか、

PC-DMIS に指示します。 利用可能なセレクションは、以下のとおりです:  

• 点  
• 直線  
• 円形  
• 円弧  
• 曲線  
• 曲面  

選択されたフィーチャーの数  

 

このオプションは、PC-DMIS が変更予定のフィーチャーの数を表示します。  
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削除されたフィーチャーの数  

 

削除された数 ボックスは、削除されたフィーチャーの数を表示します。 これらのフィールドの

数字は、当ダイアログの フィーチャー タイプ で選択されたフィーチャー次第で変化します。  

CAD を削除する  

 

削除する コマンド ボタンは、選択された名目値フィーチャーはすべて、削除するよう、PC-
DMIS に指示します。  

削除された CAD を回復する  

 

アンドゥ コマンド ボタンは、削除されたばかりの名目値フィーチャーをすべて、回復するよう

PC-DMIS に指示します。  

選択解除  

 

選択解除 コマンド ボタンは、以前にハイライト表示されたフィーチャーをすべて消去するよう

に、PC-DMIS に指示します。  

フィーチャーを削除する  
PC-DMIS では、既存のフィーチャーを削除するための方法が三つあります:  

1. 編集ウィンドウでフィーチャーを選択し、お手持ちのキーボード上の「削除する」キー

を押すことができます。  
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2. フィーチャーを削除する ダイアログ ボックスを使用できます。 以下に、これに関する

記述があります。  
3. 編集ウィンドウ内にカーソルを置き [フィーチャー]を削除する メニュー オプションを選

択して下さい。 以下に、これに関する記述があります。  

「フィーチャーを削除する」ダイアログ ボックスを用いて

削除する  

 

フィーチャー削除ダイアログ ボックス  

編集 | 削除 | フィーチャー  メニュー オプションを選択すると フィーチャー削除 ダイアログ ボ
ックスが現れます。 このダイアログを用いると、測定されたフィーチャー、または、作成され

たフィーチャーが、パーツプログラムから永久に除去されます。 このオプションは、多数の不

必要なフィーチャーを取り除く必要がある時に、使用されるべきです。  

フィーチャーを削除する ダイアログ ボックスを用いて、ID 番号をキー入力するか、フィーチャ

ーをクリックするか、または、番号を指定して前回作成されたフィーチャーを選択することがで

きます。 PC-DMIS はまた、削除されたばかりのフィーチャーをすべて回復する能力をも保持し

ています。 OK コマンド ボタンが押されると、表示されたフィーチャーは削除されます。  

付記: 測定されたフィーチャーがグラフィックス表示ウィンドウから除去されると、PC-DMIS
は、パーツプログラムにおいてそれらと関連していた、ディメンションや基準点をすべて自動的

に除去します。  

フィーチャーを削除する  
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削除する コマンド ボタンは、削除用にマークされたフィーチャーをすべて削除します。 この削

除は、 OK ボタンが押されるまでは、永久のものでは ありません 。  

削除されたフィーチャーを回復する  

 

アンドゥ コマンド ボタンは 削除する ボタンを用いて削除されたフィーチャーすべてを、回復す

ることができます。 いったん OK ボタンが押されると、このボタンを用いて、削除済みのフィ

ーチャーを回復することはできません。  

一覧をクリア  

 

一覧をクリア コマンド ボタン は、削除予定のマークされた全フィーチャーの一覧ボックスを消

去します。  

[フィーチャー]を削除するメニュー オプションを用いて削

除する  

また、 編集 | 削除 | [フィーチャー]を削除 メニュー オプションを用いると、編集ウィンドウ内

のカーソルの所在位置にあるフィーチャーを削除することができます。 [フィーチャー]は、削除

する予定のをフィーチャーID を示します（つまり、PNT1 削除）。 通常、パーツプログラム作

成時には、お手持ちのカーソルはパーツプログラムの末尾に位置しているので、この時に [フィ

ーチャー]を削除 メニュー オプションを選択すると、パーツプログラムの 新のフィーチャーを

削除することになります。  
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ディメンションを削除する  

 

ディメンション削除ダイアログ ボックス  

ディメンション削除 ダイアログ ボックス ( 編集 | 削除 | ディメンション ) を用いると、パーツプ

ログラムのどのディメンションでも、永久に除去することができます。 このオプションは、多

数の不必要なディメンションを取り除く必要がある時に、使用されるべきです。  

ディメンション削除 ダイアログ ボックスを用いて、ID 番号をキー入力するか、ディメンション

をクリックするか、全ディメンションを選ぶか、または 後の番号を選択 ボックス内に数字を

タイプ入力して、 近作成されたディメンションを選択することができます。 PC-DMIS にはま

た、 OK ボタンをクリックする前に アンドゥ ボタンをクリックして、削除されたどのディメン

ションでも回復できる能力があります。 OK ボタンをクリックすると、表示されたディメンショ

ンはすべて、永久に削除されます。  

ディメンションを削除する  

 

削除する がクリックされた時、 削除する コマンド ボタンは、「del」というテキスト フラグメ

ントを、一覧から選択されたディメンションすべての後ろに配置します。 すべてを選択 をクリ

ックして、一覧のディメンションすべてを選択することができます。 この削除は、 OK ボタン

が押されるまでは、永久のものでは ありません 。  

削除されたディメンションを回復する  
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アンドゥ コマンド ボタンは 削除する ボタンを用いて削除用にマークされ、削除されたディメン

ションすべてを、回復することができます。 いったん OK ボタンが押されると、このボタンを

用いて、削除済みのディメンションを回復することはできません。  

一覧をクリア  

 

一覧をクリア コマンド ボタン は、削除予定のマークされた全ディメンションの一覧ボックスを

消去します。  

CAD モデルの変換  
PC-DMIS4.0 以降では、お手持ちの CAD モデルを変換（移動、サイズ調整、及び、回転）でき、

さらに、ご希望の場合には、変更前のオリジナル CAD モデルのコピーを保存することに加えて、

変換されたモデル用の新規の座標システムを作成することもできます。  

お手持ちの CAD モデルを変換するには、 オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | 変
換 を選択して、CAD 変換ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。 当ダイアログ ボックス

が現れると、必要に応じて、その中の項目を使用し、それから OK または 適用する をクリック

して下さい。  
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CAD 変換ダイアログ ボックス  

ダイアログ ボック

スの項目  内容  

オリジナル保存  このチェック ボックスを用いると、変更前のオリジナル CAD モデルのコ

ピーを保存することができます。  

新規の座標システ

ム作成  

このチェック ボックスをチェックすると、新規に移動された CAD モデル

用に、新しい座標システムが作成されます。 より詳しい説明については、

「 CAD 座標システムの扱い方 」を参照して下さい。  

移動  

このエリアでは、CAD モデルを移動するための XYZ オフセットを定義する

ことができます。  

PC-DMIS が座標システムを移動する先の、特定の位置をタイプ入力するこ

とができます。また、特定の座標を知らない場合には、 選択する ボタンを

用いて、座標システムの移動先となる特定の CAD エンティティを選択する

ことが可能です。 下記の「選択により変換」を参照して下さい。  

スケール  

このエリアでは、CAD モデルのサイズ調整を定義することができます。 測
定単位の識別が不適切なために正しくサイズ配分がされていないモデルを

修正する時、この機能は役に立ちます。 例えば、モデルがミリメートル単

位でサイズ取りされている場合で、それがインチ単位であるべき時には、

当該モデルを 25.4 によってサイズ調整することができます。  

均一 チェック ボックスは、モデルを均一にサイズ配分します。 モデルのう

ち、選択された軸線のみをサイズ調整したい場合には、 均一 チェック ボッ

クスのチェックを消去して下さい。 サイズ調整の必要がない軸線がある場

合には、その値を 1 にして、サイズ調整したい軸線のみを変更することが

できます。 負の値を入力して、軸線のサイズ調整を行うこともできます。 
これは、軸線を鏡面対称で表す場合に役に立ちます。 この場合、その軸線

用に-1 を入力して下さい。  

鏡面対称表示  

このセクションでは、パーツの CAD 画像を鏡面対称で表すことができま

す。 鏡面対称表示は スケール において-1 が入力された時に軸線が鏡面対

称で表されるのと、同一の機能を持っています。  

左右の部品が全く同じである自動車のパーツを測定する場合、お手持ちの

CAD モデルを鏡面対称表示することは、特に役に立ちます。 パーツの右部

分 CAD 情報が利用できる場合、適切な軸線を鏡面対称表示し、当パーツの

左側の CAD 画像を作成することが可能です。  

鏡面対称で表したい軸線を選択して下さい。 鏡面対称表示前の CAD デー

タを維持し、鏡面対称表示後に左右対称の CAD データをそろえて保存した

い場合には、 オリジナル保存 チェック ボックスをクリックして下さい。  

適用する または OK をクリックすると、PC-DMIS は、特定の軸線において

CAD 画図を鏡面対称で表し、グラフィックス表示ウィンドウにその画像を

表示します。  

鏡面対称表示 オプションでは、鏡面対称表示された画像の新規のパーツプ

ログラムは作成され ません 。 かわりに、お手持ちのパーツプログラムを鏡
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面対称表示したい場合には、「 基本的なファイルオプションの使用 」の 項
にある「 鏡面対称表示 」の項目を参照し、述べられている手順に従って下

さい。  

回転  

このエリアでは、CAD モデルの回転の仕方を定義することができます。 角
度 ボックスを用いて、モデルを回転したい角度をタイプ入力して下さい。 

PC-DMIS が座標システムを移動する先の、特定の位置をタイプ入力するこ

とができます。また、特定の座標を知らない場合には、 選択する ボタンを

用いて、座標システムの移動先となる特定の CAD エンティティを選択する

ことが可能です。 下記の「選択により変換」を参照して下さい。  

軸線の回転  

 

このエリアでは、CAD モデルが回転する際の中心となる線を定義すること

ができます。 モデルは、この線の周りを指定された角度で回転します。 回
転の方向は、 右手の法則 によって決まります。 .  

右手の法則 : 右手の親指を線ベクトルの方向に伸ばし、他の指を手の

ひらの中で曲げると、それらの指は、正の角度の回転方向を示して

います。  

適切な X 、 Y 、または Z 軸オプション ボタンを選択して、座標システム

軸線の一つを回転の中心線として使用することができます。  

座標システムの軸線の周りでの回転を望まない場合、 線 オプション ボタン

を選択して、任意の線の周りでの回転を設定することができます。 線オプ

ション ボタンを選択すると、 線ベクトル 及び 線ポイント エリアが作動可

能になります。 任意の線を構成するポイントとベクトルを決めるために、

これらのエリアに記入してください。  

回転行列  

 

お手持ちの CAD モデルの、変換について情報を入力する間、このエリアに

は、3x3 の行列で使用される値が自動的に記入されていきます。 この 3x3
行列により、CAD モデルが回転します。  

通常、このエリア内に情報を記入する必要はありません。これは一般に情

報目的のみでの表示です。  

上級ユーザー向け:  

回転行列の指定 チェック ボックスをを選択し、回転行列の値を手動でタイ

プ入力することができます。 当チェック ボックスの欄は、回転の軸線を特

定します。 以下の制限が適用されます:  

• 行列内の各軸線は、他の二つの軸線に直交していなければなりませ

ん。 従って、各軸線ペアは、90 度の角度を形成していなければな

りません。  
• 各軸線は、長さが 1 単位である必要があります。 つまり、軸線の

長さは、1 でなければいけません。  

変換を適用する時、これらの制限のうち、一つでも満たされていない場合

には、問題を表示するメッセージが現れ、PC-DMIS が自動的に回転行列を
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修正します。  

選択により変換  

選択する ボタンをクリックすると、PC-DMIS が ポイント選択 ダイアログ ボックスを表示しま

す。  

 

「ポイント選択」ダイアログ ボックス  

オフセット値をタイプ入力するかわりに、簡単に、グラフィックス表示ウィンドウから CAD エ

ンティティを選択することにより、このダイアログ ボックスを用いて、オフセットを選択する

ことができます。  

ダイアログ ボック

スの項目  内容  

ポイント 1 選択オ

プション  

このオプションは、移動先となる位置を定義します。 このオプションを選

んだ後、ご希望の CAD エンティティをクリックして下さい。 これによ

り、ポイント 1 がその位置に固定されます。  

ポイント 2 選択オ

プション  

このオプションを選ぶと、回転する軸線とポイント 1 に関する角度を特定

します。このオプションを選んだ後、当角度を定義するために、お手持ち

の CAD モデル上の、二番目の CAD エンティティをクリックして下さい。 

線選択オプション  

モデル移動のために二つのポイントを選択するかわりに、このオプション

を選ぶと、一本の線を選ぶことができます。 その後、PC-DMIS は、選択さ

れた線の始点と終点に対応した、 ポイント 1 及び ポイント 2 エリアの値を

設定します。  
ポイント リバース 
ボタン  

これを押すと、ポイント 1 の XYZ 値とポイント 2 の XYZ 値が入れ替わり

ます。  

ポイント 1、及び、

ポイント 2 エリア  

これらのエリアは、 ポイント 1 選択 オプションと ポイント 2 選択 オプシ

ョンにおいて選択された、CAD エンティティの XYZ 中心点を定義します。

これらのエリア内のチェック ボックスを用いることにより、ポイントの

X、Y、または、Z 値を選択し更新することができます、これにより、クリ

ックできる実際の幾何図形がないところでもポイントを特定できます。 例
えば、ポイント 1 用に、一つのポイントの X、及び、Y 値を用いる一方、異

なるポイントの Z 値を用いたい、とします。 これを実施するには、 Z チェ

ック ボックスのチェックを消去し、それから、ポイントを一つ選んで下さ
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い。 その後、 X 、 Y チェック ボックスのチェックを消去し、 Z チェック 
ボックスをチェックして、別のポイントを選んで下さい。  

CAD 座標システムの扱い方  

 

CAD 座標システム ダイアログ ボックス  

 

編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | CAD 座標システム メニュー オプションを選ぶと CAD 座

標システム ダイアログ ボックスが表示されます。  CAD 座標システム ダイアログ ボックスを用

いると、お手持ちの CAD モデル用の、新規の座標システムを作成、または、選択することがで

きます。  

ダイアログ ボックスの左側にある 座標システム 一覧は、CAD モデルのすべての座標システムを

表示します。 一覧内に表示してある、 初の座標システム群は、包括的座標システムです。 一
覧内には常時、 デフォルト 座標システムが表示されます。  

CAD モデルが構成部分パーツのアセンブリである場合 、そのアセンブリ内の座標システムが、

包括的座標システムの次に一覧に表示されます。 これらは、系統図構造で一覧表示されます。 
系統図を拡大するには、プラス記号 (+) をクリックして下さい。 PC-DMIS は、構成部分パーツ

のアセンブリ座標システムを表示します。 一覧内には常時、アセンブリの各パーツ構成部分用

の デフォルト 座標システムが表示されます。 この座標システムは、各パーツのデフォルト ロー

カル座標システムを定義します。  

初に CAD 座標システム ダイアログ ボックスを開くと、PC-DMIS は、その時点でのアクティ

ブ座標システムが、一覧内の座標システムのひとつに一致するかどうか、をチェックします:  

• 一致する座標システムがある場合、PC-DMIS はそれを一覧から選択します。  
• 一覧内のいずれの座標システムとも一致しない場合、PC-DMIS は、一覧の 初に表示し

てある デフォルト 座標システムを使用します。 座標システムを作成せずに、CAD を変
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換すると、一致する座標システムがない場合がありえます（より詳しい説明については、

CAD 変換ダイアログ セクションを参照して下さい）。  

座標システムを選択し、使用するには  

既存の座標システムを使用するには、  

• 座標システム 一覧から座標システムを選択して下さい。 PC-DMIS は、グ

ラフィックス表示ウィンドウ内に、その座標システムを表示します。 ア
センブリの構成部分を選ぶと、PC-DMIS はかわりに、当構成部分の 初

の座標システムを選択します。  
• 適用する または OK をクリックして下さい。 選択された座標システムは、

新規のアクティブ座標システムとなり、PC-DMIS はその新位置付けを反

映するために CAD を描きなおします。  

座標システムを作成するには  

その時点での CAD モデルの位置で、座標システムを作成するには、 作成 ボタ

ンを押して下さい。 CAD 変換 ダイアログ ボックスを用いて、CAD モデルの

位置を変更することができます。 CAD モデルの変換に関する、より詳しい

説明については、「 CAD モデルの変換 」の項目を参照して下さい。  

座標システム名を変更するには  

座標システム名を変更するには、一覧から座標システムを選択し 名称変更 ボタ

ンをクリックして下さい。 それから、新規の名称をタイプ入力して下さい。  

デフォルト 座標システムの名称を変更することはできません。  

座標システムを削除するには  

座標システム名を削除するには、一覧から座標システムを選択し 削除する ボタ

ンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、選択された座標システムを削除し

ます。  

デフォルト 座標システム、または、アセンブリ座標システムを削除することはできません。  

座標システムを置き換えるには  

既存の座標システムを、その時点での CAD モデルの位置に置き換え、または、

上書きするには、一覧から座標システムを選び、そして 置き換える ボタン

をクリックして下さい。  

デフォルト 座標システム、または、アセンブリ座標システムを置き換えることはできません。  
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点の名目偏差の検査、及び、修正  

 

点の名目偏差ダイアログ ボックス  

編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | 点の名目偏差 メニューオプションを選択すると、 点の名

目偏差 ダイアログ ボックスが表示されます。 CAD モデルの変更、または、更新をチェックする

ために、サイズ調整できる、このダイアログ ボックスを用いると、CAD モデルに対する、ポイ

ント測定の比較が容易にできます。 本質的には、誤差値が定義されると、PC-DMIS が、パーツ

プログラムの点フィーチャーすべての名目値をチェックし、それらを CAD モデルと比較します。 
PC-DMIS は、すべての点を一覧上に表示します。 定義された誤差値を越えた点がある場合、

PC-DMIS はそれらの点を赤/オレンジ色で表示するので、必要に応じてそれらの点を調整するこ

とができます。  

点の名目偏差 ダイアログ ボックスには、以下のオプションがあります:  

項目 内容  
偏差

の限

界 
ボッ

クス 

このボックスは、どの点フィーチャーが表示されるかを選別します。 点フィーチャーの理

論的位置と、CAD モデルの名目的位置の差が偏差です。 点の偏差が、その限界と等しい

か、または、それ以上の場合にのみ、それらの点が一覧に表示されます。  

角度

偏差

の限

界 
ボッ

クス 

このボックスは、CAD の名目的位置をコントロールします。 CAD 面法線と点ベクトル

が、この角度内になければなりません。 この角度の範囲は、0-90 度です。  

名目

値発

見時

の誤

差 

これは、各点フィーチャーに許容される誤差値を定義します。 この誤差値を越えるずれを

持つ点が、赤色に変わります。  
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ボッ

クス 
優先

表面

のみ

サー

チ 
チェ

ック 
ボッ

クス 

このチェック ボックスは、解決策を探す場合に、PC-DMIS がサーチを優先表面のみに限

定するか否かを決めます。 CAD 要素の編集 ダイアログ ボックス内の 優先事項として設定

チェック ボックスを用いて優先表面を定義することができます。 この方法に関する、より

詳しい説明については、「 CAD の編集 」を参照して下さい。  

このチェック ボックスの選択を解除すると、PC-DMIS は定義された優先表面内で、受け

入れ可能な値を見つけることができず、CAD モデル内のその他の表面のチェックを行いま

す。  

チェ

ック

され

たフ

ィー

チャ

ーの

移動 

このボタンは、チェック ボックスにより選択された、点フィーチャーの XYZ 値と IJK 値

を、CAD モデルの XYZ 値、及び、IJK 値に合うように更新します。  

クリ

ップ

ボー

ドに

チェ

ック

され

たコ

ピー 

このボタンを押すと、Windows のクリップボードに、選択された点すべての情報が複写さ

れます。 コラム内の情報は、以下に表示されているとおり、セミコロンによって範囲が定

められます。  

Windows のクリップボードに複写された点の例  

オー

バー

ライ

ド  

アルゴリズムが発見する、 適の点が不正確であることがあります。 単一のフィーチャー

を選択すると、 オーバーライド ボタンが選択可能になります。 このボタンをクリックす

ると、 オーバーライド ダイアログ ボックスが表示されます。 このダイアログ ボックスを

用いると、発見された点よりも、別の点が優先されます。  

下記の「オーバーライド ダイアログ ボックスの使用」の項目を参照して下さい。  
フィ

ーチ

ャー 
欄  

この欄は、フィーチャーID の名称を表示します。 この欄のヘッダーにチェック ボックス

があり、このチェック ボックスの選択、または、選択解除により、一覧内の点フィーチャ

ーすべての選択、または、選択解除が行われます。  

その

時点

での
XYZ  

この欄は、フィーチャーのその時点での理論的位置を表示します。  

その

時点

での
IJK  

この欄は、フィーチャーのその時点での理論的ベクトルを表示します。  

CAD 
XYZ  この欄は、CAD に移動された場合の、フィーチャーの名目的位置を表示します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual CAD ディスプレイの編集  *  445 

CAD 
IJK  この欄は、CAD に移動された場合の、フィーチャーの名目的ベクトルを表示します。  

ずれ この欄は、フィーチャーのその時点での理論的位置と、それに対応した名目的 CAD 位置

の差を表示します。  
角度

のず

れ  

この欄は、フィーチャーのその時点での理論的ベクトルと、それに対応した名目的 CAD
ベクトルの間の角度のずれを表示します。  

 

オーバーライド ダイアログ ボックスの使用  

 

点の名目偏差 ダイアログ ボックスにある オーバーライド ボタンを押すと オーバーライド ダイ

アログ ボックスが現れます。  

それは、名目値発見時の誤差サーチ域内にある、表面すべてから、選択されたフィーチャーに対

応した CAD 名目点すべての一覧を表示します。 PC-DMIS は 初に、これらの点を、ずれの小

さいものから順に分類します。 通常、一覧上の 初のポイントは、 点の名目偏差 ダイアログ ボ
ックスで使用の点です。 各点は、グラフィックス表示ウィンドウ内に、視覚的にわかりやすく

十字で表示されます。 一覧上の点を選択すると、グラフィックス表示ウィンドウ上の、点に加

えて、点が存在する場所の曲線、または、曲面がハイライト表示されます。 ご希望の点を見つ

けた後、 オーバーライド ボタンをクリックして下さい。 オーバーライド ダイアログ ボックス

が閉じ 点の名目偏差 ダイアログ ボックスが再び現れ、更新された点の値を表示します。  

以前の表面を使用 チェック ボックス - 幾つかの点をオーバーライドする場合に、このチェック 
ボックスを使用して下さい。 例えば、幾つかのフィーチャーの点がすべて、同一の表面上にあ

るべき場合で、アルゴリズムがそれらの点を異なる表面に配置した時には、通常のように、 初

のフィーチャーをオーバーライドします。 その後、二番目とそれ以降のオーバーライドについ

ては、 以前の表面を使用 チェックボックスを選択すべきです。 これにより、PC-DMIS は、以

前優先された表面上の点のみを表示します。  

名目値発見時の誤差 - このボックスは、 点の名目偏差 ダイアログ ボックス内の同名のフィール

ドと同じように機能しますが、異なる結果を生みます。 PC-DMIS は、CAD のサーチを行い、選

択されたフィーチャーに対応した名目点を探します。 選択されたフィーチャーの、その時点で

の理論的位置の周辺の球状の域内をサーチします。 このボックスは、球状サーチ域のサイズを

定義します。 この値は、点優先一覧作成時に、PC-DMIS が検査する CAD の範囲をコントロー

ルします。  
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オーバーライド ダイアログ ボックス内で用いられる、その他の項目については、既に、上記の 
点の名目偏差 ダイアログ ボックスの記述において述べられています。  

表示マークの変更  
編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | 表示記号 メニューオプション (または グラフィックス モ
ード ツール バーにある 表示記号 アイコン) を選択すると、 記号表示 ダイアログ ボックスが表

示されます。  

 

表示記号ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、グラフィックス表示ウィンドウで表示される、各種の表示

マークを変更できます。 記号表示 ダイアログ ボックス内の、 初の設定値は、パーツプログラ

ム ファイル（.PRG）から取られます。 パーツプログラム内に、設定情報が存在しない場合、

初の設定値はレジストリ、または、ハードコードされたデフォルト設定値から取られます。  

変更可能な表示記号には、 ポイント記号 、 矢印記号 、及び パス ライン が含まれます。 チェ

ック ボックスやオプション ボタンの一つに変更を加えると、いつでも、PC-DMIS は、自動的に

その変更内容を適用するので、その効果を見ることが可能です。 PC-DMIS は、 OK ボタンがク

リックされた後にのみ、これまでの変更内容を保存します。 表示記号のサイズ変更を見るには、

適切な 適用する ボタンをクリックして下さい。  

ダイアログ ボッ

クスの項目  
内容  

ポイント記号 ド
ロップダウン一

覧  

この一覧は、変更したいポイントのタイプを定義します。 スキャン ポイン

ト 、 CAD ポイント 、または フィーチャー ポイント のいずれかを選択して下

さい。 デフォルト設定項目は、 フィーチャー ポイント です。  
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ピクセルの直径 / 
幅 ボックス  

この一覧は、ポイント記号のサイズを定義します。 正方形ドット記号と円形

ドット記号の幅は、ピクセルで表示されます; 3 線と球状の直径は、パーツプ

ログラム内で使用されている単位で表示されます。 円形ドットの 大サイズ

が、コンピューターの実際のビデオ カードに基づいていることに注意して下

さい。 そのサイズが、その時点でのコンピューターのビデオ カードの限度を

越える場合には、その時点でのコンピューター システムのビデオ カードの限

度内で可能な 大サイズの記号が表示されます。  

正方形ドット オ
プション ボタン  

このオプションを選ぶと、ポイント記号が正方形ドットとして表示されます。

これは、PC-DMIS が もすばやく描くことのできる記号です。  

 

正方形ドット記号の例  
   

円形ドット オプ

ション ボタン  
このオプションを選ぶと、ポイント記号が円形ドットとして表示されます。  

 

円形ドット記号の例  

付記: 正方形ドット 記号と 円形ドット 記号は、スクリーン上に平たく描か

れ、CAD モデルによって切り取られることが可能です。  
3 線 オプション 
ボタン  

このオプションを選ぶと、ポイント記号が３線照準用十字線として表示されま

す。  

 

3 線記号の例  
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球状 オプション 
ボタン  

このオプションを選ぶと、ポイント記号が球として表示されます。 これは、

特に属性がすべて選択されている場合、PC-DMIS が描くのに、 も時間のか

かる記号です。  

球状記号を選択した場合、これらのチェックボックスが利用可能になります。

これらのチェックボックスには、グラフィックス表示ウィンドウ内での球状記

号の表示をより良くコントロールできる追加の属性があります。  

1. 陰影を付ける - このチェック ボックスは、陰影の付いた（暗い）球状

記号を表示します。  
2. 照明 - このチェック ボックスは、球状記号に OpenGL の照明を当てて

表示します。  
3. 高品質 - このチェック ボックスは、滑らかな外観の球状記号を表示し

ます。  

これらのチェック ボックスを用いると、球状記号の画像の品質が良くなりま

すが、スクリーンが更新される度に、球状記号を描くのにかかる時間がわずか

に増加することにもつながります。  

例:  

 

陰影の付いたもの、

高品質  

 

照明、高品質  

 

陰影の付いたもの、

照明、高品質  
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矢印記号 ボック

ス  
このボックスは、グラフィックス表示ウィンドウ内で表示される、矢印の直径

のサイズ（パーツプログラム内で使用されている単位で表示）をコントロール

します。 表示される、実際の矢印のサイズは、 陰影の付いた チェック ボック

スが選択されている場合にのみ、変化します。 その値は、パーツプログラム

内で使用されている単位で表示されます。  

陰影を付ける - このチェック ボックスは、矢印記号に陰影を付け、本質的に、

設定された直径の円筒として矢印を表示します。 このチェックボックスが選

択されていない場合には、矢印は、サイズのない単なる線として描かれます。

例:  

陰影のない  

陰影の付いた  

より大きな直径のも

の  

 
パス ライン ボッ

クス  
このエリアは、グラフィックス表示ウィンドウ内で表示される、パス ライン

の直径の固定サイズ（パーツプログラム内で使用されている単位で表示）をコ

ントロールします。 固定サイズとは、パーツ モデルのズームイン、ズームア

ウトが行われた時に、パス ラインがスクリーン上で変化しない、ことを意味

します。  

例:  

デフォルト設定サイ

ズ  
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より大きな直径のも

の  
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パーツプログラムの編集 
パーツプログラムの編集: イントロダクション  
PC-DMIS の主な目的は、お客様がパーツプログラムを容易に作成、編集、及び、実行できるよ

うにすることです。 この セクション では、お手持ちのパーツプログラムを 編集 するために、

（その他のメニュー オプションと共に）「編集」メニューの使用について記述しています。 編
集 メニューは、編集ウィンドウ内のコマンドにより作動しますが、この セクション では編集ウ

ィンドウについての記述は行われません。 編集ウィンドウに関する、より詳しい説明について

は、「 編集ウィンドウの使用 」の 項 を参照して下さい。  

この 項 には、以下の項目についての記述があります:  

1. 標準編集コマンドの使用  
2. フィーチャー パターンの編集  
3. テキストの発見、及び、置き換え  
4. データ フィールドの編集  
5. 指定の線番号へジャンプ  
6. 参照コマンドへジャンプ、参照コマンドからジャンプ  
7. 推測フィーチャー オーバーライド  
8. 発見された名目値オーバーライド  
9. 実行用のコマンドをマーク  
10. マーク済みフィーチャー セットの作成と実行  
11. ブックマークの使用  
12. ブレークポイントの使用  
13. フォント、及び、色を変更  
14. 外部オブジェクトの編集  

標準編集コマンドの使用  
大部分の Windows アプリケーションと同様、PC-DMIS では、お手持ちのパーツプログラムにお

いて、標準編集コマンドを用いることができます。 以下の標準メニュー オプションが利用可能

です:  

• アンドゥ  
• 再実行  
• 切る  
• コピー  
• 貼り付け  
• 削除する  
• 全部選択  
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アンドゥ  

編集 | アンドゥ メニュー オプションを選ぶと、編集ウィンドウ内での直前の変更が除去されま

す。 複数の変更内容を除去するために、編集ウィンドウにおいて アンドゥ オプションを継続し

て選択することが可能です。  

付記: 異なるモードに切り換わると、すべての変更内容がメモリーから完全に除去されることに

注意してください。  

やり直し  

編集 | やり直し メニュー オプションを選ぶと アンドゥ メニュー オプションを用いて行われた、

直前の変更が覆されます。 アンドゥ オプションと同じように、複数の変更を置き換えたい場合

には、何度でも やり直し オプションを使用することができます。  

付記: 異なるモードに切り換わると、すべての変更内容がメモリーから完全に除去されることに

注意してください。  

切る  

編集 | 切る メニュー オプションを選ぶと、また、クリップボードを用いて、テキストをあるエ

リアから別のエリアに「切って」移動することができます。  

テキストを切るには:  

1. 別のエリアに移動予定の項目をハイライト表示して下さい。  
2. 切る オプションを選択して下さい。 そのテキストは編集ウィンドウから

除去され、クリップボード上に保存されます。  
3. 切られたテキストを回復するには 貼り付け コマンドを選択して下さい。 

(「 貼り付け 」を選択して下さい。）  

付記: 切る コマンドが選択されると、以前にクリップボードに置かれたテキストが、今回の切ら

れたテキストに置き換えられます。  

コピー  

編集 | コピー メニュー オプションを選ぶと、また、クリップボードを用いて、テキストをある

エリアから別のエリアに移動することができます。 このオプションと 切る  オプションとの唯一

の違いは、コピー時に、テキストが編集ウィンドウから除去されない、という点です。  

テキストをコピーするには:  

1. ご希望のテキストをハイライト表示して下さい。  
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2. コピー コマンドを選択して下さい。 テキストは、その時点での所在位置

に存在したままで、クリップボード上にも保存されます。  
3. 切られたテキストを回復するには 貼り付け コマンドを選択して下さい。 

(「 貼り付け 」を選択して下さい。）  

付記: コピー コマンドが選択されると、以前にクリップボードに置かれたテキストが、今回のコ

ピーされたテキストに置き換えられます。  

貼り付け  

編集 | 貼り付け メニュー オプションを選ぶと、クリップボードからコピーされたテキストが、

編集ウィンドウ内のカーソルの所在位置に貼り付けられます。  

削除する  

編集 | 削除 | 選択 メニュー オプションを選ぶと、その時点でハイライト表示されたセレクショ

ンが、編集ウィンドウから削除されます。 削除されたセレクションの内容は、クリップボード

上には置かれません。  

全部選択  

編集 | 全部選択 メニュー オプションを選ぶと、編集ウィンドウの内容すべてを、編集目的で選

択することができます。  

フィーチャー パターンの編集  
しばしばフィーチャーのパターンが、パーツ上に見られます。 PC-DMIS には、繰り返されてい

るフィーチャーを作成する方法が幾つかあります。 以下のメニュー オプションをご覧下さい:  

1. パターン  
2. パターンの貼り付け  

パターン  

編集 | パターンの貼り付け メニュー オプションを選択すると パターン オフセット ダイアログ 
ボックスが現れます。  
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パターン オフセット ダイアログ ボックス  

このダイアログを用いると 編集 | パターンの貼り付け オプションが選択された時に使用される、

オフセットを定義することができます。  

パターンを作成するには:  

1. パターン オフセット ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
2. ご希望のオフセット値すべてをタイプ入力して下さい。  
3. ご希望の鏡面対称表示オプションをすべて、選択して下さい。  
4. オフセット回数 ボックス内に、オフセットを行う回数をタイプ入力して

下さい。  
5. OK コマンド ボタンを押して下さい。  
6. 必要に応じて、その時点での設定を変えることなく当ダイアログを閉じる

時には キャンセル ボタンを押して下さい。  

X、Y、Z オフセット   

これらのフィールドを用いると、繰り返されるパターンの間に X 、 Y 、または Z オフセット を
設定することができます。  

X 、 Y 、 または Z オフセット 値を変更するには:  

• ご希望の X 、 Y 、または Z オフセット ボックスを選択して下さい。  
• ご希望の変更内容をタイプ入力して下さい。  

PC-DMIS は、これらのオフセット値により、貼り付けられたフィーチャー（または、一連のフ

ィーチャー）の名目 X、Y、及び、Z データをオフセットします。  

 

角度オフセット    

角度オフセット ボックスを用いて、繰り返される構造パターンの間の角度オフセットを設定す

ることができます。  
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基準点がパターンの中心点の穴である場合、ボルト穴パターンにおいて、多数の穴の正常位置を

測定する時に、角オフセットは役に立つ可能性があります。 PC-DMIS は、原点の周りでオフセ

ットを回転します。  

角オフセットは、X、Y、及び、Z オフセットとの連結で使用可能であり、その反対の場合も可能

です。 これらのオフセットを適用する順序には、裏返し、回転、そして 後に、移動の三通り

があります。  

角度オフセットを変更するには:  

1. ダイアログ ボックス内の 角度オフセット ボックスを選択して下さい。  
2. ご希望の値を、タイプ入力して下さい。  

オフセット回数    

このオプションを選ぶと、PC-DMIS がパターンをオフセットする回数を設定することができま

す。 その時点での値を変更するには、このオプションを選び、新規の値をタイプ入力して下さ

い。 デフォルトの値は、1 です。  

X、Y、Z を裏返す    

X を裏返す 、 Y を裏返す 、 または Z を裏返す オプションは、それぞれ X、Y、または、Z 軸の

周りで、パターンを鏡面対称で表します。 オリジナルのパターンは、変換や回転前に X、Y、ま

たは、Z 軸の周りで、裏返しにされます。  

パターンの貼り付け  

編集 | パターンの貼り付け  オプションを選ぶと、クリップボードに保存されているフィーチャ

ー（または、一連のフィーチャー）が、編集ウィンドウのカーソル所在位置に貼り付けられます。 
これにより、新規のフィーチャーが、クリップボードにコピーされているフィーチャーに基づい

て作成されます。 しかし、新規に作成されたフィーチャーには、以前に定義されたパターンの

オフセットが適用されます。 より詳しい情報については「 パターン 」を参照して下さい。  

パターンを用いてフィーチャーを貼り付けるには:  

1. 適切なオフセットが パターン オフセット ダイアログ ボックスを用いて

( パターン メニュー オプションを選んで下さい。)定義されていることを

確認して下さい。  
2. オフセット予定のフィーチャー（または、一連のフィーチャー）がハイラ

イト表示され、クリップボードにコピーされていることを確認して下さい。  
3. パーツプログラム内の、新規のフィーチャーが挿入された場所に、カーソ

ルを置いてください。  
4. 編集 | パターンの貼り付け メニュー コマンドを選択して下さい。  
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PC-DMIS が パターン オフセット ダイアログ ボックス内の オフセット回数 に入力された数値の

回数分、クリップボードの内容を繰り返して貼り付けます 。 クリップボードの内容が貼り付け

られるたびに、新規に作成されたフィーチャー（複数可）は、以前に挿入されたフィーチャー

（複数可）に関連して、定義されたパターン オフセットによりオフセットされます。 新規フィ

ーチャーのフィーチャーID は、オリジナルのフィーチャーID から数字の増分されたものが割り

当てられます。 PC-DMIS はまた、グラフィックス表示ウィンドウ内に、新規に作成されたフィ

ーチャーを描写します。  

テキストの発見、及び、置き換え  
以下のメニュー オプションにおいて述べられている、決まった標準的表現を用いて、編集ウィ

ンドウ フィールド内のテキストを見つけ、置き換えることができます。  

• 見つける  
• 置き換える  

見つける  

編集 | 見つける、及び、置き換える | 見つける  メニュー オプションを選ぶと 見つける ダイアロ

グ ボックスが開き、編集ウィンドウ内で、指定されたキーワードを見つけることができます。  

 

「見つける」ダイアログ ボックス  

ワイルドカードの使用  

パターン適合のためにワイルドカードを使用するには、 パターン適合 チェック ボックスを選択

して下さい。  

このオプションを選ぶと、また、各種のサーチ基準に適合するテキストを見つけることができま

す。 以下の表を参考にして下さい:  

見つけるテキストの

内容  
使用するワイルドカ

ード  
いくつかの例  

いずれか一文字  .  D.M は「DIM」にも

「D4M」にも適合し

ます。  
文字セット  [ ]  D[MI]S のサーチで
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は、「DIS」と

「DMS」は発見され

ますが、「DMIS」
や「DUS」は除かれ

ます。  
ある範囲内でのいず

れか一文字  
[-]  LINE[2-6]のサーチで

は、「LINE2」と

「LINE3」は発見さ

れますが、

「LINE1」や

「LINE7」は除かれ

ます。  
角カッコ内の文字を

除く、いずれか一文

字  

[^]  POINT[^32]のサーチ

では、

「POINT1」、

「POINT5」、及

び、「POINT12」は

発見されますが、

「POINT3」、

「POINT2」、

「POINT21」、また

は、「POINT30」は

除かれます。  
角カッコ内の文字の

範囲を除く、いずれ

か一文字  

[^x-z]  LINE[^2-5]のサーチ

では、「LINE6」と

「LINEH」は発見さ

れますが、

「LINE3」は除かれ

ます。  
「 - 」の活字を 含む 
文字セットでは「 -
 」がその範囲の

初、または、 後の

文字である。 セット

の範囲が「 - 」を 除
く 場合、「 - 」は 2
番目の文字となる。 

[-]  LINE[0-9-]は
「LINE4」と「LINE-
」に適合します。 
LINE[^-0-9]は
「LINEH」には適合

しますが、「LINE-
」には適合しませ

ん。  
以下の場合を除き、

0 個以上の文字が先

行する:  

「 * 」がストリング

の先頭に来る。  

「 * 」が、ストリン

グの先頭にある

「 ^ 」に続く。  

「 * 」が丸カッコ内

*  lo*p は「lp」と

「looooop」に適合

します。  

^*は、ラインの先頭

にある場合、「*」に

適合します。  
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のサブ入力式の先頭

に来る。  
特定の文節、また

は、文字で始まるラ

イン。 「 ^ 」は、ス

トリングの先頭にあ

る場合にのみ、それ

に含まれます。  

^  ＾CIRCLE のサーチ

では、「CIRCLE」
という単語で始まる

ラインすべてが発見

されます。 PC-
DMIS の編集ウィン

ドウ内では、インデ

ントされたラインの

先頭にスペースが来

ることに注意して下

さい。  
特定の文節、また

は、文字で終わるラ

イン。 「 $ 」は、

ストリングの末尾に

ある場合にのみ、そ

れに含まれます。  

$  ENDMEAS/$のサー

チは、

「ENDMEAS/」で終

わるラインを発見し

ますが、「MEAS/」
で終わるラインは除

かれます。  
見つける内容 ボック

ス内の丸カッコで

は、 置き換える内容 
ボックスでの後の呼

び出しに備えて、カ

ッコの中にあるテキ

ストが保存されま

す。  

置き換える内容 ボッ

クスにおいて、バッ

クスラッシュ「 \ 」
が数字の前に来る

時、置き換えテキス

ト内に定義されたパ

ターンを加えます。  

()、及び、\  見つける内容:  
BO(BB)Y(RAY)  

置き換える内容:  
DO\1YP\2  

その結果:  
DOBBYPRAY  

\1 は、丸カッコによ

りオフセットされた

初の文字セットを

使用し、\2 は 2 番目

のセットを使用す

る、というように続

きます。  

付記: 新バージョンでのパターン適合について、PC-DMIS の旧バージョンで行ったような、バッ

クスラッシュ （\）を丸カッコに先行させる必要はありません。  

あらかじめ定義済みの文字セットの使用  

定義済みの文字セットに適合するサーチを行うには、 パターン適合 チェック ボックスを選択し

て下さい。 その後、これらの定義済みの特別文字セットを用いて、テキスト サーチを行うこと

ができます:  

文字セッ

ト  
セットになっている文字  
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[[:alnum:]] ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyz0123456789  
[[:alpha:]]  ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyz  
[[:blank:]]  （スペース用活字とタブ活字）  
[[:digit:]]  0123456789  
[[:graph:]] ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyz0123456789!"#$%

&'()*+,-./:;<=>?@[\]^_`{|}~  
[[:lower:]]  Abcdefghijklmnopqrstuvwxyz  
[[:print:]]  ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

0123456789!"#$%&'()*+,-./:;<=>?@[\]^_`{|}~  
[[:punct:]]  !" #$%&'()*+,-./:;<=>?@[\]^_`{|}~  
[[:upper:]] ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ  
[[:xdigit:]]  0123456789ABCDEFabcdef  

 

例: To search for a string which consists of a letter, followed by some letters or numbers, followed 
by that same first letter, you would use a back reference, as shown here: 
([[:alpha:]])[[:alnum:]]\{1,\}\1. ある文字を含み、その後に幾つかの文字、または、数字が続き、さ

らに、 初の文字と同じ文字が続くストリングをサーチする場合、ここで表示されているよう

な、後方参照を使用して下さい: ([[:alpha:]])[[:alnum:]]\{1,\}\1  

特定の語、または、文節を探すには:   

• メニュー バーから 編集 | 見つける、及び、置き換える | 見つける を選択

して下さい。  
• サーチを行う予定のキーワード、または、文節をタイプ入力して下さい。  
• サーチ経路（上方、または、下方）を示して下さい。  
• PC-DMIS が完全一致の単語を見つけるには、 完全一致の単語に 限定 チ

ェック ボックスを選択して下さい。 例えば、「CIR」とタイプ入力する

と、PC-DMIS は「CIR」を見つけますが、「CIRCLE」は除かれます。  
• PC-DMIS が大文字か小文字に限定したサーチを行うには、 文字格適合 

チェック ボックスを選択して下さい。  
• 見つける ボタンを押して（または「入力」を押して）下さい。  

置き換える  

編集 | 見つける、及び、置き換える | 置き換える オプションは 見つける オプションと同じよう

に機能します (「 見つける 」を参照して下さい）。 しかし、テキストが見つかると 置き換える 
ダイアログ ボックスを用いて、テキストを置き換えることが可能です。  
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置き換えるダイアログ ボックス  

3.6 以前のバージョンにおいては、編集フィールドの編集可能なフィールド内のテキストのみを

サーチし、置き換えることができました。 例えば、  

SHOWHITS=NO  

を  

SHOWHITS=YES で置き換えることはできませんでした。  

それは SHOWHITS= が編集不可能なフィールドにあるからです。 当該コマンドの編集可能な部

分（NO から YES へ）のみ、置き換えできました。  

しかし、PC-DMIS バージョン 3.6 以降では、ストリングの 後尾が編集可能なフィールドにあ

るかぎり、そして、そのフィールドが唯一の編集可能なフィールドであるかぎり、どのようなス

トリングでも、テキスト適合のサーチを行い、置き換えることが可能です。  

機能する、「見つける、及び、置き換える」の例:  

=AUTO/CIRCLE,SHOWALLPARAMS = NO  

は  

=AUTO/CIRCLE,SHOWALLPARAMS = YES と置き換えられます。  

ストリングの末尾が、編集可能なフィールドに対応していることに注意して下さい。 末尾にあ

る編集可能なフィールドのみが、サーチ ストリングを用いて変更可能です。  

機能しない、「見つける、及び、置き換える」の例:  

例えば、以下のように、二つの編集可能なフィールドを、一度に置き換えることは できません :  

=AUTO/CIRCLE,SHOWALLPARAMS = NO  

は  
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=AUTO/LINE,SHOWALLPARAMS = YES と置き換えることはできません。  

それは、CIRCLE から LINE が一つの編集可能フィールドにあり、NO から YES が別の編集可能

フィールドにあるためです。  

また、、以下のような場合も、置き換えできません:  

=AUTO/CIRCLE,SHOWALLPARAMS  

は  

=AUTO/CIRCLE,MYSHOWALL で置き換えることはできません。  

それは、置き換えたい部分が編集不可能なフィールドにあるからです。  

見つける内容    

このボックスを用いて、PC-DMIS が探す予定のテキストを入力することができます。 「見つけ

る」の項に記述されている、様々な ワイルドカード とサーチ パターンを使用することが可能で

す。「 見つける 」を参照して下さい。  

置き換える内容   

このボックスでは、発見されたテキストを置き換えるテキストの内容を表示します。  

完全一致の単語に限定    

このチェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、テキスト内の単語全体のみを探します。 
例えば、 見つける内容 ボックス内に「CIR」をタイプ入力し、このチェック ボックスを選択す

る場合、PC-DMIS は「CIR」のみを見つけます。 「CIRCLE」や「CIRCULAR」は除かれます。  

文字格適合    

このチェック ボックスは 見つける内容 ボックス内の文字格（大文字、または、小文字）に適合

するテキスト サーチを行うよう、PC-DMIS に指示します。 例えば、 見つける内容 ボックス内

に「Point」とタイプ入力し 文字格適合 チェック ボックスが選択されると、PC-DMIS は、

「Point」と「Points」を見つけますが、「POINT」は除かれます。  

パターン適合    

このチェック ボックスが選択されると、特定のパターンを探すように、PC-DMIS に指示します。 
ワイルドカード、または、その他の特別な文字を用いて適合するパターンを探す時に、このチェ

ック ボックスを選択して下さい。  
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「次を見つける」ボタン   

次を見つける ボタンは、探しているテキストの次の事例を見つけるよう、PC-DMIS に指示しま

す。  

置き換えるボタン   

置き換える ボタンは、発見されたテキストを 置き換える内容 ボックス内のテキスト ストリング

に置き換えます。 これを用いて、発見されたテキストを、一度にひとつずつ置き換えることが

できます。  

すべてを置き換えるボタン   

すべてを置き換える ボタンは 見つける内容 ボックス内のテキストすべてを見つけ、それらを 置
き換える内容 ボックス内のテキストに置き換えるように、PC-DMIS に指示します。  

データ フィールドの編集  

 

データ フィールド編集ウィザード  

データ フィールド編集ウィザードは、PC-DMIS と共に使用する外部プログラムであり、これを

用いて、編集ウィンドウ内の特定タイプのコマンドの、指定されたデータ フィールド内にある
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データを変更することができます。 このウィザードにアクセスするためには、 データ フィール

ド編集 アイコンを ウィザード   ツール バーから選択して下さい。  

このウィザードは 置き換え   ダイアログ ボックスとは異なります。 このウィザードは、編集ウ

ィンドウのいずれのモードにおいても、データ項目を変更できるのに対して 置き換え ダイアロ

グ ボックスはコマンド モード内でのみ機能します。 それに加えて、このウィザードでは 置き換

え ダイアログ ボックスを用いて変更できない、特定の数値についても置き換えることができま

す。  

データ フィールド編集 ダイアログ ボックスには、以下の項目があります:  

コマンド タイプ選択 - この一覧には、利用可能なタイプのコマンドが表示され

ます。  

データ タイプ選択 – この一覧には、選択されたタイプのコマンド用のデータ 
タイプが表示されます。 この一覧内で全データ タイプを見る場合、 コマン

ド タイプ選択 一覧から 全コマンド タイプ を選択して下さい。  

タイプ インデックス – このボックスでは、数値インデックスを用いて変更した

いフィールドを正確に特定することができます。 同一のデータ タイプに複

数のフィールドがあり、そのうちの一つのみ時変更したい場合、これは役に

立ちます。 インデックス値をタイプ入力すると、どのフィールドを変更する

か決めることができます。 例えば、 CLEARP コマンドには二つの距離フィ

ールドがあり、一つは、空きの距離、もう一つは通過の距離です。 インデッ

クス 1 をタイプ入力すると、空きの距離を、そして、インデックス値 2 は通

過の距離を意味します。  

変更する値 – このエリアには 使用 チェック ボックスと、値を入力するための

ボックスがあります。 このチェック ボックスを用いて、変更したい値を指

定することができます。 これは、PC-DMIS が値の与えられたフィールドの

みをターゲットとする、ことを意味します。  

変更後の値 – This box lets you determine the new value for the data field you 
want to update. - このボックスでは、更新予定のデータ フィールドのための

新規の値を決めることができます。  

各変更を確認 – このチェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS はメッセ

ージ ボックスを表示し、それには、変更する項目の ID、その時点での値、

及び、データ フィールドを新規の値に変更するか否かが、示されます。  

変更 – このボタンを押すと、データ フィールドを見つけ、それを新規の値に変

更するプロセスが、開始されます。  
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ステータス – 当ダイアログ ボックスの底部にある、このボックスは、変更プロ

セス中のステータス、または、分析メッセージを表示します。  

指定のライン番号へジャンプ  
PC-DMIS では、指定されたラインの番号へ簡単に飛び移ることが可能です。 編集ウィンドウ内

の、指定されたラインへジャンプするには 編集 | 見つける、及び、置き換える | 移動先 メニュ

ー オプションを使用して下さい。  

 

「移動先」ダイアログ ボックス  

コマンド モード または DMIS モード において、特定のライン番号にカーソルを移動するには:  

1. 編集| 移動先 をメニューから選択して下さい。 移動 先 ダイアログ ボック

スが現れます。  
2. その時点でカーソルにマークされたラインが、当ダイアログ ボックスの 

ライン番号 ボックス内に表示されます。  
3. ご希望のライン番号をタイプ入力して下さい。  
4. OK ボタンをクリックして（または「入力」を押して）下さい。 PC-

DMIS が、指定されたラインを表示します。  

参照コマンドへジャンプ、参照コマンドからジャン

プ  
編集ウィンドウのコマンド モードにおいて、編集ウィンドウ内の一つのコマンドが、別のコマ

ンドを参照する場合、参照されているコマンドへのラベルをハイライト表示し、そして、 編集 | 
見つける、及び、置き換える | ジャンプ先 メニュー オプションを選ぶことにより、参照されて

いるコマンドにジャンプすることが可能です。   

参照されているコマンドに付いた後、 編集 | 見つける、及び、置き換える | ジャンプ元 メニュ

ー オプションを選ぶことにより、ジャンプ前のフィーチャーにすばやくジャンプして戻ること

ができます。    

例: お手持ちのパーツプログラムのパーツ配置に関するコード ブロック内に、以下のコマンドが

あり、当ブロック内で参照されている LIN2 フィーチャーへジャンプしたい、とします:  

A1 =ALIGNMENT/START,RECALL:STARTUP, LIST= YES  
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ALIGNMENT/LEVEL,ZPLUS,PLN1  

ALIGNMENT/ROTATE,XPLUS,TO,LIN1,ABOUT,ZPLUS  

ALIGNMENT/TRANS,XAXIS,LIN2  

ALIGNMENT/TRANS,YAXIS,LIN1  

ALIGNMENT/TRANS,ZAXIS,PLN1  

ALIGNMENT/END  

LIN2 をハイライト表示し、メニュー バーから ジャンプ先 メニュー オプションを選ぶか、また

は、ショートカット メニューでそれを右クリックして選んで下さい。 その後 ジャンプ先 を選択

するだけで、直前に表示されていたコマンドへジャンプして戻ることができます。  

また、編集ウィンドウのコマンド モードにおいて、フィーチャー上を右クリックすると現れる、

ショートカット メニューから、これらのメニュー オプションを選択することもできます。  

名目値、及び、目標値の編集  
ほとんどの場合、フィーチャーの測定は問題なくできますが、時々、製造工程中のエラーのため

に、フィーチャーが理論的（名目的）位置の近くに所在せず、かなり移動していることがありま

す。 測定フィーチャーの場合、このような状況を解決するには、理論値の調整が必要です。 し
かし、より高度の自動フィーチャーを使用の場合、かわりに目標値を変更することが可能です。 
それに応じて、経路も調整されますが、ディメンションは元来の理論値に対応して作成されます。  

名目値の変更（測定フィーチャーと自動フィーチャーの両方について）  

PC-DMIS では、簡単な方法で名目値を変更することが可能です。 まずは、コマンド モード内で

容易に当フィールドを変更できますし、別の方法では、カーソルをフィーチャー上に置き、F9
を押すこともできます。 この手順により、名目値の情報を表示するダイアログ ボックスが現れ

ます。  

名目値の情報を変更し OK または 作成する をクリックして下さい。 当ダイアログ ボックスが閉

じます。  

1. 測定フィーチャーを変更時、PC-DMIS はプロンプトを表示し、測定値も更新したいか尋

ねます。 はい をクリックすると、測定値が新規に入力された名目値に合うよう更新され

ます。 いいえ をクリックすると、測定値は更新されません。  
2. 自動フィーチャーを変更時、PC-DMIS は、新規の理論値に合うよう、目標値も更新した

いかと尋ねます。 はい をクリックすると、目標値が新規に入力された名目値に合うよう

更新されます。 いいえ をクリックすると、目標値は更新されません。  

目標値の変更（自動フィーチャーについてのみ）  

自動フィーチャーについては、理論値のかわりに目標値の変更を選ぶことができます。 目標値

によって、PC-DMIS が自動フィーチャーを測定する予定の位置が決まります。 これにより、理
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論値をディメンションのために保存したままで、依然、当ソフトウェアが測定をしようとする位

置を変更できます。 目標値を変更するには、編集ウィンドウを使用して下さい:  

• 要約モードで目標値を変更するには: フィールドを選択し、「入力」を押し、新規の値を

タイプ入力して、この変更を保存するために再度、「入力」を押して下さい。  
• コマンド モードで目標値を変更するには: 変更するフィールドへタブで移動し、新規の

値をタイプ入力して、この変更を保存するために再度、「タブ」を押して下さい。  

推測フィーチャー オーバーライド  
編集 | 推測オーバーライド  サブメニューを用いて、直前に測定されたフィーチャーのタイプを

変更することができます。  

例えば、直前に測定されたフィーチャーが円であり、PC-DMIS がそれを平面と推測した場合、

このオプションを用いて、フィーチャーのタイプを適切なものに変換することが可能です。 こ
のオプションは、その他のフィーチャーが測定、または、組み立てられる前に使用されなければ

なりません。  

オーバーライド機能を用いるには:  

• 編集ウィンドウにアクセスして下さい。  
• 編集ウィンドウ内で、不正確なタイプのフィーチャー上にカーソルを配置

して下さい 。  
• 推測オーバーライド サブメニューから、正しいフィーチャー タイプを選

択して下さい。  

編集ウィンドウ内で、フィーチャーの変更が行われるのを、見ることができます 。  

発見された名目値オーバーライド  

 

名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックス  

名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックス ( 編集 | 名目値発見オーバーライド ) を用いる

と、自動ベクトル ポイント、自動表面ポイント、及び、他のフィーチャー（例えば、スキャ

ン）内の個々のヒットに適切な名目ポイントを CAD 表面から選択することができます。 それは、
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学習モードと実行モード中、PC-DMIS のデフォルト設定の名目値発見機能をオーバーライドし

ます。  

手動ヒットにより、有効な名目ポイント（名目値発見公差内）を探している間、ほとんどの場合、

PC-DMIS は正確なポイントを選択します。 しかし、例外的に、PC-DMIS が適切なポイントを発

見できず、かわりに、CAD モデル上の不正確なポイントを選ぶことがあります。 このような場

合には 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスを用いて、PC-DMIS が CAD 表面から適

切な名目ポイントを発見できるようにすることができます。  

名目値発見オーバーライド メニュー オプションを作動可能にするには、表面に対応した、有効

な CAD モデルをインポート済みであることを確認し 表面モード アイコンを選択し プログラム 
モード アイコンを選択し、それから 名目値発見 及び、 ポイント限定モード チェック ボックス

の両方を セットアップ オプション ダイアログ ボックスの 一般 タブ ( 編集 | 仕様 | セットアッ

プ )から選択して下さい。  

以下の項目は 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックス自体について記述し、そして、異

なるモードでの当ダイアログ ボックスの使用法について記述しています:  

名目値発見優先ダイアログ ボックスの理解  

 

名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックス  

以下の項目が、このダイアログ ボックスについて記述しています。  

優先表面、貫通ポイント、及び、落下ポイント欄  

ダイアログ ボックスのこのエリアには、以下の三つの欄があります:  

1.)       優先表面  

2.)       貫通ポイント  

3.)       落下ポイント  
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「T-値」  とは、名目 CAD
表面ベクトルに沿った名目
ポイントから、測定された
ヒットまでの距離です。  

これらの欄は、妥当な名目ポイント値とそれらの T-値（X、Y、Z
値の左側に、丸カッコ内に表示された値）を表示します。  

優先表面 欄 - この欄では CAD 要素の編集 ダイアログ ボックス 
( 編集 | グラフィックス表示ウィンドウ | CAD 要素 ) 内で優先表面

として保存された表面が、一覧表示されています。  

それには、表面のタイプとチェック ボックスが表示されていま

す。 当チェック ボックスを用いると、PC-DMIS が維持する優先

表面の一覧に、その表面を付け加えたり、または、一覧から取り

除いたりすることができます。 当チェック ボックスをチェックす

る場合、PC-DMIS は、優先一覧にその表面を付け加えます。 当チ

ェック ボックスを選択解除する場合、PC-DMIS は、優先一覧から

その表面を取り除きます。  

貫通ポイント 欄 - この欄には、PC-DMIS の貫通ポイント オペレー

ションを用いて発見された、名目ポイント値が一覧表示されてい

ます。 この欄内に「OP 失敗」というテキストがある場合、それ

は、貫通ポイント オペレーションが、その表面上での名目ポイン

ト発見に失敗した、という意味です。 PC-DMIS がポイントを緑色

でハイライト表示する場合には、そのポイントが、選択アルゴリ

ズムによって発見された 適の名目ポイントです。 もちろん、こ

の選択されたポイントをくつがえすことが可能です。  

落下ポイント 欄 - この欄には、PC-DMIS の落下ポイント オペレー

ションを用いて発見された、名目ポイント値が一覧表示されてい

ます。  

公差ボックス  

公差 ボックスを用いると、当ダイアログ ボックスを用いて名目ポイントを発見する時に使用す

る、新規の誤差値を指定することができます。  

以前の表面を使用チェックボックス  

以前の表面を使用 チェックボックスは、名目ポイントを探す時、直前に使用された表面を対象

に探すように、PC-DMIS に指示します。 当ダイアログ ボックスが開いた状態で、表面上にヒッ

トが行われた後でのみ、このチェック ボックスが選択可能になります。 ヒットが行われた後で

はじめて、PC-DMIS は、今後のヒット時に使用する表面を持つことになります。  

優先ボタン  

オーバーライド ボタンを用いると、PC-DMIS により発見された不正確な名目ポイントが破棄さ

れ 優先表面 、 貫通ポイント 、及び 落下ポイント 欄を持つ一覧から選ばれた名目ポイント デー

タによって優先されます。  
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学習モードでの、名目値発見オーバーライド ダイアログ ボ
ックスの使用:  

学習モードにおいて、このダイアログ ボックスにアクセスするには:  

• セットアップ オプション ダイアログ ボックス ( 編集 | 仕様 | セットアッ

プ ) の 一般 タブから ポイント限定モード 及び 名目値の発見 チェック ボ
ックスを選択して下さい。  

• CAD の立体モデルをインポート済みであることを確認して下さい。  
• グラフィックス モード ツール バーから 表面モード アイコンをクリック

して下さい。  
• 名目値 オーバーライド メニュー オプションを選択して下さい。 名目値

発見オーバーライド ダイアログ ボックスが現れます。  

名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスが開いた状態で、手動ヒットを行うと、PC-
DMIS は、 も 近測定されたヒット座標とアプローチ ベクトルを用いて、通常の論理に従い、

入手可能なうちで、 も正確な名目ポイントを選択します。  

その後、 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスを用いて、発見された名目ポイントを

オーバーライドするための、追加の手続きを行うことができます。  

手続き 1: 以前の表面上に名目値を見つける  

以前の表面を使用 チェックボックスが選択された場合 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボ
ックスは、直前に使用された表面で、名目ポイントを探します。 当ダイアログ ボックスが、直

前に使用された表面上に、ポイントを発見できた場合、それは名目ポイントを選択し、名目値に

基づく自動ベクトル ポイントを作成します。  

手続き 2: 優先表面上に名目ポイントを見つける  

名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスが、直前に使用された表面に名目ポイントを発

見できない場合 (「 手続き 1: 以前の表面上に名目値を見つける」を参照して下さい 」)、 優先表
面 上で名目ポイントが探知されます。 優先表面は、名目ポイントを見つけるための、CAD 表面

のサブセットとしてユーザーが選択する表面です。 CAD 要素の編集 ダイアログ ボックスにあ

る 優先事項として設定 チェック ボックスを用いて、優先表面を選択、または、選択解除するこ

とができます (「 CAD 表示の編集 」の項にある「 CAD の編集 」を参照して下さい）。 PC-
DMIS が、優先表面上に適切なポイントを見つけると、それを選択し、名目値に基づいた自動ベ

クトル ポイントを作成します。 それはまた、 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックス

内に、優先表面すべての名目値発見公差内にある有効な名目ポイントを表示します。  

手続き 3: 全 CAD 表面上に名目ポイントを見つける  

PC-DMIS が、手続き 1、及び、2 で述べられた手続きによっても、依然、有効な名目ポイントを

発見できない場合、（「 手続き 1: 以前の表面上に名目値を見つける 」、及び、「 手続き 2: 優
先表面上に名目ポイントを見つける 」の項目を参照して下さい）、以下の機能が行われます:  
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1. すべての CAD 表面上で、名目値発見公差内にある 適の名目ポイントを

探します。  
2. 入手可能な中で 適の名目ポイントに基づいた、自動ベクトル ポイント

が作成されます。  
3. 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックス内に、名目ポイントを持

つ CAD 表面すべてを表示します。  

手続き 4: 後で名目ポイントを選択する  

PC-DMIS が、依然、全 CAD 表面上で適切なポイントを見つけられない場合、自動ベクトル ポ
イントを作成し、後に名目ポイントを選ぶか否か、尋ねます。 それを受け入れると、PC-DMIS
は、編集ウィンドウ内で自動ベクトル ポイントを作成し、以下のオプションが選択可能となり

ます:  

オプション 1 新規のヒットを行い、PC-DMIS が、新しい名目ポイントを探す。 これを選択する

場合、本質的に、 初からの手続きを繰り返すことになります。  

オプション 2 ダイアログ ボックスから、異なる名目ポイントを選び オーバーライド ボタンをク

リックして下さい。 PC-DMIS は、以前に選択された名目ポイントに優先して、 近作成された

自動ベクトル ポイント用に新規に選択されたポイントを選びます。  

PC-DMIS が、以下の項目で述べられている手続きで発見を試みている名目ポイントを避けたい

場合に通常、これを行ってください:  

• 「 手続き 1: 以前の表面上に名目値を見つける 」  
• 「 手続き 2: 優先表面上に名目ポイントを見つける 」  
• 「 手続き 3: 全 CAD 表面上に名目ポイントを見つける 」  

オプション 3 スクリーン上で CAD 表面を選択して下さい。 その後、PC-DMIS は、選択された

表面に名目ポイントを探し、それらのポイントを 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボック

ス内に表示します。  

その後、この新表面からポイントを優先選択し オーバーライド をクリックすることにより、以

前に発見された名目ポイントを破棄することができます。  

付記: このオプションを選ぶと、PC-DMIS は名目値発見公差を無視します。 ですから、選択さ

れた CAD 表面が名目値発見公差から外れている場合でも、当ダイアログ ボックスは依然、これ

らの表面からのポイントを表示します。  

オプション 4 公差 ボックス内の数値を変更し 適用する ボタンを押すことにより、名目値発見公

差を増加することが可能です。 その後、PC-DMIS は、より大きな公差値を用いて、これらの手

続きを繰り返し、適切なポイントを見つけるとすべて表示します:  

• 「 手続き 1: 以前の表面上に名目値を見つける 」  
• 「 手続き 2: 優先表面上に名目ポイントを見つける 」  
• 「 手続き 3: 全 CAD 表面上に名目ポイントを見つける 」  
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それから、有効ポイントを選択し オーバーライド をクリックして、 近作成された自動ベクト

ル ポイント用の名目ポイントを確定して下さい。  

公差 ボックス内の名目値発見誤差を増加することは セットアップ オプション ダイアログ ボッ

クスの 一般 タブにおいて、名目値発見公差を変更することと同一の効果を持ちます。  

適の名目ポイントを選択した後  

適の名目ポイントを選択した後、PC-DMIS は、そのフィーチャー用に選択された表面を記憶

します。  

手動モードで実行中、PC-DMIS は:  

• セットアップオプション ダイアログ ボックス( 編集 | 仕様 | セットアッ

プ )の 一般 タブ上で利用可能な 実行中に名目値発見 ボックス内にある公

差値を使用して下さい。  
• これが作動するには、 実行中に名目値発見 チェックボックス ( 一般 タブ

上でも利用可能）が選択されなければなりません。  
• 近実行されたポイントの、新規の、名目値を見つけるには、同一の表面

オペレーション、及び、CAD オペレーション（貫通ポイント オペレーシ

ョン、または、落下ポイント オペレーション）を使用するようにしてく

ださい。  

その CAD 表面に名目値ポイントを発見できない場合、 名目値発見優先 ダイアログ ボックスが

再度アクセスされます。 実行時間については、「 実行モードで名目値発見優先を使用するに

は: 」の項目を参照して下さい。  

実行モードでの、名目値発見優先ダイアログ ボックスの使

用:  

「 適の名目ポイントを選択した後 の項目で述べられているとおり、以下の条件を満たす場合

に、PC-DMIS は 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスを表示します:  

• 表面を持った立体モデルをインポートし グラフィックス モード ツール 
バーから 表面モード アイコンを選択しなければなりません。  

• セットアップ オプション ダイアログ ボックスの 一般 タブから 実行中に

名目値発見 チェック ボックスを選択しなければなりません。  
• 自動ベクトル ポイント、または、自動表面ポイントが、学習モードにお

いて発見された、有効な名目ポイントを持つ必要があります（「 学習モ

ードでの、名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスの使用: 」を

参照して下さい）。  
• 実行は、手動モードで行われる必要があります。  
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• PC-DMIS は、自動ベクトル ポイント、または、自動表面ポイント フィー

チャーを実行しなければなりません。  
• PC-DMIS は、実行された自動ベクトル ポイント、または、自動表面ポイ

ント フィーチャー用の、名目ポイント発見に失敗しなければなりません。  

ダイアログ ボックスが現れた後、パーツプログラム実行が停止され、「 学習モードでの、名目

値発見オーバーライド ダイアログ ボックスの使用: 」の項目で記述されているように、当ダイア

ログ ボックスを操作することができます。  

また、測定されたポイント フィーチャーの、再実行を選ぶこともできます。 その場合、PC-
DMIS が再実行を行い、再度、名目値発見を試みます。 依然として、そのポイント用の名目値を

発見できない場合には、PC-DMIS が再び 名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスを表

示します。  

その後、以下のオプションのうちの一つを行うことが可能です:  

1. 再び、再実行を行う。  
2. 「 手続き 4: 後で、名目ポイントを選択する 」の項目で述べられているよ

うに オーバーライド ボタンを使用する。  
3. キャンセル ボタンをクリックして、ダイアログボックスを閉じる。 適切

な名目ポイントを選択せずにダイアログボックスを閉じると、PC-DMIS
は、測定データを以前の名目値に置き換えます。  

編集ウィンドウからの、名目値発見オーバーライド ダイア

ログ ボックスの使用:  

また、以下のフィーチャーのうちの一つの上に置かれたマウスを右クリックし、ショートカット 
メニューから 名目値発見オーバーライド を選択することにより、名目値発見オーバーライド ダ
イアログ ボックスにアクセスすることができます:  

• ベクトル ポイント  
• 表面ポイント  
• 個々のヒット  

「 学習モードでの、名目値発見オーバーライド ダイアログ ボックスの使用: 」の項目に記述が

あるとおり、当ダイアログ ボックスがその後、そのフィーチャーの測定データ（点、及び、ベ

クトル）を用いて、適切な名目ポイントを見つけます。  

実行用のコマンドをマーク  
PC-DMIS のコマンドを実行するには、 初に、実行のためにそれらをマークする必要がありま

す。 以下のメニュー オプションとコマンドが、マーキングをコントロールします:  
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マーク  

編集 | マーキング | マーク  メニュー オプションを選ぶと、指定されたフィーチャー、または、

コマンドを実行のためにマークすることができます。 PC-DMIS は、パーツ配置や先端チップ コ
マンド等、常時実行されるコマンドを自動的にマークします。  

フィーチャーやコマンドをマークする方法は、幾つかあります。 PC-DMIS は、その時点でのマ

ーク済みテキストの色を用いて（「 仕様の設定 」の 項 にある「 編集ウィンドウの色定義 」を

参照して下さい）、編集ウィンドウ内にマークされた項目を表示します。 また、 グラフィック

ス表示ウィンドウ内では、フィーチャーID の横に星印 (*) を表示します。 パーツプログラムの項

目をマークする方法は、以下のとおり:  

• 編集ウィンドウ内で、ご希望のフィーチャー、または、コマンドをマー

クするには。 マークしたいフィーチャー上にマークを置き マーク を選択

して下さい。 マークされたコマンドがハイライト表示されます。  
• 編集ウィンドウ内で、複数のコマンドをマークするには。 編集ウィンド

ウ内で、マークしたい複数のコマンドを選び マーク を選択して下さい。

マークされたコマンドがハイライト表示されます。  
• グラフィックス表示ウィンドウ内で、ご希望のフィーチャーをマークす

るには。 PC-DMIS が変換モードにあることを確認して下さい。 ご希望

のフィーチャーを、マウスの左ボタンでクリックし、それと同時に Shift 
キーを押し続けて下さい。  

• グラフィックス表示ウィンドウ内で、複数のフィーチャーをマークする

には。 PC-DMIS が変換モード、または、テキストボックス モードにあ

ることを確認して下さい。 Shift キーを押し続けながら、クリックしてド

ラッグする方法によりご希望のフィーチャーをボックス選択して下さい。  

編集 | マーキング | 親モード メニュー オプション が選択され、組み立てられたフィーチャー、

または、ディメンションがマークされている場合、PC-DMIS はまた、その組み立てプロセスや

ディメンション プロセスにおいて使用された、関連のフィーチャーをもすべてマークします。  

編集 | マーキング | 子モード メニュー オプション が選択され、フィーチャー組み立て時、また

は、ディメンション作成時に使用されたフィーチャーがマークされている場合、PC-DMIS は関

連する子フィーチャーすべてをマークします。  

付記: 上記の手続きの一つを繰り返すことにより、フィーチャーやコマンドにあるマークを消去

することが可能です。  

ある項目がマークされた後、一部の項目の特定ラインは、マークを取り消すことができます。 
例えば、フィーチャーやディメンションのラインの一部は、そのマークを取り消すことができま

す。 ラインのマークを取り消すと、PC-DMIS は、それを実行しません。  

ディメンションがマークされている場合、パーツプログラム実行後、PC-DMIS は、適切な出力

コンフィギュレーションがあるプリンターに実行結果を送付します。 (「 フィーチャーのディメ

ンション 」の 項 にある「 出力先 」を参照して下さい。)  
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フィーチャー内の特定ラインのマークを消去するには:    

1. マークされたフィーチャー内の、ご希望のライン（例えば、 HIT 
/BASIC ライン）にカーソルを移動して下さい。  

2. 指示されたラインのマークを消去するためには 編集 | マーキング | マーク 
オプション を再選択して下さい。  

すべてをマーク  

編集 | マーキング | すべてをマーク  メニュー オプションを選択すると、編集ウィンドウ内の、

すべてのフィーチャー、または、コマンドがマークされます。 PC-DMIS が、編集ウィンドウ内

で、選択された項目をマークし、緑色のテキストで表示します。 PC-DMIS はまた、グラフィッ

クス表示ウィンドウにおいて、実行用にマークされたフィーチャーの各フィーチャーID の横に

星印 (*) を表示します。  

すべてをマーク が選択されると、PC-DMIS は、手動のパーツ配置フィーチャーをもマークした

いか尋ねます。  

2. はい ボタンを押すと、PC-DMIS は、パーツ配置フィーチャーを含む、プ

ログラム全体を実行用にマークします。  
3. いいえ ボタンを押すと、PC-DMIS は、プログラム全体を実行用にマーク

しますが、パーツ配置フィーチャーは含まれ ません 。 それに加え、一連

の移動コマンドは、手動モードで機能しないためマークされないままです。  

すべて消去  

編集 | マーキング | すべて消去  メニュー オプションを選ぶと、編集ウィンドウ内にある、以前

の実行用にマークされた項目すべてのマークが消去（または、アンマーク）されます。  

親モード   

編集 | マーキング | 親モード を選択すると、（このメニュー オプションにチェック マークがあ

り、関連のコマンドが編集ウィンドウ内でマークされている場合）親コマンドがマークされます。 
「親」コマンドは、別のコマンド内で用いられているコマンド（または、コマンドからの情報）

を指します。 例えば、ディメンションがマークされ、このオプションが選択されている場合、

そのディメンション内で使用されているフィーチャーもまた、マークされます。 これは、バー

ジョン 3.25 以前の PC-DMIS におけるデフォルト モードです。  

付記: マークされた子コマンドのマークを消去しても、その親コマンドはマークされたままで

す。  
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子モード  

編集 | マーキング | 子モード を選択すると、関連した親コマンドがマークされているかぎり、そ

の子コマンドもまた、すべてマークされます。 「子」コマンドとは、その機能が作動するには、

別のコマンドがまず作動しなければならない、コマンドを指します。 例えば、ディメンション

を持つフィーチャーがマークされ、このオプションが選択されている場合、PC-DMIS はまた、

当フィーチャーのディメンションをもマークします。  

付記: 親   モード と 子モード のどちらも選択されていない場合、PC-DMIS は選択された項目の

みをマークします。  

 

付記: マークされた親コマンドのマークを消去しても、その子コマンドはマークされたままで

す。  

新パーツ配置モード  

編集 | マーキング | 新パーツ配置モード を選択（メニュー オプションの横にチェックマークを

表示）すると、フィーチャー/ディメンションが実行用にマークされるたびに、それに対応した

パーツ配置データがマークされます。  

マーク済みフィーチャー セットの作成と実行  
PC-DMIS では、マークされたフィーチャーを、「セット」と呼ばれるグループに分類し体系付

けることができます。 その後、マーク済みフィーチャー セット ウィンドウを用いて、保存され

たセットのフィーチャーを実行することが可能です。  

• 一つのパーツプログラムに対して、三十(30)個までの、マーク済みフィー

チャーセットを定めることができます。  
• マーク済みフィーチャーセットの各セットに結び付けられる、フィーチャ

ーの数に制限はありません。  
• 実行時には、アクティブなマーク済みセット内の、セットにまとめられて

いるフィーチャーのみが実行されます。  
• パーツプログラム内で作成された、マーク済みフィーチャーセットにはす

べて、マーク済みフィーチャーセットウィンドウ内のアイコンが表示され

ます。 各アイコンは、それが表わすマーク済みセットに関連したフィー

チャーすべてをグラフィックス的に表示します。  

以下の項目は、マーク済みフィーチャーセットの作成、変更、実行、再位置付け、ロック、及び、

削除の方法を記述します。  
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 [マークされたセット]ウィンドウの例 

マーク済みフィーチャー セット ウィンドウのサンプル  

 

 

作成された、マーク済みフィーチャーの 2 セット（セット 1、及び、セット 2）を伴う、マーク

済みフィーチャーセットのウィンドウ  

付記: マーク済みフィーチャーセットのウィンドウが隠されている時には、マークされたフィー

チャーセットすべてが作動不能であり、パーツプログラム実行の標準モードがそれに続きます。  

利用可能なボタン  

開く – このボタンは、標準の 開く ダイアログ ボックスにアクセスし、それを

用いて、パーツプログラムを開き、その他の小規模なファイル オペレーショ

ンを行うことができます。 「 基本的なファイルオプションの使用 」の 項 に
ある「 既存のパーツプログラムを開く 」を参照して下さい。  

レポート全体の印刷 – このボタンを押すと、その時点でのレポートが、その時

点で選択された出力装置に送付されます。 「 基本的ファイルオプションの

使用 」の 項 の「 編集ウィンドウからの印刷 」を参照して下さい。  

先端チップをキャリブレート – このボタンを押すと プローブ ユーティリティ 
ダイアログ ボックスにアクセスし、それを用いて、お手持ちの先端チップを

キャリブレートすることができます。 PC-DMIS は、Gom （Krypton）、

Romer、及び、Garda インターフェース用には、このボタンを作動不能にし

ます。 「 ハードウェアの定義 」の 項 にある「 プローブの定義 」を参照し

て下さい。)  

新規の、マーク済みフィーチャーセットを作成するには  

1. 編集 | マーキング | 新規のマーク済みフィーチャーセット オプションを

選択するか、または、マーク済みフィーチャー セット ウィンドウ内をど

こでもダブルクリックすると 新規のマーク済みフィーチャーセット ダイ

アログ ボックスが現れ、新規のマーク済みセットの名称を尋ねます。  
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新規のマーク セット ダイアログ ボックス  

2. マーク済みフィーチャーセットを識別するための名称をタイプ入力して下

さい。 セット名の長さに制限はありませんが、内容のある簡潔なキーワ

ードを用いると、読みやすくなります。  
3. OK をクリックして下さい。 新規のマーク済みフィーチャーセットが、

マーク済みセット ウィンドウ内に保存されます。 この時点で、PC-DMIS
はまた、 レポート 印刷オプション ダイアログ ボックスをも表示します。 
このダイアログ ボックスを用いると、この新しいマーク済みセット専用

の印刷オプションを定義することができます。 （このダイアログ ボック

ス内の様々なオプションに関する、より詳しい説明については、「基本的

なファイルオプションの使用」にある「 出力及びプリンター オプション

の設定 」を参照して下さい。）  

 

セット 1 用の「レポート印刷オプション」ダイアログ ボックスのサンプル  

4. このセット専用の印刷オプションを定義して下さい。 あるいは、パーツ

プログラム全体用に定義された、既存の印刷オプションを使用する場合に

は、単に 包括的印刷設定の 使用 チェック マークを選択して下さい。  
5. OK をクリックして下さい。 ダイアログ ボックスが閉じます。  
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6. この後、新規のマーク済みフィーチャーセットにアクセスし、それにフィ

ーチャーを付け加えることが必要です。  

既存の、マーク済みフィーチャーセットにフィーチャーを付け加え

るには  

1. 編集 | マーキング | マーク済みフィーチャーセット表示 オプションを選

択して下さい。 マーク済みフィーチャーセット ウィンドウが現れます。  
2. 変更予定のマーク済みフィーチャーセットがアクティブであることを、確

認して下さい（タブを押して、一連のセットを通覧するか、または、セッ

ト上をクリックし、一つのセットを選択して下さい）。  
3. 編集ウィンドウにアクセスし、マーク済みフィーチャーセットに付け加え

る予定の、フィーチャーをマークして下さい。 当セット用のデフォルト

設定アイコンが、変更内容を反映して動的に変化します。  
4. 終了すると、マーク済みフィーチャーセット ウィンドウを閉じて下さい。  

既存の、マーク済みフィーチャーセットからフィーチャーを除去す

るには  

1. 編集 | マーキング | マーク済みフィーチャーセット表示 オプションを選

択して下さい。 マーク済みフィーチャーセット ウィンドウが現れます。  
2. 変更予定のマーク済みフィーチャーセットがアクティブであることを、確

認して下さい（タブを押して、一連のセットを通覧するか、または、セッ

ト上をクリックし、一つのセットを選択して下さい）。  
3. 編集ウィンドウにアクセスし、マーク済みフィーチャーセットから取り除

く予定の、フィーチャーのマークを消去して下さい。 当セット用のデフ

ォルト設定アイコンが、変更内容を反映して動的に変化します。  
4. 終了すると、マーク済みフィーチャーセット ウィンドウを閉じて下さい。  

マーク済みフィーチャーセットのアイコンをカスタマイズするには  

ご希望の場合には、デフォルト設定のグラフィックスのかわりに、ユーザー定義のビットマップ 
イメージをマーク済みフィーチャーセットに与えることができます。 ユーザー ビットマップを

適用するには、  

1. ｢ペイント」、または、ご希望の、他のビットマップ エディタ プログラ

ムを用いて、カラー ビットマップを作成して下さい。 ビットマップのサ

イズは、48 x 48 ピクセル以内が望まれます。  
2. ビットマップ ファイルは、パーツプログラムと同様のディレクトリに保

存して下さい。 PC-DMIS が認識するために、ビットマップのファイル名

は、以下の名称様式を使用する必要があります:  
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初のマーク済みフィーチャーセット用には MARKST00.BMP  

2 番目のマーク済みフィーチャーセット用には MARKST01.BMP  

3 番目のマーク済みフィーチャーセット用には MARKST02.BMP  

…  

31 番目のマーク済みフィーチャーセット用には MARKST30.BMP  

例: 初のマーク済みフィーチャーセットが作成された時に、ビットマップ ファイル

MARKST00.BMP がパーツプログラムのディレクトリに配置されると、MARKST00.BMP 内のビ

ットマップ イメージが表示されます。 マーク済みフィーチャーセットに、ビットマップ ファイ

ルがない場合には、デフォルト設定のグラフィックスが使用されます。 また、連続したビット

マップを使用する必要はありません。 言い換えると、マーク済みセット 1 と 5 用ののビットマ

ップを使用する一方で、マーク済みセット 2、3、及び、4 用のデフォルト設定グラフィックスを

用いることができます。  

マーク済みフィーチャーセットを位置付けし直すには  

マーク済みフィーチャーセットを位置付けし直すことができます。 マーク済みフィーチャーセ

ットを位置付けし直すには、  

 

• 編集 | マーキング | マーク済みフィーチャーセット表示 オプションを選

択して下さい。 マーク済みフィーチャーセット ウィンドウが現れます。  
• Shift キーを押し続けながら、ご希望のマーク済みフィーチャーセットを

用いて選択して下さい。  
• 新しい位置に、マーク済みフィーチャーセットをドラッグして下さい。  
• Shift キーとマウスの左ボタンをリリースすると、PC-DMIS は、これまで

の変更内容を反映して、マーク済みセット ウィンドウを更新します。  
• 終了すると、マーク済みフィーチャーセット ウィンドウを閉じて下さい。  

マーク済みフィーチャーセットを実行するには  

 

• 編集 | マーキング | マーク済みフィーチャーセット表示 オプションを選

択して下さい。 マーク済みフィーチャーセット ウィンドウが現れます。  
• 実行する予定のセットをダブル クリックして下さい。 PC-DMIS が、その

マーク済みフィーチャーセットを実行します。  
• 終了すると、マーク済みフィーチャーセット ウィンドウを閉じて下さい。  
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マーク済みフィーチャーセットをロックするには  

マーク済みフィーチャーセットがパーツプログラムに定義された後、誰かが不意に現時点でのコ

ンフィギュレーションを削除したり、それ以外の場合には、変更したりするのを防ぐために、ロ

ックを設置することが可能です。 このオプションに関する、より詳しい説明については、「 仕
様の設定 」の 項 にある「 マーク済みフィーチャー セットのロック 」の項目を参照して下さい。  

マーク済みフィーチャーセットを削除するには  

以前に作成されたマーク済みフィーチャーセットはいずれも、容易に削除することが可能です。 
これをするには:  

 

• 編集 | マーキング | マーク済みフィーチャーセット表示 オプションを選

択して下さい。 マーク済みフィーチャーセット ウィンドウが現れます。  
• 削除する予定のマーク済みフィーチャーセットがアクティブであることを、

確認して下さい（タブを押して、一連のセットを通覧するか、または、セ

ット上をクリックし、一つのセットを選択して下さい）。  
• 「削除する」キーを押して下さい。 マーク済みフィーチャーセットの削

除を確認する、確認ボックスが現れます。  
• はい ボタンをクリックして下さい。 マーク済みフィーチャーセットが削

除され、そのアイコンがマーク済みセット ウィンドウ内から除去されま

す。  
• 終了すると、マーク済みフィーチャーセット ウィンドウを閉じて下さい。  

ブレークポイントの使用  

 

ブレークポイント（赤色のアイコン）の付いた編集ウィンドウ  

編集 | ブレークポイント メニュー オプションは、パーツプログラムの作成、テスト、及び、実

行時に、役立つデバッグ ツールです。 一般的に、パーツプログラムは、一ラインごとに次から

次へと実行されます。 パーツプログラムの特定のラインにブレークポイントを配置すると、実
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行中のプログラムが、その点に達した時停止します。 当パーツプログラムが変数入力式とフロ

ーコントロールを使用する場合、これらの 変数 を検査し、プログラムが希望どおりに機能して

いることを確認できます。  

PC-DMIS がブレークポイントで停止した時、 次へステップ ボタンを使用する場合がある、と思

われます。 このボタンを押すと、測定プロセスは続けられますが、実行は 1 ステップごとに行

われ、CMM を動かすコマンドの各ステップ実行後、CMM は中断されます。 ステップ モードで

は、フィーチャーにヒットを挿入でき、既存のフィーチャーまたはコマンド間に新規のフィーチ

ャーを挿入することができます。 オフラインで、ステップ モードをシミュレーションすること

もできます。  

普通のパーツプログラム実行状態に戻るには、 実行 ダイアログ上の 続ける を押して下さい。 
幾つかのメニュー、及び、キーボード コマンドを用いて、ブレークポイントの設置と除去を行

うことができます。 ブレークポイントは、パーツプログラムと共に保存されるので、次にパー

ツプログラムが開いた時に、利用可能になります。  

付記: お手持ちのプログラムがブレークポイントを使用し、編集ウィンドウが コマンド モード 
にある場合、 PC-DMIS は、実行中も引き続き編集ウィンドウを表示し続け、また、その時点で

実行されているコマンドが 赤色 でハイライト表示されます。 編集ウィンドウが 要約モード に
あり、ブレークポイントがある場合には、 PC-DMIS は、編集ウィンドウ上で、既に実行された

コマンドを 緑色 のハイライトで表示、測定予定のフィーチャーを 黄色 のハイライト表示、その

時点で実行中のフィーチャーを 青色 のハイライト表示、そして、実行されないコマンドを オレ

ンジ色 のハイライトで表示します。  

 

ブレークポイントを伴う実行中、要約モードで用いられる色の例  

 

ブレークポイントを伴う実行中、コマンド モードで用いられる色の例  
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ブレークポイント トグル     

編集 | ブレークポイント | ブレークポイント トグル メニュー オプションを選ぶと、ブレークポ

イントを設定、または、除去することができます。 ブレークポイントは、編集ウィンドウ内の、

その時点でのカーソルの位置にあるラインに設定、または、そのラインから除去することができ

ます。 編集ウィンドウの左の余白に、赤色の小さな丸いアイコンが表示され、ブレークポイン

トが設定されたことを示します。  

 

デフォルト設定の挿入    

編集 | ブレークポイント | デフォルト設定の挿入 メニュー オプションを選ぶと、パーツプログ

ラムを通して、デフォルト設定位置にブレークポイントを設定することができます。 ブレーク

ポイントのためのデフォルト位置は、編集ウィンドウ内のラインとして定義され、そこには、

CMM を動すコマンド、または、フローコントロール コマンド（例えば、IF や THEN ステートメ

ント）の結果として起こる分枝を起こすコマンドがあります。より詳しい情報については、

「 フローコントロールを使っての分枝 」の 項 を参照して下さい。  

デフォルト設定を除去    

 

編集 | ブレークポイント | デフォルト設定を除去 メニュー オプションを選ぶと、パーツプログ

ラムを通して、デフォルト設定位置からブレークポイントを取り除くことができます。 デフォ

ルト設定位置に設定されたブレークポイント (「 デフォルト設定の挿入 」を参照して下さい）の

みが取り除かれます。 デフォルト設定位置以外にあるブレークポイントは、取り除かれません。  

すべてを除去    

 

編集 | ブレークポイント | すべてを除去 メニュー オプションを選ぶと、パーツプログラムから 
すべて のブレークポイントを除去できます。  
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スタートポイントの設定  

 

スタートポイント（赤色の矢印）を伴う編集ウィンドウ  

編集ウィンドウがコマンド モードにある時にのみ、スタートポイントを設定することができま

す（「 編集ウィンドウの使用 」の 項 にある「 コマンド モード使用 」を参照して下さい）。  

パーツプログラム内にスタートポイントを挿入し、それから ファイル | 部分的実行 | スタートポ

イントからの実行 を選ぶと、PC-DMIS は、パーツプログラムの初めからプログラム フローを開

始するかわりに、 初のスタートポイントからパーツプログラムの実行を開始します。  

重要事項: プログラム内での現所在位置での使用中の先端チップの方向が、プローブ ヘッドのそ

の時点での方向と一致しない場合、チップ方向変更のため、PC-DMIS がチップ コマンドに戻っ

て実行を試みないことに注意してください。  

複数のアーム モードを使用し、各アームごとに異なるスタートポイントを設定する必要がある

時、スタートポイントは、特に役に立ちます (「 複数アームモードの使用 」の 項 を参照して下

さい）。  

お手持ちのパーツプログラム内にスタートポイントを挿入するには、編集ウィンドウ内で、スタ

ートポイントを表示したい場所をクリックし、それから スタートポイント設定 アイコン を 編集

ウィンドウ ツール バーから選択するか、または、コマンド モードにおいて、スタートポイント

を表示したい場所を右クリックし、ショートカット メニューから スタートポイント設定 を選択

して下さい。  

 

より詳しい説明については、「 複数アームモードの使用 」の 項 にある「 複数アーム用にスタ

ートポイント設定 」及び「 ツール バーの使用 」の 項 にある「 編集ウィンドウツール バー 」
を参照して下さい。  
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ブックマークの使用  

 

ブックマーク（青色のアイコン）の付いた編集ウィンドウ  

編集ウィンドウがコマンド モードにある時、（「 編集ウィンドウの使用 」の 項 にある「 コマ

ンド モード使用 」を参照して下さい) または、作動可能であれば DMIS モード にある時、ブッ

クマークを設定することができます。 ブックマークは、パーツプログラム内で、頻繁にアクセ

スされるラインをマークします。 ブックマーク設定後、メニューか、または、キーボードを用

いて、ブックマーク設定場所に移動することが可能です。 ブックマークが不必要になった時に

は、それを取り除くことができます。 ブックマークは、一連の編集セッションの合い間に保存

されるので、次にパーツプログラムが開いた時に、利用可能になります。  

重要事項 : ブックマークが、コマンドではなく、ライン番号に割り当てられることに注意してく

ださい。 ですから、あるモードでブックマーク設定後に、別のモードに切り換えると、ブック

マークが同一のライン番号上に配置しているにもかかわらず、異なるコマンド上に表示される可

能性があります。  

ブックマーク トグル    

 

編集 | ブックマーク | ブックマーク トグル メニュー オプションを選ぶと、ブックマークを設定、

または、除去することができます。 ブックマークは、編集ウィンドウ内の、カーソルの位置に

あるラインに設定、または、そのラインから除去することができます。 左の余白に、小さな青

いアイコンが表示され、ブックマークが設定されたことを示します。  

次のブックマーク    

 

編集 | ブックマーク | 次のブックマーク メニュー オプションを選ぶと、編集ウィンドウ内で次

のブックマークに移動できます。 その時点でのカーソル位置の下に、ブックマークが見つけら

ない場合、ブックマークのサーチが、編集ウィンドウの上部から再開されます。  
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全ブックマーク消去    

 

編集 | ブックマーク | 全ブックマーク消去 メニュー オプションを選ぶと、編集ウィンドウから

全ブックマークを除去することができます。  

フォント、及び、色を変更  
「 仕様の設定 」の 項 にある「 編集ウィンドウのセットアップ 」の項目に記述された手順に従

って、編集ウィンドウ内で使用されているフォント、及び、色を、簡単に編集することが可能で

す。  

外部オブジェクトの編集  
PC-DMIS では、コマンド モード内でのみ、埋め込まれた外部オブジェクトを編集することがで

きます。 これをするには、コマンド モード内で当オブジェクトを選択し、そして、ダブルクリ

ックして下さい。  

外部オブジェクトの作成、及び、挿入に関する、説明については、「 外部要素の追加 」の 項 に
ある「 外部オブジェクトの挿入 」を参照して下さい 。  
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編集ウインドウの使用 
編集ウィンドウの使用: イントロダクション  

 

編集ウィンドウ  

編集ウィンドウにアクセス
するには、「見る | 編集ウ
ィンドウ」メニュー オプシ
ョンを選択して下さい。  

メニュー ロードマップ

の表示  

パーツプログラム編集の主要なツールの一つは、強力な編集ウィン

ドウです。 編集ウィンドウは、パーツプログラムを構成するコマ

ンドすべてを含んでいます。 編集ウィンドウを用いると、パーツ

プログラムの作成者は、切り取り、コピー、貼り付けのような編集

作業、及び、既存のテキストとコマンドの変更を行うことができま

す。 また、編集ウィンドウを用いると、パーツプログラムの作成

者は、新規のコマンドを付け加え、既存のコマンドを実行し、そし

て、コードをデバッグすることもできます。  

 

この項では、以下の項目をご覧になることにより、一般に、編集ウィンドウとパーツプログラム

の編集について学ぶことが可能です:  

• コア概念の理解  
• 要約モードの使用  
• コマンド モードの使用  
• DMIS モードの使用  
• ユーザー定義グループの使用  
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バージョン 3.5 での、編集ウィンドウの主な変更点  

• 編集ウィンドウのメニューが、更新されたメニュー バーの新メニュー構

造内に配置されました。  
• 「編集ウィンドウ」ツール バーを用いると、頻繁に使用される編集ウィ

ンドウ機能の多くにすばやくアクセスできますが、この「編集ウィンド

ウ」ツール バーが、編集ウィンドウから取り除かれ、PC-DMIS のツール 
バー エリアからアクセス可能になりました。 このツール バーに関する、

より詳しい情報については、「ツール バーの使用」の項にある「編集ウ

ィンドウのツール バー」の項目を参照して下さい。  
• 現バージョンでは、編集ウィンドウは、お客様のスクリーンの側面、上部、

または、底部でドッキングが可能です。 これは、編集ウィンドウをグラ

フィックス表示ウィンドウ上にドッキングすることが可能であることを意

味します。  
• 編集ウィンドウはまた、グラフィックス表示ウィンドウ上での浮動も可能

です。 旧バージョンの PC-DMIS（バージョン 2.ｘから 3.25 まで）と同

じように、編集ウィンドウは、グラフィックス表示ウィンドウ上で浮動で

きます。 編集ウィンドウを浮動させるには、それを右クリックして、

「ドッキング画像」オプションを選択解除して下さい。 これにより、直

前の編集ウィンドウと同様に作動する、新しい編集ウィンドウが開きます。 
このモードの「ウィンドウ」メニューで、コマンドを使用することができ

ます。  

バージョン 4.0 での、編集ウィンドウの主な変更点  

• レポート モードが編集ウィンドウから取り除かれ、新しいレポート モー

ドに替えられました。 、「測定結果レポート」の項にある「レポート ウ
ィンドウについて」を参照して下さい。  

バージョン 4.2 での、編集ウィンドウの主な変更点  

• 編集ウィンドウのコマンド モード、及び、DMIS モードに、新規の色付け

とテキスト フォーマットが与えられ、コマンド ブロックと編集可能フィ

ールドをより簡単に識別できるようになりました。 また、編集可能フィ

ールドの値の新しい変更方法ができました。 より詳しい説明については、

「デフォルト編集ウィンドウの色付けとフォーマットの理解」を参照して

下さい。  

これらの強化点は、編集ウィンドウの内容を操作する一連のツールであり、簡単に、そして、直

感的に使用することができます。  
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コア概念の理解  
編集ウィンドウでは、その時点でのパーツプログラムに簡単にアクセスすることができます。 
編集ウィンドウ、ダイアログ ボックス、または、編集ウィンドウと適切なダイアログ ボックス

の組み合わせのみを用いることにより、パーツプログラムは容易に変更が可能です。 下記の項

では、編集ウィンドウの使用についての学習に役立つ、コア概念の記述があります。  

編集ウィンドウの操作  

編集ウィンドウは、パーツプログラムを構成するコマンドすべてを含んでいます。  

各種のモード間で切り換えることにより、編集ウィンドウの表示を変更することができます。 
も良く使用される二種のモードは、デフォルト設定により、既に作動可能な状態にあります。 

これらは、コマンド モードと要約モードです。 DMIS モードと呼ばれる、第三のモードもまた 
仕様の設定 ダイアログ ボックス内で作動可能にされると、利用可能になります。  

• 簡単に言うと、 要約モード はお客様のパーツプログラムの要約を視覚的

に表示します。  
• コマンド モード では、各コマンドを構成するコードが詳細に表示されま

す。  
• DMIS モード は、コマンド モードに類似していますが、そのコードが

DMIS プログラム言語で書かれているので、コマンド モードのような編集

機能が与えられていません。 編集ウィンドウのツール バー上の適切なア

イコンをクリックすることにより、これらの異なるモード間で切り換える

ことができます。  

これらのモードのそれぞれで、既存のコマンドを用い、新規のコマンドを付け加えることができ

ますが、各コマンドの能力とその作動法は、それぞれに異なります。 コマンドは、編集可能な

フィールドと編集不可能なフィールドの両方を持つことが可能です。 編集可能なフィールドで

は、数値を入力できます。 一部の編集可能フィールドは トグル フィールド と呼ばれ、定義済み

の適切な数値間で切り換えができます。  

• コマンド モード、または、DMIS モードにある場合 、タブ キーを押すと、

カーソルが次の編集可能フィールドに移動します。 数値がハイライト色

（デフォルトは黄色）でハイライト表示されている時、それは編集可能な

フィールド上にあります。  
• 要約モードにある場合 、コマンドを拡大し、それから、編集可能な項目

を右クリックすると、編集コマンドが表示され、新規の値のタイプ入力を

選択することができ、また、一覧から既存の値を選択することもできます。  

編集ウィンドウ ツール バーの使用  

編集ウィンドウのツール バーによって、お手持ちのパーツプログラムのオペレーションを実施

でき、さらに、各種の編集ウィンドウモード間で切り換えることができます。 このツール バー
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に関する、より詳しい情報については、「 ツール バーの使用 」にある「 編集ウィンドウのツー

ル バー 」の項目を参照して下さい。  

グラフィックス表示ウィンドウを用いて、フィーチャーに移動  

編集ウィンドウ内の、特定フィーチャーの位置にカーソルを移動するには、Ctrl キーを押し続け

たままで、グラフィックス表示ウィンドウ上の当フィーチャーをクリックして下さい。  

デフォルト編集ウィンドウの色付けとフォーマットの理解  

 

コマンド モードにある編集ウィンドウ  

コマンド モード、または、DMIS モードでの情報をオフセットするために、PC-DMIS は、異な

る背景色、テキスト色、及び、テキスト用活字を使用します。 特に、旧バージョンの PC-DMIS
に慣れ、突然多数の色の洪水にあった場合には、この色付けとテキストのフォーマットが、 初

は混乱したもののように見えるかもしれません。 しかし、ご安心ください; これらの色を避けた

い場合には、簡単に PC-DMIS を旧バージョンの色スケームに戻すことができます（「仕様の設

定」の項にある「編集ウィンドウの色定義」を参照して下さい）。  

しかし、色とフォーマットは、生産性の増加に役立つ、価値のあるツールです。 以下の項目が、

これらのツールについて記述しています。  

背景色  

異なる背景色によって、どのコマンドが、マーク済み、マークなし、エラーあり、アクティブ、

または、実行段階の途中であるか、を知ることができます。 これらの背景色は、編集ウィンド

ウ用の「色エディタ」ダイアログ ボックスで定義されています。  
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編集ウィンドウの色エディタ内の、編集ウィンドウの背景色情報  

 

このスクリーン画面の例を参考にして下さい:  

 

バージョン 4.2 の色付けスケームを表示する、編集ウィンドウの例  

• 淡い緑色の背景は、コマンドが実行用にマークされていることを意味します。  
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• 淡い青色の背景は、コマンドが実行用にマークされていないことを意味します。  
• かすかに濃い背景色（マーク済みコマンド用の濃い緑色、または、マークなしコマンド

用の濃い青色、のどちらか）は、その時点でアクティブなコマンドを表示します。  

テキストの色  

黒色のテキスト - 編集不可能なコマンドのテキストすべて。 このテキストの変更はできません。  

青色のテキスト - 編集可能なコマンドのテキストすべて。  

赤色のテキスト - ディメンション以外のコマンドについて、これは、コマンド テキストのエラー

を示しています。 そのコマンドは、パーツプログラム実行中、省略されます。 エラーは、対応

されていないコマンド、対応されていないタイプのプローブ、及び、シンタックスのエラー（通

常、入力式、または、スクリプトのコマンドを使用している時）が原因です。 ディメンション

のコマンドについて、赤色のテキストは、ディメンションが公差域外であることを示しています。  

警告: お手持ちのパーツプログラムに、対応されていないコマンド（赤色テキストのコマンド）

がある場合、オンラインでの実行前に、パーツプログラムを通してチェックして下さい。 対応

されていないコマンドはパーツプログラム実行中に省略されるので、プローブの衝突が起こる原

因になることがあり、注意が必要です。  

ハイライト表示されたテキストは、アクティブなコマンド、または、グループを表示  

マウスを、コマンド ブロック、または、グループ化された複数のコマンド ブロック上に移動す

ると、コマンド ブロック全体、または、グループ全体が、わずかに濃い背景色でハイライト表

示されます（上記の例の内、項目 C を参照して下さい）。 これによって、コマンド ブロック全

体の範囲を、即座に見ることができます。 また、このようなマウスの移動が、コマンドを「ア

クティブ」にします。 このことは、実行のために、コマンドをクリックする必要がないことを

意味しています。 例えば、マウスをコマンド上に動かし、F9 を押して下さい。 関連したダイア

ログ ボックスがある場合には、それが表示されます。 コマンドを削除するには、コマンド全体

を選択する必要はなく、アクティブになるまでマウスをコマンド上で動かし、それから、「削除

する」を押して下さい。 大規模なプログラムを編集時には、マウス クリックの省略が生産性の

向上につながることを実感できる、と思われます。  

「<」と「>」の活字が読みやすさを増加  

淡色のテキストの海で、特定の数値を探して右往左往した経験をお持ちの場合、「<」と「>」活

字の追加が役に立つ、と思われます。 これらの活字は、類似の数値をグループ化し、それによ

って、より簡単に、様々な X、Y、Z、及び、I、J、K の値のある各種フィールドを区別すること

ができます。 これらの活字のペアは、冒頭と末尾の場所を表示します。 これによって、読みや

すさが増加し、必要な値をもっと見つけやすくなります。  

ポップアップ メニューにより、トグル フィールドでの選択が容易になる  

トグル フィールド上で、利用可能なコマンドの一覧を通覧する必要がなくなりました。 単に、

濃い青色のテキスト上でお手持ちのマウスを一瞬停止すると、背景色がボタンのように変わりま

す。 そのボタンをクリックして下さい。 ドロップダウン一覧が表示され、そこで、トグル フィ

ールド用のご希望の値を選択することができます。  
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より簡単なファイル名のフィールド  

あるフィールドには、ファイル名の値があります。 ファイルを新規の場所に移動する場合、デ

ィレクトリへの長い経路を根気良くタイプ入力しなおすより、より簡単に経路を更新する方法が

あります。 かわりに、マウスをフィールド上で止めると、ファイル名がボタンのように変わり

ます。 それをクリックすると、「ファイルを開く」ダイアログ ボックスが現れ、そのファイル

の所在位置を見つけて、更新することができます。  

コマンドの挿入  

多くの場合、測定を行う時、または、情報入力のためにダイアログ ボックスを使用する時に、

コマンドが自動的に挿入されます。 また、編集ウィンドウ内から、直接コマンドを付け加える

ことも可能です。 その時点でのモード次第で、PC-DMIS は異なる仕方で作動します:  

1. コマンド モードにおいては 、単に、当コマンドの 初のいくつかの文字

をご存知の場合、それらをタイプ入力することにより、新規のコマンドを

挿入することができます。  
2. 要約モードにおいては 、ショートカット メニューから コマンドを付け加

える を右クリックして選択することにより、新規のコマンドを挿入する

ことができます。 PC-DMIS は、追加可能なコマンドの一覧表示します。  
3. DMIS モードにおいては 、簡単に、ライン上の「戻る」を押すことにより、

新規のコマンドを挿入することができます。 一覧が現れ、そこから、追

加予定の適切な DMIS コマンドを選択できます。  

値の編集  

直接、編集ウィンドウ内で、コマンドの設定をすばやく変更したい場合がある、と思われます。  

• コマンド モードか、DMIS モードにおいては 、「タブ」を押して、変更

予定の編集可能なフィールドに移動して下さい。 新規の値をタイプ入力

するか、または、入手可能な値の一覧を前方か後方に移動するために、

F7、または、F8 をタイプ入力して下さい。 また、入手可能な値のポップ

アップ一覧から選択するためには、トグル フィールド上でマウスを押し

続け、ダウン矢印をクリックして下さい。  
• 要約モードにおいては 、コマンドを拡大して下さい。 その後、編集予定

のラインを右クリックすると、PC-DMIS が一覧を表示し、その一覧から

先在する値を選択することができ、または、PC-DMIS が編集ボックスを

表示し、そこに、新規の数値をタイプ入力することができます。  

コマンドを選択する  

PC-DMIS のいずれのモードにおいても、ほとんどのコマンドを選択することができます。 コマ

ンドを再位置付け、または、コピーする前に、選択することができます。  
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• 要約モード にある場合、コマンド ブロック全体を選択するために、縮約

されたコマンド上をクリックして下さい。 そのコマンドに関連した、す

べてのデータ項目もまた、選択されます。  
• コマンド モード または DMIS モード にある場合、コマンドの冒頭をクリ

ックし、マウスを押し続け、当コマンド全体がハイライト表示されるまで

ドラッグして下さい。  

全部選択 メニュー オプションを選ぶと、レポート全体を、編集目的で選択することができます。  

コマンドの再位置付け  

PC-DMIS 内のコマンドの多くが、再位置付け可能です。 コマンドの所在位置を変更したい場合、

簡単に、それを行うことができます。  

要約モード、コマンド モード、または、DMIS モードのいずれかにある場合 、コマンド ブロッ

ク全体を選択し、それから 編集 | 切る メニュー オプションを選んで、当コマンドをその時点で

の位置から取り除き、さらに 編集 | 貼り付け メニュー オプションを選んで、それを新規の位置

に配置することにより、コマンドを再位置付けすることができます。 また 編集 | コピー メニュ

ー オプションを用いて、コマンドのコピーを作り、別の位置に貼り付ける用意ができるまで ク
リップボード に保存しておくことができます。  

 

これらと、その他の標準編集コマンドに関する、より詳しい説明については「 パーツプログラ

ムの編集 」の 項 にある「 標準編集コマンドの使用 」を参照して下さい。  

コマンドを削除する  

 

編集ウィンドウにあるコマンドを選択し、DELETE を押すことにより、容易に削除することが可

能です。 編集ウィンドウ ツール バーにある アンドゥ アイコンを即座にクリックすると、削除

されたコマンドを回復することができます。  

ダイアログ ボックスへのアクセス  

 

フィーチャー、または、コマンドを編集時、特定のフィーチャーか、コマンドに関連したダイア

ログ ボックスにアクセスしたい場合があるかもしれません。 編集モードの一つにおいて、フィ

ーチャーか、コマンド ブロックにカーソルを置き、F9 を押すことにより、容易にダイアログ ボ
ックスにアクセスすることが可能です。 フィーチャーに関連したダイアログ ボックスが現れま

す。 その後、当ダイアログ ボックス内で変更を行い、 OK または 適用する をクリックすると、

編集ウィンドウがこれまでの変更内容を反映して、自動的に更新されます。  
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一部のコマンドに関しては、PC-DMIS がコマンドモードにある場合にのみ、F9 を押すと、当ダ

イアログ ボックスにアクセスすることができます。  

編集ウィンドウのヘッダー、及び、フッターの変更  

編集ウィンドウ内で、ヘッダー / フッターのテキストのフォーマットに使用されるファイルが 3
通りあります。 これらのファイルは、LOGO.DAT、HEADER.DAT、及び、ELOGO.DAT です。 
これらのファイルは、お客様のインストレーション ディレクトリ内に位置しています (例えば、

C:\Pcdmisw)。  

標準テキスト エディタ（例えば、ノートパッド）を用いて、これらのテキスト ファイルを変更

し、その変更内容を保存することにより、編集ウィンドウのヘッダー、または、フッターを編集

することが可能です。  

重要事項: PC-DMIS4.0 以降では、測定結果のレポート方法が向上したおかげで、レポート時に

編集ウィンドウが使用されません。 かわりに、現在、レポート ウィンドウ内にレポートが表示

されます。 これにより、上記の説明のように .DAT ファイルを変更すると、一般に、編集ウィン

ドウ内のヘッダー、及び、フッターのみがその影響を受け、レポート ウィンドウの出力内容に

は影響が及びません。 しかし、v4.3 以降では、これを回避する方法があり、あるテンプレート

編集をセットアップすることが必要です。 これを行うには、「 .DAT ファイルのキーワードを使

用したレポート 」を参照して下さい。  
 
しかしながら、通常、レポート ウィンドウのヘッダーを変更するには、.DAT ファイルのキーワ

ードを使用せず、かわりに、ヘッダー用のラベル テンプレートの変更が必要となります。 ヘッ

ダーの情報をコントロールするための標準ラベル テンプレートは、file_header.lbl です。 レポー

ト ウィンドウ内の表示内容をコントロールするテンプレートの変更に関する、より詳しい説明

については 測定数値レポート の 項 を参照して下さい。 特に、 レポートのヘッダーを変更 を参

照して下さい。  

ヘッダー  

編集ウィンドウ内のヘッダーを定義するために、変更できるファイルが 2 通りあります。 
LOGO.DAT 及び HEADER.DAT.  

LOGO.DAT – このファイルは、編集ウィンドウの冒頭のページ用のヘッダーを定義します。 冒
頭ページ用に、お客様の会社のロゴを持つビットマップを定義することに加えて、特定の日付と

時間のフォーマットを定義することができます。  
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編集ウィンドウのヘッダーのフォーマットの例  

これに対応する LOGO.DAT ファイルが、下記に表示してあります:  

 

ノートパッド内での Logo.dat の例  

付記: PART NAME, REV NUMBER, SER NUMBER, 及び STATS COUNT は固定フィールドであ

り、LOGO.DAT 内での変更はできません。  

HEADER.DAT – このファイルは、その他すべてのページのページ ヘッダーのフォーマットに

使用されます。  

 

レポートのヘッダー、または、フッターの変更に関する、より詳しい説明については、「レポー

トのヘッダーを変更」を参照して下さい。  

フッター  

ELOGO.DAT は、編集ウィンドウの 終ページのみにある、フッターのフォーマットに使用され

ます。  

 

編集ウィンドウのフッターのフォーマットの例  

これに対応する ELOGO.DAT ファイルが、下記に表示してあります:  

 

ノートパッド内での Elogo.dat の例  
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レポートのヘッダー、または、フッターの変更に関する、より詳しい説明については、「レポー

トのヘッダーを変更」を参照して下さい。  

ヘッダー、及び、フッターをフォーマットするキーワード  

以下は、利用可能なフォーマット用のキーワード、及び、その機能の一覧です。 .DAT ファイル

内にこれらのキーワードを挿入し、編集ウィンドウのヘッダー、または、フッターにおいて、そ

れらを表示することができます。  

付記: キーワードは、大文字と小文字の区別を 行います 。  

#DATE  その時点での日付を挿入します。  
＃TIME  その時点での時間を挿入します。  
＃PAGE  その時点でのページ番号を挿入しま

す。 これは、HEADER.DAT ファイ

ル内での使用に 適です。  
#TRn  トレース フィールド番号 n の値を

挿入します。  
＃PARTN  パーツプログラム名を挿入します。

＃DRWN  修正番号を挿入します。  
＃SERIALN  シリアル番号を挿入します。  
＃SEQUENCE  連続番号を挿入します。  
＃SHRINK  スケール係数を挿入します。  
＃NMEAS  測定寸法の合計数を挿入します。  
＃NOUT  誤差域からはずれている、測定寸法

の合計数を挿入します。  
＃ELAPSTIM  実行開始時と終了時の差の時間を挿

入します。 これは、FOOTER.DAT
ファイル内での使用に 適です。  

#BMP=bitmappath  ビットマップを指定された名称と共

に、ビットマップ経路の 変数 内に

挿入します。 ビットマップ ファイ

ルへの完全な経路（例えば、

D:\Files\Bmp\Pcdhead.bmp）を指

定する必要があります。  

レポートのヘッダー、または、フッターの変更に関する、より詳しい説明については「 レポー

トのヘッダーを変更 」を参照して下さい。  

ヘッダーとフッターのカスタマイズ用に、入力式、及び、トレース 
フィールドを使用  

キーワード自体はカスタマイズできないことに注意して下さい。 例えば、logo.dat 内の「＃

DATE」キーワードには、日付表示の方法が一通りー月-日-西暦年のフォーマットしかありませ

ん。 例えば、2005 年 5 月 5 日は、お客様の編集ウィンドウのヘッダー、または、フッターでは

5-5-2005 と記入されます。  
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以下の例は、入力式とトレース フィールドを用いて、編集ウィンドウ上で日付のフォーマット

を変更する方法について示しています。  

1. お手持ちのパーツプログラムのどこかに、以下のコマンドをタイプ入力して

下さい:  

ASSIGN/V1 = SYSTEMDATE("MMM dd, yyyy")  

これは、V1 に「2005 年 5 月 5 日」（または、その時点での日付）のスト

リング値を与えます。  

TRACEFIELD/DISPLAY,LIMIT=15 ; DATE :  

これは、V1 をトレース フィールドに割り当てます。  

2. お客様のプログラムにおいて、これが 初のトレース フィールドである、と

して、お手持ちのテキスト エディタ内で logo.dat ファイルを開き、

「DATE=」フィールドを以下のように変更して下さい:  

DATE=#TR1  

DATE フィールドが、#TR1 を用いて、 初のトレース フィールドを参照

していることに注意して下さい。  

3. 保存し、logo.dat を閉じて下さい。  
4. 編集ウィンドウにアクセスして下さい。 編集ウィンドウがヘッダーとフッタ

ーを表示可能である、として、ヘッダーが、V1 変数内と 初のトレース フ
ィールド内に保存された、フォーマット済みの日付を表示します。  

トレース フィールドと入力式を用いて、編集ウィンドウ内の表示内容をより良くコントロール

できます。  

トレース フィールドに関する、より詳しい説明については、「統計データの追

跡」の項にある「トレース フィールドの使用」を参照して下さい。  

入力式に関する情報については、「入力式及び変数の使用」の項を参照して下さ

い。  

レポートのヘッダー、または、フッターの変更に関する、より詳しい説明については、「レポー

トのヘッダーを変更」を参照して下さい。  
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要約モードの使用  

メニュー ロードマップの表示  

 

要約モードに入るには、
「見る | 要約モード」を選
択して下さい。  

要約モードを用いると、パーツプログラムの全般的レイアウトを見

ることに加えて、様々な詳細さにおいて、パーツプログラムのコマ

ンドを見ることができます。 直感的なインターフェースを通し

て、コマンドを容易に順序付けなおしでき、さらに、その編集も可

能です。  

レイアウト  

PC-DMIS の要約モードのレイアウトは、拡大、及び、縮約可能なデータ フォームです。 PC-
DMIS は、その 上レベルに、コマンド オブジェクトを表示します。 当コマンドの左側にある

プラスサイン (+) をクリックすることにより、これらのオブジェクトを拡大して、それらのグル

ープ、及び、データ項目を見ることができます。 マイナス サイン (-) をクリックして、それらを

縮約して下さい。また、それぞれ、右矢印キー、及び、左矢印キーを押すことによっても、これ

らのコマンド、または、グループを拡大、または、縮約することが可能です。  

コマンド  

 

コマンドを表示する、要約モード（拡大されていない項目）  

PC-DMIS は、 高レベルにある、ほとんどのパーツプログラムのコマンドを表示します。 基本

的ヒット、位置ディメンション、及び、あるパーツ配置コマンドのような、いくつかのコマンド

は、それらの親オブジェクトの下に表示されます。 また:  

1. 各コマンドには、それに関連した独自のアイコンがあり、これは必要なコ

マンドをすばやく識別するために役立ちます。  
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2. コマンドが ID を持つ場合、PC-DMIS は、そのコマンド内容の記述の前に、

この ID を表示します。  
3. 実行用にマークされたコマンドは、緑色のテキストで表示されます。  
4. 実行用に設定されていないコマンドは、青色のテキストで表示されます。  

グループ  

 

グループを表示する要約モード（フォルダのアイコン）  

グループは、フォルダ アイコンと共に表示され、コマンドから出た類似のデータ項目からなり

ます。 例えば、測定された円形オブジェクトには、 理論値 グループ、 実際値 グループ、及び 
設定 グループがあります。  

1. 理論値グループには、X,Y,Z,I,J,K の理論値と直径を含む、測定された円形

の理論値があります。  
2. 測定値グループには、その円形についての、それぞれ理論値に対応する測

定値があります。  
3. 設定グループには、ID、座標タイプ、円が内側/外側のどちらか、ヒット

数、等のような、測定された円形に関する情報があります。  
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データ項目  

 

データ項目を表示する要約モード（青色の球状アイコン）  

データ項目は、コマンド オブジェクトのパラメータ、または、設定です。 一部のデータ項目は

編集可能であり、その他は、情報目的のみで変更することができません。 データ項目は青色の

球状アイコンと共に表示されます。  

要約モードからのパーツプログラムの編集  

PC-DMIS では、要約モードにおいて、パーツプログラムを編集することができます。 要約モー

ドのインターフェースを用いて、コマンドのデータ項目の編集に加えて、コマンドの選択、追加、

除去、コピー、切り取り、貼り付け、マーク、マーク消去を行うことが可能です。  

コマンドを選択する  

マウスで左クリックをするか、または、アップ、及び、ダウン矢印を用いてコマンドに進み、そ

れらのコマンドを選択して下さい。  

• 複数のコマンドを選択するには、左クリックをする一方で、Ctrl キーを押

し続けて下さい。  
• 一連の項目を一度に選択するには、そのブロックの 初の項目を選択し、

Shift キーを押し続けて、ブロックの 後の項目を選択して下さい。  

PC-DMIS が、選択された項目すべてをハイライト表示します。  

コマンドを付け加える  

要約モードにおいて、PC-DMIS の標準メニューオプションを用いることにより、または、専用

のショートカット メニューを用いることにより、パーツプログラムにコマンドを付け加えるこ

とができます。  
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1. ショートカットメニューにアクセスするには、コマンド項目上を右クリッ

クして下さい。 利用可能な項目に関する、より詳しい説明については、

「 ショートカット キー及びショートカット メニューの使用 」の 項 にあ

る「 要約モード コマンド ショートカット メニュー 」を参照して下さい。  
2. 当ショートカット メニューから、 コマンドを付け加える を選択して下さ

い。 スクロールできる青色の一覧が現れます。  

 
3. 付け加えるコマンドを選択して下さい。 それをクリックした後、ポップ

アップ一覧が消え、PC-DMIS は編集ウィンドウ内にコマンドを挿入しま

す。 コマンドを付け加えずに、一覧を閉じる場合には、一覧を閉じるま

でお手持ちのキーボード上の ESC キーを押して下さい。  

付記: 一般に、PC-DMIS は、拡大/縮約可能な一覧内で、その時点で選択された項目の後に、新

規のコマンドを挿入します。  

コマンドを除去する  

コマンドを選択し「削除する」を押すことにより、パーツプログラムからコマンドを容易に削除

することが可能です。 そのコマンドがサブ コマンドを持つ場合、それらのコマンドもまた削除

されます。  

コマンドのコピー、切り取り、及び、貼り付け  

コマンドをコピーする、または、切り取るには:  

• 拡大/縮約可能な画像において、ご希望のコマンドを選択して下さい。  
• 以下の場所のいずれかから、コピーされた、または、切り取られたコマン

ドを選択して下さい:  

1. 編集ウィンドウの 編集 メニュー  
2. キーボード（コピー用には CTRL + C、切り取り用には CTRL + X）  
3. そのコマンド上を右クリックすると現れる、ショートカット メニューの 切る ま

たは コピー オプション  

付記: コマンドがサブ コマンドを含んでいる場合、サブ コマンドもまた切り取り、または、コピ

ーされます。  

切り取り、または、コピーされたコマンドを貼り付けるには:  
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1. 貼り付け予定のコマンドに先行する、拡大/縮約可能な画像において、そ

のコマンドを選択して下さい。  
2. 以下の場所のいずれかから、貼り付けられたコマンドを選択して下さい:  

• 編集ウィンドウの 編集 メニュー  
• キーボード(CTRL + V)  
• そのコマンド上を右クリックすると現れる、ショートカット メニューの 貼り付

け オプション。  

ドラッグ コマンド、及び、ドロップ コマンド  

要約モードにおいて、コマンドを切り取り、貼り付けて、再編することができ、また、一つ以上

の連続したコマンドを新規の位置に、簡単にドラッグしてドロップして再編することもできます。  

1. 編集ウィンドウの要約モードにおいて、一つ以上の連続したコマンドを選択して下さい。  
2. マウスの左ボタンを用いて、選択されたコマンドを編集ウィンドウ内の新規の位置にド

ラッグして下さい。  
3. マウスボタンをリリースして下さい。  

マウスボタンがリリースされると、PC-DMIS は、マウスポインターが位置するコマンドの下に、

それらのコマンドを即座に移動します。  

コマンドを実行用にマーク / マーク消去  

コマンドを実行用にマーク、または、マークを消去するには:  

• 編集ウィンドウ内でコマンドを選択して下さい。  
• F3 を押して下さい（または、ご希望のコマンド上を右クリックし、ショ

ートカット メニューから マーク を選択して下さい）。  

コマンドのデータ項目編集  

コマンドのデータ項目を編集するには、以下のうちの 一つ を実施してください:  

• データ項目を選択し、「入力」キーを押して下さい。 情報を編集し「入

力」を押して下さい。  
• そのデータ項目をマウスの左ボタンでダブルクリックして下さい。 情報

を編集し「入力」を押して下さい。  
• データ項目を右クリックし 編集 | 値 | 入力式テキスト を選択して下さい。 

情報を編集し「入力」を押して下さい。  

データ項目がトグル フィールドである場合、選択可能な値の一覧が現れ、そこから、ご希望の

項目を選ぶことができます。 ご希望の項目を選択して「入力」を押すか、または、ご希望の項

目上をダブルクリックして下さい。  
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データ項目がトグル フィールドではなく、編集可能である場合、その時点での値を表示した小

さな編集フィールドがポップアップで現れ、それを用いて、キーボードからの項目編集が可能と

なります。 項目の編集をキャンセルする場合には、ESC を押して下さい。  

そのコマンド専用のダイアログ ボックスを通してコマンドを編集するには:  

• 拡大/縮約可能な画像において、コマンドを選択して下さい。  
• F9 を押して下さい（または、コマンド上を右クリックし、ポップアップ 

メニューから 編集 を選択して下さい）。  

当コマンド用の、適切なダイアログ ボックスが現れます。 しかし、PC-DMIS がコマンド モー

ドにある時のみ、コマンド編集が可能である場合があることに注意してください。  

要約モードでのキーボードの機能  

以下の表は、PC-DMIS が要約モードにある場合の、利用可能な各種キーボード機能を一覧表示

しています。  

キー  機能  
SHIFT + TAB  要約画像内で、カーソルを後方の次の項目に移動します。  
CTRL  マウスの左ボタンを用いて、グラフィックス表示ウィンド

ウ内のご希望のフィーチャーをクリックして下さい。 PC-
DMIS が、要約画像内の、対応するコマンド項目にカーソル

を移動します。  
CTRL + A  パーツプログラム内のすべてのコマンドを選択します。  
CTRL + C  テキスト、または、オブジェクトをクリップボードにコピ

ーします。  
CTRL + END  カーソルをパーツプログラムの末尾に移動します。  
CTRL + HOME  カーソルをパーツプログラムの冒頭に移動します。  
CTRL + Q  実行ダイアログ ボックスを表示し、パーツプログラム実行

を可能にします。  
CTRL + V  編集コントロール内で、テキストを貼り付けます。 オブジ

ェクトが切り取られたり、コピーされている場合、その時

点で選択されたオブジェクトの後に、当オブジェクトを貼

り付けます。  
CTRL + X  編集コントロール内で、選択されたオブジェクト、また

は、テキストを切り取ります。  
CTRL + Y  実行ダイアログ ボックスを表示し、指定された位置でのパ

ーツプログラム実行を可能にします。  
削除する  編集コントロール内で、数値を編集する時、ハイライト表

示された活字すべてを削除します。 ハイライト表示された

ものがない場合には、普通のエディタ内と同じように機能

します。  
ダブルクリック コマンド項目、または、グループ項目をダブルクリックす

ると、その項目が拡大表示されます。 編集可能なデータ項

目上をダブルクリックすると、そのデータ項目用の編集コ
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ントロールが現れます。  
ダウン矢印  カーソルを 1 行下に移動します。  
F2  その時点で選択されたデータ項目が入力式を持てる場合に

は、入力式ビルダーが表示されます。  
F3  単一のフィーチャーを実行用にマークします。  
F9  その時点で選択されたコマンド用のダイアログ ボックスを

呼び出します。  
ページ ダウン  カーソルを 1 ページ下に移動します。  
ページ アップ  カーソルを 1 ページ上に移動します。  
SHIFT  一組のオブジェクトを選択するために、 初のオブジェク

トが選択された後で、マウスの左ボタンを共に使用されま

す。  
タブ  要約画像内で、カーソルを前方の次の項目に移動します。  
アップ矢印  カーソルを 1 行上に移動します。  
左矢印  拡大表示されたコマンド、または、グループを縮約しま

す。  
右矢印  縮約表示されたコマンド、または、グループを拡大しま

す。  

コマンド モードの使用  

メニュー ロードマップの表示  

 

コマンド モードに入るに
は、「見る | コマンド モー
ド」を選択して下さい。  

「コマンド モード」アイコンを選択すると、編集ウィンドウがコ

マンド モードになります。 このモードでは、多種多様な PC-DMIS
コマンドを挿入、または、編集することができます。 編集ウィン

ドウに付け加えることができる、主なフィーチャー、または、コマ

ンドは、以下のとおりです:  

• 組み立てられたフィーチャー  
• ディメンション  
• 統計データ  
• パーツ配置  
• 測定フィーチャー  
• ヒット  
• 動作コマンド  
• 移動コマンド  
• 板金の測定  
• プローブ  
• コメント  
• トレース フィールド  
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• 入力式  
• スクリーン キャプチャー  
• 包括的コマンド  
• コマンド モードでのキーボードの機能  

PC-DMIS にはまた、編集ウィンドウがコマンド モードにある場合に使用できるキーボード機能

がいくつかあります。 これらについては、「コマンド モードでのキーボードの機能」に記述が

あります。 同様に、コマンド モード内のコマンドを右クリックして、いくつかのショートカッ

ト メニュー項目にアクセスすることが可能です。 「ショートカット キー及びショートカット メ
ニューの使用」の項にある「コマンド モードのショートカット メニュー」を参照して下さい。  

また、コマンドモードにおいて、表示するコマンドを決めることもできます。 より詳しい説明

については、「仕様の設定」の項にある「コマンド モードの表示オプション」を参照して下さ

い。  

組み立てられたフィーチャー  

PC-DMIS では、既存のフィーチャーから指定されたフィーチャーを作成することができます。 
フィーチャー組み立てのための特別のルールを含む、追加の情報については、「 既存フィーチ

ャーからの新規フィーチャー組み立て 」の 項 を参照して下さい。  

PC-DMIS は、以下のフィーチャーの組み立てに対応しています:  

• ポイント  
• 円  
• 楕円  
• 球  
• 線  
• 円錐  
• 円筒  
• 平面  
• 溝穴  
• 曲線  
• 曲面  
• フィーチャーのセット  
• ガウス フィルター セット  

ディメンション  

ディメンション コマンドを用いると、フィーチャー、または、フィーチャー間の関係を測定配

置することができます。 ディメンションの算出に関する、追加の情報については、「 フィーチ

ャーのディメンション 」の 項 を参照して下さい。  

ディメンション フォーマット  
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PC-DMIS の印刷能力は、その も強力な特徴のひとつです。 結果が確定されるまで、ディメン

ションは、多様な方法で算出が可能です。 ディメンションが印刷用にマークされている場合の

み、そのデータがインスペクション レポート上に表示されます。  

FORMAT コマンドを用いると、パーツプログラム内に、複数のディメンション フォーマットを

作成することができます。 一部のディメンションについては、名目値の印刷が望ましくない場

合があります。  

付記: 特定のタイプの域誤差の名目値は常にゼロなので、NOM（名目値）を印刷する必要はあり

ません。 しかし、今後、そのパーツプログラム内でも、所在位置や正常位置のような、異なる

タイプのディメンション用に名目値を使用する場合がある可能性があります。  

デフォルト設定の FORMAT コマンドでは、すべての欄と欄の見出しが印刷されます。 それはま

た、XSTATS11.TMP 統計ファイルをも作成します。  

編集ウィンドウ内のコマンドライン:  
FORMAT/HEADINGS,SYMBOL;NOM,TOL,MEAS,MAXMIN,  
DEV,OUTTOL  

HEADINGS = この上位コマンドは、フォーマット コマンドに続くディメンショ

ンが、その数字の上に欄の見出しを伴うか否か、をコントロールします。  

SYMBOL = この下位コマンドは、偏差の記号が印刷されるか否か、をコントロ

ールします。 このフィールドは、オン、オフをトグル操作することができま

す。 フィールドが空白の場合、それはコマンドがオフであることを意味しま

す。  

カーソルが以下のフィー
ルドの内の一つにある
時、F7、及び、F8 ホッ
ト キーを用いて、それら
のオン、オフをトグル操
作することができます。  

NOM,TOL,MEAS,MAXMIN,DEV,OUTTOL = これらの下位

コマンドは、FORMAT コマンドに続くディメンション

用に、どの欄が印刷されるかを、コントロールしま

す。 これらの欄のどのような組み合わせでも、そのオ

ン、オフをトグル操作できます。 フラッグを消すに

は、フィールドを空白にして下さい。 これらの欄は、

また、どのような順序でも表示できます。 ご希望のコ

マンドを、必要な順序でタイプ入力して下さい。 (その

順序は ディメンションのパラメータ ダイアログ ボッ

クス内で数字で表示されます 。 )  

より詳しい説明については、「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 をご

覧下さい。  

利用可能なディメンション  

これらのディメンションを編集するには、「 フィーチャーの寸法測定 」の 項 にある個々の項目

をご覧下さい。  
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分析  

分析情報を編集するには、「 レポートコマンドの挿入 」の 項 を参照して下さい。  

統計データ  

統計データを含み、編集するには、「 統計データの追跡 」の 項 を参照して下さい。  

パーツ配置  

パーツ配置  オプションを選ぶと、新規の座標システムを呼び出す、または、作成することがで

きます。  

パーツ配置のコマンド  

編集ウィンドウ内での、これらのパーツ配置用コマンドの使用法に関する、より詳しい説明につ

いては、「 パーツ配置の作成と使用 」の 項 にある個々の項目を参照して下さい。  

CAD イコール パーツ  

編集ウィンドウでの CAD イコール パーツ コマンドの使用法に関する、より詳しい説明につい

ては、 「 パーツ配置の作成と使用 」の 項 にある CAD を測定されたパーツ データに合わせ

る 」を参照して下さい。  

パーツ配置を均一化する  

編集ウィンドウでの、「パーツ配置を均一化する」コマンドの使用法に関する、より詳しい説明

については、 「 パーツ配置の作成と使用 」の 項 にある「 パーツ配置の均一化 」を参照して下

さい。  

測定フィーチャー  

以下の測定フィーチャーを作成するコマンドを挿入することが可能です:  

1. 測定された点  
2. 測定された線  
3. 測定された平面  
4. 測定された球  
5. 測定された円筒  
6. 測定された円錐  
7. 測定された円  
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測定フィーチャー一般に関する情報に加え、これらのフィーチャーについては「 測定フィーチ

ャーの作成 」の 項 に記述があります。  

ヒット  

このコマンドは、プローブによって実際に接触された場所の位置を対象とします。  

基本的なヒット  

HIT/BASIC,x,y,z,i,j,k,x,y,z,USE_THEO=YES/NO  

これは、 も簡単な形式のヒットです。 より詳しい説明については、「 測定フィーチャーの作

成 」の 項 にある「 コマンド フォーマットの理解 」を参照して下さい。  

板金上のヒット  

HIT /type,x,y,z,i,j,k,x,y,z  

type = VECTOR, SURFACE, EDGE, CORNER, ANGLE  

板金上のヒットには、5 通りの利用可能なタイプがあります。 このオプションが利用可能になる

ためには、板金パッケージがインストールされる必要があります。 (「 板金の測定 」を参照して

下さい。)  

 

ヒット ラインを付け加える  

ヒット ラインを付け加えるためには、カーソルをご希望の位置に置き、入力キーを押して下さ

い。 始めに HIT コマンドをタイプ入力して下さい。 タブキーを押して下さい。 PC-DMIS が、

カーソルの所在位置次第で、コマンドの特定の場所に新規のラインを付け加えます。 カーソル

がコマンドの中にある場合、新ラインはその時点でのラインの下に作成されます。 カーソルが、

初の 4 行のうちにある場合には、新ラインが測定ラインのすぐ下に作成されます。  

空白行を削除する  

空白行を削除するには、ダウン矢印か、または、入力キーを押して下さい。 空白行はまた、ハ

イライト表示して削除することもできます。 (「 コマンド モードでのキーボードの機能 」を参

照して下さい。）  

動作コマンド  

様々な動作コマンドが測定機の動作をコントロールします。 各種の動作コマンドに関する記述

については、「 仕様の設定 」の 項 にある「 パラメータ設定: 動作タブ 」、及び、「 パラメー

タ設定: オプションの動作タブ 」の項目を参照して下さい。  
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Mode = MAN / DCC   

 

MODE/MAN (または、DCC)  

このコマンドを用いると、手動モードと DCC モードの間で選択が可能です。  

ヒット前の距離  

PREHIT/nnn.nnnn  

このコマンドは、測定機が接触速度で移動する、ヒットを行う理論的位置からの距離を決めます。  

移動速度   

MOVESPEED/nnn.nnnn  

このコマンドは、ポイントからポイントへ移動する際の、CMM の速度を変更します。 入力され

た数値 (1 to 100) は、測定機の 大速度のパーセンテージで表示されます。  

接触速度  

TOUCHSPEED/nnn.nnnn  

このコマンドは、CMM がヒットを行う際の速度を変更します。 入力された数値は、測定機の

大速度のパーセンテージで表示され、20 パーセントを越えることができません。  

スキャン速度   

SCANSPEED/nnn.nnnn  

このコマンドは、パーツをスキャンする際の、CMM の速度を変更します。 入力された数値は、

測定機の 大速度のパーセンテージで表示されます。  

撤回距離  

RETRACT/nnn.nnnn  

このコマンドは、測定機が「接触速度」から「移動速度」へ移る前に、実際のヒット位置からど

れだけ遠ざかるか、その距離を決めます。  

チェック距離  

CHECK/nnn.nnnn,p.pp  
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このコマンドにより、理論的ヒット位置からの距離をインチかミリメーターのいずれ（特定のパ

ーツプログラムのために 初にセットアップされた測定システム次第で決定）で入力するか、決

めることができます。この距離を参考に、表面がそこにないと決めるまで、測定機はパーツの表

面を探知し続けます。  

nnn.nnnn:  
チェック距離  

p.pp:  
PC-DMIS が、穴発見オペレーションを行う時に移動する、全チェック距離に

対するパーセンテージ。デフォルト値は、1 で、これは、チェック距離の

100%を意味しています。 このように、1=10%, .2=20%, .3=30%等となりま

す。 これは、穴発見オペレーション時に のみ 機能します。  

1. PC-DMIS が、指定されたチェック距離内に表面を見つけた場合、ヒット

を行います。  
2. 表面が発見されない場合、PC-DMIS は、予定外の動作停止を告げるエラ

ー メッセージを表示します。  

・  例: If .3 inches is entered as the check distance, PC-DMIS will move .3 inches past the 
theoretical surface, searching for a surface on which to make the hit. .3 インチがチェック距離と

して入力されると、PC-DMIS は理論的表面を.3 インチ越えて動き、ヒットを行うための表面を

探します。  

より詳しい説明については、「 仕様の設定 」の 項 にある「 チェック距離 」を参照して下さい。  

移動コマンド  

下記の一覧に表示されたコマンドを用いると、ヒットの合間のプローブの動作を変更できます。  

MOVE/POINT  

MOVE/INCREMENT  

MOVE/CLEARPLANE  

MOVE/CIRCULAR  

MOVE/SYNC  

MOVE/SWEEP  

MOVE/ROTAB  

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE  

これらについては「 移動コマンドの挿入 」の 項 にある記述を参照して下さい。  
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板金の測定  

板金の測定は、「自動フィーチャー｣としても知られていますが、基本的な PC-DMIS 幾何図形ソ

フトウェア パッケージへのオプションとして付け加えられた場合にのみ、利用可能です。 
（「 自動フィーチャーの作成 」の 項 を参照して下さい。） このオプションには、ヒットを行

うための、いくつかの代替選択肢があります。 各種の板金フィーチャーが下記に一覧表示して

あります。 必要に応じて ヒット数 、 列の数 、 スペイサー 、及び インデント の値を更新する

ことが可能です。 必要 低限の値が、デフォルト設定値として表示されます。  

以下の板金測定が利用可能です:  

• 自動ベクトル ポイント  
• 自動線  
• 自動平面  
• 自動円形  
• 自動楕円  
• 自動 V 字形溝穴  
• 自動円形溝穴  
• 自動角度ポイント  
• 自動角ポイント  
• 自動エッジ ポイント  
• 自動ハイ ポイント  
• 自動表面ポイント  
• 自動正方形溝穴  
• 自動円筒  
• 自動円錐  
• 自動球  

プローブ  

以下のコマンドを用いると、プローブを操作するオプションにアクセスすることができます。 
これらのコマンドにより、プローブ クラスターのアクティブ先端チップを変更、または、回転

するプローブ ヘッドの位置付けを変更することができます。 また、プローブ補整は、必要に応

じて、作動のオン、オフを選ぶことが可能です。  

プローブをロードする  

LOADPROBE/probe_file_name  

Load Probe コマンドは、ユーザーが編集可能なフィールドであり、これを用いると、パーツプ

ログラム内で使用する、適格なプローブ先端チップのファイルをロードすることができます。  
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プローブ補整  

PROBECOM/ON  (または、OFF)  

Probe Comp コマンドを用いると、プローブ補整の作動のオン、オフを操作することができます。 
当コマンドが編集ウィンドウ内で表示されている時、プローブ補整の作動はオンです。  

読み取りポイント  

F_ID=  FEAT/ POINT, TOG1  
THEO/ x, y, z, i, j, k  
ACTL/ x, y, z, i, j, k  
READPOINT  

Read Point コマンドは、プローブのその時点での所在位置に、ポイント フィーチャーを作成し

ます。 PC-DMIS はその後、ポイントの読み取った値を記憶します。  

追加の説明については「 汎用フィーチャーの作成 」の 項 にある「 プローブ位置での読み取り

ポイント作成 」を参照して下さい。  

先端チップ  

TIP/T1A0B0, SHANKIJK=0, 0, 1, ANGLE=0  

• SHANKIJK は先端チップの A 角、及び、B 角を特定するもうひとつのベクトル 
フォームです。  

• ANGLE は、先端チップの変換行列が、軸ベクトルの周りを回転する角度を特定

します。  

コメント  

このオプションを選ぶと、パーツプログラム実行中のコメントを表示、または、インスペクショ

ン レポートに送付することができます。 これらのコメントは、 挿入 | レポート コマンド | コメ

ント  メニュー オプションを用いて作成されたものです。 コメントの表示  オプションを用いる

と、また、編集ウィンドウ内で、オペレーター ノートとインスペクション レポートを追加、編

集、または、削除することができます。 COMMENT コマンドは、OPER、REPORT、YESNO、

$$、INPUT、及び、READOUT のオプション間で切り換えを行います。  

現バージョン以外の 近のバージョンの PC-DMIS から保存されたパーツプログラムを開くと、

現在のバージョンでは対応していないコマンドが DOC コメントとして表示されます。  

「 レポート コマンド挿入 」の 項 の「 プログラマーのコメント挿入 」の項目を参照して下さい。  

オペレーター  

このオプションを選ぶと、パーツプログラム実行時に、ユーザーが以前入力したメッセージが表

示されます。 メニュー バーから ユーティリティ | コメント を選択し、OPER に切り換えること

により、このオプションにアクセスするか、または、 編集ウィンドウのご希望の位置に 
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COMMENT/OPER コマンドを入力して下さい。 ご希望のテキストをタイプ入力して下さい。 
（どのような長さのテキストでも可。） コメントの入力がすむと OK ボタンをクリック（また

は、入力キーを押す）して下さい。 PC-DMIS がパーツプログラムを実行すると、メッセージが

あらかじめ入力されたコメントを表示します。 メッセージ ボックスを閉じるには、 OK ボタン

をクリックして下さい。  

カーソルが COMMENT/OPER コマンド ライン内にある状態で、F9 キーを押すと コメント ダイ

アログ ボックスが表示され、それを用いて、表示されたメッセージを変更することができます。  

編集ウィンドウ内のコマンド ライン:  
COMMENT/OPER, comment text  

レポート  

このオプションを選ぶと、テキストをインスペクション レポートに送ることができます。 メニ

ュー バーから ユーティリティ | コメント を選択し REPT に切り換えることにより、このオプシ

ョンにアクセスするか、または、 編集ウィンドウのご希望の位置に COMMENT/REPT コマンド

を入力して下さい。ご希望のテキストをタイプ入力して下さい。 （どのような長さのテキスト

でも可。） コメントの入力がすむと OK ボタンをクリック（または、入力キーを押す）して下

さい。 PC-DMIS のパーツプログラム実行時には、これらのメッセージは表示されません。 しか

し、PC-DMIS は、印刷時に、これらのコメントをインスペクション レポートに送付します。  

カーソルが COMMENT/REPT コマンド ライン内にある状態で、F9 キーを押すと コメント ダイ

アログ ボックスが表示され、それを用いて、表示されたメッセージを変更することができます。  

編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
COMMENT/REPT, comment text  

 

入力  

このオプションは「OPER」に類似しており、これを用いると、パーツプログラム実行時にテキ

ストを表示します。 以前に入力されたテキストに伴うメッセージの表示に加えて、コメント ボ
ックスをも表示します。 これにより、インスペクション レポートに記入する、数値 情報を入力

することができます。 メニュー バーから ユーティリティ | コメント を選択し、INPUT に切り

換えることにより、このオプションにアクセスするか、または、 編集ウィンドウのご希望の位

置に COMMENT/INPUT コマンドを入力して下さい。 ご希望のテキストをタイプ入力して下さ

い。 オペレーターからの入力によって、コメント ID が割り当てられ、入力式の参照（例えば、 
C1.INPUT )を通して、それにアクセスすることができます。  

カーソルが COMMENT/INPUT コマンド ライン内にある状態で、F9 キーを押すと コメント ダ
イアログ ボックスが表示され 、 それを用いて、表示されたメッセージを変更することができま

す。  

編集ウィンドウ内のコマンド ライン:  
comment ID = COMMENT/INPUT, comment text  
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$$ (Document)  

このオプションを選ぶと、内部プログラムに記述する（プログラマーのコメントを加える）こと

ができます。 パーツプログラム実行中には、テキストは表示されません。 このコマンドには、

通常の COMMENT 接頭辞が付いていません。 これは、より良いオフセットを得る、可視性が目

的のためです。  

編集ウィンドウ内のコマンド ライン:  
$$ NO, Please Edit Comment Text!  

編集ウィンドウ内に直接、コメント文書をタイプ入力するには:  

• COMMENT とタイプ入力し、「タブ」を押して下さい。 PC-DMIS がオ

ペレーション フィールドをハイライト表示します。  
• ＄＄とタイプ入力し、「タブ」、または、「入力」を押して下さい。  

「 基本的なファイルオプションの使用 」の 項 にある「 新名でセーブ 」を参照して下さい。  

はい / いいえ  

このオプションを用いると、パーツプログラム実行時にテキストが表示されます。 メッセージ 
ボックスは以前に入力された全テキストと、「はい / いいえ」ボタンを表示します。 「はい / い
いえ」の質問に対する応答は、パーツプログラム内に表示されます。 「はい」、または、「い

いえ」というテキストは、コメント ID に連結しており、このコメント ID (例えば、C1.INPUT) 
を通して、どの入力式においても利用が可能です。  

編集ウィンドウ内のコマンド ライン: comment ID = COMMENT/YESNO, 
comment text  

読み取り  

このオプションを選ぶと、プローブ読み取りウィンドウ内にテキストが表示されます。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
COMMENT/READOUT,comment text  

このオプションのセットアップに関する、より詳しい説明については「 レポートコマンドの挿

入 」の 項 にある「 読み取り 」を参照して下さい。  

トレース フィールド  

「トレース フィールド」オプションを選ぶと、編集ウィンドウ内にトレース フィールドをセッ

トアップすることができます。 この情報は、STATS データベース内で役に立ちます

（XSTATS11.tmp ファイルを参照して下さい）。 そのフィールド名、及び、その時点での値は、

編集ウィンドウ内で変更が可能です。 これは、変更するフィールドを選択し、新規の値をタイ

プ入力することによって実施されます。  
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「トレース フィールド」ダイアログ ボックスを表示するには、「挿入 | 統計コマンド | トレース 
フィールド」メニューオプションを選択して下さい。  

メニュー ロードマップの表示  

編集ウィンドウのコマンドラインは: TRACEFIELD/field name : value  

field name = このストリングは、トレース フィールドの名称を表示します。 フ
ィールド名の長さは 15 文字に制限されています。  

value = トレース フィールドの、その時点での値。 その値の長さは 15 文字に制

限されています。  

入力式  

 

PC-DMIS のほとんどの編集可能なフィールドに、入力式を挿入することが可能です。 「 入力式

及び変数の使用 」の 項 を参照して下さい。  

スクリーン キャプチャー  

 

DISPLAY/METAFILE コマンドを挿入して、グラフィックス表示ウィンドウのスクリーン キャ

プチャーを、レポート上に挿入することが可能です。 「 レポート コマンド挿入 」の 項 の「 ス
クリーン キャプチャーの挿入 」の項目を参照して下さい。  

包括的コマンド  

以下の表は、編集ウィンドウ内で利用可能な、包括的コマンドの一覧です。 これらのコマンド

の変更はできませんが、編集ウィンドウでは、これらの上位コマンドに続く下位コマンドを選択

することが可能です。  

下位コマンドを選択するには:  

• 編集ウィンドウ内の下位コマンド上に、カーソルを配置して下さい。  
• マウスの左ボタンをクリックして下さい。  
• F7、または、F8 を押して下さい。 これにより、利用可能なオプション間

をトグルすることができます。  

この一覧は、パーツプログラムに付け加えられる、コマンドのまとめです。 必要に応じ、より

詳しい説明を入手するためには、それぞれの特定の項を参照して下さい。  
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付記: 編集ウィンドウの各行において、PC-DMIS が包容できる 大文字数は 280 です。  

上位コマンド  下位コマンド  
2DANGLE （「 角度の寸法測定 」を参

照して下さい）  
A  

2DDISTANCE （「 距離の寸法測定 」
を参照して下さい）  

M  

3DANGLE （「 角度の寸法測定 」を参

照して下さい）  
A  

3DDISTANCE （「 距離の寸法測定 」
を参照して下さい）  

M  

ALIGNMENT(「 パーツ配置の作成と使

用 」の 項 を参照して下さい）。  
BF2D, BF3D, ITERATE, LEVEL, 
ROTATE, TRANS, 
ROTATE_OFFSET, 
TRANS_OFFSET, RECALL, 
RECALL_EXTERNAL  

ANGULARITY （「 角の寸法測定 」を

参照して下さい）  
M  

ANALYSISVIEW （「 分析 」を参照し

て下さい）  
 

ARRAY INDICES （「 アレイ 」を参照

して下さい）  
 

ASSIGN （「 入力式を伴う変数の使

用 」を参照して下さい）  
 

ATTACH （「 サブルーチン、BASIC ス

クリプト、または、外部プログラム内

のフィーチャー用 ID 」を参照して下さ

い）  

 

AUTO （「 板金の測定 」を参照して下

さい）  
VECTOR POINT, SURFACE 
POINT, EDGE POINT, CORNER 
POINT, ANGLE POINT, HIGH 
POINT, SPHERE, CIRCLE, 
CYLINDER, SQUARE SLOT, 
ROUND SLOT, CONE, ELLIPSE, 
NOTCH, CONE  

AUTOTRIGGER （「 パラメータ設定: 
プローブ 引き金 オプション タブ 」を

参照して下さい）  

 

CAD EQUALS PART （「 CAD イコー

ル パーツ 」を参照して下さい）  
 

CALCULATION   
CALLSUB （「 サブルーチンの呼び出

し 」を参照して下さい）  
 

CASE （「 Case / End Case 」を参照

して下さい）  
 

CHECK （「 チェック距離 」を参照し

て下さい）  
 

CLEARP （「 パラメータ設定: 空き平 「WORK PLANE VALUE」  
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面タブ 」を参照して下さい）  
CLAMP （「 留め金値 」を参照して下

さい）  
 

COLUMN132 （「 ディメンション 」を

参照して下さい）  
 

COMMENT （「 コメント 」を参照し

て下さい）  
OPER, REPORT  

CONCENTRICITY （「 偏心度の寸法測

定 」を参照して下さい）  
M  

CONST （「 組み立てられたフィーチ

ャー 」を参照して下さい）  
CIRCLE, CONE, CURVE, 
CYLINDER, ELLIPSE, LINE, 
PLANE, POINT, SET, SURFACE, 
SPHERE  

CIRCULARITY （「 真円度の寸法測

定 」を参照して下さい）  
 

CYLINDRICITY （「 円筒度の寸法測

定 」を参照して下さい）  
 

DEFAULT_CASE （「 Default Case / 
End Default Case 」を参照して下さ

い）  

 

DISPLAY （「 スクリーン キャプチャ

ー 」を参照して下さい）  
METAFILE  

DO （「 Do / Until 」を参照して下さ

い）  
 

ELSE（「 Else / End Else 」を参照し

て下さい）  
 

END_ELSELF （「 Else If / End Else 
If 」を参照して下さい）  

 

ELSE＿IF（「 Else If / End Else If 」を

参照して下さい）  
 

END_CASE （「 Case / End Case 」を

参照して下さい）  
 

END_DEFAULTCASE （「 Default 
Case / End Default Case 」を参照して

下さい）  

 

END_ELSE（「 Else / End Else 」を参

照して下さい）  
 

END_IF （「 If / End If 」を参照して下

さい）  
 

END_SELECT （「 Select / End 
Select 」を参照して下さい）  

 

END_WHILE （「 While / End While 」
を参照して下さい）  

 

ENDSUB （「サブルーチンを終える」

を参照して下さい）  
 

EQUATE （「 パーツ配置を均一化す

る 」を参照して下さい）  
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EXTERNALCOMMAND （「 外部コマ

ンドの挿入 」を参照して下さい）  
 

FILE （「 ファイル入力 / 出力の使用 」
の 項 を参照して下さい）  

OPEN, MOVE, EXISTS, DIALOG, 
DELETE, COPY, CLOSE, 
WRITE_CHARACTER, 
WRITE_BLOCK, WRITELINE, 
SAVE_POSITION, REWIND, 
RECALL_POSITION, 
READ_UPTO, 
READ_CHARACTER, 
READ_BLOCK, READLINE  

FLATNESS （「 平面性の寸法測定 」
を参照して下さい）  

M  

FLY （「飛ぶモード」を参照して下さ

い）  
 

FORMFEED （「 Form Feed コマンド

の挿入 」を参照して下さい）  
 

FORMAT （「 ディメンション フォー

マット 」を参照して下さい）  
HEADINGS、STATS  

GAPONLY （「 位置の寸法測定 」を参

照して下さい）  
ON  

GENERIC （「 汎用フィーチャーの作

成 」を参照して下さい）  
POINT, PLANE, NONE, LINE, 
CYLINDER, CONE, CIRCLE, 
SQUARE_SLOT, SPHERE, 
ROUNDSLOT  

GO TO （「 ラベルへジャンプ 」を参

照して下さい）  
 

HIT （「 ヒット 」を参照して下さい） BASIC, ANGLE, VECTOR, 
SURFACE, EDGE, CORNER  

IF （「 If / End If 」を参照して下さい）  
KEYIN （「 キーボード入力による寸法

測定 」を参照して下さい）  
M  

LABEL （「 ラベルの作成 」を参照し

て下さい）  
 

LEITZPROBE   
LOADPROBE （「 プローブをロードす

る 」を参照して下さい）  
「FILE NAME」  

LOCATION （「 位置の寸法測定 」を

参照して下さい）  
A, D, M, PA, PR, R, T, X, Y, Z  

LOOP （「 汎用ループの作成 」を参照

して下さい）  
START, END  

MEAS （「 測定フィーチャー 」を参照

して下さい）  
CIRCLE, CONE, CURVE, 
CYLINDER, LINE, PLANE, POINT, 
SET, SLOT, SPHERE  

MODE (「 プローブ モード ツール バ
ー 」を参照して下さい）  

DCC, MANUAL  

MOVE （「 移動コマンド 」を参照して

下さい）  
POINT, ROTAB, CIRCULAR, 
CLEARPLANE, INCREMENT, 
PH9 (X,Y,Z)  
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MOVESPEED （「 移動速度 」を参照

して下さい）  
% of overall machine speed  

ONERROR （「 CMM エラーにあたっ

ての分枝 」を参照して下さい）  
Unexpected_hit, probe_miss  

OPTIONMOTION （「 パラメータ設定: 
オプションの動作タブ 」を参照して下

さい）  

 

PARALLELISM （「 並列性の寸法測

定 」を参照して下さい）  
M  

PD   
PERPENDICULARITY （「 垂直度の寸

法測定 」を参照して下さい）  
M  

PREHIT （「 ヒット前の距離 」を参照

して下さい）  
「distance」  

PROBECOMP （「 プローブ補整 」を

参照して下さい）  
「ON, OFF」  

PROFILE （「 表面、または、線プロフ

ァイルの寸法測定 」を参照して下さ

い）  

 

PROGRAM  END 「ends program at command 
location」  

READPOINT （「 ポイントの読み取

り 」を参照して下さい）  
「xyz value of probe location」  

RECALL （「 既存のパーツ配置を呼び

出し 」を参照して下さい）  
VIEWSET, ALIGNMENT 
(INTERNAL/EXTERNAL)  

RETRACT （「 撤回距離 」を参照して

下さい）  
「distance」  

RETROLINEARONLY （「 位置オプシ

ョン 」を参照して下さい）  
ON, OFF  

RMEAS （「相対的測定エリア」を参照

して下さい）  
 

RS   
RT   
RUNOUT （「 振れの寸法測定 」を参

照して下さい）  
M  

S   
SAVE （「 パーツ配置の保存 」を参照

して下さい）  
ALIGNMENT  

SCANSPEED （「 スキャン速度 」を

参照して下さい）  
% of overall machine speed  

SCRIPT （「 BASIC スクリプトの挿

入 」を参照して下さい）  
 

SELECT （「 Select / End Select 」を

参照して下さい）  
 

STATS （「 統計データの追跡 」の 項 
を参照して下さい。）  

ON, OFF  
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STRAIGHTNESS （「 真直度の寸法測

定 」を参照して下さい）  
M  

SUBROUTINE （「 サブルーチンでの

分枝 」を参照して下さい）  
 

TIP （「 先端チップ 」を参照して下さ

い）  
「file name」  

TEMPCOMP （「 温度補償 」を参照し

て下さい）  
 

TOUCHSPEED （「 接触速度 % 」を

参照して下さい）  
% of overall machine speed  

TRACEFIELD （「 トレース フィール

ド 」を参照して下さい）  
（フィールド名 : 数値）  

TRUEPOSITION （「 正常位置の寸法

測定 」を参照して下さい）  
A, D, M, PA, PR, R, T, V, X, Y, Z  

UNTIL （「 Do / Until 」を参照して下さ

い）  
 

WHILE （「 While / End While 」を参

照して下さい）  
 

WORKPLANE （「 作業平面一覧 」を

参照して下さい）  
TOP, BACK, BOTTOM, FRONT, 
LEFT, RIGHT  

コマンド モードでのキーボードの機能  

以下の表は、編集ウィンドウのコマンド モードにおいて利用可能な、各種のキーボード機能を

一覧表示しています。   

キー  機能  
ALT + F3  「サーチ」ダイアログ ボックスを表示しま

す。  
SHIFT + TAB, 
CTRL + LEFT 
ARROW  

前回使用された、ユーザー編集可能フィールド

にカーソルを戻します。  

CTRL  マウスの左ボタンを用いて、グラフィックス表

示ウィンドウ内のご希望のフィーチャーをクリ

ックして下さい。 PC-DMIS が、編集ウィンド

ウ内の、対応するフィーチャー ラインにカー

ソルを移動します。  
 
 CTRL + フィーチャー上のダブルクリックに

より、そのフィーチャー全体が選択されます。

CTRL + A  ハイライト表示用に、そのウィンドウ内の全テ

キストを選択します。  
CTRL + C  テキスト、または、オブジェクトをクリップボ

ードにコピーします。 単一のフィールドにあ

るテキストがハイライト表示されている場合、

このテキストがクリップボードにコピーされま

す。 一つ以上のフィールドがハイライト表示
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されている場合には、当オブジェクト全体がク

リップボードにコピーされます。  
CTRL + E  選択されたフィーチャー（または、カーソルの

置かれたフィーチャー）を実行します。  
CTRL + END  カーソルをパーツプログラムの末尾に移動しま

す。  
CTRL + TAB  編集ウィンドウを 小規模に縮小したり、普通

の大きさに回復したりします。  
CTRL + HOME  カーソルをパーツプログラムのはじめに移動し

ます。  
CTRL + PAGE 
DOWN  

カーソルをファイルの末尾に移動します。  

CTRL + PAGE 
UP  

カーソルをファイルのはじめに移動します。  

CTRL + Q  実行ダイアログ ボックスを表示し、パーツプ

ログラム実行を可能にします。  
CTRL + T  その時点でのコマンドを、選択されたアクティ

ブ アームに割り当てます。  
CTRL + V  クリップボード上にある内容を、挿入点に貼り

付けます。 テキストのみがコピーされた場

合、テキストの貼り付けが試みられます。 オ
ブジェクト全体がクリップボードにコピーされ

た場合には、オブジェクト全体の貼り付けが試

みられます。 後者の場合、挿入点が、編集ウ

ィンドウの 初の欄内の、コマンドの 初のラ

イン上にある時、クリップボードのオブジェク

トは、こオブジェクトの前に配置されます。 
その他のすべての場合、挿入は当オブジェクト

の後に行われます。  
CTRL + X  ハイライト表示された活字すべてを切ります。

CTRL + Y  実行ダイアログ ボックスを表示し、一時停止

された実行を再開します。  
DELETE また

は 
BACKSPACE  

ハイライト表示された活字すべてを削除しま

す。 ハイライト表示されたものがない場合に

は、いずれの機能も、普通のエディタ内と同じ

ように機能します。  
ダブルクリック カーソルが、編集可能なフィールドにある状態

で、左マウスボタンを用いてダブルクリックを

行うと、そのフィールドがハイライト表示され

ます。  
ダウン矢印  カーソルを 1 行下に移動します。  
F1  そのコマンドに関するヘルプ項目を表示しま

す。  
F2  入力式を挿入します。  
F3  単一のフィーチャーを実行用にマークします。

このコマンドを選択する前に、それらをハイラ

イト表示すると、複数のフィーチャーを同時に

マークすることができます。  
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F4    編集ウィンドウの全内容を印刷します。  
F5  セットアップ オプション ダイアログ ボックス

を表示します。  
F6  全フォント変更 ダイアログ ボックスを表示し

ます。  
F7  カーソルがトグル フィールドにある場合、こ

のコマンドは、そのフィールド内のエントリー

から、許可された一覧内の、アルファベット順

で次のエントリーに切り換えます。 アルファ

ベット順の 後に達した時、一覧の 初に戻り

ます。  
F8  カーソルがトグル フィールドにある場合、こ

のコマンドは、そのフィールド内のエントリー

から、許可された一覧内の、アルファベット順

で直前のエントリーに切り換えます。 アルフ

ァベット順のはじめに達した時、一覧の 後に

戻ります。  
F9  このキーが押された時点で、カーソルが位置し

ているコマンド用に、ダイアログ ボックスを

呼び出します。  
F10  パラメータ設定 ダイアログ ボックスが表示さ

れます。  
F12  取付具セットアップ ダイアログ ボックスを表

示します。  
左矢印  カーソルを 1 文字左に移動します。  
PAGE DOWN  カーソルを 1 ページ下に移動します。  
PAGE UP  カーソルを 1 ページ上に移動します。  
右矢印    カーソルを 1 文字右に移動します。  
SHIFT  矢印ボタンが押されている状態で、Shift キー

を抑え続けると、カーソルの移動につれてテキ

ストがハイライト表示されます。  
 
SHIFT + 初のブロック、または、末尾ブロ

ックをダブルクリックすると、ブロック全体が

選択されます。  
SHIFT + F10  「ジャンプ先」ダイアログ ボックスを表示し

ます。  
TAB + CTRL + 
右矢印  

次のユーザー編集可能フィールドにカーソルを

移動します。  
アップ矢印    カーソルを 1 行上に移動します。  
- (マイナス キ
ー)、または、
ALT + -  

ヒット バッファから直前のヒットを除去しま

す。  

END  測定フィーチャーをパーツプログラム内に挿

入します。  
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DMIS モードの使用  

メニュー ロードマップの表示  

 

DMIS モードに入るには、
「見る | DMIS モード」を選
択して下さい。  

「DMIS モード」アイコンを選択すると、編集ウィンドウが DMIS
モードになります。 これは、DMIS のシンタックスを用いて、お手

持ちのパーツプログラムを編集できることを意味します。  

コマンド モードを用いて追加できる、大部分のコマンド、及び、フィーチャーは、DMIS モード

を用いても追加することができます。 DMIS モードにおいてのコマンド挿入、または、編集に関

する、より詳しい説明については、「コア概念の理解」を参照して下さい。  

• DIMS コマンド（PC-DMIS の標準コマンド形式）の DMIS コマンドへの

変換法に関する、より詳しい説明については、

ftp://wilcoxassoc.com/docs/dmis_support.zip で入手可能な、DMIS 用の

PC-DMIS サポート文書を参照して下さい。  
• DMIS に関するより詳しい説明については、http://www.dmis.com を参照

して下さい。  

ユーザー定義グループの使用  
PC-DMIS では、編集ウィンドウの連続したコマンドをグループ化し、それらをユーザー定義の

GROUP / ENDGROUP ペア コマンド（DMIS モードでは、グループは DMISEW コマンドとして

表示）の内部に配置することができます。 グループ化されたコマンドを用いると、グループ内

のコマンドへのオペレーションを、グループ全体に一度に適用するすることにより、ユーザーと

パーツプログラムの対話が簡略化されます。 それに加えて、プログラムが視覚的にも簡略化さ

れ、パーツプログラムの全般的構造を視覚的にとらえやすくなります。  

例えば、スキャンで得られた数百のポイントが、お手持ちのパーツプログラム内に存在し、それ

らを隠して、パーツプログラムの全般的構造をより見やすく、利用しやすくしたい、とします。 
同一の一覧内にある、ポイント コマンドすべてを選択し、それから、「挿入 | グループ」メニュ

ー項目を選択して、それらのコマンドすべてをグループ化することができます。 編集ウィンド

ウのどのモードにおいても、必要に応じて、そのグループ内のコマンドを表示したり、隠したり

することができます。  
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グループが拡大され、いくつかのポイ

ントが表示されている場合のサンプル  
グループが縮約され、いくつかのポイントが隠

されている場合のサンプル  

 

編集ウィンドウ内のコマンドモードでの、このフォーマットにおいて、グループは以下のように

記されます:  

GRP1 = GROUP/SHOWALLPARAMS = YES  

... commands inside the group are listed  

... between the two commands  

ENDGROUP/  

SHOWALLPARAMS = この「はい / いいえ」トグル フィールドでは、コマンド モード、

または、DMIS モードにおいて、グループ内のコマンドを表示したり、または、隠したり

することができます。 デフォルト設定では、このコマンドは、「はい」に設定されてお

り、そのグループ内のコマンドすべてを表示します。 これを「いいえ」に設定すると、

グループ内のコマンドは、依然、存在しますが、隠されます。  
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グループの挿入  

パーツプログラム内に 初のグループ コマンドを挿入すると、PC-DMIS は、コマンド モード、

または、DMIS モードでは「GRP1」のデフォルト名をそれに与え、また、要約モードでは

「GROUP - GRP1」のデフォルト名をそれに与えます。 その後、PC-DMIS は、追加されるグル

ープのそれぞれについて、その ID 番号を増分していきます。 単に、コマンド モード、または、

DMIS モードにおいて新規の ID をタイプ入力するか、または、F9 を押して GROUP コマンドを

編集することによって、そのグループ名を、より内容を反映したものに簡単に変更することがで

きます。  

いくつかの異なる方法で、PC-DMIS のパーツプログラム内に、グループを挿入することができ

ます。  

• 挿入 | グループ メニュー項目。  
これにより、GROUP コマンド、及び、ENDGROUP コマンドが挿入されます。 このメ

ニュー項目を選ぶ前に、コマンドのグループが選択された場合、それらは、当該グルー

プ内に配置されます。 コマンド モード、及び、DMIS モードでは、これは、GROUP コ

マンドが選択された 初のコマンドに先行し、ENDGROUP コマンドが選択された 後

のコマンドに続く、という意味です。 コマンドが全く選択されていない場合、PC-DMIS
はダイアログ ボックスを表示し、フィーチャーなしの一対のコマンドを挿入するか、尋

ねます。 このメニュー項目は、編集ウィンドウのいずれのモードにおいても作動します。  
• 右クリック ショートカット メニュー。  

コマンド モード、または、DMIS モード内を右クリックして、ショートカット メニュー

から グループ を選択して下さい。 このメニュー項目を選ぶ前に、コマンドのグループ

が選択された場合、それらは、当該グループ内に配置されます。 コマンド モード、及び、

DMIS モードでは、これは、GROUP コマンドが選択された 初のコマンドに先行し、

ENDGROUP コマンドが選択された 後のコマンドに続く、という意味です。  
• 要約モード。  

要約モード内を右クリックして コマンド追加 を選択して下さい。 コマンド一覧から、 
グループ を選択して下さい。 これにより、一対の空白コマンド GROUP / ENDGROUP
が挿入されます。 グループは、要約モード内でフォルダとして表示されます。 これらの

フォルダ内で、コマンドは字下がりで表示されます。 それぞれ、プラス (+)、及び、マ

イナス (-)キーをクリックして、これらのグループを拡大、または、縮約することが可能

です。 要約モードにおいては、ENDGROUP は隠されて、表示されません。  
• コマンドをタイプ入力する。  

コマンド モード、または、DMIS モードにおいては、単に、GROUP とタイプ入力し、

そして「入力」、または、「タブ」を押して下さい。 PC-DMIS が、一対の空白コマン

ド GROUP / ENDGROUP を挿入します。  

 

コマンドのブロックの一部分だけのような、許容されないものをグループに入れよ

うとした場合、PC-DMIS は グループ メニュー項目を選択不可能にします。  
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グループの編集  

直接、編集ウィンドウを用いることにより、または、F9 を押して グループ ダイアログ ボック

スにアクセスすることにより、お手持ちのグループを編集することができます。  

 

グループ ID - これにより、グループの ID を異なるものに変更できます。  

グループを隠す - これは、SHOWALLPARAMS を NO に設定します。  

グループを表示する - これは、SHOWALLPARAMS を YES に設定します。  

グループの除去  

以下の方法で、GROUP / ENDGROUP コマンドを除去することができます:  

• 編集ウィンドウ内の GROUP コマンドを、ハイライト表示し、削除する。  
• コマンドを右クリックして、ショートカット メニューから 削除する を選択する。  

PC-DMIS は、パーツプログラム内の GROUP コマンド、及び、ENDGROUP コマンドと、それ

らの間にあるすべてのものを削除します。  

重要事項: グループがいったん削除されると、回復することはできません。 グループの内容を変

更することなしに、GROUP / ENDGROUP コマンドを削除したい場合には、コマンドを削除す

る前に、その内容を選択し、グループ外に移動することが必要です。  

グループでの複数アームモードの使用  

コマンド モード、または、DMIS モードにおいて、特定のアームによる実行用の一連のコマンド

を含んだグループには、それらのコマンドと同じ赤色、または、緑色の複数アームモードの欄外

マークが与えられます。  
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• グループ内の全コマンドが一つのア

ームに連結されている場合、

GROUP コマンドにもまた、同一の

色の付いた欄外マークが表示されま

す。 それから、GROUP コマンドの

アームモードを変更すると、内部の

全コマンドの、色の付いた欄外マー

クが、変更されたアームのものに切

り換わります。  

 

 
• 一つ以上のコマンドが両方のアーム

に連結されている場合、GROUP コ

マンドにもまた、両方のアームと同

じ色の付いた欄外マークが表示され

ます。  

 

 

複数アーム モードに関する説明については、「複数アームモードの使用」の項を参照して下さ

い。  

グループを対象にオペレーションを行う  

一般に、全オペレーションは、編集ウィンドウ内の単一のコマンドに対して実施されますが、グ

ループを対象に実施される場合、そのオペレーションは、グループ内のすべての項目に対して実

施されます。  

グループを対象に実施できる、様々なオペレーションについては、下記に詳しく記述してありま

す。 その大部分は、コマンド モードのショートカットメニューからアクセスできます。 このシ

ョートカット メニューを見るには、コマンド モード内を右クリックして下さい。 このショート

カット メニューについては、「 ショートカットキー及びショートカットメニューの使用 」にあ

る「 コマンド モードのショートカットメニュー 」の項目に記述があります。 下記の説明は、こ

のメニューが GROUP コマンド、または、グループ内のフィーチャーと共に作動する場合にのみ

適用されます。  
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グループ対象のショートカット メニュー オペレーション  

• コマンド選択 – グループを縮約表示し コマンド選択 
を選ぶと、PC-DMIS は、そのグループが含むコマンド

すべてをブロックとして選択します。 そのグループが

拡大表示された状態の時に、 コマンド選択 を選ぶと、

GROUP コマンド自体のみが選択されます。  
• ブロック選択 – グループの拡大/縮約状態に関わらず、

このメニュー項目は、そのグループが含むコマンドす

べてをブロックとして選択します。  
• カーソル (CTRL + U) からの実行 – これは、通常のオ

ペレーションと同じです。  
• ブロック実行 (CTRL + L ) – ブロックが選択されると、

PC-DMIS はそのブロックのみを実行します。 グループ

をブロックとして選択すると、PC-DMIS はそのグルー

プを実行します。  
• ジャンプする (CTRL + J) – これは、通常のオペレー

ションと同じです。  
• ジャンプして戻る (ALT + J) – これは、通常のオペレ

ーションと同じです。  
• 編集 (F9) – カーソルが GROUP コマンド上に位置付

けられた時 グループ ダイアログ ボックスが表示され

ます。 グループの ID や表示状態の変更が可能です。 
ENDGROUP コマンド上で 編集 が選択されると、何も

起こりません。  
• マーク (F3) – GROUP コマンド上にカーソルを配置し

て、このメニュー項目を選択すると、そのコマンドに

含まれた全項目が、全体としてマーク、または、マー

クを消去されます。 このメニュー項目の選択時に、当グループ内にマークされていない

コマンドがある場合、それらはマークされ、その他のコマンドすべてもマークが維持さ

れます。 当グループ内の全コマンドが既にマークされた状態で、 マーク (F3) が選択さ

れると、全コマンドのマークが消去されます。 GROUP コマンドの色は、そのグループ

内のコマンドのマーク済み状態を反映しています。 そのグループ内で少なくともひとつ

のコマンドが実行用にマークされている場合、当グループは、実行用にマーク済みであ

るとして表示されます。 マークされたコマンドがない場合、当グループはマークなしと

して表示されます。  
• 削除する – このメニュー項目は、要約モードのショートカット メニューにおいてのみ

表示されます 。 GROUP コマンドを選び、その後 削除する を選ぶと、PC-DMIS は、

GROUP コマンドと ENDGROUP コマンドと、その間にあるすべてを削除します。 削除

された GROUP は回復できません。  
• グループ – 既存の GROUP コマンドを選択し、それから グループ メニュー項目を選ぶ

と、PC-DMIS は、選択されたグループをその中に含んだ、新規の GROUP コマンドを作

成します。  
• グループ縮約 – これは、通常のオペレーションと同じです。   
• スタートポイント設定 – これは、通常のオペレーションと同じです。  
• 切る – GROUP コマンドと ENDGROUP コマンドを除去します。 そのグループ内に保

存された項目すべては、パーツプログラム内に留まります。  
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• コピー と 貼り付け – コピー、及び、貼り付け機能は、GROUP / ENDGROUP コマン

ド ペアには作動しません。 グループ内のコマンドのみ、コピー、及び、貼り付けが可能

です。  

その他のグループ対象オペレーション  

• ファイル | 実行 | フィーチャー実行 (CTRL-E) – GROUP コマンドが選択された状態で、

このメニュー項目が選択されると、そのグループ内のすべてのフィーチャーが実行され

ます。  
• フローコントロール ステートメント – LABEL コマンドにプログラム フローを送付でき

るのと同じように、ID を用いて、パーツプログラム実行のフローをコントロールするこ

とができます。 GOTO、または、IF_GOTO フローコントロール コマンドを用いて、あ

らかじめ定義された条件に基づくグループにプログラム フローを送付することができま

す。 例えば:  

IF_GOTO/VAR > 0, GOTO = GRP1  

または、  

GOTO/GRP1  
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その他のウィンドウ、エ

ディタ、およびツールの

使用 
その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用: 概
要  
PC-DMIS は、ウィンドウ、エディタ、及び、その他の補助機能を各種とりそろえており、それ

らを用いると、パーツプログラムをより簡単に、より生産的に作成することが可能です。 この

項では、これらのツールへのアクセス法と使用法について、記述しています。  

このトピックには、以下が含まれます：  

• 既に「編集ウィンドウの使用」の項に記述がある、編集ウィンドウ  
• 測定結果を表示するためのレポートウィンドウ（「レポート ウィ

ンドウの使用」を参照して下さい）  
• BASIC プログラム言語でスクリプト作成のためのスクリプト エデ

ィタ（「 BASIC スクリプト エディタの使用 」を参照して下さ

い）  
• 対話フォームやダイアログ ボックスを作成、及び、表示するため

のエディタ（「フォーム エディタの使用」を参照して下さい）  
• お客様の自動作成インスペクション レポートをすばやく閲覧し、

編集上の小さな変更を行う、インスペクション レポート エディタ

（「 インスペクション レポートの閲覧 」を参照して下さい）  
• 簡単なパーツプログラムをすばやく作成するための、インターフェ

ース（「クイック スタート インターフェースの使用」を参照して

下さい）  
• 頻繁に使用される数値を、すばやく編集できる、設定ウィンドウ

（「設定ウィンドウの使用」を参照して下さい）  
• 測定内容を確定前にプレビューできるプレビュー ウィンドウ

（「 プレビュー ウィンドウの使用 」を参照して下さい）  
• 今後の実行用の、マーク済みフィーチャーセットの作成、及び、保

存のために使用されるウィンドウ（「マーク済みフィーチャーセッ

ト ウィンドウの使用」を参照して下さい）  
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• 実際のキーボードのかわりに使用できる、カスタマイズされたバー

チャル キーボード（「バーチャル キーボードの使用」を参照して

下さい）  
• その時点でのプローブの所在位置、及び、その他の情報を表示する、

プローブ読み取りウィンドウ（「 プローブ読み取りウィンドウの

使用 」を参照して下さい）  
• その時点でのオペレーションの状態、または、フィーチャーの情報

を表示する、ステータス ウィンドウ（「ステータス ウィンドウの

使用」を参照して下さい）  
• プローブ操作を可能にする、プローブ ツールボックス（「プロー

ブ ツールボックスの使用」を参照して下さい）  
• 異なる公差域やディメンションの色を表示する、ドッキング可能な

カラー バー（「ディメンション色付けウィンドウの使用」を参照

して下さい）  
• プログラム実行中の、プローブの予定経路を表示する、経路ビュー

アー（「パス ラインの閲覧」を参照して下さい）  
• グラフィックス表示ウィンドウ内の、CAD 図形要素に関する情報

を表示する、CAD 情報ダイアログ ボックス（「CAD 表示の編集」

の項にある「CAD 情報の閲覧」を参照して下さい）  

レポート ウィンドウの使用  
 

メニュー ロードマップの表示  

「見る | レポート ウィンドウ」メニュー オプションを選ぶと、レポート ウィンドウが表示され

ます。 パーツプログラム実行の後に、このウィンドウは測定結果を表示し、そして、デフォル

ト設定のレポート テンプレートに応じて、出力内容を自動的にコンフィギャーします。 より詳

しい説明については、「測定数値レポート」の項にある「レポート ウィンドウについて」の項

目を参照して下さい。  

BASIC スクリプト エディタの使用  

メニュー ロードマップの表示  

BASIC スクリプト エディタを用いて、実行中の BASIC スクリプト オブジェクトに使用される

BASIC スクリプト、または、BASIC スクリプト エディタ ツール バー内で、BASIC スクリプト

を作成、及び、編集することができます。  

「見る | BASIC スクリプト エディタ」メニュー オプションを選ぶと、BASIC スクリプト エディ

タが開き、PC-DMIS のメイン メニュー バーがこれらのメニューで置き換えられます: ファイル、
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編集、実行、及び、ヘルプ。 BASIC スクリプト エディタを 小化する、または、閉じることに

よって、PC-DMIS の通常のメニュー バーを回復することができます。  

BASIC スクリプト エディタには、以下の要素があります:  

• BASIC スクリプト エディタ ツール バー  
• ファイル メニュー  
• 編集メニュー  
• 実行メニュー  
• ヘルプ メニュー  

以下の項目が、下記で記述されています。  

BASIC スクリプト エディタ ツール バー  

 

「BASIC スクリプト エディタ」ツール バーは以下の機能に対応しています:  

新規  

 
   

このボタンを押すと、エディタ内に、新規の BASIC スクリプトを作成することができます。  

開く  

 

このボタンを押すと、「ファイルを開く」ダイアログ ボックスが現れ、それを用いて、エディ

タ内に既存の BASIC スクリプトを開くすることができます。  

保存する  

 

このボタンを押すと、その時点での BASIC スクリプトが保存されます。 その時点でのスクリプ

トに名称がない場合、スクリプトの名称を尋ねる「新名でセーブ」ダイアログ ボックスが現れ

ます。  
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印刷する  

 

このボタンを押すと、その時点での BASIC スクリプトが印刷されます。  

印刷プレビュー  

 

このボタンを押すと、印刷プレビュー ウィンドウにおいて、印刷された時のような状態で、そ

の時点での BASIC スクリプトを見ることができます。  

 

見つける  

 

このボタンを押すと、その時点での BASIC スクリプト内で、テキストのサーチを行うことがで

きます。  

切る  

 

このボタンを押すと、その時点で選択されたテキストが切り取られ、クリップボード上に置かれ

ます。  

コピー  

 

このボタンを押すと、その時点で選択されたテキストがコピーされ、クリップボード上に置かれ

ます。  

貼り付け  

 

このボタンを押すと、クリップボードにあるテキストを、エディタ内のその時点での挿入点に貼

り付けます。  
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アンドゥ  

 

このボタンを押すと、直前に行われた編集上の変更を取り消すことができます。  

 

コンパイル  

 

「コンパイル」アイコンを用いると、その時点での BASIC スクリプトがコンパイル（スクリプ

トを、コンピューターシステムに理解できるように、そして、実行できるようにする）されます。 
スクリプトは実行前に、コンパイルされる必要があります。  

開始する  

 

このボタンを押すと、その時点での BASIC スクリプトがコンパイル、及び、実行されます。  

付記: PC-DMIS の基本的なコマンドを用いて、エディタから実行されるスクリプトは、その時点

でのパーツプログラム内に、オブジェクトを挿入することができます。  

ファイル メニュー  

BASIC スクリプト エディタの「ファイル」メニューには、以下のコマンドとオプションがあり

ます:  

新規  

「ファイル | 新規」メニュー オプションを選ぶと、BASIC スクリプト エディタが開き、そこに、

新しいスクリプトを書くことが可能です。  

開く  

「ファイル | 開く」メニュー オプションを選ぶと、既存の BASIC スクリプトに進み、それを開

くことが可能です。 ファイルが BASIC スクリプト エディタ内で表示されるには、*.bas タイプ

のファイルでなければなりません。  



Wilcox Associates, Inc. 

536  *  その他のウィンドウ、エディタ、およびツールの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

保存する  

「ファイル | 保存」メニュー オプションを選ぶと、スクリプトを保存することが可能です。 新
しいスクリプトと共に、 初にこのオプションが選択された場合、「新名でセーブ」ダイアログ 
ボックスが表示され、それを用いて、スクリプトの名称と保存位置を選択することができます。  

新名でセーブ  

「ファイル | 新名でセーブ」メニュー オプションを選ぶと、新規のスクリプトを保存、または、

既存のスクリプトを新規のファイル名で保存することが可能です。 「新名でセーブ」ダイアロ

グ ボックスが現れると、それを用いて、ファイル名を選択し、そして、スクリプトを保存予定

のディレクトリを選択することができます。  

印刷する  

「ファイル | 印刷する」メニュー オプションを選ぶと、お手持ちのシステムのプリンターから、

BASIC スクリプト エディタ内のスクリプトを印刷します。  

印刷プレビュー  

「ファイル | 印刷プレビュー」メニュー オプションを選ぶと、BASIC スクリプト エディタの

「ファイル」メニューから「印刷する」が選択された場合に、プリンターに送られる印刷内容を

プレビューすることができます。  

 

閉じる  

「ファイル | 閉じる」メニュー オプションを選ぶと、開いたスクリプトのいずれに行った変更内

容を全く保存することなく、BASIC スクリプト エディタを閉じることができます。 「ファイル 
| 閉じる」を選ぶと、メインのユーザー インターフェースに戻ります。 メニュー バーは、通常

の PC-DMIS 機能に戻ります。  

ユニコード  

「ファイル | ユニコード」メニュー項目は、お手持ちの BASIC スクリプトがユニコード スクリ

プトであるか否か、を指定します。 ユニコード スクリプトでない場合、BASIC スクリプト エデ

ィタは、スクリプトを ASCII テキストとして解釈します。  

BASIC スクリプト エディタは、お手持ちのスクリプトを正しく表示し解釈するには、そのフォ

ーマットを知る必要があります。 ユニコード フォーマットを用いると、エディタは、より複雑

な活字（例えば、中国語や日本語の活字）を扱うことができます。  

バイト数の多い活字を使用する言語を用いないかぎり、一般に、このメニュー項目を選択する必

要はありません。  
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[編集]メニュー 

 

編集メニュー  

BASIC スクリプト エディタの「編集」メニューを用いると、基本的な編集機能を使用して、

BASIC スクリプト エディタ内に表示されたテキストを操作することができます。  

アンドゥ  

「編集 | アンドゥ」メニュー オプションを選ぶと、BASIC スクリプト エディタ内での直前の操

作を無効にすることができます。  

切る  

「編集 | 切る」メニュー オプションを選ぶと、BASIC スクリプト エディタから、選択されたテ

キストを切り取ることができます。 切り取られたテキストは、今後、他の場所へ貼り付けるた

めに、Windows のクリップボード内に保存されます。  

コピー  

「編集 | コピー」メニュー オプションを選ぶと、選択されたテキストをコピーすることができま

す。 コピーされたテキストは、今後、他の場所へ貼り付けるために、Windows のクリップボー

ド内に保存されます。  

貼り付け  

「ファイル | 貼り付け」コマンドを用いると、Windows クリップボード内に保存されているテキ

ストを貼り付けることができます。  

削除する  

「編集 | 削除」コマンドを用いると、ハイライト表示されたテキストを削除することができます。  

全部選択  

「ファイル | 全部選択」メニュー オプションを選ぶと、BASIC スクリプト エディタ内の全テキ

ストが自動的に選択されます。 その後、選択されたテキストを切る、コピー、または、削除す

ることが可能です。  
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見つける  

「編集 |見つける」メニュー オプションを選択すると、「見つける」ダイアログ ボックスが現れ

ます。  

 

「見つける」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いると、BASIC スクリプト エディタ内の特定の語、または、語句

のサーチを行うことができます。  

• 「完全一致の単語に限定」チェック ボックスを選ぶと、ダイアログは、

語全体が一致する事例のみを表示します。  
• 「文字格適合」チェック ボックスを選択の場合、ダイアログは、「見つ

ける内容」ボックス内で用いられた文字格（大文字、または、小文字）が

適合する語句のみを表示します。  

次を見つける  

「編集 | 次を見つける」は、BASIC スクリプト エディタ内で、「見つける」ダイアログ ボック

ス内で特定された条件を満たす、次の語句を探します（上記の「編集 | 見つける」を参照して下

さい）。  

置き換える  

「編集 | 置き換える」メニュー オプションを選択すると、「置き換える」ダイアログ ボックス

が現れます。  

 

「置き換える」ダイアログ ボックス  

「置き換える」ダイアログ ボックスは、「編集 | 見つける」コマンドの延長部分です。 それを

用いると、特定の語句のサーチを行い、それから、その語句を「置き換える内容」ボックス内に

入力された語句で置き換えることができます。  
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「完全一致の単語に限定」チェック ボックスがチェックされると、、部分的な一致ではなく、

全語句が完全に一致した場合のみ発見されます。 例えば、このチェック ボックスがチェックさ

れずに「point」という語のサーチを行うと、「points」や「pointer」といった単語内にも、探し

ている文字の連なりを発見する可能性があります。  

「文字格適合」チェック ボックスが選択されると、「見つける内容」ボックス内にタイプ入力

された語句の、大文字か小文字に完全に一致した事例のみが発見されます。 「point」とタイプ

入力した場合、文字格が異なるので、「Point」、または、「POINT」は除かれます。  

「次を見つける」ボタンを押すと、BASIC スクリプト エディタを通してサーチが行われ、ダイ

アログ ボックス内に入力されたサーチ条件を満たす、 初の事例が表示されます。  

「置き換える」ボタンを用いると、（「次を見つける」ボタンを用いて）発見されたものを、

「置き換える内容」ボックス内のもので置き換えます。  

「すべてを置き換える」ボタンを押すと、サーチ条件を満たす、BASIC スクリプト エディタ内

のすべての事例を、「置き換える内容」ボックス内のもので置き換えます。  

「キャンセル」ボタンを押すと、「置き換える」ダイアログボックスが閉じます。  

ダイアログ エディタ  

「編集 | ダイアログ エディタ」オプションを選ぶと、「ダイアログ 1｣と呼ばれる基盤目のつい

たウィンドウと、さらに、「MasQ 可能ダイアログ デザイナー」ツール バーが開きます。 この

ツール バーと「ダイアログ 1｣基盤目は、後に、スクリプト用にプログラムされる、ダイアログ 
ボックスのデザインに必要なツールです。  

「MasQ 可能ダイアログ デザイナー」ツール バーの、右端上部にある「X」をクリックすると、

これらのツール バーが閉じます。  

見るメニュー  

「見る」メニューを用いると、「BASIC スクリプト エディタ」ツール バー、及び、ステータス 
バーを表示するか否かを、選択することができます。 当ツール バーを表示する、あるいは、隠

すには、「見る| ツール バー」を選択して下さい。 当ステータス バーを表示する、あるいは、

隠すには、「見る| ステータス バー」を選択して下さい。  

このメニューを用いて、また、タブ ストップの設定場所を決めることができます。 このオプシ

ョンを選ぶと、設定した文字の数だけ、プログラムのステートメントを字下がりにし、これによ

り、プログラムの読みやすさを改善することができます。 「見る | タブ ストップ設定」を選択

し、文字数をタイプ入力して下さい。 その後、タブ キーが押されると、常に PC-DMIS が指示

された文字の数だけプログラムのステートメントを字下がりにします。 例えば、5 文字のタブ 
ストップを設定する場合、「タブ ストップ設定」に「5」とタイプ入力して下さい。  
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実行メニュー  

「実行」メニューを用いると、「コンパイル」コマンド、または、「開始する」コマンドを選択

することができます。 コンパイル コマンドはスクリプトをコンパイルし、－スクリプト内でシ

ンタックス エラーのチェックを行い－、開始コマンドはスクリプトを実行します。  

ヘルプ メニュー  

「ヘルプ」メニューを用いると、BASIC スクリプト エディタの使用時に役立つ様々なオプショ

ンにアクセスすることができます。  

Basic 用ヘルプ  

「ヘルプ | Basic 用ヘルプ」コマンドを用いると、差込み Basic モジュール用に作成されたオン

ラインのヘルプ ファイルが現れます。  

シンタックス用ヘルプ  

「ヘルプ | シンタックス用ヘルプ」は、BASIC スクリプト エディタを使用時に、シンタックス

用のヘルプ使用オプションの作動のオン、オフを操作することができます。 このオプションを

選ぶと、Basic プログラム用言語を用いてコマンド、または、用語をタイプ入力した場合に、

BASIC スクリプト エディタ内にポップアップ スクロールボックスを表示します。 矢印キーを用

いて、適切な用語を選択できます。 その選択後、タブ キーを押すと、BASIC スクリプト エディ

タ内に、その用語が表示されます。 スペースバーを押すと、コマンドに必要なシンタックスが

表示されます。  

シンタックス用ヘルプ ファイル  

「ヘルプ | シンタックス用ヘルプ ファイル」を用いると、「ヘルプ | シンタックス用ヘルプ」コ

マンドで使用するシンタックス ファイルを選択することができます。 「シンタックス用ヘルプ 
ファイルのロード」ダイアログ ボックスが表示されます。 Windows 用 PC-DMIS を含むディレ

クトリに進み、「Pcdmis.syn」ファイルを選択して下さい。  

フォーム エディタの使用  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | フォーム エディタ」メニュー オプションを選ぶと、フォーム エディタが表示されます。 
このエディタには、実行中にアクティブになる、対話フォーム、及び、ダイアログ ボックスを

作成する時に役立つ強力なツールがあります。 より詳しい説明については、「測定数値レポー

ト」の項にある「フォームについて」の項目を参照して下さい。  
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インスペクション レポートの閲覧  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | インスペクション レポート」メニュー オプションを選ぶと、スクリーン上での表示用

に、ご希望のテキスト レポートを選択できます。 レポートのフォーマットは、リッチ テキスト 
フォーマット(.rtf)です。  

インスペクション レポートを開くには:  

1. 「インスペクション レポート」メニューオプションを選んで下さい。 
「ファイルを開く」ダイアログボックスが現れます。 利用可能なレポー

ト（TEST001.RTF)を表示している、「開く」ダイアログ ボックス  
2. お手持ちのレポートの保存場所に進んで下さい。  
3. スクリーン上で表示するための、ご希望のテキスト ファイルを選択して

下さい。  

.RTF ファイルに対応した、ワード プロセッサーがない場合、WordPad 上で、インスペクション 
レポートを開くことができます。 WordPad ウィンドウのメニューを用いると、以下のことがで

きます:  

• レポートの一部の切り取り、コピー、及び、貼り付けて  
• 既存のレポートを開く  
• 新規のレポートを保存する  
• レポートを印刷する  
• 開いたレポートを閉じる  

クイック スタート インターフェースの使用  

メニュー ロードマップの表示  

クイック スタート インターフェース ( 見る | その他のウィンドウ | クイック スタート ) は、側

面にツール バーの付いたダイアログ ボックスです。  
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クイック スタートのインターフェース  

このインターフェースを用いると、簡単なパーツプログラムをすばやく作成することができます。 
このインターフェイスで、ダイアログ ボックス、または、手続きを利用し、プローブを定義し

たり、キャリブレートしたりでき、お手持ちのパーツを配置し、フィーチャーを測定し、追加の

フィーチャーを組み立て、そして、既存のフィーチャーの寸法測定を行うことができます。  

これらの項目にアクセスするには、単に、ご希望のツール バー アイコンをクリックして下さい。 
そのアイコンが追加の手続きを含んでいる場合、もうひとつのツール バーが、選択されたアイ

コンの右側に現れます。 その新しいツール バーから、特定の手続きを選択することができます。  

クイック スタート ツール バー上のアイコン  

クイック スタート ツール バー上には、以下のアイコンがあります:  

 

キャリブレート / 編集 - このアイコンは、もうひとつのツール バーを表示しません。 
かわりに、「プローブ ユーティリティ」ダイアログ ボックスを起動します。 その

後、このダイアログ ボックスを用いて、プローブを定義し、プローブの先端チップを

キャリブレートすることができます。  

 
配置 - このアイコンは、クイック スタートの「配置する」ツール バーを表示します。 
このツール バーから、パーツ配置の手続きを選択することが可能です。  

 
測定 - このアイコンは、クイック スタートの「測定する」ツール バーを表示します。 
このツール バーから、測定の手続きを選択することが可能です。  

 
組み立て - このアイコンは、クイック スタートの「組み立てる」ツール バーを表示し

ます。 このツール バーから、組み立ての手続きを選択することが可能です。  

 

ディメンション - このアイコンは、クイック スタートのディメンション ツール バーを

表示します。 このツール バーから、ご希望の寸法測定の手続きを選択することが可能

です。  

 
リセット - このアイコンは、「クイック スタート」ダイアログ ボックスを推測モード

に再設定します。  

クイック スタート インターフェースの理解:  
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バージョン 3.5 から 3.7 では、「クイック スタート」ツール バーは「クイック スタート」ダイ

アログ ボックスから分離していました。 しかし、バージョン 4.0 以来、スクリーンのスペース

を節約するために、「クイック スタート」ツール バーが「クイック スタート」ダイアログ ボッ

クス自体に連結しています。 これは、「クイック スタート」インターフェースを選択すると、

常に、ツール バーとダイアログ ボックスの両方が表示され、分離不可能なことを意味します。  

 

クイック スタート ダイアログ ボックス、及び、ツール バー  

さらに、  

• お手持ちのマウスを、ダイアログ、または、ツール バー上の特定の項目の上で停止する

と、その項目の内容が、マウスの下に現れる、黄色のヒント内に表示されます。  
• 「クイック スタート」ダイアログ ボックスを、そのタイトル バーをクリックし、それ

から、ドラッグ/ドロップすることにより、スクリーンの左側へドッキングし、または、

スクリーンの左側からアンドッキングすることができます。  
• クイック スタートの色々な手続きは、今バージョンでは「クイック スタート」ダイア

ログ ボックスに含まれていません。 かわりに、それらは スクリーンの底部にある「ス

テータス バー」上に表示されます。 表示される手順が、「ステータス バー」エリアに

長すぎる場合、PC-DMIS は右から左へ、その手順をスクロールして表示します。 「ク

イック スタート」ダイアログ ボックス上にマウスを移動すると、その時点で表示され

ている手順が再び冒頭からスクロール表示されます。  
• 現バージョンでは、編集ウィンドウか、または、グラフィックス表示ウィンドウにおい

て特徴的機能をクリックすることにより、各種の手続きで用いる入力機能を選択するこ

とができます。  
• 現バージョンの PC-DMIS には、ステータス ウィンドウがあります。 このウィンドウを

用いて、ディメンションをプレビューしたり、あるいは、推測モードにある場合には、

「完了する」ボタンをクリックして、パーツプログラム内にディメンションやフィーチ

ャーを挿入する前に、測定されたフィーチャーをプレビューすることができます。 「そ

の他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用」の項にある「ステータス ウィンドウの

使用」を参照して下さい。  

重要事項: 「クイック スタート」インターフェースを作動可能にすると、特定のコマンドが作動

不能になります。 例えば、フィーチャーを削除、コピー、または、マークすることができませ

ん; お客様のパーツプログラムを実行することも不可能になります。 これらとその他の機能を行

うには、 初に「クイック スタート」インターフェースを閉じる必要があります。  
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「クイック スタート」ダイアログ ボックスの使用  

「クイック スタート」インターフェースでは、ツール バーが「クイック スタート」ダイアログ 
ボックスに添付されています。 このツール バー上の手続きの多くは、そのオペレーション実施

時に、「クイック スタート」ダイアログ ボックスを使用します。 当ツール バーのアイコンにつ

いては、「クイック スタート インターフェース」の項目内に記述があります。  

この項目では、当インターフェースのダイアログ ボックス部分にある項目についての記述、及

び、各種オペレーションの実施のためのダイアログ ボックス使用方法についての記述に焦点を

合わせます。  

「クイック スタート」ダイアログ ボックス  

クイック スタート インターフェースのサンプル  

ダイアログ ボックスの項目  内容  

 

グラフィックスの内容  

「クイック スタート」ダイアログ ボ
ックスを使用する、全オペレーショ

ンにおいて、PC-DMIS は 2 通りのア

イコンを表示します。 その時点での

手続きが、左アイコン上に表示さ

れ、その手続き内のその時点でのス

テップ、または、その時点で推測さ

れるフィーチャーが右アイコン上に

表示されます。  

左側の、スクリーン画像にある例で

は、疑問符アイコンは、PC-DMIS が

推測モードのオペレーションを行っ

ていることを示しています。 右側

の、単一ヒットの付いた点アイコン

は、点フィーチャーが作成予定であ

ることを示しています。 もうひとつ

のヒットが行われると、右側のアイ

コンが直線に変わります。  
 

フィーチャーID の例  

ID  

そのフィーチャー専用の ID。 適切な

手続きが選択された後、このボック

ス内に ID が表示されます。  

「ユーザーインターフェースの利

用」の項にある「ID」を参照して下

さい。  
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フィーチャー優先一覧  

フィーチャー優先  

この一覧を用いると、推測されたフ

ィーチャーの測定値をくつがえし、

選択されたタイプのフィーチャーを

それに優先させることができます。 
例えば、4 つのヒットを行った後、

PC-DMIS がそのフィーチャーを平面

と推測した場合、この一覧から円を

選択して、かわりに、測定された円

を作成することができます。  

「測定フィーチャーの作成」の項に

ある「推測された測定フィーチャー

をくつがえす」を参照して下さい。  
実行 / 要求されたヒットの数  

実行されたヒットの数  

この表示は、斜線の右側に 低限必

要なヒット数を記し、そして、斜線

の左側にはその時点で行われたヒッ

ト数を記しています。 低限必要な

ヒット数以上、ヒットを行うことが

可能で、その場合、斜線の左側の数

字が斜線の右側の数字よりも大きく

なります。  
移動ポイント保存  

移動ポイント保存  

「移動ポイント保存」アイコンを用

いると、パーツプログラム内に、簡

単に移動ポイントを保存できます。 
このアイコンをクリックすると、PC-
DMIS がその時点でのプローブの位置

を読み取り、編集ウィンドウ内に

MOVE/POINT コマンドを挿入しま

す。  

「移動コマンドの挿入」の項にある

「移動ポイント コマンドの挿入」の

項目を参照して下さい。  
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推測  

当ダイアログ ボックス内に、このア

イコンが表示されている場合、PC-
DMIS は推測モードにあります。 
「クイック スタート」ダイアログ ボ
ックスを用いた、組み立てフィーチ

ャー、または、パーツ配置の作成を

完了すると、PC-DMIS は、常にこの

モードに戻ります。  

「クイック スタート: 測定」ツール:
バーにある「推測モード」アイコン 
をクリックしても、PC-DMIS を推測

モードに置くことができます。  

行われたポイントの数に基づいて、

このモードは、測定中のフィーチャ

ーのタイプを推測し、これを反映し

て「クイック スタート」ダイアログ 
ボックスを動的に更新します。  

例えば、推測モードにおいて、2 個の

ポイントが選択された場合、「クイ

ック スタート」ダイアログ ボックス

は、表示中のフィーチャーを直線に

更新します。 4 個のポイントが選択

された場合、それは円フィーチャー

に、8 個のポイントが選択された場

合、円筒フィーチャーに、という具

合に、更新が行われます。  

「測定フィーチャーの作成」の項に

ある「測定フィーチャー タイプの推

測」を参照して下さい。  
結果ボックスの例  

結果  

「結果」ボックスは、それまでに実

行された測定手続きの全段階での結

果を表示します。 例えば、ユーザー

が、平面 - 直線 - 直線のパーツ配置を

行いたい場合、2 番目の直線が選択、

または、測定された時に、「結果」

ボックスは、以下のように表示しま

す:  

ステップ 1: 平面 1=測定された平面 
ステップ 2: 直線 1=測定された直線 
ステップ 2: 直線 2=測定された直線  

「結果」ボックスは、当ダイアログ 
ボックスの底部にあるボタンと連結

しています。 手続き中のある段階
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で、その必要条件を満たすと、これ

らのボタンが作動可能になります。  

 

＜戻る、及び、次＞  

＜戻る、及び、次＞ボタンを押す

と、必要なフィーチャー、または、

入力の一覧内を行き来することがで

きます。 ツール バー上の手続きが複

数のフィーチャーの選択（例えば、

「ディメンション」ツール バー、と

「パーツ配置」ツール バー）、また

は、作成を必要とする時、あるい

は、ユーザーの入力（例えば、ディ

メンション用の上下限公差値）を必

要とする時、これらのボタンが利用

可能になります。  

お客様のジョグボックス上の「済

み」ボタンをクリックすると、「ク

イック スタート」ダイアログ ボック

ス使用時に「次＞」ボタンをクリッ

クするのと、同様の機能を果たしま

す。  

 

完了する  

「完了する」ボタンを押すと、手続

きが完成し、編集ウィンドウ内に適

切なコマンドが挿入され、そして、

大部分の場合、PC-DMIS が、その時

点で完成した手続きの 初のステッ

プに戻ります。  

しかし、パーツ配置、または、組み

立てフィーチャーについては、「完

了する」をクリックすると、PC-
DMIS がデフォルト設定である推測モ

ードに戻ります。  
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クイック スタート: 測定ツール バー  

 

クイック スタート測定ツール バー  

このツール バーには、以下の測定機能に対応したアイコンがあります:  

点  直線  平面  
円  円筒  円錐  
球  丸型溝  角型溝  
推測モード    

測定されたフィーチャーの作成に関する、より詳しい説明については、「測定フィーチャーの作

成」の項を参照して下さい。  

スキャン  

「スキャン」アイコン を用いて、時間固定手動スキャンを行うことができます。 PC-DMIS は、

ステータスバー内に手順を表示します。 このタイプのスキャンに関する、より詳しい説明につ

いては、「お手持ちのパーツのスキャン」の項にある「時間固定手動スキャンの実施」を参照し

て下さい。  

測定フィーチャーの作成  

• 「クイック スタート」ツール バーから、「測定する」ツール バーを選択

して下さい。  
• 測定予定のフィーチャーのアイコンをクリックして下さい。 ダイアログ 

ボックスの、上部左にあるアイコンが変化して、このプロシージャで測定

予定のフィーチャーを表示し、そして、その手順がステータス バー上に

現れます。  
• オフライン モードにおいて、「PC-DMIS モード」ツール バー上の「プロ

グラム モード」アイコンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、グラフィ

ックス表示ウィンドウ内の当パーツの近くに、プローブのシミュレーショ

ン画図を描きます。  
• オフライン モード モードでは、プローブの深さを設定するために、右ク

リックをして下さい。 オンライン モードでは、プローブをご希望の深さ

に移動して下さい。  
• フィーチャーを測定するため、当パーツ上に、 低数のヒットを行って下

さい。  
• 測定が完了したら、「完了する」をクリックするか、または、お手持ちの

ジョグボックス上の「済み」を押して下さい。 「クイック スタート」ダ
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イアログ ボックスが開いたままの状態で、PC-DMIS は 自動的にプローブ

の半径を補整し、測定済みのフィーチャーをグラフィックス表示ウィンド

ウ内のパーツ上に表示します。  
• 測定が必要なフィーチャーすべての測定が完了するまで、ステップ 4 か

ら 6 を繰り返して従って下さい。  
• 完了後に、「閉じる」をクリックして下さい。 「クイック スタート」ダ

イアログ ボックスが閉じます。  

点の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

「点」アイコンを用いて、参照平面

（肩）、または、空間上の点に配置

された平面上にある、点の位置を測

定することができます。  
測定された点を作成するには、パーツ上に 低 1 個のヒットを行う必要が

あります。  
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「点の基本的測定形式」の

項目を参照して下さい。  

直線の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

「直線」アイコンを用いて、参照平

面、または、空間内の直線にある平

面に属する、直線の方向性と直線性

を測定することができます。  
測定された直線を作成するには、パーツ上に 低 2 個のヒットを行う必要

があります。  

測定された直線と作動平面  

測定された直線を作成する場合、PC-DMIS は、その時点での作動平面に直

角なベクトル上に、その直線のためのヒットが行われる、と予測します。  

例えば、その時点での作動平面が Z プラス（ベクトル 0,0,1 を伴う）であ

り、ブロックのようなパーツをお持ちである場合、測定された直線のため

のヒットは、そのブロックの前面や側面のような、当パーツのベクトル壁

上に行われなければなりません。  

それから、当パーツの上部表面上にある、直線フィーチャーを測定する場

合、直線の方向次第で、作動平面を、X プラス、X マイナス、Y プラス、ま
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たは、Y マイナスに切り換える必要があります。  

作動平面の変更方法に関する、より詳しい説明については、「作動平面一

覧」の項目を参照して下さい。  
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「直線の基本的測定形式」

の項目を参照して下さい。  

平面の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

「平面」アイコンを用いて、平坦

な、または、平面的な表面を測定す

ることができます。  
平面を測定するには、平坦な表面のいずれかの場所に、 低 3 個のヒット

を行う必要があります。 低数の 3 個のみのヒットを行う場合、表面上の

も広いエリアを覆い、大きな三角形をなすようにポイントを選択するこ

とが 適です。  
4 ポイントのヒットによる平面の例  8 ポイントのヒットによる平面の例  

  
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「平面の基本的測定形式」

の項目を参照して下さい。  

円の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

「円」アイコンは、直径、真円度、

及び、参照平面に平行な穴 / 鋲の中心

点の位置の測定に使用されます。 参
照平面に平行な穴 / 鋲の中心点とは、

参照軸線に配置された円筒の直角部

分を指します。  
測定された穴、または、鋲を作成するには、 低 3 個のヒットを行う必要

があります。 測定中のシステムによって、平面が自動的に認識され設定さ

れます。 ヒットを行うポイントは、円周上に均一に配分されていなければ

なりません。  
4 ポイントのヒットによる円の例  8 ポイントのヒットによる円の例  
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「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「円の基本的測定形式」の

項目を参照して下さい。  

円筒の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

直径、円筒度、及び、円筒の軸線の空

間での方向性を測定するには、「円

筒」アイコンを用いて下さい。 選択

されたポイントの重心の位置もまた、

算出されます。  
測定された円筒を作成するには、円筒上に 低 6 個のヒットを行う必要が

あります。 ヒットを行うポイントは、表面上に均一に配分されていなけれ

ばなりません。 初に選択された 3 個のポイントは、中心軸に直角な平面

上に位置する必要があります。  

 

8 ポイントのヒットによる円筒の例  
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「円筒の基本的測定形式」

の項目を参照して下さい。  

円錐の測定  

 

メニュー ロードマップの表示  
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円錐度、頂点角度、及び、円錐の軸線

の空間での方向性を測定するには、

「円錐」アイコンを用いて下さい。 
選択されたポイントの重心の位置もま

た、算出されます。  
測定された円錐を作成するには、 低 6 個のヒットを行う必要がありま

す。 ヒットを行うポイントは、表面上に均一に配分されていなければなり

ません。 初に選択された 3 個のポイントは、中心軸に直角な平面上に位

置する必要があります。  

 

8 ポイントのヒットによる円錐の例  
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「円錐の基本的測定形式」

の項目を参照して下さい。  

球の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

球の直径、球状、及び、その中心点

の位置を測定するには、「球」アイ

コンを使用して下さい。  
測定された球を作成するには、 低 4 個のヒットを行う必要があります。 
ヒットを行うポイントは、表面上に均一に配分されていなければなりませ

ん。 初の 4 ヒット ポイントは、同一円周上に位置してはなりません。 
初のポイントは、球の極上に置かれるべきです。 その他の 3 ポイントは

円周上に配置されます。  
5 ポイントのヒットによる球の例  9 ポイントのヒットによる球の例  

  
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「球の基本的測定形式」の

項目を参照して下さい。  
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丸型溝の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

測定された丸型溝を作成するには、

「丸型溝」アイコンを使用して下さ

い。  
測定された丸型溝を作成するには、その溝穴上に少なくとも 6 個のヒット

を行う必要があり、通常、2 ヒット ポイントは、まっすぐな側面のそれぞ

れに、そして、1 ヒット ポイントは各曲線部に置かれます。 かわりに、各

曲線上に 3 ヒット ポイントをとることもできます。  
   

 

6 ポイントのヒットによる丸型溝の例  

 
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「丸型溝の基本的測定形

式」の項目を参照して下さい。  

 

 

角型溝の測定  

メニュー ロードマップの表示  

 

測定された角型溝を作成するには、

「角型溝」アイコンを使用して下さ

い。  
測定された角型溝を作成するには、溝穴上に 5 個のヒットを行う必要があ

り、そのうち 2 個は溝穴の長いほうの側面のひとつに置かれ、それから、

残りの側面それぞれにヒットがひとつずつ置かれる必要があります。  
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5 ポイントのヒットによる角型溝の例  

 
「測定フィーチャーの作成」の項にある、関連した編集ウィンドウ内のコ

マンドに関する、より詳しい説明については、「角型溝の基本的測定形

式」の項目を参照して下さい。  

クイック スタート: 組み立てツール バー  

 

クイック スタート組み立てツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

図形要素を組み立てている場合、選択されたポイントをプロセスするかわりに、PC-DMIS は、

既に測定済みの図形要素の、または、測定予定の図形要素の特徴的ポイントをプロセスします。  

組み立て可能な図形要素の範囲は、クイック スタート測定ツール バーを用いて測定可能な図形

要素の範囲と同じです。 も良く使われるアプリケーションは、穴、または、突起の円形部分

の中心点を通る円の組み立てです。  

一般的に、他の図形要素組み立てに用いられる図形要素は、点や円（または、球）であり、それ

らは既に測定され、保存済みであるかもしれませんし、そうでないかもしれません。 必要なフ

ィーチャーが既に測定済みでない場合には、組み立て手続き中にそれを測定することが可能です。  

組み立て可能なフィーチャーは:  

点フィーチャー  

 

• 交差点  
• 中間点  
• 突起点  

平面フィーチャー  
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1. 適平面  
2. 中間平面  
3. パーツ配置平面  

溝フィーチャー  

 

• 溝フィーチャー  

円錐フィーチャー  

 

• 円錐フィーチャー  

 

 

上記表内のリンクを用いると、このヘルプ ファイルの「既存フィーチャーからの新規フィーチ

ャー組み立て」の項にある、適切な項目を見て、より詳しい情報を得ることができます。  

組み立てられたフィーチャーの作成  

下記の手続きは、フィーチャー組み立てに関する、 も基本的な説明です。 より詳しい説明に

ついては、「既存フィーチャーからの新規フィーチャー組み立て」の項を参照して下さい。  

1. 「クイック スタート」ツール バーから、「組み立て」ツール バーを選択

して下さい。 メニュー ロードマップの表示  
2. 測定予定のフィーチャーのアイコンをクリックして下さい。 「クイック 

スタート」ダイアログ ボックスが、手続きのアイコンと、 初に必要と

されるフィーチャー タイプ用のアイコンの二つを表示します。  
3. 当ツール バーの底部にある手順に従い、ダイアログ内にデータを記入す

るか、または、組み立てに必要なフィーチャーを選択（または、測定）す

るか、のいずれかを行って下さい。  
4. 「完了する」ボタンが現れるまで、「次」ボタンをクリックし続け、手順

に従って下さい。  
5. 用意ができた時に、「完了する」をクリックして下さい。 PC-DMIS が、

グラフィックス表示ウィンドウと編集ウィンドウの、当パーツの上に、新

規に組み立てられたフィーチャーを配置します。  
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クイック スタート: ディメンション ツール バー  

 

クイック スタート ディメンション ツール バー  

「ディメンション」ツール バーを用いると、幾何図形の測定、及び、幾何図形の公差チェック

を行うことができます。 「キー イン」ディメンションを除くと、このツール バーは、PC-DMIS
の「ディメンション」ツール バーにある全ディメンションを含んでいます。 この項にある「デ

ィメンション ツール バー」を参照して下さい。  

重要事項: 「クイック スタート ディメンション」ツール バーは、レガシー ディメンションのみ

を作成します。 新規のフィーチャー コントロール フレーム ディメンションは、作成されませ

ん。  

幾何図形の測定について  幾何図形の公差チェックについて  
幾何図形の測定は、以下の状況下で用いら

れます:  

• ディメンションが、2 種のエ

レメント（例えば、距離と角

度）に渡っている場合。  
• ディメンションの図形要素が

測定不可能な場合（例えば、

すみ、かど）。  
• ディメンション測定値が、幾

何図形の算出手続きを用いて

算出できる場合（交点、突

起、及び/または中間的要

素）。  

2 個の図形要素間の、幾何図形的関係それ

ぞれにおいて、第 3 の図形要素（点、円、

直線、または、平面）が作成されます。 算
出された図形要素の、デフォルトの出力形

式は、 も意味のあるディメンションとな

ります。  

完全付記: 「幾何図形的関係」を「幾何図形

の公差｣と混同しないで下さい。 「幾何図

形の公差｣はフィーチャーの「機能的必要条

件」のチェックに使用されます。 「機能的

必要条件」とは、十分な組み立て、安全

性、外観、性能、等、フィーチャーの特性

幾何図形公差チェックでは、基準点参照フ

レームと比較して（適用可能な場合）、フ

ィーチャーの所在位置、方向性、プロファ

イル、外れ、または、フォームのエラーを

テストします。  

以下のオプションが利用可能です:  

• 方向性チェック: 並列性、垂

直度、及び、角のエラーをテ

ストします。  
• 所在位置チェック: 同軸性と

偏心度のエラー、所在位置と

位置付けのエラーについてテ

ストします。  
• プロファイル チェック: その

時点でのパーツ配置と比較し

て、プロファイル フォーム、

または、プロファイルのエラ

ーについてテストします。  
• 外れチェック: 円、円筒、ま

たは、平面の全外れのエラー

についてテストします。  

PC-DMIS は、その結果である幾何図形公差

チェックのディメンションを、編集ウィン

ドウ内の 2 個の図形要素の間に挿入しま
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のことです。 PC-DMIS 内で使用される「幾

何図形的関係」は、基準理論を全範囲にわ

たって利用しないので、機能の必要条件を

確保するには十分ではありません。  

す。  

 

アイコ

ン  内容  クイック スタートの手続き  

 

レガシーの、所在位置ディメンションを作

成する。   

フィーチャーを選択するか、または、測定

して下さい。 「次」をクリックして、プラ

ス、及び、マイナス公差を特定し、それか

ら、所在位置ディメンションを挿入するた

めに、「完了する」をクリックして下さ

い。  

 

レガシーの、正規位置ディメンションを作

成する。  

フィーチャーを選択するか、または、測定

して下さい。 「次」をクリックして、プラ

ス、及び、マイナス公差を特定し、それか

ら、正規位置ディメンションを挿入するた

めに、「完了する」をクリックして下さ

い。  

 

レガシーの、距離ディメンションを作成す

る。  

初のフィーチャーを選択するか、また

は、測定を行い、「次」をクリックして下

さい。 2 番目のフィーチャーを選択する

か、または、測定を行い、「次」をクリッ

クして下さい。 プラス、及び、マイナス公

差を特定し、名目値をタイプ入力し、2D、

または、3D を選択し、それから、距離ディ

メンションを挿入するために、「完了す

る」をクリックして下さい。  

 

レガシーの、角度ディメンションを作成す

る。  

初のフィーチャーを選択するか、また

は、測定を行い、「次」をクリックして下

さい。 2 番目のフィーチャーを選択する

か、または、その測定を行って下さい。 
「次」をクリックして下さい。 プラス、及

び、マイナス公差を特定し、名目値をタイ

プ入力し、2D、または、3D を選択し、それ

から、角度ディメンションを挿入するため

に、「完了する」をクリックして下さい。  

 

レガシーの、偏心度ディメンションを作成

する。  

初の円形フィーチャーを選択するか、ま

たは、測定を行い、「次」をクリックして

下さい。 2 番目の円形フィーチャーを選択

するか、または、その測定を行って下さ

い。 「次」をクリックして下さい。 プラス

公差を特定して下さい。 「次」をクリック

して下さい。 「完了する」をクリックし

て、偏心度ディメンションを挿入して下さ

い。  
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レガシーの、真円度ディメンションを作成

する。  

初の円形フィーチャーを選択するか、ま

たは、測定を行い、「次」をクリックして

下さい。 2 番目の円形フィーチャーを選択

するか、または、その測定を行って下さ

い。 「次」をクリックして下さい。 プラス

公差を特定して下さい。 「次」をクリック

して下さい。 「完了する」をクリックし

て、真円度ディメンションを挿入して下さ

い。  

 

レガシーの、円筒度ディメンションを作成

する。  

円筒を選択するか、または、その測定を行

い、「次」をクリックして下さい。 2 番目

のフィーチャーを選択するか、または、そ

の測定を行って下さい。 「次」をクリック

して下さい。 プラス公差を特定して下さ

い。 「次」をクリックして下さい。 「完了

する」をクリックして、円筒度ディメンシ

ョンを挿入して下さい。  

 

レガシーの、真直度ディメンションを作成

する。  

円錐、直線、または、円筒を選択するか、

または、その測定を行って下さい。 「次」

をクリックして下さい。 プラス公差を特定

して下さい。 「次」をクリックして下さ

い。 「完了する」をクリックして、真直度

ディメンションを挿入して下さい。  

 

レガシーの、平面性ディメンションを作成

する。  

平面を選択するか、または、その測定を行

って下さい。 「次」をクリックして下さ

い。 プラス公差を特定して下さい。 「次」

をクリックして下さい。 「完了する」をク

リックして、平面性ディメンションを挿入

して下さい。  

 

レガシーの、垂直度ディメンションを作成

する。  

初のフィーチャーを選択するか、また

は、その測定を行って下さい。 「次」をク

リックして下さい。 2 番目のフィーチャー

を選択するか、または、その測定を行って

下さい。 プラス公差と計画距離を特定して

下さい。 「次」をクリックして下さい。 
「完了する」をクリックして、垂直度ディ

メンションを挿入して下さい。  

 

レガシーの、並列性ディメンションを作成

する。  

点以外のフィーチャーを選択するか、また

は、その測定を行って下さい。 「次」をク

リックして下さい。 2 番目の点以外のフィ

ーチャーを選択するか、または、その測定

を行って下さい。 プラス公差と計画距離を

特定して下さい。 「次」をクリックして下

さい。 「完了する」をクリックして、並列

性ディメンションを挿入して下さい。  
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レガシーの、全外れのディメンションを作

成する。  

円錐、円筒、直線、または、平面を選択す

るか、または、その測定を行って下さい。 
「次」をクリックして下さい。 円錐、円

筒、直線、または、平面を選択するか、ま

たは、その測定を行って下さい。 「次」を

クリックして下さい。 プラス、及び、マイ

ナス公差を特定して下さい。 「次」をクリ

ックして下さい。 「完了する」をクリック

して、全外れのディメンションを挿入して

下さい。  

 

レガシーの、円形外れのディメンションを

作成する。  

円筒、円錐、直線、または、球を選択する

か、または、その測定を行って下さい。 
「次」をクリックして下さい。 円筒、円

錐、直線、または、球を選択するか、また

は、その測定を行って下さい。 「次」をク

リックして下さい。 プラス、及び、マイナ

ス公差を特定して下さい。 「次」をクリッ

クして下さい。 「完了する」をクリックし

て、円形外れのディメンションを挿入して

下さい。  

 

レガシーの、表面プロファイルのディメン

ションを作成する。  

フィーチャーを選択するか、または、測定

して下さい。 「次」をクリックして下さ

い。 プラス、及び、マイナス公差を特定し

て下さい。 そのプロファイルが、フォーム

のみ、または、フォームと所在位置、のい

ずれであるか、を選択して下さい。 「次」

をクリックして下さい。 「完了する」をク

リックして、表面プロファイルのディメン

ションを挿入して下さい。  

 

レガシーの、直線プロファイルのディメン

ションを作成する。  

フィーチャーを選択するか、または、測定

して下さい。 「次」をクリックして下さ

い。 プラス、及び、マイナス公差を特定し

て下さい。 「次」をクリックして下さい。 
「完了する」をクリックして、表面プロフ

ァイルのディメンションを挿入して下さ

い。  

 

レガシーの、角ディメンションを作成す

る。  

点以外、または、球以外のフィーチャーを

選択するか、または、その測定を行って下

さい。 「次」をクリックして下さい。 円
錐、円筒、直線、または、平面を選択する

か、または、その測定を行って下さい。 
「次」をクリックして下さい。 プラス公

差、距離、及び、角度を特定して下さい。 
「次」をクリックして下さい。 「完了す

る」をクリックして、角ディメンションを

挿入して下さい。  

 

レガシーの、対称ディメンションを作成す

る。  

初のフィーチャー用の直線、または、セ

ットを選択するか、または、その測定を行

って下さい。 「次」をクリックして下さ
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い。 2 番目のフィーチャーを選択して下さ

い。 「次」をクリックして下さい。 3 番目

のフィーチャー（または、基準点）を選択

して下さい。 「次」をクリックして下さ

い。 プラス公差を特定して下さい。 「次」

をクリックして下さい。 「完了する」をク

リックして、対称ディメンションを挿入し

て下さい。  

 

クイック スタート インターフェースを用いた、フィーチャーの寸法

測定  

下記の手続きは、クイック スタート インターフェースを用いてのディメンション作成に関する

基本的な手順を記述したものです。  

• 「クイック スタート」ツール バーから、「ディメンション」ツール バー

を選択して下さい。 メニュー ロードマップの表示  
• そのツール バーから、ご希望のディメンションを選択して下さい。 選択

されたディメンションの手続き用のアイコンが、「クイック スタート」

ダイアログ ボックス内に表示され、そして、お客様のスクリーンの底部

にあるステータス バー上に、その手順が現れます。  
• 編集ウィンドウ、または、グラフィックス表示ウィンドウからフィーチャ

ーを選択して、（または、選択すべきフィーチャーがない場合には、フィ

ーチャーを測定して）、ステータス バー上の手順に従って下さい。  
• ステータス バー上の手順に従い、「クイック スタート」ダイアログ ボッ

クス内に数値をタイプ入力して下さい。  
• 「完了する」ボタンが現れるまで、「次」ボタンをクリックし続け、手順

に従って下さい。  
• 「完了する」をクリックして下さい。 PC-DMIS が、パーツプログラム内

にディメンションを挿入します。  

 

クイック スタート: パーツ配置ツール バー  

 

クイック スタート パーツ配置ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  
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「パーツ配置」ツール バーを用いると、以下の手続きに従って、特定のフィーチャー タイプの

パーツ配置を作成することができます。  

アイコン  内容  クイック スタートの手続き  

 

 

平面、直線、直線の配置  

 

水平に配置する平面を選択するか、ま

たは、その測定を行い、「次」をクリ

ックして下さい。 回転する直線を選

択するか、または、その測定を行い、

「次」をクリックして下さい。 2 番

目の直線を選択するか、または、その

測定を行って下さい。 パーツを 2 直

線に変換することにより、原点が作成

されます。 「完了する」をクリック

して、パーツ配置を挿入して下さい。

 
平面、直線、円の配置  

水平に配置する平面を選択するか、ま

たは、その測定を行い、「次」をクリ

ックして下さい。 回転する直線を選

択するか、または、その測定を行い、

「次」をクリックして下さい。 円を

選択するか、または、その測定を行っ

て下さい。 この直線上に投影され

た、円の中心点に、PC-DMIS は、パ

ーツ配置の原点を設定します。 「完

了する」をクリックして、パーツ配置

を挿入して下さい。  

 
平面、円、円の配置  

水平に配置する平面を選択するか、ま

たは、その測定を行い、「次」をクリ

ックして下さい。 初の円フィーチ

ャーを選択するか、または、その測定

を行って下さい。 「次」をクリック

して下さい。 2 番目の円フィーチャ

ーを選択するか、または、その測定を

行って下さい。 PC-DMIS が、2 個の

円の中心点を結んで作成された直線を

軸として、パーツ配置を回転します。

その後、PC-DMIS は 初の円の中心

点を用いて、パーツ配置の原点を設定

します。 「完了する」をクリックし

て、パーツ配置を挿入して下さい。  

 
平面、直線、点の配置  

水平に配置する平面を選択するか、ま

たは、その測定を行い、「次」をクリ

ックして下さい。 回転のための直線

を選択するか、または、その測定を行

って下さい。 「次」をクリックして

下さい。 パーツ配置の原点として点

を選択するか、または、その測定を行

って下さい。 「完了する」をクリッ

クして、パーツ配置を挿入して下さ



Wilcox Associates, Inc. 

562  *  その他のウィンドウ、エディタ、およびツールの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

い。  

 
円筒、直線、点の配置  

円筒を選択するか、または、その測定

を行い、「次」をクリックして下さ

い。 直線を選択するか、または、そ

の測定を行って下さい。 「次」をク

リックして下さい。 円を選択する

か、または、その測定を行って下さ

い。 PC-DMIS が、ポイントがクリッ

クされた表面にパーツ配置を水平に配

置し、直線を軸にそれを回転し、XY
原点を円筒の中心点に設定します。 
「完了する」をクリックして、パーツ

配置を挿入して下さい。  

 
6 ポイントを用いた 適パーツ配置  

スクリーン上のプロンプトに従い、6
個のポイントを選択、または、測定し

て下さい。 一般的な手続きでは、Z
軸に水平な上部表面上で 3 ポイント

を測定します。 X 軸により回転する

前面上で、2 ポイントを測定して下さ

い。 それから、Y 軸の原点を定義す

るために 1 ポイントを測定して下さ

い。 そして、完了する」をクリック

して下さい。 これによって、パーツ

配置のための正しい原点が設定されま

す。 PC-DMIS が、「3D 適パーツ

配置」を挿入します。 実行中、PC-
DMIS は、レポート ウィンドウ内に

3D 適パーツ配置のためのグラフィ

ックス分析を表示します。  

 

パーツ配置を作成する、追加の方法については、「パーツ配置の作成と使用」の項を参照して下

さい。  

クイック スタート: キャリブレート / 編集ツール バー  

 

クイック スタート キャリブレート / 編集ツール バー  

「クイック スタート キャリブレート / 編集」ツール バー アイコンは、単に、「プローブ ユー

ティリティ」ダイアログ ボックスを起動します。  

プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス  
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プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、プローブを作成し、様々な角度でキャリブレートすること

ができます。 このダイアログ ボックスの使用に関する、より詳しい説明については、「ハード

ウェアの定義」の項にある「プローブの定義」を参照して下さい。  

設定ウィンドウの使用  
「見る | その他のウィンドウ | 設定ウィンドウ」は、設定ウィンドウを開きます。  

設定ウィンドウ  

設定ウィンドウ  

このドッキング可能なウィンドウは、頻繁に変更される設定用のタブをいくつか含んでいます。 
各タブが、それに特有の、カラー コードされた、編集可能な設定を持っています。 設定は、パ

ーツプログラムのその時点でのカーソル所在位置に連結しており、カーソルの所在位置でのパー

ツプログラムの設定に適合するよう、設定表示が更新されます。 例えば、複数の LOADPROBE
コマンドを持ち、編集ウィンドウ内で各 LOADPROBE コマンドを選択した場合、PC-DMIS は、

選択された LOADPROBE コマンドを表示するために、設定ウィンドウを更新します。  

設定の編集  

設定を編集するには、その設定の右側にあるフィールド上をクリックして、異なるオプションを

選ぶか、または、新規の値をタイプ入力して下さい。 設定変更時には、PC-DMIS が適切なパラ

メータの変更を、カーソルの所在位置にあるパーツプログラム内に挿入します。  

利用可能な設定  

以下のタブ、及び、設定が利用可能です。 以下の表内で、背景に陰影が付けられている欄は、

それらの設定に関連したデフォルト設定色を表示しています。  

すべ

て  
一般  プ

ロ

ー

ブ  

距

離  
速

度  
デ

ィ

メ

ン

シ

ョ

ン  
このタブに

は、全タブに

共通する設定

すべてを含ん

でいます。  

パーツ配置  

これは、
RECALL/ALIGNMENT
コマンドを挿入し、こ

のコマンドを用いる

と、一覧から選択され

たパーツ配置を呼び出

プローブ  

これは、パー

ツプログラム

内に、選択さ

れたプローブ

用の
LOADPROBE

ヒット前  接触速度  表示精度  
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すことができます。  コマンドを挿

入します。  
先端チップ  チェック  移動速度  正の値のレポ

ート表示  
 

プローブ補整  

これは、適切な

PROBECOM コマンド

を挿入することによ

り、プローブ補整の作

動オン、オフを操作す

ることができます。  

撤回  スキャン速度 軸線 X の正の

値のレポート  

この設定は、

PC-DMIS が X
軸線上に正の

値のレポート

を表示するか

否かを、決定

することがで

きます。  

 

動作エラー無視  手動撤回   軸線 Y の正の

値のレポート  

この設定は、

PC-DMIS が Y
軸線上に正の

値のレポート

を表示するか

否かを、決定

することがで

きます。  

 

引き金公差    軸線 Z の正の

値のレポート  

この設定は、

PC-DMIS が Z
軸線上に正の

値のレポート

を表示するか

否かを、決定

することがで

きます。  

 

引き金公差域    ギャップのみ   
引き金平面    レトロライナ

ーのみ  
 

自動引き金      
自動警報      
自動公差域      
フライ モード      
フライ半径のタイプ入

力  
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これらの設定に関する、簡略な記述については、上記表内のリンクをクリックするか、または、

より深い内容の文書については、これらの項目のひとつを選択し、特定のオプションを見つけて

下さい。  

1. 設定ツール バー  
2. プローブ モード ツール バー  
3. PC-DMIS セットアップ オプションの選択  
4. レポート、及び、動作パラメータの変更  

また、これらの設定の多くを「挿入 | パラメータ変更」サブメニューから挿入することも可能で

す。  

さらに詳しく：  

設定ウィンドウ オプションの変更  

 

 

設定ウィンドウ オプションの変更  

設定ウィンドウを右クリックし、ショートカット メニューから「オプション」を選択すること

により、設定ウィンドウ オプションを変更することができます。  

設定ウィンドウのショートカット メニュー  

「設定ウィンドウのオプション」ダイアログ ボックスが現れます。  

設定ウィンドウのオプション  

「設定ウィンドウのオプション」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、異なるカテゴリで使用される色付けを変更でき、また、設

定ウィンドウ始動時に表示されるカテゴリをコントロールすることができます。  

始動エリア  

このエリアには、設定ウィンドウ用の、2 種の始動オプションがあります:  

アクティブ カテゴリの使用 - 設定ウィンドウは、その始動時

に、前回、 後に使用されたカテゴリを表示します。  
常時使用 - 設定ウィンドウは、その始動時に、ドロップダウン

一覧から選択されたカテゴリを表示します。  

色エリア  
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「カテゴリに使用可能な色」チェック ボックスを用いると、設定のカテゴリのカラー コード表

示の作動可、不可を操作することができます。  

色付けボックス上のドロップダウン矢印を用いると、利用可能なカテゴリ用の、デフォルトのカ

ラー コード表示を変更することができます。  

プレビュー ウィンドウの使用  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | その他のウィンドウ | プレビュー ウィンドウ」メニュー オプションを選ぶと、ウィン

ドウが開き、測定結果を実際に確定する前にプレビューすることができます。 プローブによる

ヒットを行い、終了キーを押した後で（または、ジョグボックス上の「済み」キー）、PC-
DMIS がグラフィックス表示ウィンドウ内にフィーチャーを表示し、プレビュー ウィンドウ内に、

そのフィーチャーに関するディメンション情報を表示します。  

 

測定された円に関して、その X、Y、Z 値と直径の値を表示している、プレビュ

ー ウィンドウ  

プレビュー ウィンドウは、ディメンション用に同一のカラー スケームを用いて、許容公差から

のずれを表示します; これらの色付けによって、特定の測定値が許容公差内にあるか否か、をす

ばやく判断することができます（ディメンション用の公差色の変更に関する、より詳しい説明に

ついては、「CAD 表示の編集」の項にある「ディメンション色の編集」を参照して下さい）。  

付記: プレビュー ウィンドウ内で、どのフィーチャーに関す

る情報が表示されるか決めるには、単に、編集ウィンドウ

内のご希望のフィーチャー上に、お客様の編集ウィンドウ

のカーソルを配置して下さい。 一般に、カーソルは、編集

ウィンドウ内の、前回使用されたフィーチャー上に留まっ

ています。  

下記は、プレビュー ウィンドウにおいて利用可能なオプションです。  
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さらに詳しく：  

プレビュー ウィンドウのオプション  

プレビュー ウィンドウのサイズ変更  

プレビュー ウィンドウのオプション  

プレビュー ウィンドウは、フィーチャーに関する一般的情報に加えて、より特有のディメンシ

ョン情報をも表示します。  

オプション  内容  
ID  このボックスを用いると、測定され

たフィーチャー、または、ディメン

ション用の名称ラベルを決めること

ができます。  
SD  このボックスを用いると、測定され

たフィーチャー用の標準偏差を決め

ることができます。  
ヒット数  「ヒット数」ボックスを用いると、

フィーチャーを測定するために行わ

れるプローブ ヒットの数を決めるこ

とができます。  
隠す  「隠す」ボタンは、プレビュー ウィ

ンドウを閉じます。 「見る | プレビ

ュー ウィンドウ」を選択して、プレ

ビュー ウィンドウを開くことができ

ます。  
確定する  「確定する」ボタンを押すと、測定

内容が確定され、「自動ディメンシ

ョン セットアップ」ボタンを用いて

自動作成を選んだ場合、そのフィー

チャーのディメンションが自動的に

作成されます。  
見る  「見る」ボタンを押すと、測定され

たフィーチャーの適切なディメンシ

ョン用に、分析ウィンドウが表示さ

れます。 分析ウィンドウに関する記

述については、「分析ウィンドウに

関連したコマンドの挿入」を参照し

て下さい。  
自動ディメンション セットアップ  「自動ディメンション セットアッ

プ」ボタンを選ぶと、「自動ディメ

ンション」ダイアログ ボックスを開

きます。  
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このダイアログ ボックスに関する、

より詳しい説明については、「仕様

の設定」の項に記述されている、

「セットアップ オプション: ディメ

ンション タブ」の項目内の「自動デ

ィメンション セットアップ」を参照

して下さい。  
軸線  「軸線」一覧は、プレビュー ウィン

ドウ内に、選択された軸線を一覧表

示します。 以下の軸線を選択するこ

とが可能です: X, Y, Z, D, R, A, T, 
PR, PA, M, V, L, PD, RS, RT, S, H.  

各種の「軸線」一覧から選んで、一

度に 6 個までの軸線に関する情報を

見ることができます。  

これらの軸線に関する、より詳しい

説明については、「フィーチャーの

ディメンション」の項にある「デフ

ォルトの軸線」と「板金の軸線」を

参照して下さい。  
名目値  このボックスは、各軸線の名目値

（または、理想値）を決めます。  
過大公差  このボックスは、依然、測定が完了

していない場合の、名目値を上回る

公差値を決めます。  
過小公差  このボックスは、依然、測定が完了

していない場合の、名目値を下回る

公差値を決めます。  
測定値  このボックスを用いると、実際の測

定値を決めることができます。  
高  このボックスを用いると、公差域を

超えない範囲で可能な、測定値の

高値を決めることができます。  
低  このボックスを用いると、公差域を
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超えない範囲で可能な、測定値の

低値を決めることができます。  
ずれ  このボックスは、測定値の名目値か

らのずれを決めます。  
公差域外  このボックスは、測定値が公差値の

範囲外に出る場合の値を決めます。  

プレビュー ウィンドウのサイズ変更  

大部分のウィンドウと同様、プレビュー ウィンドウのサイズは、お客様のその時点でのニーズ

に応じて、変更が可能です。 サイズ変更したい場合、ウィンドウのエッジをマウスでドラッグ

して、ご希望のサイズに変更して下さい。  

付記: 学習モードにおけるプレビュー ウィンドウは、実行モ

ードのそれと異なりますが、どちらもサイズ変更が可能で

す。  

マーク済みフィーチャーセット ウィンドウの使用  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | その他のウィンドウ | マーク済みフィーチャーセット ウィンドウ」メニュー オプショ

ンを選ぶと、マーク済みフィーチャーセット ウィンドウにアクセスできます。 このウィンドウ

を用いて、実行予定の、マークされたフィーチャーのグループを保存することが可能です。 
「パーツプログラムの編集」の項にある「マーク済みフィーチャー セットの作成と実行」の項

目を参照して下さい。  

バーチャル キーボードの使用  
「見る | バーチャル キーボード」メニュー オプションを選ぶと、バーチャル キーボードが表示

されます。 このキーボードは、どの普通のキーボードとも同じように機能し、さらに、マウス

やタッチ スクリーン モニターと一緒に用いることも可能です。 実際のキーボード使用が不便な

作業場のような環境において、これは役に立ちます。  
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バーチャル キーボードのサンプル – 変型キーパッド 1  

バーチャル キーボードの、様々な変型を簡単に選択したり、あるいは、ご希望の変型キーボー

ドを自分ですカスタマイズしたり、作成したりすることができます。  

また、PC-DMIS では、ツール バーを用いて、バーチャル キーボードに容易にアクセスすること

ができます。 「ツール バーの使用」の項にある「バーチャル キーボード ツール バー」の項目

を参照して下さい。  

さらに詳しく：  

各種タイプのバーチャル キーボードへのアクセス  

新規の、変型バーチャル キーボードを作成するには  

既存の、変型バーチャル キーボードを変更するには  

既存の、変型バーチャル キーボードを削除するには  

変型キーボードにおいて、キーを結合、または、合併  

視覚的アピール用に、バーチャル キーボードでの区切りの使用  

パス ラインの閲覧  

各種タイプのバーチャル キーボードへのアクセス  

いつでも「バーチャル キーボード」内を右クリックすることにより、ポップアップ メニューが

表示され、それを用いて、各種タイプのキーボードをすばやく選択し、または、お客様のニーズ

にあうようカスタマイズすることができます:  
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これらのメニュー項目は、「バーチャル キーボード」用の、利用可能な各種タイプのデフォル

トのキーボードを表示しています。 もちろん、お客様のニーズにあうよう、これらをカスタマ

イズしたり、または、その他の変型タイプを作成したりすることが可能です（「既存の各種タイ

プのバーチャル キーボードを変更するには」を参照して下さい）。  

キーパッド 1  

 

キーパッド 2  

 

キーパッド 3  

 
標準キーパッド  

 

機能キー  

 

キーボード  

 

 

新規の、変型バーチャル キーボードを作成するには  

1. ｒ「バーチャル キーボード」にアクセスし、その上を右クリックして、

メニューから「カスタマイズ」を選択して下さい。 「キーパッドのカス

タマイズ」ダイアログ ボックスが表示されます。  
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「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックス  

1. 「レイアウト定義」エリアにおいて、「レイアウト名」ボックス内に、お

客様のキーボードの名称をタイプ入力して下さい。  
2. 「列」、及び、「欄」ボックス内に、列と欄の数をタイプ入力して下さい。 

これは、キーボード上に、いくつの「キー」（または、ボタン）が設定さ

れるか、を定義します。  
3. 「作成」をクリックして下さい。 PC-DMIS が、新規に作成する、ご希望

のレイアウトのキーの数に基づいた、空白の基盤目からなる、キーボード 
レイアウト ウィンドウを表示します。  
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空白の 3x3 基盤目レイアウトの例  

4. ウィンドウの境界線をドラッグして、お客様のニーズにあうよう、ボタン

用基盤目のサイズを変更して下さい。  
5. 「ボタンの定義」エリアにおいて、新しいボタンの定義を作成して下さい。 

「モード」一覧から、「キーの定義」を選択することにより、これを実施

し、その後、「専用キーストローク」、「標準キーストローク」、または、

「システム キーストローク」一覧から、キーストローク（または、キー 
コード）のタイプを選択して下さい。 大部分のキーストロークの内容は

自明であり、英語のキーボード上の実際のボタンの名、または、記号と同

じ意味を持ちますが、その例外として、PAGEUP ボタンが

VK_PREVIOUS を意味し、 PAGEDOWN ボタンが VK_NEXT を意味する

場合があります。  

1. 選択されたキーストロークにラベルを表示する場合、「ラベル」オ

プションを選び、「ラベル」ボックス内にラベルをタイプ入力して

下さい。  
2. 選択されたキーストロークに記号を表示する場合、「記号」オプシ

ョンを選び、スクロールできる記号一覧から記号を選択して下さい。  
3. ボタンに何の定義も設定しない場合、ー実際のキーボード上にある、

平坦な空のキースペースを表すー当ボタンの定義用に「ボタンな

し」オプションを選択して下さい。  

6. ボタン用基盤目のレイアウト ウィンドウから、定義予定のボタンを選択

し、それから、「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックスの

「ボタンの定義」エリアにある「設定」ボタンをクリックして下さい。 
これまでの変更内容が、キーボード レイアウト ウィンドウ上に表示され

ます。  
7. お客様のキーボードがご希望どおりに定義されるまで、必要に応じて、こ

の手続きを繰り返して下さい。  
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すみのボタンが「ボタンなし」に設定されている、完成したキーボード レイア

ウトの例  

8. お手持ちのボタンすべてを定義した後、「保存する」ボタンが選択可能に

なります。 「保存する」ボタンをクリックして、ご希望のキーボードを

保存して下さい。  
9. 必要に応じて、「新規」をクリックして追加のレイアウトを作成して下さ

い; それ以外の場合には、「閉じる」をクリックして下さい。  

付記: ボタンの定義に誤りがあった場合、「ボタンなし」オプションを選び、レイアウト基盤目

上の当該ボタンをクリックして、それから、「設定」ボタンをクリックして下さい。 これによ

り、このボタンの所在位置に、以前割り当てられた値はすべて消去されます。  

既存の、変型バーチャル キーボードを変更するには  

既存のレイアウトを変更するには、  

• ｒ「バーチャル キーボード」にアクセスし、その上を右クリックして、

メニューから「カスタマイズ」を選択して下さい。 「キーパッドのカス

タマイズ」ダイアログ ボックスが表示されます。  
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「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックス  

• 「開く」ボタンをクリックして下さい。  
• ドロップダウン メニューから、キーボードを選択して下さい。  
• キーボードのレイアウトに、ボタンの定義を割り当てるには、「新規のバ

ーチャル キーボード レイアウトをカスタム作成するには」の項目にある

手続きを用いて下さい。 新しい定義を割り当てるに先立って、以前の定

義を消去するために、「ボタンなし」オプションを選ぶ必要があるかもし

れません。  
• 変更内容をすべて保存するには、「保存する」をクリックして下さい。  

既存の、変型バーチャル キーボードを削除するには  

既存のレイアウトを削除するには、  
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• ｒ「バーチャル キーボード」にアクセスし、その上を右クリックして、

メニューから「カスタマイズ」を選択して下さい。 「キーパッドのカス

タマイズ」ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックス  

• 「削除する」ボタンをクリックして下さい。  
• ドロップダウン メニューから、キーボードを選択して下さい。 PC-DMIS

は、キーボードを削除したいか、尋ねます。  
• それを削除するには、「はい」をクリックして下さい。  
• 「閉じる」をクリックして下さい。  

変型キーボードにおいて、キーを結合、または、合併  

「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックスを用いると、また、より大きなボタンを作

るために、キーボードのレイアウト基盤目上で、複数のボタンを結合、または、合併することが

できます。 通常の単一サイズより大きなサイズのボタンが必要な場合（例えば、スペースバー 
キーのようなキーを作成している場合）、これは役に立ちます。  
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• キーボード レイアウト変更のために作成、または、開くには、「新規の

変型バーチャル キーボードを作成するには」の項目、及び、「既存の変

型バーチャル キーボードを変更するには」の項目に、既に記述されてい

る手続きに従って下さい。  
• 「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックスの「モード」一覧か

ら「キーの結合」を選択して下さい。 キーボードのレイアウト基盤目の

各ボタンの境界線が、小さな赤色の点線で表示されます。  
• ボタンのひとつをクリックして下さい。 これがスタート ボタンになりま

す。 当スタート ボタンの縦横両方向の境界線が、赤色の太線で表示され

ます。 異なるボタンをクリックすると、そのボタンがスタート ボタンに

変わります。  
• 合併のためには「終える」ボタンを右クリックして下さい; そのクリック

は、赤色表示エリア内で行われる必要があり、さらに、スタート ボタン

の右側か、下部に行われなければなりません。 結合されたエリアが、既

存の結合エリアとぶつからない場合、赤色の太い境界線が、緑色の長方形

に変わります。 これは、グループ化された複数のボタンが、ひとつのボ

タンとして表示されている、という意味です。  
• 結合されたエリアが、別の結合エリアとぶつかる場合には、PC-DMIS が、

結合不可能を告げるメッセージを表示します。  
• 既存の結合エリアのひとつを削除するには、緑色の境界線の領域（結合さ

れたボタン）内を左クリックして下さい。  

重要事項: 結合されたボタンのグループに、ボタンの定義を

設定する時、そのグループのスタート ボタンが選択されて

いる必要があります: 結合されたボタンが横方向のグループ

の場合、スタート ボタンは左端のボタン; また、縦方向のグ

ループの場合、スタート ボタンは も上のボタンに当たり

ます。 そのグループに定義を設定する時にのみ、これを行

う必要があります; 実際に、「バーチャル キーボード」を用

いると、この必要がありません。  

視覚的アピール用に、バーチャル キーボードでの区切りの使用  

変型バーチャル キーボード上に、ボタン間の空スペースである区切りを付け加えたり、または、

その位置を変更したりすることが可能です。 これは、キーボードの機能に影響を持ちません; こ
れは、単に視覚的アピールのためであり、キーボードのレイアウトをより良く編成するためのも

のです。  

• キーボード レイアウト変更のために作成、または、開くには、「新規の

変型バーチャル キーボードを作成するには」の項目、及び、「既存の変
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型バーチャル キーボードを変更するには」の項目に、既に記述されてい

る手続きに従って下さい。  
• 「キーパッドのカスタマイズ」ダイアログ ボックスの「モード」一覧か

ら「区切りを変更」を選択して下さい。キーボードのレイアウト基盤目の

各ボタンの境界線が、小さな青色の点線で表示されます。  
• 区切りを表示、または、隠すには、青色のドットの間を左クリックして下

さい。 区切りが表示される予定の場所に、赤色の線が表示されます。 二
つの列の間の横方向の線を選択する場合、その線に沿って横方向の区切り

が現れます。 二つの列の間の縦方向の線を選択する場合、その線に沿っ

て縦方向の区切りが現れます。  

「キーの定義」モードにおいては、「新規の、変型バーチャル キーボードを作成するには」の

項目で記述されているように、区切りは、青色の線として表示されます。  

 

プローブ読み取りウィンドウの使用  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | その他のウィンドウ | プローブ読み取り」メニュー オプションを選ぶと、その時点での

CMM の位置の読み取り情報、及び、その他の役に立つ情報にアクセスすることができます。 こ
のオプションを選ぶと、PC-DMIS は、プローブ読み取りウィンドウを表示します。  

プローブ ウィンドウのサンプル  説明  
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プローブ読み取りウィンドウ  

 

A - フィーチャーID (CIR1)、及

び、フィーチャーのタイプ (円)  

B - その時点での XYZ プローブ

位置  

C - 直前に行われたヒットの、

XYZ の位置  

D - 公差域外のディメンション色

で表示された、次の位置への距

離  

E - 前回測定されたフィーチャー

のエラー  

F - 回転テーブルの角度  

G - 実行されたヒットの数  

アクティブなリスト プローブを

お持ちの場合、AB 軸線間の角度

が、実行されたヒットの数の下

に表示されます（例えば、

PHS、または、CW43 照明、

等)。  

H - プローブ読み取りのコメン

ト。 これは、プローブ読み取り

コメントの形式に基づいたもの

です。「レポート コマンド挿

入」項の「プログラマーのコメ

ント挿入」を参照して下さい。  

 

プローブ読み取りウィンドウは、「プローブ読み取りセットアップ」ダイアログ ボックスで選

択されたオプション次第で、下記の表にある情報をも表示します（「仕様の設定」の項にある

「読み取りウィンドウのセットアップ」を参照して下さい）。  

ヒント: 「プローブ読み取り」ウィンドウを右クリックし、

「セットアップ」をクリックすることによって、「プロー

ブ読み取りセットアップ」ダイアログ ボックスにアクセス

することができます。  
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プローブ読み取りウィンドウのサイズ変更  

このウィンドウがご希望のサイズに達するまで、その境界線をドラッグすることにより、簡単に、

このウィンドウのサイズを変更することが可能です。 当ウィンドウの、右側上部のウィンドウ

大化アイコンをクリックすると、ボックスが、スクリーン一杯に拡大して表示されます。 
（以前のサイズに戻すには、もう一度このアイコンをクリックして下さい。） CMM が、コンピ

ューターモニターから離れたところにある場合、これを用いて、選択された読み取りウィンドウ

を見ることができます。 プローブ読み取りウィンドウを閉じるには、右側上部すみの X をクリ

ックして下さい。  

付記: 「プローブ読み取りウィンドウ」の所在位置やサイズ

が変更されるたびに、PC-DMIS は、適切なレジストリ設定

を更新します。 次に、このオプションがアクセスされた時、

このウィンドウは、以前閲覧された位置と全く同じ位置で、

表示されます。  

外部 DRO の付いた測定機では、このオプションは利用不可能です。  

複数アームモードとプローブ読み取りウィンドウ  

お手持ちのパーツの測定に、複数のアームを使用する場合、PC-DMIS は、新規の欄内に追加ア

ームそれぞれのプローブ読み取り情報を表示します。  

 

二つの欄において複数アームを表示している、プローブ読み取りウィンドウの例  

このウィンドウを右クリックして、ショートカット メニューを表示し、これを用いて、特定の

プローブに関する情報を表示する、または、隠すことができます。  

 

メニュー項目の隣にチェック マークが表示されている場合、その項目に関する情報がプローブ

読み取りウィンドウ内に表示されます。  
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ステータス ウィンドウの使用  

メニュー ロードマップの表示  

 

 

ステータス ウィンドウ  

「見る | ステータス ウィンドウ」メニュー オプションを選ぶと、ステータス ウィンドウが表示

されます。 このウィンドウを用いると、フィーチャー実行中に、「クイック スタート」ツール 
バーでコマンドやフィーチャーを作成でき、その一方で、それらをプレビューすることもでき、

また、ステータス ウィンドウが開いた状態で、編集ウィンドウにおいて、単に項目をクリック

することにより、それをプレビューすることもできます。 ステータス ウィンドウは、いくつか

の点でプレビュー ウィンドウに類似していますが、以下の点で違いがあります。  

• このウィンドウ内では、公差や名目値の指定を行うことはできません。 
当ウィンドウは、表示のみに使用されます。  

• 新規のテンプレート型のレポート機能に連結することにより、コマンドの

表示の幅がより広がります。  
• コマンドがお手持ちのレポートやラベル テンプレート内に、適切に設定

されている場合、このウィンドウは、所在位置ディメンションだけではな

く、あらゆるコマンドやディメンションのタイプについても、動的なプレ

ビューを表示します。  

このウィンドウは、その他のドッキング可能で、スクロール可能なウィンドウと同様に機能しま

す。 ウィンドウ内の内容が、ウィンドウのサイズを越える場合には、スクロール バーが表示さ

れます。 それに加えて、このウィンドウのタイトル バー上ををダブルクリックするか、あるい

は、ウィンドウをドラッグし、ご希望の位置でリリースするか、のいずれかにより、このウィン

ドウをグラフィックス表示ウィンドウの 上部、または、底部にドッキング、及び、アンドッキ

ングすることができます。  

クイック スタート ツール バーを伴った、ステータス ウィンドウ  
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「クイック スタート」ツール バーを使用時、ステータス ウィンドウは、推測モードでの測定、

フィーチャーの選択、及び、ディメンションの作成のいずれについても、その時点でのステータ

スを表示します。 上記に表示されているスクリーン画像の例の場合には、このディメンション

がまだ作成されていませんが、「クイック スタート」ツール バーで「完了する」をクリックす

る前に、PC-DMIS では、このウィンドウにおいてディメンションをプレビューできます。  

フィーチャー作成中、または、実行中のステータス ウィンドウ  

ステータス ウィンドウでは、レポート ウィンドウが表示する前のフィーチャーのプレビュー情

報を表示します。 このウィンドウは、新規のレポート テンプレート機能を利用して、実行中、

及び、作成中のコマンドの動的なプレビューを作成します。 PC-DMIS が推測モードにある場合、

フィーチャー作成中には、このウィンドウでは、フィーチャーのみをプレビューします。  

ステータス ウィンドウのテンプレートの変更  

ステータス ウィンドウが、情報の表示にレポート テンプレートを使用するので、異なる情報を

表示したい場合には、使用されるテンプレートを変更することが可能です。 ラベル テンプレー

トがそのレポート テンプレート (.rtp) ファイル内のコマンドに割り当てられているかぎり、ど

のようなコマンドでも、ステータス ウィンドウ内で表示が可能です。 PC-DMIS 設定エディタの

ステータス ウィンドウの項の下にある「レポート テンプレート」レジストリ エントリーにおい

て、このウィンドウが、どのレポート テンプレートを使用するか、設定することができます。 
これが使用するデフォルト設定のテンプレートは、 textonly.rtp です。  

   

 

この帯は、デフォルト設定公差を表示します。 この帯は、「公差域外過小」を

表示します。 これらの色の帯は、あらかじめ定義された公差域に適合していま

す。 この帯は、「公差域外過大」を表示します。  

ディメンション色付けウィンドウ（ディメンション 
カラー バー）の使用  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | その他のウィンドウ | ディメンション色付けウィンドウ」メニュー オプションを選ぶと、

ディメンション カラー バーが表示されます。 このドッキング可能な、サイズ変更不可の、棒状

のウィンドウは、寸法公差用の色付けとそれらに関連の目盛り数値を表示します。  
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表面プロファイル ディメンション、及び、関連のディメンション カラー バーの例  

カラー バーは、スクリーンの左右いずれか側面にも、ドラッグしてドッキングすることができ

ます。  

表示方法  

バーの 上部は、単に、白色帯内に目盛り数値のラベルを表し、その時点でのデフォルト公差値

を表示します。  

カラー バー上の、以下の色の付いた帯は、「ディメンション色編集」ダイアログ ボックス内と

同じ、あらかじめ定義された公差域を示す数字を含んでおり、それに加えて、 上部の色の付い

た帯は「公差域外過小」（「-」記号で表示）、及び、 下部の色の付いた帯は「公差域外過

大」（「+」記号で表示）を表します。  

右クリックして、「ディメンション色の編集」ダイアログ ボックスにアクセス  

カラー バー上に、マウスで一度右クリックをすると、「ディメンション色の編集」ダイアログ 
ボックスが表示されます:  
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このダイアログ ボックスは、ディメンションの色付けと、使用される公差域を定義します。 そ
れはまた、カラー バーの表示法を左右する設定をも含んでいます。 このダイアログ ボックスに

関する、より詳しい説明については、「CAD 表示の編集: イントロダクション」の項にある「デ

ィメンション色の編集」の項目を参照して下さい。  

詳細情報用のヒント  

お手持ちのマウスを、公差帯上に移動すると、黄色のヒントボックスが現れ、公差帯では公差値

の範囲全体（上下限）を表示します。また、「+」または「-」帯上それぞれに、お手持ちのマウ

スを停止すると、「公差域外過大」あるいは「公差域外過小」のいう詳細のラベルを表示します。  

プローブ ツールボックスの使用  

メニュー ロードマップの表示  

「見る | プローブ ツールボックス」メニューオプションを選ぶと、プローブ ツールボックスが

表示されます。  
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接触プローブ用のプローブ ツールボックス  

このツールボックスを用いると、プローブに関連した、各種操作を簡単に行うことができます。 
それは、その時点で使用中のプローブのタイプに関連した、タブと情報を表示しています。 例
えば、光プローブ、または、レーザー プローブをご使用の場合、表示されるタブは接触プロー

ブのタブと異なります。 そして、それらを用いて、そのプローブのタイプ特有のパラメータを

操作することができます。  

プローブ ツールボックスに関する、特定の情報については、お手持ちのプローブのコンフィギ

ュレーション専用の、文書類を参照して下さい。  

2. PC-DMIS CMM  
3. PC-DMIS ビジョン  
4. PC-DMIS レーザー  
5. PC-DMIS ポータブル  

付記: プローブ ツールボックス内の項目は大変頻繁に使用されるので、自動フィーチャー作成時

には、バージョン 4.3 のプローブ ツールボックスが、「自動フィーチャー」ダイアログ ボック

スの埋め込み部分としても機能します。  

ツールボックスの配置、及び、サイズ変更  

編集ウィンドウや、PC-DMIS 内で利用可能な様々のツール バーのように、「プローブのツール

ボックス」は、PC-DMIS アプリケーション ウィンドウの側面にドッキングが可能です。または、

その他のウィンドウ内の要素の上を浮動することも可能です。  

プローブのツールボックスをドッキングするには:  

1. プローブのツールボックスがドッキング モードにあることを確認して下

さい。 タイトル バー上を右クリックして、ショートカット メニューから

「ドッキング可能」を選択して下さい。  
2. マウスを用いて、ツールボックスのタイトル バーを選択して下さい。  
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3. PC-DMIS アプリケーション ウィンドウの左右いずれかのエッジに、当ツ

ールボックスをドラッグして下さい。  
4. マウスをリリースして下さい。 PC-DMIS は、その位置で、ツールボック

スをドッキングします。  

プローブのツールボックスを浮動させるには:  

2. マウスを用いて、ツールボックスのタイトル バーを選択して下さい。  
3. グラフィックス表示ウィンドウの上部のドッキング位置から、ツールボッ

クスをドラッグし、マウスボタンをリリースして下さい。 ツールボック

スはグラフィックス表示ウィンドウの上で浮動しますが、依然としてドッ

キング モードにあります。  
4. タイトル バー上を右クリックして、ショートカット メニューから「浮

動」を選択して下さい。  
5. ツールボックスを、配置予定の位置にドラッグして下さい。  
6. マウスをリリースして下さい。 PC-DMIS は、その位置で、ツールボック

スを浮動させます。  

また、ツールボックスのエッジを選択し、マウスを新規の場所にドラッグすることにより、その

ツールボックスのサイズを変更することができます。  

パス ラインの閲覧  

メニュー ロードマップの表示  

 

「見る | パス ライン」メニュー オプションを選ぶと、グラフィックス表示ウィンドウ内に、そ

の時点でのプローブの経路を描きます。 より詳しい情報については、「CAD 表示の編集」の項

にある「パス ラインの表示、及び、動画」を参照して下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ツールバーの使用  *  587 

ツールバーの使用 
ツール バーの使用: イントロダクション  
お客様のパーツのプログラム作成にかかる時間を短縮するため、PC-DMIS3.2 以降では、頻繁に

使用されるコマンドからなる、様々なツール バーを用意しています。 これらのツール バーは、

二つの方法を用いて、アクセスすることができます。  

• 見る| ツール バー サブメニューを選び、現れたメニューからツー

ル バーを選択して下さい。 メニュー ロードマップの表示  
• PC-DMIS のツール バー エリアを右クリックし、現れたショートカ

ット メニューからツール バーを選択して下さい。  

選択可能なツール バーは、以下の通りです:  

• グラフィックス モード ツール バー  
• グラフィックス画像ツール バー  
• 設定ツール バー  
• プローブ モード ツール バー  
• 編集ウィンドウ ツール バー  
• ディメンション ツール バー  
• 組み立てられたフィーチャー ツール バー  
• 自動フィーチャー ツール バー  
• 測定フィーチャー ツール バー  
• ファイル オペレーション ツール バー  
• マクロの再生/記録 ツール バー  
• ウィザード ツール バー  
• ポータブル ツール バー  
• アクティブ アーム ツール バー  
• アクティブ回転テーブル ツール バー  
• クイック スタート ツール バー  
• ウィンドウ レイアウト ツール バー  

「推測モード」、「プローブ読み取り」、及び、「手動/DCC」ツール バーをお探しの場合、そ

れらはすべて、新「プローブ モード」ツール バー上に配置されています。 「プローブ モード 
ツール バー」を参照して下さい。 「推測モード」アイコンはまた、プローブ ツールボックス内

にも含まれており、それに関しては、「その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用」の項

にある「プローブ ツールボックスの使用」の項目に記述があります。  
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グラフィックス モード ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

グラフィックス モード ツール バー  

「グラフィックス モード」ツール バーを用いると、スクリーン上のパーツの表示を、容易に変

更することができます。 また、それを用いると、利用可能な「モード」に簡単にアクセスする

こともできます。 このツール バーには、以下のアイコンがあります:  

アイコン  

 画像セットアップ  

 ビューセット保存  

 ビューセット作成  

 スケール適合  

 曲面を描く  

 スクリーンを描き直す  

 曲線モード  
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 曲面モード  

 変換モード  

 2D 回転モード  

 3D 回転モード  

 プログラム モード  

 テキスト ボックス モー

ド  

 クイック取付具モード  

 アセンブリ  

 座標システム  

 CAD 照明  

 グラフィックス カテゴ

リ  
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 回転オプション  

 表示記号  

 

グラフィックス画像ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

グラフィックス画像ツール バー  

「グラフィックス画像」ツール バーを用いると、グラフィックス表示ウィンドウ内で、パーツ

がどのように表示されるか、をすばやく簡単に変更することができます。 これらのアイコンは、

画像を変更するために「画像セットアップ」ダイアログ ボックスを使用する場合と同様に、機

能します。 画像セットアップに関する情報については、「CAD 表示の編集」の項にある「スク

リーン画像セットアップ」の項目を参照して下さい。  

複数の画像を表示するよう、グラフィックス表示ウィンドウのコンフィギュレーションが行われ

た場合には、これらのツール バー アイコンは 「画像セットアップ」ダイアログ ボックスの「画

像」エリアにある「青色区分」にのみ効果を持ちます。  

アイコ

ン  内容  

 パーツの X+ 画像を表示します。  

 パーツの X- 画像を表示します。  

 パーツの Y+ 画像を表示します。  

 パーツの Y- 画像を表示します。  

 パーツの Z+ 画像を表示します。  

 パーツの Z- 画像を表示します。  

 パーツの等大画像を表示します。  

 
パーツのワイヤーフレーム画像を表示しま

す。  
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 パーツの曲面/立体画像を表示します。  

 

定義済みの「透明表示」の作動をオン、ま

たは、オフを操作することができます。 
透明性が「照明、及び、素材」ダイアログ

ボックスの「照明」タブにおいて定義され

た後、このアイコンは作動可能になりま

す。  

 「3D 基盤目」を表示する、または、隠す 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフィックス項目ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

グラフィックス項目ツール バー  

「グラフィックス項目」ツール バーを用いると、フィーチャー、ディメンション情報ボックス、

ポイント情報ボックス、及び、フィーチャーコントロールフレーム（FCFs）用に、グラフィッ

クス表示ウィンドウにおいて ID ラベルを簡単に表示したり、または、隠したりすることができ

ます。  

アイコ

ン  内容  

 
フィーチャーID を隠したり、または、表

示したりすることができます。  

 
ポイント情報ボックスを隠したり、また

は、表示したりすることができます。  
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フィーチャー コントロール フレーム ID を

隠したり、または、表示したりすることが

できます。  

 
ディメンション情報ボックスを隠したり、

または、表示したりすることができます。

 

設定ツール バー 

メニュー ロードマップの表示  

  

設定ツール バー  

設定ツール バー  

「設定」ツール バーには、各種の一覧があり、それらを用いると、以下の設定間で簡単に切り

換えができます:  

• 保存された画像  
• 定義済みのパーツ配置  
• プローブのタイプ  
• 定義済みのプローブ先端チップ  
• 利用可能な作動平面  
• 投影先の平面  
• アクティブ CMM インターフェース  

表示を変更するには:  

1. ご希望のドロップダウン一覧を開いて下さい。  
2. あらかじめ定義された ID、または、フィーチャーを選択して下さい。  

画像一覧  

 

「画像」一覧は、アクティブなパーツプログラムを用いて、作成され、そして、保存されている

画像を一覧表示しています。  

「CAD 表示の編集」の項にある「スクリーン画像セットアップ」を参照して下さい。さらに、

「レポートコマンドの挿入」の項にある「ビューセットの利用」を参照して下さい。  
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保存されている画像を使用するには:  

1. マウスポインターを、「画像」一覧のダウン矢印上に配置して下さい。  
2. マウスの左ボタンをクリックして下さい。  
3. ご希望の ID 上に、マウスを移動して下さい。  
4. マウスの左ボタンをクリックして下さい。  

PC-DMIS が画像呼び出しを行っている途中には、その他の機能が一時的にアクセス不可能にな

ります。  

編集ウィンドウのコマンドラインは: RECALL/VIEWSET, view_set_name  

「View_set_name」は、呼び出しするビューセットの名称が入ります。  

パーツ配置一覧  

 

「パーツ配置」一覧には、以前にセーブされたパーツ配置が保存されています。 これらの配置

は選択されると、編集ウィンドウ内に挿入が可能です。  

パーツ配置の作成と保存の方法に関する、追加の情報については「パーツ配置の保存」を参照し

て下さい。  

パーツ配置を変更するには：  

• マウスの矢印を、「パーツ配置」一覧のダウン矢印上に配置して下さい。  
• マウスの左ボタンをクリックして下さい。 ドロップダウン一覧が表示さ

れ、これを用いると、新規のパーツ配置を選択することができます。  

編集ウィンドウ内のパーツ配置に行き、「ALIGNMENT/START」コマンドの「LIST=」部分の数

値を変更することにより、この一覧にどのパーツ配置が表示されるか、コントロールできます

（より詳しい説明については、「パーツ配置の作成と使用」の項を参照して下さい）。  

プローブ一覧  

 

「プローブ」一覧を用いると、お手持ちのプローブ ファイル内に既に定義されたプローブを選

択します。 PC-DMIS が、編集ウィンドウ内に「LOADPROBE」コマンドを挿入します。  

プローブ先端チップ一覧  
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「プローブ先端チップ」一覧には、あらかじめ定義されたプローブ先端チップの角度が保存され

ています。 先端チップ角度の作成方法に関する情報については、「ハードウェアの定義」の項

にある「角度追加」を参照して下さい。  

先端チップ番号を変更するには:  

• 「プローブ先端チップ」一覧のダウン矢印をクリックして、利用可能な先

端チップを通覧して下さい。  
• マウスの左ボタンを用いて、ご希望の先端チップを選択して下さい。  

作動平面一覧  

メニュー ロードマップの表示  

 

「作動平面」ドロップダウン一覧を用いると、使用中の平面を変更できます。 これは、グラフ

ィックス表示ウィンドウ内の画像は変えずに、作動平面  

利用可能な作動平面は:  

 

 

A= 上部  淡い灰色  Z プラス  
B=右  中間の灰色  X プラス  
C=後部  縦線  Y プラス  
D=底部  横線  Z マイナス  
E=左  赤色  X マイナス  
F=前部  クリア  Y マイナス  

例えば、その時点での作動平面を、パーツ画像の後背部に変更するには:  

1. マウスポインターを、「作動平面」一覧のダウン矢印上に配置して下さい。  
2. ドロップダウン一覧から、Y プラスを選択し、新規の作動平面に設定して

下さい。  

測定された直線と作動平面  
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測定された直線を作成する場合、PC-DMIS は、その時点での作動平面に直角なベクトル上に、

その直線のためのヒットが行われる、と予測します。  

例えば、その時点での作動平面が Z プラス（ベクトル 0,0,1 を伴う）であり、ブロックのような

パーツをお持ちである場合、測定された直線のためのヒットは、そのブロックの前面や側面のよ

うな、当パーツのベクトル壁上に行われなければなりません。  

それから、当パーツの上部表面上にある、直線フィーチャーを測定する場合、直線の方向次第で、

作動平面を、X プラス、X マイナス、Y プラス、または、Y マイナスに切り換える必要がありま

す。  

測定された直線の作成に関する情報については、「直線の測定」を参照して下さい。  

Plane List  

 

平面一覧には、パーツプログラム内で作成された、全平面フィーチャーの一覧があります。 デ
フォルト設定により、PC-DMIS は、測定された直線それぞれをその時点での作業平面に投影す

るので、この一覧上のデフォルト項目は、「作業平面」を表示します。 しかし、この一覧から

異なる平面を選択することができます。 その後、PC-DMIS は、測定された直線と円それぞれを、

新規に選択された平面に投影します。  

プローブ モード ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

プローブ モード ツール バー  

プローブ モード ツール バー  

「プローブ モード」ツール バーのアイコンを用いると、その時点でのプローブ、または、CMM
によって用いられる、各種のモードを入力できます。 利用可能なモード用のアイコンについて

は、この表内に記述があります:  

アイコン  

 手動モード  

 DCC モード  

 読み取りモード  

 ヒット モード  
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 表面自動引き金モード  

 エッジ自動引き金モー

ド  

 CAD モードでの名目値

の発見  

 ポイント限定モード  

付記: 旧バージョンの PC-DMIS には、平坦推測モードと丸型推測モードのアイコンが含まれて

いました。 バージョン 4.0 以降で、PC-DMIS の推測アルゴリズムが向上したおかげで、これら

のアイコンはツール バーから取り除かれ、もはや、これらの必要がなくなりました。  

編集ウィンドウ ツール バー  

 

編集ウィンドウ ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

「編集ウィンドウ」ツール バーを用いると、頻繁にアクセスされる多くの編集ウィンドウ機能

に、すばやくアクセスできます。  

当ツール バーを用いると、簡単に、そして、直感的に、これらの重要な編集ウィンドウ コマン

ドにアクセスして、編集ウィンドウの内容を操作することができます。  

プログラム実行  

 

「プログラム実行」ツール バー アイコンは、その時点でマーク済みのどのようなフィーチャー

（複数可）でも、測定プロセスを実行（または、実施）します。 「高度なファイルオプション

の使用」の項にある「パーツプログラムの実行」を参照して下さい。  

その時点でのフィーチャーをマーク  

 

「その時点でのフィーチャーをマーク」ツール バー アイコンは、お手持ちのカーソル下にある

フィーチャーをハイライト表示し、そのフィーチャーの実行に備えます。 より詳しい説明につ

いては、「パーツプログラムの編集」の項にある「マーク」を参照して下さい。  
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すべてをマーク  

 

「すべてをマーク」ツール バーのアイコンは、編集ウィンドウ内のフィーチャーすべてをハイ

ライト表示します。 PC-DMIS は、パーツ配置用に用いるフィーチャーをもハイライト表示した

いか、尋ねます。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「すべ

てをマーク」を参照して下さい。  

マーク済みフィーチャーのマークを消去  

 

「マーク消去」ツール バーのアイコンは、編集ウィンドウ内の、その時点でマークされている

フィーチャーすべてからハイライトを取り除きます。 より詳しい説明については、「パーツプ

ログラムの編集」の項にある「すべてをマーク」を参照して下さい。  

スタートポイントの設定  

 

「スタートポイントの設定」ツール バー アイコンを用いると、アクティブな学習アーム用のス

タートポイントを設定することができます。 編集ウィンドウにおいて、スタートポイントとし

て使用したいコマンドをクリックし、それから、「スタートポイント」ツール バー アイコンを

クリックして下さい。 その時点でのアーム用のスタートポイントが、その挿入位置にあるコマ

ンドに設定されます。 また、コマンド上を右リックして、「スタートポイントの設定」を選択

することにより、スタートポイントを設定することも可能です。 複数アーム モードに関する、

より詳しい説明については「複数アームモードの使用」の項を参照して下さい。  

より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「スタートポイントの設

定」を参照して下さい。  

 

ブレークポイントの挿入/除去  

 

「ブックマーク挿入」ツール バーのアイコンは、パーツプログラム内のその時点でのカーソル

位置に、ブレークポイントを挿入します。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの

編集」の項にある「ブレークポイントの使用」を参照して下さい。  

すべてのブレークポイントを除去  
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「すべてのブレークポイントを除去」ツール バーのアイコンは、パーツプログラム内のブレー

クポイントをすべて除去します。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の

項にある「すべてを除去」を参照して下さい。  

 

ブックマーク挿入  

 

「ブックマーク挿入」ツール バーのアイコンは、パーツプログラム内のその時点でのカーソル

位置に、ブックマークを配置します。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの編

集」の項にある「ブックマークの操作」を参照して下さい。  

次のブックマーク  

 

「次のブックマーク」ツール バー アイコンを用いると、パーツプログラム内の次のブックマー

ク所在位置に、お手持ちのカーソルをジャンプ移動します。 より詳しい説明については、「パ

ーツプログラムの編集」の項にある「次のブックマーク」を参照して下さい。  

全ブックマーク消去  

 

「ブックマーク消去」ツール バーのアイコンは、パーツプログラムから、ブックマーク（複数

も可）を除去します。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある

「全ブックマーク消去」を参照して下さい。  

要約モード  

 

「要約モード」ツール バー アイコンを選択すると、編集ウィンドウが要約モードになります。 
このモードでは、お客様のパーツプログラム内の全フィーチャー、及び、全コマンドに関する、

拡大縮約表示が可能なグラフィックスを用いた要約が得られます。 また、ある限定された範囲

内での編集を行うことも可能です。 「編集ウィンドウの使用」の項にある「要約モードの使

用」を参照して下さい。  

 

コマンド モード  
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「コマンド モード」ツール バー アイコンを選択すると、編集ウィンドウがコマンド モードにな

ります。 このモードを用いると、様々なコマンドにアクセスでき、これらのコマンドにより、

パーツプログラムの各種状況の編集することができます。 「編集ウィンドウの使用」の項にあ

る「コマンド モードの使用」を参照して下さい。  

DMIS モード  

 

「DMIS モード」ツール バー アイコンを選択すると、編集ウィンドウのコマンドが DMIS モー

ドで表示されます。 このモードを用いると、必要に応じて、DMIS シンタックスを使用できます。 
お手持ちのツール バー上にこのアイコンが見えない場合、「セットアップ オプション」ダイア

ログ ボックスの「一般」タブにある「編集ウィンドウでの DMIS ボタンの使用」チェック ボッ

クスを選択して下さい。 「仕様の設定」の項にある「セットアップ オプション：一般タブ」の

項目を参照して下さい。  

• DIMS コマンド（PC-DMIS の標準コマンド形式）の DMIS コマンドへの

変換法に関する、より詳しい説明については、

ftp://wilcoxassoc.com/docs/dmis_support.zip で入手可能な、DMIS 用の

PC-DMIS サポート文書を参照して下さい。  

• DMIS に関するより詳しい説明については、http://www.dmis.com を参照

して下さい。  

「編集ウィンドウの使用」の項にある「DMIS モードの使用」を参照して下さい。  

切る  

 

「切る」ツール バー アイコンを用いると、編集ウィンドウ内のテキスト、及び、オブジェクト

を切り取り、切り取られた情報を一時的にクリップボードに配置することができます。 より詳

しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「切る」を参照して下さい。  

コピー  

 

「コピー」ツール バー アイコンを用いると、編集ウィンドウ内のテキスト、及び、オブジェク

トをコピーでき、後に貼り付けを行うために、それらを一時的にクリップボードに配置すること

ができます。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「コピー」

を参照して下さい。  
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貼り付け  

 

「貼り付け」ツール バー アイコンは、編集ウィンドウ内にある情報を、その時点でのカーソル

位置に貼り付けます。 より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある

「貼り付け」を参照して下さい。  

パターンの貼り付け  

 

「パターンの貼り付け」ツール バー アイコンは、オフセットの付いたパターン化したフィーチ

ャーを、その時点でのカーソル所在位置にあるパーツプログラム内に貼り付けます。 より詳し

い説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「フィーチャー パターンの編集」

を参照して下さい。  

アンドゥ  

 

「アンドゥ」ツール バー アイコンは、編集ウィンドウ内で行われた 後の行動を取り除きます。 
より詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「アンドゥ」を参照して下

さい。  

再実行  

 

「再実行」ツール バー アイコンは、「アンドゥ」を用いて除去された行動を再実行します。 よ
り詳しい説明については、「パーツプログラムの編集」の項にある「再実行」を参照して下さい。  

印刷する  

 

「印刷する」ツール バー アイコンを用いると、いずれのダイアログ ボックスをも表示せず、編

集ウィンドウのその時点での内容のレポートを、お手持ちのデフォルト設定のプリンターに即座

に送付します。  

ディメンション ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  
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ディメンション ツール バー  

「ディメンション」ツール バーのアイコンを使用すると、「ディメンション」メニューで利用

可能なオプションに、すばやくアクセスできます。  

アイコン  内容  

 所在位置  

 正規位置  

 距離  

 間の角度  

 偏心度  

 同軸性  

 真円度  

 円筒度  

 真直度  

 平面性  

 垂直度  

 並列性  

 全外れ  

 円形外れ  

 曲面プロファイル  

 直線プロファイル  

 角  

 対称  

 キーボード入力  

 

組み立てられたフィーチャー ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  
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組み立てられたフィーチャー ツール バー  

「組み立てられたフィーチャー」ツール バーのアイコンを使用すると、「組み立て」サブメニ

ューで利用可能なフィーチャー組み立てオプションに、すばやくアクセスできます。  

アイコン  内容  

 点  

 直線  

 平面  

 円  

 楕円  

 溝  

 曲線  

 円筒  

 円錐  

 球  

 曲面  

 フィーチャーのセット  

 ガウス フィルター  

 汎用  

これらの項目に関する説明については、「既存フィーチャーからの新規フィーチャー組み立て」

の項、及び、「汎用フィーチャーの作成」の項を参照して下さい。  

読み取りポイント挿入に関する説明については、「汎用フィーチャーの作成」の項で利用可能な

文書を参照して下さい。  

自動フィーチャー ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

自動フィーチャー ツール バー  

「自動フィーチャー」ツール バーを用いると、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスの各

種タブ上で利用可能なものと同様の、自動フィーチャーに容易にアクセスすることが可能です。

または、「自動フィーチャー」ツール バーを用いて、行われたヒットに基づき、フィーチャー

のタイプを推測するよう PC-DMIS に指示することができます。  
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作動可能なプローブのタイ
プとポートロックの設定に
基づいて、PC-DMIS は、当
ツール バー内、及び、メニ
ュー内において、どの自動
フィーチャー項目を作動可
能にするか決定します。 接
触しないプローブを作動可
能にする場合にかぎり、
「特徴的ポイント」アイコ
ン、及び、「隙間と段差」
アイコンが選択可能になり
ます。  

自動フィーチャー アイコン上をクリックすると、「自動フィーチ

ャー」ダイアログ ボックスにある、そのフィーチャーのタブが開

きます。  

自動フィーチャーを作成するには、「自動フィーチャー」ダイアロ

グ ボックスにある終了キー、または、「作成する」ボタンを押し

て下さい。 ご希望のフィーチャーを作成する前に、ALT + 「-」キ

ー コンビネーションを押して、ヒット バッファからヒットを除去

することができます。  

ヒント: 「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスの 小化ボタン

をクリックして下さい。 これにより、「自動フィーチャー」ダイ

アログ ボックスを隠した状態で、依然、選択した板金フィーチャ

ーを作成できます。  

自動フィーチャーの推測  

「推測」アイコンを用いて、パーツプログラムの作成速度を早めることができます。 何のダイ

アログ ボックスも表示されないことにお気づきになると思います; かわりに、このアイコンが選

択されると、PC-DMIS は、行われたヒットに基づいて、そのフィーチャーのタイプを推測しま

す。 推測オペレーションが機能するには:  

• CAD 曲面データを持っていなければなりません。  
• 曲面モード アイコンを選択する必要があります。  
• 接触プローブを使用しなければなりません。 光プローブは、フィーチャ

ー推測機能に対応していません。  

付記: CAD ワイヤーフレーム データは、フィーチャー作成速度を早めるのに大変役に立ちます。 
例えば、曲面データのみを使用の場合、PC-DMIS は、フィーチャーが円である、と認識するに

は 3 箇所のヒットを必要とします。 しかし、ワイヤーフレーム データを使用すると、PC-DMIS
は 1 箇所のヒットのみで、フィーチャーが円である、と認識することができます。  

フィーチャーのタイプの推測  

 

以下の表には、PC-DMIS が「推測」アイコンを用いて、フィーチャー タイプを認識するために

必要なヒット数、及び、ヒットの場所が定められています:  

アイコン  フィーチャーの

タイプ  
このフィーチャー タイプを推測するた

めのヒット数  
このフィーチャー 
タイプを推測する

ためのヒット場所  

 ベクトル ポイン

ト  
1   

 表面ポイント  2   
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 エッジ ポイント  ワイヤー フレーム & 曲面モード: 1  エッジ付近に 1 箇

所のヒット  

 角度ポイント  2  一表面上に 1 箇所

のヒット、そし

て、もう一つの曲

面上の、前回のヒ

ットから 90 度離れ

ていない場所に、

もう 1 箇所のヒッ

ト。  

 特徴的ポイント  このフィーチャー タイプでは、推測モードは機能しませ

ん。  

 コーナー ポイン

ト  
3  3 表面のそれぞれ

に、1 箇所のヒッ

ト。  
  曲面モードのみ: 2  上部の表面上に 1

箇所のヒット。 
上部の表面から、

おおよそ 90 度のと

ころに位置するエ

ッジ表面上に 1 箇

所のヒット。  

 ハイ ポイント  1   

 直線  このフィーチャー タイプでは、推測モードは機能しませ

ん。  

 平面  このフィーチャー タイプでは、推測モードは機能しませ

ん。  

 円  ワイヤー フレーム & 曲面モード: 1  円、または、円弧

のエッジ付近の、

上部の表面上に 1
箇所のヒット。  

  曲面モードのみ: 3  円、または、円弧

のエッジ付近の、

上部の表面上に 3
箇所のヒット。  

 楕円  5  楕円の周りに 5 箇

所のヒット。  

 角型溝  4  溝のエッジ付近

の、 上部の表面

上に 4 箇所のヒッ

ト。  

 丸型溝  ワイヤー フレーム & 曲面モード: 2  円弧のエッジ付近

の、 上部の表面

上に 1 箇所のヒッ

ト、そして、反対

側の円弧付近に 1
箇所のヒット。  

  曲面モードのみ: 6  円弧のエッジ付近
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の、 上部の表面

上に 3 箇所のヒッ

ト、そして、反対

側の円弧付近に 3
箇所のヒット。  

 切り欠き溝  5  切り欠き溝の開い

た部分の反対側に 2
箇所のヒット。 切
り欠き溝の並列す

る側面のひとつに 1
箇所のヒット。 も
うひとつの側面

に、1 箇所のヒッ

ト。 開いたエッジ

上に 1 箇所のヒッ

ト。  

 多角形  ワイヤー フレーム & 曲面モード: 1  多角形の側面の内

側、または、外側

に 1 箇所のヒッ

ト。  

 円筒  ワイヤー フレーム & 曲面モード: 2  円、または、円弧

のエッジ付近の、

上部の表面上に 1
箇所のヒット、そ

して、円筒の側面

に 1 箇所のヒッ

ト。  
  曲面モードのみ: 4  円、または、円弧

のエッジ付近の、

上部の表面上に 3
箇所のヒット、そ

して、円筒の側面

に 1 箇所のヒッ

ト。  

 円錐  ワイヤー フレーム & 曲面モード、また

は、曲面モードのみ: 4  
円、または、円弧

のエッジ付近の、

上部の表面上に 3
箇所のヒット、そ

して、円錐の側面

に 1 箇所のヒッ

ト。  

PC-DMIS は、4 番

目のヒットから、

初の 3 個のヒッ

トから算出した円

に対する角度が 2
度以上である、と

検出した場合、そ
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のフィーチャー タ
イプを円錐と推測

します; それ以外の

場合には、円筒と

推測します。  

 球  5  球の表面上に、5 箇

所のヒット。  

 隙間と段差  このフィーチャー タイプでは、推測モードは機能しませ

ん。  
  ワイヤーフレームのみ: 2  初の円、また

は、円弧（円錐の

初の末端）付近

に、1 箇所のヒッ

ト。 2 番目の円、

または、円弧（円

錐のもうひとつの

末端）付近に、1 箇

所のヒット。 PC-
DMIS は、これら二

つの円がそれぞれ

お互いの円の上に

あるか否か、チェ

ックします。 そう

である場合には、

PC-DMIS は円錐と

推測します; それ以

外の場合には、丸

型溝と推測しま

す。  

 推測  場合によって変更。 このアイコンに関

する、より詳しい説明については、こ

の項目の冒頭を参照して下さい。  

 

測定フィーチャー ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

測定フィーチャー ツール バー  

「測定フィーチャー」ツール バーを用いると、PC-DMIS が、ヒットを行っているフィーチャー

のタイプを自動的に推測、及び、表示します; あるいは、かわりに、選択されたフィーチャーの

タイプを受け入れるよう PC-DMIS に強制することが可能です。  
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自動的に、フィーチャーのタイプを推測  

 

「推測モード」アイコンが選択された場合、PC-DMIS は、各ヒットが行われた後に、フィーチ

ャーのタイプを示すアイコンを表示します。 これを用いると、実際にフィーチャーが作成され

る前に、そのフィーチャーのタイプを視覚的にプレビューすることができます。  

例えば、円筒測定の場合、ピンの高さに沿って、2 つの異なるレベルで、4 箇所のヒットを 2 セ

ット行います。 ひとつのレベルで 4 箇所のヒットを行った時、PC-DMIS は、フィーチャーのタ

イプとして、グラフィックス表示ウィンドウ上に「円」アイコンを表示します。 第 2 のレベル

上のヒットが行われた後、PC-DMIS は「円筒」アイコンを表示します。  

 

選択されたフィーチャー タイプを強制  

このツール バー上のフィーチャー タイプ アイコンを用いると、選択されたフィーチャー タイプ

を受け入れるよう、PC-DMIS に強制することができます。  

アイコン  内容  

 点フィーチャー タイプを受け入れる

よう、PC-DMIS に強制します。  

 直線フィーチャー タイプを受け入れ

るよう、PC-DMIS に強制します。  

 平面フィーチャー タイプを受け入れ

るよう、PC-DMIS に強制します。  

 円フィーチャー タイプを受け入れる

よう、PC-DMIS に強制します。  

 円筒フィーチャー タイプを受け入れ

るよう、PC-DMIS に強制します。  

 円錐フィーチャー タイプを受け入れ

るよう、PC-DMIS に強制します。  

 球フィーチャー タイプを受け入れる

よう、PC-DMIS に強制します。  

推測モードにおいてヒットを行い（「推測モード」アイコンを用いて）、PC-DMIS が誤ったフ

ィーチャー タイプを表示した場合、正しいフィーチャーのアイコンをクリックし、そのフィー

チャーを受け入れるよう、PC-DMIS に強制して下さい。 終了キーが押され、当フィーチャーが

作成されるまでは、パーツプログラムに付け加えられることはありません。「-」、または、ALT 
+ 「-」キーを押して、ヒットを取り除くことが可能です。  

例えば、「円」アイコンが選択された場合、 低数のヒットが行われているかぎりにおいて、

PC-DMIS は、強制的に円フィーチャー タイプを受け入れます。  
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ファイル オペレーション ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

ファイル オペレーション ツール バー  

「ファイル オペレーション」ツール バーを用いると、 もよく使用されるファイル オペレーシ

ョンの一部をすばやく行うことができます。 当ツール バーには、以下のアイコンが含まれます。  

アイコン  

 開く  

 新規  

 閉じる  

 去る  

 保存する  

 新名で保存する  

これらのファイル オペレーションに関する、網羅された情報については、「基本的なファイル

オプションの使用」及び「高度なファイルオプションの使用」の項を参照して下さい。  

マクロの再生/記録 ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

マクロの再生/記録 ツール バー  

「マクロの再生/記録」ツール バーを用いると、アイコンのクリックによって、マクロを記録、

再生、及び、停止することができます。 ルーチンの反復作業を行うために、簡単に、カスタム

作成のマクロを記録し再生することが可能です。  

PC-DMIS においては、マクロは、単に、キーストロークとマウス動作の記録されたものを意味

し、作業を繰り返して自動操作することができます。  
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マクロを利用する場合、「ダイアログ位置の固定」チェック ボックスの使用が望ましい、と思

われます。 このチェック ボックスは、全ダイアログ ボックスを設定された位置に固定すること

ができます。 「仕様の設定」の項にある「ダイアログ位置の固定」を参照して下さい。  

マクロを記録するには:  

1. 「記録する」アイコンを選択して下さい。 PC-DMIS は、「マクロ ファイ

ルへ記録」ダイアログ ボックスを表示します。  

 

「マクロ ファイルへ記録」ダイアログ ボックス  

2. *.mac 拡張子を用いて、「ファイル名」ボックス内にファイル名を作成し

て下さい。  
3. 「開く」ボタンをクリックして下さい。 「マクロ ファイルへ記録」ダイ

アログ ボックスが閉じ、「記録する」アイコンがフラッシュ表示を始め

ます。 これは、PC-DMIS がキーボード、及び/または、マウス入力のプロ

セスを記録中であることを示します。  
4. キーボード、及び/または、マウス入力のプロセスを記録して、ご希望の

マクロを作成して下さい。  
5. 記録完了後に、「止める」をクリックして下さい。  

あらかじめ記録されたマクロを再生するには:  

1. 「再生」アイコンを選択して下さい。 PC-DMIS は、「マクロ ファイル再生」ダ

イアログ ボックスを表示します。  
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マクロ ファイル再生ダイアログ ボックス  

• マクロ ファイルがあるフォルダに進んで下さい。  
• ご希望のマクロを選択して下さい。  
• 「開く」ボタンをクリックして下さい。  

「再生する」アイコンがフラッシュ表示し始め、PC-DMIS が要求されたマクロを再生中である

ことを示します。 PC-DMIS が選択されたマクロを実行して、マウス、及び、キーボードを使用

しているところが、見られると思われます。  

バーチャル キーボード ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

バーチャル キーボード ツール バー  

「見る| ツール バー | バーチャル キーボード」ツール バーを用いると、実際のキーボードのかわ

りにバーチャル キーボードを使用、及び、カスタマイズすることができます。 このキーボード

は、どの普通のキーボードとも同じように機能し、さらに、マウスやタッチ スクリーン モニタ

ーと一緒に用いることも可能です。 実際のキーボード使用が不便な作業場のような環境におい

て、これは役に立ちます。  
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バーチャル キーボードのサンプル – 変型キーパッド 1  

「バーチャル キーボード」ツール バー上のアイコンについては、ここに記述があります:  

アイコン  内容  

 このアイコンは、「バーチャル キーボード」を表示、及

び、隠します。 「バーチャル キーボード」は自動的に表

示され、PC-DMIS のメイン表示の 上部で浮動表示され

ます。 また、PC-DMIS は、お客様の Windows タスク バ
ー上にプログラム アイコンを表示します:  

 

その他の Windows プログラムと同じように、このプログ

ラム アイコンを選ぶと、「バーチャル キーボード」プロ

グラムに焦点が合てられます。  

 このアイコンは「キーボードのカスタマイズ」ダイアログ 
ボックスを表示し、これを用いると、「バーチャル キーボ

ード」をカスタマイズすることができます。 より詳しい説

明については、「新規の、変型バーチャル キーボードを作

成するには」を参照して下さい。  

 「カスタマイズ」アイコンの右側にあるドロップダウン矢

印を用いると、「変型バーチャル キーボードへのアクセ

ス」の項目に記述された、ポップアップ メニューに類似

の、ドロップダウン一覧を表示します。  
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追加の情報については、「その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用」の項にある「バー

チャル キーボードの使用」を参照して下さい。  

 

接触スクリーン モード ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

接触スクリーン モード ツール バー  

「接触スクリーン モード」ツール バーを用いると、お客様の接触スクリーン モニター上での接

触がどのように解釈されるか、決めることができます。 実際のマウス使用が不便な作業場のよ

うな環境において、これは役に立ちます。  

「左クリック モード」アイコンは、デフォルト設定で選択されるモードですが、

これが選択されると、モニター上の接触が、マウスの左ボタンによるクリッ

クとして解釈されます。  

「右クリック モード」アイコンが選択されると、モニター上の次回の接触が、

マウスの右ボタンによるクリックとして解釈されます。 スクリーン タッチ

を実施後、当モードは自動的に「左クリック モード」に切り換わります。  

「接触スクリーン モード」ツール バーの使用に関する説明については、お客様のブラウン＆シ

ャープ「1」作業場測定機に付随のスクリーン上でのチュートリアルを参照して下さい。  

ウィザード ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  
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ウィザード ツール バー  

このツール バー上のアイコンは、初めに、PC-DMIS と共にインストールされた外部ウィザード

による制限をうけます。 これらのウィザードには、2 つの目的があります:  

• 依然、このアプリケーションの使用方法を学習中の新規のユーザーの、有

用性を高めるため。  
• PC-DMIS の融通性とカスタマイズの可能性を高めるため。  

これらのウィザードは:  

アイコン  内容  

 3-2-1 パーツ配置ウィザード – このウィザードは、お客様と

一緒に、2 種の基本的タイプのパーツ配置を 1 ステップごと

に実施します: 3-2-1 パーツ配置、及び、2 円パーツ配置。  

 CAD インポート ウィザード – このウィザードを用いると、

単一の、または、複数の CAD モデルを、その時点のパーツプ

ログラム内にインポートできます。 簡単に、そのアイコンを

クリックして下さい。 ダイアログ ボックスが表示されます。

インポートするファイルを一つ以上選択し、その後、「開

く」をクリックして下さい。  

 データ フィールド編集ウィザード – このウィザードを用い

ると、「置き換え」ダイアログ ボックスでは置き換え不可能

な、編集ウィンドウ内の、あるフィールドを置き換えること

ができます。 「パーツプログラムの編集」の項にある「デー

タフィールド編集」を参照して下さい。  

 DMIS アウト ウィザード – このウィザードは、お客様のイン

スペクション レポートのある、DMIS 出力ファイルをエクス

ポートする際に役立ちます。  

 反復配置 – このウィザードは、お客様と一緒に、反復配置を

ステップごとに実施し、入力からパーツ配置に至るルールを

説明します。  

 複数実行ウィザード – このウィザードを用いると、容易に、

パーツプログラム実行を無限に繰り返したり、または、繰り

返しの回数を特定することができます。 また、繰り返しの合

間に表示する、専用メッセージを選ぶことが可能です。  

 PCD2Excel ウィザード – このウィザードは、お客様の PC-
DMIS パーツプログラムのデータを、選択された Microsoft 
Excel ファイル内にエクスポートします。 当ウィザードのオ

プションのコンフィギュレーションを行うには、「コンフィ

ギャー」をクリックして下さい。 その結果表示される、ダイ

アログ ボックス内の大部分のコンフィギュレーション オプシ
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ョンは、自明です。  

「統計/オン、及び、統計/オフの使用」チェック ボックスが

選択された場合、お客様のプログラム内の統計/オン、及び、

統計/オフ コマンドの間にディメンション（または、フィーチ

ャー コントロール フレーム ディメンション）コマンドを含

む必要があります。 それ以外の場合には、このウィザードは

Excel ファイルへのデータ エクスポートを行いません。 この

チェック ボックスのチェックを消去すると、すべてのディメ

ンション コマンドが、Excel ファイル内にエクスポートされ

ます。 「統計データの追跡」の項を参照して下さい。  

また、「FCFs を無視」チェック ボックスを選択すると、PC-
DMIS は、フィーチャー コントロール フレームのコマンドを

Excel ファイルにエクスポートしません。 「フィーチャーコ

ントロールフレームの使用」の項を参照して下さい。  

重要事項: このウィザードが適切に機能するためには、Excel 
2003 以降が必要です。  

監視なしでウィザード実行  

全く監視なしで PCD2Excel ウィザードを実行するよう、PC-
DMIS に指示することができます。 当ウィザードのコンフィ

ギュレーションの後に、「EXTERNALCOMMAND」をお客様

のパーツプログラム内に挿入し、そのコマンドに「A」パラメ

ータを付け加えて下さい。 コマンドは以下のようになります: 

EXTERNALCOMMAND/DISPLAY ; C:\Program Files\WAI\PC-DMIS 
V42\Wizards\PCD2EXCEL.EXE A  

このコマンドは、無監視で実行するよう当ウィザードに指示

します。  

 プローブ ウィザード – このウィザードでは、プローブの定

義方法を説明し、新規に定義されたプローブをキャリブレー

トします。  

 データベース ウィザード – このウィザードを用いると、

ODBC データベースを容易に作成、及び登録することができ

ます。 お客様のポートロックが「統合統計」オプション用に

コンフィギュレーションが行われている場合にのみ、これは

表示されます。  

 

ウィザード ソース コードが入手可能  

これらのウィザードは、Microsoft Visual Basic©、及び、PC-DMIS の自動操作能力を用いて開発

されました。 これらの作成に用いられた、ソース コード、及び、プロジェクト ファイルは、お
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客様の PC-DMIS インストレーションを含むディレクトリ内の、ウィザード サブ ディレクトリ

内に含まれています。 PC-DMIS の能力拡大、または、ご希望のカスタム アプリケーション作成

を行う場合には、お役に立つガイドとして、このソース コードを使用することが可能です。 ま
た、オリジナル アプリケーションに含まれていない、他の機能を実施するよう、ウィザードを

強化することもできます。  

ポータブル ツール バー  

 

ポータブル ツール バー  

「ポータブル」ツール バーにはいくつかのアイコンがあり、それらを用いると、頻繁に用いら

れる各種機能とウィンドウにアクセスでき、ポータブル デバイスを用いてプログラム、または、

測定する場合、役に立ちます。 ポータブル測定機の利用に関する情報については、「PC-DMIS
ポータブル」文書を参照して下さい。  

ツール バー上の利用可能なアイコンについては、この表内に記述があります:  

アイコン  

 実行  

 フィーチャー実行  

 カーソルからの実行 

 マーク  

 すべてをマーク  

 マーク済みフィーチ

ャーのマークを消去 

 編集ダイアログ  

 IGES ファイルのイ

ンポート  

 パーツ配置の設定  

 かえる跳びパーツ配

置  

 曲線モード  

 曲面モード  

 スケール適合  

 変換モード  

 3D 回転モード  

 プログラム モード  

 バーチャル キーボー

ド  
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 プローブ読み取り  

 大きなステータス ウ
ィンドウ  

 レポート ウィンドウ 

アクティブ アーム ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

アクティブ アーム ツール バー  

「アクティブ アーム」ツール バーには、複数のアームを描いたアイコンがあります。 「アーム

1 アクティブ」アイコン（数字 1 のあるツール バーのボタン）は、「マスター」アームに対応し

ています。 「アーム２アクティブ」アイコンは、「スレーブ」アームに対応しています。アク

ティブなアームは、一度にひとつと限定されています。 選択されたアイコンが、アクティブと

みなされます。  

また、アクティブなアームに対応した、色付きのチェック マーク アイコンをクリックして、特

定のアームに連結したコマンドを実行することも可能です。  

現時点では、複数アーム モード差込みパッケージが、お客様のシステム用に購入された場合に

のみ、「アクティブ アーム」ツール バーは選択可能になります。  

また、「オペレーション | 複数アームモード」メニュー オプションにアクセスすることによって

も、このツール バーを表示することが可能です。  

複数アーム CMM のセットアップ、及び、使用に関する、より詳しい説明については、「複数ア

ームモードの使用」の項を参照して下さい。 また、このツール バーの使用に関する、追加情報

については、「アームへのコマンド設定」の項目を参照して下さい。  

アクティブ回転テーブル ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

アクティブ回転テーブル ツール バー  
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「アクティブ回転テーブル」ツール バーを用いると、2 種の回転テーブルのうち、どちらがアク

ティブになるか、選ぶことができます。 「編集 | 仕様 | 回転テーブル セットアップ」メニュー 
オプションを用いて、回転テーブルがセットアップされるまで、このツール バーの選択は利用

不可能のままです。 より詳しい説明については、「仕様の設定」の項にある「回転テーブルの

定義」を参照して下さい。  

ウィンドウ レイアウト ツール バー  

メニュー ロードマップの表示  

 

ウィンドウ レイアウト ツール バー  

「ウィンドウ レイアウト」ツール バーを用いると、開いているウィンドウ、エディタ、及び、

ツール バーすべてのレイアウトが保存され、それから、アイコンがクリックされると、その時

点でのパーツプログラム内にそれらを回復します。  

重要事項: この機能は、ツール バーとウィンドウの位置付けを保存するだけでなく、また、その

ウィンドウとツール バーに連結した設定とオプションをも保存されることに注意してくださ

い。 レイアウト用に選択された設定があり、そのレイアウトが保存された場合、その設定もレ

イアウトと共に保存されます。 保存されたレイアウトを上書きすることなく、このウィンドウ

設定が後に選択解除された場合で、次回このレイアウトが選択されると、PC-DMIS はその保存

された設定を回復します。  

 「 小化」アイコンは、編集ウィンドウのサイズを 小化

します。  

 「 大化」アイコンは、編集ウィンドウのサイズを 大化

します。  

 「保存する」アイコンは、「ウィンドウ レイアウト名を入

力」ダイアログ ボックスを表示し、それを用いると、開い

ているウィンドウ、エディタ、または、ツール バーのその

時点での位置、及び、サイズが、ご希望のレイアウト名で

保存されます:  

 

「ウィンドウ レイアウト名」ボックス内では、レイアウト

用の名称を指定することができます。 PC-DMIS はまた、
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この名称を、そのレイアウトと結びついたアイコン用のヒ

ントとして表示します。 レイアウト名を含まない場合、

PC-DMIS は「ウィンドウ レイアウト呼び出し」というデ

フォルト設定の名称を使用します。  

「OK」がクリックされると、そのレイアウトが保存さ

れ、そのレイアウトを示すアイコンが お客様のレイアウト

コンフィギュレーションと共に、ツール バー上に現れま

す。  

新規のレイアウトに、既存のレイアウトと同一の名称を付

けることによって、既存のレイアウトを新規のレイアウト

で上書きすることはできません。 既存のレイアウトを上書

きしたい場合には、まず既存のレイアウトを削除し、それ

から、新規のレイアウトに同一の名称を付けてください。 

 保存されたレイアウト アイコンを回復すると、保存された

レイアウトも回復されます。 すべてのウィンドウ、エディ

タ、及び、ツール バーが、それらの保存位置にて回復され

ます。 そのアイコン上でマウスを一時停止すると、保存さ

れたレイアウト名が表示されます。  

付記: 複数のパーツプログラムが開いた状態で、そのうちの一つを用いてレイアウトを作成、保

存した場合、レイアウト作成に用いられたパーツプログラムが優位になります。 レイアウト作

成に用いられたパーツプログラムは、その後、アクティブなパーツプログラムになり、保存され

たウィンドウ レイアウトを表示します。  

保存されたユーザー レイアウトの削除  

保存されたユーザー レイアウトを削除するには:  

1. ツール バー エリアを右クリックし、「カスタマイズ」を選択して下さい。 
「カスタマイズ」ダイアログ ボックスが表示されます。  

2. Shift キーを押し続けたままにして下さい。  
3. 「ウィンドウ レイアウト」ツール バーのアイコン上で、マウスをクリッ

クし、そのまま押さえ続けて下さい。 アイコンが移動可能になります。  
4. 当アイコンをツール バーの境界線外へドラッグして下さい。  
5. マウスボタンをリリースして下さい。  

当アイコンと、それに連結したレイアウトが削除されます。  
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ハードウェアの定義 
ハードウェアの定義: イントロダクション  
この項では、パーツ測定に使用されるハードウェアの定義に関連した、すべてのオプションにつ

いて記述しています。 これらに含まれるのは、プローブ チップを持つプローブの作成とキャリ

ブレーション; バーチャル測定機の作成と使用; クイック取付具の位置付けと使用; プローブ交換

機のキャリブレーションと動画プローブ交換機の作成; 及び、回転テーブル利用に関する情報で

す。  

これらは、以下の項目で記述されています:  

• プローブの定義  
• 測定機の定義  
• クイック取付具の挿入  
• プローブ交換機の定義  
• 回転テーブルの利用  

プローブの定義  
パーツプログラム作成の 初のステップのひとつは、インスペクションプロセス中に使用される

プローブを定義することです。 プローブの定義とキャリブレーション プロセスは、お客様特有

の PC-DMIS コンフィギュレーション次第で、しばしば異なるので、かわりに、この情報は、コ

ンフィギュレーションに関する文書セット内に記述されています。 セットアップ、キャリブレ

ーション、及び、お客様特有の状況下での適切なプローブの使用に関する、より詳しい説明につ

いては、下記の文書セットをご覧下さい:  

1. PC-DMIS CMM  
2. PC-DMIS ビジョン  
3. PC-DMIS レーザー  
4. PC-DMIS ポータブル  

プローブの定義には、「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックスを使用します。  

ヒント: PC-DMIS のプローブ ウィザードにアクセスするには、「ウィザード」ツール バーにあ

る、このアイコンをクリックして下さい。  

「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックス

の理解  

メニュー ロードマップの表示  
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「挿入 | ハードウェアの定義 | プローブ…」を選択して下さい。 「プローブのユーティリティ」

ダイアログ ボックスが、アクティブ先端チップのプローブ データを表示します。 それを用いる

と、必要に応じて、新規のプローブ ファイル作成、あらかじめ定義されたファイルへのアクセ

ス、及び、プローブ ファイルの編集を行うことができます。 このオプションを選ぶと、また、

プローブをキャリブレートすることもできます。  

 

プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス  

プローブ ファイル名  

 

「プローブ ファイル」ドロップダウン一覧には、その時点でのプローブ ファイルが表示されま

す。 プローブ ファイルは、PC-DMIS がインストールされた先のディレクトリ内に保存されます。 
デフォルトのディレクトリは、PC-DMIS インストール先のファイル名、及び、ディレクトリで

す（通常、ローカル「C:\」ドライブ上の「PCDMISW」）。 PC-DMIS がロード用のプローブ フ
ァイルをサーチする場合、サーチ経路を変更しないかぎり、このディレクトリがサーチされます。 
より詳しい説明については、PC-DMIS コア文書の「仕様の設定」の項にある「サーチする外部

ディレクトリの特定」を参照して下さい。  

新規のプローブ ファイルを作成するには、  

1. 「プローブ ファイル」ドロップダウン一覧内の、その時点でのファイル名をハイライト

表示して下さい。  
2. 新規の名称をタイプ入力して下さい。  
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キーボード入力されたファイル名のプローブ ファイルが既に保存されている場合には、PC-
DMIS は、以前保存されたファイルを、その時点でのパーツプログラム内にロードします。  

「利用可能な場合、リストマップを使用」チェック ボック

ス  

「利用可能な場合、リストマップを使用」チェック ボックスは、インデクサブル リストを用い

たプローブ コンフィギュレーションにおいて、AB 間角度先端チップをキャリブレーションする

際に、PC-DMIS がリストマップ（「エラー マップ」としても知られる）ファイルを使用するか

否かを決定します。 このチェック ボックスが選択されると、PC-DMIS は、お客様のコンピュー

ターにおいてリスト マップ ファイル（「abcomp.dat」という名のファイル）を探し、それが発

見された場合、AB 間角度先端チップのキャリブレーション時に、リストのエラー データを補整

します。  

リスト マップ ファイルの作成に関する情報については、「リストデバイスの使用」にある「マ

ップのエラーを算出」を参照して下さい。  

部分的キャリブレーションの使用  

 

「部分的キャリブレーションの使用」チェック ボックス  

レ二ショー アナログ プローブ（例えば、SP25、SP600、または、SP80）をキャリブレートす

るために、レ二ショーのスキャン型キャリブレーション方法を使用する場合、その初回には、一

連のスキャンすべてを行う完全キャリブレーションが実施されなければなりません。 この完全

キャリブレーションの後、必要に応じて、より簡略なキャリブレーションを選ぶことが可能です。  

1. 完全キャリブレーションは、先端チップのオフセット、及び、そのサイズ

に加えて、すべてのアナログ プロービング係数を算出します。  
2. 部分的（簡略な）キャリブレーションは、アナログ プローブ以外のキャ

リブレーションのように作動します: それは、不連続の個別のヒット（ス

キャンなし）からなり、先端チップのオフセット、及び、そのサイズのみ

を算出します; アナログ プロービング係数は変化しないままです。  
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簡略キャリブレーションを行うには、  

1. プローブのユーティリティダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  
2. 「プローブ ファイル」一覧から、レ二ショー アナログ プローブをロード

して下さい。  
3. 「部分的キャリブレーションの使用」チェック ボックスを選択して下さ

い。 このチェック ボックスは、適用外のプローブに対しては作動不能の

ままです。  
4. 「アクティブ先端チップ一覧」から、複数のキャリブレート済みプローブ

先端チップを選択して下さい。  
5. 「測定」ボタンをクリックして下さい。 「測定」ダイアログ ボックスが

表示されます。  
6. 「測定」ダイアログ ボックス内で、必要に応じて、変更を行って下さい。 

名付けられた「パラメータ セット」が定義される場合、PC-DMIS は、今

後の使用のために、そのセット内に「部分的キャリブレーションの使用」

チェック ボックスのチェック状態を記憶します。  
7. 「測定」をクリックします。 スクリーン上のプロンプトに従って下さい。 

PC-DMIS が、簡略キャリブレーションを実施します。  

注記: 「ProbeUsePartialCalibration」と呼ばれる、プローブ キャリブレーションのセクションに

あるレジストリ エントリーは、新規のプローブ ファイル定義時に、このチェック ボックスが選

択されるか否か、についてのデフォルト設定を記憶しています。  

TRAX キャリブレーションの使用  

一部のタイプの測定機上で、アナログ プローブをキャリブレートする場合、特に、ライツ イン

ターフェースを使用する場合、一般的に、キャリブレーション係数の算出用に、TRAX キャリブ

レーション アルゴリズムを用いるか否かを選択することができます。 「TRAX キャリブレーシ

ョンの使用」チェック ボックスを選択する、または、選択しないことにより、どのキャリブレ

ーション アルゴリズムを使用するか、選ぶことができます。  

• このチェック ボックスが選択されると、PC-DMIS は TRAX キャリブレーション アルゴ

リズムを使用します。  
• このチェック ボックスが選択されない場合、PC-DMIS は PMM キャリブレーション ア

ルゴリズムを使用します。  

このチェック ボックスは、実際のキャリブレーション プロセスを全く変更しません; かわりに、

不連続ヒット型アナログ プローブ キャリブレーション プロセスが完了した後で、データ処理に

使用される数理的アルゴリズムを定義します。  

注記: キャリブレーション アルゴリズムをいつ切り換えるか、知る必要がある場合には、お手持

ちの特定の測定機の製作メーカーにお問い合わせ下さい。 測定機製作メーカーでは、特定の測

定機の、特定の状況での 良の対処方法について、助言することができます。  
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「ユーザー定義のキャリブレーション順序」チェック ボッ

クス  

「ユーザー定義のキャリブレーション順序」チェック ボックスを用いると、PC-DMIS が、選択

された先端チップを測定する順序を決めることができます。  

このチェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、「アクティブ先端チッ

プ一覧」内で先端チップがキャリブレーション用にマークされた時に、ユー

ザーにより定められた順序で先端チップを測定します。 （「アクティブ先端

チップ一覧」を参照して下さい。） 選択された先端チップがない場合、PC-
DMIS は、「編集ツール」ダイアログ ボックス、または、「ツール追加」ダ

イアログ ボックス内の「I、J、K を探す」ボックス内で定義された、I、J、K
ベクトルを使用し、先端チップすべての も効率的な測定順序を決めます。  

このチェック ボックスが選択されていない場合、PC-DMIS は、それが も効率

的と決めた順序で先端チップを測定します。 この場合、PC-DMIS は、「ア

クティブ先端チップ一覧」内で選択された先端チップに与えられた順序を無

視します。 PC-DMIS は、また、 も効率的な測定順序を決めるために、キ

ャリブレーション ツール ベクトルをも使用します。  

 

アクティブ先端チップ一覧  

PC-DMIS では、多数のプローブ先端チップについてのデータが保存できます。 このデータのは、

プローブ先端チップの ID、回転、タイプ、所在位置、方向、直径と厚さ、キャリブレーション

の日時、及び、キャリブレーションなしのチップについての情報が含まれます。 これらはすべ

て、アクティブ先端チップ一覧内に保存されます。  

 

アクティブ先端チップ一覧  

高で 32767 個のプローブ先端チップのデータが保存できます。 この数字は、お客様のシステ

ム上で入手可能なディスク スペース量によって制限されます。  



Wilcox Associates, Inc. 

624  *  ハードウェアの定義 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

PC-DMIS は、以下の基準に従って、プローブを表示します:  

 

1. 先端チップ ID 番号  

2. 先端チップ回転  

3. 先端チップのタイプ  

4. X、Y、Z の位置  

5. I、J、K の方向  

6. 直径と厚さ  

7. 日時  

* (星印) - キャリブレー

ションなしの先端チッ

プ  

先端チップ一覧の内容  

先端チップを一覧に追加  

「角度追加」のボタンを押ることにより、当一覧に新規の先端チップを追加し、それらを定義す

ることができます。 「角度追加」の項目を参照して下さい。  

先端チップ データの編集  

1. アクティブ先端チップ一覧内で、ご希望のアクティブ先端チップをハイラ

イト表示して下さい。  
2. 「編集」ボタンを押して下さい。  

「編集」ダイアログ ボックスが現れ、それを用いて、表示されている値の変更ができます。  

付記: 「アクティブ先端チップ」一覧内で、キャリブレーションされていない先端チップは、

「先端チップ ID 番号」の前に星印が表示されています。  

キャリブレーション順序の設定  

「キャリブレーションの順序」は、先端チップが一覧ボックス内で選択された順序によって決ま

ります。  

キャリブレーション順序を設定するには:  
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• 「測定プローブ」ダイアログ ボックス内の「ユーザーにより定義」オプ

ションを選択して下さい（「測定」項目を参照して下さい）。  
• Ctrl キーを押し続けて下さい。  
• マウスの左ボタンを用いて、キャリブレーション用の先端チップを「アク

ティブ先端チップ」一覧から選択して下さい。 先端チップ測定順序のイ

ンデックス番号が、選択順に各「先端チップ ID」の隣に表示されます。  

選択された先端チップがない場合、PC-DMIS は、すべての先端チップを測定したいか、尋ねま

す。  

使用する先端チップの選択  

以下の方法を用いて、お手持ちのパーツプログラムで使用する専用の先端チップを定めることが

可能です:  

• コマンド モードにある編集ウィンドウ内で、TIP とタイプ入力し、タブを押して下さい。  
• 設定ツール バー上の一覧から、プローブ先端チップを選択して下さい。  

サンプル先端チップ用の、編集ウィンドウでのコマンドラインは、以下のようになります:  
TIP/T1A0B0, SHANKIJK=0, 0, 1, ANGLE=0  

PC-DMIS は、プログラムフロー内で、別の TIP コマンドに会うまで、その先端チップを使用し

続けます。  

プローブの内容説明  

 

プローブの内容説明エリア  

「プローブの内容説明」エリア（ドロップダウン一覧とそれに続くボックスからなる）を用いる

と、パーツプログラムに用いられるプローブ、拡張部品、及び、先端チップ（複数可）を定義す

ることができます。 「プローブの内容説明」ドロップダウン一覧は、利用可能なプローブのオ

プションをアルファベット順に表示します。  
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プローブ構成要素の編集  

「プローブの説明」エリア内の線をダブルクリックして、「プローブ構成要素の編集」ダイアロ

グ ボックスにアクセスして下さい。  

 

プローブ構成要素の編集ダイアログ ボックス  

このオプションを選ぶと、プローブのグラフィックス画像表示の特定の一部を除去し、そして、

接続部分の回転角度を定義することができます。 パーツ幾何図形が特に密集している部分では、

このオプションを選び、グラフィックス画像の一部を一時的に除去することで、フィーチャーの

画像が見やすくなります。  

プローブのグラフィックス画像を除去するには:  

1. 画像から除去する必要がある、特定のフィーチャーの内容説明（「プロー

ブの内容説明」内の）をダブルクリックして下さい。 PC-DMIS は、「プ

ローブ構成要素の編集」ダイアログ ボックスを表示します。  
2. 「この構成要素を描写」チェック ボックスのチェックを消去して下さい。  
3. 「OK」ボタンをクリックして下さい。 「プローブ構成要素の編集」ダイ

アログ ボックスが閉じます。 指示された構成要素、及び、「プローブの

ユーティリティ」ダイアログ ボックス内でその上に表示された、他の構

成要素を除いて、PC-DMIS が、プローブのグラフィックス画像を描写し

直すことに注意して下さい。  

接続部分の回転角度を変更するには、「接続部分のデフォルト回転角度」ボックス内に数値をタ

イプ入力して下さい。 これは、主に、ナックル付属装置の角度を手動で定義するために使用さ

れます。 ご希望の角度をタイプ入力し（+180°から-180 の範囲の角度）「OK」をクリックして

下さい。デフォルトの角度は、0 です。  
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プローブ コンフィギュレーションをプレビュー  

 

プローブのグラフィックス画像と滑動部  

「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックスのグラフィックス画像によって、以下の項

目を視覚的にプレビューを行うことができます:  

1. お客様のプローブを構成するプローブ構成要素  
2. 「アクティブ先端チップ一覧」ボックス内の、様々な AB 間角度位置  
3. プローブの 3D 回転全体  

構成要素を見る: プローブの一部が選択されると、プローブ コンフィギュレーションの構成要素

が自動的に、「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックスのグラフィックス画像に現れ

ます。  

AB 間角度の位置付けを見る: 「アクティブ先端チップ一覧」から AB 間角度位置を選択して下さ

い。 プローブのグラフィックス画像が、その時点でのプローブ コンフィギュレーションが選択

の AB 間角度を用いた場合の画像に、動的に変化します。  

3D でのプローブの回転: プローブのグラフィックス画像の下と左側にある滑動部を移動して、プ

ローブの画像を回転して下さい。 下方の滑動部が、プローブを横方向に回転します。 左側にあ

る滑動部はプローブを縦方向に回転します。  

 

横方向の滑動部 – 横方向の回転を表

 

縦方向の滑動部 – 縦方向の回転を表
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示します。  示します。  

 

ツール追加  

 

「ツール追加」ボタンは、「ツール追加」ダイアログ ボックスを表示します。  

 

ツール追加ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いると、修正ツールの内容に関するデータを保存できます。 各ツ

ールには、連続 ID 番号が割り当てられています。 PC-DMIS は、ID 番号に加えて、ツールのタ

イプ（球、多面体、または、輪）、ツール オフセット、シャンク ベクトル、優先ベクトル、直

径（球用）、または、長さ（多面体用）を表示します。  

新規のツールが定義されると、それは、「測定プローブ」ダイアログ ボックス内の「利用可能

なツール一覧」ドロップダウン一覧内に表示されます。  
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ツール測定前に、少なくと
もひとつのプローブ先端チ
ップが「アクティブ先端チ
ップ一覧」内に定義されて
いなければなりません。  

「利用可能なツール一覧」ドロップダウン一覧にツールを追加する

には、「ツール追加」ボタンをクリックして下さい。 「ツール追

加」ダイアログ ボックスが表示され、それを用いて、編集が必要

などのような情報でも、編集することができます:  

「ツール追加」ダイアログ ボックスでは、新規のツール作成時に使用されたのと同一の情報に

アクセスすることができます。 ツール ID、ツールタイプ、オフセット値、シャンク ベクトル

IJK、及び、ツールの直径 / 長さを変更することが可能です。  

ツール ID  

このボックスを用いると、定義中のツールの名付けを行うことができます。  

ツールタイプ  

このドロップダウン ウィンドウを用いると、使用予定のキャリブレーション ツ
ールのタイプを定義することができます。 以下のタイプから選択が可能で

す:  

1. 球  
2. スレーブ球  
3. 多面体  
4. スレーブ多面体  
5. 輪  
6. スレーブ輪  

輪ツールを用いたキャリブレーション  

輪ツールは、ビジョン プロービング システムと共に使用されます。 しかし、そ

れらはまた、接触プローブをキャリブレートするためにも用いられます。 こ
の方法に関する情報については、「PC-DMIS ビジョン」文書を参照して下さ

い。  

X、Y、Z オフセット  

これらの X、Y、及び、Z の値は、測定機座標内の、キャリブレーション ツールの位置を示して

います。  

先端チップをキャリブレートし直すには、「アクティブ先端チップ」一覧内の、ご希望のアクテ

ィブ先端チップを、簡単にハイライト表示して下さい。 「測定」ボタンを用いて、プローブ チ
ップをキャリブレートして下さい。 （「プローブ コンフィギュレーションをプレビュー」を参

照して下さい。）  
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シャンク ベクトル I, J, K  

このボックスは、ツール上の軸のベクトルを表示します。 PC-DMIS は、軸を避けるために、キ

ャリブレーション中にこれらの値を用います。  

 

項目 A は、球状ツール上の軸を描写しています。  

優先 I, J, K のサーチ  

「プローブ ユーティリティ」ダイアログ ボックス内の「ユーザー定義のキャリブレーション順

序」を選択し、これらのボックスを用いると、先端チップすべてを測定するための も効率的順

序を決めるために、PC-DMIS が使用するベクトルを指定することができます。 「キャリブレー

ションの順序」を参照して下さい。  

直径 / 長さ  

このボックスは、球状ツールの直径 / 長さを表示します。  

この値を変更するには:  

1. 「直径 / 長さ」ボックスを選択して下さい。  
2. 新しい値を入力して下さい。  

測定  

 

「測定」コマンドボタンを押すと、「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックスの「ア

クティブ先端チップ」エリアから選択されたプローブ チップをキャリブレートすることができ

ます。 この方法に関する説明については、「プローブ先端チップをキャリブレート」を参照し

て下さい。  

ツール編集  
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「ツール編集」コマンド ボタンを押すと、「利用可能なツール一覧」ドロップダウン一覧内の、

既存のツールを編集ことができます。 「ツール編集」ボタンを簡単にクリックすると、この

「ツール編集」ダイアログ ボックスが表示されます:  

 

ツール編集ダイアログ ボックス  

「ツール編集」ダイアログ ボックスには、「ツール追加」ダイアログ ボックスと同じオプショ

ンがあります。  

ツールの削除  

 

「ツール削除」コマンド ボタンを押すと、「利用可能なツール一覧」ドロップダウン一覧内の、

不必要となったツールを取り除くことができます。  

ツールを取り除くには:  

1. ご希望のツール ID を選択して下さい。  
2. 「ツール削除」ボタンをクリックして下さい。  
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利用可能なツールの一覧  

 

「利用可能なツールの一覧」ドロップダウン一覧は、利用可能なツールを表示し、これを用いる

と、どのツールがプローブのキャリブレーションに使用されるか、を特定することができます。 
PC-DMIS は、球状のツールのみを使用します。  

球状ツールとボール先端チップ  

PC-DMIS は、当ツール上に行うヒット数の入力を催促し、その後、ヒットを行うよう勧めます。  

球状ツールと円盤先端チップ  

モード = 手動の場合、PC-DMIS は、そのキャリブレーション ツール上に 6 箇所のヒットを行う

よう告げます。 球の均分円より上に 3 箇所のヒットを行い、均分円より下に 3 箇所のヒットを

行って下さい。  

モード = DCC の場合、キャリブレーション ツールの位置があらかじめ知られている必要があり

ます。  

球状ツールとテーパー先端チップ  

PC-DMIS は、プローブのテーパー部分で球に 6 箇所のヒットを行うよう告げます。 球状ツール

は、事実上、テーパー先端チップを円錐として測定するプローブと同じように使用されます。 
初の 3 箇所のヒットは、円錐の中心線にほぼ直角をなす平面を形作る必要があります。 小さ

いテーパー プローブが使用される場合、このオペレーションを実施するには小さな球状ツール

の使用が 適です。  

球状ツールとバレル/シャンク先端チップ  

PC-DMIS は、円を形作るために、球の平面十字セクションに 4 箇所のヒットを行うよう促しま

す。 そのヒットはみな、インスペクションで使用される、プローブの同一部分に行われる必要

があります。 4 箇所のヒットが行われた後、PC-DMIS は、プローブの底面で球に一度接触する

よう告げます。  

球状ツールと光先端チップ  

このオプションは、光先端チップが「ハード プローブ」として定義された場合にのみ、利用可

能です。  
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編集する  

 

どのようなアクティブ先端チップでも、「アクティブ チップ一覧」内のご希望の先端チップを、

簡単にハイライト表示し、編集ボタンを選ぶことにより、更新が可能です。 「プローブ データ

の編集」ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

プローブ データの編集ダイアログ ボックス  

以下の情報の変更を行うことが可能です:  

先端チップ ID  

このボックスには、メモリー内にロード時に、PC-DMIS が先端チップに割り当てる、永続的な

番号があります。 この値の編集はできません。 これは表示目的のみで表示されます; しかし、

「ニックネーム」ボックスを用いて、より内容を反映した ID を定義することができます。  

DMIS ラベル  

このボックスは、DMIS ラベルを表示します。 DMIS ファイルのインポート時に、PC-DMIS は、

この値を用いて、インポートされた DMIS ファイル内の SNSDEF ステートメントを識別します。  

X、Y、及び、Z の中心点  

これらの数値は、先端チップの所在位置を表示します。 この位置は、Z レールの底部に相対した

位置付け表示がなされています。  
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シャンク / 光ベクトル I, J, K  

プローブ先端チップが使用されている場合、これらの値は、プローブ チップ シャンクの方向を

表示します。 このベクトルは、プローブ先端チップの中心点から Z レールに向かって移動しま

す。 光プローブが使用されている場合、これらの値は、光デバイスの方向を表示します。  

ボール先端チップの直径  

このボックスには、先端チップの直径が表示されます。  

ボール先端チップの厚さ  

このボックスには、先端チップの厚さが表示されます。 これは、ルビー先端チップの、使用可

能な、実際の高さ/厚さを定義します。 PC-DMIS は、円盤プローブを均分円の上、または、下に

動かすために、そのプローブのキャリブレーション手続き中にこの値を適用します。 円盤プロ

ーブの場合、例えば、プローブのより良い位置決めのために、この値を下方調整する必要がある

かもしれません。  

プローブ半径偏差（PrbRdv）  

「プローブ データの編集」ダイアログ ボックス内の「PrvRdv」ボックスを用いると、キャリブ

レーション用の先端チップのサイズに適用される「半径偏差」を設定することができます。  

プローブキャリブレーション実行時、PC-DMIS は、以下の 2 つのことの内の一つを行います:  

1. PrvRdv が適用可能な、測定機コンフィギュレーションをお持ちの場合、キャリブレーシ

ョン プロセスでは、自動的に先端チップ サイズが理論値に設定され、計算が行われた後、

PrvRdv 値が保存されます。  
2. PrvRdv が適用できない測定機をお持ちの場合、キャリブレーション プロセスでは、自

動的に「PrvRdv」値がゼロに設定され、計算が行われた後、理論値とわずかに異なる先

端チップサイズが保存されます。  

「プローブ データの編集」ダイアログ ボックスでは、キャリブレーションの後に、何かの理由

から必要な場合には、先端チップ サイズ、及び/または、PrvRdv の編集のみが可能です。 キャ

リブレートし直す場合、その結果となる値は、キャリブレーションに基づくものであり、キャリ

ブレーションに先立って、手動でこのダイアログ ボックス内に入力されたものに基づくもので

はありません。  

注記: このボックスは、特定の測定機上でアナログプローブを使用の場合にのみ、選択可能にな

ります。  

キャリブレーションの日時  

これらの値は、プローブ先端チップのキャリブレーションが行われた、 も 近の日時を表示し

ます。 これらの値は、「プローブ データの編集」ダイアログ ボックス内で見ることができます。 
新規の先端チップがキャリブレートされずに作成された場合、PC-DMIS は日時の値として「新
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規」と表示します。 古いプローブ先端チップがロードされ、日時情報が入手不可能の場合には、

PC-DMIS は、その値として「不明」と表示します。 実際にキャリブレートされたプローブ先端

チップのみ、その日時の値が更新されます。  

ニックネーム  

「プローブ データの編集」ダイアログ ボックス内の「ニックネーム」ボックスでは、選択され

たプローブ チップの ID に、より内容を反映した名称を付けることができます。 例えば、「ニッ

クネーム」ボックス内でプローブ チップに「私の先端チップ」というニックネームをつけると、

PC-DMIS はその後、ダイアログ ボックス、メッセージ、レポート等、そのプローブ チップに関

するユーザー インターフェース内で「私の先端チップ」を使用します。 ID を定義しない場合、

PC-DMIS は、かわりに、デフォルト作成の先端チップ ID を使用します。  

「アクティブ先端チップ」一覧から先端チップを削除するには:  

「アクティブ先端チップ」一覧から先端チップを削除するには:  

1. 除去したいチップを選択して下さい。  
2. 「削除する」ボタンを選択して下さい。  

ハイライト表示された先端チップが、ひとつだけある場合、PC-DMIS はそれを自動的に削除し

ます。 「削除する」ボタン選択時に、複数の項目がハイライト表示されている場合には、それ

らすべてを削除することが可能です。  

PC-DMIS ではまた、「アクティブ先端チップ一覧」から除去する PH9 角度を特定することもで

きます。  

リスト角度を削除するには:  

リスト角度を削除するには:  

1. 除去したい角度を選択して下さい。  
2. 「削除する」ボタンを選択して下さい。  

先端チップ、または、プローブが削除される場合、関連した PH9 角度すべてもまた、ファイル

から削除されます。  

注記: このオプションを選ぶと、「アクティブ先端チップ一覧」から先端チップが削除され、シ

ステムが知る先端チップのファイルから、それを取り除きます。  

角度追加  

 

「角度追加」ボタンが選択されると、「角度追加」ダイアログ ボックスが表示されます。  
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新規の角度追加ダイアログ ボックス  

PC-DMIS では、利用可能なボックス、及び、ボタンを用いると、AB 位置の一覧を作成すること

ができます。 その位置のキャリブレーションが行われた後、いつでも、どのパーツプログラム

を使用中でも、その位置を呼び出すことが可能です。 したがって、頻繁に使用される位置付け

のキャリブレーションを行うことによって、パーツプログラムを学習しながら、または、手動で

点検しながら、それらを自由に呼び出すことができます。  

AB 位置付けは、パーツ内に保存されます。 ですから、実行モード中の PC-DMIS は、自動的に

も近くにあり、測定機上のパーツの方向性に合った、キャリブレート済みの AB 位置を発見し

ます。 AB 位置付けが利用可能になるためには、「プローブ ヘッド リストの自動調整」チェッ

ク ボックス（PC-DMIS コア文書の「仕様の設定」の項にある「プローブ ヘッド リストの自動

調整」を参照して下さい）が選択されている必要があります。 編集ウィンドウは、また、その

フィーチャーに先立って、プローブ変更コマンドを反映する必要があります。  

プローブの、機械上の位置付けは時がたてば変わるので、プローブの再キャリブレーションを定

期的に行うようお勧めします。 「角度追加」ボタンが選択されると、PC-DMIS は「新規の角度

追加」ダイアログ ボックスを表示します。  

このダイアログ ボックスを用いると、各自別々の AB 方向性を特定することができます。 PC-
DMIS はまた、「等間隔角度データ」エリアにあるボックス内で特定されたパラメータを用いて、

等間隔の AB 方向性の一覧をも作成します。  

「角度追加」ダイアログ ボックスには、以下のパラメータがあります:  

新規の角度一覧ボックス  
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「新規の角度一覧」ボックスには、「個別角度データ」エリアか、または、「等間隔角度デー

タ」エリアからの AB 間角度の一覧があります。  

個別角度データ  

 

「個別角度データ」エリアを用いると、「新規の角度一覧ボックス」内に一度にひとつずつ、

AB 位置が付け加えられます。  

個別の角度を付け加えるには:  

• 変更予定のボックス（複数可）にカーソルを配置して下さい。  
• 新しい角度を入力して下さい。  
• 「角度追加」ボタンをクリックして下さい。  

指定された個別の角度が、「新規の角度一覧ボックス」内に表示されます。  

等間隔角度データ  

 

これらのボックスと関連の「角度追加」ボタンは、「新規の角度一覧」ボックス内の、要求され

た等間隔 AB 位置すべてを、自動的にマークします。 プローブ コンフィギュレーションのデフ

ォルト設定位置は、自動的に 後の一覧内に含まれます。 真下を指している PH9（A=0°, B=何
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度でも可）が、自動的に定義されるので、このダイアログ ボックスで定義し直す必要はありま

せん。  

PC-DMIS では、すべての AB 位置付けを簡単に測定することができ、A 軸線は 15°ごとの増分

により 0°から 90°の範囲内で、そして、B 軸線は 45°ごとの増分によりー180°から 180°の

範囲内で測定されます。  

 

A 軸線角度の範囲ーB=90°での CMM の正面画像  

 

 

B 軸線角度の範囲ーA=90°での

上からの画像  

1 - 正面  

2 - B 軸線  

 

「新規の角度一覧ボックス」に角度を追加するには:  
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• 利用可能な角度ボックスの各々に、必要な情報を入力して下さい（A の開

始角度、A の終了角度、A の増分、B の開始角度、B の終了角度、B の増

分）。  
• 「角度追加」ボタンをクリックすると、PC-DMIS が、「新規の角度一

覧」ボックス内に、要求された AB の方向性を自動的に表示します。  

 

新規の角度一覧ボックス内に表示された、AB の方向性  

角度基盤目の利用  

PC-DMIS では、「新規の角度追加」ダイアログ ボックスにある角度基盤目を用いて、あらかじ

め定義された角度を閲覧、及び、選択することができます。 角度基盤目は、入手可能な A-角度

の位置すべてを当ダイアログ ボックスの横側に表示し、そして、B-角度の位置を当ダイアログ 
ボックスの上部に沿って表示します。  

 

新規の角度追加ダイアログ ボックスにおいて、以前の選択された AB 間角度（濃い灰色）と、

当ダイアログ ボックスの前に挿入された AB 間角度を示す部分は閉じられています（赤色）。  
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この基盤目上をクリックして、新規の角度を付け加えるには、  

• 追加予定の A-角度の置かれる列を見つけて下さい。 それから、適切な B-
角度の置かれる欄を見つけて下さい。  

• ご希望の A 角度と B 角度が交差する、基盤目上のボックスをクリックし

て下さい。 選択されたボックスが赤色になり、選択された AB 間角度の

位置が「新規の角度一覧」ボックス内に挿入されます。  

選択された AB 間角度の位置付けを消去するには、単に、赤色でボックスのひとつを再びクリッ

クして下さい。 PC-DMIS がそのボックスと関連した AB 間角度の位置を、「新規の角度一覧」

ボックスから取り除きます。  

基盤目の色付けの理解  

角度基盤目を利用する際に見る可能性のある基盤目ボックスの色は、4 色あります: 濃い灰色、

赤色、黄色、及び、緑色です。 プローブ ヘッドが、その角調整の全範囲を表示するのに、十分

な基盤目ブロックを持つ場合、それらは角度基盤目ボックスを濃い灰色か、または、赤色でのみ

表示します。 しかし、リスト デバイス（例えば、PHS や CW43L）が使用されている場合、角

度基盤目内の角度増分の数字を越える増分の角度がある場合があります。 これらの場合には、

PC-DMIS が、それに も近い角度基盤目の位置を緑色か黄色で色付けします。  

   色  内容  
 濃い灰色  濃い灰色の基盤目ボックスは、その AB 間角度の位置付

けが、「プローブ ユーティリティ」ダイアログ ボック

スにある「アクティブ先端チップ」一覧内に、既に存在

していることを示します。  
 赤色  赤色の基盤目ボックスは、「角度追加」ダイアログ ボ

ックスを用いて新しい AB 間角度の位置が特定されまし

たが、その角度がまだ「アクティブ先端チップ」一覧に

付け加えられていないことを示します。 その AB 間角

度は、基盤目ボックスの角度と完全に一致します。  
 黄色  黄色の基盤目ボックスは、その AB 間角度の位置付け

が、「プローブ ユーティリティ」ダイアログ ボックス

にある「アクティブ先端チップ」一覧内に、既に存在し

ており、さらに、PC-DMIS が、その AB 間角度に も

近い基盤目の位置を選んだことを示します。  
 緑色  緑色の基盤目ボックスは、「角度追加」ダイアログ ボ

ックスを用いて新しい AB 間角度の位置が特定されまし

たが、その角度がまだ「アクティブ先端チップ」一覧に

付け加えられていないことを示します。 PC-DMIS が、

その AB 間角度に も近い角度基盤目の位置を選びま

す。  
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角度追加オプションに関する付記  

1. 自動プローブ キャリブレーションは、球状プローブ、及び、球状校正ツ

ールが使用される場合のみ、実施可能です。  
2. 使用中のツールの中心点の X、Y、及び、Z 座標は、測定機テーブル上で

の、その時点での位置付けを反映していなければなりません。 そうでな

い場合、「プローブの位置が移動しましたか？」という問いに対する応答

は、「はい」であるべきです。  
3. オペレーターによるコントロールの下で AB 位置が測定される場合、PC-

DMIS は、その時点での位置測定が完了した時点で、自動的に、次の手動

位置へプローブヘッドを回転します。 終了キーを押す前に、プローブが

ツールから十分離れていることを確認して下さい。  
4. キャリブレーション ツールの位置付けが変更した場合、または、新規の

角度が先端チップの一覧に付け加えられる必要がある場合には、「新規の

角度一覧」ボックス内の必要な角度をマークして下さい。 プローブ先端

チップのデフォルト位置（ツールの軸に直角をなす）もまた、マークされ

る必要があります。 PC-DMIS は、 初にツールに垂直な角度を実行し、

その後、その他のマークされた角度を実行します。  
5. 自動 AB キャリブレーションが、すべての付け加えられた位置を測定する

前に停止した場合、PC-DMIS は、そのプロセスをやめる前に部分的キャ

リブレーションのデータを保存したいか、尋ねます。  

結果  

 

「結果」ボタンを押すと、 も 近のプローブ キャリブレーションの結果が、「キャリブレー

ションの結果」ダイアログ ボックス内に表示されます。  

 

「結果」ダイアログ ボックス  
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プローブの直径、及び、厚さの表示に加え、当ダイアログ ボックスはまた、球状プローブの球

の実際の角度と真円度をも表示します。 これらの測定結果によって、キャリブレーションの正

確さを確認できます。  

バージョン 3.7 以降では、PC-DMIS は、小数点以下第 6 位までの結果を表示します。  

使用中の AB 角度をマーク  

 

このオプションを選ぶと、その時点で使用中のパーツプログラム内を通して、AB 間角度のサー

チが行われます。 その後、PC-DMIS は、発見したすべての AB 間角度を、その時点でのプロー

ブ コンフィギュレーションに付け加えます。  

注記: 「プローブ ヘッド リストの自動調整」オプション（「セットアップ」ダイアログ ボック

スの「一般」タブ内にあります）が選択され、「使用中の AB 角度をマーク」ボタンがクリック

されると、PC-DMIS は、キャリブレーション用の先端チップすべて選択しない可能性がありま

す（「仕様の設定」の項にある「プローブ ヘッド リストの自動調整」を参照して下さい）。  

全体的使用の先端チップ  

 

「全体的使用の先端チップ」ボタンを押すと、その時点でのアクティブ プローブ ファイルによ

って、その他のパーツプログラムで使用された先端チップのサーチが行われます。 その後、そ

れらを「アクティブ先端チップ 一覧」に付け加え、それらをキャリブレーション用にマークし

ます。  

デフォルト設定により、このボタンを押すと、どのパーツプログラムのサブ ディレクトリでも、

それを通したサーチが行われます。 「レジストリのエントリーを変更」の項に記述されている

「ProbeGlobalUsedIsRecursive」レジストリ エントリーを用いて、あらかじめ定義されたサー

チ ディレクトリのサブ ディレクトリをサーチするか否かをコントロールすることができます。  

ファイルのフォーマット  

 

「ファイルのフォーマット」ボタンを押すと、既存のプローブ ファイルが、旧バージョンの

PC-DMIS と互換性のあるフォーマットで保存されます。 「ファイルのフォーマット」ボタンを

クリックすると、「プローブ ファイル フォーマット変換」ダイアログ ボックスが現れます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ハードウェアの定義  *  643 

 

プローブ ファイル フォーマット変換ダイアログ ボックス  

当ダイアログ ボックスには、以下の 2 つの項目があります:  

 「現バージョン」ボックス - これには、現バージョンの PC-DMIS が表示され

ます。  

 「保存用のバージョン」一覧 - この一覧には、当プローブ ファイルを保存で

きる、プローブ ファイル フォーマットのタイプが表示されます。  

装置のキャリブレーション データを使用  

「装置のキャリブレーション データを使用」チェック ボックスは、既に装置のキャリブレーシ

ョンが実施された場合にのみ、ダイアログ ボックス上に表示されます。 このチェック ボックス

がチェックされていない場合、PC-DMIS は、標準キャリブレーションを使用します。 このチェ

ック ボックスが選択されている場合、その装置のキャリブレーション データを使用することが

できます。 より詳しい説明については、「プローブ先端チップをキャリブレート」の項目にあ

る「装置のキャリブレーション」を参照して下さい。  

利用可能な先端チップのタイプ  

 

PC-DMIS には、以下のタイプの先端チップが「プローブの内容」ドロップダウン一覧内にあり

ます:  

先端チップを、利用可能な先端チップ一覧に追加する必要がある場合には、お客様の PC-DMIS
ソフトウェア サポート代理店に連絡してください。 資格のある作業員のみが、追加の先端チッ

プ ファイルを作成できます。  

ボール  

これは、球状プローブを定義します。 ユーザーは、「編集」ボタンを用いて、プローブの名目

的直径、及び、名目的厚さを編集することができます。 プローブの方向もまた、定義される必

要があります。  
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円盤  

これは、円盤プローブを定義します。 ユーザーは、「編集」ボタンを用いて、プローブの名目

的直径、及び、名目的厚さを編集することができます。 プローブの方向もまた、定義される必

要があります。  

光  

このオプションは、光先端チップが「ハード プローブ」として定義された場合にのみ、利用可

能です。  

このオプションを選ぶと、光プローブが定義されます。 ユーザーは、「編集」ボタンを用いて、

プローブの名目的直径を編集することができます。 プローブの方向もまた、定義される必要が

あります。  

シャンク  

これは、シャンク、または、バレルプローブを定義します。 ユーザーは、「編集」ボタンを用

いて、プローブの名目的直径、及び、名目的厚さを編集することができます。 プローブの方向

もまた、定義される必要があります。  

衝突公差  

スクリーン上に OpenGL
（陰影の付いた）画像がな
いかぎり、Avail/NT の CD
モジュールは機能しませ
ん。  

PC-DMIS の衝突探知（CD）は、プローブと CAD 表面の間の衝突

を探知するために設計されました。  

衝突公差は、「衝突公差」ダイアログ ボックス内で特定されま

す。 このオプションは、「プローブのユーティリティ」ダイアロ

グ ボックス内の「公差」ボタンをクリックすることにより、アク

セスが可能です。  
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衝突公差ダイアログ ボックス  

衝突探知オプションに関する、追加の文書については、「CAD 表示の編集」の項にある「衝突

を探知する」を参照して下さい。  

衝突公差を特定  

衝突公差は、「衝突公差」ダイアログ ボックス内で特定されます。 このダイアログ ボックスは、

「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックス内の「公差」ボタンをクリックすることに

より、アクティブにすることができます。  

その編集ボックスにおいて、ドロップダウン一覧から選択された、各プローブ構成要素の正、ま

たは、負の数値を特定できます。 これは、事実上、その構成要素のサイズ変更を行います。  

• 正の数は構成要素のサイズを拡大するので、その構成要素がパーツ

から特定の距離以内に近づいた場合、衝突が探知されます。  
• 負の距離は、正の距離と反対の効果を持ち、プローブのその部分の

サイズを縮小します。  

また、「無視する」チェック ボックスを選択し、プローブ構成要素を無視するよう選ぶことも

可能です。 その後、PC-DMIS は、衝突のチェック時に、プローブ構成要素を無視します。 これ

は、ヒットを行った時に衝突が予期される先端チップを持つ場合、役に立つ可能性があります。  

「衝突探知」メニュー オプションを選んで、衝突探知を始動すると、PC-DMIS の内部 CAD エ

ンジンが、衝突探知に必要な計算を行います。 探知された衝突はすべて、「衝突探知」ダイア

ログ ボックス内に表示されます。 このダイアログ ボックスは、その「プローブ表示ウィンド

ウ」内に結果をレポートし、後の編集経路ライン描写で使用するために、それらを保存します。  

衝突探知オプションに関する、追加の文書については、PC-DMIS コア文書の「CAD 表示の編

集」の項にある「衝突を探知する」を参照して下さい。  

プローブのセットアップ  

「プローブのユーティリティ」ダイアログ ボックス上の「セットアップ」ボタンを押すと、

「プローブ セットアップ」ダイアログ ボックスが現れます。  
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プローブ セットアップ ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いると、お客様のプローブの設定をさらにカスタマイズできます。 
このダイアログ ボックス内のオプションを用いて、以下の情報を変更、または、選択すること

が可能です:  

• 「x」日間キャリブレートされていない先端チップを使用時に、警

告を発する。  「x」には、日数が入ります。  
• 「x」時間以内に、キャリブレートが完成していない先端チップを

使用時に、警告を発する。  「x」は、時間数が入ります。  
• 校正ツール シャンク ベクトルに沿った空き距離: 「x」   「x」に

は、空き距離が入ります。  
• 継続するリストプローブ用の校正ツール シャンク ベクトルに沿っ

た空き距離: 「x」   「x」には、空き距離が入ります。  
• 校正ツール シャンクが Z 軸に直角な場合の、Z における空き距離: 

「x」   「x」には、空き距離が入ります。  
• 球の標準偏差がそれ以上の時、校正中に警告を発する: 「x」   

「x」には、標準偏差が入ります。  
• プローブ先端チップの直径の誤りが、それ以上の時、警告を発す

る: 「x」   「x」には、直径の誤りが入ります。  
• プローブ交換機の使用時には、その時点で呼び出されているプロー

ブ ファイルについて、オペレーターに尋ねない。 現在、ロードさ

れているプローブ ファイル: 「ファイル」   「ファイル」には、

適切なプローブ ファイルの名称が入ります。  
• キャリブレーションの結果を、その結果用のファイルに付け加える。  
• 取り出し強制のみの目的で、プローブ交換機と共に使用されるプロ

ーブ ファイル: 「ファイル」   「ファイル」には、ダミーのプロ
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ーブ ファイルの名称が入ります、 これは、プローブ交換機から新

規のプローブを収容せずに、その時点でのプローブの取り出し強制

のために使用されます。 「仕様の設定」の章項にある「新規のプ

ローブを取り上げないで、プローブを返却するには」の項目を参照

して下さい。  

変更を確定するために「OK」をクリックして下さい。  

印刷一覧  

「印刷一覧」ボタンは、「印刷」ダイアログ ボックスを表示します。 その後、「OK」ボタンを

クリックすると、PC-DMIS が、キャリブレート済みとキャリブレートなしの先端チップ角度の

一覧表を印刷します。 これらは、アクティブ先端チップ一覧内の先端チップ角度と同一のもの

です。 その表の各列には、先端チップ角度があり、その表の欄は、各先端チップ角度の XYZ、
IJK 直径、及び、厚さの値を表示します。 それはまた、先端チップ角度のキャリブレートの日時

をも表示します。  

先端チップ角がキャリブレートされていない場合、または、直径、日付、または、時間に誤りが

ある場合、一覧表は、その先端チップを赤色のテキストで表示します。  

プリントアウトの見本  

アクティブ先端チップのプリントアウトの見本が、以下に表示してあります:  

 

PH9 プローブ用のアクティブ先端チップのプリントアウト見本  
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プローブの自動キャリブレーション  

PC-DMIS には、パーツプログラム実行中に、その時点でのプローブを自動的にキャリブレート

するための、コマンドがあります。 そのコマンドが実行されると、PC-DMIS はキャリブレーシ

ョン ルーチンを開始します。  

このコマンドを挿入するには、「挿入 | キャリブレート | プローブ自動キャリブレーション」メ

ニュー オプションを選択して下さい。  

メニュー ロードマップの表示  

このコマンド用の編集ウィンドウのコードは、以下のようです:  

AUTOCALIBRATE/PROBE, PARAMETER_SET=, QUALTOOL_MOVED=Y/N, SHOW_SUMMARY=Y/N, 
OVERWRITE_RESULTSFILE=Y/N  

PARAMETER_SET=  このフィールドは、あらかじめ定義された、一連のプロー

ブ校正パラメータの名称を指定します。 「ALL-TIPS-WITH-DEFAULTS」と

いうデフォルト セット名は常に利用可能であり、デフォルト セットの校正

パラメータを用いて、その時点で使用のプローブ内に定義されている先端チ

ップすべてをキャリブレートします。 これらのデフォルト セットの校正パ

ラメータは、対話的に使用された 後のものです。 ご自身のパラメータ セ
ットを作成するには、「パラメータ セット」を参照して下さい。  

QUALTOOL_MOVED= この「はい / いいえ」フィールドは、キャリブレーショ

ン ツールが移動したか否かを尋ねる、コンピューターの問いかけに対する応

答を設定します。  

SHOW_SUMMARY= この「はい / いいえ」フィールドは、PC-DMIS がキャリブ

レーションの要約を表示するか否かを決定します。  

OVERWRITE_RESULTSFILE= この「はい / いいえ」フィールドは、結果ファ

イルに送付された情報を PC-DMIS が上書き、または、付け加えを行うか否

かを決定します。 このファイルは、対話的にキャリブレーションが実施され

る際に、参照される結果ファイルと同一のものです。  

このコマンド ブロック上で F9 を押すと、「先端チップをキャリブレート」ダイアログ ボックス、

または、「プローブをキャリブレート」ダイアログ ボックスを用いて、このコマンド ブロック

を編集することができます。  

また、複数アームを自動的にキャリブレートするためのコマンドを挿入することも可能です。 
より詳しい説明については、PC-DMIS コア文書の「複数アームモードの使用」の項にある「自

動キャリブレーションの実施」を参照して下さい。  
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単一の先端チップを自動キャリブレートするには  

以下の手続きに従って、また、アクティブ先端チップの自動キャリブレーションを実施すること

もできます:  

• お客様のパーツプログラム内に、少なくともひとつの球状フィーチャーが

あることを確認して下さい。 PC-DMIS では、このタイプのキャリブレー

ションを行うために、球状フィーチャーを必要とします。  
• 編集ウィンドウにアクセスし、それをコマンド モードにして下さい。  
• 「設定」ツール バーから、キャリブレート予定の先端チップを選択して

下さい。 新しい TIP コマンドが、編集ウィンドウ内に表示されます。 編
集ウィンドウ内において、このキャリブレーションで使用する球状フィー

チャーの後に、この新 TIP コマンドが表示されていることを確認して下

さい。  
• この TIP コマンドに続くライン上で、「挿入 | キャリブレート | 単一先端

チップ」メニュー オプションにアクセスして下さい。 メニュー ロードマ

ップの表示  
• PC-DMIS は、「CALIBRATE ACTIVE TIP WITH FEAT_ID」コマンド ブ

ロックを編集ウィンドウ内に挿入します。  
• このコマンド ブロック上をクリックし、F9 を押して下さい。 「先端チッ

プをキャリブレート」ダイアログ ボックスが現れます。  

 

「先端チップをキャリブレート」ダイアログ ボックス  

1. 「球状フィーチャー」一覧から、使用するフィーチャーを選択して下さい。  
2. 「校正ツール」一覧から、ご希望のキャリブレーション ツールを選択し

て下さい。  
3. 前回のキャリブレーション以降に、そのキャリブレーション ツールが移

動した場合には、「校正ツール移動」チェック ボックスを選択して下さ

い。  
4. ツールの位置変更を含んで、キャリブレーション コマンド ブロックを更

新するために、OK をクリックして下さい。 例えば、このコマンド ブロ
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ックの例は、そのキャリブレーション ツール名が「私のツール」であり、

このキャリブレーションで使用する球状フィーチャーが「SPH1」であり

ことを表示しています。  

CALIBRATE ACTIVE TIP WITH FEAT_ID=SPH1, 
QUALTOOL_ID=MyTool, MOVED=NO  
軸線      
X      
Y      
Z      
直径      

• このコマンド ブロックをマークし、パーツプログラムを実行する。 PC-
DMIS は、このコマンド ブロックに達すると、アクティブ先端チップをキ

ャリブレートします。  

測定機の定義  

 

「測定機」ダイアログ ボックス  

「挿入 | ハードウェアの定義 | 測定機」メニュー オプションを選ぶと、「測定機」ダイアログ ボ
ックスが現れます。  

メニュー ロードマップの表示  

このダイアログ ボックスを用いると、CMM 測定機を選択、または、作成でき、それらを用いて、

プログラム モード時には、プローブと共に、グラフィックス表示ウィンドウ内に、その表示と

動画を行うことができます。  
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このダイアログ ボックス内の測定機一覧は、PC-DMIS のインストレーション先のディレクトリ

内にある、「machine.dat」ファイル、及び、「usermachine.dat」ファイルを用いて作成されま

した。  

• 「machine.dat」ファイルには、PC-DMIS 開発者による測定機内容

説明の記述があります。  
• 「usermachine.dat」ファイルには、ユーザーが作成、保存した測

定機についての、測定機説明内容の記述があります。  

「machine.dat」ファイル内にあったエントリーを、「測定機名」一覧内から選択すると、その

選択されたエントリーがプレビュー エリア（青色の空白スクリーン）に表示されます。  

「machine.dat」ファイルがない場合、ユーザーは「測定機名」一覧内には、唯一「測定機な

し」の項目のみが表示されます。  

表示用の新測定機作成  

新しい測定機を作成するには:  

1. 「測定機名」一覧内に、測定機の名称をタイプ入力して下さい。  
2. 「測定機名」一覧から、測定機のタイプを選択して下さい。  
3. 測定機の長さ、幅、及び、軸線の高さを特定して、その測定機のディメン

ションを決定して下さい:  

• 「第 1 軸線」一覧から、X, Y, または、Z を選択し、第 1 軸線を特定して下さい。 
「第 1 軸線」ボックス内に、測定機の底部の長さをタイプ入力して下さい。  

• 「第 2 軸線」一覧から、X, Y, または、Z を選択し、第 2 軸線を特定して下さい。 
「第 2 軸線」ボックス内に、測定機の底部の 2 番目の軸線の幅をタイプ入力し

て下さい。  
• 「第 3 軸線」一覧から、X, Y, または、Z を選択し、第 3 軸線を特定して下さい。 

「第 3 軸線」ボックス内に、測定機の高さをタイプ入力して下さい。  

4. 「ホームポジション」エリアに数値をタイプ入力して、測定機のホームポ

ジションを特定して下さい。 このエリアは、ユーザー定義の測定機につ

いてのみ、編集可能となります; PC-DMIS による測定機については、これ

を使用することはできません。  
5. 「セーブ」ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS では、新規に作成さ

れた測定機名も「測定機名」一覧内に見つけることができます。  

注記: 「適用する」または「OK」がクリックされるまで、「usermachine.dat」は実際に変更さ

れません。 「キャンセル」がクリックされると、これまでの変更内容すべてが無視されます。  
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測定機の軸線に関する追加情報  

第 1 の軸線は、橋絡が動く方向での、測定機の底面の長さ（橋絡測定機の場

合）、または、縦方向の往復台が動く方向での、測定機の底面の長さ（水平

アーム測定機の場合）を定義します。 ほとんどの水平アーム測定機について、

これは通常、X 軸であり、ほとんどの縦方向のアーム測定機では、X 軸、ま

たは、Y 軸がこれに当たります。  

第 2 の軸線は、橋絡が動く方向での、測定機の底面の幅（橋絡測定機の場合）、

または、アームが動く方向での、測定機の底面の幅（水平アーム測定機の場

合）を定義します。 ほとんどの水平アーム測定機について、これは通常、縦

方向の Z 軸であり、ほとんどの縦方向のアーム測定機では、X 軸、または、

Y 軸がこれに当たります。 これは、測定機のボリュームとは異なります。 測
定機のボリュームは、アームが達することのできる距離を定めます。 ほとん

どのアーム測定機のボリュームは、その幅の 50%をちょうど越えた程度です。  

第 3 の軸線は、橋絡測定機については、底面の 上部から橋絡の底部までの、

測定機の高さを定義し、または、水平アーム測定機については、縦軸の広さ

を定義します。ほとんどの橋絡測定機について、これは通常、縦方向の Z 軸

であり、ほとんどの水平アーム測定機では、Y 軸がこれに当たります。 今回

のみ、以下の軸線コンフィギュレーションが可能です:  

• Y、X、Z、または、X、Y、Z を持つ汎用橋絡  
• X、Y、Z を持つ汎用アーム  

測定機のホーム ポジション エリアに関する追加情報  

これらの 3 つのボックスが、測定機のホームポジションを定義します。 X、Y、Z 値は、測定機

用のホームポジションを定義します。 測定機底面の中心点は、0,0,0 です。 けれども、これらの

座標は、大部分の測定機のホームポジションの表示には使用されません。 X、Y、Z 値は、測定

機の底面の位置である 0,0,0 からの差し引き値です。  

例えば、測定機実際のホームポジションが後背部の左上部すみにあり、そのディメンションが

1000、700、700 である場合、測定機のオフセットは: 第 1、第２、第３軸線のそれぞれについて、

-350, 500, 350 となります。  

付記: 「ホームポジション」エリアは、ユーザー定義の測定機についてのみ、編集可能となりま

す; PC-DMIS による測定機については、これを使用することはできません。  
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複数アーム測定機作成についての追加情報  

また、グラフィックス表示ウィンドウ内で、シミュレーション用の複数アーム測

定機を作成、及び、配置することができます。  

1. PC-DMIS の複数アーム セットアップの手続きに従って下さい。  
2. 複数アームモードに入って下さい。 「アクティブ アーム」 ツール バーが現れ

ます。 これによって、「測定機のタイプ」エリアにある「二重水平アーム」オ

プションが作動可能になります。  
3. 複数アーム パーツプログラムを作成して下さい。  
4. 「表示用の新測定機作成」の手続きに従って下さい（「測定機のタイプ」エリア

にある「二重水平アーム」オプション ボタンが、選択されていることを確認し

て下さい）。  
5. この手続きが完了すると、グラフィックス表示ウィンドウが、二重アーム測定機

を表示します。  

グラフィックス表示ウィンドウ内での、既存測定機表示  

グラフィックス表示ウィンドウ内に測定機を表示するには、「測定機」ダイアログ ボックスに

アクセスし、「測定機名」一覧内から測定機を選択し、それから、「OK」をクリックして下さ

い。 選択された測定機のグラフィックス表示が、パーツの CAD 画像と共に、グラフィックス表

示ウィンドウ内に表示されます。  

PC-DMIS はまた、LOADMACHINE/NAME コマンドを編集ウィンドウ内に挿入します。 NAME
の部分は、測定機名が入ります。  

測定機とパーツを関係付け  

XYZ オフセットと回転の変更によって、測定機モデルと CAD モデル間の関係付けを行うことが

可能で、これにより、2 モデル間の適切な方向性を確立します。 「クイック取付具モード」を用

いてパーツの方向性を変更するか、または、「セットアップ オプション」ダイアログ ボックス

内の「パーツ/測定機」タブを用いることにより、これを行うことができます。 あるいは、これ

ら 2 つの方法の組み合わせを使用することも可能です。  

クイック取付具モードの使用  

1. 「グラフィックス モード」ツール バーにある「クイック取付具モード」アイコン をク

リックして下さい。  
2. マウス、及び、クイック取付具のショートカット メニューを用いて、お手持ちのパーツ

を正しく方向付けして下さい。  

• お手持ちのパーツモデルを右クリックして、「オブジェクト水平

化」を選択して下さい。 これは、お客様のパーツを測定機モデル

のテーブル表面と水平に配置します。  
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• お手持ちのパーツモデルを右クリックして、「オブジェクト落下」

を選択して下さい。 これは、お客様のパーツを測定機モデルのテ

ーブル表面上に配置します。  
• お手持ちのパーツモデルを右クリックして、必要に応じて、さらに

パーツの位置付けを行って下さい。  

3. 異なるモードに切り換えて下さい。 パーツ モデルは、前モードでの 後の位置付けに固

定されたままです。  

このモードを用いてのパーツ モデルの移動に関する情報については、「クイック取付具モード

でのマウスとキーボードのコマンド」を参照して下さい。  

パーツ/測定機 タブを使用  

1. 「セットアップ オプション」ダイアログ ボックスにアクセスするために、F5 を押して

下さい。  
2. 「パーツ/測定機」タブを選択して下さい。  
3. 「パーツ セットアップ」エリアにおいて、「自動位置付け」ボタンをクリックすること

により、PC-DMIS は、測定機モデルのテーブル表面上に、お客様のパーツ モデルを自

動的に位置付けます。  
4. パーツ モデルの位置付けについて、より直接的なコントロールを行いたい場合、「パー

ツ セットアップ」エリアで直接、項目を変更することが可能です。  

「仕様の設定」項の「セットアップ オプション モード：パーツ/測定機 タブ」の項目を参照して

下さい。 

グラフィックス表示ウィンドウから動画測定機を除去  

以下の手続きのうちのひとつに従うことにより、いつでも CMM のグラフィックス表示を除去す

ることが可能です:  

「測定機なし」項目の選択  

「測定機なし」項目を選択することにより、グラフィックス表示ウィンドウから測定機の動画表

示を除去するには、この手続きに従って下さい:  

1. 「測定機」ダイアログボックスにアクセスして下さい。 メニュー ロード

マップの表示  
2. 「測定機名」一覧から、「測定機なし」を選択して下さい。  
3. 「適用する」、または、「OK」をクリックして下さい。 PC-DMIS は、

その測定機の表示を除去します。  
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「LOADMACHINE」コマンドを削除  

「LOADMACHINE」コマンドを削除することにより、グラフィックス表示ウィンドウから測定

機の動画表示を除去するには、この手続きに従って下さい:  

1. 編集ウィンドウにアクセスして下さい。  
2. それを要約モード、または、コマンド モードにして下さい。  
3. 「LOADMACHINE/」コマンド全体を削除して下さい。 PC-DMIS は、そ

の測定機の表示を除去します。  

測定機を削除  

測定機を永久に削除することにより、グラフィックス表示ウィンドウから測定機の動画表示を除

去するには、この手続きに従って下さい:  

1. 「測定機」ダイアログボックスにアクセスして下さい。 メニュー ロード

マップの表示  
2. 「測定機名」一覧内から削除する、測定機を選択して下さい。  
3. 「削除する」ボタンをクリックして下さい。  
4. 「適用する」、または、「OK」をクリックして下さい。 PC-DMIS は、

「測定機名」一覧から測定機を除去し、その表示を除去します。 これは

また、「usermachine.dat」ファイルからもその測定機を削除します。  

注記: 「適用する」または「OK」がクリックされるまで、「usermachine.dat」は実際に変更さ

れません。 「キャンセル」がクリックされると、これまでの変更内容すべてが無視されます。  

クイック取付具の挿入  
PC-DMIS 3.6 MR1 以降では、「クイック取付具」ダイアログ ボックスを用いて、定義済みの

（または、カスタムの）取付具を、グラフィックス表示ウィンドウ内にすばやく、容易に挿入す

ることができます。  

このダイアログ ボックスにアクセスするには、「挿入 | ハードウェアの定義 |クイック取付具」

メニュー項目を選択します。 メニュー ロードマップの表示  
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「クイック取付具」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには、以下のオプションがあります:  

利用可能な取付具 – この一覧は、グラフィックス表示ウィンドウ内にインポー

トできる、利用可能な取付具を表示します。 これらの取付具は、「Models 
\ QuickFix \ PC-DMIS」インストレーション サブ ディレクトリ内に保存され

ています。  

表示中の取付具 – この一覧は、その時点で、グラフィックス表示ウィンドウ内

に表示されている取付具を表示します。 グラフィックス表示ウィンドウ内の

クイック取付具を位置付けし直すには、「クイック取付具モードでのマウス

とキーボードのコマンド」を参照して下さい。  

挿入 – このボタンを押すと、選択された取付具が、「利用可能な取付具」一覧

から「表示中の取付具」一覧内へと移動し、グラフィックス表示ウィンドウ

内に選択された取付具が表示されます。  

除去する – このボタンを押すと、選択された取付具が、「表示中の取付具」一

覧から取り除かれます。  

新規の取付具 – このエリアを用いると、「利用可能な取付具」一覧に、お客様

の取付具を追加することができます。 新規の取付具は、IGES ファイルでな

ければなりません。 「ファイル名」ボックスが、付け加える予定の取付具用

の完全な経路を表示し、「ブラウザ」ボタンを押すと追加したい IGES ファ

イルを閲覧でき、さらに、「付け加える」ボタンが、実際に、新規の取付具

を、利用可能な取付具の一覧内に挿入します。  
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取付具のプレビュー - 「新取付具」エリアの下にあるエリアでは、「利用可能な

取付具」一覧内からその時点で選択された取付具のプレビューが行われます。  

クイック取付具の挿入、及び、除去  

グラフィックス表示ウィンドウ内にクイック取付具を挿入するには:  

• 「クイック取付具」ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
• 「利用可能な取付具」一覧から、付け加えたい取付具を選択して下さい。 

PC-DMIS が、当ダイアログ ボックスの取付具プレビュー エリアに、その

取付具を表示します。  
• 「挿入」ボタンをクリックして下さい。 その取付具の名称が「表示中の

取付具」一覧に表示され、その取付具のモデルが、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内に現れます。  

グラフィックス表示ウィンドウからクイック取付具を除去するには:  

• 「クイック取付具」ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
• 「表示中の取付具」一覧から、除去する予定の取付具を選択して下さい。  
• 「除去する」ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、グラフィック

ス表示ウィンドウからクイック取付具を除去します。  

クイック取付具を位置付けし直すには、「クイック取付具モードでのマウスとキーボードのコマ

ンド」を参照して下さい。  

 

カスタム取付具の追加  

ご希望のカスタム取付具を「利用可能な取付具」一覧に追加するには:  

1. 「クイック固定」ダイアログボックスにアクセスして下さい。  
2. 「新取付具」エリアにおいて、「ブラウザ」ボタンをクリックして下さい。 

「開く」ダイアログ ボックスが現れます。  
3. ご希望の取付具モデルに進んで下さい。 それは、対応されているグラフ

ィックス フォーマットであれば、どのようなものでも可能です。 PC-
DMIS のデフォルト設定では、「同一タイプのファイル」一覧内に IGES
ファイル フォーマットが表示されます。 これを、一覧内の選択されたフ

ォーマットのひとつに変更することができます。  
4. ご希望のモデルを選び、「開く」をクリックして下さい。 「開く」ダイ

アログ ボックスが閉じ、PC-DMIS が、「新取付具」エリア内で選択され

たファイルへの、完全な経路を表示します。  
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5. 「付け加える」ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、「利用可能

な取付具」一覧内にその取付具を追加します。 この取付具は、その他の

パーツプログラム用の場合でも、この一覧内に表示されます。  

 

クイック取付具モードでのマウスとキーボードのコマンド  

クイック取付具用に、異なるマウスとキーボードのコマンドを用いるには、まず 初に、「グラ

フィックス モード」ツール バーにある「クイック取付具モード」アイコンをクリックして、 
PC-DMIS をクイック取付具モードに置いて下さい。  

• 左マウスでのドラッグ - マウスのボタンがリリースされるまで、マウスの

下にある取付具オブジェクトを移動します。 そのオブジェクトの上から

開始しなければ、ドラッグしても何も起こりません。 取付具のオブジェ

クトと CAD オブジェクトのみが移動します。  
• Ctrl キーを押し + 左マウスでドラッグ - マウスのボタンがリリースされる

まで、マウスのドラッグ方向に向かって、カーソルの下にある 3D オブジ

ェクトを回転します。 取付具のオブジェクトと CAD オブジェクトのみが

回転します。  
• 右ボタンをクリック - クイック取付具ショートカット メニューを表示し

ます。 「ショートカット キー及びショートカット メニューの使用」の項

にある「クイック取付具ショートカット メニュー」を参照して下さい。  

既存のクイック取付具の使用  

PC-DMIS は、PC-DMIS のインストール先にある「models\quickfix」サブ ディレクトリ内に、

DRAW ファイル名拡張子を持つクイック取付具ファイルを保存します。  

それに加え、PC-DMIS のインストール先のディレクトリ内にある専用データ ファイル（.dat フ
ァイル名拡張子）内に、クイック取付具それぞれの定義を保存します。  

1. 元来、PC-DMIS と共に出荷されたクイック取付具の場合、それは、「QuickFix.dat」フ

ァイル内に保存されています。  
2. クイック取付具がユーザーにより作成された取付具である場合、その定義は、

「UserQuickFix.dat」ファイル内に保存されています。  

通常のクイック取付具データ ファイルは、各クイック取付具用の 2 個のラインから構成されて

おり、それらは、「ITEM:」ラインと「cadgeom」ラインです。 テキスト エディタ内では、こ

のファイルは，以下のようになります:  

「QuickFix.Dat」ファイルの小サンプル  

「QuickFix.Dat」ファイルの小サンプル  
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過去のインストレーション内容から、カスタムのクイック取付具を使用するには  

1. PC-DMIS を閉じ、Windows エクスプローラーを開いて下さい。  
2. お客様の新規のインストレーション用に、新しいカスタム取付具を作成す

る前に、過去のインストレーションの「models\quickfix」サブ ディレク

トリにある DRAW ファイルをコピーし、お客様の現在の PC-DMIS イン

ストレーションの「models\quickfix」サブ ディレクトリ内に、それらを

貼り付けて下さい。  
3. 過去のインストレーションのディレクトリから、userquickfix.dat ファイ

ルをコピーし、お客様の現在の PC-DMIS インストレーションのディレク

トリ内に、それを貼り付けて下さい。  
4. PC-DMIS を再起動して下さい。 お客様の現在の PC-DMIS インストレー

ションによる取付具と共に、そのカスタム クイック取付具が、「クイッ

ク取付具」ダイアログ ボックス内に表示されます。  

注記: DRAW クイック取付具ファイルは、「UserQuickFix.dat」ファイルがそのファイルに必要

な定義を含んでいないかぎり、「クイック取付具」ダイアログ ボックス内には表示されませ

ん。 「クイック取付具」ダイアログ ボックスを用いるクイック取付具として、ご自身のカスタ

ム IGES ファイルがインポートされるたびに、これらの定義は付け加えられます（「カスタム取

付具の追加」を参照して下さい）。 他のユーザーにより作成された DRAW ファイルを直接用い

たいが、他のデータ ファイルを単にコピーして、お客様のクイック取付具を上書きしたくない

場合には、テキスト エディタを用いて、別ユーザーのデータ用の必要な「ITEM:」ラインと

「cadgeom」ラインを、お客様のデータ ファイルにマージする必要があります。  

プローブ交換機の定義  
お手持ちのプローブ交換機を使い始める前に、 初に、以下のプローブ交換機のキャリブレーシ

ョン手続きを通して、変換機のポートの所在位置を定義する必要があります。 PC-DMIS は、各

種のプローブ交換機に対応していますが、ここでは、FCR25 のキャリブレーション プロセスに

ついてのみ述べます。 それとは異なるプローブ交換機をお持ちの場合、この手続きをガイドと

して用いて下さい。 対応のタイプすべての手続きも、これと類似しています。  

キャリブレーション プロセスを開始するには、「プローブ交換機」ダイアログ ボックスにアク

セスする必要があります。 「編集 | 仕様 | プローブ交換機」を選択して下さい。  

専門用語についての注記: 「プローブ交換機」ダイアログ ボックスでは「ポート」のかわりに

「スロット」という用語を使用しますが、キャリブレーション時のプロンプトでは、「ポート」

という用語が用いられています。 この理由から、この文書では、「スロット」という用語を用

いる「プローブ交換機」ダイアログ ボックスの項目について言及する場合を除いて、「ポー

ト」という用語を使用します。  
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FCR25 プローブ交換機をキャリブレート  

レ二ショーFCR25 プローブ交換機のキャリブレーション プロセスは、PC-DMIS が対応する、い

ずれのプローブ交換機の使用準備に行われるステップの大筋を記述しています。 ここに記述さ

れているプロセスは、FCR25 プローブ交換機に特定のものです。  

異なるタイプのプローブに対応するため、2 種の挿入部品、PA25-SH、及び、PA25-20 が

FCR25 ラックと共に用いられます。  

 

PA25-SH と PA25-20 挿入部品  

例えば、以下の FCR25 プローブ交換機の画像は、3 個のポートを表示しており、そのうちの 2
個は挿入部品付き、残りの 1 個は挿入部品なしです（プローブも示されています）。 左側のポ

ートは PA25-SH 挿入部品を示し、右側のポートは PA25-20 挿入部品を示しています。 中央の

ポートには挿入部品がありません。  

 

FCR25 プローブ交換機 - 挿入部品、及び、プローブのタイプを表示  

重要事項: キャリブレーションが成功するには、FCR25 プローブ交換機が、X 軸、または、Y 軸

のいずれかに平行な測定機のテーブル上に備え付けられている必要があります。 FCR25 プロー

ブ交換機は、MRS ラック、または、3、及び、6 ポート単独ラックの付随したテーブルに備え付

けが可能です。 備え付け手順については、お手持ちのプローブ交換機に付随の文書をご覧下さ

い。  

FCR25 プローブ交換機をキャリブレートするには:  
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• ステップ 1 - FCR25 プローブ交換機を選択  

• ステップ 2 - マウントポイントを定義  

• ステップ 3 - ポートの定義  

• ステップ 4 - キャリブレーション開始  

• ステップ 5 - プローブ交換機の準備  

• ステップ 6 - ポート 1/PA25-SH 挿入部品の測定  

• ステップ 7 - ポート 3/PA25-20 挿入部品の測定  

• ステップ 8 - ポート 2/挿入部品なしの測定  

• ステップ 9 - キャリブレーション結果のレビュー  

ステップ 1 - FCR25 プローブ交換機を選択  

キャリブレーション プロセスを開始するには、「プローブ交換機」ダイアログ ボックスを開く

ために、「編集 | 仕様 | プローブ交換機」を選択して下さい。 メニュー ロードマップの表示  

 

「プローブ交換機」ダイアログ ボックス—タイプ タブ  

FCR25 プローブ交換機を選択するには、以下のステップに従って下さい:  

4. 「プローブ交換機」ダイアログ ボックスから、「タイプ」タブを選択して下さい。  
5. 「プローブ交換機のタイプ」一覧から、「FCR25」を選択して下さい。  
6. このプローブ交換機をアクティブにし、そして、このプローブ交換機に関連した設定を

呼び出すために、「適用する」をクリックして下さい。  
7. 「プローブ交換機の数」ボックスを用いて、異なるタイプのプローブ交換機の数を特定

して下さい。  
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8. 「ドッキング速度」を指定して下さい。 デフォルト設定値である 5％は、大部分の測定

機のコンフィギュレーションに適切な値です。  
9. ご希望の変更を保存するために「適用する」をクリックして下さい。  

次のステップでは、プローブ構成要素を切り換えるためにプローブ交換機を使用する場合の、プ

ローブ本体の移動先を定義します。  

ステップ 2 - マウントポイントを定義  

お手持ちの FCR25 プローブ交換機用のマウントポイントは、測定機がプローブを取り上げ、ま

たは、返却する前に移動する先の、プローブ交換機の前の場所を指します。 測定機がプローブ

交換機、または、パーツとの衝突を避けられるような場所を、マウントポイントとすべきです。  

 

「プローブ交換機」ダイアログ ボックス—マウントポイント タブ  

FCR25 プローブ交換機用のマウントポイントを設定するには、以下のステップに従って下さい:  

1. 「プローブ交換機」ダイアログ ボックスから、「マウントポイント」タブを選択して下

さい。  
2. 「アクティブ プローブ交換機」一覧から、「FCR25」を選択して下さい。  
3. 「A 角」、及び「B 角」両方の「プローブ ヘッド リスト角度」を変更して下さい。 一

般的に、けれども常時ではありませんが、これらの値はそれぞれ 0 と 0 です。 キャリブ

レート済みのプローブ回転を使用する必要がありますが、これは、プローブ ラックのキ

ャリブレーション手続きの必要な段階において、そのプローブがプローブ ラックを出入

りする能力を持つことを確認するためです。  
4. お手持ちのジョグボックスを用いて、ご希望のマウントポイントの位置まで、測定機を

手動で移動して下さい。  
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5. 「測定機読み取り」ボタンをクリックして下さい。 これにより、その時点での位置に関

する測定機位置付けの X、Y、及び、Z 値が入力されます。 また、これらの値を手動で

タイプ入力することもできます。  
6. ご希望の変更を保存するために「適用する」をクリックして下さい。  

次のステップでは、プローブ交換機を使用されるポートを定義します。  

ステップ 3 - ポートの定義  

この文書において記述されている例では、ポート 1（左）に PA25-SH が挿入され、ポート２

（中央）には挿入部品なし、そして、ポート 3（右）には PA25-20 が挿入されています。  

 

お客様の FCR25 プローブ交換機のポートを定義するには、以下のステップに従って下さい:  

1. 「アクティブ プローブ交換機」一覧から、「FCR25」を選択して下さい。  
2. 「スロット数」ボックス内で、お客様の FCR25 プローブ交換機が持つポ

ートの数を、3 の倍数で特定して下さい。 その後、PC-DMIS は、「スロ

ット」としてポートの指定番号を一覧に表示します（例えば、スロット 1、
スロット 2、スロット 3 等）。 ポートが定義されるまで、これらの「ス

ロット」エントリーは、「定義なし」と表示されます。  

定義なしのスロットを表示する、プローブ交換機ダイアログ ボックス—ス

ロット タブ  

定義なしのスロットを表示する、プローブ交換機ダイアログ ボックス—スロット タブ  

3. その一覧からスロットを選択し、「スロット データの編集」ボタンをク

リックして下さい。 これにより、「プローブ交換機スロット データ」ダ

イアログ ボックスが開きます。  
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「プローブ交換機スロット データ」ダイアログ ボックス  

4. 「スロット タイプ」一覧から、「挿入部品なし」、「PA25-SH」、ある

いは、「PA25-20」のいずれかを選択して下さい。  
5. ポートの中心位置の XYZ 値を特定するか、または、これらの値を空白の

ままにしておくことができます。 いずれの場合でも、PC-DMIS がこれら

の値を、キャリブレーション成功後に自動的に入力します。 「ステップ 
9 - キャリブレーション結果のレビュー」を参照して下さい。  

6. スロット データの変更を保存するために「OK」をクリックして下さ

い。 、お客様のすべての変換機について、ステップ 3 から 5 を繰り返し

て下さい。  
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プローブ交換機ダイアログ ボックス—スロット タブ  

7. ご希望の変更を保存するために「適用する」をクリックして下さい。  

この段階で、キャリブレーション開始の準備が整いました。 次のステップで、キャリブレーシ

ョンの手続きを開始して下さい。  

ステップ 4 - キャリブレーション開始  

キャリブレーション開始前に使用するプローブを特定/確認する必要があります。  

 

「プローブ交換機」ダイアログ ボックス—キャリブレート タブ  

お客様の FCR25 プローブ交換機のキャリブレーションで用いるプローブを特定するには、以下

のステップに従って下さい:  

1. 「プローブ交換機」ダイアログ ボックスから、「キャリブレート」タブを選択して下さ

い。  
2. 「アクティブ プローブ交換機」一覧から、「TYPE=FCR25」を選択して下さい。  
3. キャリブレーションの形式を決めて下さい。 単一のポートをキャリブレーションするた

めに「単一ポート キャリブレーション」オプションを選ぶか、または、FCR25 ポート

すべてをキャリブレートするために「完全なキャリブレーション」オプションを選択し

て下さい。 「単一ポート キャリブレーション」を選択の場合、また、「プローブ交換機

ポート」一覧から必要なポートを選択する必要もあります。 この文書では、「完全なキ

ャリブレーション」オプションについて記述します。  
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4. その時点でのプローブ コンフィギュレーションを定義する、その時点で取り付けられて

いるプローブを「アクティブ プローブ ファイル」ドロップダウン一覧から選択し、さら

に、「アクティブ先端チップ一覧」からその時点での先端チップを選択して下さい。  
5. そのタイプのスタイラスを取り上げるために、二次的プローブ ファイルを要求するポー

トがある場合、「第二プローブ ファイル」一覧から、二次的プローブ コンフィギュレー

ションを定義するために必要なプローブ ファイルを選択して下さい。 その後、必要な先

端チップを、「第二先端チップ」一覧から選択して下さい。 例えば、PA25-20 挿入部品

については、それが使用するスタイラスのサイズに適応するために、SO25TP20_3 のよ

うなものを特定する必要があります。  
6. キャリブレーション開始の準備ができると、「キャリブレート」をクリックして下さい。  

次のステップでは、キャリブレーション用のプローブ交換機の準備を行います。  

ステップ 5 - キャリブレーションの準備  

注記: キャリブレーション プロセスは、各ポートの挿入部品のタイプ、及び、所在位置次第で、

わずかに変わる可能性があります。 ここで記述されているプロセスは、PC-DMIS が各ポート タ
イプのキャリブレーションをどのように実施するか、表示することを目的としています。  

「キャリブレート」をクリックすると、以下のメッセージ ボックスが表示されます:  

PC-DMIS のメッセージ:  
各 FCR25 装置には、3 個のポートがあります。 各種タイプの実際のラックは、異なる数の

FCR25 装置を収容できます。 この時点でのラックは、合計 3 個のポートの収容のコンフィギュ

レーションがなされており、ここでは FCR25 装置 1 個の使用を意味します。  

ポートのすべてのふたをシム開きし、モジュールやプローブピンすべてをポートから取り出し

て下さい。  

 

1. 先に表示されたプロンプトの手順を読み、そして、正しい数のポートと

FCR25 装置（1 装置が、3 ポートからなる）があることを確認して下さい。  
2. 各ポートのふたを開き、ふたを開いた状態に保つシムを挿入して下さい。  

「シム」は、2 ポートの間にはめこむ先細

のプラスチック片であり、ポートのふたを

開いたままに保ちます。 右側の写真は、シ

ムの接近画像を表示しており、このシムは

ポート 2 とポート 3 の間にはめこまれ、ふ

たを開いたままに保ちます。 シムがない

と、ポート 1 で見られるように、ふたが閉

まります。  

2 ポートのふたを開けたままに保

つ、シムの接近画像  

3. ふたを開き、モジュールとプローブピンすべてを下記に示されているよう

に、ポートから前方にスライドして、取り出して下さい。  
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4. ポート 1 の測定の準備ができると、「OK」をクリックして下さい。  

次のステップで、PC-DMIS はポート 1 を測定します。  

ステップ 6 - ポート 1/PA25-SH 挿入部品の測定  

ポート 1（左端のポート）の測定プロセスを通して、一連のメッセージ ボックスによるプロンプ

トが表示されます。 そのプロンプトに従い、各ヒットの図に示されているとおり、必要なヒッ

トを行って下さい。  

上部の表面上にヒット 1  

PC-DMIS のメッセージ:  
ポート 1（FCR25 装置番号１上のローカル ポート 1）の、左前方コーナーの

上面に 1 ヒットを行って下さい。  
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お客様の測定機のジョグ ボックスを用

いて、右側の画像に表示されているよ

うに、ポート 1 の 上面に行われた

初のヒットを測定して下さい。  

「OK」をクリックすると、「実行モー

ド オプション」ダイアログ ボックスに

おいて、ヒットを行うよう告げるプロ

ンプトが表示されます。  
 

前面上にヒット 2  

PC-DMIS のメッセージ:  
ポート 1（FCR25 装置番号１上のローカル ポート 1）の、左前方コーナーの正

面に 1 ヒットを行って下さい。  

 

お客様の測定機のジョグ ボックスを用

いて、右側の画像に表示されているよ

うに、ポート 1 の前面に行われた 2 番

目のヒットを測定して下さい。  

「OK」をクリックすると、「実行モー

ド オプション」ダイアログ ボックスに

おいて、ヒットを行うよう告げるプロ

ンプトが表示されます。   

内側表面にヒット 3  

PC-DMIS のメッセージ:  
ポート 1（FCR25 装置番号１上のローカル ポート 1）の、左前方コーナーの内

側表面に 1 ヒットを行って下さい。  

 

お客様の測定機のジョグ ボックスを用

いて、右側の画像に表示されているよ

うに、ポート 1 の内側表面に行われた 3
番目のヒットを測定して下さい。  

「OK」をクリックすると、「実行モー

ド オプション」ダイアログ ボックスに

おいて、ヒットを行うよう告げるプロ

ンプトが表示されます。  
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これら一連の 3 箇所のヒットにより、ツール変換機の位置が設定されます。 これら 3 箇所のヒ

ットは、ポートに挿入部品がない場合でも、同様に行われます。 このポートに PA25-20 を挿入

した場合、類似の方法で、挿入部品上にもヒットが行われます。  

この段階で、以下のダイアログ ボックスを通して、数ステップを完成するよう告げられます。  

PC-DMIS のメッセージ:  
指示された順序で、以下のステップを実施してください。  

1. その時点での SH-1/2/3 スタイラスを取り除いて下さい。  
2. SHSP (スタイラス ホルダー 設定機器)を取り付けて下さい。  
3. キャリブレートされるポート（複数可）への接近に障害のない、安全な

場所にプローブを移動して下さい。  
4. それから「OK」をクリックして下さい。  

「OK」がクリックされると、測定機は DCC の測定を開始します。  

 

メッセージ ボックス内の手順を完成

し、特定のスタイラス（この場合、SH-
1/2/3 スタイラス）を取り除き、さら

に、右側の画像に表示されているよう

に、SHSP を取り付けて下さい。  

注記: プローブを「安全な場所」、また

は、「接近に障害のない」場所にプロ

ーブを移動するよう、指示された場合

は、常に、ラックの前方で、わずかに

上方の場所にプローブを移動すべきで

す。  

これらのステップを完成した後、

「OK」をクリックすると、DCC 測定が

開始されます。  
 

   

PC-DMIS は、その前に SH-1/2/3 スタイラスにより行われた、3 箇所のヒットを SHSP を用いて

自動的に測定します。 それはまた、反対側の内部表面にヒットを行います。 これによって、ポ

ート 1 の測定が完了します。  

次のステップで、PC-DMIS はポート 3 を測定します。  
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ステップ 7 - ポート 3/PA25-20 挿入部品の測定  

PC-DMIS がポート 3（右端のプロー

ブ）を測定できる前に、 初に、ステ

ップ 4 において「第二プローブ ファイ

ル」であらかじめ特定されたプローブ 
ファイルに、プローブを変更しなけれ

ばなりません。  

プロンプトが現れた後、その時点での

モジュールを取り除き、TM25-20 モジ

ュールをプローブ本体の末端に付け加

えて下さい。  

右側の画像は、この変更後の、TM25-
20 モジュール、及び、TP20 タイプの

スタイラスを表示しています。  

 

注記: お客様の FCR25 プローブ交換機のコンフィギュレーション次第では、プローブの変更は不

必要であるかもしれません。 例えば、いずれのポートにも挿入部品がない場合には、このプロ

ーブ変更は不必要である可能性があります。 このステップにおいて述べられている変更は、

PA25-20 を持つポート 3 のキャリブレーションに対応する場合にのみ、必要とされます。  

プローブ変更の後、「OK」をクリックして下さい。 その後、PC-DMIS は以下のプロンプトを表

示します:  

PC-DMIS のメッセージ:  
キャリブレートされるポート（複数可）への接近に障害のない、安全な場所

にプローブを移動し、それから、OK をクリックして下さい。  

「OK」がクリックされると、測定機は DCC のオペレーションを開始しま

す。  

 

プローブを安全場所に移動した後、「OK」をクリックすると、PC-DMIS はポート 3 の挿入部品

の自動測定を開始します。 以下の画像は、プローブが測定を行っているところを示しています。 
PC-DMIS は、挿入部品の所在位置を決定するために自動的にヒットを行います。  
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これによって、ポート 3 の測定が完了します。 次のステップで、PC-DMIS はポート 2 を測定し

ます。  

ステップ 8 - ポート 2/挿入部品なしの測定  

ポート 2 を測定する前に、ポート 3 の測定に使用されたモジュールを取り除くよう告げる、プロ

ンプトが表示されます。  

PC-DMIS のメッセージ:  
プローブ本体からモジュールを取り除き、障害のない場所に移動し、それから、

OK をクリックして下さい。  

「OK」がクリックされると、測定機は、プローブ本体をポート 2 の上方に移動

するための DCC のオペレーションを開始します。  

 

そのモジュールが取り除かれ、プロー

ブが安全な場所に移された後、プロセ

スを継続するために「OK」をクリック

して下さい。  

PC-DMIS は、右側の画像に表示されて

いるように、ポート 2 の上方の中心点

となる位置にプローブ本体を移動しま

す。 （その画像はまた、PC-DMIS が次

のプロンプトで付け加えるよう促して

いる、モジュールを示しています。）  

注記: ポート 2 を測定する手続きは、挿

入部品のないポートすべてに適用され

ます。 また、これらのポートを、異な

る順序で測定することもできます（

初にポート 1、次にポート 2、それから  
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ポート 3）。  

 

PC-DMIS のメッセージ:  
ポートとの衝突を避けるよう注意しながら、ご希望のモジュールをポート内に配

置し、プローブ本体をモジュールに向けてゆっくりと降ろして下さい。  

モジュールが磁力のために、わずかに上方にジャンプするまで、降ろし続けて下

さい。 当モジュールがまっすぐ上方へジャンプ（良い配置を意味する）した

か、または、傾いてジャンプ（悪い配置を意味する）したか、注視して下さい。 

配置が満足のいくものになるまで、必要に応じて、繰り返して位置付けをし直

し、その後、OK をクリックして下さい。  

 

プロンプトに従い、モジュールをポート内に配置して下さい。 その後、磁力のためにモジュー

ルがプローブ本体に向けてジャンプするまで、プローブ本体をモジュールに向けてゆっくりと降

ろして下さい。 その配置が良くない場合には、ジョグボックスを用いてプローブ本体を位置付

けし直し、配置が良くなるまでこのプロセスを繰り返して下さい。  

以下の画像は、上記に記述されたプロセスを示しています。  

プローブ本体をゆっくりと降下 

 

モジュールが上方にジャンプ

し、良い配置を意味する  

 

モジュールが傾いてジャンプ

し、不良配置を意味する  

 

良い配置になった後で、「OK」をクリックして下さい。 以下のプロンプトが表示されます。  

PC-DMIS のメッセージ:  
プローブ本体をモジュール上にゆっくりと降ろして下さい。 プローブ ヘッドの

LED が点灯すると、即座に停止し、それから、OK をクリックして下さい。  

OK がクリックされると、測定機は、プローブ本体のモジュール内への設置を完

了するための、小さい DCC 動作を開始します。  
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右側の画像は、LED 点灯直前の、降

下されたプローブ本体を表示してい

ます。  

プローブ本体と SM25-2 モジュール

の間に、わずかなギャップがあるこ

とに注意して下さい。 この点か

ら、プローブ本体を降下し続け、

LED が点灯した時点で停止して下さ

い。 ギャップは、これによって

は、完全に閉じません。 ｢OK」をク

リックして、このプロセスを完了し

て下さい。  

この時点で、プローブ本体はギャッ

プ分を自動的に降下して、プローブ

のモジュールを設置し、ギャップを

閉じます。  

 

 

以下のプロンプトが表示されます:  

PC-DMIS のメッセージ:  
（できるかぎり）ひとつの軸線分のみ移動して、プローブをポートから障害のな

い場所へ動かし、その後、OK をクリックして下さい。  

 

プローブをポートからまっすぐ取り出

し、この画像に表示されているよう

に、プローブの前に位置付けて下さ

い。  

「OK」をクリックして下さい。 これに

よって、ポート 2 の測定が完了しま

す。  
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その後、プロンプトが表示され、コンフィギュレーションを元のプローブ コンフィギュレーシ

ョンに戻すよう、促します。  

PC-DMIS のメッセージ:  
SP25_4_X_50 用のプローブ コンフィギュレーションを回復し、それから、OK
をクリックして下さい。  

 

必要に応じて、その時点でのモジュールを取り外し、要求されたプローブ ファイルを構成する

モジュールと先端チップを加えて下さい。 完了後に、「OK」をクリックして下さい。 以下のプ

ロンプトが表示されます:  

PC-DMIS のメッセージ:  
このキャリブレーション手続きは、これで完了しました。  

 

これで、FCR25 プローブ交換機のキャリブレーションは完了します。 次のステップでは、この

キャリブレーションのレビュー方法について述べます。  

ステップ 9 - キャリブレーション結果のレビュー  

「プローブ交換機」ダイアログ ボックスの「スロット」タブを選択すると、キャリブレート済

みポート各々の位置にある、キャリブレーション情報を見ることができます。  
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キャリブレーションの数値を表示する、プローブ交換機ダイアログ ボックス—スロット タブ  

このキャリブレーション プロセスは、ポートのキャリブレーション準備プロセスについてのみ

記述しています。 プローブの定義の各ポートへの追加に関する説明については、「仕様の設

定」の項にある「プローブ交換機オプションのセットアップ」の項目を参照して下さい。  

パーツプログラム実行中、各ポートに加えられるプローブ エンティティは、PC-DMIS によって、

そのプローブ用の LOADPROBE コマンドを実行時に、常に、自動的にその所在位置から取り上

げられます。 プローブ本体はマウントポイントに移動し、それから、ふたを押し戻しながらポ

ート内に移動します。 その後、磁力を用いて新規のモジュールを収容し、測定を継続します。  

CW43 プローブ交換機をキャリブレート  

以下の項目では、「CW43L プローブ交換機」のキャリブレーション方法について述べられてい

ます: この文書では、「ポート」、「ステーション」、または「ガレージ」と呼ばれる、各種プ

ローブや拡張部品が収容される場所を表現するために、「スロット」という語句を用いています。  

CW43 プローブ交換機は、2 種の異なるスロットをつけることができます: 通常スロットと 3 軸

線スロット （プローブを収容するスロットが、3 軸線において回転可能）。  

重要事項: キャリブレーション プロセスを始める前に、インストレーション技術員が機械上、全

スロットを正確に配置したことを確認して下さい。 それにより、スロットの正面と 上面が、

測定機ラムの動きに平行に位置することになります。 スロットが、このように適切に配置され

ていない場合、プローブ変更オペレーション中に問題が生じます。  

ステップ 1 - CW43 プローブ交換機を選択して下さい。  

1. 「プローブ交換機」ダイアログ ボックスにアクセスするために、「編集 | 仕様 | プロー

ブ交換機セットアップ」を選択して下さい。 メニュー ロードマップの表示  
2. 「タイプ」タブを選択して下さい。  
3. プローブ交換機の番号を指定して下さい。 一般に、これは 1 です。  
4. 「プローブ交換機のタイプ」一覧から、「CW43L」を選択して下さい。  
5. 「適用する」をクリックして下さい。 「アクティブプローブ交換機」一覧の表示はこの

ようになります: プローブ交換機 1: タイプ=CW43L  

ステップ 2 - スロットの定義  

このステップでは、各スロットが収容する小型機器の定義に加えて、お手持ちのプローブ交換機

用のスロットの数が定義されます。  

1. 「スロット」タブを選択して下さい。  
2. 「スロット数」ボックス内で、お客様のプローブ交換機で使用するスロットの数を特定

して下さい。  
3. 「適用する」をクリックして下さい。  
4. 一覧内の各スロットを拡大し、各スロットが収容する小型機器（プローブや拡張部品）

に対応したプローブ ファイル名を定義して下さい。 この時点でも、これ以降いつの時点

でも、これを実行することが可能です。  
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5. 完了後に、「適用する」をクリックして下さい。  

3 軸線スロットについて  

3 軸線スロットをお持ちの場合、それが、通常スロット以上に、ラックからはみ出していること

にお気づきになる、と思われます。 これは、プローブ変更オペレーション時に、空きスペース

の問題を起こす可能性があります。 これらのスロット内での衝突を避けるために、このタイプ

のスロットをプローブ交換機の末端にインストールすることをお勧めします: 縦型プローブ交換

機の 上部、または、底部に、あるいは、横型プローブ交換機の左か右側面にインストールして

下さい。 お客様の作業環境のスペースのために、これが不可能な場合には、プローブが異なる

スロット間を行き来する時のプローブのデフォルト空き距離を変更する必要があります。 これ

を行うには、PC-DMIS 設定エディタにアクセスし、次のステップで「TCRackClearance」エン

トリー、または、「TCRack3AxisClearance」を変更して下さい。  

• TCRackClearance - このレジストリ エントリーは、通常スロットの前の、空き

の距離です。 このデフォルト値は 150mm です。  
• TCRack3AxisClearance - このレジストリ エントリーは、3 軸線スロットの前の、

空きの距離です。 このデフォルト値は 300mm です。  

ステップ 3 - 3 軸線スロットを定義し、空き距離を変更  

3 軸線スロットをお持ちの場合のみ、このステップの実施が必要となります（3 軸線プローブを

保存できるスロット）。 それ以外の場合、次のステップに進んで下さい。 このステップは後に

実施することもできますが、今の段階での実施をお勧めします。 このステップは、本質的に、

どのスロットが 3 軸線スロットであり、そのスロット用の自動オペレーションをロード、または、

アンロードするか否かを PC-DMIS に指示します。  

1. 「OK」をクリックして、「プローブ交換機」ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  
2. PC-DMIS を閉じて下さい。  
3. PC-DMIS 設定エディタを起動して下さい。  
4. ライツのセクションに進んで下さい。  
5. 「CW43LThirdAxisTCSlot」レジストリ エントリーを選択して下さい。 このエントリー

のデフォルト設定値は「-1」であり、そのプローブ交換機では、3 軸線スロットが利用

不可能であることを意味します。  

• 手動で 3 軸線プローブをスロットから収容、及び、取り出しする場合には、こ

の値を「0」に設定して下さい。  
• PC-DMIS が自動的にプローブを収容、及び、取り出しするよう設定する場合に

は、この値を 3 軸線スロット収容スロットの番号に設定して下さい。  

6. 「CW43LTTest3AxisSlotTC」レジストリ エントリーが「正規」に設定されていること

を確認して下さい。 3 軸線スロットの後背部の 磁気リレー上には、緑色と濃黄色の 2 種

の LED 照明があります。 緑色の照明はスロットリレーの電源がオンであることを意味

します。 3 軸線ジョイントが、実際にスロット内に収容されている場合にのみ、濃黄色

の照明が点灯します。 このエントリーの「正規」値が、濃黄色の照明をチェックし、3
軸線ジョイントに 24 ボルト DC モーター電力を適用しても安全であることを CMM コン

トローラーに指示します。  
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警告: プローブ交換機のオペレーション中、3 軸線ジョイントの 上部にある緑色の LED
照明が点灯している間には、決して 3 軸線プローブを手動で交換しないで下さい。 点灯

中の緑色 LED 照明は、モーター電力（+24V DC）があることを表示しています。 モータ

ーの電力がオンである時にプローブ変更が行われる場合、3 番目の軸線モーターを損傷す

るスパイク電圧の原因になるおそれがあります。 3 番目の軸線に取り付けらレている機器

用の、その他の電圧シグナル（+5V DC、+12V DC、等）についても同様の可能性があり

ます（パーセプトロン プローブ、NC100 ビデオ プローブ、等）。 これは、当ジョイント

がプローブ ヘッドに接続されている場合にのみ適用されます。  

7. 必要に応じて、「TCRackClearance」、及び「TCRack3AxisClearance」において空き

距離を変更することも可能です。 お手持ちの 3 軸線スロットをラックの末端に配置でき

ない場合にのみ、これを行う必要があります。  
8. これまでの変更内容を保存して下さい。 その後、PC-DMIS 設定エディタを閉じて下さ

い。  
9. PC-DMIS を再起動し、お客様のパーツプログラムを再度呼び出して下さい。  
10. 再び「プローブ交換機」ダイアログ ボックスにアクセスするために、「編集 | 仕様 | プ

ローブ交換機セットアップ」を選択して下さい。  

ステップ 4 - キャリブレーションの準備  

このステップにおいては、キャリブレーション プロセスで用いられる、プローブ ファイル、及

び、先端チップの角度を定義します。  

1. 「キャリブレート」タブを選択して下さい。  
2. 「アクティブ プローブ」一覧から、使用するプローブを選択して下さい。  
3. 「アクティブ先端チップ」一覧から、使用する先端チップの角度を選択して下さい。 使

用する先端チップ角度は、お手持ちの測定機のタイプによって決まります。 この先端チ

ップ角度は、キャリブレーション プロセス全体に渡って使用されます。  

ステップ 5 - キャリブレーション開始  

このステップにおいては、プローブ交換機の持つ、単一のスロットをキャリブレートするか、ま

たは、全スロットをキャリブレートか、のどちらかを選択します。 それから、キャリブレーシ

ョンを開始して下さい。  

1. 「単一ポート キャリブレーション」か、または、「完全キャリブレーション」のいずれ

のキャリブレーションを実施するか、そのタイプを選択して下さい。  
• 「単一ポート キャリブレーション」を選択の場合、「プローブ交換機ポート」

一覧が選択のために利用可能になります。 「プローブ交換機」一覧から、キャ

リブレーションを行う単一プローブを選択して下さい。  
• 「完全キャリブレーション」を選択の場合、PC-DMIS は、お手持ちのプローブ

交換機にある入手可能な全ポートをキャリブレートし、 初のスロットから始め

て、次々と移動して全スロットをキャリブレートします。  
2. 「OK」ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、あらかじめ定義されたプローブ角

度で回転を行ってもよいか、尋ねます。  
3. 「OK」をクリックして下さい。 プローブが、あらかじめ定義された角度で回転し、３

箇所にヒットを行うか尋ねる、メッセージ ボックスが表示されます。  
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ステップ 6 - 3 箇所のヒットによりキャリブレート  

このステップにおいては、手動でプローブを移動して、キャリブレートされる各スロットの 3 つ

の異なる表面上にそれぞれ 1 箇所ずつ、計 3 箇所にヒットを行います。 完全キャリブレーショ

ンでは、 初に定義されたスロット上にヒットを行い、その後、次々に、2 番目のスロットから

後のスロットまでヒットを行います。 単一ポート キャリブレーションでは、キャリブレート

用の単一スロットにのみヒットを行う必要があります。  

縦型プローブ交換機について:  

1. スロット 上部に 初のヒットを行って下さい。 「済み」を押して下さい。  
2. 測定機のラムに も近いスロットの側面に、2 番目のヒットを行って下さい。 「済み」

を押して下さい。  
3. スロット正面に 3 番目のヒットを行って下さい。 （これが 3 軸線スロットの場合、スロ

ット カバーのちょうつがいがある表面にヒットを行って下さい）。 「済み」を押して下

さい。  

縦型プローブ交換機上の 3 箇所のヒットの例:  

縦型ラック上の、3 軸線プローブ スロット  

 

これら 2 枚の

写真は、3 軸

線プローブ ス
ロットと通常

のプローブ ス
ロット両方用

に、それぞれ

行われるべき

3 箇所のヒッ

ト箇所を示す

表面の例で

す。  

A - 上部の表

面上に 1 箇所

のヒット  

B - ラムに も

近い側面上

に、2 番目の

ヒット（お手

持ちの CMM
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縦型ラック上の、通常プローブ スロット  

ラムの位置次

第で、これ

は、他の側面

になる可能性

があります）  

C - 正面に 3 番

目のヒット  

 

横型プローブ交換機について:  

• スロット 上部に 初のヒットを行って下さい。 「済み」を押して下さい。  
• スロットのいずれかの側面に、2 番目のヒットを行って下さい。 「済み」を押して下さ

い。  
• スロット正面に 3 番目のヒットを行って下さい。 （これが 3 軸線スロットの場合、スロ

ット カバーのちょうつがいがある表面にヒットを行って下さい）。 「済み」を押して下

さい。  

ステップ 7 - マウント ポイントの定義し  

このステップにおいては、CMM が全スロットに達することができる、ラックの前の安全な位置、

及び、プローブ ヘッドの角度を定義します。 これは「マウントポイント」と呼ばれます。  

重要事項: マウントポイントの位置は、「TCRackClearance」、及び

「TCRack3AxisClearance」レジストリ エントリーにおいてあらかじめ定義された、プローブ交

換機前の距離と同じではありません。  

4. 「マウントポイント」タブをクリックして下さい。  
5. 「プローブ ヘッドの角度」ボックス内で、「A 角」、及び、「B 角」ボックスを用いて、

マウントポイントの位置でプローブ ヘッドが使用される場合の、プローブ ヘッドの角度

を定義して下さい。  
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6. ジョグボックスを用い、マウントポイントを配置したい場所にプローブを手動で移動し

て、「測定機読み取り」ボタンを押して下さい。 PC-DMIS が、CMM から XYZ 所在位

置を取り入れます。  
7. 「適用する」そして「OK」をクリックして下さい。  

CW43 プローブ交換機のキャリブレーションがこれで終わり、プローブの変換を行うことができ

ます。  

警告: プローブ交換機のオペレーション中、3 軸線ジョイントの 上部にある緑色の LED 照明が

点灯している間には、決して 3 軸線プローブを手動で交換しないで下さい。 これは、当ジョイ

ントがプローブ ヘッドに接続されている場合にのみ適用されます。  

 

プローブ交換機の動画表示  
PC-DMIS では、グラフィックス表示ウィンドウ内に、あらかじめ定義された「プローブ交換

機」のグラフィックス画像を動画で表示することができます。  

注記: 「仕様の設定」の項にある「プローブ交換機オプションのセットアップ」の項目で、プロ

ーブ交換機を定義することができます。  

 

グラフィックス表示ウィンドウ内での、プローブ交換機の動画、Z+画像（上からの図）と X+画
像（底部の図）、の例  
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「プローブ交換機の動画表示」ダイアログ ボックスを用いて、プローブ交換機の位置付けと方

向性を特定します。このダイアログ ボックスにアクセスするには、「挿入|ハードウェアの定義|
動画プローブ変換機」メニュー項目を選択して下さい。 メニュー ロードマップの表示  

 

動画プローブ交換機ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックス内の項目については、下記の「プローブ交換機を表示するには」の手

続きに記述があります。  

グラフィックス表示ウィンドウ内で、プローブ交換機を表示するに

は:  

1. 「動画プローブ交換機」ダイアログ ボックスにアクセスして下さい（挿

入 | ハードウェアの定義 | 動画プローブ交換機）。 メニュー ロードマッ

プの表示  
2. あらかじめ定義された既存のプローブ交換機を、「アクティブ プローブ

交換機」一覧から選択して下さい。 この一覧内にプローブ交換機がない

場合には、「仕様の設定」の項にある「プローブ交換機オプションのセッ

トアップ」の項目で、プローブ交換機を定義することができます。  
3. プローブ交換機の所在位置と方向性を定義して下さい。 所在位置と方向

性に関するキャリブレーション データを用いるか、または、そのダイア

ログ ボックス内で直接、XYZ の所在位置と方向性を特定することにより、

これを行うことができます。  

• 既存のキャリブレーション データを使用するには、「キャリブレーション デー

タの使用」チェック ボックスを選択して下さい。PC-DMIS が、キャリブレーシ

ョンからの XYZ 値を、所在位置ボックス内に取り入れます。  
• 所在位置と方向性を直接特定するには、「X」、「Y」、「Z」ボックス内に値を

タイプ入力し、その後、「方向性」一覧から方向性を選択して下さい。  

4. 「適用する」をクリックして下さい。 PC-DMIS は、グラフィックス表示

ウィンドウ内の特定の所在位置と方向性において、動画プローブ交換機を

描写します。 また、PC-DMIS は、編集ウィンドウ内に

LOADPROBECHAMGER コマンドを挿入します。  
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5. その方向性と位置付けが満足のいくものである時、OK をクリックして下

さい。  

 

グラフィックス表示ウィンドウから、プローブ交換機を削除するに

は:  

編集ウィンドウにアクセスし、LOADPROBECHANGER コマンドを削除して下さい。 これは、

あらかじめ定義された、お客様の変換機を削除するのではなく、グラフィックス表示ウィンドウ

内のその動画のみを削除します。  

回転テーブルの利用  
特定された場合を除いて、以下の Rotary Table コマンドは、CNC 測定機ツールで使用される

PC-DMIS/NC（数値コントロール）に対応するために開発されました。 しかし、それらは、通

常の CMM パーツプログラムにおいても使用が可能です。 PC-DMIS と共に CNC 測定機を使用

する場合の、より詳しい説明については、「PC-DMIS/NC」ヘルプ ファイルを参照して下さい。  

回転テーブルを無視 メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | パラメータ変更 | プローブ | 回転テーブル無視」メニュー項目は、パーツプログラム内

に「IGNOREROTAB」コマンドを挿入します。 以下の 2 つのオプションのみがあります:  

IGNOREROTAB/ON 、または、 IGNOREROTAB/OFF  

回転テーブルを使用のために定義すると、PC-DMIS は、パーツが測定のために、その回転テー

ブル上に置かれる、と推測します。 本質的に、PC-DMIS は、回転テーブルが使用されると予測

します。 これは、PC-DMIS が回転テーブルを無視していないことを意味します。 ですから、

IGNOREROTAB は、オフに設定されています:  

IGNOREROTAB/OFF  

この状態においては、PC-DMIS は、回転テーブルのキャリブレーションから得られたデータを

用いて、測定機から集められた測定データを調整します。  

「IGNOREROTAB/ON」コマンドが挿入されると、PC-DMIS は、回転テーブルのキャリブレー

ション データを無視します。 これにより、集められた測定データは、回転テーブルのデータに

よって調整されません。 これが使用される可能性がある、 もよくある 2 種の状況は、  

• パーツの測定時において、回転テーブルが存在するにもかかわらず、そのテーブルを使

用せずにパーツを測定したい場合  
• パーツの測定時において、新規の回転テーブルのキャリブレーションを実行予定で、古

いキャリブレーションの数値を無視する必要がある場合  

回転テーブルのキャリブレーション メニュー ロードマップの表示  
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「挿入 | キャリブレート | フィーチャーから回転テーブル」メニュー項目は、パーツプログラム

内に「CALIBRATEROTAB」コマンドを挿入します:  

CALIBRATEROTAB/PLANE=TABLE_PLN, CIRCLE=TABLE_CIR,  

MEAS/XYZ=0,0,0, MEAS/IJK=0,0,0  

このコマンドは、プログラム実行中に回転テーブルをキャリブレートするよう、適切なパーツプ

ログラムに指示します。  

このコマンドラインを使用するには:  

• 適切なキャリブレーション器具（球）をそのテーブルに取り付けて下さい。  
• 一連の適切な角位置を測定して下さい。  
• 結果となる球の中心点を通して、組み立てられた平面と円が作成されます。 

平面と円を組み立てると、それらをこのコマンドへの入力として使用する

ことが可能です。  
• 「CALIBRATEROTAB」コマンドを挿入して下さい。  
• そのコマンド上で F9 を押すと、 「回転テーブルをキャリブレート」ダイ

アログ ボックスが現れます。  
• 「組み立てられた平面」一覧から、組み立てられた平面を選択して下さい。 

「組み立てられた円」一覧から、組み立てられた円を選択して下さい。  
• 「OK」をクリックして下さい。 PC-DMIS は、これらの組み立てられた

フィーチャーを用いるよう、コマンドを更新します。  
• パーツプログラム実行時、PC-DMIS は、組み立てられたフィーチャーを

用いて、回転テーブル キャリブレーション データを更新します。 コマン

ド ブロックの「MEAS/XYZ」部分、及び、「MEAS/IJK」部分は、テーブ

ルが回転する際の中心点と平面に関する結果を表示します。  

回転テーブルのセットアップに関する情報については、「仕様の設定」の項にある「回転テーブ

ルの定義」を参照して下さい。  

テーブルをアクティブな角度に回転する（PC-DMIS NC では対応されていません） メニュー ロ
ードマップの表示  

測定機上の、実際の回転テーブルの角度と、お客様のパーツプログラムで特定されているアクテ

ィブな角度は、常に適合するとは限りません。 「オペレーション | テーブルをアクティブ角度に

回転」メニュー項目を選択すると、実際のテーブルの角度が、カーソル位置にあるプログラム内

でのアクティブな角度に適合するまで、テーブルを自動的に回転します。  
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要素の自動作成  
自動フィーチャーの作成: イントロダクション  
PC-DMIS には、自動的パーツ測定を行うための多種多様な機能やルーチンがあります。 これら

の機能やルーチンを用いることにより、PC-DMIS は、様々なパーツ フィーチャーの測定を簡単

にプログラムし、そして、それらを「自動フィーチャー」としてパーツプログラム内に追加する

ためにプログラムすることができます。 多くの場合、この自動フィーチャー識別は、グラフィ

ックス表示ウィンドウで適切なフィーチャーをマウスでクリックするように、簡単に行うことが

できます。 「自動フィーチャー」は、従来、ダイレクト コンピューター コントロール（DCC）

を用いて、板金や薄壁素材を測定してきた歴史がありますが、今日では、DCC モードと手動モ

ードの両方で、各種様々な素材からできたパーツの測定に使用することができます。  

自動フィーチャーを利用するには、「挿入 | フィーチャー | 自動」サブメニューから適切な項目

を選択して下さい。 選択された項目用の「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスが表示され

ます。 その後、必要な自動フィーチャーを作成するために、このダイアログ ボックスとやり取

りを行うことが可能です。  

メニュー ロードマップの表示  

このセクションの主な項目は、次のとおり：  

• すばやい自動フィーチャー作成方法  
• 自動フィーチャー ダイアログ ボックス  
• 自動フィーチャーの挿入  
• 自動フィーチャー フィールドの定義  
• 相対的測定セットアップ  

注記: お客様の PC-DMIS のバージョン次第では、自動フィーチャー機能は、お手持ちの基本的

PC-DMIS 幾何図形ソフトウェア パッケージへの追加オプションとしてのみ、アクセスできるか

もしれません。 お客様の PC-DMIS バージョンが、この機能に対応しているか否かを決めるに

は、お客様の PC-DMIS ベンダーにお問い合わせ下さい。  

すばやい自動フィーチャー作成方法  
お客様の自動フィーチャーを作成するために、数値のキー入力に加え、以下のこともできます:  

• ボックス選択 - いくつかの CAD エンティティをボックス選択するために、

お手持ちのマウスをクリックしドラッグして下さい。 「作成」がクリッ

クされると、PC-DMIS は、選択された一連のフィーチャーから、一度に

複数の自動フィーチャーを作成します。  
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• 単一のクリック - 対応の CAD エンティティを、マウスで一度クリックす

ると、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックス内に、適切な名目値が

入力されます。  

複数の自動フィーチャー作成のためのボックス選択  

CAD 画像の上にボックスを描いて、以下の対応されたタイプのフィーチャー用に、自動的に複

数自動フィーチャー作成をすることができます:  

• 自動ベクトル点  
• 自動面上点  
• 自動エッジ点  
• 自動ハイ ポイント  
• 自動直線  
• 自動円  
• 自動楕円  
• 自動円錐  
• 自動球  
• 自動円筒  

フィーチャーをボックス選択して作成するには  

ボックス選択方法を用いて、円、または、円筒のいずれかのタイプの自動フィーチャーの、複数

自動フィーチャーをすばやく作成するには、以下の手続きに従って下さい:  

1. ボックス選択予定の自動フィーチャーがある、CAD モデルをインポートして下さい。  
2. そのパーツを回転し、ワイヤーフレーム、または、立体のいずれかを選んで、作成に含

む予定のフィーチャーを も良く表示する画像を選択して下さい。  
3. 円、または、円筒自動フィーチャー用に「自動フィーチャー」ダイアログ ボックス

（「挿入 | フィーチャー | 自動」）にアクセスして下さい。 メニュー ロードマップの表

示   
4. そのダイアログ ボックスが開くと、マウスをクリックし、自動フィーチャー作成予定の

タイプのフィーチャーの周りに、ボックスをドラッグして描いて下さい。 マウスボタン

をリリースして下さい。 PC-DMIS が、選択されたオブジェクト数を示す、「CAD 選

択」をダイアログ ボックス表示します。  
5. 「作成」をクリックして下さい。 選択されたオブジェクトに基づいて、PC-DMIS は、

選択されたタイプの自動フィーチャーを複数作成します。  

 

このウィンドウの底部にあるツール バーを用いて、デモをコントロールできます。 このデモを

見終わると、再度、青いアイコンをクリックして、この拡大ウィンドウを閉じて下さい。  

ボックス選択の詳細  
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• ボックス選択は、グラフィックス表示ウィンドウで見ることのできるオブジェクトのみ

に機能します。 この機能は、フィーチャーの作成において、見えないオブジェクトが使

用されるのを防ぎます。  
• 少ししか、または、全くワイヤーフレーム幾何図形のないモデルは、 グラフィックス表

示ウィンドウ内で、わずかに傾けて（または、回転して）配置されるべきで、これによ

って、ご希望の表面とフィーチャーが見えるようになります。  
• 基盤目状と表示の正確性のために、下に隠れた曲面や曲線が、フィーチャー作成で用い

られる、予定外の余分なオブジェクトとなる可能性があります。 PC-DMIS は、選択さ

れたオブジェクトをお互いに比較し、有効な選択に必要な 低限のピクセル数を決めて、

これが起こる可能性を 小化しようとしますが、これは絶対確実な方法ではなく、有効

なオブジェクト排除の可能性を 小化するために、ほとんど隠れたオブジェクトが選択

される可能性があります。  
• 選択されたオブジェクトからフィーチャーを作成する場合、その時点の画像に直角をな

すベクトルを持つオブジェクトは、ほとんど無視されます。 例えば、+Z に表示された

ライツメステクニック ブロックを使用し、 そのモデル全体がボックス選択された場合、

PC-DMIS は、その中心孔に交差する正面孔用のフィーチャーを作成しません。  
• PC-DMIS は、同一の CAD オブジェクトを用いて、同じ位置に別のフィーチャーを作成

しないよう、フィルター ルーチンを実施します。  
• 「作成」がクリックされた後、PC-DMIS がフィーチャーを作成する間、ステータスステ

ータス バー内に、各項目の情報が表示されます。  

例 1: ワイヤーフレームを持つ、自動円のボックス選択  

This example uses the Brown and Sharpe wireframe block (Bsbwire.igs) with auto circles:  

If you box select the entire model, which is not in a complete +Z orientation, you will notice that 
the top and bottom circles/arcs are selected because they are the visible objects which also 
satisfy the Auto Circle cad filter logic. 

 

Click Create from the CAD Select Dialog box. You will get something like this: 
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Notice that: 

• Circles/Arcs of the same diameter and vector are merged into a single feature. So, the 
top and bottom circles for the two center bores are merged into only two features, CIR1 
and CIR13 (as were all the other features computed using the top and bottom 
circles/arcs). For the cone feature, however, since the diameters are different PC-DMIS 
creates two features (CIR12 & CIR14). 

• A circle gets created for the back bore, CIR15. This is because the model was rotated 
slightly. If the view had remained in a +Z orientation, then CIR15 would not have been 
created. 

 

例 2: ワイヤーフレームを持つ、自動円筒のボックス選択  

This example uses the Brown and Sharpe wireframe block (Bsbwire.igs) with auto cylinders:  

If you do the same as in Example 1, but use auto cylinders instead, you will get something like 
this: 
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例 3: 曲面データを持つ、自動円、または、自動円筒のボックス選択  

This example uses the Brown and Sharpe solid block (Bsbsolid.igs) with auto circles and 
cylinders. 

If you box select to create features with a model that only has surface data (no wireframe data), 
you will need to slightly rotate the model in the view so that the desired surfaces are visible, like 
this: 

 

Once you click Create and PC-DMIS generates the features from the selected objects, you will 
get something like this: 
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Circle Features 

 
Cylinder Features 

Notice that because of the tilting, you will not get a circle/cylinder feature at one end of the slot, 
nor at the top right OD cylinder. 

例 4: ワイヤーフレームと曲面データの両方を持つ、自動円筒のボックス選択  

This example uses the Hexagon model that ships with PC-DMIS 
(Hexblock_Wireframe_Surface.igs) with Auto Cylinders. 

Put the model into a Z+ orientation and box select the entire model. 
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Click Create. You will get something that looks like this: 

 

If you flip the part over to a Z- orientation and then tilt the part slightly, and box select, PC-DMIS 
will show something like this: 

 

Click Create. PC-DMIS will display something like this: 
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Notice that PC-DMIS generated both an ID & OD cylinder feature for most of the cylinders on the 
part, such as the top right CYL3 and CYL10. 

「CAD 選択」ダイアログ ボックスの理解  

「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスが開いた状態で、CAD モデルをボックス選択した後、

このダイアログ ボックスが表示されます。 それは、選択されたタイプのフィーチャー作成に使

用が可能な、選択された CAD 図形要素の数を表示します。  

 

作成: このボタンを押すと、、選択された CAD 図形要素から、選択されたタイプの自動フィーチ

ャー（現時点では、円、または、円筒自動フィーチャーのみ）が作成されます。 PC-DMIS は、

「CAD 選択」ダイアログ ボックスを閉じ、ボックス選択された各図形要素から、適切なフィー
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チャーが作成されます。 そのベクトルは、「ベクトル使用」エリアで選択された方法を用いて

決められます。  

閉じる: このダイアログ ボックスを閉じ、ボックス選択のオペレーションがキャンセルされます。  

表示矢印: このチェック ボックスは、「ベクトル使用」エリアの方法によって使用される、ベク

トルの方向を示す、色の付いた矢印を表示、または、隠します。  

「ベクトル使用」エリアでは、PC-DMIS が、ほとんど作成が終了した自動フィーチャー用のベ

クトル決定のために使用すべき方法を選ぶことができます。  

• 作業平面: この方法では、その時点でアクティブな作業平面のベクトルが、それぞれ個別

のフィーチャーのベクトルとして使用されます。  
• 前回使用: この方法では、その自動フィーチャー用に、ダイアログ ボックス内に前回配

置されたベクトルが使用されます。 これを選ぶと、選択されたフィーチャーすべてに使

用するベクトルをひとつ指定することができます。  
• CAD から: この方法では、CAD フィーチャーによって特定されたベクトルが使用されま

す。 ベクトルのデータが各フィーチャー用に利用可能な場合、この方法が利用可能にな

ります。  
• ベクトル発見: この方法では、そのフィーチャーに も近い CAD 表面のデータを使用す

るベクトルが発見されます。 表面のデータが利用可能な場合にのみ、この方法が利用可

能になります。  

'シングルクリック'要素の自動作成  
PC-DMIS は引き続きその性能を高めて行き、マウスクリックの回数を徐々に減らした要素の自

動作成を画面上に選択します。以下の表は、シングルマウスクリックで選択できる曲線および面

モードの要素の自動作成の詳細です。この表はさらにシングルクリック性能をサポートしていな

い要素に必要なマウスクリックの回数を一覧化しています。  

注記: シングルクリック機能をオフにするには、PC-DMIS 設定エディタにアクセスして 
[SingleClickCadSelectionDisabled] エントリ (要素の自動作成の項)を[TRUE]に設定します。  

要素の自動作成タイプ  曲線モード  面モード  
交点  No (2 クリック)  Yes  
円  Yes  Yes  
円錐  Yes  Yes  
頂点  Yes  Yes  
円柱  Yes  Yes  
楕円  Yes  Yes  
エッジ点  No (2 クリック)  Yes  

上部点  Yes  Yes  
線  No (2 クリック) No (2 クリック) 
ノッチ  Yes  Yes  
平面  Yes  Yes  
多角形  Yes  Yes  
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円形スロット  Yes  Yes  
四角形スロット  Yes  Yes  
球  Yes  Yes  
面上点  Yes  Yes  
ベクトル点  Yes  Yes  

 

交点要素:  

• [要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、2 つの面が出会う面上ではない近くを 1
回クリックします。面モードを使用する場合は、PC-DMIS は、2 つの表面の角度にポイ

ントを作り出します。  

円要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、要素の壁上、またはスタッドの円筒状エンド上

の穴向けの円を含む、面を 1 回クリックします。  

• マウスクリックに も近いエッジが、円要素が穴またはスタッドかを決定します。( 注
記 B を参照してください )。しかし、CAD がいかに定義されるかによって、PC-DMIS は

これを自らいつも決定できるとは限りません。  
• 円に円柱のような長さ(深さ)がある場合は、PC-DMIS は、マウスをクリックした箇所か

ら も近い円を用いて、中心位置を定義します。  
• PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みし、円のベクトルを決定します。  

円錐要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、要素の壁上、または円錐の円錐エンド上の、円

錐穴を含む、平面を 1 回クリックします。  

• マウスクリックに も近いエッジが、円錐要素が内部円錐か外部円錐かどうかを決定し

ます。( 注記 B を参照してください )。しかし、CAD がいかに定義されるかによって、

PC-DMIS はこれを自らいつも決定できるとは限りません。  
• 円錐ポイントのベクトルは円錐の頂点から離れています 。  
• PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みし、中心点を決定します。内部円錐

は、中心点向けにより大きい半径を使用します。外部円錐は、より小さい半径を使用し

ます。PC-DMIS はこれを行うことで、円錐を測定する際にシャンクコリジョンを回避し

ます。  

 

円柱要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、要素の壁上、または外部円筒の円筒エンド上に、

円筒を含む平面を 1 回クリックします。  
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• マウスクリックに も近いエッジが、円要素が穴またはスタッドかを決定します。( 注
記 B を参照してください )。しかし、CAD がいかに定義されるかによって、PC-DMIS は

これを自らいつも決定できるとは限りません。  
• PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込み、円柱ベクトルを決定します。PC-

DMIS は、ユーザーがマウスをクリックした箇所から も近い円柱エンドの中心位置を

使用します。  

エッジ点要素:  

• [要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、任意の場所を 1 回クリックします。PC-
DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みします。  

• 面モードを使用する場合は、PC-DMIS はクリックした箇所に も近いエッジを

作り出します。  
• フレームモードを使用する場合は、エッジのみが選択されます。PC-DMIS は、

ワイヤ上にエッジポイントを作成するために、2 回目のクリックを要求します。  

楕円要素:  

• 円形スロットと同じ  

ノッチ要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、バックエッジに近いノッチを 1 回クリックしま

す。シングルクリックしてノッチ要素を作成すると、常にそれは内部ノッチとして定義されます。

PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みします。  

多角形要素:  

[要素の自動作成 ダイアログボックスを開いて、5 またはそれ以上の辺を含む多角形を 1 回クリ

ックします。PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みし、マウスクリックに も近

いエッジによって、出発辺を決定します。  

3 辺よりも少ない辺を有する多角形をクリックできますが、これを行うには追加のクリックが必

要となります。  

頂点要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、頂点を含むエッジ近くを 1 回クリックします。  

• マウスクリックに も近いエッジが、マウスクリックに も近いエンドポイントを決定

します。このエンドポイントが、頂点になります。  
• PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みします。  

どのように機能するか:  

• PC-DMIS は、1 番目のエッジに関連する隣接したエッジを見つけます。PC-DMIS は各

エッジをテストし、エンドポイントが頂点と一致すかどうかを確認します。一致する場

合は、頂点に極めて近くのエッジ上にポイントを見つけます。互いにおよび 1 番目のエ
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ッジに一意的なベクトル(理想的には垂直)を有する 2 つのエッジ(および 2 つのポイント)
が見つかるまで、これを続けます。   

• PC-DMIS は頂点近くに 3 つのポイントを有すると、これらの 3 つのポイントはすべて異

なるエッジ上となります。頂点近くのこの 2 つの異なるポイント、及び頂点を用いて、

PC-DMIS は 3 つの平面を計算します。例えば、この イメージ画像 の 黄色の頂点と赤色

および白色のポイントは、ベクトルが青色の矢となる面を作成します。同様に、黄色、

白色、青色のポイントは、赤色の矢に、また黄色、青色、赤色のポイントは白色の矢に

なります。  

 

円形スロット要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、内部円形スロットの場合は、曲線的なエッジま

たは要素の壁を含む平面表面上を 1 回クリックします。外部円形スロットの場合は、曲線エンド

および面の辺が始まる箇所または要素の壁から離れた、曲線的エンドのトップエッジをクリック

します。( 注記 A を参照してください )。  

• クリックに も近いエッジは、要素が内部円形スロットか外部円形スロットかどうかを

決定します。( 注記 B を参照してください )。しかし、CAD がいかに定義されるかによ

って、PC-DMIS はこれを自らいつも決定できるとは限りません。  

• PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みし、スロットベクトルと方向を決定

します。  

四角形スロット要素:  

• [要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、内部四角形スロットの場合は、スロッ

トのエッジ近くの平面上または要素の壁上を 1 回クリックします。外部四角形スロット

の場合は、任意のトップエッジまたは要素の壁上をクリックします( 注記 A を参照して

ください )。  
• クリックに も近いエッジが、要素が内部四角形スロットか外部四角形スロット

かどうかを決定します( 注記 B を参照してください )。しかし、CAD がいかに定

義されるかによって、PC-DMIS はこれを自らいつも決定できるとは限りません。  
• PC-DMIS はダイアログボックスに自動的に書き込みし、スロットベクトルと方

向を決定します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の自動作成  *  697 

球要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、球体エッジ上を 1 回クリックします。PC-DMIS
はダイアログボックスに自動的に書き込みします。  

面上点要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、任意の場所を 1 回クリックします。PC-DMIS
はダイアログボックスに自動的に書き込みします。  

べクトル点要素:  

[要素の自動作成] ダイアログボックスを開いて、任意の場所を 1 回クリックします。PC-DMIS
はダイアログボックスに自動的に書き込みします。  

• 曲線モードを使用する場合は、PC-DMIS はポイントをワイヤに も近いポイントにスナ

ップします。  
• 面モードを使用する場合は、PC-DMIS はクリックした場所にポイントを作り出します。  

 

注記 A  

この画像において:  

• 緑色のマークに も近い直線/曲線（または、表面である場合、そのエッジ）が、溝を構

成する平面にある直線/曲線であるので、これらのマークは機能すべきです。  
• 赤色のマークに も近い直線（または、表面である場合、そのエッジ）が、溝を構成す

る平面にある直線/曲線ではないので、このマークは機能しません。  
• 黄色のマークは、表面が円筒である場合、機能します。  

 

注記 B  

裏返しにされた、Z-方向性のライツ社モデルを表示する、この画像において:  



Wilcox Associates, Inc. 

698  *  要素の自動作成 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

1. 赤色のマークは、OD フィーチャーを作成します。  
2. 白色のマークは、ID フィーチャーを作成します。  

 

自動フィーチャー ダイアログ ボックスに関する付記  

自動フィーチャーは、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスを用いて作成され、「挿入 | フ
ィーチャー | 自動」の選択と、それから、そのメニューより項目を選択することによってアクセ

スすることができます。  

プローブのふれ、及び、CAD クリック行動  

「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスが開かれた状態で、プローブのヒットが探知された

場合、PC-DMIS は、その時点で選択された自動フィーチャー タイプを学習中である、と推測し

ます。 その後、残りのヒット（もし、残りがあれば）を終了して測定を完了するよう、プロン

プトが行われます。  

同じように、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスが開かれた状態で、CAD データがクリ

ックされると、PC-DMIS は、その時点で選択された自動フィーチャー タイプを学習中と推測し、

CAD モデルから得られた情報をダイアログ ボックス内に記入します。  

4.2 での変更  

ビジョンやレーザー測定機のような接触なしの測定機の増加により、自動フィーチャーの拡大す

る役割に対応するために、そして、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスを簡略化するた

めに、バージョン 4.2 を皮切りに、以下の変更が適用されました:  

• ダイアログ ボックス コントロールのうち、「ヒット数」、「サンプル ヒット

数」、「深さ」など、接触プローブに特有のものは、「プローブ ツールボック

ス」に移動されました。 より詳しい説明については、「その他のウィンドウ、

エディタ、ツール等の使用」の項にある「プローブ ツールボックスの使用」の

項目を参照して下さい。  
• いくつかのチェック ボックス、オプション、及び、ボタンは、バージョン 4.2

以降では、クリックのできるアイコンになっています。 これらのアイコンの上

にマウスを一時停止し、目的を決めるためにアイコンのヒントを見ることができ、

その後、以前のインターフェースと同じように、それらを使用することが可能で

す。  
• ビジョンやレーザーに特有の項目のような、いくつかの項目は、お客様の現時点

でのコンフィギュレーションが対応していないものである可能性があります。 
その場合、それらは、ダイアログ ボックス上に表示されますが、選択すること
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は不可能です。 選択可能とするための必要条件は、それぞれの項目に一覧表示

されています。  

4.3 での変更  

• 付記: プローブ ツールボックス内の項目は大変頻繁に使用されるので、自動フィ

ーチャー作成時には、バージョン 4.3 のプローブ ツールボックスが、「自動フ

ィーチャー」ダイアログ ボックスの埋め込み部分としても機能します。  
• 「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスデフォルト設定によって、スクリー

ンの左右側面にドッキングします。 必要に応じて、その状態を簡単に変更し、

かわりに、当ダイアログ ボックスがユーザー インターフェース上に浮留するよ

う設定することが可能です。 これを行うには、  

1. Ctrl キーを押し、それから、ダイアログ ボックスを新規の場所へドラッ

グして、マウスをリリースして下さい。 当ダイアログ ボックスが、イ

ンターフェース上に浮留します。  
2. タイトル バー上の、右側の、 も左端にあるアイコンをクリックして下

さい。  

 

3. その結果表示されるメニューから、「浮動表示」を選択して下さい。 次
回、当ダイアログ ボックスを開くと、それは、この浮動表示モードに留

まったままです。 ダイアログ ボックスをドッキング可能モードに戻す

には、そのメニューで、かわりに「ドッキング可能」を選択して下さい。  

自動フィーチャー ダイアログ ボックス - バージョン 4.1 と、それ以前:  
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自動フィーチャー ダイアログ ボックス - バージョン 4.3 と、それ以降:  

自動フィーチャーのタイプ一覧  

 

「自動フィーチャー タイプ」一覧は、その時点で選択された自動フィーチャーのタイプを表示

します。 この一覧を用いるとまた、異なるタイプの自動フィーチャーに変更することもできま

す。 お客様のコンフィギュレーションが対応している、自動フィーチャーすべては、この一覧

で利用可能です。 異なるタイプの自動フィーチャーに変更する場合、「自動フィーチャー」ダ

イアログ ボックスは、新規に選択されたタイプのフィーチャーの作成に使用する項目に、その

内容を変えて表示します。  

ID ボックス  

 

「ID」ボックスは、作成される自動フィーチャーのその時点での ID を表示します。 この値の変

更によって、その ID を異なるものに変えることが可能です。  
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フィーチャー プロパティ エリア  

「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスの「フィーチャー プロパティ」エリアには、作成さ

れる自動フィーチャー次第で、以下の品目のいくつか、または、すべてがあります。  

   
XYZ 点ボックス  IJK 表面ボックス  IJK エッジ ボックス  

   
IJK 表面 1 ベクトル ボック

ス  
IJK 表面 2 ベクトル ボック

ス  
IJK 表面 3 ベクトル ボック

ス  

   
IJK 行ベクトル ボックス  IJK 角度ボックス  XYZ 開始点ボックス  

   
XYZ 開始 / 終了ボックス  XYZ 中心点ボックス   
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XYZ 点ボックス  

 
   

ハイ ポイント フィーチャーについて、「XYZ 点」ボックスは、スタートポイントからの X、Y、
及び、Z 名目値を表示します。  

新規の値が作成された後に、PC-DMIS は動画プローブを新規の場所で描写しま

す。 この位置は、サーチの開始位置を示しています。 実行完了後、XYZ 点

は、その時点での作業平面におけるハイ ポイントを含みます。 しかし、そ

れに続く実行では、サーチのオリジナル スタート ポイントが使用されます。  

その他すべてのタイプのフィーチャーについて、「XYZ 点」ボックスは、フィーチャーの所在位

置の X、Y、及び、Z 名目値を表示します。  

新規の値が作成された後に、PC-DMIS は動画プローブを新規の場所で描写しま

す。 この位置は、パーツ上でヒットが行われる場所を示しています。  

「X」、「Y」、及び、「Z」軸線チェック ボックスに関する情報については、「 も近い CAD
要素発見」の項目を参照して下さい。  

アイコ

ン  内容  

 極 / デカルト間トグル  

 も近い CAD 要素発見  

 測定機からポイント読み取り  

   



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の自動作成  *  703 

IJK 表面ボックス  

 

これは、ユーザーが以前入力した I、J、K の法線ベクトルです。 I、J、K は常に、表面から遠ざ

かる方向を指しているべきです。 新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さ

を 1 単位として、当ベクトルを標準化します。 このベクトルは、プローブ補整のために用いら

れます。 PC-DMIS は、平面ベクトルを示す、対応する色の付いた矢印を表示します。  

ベクトル矢印が見えない場合、または、小さすぎる場合、「分析」エリアにある「ポイント サ
イズ」ボックスの値を変更して下さい。 「ポイント サイズ」を 0 に設定すると、一般に、点と

矢印の両方がご希望のサイズに設定されます。  

ベクトル点、面上点、及び、ハイ ポイントについて、「IJK 表面」ボックスは、

自動フィーチャー作成のために行われたヒットの接近方向を表示します。 ハ
イ ポイントについて、実行後に、IJK 法線ベクトルが、その時点での作業平

面上のハイ ポイント用の接近ベクトルを表示します。  

円、円筒、球、及び、円錐フィーチャーについて、「IJK 表面」ボックスは、フ

ィーチャーの中心線を定義します。 円錐のベクトルは大変重要です。 円錐

フィーチャーの法線ベクトルは、その先端からその底部への方向を意味しま

す。 円錐の高さと深さは、常時、このベクトルに関連しています。  

角型溝、丸型溝、そして、切り欠き溝について、「IJK 表面」ボックスは、その

フィーチャーが位置する平面（フィーチャーに平行な平面）の面法線ベクト

ルを定義します。  

平面フィーチャーについて、「IJK 表面」ボックスは、その平面に対するヒット

の接近方向を定義します。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトル発見  

 ベクトルを裏返す  

 厚さの使用  

 プローブ ベクトルの使用  
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極 / デカルト間トグル  

このアイコンを用いると、「デカルト」モード、または、「極」モードのいずれかの間で、座標

システムの切り換えができます。 これらのオプションによって、自動フィーチャーの点、また

は、中心点の値を表示するための座標システムを選択することができます。  

1. 「デカルト」モードで、当アイコンが沈んだ状態にあると、XYZ に数値が表示されます。  
2. 「極」モードで、当アイコンが上がった状態にあると、半径、角度、及び、高さとして

数値が表示されます（ダイアログ ボックス内では、「R」、「A」、「H」と表示）。 
その高さは、その時点で使用されている作業平面に基づきます。 その時点の作業平面が

ZPLUS である場合、その高さは Z 値となります。  

も近い CAD 要素発見  

「 も近い CAD 要素発見」アイコンは、XYZ 所在位置と選択された軸線（複数可）に基づいて、

グラフィックス表示ウィンドウ内で、 も近い CAD 図形要素を見つけるよう、PC-DMIS に指示

します。 PC-DMIS を用いると、核心情報をタイプ入力するか、表面選択を行うことができます。  

軸線チェック ボックス選択の理解  

• ベクトル点、または、面上点について - 「X」、「Y」、または、

「Z」軸線チェック ボックスを選択の場合、「 も近い CAD 要素

発見」アイコンをクリックすると、PC-DMIS は、その選択された

軸線が変更予定である、と解釈します。  
• エッジ点、または、角度点について - 「X」、「Y」、または、

「Z」軸線チェック ボックスを選択の場合、「 も近い CAD 要素

発見」アイコンをクリックすると、PC-DMIS は、その選択された

軸線が変更されない軸線である、と解釈します。 例えば、「X」チ

ェック ボックスを選択の場合、PC-DMIS は、実際に「Y」と「Z」
チェック ボックスにチェック マークを入れ、Y、及び、Z 軸の値

が発見プロセスによって変更予定であることを示します。  

軸線チェック ボックス選択なしでの、発見オペレーションの理解  

• エッジ点、及び、角度点について - 軸線の選択なしで、「 も近い

CAD 要素発見」アイコンをクリックした場合、PC-DMIS は、 も

近い CAD エッジ点、または、角度点を見つけます。  
• ベクトル点、及び、面上点について - 軸線の選択なしで、「 も近

い CAD 要素発見」アイコンをクリックした場合、PC-DMIS は、

ダイアログ ボックス内で特定された法線ベクトル沿いの、 も近

い CAD を見つけます。 その後、PC-DMIS は、そのダイアログ ボ
ックス内に発見されたベクトルを入力します。  
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測定機からポイント読み取り  

「測定機からポイント読み取り」アイコンを用いると、プローブのその時点での位置を即座に読

み取り、その所在位置をフィーチャーの XYZ に入力します。  

ベクトル（複数可）発見  

 
このアイコンは、以下の自動
フィーチャーについてのみ、
利用可能です: ベクトル点、
面上点、及び、エッジ点。  

「ベクトル（複数可）発見」アイコンを選ぶと、 も近い点を探

す、XYZ 点、及び、IJK ベクトルに沿った表面すべてを貫通しま

す。 面法線ベクトルが「IJK 名目ベクトル」として表示されます

が、XYZ 値は変化しません。  

ベクトルを裏返す  

「ベクトルを裏返す」アイコンを用いると、平面ベクトルの方向を反対に向けることができます。 
表示された値を逆にするには、「ベクトルを裏返す」をクリックして下さい。  

厚さの使用  

「厚さの使用」アイコンは、「T」一覧（T は「厚さ」の英単語の頭文字）、及び、パーツの厚

さ値をタイプ入力できるボックスを表示します。  

 

PC-DMIS 内でモデルとなっ
ている、パーツの側面の測定
時には、パーツの厚さ値はゼ
ロに設定されるべきです。 
CAD データ内に描写されて
いない、パーツの側面が測定
されている場合にのみ、パー
ツの厚さオプションは使用さ
れるべきです。  

厚さ分量の定義は、主に薄いパーツ（プラスチック、または、板

金）に使用され、それらのパーツは、一側面のみの CAD データが

存在し、もうひとつの側面が測定予定であるものです。  

薄いパーツの場合にはしばしばあることですが、CAD 技術者はそ

のパーツの一側面のみを描写し、その後、パーツの厚さを特定し

ます。 PC-DMIS は、CAD 表面データ使用時に、このパーツの厚

さを自動的に適用します。  

正の値、または、負の値を使用することができます。 CAD データ

が選択されるたびに、この厚さは、面法線ベクトルに自動的に適

用されます。 そのフィーチャーが複数の法線ベクトル（つまり、

角度点と頂点）を持つ場合、パーツの厚さは、 初の法線ベクト

ルに沿って適用されます。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
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THEO_THICKNESS = n  

または、  

ACTL_THICKNESS = n  

n:  パーツの厚さを示す数値。  

測定がパーツの反対側面で行われているために、理論値が厚さによって調整される必要がある時、

「T」一覧から「理論値」を選択し、さらに、「T」一覧下のボックス内に、厚さ値をタイプ入

力して下さい。  

測定内容が、オリジナルの理論的 XYZ 位置に戻っての厚さによって調整される必要がある時、

「T」一覧から「実際」を選択し、さらに、「T」一覧下のボックス内に、厚さ値をタイプ入力

して下さい。 このオプションでは、理論値と測定値がオフセットされておらず、ヒット目標が

オフセットされているように見えます。 それでも、ヒット目標を変更することが必要で、正し

いヒット目標によって、PC-DMIS は正しい位置へ進むことができます。  

厚さを適用する必要がない場合には、「適用なし」オプションを選択して下さい。 大部分の測

定機については、厚さ 0 と「適用なし」オプションの選択は、同じ効果を持ちます。 ポータブ

ル アーム測定機については、しかし、「適用なし」を選択して、実際に値を特定すると、その

厚さがシャンク型測定に適用されます。 このタイプの測定では、プローブ先端チップのかわり

に、円筒形のプローブ シャンクを用いて測定を行います。 これを行うには、 初に、サンプル 
ヒットの定義が必要です。 その後、PC-DMIS は、そのシャンクを用いて、対応するフィーチャ

ー（円、楕円、溝、及び、切り欠き）の所在位置を決定します。  

注記: 理論的厚さと実際の厚さの間で切り換えを行う場合、測定場所は変化しません。 理論的厚

さを使用する場合、PC-DMIS は、（理論的）厚さを含むように、理論的位置、測定された位

置、及び、目標位置を変更します。 実際の厚さを使用する場合、PC-DMIS は、（実際の）厚さ

値をオリジナルの理論的位置に追加することによって、目標位置のみを変更します。 後に、フ

ィーチャー測定の後で、PC-DMIS は、測定値から（実際の）厚さを差し引きします。 両方の方

法が、同一の測定位置に達します。 これは、単に、PC-DMIS が、フィーチャーの、変化する理

論値、実際の値、及び、目標値をどのように報告するか、ということです。  

プローブ ベクトルの使用  

「プローブ ベクトルの使用」アイコンは、自動球フィーチャー用に、「自動フィーチャー」ダ

イアログ ボックス上で選択のために表示されます。 このアイコンは、平面ベクトル定義に使用

される「IJK 表面」ボックス用に、プローブのベクトルを用いるよう、PC-DMIS に指示します。  

IJK エッジ ボックス  
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これらのボックスは、エッジ
点、及び、直線フィーチャー
用にのみ利用可能です。  

「IJK エッジ」ボックスは、エッジ ヒットの接近方向、または、

自動直線の点の接近方向（ベクトル）を表示します。 これは、ユ

ーザーが以前入力した I、J、K の測定ベクトルです。 I、J、K は

常に、そのエッジから遠ざかる方向を指し、測定されているエッ

ジに直角をなしているべきです。  

接近ベクトルを変更するには:  

1. 既存の値を選択して下さい。  
2. 新しい値を入力します。  

新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標

準化します。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトル交換  

 ベクトルを裏返す  

 厚さの使用  

 

ベクトル交換  

「ベクトル交換」アイコンにより、その時点でのエッジ ベクトルと平面ベクトルが、お互いの

ベクトルを交換します。  

 

IJK 表面 1 ベクトル ボックス  
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これらのボックスは、以下
の自動フィーチャー用にの
み利用可能です: 角度点、ま
たは、頂点。  

「IJK 表面 1 ベクトル」ボックスは、 初に測定される表面の面法

線ベクトルを表示します。 I、J、K ベクトルは、測定されている

表面から遠ざかる方向を指しているべきです。 PC-DMIS は、平面

ベクトルを示す、対応する色の付いた矢印を表示します。  

ベクトル矢印が見えない場合、または、小さすぎる場合、「分

析」エリアにある「ポイント サイズ」ボックスの値を変更して下

さい。 「ポイント サイズ」を 0 に設定すると、一般に、点と矢印

の両方がご希望のサイズに設定されます。  

値を変更するには:  

1. 変更するボックスを選択して下さい。  
2. 新しい値をタイプ入力して下さい。  

新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標

準化します。  

IJK 表面 2 ベクトル ボックス  

 
これらのボックスは、以下の
自動フィーチャー用にのみ利
用可能です: 角度点、また
は、頂点。  

「IJK 表面 2 ベクトル」ボックスは、2 番目に測定される表面の面

法線ベクトルを表示します。 I、J、K ベクトルは、測定されてい

る表面から遠ざかる方向を指しているべきです。 PC-DMIS は、

平面ベクトルを示す、対応する色の付いた矢印を表示します。  

ベクトル矢印が見えない場合、または、小さすぎる場合、「分

析」エリアにある「ポイント サイズ」ボックスの値を変更して下

さい。 「ポイント サイズ」を 0 に設定すると、一般に、点と矢印

の両方がご希望のサイズに設定されます。  

値を変更するには:  

1. 変更するボックスを選択して下さい。  
2. 新しい値を入力します。  

新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標

準化します。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトルを裏返す  
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IJK 表面 3 ベクトル ボックス  

 
これらのボックスは、頂点フ
ィーチャー用にのみ利用可能
です。  

「IJK 表面 3 ベクトル」ボックスは、3 番目に測定される表面の面

法線ベクトルを表示します。 I、J、K ベクトルは、測定されてい

る平面から遠ざかる方向を指しているべきです。 PC-DMIS は、

平面ベクトルを示す、対応する色の付いた矢印を表示します。  

ベクトル矢印が見えない場合、または、小さすぎる場合、「分

析」エリアにある「ポイント サイズ」ボックスの値を変更して下

さい。 「ポイント サイズ」を 0 に設定すると、一般に、点と矢印

の両方がご希望のサイズに設定されます。  

この値を変更するには:  

1. 選択するために、「表面 3 ベクトル」ボックスを選択して下さい。  
2. 新しい値を入力します。  

新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標

準化します。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトルを裏返す  

 

IJK 行ベクトル ボックス  

 
これらのボックスは、角度
点、及び、直線フィーチャー
用にのみ利用可能です。  

「IJK 行ベクトル」ボックスは、角度点、または、直線が置かれ

ているところの直線のベクトルを表示します。 これは、ユーザー

が以前入力した I、J、K の法線ベクトルです。  

接近ベクトルを変更するには:  

• 既存の値を選択して下さい。  
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• 新しい値を入力します。  

新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標

準化します。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトルを裏返す  

 

IJK 角度ボックス  

 
   

円、円筒、球、及び、円錐フィーチャーについて、「角度」ボックスは、法線ベクトルの位置を

０に定義します。 開始角度と終了角度は、このベクトルに関連して算出されます。 そのベクト

ルが直角でない場合、角度ベクトルは法線ベクトルに応じて調整されます。  

角型溝、丸型溝、及び、楕円フィーチャーについて、「角度」ボックスは、フィーチャーの二次

ベクトルを定義します。 これは、ユーザーが以前入力した I、J、K の法線ベクトルです。 フィ

ーチャーの中心線と法線ベクトルは、お互いに対して直角でなければなりません。  

切り欠きフィーチャーについて、「角度」ボックスは、切り欠きの二次ベクトルの方向性を定義

します。 これは、ユーザーが以前入力した、溝の後側に沿った I、J、K の法線ベクトルです。 
切り欠きの角度ベクトルと法線ベクトルは、お互いに対して直角でなければなりません。  

平面フィーチャーについて、「角度」ボックスは、平面の二次ベクトルの方向性を定義します。 
これは、平面の経路の方向性のコントロールに役立ちます。  

角度ベクトルを変更するには:  

• 更新したいボックスを選択して下さい。  
• 新しい値をタイプ入力して下さい。  

新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標

準化します。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトルを裏返す  
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XYZ 開始点ボックス  

 

   

「XYZ 開始点」ボックスは、サーチ領域内で 高点のサーチが開始される XYZ 位置を定義しま

す。  

アイコ

ン  内容  

 極 / デカルト間トグル  

 も近い CAD 要素発見  

 測定機からポイント読み取り  

 

XYZ 開始 / 終了ボックス  

 

「XYZ 開始」、及び、「XYZ 終了」ボックスは、自動直線フィーチャー用の、開始点と終了点

を表示します。 「測定機からポイント読み取り」アイコンをクリックして、その時点でのプロ

ーブの XYZ 位置を知ることができます。 または、単に、パーツ上のポイントにヒットを行って、

開始点、及び、終了点の値を表示することができます。  

「測定プロパティ」エリアにある「制限あり」一覧で「はい」が選択された場合にのみ、「終

了」ボックスが表示されることに注意して下さい。  

「制限あり一覧」の項目を参照して下さい。  

アイコ

ン  内容  

 極 / デカルト間トグル  
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 も近い CAD 要素発見  

 測定機からポイント読み取り  

 

XYZ 中心点ボックス  

これらのボックスは、以下
のタイプの自動フィーチャ
ーにおいてのみ、利用可能
です: ハイ ポイント、平
面、円、楕円、丸型溝、角
型溝、切り欠き溝、多角
形、円筒、及び、球。  

平面、円、楕円、丸型溝、角型溝、多角形、円筒、及び、球につい

て、「XYZ 中心点」ボックスは、フィーチャーの名目中心点位置

を表示します。  

 

 

切り欠きについて、これらのボックスは、並列でない側面に沿っ
た、切り欠きの中間点を表示します。  

ハイ ポイントについて、これらのボックスは、サーチ領域の中心

点を表示します。  

この値を変更するには:  

• 既存の値を選択して下さい。  
• 新しい値を入力して下さい。  

その値が作成された後に、PC-DMIS は動画プローブを新規の場所で描写します。  

円筒に関する注記: 円筒が穴として定義された場合、中心点が円筒の 上部に定義される必要が

あることを、忘れないで実行することは重要です。 円筒が鋲として定義された場合、中心点が

円筒の底部に定義される必要があります。  

アイコ

ン  内容  

 極 / デカルト間トグル  

 も近い CAD 要素発見  

 測定機からポイント読み取り  

測定プロパティ エリア  

ダイアログ ボックスの「測定プロパティ」エリアには、作成される自動フィーチャー次第で、

以下の品目のいくつか、または、すべてを含みます。  
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瞬時移動一覧  

ベクトル点、あるいは、面上点を扱っている場合にのみ、「瞬時移動」一覧は作動可能になりま

す。 瞬時移動は、パーツ配置の概略の後でのみうまく機能するので、パーツ配置が設定される

までは作動不能です。  

「瞬時移動」一覧は、測定値が、ベクトル点、または、面上点用の理論ベクトル「へ瞬時移動」

するか否かを決定します。 これによって、完璧な測定機であれば、ポイント測定時に接近ベク

トル上から全く動かずに、ミクロンほどもずれることなく、留まっています。 この機能を「は

い」に設定すると、測定値は、そのポイントのベクトルに沿った偏差を伴い、理論ベクトルへ瞬

時移動します。 これは、ひとつの特定のベクトルに沿った偏差に焦点を合わせる時、役に立ち

ます。  

例えば、テーブルの高さ（Z）を測定する、とします。 測定機が振動する時に発生する可能性が

ある、X 軸と Y 軸のエラー（掘削時エラー）は、ここでは気にならない、と思われます。 この

場合、「瞬時移動」が「はい」に設定されている時、Z の値のみが報告されます。 測定された X
と Y の値が、その理論値と等しいので、X と Y のエラーは無視されます。  

測定順序一覧  

 
これは、エッジ点フィーチャ
ー用にのみ利用可能です。  

「測定プロパティ」エリア内の「測定順序」一覧を用いると、

後のヒットが行われる前に、サンプル ポイントが測定される順序

を選ぶことができます。 利用可能な選択は、表面、エッジ、また

は、両方です。  

 表面  
 エッジ  
 両方   

内部 / 外部一覧  

 
この一覧は、角度点自動フィ
ーチャー用にのみ利用可能で
す。  

「内部 / 外部一覧」は、その角度を、内部の角度、または、外部

の角度として定義します。  

内部角は、180°以下のパーツの立体角であり、外部角は 180°以

上のものです。  

それぞれのタイプによって測定方法が異なるため、このオプショ

ンの正しい設定を確認することは、非常に重要です。  
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増分ボックス  

 

このボックスは、ハイ ポイ
ント自動フィーチャー用にの
み利用可能です。  

「増分」ボックスを用いると、サーチ エリアの 高点で使用され

る増分を定義できます。 実行中、PC-DMIS は、「増分」ボック

スにおいて特定された分ごとに、スタートポイント（または、サ

ーチ ポイント）からサーチを開始します。  

公差ボックス  

 

このボックスは、ハイ ポイ
ント自動フィーチャー用にの
み利用可能です。  

「公差」ボックスを用いると、公差値を定義でき、この値は本質

的に、与えられたエリア内での、ハイ ポイントのサーチをいつ停

止するか、を PC-DMIS に指示します。 公差値は、常時、増分値

以下であるべきです。 そのサーチ プロセス中、PC-DMIS は、増

分値を「公差」値以下、または、それと等しくなるまで減らし、

その時点での作業平面の 高点が発見されていることを示しま

す。  

 

ボックス / 円形一覧  

 
この一覧は、ハイ ポイント 
フィーチャー用にのみ利用可
能です。  

「ボックス / 円形」一覧を用いると、PC-DMIS が 高点を戻すた

めに用いる、サーチ モードを定義することができます。 「ボック

ス」モード、または、「円形」モードのいずれかを選ぶことが可

能です。  

 

ボックス モード  

「ボックス」を選択すると、ハイ ポイントフィーチャーを探す、長方形のサーチ領域を定めま

す。 その長方形は、「幅」と「長さ」の数値によって定義されます。 PC-DMIS は、このエリア

内の 高点をレポートします。  

円形モード  
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「円形」を選ぶと、「幅」と「長さ」のボックスが、「外側半径」と「内側半径」のボックスに

切り換わります。 ハイ ポイント フィーチャーのサーチ領域は、「外側半径」と「内側半径」の

値によって特定された円形帯になります。  

• 完全な円形領域が必要な場合には、内側半径を 0 に設定して下さい。  
• 円形サーチ ラインが必要な場合には、内側半径と外側半径の値を同一に

設定して下さい。  

円周に沿った 高点が報告されます。  

どちらのモードを選択の場合でも、スタートポイントは定義されたサーチ領域内に位置するべき

です。 線形サーチの特別な場合については、スタートポイントがその線上になるよう、自動的

に調整されます。  

幅ボックス  

 
ハイ ポイント  「幅」は、サーチ領域の幅を定義します。 

「長さ」の値が 0 以外で、「幅」の値が 0
のままの場合、「幅」の値は、その時点で

の作業平面の長軸に沿った長さに一致しま

す。  
角型溝、丸型溝、楕円、ま

たは、切り欠き  
「幅」ボックスは、フィーチャーの幅を表

示します。  

制限あり一覧  

 

この一覧は、現時点では、
直線フィーチャー用にの
み、利用可能です。  

「制限あり」一覧は、自動直線が、終了ポイントによって制限され

ているか、または、制限なしの開いた直線であるかを定義します。

「はい」を選択する場合、終了ポイント用の XYZ 値を持つ、いくつかの「終了」ボックスが

「フィーチャー プロパティ」エリア内に表示されます。 PC-DMIS は、「開始」と「終了」ポイ

ントの間の距離に基づいて、その直線の長さを自動的に算出し、「長さ」ボックス内にそれを表

示します。  

「いいえ」を選択する場合、PC-DMIS は、「長さ」ボックス内への数値のタイプ入力を待ちま

す。 それから、「長さ」ボックス内に特定された距離により、行ベクトルに沿って、数値スタ

ートポイントから直線を算出します。  
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より詳しい説明については、「XYZ 開始 / 終了ポイント」及び「長さボックス」を参照して下さ

い。  

長さボックス  

 
ハイ ポイント  「長さ」は、サーチ領域の長さを定義しま

す。 「幅」の値が 0 以外で、「長さ」の値

が 0 のままの場合、「長さ」の値は、その

時点での作業平面の短軸に沿った長さに一

致します。  
角型溝、丸型溝、楕円、切

り欠き、または、直線  
「長さ」ボックスは、フィーチャーの長さ

を表示します。  
円錐  「長さ」ボックスは、円錐の長さを表示し

ます。  

「正の長さ」の値は、円錐の重心がその先

端（円錐フィーチャーの末端のうち、直径

の小さい方）に向いていることを示しま

す。  

「負の長さ」の値は、円錐の重心がその底

面（円錐フィーチャーの末端のうち、直径

の大きい方）に向いていることを示しま

す。  
円筒  穴については、「長さ」ボックスは、フィ

ーチャーの名目的長さを表示します。 「長

さ」の値の入力後も、深さを定義していな

い場合には、PC-DMIS は、「レベル」ボッ

クスに示された列の数によって、「長さ」

の値を平等に分割します。  

その後、プローブがその値を徐々に増加し

ながら、指示された長さの値に達するま

で、円筒内を降下していきます。  

深さの値が定義された場合、実際に測定さ

れたフィーチャーは、長さから深さの値を

引いたものとなります。  

鋲について、「サンプル ヒット」一覧内で

ゼロ以外の数値が選択された場合、このオ

プションを選ぶと、鋲の 上部の中心点に

余分のヒットを行うことができます。 この

値が 0 以外の場合、PC-DMIS は鋲の中心点

に余分のヒットを行います。 それから、鋲

の長さの算定が実施されます。  
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パターン一覧  

 

自動平面フィーチャーについて、「パターン」一覧内の「正方形」オプション、及び、「放射

状」オプションを用いると、平面フィーチャーへのヒットが、正方形パターンと放射状パターン

のどちらで行われるか、決めることができます。  

「放射状」を選ぶと、PC-DMIS は平面の中心点から、円形、または、放射状パ

ターンで列状にヒットを行います。 PC-DMIS では、360 度を「列の数」ボ

ックス内の数値によって分割して、各列間の角度を決めます。 例えば、「列

の数」ボックスに 6 があり、「ヒット数」ボックスに 3 とある場合、PC-
DMIS は、60 度ごとに 3 ヒットの列を作り、ヒットの合計は 18 になります。  

「正方形」を選ぶと、PC-DMIS は平面の中心点の周りに、基盤目パターンでヒ

ットを行います。 例えば、「列の数」ボックスに 3 があり、「ヒット数」ボ

ックスに 4 とある場合、PC-DMIS は、基盤目パターンで、平面の中心点を中

心として、合計 12 箇所のヒットを行います。  

 

表示一覧  

 

自動平面フィーチャーについては、「表示」一覧は、その平面がグラフィックス表示ウィンドウ

内でどのように表示されるかを決めます。  

• 「三角形」を選択すると、その平面が「三角形記号」として、 平面へのヒットが行

われる予定の領域の周りに表示されます。  
• 「外枠」を選択すると、その平面が「正方形、または、長方形の外枠」として、 平

面へのヒットが行われる予定の領域の周りに表示されます。  

開始角度と終了角度  

円フィーチャーについて、「開始角度」ボックス、及び、「終了角度」ボックスに異なる値を入

力すると、それは、PC-DMIS がフィーチャーをプロービングする異なる位置を定義します。 多
くの状況において、デフォルト設定値は十分機能しますが、部分的に別のフィーチャーにふさが

れている円形フィーチャーや、部分的にしかプロービングできない円形フィーチャーを測定する
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必要が場合があるかもしれません。 バージョン 4.2 以降では、反時計回りに開始角度と終了角度

を入力して下さい。  

開始角度、及び、終了角度の例  

例えば、6 箇所のヒットで穴を測定し、その開始角度 0、終了角度 360 とする場合、以下のよう

なになります:  

 

「開始角度」と「終了角度」が同じ: 0 と 360 であることに注意して下さい。 また、円フィーチ

ャーを構成する 6 点のポイントは、その 2 つの角度間で平等に分配されています。 この場合、

各ポイントは 60 度間隔では位置され、 後ポイントは 300 度のところに配置されます。  

しかし、「開始角度」を 45（赤色矢印）に、そして、「終了角度」を 270（オレンジ色矢印）

に変更すると、それは、ヒットの行う領域を円フィーチャーの特定部分に制限することになりま

す:  

 

開始角度、及び、終了角度ボックス  

角度のタイ

プ  
内容  付記  

「開始角

度」ボック

ス、及び、

「終了角

度」ボック

ス  

これらのボックスを用いると、その時点でのフィーチャーのデフォルト

開始角度と終了角度を変更できます。 これは、ユーザーにより 10 進度

で入力された角度です。 開始角度と終了角度は、「IJK 角度ベクトル」

ボックスにある値に関連して算出されます。  

フィーチャーの画像を回転すると、その中心点を見下ろすことができま

これらのボ

ックスは、

円、円筒、

楕円、円

錐、及び、

球の自動フ
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すが、以下の例で表示されているとおり、PC-DMIS は、「開始角度」

から始めて「終了角度」に達するまで、ご希望の数のヒットを、反時計

回りの方向に中心線の周りに等間隔に配置します:  

 

ィーチャー

用にのみ利

用可能で

す。  

   

「開始角度

2」ボック

ス、及び、

「終了角度

2」ボック

ス  

「開始角度 2」ボックス、及び、「終了角度 2」ボックスを用いて、球

フィーチャー上の第二の開始、及び、終了角度を決定できます。 この

角度は、10 進度で入力されます。  

球の側面画像において、第二の角度は球の均分円から始まり、それか

ら、角度が 90 度に増加するにつれて 上部の極に向かって移動し、そ

の後、均分円上の、球の 180 度反対側へと降りていきます。  

これらの角度を用いると、プローブが障害なしにそれらに届くエリア

に、ヒットを配置することができます。  

この例を参考にして下さい:  

周辺表面上に半分だけ見えている、外部球がある、とします。 「開始

角度 2」の値を 0 度とすると、プローブが、球の均分円の周りにヒット

を行おうとする際に、周辺表面と衝突します。 「開始角度 2」の角度を

わずかに調整すると、この問題は解決されます。  

20 箇所のヒットで球を作成し、その「開始角度」が 45、「終了角度」

270、「開始角度 2」20、「終了角度 2」90 と設定すると、PC-DMIS
は、以下のような球の均分円から 20 度上の球の周りに 19 箇所のヒット

を行います:  

 

球の、上からの画像  球の、横側からの画像  

これによって、球を測定する際に、プローブが十分な空間を持てます。 
球の第二レベルは、その 上部の 1 箇所のヒットのみから構成されてい

ます。  

「終了角度 2」を 110 度ほどに調整した場合、球の 上部から 20 度下

に調整されたヒットが 5 箇所、第二レベルに行われます:  

このボック

スは、球自

動フィーチ

ャー用にの

み利用可能

です。  
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オフセット情報: 円形自動フィーチャー（円、円筒、円錐、球、または、丸型溝）のひとつを用

いて、円弧を作成の場合、PC-DMIS は開始、及び、終了角度をそれぞれ 2 度ずつ差し引きしま

す。 これにより、CAD から得られた円弧は、その開始角度、及び、終了角度上ではなく、コー

ナー上にそのプローブによるヒットが行われます。 これは、数度しかない小さな円弧を作成し

ようとしないかぎり、問題にならないはずです。 例えば、自動円から 4 度の円弧を作成する場

合、PC-DMIS が各角度ごとに 2 度ずつ短縮して円弧を作成する、とわかっているので、「開始

角度」、及び、「終了角度」ボックスの円弧パラメータには 8 度とタイプ入力する必要がありま

す。  

 

 

内側 / 外側一覧  

 

「内側 / 外側一覧」では、自動フィーチャーを、内部フィーチャーとして、あるいは、外部フィ

ーチャーとして組み立てるよう、PC-DMIS に指示します。  

• 「外側」を選択すると、PC-DMIS は、その円を、周辺面から突き出た外

部フィーチャーとして組み立てます。  
• 「内側」を選択すると、PC-DMIS は、その円を、周辺面から沈んだ内部

フィーチャーとして組み立てます。  
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直径ボックス  

 
このボックスは、以下の自動
フィーチャー用にのみ利用可
能です: 円、円筒、球、円
錐、多角形。  

「直径」ボックスは、フィーチャーの直径を定義します。 鋲の場

合、直径ボックスは、名目の、ユーザー入力値を表示します。  

円錐については、この値は、X、Y、及び、Z 位置を定義した、円錐のはしの名

目直径を表示します。  

多角形については、直径は、偶数の側面を持つ多角形の、2 つの相反する側面間

の距離です。 正三角形のような、その他の多角形については、その多角形の

内部に内接する 大円の半径の 2 倍にあたります。  

フィーチャーの直径を変更するには:  

• 既存の値を選択して下さい。  
• 新しい値をタイプ入力して下さい。  

フィーチャーが作成されると、PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ内で、フィーチャ

ーのサイズを更新します。  

 

 

方向一覧  

 

「方向」一覧は、ヒットが行われる方向を特定します。  

• CCW - 反時計回り  
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• CW - 時計回り  

 

角度測定ボックス  

 

丸型溝には、2 つの丸い端があり、その各々が、 大 180 度までの測定半径を持ちます。 「角度

測定」ボックスの値は、その半径のうちどれだけを測定するか定義します。 PC-DMIS は、その

入力値を取り、それを 2 つに分割し、溝角度ベクトルのそれぞれの側面でその半分を測定します。  
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例: このボックス内に、90 とタイプ入力した、とします。 丸型溝の作成時、PC-DMIS は、角度

ベクトルの左側で 45 度、その右側で 45 度測定を行います（または、角度ベクトル次第で、逆も

また同様）。  

幅測定一覧  

 
この一覧は、角型溝自動フィ
ーチャー用にのみ利用可能で
す。  

「幅測定」において「はい」が選択され、それから、「作成」ボ

タンがクリックされると、PC-DMIS は測定中に以下のことを行い

ます:  

• 角型溝の側面上の 2 箇所のヒットを測定します。  
• 角度ベクトルを調整します。  
• 幅を算出するために、反対側の 2 箇所のヒットを測定します。  
• 幅の算出のために、各端に位置する 後の 2 箇所のヒットの位置を調整します。  

注記: 一般に、角型溝は 5 箇所のみのヒットを必要とします。 このオプションでは、しかし、６

箇所のヒットを行うことにより、より正確に幅を測定することができます。  

側面数一覧  

 

「側面数」一覧は、多角形フィーチャーを構成する側面の数を定義します。  

コーナー半径ボックス  
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このボックスは、以下のタイ
プのフィーチャー用にのみ利
用可能です: 角型溝、切り欠
き溝、多角形。  

角型溝、切り欠き、及び、多角形は、常に、完全な正方形ではあ

りません。 それらはしばしば、コーナーのかわりに、半径を持ち

ます。 「コーナー半径」ボックスには、その半径のサイズが値と

して表示されます。 その半径値は、これらのフィーチャー上でヒ

ットが行われる位置をコントロールします。  

角型溝について、「コーナー半径」ボックスは、半径上のヒット

を回避するために、その溝測定中、各ヒットの位置を決めるため

に使用されます。  

切り欠き溝について、開いた側と反対のエッジに沿ったヒット

は、半径を避けるよう調整されます。  

多角形について、多角形のエッジに沿ったヒットは、半径を避け

るよう調整されたフィーチャーのコーナーから調整されます。  

 

自動フィーチャー トグル バー  

 

バージョン 4.2 以降の「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスには、「トグル バー」があり

ますーそこにある、一連のトグル アイコンを用いると、ある機能のオン、オフを操作すること

ができます。 このバーは、「測定プロパティ」エリアに表示され、これらのアイコンを含んで

います。  

アイコ

ン  内容  

 今測定トグル  

 測定し直しトグル  

 自動リストのトグル  

 空き平面のトグル  

 円形動作のトグル  

 手動位置付け前トグル  

 ヒット目標表示トグル  

 垂直画像のトグル  

 直角画像のトグル  

 探知無効トグル  

 プローブ ツールボックス トグル  

 測定ポイント表示トグル  
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 選別ポイント表示トグル  

 

今測定トグル、及び、測定し直しトグル  

 
「今測定トグル」アイコン  このアイコンが選択されると、「作成」ボ

タンがクリックされたすぐ後に、この自動

フィーチャー用の測定プロセスが開始され

ます。 PC-DMIS は、「自動フィーチャー」

ダイアログ ボックスに指定された値に基づ

いて、パーツを測定します。  
「測定し直しトグル」アイコン  

このトグル アイコンは、以下の自動フィー

チャー用に利用可能です: 円、円筒、角型

溝、丸型溝、及び、切り欠き。  

このアイコンが選択されると、フィーチャ

ーの 初の測定値に反して、そのフィーチ

ャーを自動的に測定し直します。  

 

 

 

自動リストのトグル  

このアイコンを用いると、この自動フィーチャーのヒットを測定するために、 適のリスト位置

を選択します。 フィーチャー作成に当たって、その自動フィーチャーの前に、自動的に TIP コ

マンドが挿入されます。  

このアイコンは、この自動フィーチャーのヒットを測定するために、 適のリスト位置を選

択するよう、PC-DMIS に指示します。 フィーチャー作成に当たって、当ソフトウェアは、その

自動フィーチャーの前に、TIP コマンドを挿入します。  

• このアイコンが選択された場合、PC-DMIS は、 も 適の接近方向に近い位置付けを選

択します:  
• エッジ点、及び、角度点フィーチャーについては、 適の接近方向は、2 つの平

面ベクトルの平均です。  
• 頂点フィーチャーについては、 適の接近方向は、3 つの平面ベクトルの平均で

す。  
• その他のすべてのフィーチャー タイプについては、 良の接近方向は、フィー

チャーの平面ベクトルです。  
• このアイコンが選択されていない場合には、PC-DMIS は、行われた全ヒットに対して、

その時点でのリスト位置を用います。  
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また、「プローブ ヘッド リストの自動調整」チェック ボックスを選択して、このオプションを

全体的に作動可能にすることが可能です。 「仕様の設定」の項にある「プローブ ヘッド リスト

の自動調整」の項目を参照して下さい。  

空き平面のトグル  

このアイコンを用いると、PC-DMIS が、当トグル アイコン選択後に作成された自動フィーチャ

ーの 初の自動ヒット前に、「MOVE/CLEAPLANE」自動コマンドを挿入するか否かを決めるこ

とができます。  

注記: お客様のパーツプログラムが DCC モードにあり、空き平面が既に定義されている場合にの

み、このアイコンは選択可能になります。  

1. 選択された場合、PC-DMIS は、そのフィーチャーへの 初の自動ヒット前に、編集ウィ

ンドウ内に、MOVE/CLEARPLANE コマンド（その時点での座標システムとパーツ原点

に相対する）を自動的に挿入します。 これによって、プローブは、フィーチャー測定前

に、あらかじめ定義された空き平面に移動します。 フィーチャーの 終ヒットが測定さ

れた後、当該プローブは、次のフィーチャーへ呼ばれるまで、プローブ溝に停止してい

ます。  
2. 選択されない場合、PC-DMIS は、通常、「MOVE/CLEARPLANE」コマンドを挿入せず

に、自動フィーチャーを作成します。  

空き平面を用いると、中間動作の定義の必要性が減るので、これは、プログラム時間の短縮に役

立ちます。 これはまた、お客様の小型機器がパーツとの不慮の衝突を避けるのに役立ちます。 
（空き平面に関するより詳しい説明については、「仕様の設定」の項にある「パラメータ設定: 
空き平面タブ」を参照して下さい。）  

重要事項: 鋲を測定時に、プローブが鋲の周囲を移動できる距離に、スペイサーの値が設定され

ていることを確認して下さい。  

円形動作のトグル  

このアイコンは、プローブがひとつのヒットから次のヒットに移動する時、通常の直線とは異な

り、円弧に沿って移動するか否かを決定します。 このオプションは、輪型溝を扱う時に特に役

に立ちます。  

このトグル アイコンは、以下の自動フィーチャー用に利用可能です: 円、円筒、円錐、球、及

び、平面。 平面フィーチャーについては、そのフィーチャーのヒット用に放射状パターンを用

いている場合に利用可能になります。  

編集ウィンドウ上への、円形動作の挿入に関する情報については、「動作挿入」の項にある「円

形動作コマンドの挿入」を参照して下さい。  

手動位置付け前トグル  

このアイコンは、PC-DMIS ビジョンが、お客様のポートロックで作動可能な場合にのみ機能し

ます。  
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このアイコンが選択されると、ユーザーは、継続前に、カメラの位置を対象物上に動かすよう告

げられます。 より詳しい説明については、「PC-DMIS ビジョン」文書を参照して下さい。  

ヒット目標表示トグル  

このアイコンをクリックすると、その時点のフィーチャーの経路ラインとヒット

位置が表示されます。 「プローブ ツールボックス」が表示されている場合、

そのツールボックスの「ヒット目標」タブもまた表示されます。 それを選択

解除すると、この情報も隠されます。  

経路ラインは、CAD モデル上に緑色の線として表示されます。 赤色の線は開始のヒッ

トを示し、オレンジ色の線は終了のヒットを示します。 お手持ちのマウスで経路ライン

を簡単に選択しドラッグすることにより、ヒット位置を変更することも可能です。  

また、経路ラインやヒット位置を右クリックして、ショートカット メニューを用い、

様々な機能を実施することも可能です。 より詳しい説明については、「ショートカット 
キー及びショートカット メニューの使用」の章にある「自動フィーチャー経路ライン シ
ョートカット メニュー」を参照して下さい。  

以下の表では、自動円フィーチャーを例として用い、この機能について説明しています。  

 

この例では、開始角度と終

了角度は、円の 180 度の

みで、それをヒット 4 箇

所により測定するよう設

定されています。  

 

開始、あるいは、終了角度ボ

ックスを編集すると、ヒ

ットの表示も変更になり

ます。  

例えば、終了角度を 180 か

ら 360 に変えると、その

後 PC-DMIS は、その円

全体の周りにヒットを表

示します。  

そのかわりに、対応している

自動フィーチャーを用い

た時、ヒットの目標をク

リックし、新規の位置に

ドラッグすることができ

ます。 ダイアログ ボック
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ス内の開始、または、終

了角度が、それに従って

自動的に更新されます。 

 

経路ラインをクリックして、

いずれのヒットでも新規

の位置にドラッグが可能

です。  

経路ラインを変更するには、

PC-DMIS がそれを赤色で

ハイライト表示するま

で、マウスをその上に移

動し、それから、そのヒ

ットをクリックして、新

規の場所にドラッグして

下さい。  

 

自動円が、3 箇所のサンプル 
ヒットを用いて、円の周

辺の表面の位置検索を行

う、とします。 PC-DMIS
は、これらのラインも同

じように表示します。  

サンプル ヒットの経路ライ

ンを変更するには、これ

らのラインをクリックし

て、新規の位置にドラッ

グして下さい。  

1. ユーザー定義のヒット

がない場合には、PC-
DMIS が、フィーチャ

ー上のヒットに加え

て、「スペーサー」値

をも動的に更新しま

す。  
2. 既にユーザー定義のヒ

ットがある場合には、

PC-DMIS は、サンプ

ル ヒットの位置を 1
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箇所のみ変更します。

垂直画像のトグル  

お客様のパーツプログラムが手動モードにある場合、このアイコンは入手不可能です。  

このアイコンをクリックすると、CAD 画像が正しく方向付けられ、フィーチャーを見下ろすこ

とができます。 これを選択解除すると、CAD は、それ以前の画像に戻ります。 また、その経路

上を右クリックし、その結果表示されるメニューから「垂直画像」を選択することによっても、

これを選ぶことが可能です。  

 

垂直画像での円の例  

直角画像のトグル直角画像のトグル  

お客様のパーツプログラムが手動モードにある場合、このアイコンは、グレイで表示され選択不

可能です。  

このアイコンをクリックすると、CAD 画像が正しく方向付けられ、フィーチャーの側面を見る

ことができます。 フィーチャーの深さを定義する時、または、円錐や円筒のような、追加レベ

ルに対応したフィーチャーに、ヒットの列を追加する時、これは理想的です。 追加の列を設定

するには、右クリックを行い、その結果表示されるメニューから「列の追加」を選択して下さい。  
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直角画像後の円筒の例  

「直角画像のトグル」を選択解除すると、CAD は、それ以前の画像に戻ります。 
また、その経路上を右クリックし、その結果表示されるメニューから「直角

画像」を選択することによっても、画像を直角に設定することが可能です。  

 

「経路表示トグ

ル」、及び、

「直角画像」が

選択された場

合、フィーチャ

ーを直角画像で

見ることがで

き、さらに、PC-
DMIS はどの深さ

でヒットを行っ

ているか見るこ

とも可能です。  

 

深さを変更するに

は、この画像内

の緑色の線をハ

イライト表示

し、それから、

新規の深さを設

定するために、

クリックして
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上、または、下

にドラッグして

下さい。  

探知無効トグル  

このアイコンが機能するのは、お客様のインスペクションプランナー、及び、IP 測定がポートロ

ック上で作動可能になっている場合で、さらに、以下の対応するフィーチャーのひとつを扱う場

合のみに限定されます: 面上点、エッジ点、直線、平面、円、円筒、及び、丸型溝。  

選択された場合、PC-DMIS は、CAD モデル上にある、通常、無効（空白スペース）のヒット目

標を探知し、通常その無効スペースのエッジ付近の安全な位置に、それらを位置付けし直します。 
これは、PC-DMIS インスペクションプランナーと共によく使用されます。 より詳しい説明につ

いては、文書を参照して下さい。  

プローブ ツールボックス トグル  

選択されると、「プローブ ツールボックス」が表示されます。 PC-DMIS は、当ツールボックス

の状態を記憶しているので、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスを開閉するたびに、

「プローブ ツールボックス」もまた、開閉します。 バージョン 4.2 以来、過去に「自動フィー

チャー」ダイアログ ボックス上にあった項目が、「プローブ ツールボックス」上に移動してい

るので、このトグル アイコンは役に立ちます。  

「その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使用」の項にある「プローブ ツールボックスの

使用」の項目を参照して下さい。  

 

測定ポイント表示トグル  

このアイコンは、既に測定されたフィーチャーにのみ機能します。 フィーチャーが測定される

まで、「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスの「テスト」ボタンにより、または、実際の

パーツプログラム実行により、当アイコンは入手不可能の状態のままです。  

フィーチャー測定に用いられるデータ ポイントの画像を、グラフィックス表示ウィンドウ内に

表示するには、このアイコンを選択して下さい。  
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自動直線フィーチャー用の測定ポイント表示の例  

フィルター選別ポイント表示トグル  

このアイコンは、PC-DMIS ビジョンが、お客様のポートロックで作動可能な場合にのみ機能し

ます。  

その時点のフィルター設定により、データ ポイントが獲得され廃棄されている画像を、ライブ

画像、及び、CAD 画像に表示するには、このアイコンを選択して下さい。 より詳しい説明につ

いては、「PC-DMIS ビジョン」文書を参照して下さい。  

拡大された板金オプション エリア  

このエリアには、対応されている自動フィーチャー用の、比較的頻繁に使用されない板金のオプ

ションがあります。  

拡大された板金オプションの表示  

以下の条件が満たされるまで、「拡大された板金測定オプション」エリアは隠されたままです:  

• 「セットアップ オプション」ダイアログ ボックスの「一般」タブから、「「拡大された

板金測定オプションを表示」」チェック ボックスを選択する必要があります（「編集 | 
仕様 | セットアップ」を選択して下さい）。  
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• 自動フィーチャーのタイプが、拡大オプションに対応している必要があります。 対応の

フィーチャーは: ベクトル点、面上点、エッジ点、円、丸型溝、及び、角型溝。  
• 「高度な板金オプションの表示」にアクセスするには、「自動フィーチャー」ダイアロ

グ ボックス上の「>>」ボタンを選択する必要があります。  
• 「拡大された板金オプションの表示」にアクセスするには、「自動フィーチャー」ダイ

アログ ボックス上の「>>」ボタンを選択する必要があります。 このボタンは、対応の

フィーチャー用にのみ表示されます。  

これによって、利用可能なオプションすべてが見えるようになった、かなり長い「自動フィーチ

ャー」ダイアログ ボックスが表示されます。  

拡大された板金オプション  

選択されたフィーチャー次第では、以下の項目が「拡大された板金測定オプション」エリアに表

示されます。  

項目  対応されている自動フィーチャー  

 

「IJK エッ

ジ レポー

ト」ボック

ス  

これらのボックスは、偏差をレポートする時に使用され

るベクトルを示します。 これは、ユーザーが以前入力

した I、J、K ベクトルです。 位置寸法オプション

「RT」は、このベクトルに沿って算出された偏差を表

示します。 新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そ

のベクトルの長さを 1 単位として、当ベクトルを標準化

します。  

 

「IJK 更

新」ボック

ス  

名目軸設定モードの設定によって、当オプションがアク

ティブな場合、これらのボックスは、CAD 表面を貫通

するための更新ベクトルを示します。これは、ユーザー

が以前入力した I、J、K の法線ベクトルです。 I、J、K
は常に、表面から遠ざかる方向を指しているべきです。 
新規の値が作成された後、PC-DMIS は、そのベクトル

の長さを 1 単位として、当ベクトルを標準化します。  

 

「IJK 表面

レポート」

ボックス  

これらのボックスは、偏差をレポートする時に使用され

るベクトルを示します。 これは、ユーザーが以前入力

した I、J、K ベクトルです。  

新規の値が作成され、当ダイアログ ボックスが閉じら

れた後、PC-DMIS は、そのベクトルの長さを 1 単位と

して、当ベクトルを標準化します。  

位置寸法「RＳ」チェック ボックスは、このベクトルに

沿って算出された偏差を表示します。  

位置寸法「RT」チェック ボックスは、このあらかじめ

定義されたレポート ベクトルに沿った、平面ベクトル

方向での測定された偏差を表示します。  
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「ピン使

用」一覧  

「ピン使用」一覧を「はい」に設定すると、「IJK パン

チ」ボックスと「IJK ピン」ボックスが編集用に利用可

能になります。  

新規の自動フィーチャー用の、このオプションのデフォ

ルト設定は、「いいえ」です。  

 

「IJK ピ

ン」ボック

ス  

これらのボックスは、パンチによって作られた穴を通る

鋲のベクトルを定義します。  

ピンが板金表面上で作成された時、それらは、常に表面

に直角とはかぎりません。 これは、丸いピンが使用さ

れたとしても、自然に板金の表面に楕円のような形を作

ります。 その後、「ピン」ベクトルを用いると、この

状況において、より正確な測定、及び、データ分析が可

能になります。  

 

「IJK パン

チ」ボック

ス  

これらのボックスは、板金を通るパンチのベクトルを定

義します。 このベクトルは、XYZ の中心点に位置付け

られ、面法線ベクトルに沿って、その厚さの半分を持ち

ます。  

板金に穴を配置するためのパンチは、常に表面に直角と

はかぎりません。 これは、丸いパンチが使用されたと

しても、自然に板金の表面に楕円のような形を作りま

す。 その後、「パンチ」ベクトルを用いると、この状

況において、より正確な測定、及び、データ分析が可能

になります。  

円フィーチャーについては、また、そのフィーチャーの

直径が、このベクトルに沿っています。  

これらのベクトルボックスに関する、より詳しい説明については、「拡大された板金ベクトル図

表」を参照して下さい。  

アイコ

ン  内容  

 ベクトルを裏返す  

 平面ベクトル使用のためにベクトル再設定

 

平面ベクトル使用のためにベクトル再設定  

「平面ベクトル使用のためにベクトル再設定」アイコンを用いると、法線「IJK 平面」ベクトル

値に一致するベクトルを設定します。  
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拡大された板金ベクトル図表  
この項目は、「拡大された板金オプションの表示」を選択時に、使用できるベクトルを図解する、

様々な図表を含んでいます:  

法線ベクトル : 法線ベクトルは、点フィーチャーの所在位置において、表面に直角なベクトルで

す。 下記の図表を参照して下さい:  

 

 = 法線ベクトル  

 
= 表面  

 
= 点の所在位置  

 

法線ベクトルの図表  

更新ベクトル : 更新ベクトルは、新規の表面に点の所在位置が更新された後、それに続いて、方

向を決定ために使用されるベクトルです。 この更新ベクトルは、フィーチャーの初回の作成に

おいて用いられた参照線から出たものです。 下記の図表を参照して下さい:  

 
 = 更新された表面、または、新規の

表面  

 = オリジナル表面、または、古い表

面  

 = 点のオリジナル所在位置  

 = 点の更新された所在位置  
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= 点の所在位置を作るために使用さ

れた参照線。 また、更新ベクトル

としても知られる。  

 

更新ベクトルの図表  

レポート ベクトル  : レポート ベクトルは、フィーチャーのレポート方向を特定するために使用

されます。 それは、通常、指定の軸線（下記では、Yr、または、Xr として表示）に沿った面法

線とは異なる可能性があります。 下記の図表を参照して下さい:  

 

 = 理論的表面  

 = 名目点の所在位置  

 = 実際の点の所在位置  

 = X 軸でのずれ  

 = Y 軸でのずれ  

 

レポート ベクトルの図表  

ピン ベクトル : 溝と穴に適用され、ピン ベクトルは、ピンがベクトルを位置付け、ピンのベク

トルを特定します。 下記の図表を参照して下さい:  
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A   = ピン ベクトル  
 

ピン ベクトルの図表  

パンチ ベクトル : 溝と穴に適用され、パンチ ベクトルは、フィーチャー作成に使用するパンチ

の方向性を特定します。 このベクトルは、通常、面法線から数度の角度の範囲内に位置します。 
下記の図表を参照して下さい:  

A   = パンチ ベクトル。 面法線から+ 
5 度、または、- 5 度の範囲内に位

置します。  
B  = パンチ  
 

パンチ ベクトルの図表  
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高度な測定オプション エリア  

ダイアログ ボックスの「測定プロパティ」エリアには、作成される自動フィーチャー次第で、

以下の品目のいくつか、または、すべてを含みます。  

計算一覧  

 
この一覧は、以下の自動フィ
ーチャー用にのみ利用可能で
す: 円、及び、円筒  

「高度な測定オプション」エリアの「計算」一覧では、ユーザー

が、測定されたヒットから、フィーチャーが算出される方法を特

定することができます。 利用可能なオプションは: 小二乗法、

小間隔、 大内接、 小外接、及び、固定半径。  

レガシーの「真円度」、及び、「円筒度」寸法に加えて「所在位置」寸法の RN 線については、

その算定にフィーチャー解決策が使用されます。 これは、デフォルトによって 小二乗法に設

定されています。 しかし、フィーチャー解決のために、 小間隔、 大内接、 小外接、また

は、固定半径回帰アルゴリズムの使用を選択することが可能です。 他方の FCF 真円度、及び、

円筒度寸法は、Y14.5 標準によって要求される、チェビシェフ アルゴリズム（ 小/ 大）を使

用して算定されます。 算出方法の変化により、真円度、及び、円筒度 FCF 寸法は、一般に、そ

のレガシーの数値より、わずかに小さい値が算定されます。  

これらの算出形式については、「既存フィーチャーからの新規フィーチャー製作」の項にある

「 適の算出形式」項において、既に詳しく記述されています。  

モード一覧  

 

「高度な測定オプション」エリアにある「モード」一覧は、与えられた点において、その名目値

が算定される方法を決定します。 PC-DMIS では、名目値発見、マスター、そして、名目値の間

から選択することができます。  

「モード = 名目値」がアクティブになると、PC-DMIS は、計算用の測定データを用いて、測定

されたフィーチャーをダイアログ ボックス内の理論的データと比較します。  

「モード = マスター」がアクティブになると、PC-DMIS は測定フィーチャーを名目値として用

いますが、ダイアログ ボックス内の X、Y、Z、及び、直径データの更新を行いません。  

「モード = ベクトル」がアクティブになると、PC-DMIS は、お客様により行われた、 初の 3
箇所のヒットを用いて、フィーチャー用の適切なベクトルを算出します。 PC-DMIS は、フィー

チャーの所在位置を調整しません。 「自動フィーチャー」ダイアログ ボックスがアクティブな



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の自動作成  *  739 

状態で、ヒットを行う必要があります。 ベクトル モードは、ベクトル点、及び、面上点用にの

み利用可能であることに注意して下さい。  

注記: 名目値を知らない場合、その一覧から、簡単に「名目値発見」を選択して下さい。 このオ

プションがアクティブな場合、値の変更が選択されるたびに、PC-DMIS は、パーツ上で必要な

値を測定するよう勧告します。  

一覧の項目  内容  
名目値発見  「モード」一覧から「名目値発見」が選択され

ると、PC-DMIS は CAD モデルを貫通して、測

定点に も近い、CAD エッジ（または、表面）

上の位置を発見し、その CAD 要素の名目値をそ

の位置に設定します。  

CAD データを用いて名目値を発見するには:  

• PC-DMIS が、特定のパーツプロ

グラムに適切な、「曲線モー

ド」、または、「曲線モード」の

いずれか（「グラフィックス モー

ド」ツール バーで入手可能）に設

定されていることを確認して下さ

い。  
• グラフィックス表示ウィンドウ内

の、CAD 図形要素をクリックし

て下さい。 PC-DMIS は、CAD 図

形要素の所在位置を知るために、

それを貫通しますが、フィーチャ

ーの作成は行いません。 ご希望の

図形要素が選択されると、PC-
DMIS は、X、Y、Z 値、及び、I、
J、K 値を自動的に入力します。  

• その値が満足の行くものである場

合、「作成」コマンドボタンを選

択して下さい。  

注意: 「選択」ボックスが選択されると、PC-
DMIS はパーツを測定します。  

パーツにヒットが行われ、「名目値発見」モー

ドにある場合、PC-DMIS は CAD 図形要素を通

してサーチを行い、測定された点に も近い、

名目的 CAD 情報を見つけます。 PC-DMIS は、

必要に応じて、そのパーツ上に追加のヒットを
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行うよう、勧告します。  

次回、パーツが測定された時、PC-DMIS は、発

見可能な中で も近い CAD 図形要素に、名目デ

ータを設定します。 その後、モードは「名目

値」に切り換わり再設定されます。  

固定プローブを用いて、名目値発見を使用:  

固定プローブを使用する Faro、または、Romer
のアームでは、良い接近ベクトルを作成できま

せん。 このため、PC-DMIS は、表面上のどこを

探すか、容易に決めることができません。  

固定プローブが作成するベクトルを改善するに

は:  

1. パーツ上に固定プローブを配置し

て下さい。  
2. 「ヒット」ボタンを押して下さ

い。  
3. おおよその平面ベクトルに沿っ

て、プローブをパーツから遠ざけ

て下さい。  
4. 「終了」ボタンを押して下さい。 

PC-DMIS が計算を行い、その後、ヒット位置と

プローブ先端チップ位置の間のベクトルを使用

します。  

また、Faro アームからのデフォルト設定ベクト

ルが、固定プローブの軸線を使用するので、ベ

クトルが表面に直角をなせばなすほど、そのベ

クトルが名目値発見オペレーションに、もっと

役に立ちます。  
マスター  「モード」一覧が「マスター」に設定されてい

る時に、ポイントが作成された場合、次回、パ

ーツが測定されると、PC-DMIS は、測定データ

に等しい名目データを設定します。 その後、モ

ードは「名目値」に再設定されます。  
名目値  「名目値」オプションではまた、測定プロセス

の開始前に、名目データを必要とします。 PC-
DMIS は、必要な計算用の測定データを用いて、

測定されたフィーチャーをダイアログ ボックス

内の理論的データと比較します。  
ベクトル  「ベクトル」オプションを用いると、学習モー

ド中、フィーチャーのベクトルのみを更新しま
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す; 名目 XYZ 値の更新は行いません。  

このオプションを選ぶと、それ以外の場合には

入手できない可能性がある、フィーチャーのベ

クトルを設定することができます。 ダイアログ 
ボックスが開いた状態で、フィーチャー上に 3
箇所のヒットを行って下さい。 これによって、

そのベクトルが決められます。  

ダイアログ ボックスが開いた状態にあるかぎ

り、このモードを使用することが可能です。 い
ったんダイアログ ボックスが閉じると、当オプ

ションは編集ウィンドウ内で、そのフィーチャ

ー用には利用不可能になります。  

対応のフィーチャー: ベクトル点、面上点、頂

点、直線、平面、円、楕円、丸型溝、角型溝、

切り欠き溝、多角形、円筒、円錐、球  

   

相対  

 

「相対」を用いると、与えられたフィーチャー（または、複数可）と、自動フィーチャー間の相

対的位置付けと方向性が維持されます。  

相対的自動フィーチャーを選ぶ前に、 初に、お客様の相対的測定モードを選択して下さい。 
「相対的測定セットアップ」を参照して下さい。  

「…」ボタンをクリックすると、「相対的フィーチャー」ダイアログ ボックスが表示されます:  

 

相対的フィーチャー ダイアログ ボックス  
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このダイアログ ボックスから、いずれかを選択することができます:  

1.   右側の一覧内の、単一フィーチャー  
2. 右側の一覧内の、複数フィーチャー（各軸線にひとつずつ）  

フィーチャー（複数可）を選択後、「OK」をクリックすると、その後、「相対」ボックスが選

択されたフィーチャーを表示します。 このオプションは、DMIS V3.0 RMEAS フォーマット 1、
3、及び、6 に対応しています。  

 

 

フィーチャー位置検索エリア  

 

「フィーチャー位置検索」エリアを用いて、その時点での自動フィーチャー測定の手順をオペレ

ーターに指示することができます。 テキスト表示のタイプ入力、フィーチャーのスクリーン画

像使用、及び、事前に用意されたオーディオ ファイルさえ使用して、これを行うことが可能で

す。 その後、これらの手順は、パーツプログラムがその実行を試みる時、プローブ ツールボッ

クスの「フィーチャー位置検索」タブに表示されます。  

お客様のパーツプログラムが、自動フィーチャー測定において、オペレーターとの対話を必要と

する場合（例えば、オペレーターが手動モードで作動中の場合）に役に立ちます。  

この使用に関する、詳しい説明については、「PC-DMIS ビジョン」文書内の「フィーチャー位

置検索エリア」の項目を参照して下さい。  

分析エリア  

 

「分析」エリアを用いると、測定されたヒット/ポイントの各々がどのように表示されるか、そ

して、どのような分析画像がレポート内に表示されるか、を決定することができます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の自動作成  *  743 

この機能は、元来、PC-DMIS ビジョン用に開発されました。 この使用に関する、詳しい説明に

ついては、「PC-DMIS ビジョン」文書内の「分析エリア」の項目を参照して下さい。  

点ベクトル、及び、矢印ベクトルのサイズに関する注記  

自動ポイント フィーチャー用のベクトル矢印が小さすぎる場合、「ポイント サイズ」値を増加

すると、グラフィックス表示ウィンドウ内のポイントのサイズと、それに対応したベクトル矢印

のサイズの両方が増加します。 自動フィーチャーは、大幅に異なる測定機で用いられているの

で、ひとつのデフォルト設定サイズが、すべてのユーザーの役に立つことはありません。 しか

し、お客様の必要に 適のサイズを、ご自分で決定することが可能です。 その後、PC-DMIS が、

後に入力されたサイズ値をデフォルトとして設定します。  

スクリーン上で、点が大きなしずくのように表示される場合、そのサイズを単に、0 に設定する

のが望ましいかもしれません。 一般に、この設定によって、外見の良いポイント サイズとベク

トル矢印が表示されます。  

自動フィーチャーのコマンド ボタン  

コマンド ボタン  内容  

 

「移動する」ボタン  

「移動する」ボタンをクリックする

と、グラフィックス表示ウィンドウ

内の画像フィールドが動き、その時

点でのフィーチャーの XYZ 位置を中

心とする場所に移動します。  

ベクトル点のような、一部の場合に

おいては、XYZ の位置が、ヒット前

の値の分、法線ベクトルに沿ってオ

フセットされています。 これによっ

て、プローブがパーツに衝突するの

を防ぐことができます。  

フィーチャーが複数の点から構成さ

れている場合（例えば、直線）、こ

のボタンをクリックすると、そのフ

ィーチャーを構成する点の間で切り

換えが行われます。  
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「テスト」ボタン  

「テスト」ボタンをクリックする

と、フィーチャーの作成を試行する

ことができ、さらに、そのディメン

ション データを実際の作成前にプレ

ビューすることができます。  

このボタンをクリックすると、その

時点でのパラメータを用いて、測定

が実施されます。  

パラメータを変更し、満足のいく測

定が行われるまで「テスト」を繰り

返しクリックして下さい。 その後、

「作成する」をクリックすると、当

ソフトウェアが一時的なフィーチャ

ーをパーツプログラム内の通常のフ

ィーチャーに変換します。  

 

「作成する」ボタン  

「作成する」ボタンをクリックする

と、その時点での所在位置にある編

集ウィンドウ内に、あらかじめ定義

された自動フィーチャーが挿入され

ます。  

 

「閉じる」ボタン  

「閉じる」ボタンをクリックする

と、自動フィーチャー ダイアログ ボ
ックスが閉じます。  

   

「高度な測定オプションを表示」  

及び 「」  

「高度な測定オプションを隠す」  

 

「>>」ボタンをクリックすると、ダ

イアログ ボックスが拡大し、高度な

測定オプションすべてが表示されま

す。 その後、そのボタンは「<<」に

変わります。  

「<<」ボタンをクリックすると、ダ

イアログ ボックスが縮小され、自動

フィーチャー用の基本的オプション

のみが表示されます。 その後、その

ボタンは「>>」に変わります。  
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「拡大された板金測定オプションを

表示」  

及び「拡大された板金測定オプショ

ンを隠す」  

対応しているフィーチャーについ

て、「<<」ボタンをクリックする

と、「拡大された板金測定オプショ

ン」エリアが隠されます。 その後、

そのボタンは「>>」に変わります。  

「>>」ボタンをクリックすると、

「拡大された板金測定オプション」

エリアが表示されます。 その後、ボ

タンは「<<」に変わります。  

自動フィーチャーの挿入  
自動フィーチャーに対応した、PC-DMIS コンフィギュレーションそれぞれは、それが対応する

自動フィーチャー個々の内で異なり、それは、それらの作成方法が違うのと同様です。 このた

め、自動フィーチャーの作成、及び、そのお客様のパーツプログラムへの挿入に関する情報は、

ここでは記述されていません。 かわりに、お客様の PC-DMIS コンフィギュレーションについて

は、下記の一覧にある文書セットをご覧下さい。  

接触 ( PC-DMIS CMM )  ビジョン ( PC-DMIS ビジョ

ン )  
レーザー ( PC-DMIS レーザ

ー )  
自動ベクトル点    
自動面上点  自動面上点  自動面上点  
自動エッジ点  自動エッジ点  自動エッジ点  
自動角度点    
自動頂点    
自動ハイ ポイント    
自動直線  自動直線   
自動平面   自動平面  
自動円  自動円  自動円  
自動楕円  自動楕円   
自動角型溝  自動角型溝  自動角型溝  
自動丸型溝  自動丸型溝  自動丸型溝  
自動切り欠き溝  自動切り欠き溝   
自動多角形  自動多角形   
自動円筒   自動円筒  
自動円錐    
自動球   自動球  

   

自動フィーチャーが作成された後、そのコマンドが編集ウィンドウ内に表示されます（自動フィ

ーチャー フィールドの定義）。 その後、そのコマンドをマークし、その他のいずれのコマンド、

または、フィーチャーと同じように、PC-DMIS に実行を命じることができます。  
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自動フィーチャー フィールドの定義  
自動フィーチャーが作成される場合、PC-DMIS は、編集ウィンドウ内に、そのフィーチャー用

のコマンドを挿入します。 この項目では、異なるフィーチャー用には、編集ウィンドウのコマ

ンド モードにおいて現れる可能性のある、異なるフィールドについて記述しています。  

編集ウィンドウ内のコード表示を見るには、下記の、ハイパーリンクを伴うフィーチャーのひと

つをクリックして下さい。 コードを隠すには、ハイパーリンクにういたテキストを、再びクリ

ックして下さい。 下記の表では、お手持ちの自動フィーチャーで使用されているフィールド、

または、コマンドラインを見つけ、その機能についての記述をご覧下さい。  
ベクトル点 面上点 エッジ点 角度点 頂点 ハイ ポイント 直線 平面 円 楕円 丸型溝 角型溝 切り欠

き溝 円筒 円錐 球 多角形  

自動ベクトル点フィールドの定義  

拡大オプションを伴う、自動ベクトル点フィーチャー用の、編集ウィンドウ コマンド ブロック

は、以下のようになります:  

ID=FEAT/CONTACT/VECTOR POINT,CARTESIAN  
THEO/ TX,TY,TZ,TI,TJ,TK  
ACTL/ X,Y,Z,I,J,K  
TARG/ targX,targY,targZ,targI,targJ,targK  
REPORT VEC = I,J,K, UPDATE VEC = I,J,K  
SURFACE/THEO_THICKNESS,n  
MEASURE MODE/NOMINALS  
RMEAS/NONE,NONE,NONE  
AUTO WRIST/YES  
CLEARPLANE/NO  
GRAPHICAL ANALYSIS/NO  
SCREEN CAPTURE/CAD,OUTTOL,50%,HIGH  
FEATURE LOCATOR/NO,NO,""  
SHOW_CONTACT_PARAMETERS = YES  
AVOIDANCE MOVE = BEFORE,DISTANCE = n  
SHOWHITS = YES  
HIT/BASIC,TX,TY,TZ,I,J,K,X,Y,Z  

          

フィールド、または、コマ

ンド  

拡

大

フ

ィ

ー

ル

ド 

以下のフィーチ

ャーにおいての

み使用  
内容  

ID   
このフィールドは、フィーチャーのタイプ識別

内容ラベルを表示します。 「ID ボックス」を

参照して下さい。  

FEAT/CONTACT   このコマンドは、プロービング タイプと自動

フィーチャーのタイプを表示します。 「自動
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フィーチャーのタイプ一覧」を参照して下さ

い。  

「POLAR」、または、

「CARTESIAN」   

このフィールドは、極とデカルトの間で切り換

えを行い、選択された座標システム内の

X,Y,Z,I,J,K の値を表示します。 「極 / デカルト

間トグル変更」を参照して下さい。  

「TRIANGLE」、または、

「OUTLINE」   面  

平面フィーチャーについて、このフィールド

は、三角形と外郭の間で切り換えを行います。

これは、グラフィックス表示ウィンドウ内で、

その平面がどのように表示されるか、を左右し

ます。 「表示一覧」を参照して下さい。  

「IN」、または、「OUT」   

楕円、丸型

溝、角型溝、

円筒、円錐、

球、多角形  

このフィールドは、オン、または、オフの間で

切り換えを行います。 これは、そのフィーチ

ャーが、内部フィーチャー（例えば、穴）か、

あるいは、外部フィーチャー（例えば、鋲）の

いずれであるか、を決めます。 「内側 / 外側」

を参照して下さい。  

LEAST_SQR   円筒、球  

このフィールドは、測定されたヒットからフィ

ーチャーの作成に使用される計算ルーチンを決

めます。 それは、LEAST_SQR、MIN_SEP、
MAX_INSC、MIN_CIRCSC、及び、

FIXED_RAD の間でトグル変更することが可能

です。 「計算一覧」を参照して下さい。  

THEO/   

これは、「理論的」の略です。  
TX、TY、TZ、TI、TJ、TK は、理論的（また

は、名目）ヒットの位置、及び、ベクトルを表

します。  
TLI、TLJ、TLK は、理論的行ベクトルを表しま

す。  
TEI、TEJ、TEK は、理論的エッジ ベクトルを

表します。  
TSI、TSJ、TSK は、理論的平面ベクトルを表

します。 TS2I、TS2J、TS2K は、第二平面の

理論的ベクトルを表します。  
TLENGTH は、フィーチャーの理論的長さを表

します。  
TDIAM は、フィーチャーの理論的直径を表し

ます。 楕円については、これは長い方の第一

直径です。 TDIAM2 は、楕円の短い方の第二直

径です。 TANG1 は、フィーチャーの理論的開

始角度を表します。 TANG2 は、フィーチャー

の理論的終了角度を表します。  
TAI、TAJ、TAK は、理論的角度ベクトルを表

します。  
TWIDTH と TLENGTH は、フィーチャーの理

論的幅、及び、長さを表します。  
TANGLE は、フィーチャーの角度を表します。

ACTL/   これは、「実際の」の略です。  
X、Y、Z、I、J、K は、実際の測定されたヒッ
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ト位置、及び、ベクトルを表します。  
SI、SJ、SK は、測定された平面ベクトルを表

します。  
LI、LJ、LK は、測定された行ベクトルを表し

ます。  
EI、EJ、EK は、測定されたエッジ ベクトルを

表します。  
LENGTH は、フィーチャーの測定された長さ

を表します。  
DIAM は、フィーチャーの測定された直径を表

します。 ANG1 は、フィーチャーの実際の開始

角度を表します。 ANG2 は、フィーチャーの実

際の終了角度を表します。  
AI、AJ、AK は、測定された角度ベクトルを表

します。  
WIDTH と LENGTH は、フィーチャーの測定さ

れた幅、及び、長さを表します。  
ANGLE は、フィーチャーの角度を表します。 

TARG/   

これは、「ターゲット」の略です。 targX、
targY、targZ、targI、targJ、targK フィールド

では、実行用の測定位置、及び、ベクトル接近

方向をコントロールすることができ、さらに、

全く異なる理論値を持つこともできます。  
targAI、targAJ、targAK フィールドでは、ター

ゲットの角度である、IJK ベクトルを変更する

ことができます。  

MEAS/    

これは、「測定された」の略です。 X、Y、Z、
I、J、K フィールドは、実際の測定されたヒッ

ト位置、及び、ベクトルを表します。  
SI、SJ、SK は、測定された平面ベクトルを表

します。 S2I、S2J、S2K は、測定された第二

平面ベクトルを表します。  

NUMSIDES   多角形  

この編集可能な数値は、3 以上の整数でなけれ

ばなりません。 これは、その多角形の側面の

数を定義します。 「側面数一覧」を参照して

下さい。  

半径   多角形、角型溝 

この編集可能な数値は、多角形、または、角型

溝の各コーナーの半径を定義します。 ヒット

が行われる時、PC-DMIS は、ヒット前にその

半径分を側面に沿って中に移動します。 これ

によって、コーナー内への直接ヒットを避ける

ことができます。 「半径ボックス」を参照し

て下さい。  

START ANG   楕円、円筒、円

錐  

このフィールドは、フィーチャーの開始角度を

定義します。 「開始角度と終了角度」を参照

して下さい。  

START ANG1   球  
このフィールドは、フィーチャーの、球の均分

円の周りの横方向の、開始角度を定義します。

「開始角度と終了角度」を参照して下さい。  
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START ANG2   球  
このフィールドは、フィーチャーの、球の極の

周りの縦方向の、開始角度を定義します。 
「開始角度と終了角度」を参照して下さい。  

END ANG   楕円、円筒、円

錐  

このフィールドは、フィーチャーの終了角度を

定義します。 「開始角度と終了角度」を参照

して下さい。  

END ANG1   球  
このフィールドは、フィーチャーの、球の均分

円の周りの横方向の、終了角度を定義します。

「開始角度と終了角度」を参照して下さい。  

END ANG2   球  
このフィールドは、フィーチャーの、球の極の

周りの縦方向の、終了角度を定義します。 
「開始角度と終了角度」を参照して下さい。  

MEAS ANGLE   丸型溝  

このフィールドは、丸型溝の、円形の端である

円弧をどれだけ測定するかを決める、角度を定

義します。 「角度測定ボックス」を参照して

下さい。  

INCREMENT   ハイ ポイント  

このフィールドは、プローブがそのサーチ パ
ターンに従って移動する時、スタートポイント

から遠ざかる増分距離を定義します。 「増分

ボックス」を参照して下さい。  

TOL   ハイ ポイント  これは、サーチプロセスで用いられる公差値を

定義します。  

「CIRCULAR」、または、

「BOX」   ハイ ポイント  

このフィールドは、円形、または、ボックスの

間で切り換えを行います。 これは、サーチ領

域を定義します。 「ボックス / 円形一覧」を参

照して下さい。  

OUTER RADIUS   ハイ ポイント  
円形のサーチ領域について、このフィールド

は、そのサーチ領域の外側半径を定義します。

「内側 / 外側一覧」を参照して下さい。  

INNER RADIUS   ハイ ポイント  
円形のサーチ領域について、このフィールド

は、そのサーチ領域の内側半径を定義します。

「内側 / 外側一覧」を参照して下さい。  

WIDTH   ハイ ポイント  
ボックスのサーチ領域について、このフィール

ドは、その長方形のサーチ領域の幅を定義しま

す。 「幅ボックス」を参照して下さい。  

LENGTH   ハイ ポイント  
ボックスのサーチ領域について、このフィール

ドは、その長方形のサーチ領域の長さを定義し

ます。 「長さボックス」を参照して下さい。  

「BOUNDED」、または、

「UNBOUNDED」   直線  

このフィールドは、直線フィーチャー用に表示

されます。 これは、直線フィーチャーのタイ

プを左右します。 制限あり、と、制限なしの

間で切り換えが行われます。 「制限あり一

覧」を参照して下さい。  

「EXTERIOR」、または、

「INTERIOR」   角度点、頂点  
このフィールドは、外部と内部の間で切り換え

を行います; これは、角度のタイプを表示しま

す。 「内部 / 外部一覧」を参照して下さい。  

REPORT VEC   
直線、面上点、

ベクトル点  
このコマンドは、偏差をレポートする時に使用

されるベクトルを示します。 「拡大された板
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金オプション エリア」を参照して下さい。  

UPDATE VEC   クトル点  
このコマンドは、CAD 表面の貫通に使用され

る更新ベクトルを示します。 「拡大された板

金オプション エリア」を参照して下さい。  

ANGLE VEC   
このフィールドは、フィーチャーの角度ベクト

ルを定義します。 「IJK 角度ボックス」を参照

して下さい。  

REMEASURE   

切り欠き

溝、角型溝、

丸型溝、円

筒、多角形  

このフィールドは、「はい」に設定された場

合、フィーチャーの測定値に反して、そのフィ

ーチャーを測定し直します。 「今測定と測定

し直しのトグル」を参照して下さい。  

パンチ   
角型溝、丸

型溝  

このフィールドは、板金を通るパンチの方向を

示します。 これは編集可能な数値です。 「拡

大された板金オプション エリア」を参照して

下さい。  

PIN   
角型溝、丸

型溝  

のフィールドは、パンチによって作られ

た穴を通る点の方向を示します。 「拡

大された板金オプション エリア」を参

照して下さい。  

REPORT   ッジ点  
このフィールドは、偏差をレポートする時に使

用されるベクトルを示します。 「拡大された

板金オプション エリア」を参照して下さい。  

SURFACE_REPORT   ッジ点  
このフィールドは、偏差をレポートする時に使

用されるベクトルを示します。 「拡大された

板金オプション エリア」を参照して下さい。  

MEASURE ORDER   ッジ点  

このトグル フィールドは、サンプル ヒットの

測定順序を表示します。 利用可能な選択は、

表面、エッジ、または、両方です。 「測定順

序一覧」を参照して下さい。  

「SQUARE」、または、

「RADIAL」   面  

平面フィーチャーについて、このフィールド

は、正方形と放射状の間で切り換えを行いま

す。 これは、フィーチャーを構成するヒット

用の、ヒット パターンを定義します。 「パタ

ーン一覧」を参照して下さい。  

SURFACE/  
SURFACE2/  
SURFACE3  

  

これらのコマンド ラインのいずれも、

THEO_THICKNESS、ACTL_THICKNESS、ま

たは、THICKNESS_NONE の間で切り換えを

行います。 後者が選ばれると、厚さは用いら

れません。 それ以外の場合には、これは、パ

ーツの厚さを正か負の値で表示します。 「厚

さの使用」を参照して下さい。  

EDGE/   線  
直線フィーチャーについて、このコマンドは直

線のエッジの厚さを決定します。 「厚さの使

用」を参照して下さい。  

MEASURE MODE/   このコマンドは、以下のモード間で切り換えを

行います: 名目値発見、ベクトル、名目値、マ
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スター。 「名目値モード一覧」を参照して下

さい。  

RMEAS/   

このコマンドには、コンマによって区切られた

3 つのフィールドがあります。 単一の RMEAS
フィーチャーをお持ちの場合、それが 3 つのフ

ィールドすべてを占めます。 各軸線にひとつ

ずつの RMEAS フィーチャーをお持ちの場合、

それらが 3 つのフィールドを左から右へと占め

ます: X 軸線 RMEAS フィーチャー、Y 軸線 
RMEAS フィーチャー、及び、Z 軸線 RMEAS 
フィーチャー。 「相対的測定（RMEAS）セッ

トアップ」を参照して下さい。  

DIRECTION   円筒  

このコマンドは、ヒットが行われる方向を定義

します。 これは、CCW（反時計回り）と CW
（時計回り）の間で切り換えを行います。 
「方向一覧」を参照して下さい。  

CIRCULAR MOVES/   

楕円、丸型

溝、角型溝、

切り欠き溝、

円筒、円錐、

球、多角形  

このコマンドは、単一の「はい/いいえ」トグ

ル フィールドを持ちます。 はいに設定の場

合、PC-DMIS は、プローブを円形動作で動か

します。 「円形動作のトグル変更」を参照し

て下さい。  

AUTO WRIST/   

このコマンドは、単一の「はい/いいえ」トグ

ル フィールドを持ちます。 はいに設定の場

合、PC-DMIS は、フィーチャー作成中、その

フィーチャー測定に 適のプローブ角度を自動

的に選択し、そして、フィーチャーの前に適切

な TIP/ コマンドを挿入します。 「自動リスト

のトグル変更」を参照して下さい。  

CLEARPLANE/   

このコマンドは、単一の「はい/いいえ」トグ

ル フィールドを持ちます。 はいに設定の場

合、PC-DMIS は、フィーチャー作成中、その

フィーチャーの前に、MOVE/CLEARPLANE コ
マンド（その時点での座標システムとパーツ原

点に相対する）を自動的に挿入します。 「空

き平面のトグル変更」を参照して下さい。  

GRAPHICAL ANALYSIS/   

このコマンドは、単一の「はい/いいえ」トグ

ル フィールドを持ちます。 はいに設定の場

合、PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィン

ドウ内で、フィーチャーのグラフィックス分析

を表示します。 その他の 3 つのフィールドが

作動可能になります。 これらの 3 フィールド

は、左から右に、グラフィックス分析ポイント

サイズ、プラス公差、そして、マイナス公差を

左右します。 「分析エリア」を参照して下さ

い。  

SCREEN CAPTURE/   デフォルト設定による、このコマンドは、単一

の「CAD/いいえ」トグル フィールドを持ちま
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す。CAD に設定の場合、PC-DMIS は、その時

点でのフィーチャーのグラフィックス分析のス

クリーン キャプチャーを、レポート ウィンド

ウ内に挿入します。 初のフィールドが CAD
に設定されると、さらに３つのフィールドが利

用可能になります。  
これらは、左から右に、以下の機能を持ちま

す:  
フィールド 2 - 出力されるフィーチャーを決め

ます。 それらは、公差域外（OUTTOL）のフ

ィーチャーか、または、すべてのフィーチャー

（ALL）です。  
フィールド 3 - スクリーン画像のサイズを決め

ます: その時点でのスクリーン画像の 25%、

50%、75%、または、100%か、あるいは、そ

の時点でのウィンドウに適合するよう「TO 
FIT」のいずれかです。  
フィールド 4 - スクリーン画像の品質を決めま

す: 低質、良質、または、高質。 「分析エリ

ア」を参照して下さい。  

FEATURE LOCATOR/    

初めに、このコマンドは、以下のようになりま

す: FEATURE LOCATOR/NO,NO,"<テキスト手

順>"  
左端の「はい/いいえ」トグル フィールドは、

「フィーチャー位置検索」タブがビット マッ

プ画像を表示するか否かを示します。 これを

「はい」に設定すると、引用符によって囲まれ

た追加のフィールドが作動可能になり、それを

用いると、ビット マップ画像表示のための完

全な経路をタイプ入力することができます:  
FEATURE LOCATOR/YES,"<ビット マップ ファ

イルへの経路>",NO,"<テキスト手順>"  
次の「はい/いいえ」トグル フィールドは、

「フィーチャー位置検索」タブがオーディオ 
ファイル(.wav) を再生するか否かを示します。 
これを「はい」に設定すると、引用符によって

囲まれた追加のフィールドが作動可能になり、

それを用いると、オーディオ ファイル再生の

ための完全な経路をタイプ入力することができ

ます:  
FEATURE LOCATOR/YES,"<ビット マップ ファ

イルへの経路>",YES,"オーディオ ファイルへの

経路","<テキスト手順>"  
後のフィールド、"<テキスト手順>"、では、

「フィーチャー位置検索」タブ内にテキスト手

順を表示することができます。 「フィーチャ

ーの位置検索エリア」を参照して下さい。  

SHOW_CONTACT_PARAMETERS   
この「はい/いいえ」トグル フィールドでは、

PC-DMIS が、編集ウィンドウ内で自動フィー

チャーと共に使用される、追加のコンタクト 
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パラメータを表示するか否かを決定します。 
これを「はい」に設定すると、その自動フィー

チャーに適用できる場合には、以下のフィール

ドが表示されます: ヒット数、列の数、間隔、

深さ、開始の深さ、終了の深さ、サンプル ヒ
ット、スペーサー、インデント、回避動作、穴

発見、ヒット エラー、位置読み取り。  

SAMPLE HITS   

面上点、エッジ

点、角度点、

円、楕円、丸型

溝、角型溝、切

り欠き溝、円

筒、円錐、多角

形  

サンプル ヒットに対応するフィーチャーにつ

いては、この値が、フィーチャー測定中に行わ

れるサンプル ヒットの数を定義します。 許容

される値は、フィーチャーのタイプ次第で変わ

ります。 「接触プローブ用サンプル ヒット プ
ロパティの利用」を参照して下さい。  

SPACER   

面上点、エッジ

点、角度点、頂

点、平面、円、

楕円、丸型溝、

角型溝、切り欠

き溝、多角形、

円筒、円錐、多

角形  

このフィールドは、サンプル ヒットが特定さ

れた場合に、PC-DMIS が平面測定時に使用す

る、名目ポイントの所在位置からの距離を定義

します。 「接触プローブ用サンプル ヒット プ
ロパティの利用」を参照して下さい。  

INDENT1  
INDENT2  
INDENT3  

 
ッジ点、角度

点、頂点、切

り欠き溝  

これは、フィーチャーのポイント、または、中

心点の位置から、 初のサンプル ヒットへ

の、 低オフセット距離を定義します。 「接

触プローブ用サンプル ヒット プロパティの利

用」を参照して下さい。  

NUMHITS   

線、平面、

円、楕円、丸

型溝、円筒、

円錐、球、多

角形  

このフィールドは、フィーチャー測定時に行わ

れるヒット数を決定します。 「接触プローブ

用経路プロパティの利用」を参照して下さい。

NUMROWS   面  

このフィールドは、フィーチャー測定時に使わ

れるヒットの列の数を決定します。 「接触プ

ローブ用経路プロパティの利用」を参照して下

さい。  

NUMLEVELS   筒、円錐  

このフィールドは、複数レベルでのフィーチャ

ー測定時に使われるヒットのレベル数を決定し

ます。 「接触プローブ用経路プロパティの利

用」を参照して下さい。  

DEPTH   

ッジ点、直

線、円、楕

円、丸型溝、

角型溝、切り

欠き溝、多角

形  

このフィールドは、PC-DMIS がフィーチャー

を測定する時の、フィーチャー表面下のオフセ

ット距離、または、フィーチャー底部から上の

オフセット距離を決定します。「接触プローブ

用経路プロパティの利用」を参照して下さい。
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STARTING DEPTH   筒、円錐  

このフィールドは、複数のレベルを持つフィー

チャーについて、 初のレベルのヒットの開始

の深さを定義します。 この深さは、フィーチ

ャーの 上部からのオフセットです。 「接触

プローブ用経路プロパティの利用」を参照して

下さい。  

ENDING DEPTH   筒、円錐  

このフィールドは、複数のレベルを持つフィー

チャーについて、 終レベルのヒットの終了の

深さを定義します。 この深さは、フィーチャ

ーの 上部からのオフセットです。 「接触プ

ローブ用経路プロパティの利用」を参照して下

さい。  

PITCH   円筒  

このフィールドは、フィーチャーの軸線に沿っ

た、ねじ筋の間の距離を決定します。 「接触

プローブ用経路プロパティの利用」を参照して

下さい。  

AVOIDANCE MOVE/   

このコマンドは、回避動作の適用時と移動距離

を指示します。 これには、2 つのフィールドが

あります。 左のフィールドは、「いいえ」

（回避動作なし）、「両方」（フィーチャー測

定の前後両方で移動）、「前」（フィーチャー

測定の前にのみ移動）、及び、「後」（フィー

チャー測定の後にのみ移動）の間でトグル変更

を行い、右のフィールド（DISTANCE = ｎ）で

は、回避動作の距離を決める値を定義すること

ができます。 「接触プローブ用自動動作プロ

パティの利用」を参照して下さい。  

FIND HOLE   

円、丸型溝、角

型溝、切り欠き

溝、円筒、多角

形  

このトグル フィールドは、PC-DMIS が穴フィ

ーチャーを見つけるための方法を決定します。

利用可能なオプションは: 作動不能、中心点、

単一ヒット、または、中心点なし。 「接触プ

ローブ用穴発見プロパティの利用」を参照して

下さい。  

ONERROR   

角度点、円、エ

ッジ点、頂点、

楕円、丸型溝、

角型溝、切り欠

き溝、円筒、円

錐、多角形  

この「はい/いいえ」フィールドは、PC-DMIS
が予定外のヒット、または、省略されたヒット

を探知した時に、より向上したエラー チェッ

クを使用するか否かを決定します。  
 
「はい」に設定され、測定機のエラー（例え

ば、予定外のヒット）が発生した場合、PC-
DMIS はその後、「位置読み取り」ダイアログ 
ボックスを表示します。 それから、お手持ち

のジョグボックスを用いて、測定機をフィーチ

ャーの所在位置に移動し、その再測定を試みま

す。  
 
「いいえ」に設定された場合、かわりに、通常

の「動作中断」のメッセージが表示されます。
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「接触プローブ用穴発見プロパティの利用」を

参照して下さい。  
 
 

READ POS   

楕円、丸型

溝、角型溝、

切り欠き溝、

円筒、円錐、

多角形  

この「はい/いいえ」フィールドは、PC-DMIS
が、その時点でのデータを使用するか否か尋ね

る、メッセージを表示する表面フィーチャー上

で、実行を一時停止するか否かを決定します。

「接触プローブ用穴発見プロパティの利用」を

参照して下さい。  

SHOWHITS   

この「はい/いいえ」トグル フィールドでは、

PC-DMIS が、フィーチャーを構成する、ヒッ

トすべてを表示するか否かを決定します。 
「はい」に設定された場合、PC-DMIS は、各

ヒットごとに HIT/BASIC コマンドラインを表

示します。  
 
グラフィックス表示ウィンドウ内で、ヒットを

見るには、「ヒットの目標表示トグル」を参照

して下さい。  

HIT/BASIC   
このコマンドラインは、そのヒット用の理論的

XYZ、理論的 IJK、及び、測定された IJK 値を

表示します。  

 

相対的測定（RMEAS）セットアップ  
  メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | パラメータ変更 | 自動相対的測定」メニュー オプションを選ぶと、相対的測定モードが、

自動フィーチャーに設定されます。 このメニュー オプションを選ぶと、PC-DMIS が、RMEAS
コマンドを編集ウィンドウ内に挿入し、デフォルトによって、それをデフォルト(I,J,K, Z)モード

に設定します。 その後、必要に応じて、それをレガシー（I,J,K, X,Y,Z）モードに変更すること

が可能です:  

• デフォルト (I,J,K, Z) RMEAS モード  (旧絶対モード) - 相対的測定フィーチャー

の測定された位置とベクトルを用いて、そのベクトルに沿った位置上のオフセッ

トを適用します。  
• レガシー (I,J,K, X,Y,Z) RMEAS モード (旧通常モード) - 相対的測定フィーチャー

の測定された位置と方向性の偏差を使用します。  

注記: 相対的測定は、ほとんどの場合、フィーチャーの方向性調整のために使用されます。 これ

らの場合には、デフォルト (I、J、K、Z) モードが選択されるべきです。 レガシー(I,J,K, X,Y,Z)
モードは、方向性と位置付けの両方の調整が必要な、まれな事例においてのみ、使用されるべき

です。  
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「自動フィーチャー」ダイアログ ボックス内の「相対的測定」エリアを使用する前に、パーツ

プログラム内に RMEAS コマンドを挿入して下さい。 より詳しい説明については、「相対的測

定エリア」を参照して下さい。  

デフォルト (I、J、K、Z) RMEAS モード  

自動フィーチャーが、それに連結した相対的測定フィーチャーを持つ場合（「相対的測定エリ

ア」を参照して下さい）、PC-DMIS は、相対的測定（RMEAS）フィーチャーの平面上になるよ

う調整された位置において、その自動フィーチャーを測定します。  

例: 平面（PLN)と、その平面が円の相対的測定フィーチャーとして参照されている、自動円

（CIR1)を測定する、とします。 CIR1 の測定時、PC-DMIS は、それを参照平面（PLN)において

測定します。 「デフォルト RMEAS モードの数理的処理」を参照して下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

RMEAS/DEFAULT (I,J,K, Z)  

これは、板金フィーチャー用の、デフォルト、及び、通常 RMEAS モードです。  

デフォルト(I、J、K、Z) RMEAS モードの数理的処理:  

このモードは、I, J, K, Z (T) をコントロールし、その結果、平面のような RMEAS フィーチャー

に対してうまく機能します。  

RMEAS/デフォルト (I,J,K, Z) 機能を理解するために、下記の表内の見本フィーチャーから取ら

れた数値を用いた、以下のステップに従って下さい。  

• RMEAS フィーチャーの実際の XYZ IJK を用いて、座標システム（変換行

列）を作成して下さい。  
• 名目的自動フィーチャーXYZ を RMEAS 座標システム内に移動して下さ

い。  
• Z 値にゼロを入力し、XYZ をパーツの座標システム内に戻して下さい。  
• RMEAS フィーチャーが換算可能な平面である場合、RMEAS フィーチャ

ーの IJK 値を自動フィーチャーにコピーして下さい。  

見本フィーチャー  XYZ  IJK  
実際の RMEAS フィーチャー（平

面）:  
2,2,1  0,0,1  

名目的自動フィーチャー（円）:  0,0,0  0,.7071,.7071  
新規の名目的自動フィーチャー:  0,0,1  0,0,1  

レガシー (I、J、K、X、Y、Z) RMEAS モード  

レガシー (I、J、K、X、Y、Z) RMEAS モードは、参照フィーチャーの方向性を考慮します。  
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これを理解するために、3 箇所のサンプル ヒットを持つ、自動円について考えてみてください。 
PC-DMIS は、 初、その円の周りの表面上に 3 箇所のヒットを行い、それから、平面の所在位

置と面法線ベクトルの方向性に基づいて、円を測定します。 したがって、その平面が 45 度の角

度にある場合、PC-DMIS もまた、自動円を 45 度の角度で測定します。  

同様に、相対的測定フィーチャーが、その元来の方向性から回転移動した場合、関連するフィー

チャーもまた、同一の回転のかたよりを伴って測定されることになります。  

レガシー モードはまた、デフォルト モードよりわずかに優れており、参照フィーチャーを見た

場合に、その参照フィーチャーのタイプに有効な軸線によって、メイン フィーチャーのみをオ

フセットします。 例えば、平面については、それがあらゆる方向に動くことは、道理にかない

ませんが、平面の法線ベクトルが動くことは理解できます。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

RMEAS/LEGACY (I,J,K, X,Y,Z)  

レガシー モードは、方向性と位置付けの両方の調整が必要な、まれな事例においてのみ、使用

されるべきです。  

レガシー(I、J、K、X、Y、Z) RMEAS モードの数理的処理  

このモードは、I、J、K、X、Y、Z (T) をコントロールし、その結果、サンプル ヒットを持つ、

円のような 3D RMEAS フィーチャーに対してうまく機能します。  

RMEAS/レガシー(I,J,K, X,Y,Z) 機能を理解するために、下記の表内の見本フィーチャーから取ら

れた数値を用いた、以下のステップに従って下さい。  

• 名目 RMEAS フィーチャーの XYZ IJK を用いて、座標システム（変換行

列）を作成して下さい。  
• 名目的自動フィーチャーXYZ と IJK を、RMEAS 座標システム内に移動し

て下さい。  
• RMEAS フィーチャーの実際の XYZ IJK を用いて、新規の座標システム

（変換行列）を作成して下さい。  
• 新規の RMEAS 座標システムを用いて、変換された自動フィーチャーXYZ

と IJK を、パーツの座標システム内に戻して下さい。  
• 自動フィーチャー測定のために、新規の名目 XYZ と IJK を使用名目的自

動フィーチャーXYZ と IJK を、RMEAS 座標システム内に移動して下さい。  

見本フィーチャー  XYZ  IJK  
名目的 RMEAS フィー

チャー（円）:  
0,0,2  0,0,1  

名目的自動フィーチャ

ー（円）:  
2,1,0  .7071,0,.7071  

実際の RMEAS フィー

チャー:  
-1,0,1  -.7071,0,.7071  
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新規の名目的自動フィ

ーチャー:  
1.8284,1,1  0,0,1  
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測定された要素の作成 
予測された要素の作成: はじめに  
パートの上でヒットを取ると、PC-DMIS はこれらのヒットをヒット数、ベクトル等により別の

要素として認識します。PC-DMIS はこれらのヒットから測定された要素を作成します。PC-
DMIS は以下の測定された要素をサポートします:  

• 測定されたポイント  
• 測定された線  
• 測定された平面  
• 測定された円  
• 測定された球  
• 測定された円錐  
• 測定された円柱  
• 測定された円形スロット  
• 測定された四角形スロット  

これらの要素は コマンド形式の理解 " トピックで詳しく説明されます。  

以下の主要トピックは以下の 項 に網羅されています。  

• コマンド形式の理解  
• 測定された要素の挿入  
• 測定された要素の編集  
• 推測され、測定された要素のオーバーライディング  
• 測定されたセットの作成  

注記: 測定された要素を [クイックスタート] ツールバーを用いて、パーツプログラムに挿入する

こともできます。詳細は " ツールバーの使用 " 項 の" クイックスタート測定ツールバー " を参照

してください。  

コマンド形式の理解  
測定された要素はすべて編集ウインドウのコマンドモードに以下の形式で表示されます。わずか

な違いがあるので、以下の項でさらに詳細に説明されています。実際の編集レポートはすべて

CAPS を用いて表示されます。  

例;  

feature_name=FEAT/FEATURE_TYPE,TOG1,TOG4  
THEO /TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,TD,TL  
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ACTL /X,Y,Z,I,J,K,D,L  
MEAS/TOG2,TOG3,  
HIT/TOG5,TX,TY,YZ,TI,TJ,TK,X,Y,Z,USE_THEO=TOG6  
ENDMEAS/  

feature_name:   これは要素名を表示します。これはユーザーが編集可能な領域

です。  

FEATURE_TYPE:   これは要素の種類を示し、TOG2 と同じです。しかす、編

集不可能でトグルできません。  

......:  これは後に続くことが各要素に一意的であることを示しています。  

TOG1 :   この領域はすべての要素に存在し、レクタングル/極間をトグルできま

す。この要素がレクタングルの場合、すべてのポイントはデカルト系 (x, y, 
z) で表示されます。この領域が極の場合は、すべてのポイントは、極系 
(x_radius, y_angle, z_height) で表示されます。べクトルは変化しません。  

TOG2 :  この領域はすべての測定された要素に存在し、  
円 / 円錐 / 曲線 / 円柱 / 線 / 平面 / ポイント / セット / スロット / 球間を切り

替えできます。  

        ポイントが、測定された線がパーツプログラムで 初に開かれた際のデフ

ォルトの要素型です。このデフォルトの要素型は 後に測定された要素型に

なります。  

TOG3 :  この領域は TOG2 に表示される要素型に応じて取られるヒット数を表

しています。例; 1 ヒット = 1 ヒット/基礎線、3 ヒット = 3 ヒット/基礎線。

要求される 小数はデフォルトとして示されます。  

TOG4 :  この領域も TOG2 に表示される要素型に応じて一意的な値を取ります。

線形要素を使うと、有界/無界間をトグルできます。円形要素を使うと、イン

/アウト間を切り替えできます。角度要素を使うと、長さ/角度間をトグルで

きます。  

TOG5 :  この領域はとられるヒットの種類を表しています。:  
基礎  

TOG6 : この領域を使うと、理論上のベクトルをヒット向けのアプローチベクト

ルとして用いるかどうかを決定できます。このデフォルトは YES です。NO 
にセットした場合、PC-DMIS は、現在のプローブ位置から理論上のヒットポ

イント (X,Y,Z) を差し引いてアプローチベクトルを計算します。  
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TX,TY,TZ,TI,TJ,TK : これらの数 (TX,TY,TZ) は、理論上の目標ベクトルおよび理

論上のアプローチベクトル (TI,TJ,TK) を表し、ユーザーによる編集が可能で

す。  

TD: 円形要素向けにこの数字は理論上の直径です。  

X,Y,Z,I,J,K: これらの数は編集不可能で、測定されたポイントおよび測定された

アプローチベクトルを表します。  

D:    円形要素向けにこの数は測定された直径です。  

TL: これは長さを有する理論上の長さ要素です。  

L:    これは長さを有する測定された長さ要素です。  

ポイント向けの基礎測定形式  

 

ポイント向けの唯一のヒッ
ト数は 1 です。  

Feature_name=FEAT/POINT, TOG1    
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K  
MEAS/POINT ,TOG3  
HIT/…  
ENDMEAS/  

TOG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  

TOG3= この一覧は PC-DMIS がこの要素を測定するために取らなければならな

いヒット数を一覧化しています。ポイントは 1 ポイントしか有さないので、

この要素向けに値を編集できません。  

...= シングルヒットが楕円で入力されます。  

線向けの基礎測定形式  

 

線向けの 小ヒット数は 2
です。  

Feature_name=FEAT/LINE, TOG1,TOG4    
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K  
MEAS/LINE ,TOG3,TOG7  
...  
ENDMEAS/  
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TOG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

ヒット線はさまざまで、ユーザーが設定したヒット数に基づきます。例、2 
ヒット/基礎線、3 ヒット = 3 ヒット/基礎線。  

TOG4 = この領域は有界/無界間をトグルできます。 バウンドにセットする場合
は、理論上および実際の領域 はベクトル情報を表示しません。しかし代わり

に 1 番目のポイントに沿った 2 番目のポイント向けに XYZ 値を表示します。 
" 線定義形式 " . を参照してください。  

TOG7= この領域はさまざまな参照型間を切り替えます。これには以下が含まれ

ます: FEATURE, 3D, WORKPLANE, XPLUS, YPLUS, ZPLUS, XMINUS, 
YMINUS, ZMINUS.  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

測定された線および作業平面の関係  

測定された線を作成する場合、PC-DMIS は線に対するヒット数を取ると、現在の作業平面に垂

直なベクトルとみなします。  

例えば、現在の作業平面が Z プラス(ベクトル 0,0,1)であり、まとまったパーツがある場合、線

を測定するためのヒットはそのパートの前面や側面等、垂直な面上にある必要があります。  

線要素をパートの上面で測定する場合は、線の方向により、作業平面を X プラス、X マイナス、

Y プラスまたは Y マイナスに切り替える必要があります。  

作業平面の変更方法に関する情報は" 作業平面一覧 " トピックを参照してください。  

平面向けの基礎測定形式  

 

平面向けの 小ヒット数は
3 です。  

Feature_name=FEAT/PLANE, TOG1    
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K  
MEAS/PLANE ,TOG3  
...  
ENDMEAS/  

TOG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  
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TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

ヒット線はさまざまで、ユーザーが設定したヒット数に基づきます。例えば、

3 ヒット = 3 ヒット/基礎線、8 ヒット = 8 ヒット/基礎線。  

...=  可能な限り多くのヒットが楕円で入力されます。  

円向け基礎測定形式  

 

円向けの 小ヒット数は 3
です。  

Feature_name=FEAT/CIRCLE, TOG1,TOG4,TOG6  
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,TD  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K,D  
MEAS/CIRCLE ,TOG3,TOG7  
...  
ENDMEAS/  

TOG1= この領域は RECT / POLR 間をトグルできます。  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

HIT ラインはさまざまで、ユーザーがセットしたヒット数に基づきます。例、

3 ヒット = 3 HIT/BASIC ライン、5 ヒット = 5 HIT/BASIC ライン。  

TOG4 = この領域はイン/アウト間をトグルできます。  

TOG6 = この領域は、利用可能なさまざまな 適化型間を切り替えます。これに

は以下が含まれます: LEAST_SQR, MIN_SEP, MAX_INSC, MIN_CIRCSC, 
FIXED_RAD  

TOG7= この領域はさまざまな参照型間を切り替えます。これには以下が含まれ

ます: FEATURE, 3D, WORKPLANE, XPLUS, YPLUS, ZPLUS, XMINUS, 
YMINUS, ZMINUS.  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

球向けの基礎測定形式  

 

球向けの 小ヒット数は 4
です。  

Feature_name=FEAT/SPHERE, TOG1,TOG4    
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,TD  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K,D  
MEAS/SPHERE ,TOG3  
...  
ENDMEAS/  
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TOG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

ヒット線はさまざまで、ユーザーが設定するヒット数に基づきます。例、4 
ヒット = 4 ヒット/基礎線、7 ヒット = 7 ヒット/基礎線。  

TOG4 = この領域はイン/アウト間をトグルできます。  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

円錐向け基礎測定形式  

 

円錐向けヒットの 小数
は 6 です。  

Feature_name=FEAT/CONE, TOG1,TOG4,TOG5    
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,TL,TD1,TD2  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K,L,D1,D2  
MEAS/CONE ,TOG3  
...  
ENDMEAS/  

TOG1= この領域は RECT / POLR 間をトグルできます。  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

ヒット線はさまざまで、ユーザーが設定したヒット数に基づきます。例、6 
ヒット = 6 ヒット/基礎ライン、11 ヒット= 11 ヒット/基礎線  

TOG4 = この領域はイン/アウト間をトグルできます。  

TOG5 = この領域は長さ/角度間をトグルできます。  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

TD1,TD2 = これらは、円錐の 2 つの理論上の直径です。  

D1,D2 = これらは円錐の 2 つの直径向けに実際に測定された値です。  

円柱向け基礎測定形式  
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円柱向けの 小ヒット数は
6 です。  

Feature_name=FEAT/CYLINDER, TOG1,TOG4,TOG6    
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,TD,TL  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K,D,L  
MEAS/CYLINDER ,TOG3  
...  
ENDMEAS/  

TOG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

HIT 線はさまざまで、ユーザーが設定したヒット数に基づきます。例、6 ヒ
ット = 6 HIT/BASIC ライン、11 ヒット = 11 HIT/BASIC ライン。  

TOG4 = この領域はイン/アウト間をトグルできます。  

TOG6 = この領域は、利用可能なさまざまな 適化型間を切り替えます。これに

は以下が含まれます: LEAST_SQR, MIN_SEP, MAX_INSC, MIN_CIRCSC, 
FIXED_RAD  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

注記: ２行以上を用いた測定された円柱を作成し、 [測定された円柱] ダイログボックスの ヒット

数 を後に変更する場合は、PC-DMIS は同じ行数を保ちます。  

円形スロット向けの基礎測定形式  

 
   

円形スロット向けの 小
ヒット数は 6 です。  

Feature_name=FEAT/SLOT, TOG1,TOG2   
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,SI,SJ,SK,TW,TL  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K,MI,MJ,MK,W,L  
MEAS/SLOT ,TOG3, TOG4  
...  
ENDMEAS/  

T OG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  

TOG2 = この領域はイン/アウト間をトグルできます。  

TX,TY,TZ - 理論上の XYZ  

TI,TJ,TK - 理論上の IJK ベクトル  

SI,SJ,SK - 理論上の IJK スロット ベクトル  
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TW - 理論上の幅  

TL - 理論上の長さ  

X,Y,Z - 実際に測定された XYZ  

I,J,K - 実際に測定された IJK  

MI, MJ,MK - 測定された IJK スロットベクトル  

W - 実際に測定された幅  

L - 実際に測定された長さ  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

ヒット線はさまざまで、ユーザーが設定したヒット数に基づきます。例えば、

6 ヒット = 6 ヒット/基礎線、8 ヒット = 8 ヒット/基礎線。  

TOG4 = この値によって、 参照型 を選択できます。 スロット向けの.  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

 

四角形スロット向けの基礎測定形式  

 

四角形スロット向けの
小ヒット数は 5 です。  

Feature_name=FEAT/SLOT, TOG1,TOG2   
THEO/TX,TY,TZ,TI,TJ,TK,SI,SJ,SK,TW,TL  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K,MI,MJ,MK,W,L  
MEAS/SLOT ,TOG3, TOG4  
...  
ENDMEAS/  

T OG1 = この領域はレクタングル/極間をトグルできます。  

TOG2 = この領域はイン/アウト間をトグルできます。  

TX,TY,TZ - 理論上の XYZ  

TI,TJ,TK - 理論上の IJK ベクトル  

SI,SJ,SK - 理論上の IJK スロット ベクトル  
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TW - 理論上の幅  

TL - 理論上の長さ  

X,Y,Z - 実際に測定された XYZ  

I,J,K - 実際に測定された IJK  

MI, MJ,MK - 測定された IJK スロットベクトル  

W - 実際に測定された幅  

L - 実際に測定された長さ  

TOG3 = この値はユーザーが編集可能で、測定される要素によって決定されます。

ヒット線はさまざまで、ユーザーが設定したヒット数に基づきます。例、5 
ヒット = 6 ヒット/基礎ライン。  

TOG4 = この値によって、 参照型 を選択できます。 スロット向けの.  

...= 可能な限り多くのヒットが必要が楕円で入力されます。  

測定された要素の挿入  
PC-DMIS を使うと、プローブのヒットを認識し正確な要素型を推測して、測定された要素をパ

ーツプログラムに挿入することができます。PC-DMIS が不正確に推測する場合は、希望する要

素向けに 小ヒット数を取っている限り、PC-DMIS に正確な要素を選択させることができます。  

異なる要素型の作成に関する詳細は、PC-DMIS コンフィギュレーション用の説明書類を参照し

てください:  

• PC-DMIS CMM  

以下のトピックの手順は、オフラインモードで作業していることを想定しています。  

特定の測定された要素の種類を挿入させる方法  

PC-DMIS が誤った測定された要素の種類を推測する場合、 [END]を押す前に [測定された要素]
ツールバー またはサブメニューから正確に測定された要素を選択して、希望する種類を挿入す

ることができます。[END]を押すと、PC-DMIS は編集ウインドウに選択された要素を挿入します。  
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測定された要素型の推測  

以下の表は、PC-DMIS が特定の測定された要素およびその要素の寸法型を推測するのに必要と

する 小ヒット数を示しています。  

小

ヒッ

ト数  

要素  次元  

1  ポイント  1 次元  
2  線  2 次元  
3  円  2 次元  
3  平面  3 次元  
6  円柱  3 次元  
6  円錐  3 次元  
4  球  3 次元  

測定されたポイント - ルール:  

• プローブ補正は も近い軸 (X, Y または Z)にあります。これは、ヒットが取られるとき

のマシンの動作方向に基づいて決定されます。常に標準から面までアプローチします。  
• 正確なプローブ補正を得るために、X, Y, Z 軸に垂直な面のみを測定します。  

注記: 他の面 (要素の自動作成)向けに作成ベクトルまたは面上点を使用します。  
• 測定されたポイントは 1 次元です。したがって、次元情報は、1 つの軸(X, Y または Z)の

みに有効です。  

測定された線 - ルール:  

• 測定された線は 2 次元です。したがって、それらは計算目的のためにアクティブな作業

面に依存します。線を測定する前に適切な作業面をアクティブにする必要があります。  
• 測定された線の方向をコントロールします。方向は 初のヒットから 2 番目のヒットに

向かいます。  
• X, Y または Z 軸の次元情報は線の重心から発生します。  

測定された円 - ルール:  

• 測定された円は 2 次元です。したがって、それらは計算目的のためにアクティブ作業面

に依存します。円を測定する前に適切な作業面をアクティブにする必要があります。  
• 90 度の 小の円弧が測定された円を正確に計算するために必要となります。  
• X, Y または Z 軸の次元情報は、円の重心から発生します。直径はデフォルト ( 小二乗)

で、平均直径となっています。  

測定された平面 - ルール:  

• 測定された平面は 3 次元です。したがって、それらは計算目的のためにアクティブ作業

面に依存しません。  
• 平面向けの IJK ベクトルは平面に垂直で、その方向ポイントはパーツのマテリアルから

離れています。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 測定された要素の作成  *  769 

• X, Y または Z 軸の次元情報は平面の重心から発生します。  

測定された円柱 - ルール:  

• 測定された円柱は 3 次元です。したがって、それらは計算目的のためにアクティブな作

業面に依存しません。  
• 円柱向けに IJK ベクトルをコントロールします。 初の円形断面から 2 番目の円形断面

に向かいます。  
注記: 円柱を計算するために用いられるヒットデータを増やすために可能な場合は 3 つの

円形断面を取る必要があります。  
• X, Y または Z 軸の次元情報は円柱の重心から発生します。直径はデフォルト( 小二乗)

で平均です。  

測定された円錐 - ルール:  

• 測定された円錐は 3 次元です。したがって、それらは計算目的のためにアクティブな作

業面に依存しません。  
• 円錐向けの IJK ベクトルをコントロールしません。IJK ベクトルは常に円錐の頂点から

離れています。注記: 円錐を計算するために用いられるヒットデータを増やすために可能

な場合は 3 つの円形断面を取ることを推奨します。  
• X,Y または Z 軸の次元情報は円錐の重心から発生します。  

測定された球 - ルール:  

• 測定された球は 3 次元です。したがって、それらは計算目的のためにアクティブな作業

面に依存しません。  
• 球の頂上にヒットを取ることが不可能な場合があります。このような場合は、3 つの円

形断面を取り、IJK ベクトルは 初の断面から 後の断面に向かいます。  
• X, Y または Z 軸の次元情報は、球の重心から発生します。直径は平均です。  

推測モードの使用  

1. 編集ウインドウにアクセスし、コマンドまたはサマリモードのいずれかを

選択します。  
2. PC-DMIS をプログラムモードに置き、適切なプローブ深度を設定します。  
3. [測定された要素] ツールバーにアクセスし、 [推測モード] アイコンをク

リックします。  
4. 要素を挿入する位置にあるパーツのモデルをクリックします。  

• インポートされたワイヤフレーム CAD モデルを使用している場合は 、PC-
DMIS は選択した要素向けの基準として も近いワイヤを自動的に使用します。  

• インポートされたソリッド CAD モデルを使用している場合は 、マウスの各クリ

ックが個々のヒットとして数えられます。  

5. [END]を押します。PC-DMIS はヒットを認識し、推測された要素を編集

ウインドウに置きます。  
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[推測モード] アイコンおよび 測定された要素 に関する詳細は、" ツールバー使用 " 項 の 測定さ

れた要素ツールバー " トピックを参照してください。  

測定された要素の編集  
PC-DMIS を使うと、編集ウインドウで希望する測定された要素を選択でき、訂正を編集ウイン

ドウに直接できます。 [測定された要素] ダイアログボックスは、編集ウインドウ編集に代わる

ユーザーフレンドリーさを提供するために作成されました。  

[測定された要素] ダイアログボックスを開く方法:  

1. 希望する測定された要素の 初の 4 線内でにカーソルを置きます。  
2. [F9] を押します。  

 

[測定された円の例] ダイアログボックス  

注記: 通常、 [測定された要素] ダイアログボックスは、要素型に基づいて開きます。しかし、カ

ーソルが測定された要素内の一覧化されたヒット(例、HIT/BASIC) に置かれ、 [F9] が押されて

いる場合は、PC-DMIS は代わりに [測定されたヒット] ダイアログボックスを選択されたヒット

向けに表示します。  

[測定された要素]ダイアログボックス説明  

[予測された要素] ダイアログボックスを使うと、選択された予測された要素を編集できます。以

下のトピックで [測定された要素 ダイアログボックス]を説明します。  
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要素名  

[要素名] ボックスを使うと、表示された要素の名称を変更できます。編集ウインドウの要素 ID
をハイライトし、新アイデンティフィケーションを入力し、[ENTER]を押すだけです。PC-DMIS 
を使うと、要素のアイデンティフィケーションを複製できます。したがって、同一の ID を望ま

ない場合は、要素名称変更の使用を推奨します。  

ヒット数  

[ヒット数] ボックスを使うと、特定の要素向けにヒット数を変更できます。  

例: 現在 4 つのヒットが編集ボックスに一覧化されています。ヒットを削除する場合は、要素一

覧の 後のヒット (#4) が削除されます。2 つのヒットが削除される場合は、 後の 2 つのヒット 
(#4 および #3) が削除されます。PC-DMIS は、現在の番号付け割り当てに基づいて残りのヒッ

トを再番号付けします。  

ヒット追加の場合は、PC-DMIS は [ヒット目標] 一覧を 1 つ増やし、ヒット一覧の 後に追加ヒ

ットを表示します。このヒットは、プログラムが実行されるまで、x, y, z, i, j, k のいかなる値も

示しません。このとき、PC-DMIS はオペレータに追加ヒットを取るよう促します。PC-DMIS は
ヒットは等分に隔てられるかどうかを問います。  

1. [Yes] をクリックすると、PC-DMIS はそのヒットを等分に隔てて取りま

す。円錐、球または円柱要素上に PC-DMIS は [レベル] ダイアログボック

スを表示します。このダイアログボックスを用いて、PC-DMIS がヒット

を等分に隔てるのに使用するレベル数を特定できます。デフォルトは 2
です。  

2. [No] をクリックすると、PC-DMIS はヒット値を 0, 0, 0, 0, 0, 1 として表

示します。次に、手動でこれらのヒット値を入力する必要があります。  

 

参照型  

[参照型] 一覧は、測定された要素が 3 次元であるかどうか、現在の作業面に投影されるかどうか、

特定の面に投影されるかどうか、別の要素に関連して投影されるかどうかをコントロールします。

これは要素の 終特性がいかに派生するか数学的に影響を及ぼします。  

適化数学型  

この [ 適化数学型] 一覧は、要素測定に用いられる数学アルゴリズムの種類を示します。 
LEAST_SQR は標準の 適化方法です。  

レガシー 真円度 と 円筒度 の直径および 位置 直径の RN 線向けの、要素ソリューションは直径

を計算するために用いられます。しかし、 小分離、 大内接、 小外接、または固定半径回帰

アルゴリズムを用いて、要素を解決することが選択できます。  
一方、  
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FCF 真円度および円筒度寸法は、Y14.5 標準によって要求されるので、チェビシェフ アルゴリ

ズム ( 小/ 大) を用いて計算されます。計算の変更のため、真円度および円筒度 FCF 直径は、

通常レガシー値よりもわずかに小さい値として計算します。  

これらの種類に関する説明は、" 要素の自動作成 " 項 の" 計算一覧 "を参照してください。  

ヒット目標再生  

[ヒット目標再生] チェックボックスはこの要素の [ヒット/基礎] コマンドを再生するので、そ

れらは [理論上の要素] エリアから変更されたデータを用いて更新されます。  

実績値にコピー  

[実績値にコピー] チェックボックスは、ダイアログボックスの [理論上の要素] エリアでなされ

た変更を複写し、同様の変更を実際に測定されたデータに適用します。  

 

座標系  

[座標系] エリアを使うと、長方形および極座標間を選択できます。長方形オプションが選択され

る場合は、すべてのポイントはデカルト系 (x, y, z) で表示されます。極が選択される場合は、す

べてのポイントは極系 (x_radius, y_angle, z_height) で表示されます。ベクトルは変更しません。  

角度定義形式  

角度形式が表示される場合は、PC-DMIS を使うと長さと角度の間を選択できます。  

• 長さオプション は、２つの円の直径を表示します。さらに 2 つの円間の

長さも表示します。  
•  [角度]オプション は、ポイントの公称値 (x, y, z) およびベクトル (i, j, k) 

を表示します。さらに角度値も表示します。  

円形要素型  

円形要素が表示される場合は、PC-DMIS を使うとインおよびアウト間を選択できます。  

線定義の形式  

線の要素が表示される場合、PC-DMIS を使うと、 [線定義の形式] エリアで、有界または無界オ

プションを選択できます。  

[有界] を選択すると、PC-DMIS は下記のように 理論上の要素 エリアに線を作成する 2 つの終了

点を表示します:  
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X, Y, Z  

および  

X2 Nom, Y2 Nom, および Z2  

有界線向けに、 長さ 値はグレー表示され、修正に利用できません。  

[無界] を選択すると、PC-DMIS は以下のように理論上の要素エリアに線の公称値情報を表示し

ます:  

X, Y, Z, および 長さ  

および  

I Nom, J Nom,  および K  

 

理論上の要素  

このエリアは要素向けの理論上のデータを含んでいます。このデータは、変更して [OK] をクリ

ックして、更新できます。これは理論上のデータのみを更新することに注意してください。ヒッ

トと実側データに影響を及ぼすのを希望する場合は、 [ヒット再生]   および [実際値にコピ

ー]  チェックボックスを選択します。  

ヒット目標  

サポートされた要素:  
測定された円  
測定された円柱  
測定されたポイント  
測定された平面  
測定された球  
測定された線  
測定された円錐  

サポートされた測定された要素向けに [ヒット目標] ボタンを使う

と、この要素のためにヒットのビューおよび変更が可能です。  

[ヒット目標] ボタンをクリックして、 [要素ヒット目標] ダイアログ

ボックスを開きます。  

 

[要素ヒット目標]ダイアログボックス  
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このダイアログボックスは行によってヒット データを一覧化しています。行左の数は、ヒット

の順序を示しています。行をダブルクリックして、結果として生じる [測定されたヒット] ダイ

アログボックスの値を編集してヒット データを変更できます。  

さらに [要素ヒット目標] ダイアログボックスはグラフィック表示ウインドウを用いて、ヒット 
データのビューおよび編集もできます。 [要素ヒット目標] ダイアログボックスが開いている限

り、以下のことが可能です:  

• 赤矢印を用いて個別ヒットを見る。 [要素ヒット目標] ダイアログボック

スに一覧化されたヒットデータを用いて任意の行をクリックすると、グラ

フィック表示エリアの関連矢印が赤に変わります  

   
• 各ヒットをクリックおよびドラッグして新しい位置に置きます。 [グラフ

ィック表示] エリアの赤矢印を選択し、それを新しい位置にドラッグして、

ヒットを移動させることができます。マウスをリリースして、ヒットをそ

のポイントに置いて、データを計算し、 [要素ヒット目標] ダイアログボ

ックス.を更新します。  
 

 
• 新ヒットの挿入 さらに新ヒットを既存の要素に挿入することもできます。

ヒット一覧内の位置を選択し、任意の希望するヒットを取ります。[END]
を押すと、PC-DMIS はヒットを現在の位置に挿入するかどうかを問いま

す。 [Yes] を選択すると、PC-DMIS は新ヒットを現在の要素の位置に挿

入します。 [No] を選択すると、PC-DMIS は挿入カーソルをパーツプロ

グラム(通常、編集ウインドウの現在の要素の直下)の次に有効な位置に移

動し、新要素を作成します。  

注記 [要素ヒット目標] ダイアログボックスおよび編集ウインドウ内のデータは、これらの方法

を用いて変更する際に同時には更新されません。ダイアログボックスを閉じて再び開いて、変更

されたヒットデータを確認する必要があります。  

ヒット削除ボタン  

要素の自動作成ダイアログボックス内の [ヒット削除] ボタンは、サポートされた要素の自動作

成を編集する際にのみ使用可能となります。既存のヒットを削除するには、ヒットを選択し、 
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[ヒット削除] .をクリックします。PC-DMIS はダイアログボックスおよびパーツプログラムから

ヒットを削除します。" 要素の自動作成 " 項 の"ヒットボタン表示"トピックを参照してください。  

[測定されたヒット]ダイアログボックスの説明  

 

[測定されたヒット]ダイアログボックスの例  

[測定されたヒット] ダイアログボックスを使うと、測定された要素の個々のヒットを編集できま

す。このダイアログボックスにアクセスするには、編集ウインドウ内の基本ヒットの 1 つを選択

し、[F9]を押します。以下の項目が編集できます:  

• ヒットの種類  
• X, Y, Z 位置  
• さまざまなベクトル  
• 隔たり  
• インデント  
• 深さ  
• 面ごとのヒット  

特定のヒットの種類を選択しないと利用できない項目があります。選択された予測された要素向

けのヒット データを更新するには、このダイアログボックスの値を編集して、 [OK] をクリック

します。  

プロービングで基礎ヒット編集:  

オンラインモードでパートをプロービングまたは、 [測定されたヒット] ダイアログボックスを

用いてオフラインモードで CAD をクリックで、基礎ヒットを更新することもできます。 PC-
DMIS は新しい結果を用いてダイアログボックスを自動的に更新します。  

基礎ヒット向けに、以下の検査ボックスが表示されます:  

アプローチベクトルとして理論上の

ベクトルを使用  
このチェックボックスを使うと、理

論上のベクトルをアプローチベクト

ルとして使用すべきかどうかを特定
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できます。選択されない場合、PC-
DMIS は、現在のプローブ位置から理

論上のヒットポイント (X,Y,Z) を差し

引いて、アプローチベクトルを計算

します。  
実行中のヒットの理解  このチェックボックスを使うと、パ

ーツプログラム実行中に基礎ヒット

を再理解すべきかどうかを PC-DMIS 
を特定します。  

推測された測定された要素のオーバーライド  
[オーバーライド]  サブメニューを使うと、推測された要素の型を変更できます。例えば、測定

を試みた 後の要素が円で、PC-DMIS がその円を平面と推測した場合、このオプションを要素

を適切な型に変換するために使用できます。推測された要素をオーバーライドする場合は、他の

要素を作成する前に行う必要があります。  

要素オーバーライドの使用方法:  

1. 編集ウインドウにアクセスします。  
2. 編集ウインドウの不正確な要素にカーソルを置きます。  
3. 編集 | 推測オーバーライド サブメニューにアクセスして、オーバーライ

ド過程を開始します。  
4. 正確な要素の種類を選択します。  

編集ウインドウで要素の変更がなされるのがわかります。  

測定された要素セットの作成  
[挿入 | 要素 | 測定された | 要素セット メニュー項目は、測定された要素セットコマンド (ポイン

トセットとも呼ばれる)を編集ウインドウに挿入します。このコマンドは、平均 (および望ましく

はより正確な) ポイント測定値を得るために、同じポイントを定義された回数で測定するシング

ルポイントのスキャンを作成します。  

ポイントセットは、リープフラッグ アラインメント オペレーションが手動アームマシンで実行

される際に入力として も頻繁に使用されます。詳細は" アラインメントの作成と使用 " 項 の リ
ープフロッグ オペレーションの実行 " を参照してください。  

コマンドモードでは、測定された要素セットは以下のようになります:  

SCN1       =FEAT/SET,RECT  

            THEO/0,0,0,0,0,1  

            ACTL/0,0,0,0,0,1  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 測定された要素の作成  *  777 

            MEAS/SET,0  

            ENDMEAS/  

 

カーソルをこのコマンド内に置いたまま[F9]を押すと、 [測定されたセット] ダイアログボックス

が表示されます:  

 

[測定されたセット]ダイアログボックス  

このダイアログボックスに関する情報は、" 測定された要素の編集 " トピックを参照してくださ

い。このダイアログボックスは、すでに該当トピックで説明済みの多数の同じ項目を含んでいま

す。  

測定された要素セット (ポイントセット) の作成方法:  

1. 挿入された測定要素セットコマンド上で[F9]を押します。  
2. ダイアログボックスに、ポイントの理論上の XYZ 位置および IJK べクト

ルを入力します。  
3. [ヒット数]ボックスで、PC-DMIS にこのポイントをとらせたい測定数を特

定します。数が多いほど、より良い平均を得ることができます。  
4. 必要に応じて他のオプションを選択します。  
5. [OK] をクリックします。PC-DMIS は編集ウインドウのコマンドを変更し

ます。  

例えば、5 反復を用いた終了ポイントセットスキャンは以下のようになります:  

SCN1       =FEAT/SET,RECT  

            THEO/107,11,21,0,0,1  

            ACTL/0,0,0,0,0,1  

            MEAS/SET,5  

            HIT/BASIC,NORMAL,107,11,21,0,0,1,0,0,0,USE THEO = YES  
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            HIT/BASIC,NORMAL,107,11,21,0,0,1,0,0,0,USE THEO = YES  

            HIT/BASIC,NORMAL,107,11,21,0,0,1,0,0,0,USE THEO = YES  

            HIT/BASIC,NORMAL,107,11,21,0,0,1,0,0,0,USE THEO = YES  

            HIT/BASIC,NORMAL,107,11,21,0,0,1,0,0,0,USE THEO = YES  

            ENDMEAS/  
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既存要素から新要素の構

築 
既存の要素から新要素の作成: はじめに  
必要とされるエレメント上でプロービングが不可能な場合 (例、２つのエッジの交点)の場合は、 
挿入 | 要素 | 作成 サブメニューを使用します。.  

このメニューからのアイテムを用いると、既存の要素（既にプローブされたか、あるいは作成さ

れた要素）から要素（ポイント、線、円など）を作成できます。 ユーザーインターフェースを

ナビゲートする " 項 に、入力用度を特定するいくつかの方法が説明されています。入力用度を特

定するいくつかの方法は、" CAD 表示を編集する " 項 の" グラフィックス表示ウインドウを使用

して要素を選択する "トピックを参照してください。  

要素は、ダイアログボックスまたは編集ウインドウの要素を選択することで作成できます (" 編
集ウインドウから要素を作成する方法 " および " [作成]ダイアログボックスを使って要素を作成

する方法 ")を参照してください。 他の要素から要素を作成するための特別ルールは、該当する

項に説明されており、両方の作成方法を適用します。デフォルトの要素作成方法は 自動 です。

この場合、PC-DMIS は、入力要素に基づいて 適の作成型を自動的に決定します。選択順序は

（特に断りのない限り）通常は重要ではありません。重要なのは、正しい要素型を選択すること

だけです。 例えば、線とスロットの交点を作成するには、必要な線とスロットを選択するだけ

です。PC-DMIS は、線がスロットと交差するポイントを作成します。  

文書化されたコンベンショ
ンは、単に 編集ウインド

ウ .に適用されているルール
に慣れるためのものです。
実際の編集レポートは、す
べて l 大文字 で表示されま
す。  

編集ウインドウ内に作成された:ポイントを表示するコマンド行の

例:  

CONSTR/POINT, INTOF, line_id, slot_id  
または CONSTR/POINT, INTOF, slot_id, line_id.  

この 項 で述べられている主要トピックは以下の通りです:  

• 一般コマンド形式の理解  
• 要素を理論上に特定  
• ポイント要素の作成  
• 円要素の作成  
• 楕円要素の作成  
• 球要素の作成  
• 線要素の作成  
• 円錐要素の作成  
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• 円筒要素の作成  
• 平面要素の作成  
• スロット要素の作成  
• 曲線の作成  
• 面の作成  
• 一連の要素の作成    
• フィルタセットの作成  
• 調整したフィルタの作成  

編集ウインドウから要素を作成する方法  

3. 編集ウインドウ( ビュー | 編集ウインドウ )にアクセスします。  
4. 編集ウインドウ内で、カーソルを要素を作成する箇所に置きます。  
5. 適切なテキストに従ってコマンド CONSTR/.. を入力します。(上記の作

成されたポイント向けのコマンドラインの例を参照してください)  

[作成]ダイアログボックスを用いて要素を作成する方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 サブメニューを選択します。  
2. 作成される要素型を選択します。利用可能なオプションは以下の通りで

す:  

• ポイント  
• 円  
• 楕円  
• 球  
• 線  
• 円錐  
• 円柱  
• 平面  
• スロット  
• 曲線  
• 面  
• 要素のセット  
• フィルタセット  

1. ダイアログボックス内で、入力要素の選択が完了したら、 [作成] ボタン

を選択します。  

PC-DMIS は要素を作成して、スクリーン上に要素を表示します。さらに 編集ウインドウ 内に要

素の中点を表示します。PC-DMIS は、 ダイアログボックス を開いたままで、ダイアログボック

ス内に新たに作成された要素を加えて、要求された要素を作成します。この方法を用いると、新

たに作成された要素に基づいたマルチプル要素を作成することが可能となります。  
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一般コマンド形式の理解  
編集ウインドウ内で、作成された要素のすべてが以下の形式で表示されます。多少のバリエーシ

ョンがあるため、さらなる詳細が後の項で説明されます。  

実際の編集レポートはす
べて CAPS を用いて表示
されます。    

例 :  

Feature_name=FEAT/TYPE OF FEATURE,TOG1,.....  
THEO /x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,......  
ACTL /x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,......  
CONSTR/TOG2,TOG3,......  

 

feature_name:  要素名。これはユーザーが編集可能な領域です。  

要素型:  この領域は、要素型を示します。この要素型は、TOG2 と同じですが、

編集可能ではなく、トグル領域ではありません。  

...... :        これは、後に起こるものが各要素に一意的であることを示しています。 
これは、 . マニュアルヘルプ ファイル の必要エリアでさらに詳しく説明され

ます。  

TOG1:   この領域は、すべての要素に存在し、直交/極の間を切り替えることが

できます。要素が直交の場合は、すべてのポイントはデカルトシステム(x、y、
z)で表されます。領域が極の場合は、すべてのポイントは極系 (x_radius, 
y_angle, z_height) 内に表示されます。ベクトルは変更されません。  

TOG2:   この領域はすべての要素に存在し、以下の値をとる種類の異なる要素間

の切り替えができます。  

円 / 円錐 / 円柱 / 線 / 平面 / ポイント / 球 / 曲線 / 面 / セット /  

        ポイントは、コマンド線の作成が、パーツプログラムで初めて開かれたと

きの、デフォルトの要素型です。次いで、このデフォルトの要素型が、 後

に作成された要素型になります。  

TOG3:   この領域もすべての要素に存在しますが、要素型によって一意的な値を

とります。(追加情報としての特定要素型を参照してください)  

ダイアログボックスにアクセス  

編集ウインドウの要素が作成された[対応する作成]ダイアログボックスにアクセスする方法:  
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• 編集ウインドウを開いておいてください。  
• 編集ウインドウで 要素名をクリックします。  
• [F9]を押します。[作成]ダイアログボックスが表示されます。  

このダイアログボックスを用いて、希望する変更を行うことができます。 [作成] をクリックし

た際は、更新された変更が編集ウインドウで実行されます。  

デシマル プレースメント コンベンション  

作成された要素向けのデシマル プレース コンベンションに関する以下の情報に注意してくださ

い:  

• ベクトルのすべて(i_vect, j_vect, k_vect) は、デシマルの右に 大５箇所

で表されます。  
• 長さと距離のすべて(x_cord、y_cord、z_cord、直径、高さ、長さなど)は、

デシマルの右に 大５箇所で表されます。  
• 角度はすべてデシマルの右の 大５箇所で表されます。  
• デシマルプレースがゼロの場合は、その数字は整数として表されます。  

注記: デシマルプレースは、 [セットアップ] ダイアログボックスの ディメンション タブ (F5) で
変更できます。デシマルプレースリミットを設定するには、編集ウインドウに[正確に表示]コマ

ンドを挿入します。このコマンドに続くすべての要素は、特定されたデシマルプレースの数と一

致します。  

 

要素を理論的に特定  
PC-DMIS の 4.2 バージョン以降は、作成された大半の要素向けに理論上の情報を特定する機能

を提供しています。従来 PC-DMIS は、作成された要素向けの理論上の値を計算するために入力

要素から理論上の値を使用しました。しかし、ある環境ではこの結果を希望しない場合が考えら

れます。作成された要素により柔軟性を持たせるために、従来の動作を無効にして、この要素向

けに理論上の値を特定することが可能となっています。  

[作成された要素]ダイアログボックスの下に、新しい 理論上の要素 エリアがあります。このエリ

アは、 [理論上の特定] チェックボックスを選ぶまでは選択には利用できません。これにより、

そのエリアの他のアイテムが有効となり、特定の理論上の値を用いた入力要素から計算された理

論上の値を無効にすることができます。  
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[理論上の要素]エリア  

[理論上の要素] エリアに表示されるアイテムは、作成する要素によって変化します。各要素は

低 X 、 Y 、 、 Z ボックス (位置) および I 、 J 、 、 K ボックス (方向) を表します。円、スロッ

ト、円錐などの特徴的な大きさの要素向けとして、追加アイテムがこのエリアに表示されます。  

理論上の要素を無効にする方法  

従来の方法から新しい理論上のオーバーライドに既存の要素を変更する方法:  

1. [F9] を押して、要素を開きます。作成された要素向けのダイアログボッ

クスが現れます。  
2. [理論上の特定] チェックボックスを選択します。 [理論上の要素] エリア

が編集に使用可能となります。  
3. 利用可能のアイテムを編集して、理論上の値を変更します。  
4. 終了後は [作成] ボタンをクリックします。  

代替方法として、適切な領域を変更して、編集ウインドウから要素を変更も可能です。  

• コマンド モード で 要素の 初の線の 後の領域を YES に設定し、手動

で理論上の線に値を入力できます。  

 

コマンドモードに作成された要素の例  

• サマリ モード で ユーザー理論上の特定 値を YES に設定し、 理論上の 
グループ を修正します。  
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コマンドモードに作成された要素の例  

 

PC-DMIS に入力要素 (従来の方法) に基づいて要素情報を自動的に計算させるには、ダイアログ

ボックスの 特定理論上の特定 検査ボックスを消去するだけで可能となります。要素はこれに応

じて更新されます。  

理論上の要素値を編集を実行すると、PC-DMIS は、測定された値および関連次元の理論上の値

を更新したいかどうか聞いてきます。これを PC-DMIS は標準的に実行します。  

作成された要素はこの性能を有しますが、以下の要素は例外となります:  

• 曲線  
• 面  
• フィルタ  
• セット  
• フィルタの調整  
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ポイント要素の作成  

 

[ポイントの作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を使ってポイントを作成する方法はいくつかあります。以下の表は、作成されたポイ

ントのさまざまな種類を、必要な入力とともに、一覧表にしています。入力の必要のない要素も

ありますが、３つまたはそれ以上の入力が必要な要素もあります。表内の用語' 任意' i は、作成

用の入力として 任意 の種類の要素が利用できることを示しています。PC-DMIS を使うと、要素

を任意の順序で選択することが可能です。  

要素の種類の

作成  
編集ウイン

ドウ内の記

号  

# 入力要

素の番

号  

要素 #1: 要素 #2: 要素 #3: コメント  

ポイントのキ

ャスト  
キャスト  1  任意  -  -  入力要素の重

心でポイント

の作成  
コーナーポイ

ント  
コーナー  ３  平面  平面  平面  3 つの平面の

交点でポイン

トの作成  
ドロップポイ

ント  
ドロップ  2  任意  円錐、 

円柱、 
線、  
スロッ

ト  

-  １番目の要素

が２番目の線

要素に落とさ

れます  

ポイントの交

差  
INTOF  2  円、  

円錐、 
円柱、 

円、  
円錐、 
円柱、 

-  ２つの要素の

線属性の交点

でポイントの
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線、  
スロッ

ト  

線、  
スロッ

ト  

作成  

中点  中  2  任意  任意  -  入力の重心の

間に中点の作

成  
オフセットポ

イント  
オフセット  1  任意  -  -  X、Y、Z に対

応する３つの

オフセットを

必要としま

す。  
原点ポイント  原点  0  -  -  -  原点のアライ

ンメントでポ

イントの作成  
貫通点  貫通  2  円錐、 

円柱、 
線、  
スロッ

ト、  
円  
楕円  

円錐、 
円柱、 
平面、 
球、  
円、  
楕円  

-  feat_1 が

feat_2.の面を

貫通するポイ

ントの 作成 。
これには選択

する順序が重

要となりま

す。１番目の

要素が線の場

合は、方向が

重要となりま

す。  
ベクトル距離

ポイント  
VECT_DIST 2  任意  任意  -  ２つの入力要

素の線に沿っ

て、２番目の

要素からの距

離でポイント

の作成  
ポイントの投

影  
PROJ  1 または

2  
任意  平面  -  １つの入力要

素がポイント

を作業平面に

投影します。  

注記: 不適当な要素の種類を選択する場合は、PC-DMIS が、"[要素]を作成できません。入力要素

の組み合わせを承認できません"とステータスバーに表示します。  

ポイントの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイントの作成] ダイアログ

ボックスにアクセスします。  
2. 希望する要素を入力します。  
3. 作成方法を選択します。利用可能なオプションは以下の通りです:  
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• ポイントのキャスト  
• コーナーポイント  
• ドロップポイント  
• ポイントの交差  
• 中点  
• オフセットポイント  
• 原点ポイント  
• 貫通点  
• ベクトル距離ポイント  
• ポイントの投影  

4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではサンプルが  次のように記述されます:  
feature_name=FEAT/POINT,TOG1  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
CONSTR/TOG2,TOG3,......\  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

TOG1= 極または直交  

TOG2 = ポイント  

TOG3 = CAST / CORNER / DROP / INTOF / MID / OFFSET / ORIG / PIERCE / PROJ  

編集ウインドウに表示される 初の３本の線は作成されたすべてのポイントのために同じとなり

ます。４番目の線は作成される要素によって若干異なります。カーソルを[TOG3]に合わせて、

[F7]または[F8]を押すと、異なる種類のポイントの間を切り替えできます。(" 編集ウインドウを

使用する " 項 .の" コマンド モード キーボード機能 "を参照してください)  

２またはそれ以上の要素がある場合は、PC-DMIS が自動的に入力要素に必要な順序を決定しま

す。これにより測定過程の正確さが向上します。  

自動はデフォルトの作成方
法となっています。このオ
プションは自動的に入力要
素を用いてポイントを作成
する 適の方法を決定しま
す。" 自動ポイント作成" を
参照してください。  

以下はポイント作成用に利用可能なオプションを説明しています。

ポイントのキャストの作成  

ポイントは任意の既定入力をポイントに変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心で

ポイントを作成します。  
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ポイントのキャストの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイント作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします  。  
2. オプション一覧から [キャスト] オプションを選択します。  
3. 任意の要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/POINT,CAST,feat_1  

 

円からキャストポイントの作成  

頂点の作成  

ポイントは 3 つの平面から作成できます。PC-DMIS は交点にポイントを作成します 。作成され

た頂点のベクトルは、2 番目の入力ベクトルから 3 番目のベクトルへのクロス積です。  

頂点の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイント作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします  。  
2. オプション一覧から [頂点] オプションを選択します。  
3. 3 つの異なる平面を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/POINT,CORNER,feat_1,feat_2,feat_3  
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３つの平面 から 頂点の作成  

 

3 つの平面 (平面 1, 
平面 2, 平面 3)の交点

で作成されたポイン

ト  

 

ドロップポイントの作成  

ポイントは任意の要素および線 (円錐、円柱またはスロット)から作成できます。PC-DMIS は、

初の要素の重心を 2 番目の要素上に落とします。"落とされた" ポイントは、線、中央線または

平面に垂直な線上に落とされます。2 本の線要素が選択される場合、PC-DMIS は 初の線要素

の重心を 2 番目の線要素上に落とします。  

注記: この作成方法では、正確な順序で要素型を選択する必要があります。  

ドロップポイントの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイント作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします  。  
2. オプション一覧から [ドロップポイント] オプションを選択します。  
3. 初の要素を選択します。任意の型を選択できます。  
4. 2 番目の要素を選択します。円錐、円柱、線またはスロットである必要が

あります。  
5. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されま

す:    
CONSTR/POINT,DROP,feat_1,feat_2  



Wilcox Associates, Inc. 

790  *  既存要素から新要素の構築 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 

円および線からドロップポイントの作成  

 

- ポイ

ント

は通

常、

円 
CIR1 
(指定

され

たポ

イン

ト) を
線 
LINE1
に投

影し

て作

成さ

れま

す。  

 

注記: 入力要素の 1 つとしてスロットを選択する場合、PC-DMIS は、スロット法線ベクトル (3.2 
バージョンおよびそれ以前の PC-DMIS はスロット法線ベクトルを使用)の代わりにこのポイント

を作成する際に、スロット中央線ベクトルを使用します。旧スロット法線ベクトルを使用したい

場合は、PC-DMIS 設定エディタに [ユーザーレガシースロットベクトル] エントリ向けの値を

修正する必要があります。レジストリエントリの変更についての説明は、"レジストリエントリ

の修正"項を参照してください。  

交点の作成  

ポイントは線 (円、円錐、円柱またはスロット) と線 (円、円錐、円柱またはスロット)に作成でき

ます。ポイントは 2 つの要素が交差する線 (中央線) に作成されます。さらに 2 つの円要素また

は線および作成された曲線を交差することも可能です。  
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2 本の線から交点の作成  

- 2
本

の

線 
(線
1 
と

線
2)
か

ら

作

成

さ

れ

た

ポ

イ

ン

ト  

 

円を線で交差または貫通したい場合は、" 貫通点の作成 "を参照してください。  

交点の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイント作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします 。  
2. オプション一覧から [交差] を選択します。  
3. 次の型 (円、円柱、線、スロット、曲線)から 2 つの要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されま

す:    
CONSTR/POINT,INTOF,feat_1,feat_2  

2 つの要素が交差しない場合は、ポイントは明確な交点で 2 つの要素間の中途に作成されます。

つまり、交点は 2 つの入力要素をつなぐ 短の線の中点となります。  
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交差しない 2 本の線から交点の作成  

2 つの円要素を交差でき、両者が同じ (または似通った) ベクトルを有する限り、PC-DMIS は交

点の 1 つで作成されたポイント要素を作り出します。 [作成されたポイントモード] ダイアログ

ボックスの選択された入力要素の順序を切り替える場合、PC-DMIS は他の交点にポイントを作

成します。  

作成された曲線を用いて線要素を交差できます。線と曲線は交点が計算される現在の作業平面に

初に投影されます。交点がない場合は、エラーメッセージが表示されます。たとえ多数の交点

がある可能性が生じても、曲線の開始に も近いポイントがレポートされます。他の交点を得る

には、曲線を再分割して副曲線上の交点を計算することが可能です。  

注記: 入力要素の 1 つとしてスロットを選択する場合は、PC-DMIS は、スロット法線ベクトル 
(3.2 バージョンおよびそれ以前の PC-DMIS はスロット法線ベクトルを使用)の代わりにこのポイ

ントを作成する際にスロット中央線ベクトルを用います。旧スロット法線ベクトルを使用する場

合は、PC-DMIS 設定エディタの [UseLegacySlotVector] エントリ向けに値を修正する必要

があります。この方法の詳細は、" レジストリの修正 " 項 を参照してください。  

中点の作成  

ポイントは方向を有さない任意の２つの要素から作成できます。PC-DMIS は、２つの入力要素

の重心の間に中点を作成します。  

中点の作成方法  

• 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイントの作成] ダイアログ

ボックスにアクセスします。  
• オプションの一覧から [中点] オプションを選択します。  
• 任意の２つの要素を選択します。  
• [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:    
CONSTR/POINT,MID,feat_1,feat_2  

 

２つの円から中点の作成  

A - ２つの

円、円 1 と
円 2 の中間

に作成され

るポイント  
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オフセットポイントの作成  

ポイントは任意の入力要素から特定された距離を作成できます。  

オフセットポイントの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイント作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします 。  
2. オプション一覧から [オフセットポイント] オプションを選択します。  
3. オフセットポイントが作成される要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

原点からオフセットポイントを作成するには、 [原点で] オプションを選択しま

す。 特定要素に関連するオフセットを作成するには、希望する要素を選択し、

X, Y および Z オフセットに入力します。  

XYZ オフセット  

 

これらの領域を使うと、X、Y、Z 軸向けのオフセット距離に入力することが可能となります。こ

のオプションは、 [オフセット] オプションが 初に選択された場合のみ、利用可能です。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されま

す:    
CONSTR/POINT,OFFSET,feat_1,dx,dy,dz  

原点にポイントの作成  

ポイントは現在のアラインメント原点で作成できます。  

原点ポイントの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイントの作成] ダイアログ

ボックスにアクセスします。  
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2. [原点で] オプションを選択します。  
3. いずれの入力要素も選択 しない でください。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションは次のように記述されます:  
CONSTR/POINT,ORIG  

 

原点にポイントの作成  

A - 原点 
(0,0,0)に作成

されたポイン

ト。  

 

貫通点の作成  

ポイントは線（円、円錐、楕円、スロット、円柱）および円、楕円または平面（円錐、円柱、球

状）を用いて作成できます。PC-DMIS は、feat_1 が feat_2 の表面を貫通するポイントを作りま

す。  

注記: この作成方法では、正しい順序で要素型を選択しなければなりません。  

1. 貫通された要素が円または楕円の場合は、PC-DMIS は、中央線に関する

円柱状の外周を作り、貫通点を作成します。２つの類似した要素（例えば

２つの円柱）が提供される場合は、PC-DMIS は１番目の要素で２番目の

要素を貫通します。  
2. 貫通される要素が球、円、円錐、円柱の場合、貫通点は貫通入力要素が

初に貫通されたエレメントの面と交差する箇所に作成されます。 初の交

差点は、その線の方向によって決定されます。線が定義された方向の理解

が重要となります。ポイントの作成に失敗した場合は、新しくフリップさ

れた線を作成して(" 線の方向の変更 "を参照してください)、ポイントを作

成します。  

貫通点の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイントの作成] ダイアログボック

スにアクセスします。  
2. [貫通] オプションをオプションの一覧から選択します。  
3. １番目の要素を選択します。円錐、円柱、線、スロット、円、楕円のいずれかで

ある必要があります。  
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4. 2 番目の要素を選択します。楕円、円、円錐、円柱、平面、球のいずれかである

必要があります。  
5. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/POINT,PIERCE,feat_1,feat_2    

 

線および球から貫通点の作成  

A - 
線と

球の

交点

で作

成さ

れた

ポイ

ント  

B - 
球要

素  

C - 
線 
(方向

に注

意し

てく

ださ

い)  

 

ベクトル距離ポイントの作成  

ポイントは、２つの入力機能から作成された想像上の線に沿った特定の距離で、作成できます。

PC-DMIS は、１番目の入力から２番目の入力に沿ったポイントを、２番目の入力から特定の距

離に作成します。   

例えば、入力した２つの要素の順序がポイント 1 とポイントで、距離を 10mm と定義した場合

は、PC-DMIS は以下のようにポイント(ポイント 3)を作成します:  

 

作成されたベクトル距離ポイント、ポイント 3、入力要素ポイント 1 およびポイント 2 から作成  
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ベクトル距離ポイントの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイントの作成] ダイアログ

ボックスにアクセスします。  
2. オプションの一覧から ベクトル距離 オプションを選択します。  
3. １番目の要素を選択します。  
4. ２番目の要素を選択します。  
5. [距離] ボックスで距離を特定します。負の値を入力して、２つの入力要素

の 間 にポイントを作成できます。  
6. [作成] ボタンをクリックします。PC-DMIS は、１番目の要素から２番目

の要素に沿って、２番目の入力要素から特定の距離にポイントを作成しま

す。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/POINT,VECT_DIST,feat_1,feat_2,distance  

投影されたポイントの作成  

ポイントは任意の要素と平面から作成できます。PC-DMIS は、平面がポイントと交差するポイ

ントを投影します。 入力要素が１つしかない場合は、作業平面が投影されます。  

投影されたポイントの作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | ポイント を選択して、 [ポイントの作成] ダイアログ

ボックスにアクセスします。  
• オプションの一覧から [投影] オプションを選択します。  
• どちらに投影ポイントを作成する、から要素を選択します。  
• [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/POINT,PROJ,feat_1,(feat_2)  

 

 

ポイントと平面から投影されたポイントの作成  

A - ポイントから作

成された投影された

ポイント、ポイント

1、と平面、平面 1。  
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自動ポイント作成  

以下の表は特定の入力が選択され[自動]オプションが選択される際に作成されるポイント型を示

しています。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な入力要素が選択される場合、

PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

PC-DMIS に自動的に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

5. [ポイント作成] ダイアログボックス  にアクセスします。  
6. オプションの一覧から [自動] オプションを選択します。  
7. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
8. [作成] をクリックします。  

入力要素  作成  
任意の 1 要素 =  ポイントのキャ

スト  
円 + 円 =  中点  
円 + 円錐 =  落下点  
円 + 円柱 =  落下点  
円 + 楕円  中点  
円 + 線 =  貫通点  
円 + 平面 =  ポイントの投影

円 + セット =  中点  
円 + スロット =  中点  
円 + 球 =  中点  
円錐 + 円錐 =  ポイントの交差

円錐 + 円柱 =  ポイントの交差

円錐 + 楕円  落下点  
円錐 + 平面 =  ポイントの貫通

円錐 + セット =  落下点  
円錐 + スロット =  ポイントの交差

円柱 + 楕円  落下点  
円柱 + 平面 =  貫通点  
円柱 + セット =  落下点  
円柱 + スロット =  ポイントの交差

楕円 + 楕円  中点  
線 + 円錐 =  ポイントの交差

線 + 円柱 =  ポイントの交差

線 + 楕円  落下点  
線 + 線 =  ポイントの交差

線 + 平面 =  貫通点  
線 + セット =  落下点  
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線 + スロット =  ポイントの交差

線 + 球 =  落下点  
平面 + 楕円  ポイントの投影

平面 + 平面 =  ポイントの投影

平面 + セット =  ポイントの投影

3 ポイント =  頂点  
ポイント + 円 =  中点  
ポイント + 円錐 =  落下点  
ポイント + 円柱 =  落下点  
ポイント + 楕円 =  中点  
ポイント + 線 =  落下点  
ポイント + 平面 =  ポイントの投影

ポイント + ポイント =  中点  
ポイント + セット =  中点  
ポイント + スロット =  中点  
ポイント + 球 =  中点  
セット + 楕円  中点  
セット + セット =  中点  
スロット + 楕円  中点  
スロット + 平面 =  ポイントの投影

スロット + セット =  中点  
スロット + スロット =  ポイントの交差

球 + 円錐 =  落下点  
球 + 円柱 =  落下点  
円柱 + 楕円  中点  
球 + 平面 =  ポイントの投影

球 + セット =  中点  
球 + スロット =  中点  
球 + 球 =  中点  
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円要素の作成  

    

[円の作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を用いて円を作成する方法はいくつかあります。以下の表は、必要入力とともに、作

成された円のさまざまな型を一覧化しています。入力を必要としない要素もありますが、3 つま

たはそれ以上の入力が必要な要素もあります。以下の表の用語 ' 任意 ' は作成が作成向けの入力

として任意の要素型を取ることができることを示しています。PC-DMIS を使うと任意の順序で

要素を選択できます。  

要素型作成  編集ウインドウの

記号  
入力要素の

番号

要素 #1:  要素 #2:   コメント  

適化円  BF  低 3 ポイ

ントが必要 
-  -   既定入力を用

いて 適化円

作成  
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再補正円 を
用いた 適

化  

BFRE  低 3 入力

が必要(1 は
ポイントで

ある必要が

あります)。

-  -   既定入力を用

いて 適化円

作成  

円のキャスト  キャスト  1  任意  -   入力要素の重

心で円作成  
円錐円 (ゲー

ジ直径として

も知られる)  

円錐  1  円錐  -   特定された直

径または円錐

の高さで円作

成  
円、球、円

錐または円

柱  

   

 

平面  
 
   

  
  

円の交差  INTOF  2  

  

 平面、円錐、

または円柱を

用いた円形要

素の交点で円

作成  

円を投影  PROJ  1 または 2 任意  平面   1 つの入力要

素が円を作業

平面に投影し

ます。  
円の反転  REV  1  円  -   反転ベクトル

を用いて円作

成  
タンジェント 
2 線  

TANLINES  2  線  線  -  既定直径で 2
本の線に接す

る円作成。  
タンジェント 
3 線  

TANLINES  3  線  線  線  3 本の線に接

する円作成。

タンジェント 
3 円  

TANCIRCLES  3  円  円  円  3 つの円に接

する円作成  
円のセグメン

トのスキャ

ン   

SCAN_SEGMENT 1  スキャン  -   開いた線また

は閉じた線の

スキャンのパ

ーツから円弧

作成  

注記: 不適切な要素型を選択すると、PC-DMIS は"[要素]を作成できません。入力要素の組み合わ

せが承認できません" とステータスバーに表示します。  

円の作成方法:  
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1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスにア

クセスします 。  
2. 希望する要素を入力します。  
3. [イン] または [アウト] オプションを選択します。  
4. 作成方法を選択します。次のオプションが利用可能です:  

• 自動円  
• 適化または 適化再補正円  
• 円の交差  
• 円のキャスト  
• 投影円  
• 円の方向の反転  
• セグメントのスキャン  
• タンジェント 2 線  
• タンジェント 3 線  
• タンジェント 3 円  
• 円錐から円  

5. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、円作成の例は次のように記述されます:    
feature_name=FEAT/CIRCLE,TOG1,TOG4,TOG5  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam  
CONSTR/TOG2,TOG3  

If TOG2 = CIRCLE および TOG3 = BF または BFRE 次いでコマンドは以下の形

式になります:  
feature_name=FEAT/CIRCLE,TOG1,TOG4,TOG5  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam  
CONSTR/CIRCLE,TOG3  
OUTLIER_REMOVAL/TOG6, stdDevMultiplier  
FILTER/TOG6, UPR =cutoffFrequency  

注記 : 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

自動はデフォルトの作成方
法です。 " 自動円作成 " を
参照してください  

TOG1= 極またはレクタングル  

TOG2 = 円  

TOG3 = BF / BFRE / CAST / CONE / INTOF / PROJ / 
REV / TANLINES / TANCIRCLES / 
SCAN_SEGMENT  

TOG4 = イン/アウト  

TOG5 = LEAST_SQR / MAX_INSC / MIN_CIRCSC / 
MIN_SEP / FIXED_RAD (測定された BF および 
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BFRE 円のみ)  

TOG6 = オン/オフ  

stdDevMultiplier = このマルチプライア値は測定された

アウトライアかどうかを決定します。円からのポイ

ントがこれによって増した標準デビエーションを超

える場合は、それがアウトライアとなり、 [アウトラ

イア除去] オプションを選択すると除去されます。  

cutoffWavelength = この値はデータ平滑の量を制御し

ます。波長が長いほどより良く平滑されます。  

編集ウインドウに表示される 初の 3 本の線は作成された円のため

に同じとなります。4 本目の線は、作成される要素型によってわず

かに異なります。カーソルを TOG3 に置いて、[F7]または[F8]を押

すと異なる円の型間を切り替えできます。(" 編集ウインドウの使用 
" 項 の" コマンドモード キーボード機能 "を参照してください)  

2 つまたはそれ以上の要素が含まれる場合は、PC-DMIS は入力要素

の必須順序を自動的に決定します。これにより測定過程の正確さが

向上します。  

以下は円の作成に利用可能なオプションを説明しています:  

円のイン / アウト  

 

イン および アウト オプションは、PC-DMIS に円を内部または外部の円として作成するかどう

かを伝えます。  

• イン を選択する場合は、PC-DMIS は円を内部円として作成します。  
• アウト を選択する場合は、PC-DMIS は外部円またはピンとして作成しま

す。  

自動円作成  

以下の表は、特定の入力が選択され[自動]オプションが選択される際に作成される円型を示して

います。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な入力要素が選択される場合は、

PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素の作成を自動的に中止します。  

PC-DMIS に自動的に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  
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• 挿入| 要素| 作成| 円 を選択して、 [円の作成]  ダイアログボックスにアク

セスします。  
• オプションの一覧から [自動] オプションを選択します。  
• 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
• [作成] をクリックします。  

入力要素  作成  
任意の 1 セット =  適化円  
任意の 1 円 =  円の反転  
任意の 1 円 = (幅/ 直径 )  円錐円  
任意の 1 要素 = (円/円錐/セッ

トは除く)  
円のキャスト  

円錐 + 円錐 =  円の交差  
円錐 + 円柱 =  円の交差  
円錐 + 平面 =  円の交差  
円錐 + 球 =  円の交差  
円柱 + 球 =  円の交差  
平面 + 円 =  円を投影  
平面 + 楕円 =  円を投影  
平面 + 線 =  円を投影  
平面 + 平面 =  円を投影  
平面 + ポイント =  円を投影  
平面 + セット =  円を投影  
平面 + スロット =  円を投影  
平面 + 球 =  円の交差  

適化または 適化再補正円の作成  

" 適化" 円は 3 つまたはそれ以上の要素から作成できます。作成された円のベクトルは現在の作

業平面に法線です。 適化作成方法は、球の中心 ( 適化再補正の場合のように) よりむしろ、

実際に測定されたポイントを取ります。  

適化円または 適化再補正円の作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスにア

クセスします 。  
• [ 適化] または [ 適化再補正] オプション( Best Fit および BF Recomp 

として表示される) のいずれかを選択します。  
• 適化型 一覧から 適化作成型を選択します。  
• 低 3 つの要素を選択します。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CIRCLE, BF, feat_1, feat_2, …  
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OUTLIER_REMOVAL/ (OFF | ON), stdDevMultiple  
FILTER/(OFF | ON), UPR = cutoffFrequency  

 

- 3
ま

た

は

そ

れ

以

上

の

要

素

か

ら

作

成

さ

れ

た

適

化

円 
(こ
の

例

は
3
ま

た

は

そ

れ

以

上

の

円

要

素

か

ら)  

   

アウトライアの除去およびフィルタリングは以下のトピックで説明されます:  
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適化型  

 

この一覧は、円を作成する際に [ 適化] または [ 適化再補正] オプションを選択する場合に利

用可能となります。次の種類が利用可能です:  

• LEAST_SQR  
• MAX_INSC  
• MIN_CIRCSC  
• MIN_SEP  
• FIXED_RAD  

これらの種類は表で以下のように説明されています:  

一覧項目  説明  
LEAST_SQR  小二乗 – この計算型は、データポイントから円ま

での平均二乗半径距離が 小化される適合方法を提

供します。この数量の平方根は、二乗平均平方根 
(RMS) 距離です。RMS 距離は平均に基づいているの

で、ポイントが計算された円からの RMS 距離よりさ

らに大きくなる可能性があります。  
MIN_SEP  小分離 – この計算型は、半径の差を可能な限り小

さくし、データポイントを含んだ 2 つの同心円の中

間に位置する円を作り出します。MIN_SEP 計算で用

いられる 小/ 大 数学は、入力データから円まで

の、 大エラーまたはデビエーションを 小化しま

す。 小/ 大エラーは 小分離の半分です。入力デ

ータポイント (または入力要素) はすべて、 小/ 大

円から 小/ 大 エラーより離れません。この計算

は、すべての入力データ (または入力要素)が規定公

差内にあるかどうかを決定します。  
MAX_INSC  大内接 – この計算型は、データ内の可能な限り

大の直径を備えた空の円を作り出します。PC-DMIS 
は 初に 小外接円を計算し、その中の 大内接円

の中心を要求します。このオプションは、はめ合わ

せスタッドが必要な円形要素向けに使用できます。

例えば、入力データが穴を表している場合、この計

算は、穴に適合する 大のスタッドの直径を備えた

円に戻ります。  
MIN_CIRCSC  小外接 – この計算型は、入力データ (または入力

要素) を取り囲む可能な限り小さい直径を有する円を

作り出します。このオプションは、はめ合わせ円形

要素に適合するスタッドを測定する際に使用できま
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す。その結果に生じた要素はスタッドが適合する

小の穴となります。  
FIXED_RAD  固定半径 – この計算型は、データポイントから円ま

での 大半径距離が 小になるように位置した、既

定直径の円を作り出します。MIN_SEP 計算で使用

される Max/Min 数学と似通っていますが、直径は前

もって理解されているので、半径は変化できませ

ん。変化するのは円の位置だけです。  

レガシー 真円度 と 円筒度 の直径および 位置 直径の RN 線向けの、要素ソリューションは直径

を計算するために用いられます。しかし、 小分離、 大内接、 小外接、または固定半径回帰

アルゴリズムを用いて、要素を解決することが選択できます。  
一方、  
FCF 真円度および円筒度寸法は、Y14.5 標準によって要求されるので、チェビシェフ アルゴリ

ズム ( 小/ 大) を用いて計算されます。計算の変更のため、真円度および円筒度 FCF 直径は、

通常レガシー値よりもわずかに小さい値として計算します。  

作成された円向けのアウトライア削除 / 法線デビエーション マルチ

プル  

適化(BF)または 適化再補正(BFRE)円向けに、 適化要素からの距離に基づいてアウトライ

アを削除することできます。これにより、測定過程に生じる例外の除去が可能となります。  

PC-DMIS は 初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション マルチプルに

基づいているかを決定します。続いて以下を実行します:  

• 削除されたアウトライアを使って 適化円の再計算  
• アウトライアの再検査  
• 適化円の再計算  
• この過程をアウトライアがなくなるまで、または PC-DMIS が円を計算で

きなくなるまで(PC-DMIS は、3 データポイントより少ない場合は円を計

算できない）続けます。  

ガウスフィルタの適用 / フリークエンシーのカットオフ  

適 (BF) および 適再補正 (BFRE) 作成円には、測定されたデータから計算された 適円から

測定されたデータポイントのデビエーションをフィルタリングするオプションがあります。 [ガ
ウスフィルタの適用] チェックボックスは、回転ごとの振動 (UPR) としてのフリークエンシーの

カットオフを用いたガウシアンフィルタです。通常、低いフリークエンシーのカットオフほど、

より平滑にフィルタされたデータを生成します。 [アウトライアの除去] 検査ボックスを選択し

データをフィルタリングする場合は、アウトライアデータはフィルタリング前に除去されます。  
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交差円の作成  

円は円錐 (円、円柱、球) と平面間で作成できます。さらに 2 つの同心円錐または同心円錐/円柱

間で作成できます。  

PC-DMIS は円形要素と平面または円錐/円錐あるいは円錐/円柱の組み合わせ間の交点で円を作成

します。  

1. 円形要素と平面交点の場合は、PC-DMIS は、円形要素が平面に正確に垂

直でない場合でさえも、常に真円を作ります。新円の中心点は円形要素の

中心線および平面の貫通点となります。円のベクトルは貫通円形要素のベ

クトルです。  
2. 円錐/円錐または円錐/円柱の組み合わせの場合、真円は、交差する要素が

真円を形成しない場合でさえも、作成されます。  

交差円の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円作成] ダイアログボックスにアク

セスします 。  
2. [交差] オプション を選択します。  
3. 初の要素を選択します。円、円錐、円柱または球である必要があります。  
4. 2 番目の要素を選択します。平面である必要があります。  
5. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CIRCLE,INTOF, feat_1,feat_2  

 

A - 
円錐

と平

面の

交点

から

作成

され

た

円。  

B - 
円錐

要素  

C - 
平面

要素  
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円錐および平面から円の作成  

 

円のキャストの作成  

円は既定の要素を円に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心で円を作成します。

シートメタルポイントが使用される場合は、直径はプローブ直径になります。いくつかのシート

メタル要素(スロットおよびノッチなど) 向けに、幅が直径として用いられます。直径を有しない

要素(線、ポイントなど)向けには、プローブの直径の 4 倍の値が使用されます。  

円の直径を修正できます。このためには円を[依存]から[独立]に変更します。円が実行されている

際、直径は入力要素に基づいて変更しませんが、入力要素から独立します。一方、位置とベクト

ルは入力要素に依存したままとなります。これを使うと、ポイントなど直径を実際に有しない入

力要素の場合に直径をコントロールできます。[依存/独立]領域はトグル領域であるため変更可能

です。  

PC-DMIS は上記に説明されたようにデフォルトの直径値を用いる代わりにすべての計算向けに

この直径値を使用します。  

円のキャストの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [キャスト] オプションを選択します。  
3. 任意の型から 低 1 つ要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CIRCLE,CAST, feat_1, (DEPENDENT | INDEPENDENT)  

投影された円の作成  

円は、任意の要素および平面から作成できます。PC-DMIS は、プレート上の既定の要素の重心

を投影し、円を作成します。入力要素が 1 つしかない場合は、現在の作業平面が投影されます。

投影される円の直径は、プローブの直径の４倍になります。  

投影された円の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [投影] オプションを選択します。  
3. 任意の要素の種類を選択します  
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注記: ２番目の要素も選択可能です。平面である必要があります。  

4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CIRCLE,PROJ, feat_1,(feat_2)  

 

円および平面から円を作成する  

A - 円および平面の投影から作

成された円  

B - 平面要素  

 

円の方向の変更  

円は反転ベクトルを用いて作成できます。  

円の方向の変更方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円作成] ダイアログボックスにアク

セスします 。  
2. [反転] オプションを選択します。  
3. 1 つの要素を選択します。円である必要があります。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウ コマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CIRCLE,REV, feat_1  

タンジェント円の作成  

挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスを用いて、以下の３種類のタ

ンジェント円を作成できます:  
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• タンジェント 2 線 - このオプションは２つの線に接する円を作成します。実際の位置は、

円と線の方向によって決定します。２つの入力線を選択した後、作成向けの 直径 値をタ

イプします。続いて、 [作成] をクリックします。作成された円が表示されないと予想さ

れる場合は、線の１つの方向を変更してください。  

２本の線に接して作成された円要素の例  

線

５

と

６

に

接

し

て

作

成

さ

れ

た

円

７  

 
線５

と７

に接

して

作成

され

た円

７  
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線６

と７

に接

して

作成

され

た円

７  

 
線６

と７

に接

して

作成

され

た円

７  

上記

の例

の違

いに

注意

して

くだ

さい:
線６

の方

向は

変更

され

てい

ま

す。

その

結

果、

作成

され

た円
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の位

置が

変更

され

ま

す。  

• タンジェント 3 線 - このオプションは、三角形を形成する３つの入力線に接する円を作

成します。３つの入力線を選択し、 [作成] .をクリックします。  

３つの線に接する作成された円要素の例  

 

• タンジェント 3 円 - このオプションは、３つの入力円に接する円を作成します。３つの

入力円を選択し、 [作成] をクリックしてください。タンジェント円は３つのすべての円

( 外接円 )を含むか、3 つの( 内接サークル) のいずれも含みません 。  

 

３つの入力円に接する内接円の例  
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３つの入力円に接する外接円の例  

スキャンのパーツから円弧の作成  

円は開いた線、閉じた線、基礎円のスキャンのセグメントから作成できます。PC-DMIS はスキ

ャンのパーツから円弧を作成します。作成詳細はこの説明でさらに詳しく述べられます。  

円のセグメントのスキャンの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円作成] ダイアログボックスにアク

セスします 。  
2. [セグメントのスキャン] オプション を選択します。  
3. 先に作成された開いた線、閉じた線または基礎円のスキャンを選択します。  
4. [セグメントデータ] ボタンをクリックします。 [セグメントのスキャン] 

ダイアログボックスが表示されます。  

 

[セグメントのスキャン]ダイアログボックス  

• [ 適化] または [ 適化再補正] オプションを選択します。  
• このダイアログボックスから作成に用いられるスキャンの割り当てを選択

します。  
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• [廃棄開始] および [廃棄終了 大] ボックスに値を入力して、廃棄する可

能性のあるポイント数を入力します。  
• [廃棄公差] ボックスに 適化円からの距離を入力します。この公差が基準

公差です。これを使うと、どの終了点が円弧として承認されたかコントロ

ールできます。スキャンポイントから 適化アークまでの距離が公差値よ

りも大きい場合は、終了点が廃棄されます。  
• スキャンの [近似開始] および 終了点 を、 [ポイント選択] チェックボッ

クスをオンにして入力し、次いでグラフィック表示ウインドウをクリック

して、X, Y, Z 領域に書き込みします。グラフィック表示ウインドウのど

こをクリックしても構いませんが、PC-DMIS はクリックした箇所に も

近いスキャンにポイントを置きます。キーボードを用いて、ポイント値を

編集することもできます。  
• [OK] をクリックしてデータを承認し、 [セグメントのスキャン] ダイアロ

グボックスを閉じます。  
• [作成] をクリックして、スキャンからアークを作成します。  

編集ウィンドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/CIRCLE,SCAN_SEGMENT,fit_type,feat_1,start_x,start_y,start_z,end_x,end_y,end_z,disc
ard_start,discard_end,tolerance  

既定のスキャンから 1 つ以上のアークまたは線を望む場合は、スキャンの異なるセクション向け

の別のコマンドを追加する必要があります。  

円弧作成に使用されるデータの決定  

円弧を作成するために使用されるデータは以下のように決定されます:  

1. 初に、スキャン内の開始点と終了点を用いて決定します。開始および終

了点は、 [start_x, start_y, start_z] に も近いスキャン内のポイントおよ

び [ end_x, end_y, end_z] に も近いポイントとしてそれぞれ選択されま

す。  
2. 次にポイントはスキャンの開始および終了点から破棄されます。開始から

破棄されたポイントの数は discard_start で示され、また終了から破棄さ

れたポイントの数は discard_end で示されます。 続いて、円弧はこのポ

イントセットに適合されます。  
3. 後に、開始および終了点が定義された公差内である場合は、加え戻され

ます。 続いて円弧は、新ポイントセットに再び適合し直されます。  

fit_type の値は、 BF ( 適化) または BFRE ( 適化再補正)となります。これは、 適化または再

補正を用いた 適化を決定し、円弧が計算されるときに実行されます。 適化および 適化再補

正については、 適化または 適化再補正円の作成 "を参照してください。  
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スキャンの 小ポイントで円の作成  

この要素を使うと、線形スキャンに沿った 小ポイントで既定半径の 2 次元円を作成できます。

PC-DMIS は開始点を用いて 小点および下方方向ベクトルを( 下記の図 1 にあるように) 見つけ

ます。  

 

図 1: 定義された下方方向ベクトルおよび開始点を用いたスキャンの沿った円の 小

点。  

A 
- 
ス

キ

ャ

ン 

開

始

点 

下

方

ベ

ク

ト

ル 

D 
- 

終

位

置 

 

PC-DMIS はスキャンを現在の作業平面に投影し、円を作業平面と平行な平面に置きます。スキ

ャンは、連続ポイント (区分線形) の間に線として認識します。したがって、スキャンに沿った

小点に置かれる円は 2 つの連続するスキャンポイントの間に“落ちる”ことはありません。し

かし代わりに 2 つのポイントをつなぐ線に触れることを制限されます。  

有効な入力型  

この作成向けの入力は 線型スキャンである必要があります 。これは面、パッチ、UV、グリッド、

マルチセクション、手動レーザー、円柱をスキャンするために設計されたすべてのスキャンを 
除きます 。  

作成手順  

この作成を開始する方法:  
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1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [ 小のスキャン] オプションを選択します。  
3. 要素一覧から線形スキャンを選択します。面スキャンは使用できません。  
4. [検索設定] ボタンをクリックします。  
5. [円 小検索設定] ダイアログボックスが表示されます:  

 
6. 円の開始点、下方方向、直径を定義します。  
7. [OK] をクリックして円を作成します。PC-DMIS は円を作成し、作成コマ

ンドを編集ウインドウに挿入します。  

作成ルール  

有効な開始点およびベクトルは以下の２つのルールに従います:  

まず、既定の直径を有する円および開始点は、スキャンと交差してはいけません。図２はこのル

ール違反を示しています。  

   A 
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図 2: スキャンと交差した無効な開始点  

ク

ト

ル

 

次に、下方ベクトルに沿った開始点から投影された円はスキャンと交差する必要があります。図

３はこのルール違反を示しています。  

   

図 3: スキャンを失った円の無効な開始点  
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極小値なし  

スキャンに 極小値 または円向けの自然静止位置がない場合は、円は、スキャンと接触しながら

(図 4 参照)、スキャンの後に続いて も低いポイントに行きます。  

   

 

図 4:極小値なしのスキャン  

A 
- 
ス

キ

ャ

ン 

B 
- 
開

始

点 

C 
- 
下

方

ベ

ク

ト

ル 

 

 

作成されたスキャン 小円向けのウインドウコマンドの編集  

CIR1  =FEAT/CIRCLE,RECT,OUT  

            THEO/ tx,ty,tz,ti,tj,tk,td  

            ACTL/ mx,my,mz,mi,mj,mk,md  

            CONSTR/CIRCLE,SCAN_MINIMUM, Scan ID  

            START/ xSP, xSP, xSP  

            DOWN/ iDV, iDV, iDV  

W :  

tx,ty,tz    理論上の円の位置です  
ti,tj,tk     理論上の円のベクトルです  
td  理論上の円の直径です  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 既存要素から新要素の構築  *  819 

mx,my,mz  測定された円の位置です  
mi,mj,mk    測定された円のベクトルです  
md  測定された円の直径です  
スキャン ID    用いられるスキャンの id です  
xSP, xSP, xSP    小を検出する開始点です  
iDV, iDV, iDV  下方方向ベクトルです  

 

追加例  

   

図: スキャン内の開始点  
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図: すべてのポイントが既定の円サイズに到達できない箇所をスキャン。  
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円錐から円の作成  

円は円錐の特定された直径で円錐から作成できます。または現在のアラインメント平面から既定

高さで作成できます。既定の直径の円錐円要素は一般的に 直径のゲージ としても知られていま

す。  

高さ値の理解  

既定の高さで円を作成する場合、PC-DMIS は以下の方法で円を計算します。参照ポイントおよ

び参照ベクトルから平面を作成します。次いで、高さ値によってこの平面から平行オフセット平

面を作成します。この平行平面は円錐軸と交差し、交点が結果として生じた円要素の位置を作成

します。円の直径はその交点での円錐の直径となります。  

利用可能な参照ポイント 
(REF_POINT) オプション  

• CONE_VERTEX  

利用可能な参照ベクトル 
(REF_VECTOR) オプション:  
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• CONE_START  
• CONE_ENDCONE_END 
• 原点  

円錐_ベクトル  

作業平面  

Z プラス  

Z マイナス  

X プラス  

X マイナス  

Y プラス  

Y マイナス  

 

 

例えば、原点を参照ポイントとしておよび Z プラスを参照ベクトルとして使用する場合は、PC-
DMIS は原点ポイントおよび プラス ベクトルから平面を作成します。次いで、既定の高さ値で

平行平面を作成し、円錐と交差する箇所に円要素を作成します。編集ウインドウのコードは以下

のようになります:  

CIR2       =FEAT/CIRCLE,RECT,OUT  

THEO/-67.295,2.595,-7.152,0.0310723,-0.0214397,-0.9992872,29.411  

ACTL/-67.295,2.595,-7.152,0.0310723,-0.0214397,-0.9992872,29.411  

CONSTR/CIRCLE,CONE,CON2,HEIGHT,5,REF_POINT = ORIGIN,REF_VECTOR = ZPLUS  

 

円錐円作成の手順:  

5. 挿入 | 要素 | 作成 | 円 を選択して、 [円の作成] ダイアログボックスにア

クセスします 。  
6. [円錐] オプション を選択します。  
7. 1 つの要素を選択します。型は円錐である必要があります。  
8. [種類] ドロップダウン一覧から [直径] または [高さ] のいずれかを選択し

ます。  
9. [値] ボックスに直径または高さ向けの値を入力します。  
10. [高さ] を選択した場合は  

1. [ポイント] 一覧から[参照ポイント]を選択します。  
2. [ベクトル] 一覧から[参照ベクトル]を選択します。  



Wilcox Associates, Inc. 

822  *  既存要素から新要素の構築 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

11. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/CIRCLE,CONE,DIAMETER,feat_1  

   

または  

CONSTR/CIRCLE,CONE,HEIGHT,value,REF_POINT=point,REF_VECTOR=vector,feat_1  

              

楕円要素の作成  

 

[楕円作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を用いて楕円を作成する方法はいくつかあります。以下の表は、必要入力とともに、

作成された楕円のさまざまな型を一覧化しています。入力の必要のない要素もありますが、3 つ

またはそれ以上の入力が必要となる要素もあります。以下の表の用語 ' 任意 ' は、作成は作成入

力として任意の要素型を取ることができることを示しています。PC-DMIS を使うと、任意の順

序で要素を選択できます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 既存要素から新要素の構築  *  823 

要素型作成  編集ウイン

ドウの記号  
入力要素の

番号  
要素 #1:  要素 #2:  コメント  

適化楕円  BF  低 4 つの

入力、また

は 4 ポイン

トを有する

スキャンま

たはセット

が必要とな

ります。  

-  -  既定入力を用

いて 適化楕

円作成  

再補正楕円を

用いた 適化  
BFRE  低 4 つの

入力 (1 つは

ポイント)-
またはスキ

ャンあるい

は 低 4 ポ

イントで構

成されたセ

ットが必要

となりま

す。  

-  -  既定入力を用

いて 適化楕

円作成  

交点  INT  2  円柱  平面  入力要素の交

点で楕円の作

成

楕円のキャス

ト  
キャスト  1  任意  -  入力要素の重

心で楕円作成  
楕円の投影  PROJ  1 または 2  任意  平面  1 つの入力要

素は楕円を作

業平面に投影

します。  
円の反転  REV  1  円  -  反転ベクトル

を用いて円作

成  

注記: 不適切な要素型を選択すると、PC-DMIS は"[要素]を作成できません。入力要素の組み合わ

せが承認できません" とステータスバーに表示します。  

楕円の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円作成] ダイアログボックスに

アクセスします 。  
2. 希望する要素を入力します。  
3. [イン] または [アウト] オプションを選択します。  
4. 作成方法を選択します。次のオプションが利用可能です:  

1. 自動円  
2. 適化または 適化再補正楕円  
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3. 楕円のキャスト  
4. 楕円の投影  
5. 楕円方向反転  

• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、楕円作成例が次のように記述されます:  
feature_name=FEAT/Ellipse,TOG1,TOG4  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,major 
diam,minor diam,i angle vec, j angle vec, k angle vec  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,major 
diam,minor diam,i angle vec,j angle vec,k angle vec  
CONSTR/TOG2,TOG3  

注記 : 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

自動はデフォルトの作成方
法です。" 自動円作成 "を参
照してください。  

TOG1= 極またはレクタングル  

TOG2 = 楕円  

TOG3 = BF / BFRE / CAST / INT / PROJ / REV  

TOG4 = イン/アウト  

編集ウインドウに表示される 初の 3 本の線は作成された楕円のた

めに同じとなります。4 番目の線は、作成される要素の種類によっ

て、わずかに異なります。 TOG3 にカーソルを置いて、[F7]および

[F8]を押して、楕円の異なる型間を切り替えできます。( 編集ウイ

ンドウの使用 " 項 の" コマンドモード キーボード機能 " を参照して

ください)  

2 つまたはそれ以上の要素が含まれる場合は、PC-DMIS は入力要

素の必須順序を自動的に決定します。これにより測定過程の正確さ

が向上します。  

以下のパラグラフは楕円作成に利用可能なオプションを説明してい

ます:  

楕円のイン/アウト  

 

イン および アウト オプションは、PC-DMIS に楕円を内部または外部楕円として作成するかど

うかを指示します。  

• イン を選択する場合は、PC-DMIS は内部楕円として楕円を作成します。  
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• アウト を選択する場合は、PC-DMIS は外部楕円またはピンとして楕円を

作成します。  

適化または 適化再補正楕円の作成  

" 適化" 楕円は、3 つまたはそれ以上の要素から作成できます。 楕円は現在の作業平面に位置し

ます。この 適化作成方法は、球の中心 ( 適化再補正の場合のように) よりむしろ、実際に測

定されたポイントを取ります。両方の場合とも、PC-DMIS は 小二乗 楕円を計算し、その内の

1 つの場合では PC-DMIS はデータポイントから楕円までの平均二乗距離を 小化します。  

適化楕円または 適化再補正楕円の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
2. [ 適化] または [ 適化再補正] オプション( Best Fit および BF Recomp 

として表示される) のいずれかを選択します。  
3. 低 4 要素またはスキャンあるいは 低 4 ポイントで構成されるセット

を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/ELLIPSE,BF, feat_1,feat_2,feat_3...  
(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
または  
CONSTR/ELLIPSE,BFRE, feat_1,feat_2,feat_3...  
(測定のためにプローブの中心を使用)  

適化または 適化再補正楕円の作成  

" 適化" 楕円は、3 つまたはそれ以上の要素から作成できます。 楕円は現在の作業平面に位置し

ます。この 適化作成方法は、球の中心 ( 適化再補正の場合のように) よりむしろ、実際に測

定されたポイントを取ります。両方の場合とも、PC-DMIS は 小二乗 楕円を計算し、その内の

1 つの場合では PC-DMIS はデータポイントから楕円までの平均二乗距離を 小化します。  

適化楕円または 適化再補正楕円の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
2. [ 適化] または [ 適化再補正] オプション( Best Fit および BF Recomp 

として表示される) のいずれかを選択します。  
3. 低 4 要素またはスキャンあるいは 低 4 ポイントで構成されるセット

を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  
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編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/ELLIPSE,BF, feat_1,feat_2,feat_3...  
(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
または  
CONSTR/ELLIPSE,BFRE, feat_1,feat_2,feat_3...  
(測定のためにプローブの中心を使用)  

作成された楕円向けにアウトライア / 法線デビエーション マルチプ

ルを削除  

(BF)または 適化再補正 (BFRE) 楕円向けに、 適化要素からの距離に基づいてアウトライアを

除去できます。これにより、測定過程に生じる例外の除去が可能となります。  

PC-DMIS は 初に楕円をデータに合わせ、次にどのポイントが操船デビエーション マルチプル

に基づくアウトライアであるかを決定します。続いて以下を実行します:  

1. 削除されたアウトライアを用いて 適化楕円の再計算  
2. アウトライアの再検査  
3. 適化楕円の再計算  
4. この過程をアウトライアがなくなるまで、または PC-DMIS が楕円を計算

できなくなるまで(PC-DMIS は、4 データポイントより少ない場合は楕円

を計算できない）続けます。  

交差楕円作成  

楕円は非平行平面と円柱の交点から作成できます。  

交差楕円の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. [交差] オプション を選択します。  
3. 初の要素を選択します。円柱か平面のいずれかである必要があります。  
4. 2 番目の要素を選択します。  

• 初の要素に円柱を選択した場合は、平面である必要があります。  
• 初の要素に平面を選択した場合は、円柱である必要があります。  

4. [作成] をクリックします。PC-DMIS は 2 つの要素の交点に楕円を作成し

ます。作成された楕円は平面の法線ベクトルを有します。  

編集ウインドウのコマンドブロックでは、楕円サンプルが次のようになります:  
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ID=FEAT/ELLIPSE,CARTESIAN,OUT,NO  
THEO/X,Y,Z,I,J,K  
ACTL/X,Y,Z,I,J,K  
CONSTR/ELLIPSE,INT,feat1,feat2  

 

楕円のキャストの作成  

楕円は任意の既定要素を楕円に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心で楕円を作

成しまう。シートメタルポイントが使用される場合は、外径はプローブ直径となります。いくつ

かのシートメタル要素 (スロットやノッチなど) 受けに、幅が外径として使用されます。幅を有

しない要素 (線、ポイントなど)向けに、プローブ直径の 4 倍の値が使用されます。内径は入力要

素の長さとなります。長さを有しない要素 (ポイント、円など) 向けに 1 がデフォルトの長さと

して使用されます。  

楕円の外径および内径を修正できます。この方法で楕円を[依存]から[独立]に変更します。楕円が

実行される場合、外径およに内径は入力要素に基づいて変更しませんが、入力要素から独立しま

す。一方、位置とベクトルは入力要素に依存したままとなります。これを使うと、ポイントなど

入力要素が実際に直径を有しない場合、直径をコントロールできます。[依存/独立]領域はトグル

領域であるため変更可能です。  

PC-DMIS は上記に説明されたようにデフォルト値を用いる代わりに、すべての計算向けにこれ

らの直径値を使用します。  

楕円のキャストの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
2. [キャスト] オプション を選択します。  
3. 任意の型から 低 1 つ要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/ELLIPSE,CAST, feat_1 ,(DEPENDENT | INDEPENDENT)  

投影された楕円の作成  

楕円を平面上に投影できます。PC-DMIS は、平面上の既定の要素の重心を投影し、楕円を作成

します。入力要素が 1 つしかない場合は、現在の作業平面が投影されます。投影された楕円の

大直径は、投影された要素の幅、またはプローブの直径（定義された幅がない要素のために）と

なります。 小直径は、入力要素の長さ、またはユニット１(定義された長さがない要素のため

に)の長さとなります。  

投影される楕円の作成方法:  
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1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円の作成] ダイアログボックス 
にアクセスします。  

2. [投影] オプションを選択します。  
3. 任意の要素の種類を選択します  

注記: ２番目の要素も選択可能です。平面である必要があります。  

4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションは次のように記述されます:  
CONSTR/ELLIPSE,PROJ, feat_1,(feat_2)  

楕円の方向の変更  

楕円は反転ベクトルを用いて作成できます。  

楕円の方向の変更方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
• [反転] オプションを選択します。  
• 1 つの要素を選択します。楕円である必要があります。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウ のコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/ELLIPSE,REV, feat_1  

自動楕円作成  

以下の表は特定の入力が選択され[自動]が選択された際に作成される楕円型を示しています。選

択された要素の順序は重要ではありません。不正確な入力要素が選択される場合は、PC-DMIS 
はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

PC-DMIS に自動的に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 楕円 を選択して、 [楕円の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. オプションの一覧から [自動] オプションを選択します。  
3. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

入力要素  作成  
任意の 1 セット =  適化楕円  
任意の 1 楕円 =  楕円を反転  
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任意の 1 要素 = (楕円 /セッ

トを除く)  
楕円のキャスト  

平面 + 任意の要素  投影された楕円  
セット + セット  適化楕円  
3 またはそれ以上の要素  適化楕円  

球要素の作成  

    

[球の作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を用いて球を作成する方法はいくつかあります。以下の表は、作成された球のさまざ

まな種類を、必要な入力とともに、一覧表にしています。入力の必要のない要素もありますが、

５つまたはそれ以上の入力が必要な要素もあります。用語 '任意' は作成用の入力として任意の種

類の要素が利用できることを示しています。PC-DMIS を使うと、要素を任意の順序で選択する

ことが可能です。  

要素の種類の

作成  
編集ウイン

ドウ内の記

号  

# 入力要素

の番号  
要素 #1:  要素 #2:  コメント  

適化球  BF  低５つの

入力が必要

です。  

-  -  既定の入力を

使って 適化

球の作成  
再補正球を用い

た 適化  
BFRE  低 5 つの

入力が必要

です。(1 つ

はポイント

である必要

-  -  既定の入力を

使って 適化

球の作成  
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があります) 
球のキャスト  キャスト  1  任意  -  入力要素の重

心で球を作成

します  
球の投影  PROJ  1 または 2  任意  平面  1 つの入力要

素が球を作業

平面に投影し

ます。  
反転球  REV  1  球  -  反転べクトル

を用いて球の

作成  

注記: 不適当な要素型を選択した場合は、PC-DMIS が、メニューバーに"[要素]を作成できませ

ん。入力要素の組み合わせを承認できません"と表示します。  

球の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 球 を選択して、 [球の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. 希望する要素を入力します。  
3. 作成方法を選択します。利用可能なオプションは以下の通りです:  

• 適化または 適化再補正球  
• 球のキャスト  
• 投影された球  
• 方向を反転された球  
• 自動球  

4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウの コマンド行ではサンプルの球作成が次のように記述されます:  
feature_name=FEAT/SPHERE, TOG1,TOG4  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam  
CONSTR/ TOG2,TOG3  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

自動はデフォルトの作成方
法です。このオプション
は、入力機能を使って球を
作成する 適の方法を自動
的に決定します。" 自動球作
成" .を参照してください。  

TOG1 = 極または直交  

TOG2 = 球  

TOG3 = BF / BFRE / CAST / PROJ / REV  

TOG4 =イン/アウト  

編集 ウインドウに表示される 初の３本の線は作成された球のた
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めに同じとなります。４番目の線は作成される機能によって若干異

なります。カーソルを[TOG3]に合わせて、[F7]または[F8]を押す

と、異なる種類の球の間を切り替えできます。 (" 編集ウインドウ

を使用する " 項 の" コマンド モード キーボード機能 "を参照してく

ださい)  

２またはそれ以上の要素がある場合は、PC-DMIS が自動的に入力

要素に必要な順序を決定します。これにより測定過程の正確さが向

上します。  

以下は、球の作成に利用可能なオプションを示しています。  

球のイン/アウト  

 

イン および アウト オプションは、PC-DMIS に球を内部または外部球状として作成するかどう

かを指示します。  

1. イン を選択する場合、PC-DMIS は内部球として球を作成します。  
2. アウト を選択する場合は、PC-DMIS は外部球として球を作成します。  

適化または 適化球の作成  

" 適化" 球は 5 つまたはそれ以上の要素を用いて作成できます。 適化作成方法は、球の中心 
( 適化再補正の場合のように)よりむしろ、実際に測定されたポイントを取ります。両方の場合

とも PC-DMIS は 小二乗 球を計算し、その内の 1 つの場合では、データポイントから球まで

の平均二乗距離を 小化します。  

適化または 適化再補正球の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 球 を選択して、 [球作成] ダイアログボックスにアク

セスします  。  
2. [ 適化] または [ 適化再補正] オプション( Best Fit および BF Recomp 

と表示される)のいずれかを作成します。  
3. 5 つかそれ以上の要素を選択します。  

注記: 適化再補正では、5 つの要素の 1 つはポイントである 必要があります 。  

4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションは次のように記述されます:  
CONSTR/SPHERE,BF,feat_1, feat_2,feat_3,feat_4,feat _5...  
(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
または  
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CONSTR/SPHERE,BFRE,feat_1, feat_2,feat_3,feat_4,feat_5...  
(測定のためにプローブの中心を使用)  

 

5 つまたはそれ以上のポイントから球の作

成  

適化球は 5
つのポイント

から作成でき

ます。  

 

 

 

球のキャスト作成  

球は任意の既定要素を球に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心で円を作成しま

す。シートメタルポイントが使用される場合、直径はプローブ直径となります。いくつかのシー

トメタル要素 (スロットやノッチなど) 向けに幅が直径として使用されます。直径を有しない要

素(線、ポイントなど)向けに、プローブ直径の 4 倍の値が使用されます。  

球の直径を修正できます。この方法で球を[依存]から[独立]に変更します。球が実行される場合、

直径は入力要素に基づいて変更しませんが、入力要素から独立します。一方、位置とベクトルは

入力要素に依存したままとなります。これを使うと、ポイントなどのように直径を実際に有さな

い入力要素の場合に直径をコントロールできます。[依存/独立]領域はトグル領域であるため変更

可能です。  

PC-DMIS は上記に説明されたようにデフォルトの直径値を用いる代わりにすべての計算向けに

この直径値を使用します。  

球のキャストの作成方法:  
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1. 挿入 | 要素 | 作成 | 球 を選択して、 [球作成] ダイアログボックスにアク

セスします  。  
2. [キャスト] オプションを選択します。  
3. 任意の型から 1 つの要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/SPHERE,CAST, feat_1, (Dependent | Independent)  

投影された球の作成  

球は、任意の要素を現在の作業平面に投影することで作成できます。PC-DMIS は、平面がポイ

ントと交差するポイントをプロジェクトします。１つの入力要素しかない場合は、作業平面が投

影されます。要素を作業平面に投影するときは、希望する直径を入力する必要があります。さも

なければ、PC-DMIS はプローブの直径を使用します。  

投影された球の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 球 を選択して、 [球の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [投影] オプションを選択します。  
3. １つか２つの要素のいずれかを選択します。１番目の要素型は任意となり

ますが、２番目の要素は平面である必要があります。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/SPHERE,PROJ, feat_1,(feat_2)  

球の方向の変更  

球は反転ベクトルを用いて作成できます。  

球反転の作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 球 を選択して、 [球作成] ダイアログボックスにアク

セスします  。  
• [反転] オプションを選択します。  
• 1 つの要素を選択します。球である必要があります。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウ のコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/SPHERE,REV, feat_1  
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自動球作成  

以下の表は、特定の入力が選択され、[自動]オプションが選択される際に作成される球の種類を

示しています。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な要素が選択される場合は、

PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

PC-DMIS に自動的に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 球 を選択して、 [球の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. オプションの一覧から [自動] オプションを選択します。  
3. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

入力要素  作成  
4 またはそれ以上の要素 =  適化球  
任意の 1 要素 =  
(球/セットは除く)  

球をキャスト  

任意の 1 セット =  適化球  
平面 + 任意の要素=  球を投影  
球 =  球を反転  
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線要素の作成  

 

[線]ダイアログボックスを作成します  

PC-DMIS を用いて線を作成する方法はいくつかあります。以下の表は、作成された線のさまざ

まな種類を、必要な入力とともに、一覧化しています。入力が必要のない要素もありますが、３

つまたはそれ以上の入力が必要な要素もあります。以下の表内の用語 '任意' は、作成用の入力と

して、任意の要素型が利用できることを示しています。PC-DMIS を使うと、要素を任意の順序

で選択できます。  

要素の種類の

作成  
編集ウインドウ内

の記号  
#  入力

要素の

番号  

要素 
#1:  

要素 
#2:  

コメント  

線のアライン 割り当てる  0  -  -  原点のアラ
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メント  インメント

を介して線

を作成しま

す  
適化線  BF  低２

つの入

力が必

要で

す。  

-  -  入力を用い

て 適化線

を作成しま

す。  

補正線を用い

た 適化  
BFRE  低２

つの入

力が必

要で

す。(1
つはポ

イント

である

必要が

ありま

す）  

-  -  入力を用い

て 適化線

を作成しま

す。  

線のキャスト キャスト  1  任意  -  入力要素の

重心で線を

作成しま

す。  
交差線  INTOF  2  平面  平面  2 平面の交

点で線を作

成します。 
中線  中  2  線、  

円錐、 
円筒、 
スロッ

ト、平

面  

線、  
円錐、 
円筒、 
スロッ

ト、平

面  

入力要素間

で中線を作

成します。 

オフセット線 オフセット  低２

つの入

力が必

要で

す。  

任意  任意  １番目の要

素を介して

線を作成

し、２番目

の要素から

特定の量で

オフセット

します。  
平行線  PLTO  2  任意  任意  １番目の要

素と平行

し、２番目

の要素を通

過する線を

作成しま

す。  
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垂直線  PRTO  2  任意  任意  １番目の線

に垂直で、

２番目の要

素を通過す

る線を作成

します。  
線の投影  PROJ  1 また

は 2  
任意  平面  １つの入力

要素を用い

て、線を作

業平面に投

影します。 
反転線  REV  1  線  -  反転ベクト

ルを使って

入力を通過

する線を作

成します。 
セグメント線

のスキャン  
SCAN_SEGMENT 1  スキャ

ン  
-  開いた線ま

たは閉じた

線のスキャ

ンのパーツ

から線を作

成します。 

注記: 不適当な要素の種類を選択する場合は、PC-DMIS が、"[要素]を作成できません。入力要素

の組み合わせを承認できません"とステータスバーに表示します。  

線の作成方法  

1. 挿入 | 要素| 作成 | 線 を選択して、メニューバーから [作成] を選択します。  
2. [線作成] ダイアログボックス .にアクセスします。  
3. 希望する要素を入力します。  
4. 作成方法を選択します。利用可能なオプションは以下の通りです:  

• 自動線  
• 線のアラインメント  
• 適化または 適化再補正ライン  
• 線のキャスト  
• 交差線  
• 中線  
• オフセット線  
• 平行線  
• 垂直線  
• 投影された線  
• 反転方向線  
• セグメント線のスキャン  
• オフセット線  
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5. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
feature_name=FEAT/LINE, TOG1,TOG4  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,length  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,length  
CONSTR/ TOG2,TOG3,...  

TOG2 = 線および TOG3 = BF または BFRE の場合は、コマンドは以下の形式に

なります:    
feature_name=FEAT/LINE,TOG1,TOG4  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,length  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,length  
CONSTR/LINE,TOG3  
OUTLIER_REMOVAL/TOG5, stdDevMultiplier  
FILTER/TOG5, WAVELENGTH=cutoffWavelength  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

TOG1 = 極または直交  

TOG2 = 線  

TOG3 = ALIGN / BF / BFRE / CAST / INTOF / MID / OFFSET / PLTO / PROJ / PRTO / REV / 
SCAN_SEGMENT  

TOG4 =有界/無界  

TOG5 = オフ/オン  

Length = この値は理論上または実際のラインの長さを表しています。  

stdDevMultiplier = このマルチプライヤ値は、測定されたポイントがアウトライアであるかどう

かを決定します。線からのポイントが、標準デビエーション マルチプライドを超える場合は、

それがアウトライアとなり、 アウトライア除去 オプションを選択すれば、除去されます。  

cutoffWavelength = この値はデータを平滑化する量を制御します。波長が長いほど、より良く

平滑化されます。  

編集ウインドウに表示される 初の３本の線は、作成された線のために同じになります。４番目

の線は作成する要素型によって若干異なります。カーソルを[TOG3]に合わせて、[F7]または[F8]
を押すことで、異なる種類の線の間の切り替えができます。 (" 編集ウインドウを使用する " 項 
の" コマンド モード キーボード機能 "を参照してください）  

２またはそれ以上の要素がある場合は、PC-DMIS が自動的に入力要素に必要な順序を決定しま

す。これにより測定過程の正確さが向上します。  

[自動]はデフォルトの作成方
法です。 自動線作成 "を参
照してください。  

次の トピック は線作成に利用できるオプションを示しています:  
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変分  

以下の 初の例は、ユーザーが TOG4 から有界に切り替える際の編集ウインドウの例です。 初

の x、y、z は、線の 初のポイントを示しています。２番目の x、y、z は、同じ線の 後のポイ

ントを示しています。 後の値は、線の理論上または実際の長さを表しています。  

境界のない線形式は、２番目の例で表示されます。  

feature_name=FEAT/LINE, TOG1,BND  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,x_cord,y_cord,z_cord,length  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,x_cord,y_cord,z_cord,length  
CONSTR/ TOG2,TOG3,...,length  

feature_name=FEAT/LINE, TOG1,UNBND  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
CONSTR/ TOG2,TOG3,...  

自動線作成  

以下の表は、特定の入力が選択され[自動]オプションが選択される際に作成される線型を示して

います。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な要素が選択される場合は、PC-
DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

PC-DMIS に自動的に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成]  ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. オプション一覧から [自動] を選択します。  
3. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

入力要素  作成  
3 またはそれ以上の要素 =  適化線  
任意の 1 要素 (線/セットは除

く) =  
線をキャスト  

任意の 1 セット =  適化線  
任意の 2 要素 + オフセット値 
=  

オフセット線  

円 + 円 =  適化線  
円 + 楕円  適化線  
円 + ポイント  適化線  
円 + セット =  適化線  
円 + スロット =  適化線  
円 + 球 =  適化線  
円錐 + 円 =  線に平行  
円錐 + 円錐 =  中線  
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円錐 + 円柱 =  中線  
円錐 + 楕円  線に平行  
円錐 + ポイント =  線に平行  
円錐 + セット =  線に平行  
円錐 + 球 =  線に平行  
円柱 + 円 =  線に平行  
円柱 + 円柱 =  中線  
円柱 + 楕円  線に平行  
円柱 + ポイント =  線に平行  
円柱 + セット =  線に平行  
円柱 + 球 =  線に平行  
楕円 + 楕円   
楕円 + セット  適化線  
楕円 + 球  適化線  
線 =  線を反転  
線 + 円 =  線に平行  
線 + 円錐 =  中線  
線 + 円柱 =  中線  
線 + 楕円  線に平行  
線 + 線 =  中線  
線 + ポイント =  線に平行  
線 + セット =  線に平行  
線 + スロット =  中線  
線 + 球 =  線に平行  
ポイント + 楕円  適化線  
ポイント + ポイント  適化線  
ポイント + 球  適化線  
ポイント + スロット  適化線  
ポイント + セット  適化線  
平面 + 任意の要素 (平面は除

く)=  
線を投影  

平面 + 平面 =  線の交差  
スロット + 円錐 =  中線  
スロット + 円柱 =  中線  
スロット + 楕円  線に平行  
スロット + スロット =  適化線  

   

アライメント線の作成  

線は現在の原点、現在の作業平面に標準から作成できます。 (入力要素は提供される必要ありま

せん)。  

アラインメント線の作成方法:  
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1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線作成] ダイアログボックスにアク

セスします 。  
2. [アラインメント] オプションを選択します。  
3. いかなる要素も入力 しないで ください。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/LINE,ALIGN,length  

 

作業平面に法線を作成  

A - 現在

の原点の

法線から

現在の作

業面まで

の線  

B - 現在

の作業平

面  

C - 原点  

 

 

適化または 適化再補正線の作成  

適化再補正はポイントを
用いた線を作成する際にの
み正確となります。  

' 適化' 2 または 3-次元線は、2 またはそれ以上の要素から作成で

きます。 適化作成方法は実際に測定されたポイントを取り、 適

化再補正方法は球の中心を取ります。両方の場合とも、平均二乗エ

ラーは 小二乗方法で 小化され、 大エラーは 小 大方法で

小化されます。アウトライア除去の選択またはガウシアンフィルタ

を作成された線に適用も可能です。  

• [ 適化] オプションは、否定ヒットベクトルの方向で 1 チ

ップ半径シフトされた球の中心データを用いて、適合前に

補正します、  
• [ 適化再補正] オプションは球の中心データを使用し、チ

ップ補正は適合過程の一部です。  

適化または 適化再補正線の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成]  ダイアログボックスにア

クセスします。  
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2. [ 適化]  または [ 適化再補正] オプションのいずれかを選択します。  
3. 低 2 つの要素を入力します。  
4. [2 次元の線] または [3 次元の線] オプションのいずれかを選択します。  

注記: 適化再補正のためには、1 つの要素はポイントである 必要があります 。  

5. 必要に応じて、 [アウトライアの除去] チェックボックスをクリックして、 
[標準デビエーション マルチプル] ボックスを特定します。  

6. 必要に応じて、 [ガウスフィルタ適用] チェックボックスをクリックして、 
[波長カットオフ] ボックスの値を特定します。  

7. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/LINE,BF, feat_1,feat_2, …  
OUTLIER_REMOVAL/(ON | OFF), stdDevMultiple  
FILTER/(ON | OFF),WAVELENGTH= ctfoffWavelength  
 
(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
または  

CONSTR/LINE,BFRE, feat_1,feat_2, …  
OUTLIER_REMOVAL/(ON | OFF), stdDevMultiple  
F ILTER/(ON | OFF),WAVELENGTH= cutoffWavelength  

(測定のためにプローブの中心を使用し、要素の測定後に再補正する)  

 

2 つまたはそれ以上の要素から線の作成  

アウトライア削除 / 法線デビエーション マルチプル  

適化 (BF) または 適化再補正 (BFRE) 線向けに、 適化要素からの距離に基づいてアウトラ

イアを除去できます。これにより、測定過程に生じる例外の除去が可能となります。  

PC-DMIS は 初に線をデータに合わせ、次にどのポイントが 法線デビエーション マルチプル 
ボックス内の値に基づいているかを決定します。続いて以下を実行します:  

1. 削除されたアウトライアを用いて 適化線の再計算  
2. アウトライアの再検査  
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3. 適化ラインの再計算  
4. この過程をアウトライアがなくなるまで、または PC-DMIS が線を計算で

きなくなるまで(PC-DMIS は、3 データポイントより少ない場合はライン

を計算できない）続けます。  

2 次元線向けに 、デビエーションは作業平面と平行な平面で計算されます。  

3 次元線向けに 、デビエーションは、測定されたポイントから線に沿った も

近いポイントまでの距離として計算されます。  

 

ガウスフィルタの適用 / 波長のカットオフ  

適 (BF) および 適再補正 (BFRE) 作成線には、測定されたデータから計算された 適線から

測定されたデータポイントのデビエーションをフィルタリングするオプションがあります。 [ガ
ウスフィルタ適用] チェックボックスは、波長のカットオフで制御された平滑化を用いたガウシ

アンフィルタです。通常、波長のカットオフが長いほど、よリ平滑にフィルタされたデータを生

み出します。 [アウトライアの除去] チェックボックスを選択しデータをフィルタリングする場

合は、アウトライアはフィルタリング前に除去されます。  

2 次元線向けに 、 PC-DMIS は作業平面に平行な平面のデビエーションをフィル

タします。  

3 次元線向けに 、PC-DMIS は、互いに垂直な 2 つの平面 (両面とも線を含む) の
デビエーションをフィルタします。PC-DMIS はこれらのデビエーションは 3
次元でフィルタします。  

線のキャストの作成  

線は任意の既定要素を線に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心で線を作成しま

す。  

線の長さを修正できます。この方法で線を[依存]から[独立]に変更します。線が実行される場合、

長さは入力要素に基づいて変更しませんが、入力要素から独立します。一方、位置とベクトルは

入力要素に依存したままとなります。これを使うと、ポイントなど入力要素が実際に長さを有し

ない場合、線の長さをコントロールできます。[依存/独立]領域はトグル領域であるため変更可能

です。  

線の長さの変更方法:  

1. 編集ウインドウを開きます。  
2. 線要素をクリックします。  
3. [TAB]を長さ領域が選択されるまで押します。  
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4. 新しい長さを入力します。  
5. [TAB]を押します。PC-DMIS は長さを更新します。  

PC-DMIS はデフォルトの長さを用いる代わりに、すべての計算向けにこの長さの値を使用しま

す。  

線のキャストの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成]  ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [キャスト] オプションを選択します。  
3. 任意の型から 1 つの要素を入力します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションは次のように記述されます:  
CONSTR/LINE,CAST, feat_1 ,length,(DEPENDENT | INDEPENDENT)  

 

円柱から線の作成  

交差線の作成  

線は 2 つの平面の交点で作成できます。  

交差線の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線作成] ダイアログボックスにアク

セスします 。  
2. [交差] オプションを選択します。  
3. 初の要素を入力します。平面である必要があります。  
4. 2 番目の要素を入力します。平面である必要があります。  
5. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/LINE,INTOF, feat_1,feat_2, length  
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2 つの平面から線の作成  

2
つ

の

平

面 
(平
面
1 
と

平

面
2)
の

交

点

で

作

成

さ

れ

た

線  

 

中線の作成  

中線は、線（円錐、スロット、円柱、平面）と線（円錐、スロット、円柱、平面）の間に作成で

きます。 PC-DMIS は、ポイントのひとつひとつが、両者の入力ラインから同じ距離となるよう

に線（中線）を作成します。平行する線から中線を作成でき、また両者の間にいかなる角度の線

も作成できます。これらの線は交差する必要はありません。  

中線の重心は、線間の距離が同じである入力線の重心間の線セグメント上のポイントです（必ず

しも線セグメントの中点である必要はありません）。  

中線ベクトルの方向は、中線ベクトルは 初の線ベクトルによって決まるので、中線の重心およ

び２つの入力ベクトルに左右されます。数学的に表現すると、 初の線ベクトルが V1 で２番目

の線ベクトルが V2 の場合は、中線ベクトルは通常 V1 + V2 または V1 - V2.のいずれかになりま

す。  

中線の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. 中 オプションを選択します。  
3. １番目の要素に入力します。線、円錐、円筒、スロットである必要があり

ます。  
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4. ２番目の要素に入力します。線、円錐、円筒、スロットである必要があり

ます。  
5. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次にように記述されます:  
CONSTR/LINE,MID, feat_1,feat_2, length  

   

 

2 本の線から中線の作成  

A - 
作成

され

た線 
(中
線) 
は、

２本

の線 
(前
と後

ろ) 
の間

に均

等の

間隔

を開

けま

す。 

B - 
前  

C - 
後ろ 

 

平行線の作成  

線を任意の２つの要素と平行に作成することが可能です。PC-DMIS は 初の入力要素と平行し

た線を作成し、その線は２番目の入力要素の中心を通ります。  

平行線の作成方法  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [平行] オプションを選択します。  
3. 任意のタイプから２つの要素を選択します。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  
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5. 編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されま

す:  
CONSTR/LINE,PLTO, feat_1,feat_2 ,  
length  

 

平行線の作成  

A- 
初

の要

素と

平行
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B - 
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C - 
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要素 

D - 
前  

 

 

垂直線の作成  

線は１番目の入力要素と垂直に作成でき、その線は２番目の入力要素の重心を通ります。  

垂直線の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. 垂直 オプションを選択します  
3. 任意のタイプから２つの要素を選択します。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  
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編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/LINE,PRTO, feat_1,feat_2 ,length  

 

垂直線の作成  

A - 
１番

目の

要素

に垂

直

で、

２番

目の

要素

の中

心を

介し

て作

成さ

れた

線  

B - 
初

の要

素  

C - 
２番

目の

要素 

D - 
前  

 

投影された線の作成  

線は任意の要素および平面から作成できます。PC-DMIS は、平面が線と交差する線を投影しま

す。入力要素が１つしかない場合は、作業平面が投影されます。  

投影された線の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [投影] オプションを選択します。  
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3. １つまたは２つの要素を選択します。１番目の要素型は任意となる可能性

があります。２つの要素を選択する場合は、２番目の要素は平面である 
必要があります 。  

4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行は次の通りです:  
CONSTR/LINE,PROJ, feat_1,(feat_2) ,  
長さ  

 

線および平面から線の作成  

A - 
平面

要素 
(平
面
1) 
上の

線要

素 
(線
1) 
から

投影

され

作成

され

た

線。 

 

線の方向の変更  

線は反転ベクトルを用いて作成できます。  

線反転の作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線作成] ダイアログボックスにアク

セスします 。  
• [反転] オプションを選択します。  
• 1 つの要素を選択します。線である 必要があります 。  
• [作成] をクリックします。PC-DMIS は、線のベクトルを反転し、さらに

開始および終了点をフリップします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/LINE,REV, feat_1 ,length  
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スキャンのパーツから線の作成  

線は開いた線または閉じた線のスキャンのセグメントから作成できます。PC-DMIS は、スキャ

ンのパーツから線を作成します。作成に関する詳細は、後述されています。  

セグメント線のスキャンの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [セグメントのスキャン] オプション を選択します。  
3. 先に作成された開いた線または閉じた線のスキャンを選択します。  
4. [セグメントデータ] ボタンをクリックします。 [セグメントのスキャン] 

ダイアログボックスが表示されます。  

 

5. [ 適化] または [ 適化再補正] オプションのいずれかを選択します。  
6. このダイアログボックスから作成に用いるスキャンの割り当てを選択しま

す。  
7. [開始の破棄] および [終了 大の破棄] ボックスに値を入力して、破棄の

可能性のあるポイントの数をタイプします。  
8. [公差破棄] ボックスに、 適化線からの距離をタイプします。 この公差

がフォーム公差で、これを用いると、どの終了点が線の一部として承認さ

れるのかをコントロールできます。スキャンポイントから 適化線までの

距離が公差値を大幅に超える場合は、終了点が破棄されます。  
9. [ポイントの選択] チェックボックスをオンにして、続いて X、Y、Z の領

域に書きこみするためにグラフィック表示ウインドウをクリックし、スキ

ャンの 近似開始 および 終了ポイント に入力します。グラフィック表示

ウインドウのどこをクリックしても構いませんが、クリックした箇所から

も近いところに PC‐DMIS はスキャンのポイントを置きます。さらにキ

ーボードを使ってポイント値の編集もできます。  
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10. [OK] をクリックして、データを承認し、 [セグメントのスキャン] ダイア

ログボックスを閉じます。  
11. [作成] をクリックして、スキャンから線を作成します。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/LINE,SCAN_SEGMENT,fit_type,feat_1,start_x,start_y,start_z,end_x,end_y,end_z,discar
d_start,discard_end,tolerance  

既定のスキャンから 1 つ以上のアークおよび線が必要な場合は、別のスキャンを選択するために、

別のコマンドを加える必要があります。  

線作成に使用されるデータの決定  

線作成に使用されるデータは以下のように決定されます:   

• 初に、スキャンのセグメントを、スキャン内の開始点および終了点を用

いて決定します。開始点および終了点は [star t_x, s tart_y , start_z] に
も近いスキャン内のポイントおよび [end_x, end_y, end_z] に も近いポ

イントとしてそれぞれ選択されます。  
• 次にポイントは、スキャンの開始および終了点から破棄されます。破棄さ

れたポイントの数は、開始および終了から discard_start および 
discard_end でそれぞれ示されます。続いて、線がこのポイントセットに

適合されます。  
• 後に、開始および終了点が、定義された公差内の場合は、加え戻されま

す。続いて、線は新ポイントセットに再び適合し直されます。  

fit_type の値は、 BF ( 適化) または BFRE ( 適化再補正)になります。これは 適化または再補

正を用いた 適化かどうかを決定し、線を計算するときに実行されます。 適化および 適化再

補正については、" 適化または 適化再補正の作成 "を参照してください。  

オフセット線の作成  

線は入力要素から特定された距離を作成できます。  

オフセットラインの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
2. [オフセット] オプションを選択します。  
3. オフセットラインが作成される 低 t 2 つの要素を選択します。型は任意

です。  
4. [オフセット] ボタンをクリックします。 [線オフセット] ダイアログボッ

クスが表示されます。  
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[線オフセット]ダイアログボックス  

5. [公称値計算] オプションをクリックして、オフセット領域の希望する要素

向けのオフセット値を入力するか、 [オフセット計算] オプションをクリ

ックして、公称値を変更します (手順は下記を参照してください)。  
6. [OK] をクリックします。 [線オフセット] ダイアログボックスが閉じます。  
7. [作成] をクリックします。  

PC-DMIS は、線を反復して作成するので、各入力要素から線までの 短距離が対応するオフセ

ット量となります。PC-DMIS は、既定の面の法線に垂直方向にオフセットすべてを作成します。

PC-DMIS は、ポイントが測定される、同じ一般的方向に負オフセットを適用します。正オフセ

ットはそのプロービング方向と逆に適用されます。プロービング方向がない場合 (例、入力ポイ

ントが作成された)、PC-DMIS は現在の作業平面を使用して、オフセットを適用するために一般

的方向を決定します。正オフセットは現在の作業平面の 3 番目の軸のプラス方向に適用されます。

負オフセットは現在の作業平面の 3 番目の軸のマイナス方向に適用されます。  

注記: オフセット値のサイン (正または負) は、入力要素のどちらの辺に線が作成されるかをコン

トロールします。予想したよりも逆の線を得る場合は、要素をキャンセルし、再作成し、オフセ

ットに入力されたサインを反転します。例えば、オフセットが 1.0, 2.5, 3.5 の場合は、-1.0, -2.5, 
-3.5 に変更します。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されま

す:    
CONSTR/LINE,OFFSET  
SURFACE NORMAL = i_vec, j_vec, k_vec, TOG1  
ID = id1, id2, …  
OFFSET = val1, val2, …  

注記: TOG1 = マルチポイントと 2 つのポイント間を変更。2 ポイント アルゴリズムは、PC-
DMIS 2.1 バージョンまたはそれ以前を用いて作成されたパーツにのみ利用可能です。  

オフセットは以下の 2 つの方法で計算できます:  

• 選択する入力型向けに直接オフセットを変更し、 [計算] ボタンをクリッ

クし、法線ベクトルを更新します。  
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• 選択された要素向けに法線値を変更し、 [計算] ボタンをクリックし、オ

フセット値を更新します。  

これらは以下に説明されます。  

オフセットを直接公称値計算に変更  

新オフセット値の入力方法:  

1. [線オフセット] ダイアログボックスを、 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択し

て、 [線作成] ダイアログボックス から [オフセット] ボタンをクリックし

て開きます。  
2. [公称値計算] オプションを選択します。このダイアログボックスのオフセ

ット割り当ては編集可能になります。  
3. [オフセット] コラムで、"0.000000" 値 (または現在値) をクリックしてハ

イライトします。  
4. [オフセット]を再びクリックします。  
5. 新しい値を入力します。  
6. [ENTER]を押します。  
7. [計算] をクリックして、選択するオフセットに基づいて公称値を更新しま

す。  
8. [OK] をクリックして、オフセットを保存します。  

 

公称値を計算する例  

[計算] ボタンが、入力された新オフセットから X、Y、Z の公称値を計算します。  

例えば、２つの円 (円 1 と円 2) の間にオフセット線を作成する場合。それらの要素を選択した後、 
[オフセット] ボタンをクリックすると、X、Y、Z 公称値を以下のように得ます:  

X = 4.5040  

Y = 3  

Z = 0.1582  

オフセット値を各サークル向けに２で変更する場合は、 [公称値の計算] ボタンをクリックしま

す。X、Y、Z は以下のように更新されます:  

X = 4.5040  

Y = 5  
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Z = 0.1582  

次に [OK] をクリックして、オフセット線を作成すると、新たに作成された線が、Y 軸の中で 2
ユニット高くなるのがわかります。  

Y 軸のみが、線オフセット向けのオフセットです。  

公称値を直接計算オフセットに変更  

新オフセット値の入力方法:  

1.         [線オフセット] ダイアログボックスを、 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [線
の作成] ダイアログボックスから、 [オフセット] をクリックします。  

2.         [オフセット計算] オプションを選択します。このダイアログボックスの公称値割

り当ては編集可能になります。  

3.         XYZ, IJK, または面 IJK 値を変更します。  

4.         [計算] をクリックして、選択した公称値に基づいたオフセット値を更新します。  

5.         [OK] をクリックして、オフセットを保存します。  

オフセットを計算する例  

公称値を変更すると、 [オフセット計算] ボタンが、 オフセット コラムに現れるオフセット値を

計算します。  

例えば、２つの円 (円 1 と円 2) の間にオフセット線を作成する場合。それらの要素を選択した後、 
[オフセット] ボタンをクリックすると、X、Y、Z 公称値を以下のように得ます:  

X = 4.5040  

Y = 3  

Z = 0.1582  

X、Y、Z 公称値を以下のように変更する場合は:  

X = 4.5040  

Y = 4.5  

Z = 0.1582  

[オフセットの計算] ボタンをクリックすると、２つの円向けにオフセットが以下のように更新さ

れます:  
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1.500000 CIR1  

1.500000 CIR2  

次に [OK] をクリックしてオフセット線を作成すると、線が Y 軸で 1.5 ユニット高いところで作

成されているのがわかります。  

円錐要素の作成  

    

[円錐作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を使うと、さまざまな方法で円錐を作成できます。以下の表は、必要入力とともに、

作成された円錐のさまざまな型を一覧化しています。入力の必要のない要素もありますが、 低

6 つまたはそれ以上の入力が必要な要素もあります。下記の表の用語 '任意' は、作成が作成向け

の入力として任意の要素型を取れることを示しています。PC-DMIS を使うと、任意の順序で要

素を選択できます。  

要素型作成  編集ウイン

ドウの記号  
入力要素の

番号  
要素 #1:  要素 #2:  コメント  

適化円錐  BF  低 6 つの

入力が必要 
-  -  既定の入力を

用いて 適化

円錐の作成  
再補正円錐を用

いた 適化  
BFRE  低 6 つの

入力が必

要。(1 つは

ポイントで

ある必要が

-  -  既定の入力を

用いて 適化

円錐の作成  
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あります)  
円錐をキャスト キャスト  1  任意  -  入力要素の重

心で円錐作成  
円錐の投影  PROJ  1 または 2  任意  平面  1 つの入力要素

を使用すると

円錐を作業平

面に投影しま

す。  
円錐を反転  REV  1  円錐  -  軸向けに反転

されたベクト

ルを用いて円

錐作成  

注記: 不適切な要素型を選択すると、PC-DMIS は"[要素]を作成できません。入力要素の組み合わ

せが承認できません" とステータスバーに表示します。  

円錐作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 円錐 を選択して、 [円錐作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
• 希望する要素を入力します。  
• 作成方法を選択します。次のオプションが利用可能です:  

1. 適化または 適化再補正円錐  
2. 円錐をキャスト  
3. 投影された円錐  
4. 反転方向円錐  
5. 自動円錐  

4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

feature_name=FEAT/CONE, TOG1,TOG4,ANG  
THEO /x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,ang  
ACTL /x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,ang  
CONSTR/ TOG2,TOG3,......  
 
feature_name=FEAT/CONE, TOG1,TOG4,LENG  
THEO/x_cord,y_cord,z_cor,i_vec,j_vec,k_vec,leng,diam_1,diam_2  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cor,i_vec,j_vec,k_vec,leng,diam_1,diam_2  
CONSTR/ TOG2,TOG3,......  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

TOG1 = 極またはレクタングル  

TOG2 =円錐  

TOG3 = BF / BFRE / CAST / PROJ / REV  
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TOG4 = イン/アウト  

TOG5 = 角度/長さ  

編集ウインドウに表示される 初の 3 本の線は作成された円錐のために似通っています。要素が

有界または無界の場合は、表示される理論上および実際の値はさまざまとなります。4 本目の線

は、作成される要素型によってわずかに異なります。カーソルを[TOG]に置いて、左マウスクリ

ックして、異なる型の間を切り替えできます。キーボードを使ってトグル領域を切り替えること

もできます。" 編集ウインドウの使用 " 項 の" コマンドモード キーボード機能 "を参照してくだ

さい)  

2 つまたはそれ以上の要素が含まれる場合は、PC-DMIS は入力要素の必須順序を自動的に決定

します。これにより測定過程の正確さが向上します。  

自動がデフォルトの作成方
法です。このオプションは
入力要素を用いて円錐を作
成する 善の方法を自動的
に決定します。" 自動円錐作
成 "を参照してください。  

以下のパラグラフは円錐作成に利用可能なオプションを説明してい

ます:  

円錐のイン/アウト  

 

イン および アウト オプションは、PC-DMIS に円錐を内部または外部円錐として作成するかど

うかを指示します。  

1. イン を選択する場合は、PC-DMIS は内部円錐として円錐を作成します。  
2. アウト を選択する場合は、PC-DMIS は外部円錐として円錐を作成します。  

変分  

以下の 初の例は、ユーザーが[TOG5]から角度に変更するときの編集ウインドウの例です。境

界のない円錐形式が、 初の例で表示されています。2 番目の例は、[TOG5]から長さに変更する

ときの表示を示しています。 Diam_1 は、 初の３ヒットの高さの直径として定義されています。 
Diam_2 は、 初の直径から も離れているポイントの直径です。長さは２つの直径の間の距離

です。  

境界のある円錐形式は、２番目の例で示されています。  
feature_name=FEAT/CONE, TOG1,TOG4,ANG  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,ang  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,ang  
CONSTR/ TOG2,TOG3,......  
 
feature_name=FEAT/CONE, TOG1,TOG4,LENG  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,length,diam_1,diam_2  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,length,diam_1,diam_2  
CONSTR/ TOG2,TOG3,......  
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適化または 適化再補正円錐の作成  

適化円錐は 6 つまたはそれ以上の要素を用いて作成できます。 初の 3 入力は、中央線に法線

である円錐の近似平面断面上にある必要があります。残りのポイントは、 初の 3 ポイントで定

義された平面の上または下のいずれかに置く必要がありますが、平面の両辺上ではありません。

この測定方法は、 善の結果を生み出します。 適化作成方法は、球の中心 ( 適化再補正の場

合のように)よりむしろ、実際に測定されたポイントを取ります。両方の場合とも PC-DMIS は 
小二乗 円錐を計算し、その内の 1 つの場合では PC-DMIS はデータポイントから円錐までの平

均二乗距離を 小化します。  

適化または 適化再補正の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円錐 を選択して、 [円錐作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
2. [ 適化]  または [ 適化再補正] オプションのいずれかを選択します。  
3. 低 6 要素を入力します。  

注記: 適化再補正を選択する場合は、 低 1 つの要素がポイントである 必要があります 。  

4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/CONE,BF, feat_1,feat_2,feat_3,feat_4,feat_5,feat_6  
(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
または  
CONSTR/CONE,BFRE, feat_1,feat_2,feat_3,feat_4,feat_5,feat_6  
(測定のためにプローブの中心を使用)  

 

6 つまたはそれ以上のポイントから円錐の作成  

9
つ

の

ポ

イ

ン

ト

か

ら

作

成

さ

れ

た

適

化

円
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錐  

 

円錐のキャストの作成  

円錐は任意の既定要素を円錐に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心で円錐を作

成します。入力要素が円錐でない場合、PC-DMIS はインクルーデッドアングル向けにデフォル

ト値を使用します。入力要素が線エレメント出ない場合 (線, 円柱またはスロット)、PC-DMIS は
軸の長さ向けにデフォルトの長さを使用します。  

円錐のサイズを変更できます。この方法で円錐を[依存]から[独立]に変更します。円錐が実行され

る際、サイズは入力要素に基づいて変更しませんが、入力要素からは独立します。一方、位置と

ベクトルは入力要素に依存したままとなります。これを使うと、ポイントなど入力要素が実際に

サイズを有しない場合、円錐のサイズをコントロールできます。[依存/独立]領域はトグル領域で

あるため変更可能です。  

PC-DMIS は上記に説明されたようにデフォルト値の代わりに、すべての計算向けに新しい属性

を使用します (例、半角が変更される場合)。  

円錐のキャストの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円錐 を選択して、 [円錐作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
2. [キャスト] オプションを選択します。  
3. 任意の型から 1 つの要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションは次のように記述されます:  
CONSTR/CONE,CAST, feat_1 , (DEPENDENT | INDEPENDENT)  

投影された円錐の作成  

円錐は、平面上の任意の要素を投影することで作成できます。投影された入力要素が円錐でない

場合は、PC-DMIS は、２辺がなす角度と２本の軸の長さ向けにデフォルト値を使用します。１

番目の長さは、頂点と１番目の円との間の距離です。２番目の長さは、２つの円の間の距離です。

入力が 1 つしかない場合は、現在の作業平面が投影されます。  

投影される円錐の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円錐 を選択して、 [円錐作成] ダイアログボックスに

アクセスします。  
2. [投影] オプションを選択します。  
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3. １つか２つの いずれかの 要素を選択します。要素を 1 つする場合は、そ

の要素型は任意です。要素を２つ選択する場合は、１番目の要素型は任意

ですが、２番目の要素は平面である 必要があります 。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CONE,PROJ, feat_1,(feat_2)  

円錐の方向の変更  

円錐は反転ベクトルを用いて作成できます。  

円錐反転の作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 円錐 を選択して、 [円錐作成] ダイアログボックスに

アクセスします  。  
• [反転] オプションを選択します。  
• 1 つの要素を選択します。円錐である 必要があります 。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CONE,REV, feat_1  

自動円錐作成  

以下の表は、特定の入力が選択され、[自動]オプションが選択される際に作成される円錐型を示

しています。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な入力要素が選択される場合

は、PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

PC-DMIS に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円錐 を選択して、 [円錐の作成] ) ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. オプション一覧から [自動] オプションを選択します。  
3. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

入力要素  作成  
6 以上の要素 =  適化円錐  
平面 + 任意の要素=  円錐の投影  
円錐 =  円錐を反転  
任意の 1 要素 =  
(円錐/セットは除く)。  

円錐をキャスト

任意の 1 セット =  適化円錐  
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円柱要素の作成  

    

[円柱作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を使うと、円柱作成向けのいくつかの方法が利用できます。以下の表は、必要入力と

ともに、作成された円柱型のさまざまな型を一覧化しています。入力が必要のない要素もありま

すが、6 つまたはそれ以上の要素を必要とする要素もあります。以下の表の用語'任意' は、作成

が作成向け入力として任意の要素型を取れることを示しています。PC-DMIS を使うと、任意の

順序で要素を選択できます。  

要素型作成  編集ウイン

ドウの記号  
入力要素の

番号  
要素 #1:  要素 #2:  コメント  

適化円柱  BF  低 6 つの

入力が必

要。下記の 
注記 を参照

してくださ

い。  

-  -  既定入力を用

いて 適化円

柱作成  

適化再補正円

柱  
BFRE  低 6 つの

入力が必要 
(1 つはポイ

ントである

必要があり

ます)。下記

の 注記 を
参照してく

-  -  既定入力を用

いて 適化円

柱作成  
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ださい。  
円柱のキャスト キャスト  1  任意  -  入力要素の重

心で円柱作成  
円柱の投影  PROJ  1 または 2  任意  平面  1 つの入力要

素が円柱を作

業平面に投影

します。  
円柱の反転  REV  1  円柱、円

錐、線、ス

ロット  

-  反転ベクトル

を用いた円柱

作成  

注記: 適化および 適化再補正円柱は 2 つの円から作成できます。入力円は、 適化 (BF) / 
適化再補正 (BFRE) または測定された円で作成された型である必要があります。各円の総ヒット

数は 低 3 である必要があります。  

 

注記: 不適切な要素型を選択すると、PC-DMIS は"[要素]を作成できません。入力要素の組み合わ

せが承認できません" とステータスバーに表示します。  

円柱の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円柱 を選択して、 [円柱の作成] ダイアログボックス

にアクセスします  。  
2. 希望する要素を入力します。  
3. 作成方法を選択します。次のオプションが利用可能です:  

• 適化または 適化再補正円柱  
• 円柱のキャスト  
• 投影された円柱  
• 方向を反転した円柱  
• 自動円柱  

4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、円柱作成例は次のように記述されます:  
feature_name=FEAT/CYLINDER, TOG1,TOG4,TOG5  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam,length  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,diam,length  
CONSTR/ TOG2,TOG3,......  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

[自動]はデフォルトの作成
方法です。このオプション
は入力要素を用いて円柱を

以下は、円柱向けの基礎形式です。  
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作成する 善の方法を自動
的に決定します。" 自動円
柱作成" を参照してくださ
い。  

TOG1 = 極またはレクタングル  

TOG2 = 円柱  

TOG3 = BF / BFRE / CAST / PROJ / REV  

TOG4 = イン/アウト  

TOG5 = LEAST_SQR / MAX_INSC / MIN_CIRCSC / 
MIN_SEP / FIXED_RAD (測定された BF および

BFRE 円のみ)  

長さ = は 初に測定された円( 初の 3 ヒット)および

初の 3 ヒットから も離れたポイントの間で測定さ

れます。  

編集ウインドウに表示される 初の 3 本の線は作成された円柱向け

と同じになります。4 本目の線は、作成される型によって、わずか

に異なります。カーソルを[TOG3] に置いて、[F7] または [F8]を押

すことで、異なる型の円柱間を切り替えできます。(" 編集ウインド

ウの使用 " 項 の コマンドモード キーボード機能 "を参照してくだ

さい)  

2 つまたはそれ以上の要素が含まれる場合は、PC-DMIS は入力要素

の必須順序を自動的に決定します。これにより測定過程の正確さが

向上します。  

以下は円柱作成に利用可能なオプションを説明しています。  

円柱のイン/アウト  

 

イン および アウト オプションは、PC-DMIS に円柱を内部または外部円柱として作成するかど

うかを指示します。  

1. イン を選択する場合は、PC-DMIS は内部円柱として円柱を作成します。  
2. アウト を選択する場合は、 PC-DMIS は外部円柱として円柱を作成しま

す。  

適化または 適化再補正円柱の作成  

適化円柱は 6 つまたはそれ以上のポイントから作成できます。 初の 3 ポイントは中央線に法

線である円柱の近似平面断面上にある必要があります。 適化作成方法は、球の中心 ( 適化再

補正の場合のように) よりむしろ、実際に測定されたポイントを取ります。両方の場合とも PC-
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DMIS は 小二乗 円柱を計算し、その内の 1 つの場合では PC-DMIS はデータポイントから円柱

までの平均二乗距離を 小化します。  

注記: ポイントの特定パターン(例、3 等分に隔てられたポイントの 2 行または 4 等分に隔てられ

た 2 行)は、多数の方法で完璧な円柱の作成または測定をします。また、PC-DMIS の 適化アル

ゴリズムによって、予期しない方法で円柱が作成および測定される可能性があります。 適な結

果を得るには、測定される円柱が一意的に決まるような点のパターンであることが必要です。  

適化または 適化再補正円柱の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円柱 を選択して、 [円柱の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. [ 適化]  または [ 適化再補正] オプションのいずれかを選択します。  
3. 低 2 つの近似円要素または 低 6 つの任意の型のいずれかを選択して、

入力要素を入力します。  

低 2 つの円要素向けに 、それらは測定された円である 必要があります 。
各円のヒット量は 低 3 である必要があります。  

低 6 つの要素向けに 、それらの型は任意となります。しかし、 [ 適化

再補正] を選択した場合は、 低 1 要素がポイントである 必要があり

ます 。  

4. [作成] をクリックします。  

注記: PC-DMIS が入力要素からポイントを得るために用いる数学ルーチンは、入力要素型に応じ

てさまざまになります。上記に説明された適切な入力円以外の作成された要素は、シングルポイ

ント戻ります。作成された BF 円、作成された BFRE 円、または上記に説明された測定された円

は、入力ポイントに戻ります。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CYLINDER,BF, feat_1,feat_2,feat_3,feat_4,feat_5,feat_6  
(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
または  
CONSTR/CYLINDER,BFRE, feat_1,feat_2,feat_3,feat_4,feat_5,...  
(測定のためにプローブの中心を使用)  
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6 つまたはそれ以上のポイントから円柱の作成  

8 つ

のポ

イン

トか

ら作

成さ

れた

適

化円

柱。 

 

適化型  

 

このリストは円柱を作成する際に [ 適化] または [ 適化再補正] を選択する場合に利用可能と

なります。これを使うと、使用される 適化作成型を特定できます。次の種類が選択可能です:  

1. LEAST_SQR  
2. MAX_INSC  
3. MIN_CIRCSC  
4. MIN_SEP  
5. FIXED_RAD  

これらの計算型はすでに" 適化の種類 "で述べられています。  

円柱のキャストの作成  

円柱は任意の既定の要素を円柱に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心に円柱を

作成します。シートメタルポイントが用いられる場合は、直径はプローブ直径となります。いく

つかのシートメタル要素 (スロットやノッチなど) 向けに、幅が直径として使用されます。直径

を有しない要素 (線、ポイントなど)向けに、プローブ直径の 4 倍の値が使用されます。  
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円柱のサイズを変更できます。この方法で円柱を[依存]から[独立]に変更します。円柱が実行され

る際、長さと幅は入力要素に基づいて変更しませんが、入力要素から独立します。一方、位置と

ベクトルは入力要素に依存したままとなります。これを使うと、ポイントなど実際に長さや直径

を有しない入力要素の場合に円柱をコントロールできます。[依存/独立]領域はトグル領域である

ため変更可能です。  

PC-DMIS は上記に説明されたように、デフォルト値の代わりにすべての計算向けに新しい属性

を使用します (例、直径が変更する場合)。  

円柱のキャストの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円柱 を選択して、 [円柱の作成] ダイアログボックス

にアクセスします  。  
2. [キャスト] オプションを選択します。  
3. 1 つの要素を選択します。要素の型は任意です。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CYLINDER,CAST, feat_1 , (DEPENDENT | INDEPENDENT)  

投影された円筒の作成  

円筒は、任意の要素および平面から作成できます。投影された円筒の直径は、１番目の入力要素

(円形の場合)の直径となり、円形要素ではない場合はプローブ直径の２倍になります。有界測定

には長さと直径を入力する必要があります。入力要素が１つしかない場合は、作業平面が投影さ

れます。  

投影された円筒の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円筒 を選択して、 [円筒作成] ダイアログボックスに

アクセスします。  
2. [投影] オプションを選択します。  
3. １つまたは ２つの要素の いずれかを 選択します。要素を１つ選択する場

合は、要素型は任意です。要素を 2 つを選択する場合は、１番目の要素

型は任意ですが、２番目の要素は平面である 必要があります 。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CYLINDER,PROJ, feat_1,(feat_2)  

円柱の方向の変更  

円柱は反転ベクトルを用いて作成できます。  

円柱反転の作成方法:  
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• 挿入 | 要素 | 作成 | 円柱 を選択して、 [円柱の作成] ダイアログボックス

にアクセスします  。  
• [反転] オプションを選択します。  
• 1 つの要素を選択します。円柱である 必要があります 。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/CYLINDER,REV, feat_1  

自動円柱作成  

以下の表は、特定の入力が選択され、[自動]オプションが選択された際に作成される円柱型を示

しています。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な入力要素が選択される場合

は、PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

入力要素  作成  
5 またはそれ以上の要素 =  適化円柱  
任意の 1 要素 =  
(円柱/セットを除く)  

円柱のキャスト

任意の 1 セット =  適化円柱  
円柱 =  円柱の反転  
平面 + 任意の要素=  円柱の投影  

 

注記: ポイントの特定パターン(例、3 等分に隔てられたポイントの 2 行または 4 等分に隔てられ

た 2 行)は、多数の方法で完璧な円柱の作成または測定をします。また、PC-DMIS の 適化アル

ゴリズムによって、予期しない方法で円柱が作成および測定される可能性があります。 適な結

果を得るには、測定される円柱が一意的に決まるような点のパターンであることが必要です。  

PC-DMIS に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 円柱 を選択して、 [円柱の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. オプションの一覧から [自動] オプションを選択します。  
3. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  
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平面要素の作成  

    

[平面の作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS を用いて平面を作成する方法はいくつかあります。以下の表は、作成されたさまざま

な種類を、必要な入力とともに、一覧表にしています。入力が必要のない要素もありますが、３

つまたはそれ以上の入力が必要な要素もあります。以下の表内の用語 '任意' は、作成用の入力と

して、任意の要素型が利用できることを示しています。PC-DMIS を使うと、要素を任意の順序

で選択することが可能です。  

要素の種類の

作成  
編集ウイ

ンドウ内

の記号  

# 入力要

素の番号 
要素 #1: 要素 #2: 要素 #3: コメント  

平面のアライ

ンメント  
割り当て

る  
0  -  -  -  原点のアライ

ンメントで平

面の作成  
適化平面  BF  低３つ

の入力が

必要で

す。  

-  -  -  入力を用いて

適化平面の

作成  

再補正平面を

用いた 適化  
BFRE  低３つ

の入力が

-  -  -  入力を用いて

適化平面の
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必要です

(1 つはポ

イントで

ある必要

がありま

す)  

作成  

平面のキャス

ト  
キャスト  1  任意  -  -  入力要素の重

心で平面の作

成  
ハイポイント

平面  
HIPNT  1 セット

( 小限３

つの要素

を用い

て） また

は 1 スキ

ャンのい

ずれか。 

入力がセ

ットの場

合は、任

意を使っ

てくださ

い。入力

がスキャ

ンの場合

は、パッ

チスキャ

ンを使っ

てくださ

い。  

  利用可能な

も高いポイン

トを用いて平

面の作成  

中平面  中  2  任意  任意  -  入力の重心間

に中平面の作

成  
オフセット平

面  
オフセッ

ト  
低３つ

の入力が

必要で

す。  

任意  任意  任意  それぞれの入

力要素から平

面オフセット

の構築  
平行平面  PLTO  2  任意  任意  -  １番目の要素

と平行し、２

番目の要素を

通る平面の構

築  
垂直平面  PRTO  2  任意  任意  -  １番目の要素

と垂直で、２

番目の要素を

通る平面の構

築  
反転平面  REV  1  平面  -  -  反転ベクトル

を用いて、入

力を通る平面

の作成  

平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、メニューバーから 平面の作成 を選

択します。  
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2. 平面 を選択します。 [平面作成] ダイアログボックスが表示されます。 .  
3. 希望する要素を入力します。  
4. 作成方法を選択します。利用可能なオプションは以下の通りです:  

• 平面のアラインメント  
• 適化または 適化再補正平面  
• 平面のキャスト  
• ハイポイント平面  
• 中平面  
• オフセット平面  
• 平行平面  
• 垂直平面  
• 反転方向平面  
• 自動平面  

5. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではサンプルは次のように記述されます:  
feature_name=FEAT/PLANE, TOG1  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
CONSTR/ TOG2,TOG3,......  

TOG2 = PLANE および TOG3 = BF または BFRE の場合は、コマンドは次の形

式となります:    
feature_name=FEAT/PLANE,TOG1  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec  
CONSTR/PLANE,TOG3  
OUTLIER_REMOVAL/TOG5,stdDevMultiplier  
FILTER/TOG5,WAVELENGTH= cutoffWavelength  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

自動はデフォルトの作成方
法となっています。このオ
プションは自動的に、入力
要素を用いて平面を作成す
る 適の方法を決定しま
す。" 自動平面作成" を参照
してください。  

TOG1 = 極または直交  

TOG2 = 平面  

TOG3 = ALIGN / BF / BFRE / CAST / HIPNT / MID / 
OFFSET / PLTO / PROJ / PRTO / REV  

TOG5 = オン/オフ  

stdDevMultiplier = このマルチプライア値は、測定され

たポイントがアウトライアであるかどうかを決定し

ます。平面からのポイントがマルチプライされる標

準デビエーションを越えている場合は、それがアウ

トライアとなり、 アウトライア除去 オプションを選
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択すれば、除去されます。.  

cutoffWavelength = この値はデータを平滑化する量を

制御します。波長が長いほど、より良く平滑化され

ます。  

編集ウインドウに表示される 初の３本の線は、作成される平面の

ために同じになります。４番目の線は作成された要素型によって若

干異なります。カーソルを[TOG3]にあわせて、[F7]または[F8.]を押

すことで異なる種類の平面間の切り替えができます。("編集ウイン

ドウを使用する"項の コマンド モード キーボード機能 "を参照して

ください)  

２またはそれ以上の要素がある場合は、PC-DMIS が自動的に入力要

素に必要な順序を決定します。これにより測定過程の正確さが向上

します。  

以下は、平面作成に利用可能なオプションを示しています:  

アラインメントから平面の作成  

平面は、現在の原点を介して、および現在の作業平面と平行して作成できます。 (入力要素を提

供する必要はありません)  

平面のアラインメントの作成方法:  

1.          挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して [平面の作成] ダイアログボックスに

アクセスします。  

2.         [アラインメント] オプションを選択します。  

3.         いずれの要素も選択しないでください。  

4.         [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションは次のように記述されます: 
CONSTR/PLANE,ALIGN  
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アラインメントから平面の作成   

A - ト
ップ
(XY+Z)
作業平

面と平

行、お

よび原

点を介

して作

成され

た平

面。  

B - 原
点 
(0,0,0)  

C - 現
在の作

業平面  

 

適化または 適化再補正平面の作成  

' 適化 ' 平面は 3 またはそれ以上の要素から作成できます。 適化作成方法は、球の中心( 適

化再補正の場合のように) よりはむしろ、実際に測定されたポイントを取ります。両方の場合と

も PC-DMIS は 小二乗 平面を計算し、その内の 1 つの場合では PC-DMIS はデータポイントか

ら平面までの平均二乗垂直距離を 小化します。  

適化または 適化再補正平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします  。  
2. [ 適化]  または [ 適化再補正] オプションのいずれかを選択します。  
3. 低 3 要素を選択します。  

注記: 適化再補正を選択する場合は、 低 1 要素はポイントである 必要があります 。  

4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/PLANE,BF,feat_1,feat_2, …  

OUTLIER_REMOVAL/(ON | OFF),stdDevMultiple  
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FILTER/(ON | OFF), WAVELENGTH=cufoffWavelength  

(作成のために実際に測定されたポイントを使用)  
   

または  

CONSTR/PLANE,BFRE,feat_1,feat_2, …  

OUTLIER_REMOVAL/(ON | OFF),stdDevMultiple  

FILTER/(ON | OFF), WAVELENGTH=ctfoffWavelength  

(測定目的のためにプローブの中心を使用)  

 

3 つまたはそれ以上のポイントから平面の作成  

4
つ

の

ポ

イ

ン

ト 
(ポ
イ

ン

ト
1,
ポ

イ

ン

ト
2,
ポ

イ

ン

ト
3,
ポ

イ

ン

ト
4)
か

ら

作

成

さ

れ

た
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適

化

平

面  

 

 

アウトライア削除 / 法線デビエーション マルチプル  

適化 (BF) または 適化再補正 (BFRE) 平面向けに、 適化要素からの距離に基づいてアウト

ライアを除去できます。これにより、測定過程に生じる例外の除去が可能となります。  

PC-DMIS は 初に平面をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション マルチプル

に基づくアウトライアであるかを決定します。続いて以下を実行します:  

1. 削除されたアウトライアを用いて 適化の再計算  
2. アウトライアの再検査  
3. 適化平面の再計算  
4. この過程をアウトライアがなくなるまで、または PC-DMIS が平面を計算

できなくなるまで(PC-DMIS は、3 データポイントより少ない場合は平面

を計算できない）続けます。  

ガウスフィルタの適用 / 波長のカットオフ  

適化 (BF) および 適化再補正 (BFRE) 作成平面には、測定データから計算された 適化平面

から測定されたデビエーションをフィリタリングするオプションがあります。 [ガウス適用 フィ

ルタ ]チェックボックスを使うと、波長のカットオフを用いてガウシアンフィルタを適用できま

す。通常、波長のカットオフが長いほど、より平滑にフィルタされたデータが生み出されます。 
[アウトライア除去] チェックボックスを選択し、データをフィルタリングしている場合は、フィ

ルタリング前にアウトライアデータが除去されます。詳細は、" フィルタセットの作成 "の" ガウ

シアン "を参照してください。  

平面のキャストの作成  

平面は任意の要素を平面に変更して作成できます。PC-DMIS は入力要素の重心に平面を作成し

ます。  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします  。  
2. [キャスト] オプションを選択します。  
3. 任意の型から 1 つの要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  
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編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/PLANE,CAST, feat_1  

ハイ ポイント平面の作成  

PC-DMIS は一連の要素から
１つのハイ ポイント平面し
か作成できません。セット
は 低 ３ つの要素を含んで
いる必要があります。  

ハイ ポイント平面は一連のセットまたはパッチスキャンを形成す

る要素を用いて作成できます。  

ハイ ポイント平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作

成] ダイアログボックスにアクセスします。  
2. [ハイ ポイント] オプションを選択します  
3. ３またはそれ以上の要素を選択します(どの要素

型も使用可能)。 低３つの要素またはパッチス

キャンを使うセットも使用可能です。 一連の要

素を作成する "または" パーツのスキャン " 項 の"
高度なパッチの実行"を参照してください。.  

4. [作成] ボタンをクリックします。  
5. まず、PC-DMIS が入力要素から 適化平面を作

成します。次に、PC-DMIS が 適化平面を回転

します。続いて、PC‐DMIS がこの平面上で も

高い３つのポイントを（選択された要素から）検

出し、ハイ ポイント平面を作成するために使用

します。  

ハイ ポイント平面作成に使われる入力要素の重心が、重力の中心を定義します。1 番目のハイ 
ポイント平面が重力を含まない場合は、PC-DMIS が２番目の平面を自動的に作成します。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションは次のように記述されます:  
CONSTR/PLANE, HIPNT, feat_1, feat_2, feat_3, . . .  

 

A - 入力要素  

B - ハイ ポイン

ト平面 ( も高

いポイントを使

用する)  

C - 重量の中心

を含むために作

成された２番目

のハイ ポイント
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ハイ ポイント 平面 の作成  

 

平面。  

D - 重力の中心  

 

中平面の作成  

平面は任意の２つの要素から作成できます。結果として生じた平面 (中平面) は、この２つの特

定された入力要素の重心から均等に間隔を開けます。  

中平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. [中平面] オプションを選択します。  
3. 任意のタイプから２つの要素を選択します。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます: 
CONSTR/PLANE,MID, feat_1,feat_2  

 

２つの平面から１つの平面の作成  

A - 作成さ

れる平面

は２つの

平面 (平
面 1 と平

面 2) の間

に均等の

間隔を開

けます。  
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作成された平面とそのベクトルは、使用される入力要素によって決定します:  

• 両方の入力要素向けに平面を選択する場合は 、中平面は、中平面が 2
つの入力平面間のより小さいインクルーデッド アングルと公差する箇

所に置かれます。  
• 両方の入力要素向けに平面を選択しない場合は 、作成された中平面は、

２つの入力要素の重心の中間のポイントを通ります。作成された平面

のベクトルは、 初の入力要素の重心から２番目の入力要素の重心ま

でを通過します。  

オフセット平面の作成  

平面は入力要素から特定された距離を作成できます。  

オフセット平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. [オフセット] オプションを選択します。  
3. 低 3 つの任意の型を選択します。  
4. [オフセット] ボタンを選択します。 [平面オフセット] ダイアログボック

スが表示されます。  

 

[平面オフセット]ダイアログボックス  

5. [公称値計算] オプションをクリックし、オフセット領域に希望する要素の

オフセット値を入力します。または [オフセット計算] オプションをクリ

ックし、公称値を変更します (以下の手順を参照してください)。  
6. [計算] をクリックし、公称値またはオフセット値のいずれかを入力します。  
7. [OK] ボタンをクリックします。 [平面オフセット] ダイアログボックスが

閉じます。  
8. [作成] をクリックします。  
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PC-DMIS は平面を反復して作成するので、各入力要素から平面までの 短距離が対応するオフ

セット量となります。PC-DMIS は、ポイントが測定される、同じ一般的方向に負オフセットを

適用します。正オフセット値はそのプロービング方向と逆に適用されます。プロービング方向が

ない場合 (例、入力ポイントが作成された)、PC-DMIS は現在の作業平面を使用して、オフセッ

トを適用するために一般的方向を決定します。正オフセットは現在の作業平面の 3 番目の軸のプ

ラス方向に適用されます。負オフセットは現在の作業平面の 3 番目の軸のマイナス方向に適用さ

れます。  

注記: オフセット値のサイン (正または負) は、入力要素のどちらの辺に線が作成されるかをコン

トロールします。予想したよりも逆の線を得る場合は、要素をキャンセルし、再作成し、オフセ

ットに入力されたサインを反転します。例えば、オフセットが 1.0, 2.5, 3.5 の場合は、-1.0, -2.5, 
-3.5 に変更します。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

CONSTR/PLANE,OFFSET  
ID =id1, id2, id3, …  
OFFSET=val1, val2, val3, …  

オフセットを直接公称値計算に変更  

新オフセット値の入力方法:  

1. [平面のオフセット] ダイアログボックスを、 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を
選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス から [オフセット] ボタンを

クリックして開きます。  
2. [オフセット] コラムで、 "0.000000" 値 (または現在値) をクリックして選

択します。  
3. [オフセット]を再びクリックします。  
4. 新しい値を入力します。  
5. [ENTER]を押します。  
6. [計算] をクリックして、選択するオフセットに基づいて公称値を更新しま

す。  
7. [OK] をクリックして、オフセットを保存します。  

公称値を計算する例  

[公称値の計算] ボタンは、入力された新オフセットから X、Y、Z の公称値を計算します。  

例えば、３つの円(円 1、円 2、円 3)間にオフセット平面を作成する場合は、それらの要素を選択

した後、 [オフセット] ボタンをクリックすると、X、Y、Z の公称値を以下のように得ます:  

X = 6  

Y = 2  
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Z = 0.95  

オフセット値を各円向けに 3.0 で変更する場合は、 [公称値の計算] ボタンをクリックすると、X、
Y、Z が以下のように更新されます:  

X = 6  

Y = 2  

Z = 3.95  

次に [OK] をクリックして、オフセット線を作成すると、新たに作成された線が Z 軸の 3.0 ユニ

ット高くなるのがわかります。  

平面オフセットは Z 軸のオフセットしか適用しません。  

公称値を直接計算オフセットに変更  

新オフセット値の入力方法:  

1. [平面のオフセット] ダイアログボックスを、 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を
選択して、 [平面の作成] ダイアログボックスから [オフセット] ボタンを

クリックして開きます。  
2. オフセット計算 オプションを選択します。このダイアログボックスの公

称値は編集可能になります。  
3. XYZ または IJK 値を変更  
4. [計算] をクリックして、選択した公称値に基づいたオフセット値を更新し

ます。  
5. [OK] をクリックして、オフセットを保存します。  

オフセットを計算する例  

公称値を変更すると、 [オフセット計算] ボタンが、 オフセット コラムに現れるオフセット値を

計算します。  

例えば、３つの円(円 1、円 2、円 3)間にオフセット平面を作成する場合は、それらの要素を選択

した後、 [オフセット] ボタンをクリックすると、X、Y、Z の公称値を以下のように得ます:  

X = 6  

Y = 2  

Z = 0.95  

X、Y、Z 公称値を以下のように変更する場合は:  
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X = 6  

Y = 2  

Z = 3.95  

続いて [オフセットの計算] ボタンをクリックすると、３つの円向けのオフセットが以下のよう

に更新されます:  

3.000000 CIR1  

3.000000 CIR2  

3.000000 CIR3  

次に [OK] をクリックして、オフセット線を作成すると、平面が Z 軸で 3.0 ユニット高く作成さ

れているのがわかります。  

平行線の作成  

平面は任意の２つの要素と平行に作成することが可能です。PC-DMIS が 初の入力要素と平行

した平面を作成し、その平面は２番目の入力要素の重心を通ります。  

平行平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. [平行] オプションを選択します。  
3. 任意のタイプから２つの要素を選択します。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/PLANE,PLTO, feat_1,feat_2,  
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２つの平面を使って平行平面の作成  

 

A - 
初

の要

素、

平面

(平
面

1)と
平行

し、

２番

目の

要

素、

円

(円
2)を
介し

て作

成さ

れる

平

面。

 

 

２つの線を用いて平行平面の作成  

 

A - 
初

の要

素、

線

(線
1)と
２番

目の

線

(線
2).
に平

行し

て作

成さ

れる

平

面。 
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垂直平面の作成  

平面は任意の２つの要素の間に作成できます。PC-DMIS は 1 番目の入力要素に垂直な平面を作

り、その平面は２番目の入力要素を通ります。  

垂直平面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. [垂直] オプションを選択します。  
3. 任意のタイプから２つの要素を選択します。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行は次のように記述されます:  
CONSTR/PLANE,PRTO, feat_1,feat_2  

 

垂直平面の作成  

A - 
１番

目の

要素

と垂

直

で、

２番

目の

要素

を介

して

作成

され

る平

面。 

 

平面の方向の変更  

平面は反転ベクトルを用いて作成できます。  

平面反転の作成方法:  
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1. 挿入 | 要素 | 作成 | 平面 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックス

にアクセスします  。  
2. [反転] オプションを選択します。  
3. 1 つの要素を選択します。平面である必要があります。  
4. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/PLANE,REV,feat_1  

自動平面作成  

PC-DMIS に 善の作成方法を自動的に決定させる方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 線 を選択して、 [平面の作成] ダイアログボックスに

アクセスします。  
2. オプション一覧から [自動] オプションを選択します。  
3. 下記の表に基づいて希望する要素を選択します。  
4. [作成] をクリックします。  

以下の表は、特定の入力が選択され[自動]オプションが選択された際に作成される平面型を示し

ています。選択された要素の順序は重要ではありません。不正確な入力要素が選択される場合は、

PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、指示された要素型の作成を自動的に中止します。  

入力要素  作成  
すべて測定されたポイントで

はない 3 またはそれ以上の要

素 =  

適化平面  

1 平面 =  平面の反転  
任意の 1 要素 =  
(平面/セットは除く)  

平面のキャスト

任意の 1 セット =  適化平面  
すべてが測定されたポイント 
=  

適再補正平面
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スロット要素の作成  

    

[スロット]ダイアログボックスを作成します  

PC-DMIS には次の２種類のスロットがあります:２つの円から作成されたスロット( [円] オプショ

ン)および、４つまたはそれ以上の入力から作成されたスロット( [ 適化] または [BF 再補正] オ
プション)。 以下の表には、スロットおよびエディタ定義向けの入力が示されています。  

要素の種類の

作成  
編集ウイ

ンドウ内

の記号  

# 入力要

素の番

号  

要素 #1: 要素 #2: コメント  

スロット  ラウンド

スロット  
2  円  円  中央から中央まで

の 初の円にスロ

ットを作成しま

す。  
スロット  BF  ４または

それ以上

  既定の入力を用い

て 適化スロット

を作成します  
スロット  BFRE  ４または

それ以上

  既定の入力を用い

て 適化再補正ス

ロットを作成しま

す  

注記: 不適当な要素型を選択した場合、PC-DMIS が、"[要素]を作成できません。入力要素の組み

合わせを承認できません"とステータスバーに表示します。  
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スロットの作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | スロット を選択して、 [スロットの作成] ダイアログ

ボックスにアクセスします。  
2. [イン] または [アウト] オプションを選択して、それぞれホールまたはスタ

ッドスロットとして、作成されたスロットを定義します。  
3. 次の作成方法の中から１つを選択します: 円 、 適化 、 適化再補正 。  
4. 作成するスロットの種類に基づいて入力を選択します。  
5. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではサンプルのスロット作成は次のように記述されます:  

feature_name=FEAT/SLOT,TOG1,TOG2  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,width,length  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,width,length  
CONSTR/TOG3, TOG4 , feat_1,feat_2, …  

注記: 実際のレポートはすべての CAPS で表示されます。  

TOG1 =極または直交  

TOG2 =アウトまたはイン  

TOG3 =スロット  

TOG4 = 円または BF または BFRE  

スロットのイン/アウト  

 

イン および アウト オプションは、PC-DMIS にスロットを内部または外部スロットとして作成

するかどうかを指示します。  

• イン を選択する場合、PC-DMIS は内部スロットとしてスロットを作成します。  
• アウト を選択する場合、PC-DMIS は外部スロットとしてスロットを作成します。  

円スロットの作成  

2 つの円から作成された円形スロットは選択された 初の円によってたいていは定義されます。

スロットは 初の円と同じ平面に作成されます。スロットの幅も 初の円の直径によって定義さ

れます。2 番目の円はスロットの長さを定義するためのみに使用されます。長さは 初の円の中

心から 2 番目の円の中心および 初の円の直径までの距離となります。  

2 つの入力円が同一平面上にない場合は、2 番目の円の中心が 初の円の平面上に垂直に投影さ

れます。次いで、 初の円の中心から 2 番目の円の投影された中心までの距離が計算されます。  
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円から円形スロットの作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | スロット を選択して、 [スロットの作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします。  
• [イン] または [アウト] を選択します。  
• [円] オプションを選択します。  
• 入力用に 2 つの円要素を選択します。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、円形スロットが以下のように記述されます:  

CONSTR/SLOT,CIRCLES,feat_1,feat_2  

 

適化または 適化再補正スロットの作成  

適化(BF) および 適化再補正 (BFRE) は 4 つまたはそれ以上の要素から作成できます。作成さ

れたスロットベクトルは、作業平面に法線 (垂直) となります。BFRE 作成は、プローブの半径と

組み合わさった球の中心を使用して、スロットを計算します。補正は適合の必須部分です。BF 
作成は適合前に測定されたポイントを補正します。  

作業平面からスロットまでの高さは、すべての入力要素の平均です。  

BF または BFRE スロットの作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | スロット を選択して、 [スロットの作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします。  
• [イン] または [アウト] を選択します。  
• [BF] または [BFRE] オプションを選択します。  
• 低 4 要素を選択します。要素型は任意です。  
• [作成] をクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行では、 適化または 適化再補正スロットは次のように記述されま

す:  

CONSTR/SLOT,BF (または BFRE),feat_1,feat_2, …  
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曲線の作成  

 

[曲線の作成]ダイアログボックス  

   

PC-DMIS では、2 つの種類の作成された曲線(独立曲線および依存曲線)が利用可能です。以下の

表は、必要入力とともに、2 つの曲線を表示しています。カーブはすべて入力としてセットが必

要です。セットは測定されたセット、作成されたセット、またはスキャンとなります。入力セッ

トは 低 4 つの要素 (またはスキャンの場合は入力ポイント)を含む必要があります。  

要素型作成  編集ウインドウ

の記号  
入力セ

ットの

番号  

入力 #1:  コメント  

依存曲線  依存  1  低 4 つ

の入力を

含むセッ

ト  

曲線は入力変更として

更新します。  
注記: 曲線を編集する
と、依存曲線を独立曲
線に変更できます。 

独立曲線  独立  1  低 4 つ

の入力を

含むセッ

ト  

作成のみに入力要素を

使用します。ユーザー

は曲線のコントロール

ポイントを手動で編集

できます。  

 



Wilcox Associates, Inc. 

888  *  既存要素から新要素の構築 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

編集ウインドウのコマンド行では、 独立曲線型 を用いた曲線作成例は次のように記述されます:  

feature_name  =FEAT/CURVE, DEPENDENT, 
num_control_points, num_input_feats, 
thinning_parameter  

CONSTR/CURVE,INPUT_TYPE, input_id  

独立曲線型 の編集ウインドウのコマンド行は次のように記述されます:  

feature_name  =FEAT/CURVE, INDEPENDENT, 
num_control_points, num_input_feats, 
thinning_parameter  

CONSTR/CURVE,  

num_control_points = これは曲線を定義するコントロールポイントです。 コ
ントロールポイントが多いほど、要素により接近しますが、多すぎると予期

せぬ動作が発生します。  

num_input_feats = これは曲線が適合しようと試みる要素の数です。  

注記: この 2 つのパラメータは編集ウインドウで編集可能ではありません。  

input_id = これは適合すべき要素を含むセットの ID です。  

thinning_parameter = これは、下記の" 細線化パラメータ " トピックで説明されます。  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS でレポートされます。  

独立 / 依存曲線の作成  

注記: 不適切な要素型を選択すると、PC-DMIS は"[要素]を作成できません。入力要素の組み合わ

せが承認できません" とステータスバーに表示します。  

曲線の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 曲線 を選択して、 [円柱の作成]  ダイアログボックス

にアクセスします。  
2. 希望するセットを入力します。  
3. [細線化公差] ボックスに値をセットします。  
4. 必要に応じて制御ポイントを編集します。  
5. [作成] をクリックします。  

作成された曲線はすべて[依存]曲線として開始し、シングル入力、セットから作成する必要があ

ります。セットは以下の 3 種類の内の 1 つとなります:  
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• 測定されたセット  
• 作成されたセット  
• 1 列のポイントを含むスキャン。(" 要素のセットの作成 "を参照し

てください)  

入力セットは 低 4 つの要素またはポイント (スキャンの場合)を含む必要があります。  

注記: 結果として生じた曲線は、要素がセットに追加された順序 ( 初から 後)に依存します。  

一覧から作成されたセットを選択するよりもむしろ要素一覧ボックスから多数の要素を選択する

だけで曲線を作成することもできます。この場合、編集ウインドウのコマンドを見る際にコマン

ドの [INPUT_TYPE] 領域は空となります。  

以下のパラグラフは曲線作成に利用可能なオプションを説明します。  

パラメータの細線化  

パラメータを細くするには、公差の細線化またはプロポーションの細線化の２つの種類の１つを

使用して実行できます。 [曲線作成] ダイアログボックス上の ユーザー公差 検査ボックスおよび 
[曲線の作成] ダイアログボックスによって、公差またはプロポーションの間の切り替えができま

す:  

• 公差の細線化 は、曲線または表面適合のタイトネス (または正確さ) をコントロ

ールします。有効な公差の細線化レンジは、0.0 から 5.0 までで、デフォルトは 
0.01 となっています。公差の細線化が小さくなるほど、曲線は、入力セットに

含まれる要素の重心近くを通るようになります。公差の細線化が 0.0 の場合は、

曲線または面は、すべての重心を通ります。公差の細線化がより大きくなると、

(入力セットの要素近くに位置させずに) ばらつきがほとんどない曲線または面が

作成されます。これには以下を参照してください。曲線または面を作成し、次い

で入力公差を変更し、その形状がどのように変化するか調べます。  
• 公差の細線化の代わりに プロポーションの細線化 を用いて、適合の質をコント

ロールすることもできます。有効なプロポーションの細線化のレンジは、0.0 と 
1.0 の間で、デフォルト値は 0.33 となっています。プロポーションの細線化は、

曲線または面を重心に適合させる際に利用可能な自由度を決定します。0 のロワ

ーエクストリームでは、アルゴリズムは、直線または面を重心に適合させようと

試みます。1 ですべての重心を通る適合を計算します。  

依存曲線および独立曲線の作成方法 (入力セットに関連付けないために):  

1. 編集ウインドウを開きます  
2. 作成した曲線要素を選択します。  
3. 要素の依存領域にナビゲートします。  
4. [F7]を押すと、依存から独立に変更されます。  

曲線の形状は、制御ポイントを編集することで変更可能です。  
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制御ポイントの編集  

既存の曲線が選択される場合は、 [制御ポイント] 一覧内の制御ポイントの一覧がダイアログボ

ックスにも含まれます。制御ポイントの１つを選択すると、 PC-DMIS が X 、 Y 、 Z ボックス

の中に対応する値を示すため、それらを編集することが可能です。  

これらの制御ポイントを編集する方法:  

1. 曲線要素が既に存在しているようにします。  
2. 編集ウインドウを開きます。  
3. 編集ウインドウの曲線を選択します。  
4. [F9]を押して、 [曲線] ダイアログボックスを起動します。  
5. [制御ポイント] 一覧の中で変更される制御ポイントを選択します。  
6. ポイントの X、Y、Z の各コンポーネントを編集します。  
7. [OK] をクリックします。  

曲線は変更を反映して更新されます。  

注記: 依存曲線の制御ポイントが編集されえう場合は、入力セットに基づかなくなるため自動的

に独立曲線になります。  

制御ポイント一覧  

制御ポイント 一覧は、ダイアログボックスと関連する既存の曲線がある場合のみ表示されます。

曲線が存在し、その曲線の制御ポイントを編集する場合は、 制御ポイント 一覧がその曲線向け

の制御ポイントをすべて表示します。  

スキャン上の２ポイント間の長さを決定する  

スキャン上の２ポイント間の長さを決定するには、以下を実行してください:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 曲線 を選択して、 [曲線の作成] ダイアログボック

スにアクセスします。  
2. 入力向けに先に作成されたスキャンを選択します。  
3. [作成] ボタンをクリックします。 PC-DMIS が、編集ウインドウ内に

作成された曲線を挿入します。  
4. 編集ウインドウ上のコマンドモード内に、作成された曲線コードブロ

ック:  
CONSTR/CURVE を置きます。  

5. PC-DMIS が、入力として選択したスキャン向けの ID をハイライトす

るまで[TAB]を押します。  
6. SCN1.HITS[n..m] をタイプして、スキャンから特定ポイントを用いるため

の入力 ID を変更します。SCN1.HITS[n..m]の SCN1 はスキャン ID を
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表し、n と m は、スキャン上の２ポイント (またはヒット) 間のレンジ

を表します。例えば、SCN12 の ID でスキャンのヒット 50 と 80 の間

の長さを得たい場合は、 SCN12.HITS[50..80] とタイプします。  
7. ディメンションの位置 を作成し、入力として作成された曲線を使用し

ます。 L 軸 (L は長さ)を報告するためにディメンションを使用します。

続いて、ディメンションの位置が、特定した２つのヒット間のスプラ

インの長さを表示します。  

ステップ 4、5、6 を省く場合は、PC-DMIS はスキャン(または曲線)の全長を報告します。  

面の作成  

 

[面作成]ダイアログボックス  

PC-DMIS で利用可能な作成された面 (独立面と依存面) には２つの種類があります。以下の表は、

２種類の面を、必要な入力とともに示しています。面がとる唯一の入力は、パッチスキャンです。

スキャンは１行ごとに 低４つのポイントを使った２行を含む必要があります。  

注記: 将来の新製品では、面を作成するときにポイントのクラウドの使用が可能となります。  

要素の種類の作

成  
編集ウインドウ

内の記号  
入力の

セット

の番号

入力 #1:  コメント  

依存面  依存  1  １行ごとに 低

４つのポイント

面は入力要素変

更がされると更
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を使った２行を

含むパッチスキ

ャン

新されます  

独立面  独立  1  １行ごとに 低

４つのポイント

を使った２行を

含むパッチスキ

ャン。  

作成向けのみの

入力要素を使用

します  

注記: 不適当な要素型を選択した場合は、PC-DMIS が、メニューバーに"[要素]を作成できませ

ん。入力要素の組み合わせを承認できません"と表示します。  

面の作成方法:  

• 挿入 | 要素 | 作成 | 面 を選択して、 [面の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。  
• 希望するパッチスキャンを入力します。  
• さまざまな作成オプションを選択します。  
• [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではサンプルの面の作成が次のように記述されます:    
feature_name=FEAT/SURFACE,TOG1,CONTROL POINTS U,  
CONTROL POINTS V, NUM POINTS FIT,TOG2  
THINNING PARAMETER U, THINNING PARAMETER V  
CONSTR/SURFACE, INPUT TYPE, INPUT ID  

注記: 実際の編集レポートはすべて CAPS で表示されます。  

[依存]はデフォルトの作成方
法です。  

TOG1 =[依存]または[独立]  

TOG2 =公差またはプロポーション  

以下は面の作成に利用可能なオプションを示しています:  

独立/依存面の作成  

作成された面はすべて独立した面として開始し、シングル入力-- パッチスキャンから作成する必

要があります。パッチスキャンは 低行ごとに 4 ポイントを用いた 2 行を含む必要があります。

細線化公差は面適合のタイトネスをコントロールするために使用されます。  

• 小公差: 細線化公差が小さい場合、アルゴリズムがスキャン内のす

べてのポイントから面の適合を試みます。  
• 大公差: 細線化公差が大きい場合、面はスキャンにより近似となり

ます。これを使用する 善の方法は、面を作成し、次いで細線化公

差を変更し、面の形状がいかに変化するかを見ることです。  
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注記: 細線化公差が小さいほど、面を作成するのにより多くの時間がかかります。小公差 (.01 -
 .05) は、入力スキャンが大きいまたはきちんと作動していない場合、面作成の時間がかなりか

かる(1 時間) 場合があります。有効細線化公差は、デフォルトが 0.5 で 0.01 から 5.0 までの幅が

生じます。  

面の外観は面グリッド密度値でコントロールできます。面は、デフォルト 5x5 メッシュで 低値 
2x2 メッシュを用いたポリラインの N x M メッシュとして表示されます。独立面を依存面に変更

するために入力スキャンを関連付ける必要はありません。編集ウインドウの[依存]領域を変更し

ます。  

注記: 面の形状は変更できません。  

独立 / 依存面の作成方法:  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | 面 を選択して、 [面の作成] ダイアログボックスにア

クセスします。    
2. [細線化公差 U] ボックス向けの値をセットします。  
3. [細線化公差 V] ボックス向けの値をセットします。この方法で公差値を V 

軸に適用します。  
4. 面グリッド密度向けの値をセットします。  
5. 希望する作成オプションにチェックマークをつけます。これには次が含ま

れます:  

• 面の 適化  
• テンション要因の適用  
• コーナーの作成  
• 不良データの平滑  

6. 列ごとに 4 ポイントを用いた 低 2 行を含むパッチスキャン要素を選択

します。  
7. [作成] をクリックします。  

パラメータの細線化  

パラメータを細くするには、公差の細線化またはプロポーションの細線化の２つの種類の１つを

使用して実行できます。 [曲線作成] ダイアログボックス上の ユーザー公差 検査ボックスおよび 
[曲線の作成] ダイアログボックスによって、公差またはプロポーションの間の切り替えができま

す:  

• 公差の細線化 は、曲線または表面適合のタイトネス (または正確さ) をコントロールしま

す。有効な公差の細線化レンジは、0.0 から 5.0 までで、デフォルトは 0.01 となってい

ます。公差の細線化が小さくなるほど、曲線は、入力セットに含まれる要素の重心近く

を通るようになります。公差の細線化が 0.0 の場合は、曲線または面は、すべての重心

を通ります。公差の細線化がより大きくなると、(入力セットの要素近くに位置させず

に) ばらつきがほとんどない曲線または面が作成されます。これには以下を参照してく
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ださい。曲線または面を作成し、次いで入力公差を変更し、その形状がどのように変化

するか調べます。  
• 公差の細線化の代わりに プロポーションの細線化 を用いて、適合の質をコントロールす

ることもできます。有効なプロポーションの細線化のレンジは、0.0 と 1.0 の間で、デ

フォルト値は 0.33 となっています。プロポーションの細線化は、曲線または面を重心に

適合させる際に利用可能な自由度を決定します。0 のロワーエクストリームでは、アル

ゴリズムは、直線または面を重心に適合させようと試みます。1 ですべての重心を通る

適合を計算します。  

依存曲線および独立曲線の作成方法 (入力セットに関連付けないために):  

1.         編集ウインドウを開きます  

2.         作成した曲線要素を選択します。  

3.         要素の依存領域にナビゲートします。  

4.         [F7]を押すと、依存から独立に変更されます。  

曲線の形状は、制御ポイントを編集することで変更可能です。  

パラメータ U の細線化  

このボックスを使うと、面の U 軸に適用する細線化パラメータ値を設定できます。  

パラメータ V の細線化  

このボックスを使うと、面の V 軸に適用する細線化パラメータ値を設定できます。  

面グリッドの密度  

このボックスを使うと、面スキャンの密度を設定できます。値が高いほど、スプラインも高くな

ります。  

面の 適化  

制御ポイントは、面グリッ
ド内のスプラインの開始と
終了をマークするポイント
です。  

このチェックボックスは、面が作成される初期スプラインのノット

と制御ポイントの 適化を試みます。  

 



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 既存要素から新要素の構築  *  895 

 

制御ポイント(A)、ノット(B)、スプライン(C)を使った面グリッド  

テンション要因の適用  

[テンション要因の適用] チェックボックスを用いて作成された面は、張り詰め(よりピンと張る)、
より短くなる傾向がありますが、データを近づけ過ぎずに適合します。  

コーナーの作成  

このチェックボックスを使うと、コーナーを、データが突然方向転換する可能性のあるエリアの

面に加えることができます。  

不良データの平滑  

この検査ボックスは、不良データの処分を試みます。不良データは、突然方向を変えるデータと

して判断されます。このオプションは、 コーナーの作成 とほぼ反対のオプションです。  
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一連の要素の作成  

   

[要素セット]ダイアログボックスの作成  

セット メニューコマンドを使うと、一連の要素を作成できます。これには、セットで使われる

要素をすべて選択 (またはキーイン) します。 [作成] ボタンをクリックすると、PC-DMIS はすべ

ての入力重心を平均化し、セット向けの新 ID とともに、セットマーカーを表示します。  

注記: 不適当な要素型を選択した場合は、PC-DMIS が、メニューバーに"[要素]を作成できませ

ん。入力要素の組み合わせを承認できません"と表示します。  

要素セットの作成方法  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | セット を選択して、 [要素セット作成] ダイアログボ

ックスにアクセスします。  
2. 要素セットの中から希望する要素を選択します。  
3. [作成] ボタンをクリックします。新らしい要素セットに要素 ID が提供さ

れ、新しい要素セットがグラフィック表示ウインドウに置かれます。  

編集ウインドウのコマンド行ではサンプルの面の作成が次のように記述されます:    
feature_name=FEAT/SET,TOG1,  
THEO/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,  
ACTL/x_cord,y_cord,z_cord,i_vec,j_vec,k_vec,  
CONSTR/TOG2,feat_1, feat_2, feat_3...  

TOG1 =極または直交  

TOG2 =セット  

編集ウインドウに表示される 初の３本の線は、作成されたセットのために同じとなります。４

番目の線は、セットで使用される要素によって若干異なります。  
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Windows 対応の PC-DMIS のセット向けとして２つの使用法が現在あります:  

セットからのプロファイルエラー  

CAD データが用いられる場合、セットは面上で測定されたポイントから作成できます。要素セ

ットのプロファイルを要求すると、PC-DMIS は、面エラーまでの 小法線と面エラーまでの

大法線の間のゾーンを報告します。(詳細は、" 要素の次元 " 項 の 面の次元または線プロファイ

ル "を参照してください)  

 

セットの平均値  

セットが入力要素から実行される際は、PC-DMIS は入力要素の X, Y, Z 値を平均します。例えば、

セットは一連の測定されたポイントの平均 Z 値を得るために使用できます。  

入力としてのスキャンからヒットレンジの使用  

3.6 バージョン以降を使うと、個々の要素を選択する代わりに、自分の要素セット入力向けの既

存の入力から、ヒットレンジの使用が可能となります。  

次のように操作します:  

1.         [要素セット作成] ダイアログボックスにアクセスします。  

2.         スキャンを選択して、入力として使用します。  

3.         [OK] をクリックします。コマンドが編集ウインドウに表示されます。  

4.         編集ウインドウをコマンドモードの中に置きます。  

5.         編集ウインドウ内の要素セットコマンドにナビゲートします。  

6.         CONSTR/SET コマンドライン上のスキャン ID を選択します。  

7.         以下のようなシンタックスを用いて、スキャン ID を修正して、ヒットレ

ンジをとります:  

<ID>.HIT<STARTHIT>..<ENDHIT>  

<ID> - スキャンの ID を特定します。  

<STARTHIT> -ヒットレンジ内のヒットの始まりを特定する数  

<ENDHIT> -ヒットレンジ内のヒットの終わりを特定する数.  
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例えば、以下のコードが、入力要素向けに SCN1 と名づけられたスキャンの 1 から 10 までのヒ

ットを用いて、作成されたセットを表示します。  

SET1       =FEAT/SET,RECT  
            THEO /2.2953,3.7467,0.95,0,0,1  
            ACTL /2.2953,3.7467,0.95,0,0,1  
            CONSTR/SET,BASIC,SCN1.HIT[1..10],,  

実際の式 (入力コードと類似) を用いて、アレイ内で作成されたセットの 初の５つの要素の X 
値を割り当てできます。例えば、次のコードは、 初の５つのヒットの X 値 だけを変数 V2 に
割り当て、次いでオペレータコメントにその値を表示します。  

            ASSIGN/V2 = SET1.HIT[1..5].X  
            COMMENT/OPER,YES,V2 is:  
                            ,V2  

式を用いてアレイとしてヒットレンジを戻すことに関する情報は" 式と変数の使用 " 項 内の" ヒ
ット アレイ " トピック"を参照してください。  

フィルタセットの作成  

 

[要素フィルタの作成]ダイアログボックス  

このコマンドを使うと、スキャン、特定の作成された要素、または別のフィルタセットからフィ

ルタセットを作成できます。これには、入力要素、希望するフィルタの種類、フィルタに使用さ

れるパラメータを選択（またはキー入力）します。 [作成] ボタンをクリックすると、PC-DMIS
が、フィルタルーチンを入力要素のデータに適用し、セットマーカーをセット向けの新 ID とと

もに表示します。  
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このコマンドは通常はスキャンから球の中心データを平滑化するために使用されます。PC-
DMIS は、ローパス ガウシアンまたは別のローパスフィルタをデータを平滑化するために適用し

ます。  

注記: 不適当な要素型を選択すると、PC-DMIS は「その要素は作成できません」とのエラーメッ

セージを表示します。  

フィルタセットの作成方法  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | フィルタ を選択して、 [要素フィルタの作成] ダイア

ログボックスにアクセスします。  
2. フィルタセット向けの入力を選択します  
3. [極] または [線] のいずれかのオプションを選択し、円または線のデータ

をそれぞれ平滑化します。  
4. [フィルタの種類] 一覧からフィルタの種類を選択します。  
5. フィルタ パラメータ向けの値を入力します。  
6. フィルタリング前にアウトライアの除去をする場合は、 [アウトライア除

去] チェックボックスおよび [標準デビエーション マルチプル] チェック

ボックスを選択します。  
7. [作成] ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
CONSTR/SET/FILTER, TOG1 , TOG2 ,feat_1,  
VAL1,VAL2,OUTLIER_REMOVAL/ TOG3 ,VAL3  

例:  

CONSTR/SET,FILTER,GAUSSIAN,POLAR,SCN1,  
WIDTH=3,UPR =50,OUTLIER_REMOVAL/ON,3  

TOG1 = ガウシアン / スプライン / ユニフォーム / 三角形 / 円柱状  

TOG2 = 極 / 線  

Feat_1 = これはこのフィルタ向けの入力要素です。  

VAL1 = フィルタ幅  

VAL2 = (UPR)のフィリークエンシーをカットオフします。  

TOG3 = この値はオンまたはオフに切り替えます。これがフィルタリング前にア

ウトライアを除去すべきかどうかを決定します。  
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VAL3 = 標準デビエーション マルチプライア。 TOG3 がオンの場合は、 小二

乗代替要素 (例、円または線) からの標準デビエーションの数を超える入力の

すべてのポイントが、フィルタリング前に除去されます。  

このダイアログボックスで提供されるこのオプションは以下の通りです。  

 
 

[線]オプション  

[線] オプション を使うと、円形スキャンではない要素のデータをフィルタすることができます。

この場合に影響を受けるデビエーションは、作業平面に垂直となります。  

注記: 線フィルタ向けに、フィルタ内のポイント数は、入力ポイントの数より少なくなる可能性

があります。PC-DMIS は、十分なデータ (左または右に) が利用できない場合は、両端でポイン

トを削除します。有効な出力ポイントを計算するには、" フィルタ幅ボックス "を参照してくだ

さい。  

[極]オプション  

[極] オプション を使うと、フィルタを円形スキャンのデータに適用できます。PC-DMIS は、デ

ータは周期的(データが１つの完全に閉じた円を形成)と想定します。この場合に影響を及ぼすデ

ビエーションは放射状デビエーションです。  

フィルタ型一覧  

フィルタ型 一覧を使うと、以下のフィルタ型からの選択が可能となります:  

• ガウシアン  
• スプライン  
• ユニフォーム  
• 三角形  
• 円柱状  

ガウシアン、ユニフォーム、三角形を選択する場合は、作業平面が非常に重要になります。これ

らの３つのフィルタ型向けに、以下を適用します:  

線 オプションを選択した場合、フィルタリングは作業平面に法線（例、垂線）

を作ります。  

極[] オプションを選択した場合、作業平面内で放射状にフィルタリングが実行さ

れます。  
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ガウシアン 

[ガウシアンフィルタ]オプシ
ョンは、フィルタオプショ
ンの中で も使用されてい
ます。  

ガウシアン フィルタオプションを使うと、リニアまたは極ガウシ

アン ローパスフィルタを ISO 11562 基準に合わせて適用すること

で、データを平滑できます。平滑の量は、 長のカットオフ 、 フリ

ークエンシーのカットオフ 、 フィルタ幅  の値によって制御され

ます。  

極  ガウシアン  フィルタ 向けには、データは、放射状デビエーションを使った、 
完全 円スキャンでなければなりません。部分的な円スキャンは、このフィル

タでは正確に作動しません。部分的円スキャン向けの適切なフィルタは、円

筒状フィルタです。  

線ガウシアン フィルタ向けには、データは名目上、平面に垂直なデビエーショ

ンを用いた平面に位置しなければなりません。このフィルタ向けには、[波長

のカットオフ]は、長さのユニットの中にあります。以下は、どのように線ガ

ウスフィルタが機能するかを示しています:  

• このフィルタは、デルタをスペーシングしているポイントを、3 次

元ポイントの X、Y 座標間の平均距離として評価します。これらは

均等にスペースされ同一平面上にある必要があります。それが Z
座標を平滑します。  

• 平滑パラメータが、  
m = filter width である場合は(例、平滑化された値が、ポイント m 
で始まる、加重平均で用いられる 2m+1 ポイントの中心にある）、

カットオフ波長 ラムダ は以下のように計算されます:  

lambda = m * delta / const, (  どこに作成 は、数値定数です)  

• 入力パラメータが lambda = cutoff wavelength の場合は、フィルタ幅 
m は以下のように計算されます:   

m = lambda * const / delta (実際、下位整数値).  

したがって、[波長のカットオフ]は、ポイントスペーシングと同じユニットを有しますが、

フィルタ幅は純数となります。  

 

スプライン  

スプライン フィルタオプションを使うと、平滑スプラインをこのオプションに合わせることで、

データを平滑化できます。 パラメータの平滑 値は、平滑量をコントロールします。しかし、 一
般化クロス確認 (GCV) 技術で計算された" 適"値を用いる場合は、この値を 0 に設定する必要
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があります。 スプライン フィルタオプションは、3 次元フィルタリングオプションです。線に

垂直な全方向へのデビエーションが影響を受けます。  

いかに作動するか  このスプラインフィルタは、スプライン近似値をデータに合わせ、再サンプ

ルします。この方法で、スプラインフィルタは、放射状または作業平面に垂直なだけではなく、

あらゆる方向に平滑化を実行します。適合されたスプラインは 自然平滑化スプライン となり、

データの補間 (全データポイントを通過しを試み、振動のすべてを維持する) と、振動がなくな

るように、連続する平滑スプラインを用いた近似値データとの間を仲介するパラメータを有しま

す。平滑パラメータの２つの制限によって、(オリジナルの振動をすべて使った)補間器と直線が

作成されます。スプラインフィルタ向けのゼロ値は、ゼロ値と内在する未知の曲線との間に予期

される平均平方エラーを(漸近的に) 小化します。これは、内在する形を合理的に損なわなくす

るノイスを削除するので、通常はゼロ値を用いる必要があります。  

数学情報: 実際の (内部) 平滑パラメータ ラムダ向けのインタレストのレンジに含まれる値は通常

小さいため、 [フィルタ要素の作成] ダイアログボックスはこれを承認します  

-log10(ラムダ) .  

したがって、 1-e-6 の代わりに、6 を入力するだけです。平滑パラメータの値が小さいほどより

良い平滑化が可能です。例えば、スプラインフィルタ向けの 5 の値は、6 の値よりもより良い平

滑化が可能となります。  

ユニフォーム  

[ユニフォーム フィルタ]オプションは、移動するウインドウ内のすべてのポイントを平均するこ

とで、データをフィルタします。ウインドウ幅は、 パラメータの平滑   または フィルタ幅   値
のいずれかで特定できます。  

フィルタ幅 値が m の場合は、ウインドウは 2 m * デルタ 幅となり、その箇所で デルタ がポイ

ントスペーシングとなります。  

三角形  

[三角形] フィルタオプションは、移動するウインドウ内のすべてのポイントの加重移動平均によ

ってデータをフィルタします。重量は、ウインドウ中心のピークを用いた三角形機能で決定され

ます。ウインドウ幅は、 パラメータの平滑 または フィルタ幅 値で特定できます。  

フィルタ幅 が m の場合は、ウインドウは 2m* デルタ 幅となり、その位置で デルタ がポイント

スペーシングとなります。  

円柱状  

[円柱状 フィルタ] オプション は、渦巻状スキャンまたは、ほぼ完全円な円状スキャン内でデー

タをフィルタします。この場合のデビエーションは、放射状です。PC-DMIS は、このデータを

周期的(完全に閉じた円を形成しない）とみなすので、スキャンの始めと 後でのフィルタ幅と

同じポイント数は、フィルタセットからなくなります。  
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フィルタ幅ボックス  

フィルタ幅 の値は、スプラインフィルタを除くすべてのフィルタタイプ向けのオプションの平

滑化パラメータです。このボックスの値が、平滑化された各データポイントの右および左にフィ

ルタリングするために用いられるデータポイントの数を決定します。例えば、 フィルタ幅 値が 
m の場合は、ウインドウは 2m * データ 幅となり、そこで デルタ がポイントの間隔となります。

このパラメータのデフォルト値は 3 です。  

入力する値は、ゼロまたは任意の正数を入力できます。  

1. 値がまったくない場合は(または値がゼロの場合は）、 [フリークエンシー

のカットオフ] または [波長のカットオフ] の 値が、平滑化の量を設定す

るために使用されます。  
2. [フリークエンシーのカットオフ] および [波長のカットオフ] の値のいず

れも、ゼロ、正の値でない場合は、入力された[フリークエンシーのカッ

トオフ]に対応するフィルタ幅が表示されます。  
3. フィルタ幅 および [フリークエンシーのカットオフ] または [波長のカッ

トオフ] に値がない（またはゼロ）の場合は、PC-DMIS はデータをフィ

ルタしません。  

フィルタ幅 値はさらに、 線 フィルタリングを行うときに、いくつのポイントがフィルタセット

からなくなるのかを決定します。 PC-DMIS は、データウインドウを埋めるのに十分なデータが

右または左にないこれらのポイントを除去します。  

注記: ローパス フィルタ（ハイフリークエンシーノイズをフィルタするが、ロワーフリークエン

シー形式および波形を送る）は、データポイントでの値を、近隣のシークエンスでの値の加重平

均と置き換えることで作動します。例えば、 ガウセ フィルタ向けに、 フィルタ幅 が、加重平均

の中に、ポイントの左と右にいくつのポイントが含まれているか特定します。この重量は(ポジ

ティブで 1 まで加える）、ガウシアン ディストリビューション機能(ベルカーブとしても知られ

る）の値となります。 フィルタ幅 が m に等しい場合、平滑化されたポイントは、加重平均で用

いられた 2m+1 ポイントの中心に置かれます。データが周期的の場合は、ポイントはラップアラ

ウンドし、これを計算するのに、常に十分なポイントがポイントの左と右にあります。 ポーラ
ー フィルタの場合は特にこうなります。しかし、 線 フィルタ向けには、 初と 後の m ポイ

ントは、完全加重平均を計算するのに十分な近隣を有しません。したがって、これらのポイント

はフィルタされたデータセットに残されます。  

[波長のカットオフ]ボックス  

[波長のカットオフ] の値は、データの振動の波動を決定します。このデータの下では、振動の振

幅が 線 ガウシアン フィルタを適用するときに削減されます。  
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[フリークエンシーのカットオフ]ボックス  

[フリークエンシーのカットオフ] の値は、円データの"回転ごとの波動"(または UPR)数を決定し

ます。このデータの上では振動の振幅が 極 ガウシアン フィルタまたは円筒状フィルタを適用す

るときに削減されます。  

パラメータボックスの平滑化  

パラメータの平滑化 の値は、スプライン、ユニフォーム、三角形フィルタ向けのデータに適用

され平滑度を決定します。  

スプラインフィルタ向けに 、GCV で計算された値を使用する必要があることを

示す 適の方法は、値を 0 に設定することです。 次いで、計算された値を編

集ウインドウの 0 と置き換えます。  

ユニフォームおよび三角形フィルタ向けに 、平滑パラメータは、(加重)移動平均

で使用されるウインドウの半分の幅を表します。  

[アウトライア]チェックボックスの削除  

[アウトライア削除] チェックボックスを選択する場合、PC-DMIS は、代替要素（通常は円また

は線）から法線デビエーションの既定の数からすべてのポイントの削除を試みます。 [法線デビ

エーション マルチプル] ボックス内の法線デビエーションの数を特定します。" [法線デビエーシ

ョン マルチプル]ボックス を参照してください"  

アウトライア削除がフィルタリング同様に以下のように行われます:  

[線] オプションを選択する場合、アウトライア削除は、問題となっているポイン

トから線(データを介した 適化線)までの 3 番目の距離に基づいて実行され

ます。  

[極] オプションを選択する場合、アウトライア削除が、放射状の方向(作業平面

に平行)に実行されます。  

[標準デビエーション マルチプル]ボックス  

標準デビエーション マルチプル の値は、ポイントがアウトライアと特定される、代替( 小二

乗)要素から標準デビエーションの数を決定します。デフォルト値は 3 です。  

調整フィルタの作成  
[調整フィルタ の作成]型を使うと、これらの標準幾何学的要素をスキャンして集積されたスキャ

ンデータを調整できます。  
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• 球  
• 円錐  
• 円柱  

通常、これらのスキャンを実行するには、SP600 などのアナログプローブを用います。例えば、

球の上部 4 分の 1 をスキャンする場合は、以下のように、球を切断する平面内にあるポイント得

るのが理想的です:  

 

パ

ス

の

ス

キ

ャ

ン 

 

しかし実際は、プローブは球の周囲をスキャンするので、すべてのポイントを断面内に留めるこ

とは、CMM の自然上昇落下浮遊動作のため、物理的に不可能です。  

[フィルタ調整 の作成]は、既存のスキャンポイントを取り、要素の既知の数学的プロパティを用

いて、測定中に集積されたポイントのより良い補正を可能とし、それらを断面内に置くよう調整

します。 [フィルタ調整] ダイアログボックスにアクセスするには、メニューバーから [挿入 | 要
素 | 作成 | フィルタ調整 ]を選択します。  

 

[フィルタ調整]ダイアログボックス  
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ダイアログボックス項目  説明  

要素の種類  これはスキャンされるプリミティブ (単純な幾何学的要素) を
定義します。 球 , 円錐 または 円柱 を選択するだけです。  

フィルタの種類  
これは使用するフィルタ型を定義します。(円錐および円柱要

素に使用された) アキシャル または ラジアル を選択できま

す。  

要素情報  

これを使うと、要素に関する情報を定義できます。  

XYZ – この要素は公称値位置です。  

IJK – この要素は公称値ベクトルです。  

半径/角度 – これは球または円柱の半径あるいは円錐の

角度を定義します。  

断面情報  

このエリアは断面の位置とベクトルを定義します。  

XYZ – 断面の位置  

IJK – 断面のベクトル  

 

データスキャンの調整方法:  

スキャンで正確にデータを調整するには、十分な情報を提供して数学的に要素を定義する必要が

あります。  

1. 実際の球、円錐、円柱要素を [フィルタ調整] ダイアログボックスの要素

一覧から選択してください。  
2. 一覧から既存のスキャン要素を選択します。通常、スキャンした要素は既

存線形クローズスキャンとなります。これは球、円錐または円柱のスキャ

ンである必要があります。  
3. [要素の種類] 一覧から選択されたスキャンを用いてスキャンした要素を選

択します。  
4. [フィルタの種類] 一覧から、円錐または円柱要素向けに正確なフィルタを

選択します。フィルタはデータの補正方法を示します。  

o 円柱または円錐の軸に垂直にスキャンする場合は、 [ラジアル フィ

ルタ]を選択します。これは、ポイントを調整するために用いられ

る円を定義します。  
o 要素の軸に平行にスキャンする場合は、 [アキシャル] フィルタを

選択します。これはポイントを調整するために用いられる線を定義

します。  

5. [XYZ] ボックスに値を入力して要素の公称値 XYZ 位置を定義します。  
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6. [IJK] ボックスに値を入力して要素の法線ベクトルを定義します。  
7. [半径] または [角度] ボックスに値を入力して、要素の大きさを定義します。  
8. [断面情報] エリアで、スキャンの断面を定義します。スキャンされた要素

の公称値情報をすべて特定すると、作成を作成できます。  
9. [作成] をクリックします。ポイントはすべて、要素の標準ベクトルに沿っ

たストレート投影ではなく、(既知の形状を考慮して)要素の理論上の定義

に沿って断面に投影されます。  
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一般要素の作成 
一般要素の作成: はじめに 
この 項 は、一般化要素をパーツプログラムに追加する性能、およびポイント要素をプローブの

現在の位置に作成する性能を網羅しています。  

一般化要素は、PC-DMIS の 作成された要素 が現在サポートしていない計算を実行するために、

特定要素の測定された値および理論上の値をコントロールするために頻繁に使用されます。例え

ば、交差しない２本の線 (3 次元) 間に 短の線を作成すると想定する場合、PC-DMIS は、その

作成オプションを有していません。しかし、 PC-DMIS 式言語 を用いて、計算することが可能と

なり、さらに一般化線の理論上および測定された値を適切な値に割り当てることが可能です。こ

のようにして、自分自身の構築を作成できます。  

この項には以下の主要トピックが含まれています:  

• 一般化要素コマンド形式  
• 一般化要素の作成  
• プローブの位置から読み取りポイントの作成  

一般化要素の説明  

PC-DMIS は通常、パートに関する要素を測定するときは、とられたヒットの数、およびインポ

ートされた CAD モデル自体上で利用可能な固有要素型によって正しい要素型を推測します。  

一般化要素は、PC-DMIS によって推測されませんが、ユーザーによって挿入され作成されます。  

一般的要素の目的  

一般的要素は、値を保持する、および変換するために用いられます。これらの値は、新たに作成

された要素を作成するために、または既存の要素を計算コマンドで修正するために用いることが

できます。  

新たに作成された要素に関する詳細は、" 既存の要素から新たな要素の作成 " 項 を参照してくだ

さい。  

一般的要素コマンド形式  
一般的要素はすべて XYZ および IJK 値を有し、要素に割り当てられた種類に基づく角度、直径 /
半径または距離の値を有する場合があります。  

[公称値 / 測定された値]トグルボタンは、一般的要素で用いられる値を示しています。  
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編集ウインドウ内のコマンド行(円錐が表示):  

feature_name=GENERIC/TOG1,TOG2, TOG3, TOG4  
NOM/XYZ,x_cord,y_cord,z_cord  
MEAS/XYZ,x_cord,y_cord,z_cord  
NOM/IJK,i_cord,j_cord,k_cord  
MEAS/IJK,i_cord,j_cord,k_cord  
[RADIUS/radius] | [DIAMETER/diameter]  
[ANGLE/ang]  
[DISTANCE/dist]  

TOG1 = ポイント、平面、線、円、球、円柱、円錐、スロットまたはいずれでも

ない  

TOG2 = は、一般的要素が依存アラインメントか独立アラインメントかどうかを

示しています。  

TOG3 = は、この要素が極または直行座標を使用するかどうかを示しています。  

TOG4 = は この要素が、イン (穴) またはアウト (スタッド)であるかどうかを示

しています。  

[   ] = 括弧の中のオプションは任意であり、[TOG1]によって割り当てられたタイ

プに基づいて利用可能となります。半径および直径はそれぞれ、半径または

直径として表される値の唯一の表示となります。  

一般化要素の作成  
用語 一般化 を入力して、編集ウインドウのコマンドモードの [TAB]を押すことで、一般化要素

を作成できますが、PC-DMIS は、新たな一般化要素を作成するもっと簡単な方法を提供します。 
[一般化要素作成] ダイアログボックス ( 挿入 | 要素 | 一般化 ) は、はるかに直感的な方法を提供

し、新たな一般化要素を作成します。  

一般的要素の追加方法  

一般的要素の追加方法:  

1. カーソルを編集ウインドウの新たな線に置きます。  
2. [一般的要素の作成]  ダイアログボックスを以下の内の一つの方法でアク

セスします:  

• 挿入 | 要素 | 一般的 メニューアイテムを選択します。  
• 編集ウインドウのコマンドモードに[GENERIC]と入力します。  
• コマンドの追加 を選択した後、サマリモードに表示される一覧から一般的要素

を選択します。  
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3. 希望する変更をします  
4. [OK] をクリックして、要素を作成します。PC-DMIS は一般的要素を保存

し、編集ウインドウおよびグラフィック表示ウインドウの要素の情報を更

新します。  

[一般化要素]ダイアログボックスの説明  

 

[一般化要素の作成]‘ダイアログボックス  

新たな要素を作成するにはこのダイアログボックスを使用します。 挿入 | 要素 | 一般化 メニュ

ーオプションを選択して、このダイアログボックスにアクセスできます。以下のトピックはこの

ダイアログボックス上で利用可能なオプションを説明しています。  

要素の種類  

このエリアを使うと、以下の一般化要素の種類の作成が可能となります:  

• ポイント  
• 平面  
• 線  
• 円  
• 球  
• 円柱  
• ラウンドスロット  
• スクエアスロット  
• 円錐  
• いずれでもない  
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選択された要素の種類によって、このダイアログボックスのその他のエリアは選択に使用不可能

または使用可能となります。  

データタイプ  

[データタイプ] エリアを使うと、一般化要素のどの値が、ダイアログボックス内でなされた変更

によって影響を受けるかを決定することが可能となります。この選択には、 測定された値 また

は 公称値 が含まれます。  

[XYZ]ボックス  

X 、 Y 、 Z ボックスを使うと、一般的要素向けの X、Y、Z の位置を決定することが可能となり

ます。  

[IJK]ボックス  

I 、 J 、 K ボックスを使うと、一般化要素向けのベクトルを決定できます。  

依存一般的要素のアラインメント  

依存一般的要素のアラインメントは、アラインメントに依存する値を有し、そこから値が参照さ

れます。値は変化するため、常に現在のアラインメントと関連づけられています。それらの位置

は、3 次元空間では不変です。  

2 次元の例: 0,0 をマシンの原点と想定します。アラインメントは 5.5 に原点を置くよう設定され

ます。依存要素のアラインメントは、x 向けに 2 の値および y 向けに 2 の値を用いたアライメン

トの次に定義されます。アラインメントに比例して、値は 2 および 2 となります。原点に比例

して、値は 7 および 7 となります。どのようなアラインメント数が比例して与えられようと

も、ポイントは常に真の原点に関連して 7,7 に置かれます。  

独立一般化要素のアラインメント  

独立一般化要素は、どのアラインメントから参照しているにもかかわらず、変わらない値を有し

ます(したがって、"独立"とみなされます)。3 次元空間でのそれらの位置は、アラインメントが変

化するにつれて変化します。  

2 次元の例: 次に (依存アラインメントの例と同様に) 2,2 の例を示しますが、この場合は独立一

般化要素を用いて考えます。アラインメントに比例して、x および y 値を要求する場合、オブジ

ェクトは 2,2 を報告します。原点に比例する値を要求する場合も、オブジェクトは 2,2 を報告し

ます。アラインメントに比例するセット 2,2 は、7,7 に置かれ、真の原点と比例します。原点に

比例するセット 2,2 はまさに 2,2 となるので、ポイントが 2 次元空間を移動するように見えま

す。  

注記: 独立オプションが追加されると、例えば、X 軸と名づけられた一般化要素は、常に作成の

データの入力要素または次元のデイタムとして用いられ、現在のアラインメントの 1,0,0 独立の

値を常に有します。  
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極/直交  

この一覧を使うと、どの種類の座標系が一般的要素で用いられるのかを選ぶことが可能となりま

す。 極 または 直交 のいずれかを選択できます。  

 

要素名  

このボックスを使うと、要素に名前をつけることが可能となります。これは、要素 ID ラベルに

表れ、編集ウインドウに存在する ID です。  

半径 / 直径  

これを使うと、円形要素向けに半径または直径を定義することが可能となります。 [半径] オプ

ションまたは [直径] オプションのいずれかを選択して、提供されたボックスに値を入力します。  

角度  

[角度] ボックスを使うと、 [円錐] の角度を定義できます。このボックスも、 [要素型] エリアか

ら いずれでもない を選択した場合に、利用可能となります。  

距離  

[距離] ボックスを使うと、長さまたは高さを有する任意の一般化要素の高さおよび長さを定義す

ることが可能になります。  

プローブの位置から読み取りポイントの作成  
 

[読み取りポイント]  メニューオプションは、PC-DMIS に、プローブの現在の位置を読み取り、

読み取りの位置で編集ウインドウにポイントを挿入するよう指示します。  

以下のシンタックスは、編集ウインドウ内に何が挿入されたかを示しています。  

F_ID=  FEAT/ POINT, TOG1  

THEO / x, y, z, i, j, k  

ACTL / x, y, z, i, j, k  

読み取りポイント  

F_ID - これは要素 ID です。  
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TOG1 - このトグル領域を使うと、極および直交座標系間の切り替えができます。  

X、Y、Z - これは、作成されたポイント向けの X、Y、Z の位置です。  

I、J、K - これは、プローブのベクトルにアプローチする I、J、K です。  

読み取りポイント - プローブの位置から作成された読み取りポイントとしてこの

要素を特定します。  

以下は、読み取りポイント要素の例です:  

F7         =FEAT/POINT,RECT  
            THEO/7.4982,2.0111,0.95,0,0,1  
            ACTL/7.4982,2.0111,0.95,0,0,1  
            READPOINT/  
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アラインメントの作成お

よび使用法 
アラインメントの作成および使用: はじめに  
  ティップがアクティブとなり、要素が測定されると、座標系(またはアラインメント)の作成が

可能となります。PC-DMIS は、座標系を作成し管理するためのさまざまなツールを提供します。

アラインメントとの取り組みを可能にするツールにアクセスするには、 挿入 | アラインメント 
サブメニューから利用可能な希望のメニューオプションを選択します。  

この 項 で述べられている主要トピックは、プログラムでアラインメントを効果的に作成し管理

するために用いるこれらのツールの使用方法を説明しています。以下の通りです:  

• アラインメント概説  
• アラインメント コマンド形式  
• [アラインメント ユーティリティーの説明]ダイアログボックス  
• 3-2-1 アラインメントの作成  
• 適化アラインメントの作成  
• 反復アラインメントの作成  
• アラインメントの保存  
• 既存のアラインメントのリコール  
• ループ内のアラインメントの使用  
• アラインメントの同一視  
• CAD を測定されたパーツデータの同一視  
• [リープフロッグ]オペレーションの実行  
• 公称値のアラインメントの変更  
• アラインメントのバンドルの作成  

アラインメント概説  
アラインメントを使うと、3 次元空間にパーツの位置と方向の定義が可能となります。これによ

り、測定マシンは、パーツがどこに置かれたかを知ることができます。アラインメントのないパ

ーツは以下のように 6 度の自由 があります:  

• 3 度の回転 (X、Y、Z 軸に関して)  
• 3 度の解釈 (X、Y および Z 軸の原点)  
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デイタム参照フレーム (DRF) は、6 度の自由を制約し、3 次元空間のパーツを固

定します。  

パーツのアラインメントは、ドローイング上で特定された DRF を表します。 第
1 、第 2、第 3 のデイタムが DRF を定義して、アラインメントを作成するため

に測定され使用される要素を特定します。  

• 3 度の回転は、デイタム要素の I、J、K ベクトルによって制約されます。  
• 3 度の解釈は、デイタム要素の X、Y、Z の位置によって制約されます。  

コマンドのア

ラインメント  
定義  注記  

レベル  2 度の回転 を制約し、 l レベルされ

た 軸を選択された 要素 の ベクトル

と合致させます。  

これは常に第 1 のデイタムで、ベクトルを

用いた 3 次元要素である 必要がありま

す 。  

典型的な要素: 平面、円柱、円錐、作成さ

れた 3 次元要素  
回転  レベルされた 軸に関して 1 度の回

転 を制約し、回転した軸を、選択

された 要素 のベクトル と合致させ

ます。  

これは常に第 2 または第 3 のデイタムで、

ベクトルを使った 2 次元または 3 次元要素

である 必要があります 。  

典型的な要素:  平面、線、円柱、円錐、作

成された 2 次元/3 次元要素  

さらに、回転に使用できる線をシュミレー

トするために、任意の 2 ポイント型の要素

の選択が可能です。 例: 2 点、2 円、2 球、

その条件での組み合わせ。シュミレートさ

れた線の方向は、選択された要素の順序に

基づきます。  
原点  X、Y、Z 軸の 3 度の解釈 (原点)を制

約します。  
これは、第 1、第 2、第 3 デイタムの、ま

たはドローイング必要条件ごとに 原点 を
設定します。  

典型的な要素: 任意の要素  

 

アラインメントに関するヒント:  

• 初に レベル 2 番目に 回転 次いで x、y および z 軸向けの 原点 を設定します。 レベリ

ングの前に回転しないようにしてください  
• 2 次元要素 (線および円) を測定する前に、常にレベルを実行します。  
• ポイント (X、Y または Z 軸で測定されたポイント) を測定する前に常にレベルおよび回

転を実行します。  
• プログラムに保存するアラインメントの数には制限はありません。  
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• アラインメントは、 アラインメント保存 コマンドを用いてファイルを保存できます。こ

れは通常、パーツ向けの保持固定具に基づく完全自動プログラムを作成するために実行

されます。  

例:          

1. 保持固定具上のアラインメントを確立するプログラムを作成します。次いで、アライ

ンメントをファイルに保存します。  
2. パーツプログラムを作成し、プログラム始めのアライメントファイルを リコール し、

続いて、 初の要素を測定する前に、プログラムを設定し、DCC モードを実行します。  
3. パーツプログラム実行中は、CMM は一時休止し、オペレータを指示してパーツをロ

ードし、次いで自動的にパーツを測定します (手動アラインメントではない)。  

• 回転の右手ルール - 右手親指を、回転する(+X、+Y、+Z)軸の正方向にポイントします。

自分の手が自然に曲がる方向が、その軸に関する正方向です。負回転はこの反対方向で

す。  

コマンドのアラインメント形式  
アラインメントはすべて、編集ウインドウのコマンドモードに以下の形式で表示されます。わず

かな違いがあるので、以下の項でさらに詳細が説明されています。  

例えば、  

A1=ALIGNMENT/START, RECALL:,LIST=YES/NO  
ALIGNMENT/LEVEL,'feature_name'  
ALIGNMENT/ROTATE,XPLUS,TO,feat_name,ABOUT,ZPLUS  
ALIGNMENT/TRANS,XAXIS,feature_name  
ALIGNMENT/TRANS,YAXIS,feature_name  
ALIGNMENT/TRANS,ZAXIS,feature_name  
ALIGNMENT/END  

領域のルールについては" コンベンション "を参照してください。  

コマンドのアラインメントの説明は以下の位置で利用可能です:  

• コマンドの開始については、" コマンドのアラインメントの開始 "を参

照してください。  
• コマンドの終了については、" コマンドのアラインメントの終了 "を参

照してください。  
• コマンドのリコールについては、" リコール "を参照してください。  
• コマンドのレベルについては、" レベル "を参照してください。  
• コマンドの回転については、" 回転 "を参照してください。  
• コマンドの解釈については、" 原点 "を参照してください。  

アラインメント開始コマンド  

アラインメントを開始する線は以下の通りです:  
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ALIGN_ID=ALIGNMENT/START,RECALL:ID, LIST=YES/NO  

変更可能な領域:  
"Align_ID"  
これはアラインメントが保存される ID です。ID はオペレータによって割り

当てられます。デフォルト名は、ID が特定されない場合に割り当てられます。

例: A1  

   "ID"  
ID は、新しいアラインメントを開始するためにリコールされる先の内部アラ

インメントです。バージョン 3.6 およびそれ以降では PC-DMIS に、保存さ

れたアラインメントをリコールする代わりにアクティブ アラインメントを使

用させるために、この領域内の USE_ACTIVE_ALIGNMENT キーワードも使

用できることに留意してください。これは、ルーピングおよび条件分岐を用

いたアラインメントを使用する際に役立ちます。" ループ内のアラインメン

トの使用 " トピックを参照してください。  

        "一覧"  
この領域を [YES] または [NO] に設定することで、パーツプログラムに後に

挿入するために 設定 ツールバー上の アラインメント 内のアラインメント ID 
を PC-DMIS が表示すべきかどうかを決定します。デフォルトの設定は 
[YES] です。この領域を [NO] に設定すると、多数一時的アラインメントがあ

り、それらのすべてを [設定] ツールバーの アラインメント 一覧に一覧化を

希望しない場合に役立ちます (" アクティブ アラインメント一覧 " を参照して

ください)。  

アラインメントのエンド コマンド  

編集ウインドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  
アラインメント/終了  

このコマンドには変更可能な領域はありません。このコマンドは、 [アラインメント/

開始] コマンドが使用された場合は常に使用される必要があります。  

線の追加  

線を追加するには、希望する位置にカーソルを置き、[ENTER]を押します。用語[ALIGNMENT]
を入力して追加を開始します。[TAB]を押します。PC-DMIS は、カーソルが置かれた位置に応じ

て新たな線を追加します。カーソルがコマンドの中央にある場合は、新たな線は現在の線の下に

作成されます。カーソルがコマンド行の始めに置かれている場合は、PC-DMIS は、現在のカー

ソルの位置の上に新たな線を置きます。  
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作成される 初の新たな線は常にマイナーコマンド: LEVEL を表示します。コマンドを新たに入

力することでこれを容易に変更できます。 初の線の後に作成される追加の線は、直近のコマン

ドを表示します。  

線の削除  

ブランクの線を削除するには、下矢印または[ENTER]を押します。線がハイライトされて削除さ

れる場合もあります。(" 編集ウインドウ " 項 の" コマンド モード キーボード機能 "を参照してく

ださい)  

コンベンション  

• すべてのアラインメント テキスト コマンドは、開始および終了コマンド

を用いたマクロタイプ形式です。  
• [アラインメント/開始] コマンドは常に 初の線となり、 [アラインメント/

終了] コマンドは、アラインメント ステートメントの 終線となります。  
• すべてのアラインメント機能は、開始および終了コマンド内にある必要が

あります。例外の一つは、" [アラインメント/リコール] " コマンドで、こ

こでは開始および終了コマンドは、一つとして実行されます。  
• 各コマンド("開始"、"終了"および"リコール"は除く)では、2 番目の 領域を

用いると、一つの選択から別の選択に変更できます。次いで、その他のオ

ペレータ依存領域はすべて現在アクティブなフィールドを表すために変更

されます。  
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 [アラインメント ユーティリティの説明] ダイアログ

ボックス  

 

[アラインメント ユーティリティ]ダイアログボックス  

新パーツプログラムを作成している場合は、ダイアログボックスは スタートアップ コマンドを

表示し、 [アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックスを開きます ( 挿入 | アラインメ

ント | 新 ).  

カーソルが編集ウインドウの 終ラインに置かれた場合は、アラインメント ID は、新 ID と現在

のアラインメントを表示します。  

例えば、コマンドモードでは、編集ウインドウは以下のようになります:  

Alignment ID=A5  
Recall Alignment ID=A4  

リコール ドロップダウンボックスに一覧化されている利用可能な任意のアラインメントをリコ

ールするオプションもあります。現在のカーソルの位置に先立って作成されたアラインメントだ

けが利用可能となります。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  

ALIGNMENT/START  
ALIGNMENT/BF2D,'feat_id'  
ALIGNMENT/END  

注記: アラインメントは、 [OK] ボタンが選択され、PC-DMIS が アクティブ アラインメント リ
スト ボックスを更新するまで、完了したとみなされません。  
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アラインメント手順が完了すると、PC-DMIS はグラフィック表示ウインドウの左隅に、アライ

ンメントの回転を示します。パーツのグラフィックイメージは、画面に合うようにスケールされ

るので、(軸参照がウインドウの隅に置かれると)アラインメント オフセットは正確になります。  

軸のいずれかが、作成されたアラインメント上に制約されていない場合は、PC-DMIS は、赤の

XYZ 原点シンボル(または 3 面体)をグラフィック表示ウインドウ上で、それらの軸間を絶えず移

動させて、警告を発します。アラインメントが完全に制約されると、PC-DMIS は、固定された

位置に 3 面体を表示し、アラインメントの位置を示します:  

 

アラインメント 3 面体  

 

ダイアログボックスにアクセス  

PC-DMIS を使うと、編集ウインドウ内から [アラインメント] ダイアログボックスにアクセスで

きます。これは以下のように実行します:  

1. 編集ウインドウを開きます ( ビュー | 編集ウインドウ )。  
2. 編集ウインドウで、アラインメント ブロックまでナビゲートします。  
3. カーソルを 初の線に置きます。  
4. ショートカットキー[F9]を押します。アライメント ブロックに関連する

ダイアログボックスが表れます。  

ダイアログボックスは、現在の要素のアラインメントを表示し、変更が可能となります。  

アラインメント ID  

 

このボックスは現在のアラインメント向けの ID を表示します。  

この値の変更方法:  

1. 先の値をハイライトします。  
2. 新 ID を入力します。  
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3. [TAB]を押します。  

アクティブ アラインメント一覧  

 
   

アラインメントの作成中または、アラインメントのビューを希望する、あるいは編集を希望する

場合は常にこの一覧ボックスが、アラインメント ID、使用されるリコールアラインメント、ア

ラインメントの種類、回転および解釈を実行するためにアラインメントの軸によって使用される

要素などの現在のアラインメントを構成しているさまざまなコンポーネントを表示します。  

アラインメントの編集  

編集ウインドウのサマリまたはコマンド内に既に作成されたアラインメントを編集は可能である

一方で、この一覧のエレメントをクリックして既存のアラインメントを編集することも可能であ

り、必要な変更を行うことができます。アイテムを選択すると、 [アラインメント ユーティリテ

ィ] ダイアログボックスの適切なエリアが編集用に利用可能となります。変更後は、 [OK] をクリ

ックして、アラインメントを修正します。  

例えば、アライメントがレベルされた要素の修正を希望する場合は、一覧から"leveled to" 線を

選択します。以下の図が示すように、PC-DMIS は、アラインメントのレベリング割り当て向け

に使用される現在の要素を表示し、次いで [レベル] ボタンを押すと、利用可能な軸の一覧を表示

します。  
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既存のアラインメントを編集するために使われるアクティブ アラインメント一覧の例  

新たな要素および軸を選択して、 レベル をクリックするだけで、PC-DMIS は変更を反映するた

めに アクティブ アラインメント 一覧を更新します。次に、 [OK] をクリックして変更を保存し

ます。  

 

ドロップダウン軸  

このドロップダウン軸によって、新しいアラインメントを作成する異なる段階で使用される軸を

選択できます。各ドロップダウン一覧に利用可能な軸は以下の通りです:  

• X プラス  
• X マイナス  
• Y プラス  
• Y マイナス  
• Z プラス  
• Z マイナス  

レベル  

 

[レベル]ボタンを使うと、現在の作業平面の法線軸の方向を設定できます。  

要素を "レベル"に、に選択する方法:  
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1. [要素一覧] ボックスから使用される要素を特定します。  
2. [レベル] をクリックします。  

方向を設定するにはドロップダウン一覧から[レベル]を選択して使用する軸を特定することも可

能です。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションは次のように記述されます:  
ALIGNMENT/LEVEL,ZPLUS,'feat_id'  

変更可能な領域:  
"Z プラス "  
これは編集ウインドウで、Z プラス、X プラス、Y プラス、Z マイナス、X マ

イナス および Y マイナスの領域間を切り替えできる領域です。この領域は要

素がレベルされる特定された軸の方向を表します。  

        "feat_id"  
特定された要素へのアラインメントレベル。  
例: 平面 1  

回転  

 

[回転] ボタンを使うと、定義された作業平面の軸を要素にまたは要素に平行に回転できます。

PC-DMIS は原点として使用される重心を中心に、定義された軸を回転します。どの軸を回転す

るのか、およびどの軸を中心に回転するのか定義できます。  

回転要素の選択方法:  

1. [要素一覧] ボックスから適切な参照要素を選択します。  
2. {回転} ボタンをクリックします。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
ALIGNMENT/ROTATE,XPLUS,to,'feat_id',about,ZPLUS  

変更可能な領域:  
" X プラス ", "Z プらｓ "  
これはトグル領域なので、編集ウインドウ内のこれらの領域間をトグルする

ことが可能になります:  

Z プラス  

X プラス  
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Y プラス  

Z マイナス  

X マイナス  

Y マイナス  

PC-DMIS は特定入力要素に平行なこの軸を設定します。次いで 2 番目の軸を中

心に回転します。  

        "feat_id"  
このアラインメントは特定要素に平行に回転します。例: LINE1  

オフセットで回転  

オフセットで回転するには、 [オフセット角度] ボックス内に希望する角度を入力して[オフセッ

ト]オプションを選択します。新たな値が旧回転オフセットと置き換えられます。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
ALIGNMENT/ROTATE_OFFSET,'numeric_value'  
   

変更可能な領域: "numeric_value"  
これはアラインメントが角度の度 (例; -14.36)で回転される値です。回転は軸

中心となり、アクティブ作業平面に垂直となります。この回転は、角度が負

の場合は右回りとなり、正の場合は左回りとなります。  

2 つの円の間の線に回転  

2 つの円の間の線に回転するには、 [要素一覧] ボックス内の 2 つの円を選択し、 [回転] ボタン

をクリックします。回転の他の型と同様、回転するための軸、中心に回転する軸を選択し、(必
要に応じて) オフセット値を入力します。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:    
ALIGNMENT/ROTATE_CIRCLE,ID, ID    

変更可能な領域: "ID"  

これは、回転方向を決定する 2 つの ID の 1 つです。  

原点のオフセット距離を設定  
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[オフセット距離] ボックスを使うと、特定のオフセット距離で原点を設定することが可能となり

ます。  

原点オフセットの設定の使用方法 t:  

1. [オフセット距離] ボックスをクリックします。  
2. オフセット距離向けに希望する値を入力します。  
3. [TAB]を押します。  
4. [原点の設定] ボタンをクリックします。  

原点  

 

[原点] ボタンを使うと、パーツの原点を特定の位置に移動させることが、または特定のオフセッ

トによって移動させることができます。  

パーツの原点の移動方法:  

• 適切なチェックボックス ( X 、 Y 、 Z または [自動] )を選択して、移動す

べき原点を選択します。  
• [原点] ボタンをクリックします。[自動]が軸を選択して、要素の種類と要

素の方向および作業平面に基づいて移動します。  

要素に移動  

要素に移動するには、要素を選択するだけです。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:    
ALIGNMENT/TRANS,ZAXIS,'feat_id'  

変更可能領域:  
" Z 軸 "  
これは、   Z 軸、X 軸 および Y 軸の領域間の切り替えを可能にする編集ウイ

ンドウ領域です。この領域は、入力[ 'feat_id']を適合させるために原点を移動

させる軸を表します。  

"feat_id"  
これはアラインメントが、既存軸に沿って原点をセットする要素です。例: 
円 1  
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オフセットによる移動  

オフセットで移動するには、新しいオフセット値を入力して[オフセット]オプションを選択しま

す。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
ALIGNMENT/TRANS_OFFSET, ZAXIS ,'numeric_value'  

変更可能な領域:  
" Z 軸 "  
この編集ウインドウを使うと、 Z 軸、X 軸 および Y 軸 .の領域間をトグルで

きます。これらの領域は、原点が入力 'numeric_value' によって移動する軸を

表します。  

" numeric_value"  
これはアラインメントがオフセットされる (例: 5.12) 値です。正値は正方向

に移動し、負値は負方向に移動します。  

リコール  

 

[リコール] ボタンは保存されたアラインメントをリコールし、現在のパーツプログラムでそれら

を使用します。" 既存のアラインメントのリコール "を参照してください。  

反復  

 

[反復] ボタンは [アラインメントの反復] ダイアログボックスにアクセスします。このダイアロ

グボックスを用いて、アラインメントの反復を作成します。" アラインメントの反復を作成 "を
参照してください。  

適化  

 

[ 適化] ボタンを用いて、 [ 適化] ダイアログボックスにアクセスします。このダイアログボッ

クスを使用して、 適化アラインメントを作成します。" 適化アラインメントの作成 "を参照

してください。  
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自動アライン  

 

[自動アライン] ボタンを使うと、アラインメントを作成する 3 つの要素を自動的に PC-DMIS に

選択させることが可能になります。3 つの要素が選択される順序が、 極めて 重要となります。  

• 3 つの要素の１番目は、法線軸の方向を現在の作業平面に確立する

ために使用されます。  
• 次いで現在の作業平面は、２番目の要素によって回転されます。  
• 後に、パーツの原点は、３番目の要素に応じて設定されます。  

例えば、:  

Z プラス作業平面を用いた平面、線、ポイント  
を選択した場合は、平面は、パーツの Z プラス方向を確立します。測定され

た線は、X プラス主要軸となります。原点は、平面の原点と同等に Z ゼロで

設定されます。Y は、線の原点と同等で、X はそのポイントの原点と同等に

なります。  

Y マイナス作業平面を使った平面、線、測定された円:  
平面は、パーツの Y マイナス方向を確立します。測定された線は、Z マイナ

ス主要軸となります。原点は、平面の原点と同等に Y ゼロで設定されます。

X および Z ゼロ (原点) は、円の中心と同等になります。  

PC-DMIS が、3 つの選択された要素に基づいて新たなアラインメントを作成できない場合、ポ

ップアップウインドウがエラーメッセージとともに表示されます。  

重要: 自動アラインメントでは、アラインメントの原点は使用される 3 番目の要素に基づいてい

ます。  
 
♦ ポイントの場合は、PC-DMIS は、軸の原点を設定します。そうでない場合は、PC-DMIS は、

要素のデフォルト軸を検査します。  
 
♦ 自動線の場合は、PC-DMIS は、X、Y、Z に戻り、X、Y、Z 上に原点を設定します。  
 
♦ 測定された線の場合は、PC-DMIS は、どの軸が も近くのべクトルに接近するかを決定し、

他の２つの軸をゼロ設定にします。  
 
♦ 自動円の場合は、PC-DMIS はすべての 3 つの軸を設定します。.  
 
♦ 測定された円の場合は、PC-DMIS は、作業平面を見て、２つの軸のみを設定します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual アラインメントの作成および使用法  *  929 

CAD のパーツの同一視  

 

[Cad のパーツの同一視] ボタンは、オンラインで CAD データを使用する際に役立ちます。  

CAD のパーツの同一視を設定する方法:  

1. パーツまたは固定具の要素を測定します。  
2. [アラインメント]オプション(レベル,回転および原点のセット)を使用して、

アラインメントを作成します。  
3. [Cad のパーツの同一視] ボタンを選択します。  

PC-DMIS は、CAD データと測定されたデータとの間にブリッジを作成します。これにより、測

定されたデータを CAD データの上部に表示することができます。さらに、CAD データを使用し

て、パーツを検査します。このオプションは、作成されたアラインメントが、パーツの原点/方
向を CAD 原点/方向と同じ位置に置いた後にのみ利用可能となります。  

[Cad のパーツ同一視] ボタンが、パーツ向けに選択された後に、[CAD のパーツ同一視]メニュー

項目が選択されます。  

3-2-1 アラインメントの作成  
ここに提供されている情報は、標準 3-2-1 アラインメントを作成するためにとらなければならな

いステップを説明しています。  

ヒント: [ウィザード] ツールバー からこのアイコンをクリックして、PC-DMIS's 3-2-1 アラ

インメント ウィザードにアクセスします。  

ステップ 1: アラインメント要素の測定  

初に実行する必要があるのは、3-2-1 アラインメントの作成に使用される要素を測定すること

です。3-2-1 アラインメントは作成用に 3 つの標準要素を使用します。数字 3, 2 および 1 は、こ

れらの要素を測定するためにとる必要のあるヒットの 小数です。  

1. 平面の測定 この 初の要素は レベリング 要素 で、 3 つ のヒットで構成

される 平面 である必要があります。PC-DMIS は、パーツをこの要素に

レベルします。これは 1 番目の軸 (通常は Z 軸) の原点および方向を定義

します。  
2. 線の測定. この 2 番目の要素は 回転 要素 で、 2 つ のヒットで構成される 

線 である必要があります。PC-DMIS は、パーツをこの要素に回転させ、

2 番目の軸を方向づけます。この要素の 2 番目のヒットは、 初のヒット
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と関連し、軸の正方向にある必要があります。この要素は 2 番目の軸 (通
常は X 軸) の方向および 3 番目の軸 (通常は Y 軸) の原点を定義します。  

3. ポイントの測定 この 3 番目で 後の要素は 1 つ のヒットだけから構成さ

れた 原点 要素です。PC-DMIS は 初の 2 つの要素からこの軸用の原点

を作成し、3 番目のポイントはすべてのアラインメントの原点を確立する

だけです。PC-DMIS はパーツをこの要素で解釈し、X=0, Y=0 および Z=0 
位置を作成します。  

必要な要素を測定したら、アラインメント作成の準備ができたことになります。  

次のステップに進む。  

ステップ 2: 要素にレベル、回転および解釈  

このステップは [アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックスを用いて、パーツを先の

ステップで測定された要素にレベル、回転および解釈します。  

ここをクリックすると常に、 [アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックス に関する説

明書を参照できます。  

1. 挿入 | アラインメント | 新規作成 を選択し、 [アラインメント ユーティリ

ティ] ダイアログボックスを開きます。 要素 一覧は、パーツのレベル、

回転または解釈に使用されうる可能性のあるすべての要素を表示すること

に留意してください。  
2. [要素] 一覧から、先のステップで作成した 平面要素 をクリックします。

PC-DMIS はこの要素を選択したら、PC-DMIS がパーツをレベルする必要

のある軸を選択し、 [レベル] ボタンをクリックします。PC-DMIS は、 
[アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックス内のテキストの線

を表示し、レベリング過程に用いられる要素および軸を伝えます。  
3. [要素] 一覧から、先のステップで作成した 線要素 をクリックします。

PC-DMIS がこの要素を選択したら、回転すべき軸および中心に回転すべ

き軸を選択します。次いで [回転] ボタンをクリックします。再び、PC-
DMIS は回転過程で使用される要素および軸を表示します。  

4. [要素] 一覧から、先のステップで作成された [要素のポイント] をクリッ

クします。PC-DMIS が要素を選択したら、適切な軸のチェックボックス

を選択して、この原点要素への移動を希望する軸 (または複数の軸) を決

定し、 [原点] ボタンをクリックします。  

注記: この代わりに、 [要素] 一覧から 3 つのすべての要素を選択し、 [自動割り当て] ボタンをク

リックして、PC-DMIS に、選択された 初の要素をレベル、2 番目に選択された要素を回転、3
番目に選択された要素の軸の解釈を自動的に実行させることが可能です。  

アラインメント作成過程を完了する準備ができています。  
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次のステップに進む。  

ステップ 3: アラインメントの完了  

アラインメントの完了方法 t:  

• ダイアログボックスの情報を正確にしておいてください。  
• 準備ができたら、 [OK] を押します。PC-DMIS はダイアログボックスを

閉じます。この新アラインメントが既存のアラインメントと異なる場合、

PC-DMIS はプロンプトを表示し、新アラインメントを使用するために、

編集ウインドウ内の影響を受けたコマンドの更新を希望するかどうかを聞

いてきます。アラインメントが変更しない (または取るに足らないほど変

更が小さい) 場合、PC-DMIS はプロンプトの表示またはコマンドの更新

をせずに挿入します。  
• PC-DMIS は、編集ウインドウ内のアラインメント向けのコードを挿入し、

グラフィック表示ウインドウ内の CAD モデル上にアラインメントをグラ

フィック的に表示します。  
• 編集ウインドウの使用 " 項 で説明された手法で、アラインメントのコー

ドをいつでも編集できます。  

反復アラインメントの作成  

 

[反復アラインメント]ダイアログボックス I  
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自動車用語では、反復アラ
インメントは、"ボディ" に
座標を与えます。  

挿入 | アラインメント | 新規作成 を選択して、 [アラインメント ユ
ーテリティー] ダイアログボックスから、 反復 ボタンが選択され

ると、  
、 PC-DMIS は [反復アラインメント] ダイアログボックス を表示

します。このダイアログボックスは、3 次元"ベストフィット"に、

公称値ポイント(または利用可能の場合は面)までの測定されたデー

タを提供します。このテクニックには、測定される要素を 低 3 つ

必要とします。ポイントや線などの特定の要素型は、乏しい 3 次元

位置しかありません。これらの要素型の 1 つを選択する場合は、正

確に予測されたデータを提供するために追加要素が必要となりま

す。  

• 初の要素セットは、要素重心を介して平面を適合させることで、現在の

作業平面のの公称軸の方向を確立します。この項(レベル - 3 +)では、 低

3 つの要素が使用される必要があります。  
• 次の要素セットは、作業平面の定義された軸を要素に回転し、要素を介し

て線を適合します。この項(回転 - 2 + )で使用されるには 低 2 つの要素

が必要となります。  
有標の要素がない場合は、アラインメントは、レベルの項から要素を使用

します。(レベルの項から使用される 2 つの要素は、 終要素から数えて

2 番目および 3 番目となります)  
• 終要素セットは、パーツの原点を特定の位置(原点のセット - 1 )に解釈

します。  
有標の要素がない場合は、アラインメントはレベルの項から 終要素を使

用します。  

反復アラインメントの理解  

適切に反復アラインメントを作成するには、まずここに提供されている情報を参考にします。以

下は反復アラインメントの重要点を理解するのに役立ちます。  

アラインメントの反復コマンド形式  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:    
ALIGNMENT/ITERATE,'feat_id'  
, PNT TARGET RAD=n, START LABEL=label, FIXTURE TOL = n, ERROR LABEL=label  
MEAS ALL FEAT=NO/ALWAYS/ONCE,  
MAX ITERATIONS = n  
LEVEL AXIS =axis, ROTATE AXIS=axis, ORIGIN AXIS=axis  
LEVEL = id, id, id,…  
ROTATE = id, id,…  
ORIGIN = id,…  

変更可能領域: "feat_id"  
これらはアラインメントの反復を行うために使用される要素です。現在、

低 3 つの異なる要素が較正に選択される必要があります。一方向以上にデイ
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タム軸を構築可能な要素 (円またはスロットなど) は、1 デイタム軸以上で特

定可能です。例えば、円はレベル軸および回転軸を構築するために使用され

ます。通常、測定されたポイント (ベクトルおよび面ポイントを含む) は、1
つのデイタム軸を構築するためにしか使用できません。  

目標半径のポイント = このオプションは、アラインメントで用いられる測定さ

れたポイント要素向けの目標半径値を特定します。詳細は" 目標半径のポイ

ント " を参照してください。  

開始ラベル = PC-DMIS はアラインメント要素を再測定するときにここで特定さ

れたラベルで開始します。この作業には [すべての要素を測定] を [常時] に設

定する必要があります。詳細は " ラベルの開始 " を参照してください。  

要素公差 = これは PC-DMIS が測定されたアラインメント要素を理論上の値と比

較するために使用する適合公差です。詳細は " 固定公差 " を参照してくださ

い。  

ラベルのエラー = PC-DMIS は固定公差が限度を超えると、ここで特定されるラ

ベルに行きます。ラベルを定義しない場合、PC-DMIS はエラーメッセージを

出し、各入力要素上にエラーの量を表示します。詳細は " ラベルのエラー " 
を参照してください。  

軸のレベル = PC-DMIS は [レベル] 入力要素を用いて、ここで特定される軸の方

向および原点を設定します。詳細は " レベル " を参照してください。  

軸の回転 = PC-DMIS は、 [回転] 入力要素を用いて、レベル軸に関してここで特

定される軸の回転を設定します。ここで特定される原点も [回転] 入力要素を

用いる PC-DMIS によって設定されます。詳細は" 回転 " を参照してください。  

軸の原点 = PC-DMIS は [原点] 入力要素を用いて、ここで特定される軸の原点を

設定します。詳細は" 原点 " を参照してください。  

すべての要素の測定 = このオプションは、入力要素を再測定する、または DCC
モードのパーツプログラムの割り当てを自動的に再実行するのいずれかによ

っていかに PC-DMIS がいかに作業を進めていくかを決定します。このオプ

ション向けに実現可能な設定は以下の 3 種類があります:  

• なし 詳細は " 目標半径のポイント " を参照してください。  
• 1 回 詳細は" 1 回すべてを測定 " を参照してください。  
• 常時. 詳細は " 常にすべてを測定 "を参照してください。  

大反復数 = このオプションは、PC-DMIS がアラインメントの反復を実行する

大反復数を決定します。  
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アラインメントの反復ルール  

アラインメントの反復を実行する際にはいくつかの原則が以下の通りにあります:  

PC-DMIS は、セットの各 [エレメント] 向けに測定された値および理論上の値の両方を必要とし

ます。 初のエレメント セット向けの法線ベクトルは近似平行である必要があります。このル

ールの例外の 1 つは、3 つの要素がセットで使用された場合のみです。  

測定されたポイント (ベクトル、エッジまたは面) が使用される場合は、アラインメントを定義

するためにエレメントの 3 セットすべてが必要となります (レベルに 3 要素、回転に 2 要素、お

よびオリジンのセットに 1 要素)。任意の要素型が使用可能ですが、3 次元エレメントはより良く

定義されたエレメントとなるため、正確さが向上します。実行可能な 3D エレメントは、シート

メタル円、スロット、円柱、球あるいは頂点です。  

注記 : シートメタル円、スロットおよび円柱は 低 3 サンプルヒットが必要です。  

測定されたポイントを使用する際の困難な点は、アラインメントを実行するまでどこで測定すべ

きか不明な点です。したがって、ポイントはアラインメント前に測定する必要があります。これ

を定義することで、3 次元エレメントは、 初から正確な測定が可能となります。  

さらに、測定されたポイント (ベクトル、エッジまたは面) が使用される場合は、[回転]セット内

の要素の法線ベクトルは、[レベル]セット内の要素のベクトルにほぼ垂直な法線ベクトルを有す

る必要があります。[原点]セット内の要素は、[レベル]セットおよび[回転]セットから両者のベク

トルにほぼ垂直な法線ベクトルを有する必要があります。  

測定されたポイント (ベクトル、エッジまたは面) がセットのパーツとして使用される場合、PC-
DMIS はそれらが公称値位置から離れ過ぎてとられた場合、再測定すべきか問う可能性がありま

す。PC-DMIS は 初に測定されたデータを公称値データに" 適化"します。次いで PC-DMIS は
測定されたポイントがそれぞれどの程度離れているか検査します。距離が [ポイント目標半径] 
ボックスで特定された量をはるかに超える場合、PC-DMIS はポイントを再測定するよう要求し

ます。PC-DMIS は実際には円柱公差領域を各ベクトル、面またはエッジ点の理論上の位置の辺

りに置きます。この公差領域半径はダイアログで特定されたポイント公差です。PC-DMIS は、

測定されたポイントがすべて公差に入るまでポイント要素の再測定をし続けます。公差領域は測

定されたポイントしか影響を及ぼしません。  

PC-DMIS の特別機能を使うと、必要に応じスロットの中心点を軸で上下にスライドさせること

ができます。したがって、反復アラインメントは、スロットが[原点]セットのパーツとして使用

されるときは一点に集中させることはできません。 初にスロットからポイントを作成し、次い

で[原点]セット内に作成されたポイントを用いることで、スロットを[原点]セットのパーツとして

使用することが可能です。  

スロットは反復アラインメントの[原点]セットのパーツとしては推奨されません。  

使用され

る要素の

種類:  

要素の 小数が必要:  

円  3 つの円:   
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線  この要素型は推奨されません。  
ポイント  6 つのポイント:   
スロット  この要素型は[原点]セットのパーツとしては推奨されません。  
球  3 つの球:   

反復アラインメントの作成方法  

ヒント: [ウィザード] ツールバーからこのアイコンをクリックして、PC-DMIS の反復アラインメ

ント ウィザードにアクセスします。  

反復アラインメントの作成方法:  

1. 挿入 | アラインメント | 新規作成 を選択して、 [アラインメント ユーティ

リティ] ダイアログボックスにアクセスします。  
2. [反復] ボタンをクリックします。 [反復アラインメント] ダイアログボッ

クスが表示されます。このダイアログボックスを用いて、反復アラインメ

ントを作成します。このダイアログボックスに関する情報は、" [反復アラ

インメントの説明]ダイアログボックス "を参照してください。  
3. [要素一覧] ボックスから、 初の要素セット ( 低 3 要素) を選択して、

現在の作業平面上の法線軸の方向を確立する際に使用します。  
4. [レベル] オプションが選択されるよう確認します。  
5. [選択] ボタンをクリックします。  
6. マウスで 2 番目の要素セット ( 低 2 要素) を選択し、回転過程で使用し

ます。  
7. [回転] オプションが選択されるよう確認します。  
8. [選択] ボタンをクリックします。  
9. パーツ原点の希望する位置を示す 後の要素セット ( 低 1 つの要素) を

選択します。(同じ要素が 1 過程以上で使用される場合があります)  
10. [原点] オプションが選択されるようにしておいてください。  
11. [選択] ボタンをクリックします。  
12. [OK] をクリックします。 [反復アラインメント] ダイアログボックスが閉

じます。  
13. [アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックスの [OK] をクリック

して、アラインメントを完了します。ダイアログボックスが閉じます。こ

の新アラインメントが既存のアラインメントと異なる場合、PC-DMIS は
プロンプトを表示し、新アラインメントを使用するために編集ウインドウ

内の影響を受けたコマンドの更新を希望するかどうかを聞いてきます。ア

ラインメントが変更しない (または変化が取るに足らないほど小さい) 場
合は、PC-DMIS はプロンプトの表示またはコマンドの更新をせずにアラ

インメントを挿入します。  
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注記: すでに要素を割り当てた後に [レベル] 、 [回転] または [原点] オプションを選択すると、

そのオプション向けに示された入力要素を表示します。  

この過程の完了後、PC-DMIS は 3 次元的に予測されたデータを " 適化" し、グラフィック表示

ウインドウおよび編集ウインドウに新アラインメントを表示します。" 反復アラインメント コマ

ンド形式 "を参照してください。  

[反復アラインメントの説明]ダイアログボックス  

次は [反復アラインメント] ダイアログボックスに含まれる項目を述べています。  

 

レベル  

 

レベル - 3 オプションは、 [要素一覧] ボックスから選択された 低 3 つの要素とともに使用され

ます。この要素セットは、要素の重心を介して平面を適合して、現在の作業平面の法線軸の方向

を設定します。  

低 3 つの要素がレベルするために使用される必要があります。  

回転  

 

[回転 - 2] オプションは 要素一覧 ボックスから選択された 低 2 つの要素とともに使用されます。

この要素セットは作業平面の定義された軸を要素に回転し、要素を介して線を適合させます。  

回転には 低 2 つの要素が必要です。  

注記: 有標の要素がない場合は、アラインメントはレベル項から要素を使用します。(レベル項か

ら使用される 2 つの要素は 後の要素から 2 番目および 3 番目となります)。  

原点  

 

[原点 - 1] オプションは、 [要素一覧] ボックスから選択された 1 つの要素とともに使用されます。

この要素セットはパーツの原点を特定の位置に解釈 (または移動) します。  

1 つの要素は原点をセットするために用いられる必要があります。  

注記: 要素が 1 つも有標されていない場合は、アラインメントは[LEVEL}の項から 後の要素を

用います。  
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選択  

 

[選択] ボタンを使うと、反復アラインメント向けの原点オペレーションへのレベル、回転および

解釈 (または移動) を実行するために [要素一覧] ボックスから選択された要素を使用することが

可能となります。  

1 回すべてを測定  

 

[1 回すべてを測定] チェックボックスを選択する場合、  

1. PC-DMIS は DCC モードで 低 1 回は入力要素のすべてを再測定します。  
2. それらは編集ウインドウ内の反復アラインメント コマンドによって特定

された順序で測定されます。  
3. PC-DMIS はどの要素が測定されようとしているかをメッセージボックス

に表示します。  
4. 移動を承認する前に、プローブがパーツと衝突することなしに、指示され

た要素に達することができるようにしておいてください。  
5. 各要素の前後に検出された保存された移動は、実行 されません 。  
6. すべての要素が 低 1 回測定された後、再測定は要素の測定された要素

のポイント型および 目標半径のポイント を失ったポイントのために続行

します (" 目標半径のポイント "を参照してください)。  

注記: PC-DMIS は、円の位置は変化しないのでこのモードでは 1 回以上は円を測定しません。  

常にすべてを測定  

 

[常にすべてを測定] チェックボックスを選択する場合、PC-DMIS は DCC モードで 低 1 回は

現在のパーツプログラムの割り当てを再実行します。再実行される割り当ては、 ラベルの開始 
に左右されます(" ラベルの開始 "を参照してください)。  

ラベルの開始を提供する場合は、  

• PC-DMIS はその定義されたラベルから、現在実行中の反復アラインメン

トコマンドを含む[アラインメント/開始] コマンドまでを再実行します。  

ラベルの開始を提供しない場合は、  
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• PC-DMIS は、[反復アラインメント]コマンドによって使用されるプログ

ラム内で測定された 初の要素から再実行します。  
• 初の要素がそれに先行する保存された移動ポイントを有する場合、PC-

DMIS はこれらの移動ポイントも実行します。  
• 再実行は[反復アラインメント]コマンドで使用される測定された 後の要

素まで続行します。  
• このコマンド後に保存された移動がある場合は、それらは実行されません。  

再実行が終了すると、PC-DMIS はアラインメントを再計算し、測定された入力ポイントをテス

トし、それらが 目標半径のポイント 値で特定された公差半径内にすべてあるかどうかを見ます。  

• すべて目標内の場合は、再計算を続行する必要はなく、PC-DMIS は反復

アラインメントが完了したとみなします。  
• ポイントが目標分野を失った場合は、プログラムの同等の割り当てが上記

のように再実行されます。  

目標半径のポイント  

 

[目標半径のポイント] ボックスを使うと、アラインメントの入力として使用される測定されたポ

イント要素向けの目標半径公差を特定できます。測定された入力ポイントには以下が含まれま

す:  

• 測定/ポイント  
• 自動/ベクトル  
• 自動/エッジ  
• 自動/面  
• 自動/角度  

パーツ上の円を測定するために必要な位置を見ることは容易にできますが、面上のポイントを測

定するための正確な位置を決定するのは容易ではありません。ポイントを測定する箇所を指示す

る視覚化インジケータなしでは、正確なスポットでポイントを手動で測定するのは困難です。 
[目標半径のポイント] を使うと、各ポイントの周りに、想像上の公差領域 (または目標) で、各

ポイントに関する半径の大きさを特定することが可能です。これによって指示された公差内の任

意の箇所を触れることができます。測定されたポイントがこの領域に触れない場合は、PC-
DMIS は DCC モードでポイントを再測定します。  

PC-DMIS は [反復アラインメント] ダイアログボックスで選択されたチェックボックスに基づい

た入力要素の再測定を試みます (" 1 回すべてを測定 " および " 常にすべてを測定 "を参照してく

ださい)。  

[常にすべてを測定] または [1 回すべてを測定] チェックボックス (または編集ウインドウ内の す
べての要素を測定=いいえ を手動でセットする場合) を選択しない場合、  
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1. PC-DMIS はデイタムを適合し、測定された入力ポイントが目標を失った

かどうかを確認します。その場合は、この要素のみが DCC モードで再測

定されます。  
2. PC-DMIS は測定されようとしている要素を示すダイアログボックスを表

示します。これによって、プローブが希望する要素に、パーツと衝突する

ことなしに、達することが可能となります。  
3. ポイント要素のすべてが目標内に入ると、PC-DMIS は反復アラインメン

トが完了したとみなします。  
4. 目標を失った測定されたポイント要素がある場合、PC-DMIS はそれらが

目標内に入るまで再測定を続行します。  

注記 : ベクトルの 目標半径のポイント 値を過度に小さく (例、50 ミクロン)セットしないことが

重要です。CMM の多くは正確にプローブを極小目標上の測定された各ポイントに触れるように

位置づけることができません。このためのより良い選択は、約 5 ミリの公差となります。再測定

が無制限に続く場合は、この値を増す必要があります。  

 

固定公差  

 

[固定公差] ボックスを使うと、PC-DMIS が要素を比較する適合公差値を入力でき、反復アライ

ンメントを理論上の値に変更できます。  

測定値を理論上の値に適合した後、1 つまたはそれ以上の入力要素に、公差値を超える割り当て

られたデイタム軸に沿ってエラーが生じた場合、PC-DMIS はエラーラベル (もし存在すれば) に
自動的に行きます。" エラーラベル "を参照してください。  

エラーラベルを提供しない場合、PC-DMIS はエラーメッセージを表示し、各デイタムに沿って

エラーを表示します。デイタムをそのまま承認し残りのパーツプログラムを続行するか、または

パーツプログラムの実行をキャンセルする選択があります。  

PC-DMIS は、要素作成に必要な 小ポイント数以上を用いた場合しか、固定公差値を使用でき

ません。例えば、平面を測定する場合、平面に必要とされる 小ポイント数は通常 3 ポイントで

す。しかし、固定公差値を用いるのを希望した場合は、 低 4 ポイントで測定する必要がありま

す。3 ポイントしか用いない場合はソリューションは 1 つしかなく、PC-DMIS は調整または再

反復できません。  

大反復  

 

これは反復アラインメントを作成するときに PC-DMIS が実行する 大反復数を決定します。  
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ラベルの開始  

 

[ラベルの開始] ボックスを使うと、 [常にすべてを測定] 検査ボックスを選択する限り、反復ア

ラインメント要素を再測定する際に PC-DMIS が行くラベルを定義できます。  

• PC-DMIS は DCC モードで再測定し、指定されたラベルで開始し、 
[アラインメント/開始] コマンド ( [アラインメント/反復] コマンドに先

立つ)で終了します。これは、DMIS がこのコマンドが機能するのをい

かに予測するかにおいて、より一貫性をもたらします。  

ラベルの開始を定義しない場合は、  

• PC-DMIS は反復アラインメントを構成する 初の要素に行き、そこで 
DCC 測定を開始します (PC-DMIS はこの要素の直前のいかなる移動

も含みます)。  
• PC-DMIS は、反復アラインメントを構成する 後の要素に達するまで、

パーツプログラムを順々に再実行し続けます。この終了要素後に移動

がある場合は、それらは実行されません。  

ラベルの作成方法は " フローコントロールを用いて分岐 " 項 の " ラベルの作成 " を参照してくだ

さい。  

エラーラベル  

 

[エラーラベル] ボックスを使うと、各入力要素向けのデイタムに沿ったエラーが、 [固定公差] 
ボックスで定義された固定公差レベルを超えるときに PC-DMIS が行くラベルを定義できます。  

注記: 各デイタム軸向けの 小数を提供する場合 ( レベル デイタム向けに 3、 回転 デイタム向け

に 2、および 原点 デイタム向けに 1)、PC-DMIS は入力要素測定値をエラーなしに理論上の値に

適合できます。この場合、PC-DMIS は実際に固定公差を必要としません。任意の定義されたデ

イタム向けの 小数以上を提供する場合、パーツまたは固定エラーは測定値を提供された固定公

差よりも少ないエラーを用いて理論上の値に適合させることができない場合があります。  

エラーラベルを定義しない場合は、PC-DMIS は各デイタム要素向けのエラーの量を表示するエ

ラーメッセージを作り出し、デイタムをそのままにして実行をキャンセルまたは続行のオプショ

ンを提供します。  

ラベルの作成方法は " フローコントロールを用いて分岐 " 項 の " ラベルの作成 " を参照してくだ

さい。  
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適化アラインメントの作成  

    

[ 適化アラインメント]ダイアログボックス  

[アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックスから、 [ 適化] ボタンをクリックすると、  
PC-DMIS は、 [ 適化アラインメント] ダイアログボックス を表示します。このダイアログボッ

クスは、" 適化"に、公称ポイントまでの測定されたデータを提供します。 低 2 つのポイント

を必要とする ベクトル を用いる方法は例外として、 適化アラインメントを作成するには、

低 1 つのポイントが必要となります。  

適化アラインメントの作成方法  

適化アラインメントの作成方法:  

1. 挿入 | アラインメント | 新規作成 を選択して、 [アラインメント ユーティ

リティ] ダイアログボックスにアクセスします。  
2. [ 適化] ボタンをクリックします。 [ 適化アラインメント] ダイアログ

ボックスが表示されます。このダイアログボックスを使用して、 適化ア

ラインメントを作成します。このダイアログボックスに関する詳細は、" 
[ 適化アラインメントの説明]ダイアログボックス "を参照してください。  

3. [要素一覧] ボックスから使用される要素を選択します。これは [入力一覧] 
ボックスに表示されます。  
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4. [方向] エリアで [2 次元] または [3 次元] のいずれかを選択して、アライ

ンメントの方向を選択します。2 次元アラインメント向けには、 アクテ

ィブ平面 ドロップダウン一覧から正しいアクティブ平面の選択も可能で

す。  
5. [ 適化方法] エリアから適切なオプションを選択して、 適化型を選択し

ます。3 次元アラインメントの場合は、 [ 適化方法] エリアから適切な

制限を選択することも可能です。  
6. 要素の [重量] を編集するには、 [重量の作成]  ボタンを選択します。重量

を変更する要素を選択します。 [重量の編集] ボタンをクリックします。 
[重量エディタ] エリアの [新しい値] ボックスに新しい重量を入力し、 
[Enter] を押します。  

7. 既定の要素を中心に回転するポイントを設定するには、 [入力一覧] から

要素を選択し、 [中心に回転] ボタンをクリックします。この代わりに、

ダイアログボックスの [中心に回転] エリアの [理論上] および [測定され

た] ボックスに値を入力することも可能です。  
8. [OK] を押します。 [ 適化アラインメント] ダイアログボックスを閉じま

す。  
9. [アラインメントのユーティリティ] ダイアログボックスの [OK] ボタンを

クリックします。ダイアログボックスが閉じます。この新アラインメント

が既存のアラインメントと異なる場合は、PC-DMIS が、新アラインメン

トを使用するために編集ウインドウ内の影響を受けたコマンドの更新を希

望するかどうかプロンプトを表示して聞いてきます。アラインメントが変

更しない (または変更が取るに足らないほど小さい) 場合は、PC-DMIS は
プロンプトの表示またはコマンドの更新をせずにアラインメントを挿入し

ます。続いて PC-DMIS は、報告ウインドウに 3 次元アラインメント 適

化グラフィック的分析を表示します。.  
 
 

報告ウインドウ内の 適化アラインメントのグラフィック的分析の例  
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報告ウインドウ内の 適化アラインメントのグラフィック的分析の例  

3 次元 適化アラインメントのグラフィック的分析は報告ウインドウにこの情報を以下

のように表示します:  

1. ヘッダー - これには 適化に使用される以下のさまざまな値が含まれます:方法、

標準デビエーション、中積、解釈オフセット、回転オフセット、 大反復、反復  
2. 垂直軸 - これはアラインメント前後のデビエーションの量を表示します。  

バーグラフの赤のバーまたは円グラフの赤の点は、 適化アラインメント 
前 に、実際および理論上の間の 3 次元のデビエーションを表します。  

バーグラフの緑のバーまたは円グラフの緑の点は、 適化アラインメント 
後 の実際および理論上の間の 3 次元のデビエーションを表します。  

3. 水平軸 - これはアラインメントで使用されるポイントの ID を表示します。  

3 次元アラインメントはバーグラフしか使用しないことに留意してください。  

適化アラインメントの理解  

適化アラインメントを適切に作成するには、ここに提供されている情報を参考にします。  

まず 適化アラインメントとは、測定された一連のポイントまたは一連の実際の要素重心を、公

称値の位置または理論的位置に可能な限り接近して適合させます。特定の場合では、 適化アラ

インメントのために一連のポイントを CAD の曲線または面に 適に適合させることも可能です。  

小二乗 適化アラインメント アルゴリズムは、セットの 1 つを変換することで 2 つのポイン

トセットを割り当てるので、2 セットの適合ポイント間の二乗距離の合計が 小となります。

小二乗アラインメントがいかに機能するかを理解するには、測定された各ポイントと公称値ポイ

ントの間に (初期の長さがゼロの) 起拱点を視覚化します。起拱点は 2 つのポイント間の距離が

増加するにつれて伸張します。ポイントセットをリリースし、起拱点を作動させる位置が、 小

二乗アラインメント問題のソリューションとなります。  

同様に 小/ 大アルゴリズムは、2 つのセットの適合ポイント間の 大距離を 小化して、2 つ

のポイントセットを割り当てます。 小/ 大アラインメント後に、 大距離は、十分な方向の

十分なポイントパーツ (通常 3) で示されるので、いずれかのセットの位置の変更は、 低ポイン

トの 1 ペア間の距離で増加を引き起こします。PC-DMIS では、 小/ 大アラインメントは厳密

な 2 次元となります。  

しかし、2 つのポイントセットを割り当てるのに望ましい方向がある場合があります。例えば、

ポイントが車のボンネットの面上またはその境界上にある場合は、面に沿った動作または境界に

沿った動作は、垂直方向の動作ほど重要ではありません。ベクトル適合アラインメントは、既定

の公称値上に投影された距離ベクトルのニ乗の長さを 小化して、望ましい方向をコントロール

することを可能とします。  
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3 つの場合 ( 小/ 大、 小二乗およびベクトル) のすべてで、重量はユーザーによっておよび

または公差から作り出されて特定することが可能です。より大きな重量を用いたポイントには、

アラインメントを 適化する際により多くの優先順位が与えられます。  

以下は 適化アラインメントの重要点を理解するのに役立ちます。  

適化アラインメントの比較  

終二乗適合  

小二乗適合は、二乗エラーの合計を 小化します。つまり平均二乗エラーの 小化と同じにな

ります。加重 小二乗適合は、二乗エラーの加重平均を 小化します。PC-DMIS では 2 次元ま

たは 3 次元となりえます。  

ベクトル適合  

ベクトル適合は、エラーベクトルが既定方向ベクトル(通常法線ベクトル)に投影されることを除

いては、 小二乗適応の一つです。そしてそれらの投影された距離は、 小二乗適合で使用され

ます。法線ベクトルが使われる場合は、法線に垂直な動きを、適合の"良好さ"に影響を与えずに

使えます。これは、ハードゲージを模倣するために使用されます。  

小/ 大適合  

現在、PC-DMIS は 2 次元 小/ 大適合しか可能ではありません。 小/ 大適合は、 大のエラ

ーを 小化します。従って、承認/拒否手続きに使用されます。— 大エラーが小さい場合は、

すべてのエラーが小さくなり、一方小さい 小二乗エラーは、平均であるため、すべてのエラー

が小さいということを保証しません。  

公差に基づく重量が用いられる場合は、 小/ 大適合は、各要素に用いられる利用可能な公差

のパーセンテージを減らします。 小二乗適合は、すべての要素が使用する公差の"平均" 量を減

らします。発生した重量は、公差の逆数なので、比較的小さい重量を用いた(または優先順位の

低い)要素は、大きな公差ゾーンに対応し、他の要素に影響を与えることなしに、移動する自由

をより多くもたらします。比較的大きな重量(または小さい公差ゾーン)を用いた要素は、アライ

ンメント過程で、高い優先順位を得ます。  

2 次元 適化コマンド行の形式  

編集ウインドウのコマンド行では 適化 2 次元オプションが次のように記述されます:  

ALIGNMENT/BF2D, TOG1 , TOG2 ,CREATE WEIGHTS=YES, TOG3 ,0,0,0,0  

CENTER OF ROTATION,MEAS_X,MEAS_Y,MEAS_Z,THEO_X,THEO_Y,THEO_Z  

SHOWALLINPUTS=YES,SHOWALLPARAMS=YES  

SHOWALLINPUTS=YES,SHOWALLPARAMS=YES  

ID =  
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利用可能な領域:  

" TOG1 " この領域を使うと、利用可能な作業平面間の切り替えができます。現

在の作業平面が表示されている必要があります。  

" TOG2 " この領域を使うと、 適化に利用可能な 小二乗 、 ベクトル適合 、 
小 大 間の切り替えができます。詳細は" 利用可能な 適化タイプ "を参

照してください。  

重量の作成= このオプションは、PC-DMIS が、 適化アラインメントで使われ

る要素向けの重量を作成するかどうかを決定します。利用可能なオプション

は、 YES または NO です。" 要素の重量 "を参照してください。   

"TOG3" この領域は 2 次元アラインメント向きの自由度を決定します。利用可

能なオプションは ROTONLY (回転のみ)、 ROTANDTRANS (回転および解

釈) および TRANSONLY (解釈のみ) です。  

回転の中心 この領域およびこの領域に関連する測定されたおよび理論上の XYZ
値は、回転の中心を表しています。それらは ROTONLY または 
ROTANDTRANS が、TOG2 領域向けに使われる場合にのみ表示されます。  

SHOWALLINPUTS= このオプションは、コード ブロックのアラインメントが、

アラインメントを作成するのに用いられる要素入力を表示するかどうかを決

定します。利用可能なオプションは YES または NO です。  

SHOWALLPARAMS= このオプションは、コード ブロックのアラインメントが

要素入力向けにすべてのパラメータを表示するかどうかを決定します。利用

可能なオプションは YES または NO です。  

YES に設定の場合は、PC-DMIS は各入力要素向けに次の情報を表示します: 要
素 ID、要素型、次元 ID、要素重量、要素の使用  

例えば、以下のように表示されます。  

ID = CIR2,Circles,LOC12,2.000000,YES  

NO に設定の場合は、PC-DMIS は、入力要素の ID のみを表示します。  

I D = CIR2  

ID= "ID="で始まる各線は、アラインメントで用いられる入力要素を表していま

す。  
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3D 適化コマンド行の形式  

編集ウインドウのコマンド行では 適化 3 次元オプションは次のように記述されます:  

ALIGNMENT/BF3D, TOG1 ,CREATE WEIGHTS=YES, TOG2 ,USE SCALING=YES,0,0,0,0,0,0,1  

CENTER OF ROTATION,MEAS_X,MEAS_Y,MEAS_Z,THEO_X,THEO_Y,THEO_Z  

SHOWALLINPUTS=YES,SHOWALLPARAMS=YES  

ID =  

利用可能な領域  

"TOG1" この領域を使うと、 適化に利用可能な種類の間の切り替えができます。  

"TOG2" この領域を使うと、3 次元アラインメント向けに利用可能な種類の制限

の間を切り替えできます。利用可能なオプションは次の通りです: ROTONLY 
(回転のみ)、 ROTANDTRANS (回転および解釈) および TRANSONLY (解釈

のみ)。  

回転の中心 この領域およびこの領域に関連する測定されたおよび理論上の XYZ 
値は、回転の中心を表しています。それらは ROTONLY または 
ROTANDTRANS が TOG2 猟奇に使用される場合のみ表示されます。  

SHOWALLINPUTS= このオプションは、コード ブロックのアラインメントが、

アラインメントを作成するために使用される要素入力を表示するかどうかを

決定します。利用可能なオプションは YES または NO  です。  

SHOWALLPARAMS= このオプションは、アラインメント コード ブロックのア

ラインメントが、要素入力向けにすべてのパラメータを表示するかどうかを

決定します。利用可能なオプションは YES または NO  です。  

YES に設定の場合は、PC-DMIS は各入力要素向けに以下の情報を表示します: 
要素 ID、要素型、次元 ID、要素の重量、要素の使用 。  

例えば、以下のように表示されます:  

ID = CIR2,Circles,LOC12,2.000000,YES  

NO に設定の場合は、PC-DMIS は、以下のように入力要素の ID のみを表示しま

す:  

D = CIR2  
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ID= "ID="で始まる各線は、アラインメントで用いられる入力要素を表していま

す。  

 

2 次元または 3 次元 適化アラインメント  

適化アラインメントは、2 次元または 3 次元のいずれかになりうることが可能です。2 次元

適化と 3 次元 適化には極めて重要な違いがあります。   

1. 2 次元 適化アラインメントには、初期アラインメントが必要となります。

アラインメントは、特定の作業平面で作成され、現在のアラインメントに

基づきます。  
2. 3 次元 適化アラインメントは、生(マシン) データを用い、それを理論上

の値と関連付けます。先のアラインメントは用いずに、完全に新しいアラ

インメントを作成します。  

 

利用可能な 適化型  

アラインメントの 適化を作成するのに利用可能なオプションはいくつかあります。 適化オプ

ションには以下のように３つの種類があります:  

1. 小二乗 (デフォルト) – 適化内に含まれるすべての要素間の適合の平均二乗エラーを

小化します。これは、 も一般的な 適化型です。エラー値は、二乗距離の合計とな

ります。アウトライアは、不良な影響を与えず、エラーの方向はこの適合では影響を及

ぼしません。  
2. ベクトル (プロジェクトされた 小二乗としても知られる) – も、適合される要素間の平

均二乗エラーを 小化します。しかし、 初にポイントのバックを公称値ベクトルにス

ナップ(または投影)します。したがってエラーのすべては公称値ベクトルになります。

エラー値は、二乗に投影された距離の合計です。このタイプの適合は通常、一連のポイ

ントが、曲線および/または面に適合される場合に使用されます。この適合型を使うと、

PC-DMIS は、ポイントを面に沿って 'スライド'させることができますが、面から引き離

されるのは阻止します。.  
例: 公称値ポイントがベクトル: 0,0,1 を使った 1.1.1、および測定値 4,2,0.95 の場合、測

定されたデータは 1,1,0.95、に調整され、0,0,1 のベクトルにスナップされます。  
3. 小/ 大 – 適合される機能の間の 大エラー ( 長距離) を 小化します。不良測定は、

このエラー値に大きく影響します。この種のアラインメントを使うと、 適化アライン

メントへのすべての要素入力を既定の公差内で実行することが可能となります。この適

合型は、Y14.5 で特定されます。  

注記 : [ 小/ 大] オプションは、2 次元 適化アラインメント向けのみに利用可能です。  
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3 次元 適化アラインメント向けに制限する  

3 次元 適化アラインメントに適用できる制限もあります。 制限のオプションは以下の通りで

す:  

• 回転および解釈 (デフォルト) – これにより、マシンデータを理論上の値

に相互関連付けながら、アラインメントに完全な柔軟性をもたらします。  
• 回転のみ – このオプションは、アラインメントを、いかなる解釈にも適

用しないで、回転のみに制限します。  
• 解釈のみ   – このオプションは、アラインメントを、いかなる回転にも

適用しないで、解釈のみに制限します。  

要素の重量  

入力として使用された各要素は関連する重量を有します。重量のデフォルト値は 1 です。編集ウ

インドウまたはダイアログボックスの [重量] を修正することが可能です。 [重量] の値は、結果

として生じたアラインメントに影響を及ぼします。特定の要素の重量が大きいほど、結果として

生じたアラインメントは要素の測定値を理論上の値に適合させようとより試みます。これによっ

て、アラインメントの要素の優先順位を割り当てることが可能となります。入力要素のすべての 
[重量] が同じの場合は、重量値に かかわらず 、同等に扱われます。  

任意の [重量] は、 [入力一覧] の要素を選択して、 [重量の編集] ボタンをクリックすることで編

集可能です 。新しい重量がその要素に割り当てられ、計算中に用いられます。  

[重量] は関連する寸法に基づいて各要素に割り当てられる場合もあります。関連する寸法がない

場合は、デフォルトの公差が割り当てられます。 重量 は、 [重量の 作成] ボタンをクリックする

ことで割り当てられます。要素向けの合成数の重量は、公差 [重量] を用いた [重量] を定義した

ユーザーをかけ算することで計算されます。  

適化アラインメント入力としての要素セット  

要素セット (作成されたセットまたはスキャン) を入力として 適化アラインメントに使用する

ときは、プラス (+) サインが [入力一覧] ボックスの要素 ID 横に表示されます。プラス (+) サイ

ンを 1 回クリックすると、そのセットを作成する要素が表示されます。初期設定では、各要素向

けの 重量 は親要素 (オリジナルセット)と同じになります。  
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セットの要素を表示するために要素セットの拡張  

セットの各子要素の重さは、上記と同様に編集可能です。セットのすべての要素の重量を変更す

るには、要素セット上の重量を編集するだけで、その重量は子要素のすべてに転送されます。  

適化アラインメント入力としてスキャン  

スキャンを用いて作業するときは要素を用いて作業するときよりも 1 つ多くのコンポーネントが

あります。スキャンは基本スキャンから構成されます。各基本スキャンは個別のポイントから構

成されます。スキャン横のプラス (+) サインをクリックすると、そのサインに関連する基本スキ

ャンのすべてが表示されます。プラス (+) サインは各基本スキャンの横に表示されます。各基本

スキャン横のプラス (+) サインをクリックすると、基本スキャンに関連する個別のポイントのす

べてが表示されます。各ポイントの重量は編集可能で、基本スキャンの重量 (およびそのポイン

トのすべて) も編集可能で、スキャン自体の重量も編集可能です。  

要素セットまたはスキャンのタグされた要素  

要素セット内の個々のメンバーはタグできるので、それらは使用されません。 適化アラインメ

ントで使用されないセットのメンバーをタグするには、 [入力一覧] ボックスでそれをダブルク

リックします。こうすることで、 [入力一覧] ボックスの [使用] コラムの"YES" を"NO" に変更で

きます。基本スキャンがダブルクリックされる場合は、そのスキャンおよびそれと関連するすべ

てのポイントが"NO" とタグされ、計算には使用 されません 。  

 

回転の中心の 3 次元アラインメント  

特定の 適化アラインメント向けに、回転の中心を特定できます。これは２つの方法の内の１つ

で実行できます。  

1. 入力一覧 ボックスからフィーチャーを選択します。次に、 [回転] をクリ

ックします。 理論上および測定された値が、自動的に [中心に回転] エリ

ア . の適切なボックス内に入力されます。  
2. 特定の座標を希望する場合は、XYZ 座標を [理論上] および [測定された] 

ボックスに入力することで、手動で入力することが可能です。値は、有効

なものとするために、カンマで区切った形式である必要があります。例、

Xtheo, Ytheo, Ztheo。  

CAD アラインメントにポイントセット  

デフォルトで PC-DMIS は 適化アラインメントで測定されたポイントをオリジナルの公称値ポ

イントセットに適合させます。しかし、その代わりに 適化アラインメントを、CAD の曲線ま

たは面で測定されたポイントに適合させることが可能です。この場合、 初の 適化アラインメ

ントが計算された後、CAD の曲線または面で更新された公称値ポイントが、変換された測定さ

れたポイントに対応して、計算されます。この過程は収束が起こるまで繰り返されます。  
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この機能をオンにするには、  

1. PC-DMIS 設定エディタにアクセスし、 [IterateAndRePierceCadOnBestFitAlignments] レ
ジストリを [TRUE]にセットします。デフォルトでは、このエントリは[FALSE]にセット

されています。このエントリを[TRUE]に変更した後、既存のパーツプログラムは再び開

かれたときに自動的に再計算しません。  
2. 再計算を [ 適化方法] エリアの種類を変更して、再計算を強います。  

2 つの追加関連レジストリ設定も PC-DMIS 設定エディタに次のように存在します:  

• IterateAndRePierceCadOnBestFitAlignmentsToleranceInMM - これはアラインメント中に用

いられた公称値公差をセットします。これはプローブの半径よりも大きくする必要があ

ります。ほとんどの場合、20 ミリのデフォルトで十分です。  
• IterateAndRePierceCadOnBestFitAlignmentsMaxLoops - これは PC-DMIS がソリューショ

ンに収束しない場合、ループの 大数をセットします。デフォルトは 100 で、たいてい

の状況ではこれで十分です。  

レジストリ エントリの変更についての説明は、"レジストリ エントリの変更"セクションを参照

してください。  

[ 適化アラインメントの説明]ダイアログボックス  

    

[ 適化アラインメント]ダイアログボックス  
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以下の項目が [ 適化アラインメント] ダイアログボックスに表示されます:  

項目  説明  
[要素] 一覧  

 

[要素] 一覧は、パーツプログラムの要素をすべて

含んでいます。  

[入力一覧] ボックス 

  

[入力一覧] ボックスは、 適化アラインメントの

作成に使用される要素を含みます。さらに、ア

ラインメント作成前の、要素の編集にも使用さ

れます。  

[重量編集] ボタン  

 

 

[重量編集] ボタンは、選択された要素の現在の重

量を、 [重量エディタ] エリアの [新しい値] ボッ

クスに入れて、 重量の変更を可能とします。  

[重量の作成] ボタン  

 

 

[重量の作成] ボタンは、 [入力一覧] ボックスの

各要素向けの重量を自動的に作成します。  

[中心に回転] ボタン  

 

 

[中心に回転] ボタンは、 [入力一覧] ボックスの

選択された要素から理論上および測定された値

をとり、それらの値を [中心に回転] エリアの [理
論上] および[測定された] ボックスに置きます。

この値は、 適化アラインメントの計算中に、

回転の中心として使用されます。  

[重量エディタ] エリア  

 

   

 

[重量エディタ エリアは、 入力一覧 ボックスか

ら要素を選択し、 [重量の編集] をクリックしな

い限り、利用不可能のままです。  

新たな重量は、 [新しい値] ボックスに入力され

ます。 [ENTER] ボタンは、新たに入力された重

量を [入力一覧] ボックスの選択された要素に適

用します。  
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[中心に回転] エリア  

 

[中心に回転] エリアは 2 つのボックスを含み、以

下のように理論上および測定された回転の中心

を定義します:  

[理論上] ボックスは、3 次元 適化アラ

インメント向けに回転の 理論上の 中
心を含みます。  

この [測定された] ボックスは、3 次元

適化アラインメント向けに回転の 測
定された 中心を含みます。  

[方向] エリア  

 

 

[3 次元] オプションは、結果として生じたアライ

ンメントを、3 次元アラインメントにします。  

[2 次元] オプションは、結果として生じたアライ

ンメントを 2 次元アラインメントにします。  

[アクティブ平面] 一覧は、2 次元アラインメント

が計算される平面を設定します。  

[特定された制約] オプションによって、どの 6 度

の自由(X、Y または Z 軸に関する回転および X、
Y または Z 方向の解釈)が 3 次元または 2 次元ア

ラインメントを制約するか選択できます。この

チェックボックスを選択すると、PC-DMIS は 
[ 適化方法] エリアに、 [制約される軸の選択] エ
リアを表示します。  

[ 適化方法] エリア 

[ 適化方法] エリアには、 適化アラインメント

を計算するために使用できるいくつかの方法が

あります:  

[ 小二乗] オプションは、アラインメン

トで 小化されるべき入力要素向け

の 平均二乗エラー を引き起こしま

す。  

[ベクトル] オプションは、平均二乗エラ

ーを 小化する前に、入力上のエラ

ーを理論上のベクトル上にスナップ

します。  

[ 小/ 大] オプションは、PC-DMIS が

入力要素のすべての 大エラー を
小化するように、パーツの方向づけ
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を試みます。  

注記 : 小/ 大は、2 次元 適化向けのみに有効

です。  

[回転 & 解釈] オプションによって、アラ

インメントの計算において 大の自

由を得ることができ、それを自由に

回転および解釈することが可能にな

ります。  

[回転のみ] オプションは、アラインメン

トを計算において回転のみに制限し

ます。  

[解釈のみ] オプションは、アラインメン

トを計算において解釈のみに制限し

ます。  

制約されるべき軸の選択  

[制約されるべき軸の選択] エリアによっ

て、回転および解釈が制約される軸

を定義できます。  

このエリアは、 [方向] エリアから [特定

された制約] オプションが選択された

場合にのみ表示されます。  

[X を中心に回転] オプションは、アライ

ンメントを制約して、X 軸を中心に

回転しないようにします。  

[Y を中心に回転] オプションは、アライ

ンメントを制約して、Y 軸を中心に

回転しないようにします。  

[Z を中心に回転] オプションは、アライ

ンメントを制約し、Z 軸を中心に回

転しないようにします。  

[X に沿って解釈] オプションは、アライ

ンメントを制約し、X 軸に沿って解

釈しないようにします。  
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[Y に沿って解釈] オプションは、アライ

ンメントを制約し、Y 軸に沿って解

釈しないようにします。  

[Z 軸に沿って解釈] オプションは、アラ

インメントを制約し、Z 軸に沿って

解釈しないようにします。  

例えば、Z 軸についてのみ回転して X 方

向にのみ解釈するには、回転を Z 軸

のみに制約するためには、 [X を中心

に回転] および [Y を中心に回転] を選

択する必要があります。次いで、解

釈を X 方向のみに制約するために

は、 [Y に沿って解釈] および [Z に沿

って解釈] を選択する必要がありま

す。  

 

[スケーリングの使用] チェックボックス  

 

[スケーリングの使用] チェックボックスは、 
小二乗 方法を選択したとき、2 次元または 3 次

元アラインメント向けの選択に利用可能となり

ます。特定の制約のついたアラインメントには

利用できません。  

スケーリングを使用すると、PC-DMIS は、変換 
(回転および解釈) と、公称値をスケールされた測

定されたデータに 適に適合させるスケール要

因を計算します。  

さらにスケールされたアラインメントは、計測

されたデータのすべておよびパーツプログラム

で、続いて計測された要素もスケールし、計算

されたスケール要素によって増やします。  

これは、例えば、温度のために生じたパーツの

膨張または収縮を埋め合わせるのに役立ちま

す。  
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アラインメントの保存  

 

[アラインメント保存] ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | アラインメント | 保存 を選択して、異なるパーツプログラムでリ

コールされうる外部ファイル内の現在のアラインメントを保存します。ここに提供されているト

ピックは、 [アラインメントの保存] ダイアログボックスおよびアラインメントの保存方法につ

いて説明していますので、それを他のパーツプログラムに使用できます。  

アラインメントの保存方法  

アラインメントが 異なる パーツプログラムにリコールされようとしてしている場合にだけ、以

下の手順でアラインメントを保存する必要があることに留意してください。アラインメントはパ

ーツプログラム内で使用されたとき自動的にすべて保存されます。  

アラインメントの保存方法  

• メニューバーから 挿入 | アラインメント | を選択します。 [アラインメン

トの保存] ダイアログが表示されます。  
• [ファイル名] ボックスにアラインメント名 ( 大 10 文字) を入力します。  
• [インチ] または [ミリ] オプションを選択して、インチまたはミリのいず

れかで保存します。アラインメント測定のデフォルトユニットは、アライ

ンメントが作成されたパーツプログラムに用いられた測定ユニットと同じ

になります。異なるパーツプログラムでアラインメントを使用するために、

測定のアラインメントのユニットが、新パーツプログラムのユニット型に

保存される必要はありません。アラインメントは新パーツプログラムとし
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て同じユニットに自動的に変換されます (" リコール "を参照してくださ

い)。  
• [OK] を押します。  

アラインメント ID 向けに名前を入力しない場合は、PC-DMIS は外部保存目的の

ために名前を自動的に複製します。アラインメントはいかなるディレクトリ

に保存可能です。しかし、画面上にアラインメントを表示するには、パーツ

プログラムと同じディレクトリに保存する必要があります。  

編集ウインドウのコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
SAVE /ALIGNMENT,align_name,filename, TOG1  

TOG1  
このトグル領域では、 [両方] および [マシンからパーツまで] の間を切り替え

できます。 [両方] を選択して、マシンからパーツまでおよび CAD からパー

ツまでの変換マトリクスを保存します。 [マシンからパーツまで] を選択して、

マシンからパーツまで変換のみを保存します。  

[保存/アラインメント]コマンドの編集  

マウスを [保存/アラインメント] コマンドに置いて [F9] を押すと、異なる [アラインメント保存] 
ダイアログボックスを用いてコマンド行を編集できます。  

 

[アラインメント保存] ダイアログボックス  

[アラインメント保存] ダイアログボックスによって、保存したアラインメントのファイル名を作

成できます。一覧からアラインメントを選択し、 [ファイル名] ボックスのファイル名を変更し、 
[OK] をクリックするだけです。PC-DMIS は、変更した旧ファイルに代えて新しいファイル名を

作成し、編集ウインドウの [保存/アラインメント] コマンドを変更します。  

[ルート ディレクトリの表示] および [作業ディレクトリの表示] チェックボックスはこのダイア

ログボックスから編集可能ではありません。アラインメントをロードするために [パス検索] ダ
イアログボックスに設定をミラーするだけです。このチェックボックスは、" プレファランスの

設定 " 項 の、" 外部ディレクトリを特定して検索 "での説明に従って変更できます。  
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[作業ディレクトリ] を選択する場合、アラインメント一覧は、作業ディレクトリの .aln ファイル

をすべて以下のように表示します:  

WORK\filename1.aln  

WORK\filename2.aln  

WORK\filename3.aln  

[ルート ディレクトリを表示] を選択する場合、ルート ディレクトリの .aln ファイルはすべて以

下のようになります:  

ROOT\filename1.aln  

ROOT\filename2.aln  

ROOT\filename3.aln  

[アラインメントの保存]ダイアログボックスの説明  

以下は [アラインメント保存] ダイアログボックスで使用される項目を説明しています。  

ファイル名  

 

[ファイル 名] ボックスを使うと、保存するアラインメントのファイルに名前をつけることがで

きます。  

ディレクトリ  

 

ディレクトリ構築によってアラインメントを保存するディレクトリをナビゲートできます。  
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ファイルの種類の一覧  

 

[ファイルの種類の一覧] ドロップダウン一覧は、特定のファイル型に基づいた現在のディレクト

リ内のすべてのファイルを表示します。デフォルトのファイル型は *.aln です。したがって、こ

のアラインメント拡張子 (*.aln) を有するファイルしか一覧には表示されません。  

ドライブ  

 

[ドライブ] ドロップダウン一覧によって、どのハードドライブまたはフロッピードライブにアラ

インメントを保存するのか定義できます。  

 

アラインメント名  

 

[アラインメント名] ボックスは、保存するアラインメントのアラインメント ID を表示します。  

アラインメント ID が入力されない場合は、PC-DMIS は、外部保存を行うために、ファイル名を

自動的にコピーします。アラインメント ID は、任意のディレクトリに保存できます。しかし、

画面上にアラインメントを表示するには、パーツプログラムとして同じディレクトリに保存する

必要があります。  

このオプションは、アラインメントが異なるパーツプログラムにリコールされる場合にのみ使用

します。すべてのアラインメントがパーツプログラム内で使用される場合は、自動的に保存され

ます。  

ユニット  

 

ユニット エリアの [インチ] または [ミリ] オプションを使うと、測定のどのユニットがアライン

メントがインチまたはミリで保存されるのかを決定することが可能となります。  
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既存のアラインメントのリコール  
アラインメント ブロックと
は、アラインメントを定義
する 編集ウインドウ 内のテ
キストのブロックです。こ
のブロックは [アラインメン
ト/開始 ] コマンドで構成さ
れ、 [アラインメント/終了 ] 
コマンドで終了します。  

メニューオプション、 挿入 | アラインメント | リコール を選択

し、現在のプログラム (内部アラインメント) で先に作成された、

または別のプログラム (外部アラインメント) から保存されたアラ

インメントをリコールできます。  

 

このコマンドはアラインメント ブロックの外からしか挿入できま

せん。  

注記: [アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックス内の [リコール] ボタンを使用して

も、既存のアラインメントをリコールできます。しかし、パーツプログラム (内部アラインメン

ト)で先に作成されたアラインメントをリコールすることしかできません。  

別のパーツプログラムにリコールされうる前に、アラインメントはメニューオプション、 挿入 | 
アラインメント | 保存 を選択して保存される必要があります。" アラインメントの保存 "を参照

してください。  

リコールされるアラインメントが現在のパーツプログラムとは異なる測定ユニットで保存された

場合、そのアラインメント ユニットは現在のパーツプログラムの測定ユニットに自動的に変換

されます。  

アラインメントのリコール方法  

アラインメントをリコールするには、  

1. 挿入 | アラインメント | リコール メニューオプションにアクセス (または 
[アラインメント ユーティリティ] ダイアログボックスにアクセスして リ
コール ボタンをクリックします)。 [アラインメントの選択] 選択ボックス

が表示されます。  
2. アラインメント ID を保存した 15 文字 (またはそれ以下) を入力するか、

またはドロップダウン一覧を使用して、希望するアラインメントを選択し

ます。  
3. [OK] をクリックします。PC-DMIS は編集ウインドウに [リコール/アラ

インメント] コマンドを挿入します。  

アラインメントのリコール コマンド行形式  

編集ウィンドウのコマンド行では、このオプションが次のように記述されます:  

RECALL/ALIGNMENT, INTERNAL, 'align_id'  

RECALL/ALIGNMENT, EXTERNAL, 'align_id',  
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FILE_NAME:'align_id'  

内部アラインメントをリコールするために使用されるコード…  

RECALL/ALIGNMENT, INTERNAL, 'align_id'  

align_id  
これは現在のパーツプログラム内からリコールされる内部アラインメントで

す。PC-DMIS は、他のアラインメント コマンドが機能可能となる前にまず

特定されたアラインメント ID をリコールする必要があります。このコマン

ドは、 [アラインメント/開始]  または [アラインメント/終了 編集ウインドウ]
コマンドを必要としません。  

外部アラインメントをリコールするために使用されるコード…  

RECALL/ALIGNMENT, EXTERNAL, 'align_id', FILE_NAME:'align_id'  

align_id  
これは現在のパーツプログラム以外のパーツプログラムからリコールされる

外部アラインメントです。PC-DMIS は他のアラインメント コマンドが機能

可能となる前にまず特定されたアラインメント ID をリコールする必要があ

ります。このコマンドは [アラインメント/開始]  または [アラインメント/終
了 編集ウインドウ]コマンドを必要としません。  

FILE_NAME:  
これは保存された外部アラインメントに使用される .aln ファイル名です。  

ループ内のアラインメントの使用  
PC-DMIS 3.6 およびそれ以降は、 [USE_ACTIVE_ALIGNMENT] `キーワード を用いて、ルーピ

ングまたは条件付き分岐を用いるパーツプログラム内のアラインメントを変更する機能を備えて

います。  

コマンドモードの [アラインメント/開始] コマンド行を見る場合、 [リコール] テキストの直後に

続く領域がプログラムに 初に保存された開始アラインメントを使用するよう指示するのがわか

ります。以下の例では、アラインメント D_1 は D_0 からのアラインメントを用いて開始し、次

いで Z プラスを中心に 45 度の回転を実行します:  

D_1   =ALIGNMENT/START,RECALL: D_0 , LIST= YES  
ALIGNMENT/ROTATE_OFFSET,45.0,ABOUT,ZPLUS  
ALIGNMENT/END  

しかし、代わりに [USE_ACTIVE_ALIGNMENT] キーワードを使用する場合は、PC-DMIS をア

クティブアラインメントから 45 度回転させることが可能となります。  
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D_1   =ALIGNMENT/START,RECALL: USE_ACTIVE_ALIGNMENT , LIST= YES  
ALIGNMENT/ROTATE_OFFSET,45.0,ABOUT,ZPLUS  
ALIGNMENT/END  

ループを介して[ 初]をループ内のアラインメント向けに使用すると:  

1. アクティブ アラインメントは、ループに先立って実行された 後のアラ

イメントになります。  
2. ループを介して[追加の回]をループ内のアラインメント向けに使用すると、

アクティブ アラインメントはそれ自体となり、ループを介した先の回か

らさらに 45 度回転します。  

[USE_ACTIVE_ALIGNMENT] キーワードを使用するときは 、 [分岐の際にグローバル設定をリセッ

ト] チェックボックスを非選択状態にし、 [オプションの設定] ダイアログボックス、 一般 タブ

から [理論上の値をパーツ座標に保存したかのように処理] チェックボックスを選択する必要が

通常はあります。  
設定プレファランスを特定する詳細は、" プレファランスの設定 " 項 を参照してください。  

ルーピングの詳細は、" フローコントロールを用いて分岐 " 項 の ジェネリックループの作成 " を
参照してください。  

アラインメントの作成  

 

[アラインメントの同一視]ダイアログボックス  

オプション、 挿入 | アラインメント | 同一視 を選択し、2 つのアラインメントを同一視します。

このオプションは以下を提供します:  

1. 先の次元情報を留保しつつ、パーツの位置または方向を変更します。  
2. パーツがこの検査過程で誤ってエラーまたは移動した場合は、そのパーツを再割

り当てし、前に測定されたデータを保存します。  

注記: アラインメントの同一視を適切に機能させるには、新アラインメントで参照された要素

は、パーツを移動した後に測定される必要があります。さらにシングルアラインメントブロック

の新アラインメント向けに要素のすべてを参照する必要があります。  
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パーツの位置および方向の変更方法  

例えば、シングルパーツ方向からアクセスできないパーツの 2 辺上の [参照] 要素がシングルパー

ツ方向からアクセスできない次元を測定する方法:  

• パーツの 初の辺上のアラインメント要素を測定します。  
• オリジナルのアラインメントを作成します。  
• パーツの 初の方向からの達成が可能である必要要素をすべて測定します。  
• パーツを新しい位置に移動します。  
• 新アラインメント要素を測定します。原点は同じである必要があり、軸は

同一視するアラインメントの軸と同じ方向である必要があります。これを

理解する も簡単な方法は、オリジナルの原点および [軸] ' 矢印が移動前

にパーツ上に貼り付けられた場合を想像してみることです。新アラインメ

ントは、原点および [軸] ' 矢印をパーツと同じ位置に置きます。  
• メニューオプション、 挿入 | アラインメント | 同一視 を選択します。 [ア

ラインメントの同一視] ダイアログボックスが表示されます。  
• アラインメントの同一視 一覧で、 オリジナル アラインメントを選択しま

す。  
• [新アラインメントを用いて] 一覧で、 新 アラインメントを選択します。  
• [OK] をクリックします。CAD モデルはアラインメント軸と関連して移動

しません。しかし測定された値は、PC-DMIS が同一視アラインメントを

実行すると移動します。  

誤ってパーツを移動した場合の回復方法  

パーツを誤って移動した場合は、  

• メニューオプション、 挿入 | アラインメント | 同一視 を選択します。  
• 1 番目および 2 番目のアラインメント ID として測定されるアラインメン

トの ID を入力します。  
• アラインメント要素を再測定します。これが完了すると、すべての次元お

よび要素情報がパーツの新らしい位置に解釈されます。CAD モデルは、

アラインメント軸に関連して移動しませんが、測定された値は、PC-
DMIS が同一視アラインメントを実行すると移動します。  

このコマンドをパーツプログラムの同じアラインメントの同一視に用いられる場合は、PC-
DMIS は編集ウインドウにコマンド行を表示 しません 。  

コマンド行は、2 つの異なるアラインメントが選択される場合しか、編集ウインドウに表示され

ません。外部アラインメントは、表示前に [リコール/アラインメント, 外部] コマンドを用い

てリコールされる必要があります。  
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編集ウインドウ のコマンド行ではこのオプションが次のように記述されます:  
EQUATE/"name"TO ALIGNMENT,"alignment_name"  

[アラインメントの同一視の説明]ダイアログボックス  

以下は、 [アラインメントの同一視] ダイアログボックスで使用される項目を説明しています。  

オリジナル アラインメントの同一視  

[アラインメントの同一視] ドロップダウン一覧によって、同一視するオリジナル アラインメン

トを選択できます。これは既存の新アラインメントと同一視する 前に作成されたアラインメン
ト となります。  

アラインメントを用いて  

[アラインメントを用いて] ドロップダウン一覧を使うと、同一視する新アラインメントを選択す

ることが可能となります。これは、オリジナルに作成されたアライメントを同一視する 新アラ
インメント となります。  

CAD を測定されたパーツデータと同一視  
メニューオプション、 オペレーション | グラフィック表示ウインドウ | Cad のパートの同一視 
を選択し、(または[アラインメントユーティリティ]ダイアログボックス上の [CAD = パーツ] ボ
タンで)CAD データと測定されたデータをリンクします。このオプションは作成されたオプショ

ンがパーツの原点/方向が CAD の原点/方向と同じ位置に置かれた後のみ利用可能です。PC-
DMIS は[CAD のパーツの同一視]オプションを 2 つのエリアで提供します (アラインメント オプ

ションの" CAD のパーツの同一視 " も参照してください)。このオプションを選択すると、PC-
DMIS は CAD データトップ上に測定されたデータを表示します。PC-DMIS は CAD データを使

用して、パーツの検査を促します。  

[Cad のパーツの同一視] オプションがパーツプログラム上で使用されると、 [CAD のパーツの

同一視] メニューオプションが選択されます。  
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リープフロッグ オペレーションの実行  

 

[リープフロッグ / 再配置] ダイアログボックス  

リープフロッグはポータブルマシン向けに利用可能です。現在は FARO、ROMER、Garda およ

び GOM がこれに含まれています。ハードウェアキー (ポートロック) もポータブルマシンをサポ

ートするためにプログラムされる必要があります。  

メニューオプション、 挿入 | アラインメント | リープフロッグ  を選択して、 [リープフロッグ / 
再配置] ダイアログボックスに行きます。  

 

このダイアログボックスを使うと、CMM には大き過ぎるパーツを測定するためにポータブル

CMM を移動させることが可能です。この方法を用いる前にマシンの正確な限界に注意する必要

があります。  

リープフロッグの原理は、一連の要素を測定し、マシンを移動した後に、同じ順序で同じ要素を

再測定することです。これは変換を構築し、マシンが指導前に同じ座標系にあるかのようにマシ

ンを作動させます。  

PC-DMIS バージョン 4.2 より前は、リープフロッグ変換情報は分離したファイルに保存されて

いたので、すべてのパーツプログラムに依存していました。このため、リープフロッグは新たに

作成されたパーツプログラムにおいてもアクティブで、 [リープフロッグ / 再配置] ダイアログボ

ックスの [リセット] ボタンをクリックして削除する必要がありました。しかし、バージョン 4.2 
およびそれ以降は、これが変更されました。リープフロッグ変換情報は現在はリープフロッグ 
オペレーションを用いたパーツプログラムとともに保存されます。したがって、新しいパーツプ

ログラム ダイアログボックスからリープフロッグを除去する必要はありません。  
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リープフロッグ コマンドは、 [承認] ボタンがクリックされるとき、編集ウインドウ内に入力さ

れます。  

編集ウインドウのこのコマンド行は次のように記述されます:  
LEAPFROG/TOG1, NUM, TOG2  

TOG1:   このリープフロッグ コマンドの 初のパラメータは、ダイアログボックスで利用可能な

さまざまな種類の測定オプションに関連するトグル領域です。これには次の種類が含まれます:  

• 球 ( [3 つの球の測定] オプション)  
• ポイントセット ( [3 つのポイントの測定 セット]オプション)  
• ポイント ( [3 つのポイントの測定 ]オプション)  
• デイタム ( [デイタムの測定 ]オプション)  

さらにこのパラメータ向けに OFF 値もあり、この場合は他の 2 つのパラメータは標示されませ

ん。OFF 値は、リープフロッグ解釈をオフにします。  

NUM:     このリープフロッグ コマンドの 2 番目のパラメータは、希望するヒット数です。これ

は [リープフロッグ] ダイアログボックスの [ヒット] ボックスに対応します。  

TOG2:  このリープフロッグ コマンドの 後のパラメータは、[完全]または[部分的]リープフロッ

グのいずれかの間を切り替えできるトグル領域です。このパラメータはダイアログボックスの 
[半再配置] オプションに対応します。  

このコマンドが実行されるとき、ヒットをとるよう促され、ヒットのすべてがとられた後にリー

プフロッグ解釈が実行されます。  

 

オプションの測定  

 

 

利用可能な[オプションの測定]オプションボタンを使うと、どの方法を PC-DMIS がどの方法を

用いて解釈比較を実行するかを選択できます。  

• [3 つの 球 の測定]オプションは、解釈比較向けの要素として球を使用する

よう PC-DMIS に指示します。この方法は測定された各球の中心を使用し

ます。  
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• [3 つの ポイントセット ]オプションは PC-DMIS にポイントセットの重心

を使用するよう指示します。ハードブローブを用いた反転円錐の底の使用

が推奨されます。この方法は、球方法より正確さがやや増し、オペレータ

にとって作業が格段に早くなります。  
• [3 つの ポイント の測定]オプションは PC-DMIS に 3 点しか使用しないよ

うに指示し、3 つの方法の中では も不正確な方法となります。  
• [デイタムの測定 ]オプションは PC-DMIS に選択するパーツプログラムか

ら既存のデイタム要素を使用するよう指示します。デイタム要素は既存の

パーツプログラム内に測定されたと既に仮定されているため、マシンを再

配置した後にだけしか測定する必要はありません。  

 

ヒット数  

 

[ヒット 数]ボックスを使うと、各要素向けに使用を望むヒット数を特定できます。この方法はポ

イント方法では使用されません。  

半再配置  

 

[半再配置] チェックボックスを使うと、PC-DMIS が 完全再配置 (完全リープフロッグ オペレー

ション (選択されない場合) または部分的再配置 (部分的リープフロッグ) (選択された場合)を実行

するか否かを決定できます。  

再配置とはポータブル測定マシンを新しい位置に移動することです。  

• (このチェックボックスをクリアする)完全再配置 は、ポータブルマシンを移動する前に

何かを測定する必要があり、次いで項目のいくつかまたはすべてを再測定する必要があ

ることを意味しています。再測定することで PC-DMIS にマシンの新しい位置を決定さ

せることが可能となります。  
• 半再配置 (このチェックボックスを選択) は、ポータブルマシンを 初に移動し、次いで

デイタム要素を測定することを意味します。  

デイタム プログラム ファイル  

このエリアによって、デイタム プログラム ファイルとしてどのプログラムファイルを使用すべ

きかを特定できます。このボックスは、 [デイタム要素の測定] オプションボタンをクリックする

と、使用可能になります。パーツプログラム(PRG)への完全パスウェイの入力が可能となります。
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または、 [ブラウズ] ボタンを使用して、ディレクトリ構築のナビゲートおよび選択が可能となり

ます。  

ファイルを選択すると、リープフロッグ オペレーションで用いるために利用可能な要素が、 利
用可能 一覧に表示されます。  

利用可能および使用された一覧  

 

利用可能および使用された一覧  

利用可能 および 使用された 一覧は、使用に利用可能なまたはリープフロッグで使用することを

選択したデイタム要素をそれぞれ表示します。  

利用可能一覧  

プログラムファイルを選択して、 デイタム プログラム ファイル エリアで使用する場合は、その

プログラムファイルから利用できる要素は、 利用可能 一覧に表示されます。次いで、要素を、

現在のリープフロッグ オペレーションに割り当てます。これには、それらを選択して[ >>> ]ボタ

ンをクリックします。  

使用された一覧  

使用された 一覧に表れる割り当てられた要素は、[ 有標の測定 ]または[ すべてを測定 ] ボタンを 
使用された 一覧に表示される順序でクリックすると、測定されます。それらは 使用された 一覧

からは、[ <<< ]ボタンをクリックすることで除去できます。実行する要素の順序を変更するには、

上下矢印ボタンをクリックします。  

有標の測定  

 

 

[有標の測定] ボタンは、 デイタムの測定 オプションを用いるときだけしか機能しません。この

ボタンを使うと、 [使用された] 一覧から選択された任意の要素を測定できます。PC-DMIS はリ

ープフロッグ実行でこの要素を使用します。このボタンをクリックすると PC-DMIS は [モード
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オプションの実行] ダイアログボックスを表示し、CMM に移動すると、選択された要素を測定す

るよう促します。  

結果ボックスが、CMM の移動前後にとられた要素間の 3 次元距離を標示します。結果に不満足

の場合は、ボタンが [再測定] .に変わっているので、 後の要素セットを再測定できます。  

注記: CMM を移動した後は、先のアラインメントに戻す方法はありません。 再測定 過程後にリ

ープフロッグの結果に不満足の場合はリープフロッグをリセットし、初期のアラインメントから

パーツプログラムを実行してすべてのパーツ検査を再開始する必要があります。シングル CMM 
デバイスを使用する物理的限界がすべての再配置方法向けにこの状況を可能とします。あらゆる

再配置過程の実行中は、 大の注意を払う必要があります。  

すべてを測定  

 

 

有標を測定 同様、 [すべてを測定] ボタンも [モードオプションの実行] ダイアログボックスを開

きます。  

• [3 つの球を測定] 、 [3 つのポイントセットを測定] 、または [3 つのポイン

トを測定] を使用している場合は、このダイアログボックスが、まず 3 つ

の要素を測定してから CMM へ移動するよう促します。マシン移動後、同

じ順序で同じ要素を再測定するよう促されます。  
• [デイタムの測定] を使用している場合は、CMM に移動すると、 [モードオ

プションの実行] ダイアログボックスがすべてのデイタム要素を測定する

よう促します。  

結果ボックスが CMM の移動前後にとられた要素間の 3 次元距離を表示します。結果に不満足の

場合は、ボタンが [再測定] に変わっているので 後の要素セットを再測定できます。  

注記: 再測定過程に不満足の場合は、リープフロッグをリセットして 初から再開始する必要が

あります。これはリープフロッグのすべてのシステムに関する問題であるので、注意する必要が

あります。  
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[結果]エリア  

 

[結果]エリア  

[結果] エリアは、CMM の移動前後にとられた要素間の 3 次元距離を表示して、マシンの 初の

位置と次の位置の間のデビエーションを表示します。  

承認  

 

[リープフロッグ / 再配置] ダイアログボックスを記入すると、リープフロッグ トランスフォーメ

ーションが使用される前に 結果 エリアから [承認] をクリックする必要があります。 承認 をク

リックすると、 [リープフロッグ] コマンドがパーツプログラムに追加されます。 [承認] をク

リックせずに、右上隅の X をクリック、または 初に [OK] をクリックの場合は、作成されたリ

ープフロッグ解釈が失われます。  

リセット  

 

[リセット] ボタンは、編集ウインドウに [リープフロッグ/オフ] コマンドを追加して、解釈を除去

します。  

OK  

 

[OK] をクリックして、 [リープフロッグ / 再配置 ]ダイアログボックスを閉じます。 [承認] ボタ

ンをクリックする前にこのボタンをクリックすると、ダイアログボックスは、[リープフロッグ]
コマンドを挿入せずに閉じます。  



Wilcox Associates, Inc. 

970  *  アラインメントの作成および使用法 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

アラインメント公称値の変更  
モード実行中に、アラインメント要素の理論上の値を修正する場合は、PC-DMIS は、CAD をパ

ーツアラインメントに変更します。これにより、アラインメントの後に来るパーツプログラムの

要素およびアライメント要素と関連して測定される要素は、変更された理論上の値の量でシフト

します。  

[設定オプション] ダイアログボックスから、 {CAD からパーツまでを無視] 検査ボックスを選択

すると、[CAD からパーツまで]アラインメントは、アラインメント要素の理論上の値が変更した

際に変更されません。次いで、アラインメント下の要素が、同じ位置で測定されます。" プリフ

ァランスの設定 " 項 の" CAD からパーツまでを無視 "を参照してください。  

注記: パーツプログラムで真の位置を用いる場合は、 CAD からパーツまでを無視 機能は使用で

きません。  

さらに、PC-DMIS 設定エディタの [UpdateBelowChangiedAlignmentDuringExecution] 
エントリを用いてアラインメントの理論上の値を更新する際に、PC-DMIS がどのようにして要

素の公称値を処理するかもコントロールできます。 さらなる追加情報は、" レジストリ エントリ

の修正 " 項 を参照してください。  

 

アラインメントのバンドルの作成  
アラインメントのバンドルは、各トラッカーポジション(ステーション)の方向を確立するために

使用されるため、すべての測定を同じ座標系内にもたらすことが可能となります。共通のポイン

トまたは要素は、ステーションの方向を見出だすために空間に物理的に固定されるステーション

の間で測定されます。同時に、共通ポイントは、異なるステーションから測定されるので、アラ

インメントのバンドルはポイントの位置を更新します。これにより PC-DMIS は、シングルパー

ツプログラムの要素を測定するためにマルチプルステーションを使用することで、性能の範囲の

拡大を実現します。  

システムは、異なるステーションに移動するシングルトラッカーを含む場合があります。または、

異なるステーションに移動する可能性のあるマルチプルトラッカー (現在 PC-DMIS 4.2 バージョ

ンではサポートしていません)を有する可能性があります。ステーションは、トラッカーが置か

れる位置として定義されます。  

注記: アラインメントのバンドルは、レイカ トラッカー デバイス向けのみに使用されます。  

挿入 | アラインメント | バンドル メニューオプションを選択して、アラインメントのバンドルの

作成を開始します。以下は、バンドル アラインメントを作成する過程について述べています:  

• ステーションの追加および削除  
• 適合オプションの設定  
• アラインメントのバンドルの設定  
• アラインメントのバンドルの結果  
• アラインメントのバンドルのコマンド テキスト  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual アラインメントの作成および使用法  *  971 

ステーションの追加と除去  

[アラインメントのバンドル] ダイアログボックスから ステーション マネージャ をクリックして、 
トラッカー | ステーション マネジメント メニューアイテムを選択するか、 トラッカー ステータ

スバー のアクティブ ステーション名をクリックして、 [ステーション マネージャ] ダイアログボ

ックスにアクセスします。  

 

[ステーション マネージャ]ダイアログボックス  

1. [追加] をクリックして、新たなステーションを、[アラインメントのバンドル]に含め

るためにステーション一覧に追加します。  
2. ステーション 一覧から既存のステーションを選択して、 [削除] をクリックして、そ

のステーションを削除します。  
3. オリエンテッド - オリエンテッド コラムの値が YES の場合は、ステーションの位置

と方向が計算されます。  
4. ロックド - ロックド コラムの値が YES の場合は、ステーションはそれ以上の測定が

できません。ステーションは、トラッカーがその位置から移動すると、ロックされ

ます。  

注記: ステーション名横のアスタリスクは、それがアクティブ ステーションであることを示して

います。  

注記: アラインメントのバンドル計算では、99 のステーションしか許可されていません。  

適合オプションの設定  

[アラインメントのバンドル] ダイアログボックスから [適合オプション] をクリックして、 [適合

オプション] ダイアログボックスを開きます。  



Wilcox Associates, Inc. 

972  *  アラインメントの作成および使用法 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 

[適合オプション]ダイアログボックス  

通常はデフォルトのオプション (前掲) が使用されます。以下のオプションから選択して、アラ

インメントのバンドルがいかに計算されるか決定します:  

1. 法線ソリューション - ステーションおよび共通ポイントの現在の方向に基づいた各ステ

ーションおよび各共通ポイントの方向を計算します。  
2. すべてを再計算 - これは、ステーションおよび共通ポイントの現在の方向にかかわらず

ポイントおよびステーションの方向を再計算します。  
3. 方向づけされたステーションを固定し続けます。 - 先に方向づけされたステーションは

不変のままで、 後のステーションのみが再計算されます。共通ポイントは再計算され

ます。  
4. ポイントおよび方向づけされたステーションを固定し続けます - 先に測定されたステー

ションおよび共通ポイントはともに固定されたままとなります。  
5. 平衡を保たれたネットワーク - これはシステムの“平衡を保つ”ために使用され、シン

グルステーションは原点に制約されません。  
6. 重大ミスの分析 - これは、共通要素を測定するときにユーザーが誤って間違いのポイン

トを測定した場合を計算するために使用されます。  
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アラインメントのバンドルの設定  

 

[アラインメントのバンドル]ダイアログボックス - 設定タブ  

アラインメントのバンドルの設定は、マルチプル レイカ トラッカー ステーションで測定される

関連要素を必要とします。これは以下のように行います:  

1. 先に方向づけされたステーション向けのアラインメントのバンドルに含めるのを希望す

る要素横の検査ボックスをクリックします。検査された要素が、バンドル計算に含まれ

ますが、測定される必要はありません。これが 初の (参照) ステーションの場合は、ス

テップ 3 で測定する要素をすべて選択します。 アクティブ ステーション の右下の一覧

に追加される要素だけが、 [測定] をクリックすると、測定されます。  

注記: コラム上部のステーション名をクリックすると、コラム下の要素をすべて選択また

は非選択できます。  

2. [アクティブ ステーション] ドロップダウンボックスから参照ステーションを選択します。  

注記: ロックされるステーションは、アクティブ ステーションとして選択できません。  

3. [測定] をクリックしてアクティブ.ステーションによって測定される要素を定義するには、

それらを [要素] 一覧から選択して、[右に移動]ボタンをクリックします。 これによ

って、 アクティブ ステーション 向けの一覧に追加します。 アクティブ ステーション 
[要素]一覧から要素を削除するには、要素を選択して、[左に移動]ボタンをクリックしま

す。   
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4. アクティブ ステーション から、選択された要素の測定を開始するには、 [測定] をクリ

ックします。測定完了後にアラインメントのバンドルが計算されます。  
5. ステーションが測定されたら、マシン(レイカ トラッカー) を次の位置(ステーション)に

移動します。  
6. 次に、先に測定された要素と、要素横の検査ボックスをクリックして、 [要素] 一覧から

新ステーションの位置によって測定される任意の新要素を選択します。これらの要素は、

アラインメントのバンドル計算に含まれます。  
7. トラッカーを移動した新たな位置を表す [アクティブ ステーション] ドロップダウンボッ

クスから名称を選択します。  
8. ステップ 3 を繰り返し、先のステーションによって測定された任意の要素と、現行の ア

クティブ ステーション によって測定される任意の新要素を含めます。  
9. アクティブ ステーション から選択された要素の測定を開始するために[測定] をクリック

します。アラインメントのバンドルが、測定完了後に再計算されます。  
10. 結果タブで結果をレビューします(" アラインメントのバンドルの結果 "を参照してくださ

い)。  
11. 要素を再測定せずに再計算するには、 [計算] をクリックします。結果が気に入らないず

(" アラインメントのバンドルの結果 "を参照)、そして、どの要素を含むべきか (要素マル

チコラム一覧ボックスの検査ボックス)、または適合オプション設定(平衡回路網など）

のように、パラメータを修正したい場合に必要となるのはこれだけです。これにより、

再測定せずに変更されたパラメータに基づいて計算がやり直されます。  

アラインメントのバンドルの結果  

 

[アラインメントのバンドル] ダイアログボックス - 結果タブ  
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設定されたアラインメントのバンドルを測定・計算した後、結果タブから結果の検証が可能です。

結果に満足な場合は、[作成]をクリックし、アラインメントをパーツプログラムに挿入します。

アラインメントは、通常のパーツプログラム実行中に、定義されたとして実行されます。  

アラインメントのバンドルの結果の解釈:  

ステーション  

• ID - レイカ トラッカー ステーションの名称  
• XYZ - 原点ステーションに関して、解釈された位置を表示します。  
• Rx Ry Rz - 原点ステーション x、y、z 軸に関する回転を表示します。  

要素  

• ID - パーツプログラム要素名の名称  
• ソース - 要素が元々測定されたステーション名。  
• RMS - これは、既定ポイントの二乗平均平方根エラー (平均エラー) です。  
• 頂点角度 - これは、測定されたポイントの２つの観察間の 大の角度を提供します。ポ

イントが、２つ以上のトラッカーから測定された場合は、90 度に も近い角度が頂点角

度になります。  
• ポインティング エラー - これは、既定ポイント向けの角度に関するエラーの測定です。  
• XYZ - 要素向けに XYZ の位置を表示します。  
• Dev XYZ - これらの値は、個別のステーションから、それぞれの 適値までを測った測

定のデビエーションを提供します。  
• Dev 3D - この値は、XYZ デビエーションの大きさを提供します。  

ソリューション ステータス - これは、アルゴリズムがアラインメントのバンドルを解決できたか

どうかを示す OK または 失敗 のいずれかとなります。  

RMS エラー - すべてのポイントの合計 RMS エラー。  

分散 - 組み合わされたすべてのポイントの分散。  

警告 - 特定のメッセージが、アラインメントのバンドルのソリューションへの調整をアシストす

るために提供されます。  

コマンドのアラインメントのバンドル テキスト  
BUNDLE ALIGN/ID = 1,SHOW DETAIL = TOG1  

FIT OPTIONS/TYPE = TOG2,BALANCED = TOG3,BLUNDER ANALYSIS = TOG4  

MEASURE FEATURES/PNT1,PNT2,PNT3,  

BUNDLED FEATURES/  

STATION = 1,PNT1,PNT2,PNT3,PNT4,  

STATION = 2,PNT1,PNT2,PNT3,,  



Wilcox Associates, Inc. 

976  *  アラインメントの作成および使用法 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

STATION = 3,PNT1,PNT2,PNT4,,  

STATION =  

 

• ID - この領域は、アクティブ ステーションの数を提供します。これは要素が測定さ

れるステーションです。  
• TOG1 (SHOW DERAIL = YES/NO ) - この値が YES に設定される場合は、アライン

メントのバンドルの詳細な一覧が、編集ウインドウに表示されます。デフォルトで

は、この値は NO に設定されており、[適合]オプションを表示しません。  
• TOG2 (FT OPTION/TYPE = type ) - 適合オプションに利用可能な 4 つの中から１つ

を選択します: NORMAL , POINTS AND STATIONS FIXED , RECALCULATE ALL お
よび STATIONS FIXED . " 適合オプションの設定 "を参照してください。  

• TOG3 (BALANCED = OFF/ON ) - この値が [オン] に設定された場合は、平衡回路網

が使用されます。デフォルトでは、この値は [オフ] に設定されています。" 適合オプ

ションの設定 "を参照してください。  
• TOG4 (BLUNDER ANALYSIS = OFF/ON ) - この値が [オン] に設定された場合は、

重大ミスの分析が使用されます。デフォルトでは、この値は [オフ] に設定されてい

ます。.  " 適合オプションの設定 "を参照してください。  
• MEASURE FEATURES - アクティブ ステーション数向けに測定される要素を一覧化

します。  
• BUNDLED FEATURES - アラインメントのバンドル計算に含まれるステーションお

よび要素を一覧化します。  
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要素の測定 
要素のディメンショニング: はじめに  
要素が測定または作成されると、検査レポートの作成が可能となります。レポートを準備する

小のステップは、特定の要求に応じて次元を計算することです。この 項 は PC-DMIS のレガシ

ー次元を網羅していますが、ここでの情報を理解することが次の 項 で説明されるより新しい 要
素コントロール形式 次元を作成するのに役立ちます。  

次元は測定がなされた直後またはプログラムの後半に計算されえます。PC-DMIS は編集ウイン

ドウで各ディメンショニング オペレーションの結果を表示します。  

編集ウインドウ レポートの
修正の仕方に関する一般情
報は、“パーツプログラム
の編集” 項 を参照してくだ
さい。  

PC-DMIS を使うと、公称値の特定、出力形式の修正、そしてまた

計算結果のプリントアウトも可能になります。  

1. 編集ウインドウに表示される公称値および公差値

を変更するには、変更するために値をクリック

し、新しい値を入力します。  
2. 編集ウインドウの i 公称および公差領域を表示ま

たは非表示するには、 編集 | パラメータ | を選択

して、 [パラメータ] ダイアログボックスの ディ

メンション タブの 出力形式のディメンション エ
リアの選択されたチェックボックスを変更しま

す。 プレファレンスの設定 項 の" パラメータ設

定ディメンション タブ " を参照してください。  
3. 要素の測定された値を変更するには (例、円の半

径をプリントアウトするために得る)、 プレファ

レンスの設定 " 項 の" レポートおよび運動パラメ

ータ " を参照してください。  

要素をディメンションするには、 挿入 | 次元 を選択してメニューバーのサブメニューを選択す

るかまたは ディメンション ツールバーにアクセスし、希望する次元を選択します。この 項 では、 
ディメンション サブメニューの レガシー 次元を網羅しています。  

この 項 の主要トピックには以下が含まれています:  

• 次元コマンドの形式  
• 検査レポートに次元をプリント  
• [共通次元ダイアログボックス]オプション    
• 位置のディメンショニング  
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• 真の位置のディメンショニング  
• 距離のディメンショニング  
• 角度のディメンショニング  
• 同心度のディメンショニング  
• 同軸度のディメンショニング  
• 真円度のディメンショニング  
• 真直度のディメンショニング  
• 平面度のディメンショニング  
• 垂直度のディメンショニング  
• 平行度のディメンショニング  
• すべてまたは円形ランアウトのディメンショニング  
• 面および線プロファイルのディメンショニング  
• 傾斜度のディメンショニング  
• 対称性のディメンショニング  
• キーボード入力を介してのディメンショニング  
• 変数のディメンショニング  

ディメンション コマンドの形式  
ディメンショニングされた要素はすべて以下の形式で表示されます。わずかな変動があるので、

さらなる詳細が以下の項で説明されています。  

PC-DMIS は、公差テキスト
から定義された色を用いた
要素とリンクしていない次
元を表示します。  

例えば、編集ウインドウは以下のように次元を表示します:  
dimension_name = TYPE OF DIMENSION ,feat_1 
UNITS=IN,$  
GRAPH=OFF  TEXT=OFF  MULT=1.00  OUTPUT=BOTH  
   

 AX          
 x          
 y          
 z          
 d          
 v          

ディメンションのエンド dimension_name (位置向けのみ)  

この領域ルールに関しては" コンベンション " を参照してください。  

ディメンションの種類:  は、次元の種類を示しています。この領域は要素名を変

更する以外は変更できません。  

feat_1:  ディメンショニングされる要素名。これはユーザーは編集可能な領域で

す。  
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次元エリアの公称値および公差値はすべて編集可能です。公称値および公差値の編集方法:  

1. [TAB]を押して希望するセルに移動します。または左マウスボタンで領域

をダブルクリックします。  
2. 希望する値を入力します。  
3. [TAB]をもう一度押すか次元の外をクリックします。  

[ENTER]を押して線を追加します。( " 位置のディメンショニング "を参照してください)  

線の追加  

位置次元内に追加の線の作成する方法:  

1. カーソルを希望する位置に置きます。  
2. [ENTER]を押します。  
3. 希望する軸を入力します( X, Y, Z, D, R, A, V, T, L, S, H, M, PR, PA, PD )。  
4. [TAB]または[ENTER]を押します。  

PC-DMIS が追加された軸向けの値を表示します。PC-DMIS はカーソルが置かれる位置に基づい

て新しい線を追加します。カーソルがコマンドの中央にある場合は、新しい線は現在の線の下に

作成されます。カーソルがコマンド行の始めに置かれる場合は、 PC-DMIS は現在のカーソルの

位置の上に新しい線を作成します。  

 

 

線の削除  

位置次元内のシングルの軸を削除するには、希望する軸をハイライトして、[バックスペース]ま
たは[削除]キーを押します。(“ 編集ウインドウの使用 ” 項 .の" コマンドモード キーボード機能

を参照してください) "  

 

線の編集  

次元の 公差 が編集ウインドウで編集されるとき、ダイアログボックスが表示され、同じ次元型

に変更された公差を任意の同じ次元型より先に実行したいかどうかを聞いてきます。 [Yes] の場

合、PC-DMIS はパーツプログラムのポイントより先から検索して公差値を、同じ型で同じオリ

ジナルの公差を有した次元に複写します。  

次元の 公称値 が編集ウインドウで編集されると、ダイアログボックスが表示され、変更された

公称値を次元の要素より後に実行したいかどうかも聞いてきます。 [Yes] の場合、PC-DMIS は
要素の公称値を新しい公称値に変更します。  
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コンベンション  

 

設定 オプション ダイアログボックスの 次元 タブ ( 編集 | プレファレンス | 設定 を選択) を使う

と、表示された次元向けのパラメータを定義することが可能となります。  

• すべての角度はデシマルの右に 1-5 の位置を表すことができます。表

示される実際の数は、 [次元] タブに設定されたパラメータによって決

定されます。  
• 次元内のすべての長さ、距離 (x_cord, y_cord, z_cord, diam, height, 

length, etc.) およびベクトル (i_vec, j_vec, k_vec) は、デシマルの右に 
1-5 の位置で表されます。表示される実際の数は 次元 タブで設定され

るパラメータによって決定されます。  

この [次元] タブに関する詳細は、" プレファレンスの設定 "項 の" オプションの設定: 次元のタブ 
"を参照してください。  

ダイアログボックスにアクセス  

編集ウインドウの次元が作成された対応する次元ダイアログボックスへのアクセス方法:  

1. ビュー | 編集ウインドウ を選択して、編集ウインドウが開いているよう

にします。  
2. 編集ウインドウで、 次元をクリックします。  
3. [F9]を押します。[次元]ダイアログボックスが表示されます。  

このダイアログボックスを使うと、既存の次元に希望する変更を行えます。 [作成] をクリック

すると、変更も編集ウインドウの次元テキストに適用させることが可能となります。  

次元を検査レポートにプリント  
編集ウインドウ内に容易に次元を生成でき、順々に検査レポート内にこれらの次元を生成します。  

編集ウインドウに次元を自動的に作成する方法  

PC-DMIS に編集ウインドウに次元を自動的に作成させる方法:  

1. 編集ウインドウにアクセスします ( ビュー | 編集ウインドウ )。  
2. カーソルを次元情報の表示を希望する箇所に置きます。  
3. 適切なキーワードを入力します。  

または  
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1. 編集 | プレファレンス | 設定 を選択し、メニューオプションから [設定オ

プション] ダイアログボックスにアクセスします。  
2. ダイアログボックスから [次元] タブを選択します。  
3. [次元の自動作成] オプションを選択します。  
4. その他のオプションを選択します。  
5. [OK] ボタンをクリックします。  

次回に要素を測定すると、自動次元が作成され、編集ウインドウに挿入されます。  

プリントの前に次元を修正する方法  

多くの場合、公称値、公差または出力形式は、結果をプリントする前に修正される必要がありま

す。  

編集ウインドウから公称値または公差を変更する方法:  

1. ビュー | 編集ウインドウ を選択して、編集ウインドウにアクセスしてコ

マンドモードにします。  
2. 編集ウインドウの次元をクリックします。  
3. [TAB]を押して、変更を希望する値を移動します。  
4. 新しい値を入力します。  

次元のダイアログボックスを用いて、公称値または公差を編集する方法:  

1. 編集ウインドウの次元をクリックします。  
2. [F9]を押して、ダイアログボックスにアクセスします。  
3. 必要な値を変更します。  
4. [作成] ボタンをクリックします。  

次元レポートのコンテンツを変更するには、 [パラメータ設定] ダイアログボックスの [次元] タ
ブにアクセスし(" プレファレンスの設定 " 項 の" パラメータ設定: 次元タブ " トピックを参照し

てください)、PC-DMIS が表示すべき次元情報を修正します。  

注記: 各次元のダイアログボックスの" 分析設定 " 項を使うと精密検査に適する形式に次元のプリ

ントアウトを表示できます。  

RTF および PDF ファイルで次元を表示  

検査レポートおよび次元を、編集ウインドウの [プリント オプション] ダイアログボックスの出

力オプションを選択して、外部の RTF (リッチテキスト形式)または PDF (ポータブル ドキュメ

ント形式)で送信することが可能です。" 基礎ファイル オプションの使用 " 項 の " 検査レポート

からプリント "を参照してください。  

RTF および PDF 出力間はフォーマットの制限があるため、次元は 2 つのファイルとはやや異な

って表示されることに留意してください。  
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• RTF ファイルでは 、次元はヘッダー付近は薄くふちどりされ、青の背景

および次元の記号とともにプリントされます。  
• PDF では 、次元はふちどりなしでプリントされ、背景色および次元記号

は表示されません。次元は左マージンにプリントされます。  

[共通の次元] ダイアログボックスのオプション  
[次元] ダイアログボックスの多くには利用可能なオプションはいくつかあります。  

マテリアルのコンディション  

 

[マテリアルのコンディション] エリアには、以下の公差方法が含まれています:  

オプション ボ
タン  

を表す  説明  

M  MMC  要素またはデイタムのい

づれかに適用される 大

マテリアルのコンディシ

ョン 。  
R  RFS  要素またはデイタムのい

づれかに適用される 要素

のサイズにかかわらず 。 
L  LMC  要素またはデイタムのい

づれかに適用される 小

マテリアルのコンディシ

ョン 。  

現在は、真の位置、平行および垂直の次元向けにマテリアルのコンディションのモディファイア

を選択できます。  

真の位置の次元向けに デイタムを使用 チェックボックスを選択すると、XYZ 出力値をもたらし、

デイタムのアラインメントを使用します。  

 [リコール]ボタン  
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[マテリアルのコンディション] エリアの [リコール] ボタンを使うと、先の同様の次元で用いら

れた同じデイタムを容易に選択できます。このボタンは [要素] 一覧からディメンションする要

素を選択するまで、選択には利用できません。  

例えば、先の真の位置の次元のデイタムで、4 つの円を使用したと想定します。 [要素] 一覧から

ディメンションする要素を選択して、 [リコール]l ボタンを押すことで、PC-DMIS にこれらの同

じ円を使用するように容易に指示できます。次いで PC-DMIS は [要素] 一覧からデイタムを選択

します。  

次元情報を表示  

 

[表示] チェックボックスは、次元の後に編集ウインドウに[次元情報]コマンドを作成します。こ

のコマンドは 要素の一覧 ボックスに選択される要素の隣のグラフィック表示ウインドウにすべ

ての次元情報を表示します。この [次元情報]コマンドは、特定の次元向けに編集ウインドウで利

用可能な同じ次元も表示します。  

[表示]オプションの使用方法:  

1. [表示] チェックボックスを選択します。  
2. 要素を選択してディメンショニングします。  
3. [作成] をクリックします。  

次いで、次元情報がグラフィック表示ウインドウに表示されます。  

 

グラフィック表示ウインドウに表示される次元データ  

[次元情報]ボックスおよび作成ルールに関する さらなる 詳細は、" レポートのコマンドの挿入 " 
項 の、" 次元情報ボックスの挿入 "を参照してください。  

デフォルトの次元情報を編集  

 

[編集] ボタンで [デフォルトの次元情報を編集] ダイアログボックスを呼び出します。  
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[デフォルトの次元情報]ダイアログボックスを編集します。  

これらのチェックボックスを使うと、各次元向けのグラフィック表示ウインドウに表示される情

報の種類を選択することが可能になります。利用可能なチェックボックスは以下の通りです:  

自動  [自動] チェックボックスは以下の情報を

自動的に表示します: 測定された、公称

値、公差、デビエーション、 大 小、

公差外  
測定された  このチェックボックスは実際に測定され

た次元を表示します。  
公称値  このチェックボックスは次元向けに理論

上の値を表示します。  
公差  このチェックボックスは、公称値よりも

大きいか小さいかいずれかの承認可能な

公差レベルを表示します。  
デビエーション  このチェックボックスは、公称値から測

定された値のデビエーションを表示しま

す。  
大 小  このチェックボックスは次元向けの 大

小値を表示します。  
公差外  このチェックボックスは、測定された値

が公称値および公差値からどの程度離れ

ているかを表示します。  
中項  このチェックボックスは次元向けのすべ

てのデビエーションの平均を表示しま

す。  
標準デビエーシ

ョン  
このチェックボックスは次元向けにすべ

てのデビエーションの標準デビエーショ

ンを表示します。  
ポイント数  このチェックボックスは、次元の要素の

測定に使用されるポイント数を表示しま

す。  

次元の編集および作成ルールに関する さらなる 情報は、" レポート コマンドの挿入 項 の" 次元

情報ボックスの挿入 " を参照してください。以下の 5 つのボタン: [OK] 、 [キャンセル] 、 [デフ



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の測定  *  985 

ォルト] 、 [リコール] および [リセット]t はすべて [デフォルトの次元情報を編集] ダイアログボ

ックスに対応します。  

リセットボタン  

 

[リセット] ボタンは、 [デフォルトの次元情報の編集] ダイアログボックスの選択されたチェッ

クボックスをクリアし、 [自動] チェックボックスを選択します。  

ユニット  

 

[ユニット] エリアを使うと、以下の 2 つのオプション間を選択できます:  

• Inch = インチ  
• MM = ミリメートル  

選択される測定のユニットは、現在のダイアログボックスが開いたままの間中、デメンショニン

グに使用されます。デフォルトの選択は現在のパーツプログラムの測定の現在のユニットです。  

分析の設定  

 
位置および真の

位置次元向けの

分析エリア  

 

 
他のすべての次元

向けの分析エリア  

 

[分析] エリアを使うと、次元出力分析の形式を、次元のデビエーションをビューするときに、テ

キスト、グラフィックまたは両者に設定することが可能となります。  

位置および真の位置次元に一意的なため、 [分析] エリアを使うと、要素の位置だけでなく要素

の 形 も分析することが可能になります。  
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注記: 位置および真の位置次元のグラフィック データを、その統合された形成次元とともに、解

釈するときには注意してください。分析公差線がオーバーラップして極めて困難になりがちにな

ることがわかります。  

テキスチュアル  

 

[テキスチュアル] チェックボックス (または位置および真の位置の次元向けに [オン] オプション)
を選択すると、PC-DMIS は次元で使用される個々のヒット向けの検査レポートで以下をプリン

トアウトします:  

• 測定された X、Y および Z の値  
• 測定された I、J および K の値  
• 個々のヒットのデビエーション  
• ヒットが 大または 小デビエーションが発生するときはいつでも、線の

端に"MAX" または "MIN" マーカー。  

 

テキスチュアル分析レポートの例  

 

グラフィカル  

 

[グラフィカル] チェックボックス (または位置および真の位置の次元向けに [オン] オプション) 
を選択すると、PC-DMIS によって精密検査向けに適する形式の次元プリントアウトを出力する

ことが可能となります。  

選択すると、PC-DMIS はグラフィカル表示ウインドウのパーツ上に使用される次元向けのそれ

ぞれ個々のヒットのデビエーションをグラフィック的に表示します。このプログラムは各ヒット

向けに矢印の形式でエラーを表示します。色と方向を有するこれらの矢印は、方向とともにエラ

ーの関連サイズを示します。  

編集ウインドウのコマンド行は以下のように記述されます:  
...GRAPH=ON  TEXT=OFF  MULT=1.00  
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" テキスチュアル "のテキスト分析例に表示される次元情報を使用するこの例を考えます。  

       

10 のマルチプライア (左) および 1 (右) を用いるグラフィカル分析を使用する真円度次元の例  

上記の真円度の例にはさまざまな色づけされた線、矢印および円が含まれます。以下の表は、例

の色づけされたエレメントおよびそれらの意味するものを説明しています:  

色づけされたエレメント  説明  
黒い円  公称値の円を表示  
赤い円  測定された、公差外の円を表示  
青い円  公差バンドを表示  
色づけされた線  ヒットの間の線を表示  
色づけされた矢印  ヒット自体 (矢印の先端)、各ヒット

向けのデビエーションの関連サイズ 
(色づけされた矢印で)、デビエーショ

ンが起こる方向 (矢印がポイントする

方向) を表示。  

この例で使用される色はデフォルトの次元の色です。必要に応じてこれらの色を容易に変更でき

ます。さらに使用される色は、[次元情報]および[ポイント情報]ボックスのバーグラフに使用され

るにも対応します。" CAD 表示の編集 " 項 の" 次元の色の編集 "を参照してください。  

マルチプライア  

 

[マルチプライア] ボックスはデビエーション矢印および公差領域をグラフィカル分析モード向け

に入力される値によって拡大する規模拡張要因です。2.0 の値を入力する場合、PC-DMIS は各要

素ヒット向けに計算されたデビエーションの 2 倍矢印を拡大します。  

これはビューイング目的のみ矢印のサイズを変更します。いづれにしてもテキスト プリントア

ウトのサイズは影響を受けません。  
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両方のオプション (真の位置および位置向けの)  

• テキスチュアル: [両方] を選択すると、検査レポートの位置 および形 
軸向けにデビエーションを表示します。  

• グラフィカル: [両方] を選択すると、要素の位置の次元 および統合さ
れた形の次元 (互いにオーバーラップしている可能性あり) 向けの公差

線を表示します。  

形のオプション (真の位置および位置向けの)  

[形] オプションを用いて、要素の位置 および 要素の形向けの次元情報を同時に分析できます 
(3.25 より前のバージョンでは、要素の形を得るには別々の次元を操作する必要があります)。  

注意: 要素の形に関してレポートするために 分析 エリアを使用するには、ダイアログボックスの 
軸 エリアの 形 チェックボックスを選択する必要があります。詳細は" デフォルト軸 " を参照し

てください。  

[形] を選択すると、 [両方] オプションも自動的に選択したかのように作動します。この理由は、

グラフィックおよびテキストの分析の 両方 が生成されるからです。  

に出力  

 

次元出力は検査レポートまたは統計ソフトウェアで用いられる統計的ファイル、これらの両方、

またはいづれでもなく、プリントされえます。これはダイアログボックスの [に出力] エリアで

制御され、以下のオプションが含まれています:  

• 統計 – 出力を統計的ファイルに送信  
• レポート – 出力を検査レポートに送信  
• 両方 –出力を検査レポートおよび統計的ファイルの両方に送信  
• いずれでもない – 次元出力をどこにも送信しない  

次元の実行時に出力は検査レポート、統計ファイル、これらの両方、またはいずれでもない (選
択次第) に行きます。  

[統計] オプションまたは [両方] オプションが選択される場合は、先んじる [STATS/ON] コマン

ドは、この次元が統計ファイルに送信されるためにに編集ウインドウ内に存在している必要があ

ります。  
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位置のディメンショニング  

   

[要素位置]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 位置  を選択し、要素から X, Y, Z 原点までの距離を各軸に平

行に計算します。要素の直径、角度およびベクトルも計算のパーツです。この項は位置および座

標のディメンショニングしか説明していません。位置の次元については、" 真の位置のディメン

ショニング "を参照してください。  

位置はデカルトまたは極座標、真の位置またはボックス公差を用いて、計算できます。  

• デカルト座標と極座標の間を切り替えるには、 [要素の位置] ダイアロ

グボックスの Pang または Prad  を選択します。  
• [真の位置] と [RECT] 公差方法の間を切り替えるには、" [真の位置の

ディメンショニング] " 次元オプションを参照してください。  

レガシー 真円度 次元、 円柱度 の次元は、位置次元の RN 線向け同様に、要素ソリューションが

使用され、次元を計算します。デフォルトではこれは 小二乗です。しかし、 小分離、 大内

接、 小外接、または固定半径回帰アルゴリズムを用いて、要素を解析する選択をすることが可

能です。。  
一方、  
FCF 真円度および円柱度の次元は、Y14.5 基準で要求されるチェビシェフ アルゴリズム ( 小/

大) を用いて計算されます。計算の変更のため、真円度および円柱度 FCF 次元は、レガシー値

よりもやや小さい値を通常計算します。  

[位置]オプションを用いて、要素をディメンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 位置 を選択します。 [要素の 位置] ダイア

ログボックスが 表示されます。  
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2. [要素の一覧] ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. [軸] エリアから希望する軸を選択します。 [自動] チェックボックスがデ

フォルトとして有標されています。  

[自動] チェックボックスが有標される場合は、PC-DMIS はデフォルトの 軸 を自動的に決定し、

次元に表示します。デフォルトの 軸 は下記の表に示されるように、要素の種類に基づきます。  

以下の形式向けのデフォルトの出力形式は次の通りです:  

円  X, Y, D (作業平面に基づく)  
円錐  X, Y, Z, A  
円柱  X, Y, Z, D, L (作業平面に基づく)  
楕円  X, Y, Z, D, A, L  
線  作業平面に も近い (および作業平面に関連す

る) 軸に垂直な軸に基づいて線は測定されます。 
平面  も密接に平面に関連している軸に基づく  
ポイント  X, Y, Z, T  
スロット  X, Y, D, R, L (作業平面に基づく)  
球  X, Y, Z, D  

4. プラスおよびマイナス公差を適用する [軸] ドロップダウン一覧 から軸を

選択します。  
5. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
6. [マイナス] ボックスにマイナスの公差の値を入力します。  
7. [公称値サイズ] ボックスに公称値向けの値を入力します。  
8. [公差のクラス] ドロップダウン一覧から公差のクラスを選択します。  
9. [公差の等級] ドロップダウン一覧から公差の等級を選択します。  
10. グラフィック編集ウインドウで次元情報をビューする場合は、 オプショ

ンの [表示] チェックボックスを選択します。  
11. ダイアログボックスの [ユニット] エリアから [インチ] または [ミリメー

トル] オプションを選択します。  
12. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択します。  
13. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを選択して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが選択された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
14. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
15. [作成] ボタンをクリックします。 [軸] エリアからチェックボックスを選

択しなかった場合は、 [作成] ボタンは選択に利用できません。  
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次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = TYPE OF DIMENSION ,feat_1 UNITS=IN ,$  
GRAPH=OFF  TEXT=OFF  MULT=1.00  OUTPUT=BOTH  
   

 NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-
TOL  

x  8.0000  0.1000  0.1000  8.0000   8.5000 7.5000 0.0000 0.0000  
y  3.0000  0.1000  0.1000  3.0000  3.5000 2.5000 0.0000 0.0000  
z  0.4947  0.1000  0.1000  0.4947  0.1428 0.8466 0.0000 0.0000  
d  1.0000  0.1000  0.1000  1.0000  1.0000 1.0000 0.0000 0.0000  
v  0.0000  0.5938  0.8046       

ディメンションのエンド dimension_name (位置のみ向け)  

位置の次元向けのデフォルトの軸  

[軸] エリアの [自動] チェックボックスがオンになると、次元に表示される軸は、要素型のデフォ

ルトの軸に従って選択されますが、グレー表示されます:  

 

異なる種類の複数の要素 (例、円要素およびポイント要素)を選択する場合、 [軸] エリアは軸を選

択し、 後に選択された要素向けに使用します:  
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デフォルトの設定をオーバーライドする必要がある可能性のある場合があります。 [デフォルト] 
チェックボックスは利用可能のままなので、デフォルトの出力の形式を変更することが可能です。  

デフォルトの出力の変更方法:  

1. 要素を次元に選択します  
2. [デフォルト] チェックボックスを選択します。 [自動] チェックボックス

がクリアされ、すべての軸が選択に利用可能となります。  
3. 必要に応じて、適切な軸を選択します。  

X = X 軸値をプリント。 

Y =Y 軸値をプリント。 

Z = Z 軸値をプリント。  

Prad = 極半径をプリント。  

Pang = 極角度をプリント。  

D = 直径値をプリント。楕円向けに、これは 小直径値 (H と同じ) です。  

R = 半径 (直径の半分) 値をプリント。  

A = prints 角度の値をプリント。  

L = (円柱、円錐、スロットおよび楕円に使用される) 長さをプリント。楕

円向け 

は、L は 大直径値を提供します。  
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H = (円錐、円柱および楕円で使用される) 高さをプリント。楕円向けには、

H は 

小直径値を提供します。  

V = べクトルの位置をプリント。  

形 = 位置の次元を用いて、要素の統合された形をプリント。  

• 円、円柱または円錐要素向けに、これは真円度 (RN) 次元となりま

す。  
• 平面要素向けに、これは平面度 (FL) 次元となります。  
• 線要素向けに、これは真直度 (ST) 次元となります。  

4. [作成] をクリックします。  

出力値がデフォルト以外に変更されると、PC-DMIS はその後のすべての次元向けに新しい設定

を使用します。PC-DMIS オリジナルのデフォルト軸を使用するのを希望する場合は、形式をデ

フォルトの設定にリセットする必要があります。  

形式をデフォルト設定にリセットする方法:  

1. [デフォルト] チェックボックスを選択します。  
2. [自動] チェックボックスを選択します。軸のチェックボックスがすべてグ

レー表示になります。  
3. 要素を次元に選択します。オリジナルのデフォルト軸が選択されます。  
4. [作成] をクリックします。  

PC-DMIS は次元を自動的にリセットし、要素型に応じてデフォルト軸を自動的にプリントしま

す。  

シートメタルの軸  

 

[シートメタルの軸] エリアは、シートメタル要素がディメンションされるときのみに利用可能と

なるチェックボックスを含んでいます。  

T = アプローチベクトルに沿ってエラーをプリント (曲線の面のポイント

向けに)。  
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S = 面のベクトルに沿ってデビエーションをプリント。  

RT = レポートのベクトルに沿ってデビエーションをプリント。  

RS = 面のレポートに沿ってデビエーションをプリント。  

PD = 円の直径をプリント (ピンのベクトルに垂直)。  

T、RT、S または RS 軸が使用される場合、その他の位置の次元は分析 (グラフィカルまたはテ

キスチュアル) に使用されません。  

シートメタル要素のデフォルトの出力 (自動要素) は以下の通りです:  

ベクトル点 : RT  
面 : RT  
エッジ : X,Y,Z, および T  
円 : PD  

位置のオプション  

 

PC-DMIS を使うと、2 本の特殊 軸 を以下のようにプリントできます。  

• レトロリニアのみ  
• ギャップのみ  

いづれのオプションも 要素 位置 ダイアログボックスの ロケーションのオプション エリアで選

択可能です。 パーツプログラム内のベクトル、面およびエッジポイントの将来の位置すべては、

オプションがオフとなるまで、適切な特殊軸を用いてプリントされます。  

位置の次元のみのレトロリニア  

 

このチェックボックスは、ベクトルおよび面ポイントをディメンショニングするときに利用可能

です。[レトロリニアのみ]オプションが有効なポイント向けに選択されたときは、位置の軸が以

下によって計算されます:  

• 理論上の面の公称値ベクトル(x、y または z 方向に 大) の 大のコンポーネン

トを検出  
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• 測定されたポイントをこの 大のコンポーネントのベクトルに、投影がオリジナ

ルの理論上の面の法線ベクトルに垂直にする形で投影。  

次いで位置軸がこの新たに投影されたポイントから計算されます。  

 

位置の次元向けのギャップのみ  

 

[ギャップのみ] チェックボックスは、エッジポイントをダイメンショニングするときに利用可能

です。 [ギャップのみ] チェックボックスを選択し、エッジポイントが測定されると、位置の軸

が以下の方法で計算されます:  

• 測定されたポイントを理論上の面に投影  
• この新しいポイントを理論上のアプローチベクトルに投影  

次いで位置エリアがこの新しいポイントから計算されます。  

 

A 
- 
理

論

状

の

面

の

法

線 

B 
- 
測

定

さ

れ
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位置の次元の公差  

 

[公差] エリアを使うと、 [軸] ドロップダウン一覧 に検出される以下のそれぞれの 軸 向けのプラ

スおよびマイナスの公差を入力できます。  

プラスおよびマイナスの公差に入力する方法:  

1. [軸] ドロップダウン一覧から公差を入力する軸を選択します。  
2. [プラス] ボックスにこの軸向けのプラスの公差値を入力します。  
3. [マイナス] ボックスにこの軸向けのマイナスの公差値を入力します。  

PC-DMIS は正下位公差 (または負レンジの正公差)を可能にします。これを実行するには、 [マイ

ナス] ボックスの値の前のマイナスサインに入力します。  

PC-DMIS は負上位公差 (または正レンジのマイナス公差)も可能にします。これを実行するには 
[プラス] ボックスの値の前のマイナスサインに入力します。  

例: 1.000 が公称値向けに入力され、003 がプラス公差向けに入力され、001 がマイナス公差向

けに入力される場合、1.000 + .003 / –.001 と解釈されます。下位公差を+.001 (サイン変更)にす

るためには、1.000 (公称値),.003 (プラス公差) および –.001 (マイナス公差) を入力するだけ

で、1.000 + .003 / + .001 の公差レンジを達成します。  

注記: 負下位公差は、 [マイナス公差が負を表示] オプションが選択された場合は、マイナスサイ

ンとともに表示される場合があります。 プレファレンスの設定 " 項 の“ マイナス公差が負を表

示 ”を参照してください。  

軸のドロップダウン一覧  

[軸の ドロップダウン]一覧は 、プラスおよびまたはマイナス公差の適用に利用可能な 軸 の一覧

を提供します。この一覧には以下が含まれます:  

すべて  [ドロップダウン]一覧に表示されるすべての 軸 
およびオプション  

X  X 軸の値  
Y  Y 軸の値  
Z  Z 軸の値  
D  直径:  
R  半径 (直径の半分)  
A  角度 (円錐向けの)  
L  長さ (円柱、スロット、円錐および楕円向けに用
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いられる)  
H  高さ  
PR  極半径  
PA  極角度  
T  アプローチ ベクトルに沿ったエラー (曲面上のポ

イント向けの)  
RT  レポート ベクトルに沿ったデビエーション  
S  面ベクトルに沿ったデビエーション  
RS  面レポートに沿ったデビエーション  
PD  円の直径 (ピン ベクトルに垂直)  
FORM  要素の統合された形の次元  

· これは円または円柱向けの真円度 (RN) の直径

です。  
*  これは平面要素向けの平面度 (FL) の直径です。

· これは線要素向けの真直度 (ST) の直径です。 

プラス公差  

[プラス] ボックスで、軸の公差または [軸] ドロップダウン一覧から選択される軸向けにプラスの

値を入力できます。  

マイナス公差  

[マイナス] ボックスで、軸の公差向けのマイナス値または 軸 ドロップダウン一覧 から選択され

る軸を入力することが可能です。  

ISO 限界と適合  

 

[ISO 限界および適合] エリアのダイアログボックスを使うと、ISO 標準公差を円形要素の直径に

適用することが可能となります。公差のクラスとグレードが選択されると、PC-DMIS は、限界

および適合の標準化表向け国際組織から円柱または円の直径向けの適切な公差を調べます。これ

らの表は直径のさまざまなデザインのクラスおよびグレードを定義します。PC-DMIS は英語 (イ
ンチ) およびメートル法 (ミリメートル) ユニットで、ISO 公差の計算を許可しますが、それらは

メートル法 (ミリメートル) を用いて適用される ISO によってでしか定義されません。さらにこ

れらのテーブルは直径のさまざまなクラスおよびグレードを使用するので、円柱および円だけが

このオプションに適切な要素です。公称値の直径が入力されると、PC-DMIS は公差の計算のた

めに要素の公称値の直径を使用します。  
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公称値のサイズ  

[公称値サイズ] ボックスを使うと、選択される要素の公称値の直径を入力できます。  

公差のクラス  

[公差のクラス] ドロップダウン一覧を使うと、以下の ISO 公差のクラスから選択できます:  

A  

B  

C  

CD  

D  

E  

EF  

F  

FG  

G  

H  

J  

JS  

K  

M  

N  

P  

R  

S  

 

T  

U  

V  

X  

Y  

Z  

ZA  

ZB  

ZC  

 

公差の等級  

[公差の等級] ドロップダウン一覧を使うと以下の ISO 公差の等級から選択できます:  

IT1  IT7  IT13  
IT2  IT8  IT14  
IT3  IT9  IT15  
IT4  IT10  IT16  
IT5  IT11  IT17  
IT6  IT12  IT18  
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真の位置のディメンショニング  

   

[真の位置]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 真の位置 を選択し、要素から各軸に平行な X, Y または Z 原
点までの真の位置を計算します。要素の直径、角度およびベクトルも計算のパーツです。  

この項は 真の位置 次元しか説明していません。位置または座標ディメンショニングは" 位置のデ

ィメンショニング "項で説明されます。  

重要 デイタムが使用される場合、測定されたデビエーション XYZ 値は、デイタムのアラインメ

ントに関して計算されますが、現在のアラインメントに表示されて値を解釈されます。従って、

1 つの真の位置の次元を用いてレポートされた要素は、たとえ次元が同じ公称値を有しても、時

限が異なるデイタムを有する、または定義されたデイタムを有さない場合、別の真の位置の次元

とは異なって測定された値およびデビエーションの値を有することが可能です。  

[真の位置]オプションを用いて要素をディメンションする方

法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 真の位置 を選択します。 [真の位置] ダイ

アログボックスが表示されます。   
2. 要素の一覧 ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. デイタムを希望する場合は、 [デイタムを使用] チェックボックスを選択

します。これを選択することによって次元がデイタムに関して計算される
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ことに留意してください。しかし、XYZ の出力の値は、パーツプログラ

ムの現在のアラインメントに関して表示されます。  
4. [要素の一覧] ボックスから希望するデイタム要素を選択します。  
5. [マテリアルのコンディション] エリアの適切なオプションを選択して、要

素およびデイタム向けのマテリアルのコンディションを設定します。  
6. [デビエーション] エリアから要望通りにチェックボックスを選択します。  
7. 軸要素 (円柱など) をディメンショニングする場合は、 [参照の長さ] ボッ

クスに値を入力し、 [軸要素向けの] エリアから適切なオプションを選択

します。  
8. [軸] エリアから希望する軸を選択します。 [自動] チェックボックスがデ

フォルトとして選択されています。  
9. 軸をプラスおよびマイナス公差のどちらに適用するか選択します。  
10. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
11. [マイナス] ボックスにマイナスの公差の値を入力します。  
12. [ユニット] エリアの [インチ] または [ミリメートル] オプションのいづれ

かを選択します。  
13. 次元情報をどこから出力するか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 [両

方] または [いづれでもない] オプションを選択します。  
14. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
15. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
16. [作成] ボタンをクリックします。 [軸] エリアからチェックボックスを選

択しなかった場合は、 [作成] ボタンは選択に利用できません。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

DIM dimension_name = TRUE POSITION OF FEAT_ID UNITS = IN/MM,  
GRAPH=ON/OFF TEXT=ON/OFF MULT=n OUTPUT=REPORT/STATS/BOTH/NONE  
FIT TO DATUMS=ON/OFF DEV PERPEN CENTERLINE=ON/OFF DISPLAY=DIAMETER/RADIUS  
   

AX  NOM  MEAS  +TOL  -TOL  BON  DEV  DEVANG  OUTTOL   
X  0.7500  .07500  0.0000    0.0000     
Y  3.0000  3.0000  0.0000    0.0000     
DF  1.0000  1.0000  0.0000  0.0000 0.0000 0.0000   0.0000   
D1  

D2  

D3  

TP  

 

1.0000  

1.0000  

MMC  

 

1.0000  

1.0000  

1.0000  

 

0.0000  

0.0000  

0.0000  

 

0.0000 

0.0000 

 

0.0000 

0.0000 

0.0000 

平面  

円  

円  

0.0000  

P1 AT RFS  

C1 AT MMC  

C2 AT MMC  

0.000  

 

 

 

0.0000  
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dimension_name のエンド  

円または円柱のグループ上で真の位置を適用する方法  

1. 挿入 | 要素 | 作成 | セット を選択してメニューオプションから穴の要素セ

ットを作成します (要素セットの作成に関する説明書向けの" 既存の要素

から新しい要素の作成 "の 項 から 一連の要素の作成 "を参照してくださ

い)。  
2. [真の位置] メニューオプションを選択します。 [真の位置] ダイアログボ

ックスが表示されます。  
3. [真の位置] ダイアログボックスから、入力要素として作成された要素を選

択し、時限向けに使用される他のオプションを選択します。  
4. [分析] エリアから [テキスチュアル] チェックボックスを選択します。  
5. レポート ウインドウにアクセスし ( ビュー | レポート ウインドウ)、 [レ

ポート] ツールバーから、[  レポート モード アイコンをビュー]を選択し

ます。これで各要素のデビエーションおよび、要素を公差に入れるために

必要とされた解釈および回転を見ることが可能になります。結果は 大デ

ビエーションを見るためのデイタム上の要素のサイズにかかわらず 
(RFS ) を用いて常に表示されます。  

デイタムを使用  

真の位置の次元向けのデイタムとして使用される可能性のある要素様々な組み合わせはいくつか

ありますが、デイタム要素を選択する際には原則となるものがあります。  

真の位置の次元を利用する一般的なシナリオは、唯一のデイタム要素として円または円柱を使用

することです。  

もう一つの認められている方法は、3-2-1 アラインメントに続く一連のデイタム要素を選択する

ことです。(デイタム向けの 小定義は 1 番目のデイタムを描写するために 3 デイタム、2 番目の

デイタムを描写するには 2 デイタム、3 番目のデイタムを描写するには 1 デイタムであることに

留意してください)。従って、選択された要素は平面、線およびシングル ポイントになります。  

しかし、3-2-1 アラインメント原則は、平面/線/線、平面/線/円、平面/円柱/円柱およびその他の

組み合わせにも使用されます。  

マルチプル円形要素が 大マテリアルのコンディション (MMC) または 小マテリアルのコンデ

ション (LMC) で使用された場合、  

• TP 軸からのボーナス公差は、他のボーナス公差の単純な追加にはなりに

くいです。その理由は、 適化計算は正確なボーナス公差を決定するため

に行われるからです。  
• 円形またはスロット要素は MMC または LMC を用いて測定される場合が

あります。  
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• 非円形要素のすべては、要素サイズにかかわらず (RFS) で測定されます。  

注記: デイタム要素が選択されたときは、真の位置の X,Y,Z, PA および PR 軸はデイタムのアラ

インメントに関して計算されますが、値を解釈するために現在のアラインメントで表示されま

す。さらに、デイタム要素はこのトピックで説明されている一般的なステップを用いて選択され

る 必要があり 、予想外の結果を提供される可能性があります。  

デイタムが選択されるときの真の位置の次元の一般ルールは以下の通りです:  

• 適切な適合が実行されるように要素コントロール フレームで特定される

すべてのデイタムを選択します。デイタム 1、デイタム 2 およびデイタム

3 に選択された要素は、第一、第二、第三を表し、6 度の自由 (3 度の解釈

および 3 度の回転)までを制約するために使用されます。  
• すべての測定された要素コマンド (デイタムおよび要素) が、理論上の領

域 (デイタム制約を計算する測定されたコマンドおよび次元の結果を適合)
で、正しい公称値 (X,Y,Z,I,J,K) を含んでいるようにしてください。  

• 測定された要素コマンドおよび関連する真の位置の次元コマンドは、同じ

アラインメント (公称値が正確でドローイング上の基本次元として呼ばれ

るものと同じであるようにしてください) から来る必要があります。これ

は CAD なしでプログラムする際に重要です。その理由は、正確な公称値 
(適合に使用される) を提供するには測定された要素コマンド (推測モード) 
を編集する必要があるからです。  

• [設計オプション] ダイアログボックスの 一般 タブの [パーツに CAD を無

視] オプションを使用しないでください。  

注記: デイタム上にモディファイア (MMC または LMC) があるときは、より新しい真の位置の デ
ィメンショニングの要素コントロール方法 を使用するのを推奨します。選択される [デイタムを

使用] を用いたレｇシーの真の位置のコマンドは、プログラムの移動に利用可能です。  

次元を繰り返す際に同じデイタムを使用  

現在の真の位置の次元で先の真の位置の次元から同じデイタムを使用するには、ディメンション

するために要素を選択し、 [マテリアルのコンディション] エリアで利用可能な [リコール] ボタ

ンをクリックしてください。" リコールボタン " を参照してください。  

レガシーの真の位置の次元を用いるデイタムの使用の例  

[真の位置] ダイアログボックスの [デイタムを使用] オプションを使うと、3 種類の方法で実行す

る分析が可能となります。  

1. アクティブなアラインメントから。 - 下記のオプション #1 を参照してください  
2. 数学的バーチャルハードゲージ シミュレーションから (デイタムに適合: オン)。 - 下記

のオプション #2 を参照してください  
3. デイタム参照フレーム シミュレーション (デイタムに適合: オフ)。 - 下記のオプション 

#3 を参照してください  
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上記は順々に説明されます。例はすべて以下の図を参照してください (要素、デイタムおよびア

ライメント):  

 

オプション #1: デイタムを使用: オフ  

アプリケーション: デイタム上にモディファイア (MMC または LMC) がないとき、およびデイタ

ム参照フレーム (DRF) から 1 つまたはマルチプル (シングル要素または型) の真の位置を検査す

るとき、この方法を使用します。ボーナスの公差は要素にしか利用可能ではありません。  

結果: 選択された要素の真の位置はアクティブ アラインメントで評価されます。従って、アクテ

ィブ アラインメントは、真の位置の次元を作成する前に設定され、特定された DRF を反映する

必要があります。  

真の位置の例 "デイタムの使用" Off:  

 

 

オプション #2: デイタムの使用: オン およびデイタムに適合: オン  

アプリケーション: この方法は、デイタムにモディファイア (MMC または LMC) がないとき、お

よびシングル要素 (マルチプル要素はレガシー次元モードではサポートされません) を検査する

ときに使用します。  
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注記: マルチプル要素の真の位置およびデイタム要素の MMC/LMC は、ディメンショニングによ

り新しい真の位置の 要素制御フレーム 方法が使用するときにサポートされます。  

結果: “バーチャル ハード ゲージ” シミュレーションは、デイタムからボーナス公差の量に基

づいて解釈または回転して、数学的に実行されます。これは、ゲージのジグリングをシュミレー

トするデイタム シフトの量で変化する要素向けに測定された値に結果をもたらします。多くの

場合、測定された値は、デイタム要素から十分なボーナスがあるとき公称値と同じ値となります。

要素が公差外のときは適合は起きません。そして、測定された値およびデビエーションは要素の

実際の位置を反映するので、過程調整が実行でき、または不適合のエンジニアリング分析が実行

できます。  

注記: 結果は、機能ゲージが行うのと同様に、“パス/失敗”分析を表しています。従って、過程

変動のモニターを、または統計的研究を実行することはできません。  

ボーナス コラム: レポートのボーナス コラムは、要素 (DF) のボーナスの計算された量、および

サイズ (D1 第 1、D2 第 2、D3 第 3)の各デイタム要素の測定されたボーナス量を示します。総ボ

ーナス値は以下のコンディションに基づいて決定されます:  

コンディション #1A:公差内  

デイタムからの十分な公差がデイタムを、デイタムから許容可能なボーナスの 100%までを利用

せずに公称値からのデビエーションがないようにデイタム シフトを可能にするとき、総ボーナ

ス量は要素からのボーナスの合計およびデイタムからのボーナスの未使用の量になります。  

公差内のコンディション #1A の例:  

 

測定された値が、デイタム D2 および D3 (機能ゲージをシミューレートする) のボーナスから発

生した許容可能なデイタム シフトに基づいて変更した。この場合、測定された値は結果として

ゼロ デビエーションになる公称値を検査し、総ボーナスは、要素 (.006) からのボーナスおよ

び.008 ボーナス公差の合計のデイタム (.002)からの未使用ボーナスの合計です。  

• D2 (.008 ボーナス)のボーナスから 2 度の自由: X および Y 軸の解釈  
• D3 (.008 ボーナス)のボーナスから 1 度の自由: Z 軸を中心に回転  
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コンディション #1B:公差内  

デイタムから 100%のボーナスが使用されると、総ボーナス量は要素からのボーナスのみとなり

ます。通常、この場合は公称値からのデビエーションの量を表示します。  

公差のコンディション #1B の例:  

 

注記: D2 および D3 の公差が、公差コンディションに未だにある公称値からのデビエーションが

ありデイタムからボーナスの 100%を用いて例示するために変更されました。  

 

コンディション #2: 公差外  

要素を公差内に置くようなデイタム シフトを可能とするデイタムから不十分なボーナスがある

とき、測定された値は変更され、総ボーナスは要素からのボーナスのみとなります。  

公差外のコンディション #2 の例:  

 

注記: DF, D2, D3 および TP の公差は公差外コンデションを例示するために変更されました。  
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オプション #3: デイタムを使用: オンおよび デイタムへの適合: オフ  

アプリケーション: デイタムにモディファイア (MMC または LMC) があり、適合される測定され

たデータ (デイタム シフトなし) を希望しないとき、この方法を使用します。このオプションは

デイタムからのボーナスを組み込み、さらに過程変動 (測定された値は、デイタム シフトが適用

されないので、変更されません)をモニターする能力を提供するカスタマーの要求に基づいて追

加されました。  

注記: この方法は、Y14.5M 1994 には対応していません。  

結果: “デイタム参照フレーム” シミュレーションは、選択されたデイタムによって制約された

自由度に基づいた解釈および回転に基づいて、数学的に実行されます。X、Y または Z の測定さ

れた値およびデビエーションは、アクティブ アラインメントからであり、デイタム要素 (デイタ

ム シフトなし) からのボーナスに基づいて変更されません。  

ボーナス コラム: レポートのボーナス コラムは、要素 (DF) 計算されたボーナス量および、各デ

イタム要素のサイズ (D1 第 1、D2 第 2、D3 第 3) の計算されたボーナス量を表示します。  

公差のコンディション#1 の例:  

 

 
   

公差外のコンディション #2 の例:  

 

注記: DF, D2, D3 および TP の公差は公差外のコンディションを例示するために変更されまし

た。  
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真の位置の次元向けのデフォルト軸  

 

[デフォルト チェックボックスを使うと、デフォルトの出力の形式を変更することが可能となり

ます。 [自動] チェックボックスがオンになると、次元に表示される [軸] が、要素型の [軸] に応

じて、選択されます。しかし、デフォルトの設定をオーバーライドする必要がある場合がありま

す。これを実行するには、 [デフォルト] チェックボックスおよびその他の希望する軸を選択し

ます。  

出力を変更するには、希望するチェックボックスを選択するだけです:  

自動 = 要素型に基づいてデフォルトの軸をプリント。.  
X = X 軸の値をプリント  
Y = Y 軸の値をプリント  
Z = Z 軸の値をプリント  
Form = 要素向けに統合された形次元をプリント  
· 円または円柱要素向けにこれは真円度 (RN) 次元となります。  
· 平面要素向けにこれは平面度 (FL) 次元となります。  
· 線要素向けにこれは真直度 (ST) 次元となります。  
Pang = 極角度 (PA) の値をプリント。  
Prad  = 極半径 (PR) の値をプリント  
Default = デフォルトの出力の形式を変更  
   

出力値がデフォルト以外に変更されると、PC-DMIS はその後の次元すべて向けに新しい設定を

使用します。PC-DMIS にオリジナルのデフォルト 軸 を使用させるのを希望する場合は、形式を

デフォルト設定にリセットする必要があります。  

形式をデフォルト設定にリセットする方法:  
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1. [自動] チェックボックスを選択します。  
2. [デフォルト] チェックボックスを選択します。  
3. [作成] をクリックします。  

PC-DMIS は次元を自動的にリセットして、要素型に応じてデフォルトの 軸 をプリントします。  

注記: [自動] チェックボックスがオンの場合は、PC-DMIS はデフォルトの 軸 を自動的に決定し

てプリントします。デフォルトの出力形式は要素型に基づきます。PC-DMIS は、文書化された

軸形式 (上述のボックスを参照) を用いて、選択された要素の真の位置を決定します。  

デビエーション  

 

[デビエーション] エリアを使うと、いかにデビエーションを実行させたいかおよびいかにデビエ

ーションを編集ウインドウ内で表示させたいかを決定することが可能になります。  

デイタムに適合  

[デイタムに適合] チェックボックスは、デイタムが使用されるとき PC-DMIS が適合アルゴリズ

ムを呼び出すかどうかを決定します。  

• 選択されると、PC-DMIS はデイタムが特定されると適合アルゴリズムを

呼び出します。PC-DMIS は、適合後に利用可能のままのボーナスである

総ボーナスを用いて適合された位置に考えられた要素を報告します。  
• クリアされると、PC-DMIS は、適合が適用されない測定された位置の要

素を用いて真の位置の次元を分析します。レポートされる総ボーナスは、

考えられた要素およびデイタムの制約に応じたデイタムから利用可能な総

ボーナスです。  

 

中央線に垂直なデビエーション  

[中央線に垂直なデビエーション] チェックボックスは、PC-DMIS が要素の理論上の中央線に垂

直、または X, Y および Z の値に実際に垂直かどうかを決定します。  

• 選択される場合は、PC-DMIS は要素の理論上の中央線に垂直なデビエー

ションを計算し、中央線の方向のいかなるデビエーションも無視します。  
• 非選択の場合は、PC-DMIS は X、Y および Z の値に垂直なデビエーショ

ンを計算します。  
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このチェックボックスは、X、Y または Z 軸に沿って方向付けしていないアプローチ ベクトルを

有する可能性のあるシートメタル ポイントに特に役立ちます。このチェックボックスを使うと、

アプローチベクトルに垂直にすることができます。  

半径として表示  

[半径として表示] チェックボックスは PC-DMIS が、直径の代わりに要素およびデイタムの半径

を表示するかどうかを決定します。  

• 選択の場合は、PC-DMIS は DF, D1, D2, D3 および TP 線に半径を

表示し、編集ウインドウの次元領域にテキストを置いて、次元が要

素の半径または直径を表示するかどうかを示します。  
• 非選択の場合、PC-DMIS は通常通りに直径を表示します。  

重要: このチェックボックスを使用する場合は、ISO 基準と準拠して いない ことに留意してくだ

さい。  

軸要素  

 

円柱などの軸要素向けに、どの軸に沿って PC-DMIS が真の位置の直径を作成すべきか特定でき

ます。PC-DMIS に、軸の平均 (または重心) で、軸の開始点で、軸の終了点で、軸の 悪のエン

ド ( 大のデビエーションを用いるエンド)で、または軸の両端で直径を作成するよう指示します。

軸上の選択されたポイントから離れた特定された参照長さで直径を作成することも可能です。  

真の位置の次元を用いて参照の長さを使用する方法  

1. [参照の長さ] ボックスに希望する値を入力します。  
2. オプションのボタン ( 軸の平均から 、 軸の開始点から 、 軸の終了点か

ら 、 軸の 悪のエンドから または 軸の両端から )から 1 つを選択します。  
3. [作成] をクリックします。PC-DMIS は、選択されたポイント (または 軸

の両端から 選択したポイント) を位置づけし、軸に沿って特定された参照

の長さの距離を移動し、そこの次元に直径を作成します。  

オプション  説明  
参照の長さ  このボックスの値は選択されたポイ

ントまたは PC-DMIS が真の位置の次

元を作成する軸のエンドから長さを
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特定します。  
軸の平均から  このオプションは PC-DMIS に軸の重

心 (または平均) から軸の要素をディ

メンションするように指示します。  
軸の開始点から  このオプションは PC-DMIS に [軸の

開始点から] 軸要素をディメンション

するよう指示します。  
軸の両端から  この オプションは PC-DMIS に軸の

エンドポイントから軸要素を次元化

するよう指示します。  
軸の 悪のエンドから  この オプションは、次元向けに 悪

の場合のシナリオを与える開始また

は終了点から軸要素をディメンショ

ンするように PC-DMIS に指示しま

す。PC-DMIS は公称値から も遠く

にそれる軸のエンドで次元を作成し

ます。 例えば、 パーツが歪曲された

円柱を含んでいる場合、公称値から

も遠くにそれる円柱の軸に沿った

開始および終了点は、 悪の場合の

シナリオをもたらすポイントになり

ます。  
軸の両端から  このオプションは、PC-DMIS に選択

された軸の開始および終了点から軸

要素をダイメンショニングするよう

指示します。PC-DMIS は軸の両端に

次元を作成します。  

真の位置の次元向けの公差  

 

[公差] エリアを使うと、 [軸] ドロップダウン一覧で検出される各軸のためにプラスおよびマイナ

スの公差を入力できます。さらに特定のマテリアルのコンディションのモディファイアも定義で

きます。 。  

軸の公差に入力する方法:  

1. 公差を入力する軸を選択します。  
2. [プラス] ボックスにこの軸向けのプラスの公差の値を入力します。  
3. [マイナス] ボックスにこの軸向けのマイナスの公差の値を入力します。  
4. [マテリアルのコンディション] エリア からマテリアルのコンディション

のモディファイアを選択します。  
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一覧からマルチプル軸向けの公差を設定できます。PC-DMIS は選択された一覧項目とともに定

義した公差を保存します。 [軸] 一覧から異なる項目を選択し、それに異なる公差を与える場合

でさえも利用可能な軸の間を切り替えて、保存された個々の公差のビューおよび設定が可能です。  

軸  

[軸] ドロップダウン一覧は 、プラスおよびまたはマイナス公差の適用に利用可能な軸の一覧を

提供します。一覧には以下が含まれます:  

すべて  ドロップダウン一覧に表示されるすべての軸およ

びオプション  
D1  1 番目のデイタムの直径 / 幅  
D2  2 番目のデイタムの直径 / 幅  
D3  3 番目のデイタムの直径 / 幅  
DF  要素の直径 / 幅  
LF  要素がスロットの場合の要素の長さ  
WF  要素がスロットの場合の要素の幅  
LD  デイタムがスロットの場合のデイタムの長さ  
WD  デイタムがスロットの場合もデイタムの幅  
TP  真の位置およびそれに関連するデビエーション  
FORM  要素向けの統合された形の次元.  

· これは、円または円柱向けの、真円度 (RN) 次
元です。  
· これは、平面要素向けの、平面度 (FL) 次元で

す。  
· これは、線要素向けの、真直度 (ST) 次元です。

 

プラス  

[プラス] ボックスで、軸の公差または [軸] ドロップダウン一覧から選択される軸向けにプラスの

値を入力できます 。  

マイナス  

[マイナス] ボックスで、軸の公差または [軸] ドロップダウン一覧から選択される軸 向けのマイ

ナス値を入力できます。  
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距離のディメンショニング  

 

[距離]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 距離  を選択して 2 つの要素間の距離を計算します。3 番目

の要素または計算で用いられる方向向けの軸を選択することが可能です。  

距離の計算は他の次元の計算の大半よりも視覚化するのはやや困難となります。2 つの要素間で

計算される距離はデフォルトまたは直線方法のいずれかを使用します。直線を用いる 2 次元の距

離は作業平面に平行です。直線を用いる 3 次元の距離は重心から重心までとなります。  

[距離] オプションを用いて距離をディメンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 距離 を選択します。 [距離] ダイアログボ

ックスが表示されます。  
2. [要素]一覧 ボックスからディメンションするために要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. [マイナス] ボックスにマイナスの公差の値を入力します。  
5. 距離の種類を特定するために、 [2 次元] または [3 次元] オプションのい

づれかを選択します。  
6. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択しま

す。  
7. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択します。  
8. [要素に] 、 [X 軸に] 、 [Y 軸に] または [Z 軸に] オプションのいづれかを

選択して  、距離を定義する関係を決定します。  
9. [に垂直] または [に平行] ラジオボタンのいづれかを選択します。  
10. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 

[表示] チェックボックスを選択します。  
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11. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを選択して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが選択された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
12. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
13. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

DIM dimension_name = 2D_DISTANCE FROM feat_1 TO feat_2 TOG1 TO TOG2, TOG3, UNITS=MM/IN,  
GRAPH=ON/OFF TEXT=ON/OFF MULT=n OUTPUT=NONE/REPORT/STATS  
or    
DIM dimension_name = 3D_DISTANCE FROM feat_1 TO feat_2, TOG3, UNITS=MM/IN,  
GRAPH=ON/OFF TEXT=ON/OFF MULT=n OUTPUT=NONE/REPORT/STATS  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  5.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

TOG1 = PAR / PERP (平行または垂直)  

TOG2 =  XAXIS / YAXIS / ZAXIS / 要素  

作業平面 = この領域は任意の要素に変更可能です。デフォルトは現在の作業平

面です。  

TOG3 = NO_RADIUS / ADD_RADIUS / SUB_RADIUS  

距離の次元向けの公差  

[公差] エリアを使うと、プラスおよびマイナス方向に沿って距離のプラスおよびマイナス公差を

入力できます。  

プラスの公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って公称値または

理論上の角度以上を測定する角度は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な角度のま

までありえます。  

マイナス公差  
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この [マイナス] ボックスを使うと、マイナス方向に沿って公差値を入力できます。従って、公

称値または理論上の角度未満を測定する角度は、特定される公差レンジ内に収まっている限り、

有効な角度となりえます。  

距離向けの公称値  

 

距離向けの公称値は必ずしも CAD のデータまたは測定されたデータに基づいているわけではあ

りません。大抵それらをハードコピープリントアウトから得ます。[公称値]ボックスを使用して、

プリントアウトから公称距離値を入力できます。  

2 次元および 3 次元距離の次元向けの一般規則  

 

2 次元および 3 次元距離の次元は以下のルールを関連要素に応じて適用します:  

要素の処理  

• 球、ポイントおよびセットは、 ポイント として処理されます。  
• スロット、円柱、円錐、線および円は、 線 として処理されます。  
• 平面は通常平面として処理されます。  

その他のルール  

• 両方のエレメントがポイント (上記に定義されたように)の場合は、PC-
DMIS はポイントからポイントまでの 短距離を提供します。  

• 1 つのエレメントが線で (上記に定義されたように) 他方がポイントの場合、

PC-DMIS は線 (または中央線) とポイントの間の 短距離を提供します。  
• 両方のエレメントが線で、 [ 短] チェックボックスが 選択されていない 

場合、PC-DMIS は 1 番目の線の重心と 2 番目の線の間の 短距離を提供

します。選択されるとどう作動するかの詳細は、" [ 短]チェックボック

ス " を参照してください。  
• 1 つのエレメントが平面で他方が線の場合、PC-DMIS は線の重心と平面

の間の 短距離を提供します。  
• 1 つのエレメントが平面で他方がポイントの場合、PC-DMIS はポイント

と平面の間の 短距離を提供します。  
• 両方のエレメントが平面の場合、PC-DMIS は 2 番目の平面の重心と 1 番

目の平面の間の 短距離を提供します。  
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2 次元距離  

大および 小距離は、2
本の線とその線の長さの間
の測定された距離です。  

[2 次元] オプションは、要素間の 2 次元距離を計算します。2 次元

距離の計算に用いられる要素はすべて距離が計算される前に現在の

作業平面にまず投影されます。PC-DMIS は 2 つの要素間の 大、

小および平均距離を計算します。距離が 2 本の線または平面の間

の場合は、 大、 小および平均が測定ポイント データを用いて

計算されます。(距離型が 2 次元に設定されているようにしておい

てください)  

3 つの要素を用いて計算される 2 次元距離は、デイタム要素に平行または垂直のいずれかです。

デイタム要素は、先に測定または作成された要素のいずれかになりえます。  

3 つの要素を用いて距離を計算する方法:  

1. 距離の計算に用いられる 2 つの要素を選択します。  
2. 3 番目の (デイタム) 要素を選択します。(3 番目の要素向けの線の使用が

善の結果をもたらします)。  
3. 正しい方向がマークされているように確認してください。  
4. [要素に] チェックボックスを選択します。  
5. [作成] をクリックします。  

PC-DMIS は、3 番目の (デイタム) 要素または軸に平行または垂直な 初の 2 つの要素間の距離

を計算します。  

注記: [閉じる] ボタンがクリックされると、PC-DMIS は [距離] ダイアログボックスを別の次元

を作成せずに閉じます。  

 

3 次元距離  

[3 次元] オプションは、2 つの要素間の 3 次元距離を計算します。  

• 入力要素の 1 つが線、中央線または平面の場合、PC-DMIS はその要素へ

の 3 次元距離法線を計算します。  
• 要素の両方が線、中央線または平面の場合は、2 番目の要素がデイタム向

けに使用されます。  
• 入力要素のいずれも線、中央線または平面ではない場合、PC-DMIS は 2

つの要素間の 短距離を計算します。(モードが 3 次元に設定されている

ように確認してください)。  
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[ 短]チェックボックス  

 

[ 短]チェックボックスを表示する距離次元  

[ 短] チェックボックスは、選択されると、2 本の線の間の真の 短距離を計算します。このチ

ェックボックスは、 [距離型] エリアから 3 次元 を選択し、次元向けの入力要素が 2 本の線のと

きに、選択に使用可能となります。  

デフォルトでは、4.3 バージョンおよびそれ以降で作成された次元に取り組んでいると仮定し、

PC-DMIS は上記のコンディションに会った際、チェックボックスを自動的に選択します。しか

し、4.3 より前のバージョンで作成された距離次元の [距離] ダイアログボックスにアクセスする

場合は、チェックボックスはデフォルトでは選択されません。  

• [ 短] チェックボックスを 選択する場合は 、PC-DMIS は 2 本の線の間の距離を、1
番目の線のポイントと 2 本目の線のポイントとの間の 小距離として計算します。  

• このチェックボックスを選択しない場合は、 PC-DMIS は 4.3 バージョン以前のよう

に作動し、1 番目の線の重心と 2 番目の線の間の 短距離に戻ります。  

距離次元の関係  

ダイアログボックスの [関係] エリアを使うと、2 つの要素間で測定される距離が軸に垂直か平行

か、あるいは選択された要素に垂直か平行かのいずれかになります:  

 [要素に]チェックボックス  

[要素に] チェックボックスを選択すると、 方向 エリアの [に垂直] または [に平行] オプションが

選択に利用可能となります。これらのオプションは PC-DMIS に、1 番目に選択された要素およ

び特定の要素に平行または垂直な 2 番目の要素の間の距離を計算するよう指示します。  

一覧から 2 つの要素 しか選択されない場合は、PC-DMIS は要素 1 および要素 2、
平行または垂直な要素 2 の間の距離を測定します。  

一覧から 3 つの要素 が選択される場合は、PC-DMIS は要素 1 および要素 2、要

素 3 に平行または垂直の間の距離を測定します。  
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関係を確立するために使用される要素は線要素である必要があります。  

[X 軸に]チェックボックス  

1 番目に選択された要素から 2 番目に選択された要素、X 軸に 垂直 または 平行 までの間の距離

を測定する場合は [軸に] チェックボックスを選択します。  

[Y 軸に] チェックボックス  

1 番目に選択された要素から 2 番目に選択された要素、Y 軸に 垂直 または 水平 までの距離を測

定する場合は、 [Y 軸] チェックボックス を選択します。  

[Z 軸に] チェックボックス  

1 番目に選択された要素から 2 番目に選択された要素、Z 軸に 垂直 または 平行 までの距離を測

定する場合は、 [Z 軸に] チェックボックスを選択します。  

距離次元向けの方向  

 

2 つの要素間の距離を測定するときは、これらの方向オプションを用いて、距離がいかに測定さ

れるかを決定するオプションがあります。  

• 2 番目または別に選択された要素に平行または垂直な 1 番目に選択さ

れた要素間の距離を測定します。  
• 1 番目に選択された要素と特定の軸に平行または垂直な 2 番目に選択

された要素間の距離を測定します。  

[に垂直] および [に平行] オプションを使うと、要素の方向を決定できます。  

に垂直  

2 つの要素間の距離が、2 番目の要素に垂直または特定の軸に垂直な場合、 [に垂直] オプション

を選択します。  

に平行  

2 つの要素間の距離が、2 番目の要素に平行または特定の軸に平行の場合、 [に平行] オプション

を選択します。  
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円のオプション  

 

[円のオプション] エリアを用いて、 [半径の追加] および [半径を引く] オプションを使用して、

測定される合計距離から測定された要素の半径を追加するか引くかを PC-DMIS に指示します。

追加または引かれた量は、通常距離を計算する同じベクトルに沿っています。一度に 1 つのオプ

ションしか利用できません。  

 

[半径なし] オプションを使用しても、要素の半径を測定された距離に適用しません。  

角度のディメンショニング  

 

[角度]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 角度 を選択してつの選択された要素間の角度を計算します。

( [要素に] オプションが選択されているようにしておいてください)。1 つのしか選択されない場
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合は、角度は現在の作業平面の (デフォルトの軸は X) の 大軸および 2 番目の要素の間で計算さ

れます。PC-DMIS がレポートする角度が正確な四分円 (180.0 ではなく、0.0 を希望) ではない場

合は、 編集ウインドウに正しい公称値の角度を入力するだけで解決します。PC-DMIS は四分円

を公称値の角度と合致するよう自動的に変換します。  

線の方向は測定される角度を決定します。  

 

角度の次元は特定された要素の 間 の角度を計算し、角度が公差内であるかどうかを検査します。

角度の次元の公差バンドは、ラジアン内または度内にあり、角度を形成します。  

 

測定された値は角度 (青) です。角度公差バンドは、別の角度 (黒) です。  

重要な変更: 4.3 バージョンの PC-DMIS は、角度の次元の測定方法を向上させました。3.7 バー

ジョンまたはそれ以前バージョンから現在のバージョンにパーツプログラムをロードする場合

は、PC-DMIS はメッセージを表示し、角度の次元が計算された方法が変更され、プログラム内

の角度の次元のすべてが更新されたことを伝えます。  

2 つの要素間の角度をディメンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 角度 を選択します。 [角度] ダイアログボ

ックスが表示されます。  
2. 要素の一覧 ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
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4. [マイナス] ボックスにマイナスの公差の値を入力します。  
5. [2 次元] または [3 次元] オプションのいづれかを選択して、角度の種類を

特定します。  
6. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] 、  または [いづれでもない] オプションを選択します。  
7. [要素に] 、 [X 軸に] 、 [Y 軸に] または [Z 軸に] オプションのいづれかを

選択して、角度を定義する関係を決定します。  
8. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを選択して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが選択された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
9. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
10. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = 2D_ANGLE,FROM feat_1,TO feat_2,  
or  
dimension_name = 3D_ANGLE,FROM feat_1,TO feat_2  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
A  5.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

角度次元向けの公差  

[公差] エリアを使うと、プラスおよびマイナス方向に沿ってプラスおよびマイナス公差を入力で

きます。  

プラスの公差  

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上のプロファイルは、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定のままであり

えます。  

PC-DMIS は、負上位公差 (または正レンジ内のマイナス公差) も可能にします。これを実行する

には、 [プラス] ボックスの値の前のマイナスのサインに入力します。  

マイナス公差  

[マイナス] ボックスを使うと、マイナス方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値ま

たは理論上のプロファイル未満を測定するプロファイルは、特定される公差レンジ内に収まって

いる限り、有効なプロファイルとなりえます。  
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PC-DMIS は正下位公差 (または負レンジの正公差) を可能にします。これを実行するには、 [マ
イナス] ボックスの値の前にマイナス サインを入力します。  

中間の角度向けの公称値  

 

角度次元向けの公称値は必ずしも CAD のデータまたは測定されたデータに基づいているわけで

はありません。大抵それらをハードコピープリントアウトから得ます。 [公称値] ボックスを使

用して、プリントアウトから公称角度値を入力できます。  

角度の種類  

[角度の種類]エリアは、角度が 2 次元あるいは 3 次元であるかどうかを決定します。  

2 次元角度型  

 

[2 次元] オプションは要素間の 2 次元の角度を計算します。  

 

3 次元角度型  

 

[3 次元] オプションは、要素間の 3 次元角度を計算します。1 つ要素しか選択されない場合は、

角度は現在の作業平面と選択された要素の間で計算されます。報告された角度の四分円を変換す

る際の指示は、" 角度の次元 "を参照してください。  

ディメンション間の角度の関係  

ダイアログボックスの [関係] エリアのチェックボックスを使うと、角度の次元が、2 つの要素間

の角度または 1 つの要素と特定の軸: X 軸、Y 軸および Z 軸の間を計算できるかどうか特定でき

ます。  

要素に  

2 つの要素間の角度を測定する場合は、 [要素に] チェックボックスを選択します。  

2 番目の要素はデイタム要素になります。  
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X 軸に  

要素と X 軸の間の角度を測定する場合は、 [X 軸に] チェックボックスを選択します 。  

Y 軸に  

要素および Y 軸の間の角度を測定する場合は、 [Y 軸に] チェックボックス を選択します。  

Z 軸に  

要素と Z 軸の間の角度を測定している場合は、 [Z 軸に] チェックボックスを選択します。  

同心度のディメンショニング  

 

[同心度]ダイアログボックス  

 

1 番目の要素として球が選
択される場合は、2 番目の
要素も球である必要があり
ます。次いで PC-DMIS 
は、2 つの要素間の同心度
を 3 次元的に計算します。  

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 同心度  を選択して、2 つの円

または円柱、円錐、球の同心度を計算します。入力される 2 番目の

要素は常にデイタム要素で、軸を表す線要素の場合があります。1
つの要素しか選択されない場合、現在の作業平面がデイタム要素と

なります。この次元型は片側とみなされ、シングルの正値公差が適

用されます。  

[同心度]オプションを用いて、要素をディメンションする方

法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 同心度 を選択します。 [同心度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. 要素の一覧 ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
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4. ユニット の項で、 インチ または ミリメートル のいづれかを選択します。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択します。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューする場合は、オプション

の [表示] チェックボックスを選択します。  
7. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを選択して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:   
 
dimension_name = CONCENTRICITY,FROM feat_1,TO feat_2  

または  

dimension_name = CONCENTRICITY,FROM feat_1,TO THE ORIGIN  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 2.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

同心の次元向けの公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラス方向に沿って公差の値を入力できます。従って、公称値また

は理論上の同心と異なる同心は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定のままで

ありえます。  
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同軸度のディメンショニング  

   

[同軸度]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 同軸度 を選択すると、円柱、円錐またはデイタム要素を用

いる線を計算します。入力される 2 番目の要素は常にデイタム要素で、円柱、円錐、線または円

である場合があります。1 つの要素しか選択されない場合は、 [作成] をクリックすると、PC-
DMIS は一覧ボックスをクリアし、メッセージを表示し、2 番目の要素が必要であると伝えます。  

この次元型は片側とみなされ、つまりシングルの正値が適用されることになります。  

[同軸度]オプションを用いて、要素をディメンションする方

法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 同軸度 を選択します。 [同軸度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [要素]一覧 ボックスからディメンションするために要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択しま

す。  
5. 次元情報をどこに出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 [両

方] または [いづれでもない] オプションを選択します。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューする場合は、オプション

の [表示] チェックボックスを選択します。  
7. チェックボックスの 1 つまたは両方を選択して、希望する分析オプショ

ンを選択します。 [グラフィカル] チェックボックスが選択された場合は、 
[マルチプライア] ボックスにマルチプライアの値を入力します。  
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8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を
クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = COAXIALITY,FROM feat_1,TO feat_2  
または  
dimension_name = COAXIALITY,FROM feat_1,TO THE ORIGIN  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 2.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

注記: 次元作成後は、ダイアログボックスは開いたままです。必要に応じて、 [編集] ボタンを今

回は使用して、次元を編集します。" デフォルトの次元情報を編集 "を参照してください。  

同軸度次元向けのプラス公差  

 

この [プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称

値または理論上の同軸度とは異なる同軸度は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な

測定のままでありえます。  

同軸度向けに投影された距離  

 

PC-DMIS を使うと参照距離を入力できます。このオプションは、同軸度計算で使用される要素

軸に沿ったポイントを特定するときに役立ちます。この距離がゼロのときは、使用される 2 つの

ポイントは要素の軸の終了点になります。この距離がゼロではないときは、使用される 2 つのポ

イントは軸の開始点および軸ベクトルに沿った開始点からの距離になります。  

投影された距離を増加すると、エラーを拡大します。距離を減少するとエラーを減少させます。

例えば、2 本のようじをテーブルに置くと想定し、同じ線を共有し、一端で相互に触れます。約

2 インチ離れたようじのもう一端では、中央線の間のエラーは、0.005 インチになるかもしれま

せん。次にそのようじが 20 インチの長さとすると、それらは一端で触れたままでエラーは 2 イ

ンチ離れた箇所で 0.005 インチになりますが、 初のエンドから 20 インチ離れた箇所では、よ

うじは 0.05 インチのエラーを有するかもしれません。  

[距離] ボックスに入力する値は要素の全長を反映します。  
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真円度のディメンショニング  

 

[真円度]ダイアログボックス  

 

1 つのヒット、プラス要素
の 小ヒット要求がその要
素の真円度を決定するため
に必要となります。追加の
ヒットがすべての要素の真
円度のより良好な表示を提
供します。  

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 真円度 を選択すると、円、球

の球形度または円錐の円錐度を定義します。この次元の種類は、片

側とみなされ、シングルの正値公差が適用されます。  

レガシー真円度の次元、 円柱度 の次元、および 位置 次元の RN 線向けに、要素のソリューショ

ンが使用され、次元を計算します。デフォルトではこれは 小二乗です。しかし、 小分離、

大内接、 小外接または固定半径リグレッション アルゴリズムを用いて、要素の解決を選択す

ることが可能です。  
一方、  
FCF 真円度および円柱度の次元は、Y14.5 標準で必要とされるチェビシェフ アルゴリズム ( 小

/ 大) を用いて計算されます。計算の変更のため、真円度および円柱度 FCF 次元は通常レガシ

ー値よりもやや小さい値を計算します。  

[真円度]オプションを用いて要素をディメンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 真円度 を選択します。 [真円度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [要素]一覧 ボックスからディメンションするために要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. ユニット の項で、 インチ または ミリメートル のいづれかを選択します。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
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6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 
[表示] チェックボックスを選択します。  

7. [テキスチュアル] チェックボックスまたは [グラフィカル] チェックボッ

クスに有標して希望する分析オプションを選択します。[グラフィカル]チ
ェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマル

チプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = CIRCULARITY,OF feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

真円度次元向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上の真円度と異なる真円度は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定のま

までありえます。  

円柱度のディメンショニング  

 

[円柱度]ダイアログボックス  
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メニューオプション、 挿入 | 次元 | 円柱 を選択して、円柱の円柱度を決定します。この次元型

は片側とみなされ、シングル正値の公差が適用されます。  

レガシー 真円度 の次元、円柱度の次元、および 位置 の自演の RN 線向けに、要素ソリューショ

ンが使用され、次元を計算します。これはデフォルトでは 小二乗となります。しかし、 小分

離、 大内接、 小外接または固定半径リグレッション アルゴリズムをも用いて要素を解決す

ることを選択できます。  
 
一方、FCF 真円度および円柱度の次元は、Y14.5 標準で必要とされるチェビシェフ アルゴリズ

ム ( 小/ 大) を用いて計算されます。計算の変更のため、真円度および円柱度 FCF 次元は通常

レガシー値よりもやや小さい値を計算します。  

 [円柱度]オプションを用いて、要素をディメンションする

方法  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 円柱度 を選択します。 [円柱度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [要素の一覧] ボックスからディメンションする要素を選択します。円柱要

素しか選択できません。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. ユニット の項で、 インチ または ミリメートル のいづれかを選択します。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 

[表示] チェックボックスを選択します。  
7. [テキスチュアル] チェックボックスまたは [グラフィカル] チェックボッ

クスに有標して希望する分析オプションを選択します。[グラフィカル]チ
ェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマル

チプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = CYLINDRICITY,OF feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  
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円柱度次元向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上の円柱度とは異なる円柱度は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定の

ままでありえます。  

真直度のディメンショニング  

 

[真直度]ダイアログボックス  

 

3 つの 小ヒットが、線の
真直度を決定するのに必要
となります。  

オプション、 挿入 | 次元 | 真直度 を選択し、線の真直度を計算し

ます。この次元型は片側とみなされ、シングルの正値公差が適用さ

れます。  

[真直度]オプションを用いて、要素をディメンションする方

法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 真直度 を選択します。 [真直度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [要素]一覧 ボックスからディメンションするために要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. ユニット の項で、 インチ または ミリメートル のいづれかを選択します。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 

[表示] チェックボックスを選択します。  
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7. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して、希望する分析オプションを選択します。[グラフィカル]
チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = STRAIGHTNESS,OF feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

真直度次元向けのプラス公差  

 

この [プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称

値または理論上の真直度とは異なる真直度は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な

測定のままでありえます。  

平面度のディメンショニング  

 

[平面度]ダイアログボックス  

 

平面の平面度を決定するに
は 小 4 つのヒットが必要
です。  

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 平面度 を選択して、平面の平

面度を決定します。この次元型は片側とみなされ、シングルの正値

公差が適用されます。  
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[平面度]オプションを用いて、要素をディメンションする方

法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 平面度 を選択します。 [平面度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. 要素の一覧 ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. ユニット の項で、 インチ または ミリメートル のいづれかを選択します。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 

[表示] チェックボックスを選択します。  
7. [テキスチュアル] チェックボックスまたは [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが有標された場合、 [マルチプライア] ボックスにマル

チプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = FLATNESS,OF feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

平面度向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上の平面度とは異なる平面度は、特定の公差レンジ内に収まっている限りは、有効な測定

のままでありえます。  
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垂直度のディメンショニング  

 

[垂直度]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 垂直度  を選択し、2 つの要素間の垂直度を測定します。2 番

目の要素は常にデイタム要素です。1 つの要素しか選択されない場合は、現在の作業平面はデイ

タム要素となります。この次元型は片側とみなされ、シングルの正値公差が適用されます。  

[垂直度]オプションを用いて要素をディメンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 垂直度 を選択します。 [垂直度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [要素]一覧 ボックスからディメンションするために要素を選択します。  
3. 要素およびデイタム向けに適切な [マテリアルのコンディション] オプシ

ョンを選択します。  
4. デイタム要素を希望する場合は、 [デイタムを使用] チェックボックスを

選択し、 [要素の一覧] ボックスで別の要素を選択します。  
5. 要素およびデイタム向けに適切な [マテリアルのコンディション] オプシ

ョンを選択します。  
6. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
7. [距離] ボックスに投影された距離を入力します。  
8. ユニット の項で、 インチ または ミリメートル のいづれかを選択します。  
9. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
10. グラフィック編集ウインドウで次元情報をビューする場合は、 オプショ

ンの [表示] チェックボックスを選択します。  
11. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
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チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
12. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
13. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = PERPENDICULARITY,OF feat_1,TO feat_2  

または  

dimension_name = PERPENDICULARITY,OF feat_1,TOworkplane  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

垂直度次元向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って、公差値を入力できます。従って、公称値ま

たは理論上の垂直度とは異なる垂直度は、特定の公差レンジ内に収まってる限り、有効な測定の

ままでありえます。  

垂直度次元向けに投影された距離  

 

PC-DMIS を使うと、 [距離] ボックスに参照の距離を入力できます。このオプションは要素がデ

イタム要素に垂直である必要があるだけでなく、デイタムから離れた特定の距離を計算される必

要もあるときに役立ちます。  
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平行度のディメンショニング  

 

[平行度]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 平行度 を選択して、 2 つの要素間の平行度を測定します。2
番目の要素常にデイタム要素です。1 つの要素しか選択されない場合は、現在の作業平面はデイ

タム要素になります。この次元型は片側とみなされ、シングルの正値公差が適用されます。  

平行性を用いて次元を実行する方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 平行性 を選択します。 [平行性] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. 要素の一覧 ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. デイタム要素が希望される場合、 [デイタムを使用] チェックボックスを

選択します。  
4. デイタム要素を希望する場合は、 [要素の一覧] ボックスの別の要素を選

択します。  
5. 要素およびデイタム向けに適切な [マテリアルのコンディション] オプシ

ョンを選択します。  
6. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
7. [距離] ボックスに投影の距離を入力します。  
8. [ユニット] エリアの [インチ] または [ミリメートル] オプションのいづれ

かを選択します。  
9. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
10. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューする場合は、オプション

の [表示] チェックボックスを選択します。  
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11. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが有標された場合、 [マルチプライア] ボックスにマル

チプライアの値を入力します。  
12. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
13. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = PARALLELISM,OF feat_1, TOG1 ,TO feat_2, TOG1  

   

または  

dimension_name = PARALLELISM,OF feat_1, TOG1 ,TOworkplane  

AX  NOM  +TOL  -TOL  BON  MEAS  MAX  DEV  OUT-TOL  
DF  

D1  

M  

1.0000  

0.0000  

0.0000  

0.01000.0100 

0.01000.0100 

0.01000.0100 

0.01000.0100 

0.01000.0100 

0.01000.0100 

0.0000  

0.0000  

0.0000  

1.0000 

0.0000 

0.0000 

 

 

0.0000 

0.0000  

0.0000  

0.0000  

0.0000  

0.0000  

0.0000  

TOG1 = MMC / RFS / LMC  

 

軸の説明  

DF は要素の直径/幅です。これは LMC または MMC コンディションを設定すると表示されます。  

D1 は 1 番目のデイタムの直径/幅です。これはデイタム要素を設定すると表示されます。  

M は測定された値です。これは常に表示されます。  

平行度次元向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上の平行度とは異なる平行度は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定の

ままでありえます。  
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平行度次元向けに投影された距離  

 

PC-DMIS を使うと、 [距離] ボックスに参照距離を入力できます。PC-DMIS はこの値を円柱、

円錐および平行度次元を計算するための線要素とともに使用します。  

これらの要素向けに、平行度計算に使用されるポイントは、軸の終了点および要素の軸に沿って

この終了点から投影されるポイントになります。  

これらの 2 つのポイント間の距離は参照された距離です。その他の要素向けに、この距離は次元

に何ら影響を与えません。このオプションは、次元が要素に沿った特定の距離で計算される必要

がある場合に役立ちます。  

平行度の距離の投影の理解  

通常、平行度次元は、デイタム線のベクトルをとり、ディメンションされた要素の終了点を検査

して、  ここで示されているような  公差内にあるかどうかを見ます。  

   

   

A - 公差幅 (ま
たは円柱)  

B - 測定された

要素で位置づ

けされたデイ

タム ベクトル 

C - デイタム線 

 

しかし、線の端の右を必ずしも測定できない場合がときどきあります。従って、特定の距離で線

を延長する必要があります。  

極端なデビエーションは通常線の端にあるので、線の実際の長さよりも長い距離に線を延長する

場合は、通常より大きいデビエーションを得ます。負参照長さを用いて、線の反対の方向に延長

することもできます。  
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延長された線は以下のようになります:  

A - 参照の長さ  

B - 延長されたポイン

ト、線の長さよりも大き

い参照の長さから  

C - 線の終了点、または

線の長さと同じ参照の長

さ  

D - 線の開始点、または 
0.0 参照の長さ  

 

[距離] ボックスを使用して、円柱の軸を検査するために参照の長さを特定することもできます。  

すべてまたは円形ランアウトのディメンショニング  

    

[すべてまたは円形ランアウト]ダイアログボックス  

The Insert | Dimension | Runout and Total Run menu options determine the runout of the first 
feature with respect to the second feature (i.e., the second feature becomes the datum feature). If 
only one feature is selected, the origin and the work plane become the datum feature. In this case, 
PC-DMIS uses the position from the origin and the direction from the workplane for the datum. 
The text in the Edit window for the datum feature will read "THE ORIGIN".  

• 円形ランアウトは、円、円錐、円柱および球向けに機能します。  
• すべてのランアウトは、円柱、円錐および平面に機能します。  

この次元型は片側とみなされ、つまりシングルの正値が適用されることになります。  
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ランアウトを理解  

ランアウトのディメニッシングは通常カム軸操作で使用されます。カム軸は中心線を中心にして

回転するよう設計されています。カム軸を構成する離れた円柱はすべて同じ中心線上にあるので、

中心線が平行なだけでなく円柱も同軸 (または同心) であるようにする必要があります。  

 

カム軸の例  

さらに、円柱の面が円形で真っ直ぐ (それ自体の軸だけでなく、離れたデイタム軸と比べた場合

に真っ直ぐ) であるようにする必要があります。  

ランアウトと平行性の主な違いは、ランアウトは円柱の 軸 だけでなく円柱の 面 上のポイントも

検査することです。ランアウトは円柱の真直度とも異なります。その理由は、ランアウトは円柱

の面と、それ自体だけでなくデイタムの軸とを比較するからです。ランアウト次元はこれらのコ

ンディションを検査します。  

ランアウトがいかに測定されるか  

ランアウトを測定する典型的な、非 CMM の方法は、円柱の面の小さいダイヤル インジケータを

円柱の面上に置き、インジケータをゼロ設定し、円柱を回転する方法です。このインジケータは

円柱が回転すると円に沿って違いを測定します。  

 

ダイヤル インジケータを用いるランアウト  

原則的に CMM も同様に作動します。しかし、円柱を回転する代わりに、CMM のプローブは円

柱を中心に回転し、ヒットの有限数をとります。  

ランアウト向けの公差は以下のようになります:  
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ランアウト公差バンドの例 (点線)  

公差バンドは以下のプロパティを有します:  

• 幅、プラス公差のサイズを有します。  
• デイタム ベクトル (他の線または円柱の軸) と平行。  
• 円柱の軸から特定の半径で固定。  

ランアウトの 2 つの種類: 円形またはすべて  

ランアウトには 2 つの種類があります:  

• 円形ランアウトは、円柱を中心にして、1 つの円だけ—ヒットの 1 行—を

測定します。  
• すべてのランアウトは、ヒットのマルチプルの行を有する円柱のすべての

面の上下のマルチプルの円を測定します。  

すべてのランアウトに CMM を使用するのはいささか制限があるのは明らかです、その理由は、

円柱を中心にヒットの 100 行をおそらく取らず、またすべてのランアウトの決定にはヒットがわ

ずか 3 行では十分ではないからです。  

それでも、PC-DMIS は円形およびすべてのランアウトをディメンションする性能を提供するの

で、円柱の行を十分に測定したかどうかを決定することができます。  

円柱のエンドを検査するためにランアウトを使用  

PC-DMIS を使うと標準で特定されるランアウトの別の場合のために検査することもできます。

ランアウトのこの種類向けの公差は、デイタムに垂直な固定された方向にあります。  

 

円柱のエンドの同じランアウト  
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[ランアウト]オプションを用いて要素をディメンションする

方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | すべてのランアウト または 円形ランアウ

ト を選択します。 [すべての ランアウト] または [円形ランアウト] ダイア

ログボックスが表示されます。  
2. 要素の一覧 ボックスからディメンションする要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択しま

す。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 

[表示] チェックボックスを選択します。  
7. [テキスチュアル] チェックボックスまたは [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = RUNOUT,OF feat_1,TO feat_2  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

ランアウト次元向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上のランアウトとは異なるランアウトは、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効

な測定のままでありえます。  
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面および線のプロファイルのディメンショニング  

 

[面のプロファイル]ダイアログボックス  

 

[線のプロファイル]ダイアログボックス  

 

プロファイルの [面] オプションは、面または曲線要素の 3 次元プロファイル エラーを計算しま

す( 挿入 | 次元 | プロファイル | 面 を選択).   

プロファイルの [線]  メニューオプションは曲線の 2 次元的プロファイルエラーを計算します 
( 挿入 | 次元 | プロファイル | 線 を選択).   

注記: プロファイルの次元は、PC-DMIS 3.0 およびそれ以前のバージョンから変更されました。

現在はプロファイル スキャンにいかなる種類の要素を使用することが可能です。  

 

 [面のプロファイル]オプションを用いて要素をディメンシ

ョンする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | プロファイル | 面 を選択します。 [面のプ

ロファイル] ダイアログボックスが表示されます。  
2. [要素の一覧] ボックスからディメンションする要素を選択します。デイタ

ム要素が選択される場合は、平面である必要があります。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. [マイナス] ボックスにマイナスの公差の値を入力します。  
5. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択しま

す。  
6. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
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7. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューする場合は、オプション

の [表示] チェックボックスを選択します。  
8. ダイアログボックスの [オプションのコントロール] エリアの 形のみ また

は 形および位置 のいづれかを選択します。  
9. I 形のみ を選択した場合は、 [ 適化を使用] チェックボックスを選択しま

す。これによって、次元は内部 適化アラインメントを使用し、要素向け

の 適化を検出するまで形を回転または解釈することが可能となります。  
10. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを有標して希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
11. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] を

クリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式

を選択します。  

• [形と位置] オプションを以前に選択した場合は、 [デフォルトの次元情報を編集] ダ
イアログボックスの [次元情報形式] エリアから [ 大 小] チェックボックスを選択

するようにしてください。  
• [形のみ] オプションを以前に選択した場合は、 [デフォルトの次元情報を編集] ダイ

アログボックスの [次元情報形式] エリアから [測定された] チェックボックスを選択

するようにしてください。  

12. [作成] ボタンをクリックします。  

次元が以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  
 
dimension_name = PROFILE,OF feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-
TOL  

M  5.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000  0.0000 0.0000 0.0000  0.0000  

プロファイルの等高線図の表示  

PC-DMIS を使うと、パッチスキャンまたは UV スキャンを使用し、それらからプロファイル次

元を作成するときにグラフィック表示ウインドウの CAD モデルの面に色づけされた面の等高線

図を表示することが可能となります。  

次の操作を行います:  

1. 立体の CAD モデルをインポートします。  
2. [ビューの設定] ダイアログボックス  にアクセスします。  
3. ビューの 1 つのための [立体] チェックボックスをクリックし、次いでダ

イアログボックスを閉じます。  
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4. PC-DMIS を面のモードに置きます。   
5. パッチまたは UV スキャンを作成します ("パッチ高度スキャンの実行" ま

たは " パーツのスキャン " 項 の"UV 高度スキャンの実行" を参照してくだ

さい)。  
6. メニューオプション、 挿入 | コマンドのレポート | 分析 を選択します。 

[分析] ダイアログボックスが表示されます。  
7. [ビューのウインドウ] をクリックして、次いで オプション | 次元のオプ

ション を選択します。 [次元分析オプション] ダイアログボックスが表示

されます。  
8. [等高線図の表示] オプションを選択し、PC-DMIS のメイン画面に戻るま

で [OK] をクリックします。  
9. [面のプロファイル] ダイアログボックスにアクセスします。  
10. [要素の一覧] ボックスからパッチまたは UV スキャンを選択します。  
11. [分析] エリアから [グラフィカル] チェックボックスを選択します。  
12. その他の希望する変更を [面のプロファイル] ダイアログボックスにしま

す。  
13. [作成] をクリックして、次元を作成します。  

PC-DMIS が色づけされた等高線図を、スキャンがあったモデルの面上に置くのがわかります。  

[線のプロファイル]オプションを用いて 2 次元要素をディメ

ンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | プロファイル | 線 を選択します。 [線
のプロファイル] ダイアログボックスが表示されます。  

2. [要素の一覧] ボックスから、ディメンションする要素を選択します。

任意の 2 次元要素を選択できます。デイタム要素が選択される場合は、

平面である必要があります。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. [マイナス] ボックスにマイナスの公差の値を入力します。  
5. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択し

ます。  
6. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 

[両方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
7. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューする場合は、オプシ

ョンの [表示] チェックボックスを選択します。  
8. ダイアログボックスの [オプションのコントロール] エリアの 形のみ 

または 形および位置 のいづれかを選択します。  
9. [形のみ] オプションを選択した場合は、 [ 適化を使用] チェックボッ

クスを選択します。これによって次元は内部 適化アラインメントを
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使用し、要素向けの 適化を検出するまで形を回転または解釈するこ

とが可能となります。  
10. [ 適化を使用] チェックボックスを選択した場合、希望する作業平面

を選択肢、回転および解釈を可能にします。作業平面を用いることで、

アラインメントを 2 次元アラインメントとして制限します。  
11. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボ

ックスを有標して希望する分析オプションを選択します。 [グラフィ

カル] チェックボックスが有標された場合は、 [マルチプライア] ボッ

クスにマルチプライアの値を入力します。  
12. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] 

をクリックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情

報形式を選択します。  

• [形と位置] オプションを以前に選択した場合は、 [次元情報を編集] ダイアログ

ボックスの [次元情報形式] エリアから [ 大 小] チェックボックスを選択する

ようにしてください。  
• [形のみ] オプションを以前に選択した場合は、 [次元情報を編集] ダイアログボ

ックスの [次元情報形式] エリアから [測定された] チェックボックスを選択する

ようにしてください。  

13. [作成] ボタンをクリックします。  

次元が以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  
 
dimension_name = PROFILE,OF feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS  MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
M  5.0000  0.0100  0.0100  5.0000  0.0000 0.0000 0.0000 0.0000  

プロファイルの等高線図の表示  

PC-DMIS を使うと、線または曲線要素向けのグラフィック表示ウインドウ内の CAD モデルの面

に置かれる等高線図を表示することが可能となります。  

面のプロファイル向けの" プロファイル等高線図の表示 "に一覧化されている説明書に従います。

次いで入力要素を適切な線または曲線要素 (またはスキャン) と入れ替えます。  

面のプロファイルの次元向けの公差  

 

この次元型は、片側すなわちシングル正値の公差が適用される、または両側すなわち上位および

下位の公差の値が適用される、のいずれかとみなされます。  
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1. [形のみ] オプションが選択された場合は、プラスの公差しか適用できませ

ん。  
2. [形および位置] が選択された場合は、プロファイルの次元は片側または両

側になりえます。  

プラスの公差  

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上のプロファイルは、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定のままであり

えます。  

PC-DMIS は、負上位公差 (または正レンジ内のマイナス公差) も可能にします。これを実行する

には、 [プラス] ボックスの値の前のマイナスのサインに入力します。  

マイナス公差  

[マイナス] ボックスを使うと、マイナス方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値ま

たは理論上のプロファイル未満を測定するプロファイルは、特定される公差レンジ内に収まって

いる限り、有効なプロファイルとなりえます。  

PC-DMIS は正下位公差 (または負レンジの正公差) を可能にします。これを実行するには、 [マ
イナス] ボックスの値の前にマイナス サインを入力します。  

線のプロファイルの次元向けの公差  

 

この次元型は、片側すなわちシングル正値の公差が適用される、または両側すなわち上位および

下位の公差の値が適用される、のいずれかとみなされます。  

• [形のみ] オプションが選択された場合は、プラスの公差しか適用できませ

ん。  
• [形および位置] が選択された場合は、プロファイルの次元は片側または両

側になりえます。  

プラスの公差  

 

[プラス公差] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値

または理論上の測定以上を測定する測定は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測

定のままでありえます。  
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マイナス公差  

 

[マイナス公差] ボックスを使うと、マイナス方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称

値または理論上の測定未満を測定する測定は、特定される公差レンジ内に収まっている限り、有

効な測定となりえます。  

面のプロファイルの次元向けのコントロールオプション  

このエリアのオプションはプロファイルが同じ形または公称値としての形と位置と適合するかど

うかを決定します。  

形のみ  

 

プロファイルをダイメンショニングするときに [形のみ] オプションを選択すると、特定のプロ

ファイルが公称値と同じ形と合致するかどうかだけを決定するように PC-DMIS に指示すること

が可能です。このオプションはプロファイルの位置が許容可能な公差外にあるかどうかは無視し

ます。  

[形のみ] 次元では、生成された次元の測定された値に留意してください。  

 

形および位置  

 

[形および位置] オプションを用いて、プロファイルをダイメンショニングすると、特定のプロフ

ァイルが公称値と同じ形および位置かどうかを決定することが可能となります。これは、プロフ

ァイルの位置も許容可能な公差内にある必要があるので [形のみ] オプションとは異なります。  

[形および位置] 次元では、生成された次元の 大 / 小値に留意してください。  

線プロファイル次元向けのコントロール オプション  

このエリアのオプションはプロファイルが同じ形または公称値としての形と位置と適合するかど

うかを決定します。  

形のみ  
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プロファイルをダイメンショニングするときに [形のみ] オプションを選択すると、特定のプロ

ファイルが公称値と同じ形と合致するかどうかだけを決定するように PC-DMIS に指示すること

が可能です。このオプションはプロファイルの位置が許容可能な公差外にあるかどうかは無視し

ます。  

[形のみ] 次元では、生成された次元の測定された値に留意してください。  

 

形および位置  

 

[形および位置] オプションを用いて、プロファイルをダイメンショニングすると、特定のプロフ

ァイルが公称値と同じ形および位置かどうかを決定することが可能となります。これは、プロフ

ァイルの位置も許容可能な公差内にある必要があるので [形のみ] オプションとは異なります。  

[形および位置] 次元では、生成された次元の 大 / 小値に留意してください。  

面プロファイル次元向けの 適化オプション  

 

注記: このエリアは、 [コントロール オプション] エリア か
ら [形のみ] オプションを選択する場合にしかダイアログボ

ックス上には表示されません。  

[ 適化オプション] エリアを使うと、利用可能な方法の 1 つを用いて次元要素上で内部の 適化

アラインメントを作成することが可能になります。  

• 適合なし - アラインメントが作成されません。  
• 初二乗 - この適合は、デビエーションが 小化されるポジションを

見出します。この方法で、 [形のみ] オプションは、曲線が公称値の形

状に近いことを検査している間に、要素の位置を無視することが可能

となります。  
• ベクトル -  この適合は、平均二乗エラーを 小化する前に、入力要素

のエラーを理論上のベクトル上にスナップします。  
• 小/ 大 - この適合は、入力要素のすべての 大 エラーを 小化し

ます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の測定  *  1049 

• 適化 - この適合を使うと、測定されたデータを、データが適合する

まで公差ドメイン内でシフトし回転させることが可能となります。他

の適合型向けに 0.0 から変更が通常許されていないより低い公差値を

特定することもできます。  

" アラインメントの作成および使用 " 項の 適化アラインメントの作成 "を参照してください。  

線プロファイル次元向けの 適化オプション  

 

注記: このエリアは、 [コントロール オプション] エリアか

ら [形のみ] オプションを選択する場合にしかこのダイアロ

グボックスを表示しません。  

[ 適化オプション] エリアを使うと、利用可能な方法の 1 つを用いて次元要素上で内部の 適化

アラインメントを作成することが可能になります。  

• 適合なし - アラインメントが作成されません。  
• 初二乗 - この適合は、デビエーションが 小化されるポジションを見出

します。この方法で、 [形のみ] オプションは、曲線が公称値の形状に近

いことを検査している間に、要素の位置を無視することが可能となります。  
• ベクトル -  この適合は、平均二乗エラーを 小化する前に、入力要素の

エラーを理論上のベクトル上にスナップします。  
• 小/ 大 - この適合は、入力要素のすべての 大 エラーを 小化します。  
• 適化 - この適合を使うと、測定されたデータを、データが適合するまで

公差ドメイン内でシフトし回転させることが可能となります。他の適合型

向けに 0.0 から変更が通常許されていないより低い公差値を特定すること

もできます。  

作業平面  

線プロファイル次元を用いるとき、PC-DMIS は、個々のヒットのデビエーションを 小化する

ために選択された作業平面内で、全方向に回転および解釈する内部 2 次元アラインメントを作

成します。曲線の 2 次元投影とは異なる作業平面を選択すると、不正確な計算に終わります。  

" アラインメントの作成および使用 " 項の 適化アラインメントの作成 "を参照してください。  
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傾斜度のディメンショニング  

 

[傾斜度]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 傾斜度  を選択して、平面または線の傾斜度エラーをデイタ

ムの平面および線向けに計算します。(1 つの要素しか選択されないまたは入力されない場合は、

PC-DMIS は現在の作業平面をデイタムとして使用します)。  

垂直および平行と同様に、傾斜度の次元を使うと、90 度 (垂直) または 0 度 (平行) ではない角度

を特定することが可能となります。例えば、45 度の角度を特定する場合は、PC-DMIS は 45 度

で公差バンドを作成し、ヒットがその公差バンド内にあるか検査します。  

 

測定された値は角度 (青) です。傾斜度公差バンドは、出会わない 2 本の平行

線または 2 つの平面 (黒) です。  
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[傾斜度]オプションを用いて、傾斜度エラーを計算する方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 傾斜度 を選択します。 [傾斜度] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [角度] ボックスのデイタムから公称値の角度を入力します。  
3. 平面/線、要素およびデイタムを選択または入力します。  
4. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
5. [距離] ボックスに投影の距離を入力します。  
6. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択します。  
7. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 [両

方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
8. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューするには、オプションの 

[表示] チェックボックスを選択します。  
9. ダイアログボックスの [オプションのコントロール] エリアの 形のみ また

は 形および位置 のいづれかを選択します。  
10. [テキスチュアル] チェックボックス または [グラフィカル] チェックボッ

クスを選択して、希望する分析オプションを選択します。 [グラフィカル] 
チェックボックスが選択された場合は、 [マルチプライア] ボックスにマ

ルチプライアの値を入力します。  
11. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] をク

リックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式を

選択します。  
12. [作成] ボタンをクリックします。  

次元が以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます :  

dimension_name = ANGULARITY FROM feat_1 TO feat_2 EXTENDLENGTH=n 
ANG=n UNITS=MM/IN  

GRAPCH=ON/OFF TEXT=ON/OFF MULT=n 
OUTPUT=NONE/BOTH/STATS/REPORT  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS MAX  MIN  DEV  OUT-
T
O
L

M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 

feat_2: 線または平面。  

次いで PC-DMIS は傾斜度エラーを計算し、現在の次元ウインドウに表示します。  
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参照角度  

 

[角度] ボックスを使うと、デイタム要素から公称値角度を入力できます。これは 2 つの要素間の

角度です。次いで PC-DMIS は、角度から 1 つの要素のデビエーションを計算します。  

[理論上の角度を見つける] ボタンをクリックすることで、選択された要素の理論上の値から使用

する必要のある公称値角度を計算します。この機能によって、編集ウインドウに行って角度を調

べる必要がありません。  

傾斜度次元向けのプラス公差  

 

[プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値また

は理論上の傾斜度のエラーは、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測定のままであ

りえます。  

傾斜度次元向けに投影された距離  

 

PC-DMIS を使うと、参照距離を投影できます。このオプションは傾斜度次元を測定するために

線要素を用いて使用されます。  

これらの要素向けに、傾斜度計算に使用されるポイントは、軸の終了点および要素の軸に沿って

この終了点から投影されるポイントになります。  

これらの 2 つのポイント間の距離は参照された距離です。その他の要素向けに、この距離は次

元に何ら影響を与えません。このオプションは、次元が要素に沿った特定の距離で計算される必

要がある場合に役立ちます。  
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対称性のディメンショニング  

   

[対称性]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 対称性 を選択し、デイタム要素を用いる、またはデイタム

要素を用いる 2 つの対立線を用いる一連のポイントの対称性を計算します。  

• 1 番目の要素が セット の場合、入力される 2 番目の要素はデイタム要素

で、平面または線のいずれかである必要があります。  
• 1 番目の要素が 線 の場合、2 番目の要素も線である必要があり、入力され

る 3 番目の要素はデイタム要素です。この場合、3 番目の要素は平面また

は線である必要があります。この次元型は片側とみなされ、シングルの正

値公差が適用されます。  
• 3 番目の要素が 平面 の場合、対称性アルゴリズムがデイタムを表す平面

上に線を見出そうと試みます。正確な線を見つけるには、それを作業平面

を用いた選択された平面に公差 (クロス) します。従って、正確な作業平

面を使用する必要があります F。  

幾何学的ディメンショニングおよび公差基準に応じて、以下のグラフは対象性次元がいかに解釈

され表示されるのかを示します。  
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PC-DMIS がいかに対象性次元を解釈するかを示すグラフ  

 

 

先のグラフの説明  

1 - デイタ

ム要素 A の

中央平面  

2 - ポイン

ト測定の順

序  

3 - 0.8 幅の

公差ゾーン 

4 - 別のポ

イントを用

いて対立す

るエレメン

ト  

5 - 派生し

たメジアン

ポイント  
サイズおよび RFS の制限内では、スロットに対立するエレメントのすべてのメジアン

ポイントは、0.8 離れた 2 つの平行平面、デイタム平面 A を中心に等しく配置された 2
つの平面、の間にある必要があります。特定公差いよびデイタム参照は RFC 基準しか

適用することができません。  

 

   

対称性が定義される方法のため、PC-DMIS は対称性次元に使用されうる要素を制限します。ポ

イントは、それらの間の中点を見出すためにデイタムを中心に等しく配置されている必要がある

ため、ポイントの変更を用いる要素セット、または同じポイント数を用いる 2 つの対立線のいず

れかを選択する必要があります。  
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[対象性]オプションを用いて要素をディメンションする方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | 対象性 を選択します。 [対称性] ダイアロ

グボックスが表示されます。  
2. [要素]一覧 ボックスからディメンションするために要素を選択します。  
3. [プラス] ボックスにプラスの公差の値を入力します。  
4. [ユニット] エリアで インチ または ミリメートル のいずれかを選択します。  
5. 次元情報をどこに出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 [両

方] または [いづれでもない] オプションを選択します。  
6. グラフィック表示ウインドウで次元情報をビューする場合は、オプション

の [表示] チェックボックスを選択します。  
7. チェックボックスの 1 つまたは両方を選択して、希望する [分析] オプシ

ョンを選択します。 [グラフィカル] チェックボックスが選択された場合

は、 [マルチプライア] ボックスにマルチプライアの値を入力します。  
8. 必要に応じて、 [次元情報] エリアの 表示 ボックスを選択し、 [編集] をク

リックして、グラフィック表示ウインドウに表示させたい次元情報形式を

選択します。  
9. [作成] ボタンをクリックします。  

次元は以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = SYMMETRY,FROM feat_1 TO feat_2  

または  

dimension_name = SYMMETRY,FROM feat_1 AND feat 2 TO feat 3  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS MAX  MIN  DEV  OUT-
T
O
L

M  0.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 2.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 

注記: 次元作成後は、ダイアログボックスは開いたままです。

必要に応じて、 [編集] ボタンを今回は使用して、次元を編

集します。" デフォルトの次元情報を編集 "を参照してくだ

さい。  
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対称性向けのプラス公差  

 

この [プラス] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称

値または理論上の対称性とは異なる対称性は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な

測定のままでありえます。  

キーボード入力を介するディメンショニング  

 

[次元入力]ダイアログボックス  

 

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 入力 を選択すると、CMM で測定されてないキーボードデー

タ (例、キャリパーで測定される時限の追加) を介してキャプチャーおよび"入力"することが可

能となります。統計的分析向けにデータを収集するときにも役立ちます。  

[キーイン]オプションを用いて次元を追加する方法:  

1. サブメニューから 挿入 | 次元 | キーイン を選択します。 [次元のキーイン] 
ダイアログボックスが表示されます。  

2. [ID =] ボックスに次元向けの ID 番号を入力します。  
3. [公称値] ボックスに公称値を入力します。  
4. [実績] ボックス に実績値を入力します。  
5. 次元情報をどこから出力するのか選択します。 [統計] 、 [レポート] 、 [両

方] または [いづれでもない] オプションを選択する。  
6. [作成] ボタンをクリックします。  

次いで次元が以下の情報とともに編集ウインドウに表示されます:  

dimension_name = KEYIN,feat_1  

AX  NOM  +TOL  -TOL  MEAS MAX  MIN  DEV  OUT-TOL 
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M  5.0000  0.01000.0100 0.01000.0100 5.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000  

公称値  

 

[公称値] ボックスを使うと、要素向けに公称値 (または理論上完璧な) 測定に入力できます。  

実際  

 

[実際] ボックスを使うと、要素向けに実際の測定を入力することが可能となります。  

次元を作成するキーボードの公差  

新たに作成された次元のプラスおよびマイナス方向に沿って公差を入力できます。  

プラスの公差  

 

[プラス公差] ボックスを使うと、プラスの方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称値

または理論上の測定以上を測定する測定は、特定の公差レンジ内に収まっている限り、有効な測

定のままでありえます。  

マイナス公差  

 

[マイナス公差] ボックスを使うと、マイナス方向に沿って公差値を入力できます。従って、公称

値または理論上の測定未満を測定する測定は、特定される公差レンジ内に収まっている限り、有

効な測定となりえます。  

変数のディメンショニング  
保存された値を含む変数から次元の作成を希望する式および変数を用いる場合があります。これ

を行うためによく知られている方法は、 初にジェネリック要素を作成し、使用を希望する変数

式を用いるジェネリック要素領域に投入します。次にジェネリック要素の次元を作成する方法で

す。  
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ジェネリック要素に関する詳細は、" ジェネリック要素の作成 " 項 を参照してください。変数

に関する情報は、" 式および変数の使用 " 項 を参照してください。  

さらに詳しく:  

変数のディメンショニングの例  

 

変数の例のダイメンショニング  

変数があり、それらを用いて位置次元の作成を希望したと想定します:  

            ASSIGN/V_THEOX = 10  

            ASSIGN/V_THEOY = 5  

            ASSIGN/V_THEOZ = 1  

            ASSIGN/V_MEASX = 10.008  

            ASSIGN/V_MEASY = 5.035  

            ASSIGN/V_MEASZ = 0.997  

注記: わかりやすくするため、この例では変数に一定値を提

供しています。現実では、変数はユーザーの入力または他

の外部ソースに基づいて変化する動的値となる場合が多い

です。  

これらの変数をダイメンショニングする方法:  

1. メニューオプション、  挿入 | 機能 | ジェネリック を選択して、ジェネリ

ック要素を作成します。 [ジェネリック要素] ダイアログボックスが表示

されます。  
2. [ポイント] オプションを選択します。  
3. [測定された値] オプションを選択し、X、Y および Z ボックスにゼロ値を

入力し、次いで [公称値] を選択し、同様の実行をします。  
4. [OK] をクリックします。PC-DMIS が、空のジェネリック要素 (通常、

初のジェネリック要素の場合は[F1]とラベルされる) を編集ウインドウに

挿入します。  
5. 編集ウインドウをコマンドモードに置くと、次のような記述が表示されま

す:  

F1         =GENERIC/POINT,DEPENDENT,RECT ,$  
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            NOM/XYZ,0,0,0,$  
            MEAS/XYZ,0,0,0,$  
NOM/IJK,0,0,1,$  
            MEAS/IJK,0,0,1  

6. 線 NOM/XYZ に負であるので、 初の 3 つのゼロ領域に、[ V_THEOX , 
V_THEOY ]および[ V_THEOZ ]をそれぞれ入力します。これらが公称値

の変数となります。  
7. 同様の過程を [MEAS/XYZ] 線上で実行します。例外点は [V_MEASX] 、 

[V_MEASY] および [VMEASZ] をその線の 3 つのゼロ領域に入力する点

です。コマンドは以下のようになる必要があります:  

F1         =GENERIC/POINT,DEPENDENT,RECT,$  
            NOM/XYZ,V_THEOX,V_THEOY,V_THEOZ,$  
            MEAS/XYZ,V_MEASX,V_MEASY,V_MEASZ,$  
            NOM/IJK,0,0,1,$  
            MEAS/IJK,0,0,1  

8. [F3] を押して、ジェネリック要素をマークします。  
9. この要素を用いて、位置の次元を作成します。02 のプラスおよびマイナ

ス公差を与えます。  
10. パーツプログラムを実行します。  

レポートに以下のような次元を得る必要があります:  
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2 つの間の中間の真の位置のディメンショニング  

 

2 つの間の中間の真の位置  

メニューオプション、 挿入 | 次元 | 2 つの間の中間の真の位置 を選択し、2 つの間の中間の真の

位置のデビエーションおよび 2 つの特定された真の位置の次元からのデビエーション角度を計

算します。この次元は、穴型上の真の位置の次元のセットがあり、真の位置のデビエーションお

よび型の個々の穴が離れた真の位置のコールアウトでディメンショニングされた別の穴と関連す

る 1 つの穴のデビエーションの報告を希望するとき、役立ちます。  

注記: [ANSI]または[ISO] 基準には、2 つの間の中間の真の

位置は含まれません。これは PC-DMIS に特有です。  

この次元の作成方法:  

1. [2 つの間の中間の真の位置] メニューオプションにアクセスします。 [2 つの間の中間の

真の位置] ダイアログボックスが表示されます。  
2. [真の位置の次元] 一覧から 2 次元を選択します。この一覧にはレガシーおよび要素コン

トロール フレーム (FCF) 真の位置の次元が含まれています。合成 FCF 真の位置または

2 つのシングルセグメントを用いる FCF 真の位置を選択する場合は、PC-DMIS は初期

の次元を使用して、2 つの間の中間の真の位置をするために初期の次元しか使用しませ

ん。  
3. [ID=] ボックスに入力して、次元向けのラベルの ID を入力します。.  
4. [公差] ボックスに次元向けの公差値を入力します。  
5. [ユニット] 一覧から、使用する測定ユニットを選択します。  
6. [作成] をクリックします。  

編集ウインドウに以下の情報とともに次元が表示されます:  
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dimension_name =TRUE POSITION IN BETWEEN dim_1 AND dim_2, 
UNITS=IN/MM  

AX    NOMINAL       MEAS       +TOL       -
TOL      BONUS        DEV     DEVANG     OUTTOL  

TP     0.0000     0.0000     0.0100                           0.0000  -172.4842     0.0000 #-
------  

[DEV]は 2 つの間の中間の次元のデビエーションです。[DEVANG]は 2 つの間の中間の角度のデ

ビエーションです。  

 





Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の制御フレームの使用  *  1063 

要素の制御フレームの使

用 
フィーチャーコントロールフレームの使用: イントロ

ダクション  
PC-DMIS では、重要な寸法情報を、フィーチャーコントロールフレーム (FCFs) の形式で、パー

ツプログラム内に挿入することができます。 FCFs は、特別の長方形の箱で、その中に標準 
GD&T 記号と情報が表示されています。 FCF を編集ウィンドウ内に挿入すると、PC-DMIS はま

た、グラフィックス表示ウィンドウ内に、実際のフレームを描きます。  

 

フィーチャーコントロールフレームのサンプル (FCF1 を参照して下さい)  

FCF コマンドを挿入するには、 挿入 | 寸法 サブメニューにアクセスし、 レガシー寸法使用  メ
ニュー項目が 選択されていない ことを確認し、それから、適切な寸法を選択して下さい。 PC-
DMIS は、その寸法用の GD&T ダイアログ ボックスを表示します。FCF の作成後、PC-DMIS は、

パーツプログラム内に寸法情報と共に、それを挿入します。  

注記: FCFs では、お手持ちのパーツの寸法を測定する新しい方法を使用することができます。 
以前の 寸法測定機能でのオプションもすべて、依然、 FCFs と共に使用できます ( GD&T ダイア

ログ ボックスにある 上級 タブを参照して下さい)。 しかし、旧式の方法で寸法測定を行いたい

場合には、単に レガシー寸法使用 メニュー項目を選択すると、PC-DMIS が、旧式の方法で寸法

を挿入します。 レガシー寸法に関する情報については、「 フィーチャーの寸法測定 」 の項 を
参照して下さい。  
 
また、 位置 、 距離 、 角度 、及び、 キーボード入力 寸法が、ASME 標準と ISO 標準に含まれ

ていないので、たとえ、 レガシー寸法使用 を選択解除した場合でも、それらは 常に レガシー寸

法を用いて作成されます。  
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この 項 には、以下の項目についての記述があります:  

• フィーチャーコントロールフレームとは?  
• フィーチャーコントロールフレーム寸法の使用規則  
• フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成  
• 基準面の定義  
• GD&T ダイアログ ボックス  
• フィーチャーコントロールフレームのコマンド ブロック  
• フィーチャーコントロールフレームの三面体  
• 同時評価を行うフィーチャーコントロールフレーム  
• フィーチャーコントロールフレームの報告表  

PC-DMIS と ASME Y14.5M-1994  

PC-DMIS GD&T は、ASME (ANSI) Y14.5M-1994 に従っています。 この標準で使用されている

数学的処理については、「ASME Y14.5.1M-1994 寸法、及び、公差原則の数学的定義｣に記述が

あります。 この標準は、ISO 1101 に類似のものです。 主な違いは、Y14.5 が、候補となる基準

面参照フレームの発見に適した正規位置基準面を必要とすることで、その基準面参照フレームは、

みなされるフィーチャーの偏差を 小化します。 PC-DMIS では、ユーザーが、 基準面に適合 
チェック ボックスを用いて、この作動を停止することができます。 それに加え、レジストリ設

定 UseISOCalculations を、 PC-DMIS 設定エディタ のオプションの項で見つけることができま

すが、、これを 1 に設定すると、 大偏差の 2 倍に当たる輪郭をレポートすることが可能です。  

いくつかの計算上の違い  

位置 寸法の RN 直線や、レガシー 真円度 寸法のような、真円度に関するレガシー寸法は、 小

二乗法の解決策を用いて算定されます。 他方、バージョン 4.2 とそれ以降での、真円度に関する

FCF 寸法（真円度、及び、円筒度）は、Y14.5 標準によって要求される、チェビシェフ アルゴ

リズム（ 小/ 大）を使用して算定されます。 算出方法の変化により、真円度、及び、円筒度

FCF 寸法は、一般に、そのレガシーの数値より、わずかに小さい値が算定されます。  

フィーチャーコントロールフレームとは?  

 

フィーチャーコントロールフレームのサンプル  

フィーチャーコントロールフレーム (FCF) は、一つ以上のフィーチャーの特定の寸法情報を表示

する、長方形のグラフィックス画像です。 通常これは、特定の寸法タイプの公差仕様を定義す

るために、青写真や CAD ファイル上に表示されます。 「ASME Y14.5 – 1994 幾何図形 寸法、

及び、公差」には、フィーチャーコントロールフレーム (FCFs)の適切な使用についての記述が

あります。  
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FCF で複数のフィーチャーが選択された場合、PC-DMIS は、FCF の内部に、組み立てセットを

作成します。 このセットは、入力フィーチャーを用いてパターン フィーチャーを作成し、主要

寸法線がパターン フィーチャーに適用され、第二寸法線が個々のフィーチャーに適用されます。 
上記のフィーチャーコントロールフレームの例では、そのパターンの位置付け公差が 0.01 以内

ですが、個別のフィーチャーの位置付け公差は 0.005 以内です。 これらの適用方法に関する、

より詳しい説明については ASME Y14.5 – 1994 幾何図形の寸法 、及び、公差 を参照して下さ

い。  

PC-DMIS での、FCF の構成要素  

PC-DMIS の FCF には、GD&T 標準によって定義されているとおり、4 つの異なる行があります:  

 

• サイズ公差 – 上部の行には、フィーチャーの数、X、直径記

号、サイズ名目値、プラス公差、及び、マイナス公差がありま

す。  
• 主要寸法 – 第二行目 (長方形格子内の 初の横列) は、すべて

のフィールドを使用しない場合でも、常に存在する必要があり

ます。 この行で表示されているのは、主要寸法記号、直径記号、

メインの公差値、フィーチャー素材状況、投影公差域、投影公

差域素材状況、主要基準面、主要基準面の素材状況、第二基準

面、第二基準面の素材状況、第三基準面、及び、第三基準面の

素材状況です。  基準面、素材状況、及び、投影公差域は必要

とされない、あるいは、入手不可能なことがよくあります。  
• 第二寸法 - 第三行目 (長方形格子内の第二列)には、正規位置と

輪郭タイプ用にのみ存在し、すべてのフィールドが存在する必

要はありません。 この行で表示されているのは、第二寸法記号、

直径記号、メインの公差値、フィーチャー素材状況、投影公差

域、投影公差域素材状況、主要基準面、主要基準面の素材状況、

第二基準面、第二基準面の素材状況、第三基準面、及び、第三

基準面の素材状況です。  
• 付記 – 第四行目は、テキスト フィールドであり、FCF に関す

る、さらなる内容説明や手順をタイプ入力することができます。 
デフォルト設定の場合、PC-DMIS は FCF の ID をこのフィール

ドに置き、これはグラフィックス表示ウィンドウ内での FCF の

識別に役立ちます。 ご希望の場合には、この注記のテキストを

異なるものに変えることが可能です。  
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フィーチャーコントロールフレーム寸法の使用規則  
PC-DMIS にある、GD&T / フィーチャーコントロールフレーム (FCF) ツールを適切に使用する

ために、以下の規則に従って下さい:  

• 良の結果を得るために、CAD データを使用して下さい。   

説明:  

技術的には、CAD なしでこれらのツールを使用することができます

が、それらが適切に機能するには、コマンドの追加編集が必要に

なるかもしれません。 基準面を使用する寸法は、正確な名目値 
(理論値) を必要とします。 CAD データからフィーチャーを作成

しない場合、、フィーチャーの名目値 (理論値) が正しいことを

確認するために、それらを編集しなければならないかもしれませ

ん。  

この規則はまた、レガシー寸法にも適用されます。  

• 主要基準面として、ベクトルを持つ 3D フィーチャーを使用して下さい。  

説明:  

FCF 寸法を作成の場合、2D フィーチャーはベクトル情報を持たな

いので、それを主要基準面として参照するべきではありません。  

4.1 とそれ以降では、円を主要基準面として使用する場合、作成さ

れた基準面参照フレーム配置は、その円に水平ではありません。 
PC-DMIS は、基準面参照フレーム (DRF) 配置原点 (X, Y)を位置

付けるためにのみ、その円を使用します。 この場合の DRF 配置

レベルは、その時点でのアクティブなパーツ配置から引き出され

ます。  

しかし、DRF 配置を主要基準面の円 (例えば、円は、サンプル点を

用いて測定された自動円)に水平にしたい場合、PC-DMIS 設定エ

ディタを用いて、 DatumLevelToCircle パラメータを 1 (デフォルト

設定の場合、これは 0 ) に設定することができます。  

これはまた、レガシー寸法にも適用されます。  

• 旧式のテキストレポートを、FCF 寸法と共に使用しないで下さい。  
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説明:  

このレポートは、レガシー寸法と共に用いる場合、よく機能します

が、FCF 寸法をこのレポート モードで用いると、あるデータの

損失につながります。  

レポートが適切に表示されることを確認するには:  

• お客様のレポートの空白スペースを右クリックして下さい。  
• オブジェクトの編集 を選択して下さい  
• レポート ダイアログ ボックスにある、 テキスト モード

測定寸法レポート使用 チェック ボックスのチェックを消

去して下さい。  
• 輪郭 FCF 寸法用には、 小/ 大レポートを使用して下さい。  

説明:  

測定値ではなく、輪郭寸法用の 小/ 大値を見ていることを確認し

て下さい。  

小/ 大 レポートを起動するには:  

1. パラメータ ダイアログ ボックスにアクセスするために、

F10 を押して下さい。  
2. 寸法 タブを選択し、それから、 小/ 大 チェック ボッ

クスを選択して下さい。  
2. 中心線に直角の偏差 機能用には、正確な名目 X,Y,Z,I,J,K データを使用し

て下さい。  

説明:  

中心線に直角の偏差 機能が適切に作動するには、名目データが必要

とされます。 CAD を使用中の場合には、これは自動的に行われ

ます。 そうでない場合には、必要な名目値を理論値フィールド

内にタイプ入力する必要があります。  

FCF 正規位置寸法は常に、 中心線に直角の偏差 機能を使用し、軸

は 悪に設定されています; この変更はできません。  

 

正規位置 FCF 寸法用の一般的規則:  
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1. 適切な適合が行われるために、特定される基準面すべてを選択して下さい。  

説明:  

基準面 1、基準面 2、及び、基準面 3 用に選択されたフィーチャー

は、それぞれ主要、第二、第三基準面を示し、 大 6 度の自由
度 ( 3 度の 位置変動  と、3 度の 回転 )までを強制するために使

用されます。  

1. 主要基準面は、主要基準面のフィーチャーが許容するのと

同じ、6 度までの自由度を強制します。  
2. 第二基準面は、第二基準面のフィーチャーが許容するのと

同じ、残りの自由度を強制します。  
3. 第三基準面は、残っている自由度が何度であれ、その残り

の自由度を強制します。  

したがって、基準面の優先順位は非常に重要です。  

以下の例を参考にして下さい:  

例 1: 基準面用に、主要平面、第二直線、そして、第三円を持つ、と

します (その直線と円が平面上にある、と推測)。 その平面は、X
と Y の周りでの回転と、Z での位置変動を強制します。 その直

線は Z の周りでの回転と、Y での位置変動を強制します。 その

円は、X での位置変動のみを強制します。  

例 2: 基準面用に、主要平面、第二円、そして、第三直線を持つ、と

します (再度、その円と直線が平面上にある、と推測)。 その平

面は、依然、X と Y の周りでの回転と、Z での位置変動を強制し

ます。 その円は、この例では、X と Y での位置変動のみを強制

します。 その直線は Z の周りでの回転のみを強制します。  

4. 基準面と寸法用に使用されているフィーチャーのコマンドが、正確な名目

値を含むことを確認して下さい。  

説明:  

これらのコマンドは、理論値フィールドに正確な名目値 
(X,Y,Z,I,J,K) を含んでいなければなりません。 適切な適合のた

めに、PC-DMIS は、これらのコマンドを参照して基準面の制限

と寸法測定結果を算出します。  
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5. 測定フィーチャー コマンドと、関連の TP 寸法が、同じパーツ配置から

出ていることを確認して下さい。  

説明:  

これによって、名目値が正確で、画図からの基本的寸法呼び出しと

同じであることを確かにします。 CAD 使用時、名目値は自動的

に算出されます。 CAD 不使用の場合、測定されたフィーチャー

のコマンドすべてを それらの正確な名目値を用いて編集する必

要があります。  

フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成  
以下の手順では、フィーチャーコントロールフレーム (FCF) 寸法の作成方法を表示します:  

1. 基準点フィーチャーとなるフィーチャーを作成して下さい。 これらは、

測定されたフィーチャー、自動フィーチャー、または、組み立てられたフ

ィーチャーでありえます。  
2. 挿入 | 寸法 | 基準点の定義 を選択して下さい。。 基準点の定義 ダイアロ

グ ボックスが表示されます。  
3. そのダイアログ ボックスを用いて、ご希望の基準点フィーチャーを選択

し、それらを基準点の文字と連結して下さい。 この方法に関する説明に

ついては、「 基準点を定義 」を参照して下さい。  
4. 基準点を定義し終えると、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  
5. 挿入 | 寸法 | レガシー寸法使用 メニュー オプションが、チェック マーク

を表示していないことを確認して下さい。 マークを表示している場合に

は、このチェック マークを消去するためのメニュー項目を選択して下さ

い。  
6. 挿入 | 寸法 サブメニューから適切な寸法を選択して下さい。 その寸法用

の GD&T ダイアログ ボックスが 表示されます。  
7. ダイアログ ボックス内で、 フィーチャーコントロールフレーム タブを選

択して下さい。  
8. このタブを用いて、寸法測定し、FCF を組み立てるためにフィーチャー

を選択して下さい。 このタブで利用可能なオプションに関する情報につ

いては、「 フィーチャーコントロールフレーム タブ 」を参照して下さい。  
9. 上級 タブを選択して下さい。  
10. 寸法情報表示方法を定義するために、適切なオプションをこのタブから選

択して下さい。 このタブで利用可能なオプションに関する情報について

は、「 上級タブ 」を参照して下さい。  
11. 作成 をクリックして下さい。 PC-DMIS が FCF コマンドをパーツプログ

ラム内に挿入し、FCF グラフィックス画像がグラフィックス表示ウィン
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ドウに表示されます。 そのグラフィックス画像は、透明の背景を持ちま

す。 必要に応じて、FCF をクリックし、新しい所在位置にドラッグする

ことができます。  

FCF 作成条件  

PC-DMIS が適切に FCF 寸法を作成するために、作成予定の寸法のタイプに適切な条件を満たす

必要があります。 必要に応じて、以下の表を参考にして下さい:  

寸法のタイプ  満たす条件  
形式寸法:  基準点なし。  

素材条件なし。  
突起領域なし。  

輪郭寸法:  基準点を持つか、または、持たない可能性あり。  
素材条件なし。  
突起領域なし。  

方向性寸法:  基準点必要。  
素材条件を持つ可能性あり。  
突起領域を持つ可能性あり。  

振れ寸法:  基準点必要。  
素材条件なし。  
突起領域なし。  

位置付け寸法:  基準点を持つ可能性あり。  
素材条件を持つ可能性あり。  
突起領域を持つ可能性あり。  

その他の位置寸法 (これらには、

対称偏心度、同軸性を含む):  
基準点必要。  
素材条件なし。  
突起領域なし。  

 

基準面の定義  
基準面は、理論的完璧な平面、点、または、軸参照フィーチャーです。 寸法測定は、基準面か

ら行われます。 GD&T 情報が表示される時に、基準面は、フィーチャーコントロールフレーム 
(FCFs) によって使用されます。 FCF で使用される基準面を定義するために、基準面になるフィ

ーチャーを 初に作成するべきです。 これらのフィーチャーは、自動フィーチャー、測定フィ

ーチャー、または 組み立てフィーチャーでありえます。 いったんフィーチャーを作成すると、

基準面定義 (DATDEF) コマンドを用いて、それらを基準面として用いて下さい。 各 DATDEF コ

マンドは、お客様のプログラム内のフィーチャーに付随した基準面文字 (例えば、基準面 A) に連

結しています。  

基準面定義の作成  

基準面を定義するには、 挿入 | 寸法 | 基準面の定義 を選択するか、 または、 GD&T ダイアログ 
ボックスの 基準面定義 ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS は、 基準面定義 ダイアログ ボ
ックスを表示します。  
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基準点定義 ダイアログ ボックス  

基準面文字 (上記の例では、「A」)は、次に利用可能な基準面文字をデフォルトとして入力しま

す。 PC-DMIS は、基準面を、「A」から「Z」でラベル付けし、それから「AA」から「ZZ」で

ラベル付けします。 この基準面文字の付随したフィーチャーを、簡単に フィーチャー一覧 から

選択し、 作成 をクリックして下さい。 その一覧からフィーチャーを選択する時には、常に 作成 
ボタンがアクティブになります。 定義が作成される場合、PC-DMIS は、編集ウィンドウ内に 
DATDEF コマンドを挿入します。 例えば、PLN1 を選択し、それを文字「A」を連結した場合、編

集ウィンドウ内のコマンドは以下のようになります:  

DATDEF/FEATURE=PLN1,DATUM=A  

基準点定義 ダイアログ ボックスでは、 基準面 ボックスが、次に利用可能な基準面文字に、自動

的に更新され、そして、選択されたフィーチャーが、丸かっこに囲まれた、関連の基準面文字を

伴い フィーチャー一覧 内に表示されます。 上記の PLN1 の例については、それが、ここで

PLN1(A)として一覧内に表示されます。  

追加の DATDEF コマンドを作成するには、フィーチャーの選択を続け 作成 をクリックして下さ

い。 デフォルト設定のアルファベットの連続文字を伴って、基準面を作成したくない場合には、 
基準面 ボックス内で、 作成 をクリックする前に、容易に文字変更を行うことができます。  

基準点定義 ダイアログ ボックスを用いて基準面すべてを作成した後、 GD&T ダイアログ ボック

スを用いて、フィーチャーコントロールフレーム (FCF) 寸法を作成し、定義された基準面フィー

チャーを、それらの寸法に割り当てることができます。  

FCF での複合基準面特定  

画図の切り出し表示が、フォーマット A-B (基準面が A、及び、B とラベル表示されている) を用

いて、複合基準面を表示します。 これは、特定の複数の基準面が、単一の基準面であるかのよ

うに、一緒に使用されるべきであることを指示しています。  

注記: 複合基準面は、正規位置 FCF 寸法か、または、輪郭 FCF 寸法と共に使用される場合にの

み、機能します。  

複合基準面を特定するには:  

1. 個々の基準面を作成して下さい。 この方法に関する説明については、「 基準点定義 」
を参照して下さい。  

2. 正規位置 FCF、または、輪郭 FCF を作るために、メニュー項目か、または、ツール バ
ー アイコンを選択して下さい。 GD&T ダイアログ ボックスが現れます。  
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3. フィーチャーコントロールフレーム エディタ エリアの <dat> フィールドにおいて、複

合基準面を特定して下さい。 ドロップダウン一覧は、個別の基準面しか表示しませんが、

ご希望の基準面の組み合わせを直接タイプ入力して下さい。 これを行うには、まず、

初の基準面 ID を選択、または、タイプ入力し、ダッシュをタイプ入力し、それから、組

み合わせの 後の基準面の ID をタイプ入力して下さい。 複合基準面が、基準面 A と B
を使用する場合、次のように表示されます:  

 

4. お客様の FCF 用のフィーチャー（複数可）を選択して下さい。  
5. FCF に必要な事項をすべて入力して下さい。  
6. 「作成」をクリックして下さい。  

GD&T ダイアログ ボックス  

 

GD&T ダイアログ ボックス  

GD&T ダイアログ ボックスを用いて、フィーチャーコントロールフレーム (FCF) 寸法を作成し、

それらをパーツプログラム内に挿入することができます。 挿入 | 寸法  サブメニューから、対応
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される FCF 寸法が選択され、そして、 レガシー寸法使用 メニュー項目が選択されていない時に

は、常に、このダイアログ ボックスが現れます。  

このダイアログ ボックスには、2 つのタブ、 フィーチャーコントロールフレーム 、及び、 上級 
があり、そのそれぞれが、FCF と、それに関連の寸法情報を組み立てるためのいくつかの制御を

持っています。  

GD&T ダイアログ ボックス - フィーチャーコントロールフ

レームのタブ  

 

GD&T ダイアログ ボックス - フィーチャーコントロールフレームのタブ  

フィーチャーコントロールフレーム タブは、construct a フィーチャーコントロールフレーム 
(FCF)の組み立てを援助します。 そこには、基準面フィーチャーを定義するツール、FCF 寸法で

使用するフィーチャーを選択するツール、FCF で使用される特定の記号、公差、基準面の定義エ

ディタ、及び、組み立てている FCF のその時点での状態を見るためのプレビューエリアがあり

ます。 このタブの各種項目に関する情報に関しては、下記のコントロール一覧を参照して下さ

い:  

ID – このボックスは、FCF の名称を表示します。 異なる名称にしたい場合、編

集することが可能です。  

フィーチャー – この一覧では、その特定の FCF タイプにとって利用可能なフ

ィーチャーが表示されます。  一部フィーチャーは、パーツプログラムに存
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在しても、フィーチャーコントロールフレームでの利用が不可能です。 例え

ば、平面フィーチャーは真円度には利用不可能です。 初のフィーチャーが

選択された後で、PC-DMIS は、この一覧を更新します。 これによって、

FCF 用にフィーチャーのパターンを作成する時に、これらのフィーチャーが

確実に適用できることになります。  

基準面 – 基準面エリアでは、DATDEF コマンドによって定義された基準面すべ

てを表示します。 それは、編集ウィンドウの、その時点でのカーソル位置よ

り上にある基準面フィーチャーのみを一覧に表示します。  

引き出し線 – この一覧は、 フィーチャー 一覧で選択されたものと同じフィー

チャーを表示します。 各フィーチャーには、それに関連したチェック ボッ

クスがついています。 チェック ボックスを選択すると、PC-DMIS は、グラ

フィックス表示ウィンドウで、FCF からそのフィーチャーへ引き出し線を描

きます。 デフォルト設定の場合、PC-DMIS は、初めに可能な引き出し線す

べてを表示しますが、それらを消去するためにチェック ボックスのチェック

を消すこともできます。  

フィーチャーコントロールフレーム エディタ – このエリアでは、FCF に変化を

適用できます。 マウスを用いてフィールドを選択するか、または、「タブ」

を押し、その後、「入力」を押すことによって、そのフィールドを編集モー

ドにすることが可能です。 そのフィールドが編集可能になると、利用可能な

オプションのドロップダウン一覧が表示されるか、あるいは、テキストをタ

イプ入力できるボックスが現れます。 フィールドの編集が終了した後、「入

力」と「タブ」を押すか、または、違うフィールドをクリックして、編集モ

ードを閉じて下さい。 「シフト」と「タブ」を押すと、以前のフィールドに

戻ります。  

フィールドが空の場合、識別のために周りに角カッコのついた、短い内容説明が

表示されます。 以下の内容説明が、これらのフィールドに対応しています:  

<MC> - 素材条件  

<D> - 直径  

<Dim> - 寸法タイプ、または、フィーチャーコントロールフレームのタイ

プ  

<PZ> - 投影領域  

<num> - フィーチャー数  
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<nom> - 名目フィーチャー サイズ  

<+tol> - プラス公差  

<-tol> - マイナス公差  

<tol> - 公差  

<dat> - 基準面  

<sym> - 寸法記号  

<add notes here> - 第一行上の注記フィールド  

<add optional design notes> - 終行上の随意のデザイン付記  

平面領域 - 正規位置 FCF があり、公差域が平面領域に設定されている場合、こ

のボタンは、このタブの フィーチャーコントロールフレーム エディタ エリ

アに表示されます。 このボタンを作動可能にするには、FCF エディタにある 
直径記号 を選択し、 from the FCF editor and set it to blank as ここに示した
とおり 、それを空白に設定して下さい :  

 

平面領域 ボタンが現れた後、 平面領域の方向 ダイアログ ボックスを開くため
に、それをクリックして下さい 。  
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平面領域の方向 ダイアログ ボックスを用いて、平面領域の方向ベクトルを 2 方

向のうちのひとつに特定することができます:  

• 軸 オプションを選択して下さい。 その後、 軸 一覧から、軸を選択して

下さい: X 、 Y 、または Z 。  
• ベクトル オプションを選択して下さい。 その後、 I 、 J 、及び、 K ボッ

クス内で、方向ベクトルをタイプ入力して下さい。  

基準面定義 – このボタンを押すと、 基準面定義 ダイアログ ボックスに簡単に

アクセスでき、そのダイアログ ボックスを用いて、その時点での FCF 寸法

用に、基準面を定義することができます。  

フィーチャーコントロールフレームのオプション – このエリアには、 複合 チ
ェック ボックスがあります。 このチェック ボックスは、主要寸法列と第二

寸法列が、二列に渡る単一の合併欄内で同一の記号を使用すべきか否か、を

コントロールします。 このチェック ボックスを選択の場合、記号は、以下

のように表示されます:  

 

チェック ボックスの選択を解除すると、記号が同一の意味を示す場合でも、主

要列と第二列が個々に割り当てられた記号を持ちます。  

 



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の制御フレームの使用  *  1077 

「ASME Y14.5 – 1994 幾何図形の寸法 、及び、公差」では、これらの状況の

解釈の違いが記述されています。  

フォーム限定 、または、 フォームと所在位置 オプションは、輪郭寸法用に、こ

のエリアで利用可能です:  

 

フォーム限定 - 特定の輪郭が、その名目値と一致するか否か、決定したい

場合にのみ、このオプションを選択して下さい。 このオプションは、

その輪郭の位置が公差許容範囲の外側にあるか否か、を無視します。 
フォーム限定寸法については、作成された寸法の測定値に注意を払って

下さい。 また、 上級 タブの 輪郭 エリアにある 適アルゴリズムを定

義して下さい。 「 上級タブ 」の項目を参照して下さい。  

フォームと所在位置 - 特定の輪郭が、その名目値と同じフォームと所在位

置を持つか否かを決めたい場合、このオプションを選択して下さい。 
輪郭の位置もまた、 プラス とマイナス 公差によって定義された、公差

許容範囲内になければなりませんので、これは フォーム限定 オプショ

ンと異なります。 フォームと所在位置 寸法については、作成された寸

法の 大 / 小値に注意を払って下さい。  

動作と手順 – このセクションでは、有効な FCF の製作の役に立つ、ヒントと指

導内容が表示されます。  

プレビュー – このセクションでは、その時点での設定を用いて、FCF のプレビ

ューを表示します。 フィーチャーコントロールフレーム エディタ セクショ

ンに表示される、「<dat>」のような、角カッコを持つフィールドなど、空

のフィールドや内容説明は、これには含まれません。  

フィーチャーコントロールフレーム エディタに関する付記  

フィーチャーコントロールフレームエディタ エリアでは、一部のアイコン フィールドが、対応

されていない場合、特定の寸法用に表示されないことに注意して下さい。 例えば、円形寸法の

場合、PC-DMIS は、公差フィールドを表示しますが、基準面や修飾子フィールドはいずれも表

示しません。  

フォーム寸法 (真円度, 円筒度, 平面性) - これらは基準面や修飾子に対応せず、し

たがって、これらのフィールドは表示されません。 「フォーム限定」がチェ

ックされている時、ある場合には、輪郭もこのカテゴリに入ります。 しかし、

輪郭寸法用の「フォームと所在位置」は、修飾子の表示を行います。  
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方向性寸法 (並列性、垂直度、角、ふれ、偏心度、同軸性) - これらは基準面と修

飾子を表示します。  

位置寸法 (正規位置、フォームと所在位置を持つ輪郭) - これらは基準面と修飾子

を表示します。  

その他の寸法 (距離、及び、間の角度) - これらは基準面を表示しません。 対称

は、フォーム寸法と非常に良く似ていますが、基準面を使用しません。  

また、以下の寸法のみ、エディタ内に複数の直線を持つことができます:  

• 正規位置  
• 並列性  
• 垂直度  

GD&T ダイアログ ボックス - 上級タブ  

 

G D&T ダイアログ ボックス - 上級タブ  

上級 タブを用いて、出力、及び、分析オプションを、フィーチャーコントロールフレーム 
(FCF) 寸法に設定することができます。 このタブに関する文書については、下記に述べられて

いるダイアログ ボックス項目の一覧を参照して下さい。 また、この機能の多くが、既にレガシ

ー寸法において存在しており、 フィーチャーの寸法測定 」 の項で詳しく 記述されていること

に注意して下さい。  
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出力エリア - レポート、及び、統計 一覧を用いると、フィーチャーコントロー

ルフレームの出力が、インスペクション レポートに印刷されるか、あるいは、

統計ソフトウェア (例えば、DataPage)、を用いて統計ファイルに印刷される

か、その両方か、または、どちらも行わないか、これらのいずれかを選ぶこ

とができます。  

• 統計 – 出力内容を統計ファイルに送付します。  
• レポート – 出力内容をインスペクション レポートに送付します。  
• 両方 – 出力内容をインスペクション レポートと統計ファイルの両方に送付しま

す。  
• どちらもなし – 出力内容どこにも送付しません。  

PC-DMIS が FCF コマンドを実行する時、お客様の選択次第で、出力内容はイン

スペクション レポート、統計ファイル、それらの両方、または、 そのどち

らもなし、のいずれかに送られます。  

注記: 統計 オプションか、または、 両方 オプションのいずれかが選択された場合、FCF が統計

ファイルに送付されるためには、先行する STATS/ON コマンドが、編集ウィンドウ内に 存在し
なければなりません 。  

単位 一覧を用いると、FCF が測定に使用すべき単位を決定することができます。 
以下のオプション間で、選択が可能です:  

• インチ = インチ  
• MM = ミリメートル  

PC-DMIS は、ダイアログ ボックスが開いている限り、寸法測定に選択された測

定単位を使用します。 デフォルト設定の場合、PC-DMIS は、その時点での

パーツプログラムで使用されているのと同じ測定単位を用います。  

分析エリア - このエリア は、FCF 用の寸法出力分析のフォーマットを設定しま

す。  

レポートのテキスト分析  - オン を選択すると、(または、正規位置 FCF 用

には 両方 )、PC-DMIS は、FCF で使用される個々の個別ヒットについ

て、以下を標準 インスペクション レポート と レポート ウィンドウ に
印刷します:  

• 測定された X、Y、及び、Z 値  
• 測定された I、J、及び、K 値  
• 各個別ヒットの偏差  
• ヒットが 大、または、 小偏差を持つ場合には、常にラインの

終端に「 大」、または、「 小」マーカー  
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レポートのグラフィックス分析 - この一覧 は、お客様のレポート内に、

FCF の出力内容を表示します。 それは、 綿密な検査に適切なフォーマ

ットを使用します。 オン を選択すると、(または、 両方 )、PC-DMIS
は、色付きの矢印を用いたグラフィックス フォーマットで、パーツ上

で使用された FCF 用の各個別ヒットの偏差をレポートに表示します。 
これらの矢印は、色と方向を用いて、偏差の相対的サイズとその方向を

表示します。  

CAD グラフィックス分析 - この一覧は、グラフィックス表示ウィンドウ内

でのグラフィックス分析を除くと、 レポートのグラフィックス分析 - 
一覧と同じように機能します。  

矢印マルチプライヤ - マルチプライヤ ボックスを用いると、 CAD グラフ

ィックス分析 モードにおいて、偏差矢印と公差域を拡大する測定係数

を設定することができます。 2.0 が数値として入力されると、PC-
DMIS は、矢印を、各フィーチャー ヒットの算出された偏差の二倍に拡

大します。 マルチプライヤ ボックスは、閲覧目的のみの使用であり、

テキスト プリントアウトには影響を及ぼしません。  

寸法情報エリア - このエリアでは、FCF 用の寸法情報テキスト ボックスを作成

することができます。 このダイアログを閉じると、寸法情報作成 チェック 
ボックスを選択すると、PC-DMIS は 編集 ボタンを作動可能にします。 編集 
ボタンをクリックして、ダイアログ ボックスを開き、それを用いて、寸法情

報コマンド (DIMINFO) 用のデフォルト オプションを設定することができま

す。 より詳しい説明については「 デフォルト寸法情報の編集 」を参照して

下さい。  

FCF 作成時に、ダイアログ ボックスが閉じ、 PC-DMIS は、編集ウィンドウ内

で FCF の後に DIMINFO コマンドを作成します。 この DIMINFO コマンドに

よって、グラフィックス表示ウィンドウ内で、 フィーチャーコントロールフ

レーム タブにある、フィーチャー一覧から選択されたフィーチャーの隣に、

すべての寸法情報が表示されます。 それはまた、その特定の FCF 用に編集

ウィンドウで使用された、同じ利用可能な寸法軸を表示します。  

DIMINFO ボックスと、それらの作成のルールに関する、より詳しい情報につい

ては「 レポートコマンドの挿入 」の項にある「 測定寸法情報ボックス挿

入 」   を参照して下さい 。  

正規位置エリア - このエリア は、正規位置 FCF の作成時にのみ利用可能になり

ます。 その他の FCF タイプについては、グレイで表示され選択不可能なま

まです。 それには以下の項目があります:  
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パーツ配置 - その時点でのパーツ配置に関連して、寸法情報を見る場合に

は、基準点の算出が行いにくいことがあります。 この一覧を用いて、

この情報の表示方法を決めることができます: 特定のパーツ配置に関連

して、または、基準点参照フレームに関連して表示。  

基準点に適合 - このチェック ボックスでは、FCF が 適計算を用いて、エ

ラー 小化のための基準点参照フレームの 適位置を見つけるか否か、

を決めることができます。  

名目値と軸 - この部分では、PC-DMIS がレポート内にどの軸を表示するか

コントロールし、名目値を手動でタイプ入力することによって、出力内

容をカスタマイズすることができます。  

フィーチャー一覧 - 「名目値と軸」欄の左にある一覧は、正規位置 
FCF で使用されるフィーチャーすべてを表示します。 この一覧

から、フィーチャー セット、または、フィーチャーを選択して下

さい。 その後、PC-DMIS は、そのフィーチャー用の可能な軸を

表示します。  

軸をレポート - この縦列には、各軸用のチェック ボックスがありま

す。 選択されたチェック ボックスは、その軸についての情報を 
se レポートに送ります。  

軸 - この縦列は、選択されたフィーチャーのための利用可能な軸を一

覧表示します。  

名目値 - この縦列には名目値があります。 それらをクリックして、

異なる数値をタイプ入力することによって、名目値を上書きする

ことができます。  

+公差 / -公差 - プラス公差とマイナス公差の縦列は、FCF で使用され

る各種の軸の公差をタイプ入力することができるフィールドです。 
PC-DMIS は、サイズに関連した軸に対してのみ、これらの公差値

を適用しますが、それは、位置をコントロールする軸が、FCF で

主な公差を使用するためです。  

フィーチャーの名目値更新 - この縦列を用いて、名目値に行った変更

が、そのフィーチャーに対してと同じように、FCF に対しても適

用されるべきか否か、を特定することができます。  

輪郭エリア - このエリアでは、輪郭寸法用に使用するための 適アルゴリズム 
を定義できます。 輪郭線、または、表面寸法を作成し、そして、「 フィー
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チャーコントロールフレーム タブ 」上の フォーム限定 オプションを選択し

た場合にのみ、これは作動可能になります。  

 

1. 適合なし - 作成されているパーツ配置はありません。  
2. 小二乗法 - この適合は、偏差が 小となる位置を見つけます。 これに

よって、 フォーム限定 オプションは、その曲線が名目的形に近いことを

チェックする一方で、フィーチャーの所在位置を無視することができます。  
3. ベクトル -  この適合は、平均二乗化エラーを 小化する前に、入力フィ

ーチャー内のエラーを、理論ベクトル上に瞬時移動させます。  

「装置ごとの平面性」エリア使用  

メニュー ロードマップの表示  

XactMeasure GD&T - 平面性寸法 ダイアログ ボックス には、 装置ごと チェック ボックスがあ

り、それを用いて、「装置ごとの平面性」エリアを特定することができます:  
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XactMeasure GD&T - 平面性寸法 ダイアログ ボックス  

 

「装置ごと」チェック ボックス  

装置ごと チェック ボックスを選択すると、PC-DMIS は、 フィーチャーコントロールフレーム 
エディタ エリアを変更し、装置エリア値に加えて公差値を入力することのできる、追加の行を

付け加えます:  

 

フィーチャーコントロールフレーム エディタ  

上級 タブには、 装置ごとのステップ サイズ ボックスを伴う フォーム分析 エリアがあり、表面

を横断する際のステップ サイズを特定することができます。 デフォルト設定の場合、PC-DMIS
は、値 10 を用います:  

 

「装置ごとのステップ サイズ」ボックス  

いったん必要に応じて情報を入力し、フィーチャーコントロールフレームを作成すると、PC-
DMIS はまた、フィーチャーコントロールフレームの装置ごとの平面性 エリアに適用します:  

 

完了した平面性 FCF の例  
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フィーチャーコントロールフレームのコマンド ブロ

ック  
以下は、編集ウィンドウのコマンド モードを用いて、フィーチャーコントロールフレーム (FCF) 
コマンド ブロックのサンプルのシンタックスを表示しています:  

FCF6 = TRUE POSITION OF CIR1,CIR2,CIR3,...  

            FEATCTRLFRAME/SHOWNOMS=YES,SHOWPARAMS=YES,SHOWEXPANDED=YES  

            CADGRAPH=BOTH  REPORTGRAPH=OFF  TEXT=BOTH  MULT=10.00  OUTPUT=BOTH  UNITS=IN  

            COMPOSITE=NO,FIT TO DATUMS=YES,OUTPUT ALIGNMENT=Datum Reference Frame  

               SIZE TOLERANCES/4,DIAMETER,0.375,0.01,0.01  

               PRIMARY DIMENSION/TRUE POSITION,DIAMETER,0.01,MMC,A,<MC>,B,MMC,C,<MC>  

               SECONDARY DIMENSION/TRUE 
POSITION,DIAMETER,0.005,MMC,<PZ>,<len>,A,<MC>,B,MMC,<dat>,<MC>  

               NOTE/FCF6  

            FEATURES/CIR1,CIR2,CIR3,CIR4,,  

               FEATURE SET  

                   X:NOM=-1  

                   Y:NOM=6.0235  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR1  

                   X:NOM=-1  

                   Y:NOM=5.07  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR2  

                   X:NOM=-2  

                   Y:NOM=6.008  

                   Z:NOM=0  
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                  <NEW>  

               CIR3  

                   X:NOM=-1  

                   Y:NOM=7.008  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR4  

                   X:NOM=0  

                   Y:NOM=6.008  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               DATUMS  

                  D2:NOM=1,+TOL=0.01,-TOL=0.01  

Feature Control Frame name = フィーチャーコントロールフレーム (FCF) のタ

イプ (寸法タイプ)、または、フィーチャー一覧。  

Feature List = フィーチャーの一覧。 3 つ以上のフィーチャーがある場合、一覧

において、行に収まるように、省略表示の印刷が行われます。 例えば、

FEAT1、FEAT2、FEAT3、等です。 ひとつ以上ある場合、それはパターン 
セットとして取り扱われ、すべてのフィーチャーが同一のフィーチャー タイ

プでなければなりません。  

SHOWNOMS = YES/NO. 「はい」に設定の場合、名目値を持つ FCF のタイプの、

名目値が表示されます。 これらには、正規位置、距離、間の角度、及び、角

が含まれます。  

SHOWPARAMS = YES/NO. 「はい」に設定の場合、以下のパラメータがテキス

トと共に表示されます:  CADGRAPH, REPORTGRAPH, TEXT, MULT, 
OUTPUT, UNITS, COMPOSITE, FIT TO DATUMS, OUTPUT ALIGNMENT。 
オフの場合、これらのオプションは表示されません。  

SHOWEXPANDED = YES/NO. 「はい」に設定の場合、フィーチャーコントロ

ールフレームは、角カッコ内に囲まれた内容説明を伴う、空のフィールドを

表示します。 オフの場合、空のフィールドは、空白として表示されます。  
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<MC> - 素材条件  

<D> - 直径  

<Dim> - 寸法タイプ、または、フィーチャーコントロールフレームのタイプ  

<PZ> - 投影領域  

<num> - フィーチャー数  

<nom> - 名目フィーチャー サイズ  

<+tol> - プラス公差  

<-tol> - マイナス公差  

<tol> - 公差  

<dat> - 基準面  

<sym> - 寸法記号  

<add notes here> - 注記フィールド – 第一行  

<add optional design notes> - 随意のデザイン付記 – 終行  

CADGRAPH = OFF/ON/BOTH/FORM – グラフィックス表示ウィンドウ内に、

モデルのグラフィックス分析を表示します。 統合フォーム オプションの使

用の是非次第で、正規位置寸法は、両方/フォームを含みますが、その他のす

べての寸法は、オフ/オンのみを表示します。  

REPORTGRAPH = OFF/ON/BOTH/FORM – レポートに、グラフィックス分析

を表示します。 統合フォーム オプションの使用の是非次第で、正規位置寸

法は、両方/フォームを含みますが、その他のすべての寸法は、オフ/オンの

みを表示します。  

TEXT = OFF/ON/BOTH/FORM – レポートに、テキスト分析を表示します。 統
合フォーム オプションの使用の是非次第で、正規位置寸法は、両方/フォー

ムを含みますが、その他のすべての寸法は、オフ/オンのみを表示します。  

MULT = メインの CAD グラフィックス画像において、グラフィックス分析に目

盛りとして表示される、正の数値。  
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OUTPUT = STATISTICS/REPORT/BOTH/NONE – これには、xstats11.tmp フ
ァイル内のフィーチャーコントロールフレーム計算、出力レポート、両方、

または、どちらもなし、を含んでいます。  

COMPOSITE = YES/NO. 「はい」に設定の場合、フィーチャーコントロールフ

レームは、主要、及び、第二寸法線を要素合成寸法として表示します。 これ

は、正規位置と輪郭寸法用にのみ利用可能です。  

FIT TO DATUMS = YES/NO. このオプションは、正規位置 FCF 用にのみ利用可

能です。 「はい」に設定の場合、基準面の移動を 小限にする 適の適合を

見つけるために、基準面の 適適合計算が行われます。  

OUTPUT ALIGNMENT = 基準面参照フレーム/現時点での配置。 このオプション

は、正規位置 FCF 用にのみ利用可能です。 基準面参照フレームが選択され

ると、X、Y、Z の位置付けが基準点参照フレームに相対して表示されます。 
現時点での配置が選択されると、X、Y、Z の位置付けがその時点でのパーツ

配置に相対して表示されます。  

UNITS = IN/MM. これは、FCF がその情報を表示するために使用する単位です。  

SIZE TOLERANCES = フィーチャーコントロールフレームの、第一行を表示し

ます。 一部の FCF タイプについては、この行は表示されません。 この行は、

選択されたフィーチャー数、直径の記号使用の是非、フィーチャー(複数可)
の名目サイズ、そして、名目値に適用されるサイズ公差を表示します  

PRIMARY DIMENSION or DIMENSION = 主要タイプの FCF を含む、FCF の可

能な第二行を表示します。 一部のフィールドは、いくつかの FCF タイプに

のみ有効であることに注意して下さい。 この行で表示されているのは、FCF
のタイプ、直径記号使用の是非、メインの公差値、メイン公差に適用される

投影公差域値、主要基準面、主要基準面の素材条件、第二基準面、第二基準

面の素材条件、第三基準面、及び、第三基準面の素材条件です。 特定の FCF
タイプについて第二の寸法が不可能な場合、この行は、単にタイトル

DIMENSION を使用します。  

SECONDARY DIMENSION = 主要タイプの FCF を含む、FCF の可能な第三行を

表示します。 多くの FCF タイプが、第二の寸法として何も 表示しません。 
それに加えて、一部のフィールドが、いくつかの FCF タイプにのみ有効であ

ることに注意して下さい。 この行で表示されているのは、FCF のタイプ、直

径記号使用の是非、メインの公差値、メイン公差に適用される投影公差域値、

主要基準面、主要基準面の素材条件、第二基準面、第二基準面の素材条件、

第三基準面、及び、第三基準面の素材条件です。 第二の寸法が有効な場合、
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第二寸法は、「ASME Y14.5 1994 寸法、及び、公差記入法」で実施されて

いる規則に従う必要があります。  

注記 = FCF の 終行を表示します。 それは、テキストの付記を表示します。 メ
インのグラフィックス画像で FCF の識別を容易にするために、このフィール

ドは、デフォルト設定として、FCF の ID を表示します。  

NOMINAL LINES:  これらのフィールドでは、FCF 内部の寸法の名目値を表示し

ます。 まず第一に、それは、複数のフィーチャーが選択された場合、その結

果となるパターン フィーチャー セットの名目位置を表示します。 第二に、

それは、個別のフィーチャーの名目位置を表示します。 後に、それは、名

目的サイズとサイズを持つ基準面の公差を表示します。 これらのグループの

それぞれにおいて、FCF 用の GD&T ダイアログ ボックスにある 上級 タブ上

での表示用に選択された名目値を一覧表示するので、表示される各軸を表示

オン、オフにすることができます。 編集ウィンドウ内で、その他の名目値の

表示をオンにするためには、利用可能であるが、その時点では表示されてい

ない軸を見るために、 <新規> ラインをトグルして下さい。  

               FEATURE SET  

                   X:NOM=-1  

                   Y:NOM=6.0235  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR1  

                   X:NOM=-1  

                   Y:NOM=5.07  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR2  

                   X:NOM=-2  

                   Y:NOM=6.008  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR3  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 要素の制御フレームの使用  *  1089 

                   X:NOM=-1  

                   Y:NOM=7.008  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               CIR4  

                   X:NOM=0  

                   Y:NOM=6.008  

                   Z:NOM=0  

                  <NEW>  

               DATUMS  

                  D2:NOM=1,+TOL=0.01,-TOL=0.01  

フィーチャーコントロールフレームの三面体  

編集ウィンドウ内で、FCF コマンドを選択し、そのコマンドが基準面参照フレームを使用する

場合、PC-DMIS は、青色と黄色の 三面体 を表示して、 FCF 用の参照フレームを示します。 こ
れは、パーツのその時点での配置を示すために使用される、赤色と緑色の三面体とは異なります。  

 

以下のスクリーン画像は、配置用の赤色と緑色の三面体と、FCF 用の青色と黄色の三面体を表示

しています:  

 

FCF 三面体 (上記) と、配置三面体 (下記) のスクリーン画像  
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同時評価を行うフィーチャーコントロールフレーム  
挿入 | 寸法 | 同時評価  メニュー項目を用いて、パーツプログラム内の同時評価コマンドを作成で

きます。 このコマンドは、複数の正規位置フィーチャーコントロールフレーム (FCFs)、または、

複数の輪郭 (線、または、表面) FCF を同時に評価します。  

例: パーツ上に、2 セットの穴があり、ひとつのセットの穴が、もうひとつのセットの穴とサイ

ズが異なるにもかかわらず、それらすべてが、同じひとつのセットに属するかのように、すべて

の正規位置を評価したい場合、 同時評価 コマンドを使用することが可能です。 まず第一に、穴

の各セットそれぞれのひとつずつ、2 つの別々の正規位置 FCF を作成して下さい。 それから、

両方の FCF を一緒に評価するために、 同時評価 コマンドを作成して下さい。  

同時評価 メニュー項目が、 同時評価 ダイアログ ボックスを表示します。  

 

同時評価ダイアログ ボックス  

右手の一覧は、同時評価コマンド用に利用可能な、すべてのフィーチャーコントロールフレーム 
(FCF) コマンドを表示します。 正規位置か、または、輪郭寸法用の FCF のみが一覧表示されま

す。 同時評価コマンドに含む予定の項目を、右手の一覧から選択して下さい。 項目が選択され

る時、 追加 ボタンがアクティブになります。 これらの項目を選んでいる時に、Ctrl キーを押さ

え続けることで、複数の項目を選択することが可能です。 ハイライト表示された図形要素をす

べて選択解除するには、 消去 ボタンをクリックして下さい。  

フィーチャーコントロールフレーム エリアの左手の一覧に、選択された項目を追加するには、 
追加 ボタンをクリックして下さい。 この 2 番目の一覧は、同時評価コマンドによって評価され

る FCF を定義します。  

左手の一覧に項目を追加した後、この一覧で項目を選択し、 削除 を押すことによって、この一

覧からそれらを除去することが可能です。 これによって、左手の一覧から項目が除去され、右

手の一覧内に再表示されます。 左手の一覧に、少なくとも 2 つの FCF を加えた後、 作成 ボタ

ンがアクティブになります。 作成 をクリックして、同時評価コマンドを作成し、それを編集ウ

ィンドウ内に挿入して下さい。 コマンド モードにおいて、そのコマンドは以下のようになりま

す:  
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SIMUL1     =SIMULTANEOUS/FCF2,FCF3,FCF4,,  

同時評価の規則:  

• 評価の対象となる FCF は、すべて同一の寸法タイプでなければなりません。 それらは

すべて、正規位置寸法であるか、または、すべて表面輪郭寸法か線輪郭寸法でなければ

なりません。 同時評価は、方向性寸法には機能しません。 異なるタイプの寸法の FCF 
を左手の一覧に加え、 作成 をクリックすると、PC-DMIS は、FCF がすべて同一のタイ

プであるべき、と告げるエラー メッセージを表示します。  
• 評価の対象となる FCF はすべて、同一の優先順位で同一の基準面を参照する、寸法を持

つ必要があります。 異なる基準面を用いる 2 つの正規位置 FCF を左手の一覧に加え、 
作成 をクリックすると、PC-DMIS は、FCF がすべて同一の優先順位で同一の基準面を

参照しなければならない、と告げるエラー メッセージを表示します。  
• 使用される基準面すべてが、同一の素材状況である必要があります。 同一の基準面を用

いていても、基準面上の素材状況に違いがある状態で、 作成 をクリックすると、PC-
DMIS は、同一の素材状況を使用しなければならない、と告げるエラー メッセージを表

示します。  

 

正規位置フィーチャーコントロールフレームのレポート  

  メニュー ロードマップの表示  

正規位置用のレポート形式における主な変更内容は、PC-DMIS の 4.0 とそれ以降のバージョン

では、レポート ウィンドウで以下の報告を行います:  

• セット全体の偏差だけではなく、セット内の各フィーチャーの偏差。 こ
れは、フィーチャーのパターンにおいて、どのフィーチャーが公差域外に

あるか、決める時に役に立ちます。  
• 基準面適合の結果として、基準面の移動後の位置 (基準面のサイズと共に)。  
• 適合アルゴリズムによる、X、Y、Z での基準面の移動合計と、U、V、W

での回転  

正規位置のフィーチャーコントロールフレーム (FCF)の報告時には、 多量の情報が入手可能です。 
混乱を避け、FCF の計算への影響を見るために、PC-DMIS は、この情報を 4 つの部分に分割し

ます。  

• サイズに関する情報。 これは、フィーチャーの位置付けとは別々に、評

価されます。  
• メイン フィーチャー、または、セットの、ボーナス公差に関する情報  
• 基準面の移動と回転を含む、基準面に関する情報  
• フィーチャー、または、セットの位置付けに関する情報  

追加の情報は、4.0 に先立つバージョンにおいてより、非常に役に立ちます。 例えば、基準面移

動情報は、以前は出力されませんでしたが、公差域外の正規位置寸法にとっては、大きく役立つ
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可能性があります。 近のバージョンでは、フィーチャー、または、基準面が誤った位置にあ

るか否かがわかります。  

「中心線に直角の偏差」機能の利用  

デフォルト設定の場合、FCF 正規位置ダイアログ ボックスでは、 中心線に直角の偏差 機能が背

景で作動可能になっており、これは、ASME Y14.5 標準においても同様です。  

中心線に直角の偏差 チェック ボックスは、FCF 正規位置ダイアログ ボックスに加えられていま

せんが(レガシー寸法の 正規位置 ダイアログ ボックスの場合のように)、FCF 正規位置が、(円筒

形、または、平面領域ではなく) 球状領域を特定することによって、依然このオプションの作動

を停止することが可能です。 この場合、偏差は、X、Y、Z 軸から算出されます。  

注記: FCF 正規位置を点か、または、球に適用する場合のみ、球状領域を選択することが可能で

きます。  

対称フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成  

メニュー ロードマップの表示  

対称フィーチャーコントロールフレーム (FCF) の寸法は、 レガシー対称寸法 を用いた場合より

も、より多様なフィーチャーと基準面の入力を受け入れるために、変更されています。 これら

の変更によって、より簡単に対称寸法を作成することができ、それらの対称寸法をより広範囲の

寸法測定問題に適用することができます。 The GD&T 対称ダイアログ ボックスは、どのような

変更も不可能です。 変更は、みなされるフィーチャーと基準面の内部照合、及び、内部公差分

析に対してのみ加えられます。  

PC-DMIS が、対称点を評価するために使用する、基準面参照フレーム配置を組み立てるために、

基準面を使用する必要があります。 垂直度の制限を設けるために、単一の主要基準面、または、

主要、及び、第二基準面を特定することができます。  

• 単一の主要基準面を特定する場合、それは位置付け基準面となり、対称寸法の名目 (0 偏
差) 位置を定義します。  

• 2 つの基準面を特定する場合、 第二の基準面上に垂直度制限が設けられます。 この場合、

第二の基準面が位置付け基準面となり、対称寸法の名目 (0 偏差) 位置を定義します。 基
準点参照フレーム配置は、主要基準面への強制された方向性で (正規位置評価で行われ

るように) 第二基準面を解きます。 位置付け基準面が平面の場合、例えば、A-B のよう

に、それは、2 平面基準面を参照する複合基準面として特定される可能性があります。 
この場合、A と B の中間-平面が、平面基準面として使用されます。 基準面は常に、

RFS で特定されます。  

異なる対称入力フィーチャー用の、特定の基準面情報については、下記の表の内容欄を参照して

下さい。  

対称 FCF 寸法用のフィーチャーのタイプ  
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PC-DMIS の現バージョンでは、以下のフィーチャー タイプを、対称 FCF 寸法用の有効な入力フ

ィーチャーとみなします:  

有効な入力フィーチャー  内容  

1.) 2 つの平面  

これらの平面は、名目的に並列でなければならず、中間-平面を作

成し、それによって、PC-DMIS は、二平面の対称寸法を決定しま

す。  

2 つの平面は、名目的に並列でなければなりません。 FCF
はそれらを用いて、内部的に中間-平面を組み立てます。 こ
の中間-平面は、名目的に、位置付け基準点の周りの公差域

内に位置しなければなりません。  

PC-DMIS は、中間-平面の「頂点」をチェックし、位置付

け基準点から「頂点」の 大偏差の 2 倍の平面公差域内に

位置することを確認します。  

これらの「頂点」は、 2 平面それぞれの実際のプローブ ヒ
ットを、その中間-平面に投影することによって算出されま

す。  

• 中間-平面の重心から、(基準面参照フレームの) X
方向への、投影された点の 大距離が、中間-平面

の「長さ」を決定します。  
• 中間-平面の重心から、(基準面参照フレームの) Y

方向への、投影された点の 大距離が、中間-平面

の「幅」を決定します。  

「長さ」と「幅」は、中間-平面の重心に関連して頂点を計

算します。 投影するための実際のプローブ ヒットがない場

合には (例えば、2 平面自体が組み立て平面の場合)、中間-
平面の重心のみが公差域内にあるか、チェックされます。 

基準面情報  

ひとつの基準面 - これは、組み立てられた中間-平面と名目

的に共面の平面です。 基準点平面のベクトルが、測定方向

を定義します。  

2 つの基準面 - 第一基準面: これは、組み立てられた中間-平
面と名目的に共面の平面です。 第二基準面: これは、組み

立てられた中間-平面と名目的に共面の平面であるか、また

は、名目的に組み立てられた中間-平面内に、軸が位置す

る、軸型のフィーチャーであるか、のいずれかです。 平面

の場合、第二基準面平面のベクトルが測定方向を定めま

す。 軸型のフィーチャーの場合、中間-平面ベクトルでの、

軸基準面のベクトルの「二重交差」が測定方向を定めま

す。  
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2.) 組み立て済みの中間-平面  既に中間-平面が組み立てられているので、プロセスと基準面の情

報は、上記 1 の場合と同様です。  

3.) 2 つの直線  

これらの直線は、名目的に並列でなければならず、中間-線を作成

し、それによって、PC-DMIS は、二直線の対称寸法を決定しま

す。  

2 つの直線は、名目的に並列でなければなりません。 FCF
はそれらを用いて、内部的に中間-線を組み立てます。 この

中間-線は、名目的に、位置付け基準点の周りの公差域内に

位置しなければなりません。  

PC-DMIS は、中間-線の「終了点」をチェックし、位置付

け基準点から「終了点」の 大偏差の 2 倍の平面公差域内

に位置することを確認します。  

これらの「終了点」は、 2 直線それぞれの実際のプローブ 
ヒットを、その中間-線に投影することによって算出されま

す。 中間-線の重心から も離れた投影点が、「終了点」を

決定します。 投影するための実際のプローブ ヒットがない

場合には (例えば、2 直線自体が組み立て直線の場合)、中

間-線の重心のみが公差域内にあるか、チェックされます。 

基準面情報  

ひとつの基準面 - この基準面は、2 直線の平面に名目的に

直角の平面で、それが中間-線を含むか、または、2 直線の

平面に直角の平面上に名目的に軸が位置する、軸型のフィ

ーチャーで、それが中間-線を含むか、のいずれかです。 平
面の場合、基準面平面のベクトルが測定方向を定めます。 
軸型のフィーチャーの場合、測定方向は、その時点での作

業平面内の軸基準面に直角をなします。  

2 つの基準面 - 第一基準面: 中間-線と名目的に直角の平面で

す。 第二基準面: これは、平面フィーチャーであるか、ま

たは、単一の主要基準面と同じ必要条件を満たす軸型のフ

ィーチャーであるか、のいずれかです。 平面の場合、その

平面のベクトルが測定方向を定めます。 軸型のフィーチャ

ーの場合、測定方向は、その時点での作業平面内の軸基準

面に直角をなします。  

4.) 組み立て済みの中間-線  

既に中間-線が組み立てられているので、内部処理は、上記 3 の場

合で記述された手順に続って行われます。  

基準面情報  

ひとつの基準面 - この基準面は、名目的に中間-線を含む基

準面平面であるか、または、名目的に軸が中間-線に並行に

位置する、軸型のフィーチャーであるか、のいずれかで
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す。  

2 つの基準面 - 主要基準面: これは中間-線と名目的に直角の

平面です。 第二基準面: これは、平面であるか、または、

単一の主要基準面と同じ必要条件を満たす軸型のフィーチ

ャーであるか、のいずれかです。 測定方向は、上記 2 の場

合と同じように決められます。  

5.) 2 つの点  

FCF は、これら 2 つの点を用いて、内部的に中間-点を組み立て、

その中間-点は、名目的に、位置付け基準点の周りの平面公差域内

に位置します。 報告される公差値は、位置付け基準点から中間-点
への 大偏差の 2 倍となるはずです。  

基準面情報  

ひとつの基準面 - 基準面として、平面か、または、軸型の

フィーチャーのいずれかを選択することが可能です。 平面

の場合、2 つの点を接続し、中間-点を含む、直線に名目的

に直角であるべきです。 基準点平面のベクトルが、測定方

向を定めます。 軸型のフィーチャーの場合、2 つの点を接

続する直線と、中間-点に直角である平面内の直線であるべ

きです。 測定方向は、その時点での作業平面内の軸基準面

に直角をなします。  

6.) 組み立て済みの中間-点  

この場合、ユーザーは既に中間-点を組み立てているので、プロセ

スは上記 5 の場合と同様です。  

基準面情報  

ひとつの基準面 - 名目的に中間-点を含む平面か、または、

軸型のフィーチャーのいずれかを特定することが可能で

す。 PC-DMIS は、上記 4 の場合と同じように、測定方向

を決めます。  

7.) ポイント設定  

第一と第二のポイントが平面公差域内に中間-点を持つように、

PC-DMIS は、セットを構成するポイントが位置付け基準面の反対

側にある、を推測します。 これは、ポイント セットを用いた レ
ガシー対称寸法 と同一の分析を行います。  

基準面情報  

ひとつの基準面 - 基準面として、平面か、または、軸型の

フィーチャーのいずれかを特定することが可能です。 この

場合の分析は、レガシー対称寸法の場合と同様です。  

8.) 二つのポイント セット  

両方のポイント セットが同じサイズであり、各セットのポイント

が位置付け基準面の反対側にあり、そして、各セット内のポイン

トがお互いに相反する、と PC-DMIS は推測します。  

PC-DMIS は、この様式で、2 セット内の点から中間-点を算

定します : 中間-点 n は、第一セットのポイント n と第一セ

ットのポイント n と以降各点について、このように算出さ
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れます。 その結果の中間-点は、位置付け基準面の周りの平

面公差域内に位置すべきです。 点が 2 セットから取られる

ことを除いて、これは、上記 7 の場合と同じように分析さ

れます。  

基準面情報  

ひとつの基準面 - 主要基準面として、平面か、または、軸

型のフィーチャーのいずれかを特定することが可能です。 
これは、上記 7 の場合と同じように分析されます。  

9.) 測定された、または、自

動円、円錐、あるいは、円錐 

PC-DMIS は、入力フィーチャーから「円セット」（または、複数

のセット）を算出し、その後、セットの重心を対称のために評価

します。  

フィーチャーの軸に直角な平面の 1mm 以内にあるプロー

ブ ポイントは、同一の「円セット」に属します。 PC-
DMIS は、それらのポイントを、フィーチャーの軸に直角

な平面にある、2D 円として扱います。 全「円セット」の

重心は、基準面の周りの公差域内にあるか否かを見るため

に、対称について評価されます。 その公差域は、使用され

ている基準面次第で、円筒形であるか、または、平面であ

るかのいずれかです。 報告される公差値は、位置付け基準

点から、「円セット」の重心への 大偏差の 2 倍となりま

す。  

基準面情報  

ひとつの基準面 - みなされるフィーチャーの軸を名目的に

含む平面か、または、みなされるフィーチャーの軸に名目

的に一致する、軸型のフィーチャーのいずれかを選択する

ことが可能です。 平面の場合、その公差域は平面で、その

平面のベクトルが測定方向を定めます。 軸型のフィーチャ

ーの場合、 その公差域は円筒形です。  

2 つの基準面 - 主要基準面: これは、みなされるフィーチャ

ーと名目的に直角の平面です。 第二の基準面 - みなされる

フィーチャーの軸を名目的に含む平面か、または、みなさ

れるフィーチャーの軸に名目的に一致する、軸型のフィー

チャーのいずれかを選択することが可能です。 平面を選択

の場合、その公差域は平面で、その基準面平面のベクトル

が測定方向を定めます。 軸型のフィーチャーを選択の場

合、 その公差域は円筒形です。  

10.) 組み立て済みの円、円

錐、あるいは、円錐  

PC-DMIS は、組み立て済みの円錐、または、円錐フィーチャーの

終了点、あるいは、組み立て済みの円の重心を対称のためにチェ

ックします。  

終了点はすべて、位置付け基準点の周りの公差域内に位置

しなければなりません。 その公差域は、使用されている基
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準面次第で、円筒形であるか、または、平面であるかのい

ずれかです。 報告される公差値は、位置付け基準点から終

了点の重心への 大偏差の 2 倍となるはずです。  

基準面情報  

これは、上記 9 の場合と同じように分析されます。  

 

 

フィーチャーコントロールフレームの報告表  
PC-DMIS には、お客様のパーツプログラム用のレポートを作成時に、出力可能な多様な報告表

があります。 これらの報告表は、レガシー寸法のレポート表示方法とは異なる外見を持ちます。 
レガシー寸法はすべて、ひとつの表に表示されます。 FCF 報告表は、それに比べて、FCF の各

種のセクションに分割され、よりすっきりした外見のレポートになります。 例えば、ひとつの

表で FCF のサイズ部分を表示し、もうひとつの表では、フォーム情報を表示します。  

視覚的見本として、レポート ウィンドウ内の、このレガシー正規位置寸法を参考にして下さい:  

 

単一の表としての、レガシー正規位置寸法レポートのサンプル  

ここで、それを、レポート ウィンドウ内の FCF 正規位置寸法と比較して下さい:  
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複数の表を表示する、正規位置 FCF 寸法レポートのサンプル  

実際に、FCF 正規位置が、以下の情報を表示する別の表を含むことに注意して下さい:  

1. サイズ  
2. 位置  
3. 基準面シフト  
4. 要約  

その他の FCF 寸法すべてもまた、類似の報告スタイルを使用します。 これらの報告表は、レガ

シー寸法に使用のスタイルとは異なりますが、測定寸法情報の報告をよりはっきりと簡単に読む

ことができます。  
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パートのスキャン 
パーツのスキャン: はじめに  
PC-DMIS は特定の増分でパーツの面をスキャンすることでポイントの測定を定義できます。こ

れはスキャンおよびパーツの面のデジタル化の方法を提供します。  

PC-DMIS は次のサポートされた製品をサポートします:  

1. PC-DMIS CMM - 接触トリガーまたは CMM 上のアナログ プローブの使用  
2. PC-DMIS レーザー - レーザープローブの使用  
3. PC-DMIS ポータブル - ポータブルアーム上のハード プローブの使用  

上記のスキャンへのアプローチに関する詳細は、 以下のリンクをクリックして 適切な説明書を

参照してください。各製品の説明書は、利用可能なスキャンおよびそれらのスキャンを作成する

ための環境内で従う手順について述べてます。  

接触 ( PC-DMIS CMM )  レーザー ( PC-DMIS レーザー ) ポータブル ( PC-DMIS ポータブ

ル )  
高度なスキャン  

開いた線の高度なスキャン  開いた線の高度なスキャン   
閉じた線の高度なスキャン    
パッチの高度なスキャン  パッチの高度なスキャン   
周辺の高度なスキャン  周辺の高度なスキャン   
切断面の高度なスキャン    
回転の高度なスキャン    
自由形式の高度なスキャン  自由形式の高度なスキャン   
UV の高度なスキャン    
周辺の高度なスキャン    
グリッドの高度なスキャン    

基本スキャン  
円の基本スキャン    
円柱の基本スキャン    
軸の基本スキャン    
中心の基本スキャン    
線の基本スキャン    

手動のスキャン  
固定距離の手動のスキャン  手動のレーザースキャン  固定距離の手動のスキャン  
固定時間 / 距離の手動のスキャ

ン  
 固定時間 / 距離の手動のスキャ

ン  
固定時間の手動のスキャン   固定時間の手動のスキャン  
ボディ軸の手動のスキャン   ボディ軸の手動のスキャン  
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複数切断面の手動のスキャン   複数切断面の手動のスキャン  
自由形式の手動のスキャン   自由形式の手動のスキャン  

 

この 項 の主要トピックは、[スキャンの共通機能]ダイアログボックスだけでなく、サポートされ

る任意のアプリケーションに共通な情報を説明しています。しかし、スキャンの作成方法につい

ては詳述していません。その理由は、その方法はユーザーの特定のアプリケーションに大いに依

存するからです。  

ここで説明されている主要トピックには次が含まれています:  

• スキャンのコンポーネント  
• CAD の面を用いた作業  
• スキャンのポイントの位置づけ  
• [スキャン]ダイアログボックスの共通機能  
• [基本スキャン]ダイアログボックスの共通機能  
• [追加の手動スキャン]オプション  

スキャンのコンポーネント  

PC-DMIS の高度なスキャンは基本スキャンから構成されます。例えば、パッチのスキャンは、

それぞれが基本スキャンの行であるデータの行で実際に構成されています。基本スキャンはパッ

チのスキャンなどの高レベルのスキャン向けにブロックを構成するように働きます。高度なスキ

ャンおよび基本スキャンについては PC-DMIS CMM の説明書で説明されています。  

CAD の面で作業  
スキャンを作成する際に、PC-DMIS にスキャンさせたい 1 つまたはそれ以上の面を選択する必

要がある場合がよくあります。選択された面は赤色でハイライトされて表示されます。  
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選択された面  

間違えたため、面を非選択にする必要がある場合もあります。誤った面を選択したためすべての

スキャンを再定義するかわりに、面の選択の必要があるスキャンのためにグラフィック表示ウイ

ンドウで希望する CAD エレメントを非選択にすることが可能です。以前は、これは切断面のス

キャンでしか可能ではありませんでした。  

希望する面を非選択 (または選択) する方法:  

1. [グラフィック ビュー] ツールバーから立体のアイコンの [グラフィック ウ
インドウのトグル] を選択して、パーツが面のデータを表示しているよう

にしてください。  
2. 適切なスキャンのダイアログボックスにアクセスして、スキャンの定義を

開始します。  
3. 必要に応じ、[CTRL]キーを押し、グラフィック表示ウインドウの希望する面上を左クリ

ックします。PC-DMIS は面の選択状態をトグルします。  

スキャンのポイントの位置  
スキャンを操作する場合、編集ウインドウでスキャンの個々のポイントを位置づけることが可能

だと役立つ場合があります。  

次の手順に従ってください:  

注記: 必要に応じて、 [ポイントとしてのドロースキャン] レジストリ入力( [オプション] の一覧内) を 1 
の値に設定して、個々のポイントのより良く特定します。  

 

ポイントとしてドローイングスキャンを 1 に設定を用いたパッチ スキャンの例  

2. スキャンの作成  
3. 編集ウインドウの [サマリモード] に入力します。  
4. グラフィック モード ツールバーから [テキスト ボックス モード] アイコンを選択します。  
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5. グラフィック表示ウインドウのスキャンのポイントを右クリックします。ショートカッ

ト メニューが表示されます。  
6. [にカーソルを移動] メニュー項目を選択します。  

PC-DMIS はカーソルを編集ウインドウの適切なポイントに移動します。コマンド モードの 中

にこれを実行する場合にもカーソルは、[ヒットを表示]パラメータが[YES]に設定されている限り、

適切なポイントに行きます。  

スキャン ダイアログ ボックスの共通機能  
下記に説明されている機能の多くは、サポートされたアプリケーションで使用される[スキャン]
ダイアログボックスの多くに共通です。1 つのスキャン モードに特に関連するオプションは適切

に表示されます。  

 

[スキャン]ダイアログボックスの例  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual パートのスキャン  *  1103 

スキャンの種類  

 

[スキャンの種類] の一覧を使うと、利用可能なスキャンの間を容易に切り替えできます。新しい

スキャンを選択すると、ダイアログボックスは選択されたスキャンの種類に変更します。  

基本 / 高度ボタン  

<<基本 および 高度>> ボタンによって、[スキャン]ダイアログボックスで基本的なスキャニング 
オプションまたはさらに高度なオプションを切り替えることができます。 [高度] をクリックする

と、ダイアログボックスが拡大し、ダイアログボックスの下位切断面に [実行] 、 [グラフィック] 
および [パスの定義] タブが含まれます。 [基本] をクリックすると、より高度な項目が隠れ、ス

キャンを作成するために必要な基本的な情報を表示します。  

 

基本的項目は可視です。  

 

高度な項目は可視です。  

ID  
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[ID] ボックスは作成されるスキャンの ID を表示します。  

測定  

 

[測定] チェックボックスが選択され、 [作成] ボタンがクリックされる場合は、PC-DMIS はスキ

ャンを直ちに測定し始めます。 [作成] ボタンがクリックされたときに [測定] チェックボックス

が選択されない場合、 PC-DMIS はスキャン オブジェクトを編集ウインドウに挿入し、後に測定

が可能となります。これによって、編集ウインドウへの挿入および後の測定が可能な一連のスキ

ャンを設定できます。  

注記: このチェックボックスは、 PC-DMIS がオンラインのとき しか 利用できません。  

境界ポイントのエリア  

スキャンの境界を定義するために、PC-DMIS はポイントのキーイン、測定を可能にし、または

CAD のデータを使用可能にします。  

 

境界ポイントのエリアの例  

この機能は DCC スキャンにのみ利用可能です。  

開いた線 - これらのスキャンも終了点なしで測定ができます。終了点を削除すると、PC-DMIS 
は手動でスキャンを止めるまでスキャンを測定し続けます。開始点および方向点は削除されえま

せん。  

閉じた線 - これらのスキャンは開始点および方向点を有する必要があります。境界ポイントの削

除や追加はできません。  

パッチ - これらのスキャンは、作業する三角形のパッチを作成するために 低 3 つの境界を有す

る必要があります。追加のポイントは、[境界ポイント]エリアの [追加] および [削除] ボタンを用

いて、追加または削除することができます。 [クローズ スキャン] チェックボックスをこのエリ

アに追加します。  

 [クローズ パッチ スキャン] チェックボックスを使うと、円柱、円錐、

スロットなどのクローズ要素をスキャンの希望を示すことが可能になります。このボック

スが有標のとき、PC-DMIS はスキャンの境界を定義するために必要とされる境界のポイ
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ントの数を減らします。開始と方向点および終了点を入力する必要があるだけです。終了

点は、実行するためにどのくらい下/上の要素をスキャンが必要とするかを示すために使

用されます。開始および方向点は初期ベクトルとともに断面ベクトルを定義します。通常、

断面ベクトルは測定される要素の軸に平行です。  

切断面 - 切断面のスキャンはこのエリアを[切断面]スキャン向けに境界ポイントを設定するため

に使用するだけでなく、CAD データに定義される穴を検出するためにも使用され、穴向けにの

データの表示および境界ポイント向けのデータの表示の間をトグルします。切断面のスキャンは 
[Cad をカット] および [カットを表示] ボタンを以下の目的のためにこのエリアに追加します:  

境界を定義し、 [CAD をカット] ボタンをクリックすると、PC-DMIS はスキャ

ンのパスに沿って穴の要素のために CAD データを自動的に検索します。スキャン パスに

沿った穴のエッジは、“H” (例. 2H, 3H etc.)に続くポイント向けの整数とともに示され

ます。穴のエッジのポイントは、理論上の穴のエッジから 0.0787 インチのデフォルトの

距離で設定されます。  

CAD を特定の、ユーザーが選択した面でカットできます。 これを実行するには、境界ポ

イントを選択し、 [選択] チェックボックスを選択し、希望する面を選択し、 [CAD をカッ

ト] ボタンをクリックします。次いで PC-DMIS は選択された面だけをカットし、穴を検

出します。  

CAD が穴の要素を含んでいない場合は、 [CAD をカット]ボタンをクリックする必要はあ

りません 。このボタンを使用しない場合は、PC-DMIS は既定の開始および終了境界ポイ

ントを用いてパーツをスキャンします。  

面をカットする際、PC-DMIS は 1 番目のビュー (ブルービュー) に表示される面のみを使

用します CAD の表示を編集 " セクション の " 画面ビューを設定 " を参照してください。

複数面の複雑な CAD ドローイングのときは、CAD のレベルに面のグループをアレンジで

きます。 ( CAD の表示を編集 " セクション の" 表示、作成およびレベルを操作 " を参照し

てください。これをすることで、セクション CAD カットのオペレーションを CAD モデ

ルの特定の割り当てに制約することに役立ちます。  

 [カットを表示] ボタンを使うと、境界の表示または穴データの表示の間を切り

替えできます。境界が定義され、 [CAD をカット] ボタンが選択された後に、 [カットを

表示] ボタンをクリックして、適切な表示に切り替えます。  

周辺 - これらのスキャンは[線オープン]スキャンと同じように作動します。  

回転 - これらのスキャンは、( [境界点] 一覧および[CAD の表示]に、 1 および D としてそれぞれ

示されているように) 低、開始点と方向点を必要とします。  

1. ( 2 として示される) 終了天がない場合は、PC-DMIS は開始点に戻るまで、

特定の方向に沿ってスキャンを測定し続けます。  
2. 開始点および終了点がある場合は、PC-DMIS は終了点に達するまで、特

定の方向に沿ってスキャンします。  
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PC-DMIS は、 [境界ポイント] エリアに開始点、方向点および終了点を提供するようデフ

ォルトの設定をします。終了点は容易に削除できますが、開始点または方向点は削除でき

ません。  

各境界ポイントを (CAD 上をクリックするか、値を入力して) 定義すると、PC-DMIS は、

半径を定義しなかった場合を除いて、各ポイントを中心点から半径距離に自動的にスナッ

プします。この場合、定義する 1 番目の境界点も半径を定義します。  

注記: [実行]タブの 境界 の種類 エリアは、 4.0 バージョンより以前の 境界ポイント で使用され

る 境界 ボタンを置き替えます。 [境界の種類] エリアは、開いた線、閉じた線、パッチ、切断面

および回転のスキャン向けの DCC モードでのみ利用可能です。  

キーイン方法を用いて境界ポイントの設定  

キーイン方法を用いてスキャンの境界を設定する方法:  

1. ‘#’ コラム内の希望する境界ポイントをダブルクリックします。こうす

ることで、 [スキャン項目の編集] ダイアログボックス が表示されます。  

 
[スキャン項目の編集]ダイアログボックス  

2. X、Y または Z の値を手動で編集します。  
3. [OK] ボタンをクリックして、変更を適用します。  

[キャンセル] ボタンは、なされた変更を無視して、ダイアログボックスを閉じます。  

[次に] ボタンは変更を承認し、編集するための次の境界ポイントを提示します。  

測定されたポイント方法を用いて境界のポイントの設定  

測定されたポイントを用いてスキャンの境界を設定するには、パーツ上のプローブに触れます。

こうすることで、境界の一覧内で現在選択されている境界ポイントの値が自動的に更新されます。

次いで、焦点が次の境界ポイントに移動します (一覧に次の境界ポイントがある場合)。パッチの

スキャンの場合は、現在のポイントが一覧内の 後のポイントである場合、追加のポイントが自

動的に追加されます。パッチのスキャンは 後のポイントを表示します (これは先のポイントと

同じです)。PC-DMIS は、ダイアログボックスの [OK] ボタンが選択されると、 後のポイント

を削除します。  
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CAD データ方法を用いて境界のポイントの設定  

PC-DMIS は、ワイヤフレームと面のデータを用いて、境界ポイントの選択を可能にします。  

CAD の面のデータを使用するときは:  

• ソリッドな CAD データをインポートしておくようにしてください。  
• [面のドロー] アイコン が選択されているようにしてください。  
• グラフィック表示ウインドウの希望する位置をクリックして境界ポイント

を選択します。  

選択された面がハイライトされます。次いで PC-DMIS が境界の一覧で現在選択されている境界

ポイントの値を自動的に更新します。続いて、焦点が次の境界ポイントに移動します (利用可能

な場合は)。パッチのスキャンの場合は、現在のポイントが一覧の中で 後の場合は、追加の境

界ポイントが自動的に追加されます。  

CAD ワイヤ フレームのデータを使用するときは 、曲線のエレメントを選択する モード は 2 種

類あります:  

ワイヤ フレームのデータ モード 1  
深さ曲線  

深さ曲線は、2 種類の曲線を用いて平面を形成するために公称値の検出中に PC-DMIS によって

使用されます。理想的には、深さ曲線は選択される他の曲線に法線です。従って、PC-DMIS は
2 つのベクトル (深さ曲線のベクトルと他に選択されたベクトル) を交差でき、公称値の検出が可

能な平面を形成できます。  

深さ曲線を表示するには、 [深さ] チェックボックスをオンにして、曲線を選択します。選択さ

れるのは 1 つの深さ曲線だけで、この操作は他の曲線が選択された後に実行される必要がありま

す。  

1.         [曲線モード] アイコン が選択されるようにしておいてください。  

2.         [選択] チェックボックスを選択します。  

3.         [深さ] チェックボックスを選択します。  

4.         曲線を選択します。  

5.         互いに法線な 2 つの CAD エッジを表示します。  

6.         チェックボックスをクリアします。  

7.         パーツをクリックします。  
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深さ曲線が提供されると、PC-DMIS は深さ曲線のベクトルを用いて各エッジのベクトルを交差

して平面を形成し、その平面を貫通してポイントを作成します。  

ワイヤ フレーム データ モード 2  
深さ曲線なし  

1.         [選択] チェックボックスをオンにします。  

2.         互いに法線な 2 つの CAD のエッジを表示します。  

3.         チェックボックスを非選択にします。  

4.         パーツをクリックします。  

深さ曲線が選択されない場合は、PC-DMIS は曲線の上に選択されたポイントを落とすだけです。  

注記: ワイヤフレーム データに使用可能なのは開いた線、閉じた線およびパッチのスキャンだけ

です。  

 

境界ポイントの追加および削除  

 

[追加] および [削除] ボタンを使うと、境界のポイントを有界のポイントの一覧への追加・削除が

できます。スキャンの各種類には制約があります。例えば、[線クローズ]スキャンは開始点およ

び方向点しかとりません。このスキャンを使ってもそれ以上のポイントを追加できませんし、2
つ以上のポイントを削除できません。特定の制約向けの各スキャンを参照してください。  

 

境界ポイントを編集  

境界ポイントは ‘#’ コラムの希望するポイントの数をダブルクリックして編集できます。  

 

こうすることで [スキャン項目の編集] ダイアログボックスが表示され、X, Y, Z の値の編集が可

能となります。  
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[フリップ]ボタンおよび[穴でポイント]チェックボックスを描写する[スキャン項目を編集]ダイア

ログボックス  

[境界ポイント] の一覧のコラムの幅は、一覧の幅の表示コラムのヘッダーを変更することで変更

できます。これを行うには、マウスの左ボタンでコラムのヘッダーの右または左のエッジを選択

し、そのエッジを希望する大きさになるまで引き伸ばします。各一覧表示の幅は個々に設定され、

ユーザーによって決定されます。この情報は INI ファイルに保存され、領域が変更されるたびに

使用されます。  

フリップ:  

[フリップ] ボタンは、ベクトルを編集するときにしか利用できません。このボタンをクリックし

て、選択されたベクトルをフリップします。  

穴でポイント:  

[穴でポイント] チェックボックスはセクション スキャンを使用するときしか利用できません。

このボックスを使うと、穴ではないポイントを穴のポイントに変更できます。  

穴のポイントは、線のセクション スキャンがパスで検出される穴を飛び越える箇所を定義しま

す。 [Cad をカット] ボタンをクリックすると、PC-DMIS は穴のポイントをセクションのスキャ

ンをインタラプトする穴のいずれかの側に置きます。  

穴のポイントはポイント番号に続く"H"の文字を用いて定義されます (例、1H, 2H, 3H など)。こ

れらのポイントは境界ポイントのように [境界ポイント] 一覧とグラフィック表示ウインドウの

パーツ モデルの両方に追加されます。  

注記: [穴でポイント] チェックボックスは穴のポイントに変更する必要のある穴ではないポイン

トにしか利用できません。穴ではないポイントに変更する必要のある穴のポイントがある場合

は、穴のポイントを削除し、当たらし穴ではないポイントを作成します。  

 

境界点をクリア  

カーソルが [境界点] 一覧にある間は、右クリックでスキャンの任意の型の [境界点] 一覧を容易

にクリアできます。 [境界点をリセット] ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、

境界点がすべてゼロにリセットされ、境界点の数は各スキャンの型向けに 小に設定されます。  
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注記: PC-DMIS では、セクションのスキャンで利用可能な [CAD をカット] ボタンを使用してい

る間は、境界点をクリアできません。この場合は、 [境界を表示] ボタンをクリックして、境界

点をクリアする前に再び境界点を表示する必要があります。  

[方向テクニック]エリア  

[方向 D 1 テクニック] および [方向 2 テクニック] エリアを使うと、スキャン

がいかにしてヒットをとるかを決定する方向テクニックを選択できます。大

半のスキャンは 1 列または 1 行しかスキャンしません。従って、 [方向 1 テ
クニック] 一覧で 1 セットの方向テクニックしか有しません。  

パッチ スキャンは、エリア上をスキャンして、追加のポイント列を有し、 
[方向 2 テクニック] の一覧で 2 セット目の方向テクニックを使用する点で一

意的です。 [方向 2 テクニック] の一覧で、選択されたテクニックは 2 列の

間に適用される増分テクニックを決定します。  

希望するテクニックを選択すると、PC-DMIS は [ 大 / 小] または [増分] ボックスを自動的に

表示します。  

線のテクニック  

 

開いた線、切断面およびパッチのスキャン向けに、 - PC-DMIS は
セット増分および 後の 2 つの測定されたヒットに基づいて各ヒッ

トを決定します。プローブのアプローチは、 後の 2 つの測定され

たヒットの間の線に垂直です。プローブは平面のカット上にとどま

ります。PC-DMIS は 1 番目の境界ポイントを開始し、セット増分

でヒットをとり続け、終了境界のポイントに達すると止まります。  

閉じた線のスキャン向けに - PC-DMIS は測定される 後の 2 つのヒットによって各ヒットを決

定します。プローブのアプローチは、 後の 2 つの測定されたヒットの間の線に垂直です。プロ

ーブは平面のカット上にとどまります。PC-DMIS はこのスキャンのテクニックを使用している

ときは終了ポイントを聞いてきません。このスキャン過程は、プローブが開始点に戻ると終了し

ます。  

回転スキャン向けに - PC-DMIS はセット増分と 後の 2 つの測定されたヒットに基づいて各ヒ

ットを決定します。プローブのアプローチは、 後の 2 つの測定されたヒットの間の線に垂直で

す。プローブは、中心点のベクトルに垂直な、中心点からの定義された半径の距離を常に維持し

ます。PC-DMIS は 初の境界のポイントで開始し、セット増分でヒットをとり続け、終了の境

界のポイントに達すると止まります。  
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ボディ軸のテクニック  

 

開いた線、パッチおよび回転スキャンに利用可能  

PC-DMIS は、現在のパーツの座標系に沿ったセット増分でヒットをとります。プローブのアプ

ローチは示された軸に垂直です。プローブは断面に留まります。アプローチ ベクトルは選択さ

れた軸に法線となり、断面上にあります。 [ボディ軸] テクニックは各ヒットをとるのと同じア

プローチを使用します (先の 2 つのヒットの間の線に垂直になるようにアプローチを調整する 
[線]  とは異なる)。  

変数のテクニック  

 

開いた線、閉じた線、パッチ、切断面および回転のスキャンに利用可能  

[変数] のテクニックを使うと、特定の 大と 小の角度および PC-DMIS がヒットをとる箇所を

決定する際に使用される増分の値を設定できます。プローブのアプ

ローチは、 後の 2 つの測定されたヒットの間の線に垂直です。   

ヒット間の増分を決定するために使用される 大および 小の値を

入力します。さらに 大および 小角度向けに希望する値を入力す

る必要があります。PC-DMIS は 小の増分を用いて 3 つのヒット

をとります。次いで、ヒットの 1-2 と 2-3 の間の角度を測定します。  

1. 測定された角度が定義される 大および 小の値

の間にある場合は、PC-DMIS は現在の増分でヒットをとり続けます。  
2. 角度が 大の値よりも大きい場合、PC-DMIS は 後のヒットを消去し、

現在の増分の値の 4 分の 1 を用いて再測定します。  
3. 角度が 小の増分よりも小さい場合、PC-DMIS は 小の増分の値でヒッ

トをとります。  

PC-DMIS は 新のヒットと先の 2 つのヒットの間の角度を再測定します。測定された角度が定

義される範囲内となるまで、あるいは増分の 小の値が達成されるまで、 後のヒットを消去し、

増分の値を増分の 4 分の 1 に落とし続けます。  

• 測定された角度が 小角度よりも小さい場合は、PC-DMIS は次のヒット

向けに増分を倍増します。  
• これが 大の増分の値よりも大きい場合、 大の増分でヒットをとります。  
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PC-DMIS は 新のヒットと先の 2 つのヒットの間の角度を再測定します。測定された角度が定

義される範囲内となるまで、あるいは増分の 大の値が達成されるまで、増分の値を倍増し続け

ます。  

If ANGLE  > MAX ANG then INC = INC / 4 until MIN INC  
If ANGLE  < MIN ANG then INC = INC * 2 until MAX INC  

注記: デフォルトのパッチ スキャンは 小の増分を用いて新しいスキャンの各線を常に開始しま

す。新しい各線を先にスキャンされた線からの増分を用いて開始するのを希望する場合は、 [オ
プションの設定] ダイアログボックスの [一般] タブにある [パッチ スキャンの 後の増分の維持] 
チェックボックスを選択できます (" プレファレンスの設定 "項の" パッチ スキャンの 後の増分

の維持 "を参照してください)。  

 

空値フィルタのテクニック  

 

開いた線、閉じた線、パッチ、切断面および回転のスキャンに利用可能  

空値フィルタ テクニックは、データを全くフィルタしません。マシンコントローラから PC-
DMIS が受信したデータはすべて与えれるデータになります。プローブ補正および公称値の検出

はまだ適用されますが、データの減少はありません。このテクニックを使うと、スキャン中にポ

イントの増分を設定する [プローブのオプション] コマンドを用いてヒットの増分の制御が可能

となります。詳細は" プレファレンスの設定 "の 項 の" [オプションのプローブのパラメータの設

定] "タブを参照してください。  

PC-DMIS は 初の境界のポイントで開始し、セットの増分でヒットをとり続け、終了の境界ポ

イントに達すると止まります。  

注記: 空値 テクニックは、SP600 などのアナログのプローブ ヘッドを用いる場合に 方向 1 テク

ニック にしか表示されません。回転スキャン向けには、プローブは中心点のベクトルに垂直な

中心点から定義された半径の距離を常に維持します。  

[ 大 / 小]ボックス  

開いた線、閉じた線、パッチおよび切断面に利用可能  

下記に説明されている[ 大 / 小 増分および角度]ボックスは、" 方向 1 テクニック (変
数方法) " で説明されている 変数 スキャン テクニックを使用するときに利用できます。 
すべての スキャンのテクニックには [ 大増分] ボックスしか利用できません。  

大 増分    



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual パートのスキャン  *  1113 

 

[ 大増分] ボックスを使うと、 大増分の距離を設定できます。 [変数] オプションを使用

中に増分が増加する場合があるにしても、増分はこの距離よりも大きくはなりません。  

小 増分    

 

[ 小増分] ボックスを使うと、 小増分を設定できます。 [変数] オプションを用いると増

分が減少する場合があるにしても、増分はこの距離よりも小さくはなりません。  

大角度  

 

[ 大角度] ボックスを使うと、 大の角度を設定できます。 [変数] オプションを用いると

測定される角度が減少する場合があるにしても、角度はこの値よりも大きくはなりません。  

小 角度  

 

[ 小角度] ボックスを使うと、 小の角度を設定できます。 [変数] オプションを用いると、

測定される角度が減少する場合があるにしても、角度はこの値よりも小さくはなりません。  

 

[増分]ボックス  

パッチのスキャンに利用可能  

パッチ スキャンと使用される [増分] ボックスを使うと、パッチスキャン上の列間の増分距離を

設定できます。例えば、.5 を入力する場合は、スキャンは.5 の増分で列を設定します。  
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 [スキャンの作成]エリア (周辺スキャン向け)  

 

周辺スキャンと使用  

ダイアログボックスの [スキャン作成] エリアは、周辺スキャンを作成するためのさまざまなオ

プションを可能にします。これらには以下が含まれています。  

• 増分  
• CAD 公差  
• オフセット  
• オフセット公差 (+/-)  
• 計算の境界  
• 削除  

周辺のスキャン向けの[増分]ボックス  

 

[増分] ボックスはスキャン上の各ヒット ポイントの間の距離を表示します。  

CAD 公差  

 

[CAD 公差] ボックスは隣接する面を検出する際に役立ちます。公差が大きいほど、CAD の面は

離れ、隣接する面として認識されます。  

オフセット  

 

[オフセット] ボックスは、スキャンが作成され実行されるパラメータからの距離を表示します。  
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オフセット + / -  

 

[オフセット公差(+/-)] ボックスは、オフセット値から許容可能なデビエーションの量を表示しま

す。それはユーザーが提供する値です。  

 

境界を計算  

 

[境界を計算] ボタンは入力面の複合境界を決定します。計算された境界はグラフィック表示ウイ

ンドウに赤い点で表示されます。  

削除  

 

[削除] ボタンは先に作成された境界を削除します。  

切断面の位置エリア (切断面のスキャン向けの)  

 

[切断面の位置] エリアのボックスは、スキャンを開始する 初の切断面を特定します。例えば、

X = 5、X=5.5、X = 6 など複数の切断面を希望する場合は、まず 5.0 を 初の切断面として特定

する必要があります。各スキャンの後、PC-DMIS は次の切断面の 5.5 に自動的にジャンプし、

その後も同様に続けます。この値は直接編集できます。または、 初の境界ポイントを用いて設

定できます。カット軸に対応する 初の境界のポイントが切断面の位置です。 初の境界ポイン

トはヒットをとって CAD からデータを選択するか、または値を入力して定義されると、カット

軸向けの座標の値が使用されます。  

例: 初の境界ポイントが 45、37、100 で、カット軸が Y の場合は、切断面の位置は 37 です。

カット軸が X の場合は、切断面の位置は 45 です。  
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軸の一覧  

 

[軸] 一覧 を使うと、マルチプル切断面を希望する軸 ( X , Y , または Z ) を選択できます。 [いづ

れでもない] オプションも利用可能です。これを使うと、画面上の切断面ライン’ を選択できま

す。通常スキャンはユーザーが曲線データを使用することを可能にしません。しかし、 [いづれ

でもない] が選択されると、切断面のスキャンによって、断面およびスキャニング パスを定義す

るために用いられるグラフィック的表示切断面を選択できます。  

 

増分  

 

[増分] ボックスは、各スキャンが終了した後、切断面の軸に沿ってジャンプ距離を特定します。  

[初期ベクトル]エリア  

 

[初期ベクトル] エリア は、スキャンを開始および終了するために使用されるベクトルの一覧を

表示します。スキャンの中には初期ベクトルを使用しないスキャンもあります。それらは、UV、
グリッド、周辺およびフリーフォームのスキャンです。次の表は、使用されると利用可能な初期

ベクトルとその説明を表示しています。  

ベクトル

の種類  
スキャンの種類で使用  説明  

初期ベクトル  開いた線、閉じた線、切

断面、パッチ、回転およ

び基本のスキャン  

初期接触ベクトル。 初期接触ベクトル 列に表示される値

は、スキャン過程の 初のポイントの面のベクトルを示

しています。  
ベクトルのカ

ット  
開いた線、閉じた線、パ

ッチ、切断面および数種

の基本のスキャン  

平面のカットのベクトル 。平面のカットは DCC スキャ

ン計算向けに内部的に使用されます。この平面のカット

はサポートされた各スキャンの種類向けに異なって派生

します。  

開いた線 : 平面のカットのベクトル(CutVec) は初期接触
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ベクトル(InitVec) と開始および終了点の間の線のクロス

積です。終了点がない場合は、回支点と方向点の間の線

が使用されます。  

閉じた線 : 平面のカットのベクトル (CutVec) は、初期接

触ベクトル(InitVec) と開始点および終了点の間の線のク

ロス積です。  

パッチのスキャン 平面のカットのベクトル (CutVec) は初

期接触ベクトル(InitVect) および 1 番目と 2 番目のポイン

トの間の線を交差して派生します。次いで平面のカット

のベクトルは、2 番目と 3 番目のポイントの間の線を用い

て、正確な方向を設定します。終了接触ベクトル 
(EndVec) は 2 番目の境界ポイントをとるために用いられ

るベクトルで、1 番目の列を完了した後に 2 番目の列にジ

ャンプするために用いられます。  

切断面のスキャン: 平面のカットおよび初期接触ベクトル

はスキャンを測定に用いられます。平面のカットのべク

トルは、初期接触ベクトルと開始および終了点の間の線

のクロス積です。終了点がない場合は、開始点および方

向点の間の線が使用されます。  
終了ベクトル  開いた線、パッチ、切断

面および線の基本のスキ

ャン  

終了接触ベクトル 終了接触ベクトルは列の終了でのスキ

ャンのアプローチベクトルです。これはスキャンを止め

るために、または次の列に移動するために (パッチスキャ

ンの場合)しか使用されません。  
平面ベクトル  開いた線、閉じた線、パ

ッチ、切断面および回転 
平面の境界のベクトル . 平面の境界のベクトルはおよび終

了接触ベクトルは、スキャンを止めるために既定の境界

のコンディションとともに使用されます。平面の境界の

ベクトルは、異なる境界のコンディションに適用された

ときは使用方法が異なります:  

平面  

平面の境界のコンディションと使用される場合は、平面

の法線ベクトルを表します。  

球  

球の境界のコンディションとは使用されません。  

円柱   

円柱の境界のコンディションと使用される場合は、円柱

の軸を表します。  

円錐   
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円錐の境界のコンディションと使用される場合は、円錐

の軸を表します。  
方向のベクト

ル  
回転、手動および線の基

本のスキャン  
初期方向ベクトル . これはスキャンが始まる方向を表し、

所期接触ベクトルと使用され、平面のカットのベクトル

を派生します。  
面のベクトル  開いた線および閉じた線 トップ面のベクトル これは エッジ ヒットの種類を使用す

るときに表示されます。これはエッジの初期トップ面の
ベクトルでスキャンを開始するために使用されます。  

ベクトル 1  開いた線および閉じた線 この列は角度のヒット向けに選択される 初の面の面の

法線ベクトルです。 角度 のヒットの種類を使用するとき

に表示されます。これは自動の要素を作成されるときに 
[角度のポイント] タブの 面の 1 のベクトル の値に対応し

ます。" 自動要素の作成 " の項の "自動角度ポイントの作

成"を参照してください。  
ベクトル 2  開いた線および閉じた線 この列は角度のヒット向けに選択される 2 番目の面の面

の法線ベクトルです。 角度 のヒットの修理を使用すると

きに表示されます。これは自動要素を作成するときに [角
度のポイント] タブの 面の 2 のベクトル の値に対応しま

す。" 自動要素の作成 " の項の "自動角度のポイントの作

成"を参照してください。  

 

ベクトルのグラフィック的表現  

スキャンの開始、方向および終了点を設定するとき、PC-DMIS を使うと、初期接触ベクトル、

方向ベクトルおよびスキャンが止まる境界平面に法線なベクトルにグラフィック的表現を見るこ

とができます。  

これらのベクトルはパーツの[グラフィック的表示]エリアに、青、緑そしてオレンジ色の矢印で

表示されます。  

 

ベクトルを表示する色付けされた矢印  

ベクトル  グラフィック的表現  
初期接触  青矢印  
方向  緑矢印  
境界平面  オレンジ矢印  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual パートのスキャン  *  1119 

ベクトルを編集  

各ベクトルは、ベクトルのコラムで編集すべきベクトルをダブルクリックすることで編集できま

す。  

   

こうすることで [スキャン項目の編集] ダイアログボックスが表示されます:  

 

[スキャン項目の編集]ダイアログボックス  

異なる領域を用いて、I, J, K の値を編集できます。  

1. [スキャン項目の編集] ダイアログボックスの {OK} ボタンをクリックする

と、なされた変更が適用されます。  
2. [キャンセル] ボタンをクリックすると、 [スキャン項目の編集] ダイアロ

グボックスは変更を適用しないで閉じます。  
3. [次へ] ボタンを押すと、 [初期ベクトル] の一覧で利用可能なベクトルを

循環します。 初期ベクトルのいくつかをフリップすることができます。

その場合は、 [フリップ] ボタンが [スキャン項目の編集] ダイアログボッ

クスで利用可能になります。  
4. [フリップ] ボタンを使うと、選択されたベクトルの方向を反転できます。  

中心の選択 (回転スキャン向け)  

 

[中心の選択] チェックボックスを選択すると、CAD をクリックして、中心点を示すことができ

ます。面のポイントまたはワイヤフレームのポイントが選択できます。PC-DMIS は選択された

ポイント向けに XYZ の情報を用いて 中心点ボックス に書き込みします。  

このチェックボックスを選択するときは、スキャンの境界ポイントは更新 されない ことに注意

してください。このチェックボックスを非選択にする場合しか PC-DMIS は境界のポイントを更

新しません。  
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中心点と半径 (回転スキャン向け)  

 

[中心] の X 、 Y および Z の値は、回転スキャンの中心点を定義します。  

中心点 X 、 Y および Z の値を直接入力できます。または、 [中心を選択] チェックボックスを選

択し、CAD のドローイングをクリックして、CAD モデルから直接中心点をとることができます。  

R は半径を定義します。PC-DMIS がスキャンを実行すると、中心点の周りを回転し、スキャン

が開始点から終了点に移動する際にこの距離を維持します。  

IJK (回転スキャン向け)  

 

I 、 J および K の値は、 半径 が中心点から 維持されている平面に法線なベクトルを構成します。  

[UV スキャンの設定]エリア  

 

[UV スキャンの設定]エリア  

[UV スキャンの設定] エリアを使うと、UV スキャンを定義できます。このエリアには U および 
V の列が含まれ、このエリアを使うと次の制御を定義できます。  

• [ヒット] の値を使うと、U または V 方向の面上でいくつのヒットをとる

か特定できます。  
• [開始] および [終了] の値を使うと、スキャンされる面上のヒットのマト

リクスの位置づけができます。これらの値は、 U および V のの両方の列
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向けに設定が可能で、U および V 軸に沿ってスキャンに適合できます。

UV スペースは 0.0 と 1.0 の間の数字を使用して、面全体を表すことに留

意してください。従って、0.0, 0.0 は、1.0, 1.0 から反対の対角上となり

ます。  
• 編集不可能な [位置] の領域は、U および V 軸に沿ったプローブの現在の

位置を表示しています。  

[グリッドのスキャン設定]エリア  

 

[グリッドのスキャンの設定] エリアを使うと、ヒットの数を定義して、グリッドのスキャンの A 
および B 方向に等分にスペースを空けることができます。A 方向は水平で、B は垂直です。例え

ば、A 方向および B 方向に 20 と入力した場合は、PC-DMIS は、長方形エリア内の組み合わさ

れた選択された面上のポイントの 20 列および 20 コラムにスペースを空けようと試みます。  

下記のスクリーンショットでは、六角形のブロック上のトップ面しか選択されていません。PC-
DMIS はその表面にしかポイントをドロップせず、他にはしません。  

 

グリッドのスキャンの例、20 ポイントを A および B の方向に用いた A および B の方向の表示  
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 [実行]タブ  

 

[スキャン]ダイアログボックスからの[実行]タブ  

[実行] タブのオプションを使うと、作成されたスキャンを実行すると何が起きるかを決定できま

す。これには次のエリアが含まれます:  

• [制御の実行]エリア  
• [法線方法]エリア  
• [ヒット制御]エリア  
• [制御の表示]エリア  
• [境界の種類]エリア  

[制御の実行]エリア  

 

このエリアのオプションはすべてのスキャンの種類に使用されません。例えば、 [手動スキャン] 
は、これらのオプションの 2、3 しか使用できません。  

項目  説明  
[実行] の一覧  この一覧を使うと、スキャンが学習された後に PC-DMIS がいかにし

てスキャンを実行するかを決定できます。  

法線 - PC-DMIS は'法線' の方法でスキャンを実行し、プローブがパ
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ーツに接触したときヒットをトリガーします。  

例: DCC スキャンが実行される場合は、PC-DMIS はスティッチ スキ

ャン モードで学習された各位置でヒットをとり、新たに測定された

データを保存します。表示される公称値はスキャンが使われたとき

と同じで、異なった公称値モードを用いて再計算は できません 。  

再使用  - PC-DMIS はスキャンを学習中でもスキャンを実行します。

学習された測定されたデータは、新たに測定されたデータと置き換

えられます。公称値は故障値モードに基づいて再計算されます ("公
称値モード")。  

例: DCC スキャンが再学習される場合は、PC-DMIS は学習された位

置でヒットをとる代わりに、 初からスキャンを再学習します (法線

モードの場合のように作動します)。  

定義された - PC-DMIS によってコントローラはスキャンを定義する

ことができます。PC-DMIS はエディタからすべてのヒットの位置を

収集し、スキャン用にコントローラに送ります。次いでコントロー

ラはパスを調整して、プローブがすべてのポイントを通過するのを

可能とします。続いてデータは提供された増分に応じて減少され、

新たなデータが先に測定されたデータと置き換えられます。  

このオプションがスキャン オフラインの生成後に使用されると、

CAD から得られた公称値の位置が毎回使用され、CMM を駆動しま

す。  

このモードは、連続接触スキャンを実行できるアナログ プローブ ヘ
ッドを使用するときしか利用できません。  

重要: 周辺スキャンを用いて 定義された モードは、穴の回避をサポ

ート しません 。この実行モードでは、スキャンのパスウェイに穴が

ないようにしておいてください。もしもある場合は、周辺スキャン

のパスを調整するか、 法線 実行モードに切り替えてください。  

 [平面のクリ

ア] チェックボックス  

 

[平面のクリア]  チェックボックスは、平面のクリアの移動、現在の

座標系およびパーツの原点に関連する既定の距離を 初のヒットを

とる前に挿入します。  

スキャンの 後のポイントが測定された後、プローブは次の要素が

呼び出されるまで、プローブの深さにとどまります。平面のクリア

を用いると、中間の移動を定義する必要が減少されるので、プログ

ラミングの時間が減少します (平面のクリアに関する詳細は" プレフ

ァレンスの設定 " 項 の、" [平面クリアのパラメータ設定]タブ "を参

照してください。このオプションは DCC スキャン向けしか利用でき

ません。  

 [シングル ポ
イント] チェックボックス  

[シングルポイント] チェックボックスは各ヒットをシングルに測定

されたポイントとしてみなします。  
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 このオプションがオンの場合は、PC-DMIS は各 ヒット を測定され

たポイントにし、それをパーツプログラムに挿入します。これは手

動のスキャンが減少した後に起こります。スキャンが DCC モードの

場合は、スキャンが学習された後に起こります。  

 
[自動移動] チェックボック

ス  

[自動移動] チェックボックスを使うと、各スキャン向けに自動移動

を作動できます。このボックスが選択されると、 [自動移動] ボック

スに移動のための距離を入力することができます。  

開いた線、閉じた線、パッチ、セクション、周辺および軸の基本ス

キャン  

これらのスキャンの種類向けに PC-DMIS は  

• スキャンの開始点上に特定された距離に自動の移

動を生成します。  
• スキャンを実行します。  
• 後のスキャンポイント上に特定された距離で別

の自動の移動を生成します。  

円の基本スキャン、円柱および中心  

これらのスキャンの種類向けに PC-DMIS は  

• スキャンの開始前に、特定された距離で要素の重

心の上に自動の移動を生成します。  
• スキャンを実行します  
• スキャンの終了後に、特定された距離で要素の重

心の上に別の自動の移動を生成します。  

 
[プローブの補正] チェック

ボックス  

[プローブの補正] チェックボックスを使うと、PC-DMIS がこの特定

のスキャン向けにプローブの補正をオンにするかどうかを決定でき

ます。  

ほとんどの場合、この補正を実行する必要はありません。その理由

はスキャンの [公称値の検出] オペレーションが自動的に行うからで

す。しかし、CAD がなくパートのリバースエンジニアを希望する場

合は、このチェックボックスを選択する必要があります。  
 

[Cad 補正] チェックボック

ス  

このチェックボックスは、PC-DMIS が CAD ファイルから 3 次元の

面ベクトル.を用いて、各ポイントのために補正をするかどうかを決

定します。選択されない場合は、PC-DMIS は 2 次元の断面をいつも

通りに使用します。  

このチェックボックスは、 [公称値の方法] エリアの一覧から [公称値

の検出] を選択する、またはグラフィック表示ウインドウの CAD モ
デルをクリックすると、利用可能になります。  

 このチェックボックスを使うと、PC-DMIS が内部または外部の周辺
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[内部有界] チェックボック

ス  
スキャンを実行するかどうかを決定できます。  

• 選択される場合は、PC-DMIS は内部の周辺スキャ

ンを実行します。  
• 選択されない場合は、PC-DMIS は外部の周辺スキ

ャンを実行します。  

内部または外部スキャンの説明は、"周辺の高度なスキャンの実行" 
を参照してください。  

 
[COP の使用] チェックボ

ックス  

このチェックボックスはスキャンされたポイントも既存のポイント

のクラウド (COP) コマンドに追加されるかどうかを決定します。こ

のチェックボックスを選択すると、COP コマンドの ID を、追加す

る新たにスキャンされたポイントに入力できます。COP コマンドが

存在しない場合は、PC-DMIS はそれを生成すべきかどうかを聞いて

きます。  

COP コマンドに関する詳細は、このコマンドについて説明されてい

る PC-DMIS レーザーの説明書を参照してください。  

 

[公称値方法]エリア  

 

このエリアには次の項目が含まれています:  

項目  説明  

 
公称値 の一覧  

[公称値] の一覧リストを使うと、PC-DMIS は測定されたデータ向けに公称値

を収集します。  

マスター スキャン  

[公称値] の一覧から [マスター] が選択されると、PC-DMIS はスキャ

ンが学習される 初に得られる測定されたデータを公称値のデータと

してみなします。このスキャンの次の実行はこの測定されたデータと

比較されます。 [マスター] が DCC スキャンと使用され、公称値モー

ドが [実行] の一覧から選択されると、lPC-DMIS は測定されたデータ

を用いてステッチ型のスキャンを実行します。  
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公称値の 検出    

[公称値の検出] オプションが選択されると、PC-DMIS は CAD モデル

を貫通して、測定されたポイントに CAD の面上に も近い位置を検

出します。次いで CAD の面上に検出された位置に公称値を設定しま

す。  

注記: 円、円柱および軸 の種類の基本スキャンでは、CAD を使って公

称値を検出する必要はありません。基本スキャンを実行するには、

PC-DMIS は提供される公称値データから公称値を得ます。詳細は" [公
称値モード]タブ " を参照してください。  

適切な公称値が検出されない場合は、PC-DMIS はまｚｙ新しい公称値

の公差の検出を提供するよう聞いてきます。  

 

[公差] ボックスに新しい公差を入力でき、それを現在のスキャン向け

のみに、または全体のパーツプログラム向けのみに適用できます。  

• 応答が [Yes] の場合は、新しい公差が公称値を検出するため

に使用されます。  
• 応答が [No] の場合は、 PC-DMIS は次を実行します:  

適切な公称値が、新しい公差が提供された後でさえも、ヒットを検出

できない場合は、PC-DMIS はそのヒットを削除するかどうかを聞いて

きます。  

• 応答が [Yes] の場合は、ヒットは削除されます。  
• 応答が [No] の場合は、ヒットはスキャン内にとどまりま

す。  

公称値    

[公称値] が i [公称値] の一覧から、PC-DMIS は 初にスキャンを公称

値データとして実行した測定されたデータを使用します。このオプシ

ョンを使うと、公称値を再学習しないでスキャンを再学習できます。 
公称値 および マスター の主な違いは、 [公称値] オプションは公称値

データから公称値のカーブを作成することです。次いで PC-DMIS 
は、 [公称値の公差の検出] ボックスの値を使用して、この公称値の曲

線に対するスキャンの実行を比較します。  

公称値モードは、 実行制御 エリアの 実行 の一覧の再学習モードを用

いて使用できます。" [実行制御]エリア "を参照してください。  

注記: 異なるモードから編集ウインドウの [公称値] をトグルする場合

は、公称値の曲線は現在の理論上のデータから自動的に作成されま

す。これは使用されるデータの量に応じて時間がかかる場合がありま
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す。また、編集ウインドウが [公称値] に設定され、異なるモードをト

グルする場合も、 公称値の曲線は削除されます。  

 
[公差] ボックス  

[公差] ボックスを使うと、適切な公称値が検出されずに、上記の [公称値] の
一覧から[公称値を検出]を用いて適切な公称値が検出されない場合、新しい公

称値を設定できます。  

プローブの半径向けに補正を少なくともする公差の値を入力するようにして

ください。この値が低すぎると、PC-DMIS はスキャンの生成を試みたときに

パーツを検出できませんとのエラーメッセージを表示する場合があります。 
 

[ 適化の使用] チ
ェックボックス  

[ 適化の使用] チェックボックスは、測定されたデータ向けにより良い公称

値を検出するために、一時的な 適化アラインメントを実行します。詳細は

上記の [公称値] の一覧の [公称値の検出] を参照してください。  

PC-DMIS はスキャンのために次を実行します:  

• PC-DMIS は[公称値の検出]を実行します。  
• PC-DMIS は、公称値が検出されたポイントおよびスキャンの測定さ

れたデータから 適化アラインメントを内部的に作成します。パッ

チスキャンの場合は、 適化は 3 次元です。  
• PC-DMIS は[公称値の検出]を実行します。  
• PC-DMIS は、公称値が検出されたポイントおよびスキャンの測定さ

れたデータから 適化アラインメントを内部的に作成します。パッ

チスキャンの場合は、 適化は 3 次元です。  
• PC-DMIS は[公称値の検出]を実行します。  
• PC-DMIS はオリジナルのアラインメントを修復します。  

公称値からの大きなデビエーションのあるパーツ向けに、このチェックボッ

クスはパーツをより正確に表示する公称値を検出するのを促進します。  

適化アラインメントに関する詳細は、" アラインメントの作成および使用 "
の項の" 適化アラインメントの作成 "  を参照してください。  

 
[選択済みのみ] チ
ェックボックス  

パーツプログラムでスキャンを実行し、スキャンの測定されたポイント向け

の公称値を探しているときに、 [選択済みのみ] チェックボックスを使用し

て、PC-DMIS に現在選択された面のセット上でのみ公称値を探すことができ

ます。  

注記: 選択した面がすでに [CAD エレメントの編集] ダイアログボックス内に

優先面としてすでに定義されている場合は、PC-DMIS はセット内で他に選択

された面上に優先面を維持します (" CAD 表示の編集 "の項から CAD の編集 
"  を参照してください) 。  

 

[ヒット制御]エリア  

[ヒット制御] エリアにはヒットがとられる箇所を制御する一覧が含まれています。このエリアの

その他のボックスは、ヒットの種類の一覧から選択されるヒットの種類に基づいて、非表示また

は表示されます。このエリアには次の項目が含まれています:  
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項目  説明  
 [ヒットの種類] 
の一覧  

[ヒットの種類] の一覧には次のヒットの種類が含まれています:  

• ベクトル - このスキャンはベクトルのヒットを使用します。  
• 面 - このスキャンは面に沿ってとられ、面のヒットのデータを使用し

ます。  
• エッジ - このスキャンはエッジに沿ってとられます。 エッジ のヒット

が使用され、CAD のデータが利用可能なとき、PC-DMIS を使うと、

公称値のために同一平面上の厚さを入力できます。この厚さはスキャ

ン向けに公称値を検出するときにエッジ アプローチ ベクトルに法線に

適用されます。(これは面の公称値に沿って適用される通常の厚さに反

しています)  
• 角度 - このスキャンは[角度]のヒット データを使用します。  

このスキャンはプローブのヘッドタイプにかかわらず、スティッチ スキャン

を常に実行します。  
 [初期] ボックス  [初期] ボックスを使うと、実際の各ポイントが測定される前にいくつのサンプ

ル ヒットがとられるかを設定できます。これらのサンプル ヒットはスキャン

が実行される 1 番目 のときしかとられません。  
 
[パーマネント] 
ボックス  

[パーマネント] ボックス を使うと、実際の各ポイントが測定される前にいくつ

のサンプル ヒットがとられるかを設定できます。これらのサンプル ヒットは

スキャンが実行される たびに とられます。  
   
[スペーサー] ボ
ックス  

[スペーサー] ボックス を使うと、サンプル ヒット間の距離を設定できます。 

 
[深さ] ボックス  

[深さ]  ボックスを使うと、サンプル ヒットがとられるエッジからの深さを設

定できます。このオプションは、 ヒットの種類 の一覧 から エッジ が選択さ

れている場合しか利用できません。  
 
[インデント] ボ
ックス  

[インデント] ボックスを使うと、サンプル ヒットがとられるエッジからトッ

プ面上のインデントを設定できます。 このオプションは[ヒットの種類]の一覧

から エッジ が選択される場合しか利用できません。  
 
[インデント 1] 
ボックス  

[インデント 1] ボックスを使うと、サンプル ヒットがとられるエッジからトッ

プ面上にインデントを設定できます。このオプションは 角度 が ヒットの種類 
の一覧 から選択される場合しか利用できません。  

 
[インデント 2] 
ボックス  

[インデント 2] ボックスを使うと、サンプル ヒットがとられるエッジからトッ

プ面上にインデントを設定できます。このオプションは 角度 i が ヒットの種

類 の一覧 から選択される場合しか利用できません。  
 
[同一面上] ボッ

クス  

 

[同一面上] ボックスを使うと、 エッジ または 角度 のヒットの種類が用いら

れ、CAD のデータが利用可能の場合は、公称値向けに同一面上の厚さを入力

できます。この厚さは、スキャン向けに公称値を検出するときにエッジのアプ

ローチベクトルに法線に適用されます。(これは面の法線に沿って適用される

通常の厚さと異なります)。  
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制御エリアを表示  

 

[制御の表示] エリアを使うと、スキャンが編集ウインドウにどんな種類の情報を表示するか決定

できます。このエリアには次の項目が含まれます:  

項目  説明  

 
[ヒットを表示] 
チェックボック

ス  

このチェックボックスを選択する場合、PC-DMIS は、スキャン対象およびエ

ンドの測定された対象によって囲まれた測定されたヒットのセットとして、編

集ウインドウに各スキャンを表示します。このオプションが選択される場合、

ヒットのすべてが編集ウインドウに表示されます。選択しない場合は、ヒット

は表示されません。  

 
[すべてを表示] 
チェックボック

ス  

このチェックボックスを選択する場合は、PC-DMIS は編集ウインドウに次の

ようなスキャンのパラメータをすべて表示します:  

• 平面の断面  
• 境界ポイント  
• 方向のベクトル  
• 初期アプローチ ベクトル  

これを選択しない場合は、PC-DMIS は編集ウインドウに以下のデータしか表

示しません:  

• 増分  
• テクニック  
• ヒットの種類  

 

境界の種類のエリア  

 

[境界の種類] エリアは、スキャンの終了点を中心の境界として動作する想像上の要素を作成しま

す。デフォルトでは、この要素は、クロスされたワンタイムがスキャンをストップするときは終

了点では平面です。しかし、終了の境界の種類を要素の異なる種類になるように定義できます。  

境界の種類は、 開いた線 、 閉じた線 、 パッチ 、 切断面  および DCC モードの 回転 のみで利

用可能です。  
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このエリアには次の項目が含まれます:  

項目  説明  

 

境界の種類の一覧を使うと、スキャンがいかにして終了するか選択できま

す。境界の各種類は、 [クロス] ボックスから値を使用します。  

平面 - このスキャンは、プローブが平面を終了点で既定の回数クロスした後

にストップします。  

編集ウインドウのコマンド行では平面境界の種類が次のように記述されます: 

BOUNDARY/PLANE, x,y,z,PlaneVec=i ,j,k , EndVec= i,j,k ,Crossings  

• 平面ベクトル : このベクトルは終了点で面の法線ベクト

ルを定義します。  
• 終了ベクトル :終了ポイントでのアプローチベクトル  

球 - このスキャンは、プローブが球を終了点で既定の回数クロス (ブレーク) 
した後にストップします。  

球は終了ポイントに位置しますが、アプローチベクトルに沿ったプローブの

半径による面からはオフセットしています。そのため球の中心は球を通過し

ます・  

編集ウインドウのコマンド行では球の境界の種類が次のように記述されます: 

BOUNDARY/SPHERE, x,y,z,EndVec= i,j,k ,Radius,Crossings  

• 半径 : 球の半径  
• 終了ベクトル 終了点でのアプローチベクトル  

円柱 - このスキャンは、プローブが円柱を終了点で既定の回数クロス (ブレー

ク) した後にストップします。円柱には境界がありません (例、円柱は長さが

無限とみなされます)。  

円柱は終了点に位置しますが、アプローチベクトルに沿ったプローブの半径

による面からオフセットします。そのため球の中心は円柱を通過します。  

編集ウインドウのコマンド行では円柱の境界の種類が以下のように記述され

ます:  

BOUNDARY/CYLINDER, x,y,z, Axis=i ,j,k , EndVec= i,j,k ,Radius,Crossings 

1. 半径 : 円柱の半径  
2. 軸のベクトル : このベクトルは終了点で円柱の軸を定義

します。  
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3. 終了ベクトル : 終了点でのアプローチベクトル  

円錐 - このスキャンは、プローブが円錐を終了点で既定の回数クロス (ブレー

ク) した後にストップします。円錐には境界がありません (例、円錐は長さが

無限とみなされます)。     

円錐の頂点はスキャンの終了点にあります。  

編集ウインドウのコマンド行では円錐の境界の種類が次のように記述されま

す:  

BOUNDARY/CONE, x,y,z, Axis=i ,j,k , EndVec= i,j,k ,HalfAngle,Crossings  

• 半角 : 円錐の半角  
• 軸のベクトル : このベクトルは頂点での円錐の軸を定義

します。  
• 終了ベクトル : 終了点でのアプローチベクトル  

旧式 - (下位互換性を保持)    

PC-DMIS の以前のバージョンは、境界 クロス とスキャンの増分の組み合わ

せでスキャンをストップしました。旧式は実際には選択するオプションでは

なく、むしろ PC-DMIS の初期のバージョンで作成されたスキャン向けの内

部設定となっています。  

PC-DMIS バージョン 2.3 のスキャンがバージョン 3.0 およびそれ以降に読み

込まれると、それらは変換され、それぞれの境界のコンディションは旧式と

してタグされます。  

編集ウインドウのコマンド行では旧式の境界の種類が以下のように記述され

ます:  

BOUNDARY/OLDSTYLE, x,y,z,PlaneVec=i ,j,k , EndVec= i,j,k  

1. 平面ベクトル : このベクトルは終了点で面の法線ベクト

ルを定義します。  
2. 終了ベクトル : 終了点でのアプローチベクトル  

 
[クロス] ボックス  

[クロス] ボックスは、スキャンが止まる前にスキャンが選択された境界型を

何回交差するか決定します。例えば、交差回数を 2 回と特定する場合は、ス

キャンはプローブの球中心が既定のコンディションの面 (平面、球形、円柱

形、円錐形など) を 2 回交差すると止まります。  
[半径] ボックス  [半径] ボックスは、境界型として 球 または 円柱 を選択すると表示されま

す。このボックスを使うと、境界型要素の半径を定義できます。  
[角度] ボックス  [角度] ボックスは、境界型として 円錐 を選択すると表示されます。このボッ

クスを使うと円錐の半角を定義できます。  
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注記: スキャン向けに、境界のコンディションはいつでも変更できます。DCC スキャン向けに新

しいコンディションを選択すると、PC-DMIS は基本スキャンのすべてにそれを適用し、DCC ス
キャンを構成します。しかし、コンデションの特定の値、例えば、球の半径の境界型、の変更を

選択した場合は、PC-DMIS はその変更を基本スキャンに伝播 しません 。その値を変更するには

それぞれの基本スキャンを手動で変更する必要があります。  

[グラフィック]タブ  

 

[スキャン]ダイアログボックスからの[グラフィック]タブ  

[グラフィック] タブを使うと、スキャンの作成を支援するオンスクリーン CAD モデルを使用で

きます。このタブには [Cad のコントロール] エリアが含まれています 。このエリアを使うと、 
パーツの厚さのみならず公称値を検出するために用いられる CAD の面/ワイヤフレーム エレメ

ントを特定できます。  

時として、スキャンが特定の面上を開始し、終了前に他の多くの面を移動する場合があります。

そのような場合、PC-DMIS は公称値を検出するためにどの CAD エレメントが使用されるべきか

わかりません。したがって、CAD モデルの各面中を検索する必要があります。CAD モデルがた

くさんの面を有する場合は、 [公称値の検出] オペレーションが成功するまでに長い時間を要する

場合があります。  

項目  説明  

 
[選択] チェックボックス  

このチェックボックスを選択して、面上をクリックすると、スキャ

ンする正確な面を定義できます。手動でスキャンする面を決定する

ことは、 [公称値の検出] 過程をスピードアップを促進します。CAD 
の面が選択されると、 [グラフィック表示ウインドウ] にハイライト

されます。ステータスバーが選択された面の数を表示します。 [選
択] チェックボックス が選択されていない場合は、PC-DMIS は境

界ポイントとなる面上の任意のクリックを想定します。  

例: 互いに法線である 2 つのエッジはスキャンが通る各面向けに選

択される必要があります。スキャンが 3 つの面を通る場合、6 つの

エッジ (その 3 つの面に属する) が適切な順序で選択される必要があ

ります。 初の 2 つのエッジは面 1 を示します。3 番目および 4 番

目のエッジは面 2 を示します。5 番目および 6 番目のエッジは 3 番
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目の面を構成し、以下も同様に続きます。  

 

 
[非選択] ボタン  

不正確な面を選択した場合、その面を 2 回クリックします。こうす

ることでその面は非選択となります。 [非選択] ボタンをクリックす

ると、ハイライトされた面のグループのすべてが非選択になるまで

それぞれを一つずつ非選択にしていきます。 [すべてを非選択] ボタ

ンをクリックすると、ハイライトされた面をすべて 1 度で非選択に

します。  

[非選択] ボタンは、 [選択] チェックボックスを用いて作成される選

択された CAD エレメントのグループから一度に 1 つのハイライト

された CAD エレメントを削除します。  

 [すべてを非選

択] ボタン  

[すべてを非選択]  ボタンは、 [選択] チェックボックスを用いて作

成される選択された CAD エレメントの すべて を削除します。  

   

[深さ] チェックボックス  

このチェックボックスは曲線のエレメントを選択するときしか使用

できません。特定の CAD 曲線エレメントを深さのエレメントとし

て表示できます。  

[深さ] チェックボックスの使用方法:  

1. まず他のすべての CAD エレメントを選択します。  
2. [深さ]  チェックボックスを選択します。  
3. CAD エレメントを選択します。  

[深さ]の曲線は [公称値の検出] オペレーション中に使用されます。

PC-DMIS が曲線のエレメントから公称値を検出しなければならな

いときはいつでも、深さ CAD エレメントのベクトルをとり、他に

選択された CAD エレメントからのベクトルを用いて横断し、平面

を得ます。次いで、その平面を貫通して適切な公称値を得ます。た

くさんの CAD エレメントが選択される場合は、 も近い貫通ポイ

ントが公称値のポイントとして使用されます。CAD ワイヤフレー

ム データが使用されるときは、PC-DMIS はパーツにワイヤフレー

ム データを探します。  

 
[ベクトル 1] チェックボッ

クス  

[ベクトル 1] チェックボックスは、 [ヒットの種類] の一覧から 角度

を選択し、面のデータを使用している場合にしか表示されません。

このチェックボックスを使うと、PC-DMIS が公称値を検出するた

めに使用する CAD の面を選択できます。PC-DMIS が角度 ヒット 
面 1 ベクトルを検出するために使用する面のグループを、このチェ

ックボックスを選択して、グラフィック表示ウインドウから CAD
の面を選択して、表示できます。  

 
[ベクトル 2] チェックボッ

クス  

[ベクトル 2] チェックボックスは、 [ヒットの種類] の一覧から 角度

を選択し、面のデータを使用している場合にしか表示されません。

このチェックボックスを使うと、PC-DMIS が公称値を検出するた

めに使用する CAD の面を選択できます。PC-DMIS が角度 ヒット 
面 2 べクトルを検出するために使用する面のグループを、このチェ

ックボックスを選択して、グラフィック表示ウインドウから CAD
の面を選択して、表示できます。  
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[厚さ] ボックス  

[厚さ] ボックスを使うと、パーツの厚さを入力できます。正または

負の値を使用できます。この総量は、CAD データが片側としか描

写されない薄いパーツ (プラスチックまたはシートメタル) 向けに

初に使用されます。薄いパーツの場合は、CAD エンジニアはパー

ツの片側しかドローせず、次いでマテリアルの厚さを特定すること

あよくあります。PC-DMIS は、CAD の面のデータを使用している

ときは、このマテリアルの厚さを自動的に適用します。  

この厚さは、 公称値の検出 モードが選択され、PC-DMIS が公称値

を得るために CAD の面を貫通するとき、エッジのヒットを使用し

ているときでさえも、面の法線ベクトルに沿って適用されます。  

 

[制御ポイント]タブ  

 

注記:  [制御ポイント] タブは、連続接触スキャンを可能にするアナログ プローブ ヘッドを使用

する場合にしか表示されません。  

[制御ポイント] タブを使うと、制御ポイントをスキャンに追加できます。制御ポイントは法線ス

キャン機能に割り込み、スキャンの特定の位置の定義を可能とし、スキャンの速度、ポイントの

密度または両方を変更します。良好な連続スキャンは、スキャンの異なるパーツ向けにことなる

スキャンの速度および/またはポイントの密度を必要とすることが頻繁にあります。  

制御ポイントを追加する性能は、以下のスキャン型に追加されています:  

• 開いた線  
• 閉じた線  
• パッチ  
• 切断面  
• 線 (基本スキャン)  

[制御ポイント] タブには [制御ポイントの定義] エリアが含まれます。このエリアを使うと、各制

御ポイントを定義できます。このエリアには次の項目が含まれます:  

項目  説明  
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[種類] の一覧  これは制御ポイントの種類を定義します。次の種類が選択可能です:  

1. 平面  
平面、X、Y、Z、I、J、K、数値クロス、スキャンの速度、ポイントの密度  

2. 球  
球、X、Y、Z、I、J、K、数値クロス、スキャンの速度、ポイントの密度、直径  

3. 円錐  
円錐、X、Y、Z、I、J、K、数値クロス、スキャンの速度、ポイントの密度、角度  

4. 円柱  
円柱、X、Y、Z、I、J、K、数値クロス、スキャンの速度、ポイントの密度、直径  

これらの種類は境界点と似通っています。  
[クロスの数] ボ
ックス   

このボックスは プローブ が特定のパラメータを調整する前に、割り込み境界

を公差する必要のある回数を定義します。  
[直径] ボックス  このボックスは 円柱 または 球 の制御ポイントの直径を定義します。  

[角度] ボックス  このボックスは 円錐 の制御ポイントの半角を定義します。  

 
[ポイントの密度] 
ボックス  

このボックスは連続接触スキャン中のスキャン データに読み取られるポイン

トの密度を定義します。これはミリメートルごとのポイントの数として一覧化

されます。  
[速度] ボックス  このボックスは、マシンがスキャンを実行しているパーツの面を横断する間の

マシンの速度を定義します。  
[手動ヒットから] 
チェックボック

ス  

このチェックボックスを選択する場合、制御ポイントの XYZ および IJK の位

置を、手動でプローブに用いるヒットをとって (またはオフライン モードの場

合はパーツをクリックして) 定義できます。  
[XYZ] ボックス   これらのボックスは制御ポイントの XYZ の位置を定義します。  

[IJK] ボックス  これらのボックスは制御ポイントの IJK のベクトルを定義します。  

[追加] ボタン  新たな定義されていないポイントを追加します。  

[削除] ボタン  現在の制御ポイントを削除します。  

[次へ] ボタン  次の制御ポイントに行きます。このエリアのボックスは変更して、新しいポイ

ントのデータを表示します。  
[先の] ボタン  先の制御ポイントに行きます。このエリアのボックスは変更して、新しいポイ

ントのデータを表示します。  
[すべてを削除] 
ボタン  

スキャンのすべての制御ポイントを削除します。  

[更新] ボタン  現在の制御ポイント向けの設定を用いてスキャンのすべての制御ポイントを更

新します。  

 

制御ポイントの追加と使用  

1. [スキャン] ダイアログボックスにアクセスします。  
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2. スキャンを定義します。スキャンの種類に基づいて、以下のスキャンの種

類向けの境界の 小数が自動的に定義されます:  
 
平面  
球  
円錐  
円柱  

3. [制御ポイント] タブ をクリックします。  
4. 利用可能な以下の 3 つの方法の 1 つでインタラプト ポイントの位置を追

加します:  

• 方法 1: ポイントの位置を入力します。 [追加] ボタンをクリックし、各ポイント

に必要な値を入力します。  
• 方法 2: [手動ヒットから] チェックボックスを選択し、マシンを使用して制御ポ

イントを置くのを希望するパーツ上の位置に触れます。PC-DMIS が [制御ポイ

ント] ダイアログボックスに情報を追加します。  
• 方法 3: グラフィック表示ウインドウで、制御ポイントを置くのを希望する CAD

モデル上をマウスで左クリックします。PC-DMIS が [制御ポイント] ダイアログ

ボックスに情報を追加します。  

2 および 3 の方法向けに、PC-DMIS は選択されたポイントを自動的にスナ

ップし、パッチスキャンを除くすべてのスキャン向けにスキャンの平面

をカットします。  

5. ステップ 4 でもこれらの方法を用いて、希望するすべての制御ポイント

を定義します。  
6. 制御ポイントが定義されたら、 [作成] ボタンをクリックします。 [スキャ

ン] ダイアログボックスが閉じ、スキャンが作成されます。  
7. 追加の制御ポイントの編集、削除または追加を希望する場合は、いつでも 

[制御ポイント] タブ をクリックして、必要に応じて修正を行うだけです。  

制御ポイント追加後のスキャン  

すべての制御ポイントを定義し、スキャンを作成したら、実行中に、PC-DMIS は次を行います。  

1. スキャンはグローバリーに設定された [スキャンの速度] および [ポイント

の密度] の値を 初に使用します。  
2. 値はパスに沿ってスキャンし、制御ポイントによって定義されるパラメー

タ内を通過するので、スキャンの動作は、制御ポイントによって指図され

る通りに変更します。  
3. スキャンが完了すると、 [スキャンの速度] および [ポイントの密度] はグ

ローバリーに設定された値に戻ります。  
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[パスの定義]タブ  

 

[スプライン パス]エリアをサポートするスキャンからの[パスの定義]タブの例  

注記: [スプライン]パス エリアをサポートするスキャンは数種類しかありません。それらには、

開いた線、閉じた線、パッチ、切断面および自由形式が含まれています。その他のスキャン上で

は、 [スプライン パス] エリアは表示されません。  

[パスの定義] タブには 大限、 [理論上のパス] と [スプライン パス] の２つのエリアがあります。

これらのエリアを使って、スキャン向けの理論上のパスウェイを生成できます。サポートされた

スキャン上では、理論上のスキャンをスプライン パスと呼ばれる第 2 のパスに理論上のデータ

ポイントを適合できます。これは原則的に理論上のポイントの数をフィルタします。  

理論上のパスウェイの作成方法とそれをスプライン パスに適合する方法:  

1. スプライン パス (開いた線、閉じた線、パッチ、切断面または自由形式)
をサポートするスキャンの種類を選択します。  

2. [パスの定義] タブを選択します。  
3. 理論上のパスを定義します。大抵の場合、 [ファイルの読み込み] ボタン

を使用して理論上のデータポイントの既存のセットをインポートでき、ま

たは [生成] ボタンをクリックします。 [生成] ボタンは、既存の CAD デー

タから開始点と終了点の間の一連の理論的なデータを生成します。  

注記: 自由形式のスキャンの場合は、 [生成] ボタンは存在しません。従ってその代わり

に CAD 自体をクリックｓて理論上のポイントを選択します。  

4. ポイントは順次一覧に表示され、XYZ および IJK のデータを表示します。 
[理論上の] エリアに 5 ポイント以上ある限りは、 [スプライン パス] エリ

アの [計算] ボタンを用いて、データをスプライン パスに適合できます。

理論上のパスをスプライン パスに適合する必要はありませんが、理論上

の一覧の初期データには通常必要以上のヒットが含まれています。  
5. 理論上のパスを適合させるスプライン パスを定義します。理論上のポイ

ントが開いたまたは閉じたパスを形成するかどうか、パスの計算が補間さ

れているかあるいは概算されているか、ポイントが重さであるかどうか、
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ポイントのスペーシングが定義された密度または特定のヒット数によって

制御されているかどうかを決定します。  
6. 両方のエリアが書き込みされているときは、 [スプライン パス] `エリア 

[計算] をクリックします。PC-DMIS は理論上のデータを変更して、スプ

ライン パスに特定されるパラメータを適合します。オレンジ色の点線は、

各ポイントのパーツ上のグラフィック表示ウインドウに表示されます。ポ

イントがいくつかある場合は、これらの点線はメッシュ適合して、オレン

ジ色の帯を形成します。  
7. 希望するポイントがあるときは、 [作成] をクリックしてスキャンを生成

します。  

[理論上のパス]エリア  

 

[理論上のパス] エリアには次の項目が含まれています:  

項目  説明  
[理論上のパス] 
の一覧  

この一覧は実行された際にスキャンがとる理論上のパスウェイを表示します。

この一覧は各ポイント向けに XYZ および IJK のデータを表示します。 [ファイ

ルの読み取り] ボタンをクリックしてテキスト ファイルからポイントをインポ

ートできます。または PC-DMIS は、 [生成] をクリックすると理論上のポイン

トを自動的に生成します。自由形式のスキャンの場合は、CAD モデル上をク

リックしてこれらを作成できます。  

これらの理論上のポイントはユーザーが編集可能です。ポイントの値を編集す

る方法:  

• ‘#’ コラムの適切なポイント数をダブルクリックしま

す。 [理論上のデータの編集] ダイアログボックスが表示さ

れます。  
• 希望する X 、 Y 、 Z および I 、 J 、 K のボックスの値を

変更します。  
• [OK] をクリックします。この変更は、 [理論上のパス] の

一覧で更新されます。  

[理論上のデータの編集] ダイアログボックスの [次へ] ボタンをクリックする
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と、 [理論上のパス] の一覧に一覧化されるポイントを循環し、それらを一つ

ずつ編集できます。  
[生成] ボタン  このボタンは CAD モデルから情報をとり、次のサポートされたスキャン向け

にスキャンの境界内に理論上のパスウェイを自動的に生成します: 開いた線、

閉じた線、パッチおよび切断面。これはいくつかのポイントを頻繁に生成しま

す。  

スキャンの境界を定義して [生成] をクリックすると、PC-DMIS はダイアログ

ボックスを隠し、ソフトウェアが画面上にスキャンを生成する際にスキャンを

ビューすることを可能にします。スキャンが完了すると、PC-DMIS はダイア

ログボックスを再表示します。次いで [作成] ボタンが押されると、公称値の

ヒットのデータを用いたスキャンがパーツプログラムに挿入されます。  

PC-DMIS は [オプションの設定] ダイアログボックスに示された [公称値の公

差の検出] の値を常に使用し、スキャン向けに公称値のデータを生成すると

き、および学習されたスキャン向けに公称値を検出するときは [生成]l タブを

使用します。  
[取り消し] ボタ

ン  
このボタンを使うと、 [理論上のパス] の一覧のポイントをインポート、生成ま

たは修正するときにとられた 後の動作を除去できます。  
[ファイルの読み

取り] ボタン  
このボタンを使うと、.txt ファイル名拡張子を有するテキストファイルからポ

イントをインポートできます。テキストファイルは、以下のように各行に 1 つ

のポイントを用いたカンマ区切り形式である必要があります:  

X,Y,Z,I,J,K  
[穴のジャンプ] 
チェックボック

ス  

このチェックボックスは理論上のパスが穴および面の要素などの他の穴を飛び

越えるべきかどうかを決定します。このチェックボックスが選択されると、選

択された面 (例、穴の要素) 内に存在しないポイントのデータは [理論上のパス] 
の一覧に表示されず、スキャンの実行中にスキップされます。選択されない場

合は、スキャンは要素などの穴の中をスキャンします。  

これは周辺および自由形式以外のすべてのスキャンに表示されます。これらの

スキャンではサポートされていません。  
[オフセット] ボ
ックス  

[オフセット] ボックスを使うと、スキャンのポイントが有効とみなされる境界/
エッジから離れる 小距離を定義できます。オフセット距離に特定される境界

により近いスキャンのポイントは承認されません。例えば、オフセット距離

を .5 mm に設定する場合は、境界/エッジの .5 mm にあるスキャンのポイント

は承認されません。  
[公差] ボックス  [公差] ボックスを使うと、公差の値を設定できます。PC-DMIS は CAD のデー

タから穴を検出するためにこのボックスを用いて穴の位置を決定します。  

• 2 つの面の境界ポイントの間の距離が公差の距離よりも小

さい場合は、PC-DMIS はこれを連続面とみなし、穴の中

をスキャンします。  
• 距離が公差よりも大きい場合は、PC-DMIS は面の間に穴

があると想定し、学習過程中に穴をスキップします。  

これは周辺および自由形式以外のすべてのスキャンに表示されます。これらの
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スキャンではサポートされていません。  

 
[公称値の獲得] 
ボタン  

[公称値の獲得] ボタンを使うと、スキャンが学習されたあるいは実行された後

に公称値を検出できます。PC-DMIS は利用可能な CAD のデータからスキャン

のために公称値を検出します。  

 
[ポイントに] ボ
タン  

[ポイントに] ボタンは、既存のスキャンを構成する個々のポイントが実行後に

シングルのポイントに変換できるように過程を実行します。次いでスキャンさ

れたセットは削除されます。  

例:  

• 編集ウインドウの ヒット データを用いてスキャン上にカ

ーソルを置きます。  
• [F9]を押して、 [スキャン] ダイアログボックスを表示しま

す。  
• [ポイントに] ボタンを選択します。  

PC-DMIS はすべてのヒット データをシングル ポイントに変換し、編集ウイン

ドウからスキャンを削除します。  

注記: この過程は、 [シングル ポイント] チェックボックスを選択し、 [OK] ボ
タンをクリックし、編集ウインドウからスキャンを実行しても行うことができ

ます。PC-DMIS はスキャンを実行し、ヒット データをシングル ポイントに変

換します。  
[フリップ および 
すべてをフリッ

プ] ボタン  

[フリップ] ボタンは、 [理論上のパス] の一覧から選択される理論上のスキャン

ポイントのアプローチ ベクトルをフリップします。PC-DMIS はそのポイント

に続くすべてのベクトルがフリップされるべきか聞いてきます。  

• [Yes] を選択すると、表示されたポイントを含むおよび続

くすべてのベクトルの方向が反転されます。  
• [No] を選択すると、表示されたベクトルだけが反転されま

す。  

[すべてをフリップ] は、一覧内のすべてのポイントのためにすべてのベクトル

を反転します。  

これらは、UV またはグリッド スキャンで作業するときにしか表示されませ

ん。  
[削除] ボタン  この  ボタンは、 [理論上のパス] の一覧から選択されたポイントを削除しま

す。このボタンは、UV またはグリッド スキャンで作業するときにしか表示さ

れません。  

これは、UV またはグリッド スキャンで作業するときにしか表示されません。 
[ラベルのヒット] 
チェックボック

ス  

このチェックボックスは、PC-DMIS がスキャンの各ヒットをラベルすべきか

どうかを決定します。ラベルされたヒットは次のように見えます:  
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ラベルされたヒットを用いた UV スキャン  

これは、UV またはグリッド スキャンで作業するときにしか表示されません。 

 

 

[スプライン パス]エリア  

 

[スプライン パス]エリア  

[スプライン パス] エリアには、スキャンの理論上のパスが適合されるスプライン パスを作成す

るために使用できるいくつかのオプションが含まれています。  

このエリアは周辺、回転、UV またはグリッドのスキャン向けには存在しません。  

このエリアを使うと、スプライン パスが開いたまたは閉じたパスを形成するかどうか、パスの

計算が補間されるかまたは概算されるか、ポイントが重さを有するかどうか、ポイントのスペー

シングが定義された密度または特定のヒット数によって盛業されるかを決定することができます。  

後にスプライン パスを計算すると、既存の [理論上のパス] の一覧はフィルタされたポイント

に置き換えられます。これらのポイントがスキャンの基準になります。  

このエリアには次の項目が含まれています:  

項目  説明  
[曲線] のリスト  この一覧には [開いた] および [閉じた] の 2 種類のオプションが含まれていま

す。開いた曲線は開始、制御および終了点を通過して、止まります。閉じた曲

線も同様に作動しますが、曲線が終了点を通過すると、開始点に戻ります。  
[計算] の一覧  この一覧には、 [概算] および [補間] の 2 種類のオプションが含まれていま

す。この一覧は、スプライン パスがスプラインを通過するか (補間 i) または単

にポイントに接近するか (概算)どうかを決定します。補間はより鋭い曲線をも

たらし、概算はよりゆるやかな曲線をもたらします。  
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[重さ] の一覧  この一覧には [Yes] と [No] の 2 種類のオプションが含まれています。選択す

ることで、スプライン パスを作成するときに PC-DMIS がポイントに重さを与

えるべきかどうかを決定します。[Yes]に設定すると、PC-DMIS は曲線上で他

のポイントにいかに近いかに応じて重さを与えます。他のポイントから離れる

ほど、適合過程において重さが重くなります。  
[スペーシング] 
の一覧  

この一覧には [密度] と [ヒット] の 2 種類のオプションが含まれています。  

• [密度] を選択すると、PC-DMIS は [密度] ボックスの値によって定義さ

れた既定の増分でスプライン パスを作成します。  
• [ヒット] を選択すると、PC-DMIS は [ヒット] ボックスに特定するヒッ

ト数を使用して間隔を開けて、スプライン パスを作成します。  

[密度] ボックス  このボックスに、ヒットの密度を制御する増分を入力します。増分が小さいほ

ど、密度が濃くなります。  
[ヒット] ボック

ス  
このボックスに、理論上のパスウェイに沿って間隔を開けるためのヒット数を

入力します。例えば、"50"と入力した場合、PC-DMIS はスキャンのパスに沿

ってすべての 50 ポイントの適合を試みます。  
[計算] ボタン  このボタンはスプラインを計算し、理論上のデータポイントをスプラインに適

合させます。通常はいくつかのヒットを除去します。このボタンは、 [理論上

のパス] の一覧に 低 5 つのヒットを有する場合にしか使用可能とはなりませ

ん。  

 

[設定]タブ  

 

注記: [設定] タブは、連続接触スキャンを可能にするアナログ プローブ ヘッドを使用する場合し

か表示されません。  

このタブには [プロービングのパラメータのスキャン] エリアが含まれています。このエリアのこ

の項目を使用すると、これらの頻繁にしようされるスキャンのパラメータを、スキャンのダイア

ログから離れることなしに、修正できます。  

これらのオプションは、 [パラメータ] ダイアログボックスの ・・・モーション] タブまたは [プ
ローブのオプション] タブにも含まれています。詳細は" プレファレンスの設定 "の" [パラメータ

の設定: オプショナル プローブ]タブ " および" [パラメータの設定: モーション]タブ "を参照して

ください。  
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 [基本スキャン]ダイアログボックスの共通機能  

 

[基本スキャン]ダイアログボックスの例  

この項で説明されている機能の多くは、基本スキャンに共通です。これらのオプションの多くは

高度スキャンのオプションと同じで、すでに述べられています。 (詳細はこの 項 の スキャン ダ
イアログボックスの共通機能 "を参照してください)。1 つのスキャン モードに特に関連するオプ

ションは適切に表示されます。  

以下のオプションは各基本スキャンの 初のタブに含まれています。  

ダイアログボックスの他のタブを使ってスキャンを定義できます。  

 [基本的スキャン] タブ  

[基本的スキャン] タブは、実際には、BASICSCAN の特徴的機能それぞれのための、主なタブで

す。 それは、以下のタブのうちのひとつです:  

• 「円」タブ  
• 「円筒」タブ  
• 「軸線」タブ  
• 「中心点」タブ  
• 「直線」タブ  

これらのタブ上にある項目は、次の通りです:  

ダイアログ ボックスの項目  内容  
「#,X,Y,Z」欄  # - スキャン映像を作成するために使用する、ポイントを表示し

ます。 これらには、開始点、方向点、終了点、及び、重心が含
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まれます。  

• 開始点: 軸線、中心点、軸線スキャンで使用さ

れる、この点は、実行が開始される位置を示

します。  
• 終了点: 軸線、中心点、軸線スキャンで使用さ

れる、この点は、実行が終了する位置を示し

ます。  

• D: 直線スキャン使用される、方向点は、スキ

ャンを開始し、切断面を算出するために使用

されます。 スキャン中、プローブは常に切断

面上を移動します。  
• 重心: 円と円筒スキャンで使用される、この点

( ＃ 欄の下にある、 初の一覧上に表示)は、

円、または、円筒の中心です。 この中心点を

直接タイプ入力するか、または、測定機や

CAD から入手することもできます。 円筒につ

いては、これが、実行開始の中心点となりま

す。  

X,Y,Z - これらの欄は、＃欄内の項目の座標を表示します。  
「ベクトル I, J, K」欄  ベクトル - ベクトルのタイプを表示します。 これらには、初期

ベクトルと切断面ベクトルがあります。  

• 初期ベクトル: すべての基本的スキャンで使用

される、この初期接触ベクトルはスキャン プ
ロセスにおける、 初の点の面ベクトルを示

します。  
• 切断面ベクトル: 円、円筒、中心点、及び直線

スキャンで使用される、切断平面ベクトル

は、開始点と終了点を結ぶ線と初期ベクトル

を交差させることによって作成されます。 終
了点が存在しない場合、開始点と方向点を結

ぶ線が使用されます。  
• 終了ベクトル: 直線スキャンで使用される、終

了ベクトルは、線のスキャンの終了点におけ

る接近ベクトルです。  
• 方向ベクトル: 直線スキャンで使用される、方

向ベクトルは、開始点から方向点に向かうベ

クトルです。  
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I,J,K - そのベクトルの、IJK ベクトル情報を表示します。  
「表面の厚さ」ボックス  すべての基本的スキャンで使用される、このボックスをを用い

て、パーツの厚さを入力することができます。PC-DMIS は、

CAD 表面データ使用時に、このパーツの厚さを自動的に適用し

ます。 「名目値発見」モードが選択され、PC-DMIS が名目値を

得るために CAD 表面を貫通する時、この厚さは、面法線ベクト

ルに沿って適用されます。  
「制御ポイント」ボタン  直線スキャンで使用される、このボタンを押すと、「制御ポイ

ント」ダイアログ ボックスが表示されます。 このダイアログ 
ボックスには、「制御ポイント」タブに類似の制御機能があり

ます。 「制御ポイント」ダイアログ ボックス用の、相当する文

書については、「制御ポイントタブ」を参照して下さい。  

このボタンは、SP600 のような継続的接触プローブ（アナログ 
プローブ）が使用される場合にのみ、このボタンが表示され、

そして、「直線」スキャンの開始点、方向点、終了点が定義さ

れると、このボタンの選択が可能になります。  

 
「タイプ」一覧  これは、実施されるスキャンのタイプを、円、円筒、または、

中心点スキャンのうちから定義します。  

「円」、及び、「円筒」スキャンで使用された場合、これは、

以下の間で切り換えを行います:  

• 内: スキャンのタイプを穴として定義します。 

• 外: スキャンのタイプを鋲として定義します。 

• 平面: 平面円は、それが位置している平面上で

実行されます。  

「中心点」スキャンで使用された場合、これは、利用可能な心

立て方法の間で切り換えを行います:  

• 軸: 開始点(S)は、定義された軸(A)上に投影さ

れます。 投影された点が(SP)となります。 
「初期ベクトル」は、投影点(SP)および軸方

向(A)によって定義された平面に投影されま

す。 すなわち、これによって定義される方向

(N)は、軸方向に対して垂直になります。 その

後、心立て実施中、プローブの中心点は、軸

方向と (SP) によって定義された平面内に留ま

ります。 心立ては、入力としての(N)方向に向

かって、または(N)の逆方向に向かって行わ
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れ、そして、プローブ先端チップは、方向(N)
と軸方向(A)が交差する方向では自由に移動し

ます。  

S = 開始点 A = 定義された軸 / 軸方向 SP 
= 投影された開始点 N = 軸方向に垂直

な方向  

• 平面: 開始点によって定義された点をプローブ

で測定した後、CMM は、「切断面ベクトル」

によって定義された平面上を自由に移動でき

る間、プローブ方向、またはプローブの逆方

向に心立てを行います。  

「直径」ボックス  これは、スキャンされるフィーチャーの直径値であり、

「円」、または、「円筒」スキャンで使用されます。  
「開始角度」ボックス  これは、円スキャンで使用され、開始点からの開始角度（スキ

ャンを行う角度）を定義します。 正の角度と負の角度の両方を

使用することができます。 正の角度は反時計回り、負の角度は

時計回りとみなされます。 切断面ベクトルは、角度が回転する

中心の軸とみなされます。  
「終了角度」ボックス  これは、「円」スキャンで使用され、終了角度を定義すること

を除いては、「開始角度」と同じです。 開始角度と終了角度を

用いて、穴や鋲の特定の一部を、スキャン用に定義することが

できます。  
「角度」ボックス  これは「円筒」スキャンで使用され、円筒の周りをどれだけの

距離分スキャンするかを定義します。 例えば、360 とタイプ入

力すると、完全な一回転分がスキャンされます; 720 とタイプ入

力すると、二回転分のスキャンが行われます。  
「深さ」ボックス  これは、「円」、及び、「円筒」スキャンで使用され、「切断

面ベクトル」の方向に対して適用される深さです。 正の値と負

の値両方を使用できます。  
「間隔」ボックス  「間隔」ボックスは、円筒スキャンで使用され、フィーチャー

の軸線に沿った、ねじ筋の間の距離を決定します。 これを用い

ると、円筒に沿ってらせんの様な形を描きながらスキャンが行

われます。  
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[フィルタ]タブ  

 

[基本スキャン] ダイアログボックス - [フィルタ]タブ  

[フィルタ] に 利用可能なオプション は次の通りです:  

• 距離のフィルタ – これは開いた線のスキャンを用いた " 線のテクニック 
" と同じよう働きをします。   

• 変数のフィルタ – " 変数のテクニック "の開いた線を参照してください。

このスキャンのテクニックは線のスキャン向けにしか利用できません。  
• 空値フィルタ – " 空値フィルタのテクニック "を参照してください。  
• [フィルタ] タブの 大増分 ボックスを使うと、スキャンのヒットの間の

増分距離を設定できます。例えば、.5 が入力される場合は、スキャン

は .5 の増分でパーツに接触します。  
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[ヒットの種類]タブ  

 

[基本スキャン]ダイアログボックス - [ヒットの種類]タブ  

これはスキャン向けに使用されるヒットの種類を決定します。Available options for the [ヒット 
の 種類] タブ 向けに利用可能なオプションは次の通りです:  

• ベクトル  
• 面 (線のスキャンにのみ利用可能)  

ヒットの種類 は先に定義されたスキャンの ヒットの種類 に対応します。 Hit Type in " [スキャ

ン]ダイアログボックスの共通機能 " の" [ヒット制御]エリア "のヒットの種類を参照してください。  
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[境界]タブ  

 

[基本スキャン]ダイアログボックス - [境界]タブ  

円、円柱、軸および中心などの基本スキャンの中には、コントローラで実行されるため、境界の

コンディションが必要のないものがあります。境界向けに利用可能なオプションは以下の通りで

す:  

• 平面  
• 球  
• 円柱  
• 円錐  
• 旧式  

これらの種類の説明は、" 境界の種類のエリア "を参照してください。  
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[実行モード]タブ  

 

[基本スキャン]ダイアログボックス - [実行モード]タブ  

[実行モード] タブで利用可能な実行モードは次の通りです:  

1. 法線  
2. 再学習  
3. 定義された  

法線、再学習および定義されたモードに関する詳細は" [実行]タブ " の " [実行コントロール]エリ

ア " を参照してください。  

1. 要素 – この実行モードはアナログ プローブ ヘッド向けにしか利用できません。

これが選択されると、PC-DMIS はコントローラの内蔵高速スキャン性能を用い

て、スキャンを実行します。  

例: 円のスキャンを選択した場合、PC-DMIS はコントローラで対応する円のスキャンのコマンド

を使用し、パラメータをコントローラにパスして実行します。この場合、PC-DMIS はスキャン

の実行を制御しません。  

要素実行モードを使っても、PC-DMIS の基本スキャンがこのモードを用いてい

かに実行されるかさらなるカスタマイズをするために、次のチェックボック

スを使用することができます。  

HSSDAT の使用 – このチェックボックスを選択すると、PC-DMIS は独特なポ

イントのセットを送信し、コントローラに要素測定パスを定義します。この

チェックボックスを選択しない場合は、PC-DMIS は要素に特定なパラメータ

をコントローラに送信します。  
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開始/終了遅延ポイントの使用 – この機能を使用するためにも [HSSDAT の使

用] チェックボックスを選択する必要があります。このチェックボックスを

選択する場合は、PC-DMIS はコントローラに送信されるポイントをとり、ス

キャン中のプローブの加減速中にとられたポイントを破棄します。これはス

キャンの全体的な正確さの向上を促進します。  

注記: これらのチェックボックスはライツ インターフェースを用いたコントローラを使用する場

合にしか作動しません。.  

[公称値モード]タブ  

 

[基本スキャン] - [公称値モード]タブ  

利用可能な公称値モードは次の通りです (" [公称値方法]エリアの 公称値 の一覧を参照してくだ

さい"):  

• マスター – " [公称値モード] " の項に説明されているマスターモードに対

応  
• 公称値の検出 – " [公称値のモード] " の項に説明されている公称値の検出

に対応。基本スキャン向けに公称値を検出するときに適用できる公称値の

検出に入力できます。  

[ 適化の使用] – このチェックボックスを使うと、PC-DMIS はオリジネルの[公称値の検出]か
ら検出されたデータ上の 適化アルゴリズムの使用が可能となり、[公称値の検出]オペレーショ

ンを繰り返します。これは、実際のパーツが CAD のデータに間して多数のエラーを有するとき、

より正確な公称値データを検出します。"公称値モードの参照"を参照してください。  

選択された面上のみで公称値を検出 – このチェックボックスを使うと、PC-DMIS は選択されら

面のセット上のみでスキャンの測定されたポイント向けの公称値を探すことが可能となります。  
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注記: 円、円柱および軸の種類の基本スキャンでは、公称値を検出するために CAD データを必

要ありません。基本スキャンを実行するために、PC-DMIS は提供される公称値のデータから公

称値を得ます。  
 
例えば、円を実行するために、中心および直径などの公称値のデータを入力した場合、それらの

データは円のスキャン向けの公称値を検出するために使用されます。  

[一般]タブ  

 

[基本スキャン]ダイアログボックス - [一般]タブ  

このダイアログボックスのオプションは、" スキャンのダイアログボックスの共通機能 "に説明

されています。  

その他の手動スキャンオプション  

" スキャン ダイアログボックスの一般的な機能 "で説明されているスキャンオプションに加えて、

PC-DMIS は手動スキャンを実行している間にこれらの追加オプションを提供します。  

新しい列  

[新しい列] コマンドボタンを使うと、スキャン向けの新しい列を開始できます。このボタンは手

動スキャンが学習されるときにしか利用できません。このボタンは、 [オプションの実行モード] 
ダイアログボックスにあります。  

[新しい列] コマンドボタンの使用方法:  

1. [ストップ] を押してスキャンを中断します。  
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2. [新しい列] ボタンを選択します。これによって、新しい列がスキャンされ

始めることが示されます。  

または  

• [新しい列] ボタンを 初に選択します。PC-DMIS は自動的にスキャンを

中断します。  
• プローブを次の列に移動します。  
• [続行] ボタンを押します。  
• PC-DMIS は新しい列をスキャンし始めます。  

スキャン終了  

[スキャン終了] コマンドボタンは、スキャンが終了したことを PC-DMIS に警告します。このボ

タンは手動のスキャンが実行 (学習) されるときにしか利用できません。このボタンは [モードの

実行]オプション ダイアログボックスにあります。スキャンを実行すると、データは CMM から 
PC-DMIS によって収集されます。同時に PC-DMIS は、提供される方法 ( 固定時間 、 固定距離 、 
固定時間 / 距離 など)に応じてデータをフィルタ (減少) します。基準を満たさないデータ (固定

時間または距離増分など) は除外され、基準を満たすデータは保持されます。  

以前のバージョンの中には、 [半径] ボタンが利用可能なものもありましたが、このバージョン

では使用されません。 [スキャン終了] コマンドを押すと、PC-DMIS データの収集を中止し、公

称値、ベクトル補正などを検出するために処理します。  
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移動コマンドの挿入 
移動コマンドの挿入: イントロダクション  
この項では、お手持ちパーツプログラムに設置できる、各種の移動コマンドについて述べていま

す。 移動コマンドを用いると、ヒットの合間のプローブの動作を変更することができます。  

この項の主な項目は、「挿入 | 移動」サブメニューから挿入可能な移動コマンドと、その他の移

動コマンドについて述べています。これらの項目は、以下のとおりです:  

• 移動ポイント コマンドの挿入  
• 移動増分コマンドの挿入  
• 空き平面の挿入  
• 空き平面移動コマンドの挿入  
• 円形動作コマンドの挿入  
• 同時動作コマンドの挿入  
• 一掃移動コマンドの挿入  
• すべて移動コマンドの挿入  
• 回転テーブル移動コマンドの挿入  
• 除外域コマンドの挿入  

これらの項目が、下記で詳しく述べられています。  

移動ポイント コマンドの挿入  
「移動ポイント」コマンドを用いると、パーツプログラム内に、移動ポイントを挿入できます。 
PC-DMIS がこのコマンドに出会うと、プローブは、その所在位置へ移動します。  

このオプションを使用するには、「挿入 | 移動 | 移動ポイント」 メニュー ロードマップの表示 

メニュー オプションか、「オペレーション |移動先」 メニュー ロードマップの表示  メニュー 
オプションを選択して下さい。 「移動ポイント」を選択した場合、PC-DMIS は、その時点での

プローブの所在位置に、移動ポイントコマンドを自動的に挿入し、そして、XYZ 値の変更が必要

になります。 「移動先」を選択した場合、PC-DMIS は、「移動ポイント」ダイアログ ボックス

を表示し、そのダイアログ ボックスを用いると、コマンド挿入前に、情報を入力することがで

きます。  

PC-DMIS が許容しない場所に、移動ポイントを挿入しようとすると、当ソフトウェアは、次の

有効な場所に移動ポイントを挿入するか、尋ねます。  

編集ウィンドウ内の、サンプル移動ポイント用のコマンドラインは、以下のようです: 
MOVE/POINT tog1,x,y,z  



Wilcox Associates, Inc. 

1156  *  移動コマンドの挿入 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

tog1 - このフィールドは、NORMAL、あるいは、RELEARN のいずれかを表示

します。  

x,y,z - これらのフィールドは、移動ポイントの所在位置を表示します。  

編集ウィンドウ内の表示されている値を変更するには、ご希望の値を選択し、新規の値をタイプ

入力するか、または、「移動ポイント」ダイアログ ボックスにアクセスするためにコマンド上

で F9 を押して下さい。  

 

「移動ポイント」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いると、「MOVE/POINT」コマンドと、それに加えて移動ポイン

トの追加オプションを、よりユーザー フレンドリなやり方で作成、または、編集することがで

きます。 これらは、下記の「さらに詳しく」に一覧表示されている項目で記述されています。  

バージョン 3.5 以降では、MOVE/POINT コマンドを挿入すると、PC-DMIS が、実行用にこれを

自動的にマークします。  

動画中の移動ポイント使用  

CMM を用いた、プローブ経路の動画を表示中に、このメニュー オプションが選

択されると、PC-DMIS は、その移動ポイントをその時点での位置の前、また

は、後のどちらに挿入するか、常に尋ねます。 その時点での位置は、ステー

タス バー内に表示されます。  
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自動フィーチャーのヒット間に、移動ポイントを挿入  

自動フィーチャーの「HIT/BASIC」コマンドの間に、「MOVE/POINT」コマンドを挿入すること

ができます。 これを行うには、「挿入 | 移動 | 移動ポイント」メニュー項目を使用する必要があ

ります。 このコマンドのコピーと貼り付けは、機能しません。 また、編集ウィンドウは、コマ

ンドモードになければなりません。  

ステータス バーから移動ポイントを挿入  

移動ポイントの挿入はまた、システムがプログラム モードにある時、読み取り

上のステータス バーにカーソルを置き、マウスの左ボタンをクリックするこ

とによっても行うことができます。  

ジョグボックスから移動ポイントを挿入  

学習モードにおいて、（シャープ 32 システムの）ジョグボックス上の「印刷」

ボタンを押すと、パーツプログラム内に動作が自動的に挿入されます。 この

機能を利用可能にするには、レジストリの PrintButton エントリーが「正規」

に設定されなければなりません。  

注記: 「オペレーション |移動先」メニュー オプションを選ぶと、パーツプログラム内に自動的

に移動ポイントを挿入するかわりに、「移動ポイント」ダイアログ ボックスが表示されます。 
このダイアログ ボックスを用いて、プローブが移動する先の XYZ 位置を特定することができま

す。 メニュー ロードマップの表示  

XYZ 移動  

 

「XYZ 移動」ボックスは、MOVE/POINT 位置の X、Y、及び、Z の名目値、または、

MOVE/INCREMENT コマンドの増分距離の X、Y、及び、Z の名目値を表示します。  

X、Y、または、Z 値を変更するには:  

1. 変更したいフィールドを選択して下さい。  
2. 新しい値をタイプ入力して下さい。  

新規の値が入力された後に、PC-DMIS は、新規の場所で動画プローブを描写します。 この位置

は、保存された動作の所在位置を示しています。 「作成」ボタンがクリックされると、PC-
DMIS は移動コマンドを挿入し、CMM を特定された位置に配置します。 オフセット動作が作成

されると、算定されたオフセット位置に一致するように、XYZ ボックス内の値が更新されます。  
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オフセット移動  

 

「オフセット移動」エリアでは、選択された CAD ポイント、または、選択されたフィーチャー

の重心から移動ポイントのオフセットを作成することができます。  

オフセット - このボックスは、CAD ポイント、または、フィーチャーの重心か

らのオフセット距離を決めます。 用いられる測定単位は、お客様のパーツプ

ログラムと同じです。 デフォルト値は、50mm か、または、1.96 インチです。  

CAD からのオフセット - CAD 上をクリックすると、このオプションは、CAD 表

面上の選択された点の移動ポイントを算定し、指定された距離によって、そ

の移動ポイントをオフセットします。  

• 「先端チップ ベクトルに沿ったオフセット」を選択しない場合、移動

ポイントは、表面の法線ベクトルに沿った表面からオフセット分遠ざ

かったところに作成されます。  
• 「先端チップ ベクトルに沿ったオフセット」が選択された場合、移動

ポイントは、プローブ先端チップのベクトルの方向に沿って作成され

ます。  

フィーチャーからのオフセット - フィーチャー上をクリックすると、このオプシ

ョンは、フィーチャーの重心において、オフセット距離により移動ポイント

を算定します。  

• 「先端チップ ベクトルに沿ったオフセット」を選択しない場合、移動

ポイントは、フィーチャーのベクトルの方向にオフセットされて作成

されます。  
• 「先端チップ ベクトルに沿ったオフセット」が選択された場合、移動

ポイントは、プローブ先端チップのベクトルの方向に沿って作成され

ます。  

先端チップ ベクトルに沿ったオフセット - このオプションを選ぶと、PC-DMIS
はアクティブ先端チップのベクトルに沿って移動ポイントをオフセットしま
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す。 これを選択しない場合、PC-DMIS は、CAD の平面ベクトルか、または、

フィーチャーのベクトルに沿って、移動ポイントをオフセットします。  

注記: 異なるフィーチャー タイプは、異なるベクトルを持ち、フィーチャーのベクトルに沿って

オフセットが行われる時、PC-DMIS は、パーツの表面から も「外へ向かう」方向にあるベク

トルを使用します。  

移動動作保存  

 

「移動動作保存」チェック ボックスが選択された場合、与えられた X、Y、Z 値のための、適切

な動作コマンド（MOVE/POINT、または、MOVE/INCREMENT）がパーツプログラム内に挿入

されます。  

移動 OK  

 

「移動 OK」チェック ボックスが選択された場合、「OK」、または、「作成」がクリックされ

ると、PC-DMIS は、プローブを X、Y、Z 位置へ即座に移動します。 これを用いると、動作を保

存せずに、CMM を位置付けることができます。 このオプションを選ぶと、プローブのその時点

での位置付けが X、Y、Z 値として入力されます。  

実行中の学習  

 

「実行中の学習」チェック ボックスを選択すると、PC-DMIS は、パーツプログラム実行中に、

ダイアログ ボックス内に表示される XYZ 点の所在位置に移動し、それを学習し直します。 また、

このコマンドが機能するためには、「移動動作保存」チェック ボックスをも選択する必要があ

ります。  

PC-DMIS がプログラム実行中に学習し直す移動ポイントのための、編集ウィン

ドウ内のコマンドラインは、以下のようです: MOVE/POINT, RELEARN  

移動増分コマンドの挿入  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 移動 | 移動増分…」メニューオプションを選ぶと、「移動増分」ダイアログ ボックスが

表示されます。 移動増分コマンドをお客様のパーツプログラムに挿入する前に、このダイアロ

グ ボックスを用いて、そのコマンドを定義することができます。  
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「移動増分」ダイアログ ボックス  

「OK」をクリックすると、PC-DMIS は移動増分を挿入します。  

編集ウィンドウ内の、移動増分用のコマンドラインは、以下のようです: 
MOVE/INCREMENT, x, y, z  

PC-DMIS がこのコマンドに出会うと、プローブを指示された XYZ の距離（MOVE/POINT コマ

ンドにおける XYZ の「位置」とは異なる）分移動します。 編集ウィンドウ内にこのコマンドを

表示するには、「移動動作保存」チェック ボックスを選択する必要があります。  

XYZ 移動  

 

「XYZ 移動」ボックスは、MOVE/POINT 位置の X、Y、及び、Z の名目値、または、

MOVE/INCREMENT コマンドの増分距離の X、Y、及び、Z の名目値を表示します。  

X、Y、または、Z 値を変更するには:  

• 変更したいフィールドを選択して下さい。  
• 新しい値をタイプ入力して下さい。  

新規の値が入力された後に、PC-DMIS は、新規の場所で動画プローブを描写します。 この位置

は、保存された動作の所在位置を示しています。 「作成」ボタンがクリックされると、PC-
DMIS は移動コマンドを挿入し、CMM を特定された位置に配置します。 オフセット動作が作成

されると、算定されたオフセット位置に一致するように、XYZ ボックス内の値が更新されます。  

移動動作保存  
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「移動動作保存」チェック ボックスが選択された場合、与えられた X、Y、Z 値のための、適切

な動作コマンド（MOVE/POINT、または、MOVE/INCREMENT）がパーツプログラム内に挿入

されます。  

移動 OK  

 

「移動 OK」チェック ボックスが選択された場合、「OK」、または、「作成」がクリックされ

ると、PC-DMIS は、プローブを X、Y、Z 位置へ即座に移動します。 これを用いると、動作を保

存せずに、CMM を位置付けることができます。 このオプションを選ぶと、プローブのその時点

での位置付けが X、Y、Z 値として入力されます。  

空き平面の挿入  

メニュー ロードマップの表示  

CLEARP コマンド（挿入 | パラメータ変更 | 空き平面）を用いると、その時点での作業平面に空

き平面値を定義することができます。 本質的に、空き平面は、プローブが一つのフィーチャー

から別のフィーチャーへ移動する時に、常に通行できる、パーツの周囲の包囲域を作成します。  

「パラメータ」ダイアログ ボックスの「空き平面」タブを用いると、全体的に、空き平面を作

動可能にします。 CLEARP コマンドは、フィーチャーの 初のヒットに対する空き平面のみを

定義します。 フィーチャー用に追加の空き平面を設定するには、ご希望の位置に新規のライン

を開き、コマンド: CLEARP をタイプ入力して下さい。  

空き平面の定義、及び、利用に関する、より詳しい記述については、「仕様の設定」にある「パ

ラメータ設定: 空き平面タブ」を参照して下さい。  

空き平面移動コマンドの挿入  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 移動 | 空き平面移動」コマンドを用いると、ブロックどうしの間や、フィーチャー内に

MOVE/CLEARPLANE コマンドを挿入できます。  

このコマンドは、CLEARP/ コマンドとの連結で機能します。 実行中に、MOVE/CLEARPLANE
コマンドに出会うたびに、プローブは、CLEARP/ コマンドにより定義された空き平面に移動し

ます。 プローブは、MEAS、HIT、または、MOVE POINT コマンドのような、プローブを空き

平面から遠ざけるコマンドに出会うまで、空き平面に留まります。 測定された円の各ヒットの

前に、プローブを空き平面に動かしたい場合には、MOVE/CLEARPLANE コマンドが、HIT/ コ
マンドそれぞれの前に直接挿入される必要があります。  

また、自動フィーチャーの複数ある「HIT/BASIC」コマンドどうしの間に、

「MOVE/CLEARPLANE」コマンドを挿入することもできます。 これを行うには、「挿入 | 移動 
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| 空き平面移動」メニュー項目を使用する必要があります; このコマンドのコピー、及び、貼り付

けはここでは機能しません。 また、編集ウィンドウは、コマンドモードになければなりません。  

PC-DMIS は、空き平面の定義のサーチを行います。 このコマンドが機能するには、パラメータ

が既に設定されている必要があります。  

空き平面コマンド用のパラメータを設定するには:  

1. 「パラメータ設定」ダイアログ ボックス（「編集 | 仕様 | パラメータ」）

にアクセスして下さい。 メニュー ロードマップの表示  
2. 「空き平面」タブを選択して下さい。  
3. 「アクティブ平面」エリアの「数値」ボックス内に距離をタイプ入力して

下さい。  
4. 「横断」エリアの「数値」ボックス内に、空き平面の距離をタイプ入力し

て下さい。  
5. 「空き平面アクティブ」チェック ボックスを選択して下さい。  
6. 「OK」ボタンをクリックして下さい。  

パラメータが設定されていない場合、PC-DMIS がエラー メッセージを表示します。  

編集ウィンドウ内の、サンプルの空き平面移動用のコマンドラインは、以下のようです: 
MOVE/CLEARPLANE  

空き平面の定義、及び、利用に関する、より詳しい記述については、「仕様の設定」にある「パ

ラメータ設定: 空き平面タブ」を参照して下さい。  

円形動作コマンドの挿入  
「挿入 | 移動 | 円形動作」オプションを選ぶと、編集ウィンドウ内のカーソルの所在位置に

MOVE/CIRCULAR コマンドを挿入できます。  

メニュー ロードマップの表示  

PC-DMIS がこのコマンドに出会うと、プローブは次のヒットを行う時、円形の経路をとります。 
それは、測定されたフィーチャーの半径に基づいた、円形の様式でひとつのポイントから次のポ

イントへと移動します。  

円形経路を取ることにより、そのプローブは、標準のまっすぐな直線経路では、経路をふさぐこ

とになる、特定のフィーチャーとの衝突を回避する可能性があります。 例えば、その内部に角

型ピンがある穴を測定しする場合、円形動作が使用されない限り、そのピンがプローブの経路を

妨害する可能性があります。  
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PC-DMIS が直前のヒットから移動する距離が短いので、これを用いてピンを測定すると、その

速度が早まる効果がありますが、全般的に、このコマンドは、非常に限定された使用法を持ちま

す。  
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同時動作コマンドの挿入  
複数アーム パーツプログラムには、複数のアームをコントロールするコマンドがあります。 各
測定機は、これらのコマンドを別々に実行して、両方のアームを動かし続けます。  

「挿入 | 移動 | 同時動作」メニュー オプションを選ぶと、MOVE/SYNC コマンドが、編集ウィン

ドウ内に挿入されます。  

メニュー ロードマップの表示  

このコマンドを二重アーム測定機で使用すると、二つのアームの動作が同時に起こるように設定

することができます。 どちらのアームでも、 初にパーツプログラム内の MOVE/SYNC コマン

ドに達したほうのアームが停止し、もうひとつのアームも到達するまで待ち、その後、それらは

共に、残りのパーツプログラム内を進みます。  

一掃移動コマンドの挿入  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 移動 | 一掃移動」メニュー オプションを選ぶと、以下の一掃ブロックが、編集ウィンド

ウ内に挿入されます。  

SWEEPSTART/  

SWEEPEND/  

シャープ 32Z コントローラー用の PHS リストを使用の場合、Sweepstart と Sweepend の間に挿

入された、MOVE/SWEEP 動作コマンドを用いると、プローブが 5 つの軸線（これらのうち 3 つ

は、測定機移動時に使用される X、Y、及び、Z 軸です。その他の二つの軸線は、プローブの AB
間角度の動作を参照したものです）内で同時に移動します。  

注記: このコマンドは、継続タイプのリスト（CW43、CW43Light、または、PHS）と共に使用

される場合のみ、及び、レ二ショー SP600、または、Wolf & Beck OTM3 レーザー プローブ

（パーセプトロン社や Metris 社のプローブ デバイスも機能する可能性があります）と共に使用

される場合のみ、機能します。 しかし、SP600s は通常、非限定指標型リスト デバイスと共に

は、販売されていないので、この機能は、ほぼ OTM3 レーザー プローブのみと共の使用に制限

されています。  

これら 5 つの軸線上での動作は、同時に行われます。 これは、PH9 リストとは異なり、 初に、

測定機を X、Y、及び、Z の軸線内で動かす必要があります。 その後、測定機が停止した時に、

プローブの方向性（AB 間角度）が移動します。  

例: その時点での CMM の位置が 10、10、10、（X、Y、及び、Z 軸線において）であり、リスト

の方向性（AB 位置付け）が 0、0 であるとします。 CMM を 20, 20, 20 に移動し、プローブの方

向性を 0, 180 に動かしたい場合、一掃移動コマンドを用いた PHS が、両方の動作を同時に行う
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ことができます。 しかし、PH9 リストは、 初に CMM を移動し、それから、リストの方向性

が変更されます。  

比較のために:  

• PH9 リストは、A 軸では 0°から 110°の間で移動でき、さらに、B 軸で

は+180°から-180°の間で移動することができます。  
• PHS リストは、1 度ごとの増分で、A 軸、B 軸の両方において、ー180°

から+180°の間で移動することができます。  

一掃移動一掃使用の利点には、次のようなものがあります:  

• 届きにくいフィーチャーの測定をより容易にする、流れるような動作が可

能です。  
• プローブの方向性変更前に、CMM のラムとアームが X、Y、及び、Z 所

在位置へ移動するのを、もはや持つ必要がないので、時間が節約されます。  
• 振動が減少して、測定の正確さがわずかに向上します。  

注記: PC-DMIS では、「SWEEPSTART/」と「SWEEPEND/」コマンド ブロックの間に、少な

くとも 3 個の MOVE/SWEEP コマンドが必要です。 これらの動作コマンドは、楕円のような動

作経路を作る時には不可欠です。  

すべて移動コマンドの挿入  
MOVE/ALL コマンドは、い
ずれのモーター付きプロー
ブ ヘッド - 継続的、また
は、指標型 - を用いても、
及び、どのようなプローブ
との組み合わせにおいても
機能します。  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 移動 | すべて移動」メニュー オプションを選ぶと、

MOVE/ALL コマンドが、編集ウィンドウ内に挿入されます。  

MOVE/ALL コマンドは、MOVE/POINT コマンドと TIP / コマンド

の組み合わせと同じように機能します。 このコマンドを用いる

と、測定機の動作に伴って、プローブ ヘッドが回転する利点があ

ります。  

リスト デバイス (PHS、CW43L、または、CW43) を使用の場合、

この動作が同時に起こるように設定され、測定機が X、Y、及び、

Z 動作を開始し終了するのと、同時に、リストの AB 動作が開始し

終了します。  

このコマンドを、PH10W のような、インデクサブル リストと共に用いる場合、この動作を同時

に起こるように設定することは不可能で、測定機の作動中、不特定の時にこの動作が行われます

（ハードウェアのシグナル処理の遅延時間次第）。 このため、測定機が X、Y、及び、Z の動作

を行うまでに、AB リスト動作がいつも完成している、とはかぎりません。  

MOVE/ALL 編集ウィンドウのコマンドは、以下のようになります:  
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MOVE/ALL,X,Y,Z,TIP=T1A0B0, SHANKIJK=0, 0, 1, ANGLE=0  

• X,Y,Z は、プローブが移動する、X、Y、及び、Z 座標を特定します。  
• TIP= T1A0B0 は、実施予定の AB リストの動作を表示します。  
• SHANKIJK = IJK を用いると、シャンクのベクトルを特定することができ

ます。  
• ANGLE=0 は、理論的角度を特定します。  

通常、プローブ ヘッドの角度が、定義済みの先端チップ位置になることに注意して下さい。  

回転テーブル移動コマンドの挿入  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 移動 | 回転テーブル移動」メニュー項目を選ぶと、その時点でのカーソルの所在位置に

MOVE/ROTAB コマンドを挿入できます。 編集ウィンドウ内の、完全なコマンド ラインは、  

編集ウィンドウ内のコマンドラインは、以下のようです: MOVE/ ROTAB, angle, 
DIRECTION  

方向 = テーブル回転の方向を決めます。 利用可能なオプションは:  

時計回り:  「回転テーブルの角度」ボックスに入力

された角度に達するまで、テーブルを時

計回りの方向に回転させます。  
反時計回り:  「回転テーブルの角度」ボックスに入力

された角度に達するまで、テーブルを反

時計回りの方向に回転させます。  
短  「回転テーブルの角度」ボックスに入力

された角度に達するまで、 短の経路

（時計回り、または、反時計回り、のい

ずれか）で回転します。  

このコマンドに出会うと、PC-DMIS は、どちらかの MOVE/ROTAB コマンドによって、アクテ

ィブになっている位置にテーブルを回転します。  

例: 複数の異なる MOVE/ROTAB コマンドを持つ、パーツプログラムについて、考えてみて下さ

い。 そのパーツプログラムの特定の一部をクリックし、「回転テーブル移動」メニュー オプシ

ョンを選ぶと、PC-DMIS は、いずれかの MOVE/ROTAB コマンドによってアクティブになっ

た、パーツプログラム内の位置へ、テーブルを回転します。  

回転テーブル用の、ポートロックのコンフィギュレーションが行われた場合のみ、このメニュー 
オプションは利用可能です。  
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除外域コマンドの挿入  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 移動 | 除外域」メニュー オプションを選ぶと、除外域を挿入することができ、それによ

って、二重アームシステムの 2 つのアームが、お互いとの衝突を回避できます。  

このオプションを選ぶと、「除外動作域」ダイアログ ボックスが開きます。  

 

除外動作域ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、編集ウィンドウ内に、MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンド

を挿入することが可能です。  

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドは、マスター アームとスレーブ アームのいずれにも適用さ

れます。  

PC-DMIS がこのコマンドを実行する前に、PC-DMIS は、そのコマンドに割り当てられたアーム

が、新規の要求と重複する除外域を、既に要求済みでないことを確認します。  

これらが重複する行為である場合、MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドは、  

• そのコマンドに割り当てられたアームが、コマンドの量を解き放つまで待

つ。  
• MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドの下に一覧表示されている、動作コ

マンドの実行へと進む。  

除外域の定義  

除外域を定義する場合に、留意すべき点がいくつかあります:  
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1. 二重アーム ボリュームの重複領域にある、いずれのアームにも命令を下

す、パーツプログラムの動作コマンドの各セクションの前に、

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドがあることが必要です。 
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドは、二重アーム CMM の重複エリア

に向かう予定の、すべての動作の周りに 3D ボックスを定義します。  
2. プローブが、二重アーム CMM の重複部分から撤退した後に、

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=OFF コマンドが置かれる必要があります。  

例えば、各アームが自動球コマンドを用いて、共通の球をチェックする場合、そのパーツプログ

ラムは以下のようにセットアップされるべきです:  

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=ON (アーム 1 用)  
AUTO/SPHERE (アーム 1 用)  
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=OFF (アーム 1 用)  
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=ON (アーム２用)  
AUTO/SPHERE (アーム２用)  
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=OFF (アーム２用)  

以下のステップは、除外域の定義方法を記述しています。  

ステップ 1 除外動作を起動  

「除外動作を起動」チェック ボックスを選択して下さい。 これによって、「頂点 1」オプショ

ン、及び、「頂点 2」オプションのもとで、X、Y、及び、Z の値を編集することができます。  

そのかわりに、編集ウィンドウ内に既に挿入された MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンド上をク

リックし、F9 キーを押すと、「除外動作域」ダイアログ ボックスが開き、このチェック ボック

スの選択、選択解除を行うことができます。  

• 「OK」ボタンがクリックされた時に、このボックスが選択されている

と、PC-DMIS は以下のコマンドを編集ウィンドウ内に表示します: 
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=ON, CORNER1=x,y,z,CORNER2=x,y,z  

• 「OK」ボタンがクリックされた時に、このボックスが選択されていな

い場合、PC-DMIS は以下のコマンドを編集ウィンドウ内に表示しま

す: MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=OFF  

ステップ 2 頂点の値を入力  

「頂点 1」、及び、「頂点 2」用の、X、Y、及び、Z の値をタイプ入力して下さい。 「位置読み

取り」ボタンをクリックすることにより、プローブのその時点での位置で、選択された頂点を読

み取ることが可能です。  

2 つのコーナーを定義すると、除外域がセットアップされます; 除外域を正しく定義する頂点を

選択するよう、確認して下さい。 2 つの点（コーナー1 とコーナー2）は、お互い「対角線」上

に位置する、2 つのコーナーにあります。  
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側面作成用の、その時点での座標システムを用いて、2 つの点から、3D 空間で長方形の領域を

作成することができます。 その 2 点による異なる部分の組み合わせで、長方形エリアを形作る

のに必要な 8 個の点を、組み立てることができます。  

例:  

第一コーナー = X1, Y1, Z1  
第二コーナー = X2, Y2, Z2  
第三コーナー = X1, Y1, Z2  
第四コーナー = X1, Y2, Z1  
第五コーナー = X1, Y2, Z2  
第六コーナー = X2, Y1, Z1  
第七コーナー = X2, Y1, Z2  
第八コーナー = X2, Y2, Z1  

ステップ 3 OK をクリックして下さい。  

「OK」ボタンをクリックして、除外域の定義を完了して下さい。 その後、PC-DMIS はあらかじ

め定義された情報を編集ウィンドウ内に配置しますが、それは以下のようです: 
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=TOG1,CORNER1=X,Y,Z,CORNER2=X,Y,Z  

TOG1  これは、除外域が有効か否かを定義します。 こ
のトグル フィールドは、オンとオフの間で切り

換えを行います。  
X,Y,Z  これらの座標は、除外域構成のために使用され

る頂点を定義します。  

「キャンセル」ボタンをクリックすると、パーツプログラムにいかなる変更も行われずに、ダイ

アログボックスが閉じます。  

 

 

反復配置を伴う除外域  

反復配置を伴う除外域を使用の場合、PC-DMIS は、再実行予定のプログラムの開始ラインと終

了ラインを自動的に算定します。 これは、反復配置のパーツとして使用されているフィーチャ

ーのうちの 後のものに来た時点で、PC-DMIS が実行を終えることを意味します。 これは、プ

ログラムを停止することにより、アームがもうひとつのアームに除外域を解放することを防ぎま

す。  

これを解決するには、反復配置用の開始ラベルを挿入して下さい。 PC-DMIS は、そのラベルか

ら反復配置の直前のコマンドまでを実行して、これにより、アームが除外域を解放することにな

ります。  

停止されたプログラムの例:  
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この例では、PNT3 が ARM2 に割り当てられ、その他のすべてのコマンドが ARM1 に割り当て

られています。 
STARTUP =ALIGNMENT/START,RECALL:,LIST=YES ALIGNMENT/END MODE/MANUAL PREHIT/ 5 RETRACT/ 5 CH

 

説明: 点 PNT3 が PNT1 と PNT2 の後に置かれ、CIR1 と CIR2 の前に配置されていても、PC-
DMIS の内部論理と除外域の存在のために、PC-DMIS は、PNT3 の前に、PNT1、PNT2、CIR1、
及び、CIR2 を測定する可能性があります。 このため、CIR2 の後の除外域は解放されず、ARM2
による PNT3 測定を妨害します。  

お客様のパーツ配置フィーチャーの開始位置に開始ラベルを持ち、その後、反復配置コマンドが

開始ラベルの使用を妨害する場合、以下のようにして、この問題を迂回することができます:  

停止されずに、作動するプログラムの例:  

STARTUP =ALIGNMENT/START,RECALL:,LIST=YES ALIGNMENT/END MODE/MANUAL PREHIT/ 5 RETRACT/ 5 CH

 

反復配置を伴う開始ラベルの使用に関する情報については、「反復配置の内容ダイアログ ボッ

クス」の下にある「開始ラベル」を参照して下さい。  
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フロー制御を使用した分

岐 
フローコントロールを使っての分枝: イントロダクシ

ョン  
多くフィーチャーのあるパーツをお持ちで、しかし、そのうちの幾つかのフィーチャーを何度も

繰り返して測定し、これらのフィーチャーの総合的な一連の統計データを入手したい、とします。 
ユーザーからの対応次第で、パーツプログラム内の特定の部分に飛び移りたい、とします。 フ
ローコントロール コマンドを用いて、これらとその他の多くの作業を行うことができます。 特
定のコマンドの条件のセットアップによって、パーツプログラムのフローをコントロールするこ

とが可能です。  

この項では、これらのような作業を完成するのに必要な情報について、述べています。 ここで

は、シンタックス条件文、ループ、さらに、サブルーチンについて説明しています。 また、コ

ードのサンプルも多数掲載しています。  

注記: コードのサンプルにおいて、ループや分枝がある場合、特定の条件に割り当てられたステ

ートメントをはっきりと表示するために、字下がりが使用されています。 実際の編集ウィンド

ウでは、このような字下がりは見られません。  

この項で述べられている主な項目は、次のとおりです:  

• コントロール ペアの使用  
• 汎用ループの作成  
• 汎用ループの終了  
• ラベルの作成  
• ラベルへジャンプ  
• 条件に基づく、ラベルへジャンプ  
• CMM エラーにあたっての分枝  
• サブルーチンでの分枝  
• パーツプログラムの終了  

コントロール ペアの使用  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア」サブメニューには、様々なペアのコ

マンドがあり、それらは編集ウィンドウ内で、パーツプログラムの適切なフローを制御、または、
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「コントロール」します。 編集ウィンドウ内にコントロール ペア タイプのコマンドを挿入する

には、単にコマンドをタイプ入力するか、または、このサブメニューからコマンドを選択して下

さい。  

重要事項: 「はい / いいえ」コメントの値をテストするために条件分枝ステートメントを使用す

る場合、そのテストが大文字の「はい」、または、「いいえ」を探すことに注意してください。 
小文字の「はい」、または、「いいえ」では機能しません。 コメントに関する情報について

は、「レポート コマンド挿入」項の「プログラマーのコメント挿入」の項目を参照して下さ

い。  

If / End If  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | IF / END IF」メニュー オプション

を選ぶと、パーツプログラムに、条件ブロックを付け加えることができます。 IF コマンドと

END IF コマンドの間の項目は、IF コマンドの入力式が真（ゼロ以外）と出た場合にのみ、実行

されます。 それ以外の場合には、実行のフローは、END/IF コマンド後の 初のコマンドにジャ

ンプします。  

IF / END IF ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドラインは、以下

のようになります:  
IF/expression  
END_IF/  

「IF/ END IF」コマンドを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウ内のご希望の位置に、カーソルを配置して下さい。  
2. メニュー バーから、「IF/ END IF」を選択して下さい。 IF / END IF ステ

ートメントが、編集ウィンドウ内に表示されます。  

If / End If のコードのサンプル  

点フィーチャーを測定するか否か、ユーザーに尋ねる、以下の例を参考にして下さい。  

C1= COMMENT/YESNO,点フィーチャーPNT1 を測定しますか?  

IF/C1.INPUT=="YES"  

PNT1=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_IF/  
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サンプル コードの説明  

C1=COMMENT/YESNO  
このラインでは、ユーザーからの、「はい」、または、「いいえ」の応答を

受け、記憶します。  

IF/C1.INPUT=="YES"  
このラインは入力式です。 これは、コメント 1 の入力が、「はい」であるか

否かを見ます。 それが「はい」である場合、IF ステートメントは「真」であ

り、IF ステートメント後のステートメントを実行し続け、この場合、PNT1
フィーチャーが測定されます。 「いいえ」の場合、END_IF ステートメント

に移動します。  

END_IF  
このラインは、「IF / END IF」コード ブロック内のコマンドの実行を終えま

す。 ユーザーが、コメントについて「いいえ」をクリックすると、PC-DMIS
は、このラインに続くコマンドへ向かいます。  

Else If / End Else If  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | ELSE IF / END ELSE IF」メニュー 
オプションを選ぶと、パーツプログラムに、条件ブロックを付け加えることができます。 ELSE 
IF コマンドと END ELSE IF コマンドの間の項目は、ELSE IF コマンドの入力式が真（ゼロ以

外）と出た場合にのみ、実行されます。 「ELSE IF / END ELSE IF」ブロックは、「IF / END 
IF」または別の「ELSE IF / END ELSE IF」ブロックの直後に位置つけられなければなりません。 
その時点でのブロックの上方の「IF / END IF」入力式すべてが偽と出た場合、その入力式が評価

を出します。 入力式の評価が偽（ゼロ）と出た場合、入力式は、END ELSE IF コマンドに続く

次のコマンドにジャンプします。 その時点でのブロックの上方の「IF / END IF」入力式のうち

ひとつでも真と出た場合、この連続にある、後に続くすべての「ELSE IF / END ELSE IF」ブロ

ックが省略されます。  

ELSE IF / END ELSE IF ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドライ

ンは、以下のようになります: ELSE_IF/expression END_ELSE_IF/  

「ELSE IF/ END ELSE IF」コマンドを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウ内で、既存の IF/END IF ステートメント、または、ELSE 
IF/END ELSE IF ステートメントの後の、ご希望の位置にカーソルを配置

して下さい。  
2. メニュー バーから、「ELSE IF/ END ELSE IF」を選択して下さい。 

ELSE IF / END ELSE IF ステートメントが、編集ウィンドウ内に表示され

ます。  
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注記: このタイプのブロックは、「IF / END IF」、または、「ELSE IF / END ELSE IF」ブロッ

クの後に位置付けされた時のみ有効です。 無効の位置付けがなされているコントロール ペア

は、編集ウィンドウ内で赤色のテキストで表示されます。  

Else If / End Else If のコードのサンプル  

測定された点の X、Y、または、Z 値のうちのいずれかが、定義された公差を越える場合、ユー

ザーにメッセージを表示する、以下の例を参考にして下さい。  

PNT2=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

ENDMEAS/  

IF/PNT2.X<6.9 OR PNT2.X>7.1  

COMMENT/OPER,"PNT2 の測定された X 値が: " + PNT2.X + " 公差域外です。"  

END_IF/  

ELSE_IF/PNT2.Y<3.3 OR PNT2.Y>3.5  

COMMENT/OPER,"PNT2 の測定された Y 値が: " + PNT2.Y + " 公差域外です。"  

END_ELSEIF/  

ELSE_IF/PNT2.Z<.9 OR PNT2.Z>1.1  

COMMENT/OPER,"PNT2 の測定された Z 値が: " + PNT2.Z + " 公差域外です。"  

END_ELSEIF/  

サンプル コードの説明  

このコードは、 初に、その点の X 値をテストします。 条件が偽と評価された場合、その後、

コードは Y 値をテストします。 Y 値の条件が偽と評価された場合、その後、コードは Z 値をテ

ストします。  

これらの条件のうち、どれかが真と評価された場合、PC-DMIS は、それに関連したコメントを

表示し、残りの条件文を省略します。  

IF/PNT2.X<6.9 OR PNT2.X>7.1  
このラインは入力式です。 これは、測定された X 値が 6.9 以下か、または、

7.1 以上であるか否かを検査します。 これらの境界の内のどちらかを越える

場合には、 初のコメントが実行されます。  
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END_IF  
このラインは、「IF / END IF」コード ブロック内のコマンドの実行を終えま

す。 IF THEN 条件が、偽と評価された場合、PC-DMIS は、このラインに続

くコマンドへ向かいます。  

ELSE_IF/PNT2.Y<3.3 or PNT 2.Y>3.5  
このラインは、 初の ELSE_IF コマンドの入力式です。 その上方の、IF / 
END IF ブロックが偽と出た場合にのみ、これが実行されます。 これは、測

定された Y 値が 3.3 以下か、または、3.5 以上であるか否かを検査します。 
これらの境界の内のどちらかを越える場合には、2 番目のコメントが実行さ

れます。  

END_ELSEIF/  
このラインは、 初の「ELSE IF / END ELSE IF」コード ブロック内のコマ

ンドの実行を終えます。  

ELSE_IF/PNT2.Z<.9 OR PNT2.Z>1.1  
このラインは、2 番目の ELSE IF コマンドの入力式です。 その上方の、

ELSE IF / END ELSE IF ブロックが偽と出た場合にのみ、これが実行されま

す。 これは、測定された Z 値が.9 以下か、または、1.1 以上であるか否かを

検査します。 これらの境界の内のどちらかを越える場合には、3 番目のコメ

ントが実行されます。  

END_ELSEIF/  
このラインは、2 番目の「ELSE IF / END ELSE IF」コード ブロック内のコ

マンドの実行を終えます。  

Else / End Else  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | ELSE / END ELSE」メニュー オプ

ションを選ぶと、パーツプログラムに、条件ブロックを付け加えることができます。 ELSE ブロ

ックの上方にある、その他の「IF / END IF」ブロックと「ELSE IF / END ELSE IF」ブロックす

べてが失敗の場合（すべてがゼロと出る）にのみ、ELSE コマンドと END ELSE コマンドの間の

項目は実行されます。 「ELSE / END ELSE」ブロックが有効になるためには、一連の「IF / 
END IF」または「ELSE IF / END ELSE IF」ブロックの末尾に位置つけられなければなりません。  

ELSE / END ELSE ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドラインは、

以下のようになります:ELSE/ END_ELSE/  

「ELSE/ END_ELSE/」コマンドを挿入するには:  
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1. 編集ウィンドウ内のご希望の位置に、カーソルを配置して下さい。 
「ELSE / END ELSE」ブロックは、「IF / END IF」または「ELSE IF / 
END ELSE IF」ブロックの後に位置つけられなければならないことに注

意して下さい。  
2. メニュー バーから、「ELSE/ END ELSE」を選択して下さい。 ELSE / 

END ELSE ステートメントが、編集ウィンドウ内に表示されます。  

Else / End Else のコードのサンプル  

点フィーチャーを測定するか否か、ユーザーに尋ねる、以下の例を参考にして下さい。  

C1= COMMENT/YESNO,点フィーチャーPNT1 を測定しますか? 「いいえ」をクリックすると、次のフィーチャーが測定

されます。  

IF/C1.INPUT=="YES"  

PNT1=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_IF/  

ELSE  

PNT2=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

ENDMEAS/  

ENDELSE  

サンプル コードの説明  

C1=COMMENT/YESNO  
このラインでは、ユーザーからの、「はい」、または、「いいえ」の応答を

受け、記憶します。  

IF/C1.INPUT=="YES"  
このラインは入力式です。 これは、コメント 1 の入力が、「はい」であるか

否かを見ます。 それが「はい」である場合、IF ステートメントは「真」であ

り、IF ステートメント後のステートメントを実行し続け、この場合、PNT1
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フィーチャーが測定されます。 「いいえ」の場合、END_IF ステートメント

に移動します。  

END_IF  
このラインは、「IF / END IF」コード ブロック内のコマンドの実行を終えま

す。 ユーザーが、コメントについて「いいえ」をクリックすると、PC-DMIS
は、このラインに続くコマンドへ向かいます。  

ELSE  
上記の「IF / END IF」ブロックが偽と評価すると、このラインの後にあり、

「ENDELSE」ラインの前にあるコマンドラインが実行されます。 この例の

場合、PNT2 が実行されます。  

ENDELSE  
このラインは、「ELSE / ENDELSE」コード ブロック内のコマンドの実行を

終えます。  

While / End While  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | WHILE / END WHILE」メニュー オ
プションを選ぶと、パーツプログラムに、条件ループを付け加えることができます。 WHILE コ

マンドと END WHILE コマンドの間の項目は、ループをアクティブに保つ条件（または、入力

式）が満たされなくなるまで、つまり、WHILE ループの入力式が偽（言い換えれば、ゼロ）の

評価を出すまで、ループ内で実行され続けます。 WHILE コマンドは、パーツプログラム内のど

こにでも付け加えられます。 入力式は、各ループの冒頭で検査されます。  

WHILE / END WHILE ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドライン

は、以下のようになります:  
WHILE/expression  
END_WHILE/  

「WHILE / END WHILE」オプションを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウ内のご希望の位置に、カーソルを配置して下さい。  
2. メニュー バーから、「WHILE/ END WHILE」を選択して下さい。 

WHILE / END WHILE ステートメントが、編集ウィンドウ内に表示されま

す。  

While / End While のコードのサンプル  

パーツプログラムのユーザーによって指定された分量に限定して、フィーチャーを測定する、以

下の例を参考にして下さい。  
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C1=COMMENT/INPUT,PNT1 を何度測定したいですか? 整数のみをタイプ入力して下さい。  

ASSIGN/COUNT = 0  

WHILE/COUNT < C1.INPUT  

PNT2=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

…  

ENDMEAS/  

ASSIGN/COUNT = COUNT + 1  

COMMENT/OPER,"測定された " + COUNT + " のうち " + C1.INPUT + " 回"  

END_WHILE/  

サンプル コードの説明  

C1=COMMENT/INPUT  
このラインは、ユーザーからの整数入力値を受け取り、変数「C1.INPUT」
内に保存します。  

ASSIGN/COUNT = 0  
このラインは、ユーザー定義の変数「COUNT」を初期化し、それに初期値 0
を与えます。 当コードは、この変数を用いて、PC-DMIS が、ループ内でフ

ィーチャーを測定する回数を数えます。  

WHILE/COUNT < C1.INPUT  
このラインは入力式です。 「COUNT」値（初期設定 0）が、ユーザーによ

って選択された整数以下であるか、検査します。 これが真と出ると、

「WHILE/」の後にあり、「END_WHILE/」の前にあるステートメントが実

行されます。  

ASSIGN/COUNT = COUNT + 1 このラインは、「COUNT」変数をひとつずつ増

分し、それによって、それが条件テストに失敗した時、ループを退きます。  

COMMENT/OPER,"測定された " + COUNT + " のうち " + C1.INPUT + " 回"  
このラインは、合計回数のうち、ループが実行中の回数を示すメッセージを

表示します。  

END_WHILE  
このラインは、条件が偽である限り、「WHILE / END WHILE」ブロック内
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のコマンドの実行を終えます。 それ以外の場合には、PC-DMIS がこのコマ

ンドに出会うと、ループが、「WHILE」ステートメントに戻ります。  

Do / Until  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | DO / UNTIL」メニュー オプション

を選ぶと、パーツプログラムに、条件ループを付け加えることができます。 DO コマンドと

UNTIL コマンドの間の項目は、UNTIL コマンドの入力式が真（ゼロ以外）と出るまで、ループ

内で実行され続けます。 DO / UNTIL コマンドは、パーツプログラム内のどこにでも付け加えら

れます。 入力式は、各ループの末尾で検査されます。  

DO / UNTIL ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドラインは、以下

のようになります: DO/ UNTIL/ expression  

DO / UNTIL コマンドを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウ内のご希望の位置に、カーソルを配置して下さい。  
2. メニュー バーから、「行う / まで」を選択して下さい。 DO / UNTIL ステ

ートメントが、編集ウィンドウ内に表示されます。  

Do / Until のコードのサンプル  

パーツプログラムのユーザーによって指定された分量に限定して、フィーチャーを測定する、以

下の例を参考にして下さい。 これは、While / End While の項目での例と類似していますが、PC-
DMIS が、ループの冒頭のかわりに、その末尾で条件をテストする点が異なります。  

 

C1=    COMMENT/INPUT, PC-DMIS が PNT1 フィーチャーを測定すべき回数をタイプ入力して下さい:(整数のみ入

力)  

ASSIGN/COUNT = 0  

DO/  

PNT1=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

ENDMEAS/  

ASSIGN/COUNT = COUNT + 1  

COMMENT/OPER,"測定済み " + COUNT + " のうち " +  C1.INPUT + " 回"  
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UNTIL/COUNT == C1.INPUT  

サンプル コードの説明  

C1=COMMENT/INPUT  
このラインは、ユーザーからの整数入力値を受け取り、変数「C1.INPUT」
内に保存します。  

ASSIGN/COUNT = 0  
このラインは、ユーザー定義の変数「COUNT」を初期化し、それに初期値 0
を与えます。 当コードは、この変数を用いて、PC-DMIS が、ループ内でフ

ィーチャーを測定する回数を数えます。  

DO/  
DO / UNTIL ループを開始します。 すべてのステートメントは、少なくとも

一度は実行され、入力式が偽を出た場合に、プログラム フローがループから

退きます。  

ASSIGN/COUNT = COUNT + 1  このラインは、「COUNT」変数をひとつずつ

増分し、それによって、それが条件テストに失敗した時、ループを退きます。  

COMMENT/OPER,"測定された " + COUNT + " のうち " + C1.INPUT + " 回"  
 このラインは、合計回数のうち、ループが実行中の回数を示すメッセージを

表示します。  

UNTIL/COUNT == C1.INPUT  
このラインは、条件が偽と出た場合に、Do / Until ループ内でのコマンド実行

を終えます。 それ以外の場合には、PC-DMIS がこのコマンドに出会うと、

ループが、「DO」ステートメントに戻ります。  

Select / End Select  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | SELECT / END SELECT」メニュー 
オプションを選ぶと、条件ブロックを付け加えることができ、それは、「CASE / END CASE」
ペア、及び、「DEFAULT CASE / END DEFAULT CASE」との連結で使用することができます。 
SELECT コマンド用の入力式は、CASE ステートメント内の入力式と比較したデータを与えます。 
2 つの入力式が同一のものの評価を出す場合、CASE / END CASE ブロック内のステートメント

が実行されます。 「SELECT / END SELECT」ブロックは、一連の「CASE / END CASE」ブロ

ックと「DEFAULT CASE /END DEFAULT CASE」ブロックを囲みます。  

SELECT / END SELECT ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドラ

インは、以下のようになります:  
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SELECT/expression  
END_SELECT/  

「SELECT/ END SELECT」コマンドを挿入するには:  

• 編集ウィンドウ内のご希望の位置に、カーソルを配置して下さい。  
• メニュー バーから、「SELECT/ END SELECT」を選択して下さい。 

SELECT / END SELECT ステートメントが、編集ウィンドウ内に表示さ

れます。  

Select / End Select のコードのサンプル  

コントロール ペア「SELECT / END_SELECT」、「CASE / END_CASE」、「DEFAULT CASE 
/ END_DEFAULT CASE」はすべて一緒に機能して、広範囲の二者択一を持つ、複数の条件を評

価します。  

CIR1 から CIR5 までのラベルの付いた、5 つの円があり、キーボード上のキー入力によって、簡

単に円が測定できるオペレーターが望まれる、とします。 以下のようなコードを使用すること

ができます:  

コード全体  

DO/  

C1=COMMENT/INPUT,測定する円の番号をタイプ入力して下さい:  

、CIR1 には - 1 をタイプ入力  

、CIR2 には - 2 をタイプ入力  

、CIR3 には - 3 をタイプ入力  

、CIR4 には - 4 をタイプ入力  

、CIR5 には - 5 をタイプ入力  

それ以外の活字の場合、ループを退く  

SELECT/C1.INPUT  

CASE/1  

CIR1=FEAT/CIRCLE  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_CASE  
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CASE/2  

CIR2=FEAT/CIRCLE  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_CASE  

CASE/3  

CIR3=FEAT/CIRCLE  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_CASE  

CASE/4  

CIR4=FEAT/CIRCLE  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_CASE  

CASE/5  

CIR5=FEAT/CIRCLE  

…  

…  

ENDMEAS/  

END_CASE  

DEFAULT CASE  

COMMENT/OPER,ここでループを退く。  

END_DEFAULT CASE  

END_SELECT  
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UNTIL C1.INPUT < 1 OR C1.INPUT > 5  

サンプル コードの説明  

SELECT/C1.INPUT  このコード ラインは、ユーザーによってタイプ入力された

番号、または、ストリング値（この例の場合、番号）を受け取り、その入力

内容から、どの「CASE/END_CASE」ブロックが実行されるか決定します。 
「SELECT/END_SELECT」ペアが、このコード一覧全体を囲んでいること

に注意して下さい。 すべての「CASE / END_CASE」と「DEFAULT CASE / 
END_DEFAULT CASE」ペアが、これら 2 つのラインの間に配置される必要

があります。  

END_SELECT  
これは、「SELECT/END_SELECT」ペア内のコードの終了をマークします。  

CASE/1 から CASE/5  「C1.INPUT」の値次第で、CASE コード ブロックのう

ちのひとつが実行されます。 例えば、「C1.INPUT」が 1 と出ると、CASE1
コード ブロックが実行され、CIR1 が測定されます。 2 と出た場合、CASE2
コード ブロックが実行され、CIR2 が測定され、以降そのようになります。  

END_CASE  
これらのラインは、特定の、CASE コード ブロックを終了します。  

DEFAULT CASE  「C1.INPUT」の値が、あらかじめ定義された CASE ステー

トメントのいずれとも一致しない場合には（値が、1 から 5 までの数字でな

い場合）、DEFAULT CASE コード ブロックが実行されます。 この場合、ル

ープから退出することを知らせるメッセージが表示されます。  

Do / Until ループが、コード サンプル全体を囲んでいることに注意して下さい。 これを用いると、

ユーザーは、CASE ステートメントが認識しない活字を選択するまで、「COMMENT/INPUT」
ラインから作成されたメニューから選択し続けることができます。  

CASE / END CASE  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | CASE / END CASE」メニュー オプ

ションを選ぶと、パーツプログラムに、条件ブロックを付け加えることができます。 場合ステ

ートメント用の入力式が、それに対応する SELECT コマンドの入力式と等しい数値を出す場合、

CASE コマンドと END CASE コマンドの間にある項目が実行されます。 それ以外の場合には、

そのブロックのステートメントは省略されます。 CASE / END CASE ステートメント ブロック

は、SELECT コマンド、あるいは、その前の CASE / END CASE ブロックの END CASE コマン

ドの直後に置かれる必要があります。 また、PC-DMIS は、単一の場合ステートメント上で、複

数の入力式を比較することはできません。  
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CASE / END CASE ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドラインは、

以下のようになります:  
CASE/expression  
END_CASE/  

「CASE / END CASE」オプションを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウ内のご希望の位置に、カーソルを配置して下さい。 上記

に述べられた、位置付けに関する必要条件に注意して下さい。  
2. メニュー バーから、「CASE / END CASE」を選択して下さい。 CASE / 

END CASE ステートメントが、編集ウィンドウ内に表示されます。  

コード サンプルについては、「選択 / 選択終了コードのサンプル」の項目を参照して下さい。  

Default Case / End Default Case  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | コントロール ペア | DEFAULT CASE / END DEFAULT 
CASE」メニュー オプションを選ぶと、パーツプログラムに、条件ブロックを付け加えることが

できます。 「SELECT / END SELECT」ブロック内の、先行する「CASE / END CASE」ブロッ

クの、その他すべての入力式が、偽と出た場合に、「DEFAULT CASE」と「END DEFAULT 
CASE」の間の項目は、実行されます。 「SELECT / END SELECT」ブロック内では、ひとつの

「DEFAULT CASE /END DEFAULT CASE」ブロックのみが存在できます。 「DEFAULT CASE 
/END DEFAULT CASE」ブロックは、「SELECT / END SELECT」ブロック内のすべての

「CASE / END CASE」ブロックの後に置かれる必要があります。  

「DEFAULT CASE / END DEFAULT CASE」ステートメント用の、編集ウィン

ドウ内のコマンドラインは、以下のようになります:  
DEFAULT CASE/  
END_DEFAULT_CASE/  

「DEFAULT CASE / END DEFAULT CASE」コマンドを挿入するには:  

1. 上記に記述された位置付けの制限に注意して、編集ウィンドウ内のご希望

の位置に、カーソルを配置して下さい。  
2. メニュー バーから、「DEFAULT CASE / END DEFAULT CASE」を選択

して下さい。 DEFAULT CASE / END DEFAULT CASE ステートメントが、

編集ウィンドウ内に表示されます。  

コード サンプルについては、「選択 / 選択終了コードのサンプル」の項目を参照して下さい。  
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汎用ループの作成  

 

「ループ用パラメータ」ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | ループ」メニュー オプションを選ぶと、オフセットを伴

って、または、オフセットなしで、パーツプログラム（または、パーツプログラムの一部）を繰

り返すことができます。 LOOP コマンドは、パーツプログラム内のどこにでも付け加えられま

すが、この機能は、プログラムの冒頭と末尾で、 も役に立ちます。  

ループの使用 

ループの目的  

ループ オプションには、主な目的が 3 つあります:  

1. パーツの格子を持つ、複数パーツ用の取付具があるとします。 その取付

具は、横列間の間隔として一貫した空間を必要とします。 位置変換 / 回
転オフセットを用いると、パーツの格子内で、ひとつのパーツから次のパ

ーツへと指示することができます。  
2. パーツをひとつ持つ取付具があり、プログラムの各ループの前に、取付具

の持つパーツを新規のものに交換したい、とします。 新規のパーツに置

き換える時には、COMMENT コマンドを用いて CMM を停止することが

できます。 そのコマンドは、ループの冒頭、または、末尾のいずれにも

置くことが可能です。  
3. ループ オプションを使用して、同一のパーツの別の部分を測定するため

に、パーツプログラムを回転することができます。 例えば、パーツ上で

10 回繰り返されている、複雑な穴のパターンを測定するためのパーツプ

ログラムを作成するとします。 パーツプログラムが測定する必要がある

のは、その穴パターンのうちひとつのみです。そのパターンの他の 9 回

の繰り返し部分を測定するために、ループ オプションを使用して、この

パーツプログラムをオフセットすることができます。  
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注記: ループ内部でパーツ配置を使用する場合、以前保存したパーツ配置を常時呼び出すかわり

に、PC-DMIS3.6 以降では、ALIGNMENT/START コマンド ラインのアクティブなパーツ配置を

使用することができます。 「パーツ配置の作成と使用」の項にある「ループ内のパーツ配置の

使用」の項目を参照して下さい。  

ループを使用するには:  

1. メニュー バーから「挿入 | フローコントロール コマンド | ループ」を選

択して下さい。 「ループ用パラメータ」ダイアログ ボックスが表示され

ます。 メニュー ロードマップの表示  
2. ボックス内で、必要な変更を行って下さい。  
3. 必要に応じて、パラメータを選択して下さい（つまり、パーツの数、開始

番号、省略数、X、Y、または、Z 角度のオフセット）。  
4. 編集ウィンドウ内の、ループ開始予定の位置に、カーソルを配置して下さ

い。  
5. 「OK」ボタンを選択して下さい。  

ループ用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

VARNAME = LOOP/START, ID = Y/N, NUMBER = 0, START = 1, SKIP = ,  
OFFSET: XAXIS = 0, YAXIS = 0, ZAXIS = 0, ANGLE = 0  

注記: ループの手続きを完了するには、END LOOP コマンドを編集ウィンドウ内に入れなければ

なりません。 PC-DMIS は、「LOOP/START」コマンドと「LOOP/END」コマンドが取り囲

む、編集ウィンドウのコマンドをループします。 より詳しい情報については、「ループ終了」

を参照して下さい。  

終了番号  

 

「終了番号」ボックスは、パーツプログラムを通して何度ループを行うか、PC-DMIS に指示し

ます。 この数は、通常、取付具が x（y、または、z）方向に持つパーツの総数（または、パーツ

のパターン数）と同じ数です。PC-DMIS はまた、開始のパーツ（パターン）番号についても尋

ねます。  

例: x（y、または、z）方向に 10 個のパーツを持ち、位置番号 5 から始動したい、とします。 
「終了番号」ボックス内に 10（十）を、「開始番号」ボックス内に５（五）を入力して下さ

い。  

開始番号  

 

「開始番号」ボックスは、一連のパーツのなかの開始位置番号を PC-DMIS に指示します。  
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例: 10 個のパーツを持ち、位置番号 5 から始動したい、とする場合、パーツの合計数として 10
を、そして、開始位置として 5 を入力します。  

省略数  

 

「省略数」ボックスを用いると、特定の増分を省略しながら、可能に指示された回数分、パーツ

プログラムを繰り返すことができます。  

例: ループの 3 番目ごとの増分を省略するよう、パラメータを設定することが可能です。 数字 3
が指示されると、PC-DMIS は 初と 2 番目のパーツを測定しますが、その後、省略して、4 番

目のパーツへと進みます。  

軸線と角度のオフセット  

 

オフセット エリアには、以下のボックスがあります:  

X 軸、Y 軸、及び、Z 軸 ボックス。 これらのボックスは、パーツ間、あるいは、

同一パーツ上のパターン間の X、Y、または、Z オフセットをセットアップし

ます。 これらは、ループが実行される度に、入力された距離によって、パー

ツをオフセットします。 初のオフセットは、パーツの原点に基づいていま

す。  

「角度」ボックスは、パーツ間、あるいは、同一パーツ上のパターン間の角オフ

セットをセットアップします。 初のオフセットは、パーツの原点に基づい

ています。 PC-DMIS は、ループが実行される度に、角度によって、パーツ

をオフセットします。  

オフセットとパーツ配置のループ  

ループ内にパーツ配置コマンドがあり、そのループがオフセットを使用している場合、そのパー

ツ配置用の軸線すべてを定義する必要があります。 それに加え、ループ内のパーツ配置は、ル

ープ内で測定されるフィーチャーを使用しなければなりません。  
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ループ ID  

 

このオプションを選ぶと、PC-DMIS は、ループの増分にあわせ、フィーチャーID（ループ内

の）の増分を行います。  

例: CIR1 は、 初のループ上で CIR1[1]となり、2 番目のループ上で CIR1[2]となり、以降それに

続きます。  

統計データベース内のフィーチャーID  

「ループ ID」チェック ボックスを選択し、統計データをデータベースに送付中の場合、PC-
DMIS は、これらのループ ID をデータベースから取り除くことがあります。  

手順は以下のとおり:  

プログラム ループ内に、STATS/ON コマンド、及び、STATS/UPDATE コマン

ドがある場合、ループ ID はそのデータベース内に表示されません。  

プログラム ループ外に、STATS/ON コマンド、及び、プログラム ループ内に、

STATS/UPDATE コマンドがある場合、ループ ID はそのデータベース内に表

示されません。  

プログラム ループ外に、STATS/ON コマンド、及び、STATS/UPDATE コマン

ドがある場合、ループ ID はそのデータベース内に表示されます。  

プログラム ループ内に、STATS/ON コマンド、及び、プログラム ループ外に、

STATS/UPDATE コマンドがある場合、ループ ID はそのデータベース内に表

示されます。  

変数 ID  

 

「変数 ID」ボックスを用いると、ループのその時点での反復（または、特定されたループ数の

うちのその時点でのループ）を追跡するために使用する変数名を定義することができます。 パ
ーツプログラム実行中、この変数は、ループのその時点での反復数を同じ数を表示します。  

ループ終了  
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「ループ終了」ボタンを押すと、ループのプロセスが終了します。 編集ウィンドウ内で、

「LOOP/START」コマンドは、「LOOP/END」コマンドがその後に続く必要があります。  

ループを終えるための編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
LOOP/END  

 

汎用ループの終了  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | ループ終了」メニュー オプションは、「ループ パラメ

ータ」ダイアログ ボックス内の「ループ終了」コマンド ボタンと同じように機能します。 これ

は、「LOOP/END」コマンドを編集ウィンドウ内に挿入し、これにより、ループのプロセスを終

了します。  

ラベルの作成  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | ラベル」オプションを選ぶと、「ラベル名編集」ダイア

ログ ボックスが開き、それを用いると、GOTO や IF ステートメントと共に用いることのできる

名称 ID を作ることができます。  

 

「ラベル名編集」ダイアログ ボックス  

PC-DMIS では、 大 15 文字までを用いた ID を作成できます。 ID は、すべて大文字を用いて表

示されます。  

ラベル オプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです: ID 
= LABEL/  

ラベルを作成するには:  

• 編集ウィンドウ内でその場所を選択して下さい。  
• メニュー バーから、「ラベル」を選択して下さい。  
• 「新規のラベル名」ボックスに、ラベルの ID をタイプして下さい。  
• 「OK」ボタンをクリックして下さい。  
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• そのラベル ID が、編集ウィンドウ内の次の可能な場所に表示されます。  

作成されたラベルへジャンプするには、「ラベルへジャンプ」の項目を参照して下さい。  

ラベルへジャンプ  

 

「行き先」ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | GOTO」オプションを選択すると、「GOTO」ダイアロ

グ ボックスが現れ、それを用いて、パーツプログラム内に、GOTO ステートメントを作ること

ができます。 そのプログラムの実行中に、PC-DMIS が GOTO ステートメントに出会うと、それ

はラベル ID の所在位置に移動します。  

GOTO 用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです: 
GOTO/label_ID  

編集ウィンドウ内に、GOTO ステートメントを作成するには:  

1. サブメニューから「GOTO」を選択して下さい。  
2. 「現時点のラベル」ボックスから、使用予定のラベルを選択して下さい。  
3. 「OK」ボタンをクリックして下さい。  

「GOTO」ダイアログ ボックスを用いると、また、GOTO ステートメントに添付できる新しい

ラベルの ID を作成できます。 これを行うには：  

1. サブメニューから「GOTO」を選択して下さい。  
2. 「ラベルに行く」ボックスに、作成予定のラベルの名称をタイプ入力して

下さい。 GOTO ラベル コマンドが、編集ウィンドウ内に入力されます。  
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注記: 「GOTO」ダイアログ ボックス内にラベルが作成される場合、パーツプログラム実行に先

立って、「ラベル」メニュー オプションを用いて、ラベル ID が作成されなければなりません。  

ラベルに行く  

 

「ラベルに行く」ボックスを用いると、パーツプログラムが実行中に向かう既存のラベルをタイ

プ入力することができます。  

現時点のラベル  

 

「現時点のラベル」ボックスには、マウスを用いて選択することができる、既存のラベルの一覧

があります。  

条件に基づく、ラベルへジャンプ  

 

「If 入力式」ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | IF GOTO」オプションを選択すると、パーツプログラム

内に、IF GOTO ステートメントを作ることができます。 そのパーツプログラムの実行中に、

PC-DMIS が IF GOTO ステートメントに出会うと、特定の入力式がゼロ以外の値を出した場合に、

それはラベル ID の所在位置に GOTO します。 入力式の作成に関する情報については、「入力式

及び変数の使用」の項を参照して下さい。  
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IF GOTO ステートメント用の、編集ウィンドウ内のコマンドラインは、以下の

ようになります: IF_GOTO/expression, GOTO=Label  

入力式  

 

「入力式」ボタンを押すと、式ビルダが現れます。 式ビルダを用いると、お客様のパーツプロ

グラム内に必要な、各種の異なる入力式を作成できます。 入力式の使用に関する情報について

は、「入力式及び変数の使用」の項を参照して下さい。  

ラベル  

 

「ラベル」ボックスを用いると、PC-DMIS が、GOTO コマンド用に用いるラベルをタイプ入力

することができます。 「ラベル」ボタンにより、「GOTO」ダイアログ ボックスが現れます。 
このダイアログ ボックスから、使用されるラベルを選択することができます。 そのラベルが

「ラベル」ボックス内に表示されます。 「ラベルへジャンプ」を参照して下さい。  

エラーにあたっての分枝  

 

「エラーにあたって」ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | フローコントロール コマンド | エラーにあたって」コマンドを用いて、測定機エラーが

発生した場合に、PC-DMIS がとるべき行動を指示することができます。  

PC-DMIS は、以下のエラー状況を追跡します:  

• 予定外のプローブ ヒット  
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• 省略されたプローブ ヒット  
• 反射装置が発見されず（PC-DMIS ポータブルにおいて、追跡機と共に使

用）  

これらのエラー状況のそれぞれにおいて、以下の行動をとることが可能です:  

• ラベルへジャンプ  
• 変数の値を 1 に設定  
• 何もしない  
• コマンドをスキップ  

デフォルトによって、すべてのパーツプログラムは、3 番目のオプション（何もしない）に設定

された、両方のタイプのエラーに対応した行動で始動します。 各エラーの行動モードは、プロ

グラムを通して変更の可能性があります。  

例: 実行中に、PC-DMIS が、「ON ERROR/ Unexpected Hit / Jump To Label」コマンドに出会

った場合、当プログラムにおいて、そのポイント以後に予定外のヒットが行われると、プログラ

ムの実行は、特定のラベルへとジャンプします。 「変数の値を 1 に設定」する行動により、特

定されたタイプのエラーが発生すると、即座に変数が設定されます。 この変数値は、IF ステー

トメントを用いてテストでき、この IF ステートメントにより、プログラムの実行が、パーツプ

ログラム内の新規のポイントへとジャンプします。  

「エラーにあたって」オプション用の、編集ウィンドウのコマンドラインは、以

下のようになります:  
ONERROR/UNEXPECTED_HIT, mode ID  
または、  
ONERROR/PROBE_MISS, mode ID  
または、  
ONERROR/REFLECTOR_NOT_FOUND, mode ID  

「エラーにあたって」コマンドを使用するには:  

• 「エラーにあたって」を選択して下さい。 「エラーにあたって」ダイア

ログ ボックスが現れます。  
• 「エラーのタイプ」ドロップダウン一覧から、「予定外のプローブ ヒッ

ト」、または、「省略されたプローブ ヒット」を選択して下さい。  
• 以下の「エラー モード」オプションからひとつを選んで、どのような行

動がとられるべきか、定義して下さい。  
• 「エラーにあたって」のオプションを適用するには、「OK」ボタンをク

リックして下さい。 「キャンセル」ボタンは、いかなる変更も行わず、

「エラーにあたって」ダイアログボックスを閉じます。  
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エラーのタイプ  

「エラーのタイプ」ドロップダウン ウィンドウを用いると、以下のエラーのタイプのうちから

ひとつを選ぶことができます:  

• 予定外のプローブ ヒット  
• 省略されたプローブ ヒット  
• 反射装置が発見されず（PC-DMIS ポータブルにおいて、追跡機と共に使

用）  

エラー モード  

 

エラー条件が満たされた場合、以下の項目のうちのひとつを選ぶと、PC-DMIS の処置が決めら

れます。  

項目  内容  
「オフ」オプシ

ョン  PC-DMIS は、何もしません。  

「ラベルに行

く」オプション 
あらかじめ定義されたラベルにジ

ャンプします。  
「変数設定」オ

プション  変数の値を 1 に設定します。  

「コマンドを省

略」オプション 

その時点でのコマンドを省略し、

パーツプログラム内の、次にマー

クされたコマンドに移動します。 

 

対応のフィーチャー  

すべてのインターフェースが、「エラーにあたって」機能に対応しているわけではありません。 
お客様のインターフェースが対応しているか、確認するには、以下の表をご覧下さい。  

• お客様のインターフェースが一覧に表示されている場合、X は、その

エラーのタイプがそのインターフェースに対応していることを示しま

す。  
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• お客様のインターフェースが一覧に表示されていない場合、ON 
ERROR コマンドを使用することはできません。  

対応のフィー

チャー  
予定外のプロー

ブ ヒット  
省略されたプロ

ーブ ヒット  
反射装置が発見

されず  
B&S 標準  X  X   
DEA     X   
ELM  X  X   
フェデラル/ルノー X  X   
ヨハンセン  X  X     
ライカ追跡機        X  
ライツ  X  X   
LK ダイレクト

（また、LKRS232
としても知られ

る）  

X  X   

LK ドライバー  X  X   
Metrolog  X  X   
ミツトヨ ブライト X  X   
ミツトヨ  X  X   
Mora  X  X   
Omnitech  X  X   
レ二ショー  X  X   
シャープ  X  X   
シェフィールド  X  X   
Wenzel  X  X   
Zeiss  X  X   
          

パーツプログラムの終了  
「挿入 | フローコントロール コマンド | プログラム終了」メニュー 項目を選ぶと、

PROGRAM/END コマンドが、編集ウィンドウ内に挿入されます。 PC-DMIS が、パーツプログ

ラム実行中にこのコマンドに出会うと、パーツプログラムの処理が即座に停止されます。  

あらかじめ定義された条件に基づいて、通常より早くパーツプログラムを終えたい時、このコマ

ンドは役に立ちます。  
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サブルーチンでの分枝  
サブルーチンは、お客様のパーツプログラム内や、外部パーツプログラム内の、コードのブロッ

クであり、通常繰り返して参照され、より簡潔なプログラム作成が可能になります。 PC-DMIS
では、サブルーチン内の「引数」（または、ローカル変数）に情報を渡すことができます。 サ
ブルーチン内に渡すことが可能な引数のタイプは、数値、変数、テキスト ストリング、及び、

フィーチャー名です。  

ヒント: サブルーチン コマンド ブロックは、SUBROUTINE コマンドと ENDSUB コマンドの間

にあります。  

パーツプログラム内にサブルーチンを作成した後、それを、その時点でのパーツプログラムや別

のパーツプログラムから「呼び出す」ことができ、それを行うと、パーツプログラムの実行フロ

ーが特定のサブルーチンに入り込み、サブルーチン コマンド ブロック内のコマンドを実行しま

す。 プログラム フローは、その後、呼び出しステートメントの直後に続くステートメントへと

戻ります。  

ヒント: サブルーチンは、CALLSUB コマンドを用いて、呼び出されます。  

外部サブルーチン  

外部サブルーチン、または、呼び出しパーツプログラムの外部にあるパーツプログラムのサブル

ーチンは、呼び出しプログラムにあるフィーチャー、変数、または、パーツ配置にアクセスする

ことはできません。 サブルーチンは、それ自身のパーツプログラム内の項目にはアクセスでき

ます。 外部パーツプログラムと呼び出しパーツプログラムでは、同一の測定単位が使用されて

いなければなりません。  

サブルーチンのネスト化  

サブルーチンを、その他のサブルーチンとひとまとめにネスト化することが可能です。 引数の

数と、ネスト化されるサブルーチンの数に対しては、使用可能なメモリ量が唯一の制限になりま

す。  

新しいサブルーチンの作成  

メニュー ロードマップの表示  

SUBROUTINE とタイプ入力して、サブルーチンを作成  

You can insert this command by simply typing SUBROUTINE in the Edit window's Command 
mode and then pressing TAB. Once the command is inserted, you will need to specify the 
subroutine's name and any arguments it has. See the subroutine syntax and example below for 
this information.  

Type the ENDSUB command and press TAB to end the command block. Any Edit window 
commands placed within this command block will be considered part of the subroutine and will be 
executed when the subroutine is called.  
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サブルーチン メニュー項目を使用して、サブルーチンを作成  

1. Select Insert | Flow Control Command | Subroutine from the submenu. This brings up 
the Subroutine Creation dialog box. For information on this dialog box, see the 
"Understanding the Subroutine Creation Dialog Box" topic.  

 
Subroutine Creation dialog box 
  

2. Give the subroutine a name by typing it the Name box. 
3. If your subroutine uses arguments, place holders for information passed into the 

subroutine, add them one by one by clicking the Add Arg button. The Argument Edit 
dialog box appears. For information on this dialog box, see the "Understanding the 
Argument Edit Dialog Box" topic. 

 
Argument Edit dialog box 

4. Give your argument a name by typing it in the Name box. 
5. Give your argument a default value by typing it in the Value box. The subroutine will use 

the default value if no values are passed into the subroutine from the CALLSUB 
statement. Valid argument values can be numeric values, variables, text strings, and 
feature names. 

6. If you want to give a description, type it in the Description box.  
7. Click OK in the Argument Edit dialog box to create the argument.  
8. Repeat steps 3 to 7 for each argument you want in your subroutine. 
9. Click the OK button in the Subroutine Creation dialog box to finish creating your 

subroutine. This subroutine will appear inside the Edit window with any defined 
arguments. 

10. End your subroutine. Select Insert | Flow Control Command | End Sub menu option. 
This places an "ENDSUB/" command in the Edit window, completing the subroutine's 
command block. Any other part program commands you want in your subroutine must be 
added inside the subroutine's command block, before the ENDSUB command.  
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サブルーチン コマンド ブロック用のシンタックス  

The Edit window command line syntax for a sample subroutine command block would read:  

SUBROUTINE/<Name>, 
<A1> = <Arg1> : <Description>, 
<A2> = <Arg2> : <Description>, 
= 
<Commands> 
ENDSUB/ 

SUBROUTINE/ is the command used to start the subroutine command block.  

<Name> = the name of the subroutine. 

<A1> = the first argument (or local variable) used in the subroutine. This variable generally 
cannot be accessed outside of the subroutine. 

<A2> = second argument used in the subroutine. This variable generally cannot be accessed 
outside of the subroutine. Additional arguments can be added as needed. 

<Arg1> = the default value for the first argument. 

<Arg2> = the default value for the second argument. 

<Description> = The description for the argument. 

<Commands> = Other Edit window commands can be inserted as needed after the 
arguments and before the ENDSUB command. 

ENDSUB/ is the command used to end the subroutine command block. 

サブルーチン コマンド ブロックの例  

For example, a finished subroutine that takes operator data and displays it to the report might 
look like this: 

SUBROUTINE/GET_OPERATOR_INFO, 

   OPNAME = <Operator> : OPERATOR NAME, 

   SHIFT = <Shift> : SHIFT TIME, 

= 

COMMENT/REPT,OPNAME 

COMMENT/REPT,SHIFT 

ENDSUB/ 

 

サブルーチン作成ダイアログ ボックスの理解  

メニュー ロードマップの表示  
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「サブルーチン作成」ダイアログ ボックス  

以下の表では、「サブルーチン作成」ダイアログ ボックス内で利用可能な、各種オプションに

ついての内容説明があります。  

ダイアログ ボックスの項目  内容  

 

 

「名称」ボックスでは、サブルー

チンを定義します。 これは、後に

そのサブルーチンを呼び出す時に

用いる名称であり、したがって、

単一のパーツプログラム内に複数

のサブルーチンがある場合、各サ

ブルーチン名が独自のものである

必要があります。  

 

 

「引数の数」一覧には、作成中の

サブルーチン用の引数が表示され

ます。 このエリアでは、引数が以

下の形式で表示されます:  

<名称> =<数値> :<内容>  

ですから、引数うちのひとつが

「直径」という名称で、そのデフ

ォルト設定値が 3 である場合、こ

の一覧内で、引数は以下のように

表示されます:  

直径 = 3 : 穴の直径  

CALLSUB コマンドから渡される、

別の値がない時には、PC-DMIS は

常にデフォルト設定値を使用しま
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す。  

引数を編集するには、変更したい

引数を簡単にダブルクリックして

下さい。 「引数編集」ダイアログ 
ボックスが開き、それを用いて、

必要な変更を行うことができま

す。  

 

 

「引数追加」ボタンは、サブルー

チンに新規の引数を付け加えま

す。 簡単に、このボタンをクリッ

クすると、「引数編集」ダイアロ

グ ボックスが現れます。 「引数編

集ダイアログ ボックスの理解」を

参照して下さい。  

 
「引数削除」ボタンを用いると、

サブルーチンから引数を削除する

ことができます。 一覧からその引

数を選択し、「引数削除」ボタン

をクリックして下さい。  

 

既存のサブルーチンの編集  

既存のサブルーチンを編集するには、常に、編集ウィンドウのコマンド モードを用いて、直接

そのサブルーチンを編集することが可能です。 そのかわりに、編集ウィンドウ内のサブルーチ

ン上にカーソルを配置し、F9 を押して、「サブルーチン作成」にアクセスすることも可能です。 
これによって、「サブルーチン作成」ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログ ボック

スに関する情報については、「サブルーチン作成ダイアログ ボックスの理解」の項目を参照し

て下さい。  

引数編集ダイアログ ボックスの理解  

 

引数編集ダイアログ ボックス  

「サブルーチン作成」ダイアログ ボックス、または、「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボ
ックス内で、引数の作成、または、編集を選択すると、常に、引数編集ダイアログ ボックスが

表示されます。  
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「引数編集」ダイアログ ボックスは、以下の 2 つの状況下で使用が可能です:  

• SUBROUTINE コマンド ブロック内で、サブルーチンの引数、及び、それらのデフ

ォルト設定値を定義するため。  
• CALLSUB コマンドからサブルーチン内に渡される数値を定義するため。  

以下の表では、「引数編集」ダイアログ ボックス内で利用可能な、各種オプションについての

内容説明があります。  

ダイアログ ボックスの項

目  
内容  

 

 

 

「名称」ボックスでは、作成、また

は、編集する引数の名称を入力できま

す。  

 

 

「数値」ボックス内では、引数の数値

をタイプ入力して下さい。  

SUBROUTINE コマンドを作成、また

は、編集する場合、これが、CALLSUB
ステートメントからサブルーチンに何

の値も渡されない場合に使用されるデ

フォルト設定値となります。  

CALLSUB コマンドを作成、または、

編集する場合、これが、サブルーチン

に渡される値となります。  

その場合の有効な値は:  

1. 数値  
2. 変数  
3. テキスト ストリング - テ

キスト ストリングは、ダ

ブル引用符で囲まれてい

なければなりません。  
4. フィーチャー名 - 例え

ば、{F1} のように、フィ

ーチャー名は、波状カッ

コで囲まれていなければ

なりません。  

 

 

「内容」ボックスでは、そのサブルー

チン用の引数の内容説明を入力できま

す。 この内容説明は、編集ウィンドウ
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内の SUBROUTINE コマンド ブロック

において、引数の横に表示されます。 

 

サブルーチンの呼び出し  

メニュー ロードマップの表示  

サブルーチンを呼び出すには、CALLSUB コマンドをお客様のパーツプログラム内に挿入する必

要があり、それによって、その時点でのパーツプログラムから既存のサブルーチンを呼び出すか、

または、外部パーツプログラムからサブルーチンを呼び出します。  

CALLSUB とタイプ入力して、サブルーチンの呼び出し  

You can insert this command by simply typing CALLSUB in the edit window and then pressing 
TAB where you want the command to appear in the Edit window. Once the command is inserted, 
you will need to specify the subroutine's name, its location if it's in an external part program, as 
well as any values to pass to available arguments. See "Passing Arguments into a Subroutine" 
for examples of passing arguments. 

サブ呼び出しメニュー項目を用いて、サブルーチンの呼び出し  

1. Select the Insert | Flow Control Command | Call Sub option from the submenu. The 
Call Subroutine dialog box opens. See Understanding the Call Subroutine Dialog Box"" 
for information on this dialog box. 

2. Click the Select Subroutine button. The Select Subroutine dialog box opens. 

 
Select Subroutine dialog box 

3. Select either the User Directory check box or the Current Directory check box or both. 
If the part program the subroutine is from resides in the directory specified to be searched 
for subroutines, select the User Directory check box. If it is from the current directory, 
mark the Current Directory check box. PC-DMIS lists all the part programs available for 
selection. 
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4. Select the part program which contains the subroutine you want. You will see all 
subroutines associated with the selected program appear in the Subroutine Name box. 

5. Select the subroutine you want to call. 
6. Click the OK button. The subroutine information you are going to call will appear in the 

Name and File boxes of the Call Subroutine dialog box. 
7. If you want to pass information into the subroutine, click the Add Arg button, and use the 

Argument Edit dialog box to define arguments and values to pass. See "Understanding 
the Argument Edit Dialog Box" for information on this dialog box. See "Passing 
Arguments into a Subroutine" for examples of passing arguments. 

8. Click the OK button again and the CALLSUB command will appear in the selected 
location of the Edit window. 

CALLSUB コマンド用のシンタックス  

The Edit window command line syntax for calling a subroutine is this: 

CS1        =CALLSUB/<Name>, <File>:<Arg1>,<Arg2>, 

CS1 = the label ID given to the CALLSUB command. 

<Name> = the name of the subroutine to be called. 

<File> = the full path way to the part program that contains the subroutine to call. If this field 
is blank, PC-DMIS will look in the current part program for the subroutine. 

<Arg1> = the value to be passed to the first argument in the subroutine. If this field is blank, 
the default value defined for the first argument in the subroutine will be used instead. 

<Arg1> = the value to be passed to the second argument in the subroutine. If this field is 
blank, the default value defined for the second argument in the subroutine will be used 
instead. This syntax sample shows only two arguments. Other arguments can be passed if 
needed to your subroutine 

Note: In your CALLSUB command you should keep a set of pointers to all of the objects made for 
the subroutine so that you can easily refer to them afterwards using the subroutine's ID. For more 
information on pointers, see "Pointers" in the "Using Expressions and Variables" section. 

CALLSUB コマンドの例  

CS1        =CALLSUB/GET_OPERATOR_INFO,D:\PARTPROGRAMS\V42SUBROUTINETEST.PRG:V1,V2,, 

This example CALLSUB command, CS1, calls a subroutine named GET_OPERATOR_INFO 
located within the part program V42SUBROUTINETEXT.PRG located in the 
D:\PARTPROGRAMS\ directory. It passes two values—in this case the variables V1 and V2—
into the subroutine. 
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サブルーチン呼び出しダイアログ ボックスの理解  

 

「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックス  

以下の項目では、「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックス内で利用可能な、各種オプシ

ョンについての内容説明があります。  

ダイアログ ボックスの項目  内容  

 

 

「名称」ボックスには、「サブル

ーチン選択」ボタン使用後に選択

されたサブルーチンの名称があり

ます。  

 
「ファイル」ボックスには、呼び

出されたサブルーチン ファイルの

ディレクトリへの経路が表示され

ています。  

 

 

「内容」ボックスでは、その引数

の内容説明を入力できます。 この

内容説明は、編集ウィンドウ内で

引数の横に表示されます。  

 

 

「数値」ボックスには、そのサブ

ルーチンに関連した各引数の値の

一覧があります。 サブルーチンが

実行される時、これらの値はサブ

ルーチン内に渡されます。  

これらの値を変更するには、変更

したい値を簡単にダブルクリック

すると、「引数編集」ダイアログ 
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ボックスが現れます。  

 

 

 

「サブルーチン選択」ボタンを押

すと、「サブルーチン選択」ダイ

アログ ボックスが現れます。  

 

「サブルーチン選択」ダイアログ 
ボックス  

このダイアログ ボックスでは、ユ

ーザー ディレクトリか、または、

その時点でのディレクトリ内を探

し、以前に作成されたサブルーチ

ンを呼び出すことができます。 
「サブルーチン選択」ダイアログ 
ボックスに関する情報について

は、「サブルーチンの呼び出し」

を参照して下さい。  

 
このボタンは、サブルーチン用の

引数に渡す値を定義します。  

 

 

このボタンを押すと、「数値」ボ

ックス内の引数を削除することが

できます。 表示された値を簡単に

選択し、「引数削除」ボタンをク

リックして下さい。 その値に関連

した引数が削除されます。  

 

「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックスを用いて、新規の引

数を追加するには:  

サブルーチン内に渡すための、新規の引数を CALLSUB コマンドに付け加えるには:  

1. 「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックス内の、「引数追加」ボタ

ンをクリックして下さい。 「引数編集」ダイアログ ボックスが表示され

ます。  
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2. 「数値」ボックスをクリックして下さい。  
3. 「数値」ボックス内に、引数用の数値をタイプ入力して下さい。  
4. 「OK」をクリックして下さい。  

「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックスを用いて、既存の引

数を編集するには:  

CALLSUB コマンド内の、既存の引数を編集するには:  

1. 「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックスにおいて、変更予定の引

数の値をダブルクリックして下さい。 数値ボックスが現れ、呼び出され

たサブルーチンのデフォルト値を表示します。  
2. 新しい値をタイプ入力して下さい。  
3. 「OK」ボタンをクリックして下さい。  

サブルーチン用の新規の引数を編集、または、作成する方法に関する、より詳しい説明について

は、「新しいサブルーチンの作成」、及び、「既存のサブルーチンの編集」を参照して下さい。  

CALLSUB コマンドから引数を削除するには:  

1. CALLSUB コマンド上に、カーソルを配置して下さい。  
2. 「サブルーチン呼び出し」ダイアログ ボックスにアクセスするために、

F9 を押して下さい。  
3. 一覧から、ご希望の引数を選択して下さい。  
4. 「引数削除」ボタンをクリックして下さい。  
5. 「OK」をクリックして下さい。  

また、編集ウィンドウ内のテキストにある引数を直接削除することも可能です。 これを行うに

は、  

1. PC-DMIS をコマンド モードにして下さい。  
2. CALLSUB コマンド上にカーソルを配置し、ご希望の引数がハイライト表

示されるまで、タブ キーを押して下さい。  
3. 「del」という文字をタイプ入力して下さい。 これで、引数が削除されま

す。 「削除」、または、「逆スペース」キーを押しても、削除されませ

ん。 それらは、単に引数を空の引数に変更するだけです。  

複数アームモードでの、CALLSUB ステートメントの使用  

CALLSUB ステートメントをマスター限定とマークした場合; サブルーチンが呼

び出された場合、そのサブルーチン内のコマンドすべてが、マスター限定と

してマークされます。  
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CALLSUB ステートメントをスレーブ限定とマークした場合; サブルーチンが呼

び出された場合、そのサブルーチン内のコマンドすべてが、スレーブ限定と

してマークされます。  

CALLSUB ステートメントを両アーム用にマークした場合; PC-DMIS は、そのサ

ブルーチンのマークをオリジナル設定のままにしておきます。  

サブルーチンが MOVE/SYNC コマンドを含み、CALLSUB ステートメントがマ

スター限定、または、スレーブ限定とマークされた場合、PC-DMIS は実行時

に、これが無効であり、サブルーチンが呼び出されないことを示すエラー メ
ッセージを表示します。  

特定のアーム実行用のコマンドの割り当てに関する、情報については、「複数アーム モードの

使用」の項にある「アームにコマンド設定」の項目を参照して下さい。  

サブルーチンの例  

一般に、渡される引数とサブルーチンの例については、以下の項目内の情報を参考にして下さい。  

• 引数をサブルーチン内に渡す  
• サブルーチンのコードのサンプル  

 

引数をサブルーチン内に渡す  

サブルーチン内に渡すことが可能な引数のタイプは、数値、変数、テキスト ストリング、及び、

フィーチャー名です。 値を引数内に渡すには、「引数編集」ダイアログ ボックスの「数値」ボ

ックス内に値をタイプ入力するか、または、コマンド モードにおいて、挿入された CALLSUB
コマンドに直接、値をタイプ入力して下さい。 詳細については、「新しいサブルーチンの作

成」を参照して下さい。  

変数をサブルーチン内に渡す  

データを渡し返すことができる引数は、変数です。 変数を、サブルーチンへの引数として用い

る時、サブルーチン内で、それに対応する変数に起こる変化は渡し戻され、渡された側の変数の

値になります。  

渡される変数の例:  

数値をサブルーチン内に渡す  

引数はまた、数値を受け取ることも可能です。  
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渡される数値の例:  

この例は、サブルーチン内で、数値がどのように渡されるかを表示します。 これは、

大 2 つまでの数字を渡し、それから、それらを加算します。  

CS1        =CALLSUB/SUM_NUMBERS,:,,,  

CS2        =CALLSUB/SUM_NUMBERS,:5,10,,  

 

            SUBROUTINE/SUM_NUMBERS,  

                NUM1 = 1 : FIRST NUMBER,  

                NUM2 = 1 : SECOND NUMBER,  

                 =  

            COMMENT/OPER,NO,"The sum of the first number, " + NUM1 + ", plus the 
second number, " + NUM2 + ", is: "  

                           ,NUM1 + NUM2  

            ENDSUB/  

初の CALLSUB コマンド（CS1）において、サブルーチン内に渡された数値はありませ

ん。 デフォルト設定値、NUM1 として 1、及び、NUM2 として 1 が、かわりに使用され、

その合計は 2 になります。  

2 番目の CALLSUB コマンド（CS2）において、2 つの数値、5 と 10 がサブルーチン内に

渡されます。 したがって、NUM1 は５、そして、NUM2 は 10 で、合計 15 となります。  

 

テキスト ストリングをサブルーチン内に渡す  

引数はまた、テキスト ストリングを受け取ることも可能です。 テキスト ストリングを渡すには、

英数字が、ダブル引用符内に入っていることを確認して下さい。  

 

渡されるテキスト ストリングの例:  

この例は、サブルーチン内で、ストリング値がどのように渡されるかを表示します。 そ
れは、2 つのストリング値を 2 つのパラメータ内に渡し、その後、それらをレポートに表

示します:  

CS1        =CALLSUB/GET_OPERATOR_INFO,:"BOB JONES","MORNING",,  
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...  

 

SUBROUTINE/GET_OPERATOR_INFO,  

    OPNAME = <Operator> : OPERATOR NAME,  

    SHIFT = <Shift> : SHIFT TIME,  

COMMENT/REPT,OPNAME  

COMMENT/REPT,SHIFT  

ENDSUB/  

 

初の引数 OPNAME は、値「BOB JONES」を渡され、2 番目の引数 SHIFT は、

「MORNING」を渡されます。 その後、COMMENT コマンドが、渡されたストリングを

インスペクション レポートに送ります。  

フィーチャー名をサブルーチン内に渡す  

フィーチャー名は、波状カッコ内で渡され、例えば; ｛F1｝は、編集ウィンドウ内で、F1 として

指定されたフィーチャーの呼び出しに使用されます。 また、フィーチャー名を渡す場合、その

サブルーチンは、そのフィーチャーへの完全なアクセスを持つことになります。  

渡されるフィーチャー名の例:  

 

 

サブルーチンのコードのサンプル  

以下のコード サンプルを用いると、オペレーターは、フィーチャー測定後に、その理論的 X、Y、
及び、Z 値の変更を選択することができます。 それ以降の実行時には、更新された理論値が使用

されます。  

PNT1=FEAT/POINT,RECT  

…  

…  

ENDMEAS/  

C1=COMMENT/YESNO, PNT1 用の理論値を変更しますか?  

IF/C1.INPUT=="YES"  
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CS1=CALLSUB/CHANGETHEO,:,  

END_IF/  

COMMENT/OPER, PNT1 用の XYZ 理論値、及び、実績値は:  

,"Theo X= " + PNT1.TX  

,"Theo Y= " + PNT1.TY  

,"Theo Z= " + PNT1.TZ  

,- - - - - - - - - - -  

,"Actl X= " + PNT1.X  

,"Actl Y= " + PNT1.Y  

,"Actl Z= " + PNT1.Z  

PROGRAM/END  

SUBROUTINE /CHANGETHEO,  

POINT1 = {PNT1} : ,  

=  

DIMINFO/;DIMID,FEATID;HEADINGS,GRAPH AXIS ;MEAS,NOM,TOL,DEV,MAXMIN,OUTTOL, , ,  

C2=COMMENT/INPUT,PNT1 用の新 X 理論値をタイプ入力して下さい.  

,"その現時点での値は: " + PNT1.TX  

ASSIGN/PNT1.TX = C2.INPUT  

C3=COMMENT/INPUT,PNT1 用の新 Y 理論値をタイプ入力して下さい.  

,"その現時点での値は: " + PNT1.TY  

ASSIGN/PNT1.TY = C3.INPUT  

C4=COMMENT/INPUT,PNT1 用の新 Z 理論値をタイプ入力して下さい.  

,"その現時点での値は: " + PNT1.TZ  

ASSIGN/PNT1.TZ = C4.INPUT  

ENDSUB/  

サンプル コードの説明  
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C1=COMMENT/YESNO  
このラインでは、ユーザーからの、「はい」、または、「いいえ」の応答を

受け、記憶します。  

IF/C1.INPUT=="YES"  
このラインは入力式です。 これは、コメント 1 の入力が、「はい」であるか

否かを見ます。 それが「はい」である場合、IF ステートメントは「真」であ

り、IF ステートメント後のステートメントを実行し続け、この場合、PNT1
フィーチャーが測定されます。 「いいえ」の場合、END_IF ステートメント

に移動します。  

CS1=CALLSUB/CHANGETHEO,:,  
このラインでは、CHANGETHEO という名のサブルーチンを呼び出します。 
ここでパーツプログラムのフローは、「SUBROUTINE /CHANGETHEO」ラ

インにジャンプします。  

SUBROUTINE/CHANGETHEO  
このラインは、CHANGETHEO サブルーチンを初期化します。 プログラム 
フローは、このラインと「ENDSUB/ 」ラインの間のコードを実行し続けま

す。  

POINT1 = {PNT1} : ,  
これは、当サブルーチンの唯一の引数です。 これによって、当サブルーチン

は、PNT1 フィーチャーの情報にアクセスできます。  

C2=COMMENT/INPUT, C3=COMMENT/INPUT, C4=COMMENT/INPUT  
これらの入力コメントはすべて、ユーザーからの X、Y、及び、Z の新理論値

を受け取り、それらをそれぞれ C2.INPUT、C3.INPUT、及び、C4.INPUT に

保存します。  

ASSIGN/PNT1.TX = C2.INPUT  
このラインは、C2.INPUT から X の理論値を取り、それを「PNT1.TX」変数

に割り当てます。 「PNT1.TX」は PC-DMIS の変数で、PNT1 の ID ラベルと

共に、X の理論値（TX で示される）を持ちます。  

ASSIGN/PNT1.TY = C3.INPUT このラインは、C3.INPUT から Y の理論値を取

り、それを「PNT1.TY」変数に割り当てます。 「PNT1.TY」は PC-DMIS の

変数で、PNT1 の ID ラベルと共に、Y の理論値（TY で示される）を持ちま

す。  

ASSIGN/PNT1.TY = C4.INPUT このラインは、C4.INPUT から Z の理論値を取

り、それを「PNT1.TZ」変数に割り当てます。 「PNT1.TZ」は PC-DMIS の
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変数で、PNT1 の ID ラベルと共に、Z の理論値（TZ で示される）を持ちま

す。  

ENDSUB/  
このラインはサブルーチンを終了し、プログラム フローは、サブルーチンの

呼び出し直後のラインに戻ります。 この場合、それは「END_IF/」ステート

メントです。 その後、プログラム フローは、X、Y、及び、Z の理論値と実

績値を表示する次のオペレーター コメントを実行し続け、それから、このパ

ーツプログラムは、PROGRAM/END コマンドによって終了します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 統計データの追跡  *  1213 

統計データの追跡 
統計データの追跡: イントロダクション  
PC-DMIS では、測定されたパーツの統計データを追跡、及び、管理することができます。 どの

ようなディメンションやトレース フィールドに関する情報も、そのディメンションやトレース 
フィールドの前に STATS コマンドを挿入することにより、選択された統計ソフトウェア パッケ

ージに送付が可能です。  

この項で述べられている主な項目は、次のとおりです:  

• トレース フィールドの使用  
• 現時点での統計をファイルに送付  
• 「統計オプション」ダイアログ ボックスの使用  

トレースフィールドの使用 

 

トレース フィールド ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 統計コマンド | トレース フィールド」メニューオプションを選択すると、「トレース フ
ィールド」ダイアログ ボックスが表示されます。 このダイアログ ボックスを用いて、編集ウィ

ンドウ内にトレース フィールドを設置することができます。 この情報は、STATS データベース

内で使用が可能です（XSTATS11.TMP ファイルを参照して下さい）。 編集ウィンドウ内にトレ

ース フィールドがある場合、トレース フィールドの名称、及び、その時点での値の変更が可能

です。  

トレース フィールドに関連の値を変更するには:  

1. 変更予定のボックスにカーソルを配置して下さい。  
2. 選択以前の値を選択して下さい。  
3. 新しい値をタイプ入力して下さい。  
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「表示」オプションが選択された場合、パーツプログラムが実行されるその都度、「トレース 
フィールド」ダイアログ ボックスが表示されます。 「表示なし」オプションが選択された場合、

それは実行中表示されません。  

トレース フィールドオプション用の、編集ウィンドウのコマンドラインは: 
TRACEFIELD/ DISPLAYSTATE ; field name : value  

DISPLAYSTATE = このトグル フィールドは、実行中にトレース フィールド ダ
イアログ ボックスが表示されるか否か、をコントロールします。 このフィ

ールドは、「表示」と「表示なし」の間で切り換えを行います。  

field name = このストリングは、トレース フィールドの名称を表示します。 そ
の値の長さは 15 文字に制限されています。  

value = これは、トレース フィールドの、その時点での値を表示します。 その

値の長さは 15 文字に制限されています。  

重要事項: TRACEFIELD コマンドは、STATS/ON コマンドの後に配置されるべきです。  

オプション  

 

「オプション」エリアは、トレース フィールドのオプションをコントロールします:  

• 表示なし  
• 表示  
• 値の活字制限  

表示なし  

「表示なし」オプションを選ぶと、トレース フィールドが実行されている時、ダイアログ ボッ

クスが表示されないことを指示します。 これによって、ユーザーからの入力を必要とすること

なく、トレース フィールドを変数によってコントロールすることができます。  
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表示  

「表示」オプションを選ぶと、トレース フィールドが実行されている時、ダイアログ ボックス

が表示されることを指示します。 これによって、実行中にユーザーがトレース フィールドに入

力することが要求されます。  

注記: Logo.dat を用いて入力されたトレース フィールドは、実行がそれに会った場合、印刷され

ません。 それらは、しかし、依然統計ファイルに送付されます。  

値の活字制限  

「値の活字制限」ボックスは、トレース フィールドの値として許容される 大活字数を決めま

す。 したがって、「値の活字制限」を 5 と特定すると、「数値」ボックス内には、5 つ以上の活

字をタイプ入力することができません。  

現時点での統計をファイルに送付  

メニュー ロードマップの表示  

「オペレーション | 現時点での統計をファイルに送付」メニュー オプションを選ぶと、パーツプ

ログラムを実行せずに、データベース、または、XSTATS11.tmp ファイルにデータを送ることが

できます。  

このオプションを選ぶと、STATS/ON コマンドに続く、すべてのディメンション、及び、トレ

ース フィールドが、選択されたデータベースに即座に送付されます。 データベースが登録され、

STATS/ON コマンドがマーク済みの場合にのみ、統計がデータベースに送付されます。 それ以

外の場合、PC-DMIS は統計データを XSTATS11.tmp ファイルに送付します。  
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「統計オプション」ダイアログ ボックスの使用  

 

「統計オプション」ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | 統計コマンド | 統計」メニューオプションを用いると、パーツの測定から得られた統計

情報を管理することができます。 これは、パーツプログラム内において、ご希望のディメンシ

ョンやトレース フィールド コマンドの前に「STATS」コマンドを挿入によって行われます。 そ
の後、この情報は、選択された統計ソフトウェア パッケージに送付されます。  

統計オプション  

「統計オプション」エリアは、「統計オプション」ダイアログ ボックス上で常時利用可能です。 
「統計オプション」エリアを用いると、以下のコマンドを使用できます。  

• 統計作動停止  
• 統計起動  
• 統計を別のディレクトリに転送  
• 統計更新  

統計オフ  

 

「オフ」オプションを選ぶと、パーツプログラムへの統計情報送付が停止されます。 統計送付

がオフの状態では、ディメンション、または、トレース フィールドは、「統計オン」オプショ

ンが選択されない限り、統計情報をデータベースに送付しません。  
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統計オン  

 

「オン」オプションを選ぶと、統計情報がパーツプログラムからデータベースへ送付されます。 
統計送付がオンの状態では、データを統計ファイルに送付し、その情報を異なるディレクトリに

転送し、または、その情報をデータベース アプリケーション内に保存することが可能です。  

STATS/ON コマンドに続き、次の STATS/OFF コマンドに先行するディメンションはすべて、次

回の「STATS/TRANSFER」、「STATS/UPDATE」、あるいは、パーツプログラムの 後のコ

マンドの実行に当たって、統計ファイル、または、データベースに送付されます。 STATS/ON
コマンドを用いて、複数のデータベースに、同一のパーツプログラム内のデータベースにさえ、

出力情報を送付できます。  

少なくともひとつの STATS/ON コマンドを含む、パーツプログラムの各実行に当たって、PC-
DMIS は、いずれかの統計データベース ディレクトリに、出力内容を送付するか否か尋ねます。 
「セットアップ オプション」ダイアログ ボックスにある「ディメンション」タブからアクセス

できる、「データベース常時更新」チェック ボックスの選択によって、このプロンプトを回避

することが可能です。 「仕様の設定」の項にある「セットアップ オプション：ディメンション 
タブ」の項目を参照して下さい。  

注記: 「データベース オプション」から「DataPage」を選択する場合、PC-DMIS は自動的に

DPUPDATE.exe を呼び出し、それを用いて、XSTATS11.tmp ファイル内のデータを、選択され

た DataPage ディレクトリ内に挿入することができます。  

ループ内で統計オンを起動すると、ディメンションとフィーチャーID について、XSTATS11.tmp
への出力内容をわずかに異なるものにすることができます。  

STATS ON 用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです: STATS/ON,database 
option;  
directory or DSN,  
user ID, read lock, write lock, memory pages, user mode, variable name  

database option = このトグル フィールドは、統計の送付先のデータベースの

タイプを指示します。 このフィールドは、DATAPAGE、DES、あるいは、

SPC_DATABASE のいずれかでありえます。  

Directory or DSN = データベースのオプションが、DATAPAGE か、DES であ

る場合、このストリングは、どの統計値が送付されるか、データベース ディ

レクトリに指示します。 これは、有効データベース ディレクトリでなけれ

ばなりません。 データベースのオプションが、SPC_DATABASE である場合、

このストリングは、データベースの DSN 名を指示します。 この DSN 名は、

コンピューターのコントロール パネルにある、ODBC オプションを用いて作

成が可能です。 この DSN は、有効な SPC データベースに連結するよう作成

されなければなりません。  
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user ID = この 9 桁のストリングは、ポート ロックの通し番号を表示します。 
このフィールドは、DataPage データベース オプション用にのみ使用されま

す。  

read lock =  このフィールドは、PC-DMIS が、読み取り時に、データベース ア
クセスを待つ 大秒数を表示します。 デフォルト設定値は、10 秒です。 こ
のフィールドは、DataPage データベース オプション用にのみ使用されます。  

write lock =  このフィールドは、PC-DMIS が、書き込み時に、データベース ア
クセスを待つ 大秒数を表示します。 デフォルト設定値は、20 秒です。 こ
のフィールドは、DataPage データベース オプション用にのみ使用されます。  

memory pages = このフィールドは、データベースを開いた時のデータベース

表を保有するために、4K のページ番号を表示します。 このオプションを選

ぶと、性能に影響が出ます。 入力可能な 低（そして、デフォルト）のペー

ジ番号は 4 です。 このフィールドは、DataPage データベース オプション用

にのみ使用されます。  

user mode = このフィールドは、ユーザー モードの設定を指示します。 単一ユ

ーザー モードは、ひとりのユーザーのデータベースへのアクセスのみを受け

入れます。 その値 0（ゼロ）は、単一ユーザー モードの設定を意味します。 
その値 1（ひとつ）は、複数ユーザー モードの設定を意味します。 単一ユー

ザー モードは、PC-DMIS の性能を向上します。 このフィールドは、

DataPage データベース オプション用にのみ使用されます。  

variable name = このフィールドは、変数名の設定を指示します。 その値 0（ゼ

ロ）は、ディメンション名の表示を指示します。 その値 1（ひとつ）は、フ

ィーチャーID の表示を指示します。 このフィールドは、DataPage データベ

ース オプション用にのみ使用されます。  

転送  

 

「転送」オプションを選ぶと、STATS/TRANSFER コマンドの実行に当たって、パーツプログラ

ムからの統計情報を特定のディレクトリに、転送することができます。  

注記: このオプションは、DataPage の「自動更新」オプションと共に使用された場合、特に役

に立ちます。  

統計を別のディレクトリに転送するには:  

1. 「転送」オプションをクリックして下さい。  
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2. 「転送ディレクトリ」ボックス内に、お客様の統計ファイルを転送する先

のディレクトリへの、ディレクトリ経路を入力して下さい。  

更新  

 

「更新」オプションを選ぶと、STATS/UPDATE コマンドが作成され、それを用いて、当コマン

ドが実行されるたびに、PC-DMIS に統計データベースを更新するよう指示することができます。 
統計ソフトウェア アプリケーションがインストールされ、作動している必要があります。  

注記:「セットアップ オプション」ダイアログ ボックスにある「ディメンション」タブからアク

セスできる、「データベース常時更新」チェック ボックスの選択によって、「今データベース

を更新しますか？」というメッセージを回避することが可能です。 このメッセージは、

STATS/ON コマンドを含むパーツプログラム実行の終了時に PC-DMIS が表示するものです。 
「仕様の設定」の項にある「セットアップ オプション：ディメンション タブ」を参照して下さ

い。  

データベースのオプション  

「データベースのオプション」を用いると、測定情報を送付するため、以下の統計ソフトウェア 
パッケージのひとつを特定することができます:  

• DataPage  
• DES  
• SPC データベース  

「データベースのオプション」のひとつが選択されると、「統計オプション」ダイアログが変化

します。  

DataPage オプション  

「DataPage」オプションが選択されると、「統計オプション」ダイアログ ボックスが、以下を

付け加えるために変わります:  

• データベース ディレクトリ一覧  
• 「ディレクトリを一覧に追加」ボタン  
• 「ディレクトリを一覧から削除」ボタン  
• 「現時点での統計ファイル削除」ボタン  
• 「DataPage の変数名」エリア  
• 「コントロール計算を行う」エリア  
• 「読み取りロック」ボックス  
• 「書き込みロック」ボックス  
• 「メモリー ページ」ボックス  
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「統計オプション」ダイアログ ボックス - DataPage オプション  

データベース ディレクトリ  

 

「データベース ディレクトリ」一覧は、データベース アプリケーションが存在する、異なるデ

ィレクトリを表示します。 この一覧にディレクトリを追加、または、削除することが可能です。 
STATS/ON コマンドひとつにつき 高で 10 個のディレクトリを選択し、それらに統計情報を送

ることができます。  

ディレクトリを一覧に追加  

 

新しいディレクトリを「データベース ディレクトリ」一覧に付け加えたい場合:  

1. 「ディレクトリを一覧に追加」ボタンをクリックして下さい。 ボックス

が現れ、その中に、ディレクトリの経路を入力することができます。  
2. ディレクトリのデータベースへの経路をタイプ入力して下さい。  
3. 「OK」ボタンをクリックして下さい。 そのディレクトリがここで、一覧

内に表示されます。  

ディレクトリを一覧から削除  
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「データベース ディレクトリ」一覧から、データベース ディレクトリを削除したい場合:  

1. 「データベース ディレクトリ」一覧から、削除したいディレクトリを選

択して下さい。  
2. 「ディレクトリを一覧から削除」ボタンをクリックして下さい。 そのデ

ィレクトリが、一覧から削除されます。  

現時点での統計ファイル削除  

 

xstats11.tmp ファイルを削除する場合には、「現時点での統計ファイル削除」ボタンをクリック

して下さい。  

 

DataPage の変数名  

 
これらのオプションは、
DataPage の統計データベー
ス プログラムと共に用いら
れる場合にのみ機能しま
す。  

「DataPage の変数名」エリア内のオプションは、ディメンション

名やフィーチャー名が DataPage 内のエントリーを識別するために

用いられるか否か、を示します。 これらの名称は、 長 10 文字ま

で使用できます。  

ディメンション名か、または、フィーチャー名のいずれかを選ぶには、「ディメンション名使

用」オプションか「フィーチャー名使用」オプションを選択して下さい。  

 

コントロール計算を行う  

 

「コントロール計算を行う」エリアのオプションは、DataPage 内で行われるコントロール計算

を使用するか否かを指示します。 「オン」オプションを選ぶと、公差外コントロール計算が行

われます。 それに加え、コントロール計算を行い、データベース内にパーツ/変数、及び、公差

内/外/コントロール インジケータを設定するよう、DataPage 統計更新プログラム

（DPUPDATE）に命じられます。 これらの計算に基づく、パーツ/変数の色付け（赤/黄/緑）を

起動することにより、DataPage のモニター モードを用いて、このデータベースを監視すること

ができます。 追加の情報については、DataPage モニター モード アプリケーションと共に出荷

されたヘルプ ファイルを参照して下さい。  
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コントロール計算の起動、作動停止を行うには、単に、「オン」オプション、または、「オフ」

オプションを選択して下さい。 デフォルト設定は「オフ」です。  

読み取りロック  

 

「読み取りロック」ボックスを用いると、PC-DMIS が、読み取り時に、データベース アクセス

を待つ 大秒数を決めることができます。 デフォルトの値は、10 秒です。  

PC-DMIS が待つ秒数を変更するには:  

1. 「読み取りロック」ボックスで、その時点での値を選択して下さい。  
2. 新しい値をタイプ入力して下さい。  
3. タブ キーを押して下さい。  
4. 「OK」をクリックして下さい。  

書き込みロック  

 

「書き込みロック」ボックスを用いると、PC-DMIS が、書き込み時に、データベース アクセス

を待つ 大秒数を決めることができます。 デフォルトの値は、20 秒です。  

PC-DMIS が待つ秒数を変更するには:  

1. 「書き込みロック」ボックスで、その値を選択して下さい。  
2. 新しい値をタイプ入力して下さい。  
3. タブ キーを押して下さい。  
4. 「OK」をクリックして下さい。  

メモリー ページ  

 

「メモリー ページ」ボックスを用いると、データベースを開いた時のデータベース表を保有す

るために、4K のページ番号を入力できます。 開くことが可能な、 低（そして、デフォルト）

のページ番号は 4 です。  

メモリー ページの番号を変更するには:  

1. 「メモリー ページ」ボックスで、その値を選択して下さい。  
2. 新しい値をタイプ入力して下さい。  
3. タブ キーを押して下さい。  
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4. 「OK」をクリックして下さい。  

 

DES オプション  

DES オプションは、統計データベース プログラム、DES、と共に用いられる場合にのみ機能し

ます。 DES が選択されると、「統計オプション」ダイアログ ボックスが変化し、それによって、

当ダイアログ ボックスは、「統計オプション」エリア、「データベースのオプション」エリア、

「データベースを今更新」、「OK」、及び、「キャンセル」コマンド ボタンのみを表示します。  

 

「統計オプション」ダイアログ ボックス - DES オプション  

SPC データベース オプション  

「SPC データベース」オプションは、PC-DMIS 自身の統計データベース プログラム、SPC、と

共に用いられる場合にのみ機能します。 「SPC データベース」オプションが選択されると、

「統計オプション」ダイアログ ボックスが、以下を含むために変わります:  

• 「データ源」ボックス  
• データベースの閲覧/編集  
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「統計オプション」ダイアログ ボックス - SPC データベース オプション  

 

データ源  

データ源名（DSN）を選択するには、「データ源」一覧を使用して下さい。 コンピューターの

コントロール パネルでの、オープン データベース接続性（ODBC）オプションの使用によって、

初に DSN は作成されます。  

DSN を作成する必要がある場合:  

1. Windows の「コントロール パネル」にアクセスして下さい。  
2. 「システム管理ツール」を選択して下さい。  
3. 「ODBC データ源」アイコンをダブルクリックして下さい。  
4. DSN を作成するには、お客様の作動システムのヘルプ ファイル内の手順

に従って下さい。  

ODBC の使用によって、PC-DMIS は、データを直接 SPC データベースに渡すことができ、その

データを、SPC データベースに対応する統計パッケージ内で閲覧できます。  

データベースの閲覧/編集  

メニュー ロードマップの表示  

有効なデータ源が「データ源」ボックスで選択された後でのみ、「データベースの閲覧/編集」

ボタンを使用することが可能です。 このボタンをクリックすることにより、SPC データベース

内のデータを閲覧し、そして、「SPC データベース」ダイアログ ボックスから削除することが

できます:  
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SPC データベース ダイアログ ボックス  

当ダイアログ ボックス上の以下のタブを用いることにより、SPC データベースは、PC-DMIS 内

で閲覧が可能です:  

• パーツプログラム  
• ディメンション  
• 測定寸法値  
• トレース  
• トレース値  

また、「SPC データベース」メニュー オプションを用いて、データベースを閲覧することがで

きます。  

データベースを今更新  

 

「データベースを今更新」ボタンを押すと、お客様のデータベース アプリケーションを、その

時点でのパーツプログラムから得られた統計データを伴って更新することができます。  

データベースを今更新するには:  

1. 「データベースを今更新」ボタンをクリックして下さい。  
2. スクリーン上の手順に従って下さい。  

パーツプログラム実行が成功した後、選択されたディメンションとトレース フィールドの情報

が、PC-DMIS のインストール先であるディレクトリ（通常、C:\PCDMISW ディレクトリ）内に

ある、XSTATS11.tmp という名のファイル内に保存されます。 このファイル内の情報を、その
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後、異なるディレクトリに転送、印刷、あるいは、データベース アプリケーションに送付する

ことが可能です。  

注記: データベース アプリケーションが入手不可能な場合、PC-DMIS は、XSTATS11.tmp をデ

ータベース内にロードするための更新内容（DataPage アプリケーション用には、

DPUPDATE.exe）が発見できないことを告げるメッセージを表示します。  
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測定結果のレポート 
測定結果のレポート: 概要  
パートを測定したら、測定結果を他に伝えることが重要です。デフォルトでは、測定データは検

査レポートと呼ばれる標準のテキストレポートに送信され、パーツプログラムで測定された各要

素の総データが含まれます。このレポートをプリンタまたはファイルに出力し、後に次のメニュ

ーを選択することによって保存されたレポートを表示することが可能です: 表示 | 検査レポート 。
" 検査レポートの表示 "および" 検査レポートの印刷 "を参照してください。  

多くのタスクにおいて、 標準検査レポート は ユーザーの必要とするものと変わりません。ただ

し、バージョン 4.0 またはそれ以降の PC-DMIS では、ユーザー独自のインタラクティブなレポ

ートを作成する強力なツールが用意されています。これらのツールでは、テンプレートを使用し

てレポートの外観およびどのデータをレポートに含めるかを正確に定義することが可能です。ま

た、これらのテンプレートを使用して複数のレポートに共通した外観や印象を保つことができま

す。  

さらにバージョン 4.2 またはそれ以降では、パーツプログラムに特化したレポートを作成する" 
カスタム レポート "と呼ばれる機能が加わり、作成するレポートがレポート テンプレートを使用

する必要のない場合に便利です。  

この セクション では主に次のトピックを扱います:  

• レポート機能に関する変更  
• ハイパービュー レポートの移行  
• レポート作成の手順  
• レポート ウィンドウについて  
• 標準レポートの使用  
• レガシー・レポート(旧式のテキスト・レポート)の表示  
• 標準テンプレートの変更  
• レポートのテキスト色の変更  
• テンプレートの作成  
• カスタム レポートの作成  
• パーツプログラムへレポートまたはレポート テンプレートの埋め込み  

 

レポート機能に関する変更  
PC-DMIS 4.x バージョンのレポート機能に関する大きな変更点として、ハイパービュー レポー

ト機能が全面的に見直され、強力なテンプレート システムに取って代わられました。  
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次の項目は、バージョン 3.7 以降に発生した PC-DMIS のレポート機能に関する主要な変更点に

ついての説明です:  

• レポート機能は[編集]ウィンドウから独立しました。測定結果は独自のツ

ール バーを備えた新しい[レポート]ウィンドウに表示されます。" [レポー

ト]ウィンドウについて "を参照してください。  
• レポートはテンプレートを使用します。すなわち同じデータを異なるテン

プレートに当てはめると、同じデータから異なるレポートが生成されます。

あるいはユーザー独自のレポートを標準化して単一のレポート テンプレ

ートを作成し、データが複数の異なるパーツプログラムから取り込まれた

としても全てのレポートを同じ外観や印象に保つことが可能です。" レポ

ートおよびレポート テンプレートについて "を参照してください。  
• レポート テンプレートでは、ラベルを活用して独自の寸法データまたは

要素データをレポートすることも可能です。カスタマイズされた独自のラ

ベル テンプレートを作成することが可能です。 ラベルおよびラベル テン

プレートについて "を参照してください。  
• [ハイパービュー レポート]エディタが別々の編集環境に再編成され、次の

新しいレポート作成方法で異なる目的に対応しています:  

1. [レポート テンプレート]エディタ  
2. [ラベル テンプレート]エディタ  
3. [カスタム レポート]エディタ  
4. [フォーム]エディタ  

• 以前のハイパービュー [オブジェクト]バー は次のように再編成されまし

た:  

5. [レポート テンプレート]エディタの[オブジェクト]バー  
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6. [ラベル テンプレート]エディタの[オブジェクト]バー  

 

 

7. [フォーム]エディタの[オブジェクト]バー  

 

 

8. [カスタム テンプレート]エディタの[オブジェクト]バー  
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• 以前の [要素のテキスト] 、 [点データ] 、 [寸法データ] オブジェ

クトは姿を消しました。これらを含めたタスクは ラベル テンプレート で
実行されます。  

• 全てのオブジェクトのプロパティは"ユーザー定義可能"であり、レポート

が実行されたりテンプレートが選択されたりすると、ユーザーは対応する

プロパティの値を挿入するか問い合わせられます。" [ユーザー指定のプロ

パティ]を使用した操作 "を参照してください。  
• 以前のハイパービュー レポートも機能し、パーツプログラム内で実行す

るも可能ですが、 新しいテンプレート レポート環境では編集できません 。
以前のバージョンのハイパービュー レポートを編集する必要がある場合、

バージョン 4.0 以前のバージョンを使用する必要があります。" 既存のハ

イパービュー レポートを使った作業 "を参照してください。 必要に応じ

て、旧式のハイパービュー レポートをカスタム レポートまたはカスタム 
フォームの形式に移行することができます。 " ハイパービュー レポート

の移行 "を参照してください 。  
• 旧式のハイパービュー レポートと同様、レポート テンプレートを使用せ

ず、各パーツプログラムに特化したレポートを作成することも可能です。

" カスタム レポートの作成 "を参照してください。  

 

レガシー(ハイパービュー)レポートの移行  
新しい PC-DMIS ではハイパービュー レポートの編集をサポートしていないため、代わりに旧式

のハイパービュー レポートを PC-DMIS の新しいレポート環境へ移行し、そこでの作業を可能に

する機能が用意されています。  

旧式のハイパービュー レポートの変換方法:  
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1. 挿入 | レポート コマンド | レガシー レポート... を選択します。さらに、ダイアログ ボッ

クスを使用してハイパービュー レポートを PC-DMIS に挿入します。適切な 
REPORT/LEGACY コマンドが挿入され、自動的にハイパービュー レポートが実行モー

ドで立ち上がります。  
2. CTRL+E を押して実行モードを終了し、編集モードに入ります。PC-DMIS より、旧式の

レポートは編集不可能であり、このレポートをカスタムレポートまたはフォームに変換

するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。  
3. [レポート] または [フォーム] をクリックします。  

• [レポート] を選択した場合、元のハイパービュー レポート内にある全

てのオブジェクトを保持しながら、ハイパービュー レポートが [カス

タムレポート エディタ] で作業可能な形式に変換されます。 " カスタ

ム レポートの作成 "を参照してください。  
• [フォーム] を選択した場合、元のハイパービュー レポート内にある全

てのオブジェクトを保持しながら、ハイパービュー レポートが [フォ

ーム エディタ] で作業可能な形式に変換されます。 " フォームの作成 "
を参照してください。  

これで、レポートまたはフォームを、適切なエディタで変更することが可能です。変換前のハイ

パービュー レポートは変更されません。  

注記: ハイパービュー レポート エディタに表示されていた一部のオブジェクトは、選択した移行

処理ではサポートされないものもあることにご注意ください。例えば、ハイパービュー レポー

トにボタン オブジェクトが含まれ、それをカスタム レポート エディタに移行した場合、ボタン

はエディタに表示されますが[レポート]ウィンドウでは機能しません。  

レポート作成の手順  
このトピックでは、レポート作成処理の間、レポート テンプレート内のレポート オブジェクト

が測定データと連動し、レポート ウィンドウに表示される処理について説明します。  

• パーツプログラムから各コマンドが実行されます。  
• 各コマンドからのデータは、処理を可能にするためレポート テンプレートに引き渡され

ます。  
• レポート テンプレートのレポート オブジェクトが検索され、コマンドからのデータが 

[ルール ツリー エディタ] でラベル テンプレートを呼び出すよう設定されている場合

は、ラベル テンプレートが呼び出されます。違う場合はそのデータは 終レポートに表

示されません。  
• 呼び出されたラベル テンプレートに引き渡されたデータは、ラベル テンプレート内の 

GridControlObject およびその他のレポート オブジェクトの設定に従い、全て書式を整え

られて表示されます。  
• 後に、レポート テンプレート内に、呼び出されてデータの書式設定を行ったラベル テ

ンプレートが表示され、レポート ウィンドウに固有のデータおよび不変の要素が表示さ

れます。  

次のダイアグラムを参照してください:  
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レポート ウィンドウについてレポート ウィンドウに

ついて  
見る | レポート ウィンドウ を選ぶと、レポート ウィンドウが表示されます。 このウィンドウは、

お客様の測定結果を表示します。 レポート ウィンドウは、PC-DMIS アプリケーション内の、そ

の他のウィンドウと同じように作動し、 ウィンドウ メニューにある作業に従属します。 レポー

ト ウィンドウのタイトル バーは、その時点で呼び出されているレポート テンプレートの経路、

及び、ファイル名を表示します。 また、レポート ウィンドウには、それ自身のツール バー レポ

ート ツール バー があります。  

レポート テンプレートを用いて  

レポート テンプレート使用の場合、パーツプログラム実行の後に、このウィンドウは測定結果

を表示し、そして、デフォルト設定のレポート テンプレートに応じて、出力内容を自動的にコ

ンフィギャーします。 どのようなレポート テンプレートでも、デフォルト設定のレポート テン

プレートとして設定できますが、PC-DMIS は初めに「TEXTONLY.RTP」テンプレートを使用し

ます。  
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TEXTONLY.RPT からの標準のテキスト型レポートを表示する、レポート ウィンドウ  

レポート ウィンドウは、選択されたレポート テンプレートに基づく固定の内容と、その時点で

のパーツプログラムを含んでいます。 「 テンプレート作成 」を参照して下さい。  

カスタム レポートを用いて  

カスタム レポートを使用の場合、このウィンドウは、コンフィギャー用にレポート テンプレー

トを使用せず、また、そのデータも表示しません。 かわりに、それは、単に、保存されたカス

タム レポートで既に定義された情報を呼び出します。 「 カスタム レポート作成 」を参照して

下さい。  

 

 [レポート]ツール バー  

 

 [レポート]ツール バー  

[レポート]ウィンドウの [レポート] ツール バーでは、次の機能を実行できます:  

アイコン  説明  

 レポートを再表示します。現在のレポート テンプレート、ラベル テンプレー

ト、またはカスタム テンプレートを変更した場合、あるいはパーツプログラムが

変更された場合、このアイコンをクリックするとレポートが再表示され、新たに

変更されたテンプレートまたは新しいプログラムのデータに更新されます。  

 [テンプレートの選択] アイコンを選択すると、ダイアログ ボックスが表示されテ

ンプレートの管理および出力レポートの生成に使用するテンプレートを選択する

ことが可能です。" レポート テンプレートの適用または解除 "を参照してくださ
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い。  

 [カスタム レポートの選択] アイコンを選択すると、ダイアログ ボックスが現

れ、表示するカスタム レポートを選択することができます。" [カスタム レポー

トの作成]" を参照してください。  

 レポートをデフォルトのプリンタで印刷します。  

 現在使用しているテンプレートを、PC-現在のパーツプログラムのデフォルト テ
ンプレートとして新規に設定します。 後にパーツプログラムを開いた時は、常に

この設定されたレポート テンプレートが自動的にデフォルトとして使用されま

す。初期設定では、デフォルト レポートは TEXTONLY.RTP に設定されていま

す。  

 [レイアウトの保存] [レイアウトの保存]アイコンを選択すると、現在のレポート 
テンプレートまたはカスタム レポートがレイアウトとして保存されます。 アイ

コンを選択すると、現在のレポート テンプレートまたはカスタム レポートがレ

イアウトとして保存されます。新たに、 [保存されたレイアウト]アイコン が 
テンプレートと同じ名前でツール バーに現れます。このアイコンを選択すると、

[レポート]ウィンドウは自動的に、保存されたテンプレートのレイアウトを使用

してレポートを表示します。  

 [レポート モード] アイコンを選択すると、PC-DMIS が 後にプログラムを実行

した方法に関わらず、パーツプログラムの 初のコマンドから 後のコマンドに

至るまでレポートを生成します。  

   [直前の実行レポートモード] アイコンを選択すると、 後に実行されたパーツプ

ログラムで作成された項目のみが表示されます。コマンドも実行された順番で表

示されます。ループによりコマンドが複数回実行された場合は、複数回の実行と

して同様に表示されます。データはパーツプログラムが開いている限りこのレポ

ートに残ります。パーツプログラムを閉じると、このレポートは消去されます。 

 このドロップダウン リストより項目を選択すると、[レポート]ウィンドウに表示

されるレポートの倍率が設定されます。小さなパーセンテージに設定すると、ペ

ージは 初は横一列に、次に縦方向に並べられます。拡大率はレポートの印刷結

果に影響しませんが、これらの機能はレポートをプレビューしたり使用するテン

プレートを決定する場合に便利です。また、任意の倍率を入力することも可能で

す。小さなパーセンテージを使用すると簡単にページの並べ替えができます。" 
レポートページの並べ替え "を参照してください。  

 保存されたレポート レイアウトにアクセスするには、これらのアイコンを使用し

ます。アイコンをクリックするだけで、現在のレポートをよく使われるテンプレ

ートの間で切り替えることができます。保存されたレイアウトを解除するには、

SHIFT キーを押しながらマウスを使ってアイコンをツール バーの外へドラッグ

します。  

注記: [レポート] ツール バーは[レポート]ウィンドウ内のみに表示されます。PC-DMIS のメイン 
インターフェイスのツール バー エリアからは選択できません。  

 

レポート ウィンドウのコンテンツの変更  

テキスト レポートの編集  
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[レポート] ダイアログ ボックス (テンプレートを使用したレポート作成で使用可能)では、レポー

ト ウィンドウに含める全てのデータおよび表示方法を指定できます。次の方法によりダイアロ

グ ボックスにアクセスできます:  

 

レポート ダイアログ ボックス  

1. テキストのみのレポートテキストまたはレポート ウィンドウの末尾の白紙の部分を右ク

リックし、ショーカット メニューが 表示 されたら [オブジェクトの編集...] メニュー項

目を選択します 。  

 

このショートカット メニューの詳しい説明については、" ショートカット キーお

よびショートカット メニューの使用: はじめに "セクションの、" レポート ウィン

ドウのショートカット メニュー "トピックを参照してください。  

2. Shift キーを押してレポート ウィンドウ内の任意のラベル オブジェクトを右クリックし、 
[オブジェクトの編集...] メニュー項目を選択します。  

次のチェックボックスを使用して、様々な項目を表示または非表示に設定できます。  
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要素を表示  パーツプログラムの全要素の測

定結果を表示します。  

デフォルトのレポート テンプレ

ート、textonly.rtp が使用され、

パーツプログラムが要素の 小

限の測定点より多くの測定点を

持つ場合、要素をプロットした

フォームが表示されます。  
アラインメントを表示  パーツプログラムの実行中、ア

ラインメントが変更されるたび

に、その変更内容が表示されま

す。測定結果リストまたは要素

リストで生じるアラインメント

の変更がすべて表示されます。 
コメントを表示  パーツプログラムに追加された

コメントが表示されます(詳しく

は、" レポート コマンドの挿入 "
セクションの" プログラマのコメ

ントの挿入 "を参照してくださ

い)。  
ヘッダー/フッターを表

示  
FILE_HEADER.LBL[ルール ツリ

ー エディタ] の [ファイルのヘッ

ダー] ルールで定義したラベル 
テンプレートを適用し、レポー

トのヘッダーおよびフッターを

表示します。デフォルトでは、

PC-DMIS に標準装備のラベル 
テンプレート、

FILE_HEADER.LBL が使用され

ます。  
スクリーン キャプチ

ャを表示  
DISPLAY/METAFILE コマンド

および ANALYSISVIEW コマン

ドに関連付けられているグラフ

ィックがレポートに表示されま

す( "CAD 表示の編集 " セクショ

ン の" [グラフィックの表示]ウ
ィンドウのスクリーン キャプチ

ャの使用 "を参照してくださ

い)。  

 

[測定結果] エリアではレポートに表示する測定結果を指定できます。測定結果を表示するには、 
[表示] チェックボックスを選択します。選択後、このエリアの他の項目が選択可能になります。

次の選択肢が含まれます:  

全 [公差範囲外の値のみ表示] および [制限範囲外の測定結果を表示] 
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て

表

示 

の両方を指定したのと同様に作用します。  

公

差

範

囲

外

の

値

の

み

表

示 

公差範囲外の測定結果のみ表示されます([測定結果の表示]がオン

に設定されている必要があります)。  

このオプションは、 [測定結果の表示] が選択され、 [制限範囲外

の測定結果を表示] が 選択されていない 場合のみ使用可能で

す。  

制

限

範

囲

外

の

測

定

結

果

を

表

示 

許容領域のパーセンテージ外の測定結果のみ表示されます。  

[制限範囲外の測定結果を表示] チェック ボックスを選択する

と、許容パーセンテージが編集可能になり、片側公差に対するパ

ーセンテージ、両側公差に対する上限および下限のパーセンテー

ジを設定できます。  

許容領域は、0 から 100 パーセントの範囲でとられます(測定結

果のカラーが許容領域に適用される方法または測定結果の末尾に

色付き棒グラフが表示される方法と同様です)。下限値(公称値 - 
負の公差)は 0%に対応し、上限値(公称値 + 正の公差)は 100%に

対応します。  

許容領域外に偏差を持つ測定結果は、0 パーセント未満または

100 パーセントを超える値となります。  

(正の公差しか持たない真円度のように) 片側の 測定結果の場合

は、ゼロ偏差は 0 パーセントになり、許容領域外は 100 パーセ

ント以上の値となります。  

片側の測定結果の例  

片側のパーセンテージ:  

公称値: 0.0000  

測定値:0.0028  

偏差:0.0028  

正の公差:0.0050  
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負の公差:0.0000  

この偏差は許容領域が 56%のため、片側のパーセンテー

ジが 56%未満の場合に表示されます。  

(正と負の両方の公差を持つ距離のように) 両側の 測定結果の場

合、ゼロ偏差は 0 と 100 の間の任意の値を取ります。公差が等

しい場合、ゼロ偏差は 50 パーセントの位置となります。  

両側上限の測定結果の例  

両側上限のパーセンテージ:  

公称値:3.0000  

測定値:3.0075  

偏差:0.0075  

正の公差:0.0100  

負の公差:0.0100  

パーセンテージは、てこの原理を使用して計算されます。 

(測定値 – 下限値) / (上限値 – 下限値) * 100  

当データの場合は、次のように計算されます:  

(3.0075-2.9900) / (3.0100-2.9900) * 100. = 87.5%  

両側上限のパーセンテージが 87.5%より 大きい 場合、こ

の測定結果は検査レポートに表示されます。  

両側下限の測定結果の例  

両側下限のパーセンテージ:  

公称値: 3.0000  

測定値:2.9925  

偏差:0.0075  

正の公差: 0.0100  
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負の公差:0.0100  

パーセンテージは、てこの原理を使用して計算されます。 

(測定値 – 下限値) / (上限値 – 下限値) * 100  

当データの場合は、次のように計算されます:  

(2.9925-2.9900) / (3.0100-2.9900) * 100 = 12.5.%  

両側上限のパーセンテージが 12.5% 未満 の場合、この測

定結果は検査レポートに表示されます。  

テ

キ

ス

ト

モ

ー

ド

の

寸

法

レ

ポ

ー

ト

を

使

用 

測定結果を表示する際に、書式設定されたテキスト(選択した場

合)またはグラフィック テーブル形式(選択しない場合)のどちら

を使用するか指定します。  

 

"テキストモードの寸法レポートを使用"が選択されたレポートの

例:  

"テキストモードの寸法レポートを使用"が選択されていないレポ

ートの例:  
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重要: 指定されたレポート テンプレートが見つからない場合、

PC-DMIS は"default.rtp"の名前のテンプレートを使用します。こ

の標準テンプレートは も基本的なテキストベースのレポートを

作成します。default.rtp はテキストベースのレポートのみサポー

トするので、このチェックボックスをオフにした場合、何も実行

されません。  

 

ラベルの位置およびサイズの編集  

ラベルに引き出し線が付いている場合、または直接書かれたラベル( TextReportObject の一部で

ないもの)の場合、Ctrl キーを押しながらラベルをクリックすると(またはラベルの周りをボック

ス状にドラッグすると)ラベルが選択状態になります。ラベルが選択されたら、新しい位置にド

ラッグしたり、選択されたラベルの周りにある四角形の黒いハンドルをクリック アンド ドラッ

グしてサイズを変更することができます。  

ラベル レポートの編集  

ラベルを右クリックして [オブジェクトの編集...] をクリックすると、 [ラベルのプロパティ] ダイ

アログ ボックスが 表示されます 。  
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このダイアログ ボックスを使用して、行および列の順番を変更したり、行および列の表示・非

表示状態を個別に設定することができます。  

順番の変更 - 行または列を選択し、黒い上矢印または下矢印をクリックします。  

項目の表示または非表示 - 非表示にする場合、項目の隣にあるチェックボックス

をオフにします。表示する場合はオンにします。  

ラベルに必要な変更を加えたら、下部にある次のオプションボタンのうち一つをクリックして変

更を適用します: 現在のラベル、現在のページにある同じラベル、またはセクション全体にある

同じラベル。  

[サイズ変更の種類] リストから項目を選択すると、列の表示/非表示に関わらずラベルの表示方法

が定義されます。 このリストには次の項目が含まれます:  

グリッドのサイズを変更 - 既存の列のサイズを保持し、それに合わせてラベルの

幅を変更します。  

列のサイズを変更 - ラベルの既存の幅が保持され、各列がその幅に合わせて同じ

サイズに変更されます。  

テキストを非表示 - ラベルまたは列のサイズは変更されません。単にテキストが

非表示となります。  

[OK] をクリックすると新しい表示が現れます。  

CAD モデル レポートの編集  
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CADReportObject をダブルクリックすると"アクティブ"状態になります。すなわち、[グラフィ

ックの表示]ウィンドウ内で行ったのと同様に、CAD モデルを回転または拡大縮小することが可

能です。CADReportObject の外側をクリックすると、新しい配置および拡大率が適用されます。

詳しくは、" CadReportObject "を参照してください。  

バージョン 4.1 以降では、レポート ウィンドウの CadReportObject を右クリックし、 [オブジェ

クトの編集...] を選択すると、 [ラベル レイアウト ウィザード] が表示され、レポート ウィンド

ウ内でラベルの配置および CAD モデルの位置を直接変更できるようになりました。 このウィザ

ードの使用方法については、" CadReportObject "下の" ラベル レイアウト ウィザード "トピック

を参照してください。  

バージョン 4.2 またはそれ以上では、上記"ラベルの位置およびサイズの編集"で説明されている

ように、CADReportObject のサイズ変更および移動が可能です。  

変更の削除  

レポートのオブジェクト(TextReportObject、CADReportObject、または Label オブジェクト)に
対して行った変更を即座に削除するには、目的のオブジェクトを右クリックし、 [オブジェクト
の変更を削除] メニュー項目 を選択します。 レポートのオブジェクトが元の状態に戻ります。  

 

 

レポート テンプレート内のオブジェクトに対して行った全ての変更を素早く削除するには、 [フ
ァイル | レポート | テンプレートに関連付けられたデータの消去] メニュー項目を選択します。  
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レポート ウィンドウ内のヒントの使用  

 

使用されているラベルの名前を示すヒントが表示されたレポートの例  

レポート ウィンドウの様々な部分の上でマウスを動かすだけで、どの ラベル が使用されている

のかヒントの形で情報を得ることができ、ラベルが存在しない場合、ヒントはオブジェクト名ま

たは現在のページ番号を表示します。  

1. オブジェクトがラベルの場合、ヒントはラベル テンプレート ファイルの名前を表示しま

す。  
2. オブジェクトがラベル以外の場合、例えば TextReportObject または CadReportObject 

の場合、ヒントはレポート テンプレート内で定義されたオブジェクト名を表示します。  
3. ページの空白部分でマウスを動かした場合(厳密には ページ オブジェクトになります)、

ヒントはページ番号を表示します。  

これらのヒントを使用して、レポートにどのオブジェクトが使用されているか簡単に知ることが

できます。  

 

標準レポートの使用  
デフォルトの標準レポート テンプレート、TEXTONLY.RTP は単に測定データを 
[TextReportObject] に投入し、以前のバージョンのテキストベースのレポートを模倣した簡単な

テンプレートです。  
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標準のテキストベースのレポートが表示されたレポート ウィンドウの例  

デフォルトの標準レポート テンプレートが要求に沿わない場合のために、PC-DMIS では追加の

標準レポート テンプレートが装備されているので、便利なテンプレートを探すことができます。

[レポート]ツールバーより対応する アイコン をクリックすることで、現在のレポートに使用

されているレイアウトを簡単に変更することができます 。  

• TEXTONLY.RTP: いくつかの標準的なラベルが含まれた TextReportObject です。    

 

TEXTONLY.RTP を使用したレポートの例  

• CADONLY.RTP: 縦のレイアウトにいくつかの標準的なラベルが含まれた 
CadReportingObject です。このテンプレートでサポートされるラベルの数は
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CADONLY_LANDSCAPE.RTP よりも少ないため( 大 10 個)、各ラベルはより大きく詳

細に表示されます。  

 

CADONLY.RTP を使用したレポートの例  

• TEXTANDCAD.RTP: いくつかの標準的なラベルが含まれた TextReportObject および 
CadReportingObject です。  

 

TEXTANDCAD.RTP を使用したレポートの例  

• GRAPHICALANALYSIS.RTP: このテンプレートは 分析オブジェクト を使用し、各図形

の寸法(平面度、真円度等)に対して図形解析を行い、その結果をレポートに送ります。

非図形の寸法に対しては分析を行いません。使用された寸法に対する各ヒットの偏差が
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図で表示されます。レポートには各ヒットに対する誤差がそれぞれ矢印の形で表示され

ます。これらの矢印はその色と方向により、誤差の相対的な大きさを示し、方向も同様

に示されます。  

 

GraphicalAnalysis.RTP を使用したレポートの例  

• CADONLY_LANDSCAPE: CADONLY と同様ですが、横のレイアウトで表示されます。

このテンプレートは CADONLY.RTP よりも多い数のラベルをサポートしているため(
大 30 個)、各ラベルはより小さく要約されて表示されます。  

 

CADONLY_LANDSCAPE.RTP を使用したレポートの例  
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• PPAP: このテンプレートは製造部品承認プロセス(PPAP)に使用されるレポートを作成し

ます。レポート テンプレートがすぐに表示されない場合、手動で適用するひつようがあ

ります。新しいテンプレートを適用するには、" レポート テンプレートの適用または解

除 "を参照してください。  

 

PPAP レポート  

これらのテンプレートはデフォルトで [レポート テンプレート] ダイアログ ボックス(または 
[Reporting] サブディレクトリ)に保存されています。このダイアログ ボックスの使用については、

" レポート テンプレートの適用または解除 "を参照してください。  

注記: レポート テンプレートを使用するパーツプログラムを読み込んだが、指定されたレポート

用ディレクトリまたは PC-DMIS のインストールディレクトリに該当するテンプレートが存在し

ない場合、オンザフライで"default.rtp"と呼ばれるテキストのみのレポート テンプレートが作成

されます。これにより、たとえ指定したレポート・テンプレートが存在しなくてもレポート・ウ

ィンドウには常にレポートが表示されます。 default.rtp はテキストのみの表示形式であることに

ご注意ください。これは、 [レポート] ダイアログ ボックスの [テキストモードの寸法レポートを

使用] チェックボックスをオフにできないことを意味します。このダイアログ ボックスについて

の説明は、" レポート ウィンドウの内容を変更 "を参照してください。  
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レガシー レポート(旧式のテキストのみのレポート)
の表示  

 

旧式のレポートが表示されたレポート ウィンドウ  

このトピックでは、バージョン 4.0 およびそれ以降で、レガシー レポート(旧式のテキストのみ

のレポート)をレポート ウィンドウに表示する方法について説明します。このレポート形式はバ

ージョン 3.7 およびそれ以前で使用されていました。この方法を進める場合、パーツプログラム

では旧式の測定結果のみを使用する必要があることにご注意ください。  

6. 表示 | レポート ウィンドウ を選択して、レポート ウィンドウにアクセスします。  

7. レポート ツール バーより、 [テンプレートの選択ダイアログ] アイコン を選択しま

す。 [レポート テンプレート] ダイアログ ボックスが表示されます。  
8. [追加] をクリックし、 default.rtp を選択します。これは全目的に使用可能な、完全にテ

キストのみのデフォルトのレポート テンプレートであり、パーツプログラムがテンプレ

ートを読み込もうとしたがコンピュータのシステムに存在しない場合に PC-DMIS が初

期に戻って使用するテンプレートです。  
9. [開く] をクリックして [レポート テンプレート]   ダイアログ ボックスにテンプレートを

追加します。 [テンプレートの選択]ダイアログ ボックス内でこのテンプレートを選択し、 
[開く] をクリックします。 default.rtp テンプレートがレポート ウィンドウに読み込まれ

ます。  

10. レポート ツール バーより、 [テンプレートをツール バーに追加]   アイコン を選択し

ます。保存されたテンプレートがツール バーに現れます。旧式のレポートをたまに読み

込むだけならば、対応する保存済みのレポート テンプレート アイコン をクリックし

て読み込むだけで用が足ります。現在のパーツプログラムを開く度にこのテンプレート

を読み込む必要がある場合、 [このレポートをデフォルトのレポートに設定] アイコンを

クリックします。  
11. このステップは任意です。 RTF エディタ内で完成したレポートを修正する場合、RTF

ファイルの変換方式で修正する必要があるかもしれません。PC-DMIS 設定エディタで、 
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[印刷] セクションを展開し、 DoNotUseAmyUniRTF を 2 に設定します。 [設定を保存] 
をクリックし、次に [OK] をクリックします。これにより、レポートのテキストがバー

ジョン 3.7 およびそれ以前で使用されていたように RTF ファイルに出力されます。 0(デ
フォルト)に設定した場合、テキスト ボックス内に文字が表示されます。  

レポートページの並べ替え  
PC-DMIS では、ドラッグ・アンド・ドロップ形式でレポートウィンドウのページを並べ替える

ことが可能です。ページの並べ替えには次の手順を実行します:  

1. 並べ替えるページが一度に表示されるように、レポートの倍率を変えます。25%程度が

適当でしょう。  
2. マウスを任意のレポートのページ上で動かします。ページの左上に [十字]アイコンが表

示 されるのを確認します 。  

 

3. [十字]アイコンをドラッグし、現在のページをドラッグします。  
4. 現在のページを既存のページの上部にドラッグします。移動先となるページが赤く囲ま

れ、 マウスのカーソルが変わります 。 。  
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5. マウスを離します。レポートページをドラッグした位置に従って、レポートページの順

番が変更されます。  

• ページを現在のページ位置より前にドラッグ・アンド・ドロップした

場合、そのページはドロップしたページの 前に 挿入されます。  
• ページを現在のページ位置より後ろにドラッグ・アンド・ドロップし

た場合、そのページはドロップしたページの 後ろに 挿入されます。  

例: 次のような順番の、7 ページのレポートがあると仮定します: p1、p2、p3、p4、
p5、p6、p7。 p4 をドラッグし p2(現在より前のページ)でドロップすると、ページ順

は p1、p4、p2、p3、p5、p6、p7 となります。 p4 をドラッグし p5(現在より後のペー

ジ)でドロップすると、ページ順は p1、p2、p3、p5、p4、p6、p7 となります。  

6. 必要に応じてページの並べ替えを続けます。  

標準テンプレートの移行  
PC-DMIS に付属している標準のレポート テンプレートおよびラベル テンプレートを変更する場

合は次の操作を行います。PC-DMIS 標準装備のレポートおよびラベル テンプレート ファイルは、

うっかり変更してしまうことを避けるため、読み取り専用となっています。  

変更する前に、レポートファイルのサブディレクトリのコピーを取り、安全な場所へ保存

する必要があります。そうすることで、万一、変更により問題が生じた場合でも簡単に修

復することができます。  

[読み取り専用]属性の解除  
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1. Windows Explorer を使用して、レポートファイルのサブディレクトリを開き、変更した

いレポートまたはラベル テンプレートにアクセスします。  
2. ファイルを右クリックし、メニューから [プロパティ] を選択します。 [プロパティ] ダイ

アログ ボックスが表示されます。  
3. ダイアログ ボックスの下部、 [属性] と表示されている所で、 [読み取り専用] チェック

ボックスをオフにします。  
4. [OK] をクリックします。これで、レポートまたはラベル テンプレートを対応するエデ

ィタで変更できます。  

プロパティの変更  

レポートのプロパティを変更するには、テンプレート エディタより目的のオブジェクトを選択

し、右クリックして [プロパティ] ダイアログ ボックスを開き目的のプロパティを変更します。" 
オブジェクトのプロパティについて "を参照してください。  

レポートのヘッダーを変更するには、" レポートのヘッダーの変更 "を参照してください。  

.DAT ファイルのキーワードを使用したレポート  

バージョン 4.0 で新しくテンプレートを使用した方法によりレポート機能が強化されたことによ

り、4.0 以前のバージョンで使用されていた.dat ファイル―header.dat、logo.dat、および

elogo.dat を含めたファイル―は、レポートのヘッダーおよびフッターの表示をコントロールす

る際にもはや必要ありません。PC-DMIS4.3 およびそれ以降のバージョンでは、これら.dat ファ

イル内のキーワードを認識および解釈するレポート テンプレートおよびラベル テンプレートを

作成することが可能です。  

PC-DMIS ではこれを達成するために固有の ActiveX コントロールが使用されます。

DataFileFormatControl および ActiveX コントロールを使用した操作については、" PC-DMIS 
ActiveX コントロールの使用 "および" ActiveX オブジェクト "トピックを参照してください。  

ヒント: 下記の手順を続行する前に、レポート テンプレートおよびラベル テンプレートの作成お

よびカスタマイズについて熟知している必要があります。これに精通するためには、はじめに次

のチュートリアルを完了することをお奨めします:  
 
チュートリアル ― レポート テンプレートの作成  
 
チュートリアル ― ラベル テンプレートの作成  

旧バージョンの.dat ファイルを使用する方法を再現するには、次の手順に従います。  

1. レポート テンプレートを作成し、セクションを 1 つ追加してセクション 1 およびセクシ

ョン 2 を持つようにします。レポート テンプレートを保存します。  
2. logo.dat の機能を再現するには、 [DataFileFormatControl] ActiveX コントロールを使用

してラベル テンプレートを作成します。 [DataFileName] プロパティを [logo.dat] に設定

します。ラベル テンプレートを保存します。  
3. [TextReportObject] をセクション 1 に追加し、適当なサイズにします。  
4. TextReportObject の [ルール ツリー エディタ] を開き、 [セクションの開始ページ上部] 

のルールを手順 2 で作成したラベル テンプレートを呼び出すように設定します。  
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5. [ファイルのヘッダー] にある現在のルールを消去します。レポート テンプレートを保存

します。  
6. elogo.dat の機能を再現するには、 [DataFileFormatControl] ActiveX コントロールを使用

してラベル テンプレートを作成します。 [DataFileName] プロパティを [elogo.dat] に設

定します。ラベル テンプレートを保存します。  
7. [TextReportObject] をセクション 2 に追加し、適当なサイズにします。  
8. TextReportObject の [ルール ツリー エディタ] を開き、 [セクションの 終ページ下部] 

のルールを手順 5 で作成したラベル テンプレートを呼び出すように設定します。  
9. header.dat の機能を再現するには、直接セクション 2 の上部に ActiveX コントロールを

追加し、各ページの上部にこのファイルが配置されるようにします。 [DataFileName] プ
ロパティは [logo.dat] に設定する必要があります。  

10. セクション 1 では、当セクションの [ 大ページ数] プロパティを [1] に設定します。  
11. セクション 2 では、当セクションの [コマンドセット] プロパティを [前のセクションよ

り続行] に設定します。  
12. レポート テンプレートを保存およびテストします。  

レポートのヘッダーの変更  
ヘッダーを何らかの方法で変更したいという状況は多くあり、通常はデフォルトのレポート ヘ
ッダーに表示されているグラフィックを会社独自のものに変更します。次の手順でヘッダーのグ

ラフィックを変更することが可能です。他の情報についても対応するテンプレートを修正するこ

とで変更可能です。  

レポート テンプレート(デフォルトでは TEXTONLY.RTP)はラベル テンプレートを呼び出し、ヘ

ッダーの情報(デフォルトでは FILE_HEADER.LBL)を表示します。つまり、このファイルを変更

する必要があります。  

1. テンプレート ファイルより [読み取り専用]属性 を解除します。  
2. [ラベル テンプレート]エディタでファイルを開きます。  

• ファイル | レポート | 編集 | ラベル テンプレート を選択します。 [ファイルを開

く] ダイアログ ボックスが表示されます。  
• [FILE_HEADER.LBL] テンプレートを選択し、 [開く] をクリックします。  
• ラベル テンプレート エディタの編集エリアに、[GridControlObject]と入力され

ている箇所があります。このオブジェクトがレポートのヘッダーに表示されるデ

ータを全て管理しています。  

3. グラフィックの変更  

• GridControlObject をダブルクリックします。オブジェクトを取り囲む斜線が現

れます。これは、ヘッダー内のコードまたは項目を編集できることを示していま

す。  
• グラフィックを右クリックします。 [グリッドのプロパティ] ダイアログ ボック

スが表示されます。  
• [セル] タブ内で、 [選択] をクリックします。 [ファイルを開く] ダイアログ ボッ

クスが表示されます。  
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レポートヘッダー部のグラフィックを変更するために使用するボタンの例  

• ヘッダーに挿入するグラフィック イメージの場所へ行き、ファイルを選択して 
[開く] をクリックします。ダイアログ ボックスが閉じられます。  

• [適用] をクリックします。セルに新しいグラフィックが表示されます。  

4. 変更されたラベル テンプレートの保存およびテスト  

o 望み通りの変更を行ったら、 [OK] をクリックし、 ファイル | 保存 を選択して

変更後のラベル テンプレートを保存します。  
o ファイル | 閉じる を選択してラベル テンプレート エディタを閉じ、パーツプロ

グラムに戻ります。  
o 表示 | レポート ウィンドウ を選択します。変更が直ちに反映されていない場合、 

[レポート] ツール バーより [レポートの再表示] アイコンを選択します。  

LOGO.DAT、HEADER.DAT、および ELOGO.DAT キーワードの変換  

バージョン 4.0 以前では、これらの.DAT ファイルにはレポートのヘッダーおよびフッダーに表

示する情報を定義する#キーワードが含まれていました(" [編集]ウィンドウの使用: はじめに " セ
クション の、" ヘッダーおよびフッダーの変更 "を参照)。バージョン 4.0 またはそれ以降では、

[レポートの表示式]を使用して同じことを行います。次のテーブルは、使用される[レポートの表

示式]―対応するレポートオブジェクトの位置―および使用される位置を示します。  

.DAT # キーワ

ード  
機能  レポート テンプレート内の

対応するコマンド  
#DATE  現在の日付を挿

入。  
=SYSTEMDATE("MMMM dd, 
yyyy")  

#TIME  現在の時間を挿 =SYSTEMTIME("HH:mm")  
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入。  
#PAGE  

 

現在のページ番号

を挿入。  
=Page()  

#TRn  

 

トレース フィール

ドの n 値を挿入、n
とはトレース フィ

ールド番号。  

=TRACEFIELD(n)  

#PARTN  

 

パーツプログラム

名を挿入。  
=PARTNAME( )  

#DRWN  改訂番号を挿入。  =REVNUM()  
#SERIALN  シリアル番号を挿

入。  
=SERNUM( )  

#SEQUENCE  シーケンス番号を

挿入。  
(該当なし)  

#SHRINK  拡大/縮小率を挿

入。  
=MEASSCALE()  

#NMEAS  測定の総数を挿

入。  
=NUMMEAS()  

#NOUT  公差の範囲外の測

定数を挿入。  
=NUMOUTTOL()  

#ELAPSTIM  実行開始から終了

までの経過時間を

挿入。  

=ELAPSEDTIME()  

#BMP=bitmappath パスおよびファイ

ル名で指定された

ビットマップを挿

入。  

ビットマップ オブジェクト

を使用。  

 

レポート テンプレートで使用するその他の式については、" [レポートの表示式]について "を参照

してください。  

レポートのヘッダー内で使用する変数の制約については、" 変数値の表示 "を参照してください。  

レポートのテキスト色の変更  
レポートで使用されているデフォルトのテキスト色を変更したい場合もあるでしょう。これらの

テキスト色を変更するには、次のようにレポート テンプレートの TextOnlyObject に対して、 [カ
ラー エディタ] ダイアログ ボックスにアクセスして変更します:  

1. [ ファイル | レポート | 編集 | レポート テンプレート ]を選択します 。  
2. 色の変更を行いたいレポート テンプレートを選択します。  
3. レポート テンプレートエディタで、 TextReportObject を選択して右クリックし、

このオブジェクトの [プロパティ] ダイアログ ボックスにアクセスします。  
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4. [プロパティ] ダイアログ ボックスから [色] プロパティを選択します。  
5. [カラー エディタ] が表示されます。これは編集ウィンドウで使用されるエディタと

同じものですが、この場合、レポート テンプレート内で使用されている

TextOnlyObject を変更します。 [カラー エディタ]の使用方法に関する説明は、" カ
スタマイズ設定 "セクションの" 編集ウィンドウの配色を定義 "を参照してください。  

6. 変更後、テンプレートを保存します。  
7. レポート ウィンドウにテンプレートを読み込みます。  

レポート エディタとフォーム エディタについて  
レポート テンプレート エディタ 、 ラベル テンプレート エディタ 、カスタム レポート エディ

タ、 及び、 フォーム エディタ は、既存のテンプレート、 カスタム レポート、 または、フォー

ムを変更するために、あるいは、新規のそれらを作成するために使用されます。 これらのエデ

ィタは、同じ共通ユーザー インターフェース要素の多くを共有します: メニュー バー、ツール 
バー、オブジェクト バー、等。 これらのメニュー上の個別のアイコンや項目はエディタ間で異

なりますが、外観と感じは本質的に同じです。  

このユーザー インターフェースについては、以下の項目で記述されています。  

フォーム エディタおよびレポート エディタのメニュー バー  

[ファイル]メニュー  

ファイル | 新規作成 - 空のテンプレートまたはフォームを作成  

ファイル | 開く - 以前に保存されたレポート用テンプレートまたはフォームを開

く  

ファイル | 閉じる - テンプレートエディタまたはフォームを閉じる  

ファイル | 名前を付けて保存 - 現在のテンプレートまたはフォームを新しいファ

イル名で保存  

ファイル | 編集 / ファイル | 実行 - エディタを次の 2 つのモードの間で切り替え

ます: 編集モード および 実行モード 。実行モードでは、フォームを"実行"ま
たはテストすることが可能です。編集モードでは、テンプレートまたはフォ

ームの修正が可能です。(実行モードはフォーム エディタでのみ使用可能で

あり、レポート用テンプレートエディタおよびラベル用テンプレートエディ

タでは使用できません)。  

ファイル | 終了 - PC-DMIS を終了します。 保存されていない変更がある場合、

PC-DMIS は保存するかどうかを尋ねるメッセージを表示します。  

[編集]メニュー  
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編集 | レイアウト | オブジェクトの位置揃え、等間隔に配置、ビューの中心、同

じ大きさ - これらのサブメニューはエディターでオブジェクトのレイアウト、

配置、間隔を指定できます。詳しくは、" レイアウト バー "を参照してくだ

さい。  

編集 | レイアウト | プロパティ - 現在選択されているオブジェクトのプロパティ 
シートを表示します。オブジェクトが選択されていない場合、このプロパテ

ィ シートは編集エリア("セクション"または"フレーム/ビュー"と呼ばれる位

置)に表示されます。" プロパティ シート "および" セクションについて "を参

照してください。  

編集 | レイアウト | ニーモニックの検査 - このメニュー項目は[ALT]+文字キーを

使用したショートカット キーが、フォームまたはテンプレート上でテキスト

表示のある項目(ボタン等)ごとに固有であるか確認します。  

フォームまたはダイアログ ボックス コントロールのショートカット キーを定義

するには、文字の前にアンパサンド記号(&)を入力します。例えば、

"&Continue"のテキストラベルを持つボタンは、フォーム上で" C ontinue"と
表示され、[ALT+C]キーでもアクセス可能です。  

編集 | レイアウト | グリッドの設定 - グリッドの設定 ダイアログ ボックスを表

示します。このダイアログ ボックスを使用して、レイアウトの背景にグリッ

ド点の表示/非表示を切り替えることができます。" グリッドを使用した作業 
"を参照してください。  

編集 | レイアウト | オブジェクト - [オブジェクト シート] ダイアログ ボックス 
を表示します。 このダイアログ ボックスを使用して、フォームのオ ブジェ

クトを表示または選択したり、タブの順序を設定すします。"オブジェクト 
シート"を参照してください(フォーム エディタでのみ使用可能)。  

 

[オブジェクト シート]ダイアログ ボックス  
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編集 | 順序 - このサブメニューを使用すると、互いに重なるオブジェクトの表示

する順序を変えることができます。  

編集 | 元に戻す - エディターの直近の操作を取り消すことができます。  

編集 | やり直し - 後に行った操作が完了していない場合、再実行することがで

きます。  

編集 | 切り取り - オブジェクトを切り取り、貼り付けるために保存します。  

編集 | コピー - オブジェクトをコピーし、貼り付けるために保存します。  

編集 | 削除 - 選択したオブジェクトを削除します。  

編集 | 貼り付け - 切り取り、またはコピーされたオブジェクトを貼り付けます。

コピーされたオブジェクトを貼り付ける場合、通常、オブジェクトの右上に

コピーされたオブジェクトが貼り付けられるので、これを新しい場所にドラ

ッグする必要があります。さもないとコピー元のオブジェクトと重なります。  

編集 | 形式を選択して貼り付け - これは標準の [貼り付け] メニュー項目とは異な

り、コピー元が変更された場合に、貼り付けられた項目も更新されるように

コピー元の項目と貼り付けられた項目の間にリンクを維持することが可能で

す。 例えば 、  

ハイパー レポートに Microsoft Excel のチャート オブジェクトを挿入し、チャートのデータは

Excel ファイルのデータと同期を取るものとします。このためには次の操作を行います:  

1.         Microsoft Excel ファイルより、チャート オブジェクトをコピーします。  

2.         目的のテンプレートまたはフォームを開きます。  

3.         編集 | 形式を選択して貼り付け を選択します。 [形式を選択して貼り付

け] ダイアログ ボックスが表示されます。  

4.         [リンクを貼り付け] オプションを選択します。  

5.         [OK] をクリックします。チャート オブジェクトがテンプレートまたは

フォーム上に表示されます。  

ここで、Excel ファイルのチャート オブジェクトのデータを変更すると、レポートまたはフォー

ムのチャート オブジェクトも更新されます。  
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編集 | タブの順序の設定 - これにより、実行モードでオブジェクトを巡回してい

る場合、[TAB]が押された時に選択されているオブジェクトを定義すること

ができます (フォーム エディタでのみ使用可能)。  

編集 | ユーザー指定のプロパティ - [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボッ

クスにアクセスし、ユーザーが指定したプロパティを一括管理することがで

きます。" ユーザー定義可能なプロパティを使用した操作 "を参照してくださ

い(レポート テンプレート エディタでのみ使用可能)。  

[表示]メニュー  

表示 | [グラフィックの表示]ウィンドウ、[編集]ウィンドウ、[プレビュー]ウィン

ドウ、フォーム エディタ、[マークされたセット]ウィンドウ、Basic スクリプ

ト エディタ、検査レポート、プローブ計測値、プローブ ツールボックス  - 
これらのウィンドウまたはエディタの表示/非表示を切り替えます。  

表示 | オブジェクト バー - エディタのオブジェクト バーを表示します。" オブジ

ェクト バー "を参照してください。  

表示 | レイアウト バー - エディタの レイアウト バーを 表示します。" レイアウ

ト バー "を参照してください。  

表示 |フォント バー - エディタの フォント バー を表示します。" フォント バー 
"を参照してください。  

表示 | ルーラー バー - エディタの左側および上部にルーラーを表示します。" ル
ーラーの表示/非表示 "を参照してください。  

表示 | スナップ点 - エディタ内で、任意のオブジェクトに対する"スナップ点"を
表示します。" スナップ点の表示 "を参照してください。  

表示 | 経路 - この機能は スナップ点 が機能している場合のみ、利用可能です。

多くのオブジェクトを使った複雑なページでは、このメニューオプションを

使用して、一連のオブジェクトがスナップ点を通って現在選択されているオ

ブジェクトに接続されているのを確認する場合に便利です。このメニューオ

プションでは、スナップ点を通って何らかの方法で現在選択されているオブ

ジェクトに接続しているオブジェクトを全て選択します(フォーム エディタ

でのみ使用可能)。  

[ウィンドウ]メニュー  
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このメニューでは、PC-DMIS の任意のウィンドウに関して標準的なウィンドウ

の操作が実行できます。" 複数のウィンドウの操作および表示方法 " セクシ

ョン を参照してください。  

[ヘルプ]メニュー  

ヘルプ | インデックス - PC-DMIS のヘルプ ファイルを開きます。  

ヘルプ | ヘルプの使用 - ヘルプ ファイルの使用に関する項目を表示します。  

ヘルプ | PC-DMIS について - [PC-DMIS について] ダイアログ ボックスが開き、

PC-DMIS のバージョン情報が表示されます。  

 

フォント バー  

エディタの [フォント バー] を使用して、様々なオブジェクトに対してよく使われるフォント、

色、背景、または線のプロパティを変更することができます。  

 

フォント バーの項目  説明  

 

オブジェクトがテキストを含む場合、そのフォントを変

更します。 [フォント] プロパティの設定と同じもので

す。  

 

オブジェクトがテキストを含む場合、フォントの大きさ

を変更します。 [フォント] プロパティの設定と同じも

のです。  

 
オブジェクトのテキストを太字体で表示します。 [フォ

ント] プロパティの設定と同じものです。  

 
オブジェクトのテキストを斜体で表示します。 [フォン

ト] プロパティの設定と同じものです。  

 

オブジェクトのテキストを左揃え、中央揃え、または右

揃えにします。 [配置] プロパティの設定と同じもので

す。  

 

オブジェクトの背景色および前景色を設定します。 [前
景]ではテキストおよび境界の色を設定します。 
[BackColor] および [Forecolor] プロパティの設定と同じ

ものです。  

 

境界または線の太さをピクセルで設定します。 これを

複数回クリックすると、様々な選択肢に切り替わりま

す。 [LineWidth] プロパティの設定と同じものです。  
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線のスタイルを設定します(境界線には適用されませ

ん)。これを複数回クリックすると、実線と様々な点線

の間で線のスタイルが切り替わります。 [LineStyle] プ
ロパティの設定と同じものです。  

 

[線] オブジェクトの先端を矢印にします。これを複数回

クリックすると、矢印の位置が線の一端または両端の間

で切り替わります。 [Arrowhead] プロパティの設定と同

じものです。  

 

ハッチ スタイルをサポートするオブジェクトに対し

て、"ハッチ スタイル"と呼ばれる背景のパターンを設定

します。これを複数回クリックすると、選択可能なハッ

チ スタイルが切り替わります。 [HatchStyle] プロパテ

ィの設定と同じものです。  

 

オブジェクトが影をサポートする場合、オブジェクトの

下に影を設定します。これを複数回クリックすると、選

択可能な影のスタイルが切り替わります。 
[ShadowStyle] プロパティの設定と同じものです。  

   

オブジェクト バー  

[オブジェクト バー] は様々なオブジェクトをテンプレートに、またはオブジェクトおよびコント

ロールをフォームに追加することができるツール バーです。テキスト、画像ファイル、マルチ

メディア、ダイアログ ボックス コントロール、PC-DMIS 専用のオブジェクト、およびその他の

項目を挿入してカスタマイズされたラベル、レポート、およびフォームを作成するのに便利です。  

このバーはレポート テンプレート エディタ、ラベル テンプレート エディタ、カスタム レポー

ト エディタ、またはフォーム エディタなど編集環境に入ったときに表示されます。  

[オブジェクト バー] は、各編集環境に対して次の種類のうち 1 つが表示されます:  

レポート テンプレー

ト エディタ  
ラベル テンプレー

ト エディタ  
カスタム レポート

エディタ  
フォーム エディタ  
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上記の [オブジェクト バー] 内のオブジェクトのアイコンをクリックすると、

そのオブジェクトの説明が表示されます。  

オブジェクトの追加:  

オブジェクトをテンプレート 、カスタム レポート、 またはフォームに追加するには、次の操作

を行います:  

1. 目的のエディタ内で、 [オブジェクト バー] にアクセスします。  
2. レポートに挿入するオブジェクトをクリックします。  
3. 次に、現在のセクションでマウスの左ボタンを押しながら四角形をド

ラックします。  
4. 後に、マウスのボタンを離します。  
5. オブジェクトが作成され、選択されると、次に示すようにオブジェク

トの各コーナーに ハンドル と呼ばれる緑色の小さな正方形が現れま

す 。  

 

ハンドルが表示されたテキスト オブジェクトの例  

オブジェクトの選択および操作:  

オブジェクトを操作する前に、それを選択する必要があります。オブジェクトを選択するには、

オブジェクトをクリックし緑色の ハンドル を表示させます。  
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オブジェクトを新しい位置にドラッグ ― オブジェクトを選択します。クリックしオブジ

ェクトの上部をマウスボタンで押したまま、新しい位置にドラッグします。マウスを離し

ます。  

オブジェクトのサイズを変更 ― オブジェクトを選択し、マウスを緑色のハンドルのいず

れかの上で動かすと、カーソルが 2 つの矢印の付いた線(サイズの変更用)に変わります。

次に、ハンドルをクリックしマウスを新しい位置までドラッグします。マウスを離します。

オブジェクトが拡大または縮小されます。  

オブジェクトのプロパティを変更 ― オブジェクトを選択し、右クリックすると [プロパテ

ィ] ダイアログ ボックスが表示されます。必要に応じてプロパティを選択し変更します。  

位置揃え、グループ化、グループ解除、その他の操作の実行 ― [レイアウト バー] を使用

もしくは 編集 | レイアウト および 編集 | 順序 サブメニュー を使用します。  

オブジェクトを動的に変化させるコーディング  

いくつかのオブジェクトについては、BASIC スクリプトを使用してオブジェクトの特定のプロ

パティを動的に変化させることが可能です。例えば、コードを使用してグラフ オブジェクトに

自動的に点を投入したり、棒グラフの類にゲージ オブジェクトを使用する際にも利用できます。

これらの実行方法の例については、" BASIC スクリプトを使用してゲージ値を動的に変更する例 
"トピックを参照してください。  

ActiveX オブジェクト  

 

ActiveX オブジェクトは、ActiveX コントロールをテンプレートやフォーム内に挿入します。 い
ったん挿入されると、 OLE コントロール挿入 というタイトルのダイアログ ボックスが現れます。  

 

ActiveX コントロール挿入 ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いると、お客様のコンピューターの既知のコントロール一覧から

挿入予定の、コントロールのタイプを選択することができます。 オブジェクト タイプ 一覧内の

コントロールは、インストールされたプログラム、等、に基づいて、各コンピューターによって
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異なります。 ActiveX コントロールは、フォーム、または、テンプレート内でできることの可能

性を拡大します。 例えば、グラフ コントロールを挿入し、それから Visual BASIC コードを用い

て、パーツプログラムのデータを渡して動的にそのグラフを作成することができます。  

PC-DMIS の ActiveX コントロール  

PC-DMIS は、ActiveX コントロールを伴って出荷されており、そのほとんどがフィーチャー分析

に関連したものです。 フィーチャー分析コントロールは、PC-DMIS に付随した標準ラベルの一

部にある、 GridControlObject の特定のセル内に表示されます。 一般に、当ソフトウェアはこれ

らのコントロールを用いて、グラフィックス分析情報を表示します。 ActiveX コントロール挿入 
ダイアログ ボックスから、ご自身のテンプレートやフォーム内にこれらを挿入することができ

ます。  

フィーチャー分析に関連した、PC-DMIS の ActiveX コントロールは:  

機能  グラフィックス画像の例  
BFANALYSISACTIVEX  

 
DIMANALYSISACTIVEX 

 
線形寸法レポート  
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線形寸法レポート 2 
(Surfer NT 型コントロー

ル)  

 
放射状寸法レポート  

 
FeatureAnalysisActiveX  

 

   

フィーチャー分析に関連していない、PC-DMIS の ActiveX コントロールは:  

機能  内容  
DataFileFormatControl  テンプレート型のレポートにおい

て、.dat ファイル (logo.dat、
elogo.dat、及び、header.dat) の解

釈を可能にします。 「 いくつかの

PC-DMIS ActiveX コントロール 」
と「 .DAT ファイルのキーワード

を使用したレポート 」を参照して

下さい。  

 

その他のオブジェクトの場合と同じように、PC-DMIS の ActiveX オブジェクトはまた、標準と

独自の両方の属性を含んでおり、 属性 ダイアログ ボックスを用いて変更することが可能です。 
下記の項目には、それらの属性へのアクセスに関する情報が述べられています。  

Basic から ActiveX Object のメソッドと属性にアクセス  

コントロール、例えば、ActiveX カレンダー コントロールを追加し、それを MSCAL と名付ける

場合、その他のオブジェクトと同じように、属性シートを通して、そのイベントと属性にアクセ

スすることができます。 この場合、それは ActiveX オブジェクトなので、属性の新セクションは、 
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ActiveX という名称で表示されます。 It contains a user-accessible list of variables and 
properties with their default values.  

イベント ハンドラ用に VBS 小型-エディタ 内に ActiveX コントロールの属性を設定するには、 
type コントロールの名称、この場合、「 MSCAL. 」（ピリオドを伴う）をタイプ入力して下さ

い。 A ウィンドウが表示され、それを用いて、変数やメソッドにアクセスすることができます。 
一覧から「 X 」を選んで下さい。 もうひとつのポップアップ ウィンドウが表示され、そこには、

ActiveX コントロール用の、一連の内部編集可能な変数が一覧表示されます。  

異なる PC-DMIS ActiveX コントロールの属性に関する情報については「 PC-DMIS ActiveX コン

トロールの使用 」を参照して下さい。  

円弧オブジェクト  

 

円弧 オブジェクトは、楕円弧をテンプレートやフォーム内に挿入します。 デフォルトの円弧は

色付けがなく、その開始冒頭が 0 度で、終了角度が -90 度です。  

オブジェクトのサイズ変更、色付け、境界線の色付け、及び、その他の属性の変更を行う能力に

加えて、以下の編集可能な属性が、円弧オブジェクトに含まれています:  

属性  内容  
PenWidth  これは、ピクセルで、境界線の

幅を設定します。  
PenStyle  これは、円弧の境界線のスタイ

ルを、 立体 、 ダッシュ 、 ド
ット 、 ダッシュ-ドット 、及

び、 ダッシュ-ドット-ドット に
変更します。  

Angle1  この数字は、円弧の開始角度を

設定します。 デフォルトの値

は 0 度です。  
Angle2  この数字は、円弧の終了角度を

設定します。 デフォルトの値

は-90 度です。  
IsWedge  いいえ (デフォルト)に設定する

と、PC-DMIS は、以下のよう

に、V 字なしの色付けされた円

弧を描きます:  

 

はい に設定すると、PC-DMIS
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は、以下のように、色付けされ

た V 字形の円弧を描きます:  

 

分析オブジェクト  

 

分析 オブジェクトは、PC-DMIS 分析ウィンドウをラベル テンプレート内に挿入するために使用

されます。 それから、レポート ウィンドウ内で、PC-DMIS は、分析オブジェクトを伴うラベル 
テンプレートを用いたレポート テンプレートを使用する、寸法のグラフィックス分析を表示し

ます。  

重要事項: 分析オブジェクトは、 フィーチャーコントロールフレーム寸法 と共に使用する場合に

のみ機能し、 レガシー寸法 dimensions と共に使用する場合には機能しません。  

オブジェクトの操作  

バージョン 4.1 とそれ以降では、このオブジェクト上をダブル クリックして、それをレポート 
ウィンドウ上で アクティブにします 。 これを用いて、レポート ウィンドウ内でのその表示をす

ばやく操作できます。 アクティブ化の後、オブジェクトのグラフィックス表示のズームインや

ズームアウトを行い、その回転を変更することができます。 オブジェクトの外側をダブル クリ

ックすると、それが アクティブでなくなります 。 また、レポート ウィンドウにおいてオブジェ

クト上を右クリックして、下記に説明されている グラフィックス分析オプション ダイアログ ボ
ックスにアクセスすることが可能です。  

属性の変更  

このオブジェクトの表示内容を決めるために、その多くの属性を変更することができます。 ま
た、 (設定ダイアログ) 属性を用いて、テンプレート エディタ内の 寸法分析オプション ダイアロ

グ ボックスにアクセスすることも可能です。 このダイアログ ボックスを用いて、分析オブジェ

クトの属性の多くをすばやく簡単に設定できます。  
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寸法分析オプション ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスは、「 レポートコマンドの挿入 」の項にある「 寸法オプション 」 項
目 で既に述べられたダイアログ ボックスとほとんど同一です。 当ダイアログ ボックスの大部

分のオプションに関する情報については、その項目を参照して下さい。  

ひとつの例外は 境界線表示 チェック ボックスです。 このオプションは、分析オブジェクトと

共に使用する場合にのみ機能し、分析ウィンドウと共に使用する場合には機能しません。 この

チェック ボックスを選択すると、分析オブジェクトの周りに境界線が描かれます。  

このオブジェクト用の利用可能な属性は、以下に一覧表示されています:  

属性  内容  
(設定ダイアログ)  選択された分析オブジェクト用

に グラフィックス分析オプシ

ョン ダイアログ ボックスを表

示します。  
ArrowHeads  ダイアログ ボックス内の 矢印

ヘッドの表示 チェック ボック

スと同じです。  
BackColor  共通の属性  
BorderShow  分析オブジェクトの境界線を表

示するか、または、隠します。 
Bottom  共通の属性  
CircularityMaxMinDiameters  ダイアログ ボックス内の 適

化、 大内接、及び、 小外接

直径の表示 チェック ボックス

と同じです。  
Left  共通の属性  
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MaxMin  ダイアログ ボックス内の 大/
小偏差表示 チェック ボック

スと同じです。  
MultShow  矢印マルチプライヤ値を、分析

オブジェクト上のテキストとし

て、表示するか、または、隠し

ます。 したがって、「はい」

に設定し、マルチプライヤ値が

10 の場合、「MULT=10」と表

示します。  
ProfileMeasured  ダイアログ ボックス内の 測定

されたヒット間のライン表示 
チェック ボックスと同じで

す。  
ProfileNominal  ダイアログ ボックス内の 名目

値間のライン表示 チェック ボ
ックスと同じです。  

ProfileOptions  ダイアログ ボックス内の 輪郭

寸法 エリアにあるオプション 
ボタンのひとつを選択した場合

と同じです。  
ProfileTolerances  ダイアログ ボックス内の 公差

ラインの表示 チェック ボック

スと同じです。  
Right  共通の属性  
Top  共通の属性  
TPDiameters  ダイアログ ボックス内の 直径

表示 チェック ボックスと同じ

です。  
Enable  共通の属性  
Visible  共通の属性  

 

境界オブジェクト  

 

[境界] オブジェクトでは、テンプレートまたはフォームに四角形の境界を挿入できます。オブジ

ェクトのサイズ変更、塗りつぶし色の追加、境界線の色の追加、その他の属性も変更可能である

ことに加え、境界オブジェクトには次の編集可能なプロパティが含まれます:  

プロパティ  説明  
PenWidth  オブジェクトの境界線の太さを

ピクセルで設定します。  
HatchStyle  ポリラインが描かれている多角
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形の領域を埋めるパターン(ま
たはハッシュ)を設定します。

次のパターンが使用可能です:  

 水平線  

 垂直線  

 斜線  

 斜線(逆向き)  

格子  

 斜め格子  
ShadowStyle  ポリラインが描かれている多角

形領域に、3D の影をつける方

向を設定します。次の方向が使

用可能です:  

上/左 、 下/右 、または なし 。 
HiliteColor  [BorderStyle] プロパティで使用

する色を設定します。  
BorderStyle  オブジェクトの境界線を 3D で

強調表示する場合のスタイルを

設定します。 [標準] 、 [3D] 、 
[窪み] および [浮き上がり] の選

択肢が含まれます。  

ビットマップ オブジェクト  

 

ビットマップ オブジェクト を使うと、事前に作成したビットマップ画像をテンプレートまたは

フォームに挿入できます。このアイコンをクリックすると、次のダイアログ ボックスが表示さ

れます。  
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ビットマップ ダイアログ  

• [OK] ボタンを押すと、ビットマップが読み込まれ、フォームまたはテン

プレートに挿入されます。  
• [取り消し] ボタンを押すと、ビットマップが挿入されずにダイアログ ボ

ックスが閉じます。  
• [コピー] ボタンを押すと、ビットマップが [読み込み] ボタンを通してこ

のダイアログ ボックスに読み込まれたクリップボードにコピーされます。  
• [貼り付け] ボタンを押すと、コピーされたビットマップをクリップボード

からダイアログ ボックスに貼り付けることができます。画像を貼り付け

た後、 [RLE] チェックボックスをオンにするとレポートを保存する際に

画像が圧縮されます。  
• [読み込み] ボタンを押すと画像ファイル(ビットマップまたは JPEG ファ

イル)をダイアログ ボックスに読み込むことができます。画像を読み込ん

だ後、 [リンク] チェックボックスをオンにすると、ビットマップのディ

レクトリ パスがテンプレートまたはフォームにリンク付けられます。こ

れは、画像が更新された場合、テンプレートまたはフォーム内の画像も更

新されて表示されることを意味します。  
• [クリア] ボタンを押すと、読み込まれたビットマップがダイアログ ボッ

クスから消去されます。  
• [透過度] リストよりビットマップの透過度を 1 つ指定することが可能です。  

オブジェクトのサイズや他の属性も変更可能であることに加え、ビットマップ オブジェクトに

は次の編集可能なプロパティが含まれます:  

プロパティ  説明  
ビットマップ  ビットマップのファイル名で

す。  
レイアウト  中心、左、 または 右 にする

と、四角形内のビットマップの

配置が指定されます。  

[ボックスのサイズに合わせる] 
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にすると、ボックスのサイズに

合わせて画像が拡大または縮小

されます。  

[ボックスのサイズを合わせる] 
を選択すると、四角形のサイズ

が自動的に画像の大きさに揃え

られます。  

ボタンオブジェクト  

 

[ボタン] オブジェクトはフォームにボタンコントロールを挿入します。 [ボタンの種類] プロパテ

ィを変更することで、ボタンがクリックされた場合にフォームがとるアクションを選択すること

ができます。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用

することにより、ボタンオブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
初期値  ENTER キーが押された場合に

ボタンが応答する方法を指定し

ます。  

[はい] - たとえ別のボタンが選

択されていても、ENTER キー

が押されるとそれに応答しま

す。  

[いいえ] - ENTER キーが押され

た場合、選択されているボタン

のみ応答します。  
ButtonShape  ボタンの外観を指定します。次

の選択肢から選択可能です:  

0- 標準: 標準的なボタンの形に

設定します。  

1- プロパティ タブを無効: プロ

パティ シートのタブが選択さ

れていない形式に変更します。 

2- プロパティ タブを有効: プロ

パティ シートのタブが選択さ

れている形式に変更します。  
テキスト  ボタンに表示されるテキストを
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指定します。  
ビットマップ  同じボタンの表面に指定のビッ

トマップを表示します。 " ビッ

トマップ オブジェクト "で説明

されているのと同じダイアログ 
ボックスおよびプロパティを使

用します。  
レイアウト  ボタンに表示されるビットマッ

プまたはテキストの位置を指定

します。次の値が使用できま

す:  

0- 中心  

1- 左寄せ  

2- 右寄せ  

3- 上寄せ  

4- 下寄せ  
ButtonType  ボタンがクリックされた時のア

クションを指定します。  

0-      取り消し: 何もせずにフォ

ームを閉じます。  

1-      EventClick: C++または

VBScript のアクションを実行し

ます。  

2-      Goto: MDI(マルチドキュ

メントインターフェイス)に関

連付けられたファイルを実行し

ます。  

3-      ヘルプ: 適切なヘルプ項目

を表示するために

HelpContextID プロパティを使

用して WinHelp()関数を呼び出

します。  

4- OK: 変更を保存し、フォーム

を閉じます。  

5- 書き込み: フォームを開いた

まま変更を保存します。  
GotoPath  ボタンがクリックされた時、フ
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ォームが呼び出す MDI 関連フ

ァイルを指定します。主にプロ

パティ シートに似たコントロ

ールを実装するために使用され

ます。  

 

CADImageObject  

 

CadImageObject を使用して、ラベル テンプレートまたはフォーム内に CAD のイメージを表示

することが可能です。この項目を選択し、編集環境でボックスをドラッグすると、エディタ内に 
CADImageObject が挿入されます。オブジェクトにはダミーの CAD モデルのイメージが表示さ

れます。  

 

CADImageObject が挿入されたラベル テンプレート エディタ  

編集環境でオブジェクトの大きさを指定すると、それに伴いオブジェクトがレポート ウィンド

ウまたは実行されたフォームに実際に表示される大きさも決定されます。  

CADImageObject には次のプロパティが含まれます:  

プロパティ  説明  
標準   

下  オブジェクトの下の位置を、エ

ディタの上端を基準としたピク

セルで指定します。  
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左  オブジェクトの左の位置を、エ

ディタの左端を基準としたピク

セルで指定します。  
右  オブジェクトの右の位置を、エ

ディタの左端を基準としたピク

セルで指定します。  
境界線を表示  [オン]にした場合、オブジェク

トの周りに境界線が表示されま

す。 [オフ]にした場合、境界線

は表示されません。  
上  オブジェクトの上の位置を、エ

ディタの上端を基準としたピク

セルで指定します。  
詳細   

(ObjectCode)  オブジェクト名を一意に定義し

ます。  
有効  対象のオブジェクトをフォーム

またはテンプレートで変更可能

にするかどうかを指定します。

[はい]の場合、変更が可能で

す。 [いいえ]の場合、変更は不

可能です。  
表示  対象のオブジェクトを、フォー

ムまたはテンプレートに表示す

るかどうかを指定します。 [は
い]の場合、表示されます。 [い
いえ]の場合、表示されませ

ん。  
イベント   

EventReportData レポートデータを PC-DMIS か

らテンプレートまたはフォーム

へ引き渡すイベントです。  

 

ラベル内の CadImageObject  

特定の測定結果または要素に対して、 [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスを使用して

レポート テンプレート内にラベル テンプレートを表示することが可能です。このような場合、

レポート ウィンドウに測定結果または要素を含む CAD モデルの一部が表示されます。  
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各測定結果の横に CADimageObject が表示されたレポート ウィンドウ  

この CAD イメージはレポート ウィンドウから拡大 縮小、周りに合わせたサイズ変更、回転また

は移動が可能です。このためには、CAD イメージをダブルクリックして編集可能な状態にし、

次に[グラフィックの表示]ウィンドウのモデルに対して行うのとちょうど同じようにイメージを

操作します。変更を保存してレポート ウィンドウに戻るには、オブジェクトの外側をダブルク

リックします。  

フォーム内の CADImageObject  

CadImageObject がフォーム内で使用されている場合、フォームのコマンドが実行された時に

CadImageObject は現在のビューセットに関連付けられます。フォームが実行(CTRL + E)される

かまたはパーツプログラムがフォームを呼び出した後は、CADImageObject は変更できません。  
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プログラム実行中に CADImageObject を表示したフォーム ウィンドウ  

フォームのさらに詳しい説明については、当 セクション の" フォームについて "トピックを参

照してください。  

CadReportObject  

 

CadReportObject を使用して、完成したレポートに CAD 図形を挿入することが可能です。初め

に CadReportObject をレポート テンプレートにドロップすると、自動的に [ラベル レイアウト 
ウィザード] が起動します。ウィザードを利用して使いたいラベルの位置を決めると、ダミーと

して Hexagon 社のテスト用ブロックの図形が表示され、ルールが指定されていない場合、ダミ

ーのラベルも同様に表示されます。下記のようになります:  
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レポート テンプレートに挿入された CadReportObject の例  

これらのダミー項目は単にレポートに含めたい要素の代用であることにご注意ください。実際の

レポート ウィンドウには実際の CAD モデルが表示されます。ラベルが示しているのは、

CadReportObject のルール ツリー内の 初のルールで定義されたラベル テンプレートの図です。

ラベルが関連付けられていない場合、どのルールも適用されないのでダミーのラベルイメージが

表示されます。  

レポート ウィンドウ内での使用法  

プログラムの実行が終了した後、またはこれ以上拡大できない場合を除いてレポートが再表示さ

れた場合に、[グラフィックの表示]ウィンドウに表示されるのと全く同様にレポート ウィンドウ

内に CAD 図形が初めて表示されます。レポート ウィンドウ内の CadReportObject を変更した場

合、―たとえ続けてパーツプログラムが実行された後でも―これらのレポート内の CAD イメー

ジに対する変更は維持され、レポートに挿入された CAD 図形を右クリックし、 [オブジェクトの

変更を削除] を選択するか、 [ファイル | レポート | テンプレートに関連付けられたデータの消去] 
を選択するまで保存されます。  

レポート ウィンドウには CAD 図形全体を表示することが多いのですが、 [ルール ツリー エディ

タ] で指定した要素に対してのみラベルと引き出し線が表示されます。例えば、パーツプログラ

ムに 4 つの測定円と 2 つの測定線があり、 [ルール ツリー エディタ] で CadReportObject が測定

円に対してのみラベルを指定した場合、たとえ直前の実行で線も同様に測定済みだとしても、レ

ポートには円に対するラベルデータのみ表示されます。  

また、― [ラベル レイアウト ウィザード] の [ラベル数] リストを使用して―CadReportObject を 
[ルール ツリー エディタ] で指定された要素の数より少ないラベルを表示するよう設定した場合、

レポート ウィンドウにはページが追加され、CAD 図形に対する追加のインスタンスが表示され

ます。これらの追加イメージに残りの要素に対する引き出し線およびラベルが表示されます。こ

れはラベルに多くのデータが付き、パーツ図形の周りに複数のラベルを挿入するとレポートがご

ちゃごちゃに見えてしまう場合に特に便利です。  

ビューセットに関する注記: ビューセットを使用している場合、CAD 図形はビューセットに表示

されているものと全く同様に表示されます。実行中、ビューセットに遭遇するたびに新しいレポ

ートページに新しい CAD イメージが挿入されます  

CADReportObject の CAD イメージの回転、移動および拡大縮小  
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レポート ウィンドウ内の CAD イメージは簡単に配置変更および拡大縮小、または新しい位置へ

移動できます。  

• イメージを回転するには、オブジェクトをダブルクリックし、"アクティブ"にします。

アクティブになったら、マウスのホイールボタンを押しながらドラッグするか、Ctrl キ
ーを押しながらマウスを右クリックしてドラッグします。  

• イメージを拡大または縮小するには、オブジェクトをダブルクリックし、"アクティブ"
にします。アクティブになったら、CAD モデルの中心を通っている水平の仮想線の上ま

たは下をクリックします。または、マウスのホイールボタンをスクロールして拡大また

は縮小することも可能です。  
• CadReportObject を移動するには、オブジェクトを右クリックして選択します。オブジ

ェクトが選択された後、マウスボタンをクリックしオブジェクトをドラッグします。  

拡大・縮小または回転した変更を取り消すには、ESC キーを押します。変更を反映せずに、

CadReportObject が"非アクティブ"状態に戻ります。  

拡大・縮小または回転の変更を保存するには、CadReportObject の外側をダブルクリックします。

CadReportObject が"非アクティブ"状態になり、CAD イメージに新しい配置および拡大率が適用

されます。CadReportObject に要素ベースのラベルレイアウトが使用されている場合、新しい配

置および拡大率が CAD イメージに適用されてレポート全体が更新されます。  

移動した変更を保存するには、選択したオブジェクトの外側をクリックします。  

立体モードおよびワイヤーフレームモード間の切り替え  

CadReportObject を右クリックしてショートカットメニューの[ワイヤーフレーム]オプションを

選択することにより、レポート ウィンドウの CadReportObject は立体モードまたはワイヤーフ

レームモードのいずれかで簡単に表示することができます。PC-DMIS では立体またはワイヤー

フレームモードの切り替えが可能です。  

カスタム レポート エディタのビューレベルの選択  

カスタム レポート エディタの CadReportObject が選択された場合、 [グラフィックのモード] ツ

ール バーから [ビューの設定] アイコン を使用して選択することができます。ここでは、こ

のアイコンを使用して CAD 要素の特定のレベルを選択し、オブジェクトに適用します。また、 
[編集 | CAD 操作 | ビューの設定] を選択しても同じことが実行できます。  

[ビューの設定] アイコンをクリックするか該当メニューを選択すると、 [ビューレベルの選択] ダ
イアログ ボックスが表示されます。  
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[ビューレベルの選択]ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを使用して、 [ビューレベル] リストから事前に定義された CAD レベル

を選択します。レベルを選択し、 [OK] をクリックすると、選択済み CADReportObject の選択さ

れたレベルが表示されます。  

カスタム レポートについての説明は、" カスタム レポートの作成 "を参照してください。  

ビューおよびレベルの設定についての説明は、" スクリーン ビューの設定 "を参照してください。  

カスタム レポート エディタで CAD を反転表示  

カスタム レポート エディタで CadReportObject を選択した場合、当オブジェクトに含まれる

CAD イメージを反転表示することが可能です。このためには、 [編集 | CAD 操作 | 反転表示] を
選択します。 [CAD の反転表示] ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

[CAD の反転表示]ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを使用して、パートのミラーイメージを作成することができます。パ

ートのミラーイメージの軸となる平面(または軸)を選択し、 [OK] をクリックします。選択され

た CADReportObject の CAD モデルのミラーイメージが表示されます。  

[グラフィックの表示]ウィンドウ内で CAD を反転表示するための詳細説明は、" CAD モデルの変

換 "を参照してください。  

プロパティ:  

プロパティ  説明  
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(ダイアログの設定)  [ラベル レイアウト]ウィザード 
が開きます。これにより、CAD
図形の周りに複数のラベルを素

早く配置することが可能です。

詳しくは、" [ラベル レイアウ

ト]ウィザード "を参照してくだ

さい。  
ルール ツリー  [ルール ツリー エディタ] ダイ

アログ ボックスを開きます。

このダイアログ ボックスを使

用して、オブジェクトに対する

条件およびアクションを定義し

ます。詳しくは、" ルール ツリ

ー エディタについて "を参照し

てください。  
境界線を表示  CADReportObject の周りの境界

線を表示、または非表示に設定

します。  
引き出し線の先端  ラベルから伸びる引き出し線を

CAD の 測定 要素または CAD
の 公称値 要素のいずれかにつ

なげます。  
ワイヤーフレーム  このプロパティを YES または

NO に設定することで、レポー

ト内の CADReportObject がワ

イヤーフレーム(YES に設定し

た場合)または立体面(NO に設

定した場合)モードで表示され

ます。  

 [ラベルのレイアウト]ウィザード  

[ラベルのレイアウト]ウィザード は、レポート テンプレート エディタ内で CAD 図面の周りに複

数のラベルを素早く配置し、引き出し線の引き方を指定することができるツールです。レポート 
テンプレート エディタでは、 [CadReportObject] を挿入するとこのウィザードが自動的に表示さ

れます。また、 [CadReportObject] の (ダイアログの設定) プロパティを選択した場合にも表示さ

れます。  
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[ラベルのレイアウト]ウィザード  

 

バージョン 4.1 およびそれ以降では、レポート ウィンドウでもこのウィザードを利用することが

できます。このウィザードを表示するには、レポート ウィンドウで [CadReportObject] を右クリ

ックし、 [オブジェクトの編集...] を選択します。レポート ウィンドウ内で、パーツプログラム

と共に使用されている実際のパート モデルがウィザードに表示されます。ただし、レポート テ
ンプレート エディタでは、Hexagon 社のテスト用ブロックが代用モデルとして表示されます。  

このウィザードで変更を行うと、自動的に [CadReportObject] の外観が変更されます。  

このウィザードには次の 2 つの主要なパートが含まれます:  

• [レイアウトのプレビュー]エリア  
• [設定]エリア  

[レイアウトのプレビュー]エリア  
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[レイアウトのプレビュ

ー] エリアでは、 
[CadReportObject] の周

りに表示されるレイアウ

トをプレビュー表示でき

ます。  

ラベルの表示方法によって、長方形または楕円のパス上にある四角形の白いハンドルをクリック

して新しい位置にドラッグすることで、長方形または楕円形のパスに沿ってラベルを回転させる

ことができます。白いハンドルの外側をクリック＆ドラッグするとこの一巡するパスの大きさを

変えることができます。  

パートの図面の位置を変える場合は、クリックして新しい場所にドラッグします。  

[設定]エリア  

レ

イ

ア

ウ

ト

の

ス

タ

イ

ル  

 

ドロップダウン リストにより、 [レイアウトのプレビュー] エリアに表示されるラベル

の間隔および一巡するパスを指定できます。次の選択肢より選択可能です:  

[長方形 ― 分散して配置] ― 長方形のパスが作成され、ラベルは長方形のパスに沿って

一巡します。ラベルは長方形の周囲に等間隔に配置されます。  
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[長方形 ― 詰めて配置] ― 長方形のパスが作成され、ラベルは長方形のパスに沿って一

巡します。ラベルは長方形の一辺に沿って詰めて配置されます。  

 

[楕円形 - 分散して配置] - 楕円形のパスが作成され、ラベルは楕円形のパスに沿って一

巡します。ラベルは楕円の周囲に等間隔に配置されます。  
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[楕円形 - 詰めて配置] - 楕円形のパスが作成され、ラベルは楕円形のパスに沿って一巡

します。ラベルは楕円の辺上で詰めて配置されます。  

 

[要素ベース] ― この設定では、全ての要素ラベルはレポート ウィンドウ内で各要素の

位置の近くでパート モデルの周りに自動的に配置されます。これは例えば多くのエッ

ジ点があり、1 つの CAD 図形上に全てのラベルを表示したい場合に便利です。 この

選択肢を選ぶと、 [ラベル数] ボックスが無効になり、 [要素ベースのオプション] エリ

アが有効になって引き出し線の長さの 小値が指定できます。  
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[要素ベース ― 制限付き] ― [要素] ベースと同様に動作しますが、違う点として、 [ラ
ベル数] ボックスは有効のままで、レポート・ウィンドウのオブジェクトに表示される

ラベルの数を制限できます。オブジェクトが指定された数より多いラベルを表示する

必要がある場合、指定された数を超えたラベルは新しいページに追加された CAD 図形

のインスタンスに表示されます。  
引

き

出

し

線

の

先

端  

このエリアでは、ラベルから伸びた引き出し線が CAD 図形で終わる位置を選択できま

す。  

[測定位置] ― この選択肢は引き出し線の先端を測定値の位置に置きます 。  
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[公称値] ― この選択肢は引き出し線の先端を公称値の位置に置きます。   

 

 

[要素の重心] - このチェックボックスをオンにすると、引き出し線の先端は要素の重心

に置かれます。   
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[角度を構成する 2 要素] ― このチェックボックスをオンにすると、ラベルから 1 本の

引き出し線が、 [角度] 寸法を構成する 2 つの要素へと分かれて伸びます 。  

[距離を構成する 2 要素] ― このチェックボックスをオンにすると、ラベルから 1 本の

引き出し線が、 [距離] 寸法を構成する 2 つの要素へと分かれて伸びます。  
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[色付きボールを表示] ― このチェックボックスをオンにすると、引き出し線の先端に

色付きのボールが表示されます。ボールの色は要素の値に対して許容される範囲の色

に調整されます。  

 

[ボールの大きさ] ― このリストでは、引き出し線の先端に表示される色付きボールの

大きさを指定できます。 [色付きボールを表示] チェックボックスがオンの場合に選択

可能です。次の 3 つより選択可能です: 小 、 中 、および 大 。  
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引

き

出

このエリアでは、レポートに表示される引き出し線の外観を指定できます。  
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し

線

の

ス

タ

イ

ル  

[線のスタイル] ― 次の線のスタイルが指定可能です:  

実線  

破線  

点線  

一点鎖線  

二点鎖線  

注記: 線のスタイルは線の太さがデフォルトの 1 である場合のみ有効です。それより太

い線では実線スタイルのみ使用可能です。  

[線の太さ] ― 線の太さをピクセルで設定します。  

[線の色] ― ピリオドで分けられた 3 つの数値より構成される、RGB(赤、緑、青)値を

設定することにより線の色を指定できます。色の指定値を入力するか、リストから [...] 
項目を選択し標準の [色] ダイアログ ボックスを開いて線の色を選択することが可能で

す。  

[矢印] ― 引き出し線の先端に矢印を付けるかどうかを指定します。  

• [なし] ― 線に矢印は付きません。  
• [両方] ― 線の両端に矢印が付きます。  

[矢印の太さ] ― 矢印の太さをピクセルで指定します。  
境

界

線

を

表

示  

このチェックボックスを使用して、テンプレート エディタまたはレポート ウィンドウ

内で[CADReportObject]全体の周りの境界線を表示または非表示にします。  

自

動

ズ

ー

ム  

このチェックボックスでは、現在、CAD モデルのラベル オブジェクトが表示されてい

る部分のみに照準を合わせて、レポート ウィンドウの CAD 表示を自動的に拡大しま

す。  

要

素

ベ

ー

ス

の

オ

プ

シ

このエリアは、 [要素ベース] または [要素ベース ― 制限付き] が選択された場合に有効

となります。 2 つの選択肢ボタン、 [ミリメートル] および [インチ] 、および [オフセッ

ト] ボックスが含まれます。この [オフセット] ボックスを使用して、ラベルに使用され

る引き出し線の長さの 小値を指定できます。CadReportObject の周囲のスペースに

より、引き出し線の長さを伸ばすことは可能ですが、この 小値より短くすることは

できません。  
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ョ

ン  
ラ

ベ

ル

数  

これにより、レポートページに表示されるラベル数の 大値を変更することが可能で

す。 [要素ベース] を選択した場合は無効となります 。  

ラ

ベ

ル 
サ

イ

ズ

の

オ

プ

シ

ョ

ン  

このエリアでは、ラベル オブジェクトの大きさの設定を自動または手動に切り替えま

す。ラベル オブジェクトを特定の大きさにしたい場合は、 [手動でサイズを設定] をク

リックし、 [幅] および [高さ] ボックスに値を入力します。  

ラベル サイズの変更はデザイン上の用途のみに影響します。レポート ウィンドウ内の

実際のラベル サイズには影響しません。  

このエリアは、レポート テンプレート エディタでウィザードを使用している場合のみ

表示されます。  

 

CommandTextObject  

 

CommandTextObject は、要素または測定結果の概要を表示するテキスト文字列のコンテナのよ

うな役割を果たすだけです。  

実際のレポートデータが伴った CommandTextObject を持つテンプレートを使用すると、要素に

対しては要素のテキストラベル、要素の種類、そして要素の測定に使用したヒット数が表示され

ます。測定結果に対しては、測定結果の名前、種類、および寸法の測定に使用された測定単位が

表示されます。  

実際のレポートデータを伴った CommandTextObject のみ持つラベルは、レポート ウィンドウ

に次のように表示されます:  
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CommandTextObject を使用したラベルから作成された円要素のレポート  

プロパティ  説明  
Colors  表示されるテキストの色を変更

します。デフォルトでは、この

オブジェクトはコマンド モー

ドの編集ウィンドウで使用され

ているものと同じ配色を使用し

ているので、このプロパティを

クリックすると独立した色のセ

ットを作成するか尋ねるメッセ

ージが出力されます。 [はい] を
クリックすると、 [カラー エデ

ィタ] ダイアログ ボックスが表

示されます。このエディタを使

用して、選択された

CommandTextObject の新しい

配色を定義することが可能で

す。  

[カラー エディタ] の使用方法に

関する説明は、" カスタマイズ

設定 "の" 編集ウィンドウの配

色を定義 "を参照してくださ

い。  
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チェックボタン オブジェクト  

 

チェックボタン オブジェクトを使用して、フォームにチェックボタン オブジェクトまたはチェ

ックボックスを挿入することができます。チェックボックスはオプションボタンと違い、複数の

選択が可能です。必要に応じて(選択可能になっている限り)複数のチェックボックスを選択する

ことができます。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用

することにより、チェックボックスをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
OwnerDrawn  フォームにチェックボックスを

表示する様式を指定します。  

TRUE に設定した場合、チェッ

クボックスには ビットマップ 
および ビットマップ(Off) プロ

パティで指定されたビットマッ

プが表示されます。  

FALSE に設定した場合、チェ

ックボックスは通常通りに表示

されます。  
ビットマップ  OwnerDrawn が TRUE に設定

され、チェックボックスが選択

された場合に使用されるビット

マップを定義します。  

また、設定するビットマップは

標準的なチェックボックスと同

じ形である必要があります。  
BitmapOffState  OwnerDrawn が TRUE に設定

され、チェックボックスが 選
択されていない 場合に使用さ

れるビットマップを定義しま

す。  

また、設定するビットマップは

標準的なチェックボックスと同

じ形である必要があります。  
TriState  このプロパティを使用すると、

チェックボックスは TRUE(ON)
および FALSE(OFF)状態だけで

なく次の 3 つの状態を持ちま

す: true、false、および部分的
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true。すなわち、選択されたオ

プションが 部分的に 真である

かを指定できます。  
AlignTextLeft  [はい] に設定した場合、次のよ

うにテキストをチェックボック

スの左側に配置します:  

ここがテキスト [ ]  

[いいえ] に設定した場合、次の

ようにテキストをチェックボッ

クスの右側に配置します:  

[ ] ここがテキスト  
テキスト  ここで指定されたテキストが、

チェックボックスコントロール

に表示されます。  
HelpHotButton  [はい] を選択した場合、チェッ

クボックスの横に疑問符のヘル

プ ボタンが表示されます｡  

 

実行モードでこのボタンをクリ

ックすると、PC-DMIS オンラ

イン ヘルプが表示されます。  
ValueID  [CurPage(現在のページ)] およ

び [NumPages(総ページ)] 変数

が含まれます。コントロールを

使用して当プロパティを取得お

よび定義します。  

コンボボックス オブジェクト  

 

コンボボックス オブジェクトを使用してフォームにコンボ リストを挿入することができます。

このリストを使用すると、実行モードでリストをクリックした時に選択するオプションを表示す

ることができます。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用

することにより、オブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
アクセラレータ(ショートカッ

ト)  
ALT キーと共に使用する文字を

設定し、コントロールのアクセ
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ラレータ(ショートカット)を作

成することが可能です。  

設定される文字または記号は、

(メニューバーのアクセラレー

タを含めて)他のアクセラレー

タに使用されるものとは異なる

必要があります。  
UseColors  このコントロールが BackColor 

および TextColor プロパティで

指定された色を使用するかどう

かを設定します。  
ListItems  リストに表示される項目および

その値を定義します(" ラジオボ

タン オブジェクト "に記述され

ている [リストの選択肢] ダイア

ログ ボックスの説明を参照し

てください)。  
NumDropped  入力された数により、実行モー

ドでリストがクリックされた場

合に、フォームに表示されるリ

スト項目の数が設定されます。 
並べ替え  [はい] を選択すると、リストの

項目がアルファベット順に並べ

替えられます。  
ComboType  コンボ リストの種類を指定し

ます。 [ドロップリスト] または

[ドロップダウン] のいずれかを

選択できます。  
HelpHotButton  [はい] を選択した場合、チェッ

クボックスの横に疑問符のヘル

プ ボタンが表示されます｡  

 

実行モードでこのヘルプ ボタ

ンをクリックすると、PC-DMIS
オンライン ヘルプが表示され

ます。  
ValueID  [CurPage(現在のページ)] およ

び [NumPages(総ページ)] 変数

が含まれます。このコントロー

ルを使用してこれらの値を取得

または設定します。  
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 [測定結果カラーキー]オブジェクト  

 

測定結果カラーキーオブジェクトはカラーキーを直接テンプレートにドロップするために使用さ

れます。このカラー キーによって、測定結果の公差範囲を表すために分析オブジェクトおよび

ヒストグラムオブジェクトに使用される色が設定されます。  

これらの公差範囲を定義する方法、または各公差範囲を表す色を変更する方法については、" 
CAD 表示の編集 " セクション の" 測定結果カラーの編集 "を参照してください。  

水平方向の[測定結果カラーキー]オブジェクト  

 

垂直方向の[測定結果カラーキー]オブジェクト  

 

編集ボックス オブジェクト  
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[編集ボックス] オブジェクトにより、フォームに編集可能なボックスを挿入できます。このオブ

ジェクトは Visual BASIC スクリプトと共に使用して実行中のフォームから必要なデータを取得

することが可能です。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用

することにより、オブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
アクセラレータ(ショートカッ

ト)  
ALT キーと共に使用する文字を

設定し、コントロールのアクセ

ラレータ(ショートカット)を作

成することが可能です。  

設定される文字または記号は、

(メニューバーのアクセラレー

タを含めて)他のアクセラレー

タに使用されるものとは異なる

必要があります。  
配置  オブジェクト内のテキストの配

置を設定します。 [左寄せ] 、 
[中央] 、 [右寄せ] が利用可能で

す。  
読み出し専用  [はい] に設定するとテキストは

読み出し専用になり、フォーム

が実行モードの時に編集非可能

になります。  
BorderDrawn  [はい] に設定すると、コントロ

ールの周りに境界線が表示され

ます。  
CaseOrPassword  ボックス内のテキストスタイル

を設定します。次のうち、1 つ

を選択できます:  

0 – なし: テキストの表示形式

は変更されません。  

1 - 小文字: ボックス内のテキス

トが全て小文字で表示されま

す。  

2 - 大文字: ボックス内のテキス

トが全て大文字で表示されま

す。  

3 – パスワード: テキストの文

字がそれぞれアスタリスク(*)で
隠されます。  

UseColors  [はい] に設定すると、テキスト
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が [BackColor] および 
[TextColor] で指定された色で表

示されます。  
HelpHotButton  [はい] を選択した場合、チェッ

クボックスの横に疑問符のヘル

プ ボタンが表示されます｡  

 

実行モードでこのヘルプ ボタ

ンをクリックすると、PC-DMIS
オンライン ヘルプが表示され

ます。  
ValueID  [CurPage(現在のページ)] およ

び [NumPages(総ページ)] 変数

が含まれます。このコントロー

ルを使用してこれらの値を取得

または設定します。  

EditDblBox オブジェクト  

 

[EditDblBox] オブジェクトを使用して、倍精度型の変数を入力できる編集ボックスをフォーム

に挿入することができます。これには [編集ボックス] オブジェクトの全てのプロパティ(" 編集

ボックス オブジェクト "を参照)に加えて次の [MinimumEq] および [MaximumEq] プロパティが

含まれます:  

プロパティ  説明  
MinimumEq  小値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MaximumEq  大値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  

EditLongBox オブジェクト  
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[EditLongBox] オブジェクトを使用して、Long 型の変数を入力できる編集ボックスをフォーム

に挿入することができます。これには [編集ボックス] オブジェクトの全てのプロパティ(" 編集

ボックス オブジェクト "を参照)に加えて次の [MinimumEq] および [MaximumEq] プロパティが

含まれます:  

プロパティ  説明  
MinimumEq  小値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MaximumEq  大値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  

楕円オブジェクト  

 

[楕円] オブジェクトにより、フォームまたはテンプレートに楕円を挿入できます。デフォルトの

楕円は円の中心から円周までの距離が全て等しい真円ですが、円を引き伸ばして簡単に楕円にす

ることができます。  

オブジェクトのサイズ変更、塗りつぶし色の追加、境界線の色の追加、その他の属性も変更可能

であることに加え、楕円オブジェクトには次の編集可能なプロパティが含まれます:  

プロパティ  説明  
幅  オブジェクトの境界線の太さを

ピクセルで設定します。  
PenStyle  線のスタイルを [実線] 、 [破

線] 、 [点線] 、 [一点鎖線] およ

び [二点鎖線] に変更します。  
HatchStyle  ポリラインが描かれている多角

形の領域を埋めるパターン(ま
たはハッシュ)を設定します。

次のパターンが使用可能です:  

 水平線  
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 垂直線  

 斜線  

 斜線(逆向き)  

 格子  

 斜め格子  

フレーム オブジェクト  

 

[フレーム] オブジェクトを使用して、フォームにフレームを挿入できます。通常、このオブジェ

クトはフォーム内に独自のダイアログ ボックスを設計する場合、同じ種類のオプションをグル

ープごとにまとめるのに使用されます。  

オブジェクトのサイズ変更、塗りつぶし色の追加、境界線の色の追加、その他の属性も変更可能

であることに加え、フレームオブジェクトには次の編集可能なプロパティが含まれます:  

プロパティ  説明  
BorderColor  境界線の色を設定します。  
HiliteColor  [浮き上がり] または [窪み] を使

用する場合に、 [BorderStyle] 
プロパティで使用する色を設定

します。  
BorderStyle  オブジェクトの境界線を 3D で

強調表示する場合のスタイルを

設定します。 [標準] 、 [3D] 、 
[窪み] および [浮き上がり] の選

択肢が含まれます。  
BorderWidth  オブジェクトの境界線の太さを

ピクセルで設定します。  
テキスト  ここにテキストを入力すると、

フレームのタイトル名が設定さ

れます。  
配置  オブジェクト内のテキストの配

置を設定します。 [左寄せ] 、 
[中央] 、 [右寄せ] が利用可能で
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す。  

ゲージ オブジェクト  

 

[ゲージ] オブジェクトを使用してフォームまたはテンプレートにゲージ オブジェクト(またはプ

ログレス バー)を挿入できます。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、Visual Basic のコード

と連動してこれらのプロパティを使用することにより、オブジェクトのパーセンタイル バーを

移動することが可能です。  

プロパティ  説明  
ValueEq  値を設定(この値は定数、簡単

な方程式から求められた値、ま

たは VBScript からの戻り値が

設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MinimumEq  小値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MaximumEq  大値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  

ヒント: ゲージの方向を変更した場合、ゲージの動きも指定した方向に変更されます。  

BASIC スクリプトを使用してゲージ値を動的に変更する例  

VBS ミニエディタ で BASIC コードを使用して一定時間内でゲージ値を動的に変更させることも

可能です。ここで、円の直径が許容公差の 小値および 大値への近づく様子に基づいて、ゲー

ジが 0 から 100 パーセントに変化するフォームを作成すると仮定します。このためには次の手順

に従います:  

ステップ 1 - フォームの作成  
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1. 新しいフォームを作成し、それが編集モードであることを確認します。 
初めに、円の直径の値を取る [MYDIAMETER] という名のグローバス変数

を作成する必要があります。  
2. グリッドを右クリックして、 [プロパティ] ダイアログ ボックス のオブジ

ェクト リストより、 [フレーム/ビュー] が選択されていることを確認しま

す。  
3. [プロパティ] ダイアログ ボックスの先頭にある [詳細設定] を展開します。 

[ローカル変数] プロパティの値を選択します。 [ローカル変数] ダイアロ

グ ボックスが表示されます。  
4. [追加] ボタンをクリックして、新しい変数を追加します。 [データ型] リ

ストより [倍精度] を選択します。 [名前] ボックスに"MYDIAMETER"と入

力します。 [値] は 0 のままにしておきます。  

 

グローバル変数、"MYDIAMETER”が表示された[ローカル変数]ダイアログ ボックス  

5. [OK] をクリックして、 [プロパティ] ダイアログ ボックス に戻ります。

これで、変数 MYDIAMETER がフォームに追加されました。  
6. 次に、フォームに [ゲージ] オブジェクトを挿入します。  
7. [ゲージ] オブジェクトを選択し、目的の位置に配置してサイズを調整しま

す。垂直方向の長さ全体にわたって百分率のグラフが描かれます。  
8. [ゲージ] オブジェクトをダブルクリックして、 [プロパティ] ダイアログ 

ボックスにアクセスします。  
9. 再び、 [プロパティ] ダイアログ ボックスの先頭にある [詳細設定] 下で、 

[MaximumEq] プロパティをクリックします。 VBS ミニエディタ が表示

されますが、ほとんどが選択不可能になっています。  
10. リストより [CONST] を選択します。この値により、ゲージの 100%値が

定義できます。  
11. 円の直径の 大許容値を入力します。この例では、0.010 の許容公差を持

つ直径 1 インチの円が測定されます。つまり、 大許容値は 1.010 とな

ります。  
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12. [OK] をクリックして、 [プロパティ] ダイアログ ボックスに戻ります。  
13. [MinimumEq] プロパティをクリックします。 [VBS ミニエディタ] が再び

表示されます。この値により、ゲージの 0%値が定義できます。  
14. リストより [CONST] を選択します。  
15. 円の直径の 小許容値を入力します。繰り返しますが、この例では、

0.010 の許容公差を持つ直径 1 インチの円が測定されるので、 小許容値

は 0.990 となります。  
16. [OK] をクリックして、 [プロパティ] ダイアログ ボックスに戻ります。こ

こで、ゲージの実際の値に円の直径を付加する必要があります。  
17. ゲージ オブジェクトが選択された状態で、プロパティ シートの [詳細設

定] 見出しより、 [ValueEq] プロパティを選択します。 VBS ミニエディ

タ が表示されますが、ほとんどが選択不可能になっています。  
18. 左側のリストより、 [+ EQ ($)] を選択します。  
19. 右側のリストより、 <MYDIAMETER> を選択します。  

 

VBS ミニエディタを使用した、ゲージ オブジェクトの値の設定  

20. [OK] をクリックして VBS ミニエディタ を閉じます。  
21. フォームを保存します。この例では、フォームに gaugetest.form という

名を付けます。  

ステップ 2 - 一般円要素の作成  

1. ここで、PC-DMIS 内に一般的な円要素を作成します。  
2. PC-DMIS の編集ウィンドウを選択し、コマンドモードに設定します。  
3. [GENERIC] と入力して Tab を押し、 一般要素を挿入します 。初めに、

編集ウィンドウに一般点要素が表示され、要素の ID が選択されています。  
4. F9 を押してこの一般要素のダイアログ ボックスにアクセスします。  
5. [要素の種類] エリアより、 [円] を選択します。  
6. [データ型] エリアより、 [公称値] を選択します。  
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7. [要素名] ボックスに、円の名前を入力します。この例では、"円 1"という

要素名を使用します。  
8. 円 1 に対して XYZ および IJK 値を入力します。  
9. [直径] オプションを選択し、円 1 の直径の公称値を 1 とします。  
10. 必要に応じて他のオプションを変更し、終了したら [OK] をクリックしま

す。編集ウィンドウの一般円は次のように表示されるはずです:  

円 1       =GENERIC/CIRCLE,DEPENDENT,RECT ,OUT,$  

            NOM/XYZ,1,1,0.95,$  

            MEAS/XYZ,1,1,1,$  

            NOM/IJK,0,0,1,$  

            MEAS/IJK,0,0,1,$  

            DIAMETER/1,0  

ステップ 3 - INPUT コマンドの挿入および一般円の修正  

1. カーソルを円 1 要素の 前に 置き、直径の測定値を取得する入力コメント

を挿入します(この例はオフラインモードで処理されるので、"測定"値は

手動で挿入されます)。例えば:  

C1         =COMMENT/INPUT,円 1 の直径の測定値を入力してください:  

2. ここで、円 1 のコマンドブロックの 終行へ移動し、"DIAMETER/1,0"の
2 番目のパラメータ(直径の測定値)を"0"から"C1.INPUT"に変更します。こ

れにより、入力コメントの値が、円 1 の直径の測定値に代入されます。  

            DIAMETER/1,C1.INPUT  

3. ここで、円 1 要素の 後ろに カーソルを移動し、 [挿入 | レポート コマン

ド | フォーム] メニューオプションで選択した保存済みフォームを埋め込

みます。  

ステップ 4 - FORM/FILENAME コマンドの挿入および実行  

1. ここで、FORM/FILENAME コマンド内の"PARAM/="行で、等号(=記号)の
直前にカーソルを移動し、" MYDIAMETER "と入力します。次に、カーソ

ルを等号(=記号)の直後に移動し、" CIR1.DIAMETER "と入力します。フ

ォームの組み込み用コードは、次のように表示されるはずです:  

CS1        =FORM/FILENAME= C:\PCDMIS35\GAUGETEST.FORM, AUTOPRINT=NO  

            PARAM/MYDIAMETER=CIR1.DIAMETER  
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            PARAM/=  

            ENDFORM/  

2. 新規に追加されたコマンドをマークしてパーツプログラムを実行します。

円 1 の直径がパラメータとしてフォームに引き渡され、円の直径の測定

値に応じてゲージ オブジェクトの百分率が動的に変更します。  

例えば、円 1 の直径の測定値が 0.9987 だった場合、フォームは次のように表示されるはずです:  

 

要素の直径の測定値と動的にリンクするゲージ オブジェクトが表示されたフォームの例  

グラフ オブジェクト  

 

[グラフ] オブジェクトを使用すると、動的にデータ更新するグラフをフォームまたはテンプレー

トに挿入することが可能です。 [グラフ] オブジェクトでは、データ ポイントの配列を保存して

表示することができます。X および Y の値を使用してグラフのデータ位置を指定します。  
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デフォルトのグラフ オブジェクト  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、Visual Basic のコード

と連動して次のプロパティを使用することにより、グラフオブジェクトのデータを動的に更新す

ることが可能です:  

プロパティ  説明  
DataPointColor  X、Y データポイントに使用さ

れる色、および点を結ぶ線に使

用される色を変更します。  
幅  データポイントの直径を(ピク

セルで)設定します。  
ConnectPoints  [はい] に設定するとグラフにデ

ータポイントを結ぶ線が描かれ

ます。  
Clockwise  [いいえ] に設定すると Y 軸が反

転し、上が負の値、下が正の値

となります。  
Xdivisions  グラフの X 軸を、原則的に指定

した数に分割します。  
Ydivisions  グラフの Y 軸を、原則的に指定

した数に分割します。  
EnablePoint  [1] に設定した場合、グラフに

新しいデータポイントが追加で

きます。  

[0] に設定した場合、グラフに

新しいデータポイントを追加す

ることはできません。  
ClearAllPoint  [1] に設定した場合、フォーム

が実行モードに入った時にグラ

フから全てのデータポイントが

クリアされます。  

[0] に設定した場合、全てのデ

ータポイントがグラフに残りま

す。  
XpointEq  グラフのデータポイントの X 値

です。簡単な方程式、または

VBScript スクリプから値を求め

ることが可能です。  
YpointEq  グラフのデータポイントの Y 値

です。簡単な方程式、または

VBScript スクリプから値を求め

ることが可能です。  
XminEq  X 軸の 小値を求める方程式で

す。この値は X 軸の開始値を決
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定するのに使用されます。  

    

簡単な数式を利用した

り、または VBScript から

のデータを求めることが

可能です。  
YminEq  Y 軸の 小値を求める方程式で

す。この値は Y 軸の開始値を決

定するのに使用されます。  

 

簡単な数式を利用したり、また

は VBScript からのデータを求

めることが可能です。  
XmaxEq  X 軸の 大値を求める方程式で

す。この値は X 軸の終了値を決

定するのに使用されます。  

 

簡単な数式を利用したり、また

は VBScript からのデータを求

めることが可能です。  
YmaxEq  Y 軸の 大値を求める方程式で

す。この値は Y 軸の終了値を決

定するのに使用されます。  

 

簡単な数式を利用したり、また

は VBScript からのデータを求

めることが可能です。  
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ヒント: グラフの原点近くにある上矢印および下矢印 をクリックするとで、Y 軸のスケールを

変更できます｡  

 

ヒストグラム オブジェクト  

 

ヒストグラム オブジェクトを使用すると、各公差領域に存在する偏差の数が棒グラフの形で表

示されます。  

 

ヒストグラムの例  

形の測定のように、測定結果が 1 つの公差値しか持たない場合、公差領域は 1 つの固定位置では

なくレンジとして表示されます。生成されたヒストグラムには-TOL(負の公差)および+TOL(正の

公差)は表示されず、代わりに、次のように"TOLERANCE ZONE(公差領域)"の見出しが上部に表

示され、平均値の位置が表示されます。  

 

単一の公差を持つヒストグラムの例  

ヒストグラム オブジェクトの挿入  

ラベル テンプレート エディタを使用して新規または既存のラベル テンプレートを開き、 [ヒス

トグラム] オブジェクトを追加してラベル テンプレート エディタの表示エリアにちょうど良く収

まるよう、縦横のサイズを調整します。次に、 [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスを

使用して新規または既存のレポート テンプレートを開き、PC-DMIS がラベル テンプレートを呼

び出して表示する条件を(測定結果に対して)設定します。この手順については、当 セクション 
の" ルール ツリー エディタについて "トピックを参照してください。  
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注記: 位置、実際の位置、およびキー入力された測定結果等、要素の各ヒットを使用して直接計

算されない測定結果に対しては、ヒストグラム オブジェクトは利用できません。  

ヒストグラムの色の変更  

これらの公差範囲を定義する方法、または各公差範囲を表す色を変更する方法については、" 
CAD 表示の編集 " セクション の" 測定結果カラーの編集 "を参照してください。  

 

GridControlObject  

 

GridControlObject アイコンを使用して、カスタマイズ可能な行および列のグリッドをレポート

またはラベル テンプレートに挿入できます。  

 

新規に挿入された GridControlObject  

この独特なオブジェクトは単なる標準的なテーブルではありません。実際、レポート式言語を使

用して個別のセル、行、または列に対してプログラムを作成し、パーツプログラムから特定のレ

ポートデータを取得して表示することが可能です。  

他のオブジェクトと同様、このオブジェクトはサイズ変更や新しい位置への移動が簡単に行えま

す。このオブジェクトのサイズを変更する場合、新しいオブジェクトのサイズに合わせて行およ

び列のサイズが自動的に変わることにご注意ください。  

GridControlObject エディタへのアクセス  

[GridControlObject] を挿入、選択し、任意のセルをダブルクリックして右クリックすると、タブ

を持つダイアログ ボックスが表示されます。このダイアログ ボックスには強力な書式設定およ

び編集機能が用意され、各グリッドセルごとに個別の設定をプログラムすることが可能です。  
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GridControlObject エディタの[セル]タブ  

このエディタの使用に関する説明は、下記のトピックを参照してください:  

• GridControlObject エディタ - [セル]タブ  

• GridControlObject エディタ - [行]タブ  

• GridControlObject エディタ - [列]タブ  

プロパティ  

プロパティ  説明  
NumColumns  グリッドの列数を指定します。 
NumRows  グリッドの行数を指定します。 

 
TableFormat  グリッドレイアウトに使用する

名前を指定します。このプロパ

ティが、 [ルール ツリー エディ

タ] のグリッド レイアウト名と

同じ場合、編集ウィンドウの 
[TABLE/FORMAT] コマンドを使用

してラベル テンプレート内の

行および列の並び順や表示状態

を直接操作することが可能で

す。  
透明  グリッドの背景を透明にするか
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決定します。 [はい] に設定した

場合、通常の白い背景色が透明

になり、このオブジェクトの背

後にあるオブジェクトがグリッ

ドを通して見えるようになりま

す。  

[NumRows] プロパティの値を大きくすると有効な行の下に新しい行が追加されます。この値を

小さくすると、 下部の行が削除され下端が上に上がります。同様に、 [NumColumns] プロパテ

ィの値を大きくすると有効な列の右に新しい列が追加されます。この値を小さくすると、 も右

の列が削除され右端が左に移動します。  

GridControlObject エディタ - [セル]タブ  

 

GridControlObject エディタの[セル]タブ  

セルの種類 - 指定のセルに入力するものを設定します。次の中から選択可能です:  

• テキスト - テキストを直接入力するか、 [セルの式] ボックス r にコマンド式を入力でき

ます。式から求められた値または直接入力されたテキストがセルに表示されます。  
• イメージ - セルに画像を挿入します。 [選択] ボタンを使用して画像を選択できます。  
• ActiveX - セルに ActiveX オブジェクトを挿入します。通常、このオプションは PC-

DMIS のテンプレートがデータの図形解析を表示するのに使用されます。 [選択] ボタン

を使用して追加する ActiveX コントロールを選択することができます。ActiveX コントロ

ールに関する詳しい説明は、" ActiveX オブジェクト "トピックおよび" PC-DMIS ActiveX
コントロールの使用 "トピックを参照してください。  
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セルの式 - このボックスを使用して、セルにレポート式を入力できます。実際のレポートデータ

を表示するためにテンプレートが使用された時に、この式の値が求められます。例えば、要素

ID を表示する場合は、ボックスに [=ID] と入力します。使用可能な式についての十分なリストは、

" レポート式について "を参照してください。  

セルの高さおよび幅 - これらのボックスを使用して、セルの高さおよび幅をピクセルで指定でき

ます。高さを変更した場合、その行の全てのセルの高さが変更されます。幅を変更した場合、そ

の列の全てのセルの幅が変更されます。様々な高さおよび幅のセルが複数ある時に、 [同じ幅に

揃える] および [同じ高さに揃える] ボタンを使用すると選択されたセルの高さおよび幅が全て揃

います。  

[セルの行揃え] - これらのボタンを使用して、セルのテキストを垂直方向または水平方向に位置

揃えすることが可能です。水平方向では、セルのテキストの左揃え、中央揃え、または右揃えが

可能です。垂直方向では、テキストの上寄せ、中央に配置、または下寄せが可能です。  

水平方向の位置揃えボタン  

 左揃え 

 中央揃え  

 右揃え  
垂直方向の位置揃えボタン  

 上寄せ  

 中央に配置  

 下寄せ  

 

境界線エリア - このエリアには、セルの各辺に引く線のリストが含まれます。セルの各辺を(複
数のセルの周り、または内側の線も含めて)特定の種類の線に設定することが可能です。次の中

から選択可能です: [なし] 、 [細線] 、 [太線] 、 [二重線] 、または [破線]  

    

フォント - 標準的な [フォント] ダイアログ ボックスを表示し、選択されたセルに対してフォン

トのサイズ、スタイル、効果および色の設定が可能になります。  

カラー - このエリアを使用して、選択したセルの背景、テキスト、または線の色を設定できます。

これらのボタンをいずれかをクリックすると、標準的の [カラー] ダイアログ ボックスが表示さ

れ特定の標準色から選択したり独自の色を作成することが可能になります。  

セルの結合 - 複数のセルを 1 つのセルに結合します。  

セルの結合を解除 - 結合したセルを元の結合されていない状態に戻します。  
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GridControlObject エディタ - [行]タブ  

 

GridControlObject エディタの[行]タブ  

グループの繰り返し - このチェックボックスをオンにすると、 [式の繰り返し] ボックスが入力

可能になり、 [式の繰り返し] ボックスの条件が満たされるまで、選択された行がレポートから

のデータの表示を繰り返すよう命令します。GridControlObject のセルを選択した場合、オブジ

ェクトの行の左右に小さな縦長の オレンジ色のバー が表示され、繰り返し行であることが示さ

れます 。  

 

行の左右にオレンジ色のバーがあることに注目  

式の繰り返し - このボックスにより、行を繰りかえす回数が決定されます。通常、このボックス

には項目を繰り返す回数を求める式が入力されます。例えば、測定結果の軸数を求める場合、次

の式が使用されます:  

=COUNT(AXIS)    
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次に、行の各セルに内にある既存の式に次のコードを追加します:  

:N  

これは、基本的に数えた回数だけ行を繰り返すよう PC-DMIS に命令します。つまり、 [セル] タ
ブの [セルの式] ボックスが測定結果の軸を表示するために [=AXIS] が使用され、それが 
[=AXIS:N] に変更された場合、全ての軸がレポート出力されるまで測定結果に固有の軸データを

持った行が繰り返されます。  

行のラベル - [行のラベル] リストを使用して、行に対してテーブル形式のコマンドで使用するた

めのラベルを定義できます。テーブル形式コマンドのプロパティにアクセスすると、ここで定義

された行ラベルが表示されています。中でもテーブル形式のコマンドを使用すると、グリッドの

行の並び順を再定義することが可能です。  

行のロック - このチェックボックスをオンにすると行がロックされ、テーブル形式コマンドで変

更することが不可能になります。  

GridControlObject エディタ - [列]タブ  

 

GridControlObject エディタの[列]タブ  

列のラベル - [列のラベル] リストを使用して、列に対してテーブル形式のコマンドで使用するた

めのラベルを定義できます。テーブル形式コマンドのプロパティにアクセスすると、ここで定義

された列ラベルが表示されています。中でもテーブル形式のコマンドを使用すると、グリッドの

列の並び順を再定義することが可能です。  
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ラベル オブジェクト  

 

[ラベル] オブジェクトのアイコンを使用して、レポート テンプレートまたはカスタム レポート

に [ラベル] オブジェクトを挿入できます。ラベル オブジェクトはレポートにレポートデータを

表示するために使用されます。 [ラベル] オブジェクトは使用される状況により様々な働きをしま

す。 [ラベル] オブジェクトがレポート テンプレート エディタで使用された場合、カスタム レポ

ート エディタで使用されるのとは異なって機能します。  

レポート テンプレート エディタ内でのラベル オブジェクトの使用  

レポート テンプレート エディタ上でクリックおよびドラッグして、ラベル オブジェクトを追加

します。マウスボタンを離すと、挿入された [ラベル] オブジェクトは次のようになります:  

 

ラベル オブジェクトの例  

[ラベル] オブジェクトはちょうど [TextReportObject] や [CadReportObject] のように機能し、実

データを含まず、単にラベル テンプレートのプレースホルダのような役割を果たします。実際

はラベル テンプレートが実行されたパーツプログラムから取得するデータ項目をコントロール

します。ラベル オブジェクトが表示する項目が定義されていない場合、その項目はレポートに

表示されません。  

ラベル テンプレートの割り当て  

[ラベル] オブジェクトに表示する項目を設定するには、使用するラベル テンプレートを割り当て

る必要があります。このためには次の手順に従います:  

1. ラベル オブジェクトを右クリックします。 [プロパティ] ダイアログ ボッ

クスが表示されます。  
2. [ルール ツリー] プロパティより、 [ルール] をクリックします。 [ルール 

ツリー] ダイアログ ボックスが表示されます。  
3. [ルール ツリー] ダイアログ ボックスを使用して、展開可能なリストより、

ラベルに表示したいデータ項目を選択します。  
4. [追加] をクリックし、この項目を使用したルールを追加します。 [ルール

の編集] ダイアログ ボックスが表示されます。  



Wilcox Associates, Inc. 

1316  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

5. [レポート用のラベル テンプレートを使用] オプションを選択します。  
6. ブラウズ ボタン をクリックし、ラベル テンプレート ファイル(.lbl 拡

張子のファイル名)を選択します。  
7. [OK] をクリックし、 [ルールの編集] ダイアログ ボックスを閉じます。  
8. [OK] をクリックし、 [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスと閉

じます。挿入されたラベル オブジェクトに、 [ルール ツリー] ダイアログ 
ボックスの 初のルールで定義したラベル テンプレートの図が表示され

ます。  
9. レポート テンプレートを保存およびテストします。指定した条件を満た

す場合に、選択したラベルが表示されます。  

ルールの作成についての説明は、" ルール ツリー エディタについて "を参照してください。  

カスタム レポート エディタ内でのラベル オブジェクトの使用  

レポート テンプレート エディタとカスタム レポート エディタの決定的な違いとして、カスタム 
レポート エディタの [ラベル] オブジェクトは 独自のルール ツリー エディタを使用しません 。
代わりに、 [ページ] オブジェクトにルール ツリー エディタが含まれ、そこでカスタム レポート 
エディタにコマンドおよびデータが挿入された際にどのラベル テンプレートを使用するかが定

義されます。  

ほとんどの場合、概要モードの編集ウィンドウからカスタム レポート エディタへと項目をドラ

ッグすることでオリジナルのカスタム レポートを簡単に作成できるでしょう。この場合、挿入

するコマンドに対しては、 [ページ] オブジェクトのルール ツリー エディタで定義されたラベル 
テンプレートが使用されます。  

カスタム レポートに [ラベル] オブジェクトを挿入すると、レポート テンプレート エディタに表

示されるように空の [ラベル] オブジェクトが挿入されます。  

 

ラベル オブジェクトの例  

この状態では、単なる空のプレースホルダであり、編集ウィンドウからラベル オブジェクトへ

コマンドをドラッグ アンド ドロップしない限りデータは一切表示されません。 そうすることで 
[ページ] オブジェクトのルール ツリー エディタで定義されたラベル テンプレートが表示されま

す。  

詳しくは、" カスタム レポートの作成 "を参照してください。  
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引き出し線オブジェクト  

 

引き出し線オブジェクトを使用して、 [ラベル] オブジェクトと [CADReportObject] を結ぶ線を

描くことができます。このためには、オブジェクトを選択し、一方のオブジェクトからもう一方

のオブジェクトへクリックしてドラッグするだけです。  

操作が適切に行われると、引き出し線が自動的に 2 つのオブジェクト間でスナップし、後にオブ

ジェクトの位置が変わっても引き出し線はそれに従ってサイズ変更や移動をします。例えば次の

図では、 CADReportObject とそれと取り囲む 3 つの [ラベル] オブジェクトが [引き出し線] オブ

ジェクトで接続されています。  

 

CADReportObject へつながる引き出し線オブジェクト付きの 3 つのラベル オブジェクト  

2 つのオブジェクトが検出できない場合、 [引き出し線の構築] ダイアログ ボックスが表示され、

引き出し線を引くオブジェクトを 2 つ選択できるようになります。  
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[引き出し線の構築]ダイアログ ボックス  

ラベルまたは CADReportObject オブジェクトを削除した場合、引き出し線オブジェクトも自動

的に削除されます。  

実際のレポート ウィンドウでは、要素に対するラベルの位置により、引き出し線の先端はラベ

ルの辺または角のいずれかに接します。次の図例を見てください。要素(赤円)に関連するラベル

(四角形)を配置する場所によって、ラベルの引き出し線が接する場所(緑色の点)が変わる例が示

されています。  

 

ラベルと引き出し線の接点の位置を示す図例  

 

線オブジェクト  

 

[線] オブジェクトを使用すると、標準的な線をフォームまたはテンプレートに素早く挿入できま

す。次に、挿入した線を右クリックしてそのプロパティを変更できます。  

線オブジェクトで使用される一般的なプロパティは次の通りです:  

プロパティ  説明  
PenWidth  線の太さをピクセルで設定しま

す。  
PenStyle  線のスタイルを [実線] 、 [破

線] 、 [点線] 、 [一点鎖線] およ

び [二点鎖線] に変更します。  
矢印  線の先端に矢印を付けるかを決
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定し、矢印の指す方向を指定し

ます。次の形式より 1 つを選択

できます:  

----(なし)  

<---  

--->  

<--->(両方)  
ArrowheadHeight  矢印の幅をピクセルで指定しま

す。  

リストボックス オブジェクトにより、  

 

[リストボックス] オブジェクトにより、フォーム内に開いたリストを挿入できます。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用

することにより、オブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
アクセラレータ(ショートカッ

ト)  
ALT キーと共に使用する文字を

設定し、コントロールのアクセ

ラレータ(ショートカット)を作

成することが可能です。  

設定される文字または記号は、

(メニューバーのアクセラレー

タを含めて)他のアクセラレー

タに使用されるものとは異なる

必要があります。  
UseColors  このコントロールが BackColor 

および TextColor プロパティで

指定された色を使用するかどう

かを設定します。  
並べ替え  [はい] を選択すると、リストの

項目がアルファベット順に並べ

替えられます。  
HorizontalScroll  [常時] を選択した場合、たとえ

テキストがスクロールするほど

長くなくてもリストボックス上

に水平スクロール バーが表示

されます。  
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[なし] を選択した場合、スクロ

ール バーが削除されます。  
VerticalScroll  [常時] を選択した場合、たとえ

スクロールするほどリスト項目

がなくてもリストボックス上に

垂直スクロール バーが表示さ

れます。  

[なし] を選択した場合、スクロ

ール バーが削除されます。  
UseTabstops  リストボックスが Tab ストップ

を使用するかどうかを決定しま

す。 [はい] に設定した場合、実

行モードで Tab キーを押すと結

果的にこのリストボックスがア

クティブなコントロールになり

ます。  
WantKeyInput  リストボックスがキーボードか

らの入力を受け付けるかどうか

を決定します。  
RemoveSelection  [はい] に設定した場合、リスト

ボックスから選択された項目

( ListID )が保存するときに削除

されます。  
ListID  リストの ID です。コントロー

ルを使用してこの ID を設定ま

たは取得します。次の形式を取

ります:  

項目 1\r\n 項目 \r\n 項目 3 等。 
ValueID  値の ID です。 コントロールを

使用してこの ID を設定または

取得します。  

[マルチ編集ボックス]オブジェクト  

 

[マルチ編集ボックス] オブジェクトでは、複数行のテキスト入力をサポートする編集ボックスを

挿入できます。このオブジェクトには、 [編集ボックス] オブジェクトが持つ全てのプロパティ(" 
[編集ボックス]オブジェクト を参照")に加えて次のプロパティが含まれます:  

プロパティ  説明  
HorizontalScroll  [常時] を選択した場合、たとえ

テキストがスクロールするほど

長くなくてもコントロール上に
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水平スクロール バーが表示さ

れます。  

[なし] を選択した場合、スクロ

ール バーが削除されます。  
VerticalScroll  [常時] を選択した場合、たとえ

テキストがスクロールするほど

長くなくてもコントロール上に

垂直スクロール バーが表示さ

れます。  

[自動] を選択した場合、テキス

トの量がボックスの縦幅を超え

た時のみ垂直スクロール バー

が表示されます。  

[なし] を選択した場合、スクロ

ール バーが削除されます。  

[OLE]オブジェクト  

 

OLE オブジェクトはテンプレートまたはフォームに他のアプリケーションのオブジェクトを埋

め込みまたはリンク付けします。例えば、このオブジェクトを使用して 編集可能な Microsoft 
Word ファイル をテンプレートまたはフォームに挿入し、オペレータに特別な指示を与えること

ができます。  

OLE オブジェクトを挿入すると、 [オブジェクトの挿入] とタイトルのあるダイアログ ボックス

が表示されます  

 

[オブジェクトの挿入]ダイアログ ボックス  
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このダイアログ ボックスでは、コンピュータ上で現在利用可能な OLE オブジェクトをリストか

ら選択することができます。リストに表示される OLE オブジェクトは、何がインストールされ

ているかによるので、コンピュータごとに異なります。  

[取り消し] ボタンを選択した場合、フォームまたはテンプレートには何も追加されずにダイアロ

グ ボックスが閉じます。  

OLE オブジェクトの自動操作メソッドと属性にアクセス  

OLE 、例えば、ビット マップ コントロールを追加し、それを BITMAP と名付ける場合、BASIC
から、OLE オブジェクトの自動操作メソッドと属性にアクセスしたい場合があるかもしれませ

ん。 例えば、表示予定のビット マップを変更するために、プログラム コードを付け加えるか、

埋め込まれた マイクロソフト社の Excel スプレッドシート オブジェクトにデータを入力するか、

または、埋め込まれたマイクロソフト社 Word 文書にテキストを設定したいかもしれません。 
「 BITMAP 」という名称のオブジェクト用に、OLE の自動操作メソッドと属性にアクセスする

ためには、以下のコードを使用して下さい:  

AttachOLE("BITMAP_X")  

オブジェクト変数 BITMAP_X は、ここで、以下のように使用できます:  

BITMAP_X.{属性} = {値}  

または、  

BITMAP_X.{自動操作メソッド呼び出し} .  

注記:  使用中の、特定の OLE オブジェクトのついて、どのようなメソッドと属性が利用可能で

あるか知るために、このオブジェクトについての文書を用意して下さい。  

 

フォームの OLE オブジェクトを使用したオペレータへの指示  

さらに要求される機能を達成するために、PC-DMIS と連動して既存のツールを使用することが

可能です。例えば、オペレータにパートの設定または測定に関する詳しい手順書を提供すると仮

定します。 1 つの方法としては、OLE オブジェクトを使用して、これらの手順を記述した外部

ファイルをカスタムフォームに埋め込みます。下記の例は、いくつかの汎用的な Microsoft Office
ツールを使用して手順書ファイルをフォームに埋め込む方法を示します。  

次の例は、Microsoft Word ファイルおよび Microsoft PowerPoint ファイルをフォームの OLE オ

ブジェクトとして使用し、パーツプログラムの実行中にオペレータに指示を与える方法を示しま

す。これにより、レポートまたはフォーム内の OLE オブジェクトで実行可能なことの一端が理

解できるでしょう。この手法をユーザー固有の状況に合せて利用してください。  
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Microsoft WordOLE オブジェクトを使用したオペレータへの

指示  

実行中のパーツプログラムへ指示を出す も簡単な方法は、単に Microsoft Word 等を使

用することです。  

このトピックおよび下記の手順では、予めコンピュータに Microsoft Word がインストー

ルされているものと仮定します。  

ステップ 1 - 手順書を Word 文書で作成および保存  

1. Word 文書でパートの設定手順書を作成します。  
2. .doc ファイルをハードディスクのディレクトリに保存しま

す。 .doc ファイルには画像、テーブル、その他詳細な書式設定を

含めても構いません。このトピックでは次のような.doc ファイル

を例として使用します:  

 

ステップ 2 - フォームの作成  

1. 表示 | フォーム エディタ を選択します。フォーム エディタが表示

されます。  
2. [編集]ウィンドウが開いている場合、 表示 | 編集ウィンドウ を選択

して[編集]ウィンドウを閉じ、画面のスペースを確保します。  
3. フォーム エディタを 大表示します。  
4. ファイルの内容が適度に収まるように、フォームの大きさを調整し

ます。  
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5. 必要に応じてその他のオブジェクトを追加します。このトピックで

使用しているフォームの例では、 [フォームを閉じる] ボタンが次

のプロパティと共に追加されています:  

• Text = "フォームを閉じる"  
• ButtonType = OK  

クリックすると、フォームは自動的に閉じられます。  

ステップ 3 - OLE オブジェクトの挿入  

1. [オブジェクト]バー より、 [OLE オブジェクト] アイコンをクリッ

クします。オブジェクトをドラッグし、フォームの全ての端から

1/2 インチの余白を残して全体にフィットさせます。マウスボタン

を離すと、 [オブジェクトの挿入] ダイアログ ボックスが表示され

ます。  
2. [ファイルから作成] オプションを選択します。  
3. [ファイル] ボックスより、.doc ファイルをパス名を含めて入力する

か、 [ブラウズ] ボタンを使用してファイルの位置を指定します。  
4. [リンク] チェックボックスをオンにします。これにより、フォーム

の OLE オブジェクトと.doc ファイル間のリンクが保持され、後に

手順書を修正しても PC-DMIS は常に 新のデータを使用すること

が可能となります。  
5. [OK] をクリックします。フォーム内に Word 文書が次のように埋

め込まれました:  

 
6. フォームに任意の名前を付けて保存します。  
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挿入 | レポート コマンド | 外部オブジェクト を使用して、外部オブジェクトを[編集]ウ
ィンドウに挿入する場合は、 [オブジェクトの挿入] ダイアログ ボックスが同様のダイア

ログ ボックスとして表示されます。このダイアログ ボックスに関する詳しい説明は、" 
レポート コマンドの挿入 "セクションより、" 外部オブジェクトの挿入 "トピックを参照

してください。  

ステップ 4 - フォームの挿入およびテスト  

1. 表示 | [編集]ウィンドウ を選択して[編集]ウィンドウを表示します。  
2. 挿入 | レポート コマンド | フォーム を選択します。ダイアログ ボ

ックスを使用して保存したフォームを選択します。  
3. フォーム ファイルのパス名が入った FORM/FILENAME コマンド 

ブロックが、パーツプログラムに挿入されます。  

CS1        =FORM/FILENAME= <フォーム ファイルのパス>  

            PARAM/=  

            ENDFORM/  

4. 実行前に、コマンド ブロックをマークします。  
5. パーツプログラムを実行します。FORM/FILENAME コマンド ブロ

ックの位置に来たら、次のようなフォームが表示されます:  

 
6. [実行モード オプション] ダイアログ ボックスより [続行] をクリッ

クして、フォームを閉じて実行を再開します。  
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Microsoft PowerPoint OLE オブジェクトを使用したオペレー

タへの指示  

このトピックでは、Microsoft PowerPoint ファイル(.ppt)を OLE オブジェクトとしてフォ

ームに挿入し、オペレータにスライドショー形式の詳細な手順書を提供する方法を説明

します。  

このトピックおよび下記の手順では、予めコンピュータに Microsoft PowerPoint がイン

ストールされているものと仮定します。  

ステップ 1 - 手順書を PowerPoint で作成および保存  

1. PowerPoint ファイル(.ppt)でパートの設定手順書を作成します。  

 
2. .ppt ファイルをハードディスクのディレクトリに保存します。  

ステップ 2 - フォームの作成  

1. 表示 | フォーム エディタ を選択します。フォーム エディタが表示

されます。  
2. [編集]ウィンドウが開いている場合、 表示 | 編集ウィンドウ を選択

して[編集]ウィンドウを閉じ、画面のスペースを確保します。  
3. フォーム エディタを 大表示します。  
4. ファイルの内容が適度に収まるように、フォームの大きさを調整し

ます。  
5. 必要に応じてその他のオブジェクトを追加します。このトピックで

使用しているフォームの例では、 [フォームを閉じる] ボタンが次

のプロパティと共に追加されています:  
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• Text = "フォームを閉じる"  
• ButtonType = OK  

クリックすると、フォームは自動的に閉じられます。  

ステップ 3 - OLE オブジェクトの挿入  

1. [オブジェクト]バー より、 [OLE オブジェクト] アイコンをクリッ

クします。オブジェクトをドラッグし、フォームの全ての端から

1/2 インチの余白を残して全体にフィットさせます。マウスボタン

を離すと、 [オブジェクトの挿入] ダイアログ ボックスが表示され

ます。  
2. [ファイルから作成] オプションを選択します。  
3. [ファイル] ボックスより、.ppt ファイルをパス名を含めて入力する

か、 [ブラウズ] ボタンを使用してファイルの位置を指定します。  
4. [リンク] チェックボックスをオンにします。これにより、フォーム

の OLE オブジェクトと.ppt ファイル間のリンクが保持され、後に

手順書を修正しても PC-DMIS は常に 新のデータを使用すること

が可能となります。  
5. [OK] をクリックします。フォーム内に PowerPoint ファイルが次の

ように埋め込まれました:  

 
6. フォームに任意の名前を付けて保存します。  

挿入 | レポート コマンド | 外部オブジェクト を使用して、外部オブジェクトを[編集]ウ
ィンドウに挿入する場合は、 [オブジェクトの挿入] ダイアログ ボックスが同様のダイア

ログ ボックスとして表示されます。このダイアログ ボックスに関する詳しい説明は、" 
レポート コマンドの挿入 "セクションより、" 外部オブジェクトの挿入 "トピックを参照

してください。  
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ステップ 4 - フォームの挿入およびテスト  

1. 表示 | [編集]ウィンドウ を選択して[編集]ウィンドウを表示します。  
2. 挿入 | レポート コマンド | フォーム を選択します。ダイアログ ボ

ックスを使用して保存したフォームを選択します。  
3. フォーム ファイルのパス名が入った FORM/FILENAME コマンド 

ブロックが、パーツプログラムに挿入されます。  

CS1        =FORM/FILENAME= <フォーム ファイルのパス>  

            PARAM/=  

            ENDFORM/  

4. 実行前に、コマンド ブロックをマークします。  
5. パーツプログラムを実行します。FORM/FILENAME コマンド ブロ

ックの位置に来たら、次のフォームおよび PowerPoint プレゼンテ

ーションが表示されます:  

 
6. 埋め込まれたプレゼンテーションをダブルクリックします。

Microsoft PowerPoint が起動しプレゼンテーションが表示されます。

終了すると PowerPoint が閉じます。  
7. [実行モード オプション] ダイアログ ボックスより [続行] をクリッ

クして、フォームを閉じて実行を再開します。  
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[ポインタ]オブジェクト  

 

ポインタ オブジェクトは、フォームまたはテンプレートに動的で移動可能な色付きポインタを

挿入します。デフォルトの色は黄色です。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、Visual Basic のコード

と連動してこれらのプロパティを使用することにより、オブジェクトを移動することが可能です。  

プロパティ  説明  
ValueEq  値を設定(この値は定数、簡単

な方程式から求められた値、ま

たは VBScript からの戻り値が

設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MinimumEq  小値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MaximumEq  大値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  

ヒント: ポインタの向きを変更した場合、矢印の動きも指定した方向に変更されます。  

 [ポリライン]オブジェクト  

 

[ポリライン] オブジェクトを使用して、線をつなげた領域を構築することが可能です。 初の線

をクリックして作成すると、 初の線の終了点から 2 番目の線が自動的に開始されます。 [ポリ

ライン]オブジェクトのプロパティは、標準的な[線]オブジェクトのプロパティに加えて次のもの

が含まれます:  

プロパティ  説明  
PenWidth  オブジェクトの境界線の太さを

ピクセルで設定します。  
HatchStyle  ポリラインが描かれている多角
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形の領域を埋めるパターン(ま
たはハッシュ)を設定します。

次のパターンが使用可能です:  

 水平線  

 垂直線  

 斜線  

 斜線(逆向き)  

 格子  

 斜め格子  
ShadowStyle  ポリラインが描かれている多角

形領域に、3D の影をつける方

向を設定します。次の方向が使

用可能です:  

上/左 , 下/右 、または なし 。  

 [ラジオボタン]オブジェクト  

 

[ラジオボタン] オブジェクトを使用すると、フォームに 1 つの選択肢のみ選べるボタンを挿入で

きます。選択肢ボタンは互いに排他的であり、一度にレポート内の 1 つのボタンのみ選択可能で

す。 [ListItems] プロパティでは選択肢ボタン一式を定義することができます。  

オブジェクトのサイズ、色、その他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用

することにより、オブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
Bitmap  選択された選択肢ボタンに使用

するビットマップを設定するこ

とができます。  

設定するビットマップは標準的
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なチェックボックスと同じ形で

ある必要があります。  
BitmapOffState  非選択状態の選択肢に使用する

ビットマップを設定することが

できます。  

設定するビットマップは標準的

な選択肢ボタンと同じ形である

必要があります。  
AlignTextLeft  [はい] に設定した場合、次のよ

うにテキストを選択肢ボタンの

左側に配置します:  

ここがテキスト ( )  

[いいえ] に設定した場合、次の

ようにテキストを選択肢ボタン

の右側に配置します:  

( ) ここがテキスト  
ListItems  選択肢ボタンのリストおよび関

連する値を定義します(下記の 
[選択肢リスト] ダイアログ ボッ

クスの説明を参照してくださ

い)。  
ValueID  [CurPage(現在のページ)] およ

び [NumPages(総ページ)] 変数

が含まれます。コントロールを

使用して当プロパティを取得お

よび定義します。  

ListItems プロパティは [選択肢リスト] ダイアログ ボックスを表示します。  

 

[選択肢リスト]ダイアログ ボックス  



Wilcox Associates, Inc. 

1332  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

このダイアログ ボックスでは選択肢ボタンの追加、名前の変更、削除、および数値の割り当て

が可能です。通常、新しい選択肢を追加するとその選択肢に対する数値は自動的に大きくなり、

一度に 1 つのボタンのみ選択可能です。ただし、数値を変更して、実行モードでマウスを 1 回ク

リックすると複数の選択肢が選択されるようにすることも可能です。  

例えば、5 つの選択肢ボタンがあり、選択肢 A～選択肢 E まで名付け、次のように設定値を変更

するとします:  

選択肢ボタン  値  
選択肢 A  0  
選択肢 B  0  
選択肢 C  1  
選択肢 D  2  
選択肢 E  2  

実行モードに入り [選択肢 A] を選択すると、 [選択肢 A] と [選択肢 B] が共に選択状態になりま

す。これは 2 つに同じ値が割り当てられているからです。同様に、 [選択肢 E] を選択すると [選
択肢 D] および [選択肢 E] が共に選択されます。 [選択肢 C] のみが唯一の値を持つので、[選択

肢 C]を選択するとそれのみが選択状態になります。  

[選択]オブジェクト  

 

[選択] オブジェクトを使用して、既にテンプレートに挿入済みのオブジェクトを選択できます。

レポート内のオブジェクトをクリックするだけで、オブジェクトが緑色の小さな正方形の付いた

境界線で囲まれます。これにより、オブジェクトが選択されたことが分かります。選択されたオ

ブジェクトは移動、サイズの変更、または編集が可能です。  

 

SectionCutObject(切断面オブジェクト)  

 

[SectionCutObject] を使用すると、CAD モデルの切断面(断面図)を定義することができます。 
[SectionCutObject] は、他のオブジェクトと共にレポート テンプレート エディタに挿入するか、

レポート ウィンドウで 終レポートのページに直接挿入することができます。このオブジェク

トを挿入するには、マウスポインタの位置を合わせ、ボックス状にドラッグします。マウスを離

すとオブジェクトが現れ、オブジェクトのプロパティを変更して CAD モデルを関連付けるまで

は、―少なくともレポート テンプレート ウィンドウ上では―"イメージがありません！"という

メッセージが出力されます。  

オブジェクト プロパティの変更  
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[SectionCutObject] をレポート テンプレート エディタに挿入する場合、右クリックしてオブジェ

クトの [プロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。プロパティは [プロパティ] ダイアログ ボ
ックスで直接変更することも可能ですが、より簡単にプロパティの変更を行うためには (ダイア

ログの設定) プロパティを選択し、 [...] ボタンをクリックして [切断面の設定] ダイアログ ボック

スを使います。  

このオブジェクトをレポート ウィンドウのレポートページに直接挿入した場合、前記と同じ [切
断面の設定] ダイアログ ボックスが現れます。  

 

[切断面の設定]ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを使用して、後にレポートに表示するパートモデルの切断面イメージ

を定義することができます。  

[切断面の設定]ダイアログ ボックスを使用した切断面イメージの定義  

1. 切断平面がモデルと交差する位置を定義するため、 [X] 、 [Y] 、および [Z] ボックスに、

CAD モデル上の点を入力します。  
2. [I] 、 [J] 、および [K] ボックスに、平面が向かう方向を入力します。  
3. 必要に応じて、 [公差] 値を変更します。  
4. [表示] ボタンをクリックして、 [切断面の設定] ダイアログ ボックスに、現在の切断面イ

メージのプレビューを表示します。  

5. 大きな 左矢印および右矢印アイコン を使用して、 平面の配置を微調整し、

切断面を目的の位置に正確に表示します。ダイアログ ボックスのプレビューが平面の位

置に合せて更新されます。  
6. 必要に応じて、イメージの配置を変えます。イメージを移動するには右クリックしてド

ラッグします。切断面イメージを拡大または縮小するには、イメージ ビューの境界であ
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る仮想水平線の上または下を右クリックします。パートのイメージを 2 次元上で回転す

るには、CTRL キーを押しながら右クリックでドラッグします。  
7. 後に、 [タグの追加] ボタンを使用してダイアログ ボックスのイメージに吹き出し型の

タグをを付けます。  
8. [OK] ボタンをクリックして、変更を確定します。  

 [切断面の設定]ダイアログ ボックスの項目  

項目  説明  

X、Y、および Z ボックス  これらのボックスは、切断平面

がモデルと交差する場所となる

CAD モデルの点を指定しま

す。  
I、J、および K ボックス  これらのボックスは、切断平面

の IJK 方向ベクトルを定義しま

す。  
[公差] ボックス  [公差]パラメータは次の目的に

使用されます:  

1. ポリラインが閉じてい

るかをチェックしま

す。開始点と終了点間

の距離は公差値より小

さくなるはずです。  
2. ポリラインの数を減ら

します。  
3. ポリラインをマージし

ます。  

[表示] ボタン  切断面の輪郭と同様、CAD イ

メージの切断線をプレビュー表

示します。  
[イメージを表示しない] チェッ

クボックス  
プレビュー ウィンドウの切断

面イメージを非表示にします。 
[OK] ボタンをクリックする

と、レポート テンプレート エ
ディタまたはレポート ウィン

ドウのページ上にある切断面イ

メージも非表示となります。  
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[IJK に沿って切断平面を移動] 
エリア  

このエリアには編集ホックスお

よび矢印ボタンが含まれます。 

編集ボックスには、左矢印また

は右矢印をクリックした時に切

断平面が移動する距離を定義し

ます。  

矢印ボタンをクリックする度

に、切断平面が IJK ベクトルに

沿って指定された距離だけ移動

します。  

(I,J,K)が(1,0,0)の場合、平面は

X 軸に沿って移動します。  

(I,J,K)が(0,1,0)の場合、平面は

Y 軸に沿って移動します。  

(I,J,K)が(0,0,1)の場合、平面は

Z 軸に沿って移動します。  
[倍率] エリア  切断面を挿入すると、[グラフ

ィックの表示]ウィンドウに

は、1:1 の比で実際のパートと

同じ大きさで切断面イメージが

表示されます。  

[倍率] エリアでは、この大きさ

を変更して表示することが可能

です。例えば、[.25]と入力する

と、実際のパートの大きさの

1/4 のサイズになります。  
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[タグの追加] ボタン  このボタンを使用してパートモ

デルの切断面に吹き出し型のタ

グを付けることができます。  

このボタンをクリックすると、

カーソルが[十字]アイコンに変

わります。ダイアログ ボック

スの切断面イメージ上でクリッ

クおよびドラッグして引き出し

線を描きます。マウスボタンを

離すと小さなテキストボックス

が現れ、吹き出しのテキストが

入力できます。このテキストボ

ックスに表示可能な文字数の制

約は、テキストボックスの大き

さによります。ボックスのサイ

ズを大きくすると、より多くの

文字数を入力および表示できま

す。  

タグをイメージに付ける前に、

切断面イメージを完成させる必

要があります。さもなくば、後

にイメージを変更した場合に必

要なタグも削除されてしまいま

す。  
[OK] および [取り消し]  [OK] をクリックすると切断面

イメージの変更が確定され、レ

ポート テンプレート エディタ

またはレポート ウィンドウに

イメージが表示されます。レポ

ートに[CadReportObject]が含

まれる場合、切断線が CAD イ

メージに表示されます。  

[取り消し] をクリックすると、

変更を適用せずにダイアログ 
ボックスが閉じます。ただし、

レポート ウィンドウにオブジ

ェクトをオンザフライで追加し

た場合、[SectionCutObject]は
まだ残っています。必要に応じ

てオブジェクトを右クリック

し、 [オブジェクトの削除] を選

択して削除します。  

 

その他のプロパティ  
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プロパティ  説明  
(ダイアログの設定)  [切断面の設定] ダイアログ ボッ

クスを表示します。  
下  共通のプロパティ  
左  共通のプロパティ  
平面のアンカー X  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

平面のアンカー Y  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

平面のアンカー Z  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

平面のベクトル I  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

平面のベクトル J  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

平面のベクトル K  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

右  共通のプロパティ  

公差  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

上  共通のプロパティ  

有効にする  共通のプロパティ  

フォント  共通のプロパティ  

イメージを表示しない  上記項目のダイアログ ボック

スについて説明したテーブルを

参照してください。  

表示  共通のプロパティ  
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EventReportData  イベントおよび Visual Basic コ

ードについて  

 

オンザフライでの切断面の定義  

切断面を使用する も簡単な方法は、おそらく、レポートウィンドウの 終レポート内で、オン

ザフライの作成方法で切断面を定義することです。このためには次の操作を行います:  

1. レポート ィンドウを右クリックします。 ショートカット メニュー が 表示されます。  
2. オブジェクトをページに追加 | 切断面... メニュー項目を選択します。  
3. レポートウィンドウでクリックし、ボックスを目的の切断面イメージの大きさまでドラ

ッグします。マウスボタンを離すと、 [切断面の設定] ダイアログ ボックスが表示されま

す。  
4. ダイアログ ボックスを使用し、上記の手順で切断面を定義します。レポート ウィンドウ

に切断面の輪郭が挿入されます。  

 

切断面の輪郭例  

レポート ウィンドウで切断面の輪郭の変更  

オブジェクトを右クリックし、表示されたショートカット メニューより [オブジェクトの編集...] 
を選択します。  
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[スライダ]オブジェクト  

 

[スライダ] オブジェクトを使用して、テンプレートにスライダを挿入できます。レポートのスラ

イダを使用すると、ユーザーに連続する許容範囲値から値を設定させることが可能です。  

オブジェクトのサイズや他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用すること

により、オブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
アクセラレータ(ショートカッ

ト)  
ALT キーと共に使用する文字を

設定し、コントロールのアクセ

ラレータ(ショートカット)を作

成することが可能です。  

設定される文字または記号は、

(メニューバーのアクセラレー

タを含めて)他のアクセラレー

タに使用されるものとは異なる

必要があります。  
方向  スライダの方向を設定します。 

[水平] を選択すると、スライダ

は水平方向に、横に動きます。 

[垂直] を選択すると、スライダ

は垂直方向、上下に動きます。 
TickStyle  スライダの目盛の表示方法を設

定します。  

0 – 両方: 水平スライダの場

合、目盛が 上下 に表示され、

垂直スライダの場合、目盛が 
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左右 に表示されます。  

 

   

1 – 上/左: 水平スライダの場

合、目盛が上に表示され、垂直

スライダの場合、目盛が左に表

示されます。  

 

   

2 – 下/右: 水平スライダの場

合、目盛が下に表示され、垂直

スライダの場合、目盛が右に表

示されます。  

 
AutoTicks  [はい] を設定すると、スライダ

に目盛が表示されます。目盛と

は、スライダの端から端まで一

定間隔( [TickFrequency] プロパ

ティで設定)に置かれる短い垂

直線または水平線です。  
TickFrequency  この値を使用すると、目盛を表

示する間隔を指定できます｡ 2
から 200 の値が設定可能で、ス

ライダの端から端に沿って等間

隔に表示されます｡  
HelpHotButton  [はい] を選択した場合、スライ

ダの横に疑問符のヘルプ ボタ

ンが表示されます｡  

 

実行モードでこのヘルプ ボタ

ンをクリックすると、PC-DMIS
オンライン ヘルプが表示され

ます。  
ValueID  値の ID です。コントロールを

設定または取得する場合に使用
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します。  
MinimumEq  小値を設定します(この値は

定数、簡単な方程式から求めら

れた値、または VBScript から

の戻り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MaximumEq  大値を設定します(この値は

定数、簡単な方程式から求めら

れた値、または VBScript から

の戻り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
DisplayID  スライダが調整された場合に

DisplayID を更新するかどうか

を指定できます｡  

[スピナ]オブジェクト  

 

[スピナ] オブジェクトを使用して、テンプレートに[スピナ]コントロールを挿入できます。この

コントロールは編集ボックスとともに動作するように設定可能で、ある範囲で数値を変化させる

ことで数値を選択することができます。数字の範囲は、 [MinimumEQ] プロパティおよび 
[MaximumEQ] プロパティを使用して設定します。  

オブジェクトの高さや他の属性も変更可能であることに加え、次のプロパティを使用することに

より、オブジェクトをさらにカスタマイズすることが可能です:  

プロパティ  説明  
アクセラレータ(ショートカッ

ト)  
ALT キーと共に使用する文字を

設定し、コントロールのアクセ

ラレータ(ショートカット)を作

成することが可能です。  

設定される文字または記号は、

(メニューバーのアクセラレー

タを含めて)他のアクセラレー

タに使用されるものとは異なる

必要があります。  
方向  スピナ コントロールの方向を

設定します。  

[水平] を選択すると、スピナの

矢印が水平方向を向くよう回転
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します。  

[垂直] を選択すると、スピナの

矢印が垂直方向を向くよう回転

します。  
WrapAround  このプロパティを [はい] に設定

すると、リストの値を増加また

は減少して 小値または 大値

に達した場合、レポートはリス

トの 初または 後に戻ること

ができます。  
EditBuddy  [はい] を選択すると、タブの順

番でスピナの直前にある編集コ

ントロールにスピンが関連付け

られます。タブの順番は、編集

モードでオブジェクトを選択

し、SHIFT＋Enter を押すこと

で表示されます｡  
DecimalBase  これを使用すると、スピンの基

数を 10 進数( [はい] を選択)ま
たは 16 進数( [いいえ] を選択)
のいずれかに設定できます。  

IncrAccelerator  この値を使用すると、矢印をク

リックするごとにスピンが増減

する量を指定できます｡デフォ

ルトは 1 です。  
ValueID  [CurPage(現在のページ)] およ

び [NumPages(総ページ)] 変数

が含まれます。このコントロー

ルを使用してこれらの値を取得

または設定します。  
MinimumEq  小値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  
MaximumEq  大値を設定(この値は定数、

簡単な方程式から求められた

値、または VBScript からの戻

り値が設定可能です)。  

-$, $, CONST  

TextReportObject  
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[TextReportObject] オブジェクトを使用して、レポート テンプレートにテキスト表示形式のレ

ポートデータのコンテナを挿入できます。このオブジェクトを挿入すると、初めにレポートデー

タの例が記入されたボックスが表示されます。これはデザインの過程で非常に便利です。レポー

トに対してテンプレートを適用すると、実際のデータが使用されます。  

 

レポートデータの例が表示された TextReportObject  

 

実際のレポートデータが表示されたレポートの例  

オブジェクトを選択し、右クリックしてプロパティを編集することにより、挿入された

TextReportObject の表示形式を変えることも可能です。  

このオブジェクトに固有のプロパティは次の通りです:  

プロパティ  説明  
Colors  表示されるテキストの色を変更

します。デフォルトでは、この

オブジェクトはコマンド モー
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ドの編集ウィンドウで使用され

ているものと同じ配色を使用し

ているので、このプロパティを

クリックすると独立した色のセ

ットを作成するか尋ねるメッセ

ージが出力されます。 [はい] を
クリックすると、 [色の編集] ダ
イアログ ボックスが表示され

ます。このエディタを使用し

て、選択された

TextReportObject の新しい配色

を定義することが可能です。  

[色の編集] の使用方法に関する

説明は、" カスタマイズ設定 "
の" 編集ウィンドウの配色を定

義 "を参照してください。  
ShowAlignments  レポートの配置を表示または非

表示にします。  
ShowComments  レポート内のコメントを表示ま

たは非表示にします。  
ShowDimensions  レポートに表示する寸法を指定

します。  

全て表示 - 全ての寸法を表示し

ます。  

なし - 寸法は表示されません。 

公差の範囲外 - 公差の範囲外に

ある寸法のみ表示されます。  

公差の範囲内 - 公差の範囲内に

ある寸法のみ表示されます。  
ShowFeatures  レポート内の要素を表示または

非表示にします。  
ShowHeaderFooter  レポートのヘッダーおよびフッ

ダーデータを表示または非表示

にします。  
ShowMoves  レポート内の[移動]コマンドを

表示または非表示にします。  
ShowScreenCaptures  レポート内のスクリーンショッ

トを表示または非表示にしま

す。  
Rules Tree  このオブジェクトに対する [ル

ール ツリー エディタ] を開きま

す。これにより、ルールを作成

してオブジェクト内で式または
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ラベル テンプレートを使用す

るタイミングおよび方法を定義

することが可能です。  

ラベル テンプレートおよび式

を使用して、特にどのレポート

データをオブジェクト内に表示

するかをコントロールすること

ができます。" ルール ツリー エ
ディタについて "を参照してく

ださい。  

[テキスト]オブジェクト  

 

[テキスト] オブジェクトを使用して、テンプレートにテキスト形式のラベル、説明、およびマー

キングを挿入することができます。これは、レポートをより有意義に仕上げるのに便利です。テ

キスト オブジェクトを選択し、右クリックしてプロパティを編集することにより、挿入された

テキスト オブジェクトの表示形式を変えることも可能です。  

テキスト オブジェクトのプロパティは" 共通のプロパティ "トピックで説明されています。  

TextVar Object  

 

[TextVar] オブジェクトを使用すると、動的な数値テキストをテンプレートに挿入できます。こ

のオブジェクトは [テキスト] オブジェクトとは異なり、 [TEXT] プロパティの代わりに次の 2 つ

のプロパティが追加されています:  

プロパティ  説明  
ValueEq  値を設定(この値は定数、簡単

な方程式から求められた値、ま

たは VBScript からの戻り値が

設定可能です)。この値は実行

時に書式が整えられて表示され

ます。  

-$, $, CONST  

 
Format  'C'言語標準を使用して数値の書

式揃えをします。ただし、数値

の部分にのみ使用可能です。例

えば、 [%5.2lf] は [5.2] 、 
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[%5d] は [5] と表示されます。

例外として、 BOOLEAN 変数

が使用されている場合、 $ 文字

列は、 [NO] または [YES] と変

換されます。  

 

このオブジェクトを使用するには、 [ValueEq] プロパティを編集して変数の数値の表示形式を設

定します。  

レイアウト バー  

 

[レイアウト バー] には、編集モードのグリッド内でオブジェクトを効果的に配置、整理、およ

び表示するのに必要なツールが用意されています。次のトピックで各アイコンの機能について説

明します。  

編集  

 [編集] アイコンを使用すると、テンプレートを実行モードに切り替えます。レポート テン

プレートおよびラベル テンプレート エディタは常に編集モードのままです。このアイコンはフ

ォーム エディタでのみ機能します。  

プロパティ シート  

 [プロパティ シート] アイコンは選択したオブジェクトのプロパティを [プロパティ シート] 
ダイアログ ボックスに表示します。 [プロパティ シート] ダイアログ ボックスでは、選択したオ

ブジェクトのプロパティを変更することができます。 [プロパティ シート] ダイアログ ボックス

上部のリストから、別の既存のオブジェクトを選択すると、現在、プロパティが表示されている

オブジェクトを簡単に変更できます。  

使用可能なプロパティについての詳しい説明は、" オブジェクトのプロパティについて "を参照

してください。  

グリッドの表示/非表示  

 [グリッドの表示/非表示] アイコンを使用して、対応するグリッドを表示または非表示にし

ます。編集モードで使用すると、グリッドは 10 分の 1 毎に点が表示されるのでオブジェクトの

サイズを正確に設定する場合に便利です。" グリッドを使用した操作 "を参照してください。  
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スナップ点の表示  

 [スナップ点の表示] アイコンを使用して、各オブジェクトに対するスナップ点を表示できま

す。スナップ点はオブジェクトを線に沿って並べる場合に便利です。例えば、説明用のテキスト

ボックスのスナップ点とオブジェクト(例えば円)のスナップ点を結ぶ線を利用して、説明用のテ

ストボックスが円を指し示す線を作成することができます。次に、引き出し線と同様に、円が新

しい位置に移動するとそれに付けられた線が円の新しい位置に合わせて伸縮します。  

上記の例で説明されているようにスナップ点を使用するには、次の操作を行います。  

1. 円のオブジェクトを作成します。  
2. 線のオブジェクトを作成します。  
3. 編集モードで、 レイアウト バー より [スナップ点の表示] アイコンを選

択します。グリッド上のオブジェクトの領域に青い点が表示されるのが確

認できます。これらの青い点がスナップ点です。  

 
5 つのスナップ点が表示された円の例  

4. 線を選択し、一方の端がちょうど円の目的のスナップ点に来るまでドラッ

グします。円のオブジェクトを動かしてみてください、線は円のオブジェ

クトのスナップ点に付いています。  
5. 円の説明用にテキスト オブジェクトを作成し、簡単な説明を入力します。  
6. 線のもう一方の端を選択し、テキストオブジェクトのスナップ点の 1 つ

に来るまでドラッグします。  
7. ここで、説明用のテキスト ボックスまたは円のオブジェクトを選択し、

ドラッグします。線のオブジェクトが伸縮および移動し、常に 2 つのオ

ブジェクトの使用されたスナップ点を結ぶ直線となっています。  

スナップ点に付けられているオブジェクト分離するには、接触しているオブジェクトの端をドラ

ッグしてスナップ点より離すだけです。  

スナップ点と引き出し線オブジェクトの違い  

多くの場合、スナップ点の代わりに [引き出し線] オブジェクトを使用するでしょう。引き出し

線オブジェクトはスナップ点とほぼ同じ機能を持ち、使用もより簡単です(" 引き出し線オブジェ

クト "トピックを参照してください)。 引き出し線 オブジェクトを上回るスナップ点の利点の一

つとして、オブジェクトの間に複数の線を結べるということ、オブジェクトを結ぶ線をスナップ

点の位置に正確に合わせられることが挙げられます。例えば、次に示すようにスナップ点を使用

してさらに複雑な形を編集モードで直接作成できます:  
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2 つの円のスナップ点を 4 本の線で結んで作成された円柱の例  

サポートされるオブジェクト  

線およびポリライン オブジェクトのみがオブジェクトのスナップ点に付けられます。スナップ

点を持つオブジェクトは次の通りです:  

• テキスト  
• TextVar  
• 境界  
• 楕円  
• Bitmap  
• Dimension Color Key  
• ヒストグラム  
• 要素テキスト  
• 寸法データ  
• 点データ  

添付されたオブジェクトの表示  

多くのオブジェクトを使った複雑なページでは、 表示 | 経路 メニューオプションを使用して、

現在選択されているオブジェクトに接続されているオブジェクト連鎖を確認する場合に便利です。

このメニューオプションを使用すると、スナップ点を通って何らかの方法で現在選択されている

オブジェクトに接続している一連のオブジェクトが全て選択されます。  

ルーラーの表示/非表示  

 [ルーラーの表示/非表示] アイコン を使用して、グリッドの上側および左側にあるルーラー

を表示または非表示にすることができます。ルーラーにはグリッドの大きさがインチまたはセン

チメートルで表示されます。さらに、グリッドの水平軸(上ルーラー)および垂直軸(左ルーラー)
に沿ってカーソルの位置が表示されます。インチまたはセンチメートル表示を切り替えるには、

ルーラーを右クリックし、ショートカット メニューより必要なオプションを選択します。  
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拡大/縮小  

これらのアイコンを使用して、ハイパー レポートを拡大または縮小表示し、元の大きさに戻す

ことが可能です:  

100%ずつ拡大 - クリックする度にレポートが 100 パーセント単位で拡大表

示されます。このアイコンを 5 回クリックして 大 500 パーセントまで拡大

することが可能です。  

100%ずつ縮小 - レポートが拡大表示されている場合、クリックする度に 100
パーセント単位で縮小されます。拡大表示されていない場合、100 パーセン

トの大きさに戻すことのみ可能です。  

 1:1 にズーム - レポートのサイズを元の 1:1 の大きさに戻します。  

ズームの大きさに関わらず、PC-DMIS では、"アクティブ"または"非アクティブ"モードを持つコ

ントロールがアクティブにされた場合はいつでも元の大きさに戻ります(例えば 
CadReportObject または GridControlObject をダブルクリックした場合)。これらのコントロール

を残して編集環境に戻ると、ズームの大きさは以前の状態に戻ります。  

グループ化  

 [グループ化] アイコンを使用して複数のオブジェクトを選択し、グループ化することが可能

です。グループ化されると、エディタはグループ化されたオブジェクトを 1 つのオブジェクトと

して表示します。  

複数のオブジェクトをグループ化するには、Shift キーを押しながらグループ化したいオブジェ

クトを全て選択するか、全てのオブジェクトの周りをボックス選択した後、 [グループ化] アイ

コンをクリックします。  

グループの解除  

  [グループの解除] アイコンを使用して、グループ化されたオブジェクトを個々のグループ

解除された状態に戻すことが可能です。このためには、グループ化されたオブジェクトを選択し、 
[グループの解除] をクリックします。  

再グループ化  

 [再グループ化] アイコンを使用すると、直近のグループ解除されたオブジェクト一式を、各

オブジェクトを再び選択しなくても再グループ化することが可能です。  
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エッジ配置  

  エッジ配置 アイコンは、以下の追加のアイコンを伴い、それを用いると、一連の選択され

たオブジェクトを、左端、右端、 上部エッジ、または、底部エッジに沿って配置します:  

 選択されたオブジェクトを、左端に配置します  

 選択されたオブジェクトを、右端に配置します  

 選択されたオブジェクトを、 上部エッジに配置します  

 選択されたオブジェクトを、底部エッジに配置します  

 

中央揃え配置  

  中央揃え  配置  アイコンは、以下の追加のアイコンを伴い、それを用いると、選択された

オブジェクトを水平に、または、垂直に中央揃えを行うことができます:  

 選択されたオブジェクトを、水平軸に沿って中央揃えします  

 選択されたオブジェクトを、垂直軸に沿って中央揃えします  

 

スペース  

  [スペース] アイコンをクリックすると次のアイコンが表示され、これらを使用して選択し

たオブジェクトを水平方向または垂直方向に等間隔に配置できます:  

 選択したオブジェクトを水平軸に沿って等間隔に配置します｡  

 選択したオブジェクトを垂直軸に沿って等間隔に配置します｡  

同じサイズに揃える  

 [同じサイズに揃える] アイコンでは、次に追加されたアイコン共に選択したオブジェクト全

ての幅または高さ、またはその両方を同じに揃えることが可能です:  
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 選択したオブジェクトの幅を同じサイズにします｡  

 選択したオブジェクト高さを同じサイズにします｡  

 選択したオブジェクトの幅および高さを同じサイズにします｡  

前面または 背面に移動  

 [ 前面または 背面に移動] アイコンでは、さらに別のアイコンを使用して選択されたオブ

ジェクトを他のオブジェクトの前面または背面に移動することが可能です。これは複数のオブジ

ェクトが重なり合い、ある特定のオブジェクトを表示したい場合に便利です。次の使用可能なア

イコンが含まれます:  

選択したオブジェクトを他の全てのオブジェクトの前面に移動し、一番上に

表示します。  

選択したオブジェクトを他の全てのオブジェクトの背面に移動し、一番下に

表示します。  

注記: オブジェクトを他のオブジェクトの前面または背面に移動するということは、内部の描画

レベルは別のオブジェクトに使用されていることを前提としています。これは、オブジェクトは

同じ描画レベル内でのみ、別のオブジェクトの前面に移動可能であることを意味します。例え

ば、レベル 1 にラベルおよび切断面オブジェクト、レベル 2 にテキスト オブジェクト、レベル 3
に CAD レポートオブジェクト、レベル 4 に他のオブジェクトが属しているとします。レベルの

表示順はレベル 1、2、3、および 4 とし、レベル 1 のオブジェクトが一番上のオブジェクトであ

るとします。描画レベルの制約により、例えばテキスト オブジェクトはラベル オブジェクトの

前面に移動できません。  

直前の操作を元に戻す  

  [直前の操作を元に戻す] アイコンを使用して、エディタ内で行った直前の操作を元に戻す

ことが可能です。  

 

グリッドを使用した操作  
フォームまたはテンプレート エディタで作業中、レイアウト バーから [グリッドの表示/非表示] 

アイコン をクリックするか CTRL+G を押すとフォームまたはテンプレートの背景にあるグ

リッドを表示したり非表示にしたりすることが可能です 。  
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このグリッドを正確なオブジェクト配置やサイズの変更用のツールとして、およびテンプレート

の余白のガイド線を調整する手段として使用できます。  

 
A - ガイド線  

 

 

デフォルトのグリッドの印およびガイド線の表示例  

編集 | レイアウト | グリッドの設定 を選択し、 [グリッドの設定] ダイアログ ボックスにアクセ

スします。  

 

[グリッドの設定]ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを使用して、グリッドをカスタマイズすることができます。このダイ

アログ ボックスのコントロールに関する説明は、下記のテーブルを参照してください:  

ダイアログ ボックス内のコン

トロール  
説明  

[グリッドを表示] チェックボッ

クス  
[グリッドを表示] チェックボッ

クスはグリッドの表示/非表示

を切り替えます。  
[グリッドにスナップ] チェック

ボックス  
[グリッドにスナップ] チェック

ボックスでは、グリッド上にあ

るコントロールを も近いグリ

ッドの位置まで移動またはスナ

ップするかどうかを指定しま

す。  
[間隔] エリア  [間隔] エリアでは、グリッドの

印の間隔を数値で設定します。
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これらの数字が小さいほど、グ

リッドの印の間隔は狭くなりま

す  
[ガイド線] エリア  [ガイド線] エリアを使用して、

テンプレート エディタの上、

左、右、および下の余白のガイ

ド線を指定することが可能で

す。  

各ボックスの値は、それぞれガ

イド線が設定される位置をグリ

ッドの印の数で設定します。値

をゼロに設定するとガイド線が

完全に削除されます。  

これらのガイド線の外にオブジ

ェクトを配置することはできま

せん。  

前回元に戻した操作の再実行  

 [前回元に戻した操作の再実行] アイコンでは、 [直前の操作を元に戻す] アイコンをクリッ

クして元に戻した操作を再実行できます。  

オブジェクトの属性について  
テンプレート、または、フォームに付け加えられる各オブジェクトは、それに関連した、一連の

属性 (または、特質) を持ち、それらは、オブジェクトの位置、サイズ、色、フォント、テキス

ト、名称等をコントロールします。 また、それに関連した各オブジェクトもまた、一連のイベ

ント ハンドラ関数を持ち、そのオブジェクト上でのマウスのクリック、または、ダブルクリッ

クのような、特定のイベントが行われた時に、それらは引き金が引かれます。 これらの属性と

イベント ハンドラは、「属性シート」と呼ばれることがある 属性 ダイアログ ボックスを用いて、

閲覧、及び/または、変更が可能です。  

オブジェクトの属性にアクセス  

属性 ダイアログ ボックスは、オブジェクトを (その境界線を単一クリックして) 選択し、それか

ら、右クリックすることによって、見ることができます。 以下は、 テキスト 1 という名称のテ

キスト オブジェクトと、その各種属性を表示する属性シートの例です:  
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属性ダイアログ ボックスのサンプル  

利用可能なオブジェクトの属性閲覧  

属性 ダイアログ ボックスの 上部には、ドロップダウン一覧があります。 この一覧ボックスに

は、メイン編集エリアのような、常に存在し削除不可能なオブジェクトに加えて、テンプレート、

または、フォーム内のオブジェクトの各々のエントリーを含みます。 レポート エディタにおい

て、メイン編集エリアは ページ と呼ばれます。 ラベル エディタとフォーム エディタでは、そ

れは フレーム/画像 と呼ばれます。  

このドロップダウン一覧から、異なるオブジェクトを選ぶことによって、フォームやテンプレー

ト内で、どのようなオブジェクトの属性をも閲覧することが可能です。 複数のセクションを伴

うレポート テンプレートをお持ちの場合、この一覧は、その時点でのセクションのオブジェク

トのみを表示します。  

注記: レポート テンプレートについては、このドロップダウン一覧からのみアクセスできる、 レ
ポート と呼ばれる追加のオブジェクトが存在します。 それには、 上級 カテゴリに 2 つの属性が

あり、それを用いると、ユーザー割り当て属性を収集するために、ご自身の外部実行可能物 
( .exe ファイル)を特定することができます。 これらの属性は、 テンプレート選択プログラム と 
パーツプログラム実行プログラム です。 PC-DMIS は、テンプレート選択中とパーツプログラム

実行中にそれぞれ、その特定プログラムを実行します。  

属性構成の理解  

各オブジェクトの属性は、3 つの主なカテゴリに分割されます: 標準 、 上級 、及び、 イベント 。 
各カテゴリの左側にある + または、 - 記号をクリックして、これらのカテゴリのそれぞれを縮約、

あるいは、拡大することができます。  

一般に、 標準 属性は、色、位置、及び、線のスタイルをコントロールします。 上級 属性は、そ

のオブジェクトが作動可能か否か、見えるか否か、といったようなことをコントロールします。 
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イベント 属性は、BASIC 言語を用いて、特定のイベントの発生時に、専用の手順をコード化し

ます。  

注記: ActiveX と OLE オブジェクトには、追加のセクションがあり、そのそれぞれの項目に記述

があります: 「 ActiveX オブジェクト 」と「 OLE オブジェクト 」。  

利用可能な属性の内容説明については、「 共通属性 」項目を参照するか、または、内容説明が

見つからない場合には、「 オブジェクト バー 」の項目で入手可能な、あるオブジェクト専用文

書を閲覧して下さい。 イベントに関する情報については、「 イベントについて 」の項目を参照

して下さい。  

名称識別子の理解  

オブジェクトをテンプレートか、または、フォームに挿入する時、独自の名称識別子がそのオブ

ジェクトの オブジェクト コード 属性に自動的に割り当てられます。 同一タイプの、それに続く

オブジェクトは、同一の名称の後に増加する数値の付随した、名称を持ちます。 例えば、エデ

ィタは、お客様の 初の テキスト オブジェクトを、自動的に「テキスト 1」と名付けます。 そ
れは、後続の テキスト オブジェクトを「テキスト 2」、「テキスト 3」、等と名付けます。 も
ちろん、この値を別の名称に変更することが可能です。 その場合には、確実に独自の名称を付

けるようにして下さい。 オブジェクトのコードを使用する、BASIC スクリプトすべてもまた、

オブジェクトの名称識別子変更の場合に、更新されなければなりません。  

属性値の変更  

ドロップダウン一覧表示の場合、属性を選択し、その値をクリックするか、新規の値を選択する

ことにより、あるいは、編集フィールドの場合、新規の値をタイプ入力することにより、どのよ

うな属性でも変更できます。  

属性値としての式  

GridControlObject の欄が、式を持てるのと同じように、一部の属性値は、定数のかわりにレポ

ート式を持つことが可能です。 イコールの記号 (=) で式を始めることを忘れないで下さい。 例
えば、ラベル テンプレート内に テキスト オブジェクトを持ち、それがテキストのかわりに、そ

の時点でのフィーチャーの ID を表示するようにしたい、とします。 テキスト 属性欄に、

「=ID」とタイプ入力します。 実行中、 PC-DMIS からフィーチャー名が引き出され、 テキスト 
オブジェクト内にそれが表示されます。  

共通のプロパティ  

次は テキスト オブジェクト を例にとったプロパティです 。これらのプロパティはまた、他の多

くのオブジェクトのプロパティの中核を構成しています。 オブジェクトに特有のプロパティ は
各オブジェクトの説明に記されています。イベント プロパティの詳細は、" イベントについて "
トピックに説明されています。  
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[プロパティ]ダイアログ ボックスの例  

標準的および詳細な共通のプロパティ  

共通のプロパテ

ィ  
説明  

(オブジェクト コ
ード)  

   

テンプレートまたはフォームでオブジェクトを識別する一意の

名前です。BASIC 言語を使用してオブジェクトのプロパティま

たはメソッドにアクセスする場合は、必ず次の構文を使用しま

す: {オブジェクト コード}.{プロパティまたはメソッド名}  
配置  

   

テキスト オブジェクトの四角形内でテキストの配置を指定し

ます。  

   
AnchorSnaps  

   

[スナップ点の入力] ダイアログ ボックスを使用して、スナップ

点の作成、削除、または修正を実行するフィールドです。スナ

ップ点は楕円、四角形、テキストボックス、またはビットマッ

プ イメージのオブジェクトに属します。  

[線] または [ポリライン] オブジェクトに対しては、線の先端を

表示されている青色のスナップ点にドラッグしてをオブジェク

トをスナップ点に接続することが可能です。  

いったん接続されたら、オブジェクトを新しい位置へドラッグ

してもスナップされた線はスナップ点でつながったままで、必

要に応じて回転、引き伸ばし、および縮小されます。この機能

は、頻繁に移動するオブジェクトと常に繋がった"引き出し線"
を作成する場合に便利です。  

スナップ点を表示するには、 [レイアウト] ツール バーから [ス
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ナップ点の表示] アイコンをクリックします。  

 

   
BackColor  

   

オブジェクトの背景色を設定します。この色はテキスト オブ

ジェクトの四角形を塗りつぶすのに使用されます。  

Nil - 値なしを意味します。つまり、背景色は透明で、オブジェ

クトの背後にある他のオブジェクトの色が見えるようにしま

す。デフォルトでは、全ての BackColor プロパティは Nil に設

定されています。  

厳密には、色を Nil に設定すると、実際は RGB(255,255,254)
の色として定義されます。この色がレポート ウィンドウ内で

透明に設定されます。  

試しに色を RGB(255,255,254)に指定すると、自動的に

RGB(255,255,255)の非透過色が設定されます。実施に見える

分には影響ありません。  

ラベルにビットマップを使用し、色を RGB(255,255,254)に設

定すると、その色はレポート ウィンドウ内で透明になること

にご注意ください。  
BorderStyle  

   

オブジェクトを取り囲む境界線のスタイルです。  

   
下  

   

オブジェクトの四角形の下の位置を、テンプレートまたはフォ

ームの上端からの距離としてピクセルで指定します。  

   
CursorPointer  

   

オブジェクトの上をマウスでドラッグしたときに表示されるカ

ーソルを指定します。  

   
有効  

   

オブジェクトを有効に、または無効にします。無効化されたオ

ブジェクトは見ることはできますが、ユーザー入力には反応し

ません。  

   
フォント  

   

オブジェクトに表示されるテキストのフォントを指定します。  

   
ForeColor  

   

オブジェクトの前景色を設定します。テキストオブジェクトの

場合は、テキストの色を設定します。  

   
HatchStyle  オブジェクトの背景ボックスの塗りつぶしに使用するハッチス
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   タイルを設定します。  

   
HelpContextID  

   

特定のヘルプ トピックの呼び出しに使用するコンテキスト ID
です。WinHelp( )を起動するようなヘルプボタンと共に頻繁に

利用されます。  

   
HiliteColor  

   

(当オブジェクトは PC-DMIS に使用されていません)  

   
レイヤー  

   

現在のオブジェクトを選択されたレイヤーに割り当てます。  

   
左  オブジェクトの四角形の左端の位置を、テンプレートまたはフ

ォームの左端からの距離としてピクセルで指定します。  

   
方向  

   

オブジェクト内のテキストの向きを指定します。水平方向のテ

キストは左から右へ表示されます。垂直逆方向の場合、下から

上へ表示されます。垂直方向の場合、上から下へ表示されま

す。  

   
PenWidth  

   

オブジェクトを描画する場合に使用される、ペンの太さを指定

します。テキストオブジェクトの場合、ペンの太さはテキスト

の周りに表示される境界線のみに影響します。  

   
右  

   

オブジェクトの四角形の右端の位置を、テンプレートまたはフ

ォームの左端からの距離としてピクセルで指定します。  

   
ShadowStyle  

   

オブジェクトを描画する際に使用する影効果を指定します。  

   
タグ  

   

ユーザー定義のデータを保存するプレースホルダです。  

   
テキスト  

   

テキストオブジェクトに表示されるテキストです。このフィー

ルドには、英数字の前にアンド記号(&)を入力して、ショート

カット キー(下線付きの文字で表示)を作成し、 実行モード で
Alt キーと同時に押すと直ちにコントロールに焦点が当たるよ

うにすることも可能です。多数のショートカット キーを使用

する場合、編集モードで [編集 | レイアウト | ニーモニックの

検査] メニュー項目を使用してそれぞれ重複していないか確認

することができます。  
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ヒント テキスト  

   

実行モードでマウスをオブジェクトの上に動かしたときに表示

されるテキストを設定します。  

   
上  

   

オブジェクトの四角形の上の位置を、テンプレートまたはフォ

ームの上端からの距離としてピクセルで指定します。  

   
表示  

   

オブジェクトの表示/非表示を設定します。値が 1 の場合は表

示、 0 の場合は非表示に対応します。  

   
PC-DMIS コマン

ド  
(カスタム レポート エディタに追加されるオブジェクトに対し

てのみ表示されます)  

レポート内の既存のオブジェクトが参照するコマンドを追加ま

たは削除します。レポートのオブジェクトを選択してから、こ

のプロパティを選択すると、 [PC-DMIS コマンド] ダイアログ 
ボックスが表示されます。  

[PC-DMIS コマンド]ダイアログ ボックス  

左側にパーツプログラムの全てのコマンドが展開または折り畳

み可能なリストで表示されます。右側のリストには、オブジェ

クトが参照する全てのコマンドが表示されます。  

• 選択したオブジェクトが参照するコマンドを、左側の

リストより選択します。右側のリストにコマンドが表

示され、オブジェクトは複数のコマンドを取ることが

可能です。ただし、多くの場合は一つのコマンドのみ

選択されます。  
• [OK] をクリックします。ダイアログ ボックスが閉じら

れ、選択されたオブジェクトに新しいコマンドが参照
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されます。  

これは、基本的に、パーツプログラム内の別のデータを使用す

るためにオブジェクトを更新するもう一つの方法として利用さ

れます。オブジェクトを更新する通常の方法については、" デ
ータをカスタム レポートへドラッグおよびドロップ "を参照し

てください。  

複数のコマンドを取るオブジェクト(GridControlObject など)に
対しては、このダイアログ ボックスを使用して参照するコマ

ンドの順番を変更することが可能です。  
PC-DMIS 参照先  (カスタム レポート エディタに追加されるオブジェクトに対し

てのみ表示されます)  

選択したレポートのオブジェクトに参照されるコマンドをトラ

ックします。レポート生成時に、各コマンドに対して、オブジ

ェクトごとに参照するコマンドをそれぞれ検査します。オブジ

ェクトがコマンドの参照を処理する必要ありと認識した場合、

そのオブジェクトにコマンドのデータが引き渡されます。  

ほとんどのオブジェクトは一回に一つのコマンドのみ取ります

が、複数のコマンドからデータを受けるオブジェクト

(GridControlObject など)もあります。カスタム レポート エデ

ィタにコマンドをドラッグ アンド ドロップすると、PC-DMIS
は参照先を内部で処理します。いくつかの理由でどのコマンド

を参照するか手動でコントロールする場合、必要なことはこの

プロパティを使用するだけです。  

 

 

 

 

[フレーム/ビュー]のプロパティ  

ラベル テンプレート エディタおよびフォーム エディタの主要な編集領域には、 [フレーム/ビュ

ー] と呼ばれる特別なオブジェクトが含まれています。このオブジェクトは、他のオブジェクト

と同様にアクセスおよび設定可能なプロパティが含まれます。  

プロパティ  

ラベル テンプ

レート エディ

タまたはフォ

ーム エディタ

のどちらで使

用されるか  

説明  
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高さ  両方  主な編集領域の高さをピクセルで定義します。  
幅  両方  主な編集領域の幅をピクセルで定義します。  

LocalDecls  両方  フォームまたはラベル全体から参照可能な変数を宣

言します。  

ページの方向  
ラベル テンプ

レート エディ

タ  

ラベルの向きを事前に定義された方向、 [縦] または 
[横] のいずれかに設定します。  

ページサイズ  
ラベル テンプ

レート エディ

タ  

ラベルをデフォルトのプリンタがサポートするペー

ジサイズの 1 つに設定します。 プリンタの種類に

より、この項目にはレター、A4、または他のサイ

ズが何点か表示されます。  

サポートされる

コマンドの種類  

ラベル テンプ

レート エディ

タ  

[サポートされるコマンドの種類] ダイアログ ボック

スが表示されます。このダイアログ ボックスを使

用して、このラベル テンプレートを使用するのに

必要なコマンドを指定することが可能です。次に、

レポート ウィンドウでラベルを右クリックし、 [レ
ポートの変更...] メニュー項目を選択すると、選択

された種類のコマンドをサポートするラベルのみが

表示されます。  

横に配置  フォーム エデ

ィタ  
実行の際、フォームをウィンドウ内に横向きに配置

します。  

LocalVariables  フォーム エデ

ィタ  
" [ローカル変数]プロパティを使用したグローバル

変数の宣言 "トピックを参照してください。  

MaximizeBox  フォーム エデ

ィタ  

[はい] を設定した場合、 [ 大化] アイコンが フ
ォームの右上のコーナーに表示されます。実行モー

ドまたは実行中にこのアイコンをクリックすると、

フォーム ウィンドウを可能な範囲で 大化するこ

とができます。  

MaximizeBox が [はい] に設定され、MinimizeBox が 
[いいえ] に設定された場合、[ 小化]アイコンは表

示されますが選択不可となります。  

MinimizeBox  フォーム エデ

ィタ  

[はい] を設定した場合、 [ 小化] アイコンが フ
ォームの右上のコーナーに表示されます。実行モー

ドまたは実行中にこのアイコンをクリックすると、

フォーム ウィンドウを 小化しタスクバーに収め

ることができます。  

MinimizeBox が [はい] に設定され、MaximizeBox が 
[いいえ] に設定された場合、[ 大化]アイコンは表

示されますが選択不可となります。  

縦に配置  フォーム エデ

ィタ  
実行の際、フォームをウィンドウ内に縦に配置しま

す。  
ヒント テキスト 両方  共通のプロパティ  
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セクションおよびページのプロパティ  

レポート テンプレート エディタおよびカスタム レポートエディタの主な編集領域は、それぞれ 
[セクション] および [ページ] と呼ばれる特別なオブジェクトです。これらのオブジェクトのプロ

パティは、他のオブジェクトと同様にアクセスおよび設定が可能です。  

プロパティ  説明  
高さ  主な編集領域の高さをピクセルで定義します。  
幅  主な編集領域の幅をピクセルで定義します。  
(FormCode)  ページの名前を定義します。  

コマンド セット  

現在のセクション( [ページ] タブ)内での、コマンドの処理方

式を設定します。  

全てのコマンド ― この設定は現在のセクション( [ペ
ージ] タブ)内にある全てのコマンド セットを実行し

ます。これがデフォルトです。  

前のセクションから続行 ― この設定は、 後のセク

ションの処理が中断した場所から続けて、前セクショ

ンのコマンド処理が続行ます。  

前のセクションと同様に実行 ― この設定では、セク

ション( [ページ] タブ)は前のセクションと全く同じコ

マンド セットを実行します。この設定では、先頭の

セクションおよびそれに続く全てのセクションは小さ

なグループを形成します。小グループ内の、後に続く

全てのセクションは先頭ページおよび 1 つのページを

作成します。  

LocalDecls  

このオブジェクトに限定した変数を宣言するウィンドウを表

示します。これらの変数は、いったん宣言されるとオブジェ

クトに影響を与えるイベント内で使用可能になります。この

種類の宣言は、あるイベント内で変数に値を代入し、別のイ

ベント内でその値をチェックすることが可能です。この変数

はレポートまたはフォーム内の他のオブジェクトからは参照

されないため、うっかり値が変更されてしまうことから保護

されています。  

ローカル変数  " [ローカル変数]プロパティを使用したグローバル変数の宣

言 "トピックを参照してください。  

ページの 大値  

現在の [ページ] タブのデザインに使用するレポート ページ

の 大値を定義します。  

例えば、この値を 2 に設定したが、パーツプログラムの寸法

が 5 ページに及ぶ場合、セクションのページ数が設定された

大値である 2 ページに到達すると、そのセクションは以降

のコマンドを実行しません。残りのデータを表示するために

は、現在の処理コマンド用に新たにセクション( [ページ] タ
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ブ)を作成する必要があります。  

デフォルト値の 0 は 大値なしを意味し、全てのページが表

示されます。  
ヒント テキスト  共通のプロパティ  

"コマンド セット"および"ページの 大値"プロパティの例  

次の例は、レポート テンプレートが 4 つのセクション A、B、C、および D を持ち、それぞれに

TextReportObject が含まれるものと仮定します。加えて、パーツプログラムはセクションごとに

3 ページ分の測定結果を表示するのに十分な大きさであると仮定します。各例で、プロパティの

設定を説明するテーブルが表示されます。  

例 1  

セクシ

ョン  
ページの 大

値  
コマンド セット  

A  0  全てのコマンド  
B  0  全てのコマンド  
C  0  全てのコマンド  
D  0  全てのコマンド  

 

この例では、 終レポートには次のページが表示されます:  

A1,A2,A3,B1,B2,B3,C1,C2,C3,D1,D2,D3  

例 2  

セクシ

ョン  
ページの 大

値  
コマンド セット  

A  1  全てのコマンド  
B  0  全てのコマンド  
C  0  全てのコマンド  
D  1  全てのコマンド  

 

この例では、 終レポートには次のページが表示されます:  

A1,B1,B2,B3,C1,C2,C3,D1  

例 3  

セクシ

ョン  
ページの 大

値  
コマンド セット  
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A  1  全てのコマンド  
B  0  全てのコマンド  
C  0  前のセクションと同様

D  1  全てのコマンド  

 

この例では、 終レポートには次のページが表示されます:  

A1,B1,C1,B2,C2,B3,C3,D1  

例 4  

セクシ

ョン  
ページの 大

値  
コマンド セット  

A  1  全てのコマンド  
B  0  前のセクションから続

行  
C  0  前のセクションと同様

D  1  全てのコマンド  

 

この例では、 終レポートには次のページが表示されます:  

A1,B2,C2,B3,C3,D1  

 [ユーザー指定のプロパティ]を使用した操作  

バージョン 4.0 のレポート テンプレート エディタでは、 [プロパティ] ダイアログ ボックスに、

プロパティをユーザー定義可能にする非常に便利な要素が含まれています。これにより、プログ

ラムのオペレータは実行時にオブジェクトのプロパティを変更することができます。  

例えば、現在のパーツプログラムのオペレータの要求に従ってレポートのタイトルを動的に変更

する必要があるとします。この機能を使えば、このようなインタラクティブな方法を簡単にレポ

ートに追加することができます。  

ユーザー指定のプロパティを作成する方法:  

1. 任意のエディタ内で、オブジェクトを選択します。上記の例では、 テキ

スト オブジェクトを選択します。  
2. オブジェクトを右クリックします。これにより、オブジェクトのプロパテ

ィ シートがエディタの右側に表示されます。プロパティ シートの左側で

は、ほとんどのプロパティの隣に チェックボックス が表示されているの

が分かります。 これらのチェックボックスを使用して、どのプロパティ

をユーザー定義可能にするか指定します。  
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テキスト オブジェクトのプロパティ シートの例。左側にユーザー定義可能なチェック

ボックスがあります。  

 

3. ユーザー定義可能にしたいプロパティの隣にあるチェックボックスをオン

にします。上記の例では、 [テキスト] オブジェクトの、 [テキスト] プロ

パティを選択します。 [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボックス 
が表示され、ユーザーにプロパティ値の入力を促すメッセージおよびプロ

ンプトが表示されるタイミングを指定するよう求められます。  

 

[ユーザー指定のプロパティ]ダイアログ ボックス  
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4. [プロンプト] ボックスに、ユーザーに向けて表示されるメッセージを入力

し、次にユーザーがプロンプトを受け取るタイミングを 2 つの選択肢ボ

タンから選びます。プロンプトのタイミングは、ユーザーがテンプレート

を選択したとき、またはパーツプログラムが実行されたときのいずれかよ

り選べます。  
5. [OK] をクリックします。 [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボック

スが閉じます。  
6. レポート テンプレートを保存し、パーツプログラムに戻ります。  
7. ここで、これをテストするには、レポート ウィンドウを使用して [テンプ

レートの選択] アイコンをクリックし、ダイアログ ボックスよりレポート 
テンプレートを選択してパーツプログラムを実行します。  

8. 前のステップの実行中、何回か [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ 
ボックス が表示され、 [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボックス

の選択肢ボタンの選択に従ってプロパティの値を入力するよう求められま

す。  

 

[ユーザー指定のプロパティを定義]ダイアログ ボックス  

 

全てのユーザー指定のプロパティを表示および操作する方法:  

1. ユーザー定義可能なプロパティを持つレポートまたはラベル テンプレー

トにアクセスします。  
2. 編集 | ユーザー定義可能なプロパティ を選択します。 [ユーザー指定のプ

ロパティ] ダイアログ ボックス が 表示されます。このダイアログ ボック

スに、テンプレートの選択時またはパーツプログラムの実行時に表示可能

なプロパティが表示されます。  
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[ユーザー指定のプロパティ]ダイアログ ボックス  

3. [プロンプトのスタイル] ドロッダウン リスト より、目的の項目を選択し、 
このダイアログに表示される項目を絞ります。ユーザー指定のプロパティ

がこのリストボックスの下に現れます。リストボックスは全てのプロパテ

ィ、それらが属するオブジェクト、およびそのプロンプトを検索して表示

します。  

 

• プロパティを削除するには 、目的のプロパティを選択して大きな 赤色の
X をクリックします。 オブジェクトのプロパティはユーザー定義不可能

になり、テンプレートで既に定義済みのデフォルト値が使用されます。  

 

[プロパティの削除]アイコン  

• プロパティを並べ替えるには 、移動したいプロパティを選択し、次に 赤
色の上矢印または下矢印 をクリックします 。選択されたプロパティがリ

スト内で上下に移動します。  
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赤色の上矢印および下矢印  

• プロパティのプロンプト、またはプロンプトが表示されるタイミン

グを変更するには 、 [要素] 列内のプロパティをダブルクリックし

ます。 [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボックス が表示さ

れ、 変更が可能になります。  

 

[ユーザー指定のプロパティ]ダイアログ ボックス  

 

重要: [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボックスより、 [ユーザーがテンプレートを選択

したときに プロンプトを表示] を選択した場合、ユーザー指定値をの入力を促すプロンプトは一

度しか表示されません。以降、そのパーツプログラムに対しては、テンプレートに関連付けれら

れたデータが全てクリアされるまで、自動的にそのプロパティの初期値が使用されます。当 セ
クション 内の、" テンプレートに関連付けられたデータのクリア "トピックを参照してくださ

い。  
 
[レポートの実行時にプロンプトを表示] を選択した場合、パーツプログラムが実行される度に 
[ユーザー指定のプロパティを定義] ダイアログ ボックスが自動的に表示されます。  

テンプレートに関連付けられたデータの消去  

 [ファイル | レポート | テンプレートに関連付けられたデータの消去] メニュー項目により、現在

選択されているレポート テンプレートを使用した現在のパーツプログラムで使用されている次

の項目を削除することができます:  

• 任意のユーザー指定のプロパティ。これらを消去すると、現在のテンプレートで使用さ

れているユーザー指定のプロパティに対する値を入力するプロンプトが再度表示されま

す。  
• ラベル内でカスタマイズされたテーブル  
• CADReportObject オブジェクトの周囲にあるカスタマイズされたラベル配置  
• CADReportObject オブジェクトの回転角度または拡大率の変更  
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• その他全てのオブジェクトに対する変更、追加、またはページの重複  

 [ファイル | レポート | 全てのテンプレートに関連付けられたデータの消去] メニュー項目からも

上記メニュー項目と同じ操作が実行されますが、当レポートに使用されている 全ての レポート 
テンプレートに対して操作が行われます。  

ユーザー定義のプロパティに関する説明は、当 セクション の" [ユーザー指定のプロパティ]を使

用した操作 "を参照してください。  

イベントと、Visual Basic のコードについて  
この項では、お客様が Visual Basic プログラム言語について、少なくともいくらかの予備知識を

お持ちであると、推測しています。 Visual Basic について学習する必要がある場合には、書籍や

その他の外部教材をご覧下さい。  

属性 ダイアログ ボックス上の イベント の項には、お客様のテンプレート、または、フォーム 
オブジェクトが対応する、イベント ハンドラ関数の一覧があります。 関数名で示されたイベン

トが、その時点でのオブジェクトに対して起こる時には、常に、イベント ハンドラ関数が呼び

出されます。 関数が呼び出されると、その関数内の Visual Basic コードが実行されます。  

利用可能なイベント ハンドラ関数  

EventClick  オブジェクト上で、マウスがクリックされると、呼び出されます。  
EventDblClick  オブジェクト上で、マウスがダブルクリックされると、呼び出されま

す。  

 
EventDragDrop  

 

別の「ドラッグ可能な」項目が、そのオブジェクト上に落とされると、

呼び出されます。  

 
EventDragEnter  「ドラッグ可能な」項目が、そのオブジェクト上に 初にドラッグされ

ると、呼び出されます。  

 
EventDragOver  「ドラッグ可能な」項目が、そのオブジェクトを越えてドラッグされる

と、呼び出されます。  

 
EventInitialize  

 

他のハンドラがそのオブジェクト上に呼び出される前に、フォームが

初に実行モードに入ると、呼び出されます。  

EventMouseDown  

 

オブジェクト上で、マウス ボタンが押されると、呼び出されます。 その

関数に渡されるパラメータは、Shift キーが押された場合に、どのボタン

が押されたかを表示し、そして、マウスボタンが押された瞬間に、その

マウスの座標が表示されます。  
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EventMouseMove  

 

マウスがそのオブジェクト上を横切る時、呼び出されます。 その関数に

渡されるパラメータは、Shift キーが押された場合に、どのボタンが押さ

れたかを表示し、そして、動作イベントが送られた時に、そのマウスの

座標が表示されます。  
EventMouseUp  

 

そのオブジェクト上で、マウスボタンがリリースされると、呼び出され

ます。 その関数に渡されるパラメータは、Shift キーが押された場合に、

どのボタンが押されたかを表示し、そして、マウスボタンがリリースさ

れた瞬間に、そのマウスの座標が表示されます。  
EventPumpData  これは、フォーム エディタにおいて、恐らく も広く使用されているハ

ンドラ関数です。 そのオブジェクトに影響を持つ BASIC 変数が値を変更

した時には、常に EventPumpData が呼び出されなす。 また、オブジェ

クト自体を更新したい場合、お客様のコードを用いて、 
EventPumpData に個別のオブジェクト、(または、レポート内の全オブ

ジェクト) の呼び出しを強制することができます。 基本的に、オブジェ

クトが、変数値か、他のオブジェクトの状態に基づいて、それ自体を再

初期化するためのコードはすべて、 EventPumpData にあるべきです。 
EventTerminate  

 

レポートが閉じられると、または、フォーム エディタにおいて実行モー

ドから編集モードにトグルされると、呼び出されます。  

このハンドラ関数は、 項 編集  環境用にのみ利用可能です。  

 
EventReportData  これは、レポート エディタ、及び、ラベル テンプレート エディタにおい

て、恐らく も広く使用されているハンドラ関数です。 レポート データ

がその時点でのテンプレートに入力される時には、常に、呼び出されま

す。  

その主要機能は、ラベル内に配置される、ご自身の ActiveX コントロー

ルを作成することです。 例えば、PC-DMIS の 適合分析とフィーチャー

分析コントロールは、このイベントを用いて、コマンドから ActiveX コ
ントロールにデータを送付します。 これを見るためには、

best_fit_analysis.lbl という名称のラベルを開き、ラベル内の ActiveX コン

トロールをクリックし、それから、そのイベント ハンドラ内の BASIC コ

ードを見て下さい。 単一のコマンド ラインが、データをコマンドからコ

ントロールへ渡します。  

データがご自身の ActiveX コントロールに渡されると、その後、自動操

作コマンドを用いてそのデータを引き出し操作することができます。 
PC-DMIS の自動操作に関する情報については、Pcdbasic ヘルプ ファイ

ルを参照して下さい。  

重要事項: レポート テンプレートの適用時、または、パーツプログラム実

行中に、各コマンドに対してそれぞれに一度ずつ、このイベントが呼び

出されます。  

    

イベントハンドラへのコード追加  
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BASIC 言語コードを、イベント ハンドラに付け加えるには:  

1. イベント ハンドラ一覧にある、関数のエントリーをクリックして下さい。 サブルーチン 
の開始、及び、終了ステートメントが既に記入された状態で、小型の Visual BASIC 言語

エディタが現れます。  
2. 追加の BASIC 言語ステートメントのコードを、そのエディタ内にタイプ入力して下さい。  
3. OK をクリックして下さい  
4. お客様のコードをテストして下さい。  

• フォーム エディタを使用の場合 、実行モードに入るために、CTRL + E を押し

てフォームをテストして下さい。  
• テンプレート エディタのひとつを使用の場合 、テンプレートをレポートに適用

し、 レポート描き直し アイコン を レポート ツール バー で用いて、レポー

トを再び描くことにより、コードをテストして下さい。  

注記: レポート使用時には、クリック可能ボタン、一覧、フィールド、または、他の対話型要素

と対話しないので、利用可能なイベント ハンドラ関数は、 EventReportData 関数のみです。  

イベントの例 1: EventClick イベントを使用したコードの呼

び出し  

このイベントでは [ボタン] オブジェクトを使用します。これをテストするにはフォーム エディ

タを使用する必要があります。  

1.  [表示 | フォーム エディタ] を選択し、フォーム エディタを開きます。  

2. 初めに、[オブジェクト]ツールバーの [ボタン] アイコン をクリックし

てフォームにボタンを挿入します。 次に、フォーム上でボタン用に四角

形をドラッグします。  
3. ボタンが 選択 (強調表示)されていることを確認します。  

 

4. ボタンを右クリックしてボタンのプロパティを表示するダイアログを起動

します。  
5. 必要に応じて、 [イベント] セクションの隣にある [+] 記号をクリックし、

リストを下に伸ばします。ボタン オブジェクト用に 利用可能な全てのイ
ベント ハンドラ関数 のリストが 表示されます。  
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ボタン オブジェクトのイベント例  

6.   リストより EventClick 関数をダブルクリックします。 [VBS ミニエデ

ィタ] というタイトルの Visual BASIC エディタが開きます。  
7. VBS ミニエディタ 内で EventClick 関数に次のコードを追加します :   

MsgBox “クリックされました。" .  

 

 

8. VBS ミニエディタ の右上のコーナーにある [OK] ボタンをクリックしま

す。 プロパティ シート を閉じます。  
9. [ファイル | 保存] を選択してレポートを保存します。これで、実行モード

でレポートをテストする準備ができました。  
10. [実行]モードに切り替えます(Ctrl+E を押します)。  
11. 作成したボタンをクリックします。" クリックされました。 "のテキスト

が表示されたメッセージボックスが現れるはずです。  
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この簡単な例では、フォームへスクリプトの挿入およびイベント ハンドラの概要について説明

しました。  

イベント例 2: イベント トリガ式オブジェクト プロパティ

の変更  

この練習は前回の練習の続きとなるため、 初に前回の練習を完了する必要があります。また、

この例ではフォーム エディタを使用します。  

ボタンがクリックされると他のオブジェクトのプロパティ(例えばテキスト オブジェクトのテキ

スト)が変更されるようにするとします。  

1.  表示 | フォーム エディタ を選択し、フォーム エディタを開きます。  
2. [編集]モードに戻ります(CTRL+E を押します)。  
3. 新しいテキスト オブジェクトを作成します。  
4. テキスト オブジェクトのプロパティを開きます(オブジェクトを選択し、

マウスを右クリックします)。  
5. テキスト項目の [オブジェクト コード] プロパティが"Text1"となっている

のを確認します。 [オブジェクト コード] プロパティは BASIC コードか

らこのオブジェクトを参照する際に使われる名前です。  
6. 必要に応じて、 [イベント] セクションの隣にある [+] 記号をクリックし、

リストを下に伸ばします。  
7. イベントハンドラの、 EventInitialize 関数をダブルクリックします。 

[VBS ミニエディタ] が開きます。  
8. EventInitialize 関数に次のコードを挿入します:  

Set This = Text1  
9. ENTER キーを押して新しい行を追加します。新しい行に次のコードを入

力します:  
This.Text = "ボタンがクリックされていません"  

10. [OK] ボタンをクリックしてエディタを閉じます。  
11. Text1 のオブジェクトを上記のように設定した後、前の練習で追加したボ

タン オブジェクトのプロパティ シートを開きます。  
12. [イベント] タブをクリックします。  
13. EventClick 関数をダブルクリックします。  
14. 前の練習 で追加した BASIC のコードを次の 2 つの行に変更します:  

行 1: MsgBox “クリックされました。Text1 のテキストを変更します。”  
 
行 2: Text1.Text = “ボタンがクリックされました!!!”  

15. [OK] ボタンをクリックして VBS ミニエディタ を閉じます。  
16. [プロパティ シート] を閉じます。  
17. [実行]モードに切り替えます(CTRL+E を押します)。 Text1 の 

EventInitialize 関数に追加したコードにより、初めに Text1 は、”ボタン

がクリックされていません”と設定されます。  
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18. ここで、ボタンをクリックします。 " クリックされました。Text1 のテキ

ストを変更します。 "のメッセージが表示されます。メッセージボックス

を閉じると、Text1 のテキストは" ボタンがクリックされました!!! "と変

更されます。  

この例は Basic コードの ObjectCode.property_name 構文を通してフォーム上の任意のオブジ

ェクト プロパティにアクセスする方法を示したものです。  

オブジェクト メソッドへのアクセス  

オブジェクトの多くは、それらの 属性 に加えて、各種の メソッド に対応しています。 これら

のメソッドは、 ObjectCode.method_name シンタックスを通して、BASIC コードからアクセ

スが可能です。 これは、 VBS 小型-エディタ 内に、その場のオブジェクトのオブジェクト コー

ドを、 後にピリオドを付けてタイプ入力することによって、そのオブジェクト用に、どのよう

な属性やメソッドが利用可能か、見ることができることを意味します。 ピリオドがタイプ入力

された瞬間に、小型のウィザードがポップアップし、そのオブジェクト用に利用可能なメソッド

や属性を表示します。  

したがって、「テキスト 1」という名称のテキスト オブジェクトがある場合、「テキスト 1」と

その後に、ピリオドをタイプ入力すると、テキスト オブジェクト用に利用可能なメソッド、ま

たは、属性の一覧が表示されます。  

イベント ハンドラ関数 ( var_type シンタックスとして BASIC 寸法 var_name を通して) 内で宣

言された変数は、そのイベント ハンドラ関数の中でのみスコープ内にあります。 テンプレート

やフォーム内の全 BASIC コードからアクセスできる、変数、関数、または、サブルーチンを宣

言したい状況が起こることは、疑いの余地がありません—特定のレポート用のグローバル スコ

ープを持つ変数。 テンプレート エディタとフォーム エディタで、これらの宣言を行うことがで

きます。  

 [ローカル変数]プロパティを使用したグローバル変数の宣言  

あらゆる標準的なデータ型(文字列、整数型、倍精度等)のグローバル変数を宣言し、Basic ウィ

ザードに表示したい場合は、 [フレーム/ビュー] または [セクション] の [ローカル変数] プロパテ

ィを利用することができます。  

[ローカル変数] プロパティの使用方法:  

1. [フレーム/ビュー] の [プロパティ シート] を開きます。このためにはオブジェク

トを選択し、右クリックします。 [プロパティ シート] が表示されます。  
2. [設定] タブを選択します。  
3. [ローカル変数] プロパティまでスクロールします。  

[ローカル変数] プロパティをダブルクリックすると、 [ローカル変数] ダイアログ ボックスが起

動されます。  
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[ローカル変数]ダイアログ ボックス  

[ローカル変数] ダイアログ ボックスを使用して、任意の基本的な種類のローカル変数を追加、

削除、名前付けしたり、初期値の設定をすることが可能です。すなわち、これらの変数はこのテ

ンプレートまたはフォームに対してはグローバルであり、このテンプレートまたはフォーム用に

書かれた任意の BASIC コードからアクセス可能です。また、 [スクリプト ウィザード] の [ロー

カル変数] エリアにも表示されます。  

注記: [ローカル変数] ダイアログ ボックスで宣言された変数は、実際は特定のテンプレートまた

はフォーム内でグローバルに参照できるため、"ローカル変数"という名前は誤った呼び方のよう

に感じるかも知れません。ここで宣言される変数は特定のテンプレートまたはフォームに対して

"ローカル"であり、他のフォームからはアクセスできないことを意味します。いずれにせよ、こ

れらはグローバル変数として設定され、それらが定義されたテンプレートまたはフォーム内であ

れば他のどのルーチンからも参照可能です。  

変数、関数、またはサブルーチンの宣言/定義  

レポート内の全ての BASIC コードからアクセス可能な変数、関数、またはサブルーチンを宣言

および/または定義するにはプロパティ シートの [PC-DMIS] タブにある [フレーム/ビュー] の 
[LocalDecls] プロパティを使用します。このためには次の操作を行います:  

1.         オブジェクトのプロパティ シートを開きます。  

2.         ドロップダウンリストより、 [フレーム/ビュー] を選択します。  

3.         [PC-DMIS] タブをクリックします。  

4.  プロパティ シートの [LocalDecls] 項目をダブルクリックします。 [VBS ミ
ニエディタ] が表示されます。  

変数および関数の宣言、サブルーチンの定義を含めてあらゆる BASIC コードをこのウィンドウ

に追加することが可能です。ここで宣言された変数、関数またはサブルーチンは全てグローバル

となりますが、 [スクリプト ウィザード] には表示されません。  
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レポート テンプレート エディタの説明  

 ファイル | レポート | 新規作成 | レポート テンプレート を選択して、レポート テンプレート エ
ディタにアクセスすることが可能です。また、  ファイル | レポート | 編集 | レポート テンプレ

ート を選択して既存のレポート テンプレートを開くこともできます。  

新しいウィンドウにレポート テンプレート エディタが表示されます。  

 

レポート テンプレート エディタ  

レポート テンプレート エディタは作業領域として機能し、様々なオブジェクトのドラッグ、サ

イズの変更および配置が可能で、それらのプロパティを設定することができます。テンプレート

またはセクションと呼ばれる空白の領域にオブジェクトを配置します。以前のバージョンで、旧

式のレポート(ハイパービュー レポート)を使って作業していた場合は、これは基本的に同じよう

に機能し、同じユーザー インターフェイスの要素が多く含まれるため、このエディタは親しみ

やすいでしょう。  

テンプレートを使用した新しいレポート作成方法により、レポートおよびラベル テンプレート 
エディタは 実行モード では使用できません。編集モードが開くのみで、切り替えは不可能です。

フォーム エディタでは実行モードは機能します。  

[実行モード] ― このモードはフォーム エディタでのみ使用可能です。実行モー

ドでは、フォームを実行して(走らせて)、実際のパーツプログラムの実行環

境でどのように見え、作用するかをテストすることが可能です。  
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[編集モード] ― これが全てのレポート エディタのデフォルトモードであり、レ

ポートおよびラベル テンプレート エディタの唯一のモードです。  

CTRL+E を押すと実行モードと編集モードの間の切り替えを行うことができま

す。  

エディタには次の要素が含まれます:  

• メニュー バー  
• フォント バー(ツール バー)  
• オブジェクト バー(ツール バー)  
• レイアウト バー(ツール バー)  
• オブジェクトのプロパティ シート  
• セクション  
• グリッドを使用した操作  

セクションについて  

 

セクションのサンプル  

セクションは、レポート テンプレートにおいて、メイン編集エリアを構成します。 レポート テ
ンプレート エディタ内の、これらのタブの付いた、スクロール可能なエリアで、お客様のその

時点でのレポート テンプレート内にオブジェクトを挿入することができます。 セクションを用

いると、オブジェクトがレポート上に表示された時に、よりコントロールしやすくなります。  

PC-DMIS 4.0 より以前のバージョンでは、複数ページの HyperView レポートを作成管理し、あ

るオブジェクトが一部のページにのみ表示される場合、厄介な方法を取らなければいけませんで

した。 多量のレイヤーの付随した複雑なコードを用いて、色々なページの各種オブジェクトを

隠したり、表示したりすることが要求されました。 新しいレポート テンプレート エディタを用

いると、テンプレートに容易に追加のセクションを付け加え、強力な複数セクション レポート

を簡単に作ることができます。  

しかし、セクションはページと同じではありません。 ひとつのセクションに挿入されたオブジ

ェクトは、その他のセクションでは表示されませんが、同一セクションの複数のページ内に表示

されます。 この方法は、固定したままに保ちたいヘッダーやタイトルのような、レポート項目

作成の複雑さを緩和します。  
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例えば、レポートの内容説明と作者のデータを、テンプレートの第一セクション、第二セクショ

ンの TextReportObject 、及び、第三セクションの CadReportObject に配置したい、とします。 
レポート データの長さ次第では、そのレポートの各セクションが数ページに渡る 可能性があり

ます。  

セクションは、レポート テンプレートにおいて のみ 使用されます。 バージョン 4.0 以前では、

HyperView 用のレポートのメイン編集エリアは「フレーム/画像」と呼ばれました。 この名称

は、セクションが用いられていないフォーム エディタとラベル テンプレート エディタで、依

然、用いられています。 レポート テンプレート エディタ については、エディタの「セクショ

ン」にレポート用のオブジェクトを配置します。  

新しいセクションを追加するには  

• レポート テンプレート エディタのウィンドウが 大化されていることを、

確認して下さい。  
• お客様のテンプレートの一番下まで、スクロールして下さい。  
• セクション 1 タブ上を右クリックして下さい。  
• ショートカット メニューから 挿入 を選択して下さい。 PC-DMIS が、テ

ンプレート内に新規のセクションである セクション 2 を挿入します。 こ
れにより、 以下のように 、テンプレートが 2 つのセクションを持つこと

になります :  

 

セクションを削除するには  

• レポート テンプレート エディタのウィンドウが 大化されていることを、

確認して下さい。  
• お客様のテンプレートの一番下まで、スクロールして下さい。  
• 削除予定のセクションの、セクションタブ上を右クリックして下さい。  
• ショートカット メニューから 削除 を選択して下さい。 PC-DMIS が、そ

のセクションを削除します。  

セクションの属性を変更するには  

1. レポート テンプレート エディタのウィンドウが 大化されていることを、

確認して下さい。  
2. お客様のテンプレートの一番下まで、スクロールして下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 測定結果のレポート  *  1379 

3. セクション自体の上を右クリックして下さい。 属性 ダイアログ ボックス

が表示されます。  
4. 必要に応じて、属性を変更して下さい。 セクションの名称を変更するに

は、セクションの FormCode 属性の名称を変更して下さい。  

ページ レイアウト、及び、出力照合ページをコントロールするための、セクション上の

Spanning コマンド セット  

PC-DMIS 4.2 以前には、コマンド セットを、ひとつのレポート テンプレート セクションから別

のセクションへ渡す方法がありませんでした。 現バージョンでは、2 つの新しい属性がセクショ

ン (ページ) オブジェクトに付け加えられ、この機能を用いて、同一のコマンド セットを用いな

がら、異なるレイアウトを持つ異なるページを容易に作成することができます。 照合されたペ

ージとして、レポートを出力するためにも、これらの属性を使用することが可能です。 コマン

ド セット と 大ページ数 に関する、情報と例については、「 ページの属性 」の項目を参照し

て下さい。  

ラベル テンプレート エディタについて  

 ファイル | レポート | 新規作成 | ラベル テンプレート を選択して、ラベル テンプレート エディ

タにアクセスすることが可能です。また、  ファイル | レポート | 編集 | ラベル テンプレート を
選択して既存のラベル テンプレートを開くこともできます。  

新しいウィンドウにラベル テンプレート エディタが表示されます。  

 

ラベル テンプレート エディタ  
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このエディタは、 [オブジェクト バー] に若干の違いがあることを除いては、レポート テンプレ

ート エディタおよびフォーム エディタと同様で、基本的なユーザー インターフェイスは同じで

す。ラベル テンプレート エディタのオブジェクト バーより任意のオブジェクトをラベル テンプ

レートに実際に配置すると、通常、 GridControlObject を使用して作業します。ラベル テンプレ

ートは"LABEL"の背景を持った大きな空白の領域です。  

テンプレートを使用した新しいレポート作成方法により、レポートおよびラベル テンプレート 
エディタは 実行モード では使用できません。編集モードが開くのみで、切り替えは不可能です。

フォーム エディタでは実行モードは機能します。  

[実行モード] ― このモードはフォーム エディタでのみ使用可能です。実行モー

ドでは、フォームを実行して(走らせて)、実際のパーツプログラムの実行環

境でどのように見え、作用するかをテストすることが可能です。  

[編集モード] ― これが全てのレポート エディタのデフォルトモードであり、レ

ポートおよびラベル テンプレート エディタの唯一のモードです。  

CTRL+E を押すと実行モードと編集モードの間の切り替えを行うことができま

す。  

エディタには次の要素が含まれます:  

• メニュー バー  
• フォント バー(ツール バー)  
• オブジェクト バー(ツール バー)  
• レイアウト バー(ツール バー)  
• オブジェクトのプロパティ シート  

カスタム レポート エディタについて  

 ファイル | レポート | 新規作成 | カスタム レポート を選択して、カスタム レポート エディタに

アクセスすることが可能です。また、現在のパーツプログラム用のカスタム レポートが既にあ

る場合、  ファイル | レポート | 編集 | カスタム レポート を選択して開くことも可能です。  

新しいウィンドウにカスタム レポート エディタが表示されます。編集ウィンドウが開いている

場合、自動的に概要モードに切り替わります。  
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カスタム レポート エディタ  

このエディタは、 [オブジェクト バー] に若干の違いがあることを除いては、レポート テンプレ

ート エディタ、ラベル テンプレート エディタ、およびフォーム エディタと同様で、基本的なユ

ーザー インターフェイスは同じです。  

カスタム レポートは"CUSTOM"の背景を持った大きな空白の領域です。このエディタを使用す

ると、テンプレートは作成されず、実際のレポートが作成されレポート ウィンドウに表示され

ることにご注意ください。通常、このエディタは概要モードの編集ウィンドウと並べて使用し、

必要なオブジェクトを概要モードからカスタム レポートにドラッグする必要があります。" カス

タム レポートの作成" を参照してください。  

カスタム レポート エディタを使用中は、ハイパービュー エディタで行ったようにレポートまた

はラベル テンプレート エディタを 実行モード にすることはできません。 編集モードが開くの

みで、切り替えは不可能です。フォーム エディタの実行モードは機能します。  

[実行モード] ― このモードはフォーム エディタでのみ使用可能です。実行モー

ドでは、フォームを実行して(走らせて)、実際のパーツプログラムの実行環

境でどのように見え、作用するかをテストすることが可能です。  

[編集モード] ― これが全てのレポート エディタのデフォルトモードであり、レ

ポートおよびラベル テンプレート エディタの唯一のモードです。  
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CTRL+E を押すと実行モードと編集モードの間の切り替えを行うことができま

す。  

エディタには次の要素が含まれます:  

• メニュー バー  
• フォント バー(ツール バー)  
• オブジェクト バー(ツール バー)  
• レイアウト バー(ツール バー)  
• オブジェクトのプロパティ シート  

フォーム エディタの説明  

表示 | フォーム エディタ を選択し、フォーム エディタを開きます。新しいウィンドウにフォー

ム エディタが表示されます。  

 

フォーム エディタ  

フォーム エディタは作業領域として機能し、ボタン、リストボックス、編集ボックス等の様々

なインタラクティブなフォーム用オブジェクトのドラッグ、サイズの変更および配置が可能で、

それらのプロパティを設定することができます。オブジェクトはフォームと呼ばれるグレーの大

きな領域に配置されます。以前のバージョンで、ハイパービュー レポートを使って作業してい

た場合は、これは基本的に同じように機能し、同じユーザー インターフェイスの要素が多く含

まれるため、このエディタは親しみやすいでしょう。  
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新しいテンプレートを使用したレポート作成方法により、フォーム エディタのみが 実行モード 
の機能を使用できます。レポートおよびラベル テンプレート エディタでは実行モードは使用で

きません。  

[実行モード] ― このモードはフォーム エディタでのみ使用可能です。実行モー

ドでは、フォームを実行して(走らせて)、実際のパーツプログラムの実行環

境でどのように見え、作用するかをテストすることが可能です。  

[編集モード] ― これが全てのレポート エディタのデフォルトモードであり、レ

ポートおよびラベル テンプレート エディタの唯一のモードです。  

CTRL+E を押すと実行モードと編集モードの間の切り替えを行うことができま

す。  

エディタには次の要素が含まれます:  

• メニュー バー  
• フォント バー(ツール バー)  
• オブジェクト バー(ツール バー)  
• レイアウト バー(ツール バー)  
• オブジェクトのプロパティ シート  

テンプレートの作成  
PC-DMIS にはほとんどのユーザーの要求を満たす テンプレート が事前に用意されていますが、 
もちろん強力なテンプレート エディタを徹底的に活用し、ユーザー独自のレポートおよびラベ

ル テンプレートを作成することも可能です。さらに、フォーム エディタを利用してよりインタ

ラクティブな方法でプログラムの実行およびレポート作成を行うこともできます。  

次のトピックではレポート テンプレートおよびラベル テンプレート エディタを使用したユーザ

ー独自のテンプレートを作成する方法について説明します。  

ヒント: テンプレートを使用したレポート作成をしたことがない場合、" レポート テンプレート

の作成 "チュートリアルおよび" ラベル テンプレートの作成 "チュートリアルの手順に従ってくだ

さい。  

レポートとレポート テンプレートについて  

旧式バージョンの PC-DMIS においては、各パーツプログラムごとに異なるレポートを作成しな

ければなりませんでしたが、その必要がなくなりました。 現バージョンでは、PC-DMIS はレポ

ート テンプレートを使用します。 レポート テンプレートは、レポートではなく、レポートの内

容説明です。 テンプレートは、PC-DMIS がレポート作成のために用いるデータの内容、その行

き先、及び、その外観を記述します。 You can 複数のパーツプログラム用に レポート テンプレ

ートを使用し、すばやく簡単に、複数のレポートの外観と感じを標準化することができます。  
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レポート テンプレート エディタの内部にテンプレートを作成します。 レポート テンプレート 
ファイルは、 .rtp のファイル名の拡張子を持ち、PC-DMIS レポート テンプレート エディタの内

部で作成されます。  

ご希望に応じて、簡単なレポート テンプレート ファイルでも、複雑なレポート テンプレート フ
ァイルでも、作成できます。 簡単なレポート テンプレートが、単一の TextReportObject を含む

だけである一方、複雑なレポート テンプレートは、いくつかの異なるオブジェクト、ビット マ
ップ画像、形、または、レポート データからの表示内容を正確に詳述する、レポートの式言語

を持つ項目さえ含む可能性があります。  

重要事項: レポート テンプレートのファイル名拡張子 .rtp を、旧式の HyperView レポート ファ

イル名拡張子 .rpt と混同しないで下さい。 これらは完く異なるファイル形式です ; レポート テ
ンプレート エディタ内で HyperView レポートを開くことはできません。 PC-DMIS 4.0 とそれ以

降では、依然、 埋め込み HyperView レポート を作動できますが、それらの編集のためには、レ

ポート (.rpt) ファイルに対応するバージョンの PC-DMIS が必要になります。  

チュートリアル ― レポート テンプレートの作成  

このトピックでは、非常に基礎的なチュートリアルを順を追って説明し、いくつかのオブジェク

トおよびラベルの付いた簡単なレポート テンプレートを作成します。ここでは、ユーザーが独

自のレポート テンプレートを作成して使用するために必要な連携操作の基本概要を説明します。  

注記: テンプレート エディタの使用方法をしっかりと理解してもらうために、このチュートリア

ルではレポート テンプレートをゼロから作成する方法が示されています。ただし、実際に利用

する場合は、標準のテンプレートを必要に応じてカスタマイズするほうがずっと簡単でしょう。  

このチュートリアルを開始する前に、簡単なパート上で 4 つの円を測定する簡単なパーツプログ

ラムを作成します。このチュートリアルでは、 Hexagon 社のテスト用ブロック
(Hexblock_Wireframe_Surface.igs) を使用します。  

 

次のように、4 つの円を測定するパーツプログラムを作成します。  

必要に応じて下のリンクをクリックすると、各ステップの説明が展開されまたは折り畳まれます。

また、多くのステップにはその手順に関するデモが含まれます。次のような青色のアイコンをク
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リックするとデモが表示されます:   
 

ステップ 1: 空欄のレポート テンプレートの作成  

1. [ファイル | レポート | 新規作成 | レポート テンプレート] を選択して、レ

ポート テンプレート エディタにアクセスすることが可能です。白紙のレ

ポート テンプレートが自動的に表示されます。  
2. [ツール バー]エリアから使用しないツール バーを右クリックして非表示

にし、削除します。  
3. 使用しない PC-DMIS ウィンドウは、 [表示] メニューから表示されている

ウィンドウを選択し、非表示に設定します。  
4. 編集ウィンドウの [ 大化]ボタン をクリックしてテンプレート エディタ

を 大表示します 。エディタの背景に、"REPORT"の文字が表示され、

エディタの下部に"セクション 1"のタブが表示されます。レポート テンプ

レート エディタは 次のように 表示されます :  

 

手順 1: レポート テンプレート エディタ  

ヒント: テンプレート エディタを使用して作業する場合、通常の PC-DMIS ツール バーおよびウ

ィンドウを非表示にし、画面のスペースを確保したほうが便利です。このテンプレートを頻繁に

使用する場合、テンプレート用に画面のレイアウトを作成して保管する必要があるかもしれませ

ん。レイアウトについての説明は、" ツールバーの使用 " セクション の、" [ウィンドウのレイア

ウト]ツール バー "トピックを参照してください。また、 [ファイル | レポート] コマンドを持つ独
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自のツール バーを作成すると便利でしょう。カスタム ツール バーの作成については、" ユーザ

ー インターフェイスのカスタマイズ " セクション の、" ツール バーのカスタマイズ "トピックを

参照してください。  

ステップ 2: セクションのタイトル用テキストオブジェクトの挿入および書式設定  

1. [オブジェクト]バー より、 [テキスト オブジェクト] アイコンをクリック

します。  
2. 現在のセクション上で四角形にドラッグすることで、レポートにオブジェ

クトを挿入できます。マウスを離すと、オブジェクトが選択され、次に示

すようにオブジェクトの各コーナーに ハンドル と呼ばれる緑色の小さな

正方形が現れます。 , at each corner of the object.  

 

ハンドルが表示されたテキスト オブジェクトの例  

3. 挿入した テキスト オブジェクトを選択し、緑色のハンドルをドラッグし

て高さ 1 インチ、幅 6 インチに設定します。 必要に応じてエディタの上

端および左端にある [ルーラー バー] を使用します。ルーラーが表示され

ていない場合は、 [表示 | ルーラー バー] を選択します。  
4. テキスト オブジェクトを右クリックします。  
5. BackColor プロパティを選択し、色を水色(0.255.255)に変更します。  
6. ForeColor プロパティをクリックし、色を濃い青色(0.0.128)に変更します。  
7. LineWidth プロパティをクリックし、値を 5 に変更します。  
8. テキスト プロパティをクリックし、"カスタム レポート"に変更します。  
9. フォント プロパティをクリックします。 [フォント] ダイアログ ボックス

が表示されます。  
10. [サイズ] を 20 に、 [フォント スタイル] を[太字]に、 [フォント] を[Arial]

に変更します。  
11. [OK] をクリックします。  

これで、テキストオブジェクトの書式が設定されました。 次のように 表示されます :  

 

ステップ 3: ユーザー定義可能なプロパティの設定  
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1. 先の手順で作成した テキスト オブジェクトを選択します。  
2. オブジェクトを右クリックします。これにより、オブジェクト の[プロパ

ティ] ダイアログ ボックスがエディタの右側に表示されます。ダイアログ 
ボックスの左側では、ほとんどのプロパティの隣に チェックボックス が
表示されているのが分かります。 これらのチェックボックスを使用して、

どのプロパティをユーザー定義可能にするか指定します。  

 

テキスト オブジェクトのプロパティ シートの例。左側にユーザー定義可能なチェック

ボックスがあります。  

 

3. テキスト プロパティの左のチェックボックスをオンにします。 [ユーザー

指定のプロパティ] ダイアログ ボックス が表示され、ユーザーにプロパ

ティ値の入力を促すメッセージおよびプロンプトが表示されるタイミング

を指定するよう求められます。  
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[ユーザー指定のプロパティ]ダイアログ ボックス  

4. [プロンプト] ボックスに、"ここで、レポートのタイトルを入力。"と入力

します。  
5. [レポート実行時にプロンプトを表示] オプションを選択します。  
6. [OK] をクリックします。 [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボック

スが閉じます。  
7. BackColor プロパティの左のチェックボックスをオンにします。表示され

たダイアログ ボックスに、"ここで、背景色を選択。"とプロンプトを入力

し、再度、 [レポート実行時にプロンプトを表示] オプションを選択しま

す。  
8. [OK] をクリックします。 [ユーザー指定のプロパティ] ダイアログ ボック

スが閉じます。  

この手順では、2 つのプロパティを選択し、それらを"ユーザー定義可能"にしました。つまり、

パーツプログラムを実行する人は誰でもこれらのプロパティを設定することができます。 ステ
ップ 4: TextReportObject の挿入  

1. エディタの [オブジェクト バー] より、 TextReportObject アイコン を

クリックします 。マウスポインタが矢印から十字の形に変わります。  
2. テンプレートのセクションにボックスをドラッグして、テンプレートに

TextReportObject を追加します。自動的にデフォルトのレポート テキス

トが追加されます。このテンプレートをレポートに対して適用すると、実

際のレポートデータが使用されます。このデフォルトのテキストは、単に

使用しているデザインがどのように見えるか理解するのを手助けするため

にあるものです。オブジェクトは 次のように 表示されます :  
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TextReportObject の例  

3. ドラッグオブジェクトのサイズを調節し、先に追加したテキストオブジェ

クトの幅に近づくようにします。オブジェクトのサイズを変更するにはオ

ブジェクトの周りにある緑色のボックスをクリック アンド ドラッグしま

す。  
4. 先に追加した テキスト オブジェクトを選択します。Shift キーを押しなが

ら TextReportObject を選択します。  
5. 両者が選択された状態で、 [レイアウト バー] を使用して適切な [同じサイ

ズに調整] および 中央揃え アイコン をクリックし、オブジェクトを同じ

幅に揃えてエディタの左右から等しい位置に配置します。  

これで、テンプレートの 初のセクションに TextReportObject が追加されました。  

ステップ 5: 新規セクションのテンプレートへの追加  

1. レポート テンプレート エディタのウィンドウが 大化されているか確認

します。  
2. テンプレートの 下部までスクロールします。  
3. [セクション 1] タブを右クリックします。  
4. ショートカット メニューより [挿入] を選択します。新しいセクション、 

[セクション 2] がテンプレートに挿入されます。  

これで、テンプレートには 次のように 2 つのセクションが含まれます :  
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ステップ 6: CADReportObject の追加  

1. [セクション 2] タブをクリックし、アクティブなセクションにします。  

2. エディタの [オブジェクト バー] より、 CADReportObject アイコン を

クリックします 。マウスのアイコンが矢印から十字の形に変わります。  
3. テンプレートのセクションにボックスをドラッグして、テンプレートに

CADReportObject を追加します。ボックスのサイズを調整し、幅 6 イン

チ、高さ 4 インチになるようにします。オブジェクトのサイズを変更す

るにはオブジェクトの周りにある緑色のボックスをクリック アンド ドラ

ッグします。  
4. ボックスが描画されたら、 [ラベル レイアウト ウィザード] が自動的に表

示されます。このウィザードはいくつかの擬似ラベルに囲まれた擬似パー

トを表示します。これらのダミー項目は、テンプレート エディタで作業

する際の単なる設計の手助けに過ぎません。このウィザードを使用してパ

ートの周りにラベルを素早く設定することが可能です。詳しい説明は、" 
[ラベル レイアウト]ウィザード "を参照してください。このテンプレート

をレポートに対して適用すると、実際の CAD 図形およびラベルデータが

使用されます。  
5. [ラベル数] ボックスの数を 4 に変更します。  
6. [楕円状に詰めて配置] に変更します。  
7. CAD 図形の中心にある、四角形の小さな白いハンドルをクリックし、四

角形を時計回りまたは反時計回りにドラッグしてラベルを楕円形のパスに

沿って回転させます。  
8. [ラベル レイアウト ウィザード] の [レイアウトのプレビュー] エリアが 次

のように なるまで 4 つのラベル全てを CAD 図形の上部に移動します。 :  
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CAD 図形の上部に 4 つのラベルが楕円状に詰めて配置されたレイアウト プレビュー エ
リア  

9. [OK] をクリックします。 [セクション 2] にオブジェクトが追加されます。  

これで、 [セクション 2] のレイアウトには 次のように CADReportObject が含まれます :  

 

ダミー パートの上部に 4 つのダミー ラベルが表示された CAD レポートオブジェクトの例  

ステップ 7: 表示する測定データの定義  

1. [セクション 1] タブをクリックし、先に挿入した TextReportObject を右

クリックします。  
2. [プロパティ] ダイアログ ボックスより次のプロパティを変更します:  

ShowComments - オフ  
ShowDimensions - なし  
ShowFeatures - オン  
ShowHeaderFooter - オフ  
ShowMoves - オフ  
ShowScreenCaptures - オフ  

3. [セクション 2]タブをクリックします。  
4. [セクション 2] に追加した CADReportObject を右クリックします。画面

の右側に [プロパティ シート] ダイアログ ボックスがドッキング表示され

ます。このダイアログ ボックスには選択されたオブジェクト固有の様々

なプロパティが含まれます。  
5. [ルール ツリー] プロパティ の [ルール] をクリックします 。 [ルール ツリ

ー エディタ] が 表示 されます :  
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[ルール ツリー]プロパティ  

 

[ルール ツリー エディタ]ダイアログ ボックス  

6. [要素] の見出しを展開します。要素の一覧が表示されます。  
7. [円] の見出しを展開します。様々な円要素の一覧が表示されます。  
8. [測定円] の項目をクリックし、 [追加] ボタンをクリックします。これによ

り、テンプレートが従うルールを追加できるようになります。 [ルールの

編集] ダイアログ ボックス が 表示されます。このダイアログ ボックスに

より、レポート テンプレートに対する定義付けが行えます。この場合、

パーツプログラムのレポートデータに測定円が現れたらレポート テンプ

レートに何か処理を実行するよう命令します。  
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[ルールの編集]ダイアログ ボックス  

9. [レポート用のラベル テンプレートを使用] オプションを選択します。 [ラ
ベル名] ボックスが編集可能になります。  

10. [...] ボタンをクリックします。 [ファイルを開く] ダイアログ ボックス が 
表示され、特定のテンプレートファイルが選択できるようになります。  

 

使用可能なラベル テンプレートが表示された[ファイルを開く]ダイアログ ボックスの例  

11. PC-DMIS がインストールされたディレクトリに移動し、レポートファイ

ルのサブディレクトリを開きます。 summary.lbl ラベルを選択し、 [開く] 
をクリックします。 [ルールの編集] ダイアログ ボックスに、選択したテ

ンプレート名が表示されます。ラベルの作成に関する説明およびチュート
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リアルについては、" ラベルおよびラベル テンプレートについて "を参照

してください。  
12. [OK] をクリックすると [ルールの編集] ダイアログ ボックスが閉じられ、

ルールが適用されます。リスト内の [測定円] の項目が太字のフォントに

なり、この種類の要素に対してルールが存在すると示唆されています。  
13. [OK] をクリックすると、 [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックス

が閉じられます。  

これで、 summary.lbl ラベル テンプレートを使用して測定円の種類の要素に対して概要を表示

するようルールを設定しました。  

ステップ 8: テンプレートの保存およびテスト  

1. レポート テンプレート エディタ内で、 [ファイル | 保存] を選択します。 
[名前付けて保存] ダイアログ ボックスで、テンプレー名を test1.rtp とし

て保存します。  
2. [ファイル | 閉じる] を選択してレポート テンプレート エディタを閉じま

す。  
3. [表示 | レポート]ウィンドウ を選択します。レポート ウィンドウが現れ、

デフォルトのレポート テンプレートが表示されます。  
4. レポート ウィンドウの [レポート] ツール バーより、 [テンプレートの選

択ダイアログ] アイコン を選択します 。 [レポート テンプレート] ダイ

アログ ボックスが表示されます。  
5. [追加] ボタンをクリックして、現在のレポートを [レポート テンプレート] 

ダイアログ ボックスに追加します。  
6. test1.rtp の位置へ移動し、ファイルを選択します。次に、 [開く] をクリッ

クします。 [レポート テンプレート] ダイアログ ボックス にレポートが追

加され、サムネイル表示されます 。  
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Test1.rtp が表示された[レポート テンプレート]ダイアログ ボックス  

7. 目的のテンプレートのサムネイル アイコンを選択し、 [開く] をクリック

します。新しく作成したテンプレートが適用されたレポート ウィンドウ

が開きます。  
8. 後に、パーツプログラムを実行します。このレポート テンプレートを

使用したパーツプログラムを実行すると、初めに、 [ユーザー指定のプロ

パティを定義]ダイアログ ボックス が表示され、レポートに新しいタイト

ルおよび背景色を設定するよう要求されます。  
9. これらのプロパティを好みに応じて設定し、 [OK] をクリックします。ダ

イアログ ボックスが閉じられ、パーツプログラムが実行されます。  
10. 実行が完了すると、新しいテンプレートが適用されたレポートデータが表

示されます。  

お疲れ様でした。これでカスタム レポート テンプレートのチュートリアルを終了します。  

レポート テンプレートの適用、または、除去  

レポート テンプレートを測定結果に適用するには、または、レポート テンプレートを除去する

には、まず 初に、 レポート テンプレート ダイアログ ボックスにアクセスしなければなりませ

ん:  

レポート テンプレート ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. レポート ウィンドウにアクセスするには 見る | レポート ウィンドウ を選

択して下さい。  
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2. レポート ウィンドウにある レポート ツール バーから、 テンプレート セ
レクション アイコンをクリックして下さい。   レポート テンプレート 
ダイアログ ボックスが現れ、利用可能なレポート テンプレートを .rtp フ
ァイルとして表示します:  

 

レポート テンプレート ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、レポート テンプレートを操作できます。  

 

 

 

レポート テンプレートを追加するには:  

1. レポート テンプレート ダイアログ ボックスにある、 追加 ボタンをクリ

ックして下さい。 標準の 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
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「開く」ダイアログ ボックス  

2. レポート テンプレートファイルに進み、そのファイルを選択し、 開く を
クリックして下さい。  

3. PC-DMIS は、そのテンプレートのサムネイル図をテンプレートに加え、

それが、 レポート テンプレート ダイアログ ボックス内に表示されます。  
4. お客様のダイアログ ボックスにあるテンプレートは、少数であるか、ま

たは、多数であるかもしれません。 お客様のニーズにより適合するよう

に、ダイアログ ボックスをサイズ変更するには、ダイアログ ボックスの

エッジを新しい位置にドラッグして下さい。  
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レポート テンプレートを除去するには:  

1. レポート テンプレート ダイアログ ボックスから、テンプレートを選択し

て下さい。  
2. 除去 ボタンをクリックして下さい (全テンプレートを除去するには、 す

べて除去 をクリックして下さい)。  
3. PC-DMIS は、 レポート テンプレート ダイアログ ボックスから、レポー

ト テンプレートを取り除きます。  

レポート テンプレートを取り除いても、それらは削除されません。 それは単に、このダイアロ

グ ボックスからそれらを取り除くに過ぎません。 後に 追加 ボタンを使用して、常にそれらを付

け加えることができます。  

 

 

 

 

注記: レポート テンプレート ダイアログ ボックス内に一覧表示されているテンプレートは、

Windows 作動システム上の各ユーザー アカウントごとに異なります。  
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レポート テンプレートの共有  

レポート テンプレートは他のユーザーと簡単に共有することができます。レポ

ート テンプレートを保存すると、PC-DMIS は自動的に、関連付けられている

全てのラベル テンプレートのコピーをレポート テンプレート内に保存しま

す。このように、レポート テンプレートを共有する場合、全ての関連付けられ

たラベル テンプレートを付けて送信したか心配する必要はありません。仮にそ

うしたとしても、レポート テンプレートは常にディレクトリ内の実際のラベル 
テンプレート ファイルを 初に検索します。実際のラベル テンプレート ファ

イルが見つかった場合、それが使用されます。実際のラベル テンプレート フ
ァイルが予測に反して見つからない場合、レポート テンプレートはレポート 
テンプレート自体に保存されているコピー版のラベル テンプレート ファイル

を使用します。  

 

マウスを次のダイアグラムの上で動かすと、例が表示されます:  
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ラベルとラベルのテンプレートについて  

ラベルは、PC-DMIS のレポートにおける、新規の概念です。 ラベル テンプレートは、本質的に、

レポート内の 特定のコマンド（または、複数のコマンド）に連結した、小型レポート テンプレ

ートのように機能します。 これを用いると、レポートに含むデータの内容を大変自由に操作で

きます。 例えば、寸法用ラベル、測定フィーチャー用ラベル、自動フィーチャー用ラベル等を

表示することが可能です。  

ラベルのサンプルを参照して下さい:  
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フィーチャーコントロールフレーム (FCF)の付随した、正規位置表のラベルの例  

PC-DMIS は、お客様のレポート テンプレートにあるオブジェクトと連結できる、いくつかの標

準ラベルを共に出荷しています。 しかし、レポート テンプレートと同じように、ご自身のラベ

ル テンプレートを作成することもできます。 ラベル テンプレートには、ラベル テンプレート 
エディタの オブジェクト バー からどのようなオブジェクトでも取ることができますが、通常、 
GridControlObject か、 グラフ オブジェクトを含みます。  

ラベル テンプレート エディタは、ラベル テンプレート作成のために使用されます。  

チュートリアル - ラベル テンプレートの作成  

このトピックでは、非常に基礎的なチュートリアルを順を追って説明し、いくつかのオブジェク

トおよび GridControlObject の付いた簡単なラベル テンプレートを作成します。ここでは、ユー

ザーがラベル テンプレートを作成してそれをレポート固有のデータを表示するために使用する

操作の基本概要を説明します。  

このチュートリアルは" カスタム レポート テンプレートの作成 "チュートリアルで説明した技術

を基に進められます。先に[カスタム レポート テンプレートの作成]セクションを完了してくださ

い。  

ステップ 1: 空欄のラベル テンプレートの作成  

1. [ファイル | レポート | 新規作成 | レポート テンプレート] を選択して、ラ

ベル テンプレート エディタにアクセスします。白紙のラベル テンプレー

トが自動的に表示されます。  
2. [ツール バー]エリアから使用しないツール バーを右クリックして非表示

にし、削除します。  
3. 使用しない PC-DMIS ウィンドウは、 [表示] メニューから表示されている

ウィンドウを選択し、非表示に設定します。  
4. 編集ウィンドウの [ 大化]ボタン をクリックしてテンプレート エディタ

を 大表示します 。エディタの背景に、"LABEL"の文字が表示されます。  
5. ラベル テンプレートの編集領域で、 [フレーム/ビュー] のサイズをを幅 4

インチ、高さ 1.5 インチに設定します。ラベル テンプレートの右下のコ
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ーナーをマウスでドラッグするとサイズ変更が行えます。ルーラーを参考

にします。  

これで、白紙のラベル テンプレートが完成しました。このステップが完了すると、 次のように 
表示されるはずです :  

 

ラベル テンプレート エディタ  

ヒント: テンプレート エディタを使用して作業する場合、通常の PC-DMIS ツール バーおよびウ

ィンドウを非表示にし、画面のスペースを確保したほうが便利です。このテンプレートを頻繁に

使用する場合、テンプレート用に画面のレイアウトを作成して保管する必要があるかもしれませ

ん。レイアウトについての説明は、" ツールバーの使用 " セクション の、" [ウィンドウのレイア

ウト]ツール バー "トピックを参照してください。  

ステップ 2: CommandTextObject および静的データのテンプレートへの追加  

1. [CommandTextObject] アイコン をクリックします 。マウスポインタの

形が十字に変わります。  
2. ポインタを使用して、ボックスをおよそ幅 3 インチ、高さ 5 インチにな

るようドラッグします。ラベル テンプレートに CommandTextObject が
挿入されます。オブジェクトを右クリックして、 [プロパティ] ダイアロ

グ ボックスを表示します。  
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3. [配色] プロパティをクリックします。デフォルトのアプリケーション カ
ラーとは別に色一式を作成するかを尋ねるメッセージが表示されたら、 
[はい]を選択します。  

4. [カラー エディタ] が表示されます。このエディタを使用して編集ウィン

ドウの配色が定義されます。ただし、今の場合は現在の

CommandTextObject のみ影響されます。  
5. [背景色] 下の [編集] をクリックします。標準の [カラー] ダイアログ ボッ

クスが表示されます。  
6. オブジェクトの背景色を紺色に設定します。このために [赤] 、 [緑] 、 

[青] のボックスの値をそれぞれ 0、0、128 に変更します。 [OK] をクリッ

クします。  
7. [アンマーク] ボックスから [編集] をクリックします。標準の [カラー] ダ

イアログ ボックスが表示されます。  
8. 白を選択し、 [OK] をクリックします。子アイテムを変更するか尋ねるメ

ッセージが表示されたら、 [いいえ] をクリックします。  
9. 円のビットマップ画像を使用し(または楕円オブジェクトを使用して円を

描き)、キャンバスの右上に配置します。  

これで、ラベル テンプレートに、 [CommandTextObject] と円を表示する [ビットマップ] 静止画

像または [楕円] オブジェクトが追加されました。このステップが完了すると、ラベル テンプレ

ートは次のように表示されるはずです:  

 

CommandTextObject およびビットマップ静止画像のオブジェクトが表示されたラベル テンプ

レート  

ステップ 3: GridControlObject の挿入および書式設定  

1. [GridControlObject] アイコン をクリックします 。マウスポインタの形

が十字に変わります。  
2. ポインタを使用して、先に挿入された CommandTextOjbect の下にこのオ

ブジェクト用のボックスをドラッグし、同じ大きさになるようにします。  
3. フレーム/ビューの残りの部分いっぱいに高さを調節します。グリッドが

挿入されると、行および列がいくつか表示されます。  
4. オブジェクトのプロパティにアクセスし、 [列] および [行] プロパティを

それぞれ 3 に変更します。  



Wilcox Associates, Inc. 

1404  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

5. オブジェクトを選択し、セルを選択します。このためには、1 行目の 初

のセルをダブルクリックします。セルが選択されると背景が紺色に強調表

示されます。  
6. 1 行目全体を選択します。このためには、 初のセルが選択された状態で

Shift キーを押し、セル全体を選択するため行の 後のセルをクリックし

ます。行全体が強調表示されます。  
7. 右クリックします。オブジェクトの ダイアログ ボックスが表示されます 。

このダイアログ ボックスを使用して、選択したセルに対してテキストお

よび式の挿入と同様、書式設定を行うことが可能です。  

 

GridControlObject のダイアログ ボックス  

8. [結合] ボタンをクリックし、選択したセルを結合します。  
9. 結合したセルの背景色を設定します。 [背景色] ボタンをクリックします。 

[カラー] ダイアログ ボックスが表示されます。紺色を選択し、 [OK] をク

リックします。  
10. 結合したセルのテキスト色を設定します。 [テキストの色] ボタンをクリ

ックし、先程と同様の手順で白を選択します。  
11. 見出しを作成します。 2 列目の 初のセルを選択し、右クリックすると

ダイアログ ボックスが現れます。 [セルの式] ボックスに"測定値 X"と入

力します。ダイアログ ボックスを閉じ、2 番目のセルについても同じ操

作を行い、"測定値 Y"と入力します。 後に、残りのセルに対しても同じ

操作を行い、"測定値 Z"と入力します。  
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12. 2 行目全体を選択します。右クリックしてダイアログ ボックスを使用し、

背景色に黄緑色を選択します。  
13. [セルの位置揃え] の [垂直方向] より、 中央   ボタンをクリックすると 

セルのテキストが垂直方向の中央に配置されます。  
14. [OK] をクリックしてダイアログ ボックスを閉じ、オブジェクトの選択を

解除します。  

これで、GridControlObject を挿入し、行および列を変更する方法について学びました。また、

セルにテキストを追加する方法、オブジェクト固有のダイアログ ボックスを使用してグリッド

の書式設定を行う方法も学びました。このステップが完了すると、ラベル テンプレートは次の

ように表示されるはずです:  

 

GridControlObject が挿入され、書式設定されたラベル  

 

ステップ 4: GridControlObject へ式の追加  

1. GridControlObject の 1 行目を選択します。  
2. 選択されたら、セルに直接"=ID"と入力します。これはセルに要素の ID を

表示するよう PC-DMIS に命令する式です。  
3. 3 行目の 初のセルを選択し、"=MEAS_X"と入力します。  
4. 2 番目のセルを選択し、"=MEAS_Y"と入力します。  
5. 3 番目のセルを選択し、"=MEAS_Z"と入力します。これらの式は、PC-

DMIS に要素の X、Y、および Z 値を表示するよう命令します。オブジェ

クトの選択を解除すると、オブジェクトが一時的に使用するテキストより

取得された式の値が表示されます。式の説明については、" [レポート式に

ついて] "を参照してください。  
6. [境界線] オブジェクトを使用しラベルの回りに境界線を描きます。必要に

応じてラベルのサイズを幅 4.5 インチ、高さ 2 インチほどに設定します。  
7. 境界線を右クリックし、線の太さを 2 に設定します。  
8. コンテンツが境界線の中に収まるように、位置を調節します。  

これで、ラベル テンプレートのテスト前にレポートの式を追加し、テンプレートの周りに境界

線を描きました。このステップが完了すると、テンプレートは次のように表示されるはずです:  



Wilcox Associates, Inc. 

1406  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 

式の結果が表示されたラベル  

ステップ 5: ラベル テンプレートの保存およびテスト  

1. [ファイル | 保存] を選択し、ラベル テンプレートを保存します。 [名前を

付けて保存] ダイアログ ボックスで、テンプレートに"TestLabel.lbl"と名

前を付けます。  
2. [ファイル | 閉じる] を選択してテンプレート エディタを閉じます。  
3. [ファイル | レポート | 編集 | レポート テンプレート] を選択し、先のチュ

ートリアルで作成した [Test1.rtp] テンプレート ファイルを選択します。  
4. レポート テンプレートの 初のセクションに追加された

TextReportObject を選択し、プロパティにアクセスします。  
5. [ルール ツリー エディタ] および [ルールの編集] ダイアログ ボックスを使

用し、全ての測定円に対して TextReportObject オブジェクトに

TestLabel.lbl を表示するようルールを作成します。ルールの作成方法を覚

えていない場合は、" ルールの定義 "トピックの手順に従ってください。  
6. [ファイル | 保存] を選択し、レポート テンプレートを保存します。  
7. [ファイル | 閉じる] を選択してテンプレートを閉じます。  
8. パーツプログラムを実行し、テンプレートを適用します。  
9. [表示 | レポート] ウィンドウを選択して、 終レポートを表示します。  

ラベル テンプレートを保存し、テストすると、レポートは次のように表示されるはずです:  
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新規に作成されたラベルを表示したレポート ウィンドウの例。各円要素に対して測定された中

心点の X、Y、Z 値が表示。  

ステップ 6: 繰り返し行の作成  

ここまで、ラベルには円の中心点の XYZ 値が表示されています。一方、代わりに個別のヒット

データを表示する必要があると仮定します。これは、行を繰り返すことにより実行可能です。  

1. ファイル | レポート | 編集 | ラベル テンプレート を選択します。ダイア

ログ ボックスより、TestLabel.lbl を選択し、 [開く] をクリックします。

ラベル テンプレート エディタが起動され、TestLabel.lbl が表示されます。  
2. GridControlObject にアクセスします。  
3. 3 行目の 初のセルを選択します。選択後、右クリックして

GridControlObject のダイアログ ボックスを開きます。  
4. [行] タブをクリックします。  
5. [グループの繰り返し] チェックボックスを選択します。これにより、該当

する行を繰り返すことが可能になります。 [式の繰り返し] ダイアログ ボ
ックスが利用可能になります。この時点で、行の左右に オレンジ色のマ
ーカー が 表示されます。これは、その行が繰り返し行であることを示し

ます。  
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オレンジ色のマーカーが表示された行  

6. [式の繰り返し] ボックスに、"=N_HITS"と入力します。これにより、PC-
DMIS に要素のヒット総数を取得し、取得された各ヒットに対して行を繰

り返すよう命令します。  
7. [セル] タブをクリックします。 [セルの式] ボックスは"=MEAS_X"と表示

されているはずです。式に":N"を追加し、"=MEAS_X:N"とします。これ

により、PC-DMIS に取得された各ヒットに対してセル内で式を繰り返す

よう命令します。  
8. 行の残りの 2 つのセルを選択し、同様の手順で次のように":N"コードが追

加されるよう修正します: "=MEAS_Y:N"、および"=MEAS_Z:N"。  
9. 行が繰り返された場合、GridControlObject に引き渡された全てのデータ

を表示するためにラベルが拡張されるので、この場合ラベルのサイズを調

整する必要はありません。  
10. [OK] をクリックし、GridControlObject のダイアログ ボックスを閉じます。  
11. ラベル テンプレートを保存し、レポート ウィンドウにアクセスします。 

[レポート]ツールバー より [レポートの再表示] アイコンをクリックして

新の変更を確認します。円の中心点データが表示される代わりに、個別の

ヒットが表示されているのが確認できます。  

これで、基本的な繰り返し行を作成することで、別のレポート テンプレートを作成して別の行

を設定する必要なしに複数のデータ項目を数えて表示する方法を学びました。  

ステップ 7: 列タブを使用した列の設定  

1. TestLabel.lbl のラベル テンプレートにアクセスし、既存の

GridControlObject を選択します。  
2. 初の行を選択します。選択後、右クリックして GridControlObject のダ

イアログ ボックスを開きます。  
3. [セルの結合を解除] ボタンをクリックします。 初の行を構成していた単

一のセルが 3 つのセルに戻ります。  
4. 初のセルのテキスト式より、"=ID"を削除します。この式は、

CommandTextObject が自動的に表示するため、実際は 終的なラベル テ
ンプレートには必要ありません。  

5. [背景色] および [テキストの色] ボタンを使用し、セルの背景色を白色に、

テキストの色を黒に変更します。  
6. 初の行内で、列の境界線を削除します。このためには、ダイアログ ボ

ックスにアクセスし、 [セル] タブをクリックし、 [線] エリアより [右側] 
リストの線の値を [細線] から [なし] に変更します。中央のセルに対して

も同様の操作を繰り返します。  
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7. [OK] をクリックし、GridControlObject のダイアログ ボックスを閉じます。

ラベル テンプレートではセルが結合されているように見えますが、実際

はこれらのセルの境界線が非表示になっているだけです。  
8. 1 列目の左のセルを選択し、ダイアログ ボックスにアクセスします。  
9. [列] タブをクリックします。 [列] リストボックスに"測定値 X"と入力しま

す。 [OK] をクリックし、GridControlObject のダイアログ ボックスを閉

じます。  
10. 中央および右側のセルに対しても同様の操作を繰り返し、それぞれ"測定

値 Y"、"測定値 Z"と入力します。これらの列の見出しは、後に各列の表

示・非表示および順番を決定するのに使用されます。  
11. 先にテンプレートに追加した CommandTextObject を選択し、

GridControlObject の 初の行の上に位置するようドラッグします。  
12. 先に作成した楕円オブジェクトまたは円のビットマップ オブジェクトの

位置およびサイズを調整して、GridControlObject の右側中央に位置する

ようにします。  
13. 境界線オブジェクトの上辺を選択し、GridControlObject の真上に来るよ

うにドラッグします。  
14. ラベル内の全てのオブジェクトを取り囲むようにボックスをドラッグし、

全オブジェクトを選択します。次に、これらのオブジェクトをラベルのキ

ャンバス内でできるだけ左上にドラッグします。  
15. 右クリックして GridControlObject のプロパティにアクセスします。  
16. [テーブル形式] プロパティに"TestTableFormat"と入力し、Tab を押しま

す。  
17. ラベル テンプレートを保存して閉じます。  

このステップでは、セルの結合解除、セルの境界線のプロパティ設定、列の見出しの挿入、およ

び複数のオブジェクトを選択して移動する方法を学習しました。列の見出しを設定することによ

り、列の表示・批評におよび順番を直接設定することが可能です。このステップが完了すると、

ラベル テンプレートは次のように表示されるはずです:  
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ステップ 8: グリッド形式のテーブル定義  

1. レポート テンプレート エディタより Test1.rtp のレポート テンプレート

を開きます。  
2. TextReportObject を選択して右クリックし、 [プロパティ] ダイアログ ボ

ックスを表示します。  
3. [ルール ツリー] プロパティより、 [ルール] をクリックし、 [ルール ツリ

ー エディタ] ダイアログ ボックスにアクセスします。  
4. [ルール ツリー エディタ]を使用して、先に作成したルールへ移動します。  
5. ルールを選択し、 [編集] をクリックします。 [ルールの編集] ダイアログ 

ボックスが表示されます。  
6. [グリッドの形式] ボタンをクリックします。 [テーブル形式のプロパティ] 

ダイアログ ボックスが表示されます。  
7. [新規テーブル名] ボックスに、"TestTableFormat"と入力し、 [テーブルを

追加] をクリックします。  
8. 編集ボックスの [列] リストの下に"測定値 X"と入力し、 [列を追加] をクリ

ックします。  
9. "測定値 Y"および"測定値 Z"についても同様の手順で列を追加します。  
10. レポート テンプレート エディタに戻るまで、様々なダイアログ ボックス

が表示されますが、それぞれ [OK] をクリックします。  
11. [ファイル | 保存] を選択し、レポート テンプレートを保存します。  
12. [ファイル | 閉じる] を選択してレポート テンプレート エディタを閉じま

す。  

このステップでは、 [テーブル形式のプロパティ] ダイアログ ボックスで、GridControlObject の
列を TestTableFormat テーブルにリンクし、同じ名前を持つ列を追加し、 [テーブル形式] で与え

たのと同じ名前をテーブルに付けました。この時点では順番および表示・非表示の設定は変更し

ていないので、新規に作成されたテーブルはダイアログ ボックスで次のように表示されるはず

です:  
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新規作成された TESTTABLEFORMAT テーブルが表示された、[テーブル形式のプロパティ]ダ
イアログ ボックス  

ステップ 9: Table/Format コマンドを使用した列の表示および並び順のコントロール  

1. 表示されていない場合、 [表示 | [編集]ウィンドウ を選択して[編集]ウィン

ドウを表示します。  
2. 編集ウィンドウをコマンドモードにします。  
3. [挿入 | レポート コマンド | テーブル形式] を選択します。 [テーブル形式

のプロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。  
4. [テーブル ID] リストより、 TESTTABLEFORMAT テーブルを選択します。 

[列] エリアに、このカスタマイズされたテーブル形式で利用可能な列が表

示されます。  
5. [測定値 Z] ボックスをオフにし、 終レポートからこの列を非表示にしま

す。  
6. [測定値 Y] を選択し、 [列] エリアの隣にある上矢印アイコンをクリックし

て [測定値 Y] 列がレポートの 初に表示されるよう並べ替えます。  
7. [OK] をクリックします。次の TABLE/FORMAT コマンドが編集ウィンドウに挿

入されます。このコマンドにより、列の表示および並び順がコントロール

されます。  

TABLE/FORMAT,TESTTABLEFORMAT  

COLUMN/ORDER,MEASURED Y,MEASURED X, ,  

ROW/ORDER  
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8. 保存後、パーツプログラムを実行します。PC-DMIS が実行されると、測

定値 X と測定値 Y の値が入れ替わり、Z 列が非表示になるのが確認でき

ます。  

この 終ステップでは、 TABLE/FORMAT コマンドを挿入および使用して、ラベル テンプレートの

列の並び順および表示 非表示を設定する方法を学習しました。 終レポートは次のように表示

されるはずです:  

 

測定値 Y および X のみが表示された 終レポート  

レポート内でのラベルの使用  

レポート内でラベルを使用するには、レポート テンプレートを開き、次のオブジェクトのうち

少なくとも 1 つを追加する必要があります:  

• ラベル オブジェクト  
• TextReportObject  
• CadReportObject  

オブジェクトが存在する場合、オブジェクトを右クリックして [プロパティ] ダイアログ ボック

スにアクセスします。 後に、 [ルール ツリー エディタ] を使用して 1 つまたは複数のラベル テ
ンプレートが使用されるルールを定義します。  

レポート テンプレートが適用された場合、指定されたルールに従い、選択されたラベル テンプ

レートが使用されます。  

独立したラベルの順序について  

レポート テンプレート内で独立した [ラベル] オブジェクト が使用されている場合、 デフォルト

では測定データは前から後ろの順にレポートに入力されることに注意してください。この説明と

して、独立型のラベルを追加すると、各ラベルは英数字の順に ID を付加されます(ラベル 1、ラ

ベル 2、、、、ラベル N)。ラベルの ID はラベルが入力される順番に影響しませんが、ここでは

ラベルの並びがどのように起こるかを簡単に説明するために触れられています。レポート作成中、

ラベルの ID はどのような場合であれ変更されず、ラベル N が 初にアクティブになり入力され、

ラベル 1 が 後にアクティブになり入力されるとします。  

注記: これは、独立型のラベルに対してのみ有効で、 TextReportObject または CadReportObject 
内で使用されるラベルについては当てはまりません 。  
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独立したラベルの順序の変更  

初め、ラベルは期待通りの順に並んでいない場合があるので、 編集 | 順序 サブメニューにある

メニュー項目を使用してどのラベルが 初に記入されるかを指定し、ラベルの並び順を変更する

必要があります。  

ヒント: [レイアウト バー] の [ 前面または 背面に移動] アイコンを使用することもできます。

 

並び順を変更すると、 前面のラベルが 初に記入され、 背面のラベルが 後に記入されます。

例えば、 3 つの大きなラベル があり、 セクションの上部にラベル 1、中央にラベル 2、下部に

ラベル 3 が配置されているとします。初期設定ではラベル 3 が初めに配置され、次にラベル 2、
そしてラベル 1 が配置されます。確実にパーツプログラムの順にデータを表示したい場合、次の

手順でラベルの並び順を変更することが可能です:  
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3 つの大きなラベルを持つレポート テンプレートの例  

 

1. ラベル 1 を選択し、 編集 | 順序 | 前面に移動 を選択します。  
2. ラベル 2 を選択し、 編集 | 順序 | 背面に移動 を選択します。  
3. ラベル 3 を選択し、 編集 | 順序 | 背面に移動 を選択します。  

 

 

レポート ウィンドウでのラベル配置  

レポート テンプレートがパーツプログラムのデータを受け取ると、それはデータに適合するた

めに、ラベルを動的にサイズ変更しなければなりません。 したがって、パーツプログラム実行

の後には、これらのラベルは、 適の所在位置にない可能性があり、あるいは、その他のラベル

と重複しているかもしれません。 しかし、心配の必要はなく、 ラベルの選択 と、 その後、それ

を新しい場所にドラッグすることによって、簡単にラベルの配置場所を変更することができます。  

以下の方法のうちのひとつを用いて、ラベルを選択することが可能です。  

• そのラベル上をダブル クリックして下さい。  
• CTRL を押し、そのラベル上を左クリックして下さい。  
• そのラベルの周りにボックスをドラッグして描いて下さい。  

後者 2 つの方法は、複数のラベルを選択するためにも使用されます。  

 

テーブル形式コマンドの使用  

[TABLE/FORMAT] 編集ウィンドウのコマンドを使用して、パーツプログラム内からオンザフライ

で [GridControlObject] の行列の並び順および外観をコントロールすることが可能です。これは、

ある特定の行または列を並べ替えたり非表示にするだけの場合、ラベル テンプレート エディタ

を使用して同じラベル テンプレートの別の形式を作成する必要がないことを意味します。代わ

りに、このコマンドをプログラムに挿入し、ラベル テンプレートで [GridControlObject] がどの

ように表示されるかを定義します。  

重要: このコマンドを正しく使うためには、 [GridControlObject] の [TableFormat] プロパテ

ィの値を、 [ルールの編集] ダイアログ ボックスの [グリッドの形式] ボタンで指定されたテーブ

ル形式と全く同じ名前に設定する必要があります。  

コマンドの挿入  

このコマンドを挿入するには、 挿入 | レポート コマンド | テーブル形式 を選択します。 [テーブ

ル形式のプロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。このダイアログ ボックスは [ルール 
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ツリー エディタ] で使用されているものと同様、 [GridControlObject] を使用してラベル テンプ

レートの行列の並び順および外観をコントロールすることが可能です。行および列に対する操作

が終わったら、 [OK] をクリックして [TABLE/FORMAT] コマンドを編集ウィンドウに挿入します。  

挿入された TABLE/FORMAT コマンドは、 [ルールの編集] ダイアログ ボックスの [グリッドの形式] 
ボタンで指定済みのどの並び順よりも優先されます。  

規則系統図エディタについて  
規則系統図エディタ ダイアログ ボックス を用いて、レポート情報を表示する時、特定のオブジ

ェクトが従う規則–または、条件と応答 –を定義します。 例えば、パーツプログラム内に、そ

の他の多くのフィーチャーがあるとしても、お客様のレポートでは、円形フィーチャーについて

の真円度寸法情報のみ表示したい場合があるかもしれません。 このエディタを使用すると、そ

れを行うことができます。 お客様のレポート テンプレートに CadReportObject を加えると、そ

のオブジェクト用の 規則系統図エディタ にアクセスすることができます。 そのエディタ内で、

円フィーチャー タイプを特定し、それから、真円度データを表示するためにプログラムされた

ラベル テンプレートを選択することができます。  

 

規則系統図エディタ ダイアログ ボックス  

対応するオブジェクト:  

規則系統図エディタ は、レポート テンプレート エディタで利用可能な、以下のオブジェクトと

共に作動します  
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• TextReportObject  
• CadReportObject  
• ラベル オブジェクト  

それはまた、 カスタム レポート エディタ 内で利用可能な ページ オブジェクトと共に機能しま

す。 これらのオブジェクトのみ、 規則系統図エディタ を用いて、パーツプログラムからデータ

にアクセスすることができます。  

規則系統図エディタへのアクセス:  

1. 対応するオブジェクトをお客様のレポート テンプレートに挿入するか、

または、 カスタム レポート エディタ 内で ページ オブジェクトを選択し

て下さい。  
2. オブジェクト上をダブル クリックして下さい。  
3. 規則系統図 属性をクリックして下さい。 規則系統図エディタ ダイアログ 

ボックスが表示されます。  

 [ルール ツリー エディタ]内のルールの定義  

[ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスを使用してルールを定義するには、次の手順に従

います:  

1.  [ファイル | レポート | 新規作成 | レポート テンプレート] を選択して、

レポート テンプレート エディタにアクセスします。  
2. TextReportObject 、 CadReportObject 、または ラベル オブジェクト

をテンプレートに追加します。  
3. オブジェクトを右クリックします。 [プロパティ] ダイアログ ボックスが

表示されます。  
4. [プロパティ] ダイアログ ボックスから [ルール ツリー] プロパティを選択

します。 [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックス が 表示されます。 
パーツプログラムを構成する様々な項目のリストが表示されます。これ

らの項目の多くは、さらに特定の項目またはコマンドを見るためにプラ

ス記号(+)をクリックしてリスト展開することが可能です。ある項目は独

自に存在し、展開されたリスト内に存在しません。これには次の項目が

含まれます:  
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[ルール ツリー エディタ]ダイアログ ボックス  

• [セクションの 1 ページ目の冒頭] - この項目を選択した場合、レポ

ート ウィンドウの現在のセクション内で、1 ページ目の冒頭に表

示するラベルまたはテキスト式を選択することが可能です。  
• [セクションの 終ページの終わり] - この項目を選択した場合、現

在のセクション内で、 終ページの終わりに表示するラベルまた

はテキスト式を選択することが可能です。  
• [ファイルのヘッダー] - この項目を選択した場合、通常のレポート

ファイルのヘッダーに含まれる PART NAME、REV NUMBER、

SER NUMBER および STATS COUNT に替えて表示するラベルま

たはテキスト式を選択することが可能です。 [ファイルのヘッダ

ー]のラベルまたはテキストは、レポートの現在のセクション内の

1 ページ目に表示されます。  

5. 必要な条件を定義します。  

• 項目のリストより、条件の定義に使用する項目を探します。  
• 目的の項目を選択し、 [追加] をクリックします。 [ルールの編集] 

ダイアログ ボックス が 表示されます。  
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[ルールの編集]ダイアログ ボックス  

• 別の条件を定義する場合、条件としてレポート式言語または

BASIC スクリプトのいずれかが使用可能です。このためには、 
[追加の式またはスクリプトの使用] チェックボックスを選択し、

次に [条件] エリアより [式] または [スクリプト] オプションのいず

れかを選択します。  

o [式] を選択した場合、 [条件式] ボックスに条件式を入力します。

例えば、測定円に対するルールを設定する場合、円のデータ型

フィールドの値をチェックし、ラベルに表示するかどうか決定

することができます。測定円が 3 つ以下のヒットを持つ場合の

みラベルを表示すると仮定します。 [条件式] ボックスに、次の

ように入力します:  
 
N_HITS < 4  
 
すると、この条件が真の場合に関連付けられたラベルが使用さ

れます。IF 文全体を含める必要がないことにご注意ください。

このボックスでは IF 文は既に内部処理されています。  
o [スクリプト] を選択した場合、 [編集] ボタンをクリックして

BASIC スクリプトを作成します。コードを入力する場所に

[VBS ミニエディタ]が表示されます。このコード エディタ内で

スクリプトを作成します。条件を満たす場合、スクリプトは

TRUE を返すものでなくてはなりません。終了したら、右クリ

ックして [構文チェック] を選択します。終了したら、 [OK] を
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クリックします。スクリプトがルールの定義と共に自動的に保

存されます。  

注記: 今までのルールが削除された場合、スクリプトも削除されます。

うっかり削除してしまうことを避けるためにスクリプトを別のテキスト

ファイルに保存しておくことを薦めます。  

6. 定義された条件を満たす場合に表示するラベル、または式を定義します。  

• [ルールの編集] ダイアログ ボックスが開いている状態で、 [レポー

ト用にテキスト式を使用 ]または [レポート用にラベル テンプレー

トを使用] のいずれかを選択します。  

o テキスト式の使用を選択した場合 、簡単なテキストメッセージ

を入力するか、あるいは [テキスト式] ボックスで式を定義しま

す。例えば、円が測定された場合はいつでも、次に示すテキス

トを常に表示することができます:  
 
 "円が測定されました!"  
 
あるいは、次のように式を使用して円に関するデータを含める

ことも可能です:  
 
"円が測定されました! " + N_HITS + " ヒットです!"  

o ラベル テンプレートの使用を選択する場合 、目的のラベル テ
ンプレートを選択します。必要に応じて、 [グリッドの形式] ボ
タンをクリックし、 [テーブル形式のプロパティ] ダイアログ 
ボックスにアクセスします。このダイアログ ボックスを使用し

て、レポートのグリッド形式を設定することが可能です。グリ

ッド形式では新しいラベル テンプレートを作成せずに行および

列の並べ替えや表示 非表示の設定が可能です。加えて、グリッ

ド形式を設定すると [TABLE/FORMAT] 編集ウィンドウのコマンドを

使用してパーツプログラム内から行列の並び順をコントロール

することも可能となります。 " [テーブル形式のプロパティ]ダ
イアログ ボックスの使用 "を参照してください。  

• [ルールの編集] ダイアログ ボックスの入力が終わったら、 [OK] 
をクリックします。リストより項目が太字体で追加され、 [ルール 
ツリー エディタ] ダイアログ ボックスの 終項目にルールが追加

されます。  

7. ルールを整理します。既定のコマンドの種類に対して、いくらでもルー

ルを設定することが可能です。複数のルールを設定した場合、PC-DMIS
はルールが現れた順にそれを判断します。 [ルール ツリー エディタ]ダイ
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アログ ボックスでルールを選択し、 [上へ移動] または [下へ移動] をクリ

ックすることで判断する順序を変更することができます。  

• [コピー] および [貼り付け] ボタンを使用して、ルールをコピーし、

1 つの項目から別の項目、または複数の項目へ、あるいは全く別の

ツリーへ貼り付けることも可能です。" ルールのコピーおよび貼り

付け "を参照してください。  
• [削除] または [消去] をクリックして、個別の項目からルールを削

除することが可能です。複数の項目からルールを削除する場合は、

それらを全て選択して [消去] をクリックします。" ルールの消去 "
を参照してください。  

8. [OK] をクリックして [ルール ツリー エディタ] の変更を保存します。  
9. ルールをテストします。  

• レポート テンプレートを保存します。  
• レポート ウィンドウのレポート ツール バーを使用して、レポート

データにレポート テンプレートを適用します。  
• パーツプログラムを実行します。  

重要: 子要素に割り当てられたルールは常に親要素に割り当てられたルールより優先されること

にご注意ください。また、親ノードに割り当てられたルールは独自のルールを持たないノードの

各子要素に割り当てられます。   

ルールのインポートおよびエクスポート  

共同作業環境下では、様々なレポート テンプレートから作成されたルールを互いに共有したい

場合があるでしょう。これは [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスを使用すると簡単に

実行可能で、 [インポート] ボタンを使用して別のユーザーのルールをインポートしたり、 [エク

スポート] ボタンを使用してオリジナルのルールを別のユーザーと共有することができます。  

ルールファイルには".rul"のファイル拡張子が含まれます。  

ルールファイルのインポート:  

3. [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスにアクセスします。  
4. [インポート] ボタンをクリックします。 [ファイルを開く] ダイアログ ボ

ックスが表示されます。  
5. インポートしたいルールファイル(.rul)が含まれるディレクトリに移動し

ます。  
6. [開く] をクリックします。 [ルール ツリー エディタ] にルールファイルが

インポートされます。  
7. [OK] をクリックし、インポートされたルールを保存します。  
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ルールファイルのエクスポート:  

1. [ルール ツリー エディタ] ダイアログ ボックスにアクセスします。  
2. [エクスポート] ボタンをクリックします。 [名前を付けて保存] ダイアログ 

ボックスが表示されます。  
3. ルールファイル(.rul)を保存するディレクトリに移動します。  
4. [ファイル名] ボックスに、ファイルの名前を入力します。  
5. [保存] をクリックします。このオブジェクトに関連付けられている全ての

ルールがエクスポートされます。これで、誰でもエクスポートされたルー

ルファイルをインポートすることが可能です。  

 

ルールのコピーおよび貼り付け  
ルール ツリー エディタ には [コピー] および [貼り付け] ボタンが用意され、現在の ルール ツリ

ー エディタ と別のオブジェクト用の ルール ツリー エディタ の間でルールのコピーおよび貼り

付け、または同じ ルール ツリー エディタ 内で異なる項目のコピーおよび貼り付けが可能です。  

注記: コピーされたルールは Windows のクリップボードには保存されません。すなわち、ここで

説明されている特定のコンテキスト以外にルールをコピーして貼り付けることはできません。  

ルールのコピーおよび貼り付け:  

1. ルール ツリー エディタ から目的の項目を一つ選択します。このツリー エディタから複

数の項目が選択されている場合、 [コピー] ボタンは無効になります。  
2. ルール リストボックスより目的のルールを一つまたは複数選択します。 [コピー] ボタン

が選択可能になります。  
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2 つのルールのコピー例  

3. [コピー] をクリックします。  
4. ルール ツリーより目的の項目を一つまたは複数選択し、強調表示します。複数の項目を

選択するには Ctrl キーを押しながらクリックします。 [貼り付け] ボタンが使用可能にな

ります。  

 

コピーされたルールを空白の項目に貼り付ける例  

5. [貼り付け] をクリックしてコピーされたルールを選択した項目に貼り付けます。既にル

ールが含まれる項目にコピーしたルールを貼り付けた場合、既存のルールは新しいルー

ルに上書きされず、その代わりに新しいルールが既存のリストに追加されます。 [貼り付

け] を複数回クリックしていくらでも別のルール ツリー項目に貼り付けることが可能で

す。  
6. ルール ツリー エディタ の [OK] をクリックして変更を保存します。  

ルールのクリア  
[クリア] ボタンを使用して、ルール ツリーから関連付けられた項目を一つまたは複数個選択し

てクリアすることが可能です。Ctrl キーを押しながら次の項目を選択することで複数の項目を選

択することが可能です。  
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選択された項目に対するルールのクリア例  

 

[テーブル形式のプロパティ]ダイアログ ボックスの使用  

[テーブル形式] ダイアログ ボックスでは、 GridControlObject の定義済みの行および列の名前を

使用して、ラベル テンプレート内で GridControlObject の列およびラベルの外観や並び順をコン

トロールすることが可能です。  
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[テーブル形式のプロパティ]ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには異なるテーブル形式が含まれています。テーブル形式は単に名付

けられた行および列が 終レポートにどのように表示されるかを定義します。このダイアログ 
ボックスを使用して、全ての既存のテーブル形式について並び順および外観の状態を変更するこ

とが可能です。また、このダイアログ ボックスを使用して独自のカスタム テーブル形式を作成

することもできます。  

既存のテーブル形式に対して変更できることは、行列の外観およびその並び順だけです。これら

のテーブル形式を削除したり行または列に属するデータを変更することはできません。  

テーブル形式を使用するためには、初めに GridControlObject を含むラベル テンプレートを使用

し、その行および列が既に名付けられている必要があります。  

ダイアログ ボックス

の項目  説明  

テーブル ID  使用可能なテーブル形式を一覧表示します。  
新しいテーブル名  新しいテーブル形式を定義します。  

テーブルの追加  新しいテーブル形式を追加します。このボタンは、 [新しいテーブル名] 
ボックスに名前が入力された時のみ有効になります。  

テーブルの削除  
選択されたカスタム テーブル形式を削除します。このボタンは、 [テー

ブル ID] リストからカスタム テーブルが選択された時のみ有効になりま

す。  

行  テーブル形式の行および列を一覧表示します。上矢印および下矢印をク

リックするとこれらを並び替えることができます。  

行/列の追加  [行] または [列] エリアに、行または列の名前を追加します。カスタム テ
ーブル形式では、追加のみ可能です。  

行/列の削除  [行] または [列] エリアから、選択された行または列を削除します。カス
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タム テーブル形式では、項目の削除のみ可能です。  

サイズの変更の種類  

列を表示/非表示した場合に、テーブルに対して実行することを定義しま

す。次の 3 項目がリストに含まれます:  

グリッドのサイズを変更 - 既存の列のサイズを保持し、それに合わせて

グリッド幅を新しく変更します。  

列のサイズを変更 - グリッドの既存の幅が保持され、各列がその幅に合

わせて同じサイズに変更されます。  

テキストを非表示 - グリッドまたは列のサイズは変更されません。テキ

ストを非表示にするのみです。  
取り消し  変更を適用せずにダイアログ ボックスを閉じます。  

OK  [ルール ツリー エディタ] のルール、または編集ウィンドウの 
TABLE/FORMAT コマンドに対してテーブル形式の選択に使用します。  

 

GridControlObject の列または行に名前を付けるには、次の操作を行います:  

1. ラベル テンプレート エディタで、 GridControlObject を選択します。  
2. 列または行の 初のセルをダブルクリックします。  
3. 右クリックしてプロパティ エディタにアクセスします。  
4. [セル] または [行] タブをクリックします。  
5. [行のラベル] ボックス、または [列のラベル] ボックスに値を入力します。

リストから選択するか、任意の値を入力することが可能です。カスタム 
テーブル形式では、カスタム ラベルが表示されるのみです。  

列または行を並び替えるには、次の操作を行います:  

1. [テーブル ID] リストより、テーブル形式を選択します。  
2. 既に行または列が表示されています。  
3. [行] または [列] エリアより、並び替えを行う行または列を選択し、上下 

矢印ボタン をクリックして 目的の項目をリスト内で上下に移動します。

リストの上にある項目は下の項目の前に表示されます。  

上矢印ボタン ―  

下矢印ボタン ―  

列または行を表示/非表示にするには、次の操作を行います:  

1. [テーブル ID] リストより、テーブル形式を選択します。  
2. 既に行または列が表示されています。  
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3. [行] または [列] エリアより、行または列名の左にあるチェックボックスを

オフにするとラベルの対応する項目が非表示となります。チェックボック

スをオンにすると、対応する項目がラベルに表示されます。  

カスタム テーブル形式を作成するには、次の操作を行います:  

1. [新しいテーブル名] ボックスに名前を入力します。  
2. [テーブルの追加] ボタンをクリックします。 [テーブル ID] リストにカス

タム テーブルが表示され、削除されるまでそこに残ります。  
3. [行の追加] または [列の追加] ボックスに、 GridControlObject で付与され

ている行または列のラベル名と一致する名前を入力します。  
4. [行の追加] または [列の追加] をクリックして、この項目をテーブルに追加

します。  
5. 目的のデータがテーブル形式に含まれるまで、必要に応じて行および列の

追加、削除、または並べ替えを続けます。  

変更の削除  

変更を即座に削除するには、目的のレポート オブジェクト(TextReportObject、
CADReportObject、または Label object)を右クリックし、 [オブジェクトの変更を削除]ボタン を
選択します 。 レポート オブジェクトがデフォルトの状態に戻ります。  

 

 

 

[テンプレートのプレビュー]サムネイルアイコンの変

更  
レポートまたはラベル テンプレートの作成時はいつでも、テンプレートの開始ページまたはセ

クションの内容を基に、サムネイル表示に適したサイズのテンプレートのプレビューが自動的に

作成されます。  

このサムネイル式プレビューは、テンプレートを編集する場合および [開く] ダイアログ ボック

ス(  [ファイル | レポート | 編集 | レポート テンプレート または ラベル テンプレート] を選択)に
アクセスする場合に必ず表示されます。  
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いくつかのレポート テンプレートのプレビューアイコンが表示された[開く]ダイアログ ボック

スの例  

デフォルトで作成されたテンプレートのプレビューの代わりにオリジナルの画像ファイルを使用

する場合、 [開く] ダイアログ ボックス内で当操作を実行することができます。  

[テンプレートのプレビュー]サムネイルを変更する方法:  

1. [開く] ダイアログ ボックスより、テンプレート ファイルを選択します。  
2. [プレビューの変更] ボタンをクリックします。 [テンプレート イメージの選択] ダイアロ

グ ボックス が 表示されます。  

 

[テンプレート イメージの選択]ダイアログ ボックス  

3. [ファイルから画像を選択] オプションボタンを選択します。  
4. [OK] をクリックします。別の [開く] ダイアログ ボックスが表示され、既存の画像ファ

イルの選択が可能になります。  
5. .bmp または.jpeg ファイルが存在するディレクトリに移動して目的の画像ファイルを選

択し、 [開く] をクリックします。選択された画像がプレビューに適用されます。  



Wilcox Associates, Inc. 

1428  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

 

Test1.rtp をビットマップ画像で表示した例  

フォームについて  
フォーム エディタを用いて、対話型フォームとダイアログ ボックスを作成し、パーツプログラ

ムの実行時にそれらをアクティブにすることができます。 これらの対話型フォームの限界は、

お客様の想像力と Visual BASIC 言語を理解しプログラムする能力だけです。 Visual BASIC 言語

と PC-DMIS 自動操作をよく理解した上で、フォームを使用すると、お客様のパーツプログラム

がより強力になり、より融通性を持つようになります。  

PC-DMIS の以前のバージョンでは、対話型フォームの作成機能は、HyperView レポート エディ

タに含まれていました。 バージョン 4.0 とそれ以降では、対話型フォームが、HyperView レポ

ートの傘下から、より一般的な使用ができるように移動しました。 しかし、実行内容をコント

ロールするためにフォームを使用する時には、常に、間接的にレポート内容をコントロールする

ことになるので、フォームは依然、レポートのアクティブな部分をなします。  

しかし、この項では、フォームを用いてできるすべてのことを、ここで述べようとしているので

はありません。 かわりに、一般的なフォームの作成方法、及び、使用方法について記述し、さ

らに、レポートの観点では、標準 PC-DMIS コマンドを用いての、ユーザーからレポートへの情

報入手方法について記述します。  

また、フォームは、 オペレーターに役立つ手順を与えると方法して、レポート以外の役割でも

使用が可能です。 これを行う場合の例として、「 フォームと共に OLE オブジェクトを用いてオ

ペレーター教示 」を参照して下さい。  

フォーム エディタの説明  

表示 | フォーム エディタ を選択し、フォーム エディタを開きます。新しいウィンドウにフォー

ム エディタが表示されます。  
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フォーム エディタ  

フォーム エディタは作業領域として機能し、ボタン、リストボックス、編集ボックス等の様々

なインタラクティブなフォーム用オブジェクトのドラッグ、サイズの変更および配置が可能で、

それらのプロパティを設定することができます。オブジェクトはフォームと呼ばれるグレーの大

きな領域に配置されます。以前のバージョンで、ハイパービュー レポートを使って作業してい

た場合は、これは基本的に同じように機能し、同じユーザー インターフェイスの要素が多く含

まれるため、このエディタは親しみやすいでしょう。  

新しいテンプレートを使用したレポート作成方法により、フォーム エディタのみが 実行モード 
の機能を使用できます。レポートおよびラベル テンプレート エディタでは実行モードは使用で

きません。  

[実行モード] ― このモードはフォーム エディタでのみ使用可能です。実行モー

ドでは、フォームを実行して(走らせて)、実際のパーツプログラムの実行環

境でどのように見え、作用するかをテストすることが可能です。  

[編集モード] ― これが全てのレポート エディタのデフォルトモードであり、レ

ポートおよびラベル テンプレート エディタの唯一のモードです。  

CTRL+E を押すと実行モードと編集モードの間の切り替えを行うことができま

す。  

エディタには次の要素が含まれます:  
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• メニュー バー  
• フォント バー(ツール バー)  
• オブジェクト バー(ツール バー)  
• レイアウト バー(ツール バー)  
• オブジェクトのプロパティ シート  

 

チュートリアル - フォームの作成  

このトピックでは、基礎的なチュートリアルを順を追って説明し、実行中にリストからユーザー

名を選択し、特定の要素のみ選択して測定するためのインタラクティブなダイアログ ボックス 
コントロールの付いた簡単なフォームを作成します。選択したデータは 終レポートに表示され

ます。  

特定の編集ウィンドウのコマンドを使用してこの要素をコピーすることはもちろん可能ですが、

このチュートリアルでは、フォーム エディタでできることを理解してもらうために多少の創作

およびプログラミング技術を使用します。  

重要: このチュートリアルでは" カスタム レポート テンプレートの作成 "および" ラベル テンプ

レートの作成 "チュートリアルで作成したファイルを使用します。これらのチュートリアルをま

だ行っていない場合は、先に終了してください。  

ステップ 1: 作業環境の準備  

1. このチュートリアルでは、フォーム エディタと編集ウィンドウの間を切

り替えながら作業します。 初は、編集ウィンドウの準備をします。  

• ドッキングする編集ウィンドウを右クリックし、ショートカ

ット メニューより [ビューのドッキング] を選択してドッキ

ングを解除します。  
• 大化ボタンを選択し、ウィンドウを画面全体に表示します。  
• 編集ウィンドウをコマンドモードにします。  

2. メニューバーより、 [表示 | フォーム エディタ] を選択します。フォーム 
エディタが表示されます。  

3. 使用しないツール バーは[ツール バー]エリアを右クリックして非表示に

します。  
4. 使用しない PC-DMIS ウィンドウは、 [表示] メニューから表示されている

ウィンドウを選択し、非表示に設定します。編集ウィンドウは表示された

ままにします。  
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5. 編集ウィンドウの右上のコーナーにある [ 大化]ボタン をクリックして

フォーム エディタを 大表示します。 エディタの背景に、"FORMS"の文

字が表示されます。 フォーム エディタは 次のように なります :  

 

フォーム エディタ  

ヒント: フォーム エディタを使用して作業する場合、通常の PC-DMIS ツール バーおよびウィン

ドウを非表示にし、画面のスペースを確保したほうが便利です。このエディタを頻繁に使用する

場合、テンプレート用に画面のレイアウトを作成して保管する必要があるかもしれません。レイ

アウトについての説明は、"ツールバーの使用" セクション の、"[ウィンドウのレイアウト]ツール 
バー"トピックを参照してください。  

ステップ 2: フォームの作成  

1. [フレーム/ビュー] のグレーの背景をドラッグし、幅 5 インチ、高さ 6 イ

ンチに設定します。  
2. [境界線] オブジェクトを追加し、フォームの内部にちょうど収まるように

境界線をドラッグします。境界線のプロパティに対して、 [LineWidth] を
3 の値に、 [ForeColor] を紺色(0.0.128)に設定します。  

3. フォームの先頭に、 [ビットマップ] オブジェクトを追加します。 [ビット

マップ ダイアログ] が表示されます。会社のロゴ等、目的のビットマップ

ファイルの位置へ移動したら、 [読み込み] ボタンを押します。ビットマ

ップのサイズおよび位置を調節し、フォームの上から 1.5 インチ以内に収

まるようにします。  
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4. ビットマップオブジェクトの下に、 [ラジオボタン] オブジェクトを追加

します。ラジオボタンのプロパティにアクセスし、 [ListItems] の値をク

リックします。 [選択肢リスト] ダイアログ ボックスが表示されます。こ

のダイアログ ボックスを使用して、オブジェクトの選択肢ボタンのリス

トを作成することができます。  

• [選択肢リスト] ボックスより、既存の [ラジオボタン 1] 項目を選択し

ます。 [名前]ボックス内で、名前を"円 1"と変更します。インデックス

の [値] は既に 0 と表示されているはずです。 
• [追加] ボタンをクリックして、さらに 3 つの項目を追加します。次

に、新たに追加した項目の名前を"円 2"、"円 3"、"円 4"と変更します。

これらのインデックスはそれぞれ 1、2、3 となります。 [選択肢リス

ト] ダイアログ ボックスは 次のように なります :  

 

4 つの選択肢および 0 から 3 までのインデックスの値が表示された[選択肢リス

ト]ダイアログ ボックス  

• 終了したら、 [OK] をクリックします。  

5. (ObjectCode) の値を"ラジオボタン 1"から"optMeasure"に変更し、ラジオ

ボタン オブジェクトの名前を変更します。  
6. [フレーム] オブジェクトを追加し、ラジオボタン オブジェクトを取り囲

むようにドラッグします。フレームの [テキスト] プロパティを、"測定し

たいものを選択"に変更します。  
7. ラジオボタン オブジェクトの右側に、 [編集ボックス] オブジェクトを追

加し、名前を"編集ボックス 1"から"txtMeasure"に変更します。  
8. ラジオボタン オブジェクトの下に、 [テキスト] オブジェクト(テキスト 1)

を追加し、 [テキスト] プロパティを"ユーザーを選択:"に設定します。  
9. テキスト オブジェクトの右側に [コンボボックス] を追加し、名前を"コン

ボボックス 1"から"cboUsers"に変更します。このコントロールにはユー

ザーのリストが含まれます。  
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• [ListItems] の値をクリックし、ユーザーをリストに追加します。ここ

で、 [選択肢リスト] ダイアログ ボックスに再びアクセスします。  
• [追加] をクリックします。 [選択肢リスト] の下に、"(なし)"が挿入され

ます。  
• リストの 1 番目の項目名を、"(なし)"から"[ユーザーを選択]"に変更し、

インデックスの [値] を 0 に設定します。  
• 続けて、先の操作と同様にダイアログ ボックスを使用して 5~6 つのユ

ーザー名を追加します。このチュートリアルでは、"ボブ"、"アレン"、
"メアリー"、"シェリー"、"ジャレド"および"カート"と入力されていま

す。  
• [上へ] または [下へ] ボタンを使用し、必要に応じて各項目がリストに

表示される順序を変更します。操作が終わったら、ダイアログ ボック

スは 次のように 表示されるはずです :  

 

コンボボックスに使用するユーザー名の一覧が表示された[選択肢リスト]ダイア

ログ ボックス  

• [OK] をクリックします。これで、コンボボックス オブジェクトにこ

れらのリスト項目が追加されました。  

10. コンボボックスの右側に、 [編集ボックス] オブジェクトを追加し、名前

を"編集ボックス 2"から"txtUser"に変更します。  
11. "ユーザーを選択:"と表示しているオブジェクトの下に、もう一つ [テキス

ト] オブジェクト(テキスト 2)を追加し、 [テキスト] プロパティを"レポー

トの説明を入力"に設定します。  
12. テキスト オブジェクトの右上に、もう一つ [編集ボックス] オブジェクト

を追加し、名前を"編集ボックス 3"から"txtDescription"に変更します。  
13. フォームの下部に [ボタン] オブジェクトを追加し、名前を"ボタン 1"から

"cmdContinue"に変更します。このテキスト プロパティを"&Continue"に
変更します。アンド記号を使用すると、その後に続く文字が Alt キーと共

に使用されるショートカットとして定義されます。つまり、実行モードの



Wilcox Associates, Inc. 

1434  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

フォーム上で Alt + C を押すと、 [Continue(続行)] ボタンがクリックされ

たように処理されます。  
14. [ファイル | 保存] を選択し、フォームを保存します。名前を

"TestForm.Form"にし、任意のディレクトリに保存します。  
15. Ctrl+E を押して、フォームを実行モードでテストします。ここではどの

コントロールにもコードがリンクされていないので、クリックしても何も

起こりませんが、次の手順で追加します。終了したら、再度 Ctrl+E を押

して編集モードに戻ります。  

このステップでは、基本的なフォームに様々なコントロールを挿入しリストに項目を追加して完

成させます。完成すると 次のように なります :  

 

様々なフォーム コントロールが追加されたフォーム  

 

ステップ 3: コードをラジオボタン コントロールへ追加  

1. ラジオボタン オブジェクト、 [optMeasure] を選択し、そのプロパティに

アクセスします。  
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2. EventChange イベントをクリックします。 [VBS ミニエディタ] が表示さ

れます。この小さなコード ウィンドウに、選択肢ボタンのリストから新

しい値が選択された場合に実行される Visual BASIC のコード文を入力す

ることが可能です。  
3. コード ウィンドウに次のコードを入力します:  

Dim intIndex As Integer  

intIndex = optMeasure.Index  

Select Case intIndex  

Case 0  

txtMeasure.Text = "円 1"  

Case 1  

txtMeasure.Text = "円 2"  

Case 2  

txtMeasure.Text = "円 3"  

Case 3  

txtMeasure.Text = "円 4"  

End Select  

4. [OK] をクリックします。ミニ エディタが閉じられます。  
5. [ファイル | 保存] を選択し、フォームを保存します。  
6. CTRL+E を押して実行モードに切り替え、レポートをテストします。測

定する要素を選択します。  

このコードはリストから測定する要素が選択されたときに実行されます。選択肢ボタンのリスト

から選択された項目を取得し、txtMeasure の [テキスト] プロパティを"円 1"、"円 2"等のテキス

ト文字列に設定して表示します。Ctrl+E を押して実行モードを終了し、編集モードに戻ります。  

 

ステップ 4: コードをコンボボックス コントロールへ追加  

1. Select the ComboBox object, cboUsers, and access its properties. 
2. Click on the EventChange event. The VBS Mini Editor appears.  
3. In this code window, type this code: 

txtUser.Text = cboUsers.TextValue 
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4. Click OK. The mini editor closes.  
5. Select File | Save to save the form. 
6. Test your report by pressing CTRL + E and entering Run Mode. Select a feature 

to measure.  

This code runs when you select a user from the list. It looks at the text value of 
the selected list item and sets the Text property of txtUser to display a text string 
of the selected user. Press CTRL + E to exit Run Mode and return to Edit Mode. 

ステップ 5: コードを[続行]ボタンへ追加  

1. ボタン オブジェクト、 [cmdContinue] を選択し、そのプロパティにアク

セスします。  
2. [EventClick] イベントをクリックします。 [VBS ミニエディタ] が表示され

ます。  
3. このコード ウィンドウに次のコードを入力します:  

If cboUsers.Value >0 And Len (txtDescription.Text) > 0 And Len 
(txtMeasure.Text ) > 0 Then  

TheView.Cancel  

Else  

MsgBox "続行する前に全てのフォームに入力してください。"  

End If  

4. [OK] をクリックします。ミニ エディタが閉じられます。  
5. [ファイル | 保存] を選択し、フォームを保存します。  
6. Ctrl+E を押して実行モードに切り替え、レポートをテストします。 [続行] 

ボタンをクリックします。  

[続行] ボタンをクリックすると、このコードが実行されます。フォームのフィールドが全て入力

されているか確認し、そうであれば、フォーム エディタが閉じられます。そうでない場合、欠

けている箇所の入力を要求するメッセージが表示されます。  

• Len( )関数は編集ボックスのテキスト文字列の長さ(すなわち文字数)を取得し、何か

入力されているか確認します。  
• cboUsers.Value > 0 のコードは、リストからユーザー名が選択されているか確認し

ます。  

 

ステップ 6: フォームのプロパティを取得するために編集ウィンドウに変数を割り当て  

フォームが定義されたら、編集ウィンドウとフォームの間でデータをやり取りする方法が必要に

なります。  
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1. まだ保存していない場合、フォームを保存します。  
2. [ウィンドウ] メニューより、 [編集ウィンドウ] を選択して編集ウィンドウ

を前面に表示します。  
3. コマンドモードであることを確認します。  
4. 各円要素の後ろに、その円に対する位置の測定結果を挿入します。  
5. 上部付近、円要素の前に、フォームに関連付ける変数を定義するため、測

定する円要素の 前に 次のコードを編集ウィンドウに入力します:  

            ASSIGN/STR_DESCRIPTION = ""  

            ASSIGN/STR_USER = ""  

            ASSIGN/STR_MEASURE = ""  

6. これらの構文の直後にカーソルを置き、 [挿入 | レポート コマンド | フォ

ーム] を選択します。 [フォームの挿入] ダイアログ ボックスが表示されま

す。"TestForm.FORM"が保存されている場所へ移動してファイルを選択

し、 [開く] をクリックします。  
7. 選択したファイルのパス名が入った FORM/FILENAME コマンド ブロックが、

編集ウィンドウに挿入されます。このコマンドがマークされたり実行され

た場合、フォームを起動します。フォームが閉じられるまでは、編集ウィ

ンドウの実行は待機状態になります。  

このコマンドには [PARAM/= ] 文もしくは"パラメータ"が含まれていることにご注目くだ

さい。これらのパラメータにより、PC-DMIS 編集ウィンドウの変数とフォームのコント

ロールのプロパティ間で値をやり取りすることが可能です。  

8. [PARAM/= ] 文の等号(=)のすぐ左側をクリックし、

"TXTDESCRIPTION.TEXT"と入力します。等号の右側をクリックし、

"STR_DESCRIPTION"と入力します。Enter キーを押します。もう一つの 
[PARAM/= ] 文が現れます。  

[txtDescription] はフォームの編集ボックスオブジェクトに付けた名前であり、ユーザー

入力されたレポートの説明が保存されることに注目してください。  
 
実行中、 [txtDescription] の [テキスト] プロパティは初め、 [STR_DESCRIPTION] が持つ値

を取得します。この場合、空の文字列が取得されます。フォームが閉じると、フォーム

に入力された値が [STR_DESCRIPTION] に引き渡されます。  

9. このように [STR_USER] および [STR_MEASURE] の両変数についてもパラメータ

を設定し、それぞれ [txtUser] および [txtMeasure] オブジェクトのテキス

ト プロパティにリンク付けます。  
10. 編集ウィンドウの変更を保存します。完了すると、 [FORM/FILENAME] コマン

ド ブロックは次のようになるはずです。  
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CS7        =FORM/FILENAME= D:\PARTPROGRAMS\TESTFORM.FORM  

            PARAM/TXTDESCRIPTION.TEXT=STR_DESCRIPTION  

            PARAM/TXTMEASURE.TEXT=STR_MEASURE  

            PARAM/TXTUSER.TEXT=STR_USER  

            PARAM/=  

            ENDFORM/  

ステップ 7: 測定を制御するために編集ウィンドウに条件コードを追加  

フォームを作成した時、どの要素を測定するのか正しく制御するために(ラジオボタン オブジェ

クトを使用して)選択肢ボタンのリストを作成しました。ここで、フォームから選択された項目

に従って正しい要素が測定されるために編集ウィンドウに条件文を追加する必要があります。  

1. 編集ウィンドウで、カーソルを 初の円 1 要素の直前に置き、Enter
キーを押します。円 1 要素の上に空白行が現れ、その中にカーソルが

表示されます。  
2. [挿入 | フロー制御コマンド | コントロール ペア | If / End If] を選択し

ます。IF / END IF 条件文が編集ウィンドウに挿入されます。  
IF/0  
END_IF/  

3. 条件式を定義します。デフォルト値の 0 を選択し、次のように入力し

ます:  
STR_MEASURE == "円 1"  

4. Enter キーを押します。  
5. 円 1 の要素全体およびそれに続く位置の測定結果を選択し、 [編集 | 切

り取り] を選択します。次に、 [編集 | 貼り付け] を選択して 
[IF/STR_MEASURE == "円 1"] 行と [END_IF/] 行の間の空白行に移動します。

初の条件文ブロックは次のようになるはずです:  

IF/STR_MEASURE == "円 1"  

円 1 の要素がここに入ります...  

位置の測定結果がここに入ります...  

END_IF/  

実行後、 [STR_MEASURE] は [txtMeasure] オブジェクトの [テキスト] プロパティを保持しているこ

とにご注意ください。フォームのコードに従うと、これは次のうちのどれかです:  
 
"円 1"、"円 2"、"円 3"、または"円 4"。  
 

初の行は [STR_MEASURE] の変数の値をチェックし、その値が"円 1"の文字列に等しければ円 1
の要素を測定します。違う場合は END_IF/の次の文へ飛びます。  
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6. 上記の手順を繰り返し、他の円要素についても同様に条件文を定義し

ます。終了したら、編集ウィンドウのコードは次のように表示される

はずです:  

            ASSIGN/STR_DESCRIPTION = ""  

            ASSIGN/STR_USER = ""  

            ASSIGN/STR_MEASURE = ""  

CS7        =FORM/FILENAME= D:\PARTPROGRAMS\TESTFORM.FORM  

            PARAM/TXTDESCRIPTION.TEXT=STR_DESCRIPTION  

            PARAM/TXTMEASURE.TEXT=STR_MEASURE  

            PARAM/TXTUSER.TEXT=STR_USER  

            PARAM/=  

            ENDFORM/  

            IF/STR_MEASURE == "円 1"  

CIR1       =FEAT/CIRCLE...  

            END_IF/  

            IF/STR_MEASURE == "円 2"  

CIR2       =FEAT/CIRCLE...  

            END_IF/  

            IF/STR_MEASURE == "円 3"  

CIR3       =FEAT/CIRCLE...  

            END_IF/  

            IF/STR_MEASURE == "円 4"  

CIR4       =FEAT/CIRCLE...  

            END_IF/  

ステップ 8: 後の仕上げを追加  

ここで、 後の仕上げを行います。初めに、レポート コメントを使用してフォームの値をレポ

ート ウィンドウの 終レポートへ引き渡す必要があります。次に、フォームのオブジェクトを

いくつか非表示に設定する必要があります。  
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1. 編集ウィンドウで、 [FORM/FILENAME] コマンドの直後に次のコマンドを入力

します:               

COMMENT/REPT,"ユーザー名: " + STR_USER  

COMMENT/REPT,"レポートの説明:" + STR_DESCRIPTION  

COMMENT/REPT,"測定ルーチン: " + STR_MEASURE  

2. [ウィンドウ | フォーム エディタ] を選択し、フォーム エディタに戻りま

す。  
3. 右クリックして、 [プロパティ] ダイアログ ボックスを表示します。ドロ

ップダウン リストより [txtMeasure] を選択します。オブジェクトが選択

されます。  
4. [詳細設定] をクリックし、 [表示] プロパティを[いいえ]に設定します。  
5. ドロップダウン リストより [txtUser] を選択します。オブジェクトが選択

されます。  
6. [詳細設定] をクリックし、 [表示] プロパティを[いいえ]に設定します。こ

れらの値はユーザーにとって不要で、値を PC-DMIS に引き渡すために利

用しているだけなので、このプロパティは[いいえ]に設定して実行中はオ

ブジェクトを非表示にします。  
7. フォームを保存します。  
8. フォーム エディタを閉じます  

ステップ 9: パーツプログラムの実行  

1. [表示 | レポート ウィンドウ] を選択し、 [テンプレートの選択ダイアログ] 
ツール バー アイコンを使用してレポートにデフォルトの標準レポート テ
ンプレートを適用するよう設定します。  

2. 編集ウィンドウに戻ります。編集ウィンドウ全体をマークし、パーツプロ

グラムを保存し、 [ファイル | 実行] を選択してパーツプログラムをテスト

します。  
3. [FORM/FILENAME] コマンドまで達すると、フォームが起動されユーザー入力

が完了するまで実行が中断されます。  
4. フォームに入力し、 [続行] ボタンをクリックします。フォームの値が

PC-DMIS の変数へと引き渡されます。  
5. 条件文が [STR_MEASURE] 変数の値をチェックし、それに従って対応する円要

素の測定が実行されます。  
6. 測定された要素に対するレポート コメントおよび測定結果がレポート ウ

ィンドウに表示されます。  
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レポート内でのフォームの使用  

通常、フォームはレポートを間接的に変更するだけです。例えば、フォームを使用して特定の要

素が実行されるかどうかを制御することができます。この場合、 終レポートは直接は変更され

ませんが、レポートは常に実行された結果を表示するので間接的に変更されます。  

ただし、 [FORM/FILENAME] コマンドを使用して編集ウィンドウとフォームのオブジェクトの間で

パラメータを引き渡したり、コメントを使用してこれらのパラメータを 終レポートに表示させ

ることが可能です。この種類のフォームの使用例については、" フォームの作成 "チュートリア

ル、および" FORM コマンドの挿入 "トピックを参照してください。  

さらに、フォームから編集ウィンドウへと値を引き渡した後で、 [FORM/FILENAME] コマンドを使

用したのと同じ方法で、 [REPORT/TEMPLATE] コマンドを使用し編集ウィンドウからレポート テン

プレートへとパラメータを引き渡すことも可能です。  

   挿入 | レポート コマンド | テンプレート レポート を選択して [REPORT/TEMPLATE] コマンドを

挿入し、次に、パラメータに値を割り当てレポート テンプレート内のオブジェクトのプロパテ

ィを変更します。これを行うには、" フォームの作成 "チュートリアルを参照してください。 
[FORM/FILENAME] コマンドを引数として使用しますが、.FORM ファイル名の代わりにレポート 
テンプレート(.rtp ファイル)を選択します。また、" パーツプログラムへハイパービュー レポー

トまたはレポート テンプレートの埋め込み "トピックを参照してください。  

 

カスタム レポートの作成  
通常バージョン 4.2 で追加されたカスタム レポートは、柔軟でかつ操作が簡単な測定結果のレポ

ート作成方法です。この機能は、特定のパーツプログラムに対して素早く簡単にレポートを作成

する必要がある場合は非常に便利ですが、テンプレートを使用した方法ほど利用範囲が広いわけ

ではありません。この方法はレポート テンプレートを使用せず、代わりに現在のパーツプログ

ラムのデータを直接利用するため、カスタム レポートは通常簡単に作成およびカスタマイズで

きますが、テンプレートを使用したレポート作成ほど強力ではなく有効範囲も限られています。  

カスタム レポートの利点:  

• データをページの任意の場所に好きな順序で配置することが可能。  
• 複数のコマンドから渡されたデータを、レポートの一つの要素として組み合わせる

ことが可能。  
• 素早く、簡単な、一意のドラッグ アンド ドロップ方式でレポートを作成。  
• レポート エディタはダミーデータを使用せず、パーツプログラムから直接実データ

を使用。すなわちレポートのカスタマイズがより簡単。  

カスタム レポートの欠点:  

• テンプレートではなく、一つのレポートを作成するので、レポートはパーツプログ

ラムとリンクしています。レポートの設定をインポートして別のパーツプログラム
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で使用することも可能ですが、その再利用性は特定のルールで設計されているレポ

ート テンプレートに比べて劣ります。  
• テンプレートを使用したレポート作成方法に拡張できません。後に新しい要素また

は測定結果をパーツプログラムに追加した場合、それらを表示するにはレポート エ
ディタに新しい項目をドラッグ アンド ドロップする必要があります。  

次のトピックで、 初のカスタム レポートを作成、表示、および印刷する方法をチュートリア

ルと共に順を追って説明します。また、後に必要になった場合に素早くアクセスできるよう、各

操作手順に関するトピックも説明します。  

チュートリアル ― カスタム レポートの作成  

このトピックでは、非常に基礎的なチュートリアルを順を追って説明し、簡単なカスタム レポ

ートを作成します。これにより、 [カスタム レポート エディタ] でカスタム レポートを作成する

方法、および既存のラベル テンプレートとの相互作用の基本概要が理解でき、後に固有のカス

タム レポートを作成し、それを使用できるようになります。  

このチュートリアルを開始する前に、簡単なパート上に 4 つの測定円および各円に対して真円度

の測定結果が含まれた簡単なパーツプログラムを作成します。このチュートリアルでは、 
Hexagon 社のテスト用ブロック(Hexblock_Wireframe_Surface.igs) を使用します。  

 

次のように、4 つの円を測定するパーツプログラムを作成します。  

必要に応じて下のリンクをクリックすると、各ステップの説明が展開されまたは折り畳まれます。

また、多くのステップにはその手順に関するデモが含まれます。次のような青色のアイコンをク

リックするとデモが表示されます:  
 

ステップ 1: 作業環境の設定  

このチュートリアルでは、カスタム レポート エディタと共に[概要]モードの編集ウィンドウが使

用されています。次の手順で共に表示可能です:  

1. 編集ウィンドウにアクセスします。  
2. 編集ウィンドウを概要モードにします。  
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3. メニュバーより、 ファイル | レポート | 新規作成 | カスタム レポート を選択します。カ

スタム レポート エディタが表示されます。  
4. 使用しないツール バーは[ツール バー]エリアを右クリックして非表示にします。  
5. 使用しない PC-DMIS ウィンドウは、 [表示] メニューから表示されているウィンドウを

選択し、非表示に設定します。編集ウィンドウは表示されたままにします。  
6. 編集ウィンドウの右上のコーナーにある [ 大化]ボタン をクリックしてカスタム レ

ポート エディタを 大表示します。 エディタの背景に、"CUSTOM"の文字が表示されま

す。  
7. 編集ウィンドウを、カスタム レポート エディタの [オブジェクト] バーの下にドラッグ

します。現在の作業環境が、 次のように 変わります :  

 

カスタム レポート エディタ  

ヒント: カスタム レポート エディタを使用して作業する場合、通常の PC-DMIS ツール バーおよ

びウィンドウを非表示にし、画面のスペースを確保したほうが便利です。このエディタを頻繁に

使用する場合、画面のレイアウトを作成して保管する必要があるかもしれません。レイアウトに

ついての説明は、" ツールバーの使用 " セクション の、" [ウィンドウのレイアウト]ツール バー "
トピックを参照してください。  

 

ステップ 2: オブジェクトのドラッグ、ドロップ、および配置  

このステップでは、レポートの項目をカスタム レポート エディタにドラッグします。  

1. 概要モードの編集ウィンドウより、 [ファイルのヘッダー] を選択し、エディタ上でドラ

ッグします。作業領域でドラッグすると、この項目のアイコンが半透明の画像に変わる

のが確認できます。  
2. マウス ボタンを離します。エディタ内に[ファイルのヘッダー]オブジェクトが作成され

ます。  
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3. CIR1 および CIR2 をレポートにドラッグ アンド ドロップします。適切な配置にする必

要はありません。この時点では、レポートの 初のページの空いているスペースにドロ

ップします。  
4. レポート エディタで、既にレポート内にある [ファイルのヘッダー] オブジェクトを選択

し、レポートの上辺近く、ページの中央(横方向に)までドラッグします。  
5. 次に、CIR1 のラベル オブジェクトを選択し、ラベルの上端が[ファイル ヘッダー]オブ

ジェクトの下端に来るようにドラッグします。左辺も同様に位置を揃えます。青矢印が

現れるまでゆっくりとドラッグします。次に、マウス ボタンを離します。これにより、

ドラッグしたオブジェクトの左辺が上のオブジェクトの左辺に揃います。  
6. CIR2 に対してもこの手順を繰り返します。  
7. 次に、編集ウィンドウから CIR3 要素をドラッグし、CIR2 で使用されているラベルの下

に配置します。既にエディタ内にある様々なラベルの上でマウスを動かすと、ラベルの

周囲に緑色のハンドルが現れることに注意します。CIR2 の真下に青矢印が現れたら、マ

ウスを離します。要素が編集ウィンドウ内の CIR2 の下にドロップされ、この要素に使

用されるラベル オブジェクトが自動的に上のオブジェクトに揃えて配置されます。  
8. CIR4 に対しても上記の操作を繰り返し、CIR3 の真下に配置します。  
9. ファイル | 保存 を選択します。レポートを保存するダイアログ ボックスが表示されます。

任意の名前を選択し、 [保存] をクリックします 。  

カスタム レポート エディタは 次のように なります :  

 

 

ステップ 3: 複数のページの使用  

このステップでは、複数のページを使って作業します。 2 ページを追加し、1 ページは別のペー

ジサイズをサポートするように変更します。次にこれらのページを並べ替えます。  

1. レポート エディタのページの下部にある [ページ 1] タブを右クリックし、 [挿入] を選択

します。 [ページ 2] と呼ばれる新しいページが現れます。  
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2. このページを右クリックすると、 [プロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。  
3. [高さ] を「850」に変更し、TAB キーを押します。  
4. 幅 を「1100」に変更し、TAB キーを押します。これら 2 つのプロパティを変更すると、

必然的にページは横向き印刷用に書式設定されます。  
5. 3 番目のページ、 [ページ 3] を作成します。  
6. [ページ 2] を右クリックし、 [右へ移動] をクリックします。これにより、 [ページ 2] タ

ブが [ページ 3] の右側へ移動したのが確認できます。  
7. [ページ 3] を右クリックし、 [左へ移動] をクリックします。これで、さらにページが並

べ替えられ、 [ページ 3] の次に [ページ 1] が、その次に [ページ 2] が表示されます。こ

のように、簡単にページの並べ替えを行うことができます。  
8. レポートを保存します。  

これで、レポートは 3 ページになり、順番が変更されました。  

 

ステップ 4:P 別のオブジェクトへのドロップ  

このステップでは、既存のラベル オブジェクトを新しいラベル オブジェクトに置き換え、カス

タム レポート内で [CADReportObject] を使用する方法について説明します。  

1. カスタム レポート エディタで、 [ページ 1] タブを選択します。レポートのオブジェクト

を入れ替えるには、他の同じような種類の項目の上でドラッグ アンド ドロップするだけ

です。例えば、ラベルが使用されている任意の項目を、エディタの既存のラベルの上に

ドラッグします。  
2. CIR1 要素のレポートに対するラベルを選択します。既に 4 つの円の測定結果が表示され

ているはずです。そうでない場合、各円要素に対して作成します。  
3. 編集ウィンドウから CIR1 要素の円の測定結果をドラッグし、CIR1 のレポートエディタ

に既に存在する要素ラベルの上に次のようにドロップします:  
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ラベル オブジェクトが新しいラベル オブジェクトに更新されるのを確認します。  

4. 更新されたオブジェクトが移動したら、適切な位置に戻します。  
5. 他の測定結果も、エディタ内の対応する要素ラベルの上にドラッグします。それに従っ

て全てのラベルが更新され、次のように表示されます:  
 

 
4 つの測定結果に対するラベルが表示されたレポート エディタ  

6. [ページ 2] タブをクリックします。 [オブジェクト バー] より [CADReportObject] をペー

ジにドラッグし、ページに合うように大きさを変えます。  
7. 4 つの測定結果を一度に [CADReportObject] の上にドラッグします。このオブジェクト

に対しては、測定結果のラベル オブジェクトは更新されないことにご注意ください。代

わりに、測定結果に対する適切なラベルおよび引き出し線が、 [CADReportObject] の上

に自動的に作成されます。  
8. レポートを保存します。  

これで、 [ページ 1] には要素ラベルの代わりに測定結果のラベルが表示され 、 [ページ 2] の
[CADReportObject]は次のようになります:  

ステップ 5: データ項目の挿入  

このステップでは、 [GridControlObject] を挿入し、編集ウィンドウから値を表示する準備を整え

ます。次に、要素のデータ項目より測定値および公称値をドラッグし、オブジェクトの利用可能

なセルに配置します。  

1. [ページ 3] タブをクリックします。  
2. [GridControlObject] アイコンをクリックし、オブジェクトをページにドラッグしま

す。  
3. [プロパティ] ダイアログ ボックスにアクセスし、 [NumRows] を 8 に、 [NumCols] 

を 3 に設定します。  
4. 1 行目の真ん中のセルをダブルクリックし、"公称値"と入力します。右のセルも同様

に、"測定値"と入力します。  
5. 初の行の 1 列目から開始して下の行へ、"X"、"Y"、"Z"、"I、"J"、"K"、および"直径

"と入力します。これで、行 2 から行 8 の、列 1 に値が入力されます。

GridControlObject は次のように表示されます:  
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スタティックなテキストが表示された GridControlObject  

注記: セルにデータを入力したら、値を実際に表示するために別のセルをクリックするか

TAB キーを押す必要があります。  

6. 編集ウィンドウで、CIR1 の隣の+記号をクリックし、次に [理論値] の隣の+記号をク

リックします。データ項目の一覧が表示されます。  

 

[理論値]リストのデータ項目  

7. [理論値 X] データ項目をドラッグし、第 2 行第 2 列にドロップします。  
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項目のドラッグ  項目のドロップ  

 

8. セルにドロップした項目をダブルクリックします。このセルは実際はスタティック

なテキストを保存しているわけではありません。実際は、この下ではデータの表示

に必要な式がセルに収められています。これは、データがハードコードされておら

ず、レポートは変更に合わせて更新されることを意味します。  

 

データ項目の式を表示  

9. 続けて、残りのデータ項目についても [理論値] リストからドラッグし、 [公称値] 列
の対応するセルにドロップします。  

10. 編集ウィンドウで、 [実測値] リストを展開し、CIR1 のデータ項目を [測定値] 列の対

応するセルにドロップします。  
11. [設定] リストを展開し、CIR1 の [ID] データ項目を 1 行 1 列目のセルにドラッグ アン

ド ドロップします。  
12. 後に、1 行 1 列目のセルのテキストおよび背景を好みの書式に設定し、レポート

を保存します。 [GridControlObject] は次のように表示されます:  
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データ項目が含まれた GridControlObject の例  

13. ファイル | 閉じる を 選択し 、 カスタム レポート エディタを閉じます。  

値はパートおよび測定円により異なります。  

このステップでは、データ項目を [GridControlObject] にドラッグ アンド ドロップする方法を説

明します。  

注記: データ項目は [GridControlObject] だけではなく、エディタのページに直接ドロップするこ

とも可能です。  

 

ステップ 6: レポートの表示、更新、および印刷  

後のステップでは、レポート ウィンドウ内でカスタムレポートを読み込む方法、その表示方

法、変更されたパーツプログラムからレポートを更新する方法、およびその印刷方法について説

明します。  

1. 表示 | レポート ウィンドウ を選択して、レポート ウィンドウにアクセスします。  
2. レポート ウィンドウのツール バーより、 [カスタムレポートの選択ダイアログ] アイコ

ン を選択します 。全てのカスタムレポートが表示されたダイアログ ボックスが現れ

ます。  
3. 目的のレポートを選択し、 [開く] をクリックします。選択したレポートがレポート ウィ

ンドウに表示されます。  
4. 次に、レポートを更新します。 ファイル | レポート | 編集 | カスタム レポート を選択し

ます。現在のパーツプログラム用に作成したレポートを全て表示したダイアログが現れ

ます。  
5. 目的のレポートを選択し、 [開く] をクリックします。選択したレポートが、カスタム レ

ポート エディタ内に表示されます。  
6. 続けて、エディタで必要な変更を行い、レポートを再び保存します。  
7. 新しく更新されたレポートをレポート ウィンドウに表示させるには、単にパーツプログ

ラムを再実行するか、 [レポート] ツール バーより [再表示] アイコンをクリックします。  
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8. 後に、レポートを印刷する必要があります。 ファイル | 印刷 | レポート ウィンドウの

印刷設定... メニュー項目を選択します。  
9. プリンタ機器に送信するため、ダイアログ ボックスの [プリンタ] チェックボックスを選

択します。  
10. レポート ウィンドウの [レポート] ツール バーより、 [印刷] アイコンをクリックします。

レポートが印刷されます。  

このステップでは、レポート ウィンドウ内で既存のレポートを読み込み、それを更新し、プリ

ンタに送信します。  

お疲れ様でした。これでカスタム レポートの作成チュートリアルが完了しました。  

 

カスタム レポートの作成  

 

カスタム レポートを作成するには、次の手順に従います:  

1. [ファイル | レポート | 新規作成 | カスタム レポート] を選択します。 [カスタム レポート 
エディタ] が表示されます。  

2. 編集ウィンドウが開いていない場合、編集ウィンドウにアクセスして概要モードに設定

します。既に開いている場合、エディタにアクセスすると自動的に編集ウィンドウが概

要モードに設定されます。  
3. 編集ウィンドウより項目をドラッグし、エディタにドロップします。現在の [ページ] オ

ブジェクトの表示に関するルール一式で定義されたラベルが自動的に使用されます。オ

ブジェクトをドロップしたが関連するラベルが表示されない場合は、 [開く] ダイアログ 
ボックスが現れドロップした項目に対して定義するラベルの選択が可能になります。  

4. 必要に応じて、エディタの [オブジェクト バー] から追加のオブジェクトを挿入および設

定します。  
5. レポートの各要素を好みに応じて配置します。  
6. [ファイル | 保存] を選択し、レポートを保存します。レポート名を入力するダイアログ 

ボックスが現れます。  

 

レポート オブジェクトの配置  

カスタム レポート エディタ では、オブジェクトを目的の位置にドラッグするか、エディタの レ
イアウト バー より対応するアラインメント用アイコンを使用してオブジェクトの位置を簡単に

揃えることが可能です。  

さらに、PC-DMIS ではオブジェクトを上のオブジェクトへスナップする便利なツールが用意さ

れています。このためには、オブジェクトをゆっくりとドラッグし、上辺および左辺がもう一方

のオブジェクトの下辺および左辺に並ぶようにします。マウスポインタが 小さな青矢印 のある
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図に変わります。 この矢印はオブジェクトの左辺の位置をその上のオブジェクトの左辺に揃え

ることを示します。  

 

 

青矢印を使用したオブジェクトの整列  

この矢印が表示されたら、マウスボタンを離します。ドラッグしていたオブジェクトがもう一方

のオブジェクトに並びます。  

 

整列したオブジェクト  

青矢印はまたオブジェクトを別のオブジェクトの下に並べて配置するのに便利です。移動したい

オブジェクトを参照先オブジェクトの上にドラッグし、緑色のハンドルが参照先オブジェクトの

周囲に現れたら、次に青矢印が現れるまでマウスをそのオブジェクトの下に少しドラッグします。

青矢印が現れたらマウスを離します。するとオブジェクトがもう一方のオブジェクトの下に並ん

で表示されます。  

これにより間に余白を入れずにオブジェクトのリストを作成することが可能であり、要素または

寸法データを含めたラベルのリストを揃えて表示するのに便利です。  
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データをカスタム レポートへドラッグおよびドロップ  

"カスタム レポートの作成"トピックで説明したように、概要モードの編集ウィンドウからカスタ

ム レポート エディタへ要素および他の項目をドラッグすることができます。  

 

[ファイルのヘッダー]オブジェクトを編集領域(ページ オブジェクト)にドラッグした例  

エディタに項目をドロップすると、 [ページ] オブジェクトの [ルール ツリー エディタ] で定義し

たように、該当する要素に対応するラベルが自動的に作成されます。  

 

ドロップされた[ファイルのヘッダー]オブジェクトの例  

 

既存のラベルの上にデータをドロップしてデータを変更  

次のように、既存ラベルの上に項目をドラッグすると:  
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既存ラベルの上に測定結果をドロップした例  

ラベルが、ドロップされた項目に置き換わります:  

 

ラベルの更新例  

CADReportObject へデータのドロップ  

次のように、要素または測定結果を CADReportObject の上へドラッグすると:  
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CADReportObject の上に測定結果をドロップする例  

対応するラベル オブジェクトおよびドロップされたオブジェクトに対する引き出し線が、

CADReportObject の上に追加されます。表示されるラベルは [ページ] オブジェクトのルール ツ
リー エディタではなく、CADReportObject のルール ツリー エディタで指定されたラベルに従い

ます。  

 

CADReportObject の上に測定結果をドロップした例  

分析オブジェクトへデータのドロップ  

次のように、測定結果を [分析] オブジェクトの上へドラッグすると:  
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分析オブジェクトの上に測定結果をドロップする例  

[分析] オブジェクトの中に、ドロップされた測定結果に対する解析図が表示されます。  

 

分析オブジェクトの上に測定結果をドロップした例  

ヒストグラムオブジェクトへデータのドロップ  

次のように、測定結果を [ヒストグラム] オブジェクトの上へドラッグすると:  
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ヒストグラムオブジェクトの上に測定結果をドロップする例  

[ヒストグラム] オブジェクトの中に、ドロップされた測定結果に対するヒストグラムが表示され

ます。  

 

ヒストグラムオブジェクトの上に測定結果をドロップした例  

データ項目のドロップ  

概要モードの項目リストを別のデータ項目が表示されている場所へ拡張する場合、これらのデー

タ項目を [ページ] オブジェクトまたは GridControlObject のセルへ直接ドラッグ アンド ドロップ

することが可能です。  
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要素の理論値 X のデータ項目を GridControlObject セルへドロップする例  

ドロップされた項目に対応する値が自動的に表示されます:  

 

ドロップされたデータ項目の例  

セルの背後では、ドロップされたデータを表示するために自動的に対応するレポート式が使用さ

れているのが分かります。  
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データ項目の式の例  

ハードコードされた値の代わりに式を使用することは、データ項目が何らかの理由で変更された

場合、レポートを再実行したり再表示した際にレポートが自動的に更新されることを意味します。  

無効なドロップエリア  

あるオブジェクトの上に項目をドロップすることが無効な場合(例えばテキスト オブジェクトの

上に要素または測定結果をドラッグすると)、オブジェクトの上に項目をドラッグした時にマウ

スのアイコンが赤色の"無効"アイコンに変わり、項目をその場所にドロップできないことが示さ

れます。  

 

測定結果のドラッグに対する無効なドロップエリアの例  

ドロップの際の Shift キーおよび Ctrl キーの使用  

コマンド(要素または測定結果)のドロップを実行中、Shift または Ctrl キーを押しながらボタンを

離すと、次の処理が行われます:  

• Shift キー - 該当項目に対する CommandTextObject を挿入します。これにより、該

当項目のデータがテキストの非テーブル形式で表示されます。  
• Ctrl キー - [開く] ダイアログ ボックスが表示され、該当項目に対して別のラベル テ

ンプレートが選択できるようになります。  

データ項目のドロップを実行中、Ctrl キーを押すとデータ項目の式の結果のみならず先の概要モ

ードで処理された分かりやすいテキスト文字列が表示されます。  

複数の項目のドロップ  

編集ウィンドウの概要モードから、複数の項目を一度にドラッグ アンド ドロップすることが可

能です。これはレポートに複数の項目を素早く追加したい場合に便利です。  
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• 連続した項目のリスト全体を選択するには、 初の項目をクリックし、Shift キーを

押しながら 後の項目をクリックします。その間にある項目全てが選択されます。  
• 既存の選択から項目ごとに選択、または選択解除するには、Ctrl キーを押しながら項

目をクリックします。  

目的の項目が全て選択されたら、エディタにドラッグ アンド ドロップします。  

ルールの使用  

テンプレート レポートと同様、カスタム レポートは [ルール ツリー エディタ] を使用してレポ

ート内で使用するラベル テンプレートを指定します。デフォルトのルール一式が自動的に含ま

れているので、カスタム ラベル テンプレートやその類を読み込む場合に必要な作業は、デフォ

ルトのルールを変更するだけです。  

次の手順でこれらのルールを編集します:  

1. [カスタム レポート エディタ] の編集領域( [ページ] オブジェクト)を右クリックします 。  
2. 小さなポップアップ メニューより、 [プロパティ] を選択します。 [プロパティ] ダイアロ

グ ボックスが表示されます。  
3. [ルール ツリー エディタ] のプロパティで、 [ルール...] をクリックします。 [ルール ツリ

ー エディタ] が表示されます。  
4. 必要に応じて、ルールを変更します。  

ルール ツリー エディタの使用に関する説明は、" ルール ツリー エディタについて "を参照して

ください。  

 

複数のページを使用した作業  

カスタム レポート エディタ を使用して新しいカスタム レポートを作成すると、編集領域は空白

になります。編集領域自体を除いてオブジェクトは編集領域に存在しません。この編集領域は実

際は [ページ] オブジェクトであり、他のオブジェクトと同様、プロパティの変更が可能です。オ

ブジェクトを右クリックして [プロパティ] を選択するだけです。  

レポート テンプレート エディタの [セクション] タブと同様、 カスタム レポート エディタ で複

数の [ページ] タブ( [ページ] オブジェクト)を作成することができます。このためには、タブを右

クリックし、ポップアップ メニューより [挿入] アイコンを選択します。編集領域の下部に追加

されたタブが表示されます。  
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複数のページタブの例  

ここでは、後にレポート ウィンドウに表示される追加のレポート用ページを作成します。 セク

ション タブと同様、 ページ タブは 終レポート内に 1 つのページ追加することを反映します。

一方、1 つの セクション タブはセクション内のオブジェクトに対して定義されたルールおよび

パーツプログラムの長さにより、実際は 終レポートに複数ページを表示して終了する場合もあ

ります。  

ページ オブジェクトは必要に応じてサイズの変更が可能です。例えば、あるページのプロパテ

ィを標準的な縦形式で内容を表示するよう変更し、他のページのプロパティはデータを横形式で

表示するか、プリンタもしくは特定の用途のページ設定に合わせることが可能です。  

同様に、ページの並べ替えも簡単に行えます。このためには、 [ページ] タブを右クリックし、 
[右へ移動] または [左へ移動] を選択します。それに伴い、編集領域の下部にあるタブが並べ替え

られます。  

 

カスタム レポートの表示および印刷  

カスタム レポートはレポート ウィンドウを使用して表示および印刷されます。  

レポートを表示するには、次の操作を行います:  

1. レポート ウィンドウにアクセスします ( 表示 | レポート ウィンドウ を選択します)。  
2. レポート ウィンドウのツール バーより、 [カスタムレポートの選択ダイアログ] アイ

コン を選択します 。全てのカスタムレポートが表示されたダイアログ ボックス

が現れます。  
3. 目的のレポートを選択し、 [開く] をクリックします。選択したレポートがレポート 

ウィンドウに表示されます。  

レポートを印刷するには、次の操作を行います:  

1. ファイル | 印刷 | レポート ウィンドウの印刷設定... メニュー項目を使用して、出力

を定義します。  
2. パーツプログラムを実行するか、 [レポート] ツール バーより [印刷] アイコンをクリ

ックします。  
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カスタム レポートの削除  

カスタム レポートは実ファイルとして保存されず、パーツプログラムファイルの一部として保

存されるので Windows Explorer や Windows のダイアログ ボックスから削除することはできま

せん。PC-DMIS 内で削除する必要があります。  

カスタム レポートを削除する方法:  

1. [表示 | レポート ウィンドウ] を選択して、レポート ウィンドウにアクセスします。  
2. レポート ウィンドウ内で、 [カスタムレポートの選択ダイアログ] アイコンをクリッ

クします。  
3. 削除するレポートを選択します。  
4. Delete キーを押します。  

別のパーツプログラムからカスタム レポートを使用  

 

 

一定の条件下で、現在のパーツプログラム内に別のパーツプログラムからのカスタム レポート

を使用することが可能です。  

このためには次の操作を行います:  

1. メニュバーより、 ファイル | レポート | 編集 | 別のパーツプログラムのカスタム レポー

ト を選択します。 [ファイルを開く] ダイアログ ボックスが現れ、全てのパーツプログ

ラムが表示されます。  
2. パーツプログラムを選択し、 [開く] をクリックします。 [カスタム レポート] ダイアログ 

ボックスが表示されます。選択したパーツプログラム用のレポートが既にある場合、こ

のダイアログ ボックスが表示されます。  
3. ダイアログ ボックスより、使用したいレポートを選択し、 [開く] をクリックします。カ

スタム レポート エディタにレポートが表示されます。  

パーツプログラム内に要素または項目が検出されない場合は、ラベルおよびオブジェクトは空白

になります。  

 

レポート式について  
レポート式は、対応するレポート、または、ラベル テンプレートのオブジェクトの内部に配置

する特別なコマンドであり、PC-DMIS から特定のデータを引き出し、それらのオブジェクト内

に置きます。 例えば、フィーチャー ID をラベル テンプレート内に挿入したい、とします。 単
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に、 GridControlObject のような、式に対応するオブジェクトをレポート内に付け加えます。 そ
れから、その格子の式セル内に「=ID」とタイプ入力して下さい。  

レポート式を挿入できるエリアが 4 箇所あります:  

1) 規則系統図エディタ は、 条件式 と テキスト式 ボックス内にあります。  

2) GridControlObject は格子セル内にあります。  

3) GridControlObject は、式の繰り返しのために、 式繰り返し ボックス内の 横
列 タブ内にあります。  

4) 属性シート値 は、テキスト値を取る、編集フィールドか、または、コンボ ボ
ックス上にあります。  

利用可能な式については、利用可能な関数、演算子、及び、データ タイプの一覧用に、「 関数

と演算子 」及び「 レポート式検索のためのデータ タイプ使用 」をご覧下さい。  

注記: レポート式はまた、多くの通常の PC-DMIS の式を使用でき、これについては、「 式及び

変数の使用 」 の項に記述があります 。 それらをセル内にタイプ入力する時には、簡単に、

「=」記号をその式に先行して下さい。  

関数および演算子  

次に、レポート式言語で使用可能な関数および演算子のリストを表示します。これらは PC-
DMIS 式言語でも利用可能であり、同じように機能します。  

レポート用式言語は、PC-DMIS 式言語のように変数、構造体、関数をサポートすることはあり

ません。変数の代わりに DATA_TYPE と呼ばれる新しい型が言語に追加されます。詳しくは、" 
データ型を使用したレポート式の検索 "を参照してください。もう 1 つのレポート言語の新たな

違いは、" 既定定数 "で説明したように定数一式が追加できることです。  

注記: 式の前に等号(=)を付けることを忘れないでください。また、データを取得するコマンド

が、使用する式をサポートするか確認してください。  

式をまとめたり、処理する順番を定義するためには、( )括弧を使用します。  

レポート式の関数  

先頭にアスタリスク(*)記号が付いている項目は、レポート式言語に固有の関数です。  

関数  説明  
ABS(<式>)   入力値の絶対値を返します。  

ACOS(<式>)  入力値の逆余弦を返します。入力および戻り値はラジア

ンで表示されます。  
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ANGLEBETWEEN(<式 1>, <式 2>)  2 つの入力値、式 1 と式 2 の間の角度を返します。入力

データの型は点である必要があります。戻り値は度(°)
で表示されます。  

ARRAY(<式 1>,<式 2>, & <式 N>)  入力値から配列を作成します。  

ASIN(<式>)  入力値の逆正弦を返します。入力および戻り値はラジア

ンで表示されます。  
ATAN(<式>)  入力値の逆正接を返します。入力および戻り値はラジア

ンで表示されます。  
CHR(<式>)  入力値に対応する ASCII 文字列を返します。入力値は整

数型である必要があります。  

*COLOR(<式 1>, <式 2>)   カラー ツリーに現在定義されている 4 色のうち、1 色を

式 1 のテキスト値に使用します。 1 = マーク用の色 2 = 
アンマーク用の色 3 = ステップモード用の色 4 = エラー

用の色。" 文字列の色を変更 "を参照してください。  

*GetTolColor(式 1, 式 2, 式 3)  この関数は偏差、正の公差、および負の公差という 3 つ

のパラメータをとり、偏差に基づく現在の公差範囲の色

を COLORREF 型で返します。  

式 1 は倍精度型の偏差値、式 2 は倍精度型の正の公差、

式 3 は倍精度型の負の公差です。  

この返された色を、 [ForeColor] および [BackColor] 
等、レポート内のオブジェクトの色プロパティで使用

し、オブジェクトの色が現在の公差値を反映するよう、

動的に変更することが可能です。  

これらの色は [測定結果の色を変更] ダイアログ ボック

スで指定されます。" CAD 表示の編集 " セクション の" 
測定結果の色の編集 "を参照してください。  

CONCAT(<式 1>, <式 2>, & <式 N>)  式 1 から式 N までの文字列を 1 つの文字列に連結しま

す。  
COS(<式>)  入力値の余弦を返します。入力および戻り値はラジアン

で表示されます。  
*COUNT(式 1)  現在のコマンドに対して式 1 で定義されたデータ型のイ

ンスタンス数を返します。  
CROSS(<式 1>, <式 2>)   式 1 および式 2 の外積を返します。式 1 および式 2 は点

型である必要があります。  
*DATAFIELD(<式 1>, <式 2>, <式 3>)  カスタム レポート エディタ内でのみ使用され、要素、

測定結果、またはコマンド内の一定のデータ型から得ら

れた値を返します。この関数は次の 3 つのパラメータを

取ります: 式 1 は一意の ID またはコマンド ID を表す文

字列、式 2 はデータ型を表す文字列、式 3 は型インデッ

クスです。通常、型インデックスは 0 ですが、dtype が
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複数回現れる場合は 1 以上の値となります。  

この式は自動的に作成され、編集ウィンドウからカスタ

ム レポートへ項目をドラッグ アンド ドロップする場合

に使用されます。  
DATEVALUE()  PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

DEG2RAD(<式>)  入力角度を度(°)からラジアンへ変変換します。  

DELTA(<式 1>, <式 2>, <式 3>)   出力は式 1 で指定された点から式 2 に指定されたベクト

ルに沿って式 3 に指定された距離だけ移動した新しい点

となります。  

DOT(<式 1>, <式 2>)   式 1 および式 2 の内積を返します。 入力値は点型であ

る必要があります。  
DOUBLE(<式>)   入力値を現在の型から倍精度型に変換します。点の場合

は、原点からの距離が返されます。  

*ELAPSEDTIME()  実行にかかった時間が返されます。  

ELEMENT(<式 1>, <式 2>, <式 3>)   PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

EQUAL(<式 1>, <式 2>)  2 つの配列が同じかテストし、同じ場合は 1、違う場合

は 0 を返します。  
<式 1> ^ <式 2>  

EXPON(<式>)  

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*FILENAME()  パーツプログラムの完全パスおよびファイル名を返しま

す。  
FORMAT(<式 1>, <式 2>)   

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*GETCOUNT(式 1)  式 1 内で指定される ENUM_FIELD_TYPES データ型に

対して存在するインスタンスの数を、long 型の値で返し

ます。例えば、X、Y、Z および D で表示される位置の

測定結果は、軸データ型に対して 4 を返します。  
IF(<式 1>, <式 2>, <式 3>)   式 1 がゼロ以外の値を取る場合、式 2 の値が返され、そ

れ以外は式 3 の値が返されます。  

 

INDEX(<式 1>, <式 2>)   

INTEGER(<式>)   

 

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  
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LEFT(<式 1>, <式 2>)   

LEN(<式>)  文字列に対しては、文字列の文字数を返します。配列に

対しては、配列要素の数を返します。  

LN(<式>)   PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*LOADSTR(<式>)   数値を使用してリソースファイルから文字列を読み込み

ます。負の数値の場合、string ファイルから文字列が読

み込まれます。詳しくは、" PC-DMIS から文字列を読み

込み "を参照してください。  

LOG(<式>)   

LOWERCASE(<式>)   

<式 1> < <式 2>   

MAX(<式>)   

MAXINDEX( <式>)  

MAXINDICES( <式>)  

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*MEASSCALE()  
測定時に使用される再倍率を返します。  

MIN(<式>)   

MININDEX(<式>)   

MININDICES(<式>)   

MID(<式 1>, <式 2>, <式 3>)   

MPOINT(<式 1>, <式 2>, <式 3>)   

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*NUMMEAS()  
レポートされる測定結果の数を表す数値を表示します。

*NUMOUTTOL()  レポートされた測定結果のうち、公差範囲外にある数を

表示します。  
 

ORD(<式>)   

 

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*PARTNAME()  
パート名を表示します(ファイルのヘッダーに表示され

るものと同じです)。  
*PAGE()    

現在のページ番号を表示します。  
*PAGES()  

総ページ数を表示します。  

PAGEDIMCOUNT("CadReportObjectId",Range) 

 

この関数は 2 つのパラメータを取ります。 初のパラメ

ータが空の場合(引用符の中に何もない場合)、現在のペ

ージ内で、 大偏差が範囲*公差未満である測定結果の
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数が返されます。 2 番目のパラメータ、Range は浮動

小数点型の数です。 初のパラメータに

CadReportObject の ID を含めると、指定された

CADReportObject に関連した公差範囲内の測定結果の

数が返されます。CADReportObject1 の公差範囲外の測

定結果の数を取得したいと仮定します。これを実行する

ためには次のコードを使用します:  
=TotalPageDimCount("CadReportObject1") - 
PageDimCount("CadReportObject1",1.0)  
さらに、":N"を ID に追加することで指定の軸数を含む

測定結果の数を計算することが可能です。N は軸の数を

表す数字です。例えば、 
=PageDimCount("CadReportObject1:4",1.0) と入力する

と、CadReportObject1 に関連し、少なくとも 4 本の軸

が含まれ、かつ 4 本目の軸は指定された公差 1.0 以内に

ある測定結果の数が返されます。軸の数を指定しない場

合、 全ての 軸が指定された公差 1.0 以内の

CadReportObject1 に関連する測定結果の総数が返され

ます。  
RAD2DEG(<式>)  

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

REAL(<式>)   
PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*REGSETTING(<式 1>, <式 2>)  指定されたレジストリ設定値を表示します。 2 つのパラ

メータが使用されます: 式 1 はセクションを指定し、式

2 はエントリを指定します。  

REPORTDIMCOUNT("<式 1">, <式 2>)  この関数は、現在のページの公差範囲外の測定結果の数

を表示する代わりに、レポート全体の公差範囲外の測定

結果の数を表示することを除いては、PageDimCount()
関数と同様に機能します。加えて、<式 1>に対しては

ID として CADReportObject1 を使用するか、もしくは

空白にする(引用符のみ)必要があります。  
*REPORTVALUE(<式 1>)  別のオブジェクトのプロパティの値を表示します。式 1

に示すように、パラメータを 1 つ取ります。これは、オ

ブジェクト固有の ID にピリオド、そしてプロパティ名

が続いた文字列である必要があります。例: 
=REPORTVALUE("text1.text")  

*REVNUM()  改訂番号を表示します(ファイルのヘッダーに表示され

るものと同じです)。  

*RGB(<式 1>, <式 2>, <式 3>, <式 4>)  式 1 で指定された文字列の色を式 2、3、4 の RGB 値で

指定される色に設定します。" 文字列の色を変更 "を参

照してください。  
RIGHT(<式 1>, <式 2>)   

ROUND(<式 1>, <式 2>)   PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  
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*SECTION()  

現在のセクション番号を表示します。  

*SERNUM()  シリアル番号を表示します(ファイルのヘッダーに表示

されるものと同じです)  
SIN(<式>)  

SORTUP(<式>)   

SORTDOWN(<式>)   

SQRT(<式>)   

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*STATCOUNT()  統計値を返します(ファイルのヘッダーに表示されるも

のと同じです)。  
STR(<式>)   

STRING(<式>)  

SUM(<式>)   

SYSTIME()   

SYSTEMDATE(<式>)   

SYSTEMTIME(<式>)   

TAB(<式>)  

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

*TOGGLESTR(<式 1>, <式 2>)  式 1 のリソース ID の値に基づいて、リソースファイル

から得られた文字列を入れ替えます。再度説明します

が、腑の値は文字列が string ファイルから取得される場

合に使用されます。式 2 の値はトグル文字列内のサブス

トリングを指定するために使用されます。返される値は

サブストリングとなります。  

*TOGGLESTRING(DATA_TYPE)  与えられたコマンドに対して指定したデータ型がトグル

文字列型である場合、トグル文字列全体が返されます。

*TOGGLEVALUE(DATA_TYPE)  与えられたコマンドに対して指定したデータ型がトグル

文字列型である場合、トグル文字列のインデックス値

(またはトグル値)が返されます。  
*TOL(<式 1>, <式 2>, <式 3>, <式 4>)   式 1 は色が設定される文字列となります。式 2 はテスト

値、式 3 は正の公差、式 4 は負の公差です。テスト値が

公差範囲内(式 3 および式 4 の間の値)である場合、カラ

ー ツリーから現在のマーク用の色が使用されます。そ

の他の場合はエラー用の色(通常は赤)がテキストの色に

使用されます。  
TOTALPAGEDIMCOUNT("CadReportObjectID") この関数はパラメータを 1 つ取ります。空の場合(引用

符の間に何もない場合)、現在のページ内にある測定結

果の総数が返されます。パラメータに CadReportObject
の ID を入力すると、その CADReportObject に関連した

測定結果の総数が返されます。例えば、この式に 
=TotalPageDimCount("CadReportObject3") を使用する

と、CadReportObject3 に関連した測定結果の総数が返
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されます。また、":N"を追加することにより指定した軸

数を含む測定結果の数を計算することが可能です。N は

軸の数を表す数字です。例えば、 
=TotalPageDimCount("CadReportObject1:4") と入力する

と、CadReportObject1 に関連し、少なくとも 4 本の軸

を含む測定結果の総数が返されます。  
TOTALREPORTDIMCOUNT("CADREPORTOJECTID") この関数は、次に挙げる重要な相違点を除いては

TotalPageDimCount()関数と同様に機能します。現在の

ページに対して測定結果の数を返す代わりに、レポート

全体の測定結果の総数を返します。ただし、

CADReportObject に対してのみ有効です。パラメータ

にオブジェクト ID を代入する場合、CADReportObject1
と名付ける必要があります。  

TRACEFIELD(<式>)  レポート内の任意のトレースフィールドの名前および値

を表示します。式の値は、パーツプログラム内でリスト

表示されたトレースフィールドの上から下への順番を表

す数値です。つまりリストの 1 番目のトレースフィール

ドを表示するには、コードは次のようになります: 
=TRACEFIELD(1)  

UNIT(<式>)   PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  
*VARIABLE(<式 1>,<式 2>)  定義された変数の値を表示します。この関数は 1 つまた

は 2 つのパラメータを取ります。式 1 は変数の ID を表

す文字列です。式 2 は別のコマンド、または UID に対

する任意の ID です。詳しくは、" 変数値の表示 "を参照

してください。  
VECX(<式>)   

VECY(<式>)  

VECZ(<式>)  

PC-DMIS 式言語で使用されているものと同様です。  

 

レポート表示式の演算子  

演算子  説明  

<式 1> == <式 2>   式 1 が式 2 に等しい場合、1 を返します。他の場合は

0 を返します。  
<式 1> >= <式 2>  式 1 が式 2 以上の場合、1 を返します。 他の場合は 0

を返します。  
<式 1> <= <式 2>  式 1 が式 2 以下の場合、1 を返します。 他の場合は 0

を返します。  
<式 1> > <式 2>   式 1 が式 2 より大きい場合、1 を返します。 他の場

合は 0 を返します。  
<式 1> < <式 2>   式 1 が式 2 より小さい場合、1 を返します。他の場合

は 0 を返します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 測定結果のレポート  *  1469 

<式 1> - <式 2>  式 1 から式 2 を引きます。  

<式 1> / <式 2>   式 1 を式 2 で割ります。  

<式 1> % <式 2>  式 1 を式 2 で割った余りを返します。  

<式 1> * <式 2>  式 1 と式 2 の乗算です。  

<式 1> <> <式 2>   式 1 と式 2 を比較します。異なる場合は 1 を返し、

同じ場合は 0 を返します。  
-<式>  式のオペランド値を負にする単項マイナス演算子で

す。  
!<式>  式が存在しない場合、1 を返します。他の場合は 0 を

返します。  
<式 1> AND <式 2>  

 

2 つの数字のバイナリ AND 演算を実行します。数字

以外の場合、文字列や型の複合した数字を連結しま

す。  
<式 1> OR <式 2>  2 つの数字のバイナリ OR 演算を実行します。  

<式 1> + <式 2>  式 1 と式 2 を加算します。  

 

いくつかのレポート表示式の例  

次のトピックで、レポートの表示式を使用して行えることをいくつか例を挙げて説明します。  

• 変数の値を表示  
• 文字列の色を変更  
• PC-DMIS から文字列を読み込み  

ユーザー固有のレポート表示式を作成するには、" 関数および演算子 "トピック内の関数および

演算子を使用します。  

変数値の表示  

PC-DMIS のレポート用言語では、Variable()関数を使用してレポート内の変数値を表示すること

が可能です。この関数は次の構文を持ちます:  

Variable(<変数名>, [<コマンド ID または UID>])、[ ]内は省略可能  

初のパラメータは変数名を表し、文字列型である必要があります。 2 番目のパラメータは省略

可能であり、別のコマンドによって変わる変数の値を求めるために使用されます。  

例として、パーツプログラムに次のコードがあると仮定します:  

ASSIGN/V1 = 2  
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F1 = FEAT/CIRCLE...  

ASSIGN/V1 = F1.X  

COMMENT/OPER,"コメントテキスト"    

この例を説明するために、コメントは一意の ID を持つか、または"UID"を 245 とします。  

上記のコードに対して、次の例を考えます:  

=VARIABLE("V1")  - レポートに V1 の値を設定する文が他にない限り、値は 0、2、
または要素 F1 の測定された中心の x 値を取ります。値はレポート式の値が

求められた時点で既に実行されたコマンド、およびレポート用に現在処理さ

れているコマンドによります。  

=VARIABLE("V1", "F1") - プログラムに"F1"という名前の要素が 1 つしかない場合、

V1 は要素 F1 上で直接 2 を代入されるのでこの式の値は 2 となります。  

=VARIABLE("V1", 245) - この場合、UID が使用されるので、レポートのこの式の値は

F1.X と同じ値になります。  

注記: GridControlObject の個別のセルを使用してもパーツプログラムから変数の値を得ることは

できません。ほとんどの場合、 [テキスト] オブジェクトを使用する必要があります。  

変数およびヘッダー  

PC-DMIS ではパーツプログラムの文を実行する前にファイルのヘッダーの値を求めるので、通

常、レポートファイルのヘッダー内に変数値を表示することは不可能です。つまり、ファイルの

ヘッダーが作成されていない変数を参照しようとすると、PC-DMIS はゼロの値を表示します。

ただし、次のようにパーツプログラムのデータをヘッダーに引き渡す方法がいくつかあります:  

オプション 1 - 変数

の代わりにトレー

スフィールドを使

用  

 

 

パーツプログラムでデータを取得するために変数の代わりに トレースフ

ィールド を使用し、ヘッダーのラベル テンプレートに 
GridControlObject を挿入し、目的のセル内で =TRACEFIELD() 関数を使

用して参照します。トレースフィールドにより、テンプレートは新しい

データに基づいてレポートの値を再度取得し、トレースフィールドが表

示されます。  

利点/欠点  

• 利点 - 設定が比較的簡単。  
• 欠点 - 実際は変数を使用しません。代わりにトレースフィール

ドが使用され、トレースフィールド独自の制約を受けます。  

オプション 2 - レポー

ト テンプレートを埋

め込み  

ASSIGN 文が定義された後、パーツプログラムにレポート テンプレートを

埋め込み、変数値をパラメータとしてラベル テンプレートに引き渡しま

す。必要に応じて行または列を追加し、その追加されたセルの上に、表示
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したい変数ごとに [テキスト] オブジェクトを追加してサイズを調整しま

す。 後に、REPORT/TEMPLATE コマンドのパラメータを通して [テキス

ト] プロパティを次のように変更します:  

ASSIGN/V1="引き渡す文字列の値"  

CS1        =REPORT/TEMPLATE, FILENAME= TEXTONLY.RTP, 
AUTOPRINT=NO, Section=-1  

            PARAM/TEXT1.TEXT=V1  

            PARAM/=  

            ENDREPORT/  

ラベル テンプレートはレポート テンプレートに結合されているので、上記

のようにレポート テンプレートを参照することでラベル テンプレート内の

特定のパラメータを変更することが可能です。  

利点/欠点  

• 利点 - 終レポートのヘッダーに変数が表示されます。  
• 欠点 - 設定がやや複雑で、パーツプログラム内にレポート テンプレ

ートを埋め込むコードを追加するのに加えて、 [テキスト] オブジェ

クトをラベル テンプレートに追加する必要があります。しかし、

この方法の も大きな欠点はレポートが 2 度にわたって別々に生成

されることです。初めは PC-DMIS のデフォルト機能により、そし

て REPORT/TEMPLATE コードブロックの埋め込みにより再度レ

ポートが生成されます。  

 
オプション 3 - ヘッダ

ーのデータをレポート

に直接挿入  

 

ヘッダー用に File_Header.lbl のような外部のラベル テンプレートを参照す

るレポート テンプレートを使用する代わりに、レポート テンプレート内で

直接、ヘッダーのラベル テンプレートから GridControlObject を再生成し

ます。必要に応じて行または列を追加し、その追加されたセルの上に、表

示したい変数ごとに [テキスト] オブジェクトを追加してサイズを調整しま

す。次に、各 [テキスト] オブジェクトに対して=VARIABLE()関数を使用

し、変数を取得します。例、=VARIABLE("V1")。  

レポート テンプレート内で次のように残りの変更を行います:  

• TextReportObject 内で、ヘッダーのラベルが使用されないようルー

ルを変更します。  
• 現在のセクション、セクション 1 に対して次のプロパティを設定し

ます:  

コマンドセット = 全てのコマンド  

ページの 大値 = 1  
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1. 2 番目のセクション、セクション 2 を追加し、先の手順と同様にヘ

ッダーのラベルが使用されないよう TextReportObject のルールを

変更します。  
2. セクション 2 に対して次のプロパティを設定します:  

コマンドセット = 前のセクションから続行  

ページの 大値 = 0 ( 大値なしを意味します)  

利点/欠点  

• 利点 - 終レポートのヘッダーに変数が表示されます。  
• 欠点 - 設定がやや複雑で、レポート テンプレート内に 

GridControlObject を再生成し、各変数に対して テキスト オブジェ

クトを追加し、レポートにセクションを追加する必要があります。

さらに、"要素の表示"をのオン/オフ、または"測定結果"を"公差範囲

外の値のみ表示"に変更するようなレポートに対する編集を 2 回行

う必要があります。1 回目はページ 1( 初のセクション)に対し

て、もう 1 回は残りのページ(セクション 2)に対して行います。  

 
オプション 4 - 一般要

素を使用してレポート

の再生成を強制実行  

 

この方法では、空の一般要素を使用してラベル テンプレートにレポートの

再生成を強制的に実行させ、必要な変数値を 終レポートに引き渡しま

す。  

パーツプログラムで、空の一般要素を作成し、次のように分かりやすい名

前を付けます:  

REPORTHEADER=GENERIC/NONE,DEPENDENT,CARTESIAN,OUT,$  

   

次に、ヘッダーのラベル テンプレートを修正し、必要に応じて 
GridControlObject にセルを追加し、その追加されたセルの上に、表示した

い変数ごとに [テキスト] オブジェクトを追加してサイズを調整します。次

に、各 [テキスト] オブジェクトの [テキスト] プロパティに対して、

=VARIABLE()関数を使用して変数を取得するよう設定します。ただし、こ

の方法では、=VARIABLE()関数中にオプションのパラメータを使用して一

般要素を参照する必要があります。例、
=VARIABLE("V1","REPORTHEADER")  

利点/欠点  

• 利点 - おそらく も汎用性の高い方法です。 終レポートのヘッダ

ーに変数が表示されます。オプション 2 のように 終レポートを 2
度編集する必要がありません。  

• 欠点 - 設定がやや困難で、パーツプログラムに空の一般要素を含

め、ラベル テンプレート内の各変数に対して [テキスト] オブジェ
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クトを追加する必要があります。  

 

 

文字列の色を変更  

RGB 関数の使用  

レポート式言語では、RGB 関数を使用して RGB(赤、緑、青)色の値を指定し、テキスト式内の

文字列に適用することができます。この関数は文字列、続けてカンマで区切られた RGB のパラ

メータという 4 つのパラメータを使用し、次のように表示されます:  

=RGB(string,R,G,B)  

この関数を GridControlObject の [セルの式] ボックス(またはセル)内に入力して [OK] をクリック

し、次にオブジェクトの外側をクリックすると、この式の値が返されテキストに指定された色が

適用されます。  

 

RGB 式が表示された[セルの式]ボックス  

例えば、セルに次の式が入力されたとします。  

=RGB("Blue Text",0,0,255) + RGB(" Black Text",0,0,0) + RGB(" Yellow 
Text",255,255,0)  

すると、テンプレート エディタのテキストは次のように表示されます:  

 

Color 関数の使用  

Color 関数は 2 つのパラメータを使用します。初めは、色のパラメータであり、実際は数値によ

って編集ウィンドウの主な配色を表します。もう一つはその色が適用される文字列の値です。  

=COLOR(1, "My Text")  
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初のパラメータは 1 から 4 までの値をとり、次に対応するように編集ウィンドウの色を引き渡

します:  

1 の場合、マーク用の色が引き渡されます。  

2 の場合、アンマーク用の色が引き渡されます。  

3 の場合、ステップモード用の色が引き渡されます。  

4 の場合、エラー用の色が引き渡されます。  

これらの色は、編集ウィンドウの [カラー エディタ] ダイアログ ボックスで指定可能です。詳し

くは、" カスタマイズ設定 "の" 編集ウィンドウの配色を定義 "を参照してください。  

PC-DMIS から文字列を読み込み  

" 式のテキスト色の変更 "トピックで説明した、セルのテキスト色を変更する方法と同様、次の

式を使用して、レポート式言語に PC-DMIS で現在実行中の言語から文字列を取得させることが

可能です。  

=LOADSTR(<整数型の式>)  

この文字列は 1 つのパラメータ、すなわち resource.dll または strings.dll ファイル内の文字列の

値に対応する整数を取ります。  

• 正の値の場合、resource.dll ファイルから文字列が取得されます。  
• 負の値の場合、strings.dll ファイルから文字列が取得されます。  

この関数を GridControlObject の [セルの式] ボックス(またはセル)内に入力して [OK] をクリック

し、次にオブジェクトの外側をクリックします。すると、PC-DMIS は式の値を求めて指定した

整数に割り当てられた文字列が返されます。  

注記: この機能は主に PC-DMIS に標準装備されているラベル テンプレートが現在の言語から文

字列のデータを使用することを目的として追加されています。  

データ型を使用したレポート式の検索  

式が使用される場合、通常は PC-DMIS よりデータを取得するのに式が使用されます。このため

ラベル テンプレートに関連付けるコマンドまたは要素に、表示したいデータが含まれるか確認

する必要があります。データ型は使用するのに妥当な式を検索するのに便利です。  

例えば、 [GridReportObject] を含むラベル テンプレートを作成し、セルの 1 つに次の式を入力し

て要素の測定データの X 値を表示するとします:  

=MEAS_X    
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ここで、レポート テンプレートを作成し、 [TextReportObject] を追加し、 [ルール ツリー エデ

ィタ] を使用してラベル テンプレートを PREHIT コマンドに関連付けても 、 レポート ウィンド

ウには何も表示されません。その理由は、PREHIT コマンドは X の測定値のフィールドを持たな

いからです。正しい式を使用するには、編集ウィンドウのコマンドモードで、異なるフィールド

に対してデータ型を表示する必要があります。  

次の手順で、データ型をオンにして表示する方法を説明します。  

1. 編集ウィンドウにアクセスします。  
2. 編集ウィンドウをコマンドモードにします。  
3. 編集ウィンドウを右クリックします。 ショートカット メニュー が 表示

されます。  

 

[データ型の情報]メニュー項目  

4. ポップアップ表示の変更 | データ型の情報 を選択します。  
5. マウス ポインタをコマンドのフィールド上で動かすと、フィールドのデ

ータ型を表示した黄色い小さなポップアップが現れます。括弧内の値の

初の部分はデータ型であり、対応する式が式のリストに存在します。  

次の例を挙げます:  
 

 
 
この[データ型]ポップアップは THEO_X がこのコマンドに対して有効であることを示しています。

適切な位置に"=THEO_X"と入力した場合、この要素の理論データの X 値が表示されます。  
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データ型を使用すると、レポートおよびラベル テンプレートで使用する式がコマンドでサポー

トされているか確認することができます。  

利用可能なデータ タイプの一覧  

このデータ タイプの一覧では、データ タイプ番号 (例えば、344) と、その独自の列挙されたデ

ータ タイプ値 (例えば、DIM_OUTTOL)を表示します。 テンプレートのイベント、及び、規則に

おいて、VB スクリプト内でデータ タイプを使用する場合、すべてのスクリプト位置が列挙され

たデータ タイプ値を受け入れるわけではないので、データ タイプ番号を使う必要があるかもし

れません 。 その文字で始まる項目の一覧を閲覧するには、以下のリンク上をクリックして下さ

い。 一部のカテゴリは、容量がかなり大きく、呼び出しに数秒かかる可能性があります。 その

文字で始まる項目を縮約するには、再度、同じリンクをクリックして下さい。  

-A-  

481  ABOVEBELOW_CONFIG  
409  ADDITIONAL_CHART  
153  ALIGN_LIST  
300  ANGLE_COMP_TOGGLE  
149  ANGLE_OFFSET  
597  ANGLE_OFFSET_2  
373  ANGULARITY_NOM_ANGLE  
103  ANGVEC_I  
104  ANGVEC_J  
105  ANGVEC_K  
164  ARROW_MULTIPLIER  
479  ARTICULATEDARM_TYPE  
234  AUTO_CLEAR_PLANE  
792  AUTO_DEV_DIRECTION  
461  AUTO_ONERROR_TYPE  
533  AUTO_PH9  
219  AUTO_PRINT  
831  AUTO_ROTARY  
295  AUTOBEEPING  
52  AUTOFIT_CONSTRAINT  
298  AUTOTOLZONE  
294  AUTOTRIGGERONOFF  
140  AVERAGE_ERROR  
132  AXIS  
749  AXIS_DESCRIPTION  
747  AXIS_MINUS_TOL  
748  AXIS_NOMINAL  
746  AXIS_PLUS_TOL  

-B-  
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818 BA_FEAT_APEX_ANGLE  
822 BA_FEAT_DEV_X  
823 BA_FEAT_DEV_Y  
824 BA_FEAT_DEV_Z  
825 BA_FEAT_DEV3D  
817 BA_FEAT_POINTING_ERR 
816 BA_FEAT_RMS  
815 BA_FEAT_SOURCE  
819 BA_FEAT_X  
820 BA_FEAT_Y  
821 BA_FEAT_Z  
814 BA_FEATURE  
803 BA_RMS  
800 BA_SOLUTION_OPTIONS 
801 BA_SOLUTION_STATUS  
799 BA_SOLUTION_TYPE  
805 BA_STATION  
813 BA_STATION_LOCKED  
812 BA_STATION_ORIENTED 
809 BA_STATION_ROTX  
810 BA_STATION_ROTY  
811 BA_STATION_ROTZ  
806 BA_STATION_X  
807 BA_STATION_Y  
808 BA_STATION_Z  
802 BA_VARIANCE  
804 BA_WARNINGS  
51 BF_MATH_TYPE  
50 BOUND_TYPE  

360 BOUNDARY_POINT_X  
361 BOUNDARY_POINT_Y  
362 BOUNDARY_POINT_Z  
476 BSMETHOD_TYPE  
207 BUFFER_SIZE_TYPE  

 

 

-C-  
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492 CAD_COMP  
237 CAD_TOLERANCE  
471 CALC_STYLE_FILE  
413 CENTER_POINT  
478 CENTER_ROTATION_MEAS  
477 CENTER_ROTATION_THEO  
445 CHART_SUB_TYPE  
388 CHART_TYPE  
42 CIRC_TYPE  

614 CLIP_LEFT_DIST  
604 CLIP_LOW_DIST  
615 CLIP_RIGHT_DIST  
603 CLIP_UP_DIST  
244 COL132_TYPE  
701 COLUMN_HDR  
296 COLUMN_ID  
245 COMMAND_STRING  
790 COMMAND_TYPE  
189 COMMENT  
709 COMMENT_INPUT  
190 COMMENT_TYPE  
724 COMPOSITE  
468 CONE_CONVEX_TYPE  
60 CONE_LENGTH_ANGLE_TYPE 
39 COORD_TYPE  

621 COP_BOOLEANTYPE  
618 COP_COLORMAP  
619 COP_COPLEMENT  
616 COP_EXPORTFILETYPE  
543 COP_FILTER  
622 COP_IMPORTFILETYPE  
617 COP_SELECTIONTYPE  
544 COP_SIZE  
545 COP_TYPE  
425 CPOINT_DIAM  
428 CPOINT_F_SCANSPEED  
422 CPOINT_I  
423 CPOINT_J  
424 CPOINT_K  
426 CPOINT_SCAN_CROSS_TOTAL 
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427 CPOINT_SCAN_DENSITY  
430 CPOINT_TYPE  
419 CPOINT_X  
420 CPOINT_Y  
421 CPOINT_Z  
433 CREATE_WEIGHTS  
65 CURVE_TYPE  

 

 

-D-  

252 DATA_MEM_PAGES  
250 DATA_READ_LOCK  
251 DATA_WRITE_LOCK  
731 DATUM1_MODIFIER  
734 DATUM1_MODIFIER2  
725 DATUM2  
732 DATUM2_MODIFIER  
735 DATUM2_MODIFIER2  
733 DATUM3_MODIFIER  
736 DATUM3_MODIFIER2  
389 DB_CHART_NAME  
386 DB_QUERY_OP  
387 DB_SOURCE_NAME  
459 DB_SOURCE_TYPE  
539 DELETE_TYPE  
203 DESCRIPTION  
727 DESCRIPTION2  
133 DEST_EXPR  
353 DEV_DIAM  
791 DEV_MAX  
280 DEV_PERPEN_CENTERLINE  
350 DEV_X  
351 DEV_Y  
352 DEV_Z  
390 DEVIATION_ANGLE  
180 DEVIATION_SYMBOLS  
737 DEVPERCENT_NOM  
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739 DEVPERCENT2  
536 DIAGNOSTICS_TYPE  
199 DIGIT_COUNT  
786 DIM_AXIS_ITEM_NUMBER  
324 DIM_BONUS  
340 DIM_DEVIATION  
182 DIM_HEADING  
304 DIM_ID  
160 DIM_INFO_LOC  
159 DIM_INFO_ORDER  
161 DIM_INFO_TP_LOC  
788 DIM_ITEM_NUMBER  
173 DIM_LENGTH  
754 DIM_LENGTH2  
332 DIM_MAX  
328 DIM_MEASURED  
336 DIM_MIN  
344 DIM_OUTTOL  
703 DIM_RPT_DATUM  
705 DIM_RPT_DEVPERCENT  
704 DIM_RPT_GRAPHIC  
706 DIM_RPT_ISBILATERAL  
702 DIM_RPT_ISDATUM  
707 DIM_RPT_NUMZONES  
177 DIM_TEXT  
178 DIM_TEXT_OPTIONS  
510 DISPLAY_ADVANCED_PARAMETERS 
236 DISPLAY_HITS  
184 DISPLAY_ID  
607 DISPLAY_PROBE_PARAMETERS  
256 DISPLAY_TRACE  
840 DISPLAY_TRACKER_PARAMETERS 
185 DISPLAY_TYPE  
155 DISTANCE  
676 DRF_COLUMN_HDR  
681 DRF_ROTATIONX  
682 DRF_ROTATIONY  
683 DRF_ROTATIONZ  
677 DRF_SEGNAME  
678 DRF_SHIFTX  
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679 DRF_SHIFTY  
680 DRF_SHIFTZ  
641 DRF_TBLHDR  
291 DTYPE_LEAPFROGFULLPARTIAL  
290 DTYPE_LEAPFROGNUMHITS  
289 DTYPE_LEAPFROGTYPE  

 

-E-  

838 ECOND_HUMIDITY  
837 ECOND_PRESSURE 
836 ECOND_TEMP  
341 EDGEVEC_MEAS_I  
342 EDGEVEC_MEAS_J  
343 EDGEVEC_MEAS_K 
333 EDGEVEC_TARG_I  
334 EDGEVEC_TARG_J  
335 EDGEVEC_TARG_K 
337 EDGEVEC_THEO_I  
338 EDGEVEC_THEO_J  
339 EDGEVEC_THEO_K 
99 END_ANG  

144 END_NUM  
467 ERROR_LABEL  
202 ERROR_MODE  
201 ERROR_TYPE  
292 EXCLUSION_ZONE  
293 EXECUTE  
595 EXPOSURE  

 

-F-  

79 F_AUTOMOVE  
85 F_BOXLENGTH  
84 F_BOXWIDTH  
88 F_CHECK  
87 F_CIRCRADIN  
86 F_CIRCRADOUT  
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81 F_CORNER_RADIUS  
78 F_DEPTH  

787 F_END_OFFSET  
82 F_INCREMENT  
80 F_INDENT  

243 F_LOCATION  
89 F_MAXACCELX  
90 F_MAXACCELY  
91 F_MAXACCELZ  

168 F_MINUS_TOL  
95 F_MOVESPEED  
74 F_OFFSET  
76 F_PITCH  

167 F_PLUS_TOL  
97 F_SCANSPEED  

434 F_SIZE  
75 F_SPACER  
77 F_THICKNESS  

593 F_THICKNESS_EDGE  
83 F_TOLERANCE  
96 F_TOUCHSPEED  

208 FAIL_ON_EXIST  
789 FEAT_ITEM_NUMBER  
303 FEAT_TYPE  
198 FIELD_WIDTH  
206 FILE_COMMAND_TYPE  
152 FILE_NAME  
197 FILE_POINTER  
598 FILTER_NEIGHBOR_NUM  
606 FILTER_TOGGLE  
600 FILTER_TOL_ABOVE  
601 FILTER_TOL_BELOW  
602 FILTER_TOL_RIGHT  
472 FILTER_TYPE  
460 FIND_HOLE_PERCENT  
54 FIND_NOM_AXIS_TYPE  

233 FIND_NOMS_TYPE  
47 FINDHOLE_TYPE  

527 FINDNOMS_BESTFIT  
528 FINDNOMS_ONLYSELECTED 
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452 FIT  
465 FIXTURE_TOL  
226 FIXTURE_TYPE  
246 FLY_MODE_TYPE  
560 FREQUENCY  

 

-G-  

183 GAP_ONLY_TYPE  
708 GDT_SYMBOL  
730 GDT_SYMBOL2  
64 GEN_ALIGN_TYPE  
63 GEN_FEAT_TYPE  

162 GRAPH_ANALYSIS  
785 GRAPH_ANALYSIS_MINUS_TOL 
784 GRAPH_ANALYSIS_PLUS_TOL 
783 GRAPH_ANALYSIS_POINT_SIZE 
458 GRAPH_OPTION  
408 GRID  

-H-  

483 HIGH_ACCURACY  
223 HIGH_THRESHOLD 
407 HISTOGRAM  
839 HIT_RMS  
359 HIT_TYPE  
68 HITINT_TYPE  

 

-I-  

2 ID  
392 IGNOREMOTIONERRORS_TYPE 
205 INDEX_END  
204 INDEX_START  
72 INIT_HITS  

848 INLINE_LEGACY_REPORT  
40 INOUT_TYPE  
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596 INTENSITY  
150 INTERNAL_EXTERNAL  
454 IOCHANNEL_NUMBER  
457 IOCHANNEL_PULSE_DURATION 
456 IOCHANNEL_PULSE_INTERVAL 
455 IOCHANNEL_PULSE_WIDTH  
634 ISLAND_AI  
635 ISLAND_AJ  
636 ISLAND_AK  
638 ISLAND_CLEARANCEDIST  
625 ISLAND_DIAM  
631 ISLAND_I  
632 ISLAND_J  
633 ISLAND_K  
626 ISLAND_LENGTH  
637 ISLAND_TYPE  
627 ISLAND_WIDTH  
628 ISLAND_X  
629 ISLAND_Y  
630 ISLAND_Z  
138 ITEM_USED  
354 ITERATE_COLUMNS  

 

-L-  

200 LABEL_ID  
729 LEADER_LINE_ID  
480 LEFTYRIGHTY_CONFIG  

4 LEVEL_REF_ID  
62 LIN_POL_FILT_TYPE  

782 LINE1_BONUS  
643 LINE1_CALLOUT  
644 LINE1_COLUMN_HDR  
650 LINE1_DEV  
651 LINE1_DEVPERCENT  
750 LINE1_DEVPERCENT_NOM 
752 LINE1_DEVPERCENT2  
645 LINE1_FEATNAME  
652 LINE1_ISBILATERAL  
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768 LINE1_MAX  
647 LINE1_MEAS  
769 LINE1_MIN  
649 LINE1_MINUSTOL  
646 LINE1_NOMINAL  
653 LINE1_NUMZONES  
765 LINE1_OUTTOL  
648 LINE1_PLUSTOL  
642 LINE1_TBLHDR  
751 LINE1_USE2DEVIATIONS  
686 LINE2_AXIS  
658 LINE2_BONUS  
655 LINE2_CALLOUT  
656 LINE2_COLUMN_HDR  
660 LINE2_DATUMSHFT  
662 LINE2_DEV  
663 LINE2_DEVANG  
664 LINE2_DEVPERCENT  
740 LINE2_DEVPERCENT_NOM 
742 LINE2_DEVPERCENT2  
657 LINE2_FEATNAME  
697 LINE2_ISBILATERAL  
435 LINE2_ISPLANAR  
695 LINE2_MAX  
688 LINE2_MEAS  
696 LINE2_MIN  
694 LINE2_MINUSTOL  
687 LINE2_NOMINAL  
698 LINE2_NUMZONES  
766 LINE2_OUTTOL  
410 LINE2_PLANAR_OPEN_IN_X 
438 LINE2_PLANAR_XDEV  
436 LINE2_PLANAR_XTOL  
439 LINE2_PLANAR_YDEV  
437 LINE2_PLANAR_YTOL  
693 LINE2_PLUSTOL  
654 LINE2_TBLHDR  
659 LINE2_TOL  
661 LINE2_UNUSEDZONE  
741 LINE2_USE2DEVIATIONS  
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669 LINE3_BONUS  
666 LINE3_CALLOUT  
667 LINE3_COLUMN_HDR  
671 LINE3_DATUMSHFT  
673 LINE3_DEV  
674 LINE3_DEVANG  
675 LINE3_DEVPERCENT  
743 LINE3_DEVPERCENT_NOM 
745 LINE3_DEVPERCENT2  
668 LINE3_FEATNAME  
699 LINE3_ISBILATERAL  
440 LINE3_ISPLANAR  
774 LINE3_MAX  
771 LINE3_MEAS  
775 LINE3_MIN  
773 LINE3_MINUSTOL  
770 LINE3_NOMINAL  
700 LINE3_NUMZONES  
767 LINE3_OUTTOL  
411 LINE3_PLANAR_OPEN_IN_X 
443 LINE3_PLANAR_XDEV  
441 LINE3_PLANAR_XTOL  
444 LINE3_PLANAR_YDEV  
442 LINE3_PLANAR_YTOL  
772 LINE3_PLUSTOL  
665 LINE3_TBLHDR  
670 LINE3_TOL  
672 LINE3_UNUSEDZONE  
744 LINE3_USE2DEVIATIONS  
355 LOAD_TYPE  
287 LOCATOR_BMP  
288 LOCATOR_WAV  
210 LOW_FORCE  
224 LOW_THRESHOLD  

 

-M-  

227 MACHINE_TYPE  
485 MAGNIFICATION  
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176 MAN_RETRACT  
94 MANUAL_FINE_PROBING  

534 MANUAL_PREPOSITION  
221 MATERIAL_COEFFICIENT  
242 MAX_ANGLE  
209 MAX_FORCE  
240 MAX_INCREMENT  
491 MEAN  
569 MEAS_A  
612 MEAS_A2  
30 MEAS_ANGLE  

721 MEAS_AREA  
556 MEAS_DEPTH  
29 MEAS_DIAM  

584 MEAS_EA  
585 MEAS_EH  
624 MEAS_END_ANG  
583 MEAS_ER  
313 MEAS_EX  
314 MEAS_EY  
315 MEAS_EZ  
552 MEAS_FLUSH  
554 MEAS_GAP  
570 MEAS_H  
613 MEAS_H2  
306 MEAS_HEIGHT  
25 MEAS_I  
26 MEAS_J  
27 MEAS_K  
28 MEAS_LENGTH  

305 MEAS_MINOR_AXIS  
719 MEAS_PERIMETER  
568 MEAS_R  
611 MEAS_R2  
581 MEAS_SA  
582 MEAS_SH  
307 MEAS_SLOTVEC_I  
308 MEAS_SLOTVEC_J  
309 MEAS_SLOTVEC_K  
580 MEAS_SR  
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623 MEAS_START_ANG  
310 MEAS_SX  
311 MEAS_SY  
312 MEAS_SZ  
316 MEAS_WIDTH  
22 MEAS_X  

396 MEAS_X2  
23 MEAS_Y  

397 MEAS_Y2  
24 MEAS_Z  

398 MEAS_Z2  
141 MEASURE_ALL_FEATURES 
59 MEASURE_ORDER_TYPE  
66 MEASURED_2D3D_TYPE  

106 MEASVEC_I  
107 MEASVEC_J  
108 MEASVEC_K  
357 METHOD_TYPE  
100 MIDPOINT_X  
101 MIDPOINT_Y  
102 MIDPOINT_Z  
241 MIN_ANGLE  
239 MIN_INCREMENT  
486 MINOR_WORD_TOGGLE  
58 MODE_TYPE  
45 MOVE_TYPE  

 

-N-  

429 N_CONTROLPOINTS  
70 N_HITS  
55 N_INIT_HITS_TYPE  
56 N_PERM_HITS_TYPE  
71 N_ROWS  

489 N_SIDES  
249 NEW_STATS_DIR  
157 NEW_TIP  

0 NINGUNO_TIPO  
826 NO_APPROACH_VECTOR_FLIP 
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482 NOFLIPFLIP_CONFIG  
166 NOMINAL  
321 NOMINAL_COLOR  
232 NORM_RELEARN  
317 NUM_CONTROL_POINTS  
320 NUM_FIT_POINTS  
356 NUM_ITERATIONS  
215 NUM_RETURN_DATA  

 

-O-  

61 OFFSET_LINE_METHOD  
238 OFFSET_TOLERANCE  
156 OLD_TIP  
285 ONOFF_TYPE  
620 OPERTYPE  
220 ORIGIN  

6 ORIGIN_REF_ID  
449 OUTPUT_DMIS_REPORT  
448 OUTPUT_FEAT_W_DIMENS 
447 OUTPUT_FEATURE_NOMS 
165 OUTPUT_TYPE  
558 OVERLAP  
559 OVERSCAN  
446 OVERWRITE  

 

-P-  

191 PART_NAME  
519 PATTERN_TYPE  
487 PERCENTAGE  
73 PERM_HITS  

170 PERP_PARALLEL_TYPE  
326 PERUNIT_LENGTH  
325 PERUNIT_STEPSIZE  
327 PERUNIT_WIDTH  
115 PINVEC_I  
116 PINVEC_J  
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117 PINVEC_K  
605 PIXEL_TOGGLE  
186 POINT_INFO_HEADING  
380 POINTINFO_FILTER_DEVIATION  
381 POINTINFO_FILTER_DEVIATION_NUMBER 
301 POINTINFO_FILTER_INTERVAL  
302 POINTINFO_FILTER_INTERVAL_NUMBER 
382 POINTINFO_FILTER_OUTTOL  
378 POINTINFO_FILTER_WORST  
379 POINTINFO_FILTER_WORST_NUMBER  
218 POLAR_VECTOR_COMPENSATION  
277 POS_REPORT_AXIS_X  
278 POS_REPORT_AXIS_Y  
279 POS_REPORT_AXIS_Z  
462 POS_REPT_DISPLAY_OPTION  
214 POSITIONAL_ACCURACY  
399 PPROG  
175 PRECISION  
377 PRINT_DELETE_RUNS  
376 PRINT_DRAFTMODE  
213 PROBE_ACCURACY  
228 PROBE_COMP  
793 PROBE_DIRECTION  
834 PROBE_TYPE  
299 PROBING_MODE  

174174 PROFILE_FORM_TYPE  
550 PROFILE_TYPE  
521 PROGRAM_GAGE_FEAT_TYPE  
522 PROGRAM_GAGE_TYPE  
847 PROJECTOR  
843 PTDENSITY_DEVLIMIT  
844 PTDENSITY_MAXSPAN  
841 PTDENSITY_TOGGLE  
842 PTDENSITY_UPPERBOUND  
118 PUNCHVEC_I  
119 PUNCHVEC_J  
120 PUNCHVEC_K  

 

-Q-  
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470 QUERY_SHOW_GRAPHIC_SETTINGS 

-R-  

171 RADIUS_TYPE  
196 READ_WRITE  
46 READPOS_TYPE  
3 REF_ID  

222 REF_TEMP  
798 REF_UID  
412 REGR  
830 RELATIVE_COMMENTS  
142 REPIERCE_CAD  
323 REPORT_MODE  
383 REPORT_SURFVEC_I  
384 REPORT_SURFVEC_J  
385 REPORT_SURFVEC_K  
121 REPORTVEC_I  
122 REPORTVEC_J  
123 REPORTVEC_K  
188 RET_ONLY_TYPE  
216 RETURN_SPEED  
192 REVISION_NUMBER  
48 RMEAS_TYPE  
69 RMEASFEATID  

524 RMEASFEATIDX  
525 RMEASFEATIDY  
526 RMEASFEATIDZ  

5 ROTATE_REF_ID  
158 ROTATION_TYPE  
833 ROTATION_TYPE_2  
286 ROW_ID  
639 RPT_DIMENSION_TABLES 

 

-S-  

151 SAVE_ALIGN_CAD_TO_PARTS  
795 SCALING  
92 SCAN_ACCELERATION  
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265 SCAN_AXISVEC_I  
266 SCAN_AXISVEC_J  
267 SCAN_AXISVEC_K  
432 SCAN_BNDRY_TYPE  
274 SCAN_CROSS_TOTAL  
259 SCAN_CUTPLANEVEC_I  
260 SCAN_CUTPLANEVEC_J  
261 SCAN_CUTPLANEVEC_K  
217 SCAN_DENSITY  
276 SCAN_EDGE_THICK  
268 SCAN_ENDVEC_I  
269 SCAN_ENDVEC_J  
270 SCAN_ENDVEC_K  
271 SCAN_INITDIR_I  
272 SCAN_INITDIR_J  
273 SCAN_INITDIR_K  
262 SCAN_INITVEC_I  
263 SCAN_INITVEC_J  
264 SCAN_INITVEC_K  
93 SCAN_OFFSET_FORCE  

358 SCAN_TECHNIQUE  
275 SCAN_TIME_INCR  
540 SCREEN_CAPTURE_AUTO_TIME 
503 SCREEN_CAPTURE_QUALITY  
502 SCREEN_CAPTURE_SCALE  
535 SCREEN_CAPTURE_TYPE  
57 SEARCHMODE_TYPE  

764 SECTION_INDEX  
225 SENSOR_LIST  
193 SERIAL_NUMBER  
494 SHOW_COLUMN  
136 SHOW_DETAILS  
179 SHOW_HEADINGS  
135 SHOW_IDS  
414 SHOW_MORE_SPC_CALCS  
723 SHOW_NOMS  
728 SHOW_OPTIONS  
187 SHOW_POINT_INFO  
493 SHOW_ROW  
402 SHOW_SPC_CALCS  
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763 SIMULT_EVAL  
235 SINGLE_POINTr  
849 SINGLE_POINT_DEVIATION  
145 SKIP_NUM  
53 SLOT_MIN_MAX_TYPE  

297 SLOT_NUMBER  
563 SLOT_TYPE  
109 SLOTVEC_I  
110 SLOTVEC_J  
111 SLOTVEC_K  
43 SNAP_TYPE  

416 SOLID  
403 SPEC_LIMITS  
415 SPEC_OFFSET  
134 SRC_EXPR  
181 STANDARD_DEVIATION  
98 START_ANG  

466 START_LABEL  
143 START_NUM  
254 STAT_CALC_TYPE  
194 STAT_COUNT  
253 STAT_NAME_TYPE  

1 STATIC_TOGGLE  
391 STATS_DATASOURCE  
453 STATS_DB_TYPE  
248 STATS_DIR  
247 STATS_TYPE  
405 STDDEV  
195 SUB_NAME  
690 SUMMARY_AXIS  
781 SUMMARY_BONUS  
684 SUMMARY_COLUMN_HDR  
640 SUMMARY_DEV  
685 SUMMARY_FEAT  
779 SUMMARY_MAX  
692 SUMMARY_MEAS  
780 SUMMARY_MIN  
778 SUMMARY_MINUSTOL  
691 SUMMARY_NOMINAL  
776 SUMMARY_OUTTOL  
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777 SUMMARY_PLUSTOL  
689 SUMMARY_TBLHDR  
484 SURFACE  
112 SURFVEC_I  
113 SURFVEC_J  
114 SURFVEC_K  
546 SURFVEC_MEAS_I  
547 SURFVEC_MEAS_J  
548 SURFVEC_MEAS_K  
329 SURFVEC_TARG_I  
330 SURFVEC_TARG_J  
331 SURFVEC_TARG_K  

 

-T-  

345 T_VALUE  
572 TARG_A  
590 TARG_EA  
591 TARG_EH  
589 TARG_ER  
516 TARG_EX  
517 TARG_EY  
518 TARG_EZ  
573 TARG_H  
31 TARG_I  
32 TARG_J  
33 TARG_K  

571 TARG_R  
587 TARG_SA  
588 TARG_SH  
586 TARG_SR  
513 TARG_SX  
514 TARG_SY  
515 TARG_SZ  
19 TARG_X  
20 TARG_Y  
21 TARG_Z  

557 TARGET_BLOB_TYPE  
282 TARGET_COLOR  
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832 TARGET_COVERAGE  
474 TARGET_DIRECTION  
520 TARGET_EDGE_ANGLE  
508 TARGET_EDGE_DENSITY  
712 TARGET_EDGE_EDGEDETECT  
538 TARGET_EDGE_EDGENUM  
537 TARGET_EDGE_EDGESELECT  
828 TARGET_EDGE_END_VALUE  
717 TARGET_EDGE_GRADIENT  
711 TARGET_EDGE_HEIGHT  
505 TARGET_EDGE_ILLUM  
475 TARGET_EDGE_POLARITY  
592 TARGET_EDGE_SENSILIGHT  
504 TARGET_EDGE_SIZE  
827 TARGET_EDGE_START_VALUE  
507 TARGET_EDGE_STRENGTH  
506 TARGET_EDGE_TOL  
509 TARGET_EDGE_TYPE  
549 TARGET_EDGE_UNDERSCAN  
710 TARGET_EDGE_WIDTH  
715 TARGET_FILTER_AREA  
716 TARGET_FILTER_AREA_SIZE  
713 TARGET_FILTER_CLEAN  
714 TARGET_FILTER_CLEAN_STRENGTH  
561 TARGET_FILTER_OUTLIER  
562 TARGET_FILTER_OUTLIER_DISTANCE_THRESHOLD 
599 TARGET_FILTER_OUTLIER_STD_DEV_THRESHOLD 
523 TARGET_FOCUS  
845 TARGET_MEASURE_AT_FOV_CENTER  
722 TARGET_SURFACE_CROSSHAIR_HEIGHT  
499 TARGET_SURFACE_DURATION  
846 TARGET_SURFACE_FIND_SURFACE  
497 TARGET_SURFACE_HEIGHT  
501 TARGET_SURFACE_HIACC  
490 TARGET_SURFACE_ILLUM  
500 TARGET_SURFACE_MODE  
498 TARGET_SURFACE_RANGE  
829 TARGET_SURFACE_RANGE_MULTIPLIER  
495 TARGET_SURFACE_SENSILIGHT  
829 TARGET_SURFACE_SURFACE_VARIANCE  
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511 TARGET_SURFACE_TYPE  
496 TARGET_SURFACE_WIDTH  
564 TARGET_TYPE  
124 TARGSLOT_I  
125 TARGSLOT_J  
126 TARGSLOT_K  
532 TEMPP  
529 TEMPX  
530 TEMPY  
531 TEMPZ  
163 TEXT_ANALYSIS  
761 TEXTANAL_LABEL_DEV  
758 TEXTANAL_LABEL_MEAS_I  
759 TEXTANAL_LABEL_MEAS_J  
760 TEXTANAL_LABEL_MEAS_K  
755 TEXTANAL_LABEL_MEAS_X  
756 TEXTANAL_LABEL_MEAS_Y  
757 TEXTANAL_LABEL_MEAS_Z  
762 TEXTANAL_LABEL_MINMAX  
566 THEO_A  
609 THEO_A2  
38 THEO_ANGLE  

720 THEO_AREA  
555 THEO_DEPTH  
34 THEO_DIAM  

578 THEO_EA  
579 THEO_EH  
284 THEO_END_ANG  
577 THEO_ER  
13 THEO_EX  
14 THEO_EY  
15 THEO_EZ  

551 THEO_FLUSH  
553 THEO_GAP  
567 THEO_H  
610 THEO_H2  
37 THEO_HEIGHT  
16 THEO_I  
17 THEO_J  
18 THEO_K  
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36 THEO_LENGTH  
130 THEO_MINOR_AXIS  
718 THEO_PERIMETER  
565 THEO_R  
608 THEO_R2  
575 THEO_SA  
576 THEO_SH  
574 THEO_SR  
283 THEO_START_ANG  
10 THEO_SX  
11 THEO_SY  
12 THEO_SZ  
35 THEO_WIDTH  
7 THEO_X  

393 THEO_X2  
8 THEO_Y  

394 THEO_Y2  
9 THEO_Z  

395 THEO_Z2  
49 THEOBF_TYPE  
41 THICKNESS_TYPE  

594 THICKNESS_TYPE_EDGE  
67 THINNING_TOL  

488 THRESHOLD  
450 TIME_ARG  
401 TIME_FILTER  
835 TIME_STAMP  
229 TIP_I  
230 TIP_J  
231 TIP_K  
418 TITLE  
349 TOOL_DIAM  
346 TOOL_X  
347 TOOL_Y  
348 TOOL_Z  
169 TP_MODIFIER  
726 TP_MODIFIER2  
400 TRACE_FILTER  
451 TRACE_FILTER_ARG  
257 TRACE_NAME  



Wilcox Associates, Inc. 

1498  *  測定結果のレポート PC-DMIS 4.3 Core Manual 

258 TRACE_VALUE  
473 TRACE_VALUE_LIMIT  
255 TRANSFER_DIR  
212 TRIGGER_FORCE  
469 TRIGGERPLANE  
463 TRIGGERTOLERANCE  
464 TRIGGERTOLVALUE  
131 TWO_D_THREE_D_TYPE  

 

-U-  

318 U_HITS  
417 U_L_BOUNDS  
406 UCL_LCL  
797 UID  
172 UNIT_TYPE  
211 UP_FORCE  
127 UPDATEVEC_I  
128 UPDATEVEC_J  
129 UPDATEVEC_K  
431 USE_3DFILTER  
139 USE_AXIS  
753 USE_AXIS2  
541 USE_HSSDAT  
796 USE_SCALING  
542 USE_STARTENDDELAY 
281 USE_THEO  
44 USEPIN_TYPE  

794 USER_DEFINED_THEOS 
738 USETWODEVIATIONS  

-V-  

319 V_HITS  
363 VIDEO_GAIN  
366 VIDEO_LASERLIGHT1 
367 VIDEO_LASERLIGHT2 
365 VIDEO_LEDLIGHT  
370 VIDEO_LSEG  
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364 VIDEO_OFFSET  
371 VIDEO_XSEG  
369 VIDEO_YEND  
368 VIDEO_YORIGIN  
372 VIDEO_YSEG  
512 VOID_DETECT  

-W-  

322 WAVE_FILE  
137 WEIGHT  
154 WORK_PLANE 

-X-  

146 X_OFFSET 

-Y-  

147 Y_OFFSET 

-Z-  

148 Z_OFFSET 
404 ZONES  

   

型インデックスを使用した特定のデータ表示  

型インデックスを使用して非常に特定されたデータをレポートに引き渡すことができます。例え

ば、8 つのヒットを持つ円柱要素がある場合、型インデックスを使用して 2 番目のヒットの X の

測定値を取得することが可能です。型インデックスを使用するには、式にコロンおよび数値を追

加するだけで、対応するヒットまたは一連の寸法データを取得できます。  

型インデックスを使用した特定のデータ表示  

この操作の説明として、例えば次のように入力します:  

=MEAS_X  

型インデックスは使用されず(型インデックスはデフォルトの 0 に設定)、要素の中心点に対する

X の測定値が表示されます。  

一方、次のように入力した場合:  
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=MEAS_X:1  

初のヒットに対する X の測定値が表示されます。  

次のように入力した場合:  

=MEAS_X:2  

2 番目のヒットに対する X の測定値が表示されます。  

行を繰り返して全てのデータを表示  

型インデックスと同様に、 [GridControlObject] 内で行を"繰り返し行"と指定することが可能で

す。繰り返し行では、文字"N"が表示される行に対する現在の繰り返しインデックスの値となり

ます。繰り返し行を指定する場合、繰り返し行に対する式もまた定義可能であり、その値が求め

られると行を繰り返す回数が定義されます。  

つまり、要素の全てのヒットに対して X の測定値を表示する場合、次の式のを使用して 1 つの繰

り返し行を定義します:  

=MEAS_X:N  

次に、繰り返し行に対する式を"=N_HITS"と定義し、ヒットの総数を取得します。全てのヒット

数が表示されるまで、付随するヒットデータを持った行が繰り返されます。  

プレフィックス番号を使用した要素の参照データへのアクセス  

バージョン 4.2 以前では、レポートの式を通して要素の参照データへアクセスすることは不可能

でした。実際はレポート式の言語を使用して、与えられたコマンドの各データフィールドへアク

セスすることは可能でしたが、参照されたコマンドのデータにアクセスすることは容易ではあり

ませんでした。例えば円、平面、または線の代わりに位置の測定データを指定することはできま

せんでした。  

バージョン 4.2 からは、レポートの式は中括弧で括られたオプションのプレフィックス番号が付

き、データの参照元となるコマンドを指定することができます。  

例えば、真円度の測定結果に対してラベル テンプレートを作成し、ラベル テンプレートに測定

された直径を表示する場合、次の式を使用します:  

={1}MEAS_DIAM()    

{1}に注目してください。これは、データは作成されるテンプレートのコマンド(寸法)の代わりに

初の参照コマンド(要素)から取得されることを示します。  

複数の参照要素が使用される場合、中括弧内の数字は PC-DMIS がデータを取得する順番を示し

ます。例えば、距離を計算するのに 2 つの要素が使用されるとします。 {1}を使用すると、デー

タは 初の参照要素から取得され、{2}は 2 番目の参照要素からデータを取得します。  
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既定定数  

レポートの表示式はまた、DIMENSION_TABLES データ型が使われている型インデックスの既

定定数を使用します。  

LINE1_SIZE_TABLE = 1  

LINE2_POSITION_TABLE = 2  

LINE3_POSITION_TABLE = 3  

DATUM_SHIFT_TABLE = 4  

SUMMARY_TABLE = 5  

LINE2_ORIENTATION_TABLE = 7  

LINE3_ORIENTATION_TABLE = 8  

LINE2_BASIC_DIMENSION_TABLE = 9  

LINE3_BASIC_DIMENSION_TABLE = 10  

TRUE_POSITION_TABLE  = 11  

DIMENSION_TABLE = 12  

DIMENSION_WITH_BONUS_TABLE = 13  

NEWLINE  

NEWLINE はテキストの表示式で、改行復帰文字を挿入する場合に使用します:  

次の式:  

=”これは、行 1 です。” + “ これは、行 2 です。”  

は、レポートでは下記のように表示されます。  

これは、行 1 です。これは、行 2 です。  

次の式:  

=”これは、行 1 です。” + NEWLINE + “これは、行 2 です。”  

は、レポートでは、下記のように表示されます。  

これは、行 1 です。  

これは、行 2 です。  

N:  
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グリッドで行が繰り返される場合、N は繰り返しの行における現在の行番号を表します。これは、

あるデータ型を使う式を繰り返される行で複数回表示する場合に便利です。  

下記は、テーブルにヒットの値を表示したグリッドの例です。N は繰り返される行内の式で使用

されています。繰り返される行の 初のインスタンスの式の値が得られると、N は 1 となり、同

様に、 初のヒットの X、Y、および Z 値が表示されます。 2 番目の行が追加されると、N は 2
となり、同様に、2 番目のヒットの X、Y、および Z 値が表示されます。  

 

 

標準テンプレートで使用される式  

様々な標準レポートおよびラベル テンプレートでは、色々なデータを表示したりデータの表示

形式を設定するために複数のレポート式が使用されています。例えば、PC-DMIS に標準装備さ

れているラベル テンプレート、feature.lbl の裏にあるコードを見てみます。  

これを実行するには、ラベル テンプレート エディタ内で feature.lbl を開く必要がありま

す。このラベルは、書式設定されたデータの例をいくつか表示します:  

 

次に、GridControlObject を選択し、ダブルクリックしてアクティブにし、表示されたデ

ータの背後にあるコードを表示します。  
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使用されている式を表示するために、任意のセルを右クリックします。  

 

このテンプレートでは、セル内に表示するデータを定義するのに複数のレポート式(=LOADSTR、

=DIM_MEASURED、=NOMINAL 等)が使用されています。  

共通的な式  

次のリストで、様々な標準テンプレートで使用される も共通的な式を説明します:  

これらの関数のうち、いくつかは" 関数および演算子 "トピックでも説明されています。  

• =<式>:N - データを繰り返して表示することができます。行の繰り返しについては、" 型
インデックスを使用した特定のデータ表示 "および" 既定定数 "を参照してください。  

• =AXIS - 現在の軸の名前(XAXIS、YAXIS、または ZAXIS)を表示します。  
• =DIM_MEASURED - 測定結果から得られた測定値を表示します。  
• =DEVIATION_ANGLE - 実際の位置度測定の偏角を、10 進数の値で表示します。これは、

実際の位置度測定用のテンプレートが放射角を描くのに使用されます。  
• =DEVPERCENT_NOM - 線形表示で偏差が 0 の位置(公称値)を示す公差の全範囲に対す

るパーセンテージを 10 進数で表示します。両側公差の+/-の値が等しい場所では、これ

は 50.0(%)になり、偏差 0 を表す線形表示の中心となります。片側公差に対しては、こ

れは 0.0 となり、偏差 0 を表す線形表示の左端になります。  
• =DEVPERCENT2 - USETWODEVIATIONS が真の場合(下記 USETWODEVIATIONS を

参照)、形状および測定位置として表示される測定結果の両側の 大偏差に使用されるプ

ラス公差のパーセンテージを 10 進数で表示します。 小偏差に使用されるマイナス公差

のパーセンテージは、DIM_RPT_DEVPERCENT により与えられます。  
• =DIM_DEVIATION - 測定結果の公称値からの偏差を表示します。  
• =DIM_OUTTOL - 測定結果に対する公差範囲外の値を表示します。  
• =DIM_MAX - 入力された要素に関連する全ての点のうち、与えられた軸での 大値を表

示します。  
• =DIM_MEASURED - 測定結果の測定値を表示します。  
• =DIM_MIN - 入力された要素に関連する全ての点のうち、与えられた軸での 小値を表

示します。  
• =DIM_RPT_DEVPERCENT - 測定結果の偏差を示す公差の全範囲に対するパーセンテー

ジを 10 進数で表示します。  
• =DIM_RPT_GRAPHIC - 測定結果に対して表示するグラフィック コントロールの種類を

整数で表示します。  

0 の場合、グラフィック コントロールは表示されません。  

1 の場合、線形のグラフィック コントロールが表示されます。  
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2 の場合、放射円のグラフィック コントロールが表示されます。  

• =DIM_RPT_ISBILATERAL - この式により、線形のグラフィックが孔や切断面の形状サ

イズおよび位置の値等を表示する際に、両側公差(+/-の公差値)の方式で表示するかどう

かを決定します。両側公差でない例(片側公差値)には真円度、平面度、真直度、および

形状のみ測定される切断面があります。値は"0"(false)または"1"(true)のいずれかです。  
• =DIM_RPT_NUMZONES - 線形のグラフィックに描かれる公差範囲の数(偏差 0 から 大

許容偏差まで)を 10 進数で表示します。これは、 [測定結果の色を編集] ダイアログ ボッ

クス( [編集 | グラフィックの表示ウィンドウ | 測定結果の色] を選択)で設定可能です。各

範囲に固有の色を設定することが可能で、測定結果の偏差がどのくらいの公差であるか

を線形グラフィックの色で表します。  
• =F_PLUS_TOL - 要素の正の公差を表示します。  
• =F_MINUS_TOL - 要素の負の公差を表示します。  
• =ID - 要素または測定結果の ID を表示します。  
• =LOADSTR - PC-DMIS 内に保存された文字列のテーブルから、文字列を読み込みます。

詳しくは、" PC-DMIS から文字列を読み込み "を参照してください。  
• =NOMINAL - 要素の公称値を表示します。  
• =Page() - レポート ウィンドウの現在のページ番号を表示します。  
• =Pages() - レポート ウィンドウの総ページ数を表示します。  
• =TOL - この関数により、任意のテキストまたは式を色付けします。  
• =UNIT_TYPE - 要素または測定結果に対する測定単位を表示します。  
• =USETWODEVIATIONS - この式により、旧式の測定結果用ラベル テンプレートの線形

グラフィックが 2 つの偏差値を使用するかどうかが決定されます。形状および位置の表

示方法として両側方式を採用すると 大偏差に使用される正の公差の大きさ、 小偏差

に使用される負の公差の大きさが表示されます。値は"0"(false)または"1"(true)のいずれ

かを取ります。  

式の結合  

また、次のように Legacy_Dimension_Cad.lbl ラベル テンプレートから取得したコードの文字列

に示されるように、式を結合したり他の式と共に使用することも可能です:  

=TOL(DIM_DEVIATION:N,DIM_OUTTOL:N,0.0,0.0)  

これは、測定結果の偏差値を表示し、エラーの色(通常は赤)を設定する=TOL 関数です。  

バージョン 4.2 およびそれ以降の標準レポート テンプレートには別の例も用意されています。 
これらのテンプレートの下にある [テキスト] オブジェクトでは、 [テキスト] プロパティにこの

結合式が使用され、総ページ数と現在のページ数が表示されています。  

=page() + " Of " + pages()  

つまり、10 ページのレポートの 6 ページ目はレポート ウィンドウのページ下部に次のように表

示されます:  

6 Of 10  
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パーツプログラムへレポートまたはテンプレートの

埋め込み  
旧式のレポート(ハイパービュー レポート)、レポート テンプレート、またはカスタム レポート

をパーツプログラムに埋め込むことが可能です。埋め込まれたコードが実行されるとレポートま

たはテンプレートが起動され、印刷、表示、および埋め込まれた項目との間で値の受け渡しが可

能になります。  

重要: 旧式のレポートとはバージョン 3.0、3.2、3.25、3.5、または 3.7 の PC-DMIS でハイパー

ビュー レポート エディタを使用して作成されたレポートです。バージョン 4.0 およびそれ以降

のテンプレートを使用した新しいレポート作成方法により、ハイパービュー レポートは実行の

み可能で作成または編集はできません。ハイパービュー レポートを編集または作成する場合

は、ハイパービュー レポートの作成をサポートする旧バージョンの PC-DMIS を使用する必要が

あります。  

レポートまたはテンプレートを埋め込むには、次の操作を行います:  

1. 編集ウィンドウがコマンドモードであることを確認します。  
2. [挿入 | レポート コマンド] を選択して、次のメニュー項目より目的のものを選択し

ます。  

• カスタム レポート  
• テンプレート レポート  
• レガシー(旧式)レポート  

レポートまたはテンプレート名を入力するダイアログ ボックスが現れます。  

3. パーツプログラムに組み込むレポートまたはテンプレートを選択します。  
4. [開く] ボタンをクリックしてコマンドを挿入します。  

編集ウィンドウに、次のうちいずれかのコマンドがカーソルの位置に挿入されます:  

• REPORT/CUSTOM  
• REPORT/TEMPLATE  
• REPORT/LEGACY  

REPORT コマンド  

レポート コマンドのオブジェクトは編集ウィンドウの [REPORT] コマンドで認識されます。  

REPORT コマンド構文  

コマンド モードの編集ウィンドウでは、REPORT コマンドの構文は次の通りです:  

<ID>        =REPORT/<TOG1>, FILENAME= <PATHWAY>, AUTOPRINT=<TOG2>, Section=<NUM1>  

            PARAM/=  
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            ENDREPORT/  

項目  説明  
<ID>  REPORT コマンドの ID です。  

REPORT/<TOG1>  REPORT コマンドの型を変更します。CUSTOM、

LEGACY、または TEMPLATE が設定可能です。  

FILNAME=<PATHWAY>  読み込むレポートまたはテンプレート指定します。 
<PATHWAY>は目的のファイル名を示す完全パスです。  

AUTOPRINT =<TOG2>  

<TOG2>により、PRINT および PDF の間を切り替えます。 

AUTOPRINT=PRINT に設定すると、レポートまたはレポー

ト テンプレートは、読み込みおよび実行が終了した時点で

デフォルトのプリンタに印刷されます。レポートはプリント

ジョブがスプールされた直後に閉じられ、パーツプログラム

の実行が再開します。  

AUTOPRINT=PDF に設定すると、ハイパービュー レポート

は PDF(Portable Document Format)形式で保存されます。次

のルールが適用されます:  

• 生成された PDF ファイルは、レポートまた

はテンプレート ファイル名の後ろに数字の

インデックスおよび拡張子が付けられた名

前となります。  
• 生成されたファイルは、レポートファイル

と同じディレクトリに保存されます。  
• 生成されたファイル名が既存のファイルと

同じ場合、一意のファイル名になるまでイ

ンデックスの値が自動的に大きくなりま

す。  

 

Section=<NUM>  

<NUM> によりレポートまたはテンプレートに挿入されるセ

クションを指定します。  

[-1]またはデフォルト テンプレートのセクション数より多い

値が入力された場合、レポートの 後に挿入されます。  

PARAM/  

PARAM/オプションは PC-DMIS の式をレポートあるいはレ

ポート テンプレートの変数またはプロパティにマッピング

します。PARAM/ オプションの構文は次の通りです:  

PARAM/{オブジェクトまたは変数名}={PC-DMIS の式}  

例: “NumBoltHoles”という名前のレポートにグローバル変

数があるとします。次の PARAM/ オプションは以下の様に

PC-DMIS 式を NumBoltHoles にマッピングします:  
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PARAM/NumBoltHoles=360.0/angle  

エディタで変数を変更すると PC-DMIS の変数も変更されま

す。  

例: 次の PARAM/ オプションを使用して、NumBoltHoles が

numBolts と等しい値に設定されたとします。ハイパービュ

ー レポート内でハイパービューの変数 NumBoltHoles を変

更すると、PC-DMIS の変数 numBolts に変更が反映されま

す:  
PARAM/NumBoltHoles=numBolts  

重要: 実行後、パラメータをレポート テンプレートまたはハ

イパービュー レポートに引き渡して変更したオブジェクト

は、いかなる方法でもレポートを再表示または変更すると実

行前の状態に戻ります。これは、パラメータをテンプレート

またはレポートに引き渡した結果を保持したい場合、レポー

トを変更する前に印刷する必要があることを意味します。こ

のためには、AUTOPRINT パラメータを使用するか、レポー

ト ウィンドウから直接印刷します。  

パラメータの使用に関する詳しい説明は、" PC-DMIS の式

をハイパービュー オブジェクトのプロパティにマッピング "
を参照してください。  

 

ヒント: [REPORT/CUSTOM] コマンドで F9 を押すと、" カスタム レポート エディタ "の カスタム 
レポート が表示されます。  

REPORT/TEMPLATE レポートの生成  

このコマンドに到達するまでは、通常通りデフォルトのレポートが生成されます。このコマンド

が実行されると、特別なテンプレートを使用して、現在のレポート内の新しいセクションに全て

のパーツプログラムのコマンドとは切り離されたレポートが作成されます。PC-DMIS がこの新

しいレポート セクションを作成し終わると、以前のレポートに切り替わり、以降は元のレポー

ト内でコマンドの生成が続行されます。  

PC-DMIS の式をオブジェクトのプロパティにマッピング  

PC-DMIS の式は、編集ウィンドウの PARAM/コマンドを使用してプロパティ オブジェクトにマ

ッピングすることが可能です。オブジェクトのプロパティをマッピングするための PC-DMIS 式

の構文は次の通りです:  

PARAM /{オブジェクト コード}.{プロパティ名}={PC-DMIS の式}  

例: 次の PARAM/オプションは、Text1 オブジェクトの BorderStyle プロパティを変更します:  
PARAM/Text1.BorderStyle=1  
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PC-DMIS ActiveX コントロールの使用  
次の一連のトピックでは、様々な PC-DMIS ActiveX コントロールのプロパティの設定方法、お

よび寸法データを表示するためにラベル テンプレート内で使用する方法を例を挙げて説明しま

す。  

• ActiveX コントロールの追加  
• ActiveX コントロールへデータの引渡し  
• PC-DMIS ActiveX コントロールの例  

次のトピックでは、各コントロールに対して ActiveX 固有のプロパティの説明に焦点が当てられ

ています。  

ActiveX コントロールの追加  

• ActiveX コントロールを、ラベル テンプレート エディタ内のラベル テンプレートに

付け加える方法が、2 通りあります:  
• オブジェクト バーからの ActiveX オブジェクト - ActiveX コントロールは、エディタ

のオブジェクト バーにある ActiveX アイコン上をクリックし、それから、コントロ

ールは配置されたエリアを定義することによって、ラベル テンプレートに直接付け

加えることが可能です。 (「 ActiveX オブジェクト 」の項目を参照して下さい。)  
• GridControlObject からの ActiveX オブジェクト - 格子属性 ダイアログにある

GridControlObject において、 セルのタイプ を ActiveX に設定して下さい。 これが 
選択 ボタンをアクティブにします。 選択 をクリックして下さい。 
(「 GridControlObject 」の項目を参照して下さい。)  

どのメソッドを使用中かに関わらず、PC-DMIS は、 ActiveX コントロール挿入 ダイアログ ボッ

クスを表示します。  

 

ActiveX コントロール挿入 ダイアログ ボックス  

一覧から、ご希望のコントロールを選択し、 OK をクリックして下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 測定結果のレポート  *  1509 

このダイアログ ボックスは、PC-DMIS によって追加されたコントロールだけではなく、お客様

のシステム上のコントロールすべてを一覧表示します。 ラベル テンプレート内の、サードパー

ティーのコントロールを使用したい場合、それを同じ方法で追加できます。  

ActiveX コントロールへデータの引渡し  

ここで説明する PC-DMIS の ActiveX コントロールについては、全て EventReportData イベント

を使用してコントロールにデータを引渡します。PC-DMIS では、ある寸法に特化したデータは

ReportData と呼ばれるオブジェクトに要約されます(詳しくは PCDBASIC マニュアルの、" 
ReportData オブジェクトの概要 "トピックを参照)。例えば、TextOnly.rtp レポート テンプレー

トのルール ツリー エディタを見ると、[寸法の位置]項目に次のルールが表示されています:  

Use Template “legacy_dimension.lbl”  

Legacy_dimension.lbl ラベル テンプレートはこの ReportData オブジェクトを通して寸法の位置

に関する寸法データを受け取ります。この時点では、データはラベル上にありますが、まだ

ActiveX コントロールには引き渡されていません。  

このデータは次の方法により引き渡されます:  

1. [ラベル テンプレート]エディタで legacy_dimension.lbl ラベル テンプ

レートを開きます。 ActiveX12 と名付けられた GridControlObject が
含まれているのを確認します。  

2. オブジェクトを右クリックして、 [プロパティ] ダイアログ ボックスを

表示します。  
3. グリッド コントロール内のセルの 1 つをダブルクリックし、編集モー

ドに入ります。  
4. 右下のコーナーにあるセルをクリックします。このセルでは

[Dimension Report Linear(寸法レポート(線形))]コントロールが使用さ

れています。 [プロパティ] ダイアログ ボックスに 4 つのプロパティ 
カテゴリ(標準、上級、イベント、ActiveX)があることに注目してくだ

さい。通常、オブジェクトは 3 つのカテゴリ(標準、上級、イベント)
を持ちます。この 4 つ目のカテゴリ、ActiveX は ActiveX コントロール

に特有であり、次のセクションで集中的に取り扱います。  
5. イベント セクションを拡張します。  
6. EventReportData プロパティにアクセスします。VBA ミニ エディタが

表示されます。エディタに次のコードが含まれていることを確認しま

す:  

This.X.EventReportData ReportData  

このコードが ReportData(寸法データ)を ActiveX コントロールに引き渡す仕組みです。すなわち、

ActiveX コントロールをラベル テンプレートに追加した場合は必ず、このコードを使って同様に

EventReportData プロパティを設定する必要があります。  
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PC-DMIS ActiveX コントロールの例  

次のセクションではいくつかの PC-DMIS のレポート用 ActiveX コントロールおよびそれらのプ

ロパティについて説明します。ここでは DimAnalysisActiveX コントロールについては触れない

ことにご注意ください。DimAnalysisActiveX コントロールは ActiveX のリスト上に表示されます

が、ラベル テンプレート エディタの Analysis オブジェクト により内部で使用されます。  

BFAnalysisActiveX  

 

プロパティ  説明  例  
AfterColor  後のバーの色  未定[デフォルト - 65280 (緑)]  
BeforeColor  初のバーの色  未定[デフォルト - 255 (青)]  
NumberFeatures  X 軸に表示される要素の数  未定  

AfterColor および BeforeColor は色を表示するのに長い値を使用します。  

次の式が使用されます:  

(赤 * 256 * 256) + (緑 * 256) + 青  

つまり、赤= 16711680; すなわち (255 * 256 * 256) + (0 * 256) + 0; 緑= 65280; すなわち (0 * 256 
* 256) + (255 * 256) + 0; 青= 255; すなわち (0 * 256 * 256) + (0 * 256) + 255 となります。  

ラベル テンプレートの例: Best_Fit_Analysis.lbl の、BFANALYSISACTIVE1  

Dimension Report Linear(寸法レポート 線形)  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 測定結果のレポート  *  1511 

 

プロパティ  説明  例  
DeviationNominalPercent  この例の式に関する説明は、" 

標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DEVPERCENT_NOM:N  

DeviationPercent  この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DIM_RPT_DEVPERCENT:N  

DeviationPercent2  この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DEVPERCENT2:N  

Is Bilateral  この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DIM_RPT_ISBILATERAL:N  

UseTwoDeviations:  この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=USETWODEVIATIONS:N  

ラベル テンプレートの例: Legacy_Dimension.lbl 内の右下のセル  

Dimension Report Linear(寸法レポート 線形)2  

 

プロパティ  説明  例  
偏差:   この例の式に関する説明は、" 

標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DIM_DEVIATION:N  

負の公差:    この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=F_PLUS_TOL:N  

正の公差:  この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

=F_MINUS_TOL:N  
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表示式 "を参照してください。 

ラベル テンプレートの例: 標準ラベル テンプレートでは現在使用されていません。  

Dimension Report(寸法レポート 円形)  

 

プロパティ  説明  例  
円筒度数の偏差  この例の式に関する説明は、" 

標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DIM_RPT_DEVPERCENT:101 

円筒の偏差角度  この例の式に関する説明は、" 
標準テンプレートで使用される

表示式 "を参照してください。 

=DEVIATION_ANGLE:101  

ラベル テンプレートの例: Legacy_Dimension_True_Position.lbl 内の右下のセル 内の右下のセル  

FeatureAnalysisActiveX  

 

このコントロールに関しては、設定するプロパティはありません。ReportData 内で受け渡され

たデータを使用します。  

ラベル テンプレートの例: Feature.lbl.内の FEATUREANALYSISA1  

DataFileFormatControl  

プロパティ  説明  例  
DataFileName  解釈される.dat ファイル名

(logo.dat、elogo.dat、または

header.dat)です。  

PC-DMIS がインストールされ

たディレクトリの外にある.dat

logo.dat を入力した場合、PC-
DMIS は.dat ファイル内のキー

ワードを解釈し、ファイル内

の.dat ファイルキーワードに基

づき、指定されたビットマッ

プ、日付、時間等を表示しま
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ファイルを使用する場合は、フ

ァイルの完全パスを入力しま

す。  

 

す。  

ラベル テンプレートの例: なし。" .DAT ファイルのキーワードを使用したレポート "トピックを

参照してください。  
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レポート コマンドの挿入 
レポート コマンドの挿入: イントロダクション  
PC-DMIS では、編集ウィンドウ内に様々なコマンドを挿入でき、それらを用いると、レポート

に表示する情報の様式と内容を操作できます。 「挿入 | レポート コマンド」サブ メニューから

メニュー オプションを選んで挿入する、これらのコマンドを用いると、プログラマーは、編集

ウィンドウの外観のコンフィギュレーション、閲覧、印刷、及び、それ以外の場合には、カスタ

マイズすることができます。  

以下のトピックは、この項で述べられている項目です：  

• 分析ウィンドウに関連したコマンドの挿入  
• 測定寸法情報ボックス挿入  
• ポイント情報ボックス挿入  
• HyperView レポートの埋め込み  
• プログラマーのコメント挿入  
• 外部オブジェクトの挿入  
• 印刷コマンドの挿入  
• 書式供給コマンドの挿入  
• ビューセットの利用  
• 書式コマンドの挿入  
• スクリーン キャプチャーの挿入  

分析ウィンドウに関連したコマンドの挿入  

 

「分析」ダイアログ ボックス  
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メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | レポート コマンド | 分析」メニュー オプションを選ぶと、「分析」ダイアログ ボック

スが現れ、それを用いると、綿密な検査に適切なフォーマットで、測定寸法のプリントアウトを

出力できます。  

「分析」ダイアログ ボックスが開くと、CTRL キーを押し、グラフィックス表示ウィンドウ内の

フィーチャー上でマウスの左ボタンをクリックすることができ、それによって、クリックされた

そのフィーチャーを用いる測定寸法すべてが「測定寸法一覧」ボックス内でハイライト表示され

ます。  

分析  

 

このダイアログ ボックスの「分析」エリアを用いると、グラフィックス読み取り、または、テ

キスト読み取りのいずれかの、「ディメンション一覧」から選択されたディメンション（複数

可）の閲覧を選択できます。  

「分析」エリア内のチェック ボックスは、デフォルト設定では選択されません。 「テキスト」

または「グラフィックス」チェック ボックスのいずれかを選択し、「適用」をクリックすると、

PC-DMIS は、テキスト形式、または、グラフィックス画像で、選択されたディメンションを表

示します。 CAD データは、全く表示されません。  

フィーチャーに問題があり、その原因を決める必要がある場合、グラフィックス分析オプション、

または、テキスト分析オプションのいずれかを持っていると役に立ちます。  

例: 平面の平面性を点検し、その平面性が公差域外であることを発見した、とします。 グラフィ

ックス分析オプションを使用すると、その平面を検査して、特定のエリアが平面性に欠けるか、

または、平面全体が異常であるか、決めることができます。  

「ディメンション」ダイアログ ボックス内から、グラフィックス分析、または、テキスト分析

を選択するには:  

• メニュー バーから、「ディメンション」を選択して下さい。  
• メニューから、使用予定のディメンション オプションを選択して下さい。 

ディメンション ダイアログ ボックスが現れます。  
• 「グラフィックス」チェック ボックス、または、「テキスト」チェック 

ボックスのいずれかを選択して下さい。  
• ディメンション プロセスを終了して下さい。  
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グラフィックス  

 

「グラフィックス」チェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、グラフィックス画像の

形式で測定寸法の情報を保存します。  

テキスト  

 

テキスト チェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、テキストとして閲覧できるフォー

マットで測定寸法の情報を保存します。  

マルチプライヤ  

 

マルチプライヤ ボックス内の値は、グラフィックス分析モードにおいて、矢印及び誤差域を拡

大する、測定係数です。 例えば、2.0 が数値として入力されると、PC-DMIS は、矢印のグラフ

ィックス イメージを二倍に拡大します。  

このオプションは、閲覧目的のみの使用であり、テキストのプリントアウトには影響を及ぼしま

せん。  

全矢印表示  

 

全矢印表示 ボタンを押すと、偏差をマークするために使用される、グラフィックス分析矢印が

表示されます。 これらのグラフィックス分析矢印は、矢印ごとに隠すことが可能です。 これを

行うには、CTRL + シフト キーを押し、隠す矢印上をクリックして下さい。 全矢印表示 ボタン

をクリックすると、矢印が再表示されます。 その後、グラフィックス分析矢印は表示目的用に

再設定されます。  

画像ウィンドウ  

 

画像ウィンドウ ボタンを押すと、分析ウィンドウが表示されます。 このウィンドウを用いると、

測定寸法が、 も適切な画像において表示されます。  

画像ウィンドウを効果的に使用するには:  
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1. 分析ウィンドウにおいて、検査が必要な測定寸法を選択して下さい。  
2. マルチプライヤ ボックス用の値を入力して下さい (「 マルチプライヤ 」

を参照して下さい)。  
3. 画像ウィンドウ ボタンを押して下さい。 PC-DMIS は、分析ウィンドウ

を表示します。  

メニュー バーを用いると、分析ウィンドウにおいて、グラフィックス画像を変更し、その時点

でのグラフィックス スクリーンをキャプチャーし、または、選択された測定寸法の色付けを編

集することができます。  

 

分析ウィンドウ  

分析ウィンドウ上のメニュー バーには、以下のメニューがあります:  

• ファイル  
• 見る  
• 表示  
• オプション  

分析ウィンドウでのグラフィックス分析の初期画像を決めるために、PC-DMIS は、スキャン画

像の輪郭寸法用のスキャン切断面ベクトルか、または、他の寸法用のその時点での作業平面か、

のいずれかを使用します。 この画像は、後に変更が可能です。  

   

ファイル メニュー  

分析ウィンドウの「ファイル」メニューを選ぶと、グラフィックス分析ウィンドウの内容を直接、

印刷目的でプリンターに送付することができます。  
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画像メニュー  

分析ウィンドウの 画像 メニューを用いて、選択された測定寸法のグラフィックス画像を、一時

的に変更できます。 画像を回転、サイズ調整、または、変更することによって、必要な測定寸

法に容易にアクセスできます。  

注記: 一連のポイントの輪郭エラーを見る時に、特に、このオプションは役に立ちます。  

変更  

「見る | 変更」メニュー オプションを選ぶと、CAD ファイルからの新規の画像を作成すること

ができます。 一つの平面にパーツの幾つかの画像がある、2D IGES ファイルが使用され、そし

て、それらの画像がグラフィックス表示ウィンドウ内で正しい方向に関連づけられる必要がある

時、この機能は役に立ちます。 画像操作に関する、より詳しい情報については、「CAD 表示の

編集」の項にある「スクリーン画像セットアップ」の項目を参照して下さい。  

スケール適合  

見る | スケール適合 メニュー オプションは、グラフィックス表示ウィンドウ内全体に画像のサ

イズが適合するよう、パーツ画像を表示し直します。 画像が大きくなりすぎ、または、小さく

なりすぎた時に、この機能は役に立ちます。  

回転  

見る | 回転 メニュー オプションを選ぶと、 回転 ダイアログ ボックスが表示され、それを用い

ると 3 次元のパーツ画像を回転することができます。  

「CAD 表示の編集」の項にある「画図の回転」の項目では、回転について更に詳しい記述があ

ります。  

表示メニュー  

 

「オプション表示」ダイアログ ボックス  

分析ウィンドウの 表示 | オプション表示  メニュー コマンドは、 オプション表示 ダイアログ ボ
ックスを表示します。 このダイアログ ボックスを用いると、分析ウィンドウ内で表示したい内

容を選ぶことができます。  
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分析ウィンドウの 表示 | 測定寸法統計表示 を選択すると、 測定寸法情報編集 ダイアログ ボッ

クスが現れます。 このダイアログ ボックスを用いると、ハイライト表示された測定寸法を 詳細

に渡って編集 することができます。 より詳しい説明については「 フィーチャーの寸法測定 」の

項にある「 測定寸法ダイアログ ボックスの共通オプション 」、及び、この項にある「測定寸法

情報ボックス挿入」を参照して下さい。  

統計表示  

 

オプション表示 ダイアログ ボックス上の 統計表示 チェック ボックスを選ぶと、各種統計が分

析ウィンドウ内に表示されます。 統計表示 チェック ボックスが選択されない場合、(いずれの測

定寸法についても）測定寸法の情報テキストは表示されません。 分析ウィンドウに表示される、

統計フォーマットを変更するには、 測定寸法情報編集 を参照して下さい。  

柱状グラフ表示  

 

オプション表示 ダイアログ ボックスにある 柱状グラフ表示 チェック ボックスは、ポイントそ

れぞれのずれの柱状グラフを表示します。 分析ウィンドウ内において、柱状グラフを新しい位

置に移動することが可能です。  

分析ウィンドウ内の新しい位置に移動するには:  

• ご希望の柱状グラフをクリックして下さい。  
• ご希望の位置に、カーソルをドラッグして下さい。  
• マウスボタンをリリースして下さい。  

大 / 小偏差表示  

 

オプション表示 ダイアログ ボックスにある 大 / 小偏差表示 チェック ボックスを用いると、

偏差の 大値と 小値を「 *+ 」、または、「 *- 」記号を用いて表示することができます。  

オプション メニュー  

分析ウィンドウの オプション メニューを用いると、その時点でのグラフィックス画像を今後の

使用のためにキャプチャーすることができます。 これを用いるとまた、 色の編集 ダイアログ ボ
ックスにもアクセスでき、分析ウィンドウのサイズ変更を行うこともできます。  
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分析画像コマンドの作成  

分析ウィンドウの「オプション | 分析画像コマンドの作成」メニュー オプションを選ぶと、編集

ウィンドウに ANALYSISVIEW コマンドが表示されます。 このコマンドがマークされ実行される

と、PC-DMIS は、それ自身の分析レベル ウィンドウ内で、以前に選択された画像数と回転に基

づいた、測定寸法の一覧が表示されます。 PC-DMIS は、一覧内の寸法を表示する分析レベル ウ
ィンドウのスクリーン キャプチャーを自動的に撮ります。 これらのスクリーン キャプチャーは

その後、インスペクション レポートにおいて表示、及び、印刷用にさ利用可能となります。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
ANALYSISVIEW/D1,D2,D3,,  

D1,D2,D3 = 表示される寸法の一覧。  

使用可能なディメンション パラメータの数に、限度はありません。  

また、編集ウィンドウに「ANALYSISVIEW」とタイプ入力すると、ANALYSISVIEW コマンドが

作成されます。 分析用に選択された測定寸法はいずれも、このコマンド用のパラメータになり

ます。  

レポート用にグラフィックス画像保存  

別のスクリーンがキャプチ
ャーされるまで、または、
パーツプログラムが閉じら
れるまで、画像はクリップ
ボード上の表示されます。  

分析ウィンドウの オプション | レポート用にグラフィックス画像保

存 メニュー オプションを選ぶと、分析ウィンドウにある画像が獲

得され、 DISPLAY/METAFILE コマンド内に保存されます。 実行時

には、これが今度は、キャプチャー画像をインスペクション レポー

ト内に送付します。  

PC-DMIS には、キャプチャーされた画像を編集、または、フォーマ

ットする能力はありません。 グラフィックス画像は、カーソルの所

在位置で表示されます。  

この DISPLAY/METAFILE コマンドは、以下の点で、メイン メニュ

ーで作成された  DISPLAY/METAFILE コマンドと異なります:  

• これは、そのメニュー項目が選択されると、グラフィッ

クス表示ウィンドウ内ではなく、分析ウィンドウ内の画

像のスクリーン キャプチャーを行います。  
• スクリーン キャプチャーが、実行中に取り直されるこ

とはなく、これは固定画像のままです。  

実行中に、自動的に更新するスクリーン キャプチャーの作成につい

ては、「 分析画像コマンドの作成 」を参照して下さい。  

DISPLAY/METAFILE コマンドに関する、より詳しい説明について

は、「 編集ウィンドウの使用 」の項にある「 スクリーン キャプチ

ャー 」を参照して下さい。  
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測定寸法色の編集  

分析ウィンドウの「オプション | 測定寸法色の編集」メニュー オプションを選ぶと、特定された

公差範囲用に色付けを設定することができます。 このオプションを選ぶと、「測定寸法色の編

集」ダイアログ ボックスが表示されます。  

 

ディメンション色編集ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスを用いて、公差用の測定寸法色を変更する方法に関する手順について

は、「CAD 表示オプションの編集」の項にある「測定寸法色の編集」の項目を参照して下さい。  

 

測定寸法オプション  

この「グラフィックス分析オプション」ダイアログ ボックスを用いると、分析ウィンドウ内で

表示される情報を決めることができます。  
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測定寸法分析オプション  

このオプションにアクセスするには:  

1. メニューから「分析」を選択して下さい。 「分析」ダイアログボックス

が現れます。 メニュー ロードマップの表示  
2. 一覧ボックスから、測定寸法を選択して下さい。  
3. 「ウィンドウを見る」ボタンをクリックして下さい。 分析ウィンドウが

表示されます。  
4. 分析ウィンドウから、「オプション | 測定寸法オプション」を選択して下

さい。 「測定寸法分析オプション」ダイアログ ボックスが開きます。 
「分析」ダイアログ ボックスにおいて寸法が選択されるまで、大部分の

オプションは入手不可能です。 関連のあるオプションが選択可能になり

ます。  

以下のオプションが、このダイアログ ボックスで利用可能です:  

ダイアログ ボックス 
オプション  

内容  

矢印ヘッドの表示  「矢印ヘッドの表示」チェック ボックスは、偏

差ライン上で、矢印ヘッドの表示のオン、オフ

を指示します。  
測定されたヒット間の

ライン表示  
「測定されたヒット間のライン表示」チェック 
ボックスは、測定されたヒット間のライン表示

のオン、オフを操作します。  
名目値間のライン表示  「名目値間のライン表示」チェック ボックス

は、名目値間に引かれたライン表示をトグル操

作します。  
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公差ライン表示  「公差ライン表示」チェック ボックスは、測定

寸法用の許容公差の表示をトグル操作します。 
大 / 小偏差表示  「 大 / 小偏差表示」チェック ボックスを用

いると、偏差の 大値と 小値を「 *+ 」、また

は、「 *- 」記号を用いて表示することができま

す。  
格子表示  「格子表示」チェック ボックスを用いて、「3D

格子状背景」を グラフィックス分析用に表示す

ることができます。 格子を作動可能にすると、

回転している物体をより良く見ることができま

す。 それはまた、「格子オプション」ボタンを

作動可能にします。 「格子オプション」をクリ

ックすると、「分析格子オプション」ダイアロ

グ ボックスが開き、それを用いて、格子を定義

することが可能です。  

 

「分析格子オプション」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには、以下のオプショ

ンがあります:  

自動的サイズ調整 - これは、X、Y、及

び、Z フィールドで特定されたオブジェ

クトの数に基づき、格子を自動的にサイ

ズ調整します。  

特定サイズ - これは、「 大境界」ボッ

クス、及び、「 小境界」ボックスを作

動可能にし、これらを用いて、 大境

界、 小境界用の特定サイズをタイプ入

力できます。  

図形要素数 - これは、分析格子上に描写

される、図形要素部分の数を定義しま

す。  

大境界 - これは、分析格子座標の上限

を定義します。  
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小境界 - これは、分析格子座標の下限

を定義します。  
格子オプション  「格子オプション」ボタンは、「格子オプショ

ン」ダイアログ ボックスを表示します。  
マルチプライヤ  「マルチプライヤ」ボックスを用いると、グラ

フィックス分析モードにおいて、偏差矢印と公

差域を拡大する測定係数を入力することができ

ます。 2.0 が数値として入力されると、PC-
DMIS は、矢印を、各フィーチャー ヒットの算

出された偏差の二倍に拡大します。  

このオプションは、閲覧目的のみの使用であ

り、テキストのみのプリントアウトには影響を

及ぼしません。  
直径表示  「直径表示」チェック ボックスを用いると、利

用可能な正規位置での寸法の直径を表示するこ

とができます。  
適化、 大内接、及

び、 小外接直径の表

示  

このチェック ボックスを用いると、真円度と共

に表示の可能性がある、様々な直径表示の作

動、作動停止を操作できます。 これらの直径

は、丸みのあるフィーチャーについて、平均、

大、及び、 小偏差を表示したものです。  
等高線図表示  「等高線図表示」オプションは、断片スキャン

用にのみ機能し、輪郭寸法用に利用可能になり

ます。 等高線図は、断片スキャン ポイントを用

いて格子を作成し、その後、各ヒットの輪郭偏

差に関連した色付けにより、格子に陰影を付け

ます。  

PC-DMIS ではまた、グラフィックス表示ウィン

ドウ自体に CAD モデルの等高線図を表示するこ

ともできます。 「フィーチャーのディメンショ

ン」の項にある「輪郭等高線図の表示」を参照

して下さい。  
ヒット間の色内挿表示  「ヒット間の色内挿表示」オプションを用いる

と、ヒット間に色を挿入することができます。 
このオプションは、輪郭寸法用に入手可能で

す。  
矢印表示  「矢印表示」オプションを選ぶと、偏差ライン

用の矢印の表示をトグル操作できます。 このオ

プションは、輪郭寸法用に入手可能です。  



Wilcox Associates, Inc. 

1526  *  レポート コマンドの挿入 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

サイズ オプション  

 

「分析サイズ オプション」ダイアログ ボックス  

分析サイズ オプション ダイアログ ボックスを用いると、分析ウィンドウ内で情報がどのように

表示されるか、を決めることができます。 また、これらのオプションを用いると、 
ANALYSISVIEW コマンドを設定することができ、それによって、PC-DMIS が、実行中に、以

下の選択されたモードのうちのひとつにおいて、スクリーン キャプチャーを行います。 (「 分析

画像コマンドの作成 」を参照して下さい。)  

以下のオプションが選択可能です:  

ポートレート  このオプションは、分析ウ

ィンドウのサイズ変更を行

い、それによって、画像が

ポートレートの標準ページ

サイズに適合します。  
ランドスケープ  このオプションは、分析ウ

ィンドウのサイズ変更を行

い、それによって、画像が

ランドスケープの標準ペー

ジサイズに適合します。  
ページ全体のスケール適合  このチェック ボックスは

ウィンドウをサイズ調整

し、それによって、そのウ

ィンドウが印刷されたペー

ジ全体に適合します。  
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測定寸法情報ボックス挿入  

 

「測定寸法情報編集」ダイアログ ボックス  

メニュー ロードマップの表示  

「挿入 | レポート コマンド | 測定寸法情報」メニュー オプションを選ぶと、「測定寸法情報編

集」ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログを用いると、DIMINFO コマンドが作成さ

れ、このコマンドによって、グラフィックス表示ウィンドウ内に、選択された測定寸法情報が表

示されます。 編集ウィンドウでの DIMINFO コマンド編集に関する情報については、「DIMINFO
コマンド」を参照して下さい。  

 

測定寸法情報ボックスのサンプル  

ダイアログ ボックス内の測定寸法一覧は、寸法が既に DIMINFO テキスト ボックスを含む場合、

星印 (*) を表示します、 その DIMINFO テキスト ボックスがグラフィックス表示ウィンドウ内で

画像から隠されている場合、番号サイン (#) を表示します、  
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既存の DIMINFO ボックスと隠された DIMINFO ボックスを表示する、測定寸法一覧のサンプル  

「自動」チェック ボックス（このダイアログの「測定寸法情報フォーマット」エリアの下）は、

選択された寸法のタイプに基づいて、表示に適切な測定寸法出力フォーマットを自動的に決定し

ます。 このオプションをくつがえすためには、ご希望の「測定寸法情報フォーマット」チェッ

ク ボックス（複数可）を選択して下さい。 PC-DMIS は、当該チェック ボックスの左側に数字

を表示し、出力セレクションの順序を示します。 これを用いて、個々のニーズを満たすよう、

フォーマットの順序を変更することができます。 チェック ボックスを二度目に選択することで、

容易にそのチェックを消去できます。  

このオプションが表示される場合、CTRL キーを押し続けたまま、マウスの左ボタンをクリック

すると、グラフィックス表示ウィンドウ内で、ご希望のフィーチャーを選択することができます。 
その選択されたフィーチャーを使用する測定寸法はすべて、「測定寸法一覧」ボックス内でハイ

ライト表示されます。  

「測定寸法情報編集」ダイアログ ボックスを用いると、表示される寸法情報を編集することが

できます。 以下の文章は、このダイアログ ボックスで利用可能なコマンド、及び、オプション

について記述しています。  

 

測定寸法情報作成ルール  

「測定寸法情報編集」ダイアログ ボックスから、DIMINFO ボックスを作る時、「測定寸法一

覧」ボックスは、カーソルのその時点での位置より上にある寸法のみを表示します。  

テキスト ボックス モードを用い、グラフィックス表示ウィンドウ内でボックス選択することに

より、DIMINFO ボックスを作る場合、PC-DMIS は、選択されたフィーチャーすべて用に

DIMINFO ボックスを作成するわけではありません。 カーソルのその時点での位置より上にある

フィーチャー用にのみ DIMINFO ボックスが作成されます。  

パーツプログラムが複数のビューセットを持つ場合、対応する測定寸法かそれ以下の寸法を含む

ビューセットにおいてのみ、DIMINFO ボックスは表示されます。 例えば、お手持ちのパーツプ

ログラムに以下のコマンドがあった、とします:  

VIEWSET1  

F1 = FEAT  

VIEWSET2  

VIEWSET3  

D1 = DIMENSION  
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VIEWSET4  

挿入点が D1 以下に存在する場合、フィーチャーF1 用にのみ、DIMINFO ボックスを付け加える

ことができます。 DIMINFO ボックスが作成されると、PC-DMIS は、ビューセット 3 と 4 でそ

れを表示しますが、ビューセット 1 と 2 では表示しません。  

表示オプション  

 

「表示オプション」エリアを用いると、グラフィックス表示ウィンドウ内で、各測定寸法を表示

する場合の各種様式が利用可能になります。 以下のオプションが利用可能です:  

アイコン表示  このチェック ボックスは、

「測定寸法情報」ボックスのヘ

ッダー部分にある、適切な寸法

アイコンの表示をトグル操作し

ます。  
測定寸法 ID 表示  このチェック ボックスは、グ

ラフィックス表示ウィンドウ内

での、測定寸法 ID 表示能力を

トグル操作します。  
フィーチャーID 表示  このチェック ボックスは、測

定寸法が測定されている際中の

フィーチャーID の表示能力をト

グル操作します。  
見出し表示  このチェック ボックスは、

「測定寸法情報」ボックスの横

列と縦列の見出し表示をトグル

操作します。  
縦線表示  このチェック ボックスは、

「測定寸法情報」ボックスの縦

列間の縦線表示をトグル操作し

ます。  
横線表示  このチェック ボックスは、

「測定寸法情報」ボックスの横

列間の横線表示をトグル操作し

ます。  
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グラフ オプション  

 

「グラフ オプション」エリアを用いると、「測定寸法情報」ボックス内での、測定寸法パーセ

ンテージのグラフィックス表示を行うことができます。  

グラフなし  

測定寸法情報 ボックス内のグラフ表示を停止したい場合、このオプションを選択して下さい。  

悪軸線のグラフ表示  

「測定寸法情報」ボックスの 上部にグラフを表示するには、このオプションを選択して下さい。 
悪測定寸法のパーセンテージのみが、グラフに表示されます。  

 

各軸線のグラフ表示  

各軸線用の測定寸法パーセンテージのグラフを表示するには、「測定寸法情報」ボックス内の、

このオプションを選択して下さい。  

    

測定寸法情報ボックス  

グラフィックス オプション  

 

グラフィックス オプション エリア  
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「グラフィックス オプション」エリアを用いると、その時点でのポイント情報ボックスの背景

と線の色を決定することができます。 また、PC-DMIS が、ポイント情報ボックスの境界線の周

りに陰影を付けるか否かを決めることも可能です。  

ポイント情報ボックスのグラフィックス オプションを変更するには、このエリアからご希望の

オプションを選択し、「作成」、または、「OK」をクリックして下さい。  

新規に作成されたポイント情報ボックス用のデフォルト グラフィックス オプションを設定する

ことができます。 これを行うには、ご希望のオプションを選択し、その後、「ポイント情報フ

ォーマット」エリアにある「デフォルト」ボタンをクリックして下さい。  

測定寸法情報フォーマット  

 

「測定寸法情報フォーマット」エリアのチェック ボックスを用いると、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内で表示される、各寸法の情報タイプを選択することができます。 測定寸法のダイア

ログ ボックス内から「表示」チェック ボックスが選択された場合、PC-DMIS は、グラフィック

ス表示ウィンドウ内にその情報を表示します。  

 

グラフィックス表示ウィンドウ内で、フィーチャーCIR1 用に表示された測定寸法データ。  

ダイアログ ボックスの「測定寸法情報」エリアで利用可能なチェック ボックスは:  
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自動  

 

「自動」チェック ボックス

は、以下の情報を自動的に表示

します: 測定値、名目値、公

差、ずれ、 大 小、公差域

外。  

 
測定値  

 

このチェック ボックスは、実

際に測定された寸法を表示しま

す。  

 
名目値  

 

このチェック ボックスは、そ

の寸法の理論値を表示します。 

 
公差  

 

このチェック ボックスは、名

目値以上、または、以下の範囲

で許容される公差レベルを表示

します。  

 
ずれ  

 

このチェック ボックスは、測

定値の、名目値からのずれを表

示します。  

 
大 小  

 

このチェック ボックスは、そ

の測定寸法の 大値、及び、

小値を表示します。  

 
公差域外  

 

このチェック ボックスは、測

定値が名目値と公差値からどれ

だけ公差域外であるかを表示し

ます。  

 
中間値  

 

このチェック ボックスは、そ

の測定寸法の全偏差の平均を表

示します。  

 
標準偏差  

 

このチェック ボックスは、そ

の測定寸法の全偏差の標準偏差

を表示します。  
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ポイント数  

 

このチェック ボックスは、そ

の測定寸法のあるフィーチャー

の測定に使用される、ポイント

数を表示します。  

 

「リセット」ボタン  

 

リセット ボタンは、この項のチェック マークがあるボックスのマークをすべて消去し、 自動 チ
ェック ボックスを選択します。  

位置の軸線  

 

この表には、測定寸法情報を編集中に、選択可能な 位置軸線  とその機能についての内容説明が

あります。  

悪  このオプションを選ぶと、公差

域外から もはずれた状況にあ

る軸線が使用されます。 PC-
DMIS は、利用可能な 軸線 を
通してサーチを行い、測定寸法

に対して、 悪の結果をもたら

すものを選択して下さい。  
寸法軸線の使用  このオプションを選ぶと、以

前、その測定寸法のダイアログ 
ボックスで定義された軸線が使

用されます。  
X  X 軸線の値が表示されます。  
Y  Y 軸線の値が表示されます。  
Z  Z 軸線の値が表示されます。  
Prad  Prad は、極半径の略です。 こ

のオプションを選ぶと、極座標

が選択されます。  



Wilcox Associates, Inc. 

1534  *  レポート コマンドの挿入 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

Pang  Pang は、極角の略です。 この

オプションを選ぶと、極座標が

選択されます。  
D  直径の値が表示されます。  
R  半径（直径の半分）の値が表示

されます。  
A  （円錐の）角度が表示されま

す。  
L  長さ（円筒、溝、円錐、及び、

楕円で使用）が表示されます。 
H  高さが表示されます。  
V  ベクトルの所在位置が表示され

ます。  
T  （曲面上の点の）接近ベクトル

に沿ったエラーが表示されま

す。  
RT  レポート ベクトルに沿った偏

差が表示されます。  
S  平面ベクトルに沿った偏差が表

示されます。  
RS  平面レポート ベクトルに沿っ

た偏差が表示されます。  
PD  （ピン ベクトルに直角をな

す）円の直径が表示されます。 
書式  フィーチャーの、統合された書

式寸法が表示されます。 「フ

ィーチャーの寸法測定」の項に

ある「位置寸法用のデフォルト

軸線」を参照して下さい。  

正規位置の軸線  

 

この表には、測定寸法情報を編集中に、選択可能な 正規位置軸線  とその機能についての内容説

明があります。  

悪  このチェック ボックスを選ぶ

と、公差域外から もはずれた

状況にある軸線が使用されま
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す。 PC-DMIS は、利用可能な 
軸線 を通してサーチを行い、

測定寸法に対して、 悪の結果

をもたらすものを選択して下さ

い。  
寸法軸線の使用  このチェック ボックスを選ぶ

と、以前、その測定寸法のダイ

アログ ボックスで定義された軸

線が使用されます。  
X  このチェック ボックスは、X 軸

線の値を表示します。  
Y  このチェック ボックスは、Y 軸

線の値を表示します。  
Z  このチェック ボックスは、Z 軸

線の値を表示します。  
Prad  Prad は、極半径の略です。 こ

のオプションを選ぶと、極座標

が選択されます。  
Pang  Pang は、極角の略です。 この

チェック ボックスを選ぶと、

極座標が選択されます。  
DF  このチェック ボックスは、フ

ィーチャーの直径を表示しま

す。  
TP  このチェック ボックスは、正

規位置の公差、及び、それに関

連した偏差を表示します。  
D1  このチェック ボックスは、

初の基準面の直径 / 幅の値を表

示します。  
D2  このチェック ボックスは、2 番

目の基準面の直径 / 幅の値を表

示します。  
D3  このチェック ボックスは、3 番

目の基準面の直径 / 幅の値を表

示します。  
書式  このチェック ボックスが選択

されると、フィーチャーの、統

合された書式寸法が表示されま

す。 「 フィーチャーの寸法測

定 」の項にある「 位置寸法用

のデフォルト軸線 」を参照し

て下さい。  
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情報削除  

 

「情報削除」ボタンを押すと、パーツプログラムからすべての「POINTINFO」コマンドが取り

除かれます。  

DIMINFO コマンド  

DIMINFO コマンドは、「測定寸法情報編集」ダイアログ ボックス（「挿入 | レポート コマンド 
| 測定寸法情報」）によって作成されます。  

メニュー ロードマップの表示  

DIMINFO コマンドがパーツプログラム内に挿入された後、測定寸法データは、グラフィックス

表示ウィンドウ内に表示されます。 DIMINFO コマンドは、編集ウィンドウ内で変更が可能です。 
DIMINFO コマンド用のコマンドラインは、以下のようになります:  

DIMINFO/Dim ID ;ICON,DIMID,FEATID,VERT,HORIZ; HEADINGS, "GRAPH OPTION";"DIMENSION 
OUTPUT”,  ,$  
    “AXES OUTPUT”  

Dim ID = 表示するよう選択された、測定寸法の ID。  

ICON = オフの時には空白を表示し、オンの時には「アイコン」を表示する トグ

ル ストリングです。 オンの時には、DIMINFO が、適切なアイコンと共に、

測定寸法 ID、または、フィーチャーID を表示します。  

DIMID = オフの時には空白を表示し、オンの時には「DIMID」を表示する トグ

ル ストリングです。 オンの時には、DIMINFO が、測定寸法情報と共に、測

定寸法 ID を表示します。  

FEATID = オフの時には空白を表示し、オンの時には「アイコン」を表示する 
トグル ストリングです。 オンの時には、DIMINFO が、測定寸法情報と共に、

測定寸法の 初のフィーチャーの ID を表示します。  

VERT = オフの時には空白を表示し、オンの時には「VERT」を表示する トグル 
ストリングです。 オンの時には、DIMINFO が、縦列間の縦方向の線を表示

します。  

HORIZ = オフの時には空白を表示し、オンの時には「HORIZ」を表示する トグ

ル ストリングです。 オンの時には、DIMINFO が、横列間の横方向の線を表

示します。  
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HEADINGS = オフの時には空白を表示し、オンの時には「HEADINGS」を表示

する トグル ストリングです。 オンの時には、縦列と横列のヘッダーが「測

定寸法情報」ボックス内に表示されます。  

GRAPH OPTION = 「測定寸法情報」ボックス内での、測定寸法パーセンテージ

のグラフ表示オプション。 可能なトグル値は、GRAPH WORST と GRAPH 
AXIS です。 当トグル ストリングが空白を表示する場合、ボックス内に図表

は表示されません。  

DIMENSION OUTPUT = 選択の順序に基づいて表示される、測定寸法情報の出

力フォーマット。 利用可能な出力オプションは、測定値、名目値、公差、偏

差、 大 小、公差域外、中間値、標準偏差、及び、ポイント数。 オプショ

ンは重複不可能です。  

AXES OUTPUT = 選択の順序に基づいて表示される、測定寸法軸線のフォーマ

ット。 利用可能な軸線は、測定寸法のタイプによって変わり、すべての位置

軸線と正規位置軸線を含みます。 USEDIM が 初の軸線位置でトグルされて

いる場合、DIMINFO は、その測定寸法で特定された軸線を表示します。 
WORST がいずれかの軸線位置においてトグルされている場合、 大の公差

域外値を持つ軸線が表示されます。 この出力は、位置寸法、または、正規位

置寸法でない寸法には利用不可能です。 軸線はコピー不可能です。  

ポイント情報ボックス挿入  

 

「ポイント情報編集」ダイアログ ボックス  
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「挿入 | レポート コマンド | ポイント情報」メニュー オプションを選ぶと、「ポイント情報編

集」ダイアログ ボックスが現れます。 このダイアログは、POINTINFO コマンドを作成し、そ

れを用いて、グラフィックス表示ウィンドウの「ポイント情報」ボックス内に、個々のポイント

情報を表示することができます。 編集ウィンドウでの POINTINFO コマンド編集に関する情報に

ついては、「POINTINFO コマンド」を参照して下さい。  

「ポイント情報編集」ダイアログ ボックスを用いて、グラフィックス表示ウィンドウ内に、

個々のポイント情報を表示するには:  

1. メイン メニューから「ポイント情報編集」を選択して、「ポイント情報

編集」ダイアログ ボックスを開いて下さい。  
2. フィーチャーが「フィーチャー一覧」ボックス内に表示され、測定寸法が

「測定寸法一覧」ボックス内に表示されます。  
3. 少なくとも、フィーチャー、または、測定寸法をひとつ選択して下さい。 

そのフィーチャーに関連した個々のポイントが「ヒット一覧」ボックス内

に表示されます。  
4. 「ヒット一覧」ボックスから、表示したいポイント（複数可）を選択して

下さい。 複数の測定寸法かフィーチャーが選択された場合、それらの測

定寸法かフィーチャーからのポイントすべてが、ポイント情報内に表示さ

れます。  
5. 「ポイント情報表示」 チェック ボックスが選択されていることを確認し

て下さい。  
6. 「適用」ボタンをクリックして下さい。 選択されたヒット（複数可）に

関する情報が、グラフィックス表示ウィンドウ内の「ポイント情報」ボッ

クス内に表示されます。  

 

円フィーチャーの 初のヒットを表示する、ポイント情報ボックス  

各「ポイント情報」ボックスが、特定のヒットに関連した、ヒット番号、XYZ 位置、IJK ベクト

ル、及び、偏差を表示する可能性があります。  

「測定寸法情報」ボックスのフォーマットが設定され、動かされるのと類似の要領で、このフォ

ーマットが変更、保存、及び、動かされます。  
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ポイント情報フォーマット  

 

ダイアログ ボックスのこの部分では、フィーチャーか測定寸法の横にあるグラフィックス表示

エリアに表示する、情報のタイプを決定します。 この項の当チェック ボックスは、表示する情

報を選択、または、除去するためには、 作成 (編集時には 適用 )、または、 OK ボタンとの関連

で使用する必要があります。  

 

ヒット番号  

「ヒット番号」チェック ボックスは、フィーチャー上のポイントに続くヒットを表示します。  

例: 一般に、円の測定には 4 箇所のヒットが行われ、そのうちのひとつが選択された場合、この

オプションを選ぶと番号（1 から 4）が表示され、そのヒットが連続ヒットのなかで行われた順

序を示します: 1 番目、2 番目、3 番目、4 番目。  

点  

点 チェック ボックスが選択されると、選択されたヒットの X、Y、及び、Z 点の所在位置を表示

します。  

ベクトル  

ベクトル チェック ボックスが選択されると、選択されたヒットの IJK ベクトルを表示します。  

ずれ  

「ずれ」チェック ボックスは、ポイントの、名目値からのずれを表示します。  

1. フィーチャーについて、ポイント偏差は、測定されたヒットと実際のヒッ

トとの間の距離を指します。  
2. 測定寸法について、ポイント偏差は、寸法のタイプに関連し、寸法のテキ

スト分析において、個々のポイント用に表示されたずれと同じものにあた

ります。  
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アイコン表示  

アイコン表示 チェック ボックスは、「測定寸法情報」ボックスのヘッダー部分に、フィーチャ

ーのアイコンを表示します。  

ID 表示  

ID 表示 チェック ボックス を用いると、特定のフィーチャー、または、測定寸法の ID を表示で

きます。  

タイプ表示  

タイプ表示 チェック ボックス を用いると、表示されるフィーチャー、または、測定寸法のタイ

プを表示できます。  

見出し表示  

見出し表示 チェック ボックス を用いると、 ポイント情報 ボックス内で横列のヘッダーを表示

できます。  

グラフ表示  

グラフ表示 チェック ボックス を用いると、 ポイント情報 ボックス内で測定寸法パーセンテー

ジのグラフ表示が可能です。  

縦線表示  

縦線表示 チェック ボックス を用いると、ポイント情報ボックス内の縦線を表示、または、隠す

ことができます。  

横線表示  

横線表示 チェック ボックス を用いると、ポイント情報ボックス内の横線を表示、または、隠す

ことができます。  
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ヒット一覧  

 

ダイアログ ボックスのこの項では、フィーチャー、または、測定寸法の個々のヒットを表示の

ために選択することができます。  

一覧ボックス  

ヒット 一覧 ボックス には、特定のフィーチャー、または、寸法に関連したヒットすべてがあり

ます。 閲覧したい情報を持つヒットを、簡単に選択して下さい。  

フィーチャー一覧エリア  

 

ダイアログ ボックスのこの項では、個々のフィーチャーを選択することができます。 そのフィ

ーチャーに関連したヒットは、「ヒット一覧」ボックス内に表示されます。  

 

一覧ボックス  

フィーチャー一覧 ボックス には、特定のパーツプログラムに関連したヒットすべての一覧があ

ります。 閲覧したいヒットの情報を持つフィーチャーを、簡単に選択して下さい。  
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測定寸法一覧エリア  

 

「測定寸法一覧」を用いて、個々の寸法を選択することができます。 その寸法に関連したヒッ

トは、「ヒット一覧」ボックス内に表示されます。  

 

一覧ボックス  

測定寸法一覧 ボックスには、特定のパーツプログラムに関連した測定寸法すべての一覧があり

ます。 閲覧したいヒットの情報を持つ測定寸法を、簡単に選択して下さい。  

情報削除  

 

「情報削除」ボタンを押すと、パーツプログラムからすべての「DIMINFO」コマンドが取り除

かれます。  

POINTINFO コマンド  

POINTINFO コマンドは、 測定寸法情報編集   ダイアログ ボックス ( 挿入 | レポート コマンド | 測
定寸法情報 )によって作成されます。  

 

POINTINFO コマンドがパーツプログラム内に挿入された後、 ポイント情報 ボックスがグラフィ

ックス表示ウィンドウ内に表示されます。 POINTINFO コマンドは、編集ウィンドウ内で変更が可

能です。 POINTINFO コマンド用のコマンドラインは、以下のようになります:  

POINTINFO/Dim ID or Feat ID; FILTER FILTER_TYPE FILTER_NUM;ICON,ID,TYPE,VERT,HORIZ; 
HEADINGS, GRAPH; ”OUTPUT FORMAT” ,$  
                      “HIT NUMBERS”  

Dim ID or Feat ID = 表示される測定寸法、または、フィーチャーの ID  
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FILTER_TYPE = NONE、INTERVAL、WORST、DEVIATION、または、

OUTTOL のフィルターのオプションを示す、トグル文字列  

FILTER_NUM = フィルターのオプションが INTERVAL、WORST、または、

DEVIATION の場合に、利用可能な数字のフィールド。  

ICON = オフの時には空白を表示し、オンの時には「アイコン」を表示する トグ

ル文字列です。 オンの時には、 POINTINFO が、適切なアイコンと共に、測

定寸法 ID、または、フィーチャーID を表示します。  

ID = オフの時には空白を表示し、オンの時には「ID」を表示する トグル文字列

です。 オンの時には、 POINTINFO が、ポイントに関する情報と共に、測定

寸法 ID、または、フィーチャーID を表示します。  

TYPE = オフの時には空白を表示し、オンの時には「TYPE」を表示する トグル

文字列です。 オンの時には、 POINTINFO が、ポイントに関する情報と共に、

フィーチャータイプ、または、測定寸法タイプ（つまり、円、点、真円度、

所在位置）を表示します。  

VERT = オフの時には空白を表示し、オンの時には「VERT」を表示する トグル

文字列です。 オンの時には、 POINTINFO が、縦列間の縦方向の線を表示し

ます。  

HORIZ = オフの時には空白を表示し、オンの時には「HORIZ」を表示する トグ

ル文字列です。 オンの時には、 POINTINFO が、横列間の横方向の線を表示

します。  

HEADINGS = オフの時には空白を表示し、オンの時には「HEADINGS」を表示

する トグル文字列です。 オンの時には、横列のヘッダーが ポイント情報 ボ
ックス内に表示されます。  

GRAPH = オフの時には空白を表示し、オンの時には「GRAPH」を表示する ト
グル文字列です。 オンの時には、測定寸法のパーセンテージが ポイント情

報 ボックス内にグラフィックス的に表示されます。  

OUTPUT FORMAT = 選択の順序に基づいて表示される、ポイント情報のフォー

マット。 利用可能な出力オプションは、ヒット、PT、V、及び、DEV。 オ
プションはコピー不可能です。  

HIT NUMBERS = ヒット番号は、この特定の ポイント情報 コマンドによってコ

ントロールされる、特定の番号のついたヒットです。 同じ ポイント情報  コ
マンドを用いて、複数のヒットを表示することが可能です。 ヒット番号の各
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フィールドはトグル文字列です。 ヒットがオンの時、番号の位置にある文字

列がヒット番号です（1、2、3、等）。 ヒットがオフの時、文字列の場所の

表示は空白のままです。  

グラフィックス オプション  

 

「グラフィックス オプション」エリアを用いると、グラフィックス表示ウィンドウ内で表示さ

れる、その時点での測定寸法情報の背景と線の色を決定することができます。 また、PC-DMIS
が、測定寸法情報ボックスの境界線の周りに陰影を付けるか否かを決めることも可能です。  

測定寸法情報ボックスのグラフィックス オプションを変更するには、このエリアからご希望の

オプションを選択し、「作成」、または、「OK」をクリックして下さい。  

また、新規に作成された測定寸法情報ボックス用のデフォルト グラフィックス オプションを設

定することもできます。 これを行うには、ご希望のオプションを選択し、その後、「情報ボッ

クス フォーマット」エリアにある「デフォルト」ボタンをクリックして下さい。  

フィルター  

 

フィルター エリア  

「フィルター」エリアでは、個々のポイントに関する情報表示の際に使用される、フィルター 
オプションを設定することができます。  

フィルター: 使用なし  

「使用なし」オプションは、POINTINFO コマンド用にフィルターを使用しないよう、PC-DMIS
に指示します。 POINTINFO コマンドに関連して、選択されたヒットすべてが表示されます。  
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フィルター: ヒット間隔  

「ヒット間隔」オプションは、右側のボックス内にある整数値をチェックし、「POINTINFO」

コマンドで選択された特定のヒット間隔のみを表示します。 例えば、2 が選択されると、2 つ目

ごとのヒットが表示され、3 が選択されると、3 つ目ごとのヒットが表示され、４が選択される

と、4 つ目ごとのヒットが表示される、等、となります。  

フィルター: 悪  

「 悪」オプションは、右側のボックス内にある整数値をチェックし、測定寸法の偏差のうち

悪の偏差を持つヒットのみを表示します。 例えば、ボックス内に 3 とタイプ入力すると、

POINTINFO コマンドは、3 つの 悪偏差のみを表示します。  

フィルター: より大きな偏差  

「より大きな偏差」オプションは、右側のボックス内にある数値をチェックし、その値より大き

な偏差を持つヒットのみを表示します。 例えば、ボックス内に 0.01 をタイプ入力すると、0.013
と-0.015 の偏差は表示されますが、0.003 と-0.005 の偏差は表示されません。  

フィルター: 公差域外  

「公差域外」オプションは、公差域外の偏差を持つヒットのみを表示します。  

フィーチャーに関連した（測定寸法関連ではなく）ヒットについては、「セットアップ オプシ

ョン」ダイアログ ボックスの「一般」タブ上の、「偏差の公差表示」より大きな偏差を持つヒ

ットのみが表示されます。 （「仕様の設定」の項にある「偏差の公差表示」を参照して下さ

い。）  

プログラマーのコメント挿入  

 

「コメント」ダイアログ ボックス  
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「挿入 | レポート コマンド | コメント」メニュー オプションを用いて、オペレーターの付記や手

順を編集ウィンドウ内に付け加えることができ、パーツプログラム実行時、または、インスペク

ション レポート印刷時に、それは「コメント テキスト」ボックス内に表示されます。 コメント

の長さに制限はありません; しかし、コマンド モードでは、スペースが一行につき 255 字に限定

されます。 テキストが編集ウィンドウの右端に達すると、「入力」キーを押して下さい。 （こ

れによって、テキスト全体を「コメント テキスト」ボックス内で見ることができます。） 新し

い行を作るためには、「コメント テキスト」ボックスのご希望の位置にカーソルを置き、入力

キーを押して下さい。  

「コメント」ダイアログ ボックスを表示するには、メニューから「コメント」を選択して下さ

い。  

コメント ストリングでの変数使用  

既存のコメント文字列に変数を結びつけたい、または、付け加えたい、とします。 これを行う

には、2 つの方法があります。 まず第一に、「入力」を押し、以下のような、新コメント ライ

ン上に変数をタイプ入力することができます:  

C1=COMMENT/INPUT,NO,'変数をタイプ入力して下さい'  

ASSIGN/V1= C1.INPUT  

COMMENT/OPER,NO,V1 変数は  

               ,V1  

第二に、以下のようにして、変数でない文字列を引用符で囲み、プラス サイン演算子を用いる

ことによって、変数をコメント文字列と同一の行上に配置し、変数を文字列に付け加えることが

可能です:  

COMMENT/OPER,NO,"V1 変数は " + V1  

コメントの色付け変更  

お客様のコメントをもっと目立つようにしたい場合があるかもしれません。 コメントの色付け

を変更して、コメントをもっと目立つようにできます。 編集ウィンドウ内でそれらを変更する

には、「編集ウィンドウの色付け定義」を参照して下さい。 レポート ウィンドウに表示される

コメントの色を変えるには、レポート テンプレート エディタにある「テキスト レポート オブジ

ェクト」の「色付け」プロパティを変更して下さい。  

 

オペレーター  

 

このオプションを用いると、パーツプログラム実行時にテキストが表示されます。  

オペレーター オプションを使用するには:  
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1. 「コメント」メニュー オプションを選択して下さい。 「コメント」ダイ

アログ ボックスが表示されます。  
2. オペレータ オプションを選択して下さい。  
3. コメント テキスト ボックス内に、ご希望のテキストを入力して下さい。  
4. コメントの入力がすむと、 OK ボタンをクリック（または、入力キーを

押す）して、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
COMMENT/OPER,TOG1,comment text  

TOG1 = この「はい/いいえ」フィールドを用いると、インスペクション レポートにコメントを

表示するか否かを指定できます。  

機能の仕方  

PC-DMIS がパーツプログラムを実行する時、メッセージ ボックスが、 実行モード オプション 
ダイアログの直下に、適切なコメントを表示します。  

 

「PC-DMIS のメッセージ」ダイアログ ボックスのサンプル  

PC-DMIS では、このメッセージを編集することはできません。 続けるには、 OK ボタンをクリ

ックして下さい。 キャンセル をクリックすると、パーツプログラム実行が停止されます。  

 

 

レポート  
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このオプションを選ぶと、テキストをインスペクション レポートに送ることができます。  

レポート オプションを使用するには:  

1. 「コメント」メニュー オプションを選択して下さい。 「コメント」ダイ

アログ ボックスが表示されます。  
2. レポート オプションを選択して下さい。  
3. 「コメント テキスト」ボックス内に、ご希望のテキストを入力して下さ

い。  
4. コメントの入力がすむと、「OK」ボタンをクリック（または、入力キー

を押す）して、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

PC-DMIS のパーツプログラム実行時には、これらのメッセージは表示されません。 しかし、

PC-DMIS は、印刷時に、これらのコメントをインスペクション レポートに送付します。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
COMMENT/REPT,comment text  

注記: ダッシュ記号（または、他の活字）がインスペクション レポートにおいて、テキストの下

に編入される必要がある場合、追加の行を作るために、第二のコメント行を用いて下さい。  
               例えば:  
      COMMENT/REPT,Inspection Report Comment  
      COMMENT/REPT,-----------------------------------  

この一連のコマンドラインは、インスペクション レポート内に、インスペクション レポートの

コメント行を作成します。  

 

記述  

 

このオプションを選ぶと、内部プログラムにテキストを追加することができます。 プログラマ

ーのコメントを加えること以外の目的で使用するものではありません。 これは、インスペクシ

ョン レポートへ送付されることがなく、さらに、実行時に何の表示も行いません。 これは単に、

編集ウィンドウ内で、説明を記述するオプションを持つためのものです。  

「記述」オプションを使用するには:  

• 編集ウィンドウ内の、テキスト挿入予定の位置に、カーソルを配置して下

さい。  
• 「コメント」メニュー オプションを選択して下さい。 「コメント」ダイ

アログ ボックスが表示されます。 メニュー ロードマップの表示  
• 「記述」オプションを選択して下さい。  
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• 「コメント テキスト」ボックス内に、ご希望のテキストを入力して下さ

い。  
• コメントの入力がすむと、「OK」ボタンをクリック（または、入力キー

を押す）して、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

$$ TOG1, Please Edit Comment Text!  

TOG1 = この「はい/いいえ」フィールドを用いると、インスペクション レポー

トにコメントを表示するか否かを指定できます。  

注記: 近のバージョンの PC-DMIS から現バージョンの PC-DMIS 内に保存された、パーツプロ

グラムを開くと、現バージョンでは対応していないコマンドが DOC コメントとして表示されま

す。 「基本的なファイルオプションの使用」の項にある「新名でセーブ」を参照して下さい。  

入力  

 

「入力」のオプションは「オペレーター」オプションに類似しており、これを用いると、パーツ

プログラム実行時にテキストを表示します。 以前に入力されたテキストに伴うメッセージ ボッ

クスの表示に加えて、コメント ボックスをも表示します。 これにより、インスペクション レポ

ートに記入する、数値情報を入力することができます。  

このオプションは、パーツプログラムの実行中に、パーツ番号、または、通し番号を入力する場

合、大変役に立ちます。  

「入力」オプションを使用するには:  

1. 編集ウィンドウ内の、このオプションの挿入予定の位置に、カーソルを配

置して下さい。  
2. 「コメント」メニュー オプションを選択して下さい。 「コメント」ダイ

アログ ボックスが表示されます。 メニュー ロードマップの表示  
3. 「入力」オプションを選択して下さい。  
4. 「コメント テキスト」ボックス内に、ご希望のテキストを入力して下さ

い。  
5. コメントの入力がすむと、「OK」ボタンをクリック（または、入力キー

を押す）して、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです: comment ID = 
COMMENT/INPUT, TOG1 comment text  

TOG1 = この「はい/いいえ」フィールドを用いると、インスペクション レポートにコメントを

表示するか否かを指定できます。  
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この入力は、コマンドの左手側に特定された変数に割り当てられます。 当変数は、タイプ スト

リングになるよう強いられます。 その後、<COMMENT ID>.INPUT というシンタックスを用い

ることにより、この変数は入力式が許容されるところであればどこでも、使用が可能です。 例
えば、コメント ID が C1 である場合、以下のようにして、その変数を別の変数に渡すことがで

きます:  

C1 = COMMENT/INPUT,NO,"氏名を入力して下さい:"  

ASSIGN/V1=C1.INPUT  

機能の仕方  

メッセージ ボックスが、必要な番号（言い換えれば、通し番号）を入力するためのプロンプト

を表示し、その後、インスペクション レポート内にこの番号を表示します。 このプロンプトが、

実行中、「実行モードオプション」ダイアログ ボックス 上部に現れます:  

 

「コメント入力」ダイアログ ボックスのサンプル  

「オペレーター入力」ダイアログ ボックス内にテキストをタイプ入力し、パーツプログラム実

行を継続するために、「OK」をクリックして下さい。 この情報が、ID.INPUT 変数内に保存さ

れます。 「キャンセル」をクリックすると、パーツプログラム実行が停止されます。  

 

はい / いいえ  

 

はい / いいえ オプションは、「 オペレーター 」オプションに類似しており、これを用いると、

パーツプログラム実行時にテキストを表示します。 それに加え、 はい 、及び、 いいえ ボタン

が、ダイアログ ボックスの底部に表示され、オペレーターはそれを用いて、簡単な問いに、

「はい」か「いいえ」で答えることができます。  

はい / いいえ オプションを使用するには:  
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1. COMMENT/YESNO コマンドを編集ウィンドウ内に挿入するには、挿入

予定の位置に、カーソルを配置して下さい。  
2. 「コメント」メニュー オプションを選択して下さい。 「コメント」ダイ

アログ ボックスが表示されます。  
3. はい / いいえ オプションを選択して下さい。  
4. コメント テキスト ボックス内に、ご希望のテキストをタイプ入力して下

さい。  
5. コメントの入力がすむと、 OK ボタンをクリック (または、入力キーを押

す) して、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:    
comment ID = COMMENT/YESNO,TOG1, comment text  

TOG1 = この「はい/いいえ」フィールドを用いると、インスペクション レポートにコメントを

表示するか否かを指定できます。  

機能の仕方  

実行中、 PC-DMIS メッセージ ダイアログ ボックスが 実行モード オプション ダイアログ ボッ

クスのすぐ下に現れ、オペレーターはそれを用いて、「はい」か「いいえ」で答えるか、または、

「キャンセル」をクリックすることができます。  

 

「はい」と「いいえ」を表示する、「PC-DMIS のメッセージ」ダイアログのサンプル  

実行は、ボタンがクリックされるまで、一時停止されます。 オペレーターが選択した答えには、

そのコメントの ID を伴う式を用いて、アクセスすることができます。 例えば、コメントの ID
が、C1 であり、 はい ボタンがクリックされた場合、式「C1.INPUT」は「 YES 」の値を持ちま

す。 いいえ ボタンがクリックされた場合、式「C1.INPUT」は「 NO 」の値を持ちます。 この

オプションは、ユーザーが「はい」か「いいえ」の答えにおいて、分枝、または、ループを行い
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たい場合、役に立ちます。 オペレーターが キャンセル をクリックすると、パーツプログラムの

実行が停止されます。  

重要事項: 「はい / いいえ」コメントの値をテストするために条件分枝ステートメントを使用す

る場合、そのテストが大文字の「はい」、または、「いいえ」を探すことに注意してください。 
小文字の「はい」、または、「いいえ」では機能しません。 プログラムの分枝に関する、より

詳しい情報については、「 フローコントロールを使っての分枝 」の項を参照して下さい。  

 

読み取り   

 

読み取り オプションを選ぶと、プローブ読み取りウィンドウの底部にテキストが表示されます。 
これが機能するには、 プローブ読み取りセットアップ ダイアログ ボックスの プロンプト記録表

示 チェック ボックスを選択する必要があります。  

はい / いいえ オプションを使用するには:  

1. COMMENT/YESNO コマンドを編集ウィンドウ内に挿入するには、挿入予

定の位置に、カーソルを配置して下さい。  
2. 「コメント」メニュー オプションを選択して下さい。 「コメント」ダイ

アログ ボックスが表示されます。  
3. はい / いいえ オプションを選択して下さい。  
4. コメント テキスト ボックス内に、ご希望のテキストをタイプ入力して下

さい。  
5. コメントの入力がすむと、 OK ボタンをクリック (または、入力キーを押

す) して、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  
COMMENT/READOUT,TOG1,comment text  

TOG1 = この「はい/いいえ」フィールドを用いると、インスペクション レポー

トにコメントを表示するか否かを指定できます。  

このオプションのセットアップに関する、より詳しい説明については、「仕様の設定」の項にあ

る「読み取りウィンドウのセットアップ」を参照して下さい。  

プローブ読み取りウィンドウに関する、より詳しい説明については、「その他のウィンドウ、エ

ディタ、ツール等の使用」の項にある「プローブ読み取りウィンドウの使用」を参照して下さい。  

レポートを作動可能にする  
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このチェックボックスを用いると、お客様のコメントや、他の提出されたテキスト（例えば、入

力コメントを用いて）が、レポート ウィンドウの 終レポートに表示されるか否かを決めるこ

とができます。 このチェックボックスが選択された場合、レポートにコメント表示をするか否

か特定する、コメントのはい/いいえトグル フィールドが、「はい」に設定されます。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです: 
COMMENT/TOG1,TOG2,comment text  

TOG1 = レポート以外の、他のタイプのコメント。  

TOG2 = この「はい/いいえ」フィールドを用いると、インスペクション レポー

トにコメントを表示するか否かを指定できます。  

コメント テキスト  

 

「コメント テキスト」ボックスは、ここで表示しているコメント タイプ オプションとの連結で、

お客様が表示したいテキストを含んでいます:  

• オペレーター  
• レポート  
• 入力  
• 文書  
• はい / いいえ  
• 読み取り  

レポート、または、テンプレートの埋め込み  
レガシー(HyperView)レポート、カスタム レポート、または、レポート テンプレートをパーツプ

ログラム内に埋め込むには、「測定数値レポート」の項にある「パーツプログラム内にレポート、

またはレポート テンプレートを埋め込む」を参照して下さい。  

外部オブジェクトの挿入  

メニュー ロードマップの表示  
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レポートに外部オブジェクトを付け加えるには、「挿入 | レポート | 外部オブジェクト」メニュ

ー項目を選択して下さい。 より詳しい情報については、「外部図形要素の追加」の項を参照し

て下さい。  

Print コマンドの挿入  
PC-DMIS では、PRINT/REPORT コマンドを編集ウィンドウ内に挿入することができ、それがマ

ークされ、実行されると、測定結果があらかじめ定義された出力先（プリンター、または、ファ

イル）に送付されます。 PC-DMIS が当コマンドを実行した後に、レポート ウィンドウの内容が

消去され、残りの測定結果のみがレポート ウィンドウ内に表示されます。 しかし、いつでも

「レポート」ツール バーにある「レポート モード閲覧」アイコンを をクリックし、レポート全

体を見ることが可能です。  

編集ウィンドウ内に、PRINT/REPORT コマンドを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい（「見る | 編集ウィンドウ」）。 メニ

ュー ロードマップの表示  
2. 「編集ウィンドウ」ツール バーにある「コマンド モード」アイコン

をクリックして下さい。 PC-DMIS がコマンド モードになります。  
3. 「挿入 | レポート コマンド | Print コマンド」メニューオプションを選

択して下さい（あるいは、ご希望の位置に PRINT とタイプ入力し、タ

ブ キーを押して下さい）。 PC-DMIS は、コンフィギュレーションが

可能な様々なオプションに加えて、PRINT/REPORT コマンドを表示

します。 メニュー ロードマップの表示  

PRINT/REPORT コマンドは、パーツプログラム内からのをレポートの印刷をコントロールする

ために使用されます。 パーツプログラム実行中に、PC-DMIS がこのコマンドに達すると、レポ

ートが作成され、指定された出力先に送付されます。  

注記: 「ファイル | 印刷 | レポート セットアップ」メニュー オプションを通して利用可能なオプ

ションすべて（DMIS 出力オプションを除いて）は、また、このコマンドを通しても利用可能で

す。  

編集ウィンドウ印刷一般に関する情報については、「基本的ファイルオプションの使用」の項に

ある「編集ウィンドウからの印刷」を参照して下さい。  

PRINT/REPORT コマンド用シンタックスの理解  

コマンドのシンタックスは以下のようになります:  

             PRINT/REPORT,EXEC MODE=END,$  

              TO_FILE=OFF, TOG1 ,$  

              TO_PRINTER=OFF,$  
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              TO_DMIS_REPORT=OFF,FILE_OPTION=OVERWRITE,FILENAME=,$  

              REPORT_THEORETICALS=ALL,REPORT_FEATURE_WITH_DIMENSIONS=YES,$  

              PREVIOUS_RUNS=DELETE_INSTANCES  

EXEC MODE =  DMIS と PC-DMIS は、レポート データを異なる方法で管理す

るので、このオプションを選ぶと、当ソフトウェアが、どのように、いつ、

レポート データを DMIS、及び、PC-DMIS 出力ファイルに送付するか、コン

トロールすることができます。 DMIS では、パーツプログラム実行 前に 、
初に、出力ファイル名と他の印刷パラメータの定義が要求されます。 一方、

PC-DMIS は、パーツプログラム実行 の後まで 、レポート データの送付先が

決められるのを待ちます。 このオプションを選ぶと、両方のフォーマットに

対応できます。 これには、2 つの値のうち、 冒頭 、または、 末尾 のいずれ

かを選択することが必要です。  

冒頭  
これは、PC-DMIS がプログラムの末尾に来るか、または、別の PRINT/REPORT コマン

ドに出会った場合、PC-DMIS に印刷開始を指示します。 DMIS ファイルをインポートし、

それに PRINT/REPORT コマンドがある場合、PC-DMIS は、 冒頭 をその初期値として

使用します。  

末尾  
これは、この PRINT/REPORT コマンド以前に、既に実行されたものすべてを印刷する

よう、PC-DMIS に指示します。 PRINT/REPORT コマンドを伴う DMIS をインポートせ

ず、かわりに PRINT/REPORT コマンドを PC-DMIS 内から挿入すると、それは 末尾 を
初期値として持ちます。  

重要事項: お客様のパーツプログラムが、複数の PRINT/REPORT コマンドを含む場合、PC-
DMIS がそのいくつかのコマンドを印刷しない可能性があることに注意して下さい。 例え

ば、 初の PRINT/REPORT コマンドが 末尾 を用い、そして、2 番目の PRINT/REPORT コ

マンドが 冒頭 を用いる場合、PC-DMIS は、その間のすべてを印刷するわけではありませ

ん。 また、PRINT/REPORT コマンドが 冒頭 を使用した直後の、PRINT/REPORT コマンド

が 末尾 を使用する場合、 初の PRINT/REPORT コマンドが、印刷バッファを空にするの

で、2 番目の印刷では、何も印刷されません。  

TO_FILE= 印刷されたレポートがファイルに送付されるべき( オン )か、否か( オ
フ )指示するために、このオプションを用いて下さい。  

AUTO= PC-DMIS に、自動的にレポート ファイル名を作成するよう指示するには、この

オプションを用いて下さい。 自動 オプションが選ばれると、このキーワードの後に数値

フィールドが続き、例えば、 AUTO=10 のようになります。 作成されたファイル名は、

当該のパーツプログラムと同様の名称に、数字インデックスと.RTF 拡張子を加えたもの

になります。 また、作成されたファイルは、パーツプログラムと同様のディレクトリに

置かれます。 もし、作成されたファイル名と同じ名称のファイルが既に存在する場合、 
自動 は特有のファイル名が見つかるまで、ファイル名のインデックス値を増加していき

ます。  
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TOG1 この値は、ファイルへの印刷時に行われる行動をコントロールします。 
利用可能なオプションは、 付属 / 自動 / 上書き / プロンプト です。 選択され

るオプション次第で、異なる情報が表示される可能性があります。  

O VERWRITE  
レポート情報に特定のファイル名を付ける場合には、このオプションを使用して下さい。 
上書き オプションを選ぶと、このキーワードの後にファイル名フィールドが続き、例え

ば OVERWRITE=D:\REPORTS\FILE001.RTF となります。 完全な経路の指定が必要不

可欠です。 それ以外の場合、PC-DMIS は、同じディレクトリを当該パーツプログラム

と推測します。  また、上書きされるファイルが存在しない場合には、 PRINT/REPORT 
コマンド作成時にファイルが作成されます。  

APPEND  
レポート情報に特定のファイル名を付け加える場合には、このオプションを使用して下

さい。 付属 オプションを選ぶと、このキーワードの後にファイル名フィールドが続き、

例えば、 APPEND=D:\REPORTS\FILE001.RTF となります。 完全な経路の指定が必要

不可欠です。 それ以外の場合、PC-DMIS は、同じディレクトリを当該パーツプログラ

ムと推測します。  また、上書きされるファイルが存在しない場合には、 
PRINT/REPORT コマンド作成時にファイルが作成されます。  

PROMPT  
レポート情報が書かれた時に、 新名でセーブ ダイアログ ボックスを通して、PC-DMIS
がユーザーに、ファイル名を尋ねるようにしたい場合には、このオプションを使用して

下さい。  

TO_PRINTER= 印刷されたレポートがプリンターに送付されるべき ( オン )か、否か( オ
フ )指示するために、このオプションを用いて下さい。 

TO_DMIS_REPORT= ファイル名 で指定された、DMIS 出力ファイル (.dmo)に、

PC-DMIS がレポートを送付するか否か、を決める場合には、このオプション

を選択して下さい。 これは オン か、または、 オフ になります。  

FILENAME= DMIS 出力ディレクトリの所在位置とファイル名を指定するには、

このオプションを使用して下さい。 TO_DMIS_REPORT が オン に設定され

ている場合、その後、PC-DMIS がレポート データを指定されたファイルに

保存します。 例えば、このフィールドが、d:\pcdmisreports\mydmis.dmo を

持つ場合、PC-DMIS は、当レポート データを、その位置にある DMIS ファ

イル内に保存します。  

FILE_OPTION=  このオプションを選ぶと、DMIS ファイル出力用の、以下のフ

ァイル オプションからひとつ選択することができます:  

APPEND  
これは、 FILENAME で指定された DMIS ファイルの末尾に、レポート 
データを付け加えます。  
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OVERWRITE  
これは、 FILENAME で指定された DMIS ファイルに、 新のレポート 
データを上書きします。  

INDEX  
これは、 FILENAME で指定された DMIS ファイル名に、それに続くパ

ーツプログラム実行において、増加する数値を付け加えます。 例えば、 
ファイル名 が mydmis.dmo である場合、それは、mydmis001.dmo にな

り、それから mydmis002.dmo になり、それから mydmis003.dmo にな

り、以降それに続き、これは 自動= オプションと類似しています。  

REPORT_THEORETICALS= これは、PC-DMIS が、DMIS 出力ファイル内の理

論値をどのようにレポートするか、を指示します。  

すべて  
PC-DMIS は、測定値と共に全理論値を出力 DMIS ファイルに出力します。  

なし  
理論値はレポートに記入されません。  

IMPORT_SETTINGS  
明らかに、元来の DMIS プログラムで出力された理論値のみが、レポートに出力されま

す。  

REPORT_FEATURE_WITH_DIMENSIONS= これは、PC-DMIS が、出力ファイ

ル内に、測定フィーチャーと関連の公差を一緒に保存するか否かを決めます。 
ここへの対応は、 はい 、または、 いいえ となります。  

YES  
DMIS レポート ファイルにおいて、PC-DMIS は測定結果をそれと関連の、フィーチャー

自体の各測定寸法公差値の直前に記入します。 フィーチャーに結びついた公差がない場

合、PC-DMIS は何も出力しません。  

NO  
DMIS レポート ファイルにおいて、PC-DMIS は測定結果をフィーチャーが測定された、

その時点で記入しますが、後に PC-DMIS が、関連の測定寸法を実行する時の記入は行

われません。  

PREVIOUS_RUNS= PRINT/REPORT コマンドがループ内で使用される時、こ

のオプションは特に役に立ちます。 フィーチャーが、単一の実行中に一度以

上測定される場合、当フィーチャーの以前の測定データが保存されます。 
PC-DMIS を用いて、保存されている測定データを削除する

( DELETE_INSTANCES )には、または、保存する( KEEP_INSTANCES )に
は、TOG2 を使用して下さい。  
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PRINT/REPORT コマンドの編集  

「印刷オプション」ダイアログ ボックス内の、これらのオプションを編集するには、  

1. PRINT/REPORT コマンド ライン上に、カーソルを配置して下さい。  
2. F9 を押して下さい。  
3. 必要に応じて、変更を行って下さい。  
4. 「OK」をクリックして下さい。  

PC-DMIS が、これまでの変更内容に合うよう、そのコマンドを更新します。 これは、編集ウィ

ンドウの「レポート」メニューから直接、「印刷オプション」ダイアログ ボックスにアクセス

するのとは異なることに注意して下さい。 「レポート」メニューから直接、そのダイアログ ボ
ックスにアクセスしても、編集ウィンドウ内に PRINT/REPORT コマンドは挿入されません。  

注記: PRINT/REPORT コマンドは、パーツプログラム内で、一度以上使用が可能です。  

 

注記: PRINT/REPORT コマンドは、「印刷オプション」ダイアログ ボックス内に含まれた、独

自の情報機能です。 したがって、「印刷オプション」ダイアログ ボックスから選択されたオプ

ションで、PRINT/REPORT コマンドを使用していないものは、いずれの PRINT/REPORT コマ

ンドからも独立しており、パーツプログラム実行が完了した後の印刷に影響を及ぼします。  

編集ウィンドウ印刷一般に関する情報については、「基本的ファイルオプションの使用」の項に

ある「編集ウィンドウからの印刷」を参照して下さい。  

Form Feed コマンドの挿入  
PC-DMIS では、編集ウィンドウ内に FORMFEED コマンドを挿入できます。 このコマンドによ

って、それがマークされ、実行されている際に、レポートのページがプリンターから印刷されま

す。FORMFEED コマンドは、ファイルへの印刷には影響を及ぼしません。  

編集ウィンドウ内に FORMFEED コマンドを挿入するには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい（「見る | 編集ウィンドウ」）。 メニュ

ー ロードマップの表示  
2. 「編集ウィンドウ」ツール バーにある「コマンド モード」アイコンをク

リックして下さい。 PC-DMIS がコマンド モードになります。  
3. 「挿入 | レポート コマンド | 書式供給」メニューオプションを選択して下

さい（あるいは、ご希望の位置に FORMFEED とタイプ入力し、タブ キ
ーを押して下さい）。 PC-DMIS が、FORMFEED コマンドを表示します。 
メニュー ロードマップの表示  
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ビューセットの利用  
各種のグラフィックス表示ウィンドウ画像（「ビューセット」と呼ぶ）を作成、及び、保存する

ことができ、パーツプログラム内に挿入するコマンドを用いて、後にそれらを呼び出すことが可

能です。 ビューセットには、CAD モデルの方向性、ID ラベルの可視性と位置付け、そして、陰

影付けが保存されています。 ビューセット作成 メニューオプションを選ぶと、お客様のパーツ

プログラム内に、制限なしに多数のビューセットを作ることができます。 必要に応じて、いつ

でも、複数のビューセットを呼び出すことが可能です。  

ビューセットを作成するには:  

1. ご希望に応じて、画像をセットアップして下さい。 画像セットアップ 
ダイアログ ボックスを使用し、グラフィックス表示ウィンドウにおい

て、パーツのズームと回転を変更することにより、これを行うことが

できます。 「 CAD 表示の編集 」にある「 スクリーン画像セットアッ

プ 」を参照して下さい。  
2. 挿入 | レポート コマンド | ビューセット作成 メニュー オプションを

選択して下さい。 小さな ビューセット ダイアログ ボックスが、「保

存する画像名を入力して下さい」というプロンプトと共に表示されま

す。 ダイアログ ボックスは、VIEWSET1 で始まるデフォルト名を含

み、それに続くビューセット用に番号が増加していきます 
(VIEWSET2、VIEWSET3、等):  

 

デフォルト名を伴う、「ビューセット」ダイアログ ボックス  

3. ボックス内に、ご希望の画像用名称をタイプ入力して下さい(19 字に

制限)。  
4. OK ボタン、または、入力キーを押して下さい。 <NAME>が定義され

たビューセット名である場合、PC-DMIS は、 <NAME>=VIEWSET コマンド

を挿入することによって、その時点でのビューセットにその名称を設

定します。  

ビューセットを呼び出すには:  

設定 ツール バーにある 画像 一覧から、それを選択することによって、または、 ビューセット

呼び出し メニュー オプションの使用によって、作成されたビューセットをすばやく呼び出すこ

とができます。 カーソルが編集ウィンドウ内で RECALL/VIEWSET,<NAME> コマンド上、または、下
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にある場合、PC-DMIS は、グラフィックス表示ウィンドウ内に作成されたビューセットを表示

します。 このコマンドをマークし、実行する場合、PC-DMIS は、パーツプログラム実行中にも、

グラフィックス表示ウィンドウ内に、保存された画像を表示します。  

それに加え、レポート ウィンドウが、CadReportObject を表示するテンプレートやカスタム レ
ポートを使用している場合、呼び出されたビューセットは、お客様の 終レポート上に表示され

ます。 レポート内のビューセットは、各 RECALL/VIEWSET コマンドごとに、新しいページ上

に表示されます。  

ビューセットを更新するには:  

また、既存のビューセットをすばやく変更することも可能です。 編集ウィンドウ内で、簡単に 
RECALL/VIEWSET,<NAME> コマンドを選択し、ご希望の画像用にグラフィックス表示ウィンドウを

変更し、それから、 挿入 | レポート コマンド | ビューセット保存 メニュー オプションを選んで

下さい (または、 グラフィックス モード ツール バーから、 ビューセット保存 アイコンを選択

して下さい）。  

注記: 新規のビューセットを作成せずに、その時点でのビューセットを変更して保存したい場

合、かわりに、 ビューセット保存 メニュー オプションを選択して下さい。  

FORM コマンドの挿入  
「挿入 | レポート コマンド | 書式...」メニュー項目を選ぶと、あらかじめ定義された FORM ファ

イルを、パーツプログラム内に挿入することができます。 このメニュー項目を選ぶと、「書式

挿入」ダイアログ ボックスが 表示されます。  

.FORM ファイルに進み、そのファイルを選択し、「開く」をクリックして下さい。 PC-DMIS が、

編集ウィンドウ内に、以下に類似した FORM/FILENAME コマンドを挿入します:  

CS1        =FORM/FILENAME= C:\PCDMIS40RELEASE\REPORTING\TESTFORM.FORM  

            PARAM/=  

            ENDFORM/  

FILENAME = これは、.FORM ファイルの収容先を定義します。  

PARAM/ - これを用いると、書式に情報を送付することができます。 例えば、

「PARAM/Text1.Text = C1.INPUT」という PARAM ステートメントを使用す

ると、コメント C1.INPUT の値がコントロールに送付されます。  

そのかわりに、パーツプログラム内に FORM/FILENAME コマンドを挿入するために、FORM と

タイプ入力し、タブ キーを押し、それから、ご希望の書式のロード先を手動でタイプ入力する

ことができます。  

PC-DMIS がこのコマンドを実行する時、あらかじめ定義された書式が起動され、定義されたパ

ラメータがすべて、その書式内のコントロールに渡されます。  
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書式とパーツプログラム間のコミュニケーション  

ASSIGN ステートメントと PARAM ステートメントの組み合わせによって、書式へ値を渡し、そ

して、書式から値を渡すことが可能です。 これを用いて、書式とパーツプログラムの間の役立

つ二方向のコミュニケーションを設置できます。  

ASSIGN ステートメント - ASSIGN ステートメントを通して、書式のコントロール用の値を初期

化することが可能です。 これらのステートメントはまた、書式が閉じる時に、書式から更新し

た値を後に受け取ることができる変数を作成します。  

例えば、この例のように、4 つの名前の付いていないチェック ボックスを持つ書式がある、とし

ます。 そこで、それらに名称と値を動的に与えるよう、パーツプログラムに指示します。 編集

ウィンドウ内で、ASSIGN ステートメントを用い、以下のようにそれらのチェック ボックスに

名付け、初期化を行うことが可能です:  

            ASSIGN/CHECK1VALUE = 0  

            ASSIGN/CHECK1TEXT = "点"  

            ASSIGN/CHECK2VALUE = 1  

            ASSIGN/CHECK2TEXT = "直線"  

            ASSIGN/CHECK3VALUE = 0  

            ASSIGN/CHECK3TEXT = "円"  

            ASSIGN/CHECK4VALUE = 1  

            ASSIGN/CHECK4TEXT = "球"  

 

PARAM ステートメント - ここで、いくつかの変数があるので、PARAM ステートメントを使用

し、以下のように、変数と書式自体の間を接続することができます:  

CS1        =FORM/FILENAME= C:\PCDMIS40RELEASE\REPORTING\TESTFORM.FORM  

            PARAM/CHECKBUTTON1.VALUE=CHECK1VALUE  

            PARAM/CHECKBUTTON1.TEXT=CHECK1TEXT  

            PARAM/CHECKBUTTON2.VALUE=CHECK2VALUE  

            PARAM/CHECKBUTTON2.TEXT=CHECK2TEXT  

            PARAM/CHECKBUTTON3.VALUE=CHECK3VALUE  

            PARAM/CHECKBUTTON3.TEXT=CHECK3TEXT  

            PARAM/CHECKBUTTON4.VALUE=CHECK4VALUE  

            PARAM/CHECKBUTTON4.TEXT=CHECK4TEXT  



Wilcox Associates, Inc. 

1562  *  レポート コマンドの挿入 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

            PARAM/=  

            ENDFORM/  

書式が呼び出されると、CHECKBUTTON1 にはチェックがなく、そのテキスト ラベルには

「点」の表示があり、CHECKBUTTON2 にはチェックがあり、そのテキスト ラベルには「直

線」の表示があり、CHECKBUTTON3 にはチェックがなく、そのテキスト ラベルには「円」の

表示があり、CHECKBUTTON4 にはチェックがあり、そのテキスト ラベルには「球」の表示が

あり、以下のようになります。 .  

書式が呼び出された状態で、異なるチェック ボックスを選択、または、選択解除することがで

き、その書式を閉じた場合、 初にチェックされた状態（CHECK1VALUE、CHECK2VALUE、
CHECK3VALUE、及び、CHECK4VALUE）を設定した変数が、今度は、チェック ボックスの変

更後の値を保有します。  

スクリーン キャプチャーの挿入  

 

挿入 | レポート コマンド | スクリーン キャプチャー   メニュー オプションを選ぶと、お客様の

レポートにスクリーン キャプチャーが表示されます。 このメニュー オプションを選ぶと、編集

ウィンドウ内に、 DISPLAY/METAFILE  コマンドが表示されます。 このコマンドがマークされ、

実行される時、PC-DMIS は、そのクリーン キャプチャーを自動的に更新し、レポート内に表示

します。  

編集ウィンドウのコマンドラインは:  
DISPLAY/METAFILE,"___",TOG1,TOG2  

___ = このフィールドに、キャプチャーされたスクリーンの内容説明を入力でき

ます。 テキストは 大 255 字に制限されています。  

TOG1 = このフィールドでは、スクリーン キャプチャーのサイズが決定されま

す。 以下のうちから、選択してトグル変更することができます: 25%、50%、

75%、100%、サイズ適合。  

TOG2 = このフィールドでは、スクリーン キャプチャーの品質が決定されます。 
以下のうちから、選択してトグル変更することができます: 高品質, 良品質, 
低品質  

これがレポート ウィンドウ内に表示されるためには、レポート ウィンドウ内にあるテキストを

右クリックし、 編集 を選択し、さらに、 レポート ダイアログ ボックスが現れた時、 スクリー

ン キャプチャー表示 チェック ボックスを選択して下さい。  

このコマンドは、分析ウィンドウで作られる ANALYSISVIEW コマンド、及び、 
DISPLAY/METAFILE コマンドに類似のものです。 分析ウィンドウに関する、より詳しい説明に

ついては、「レポートコマンドの挿入」の項にある「分析」を参照して下さい。  
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注記: グラフィックス表示ウィンドウ内のテキスト用に、 True タイプ フォント を使用すると、

画像がキャプチャーされた時、 良の結果が得られます。  
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ファイル入出力の使用 
ファイル入力 / 出力の使用: イントロダクション  
この 項 では、パーツプログラムへの情報の入力方法、及び、パーツプログラムからの情報の出

力方法について、説明しています。 利用可能なメニュー オプションを用いると、読み込みモー

ド、または、書き込みモードにおいて、ファイルを開くことができます。 その後、これらのフ

ァイルからのデータを読み込む、または、ファイルへデータを書き込むことが可能です。 File I / 
O コマンド を用いると、外部ファイルからのデータを読み込むことができ、それらをパーツプ

ログラム内で使用することができます。 測定情報と公差情報もまた、これらのコマンドを用い

て、ファイルに書き戻すことができます。 また、これらのコマンドを用いて、その他のファイ

ル オペレーションを実施することも可能です。  

この 項 では、これらのファイル入力/出力オペレーションについて詳しく述べ、さらに、各種オ

ペレーションのそれぞれについて、機能例を紹介しています。 これらの例は、「 フローコント

ロールを使っての分枝 」の 項 、及び、「 入力式及び変数の使用 」の 項 で述べられている項目

を用いています。  

注記: コードのサンプルにおいて、ループや分枝がある場合、特定の条件に割り当てられたステ

ートメントをはっきりと表示するために、字下がりが使用されています。 実際の編集ウィンド

ウでは、このような字下がりは見られません。  

この項目で述べられている主なトピックは、次の通り:  

• 基本的ファイル入力/出力概念の理解  
• ファイル 入力/出力ダイアログ ボックスの使用  
• 読み込み、または、書き込み用にファイルを開く  
• 読み込み、または、書き込み後、開いたファイルを閉じる  
• ファイルにある活字を読み込み  
• ファイルにある行を読み込み  
• ファイルにあるテキスト ブロックを読み込み  
• 区切り記号までテキストを読み込み  
• ファイルに文字を書き込み  
• ファイルに行を書き込み  
• ファイルにテキスト ブロックを書き込み  
• ファイルの冒頭にファイルポインターを位置付け  
• ファイルポインターの現在位置を保存  
• 保存されたファイルポインターの位置を呼び出し  
• ファイルのコピー  
• ファイルの移動  
• ファイルの削除  
• ファイルの存在をチェック  
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• ファイル ダイアログ ボックスの表示  
• ファイルの終端、または、ラインの終端をチェック  

基本的ファイル入力/出力概念の理解  
ファイルの存在チェック:  
全ファイル I/O オペレーションのうちで、恐らく、まず第一にファイルの存在のチェックが必要

だ、と思われます。 これは、たぶん IF / THEN ループ内に置かれるべきで、それによって、当

チェックが失敗の場合、ユーザーに知らせることができます。 ファイルへの書き込みの場合、

まず第一に、ウィンドウの環境内でファイルを作成する必要があります。  

「 ファイルの存在をチェック 」を参照して下さい。  

ファイルの開閉:  
ファイルの読み込み、または、書き込みのためには、まず第一に、それらを、お客様のシステム

のプロセスに開く必要があります。 そのファイルをファイルポインターと呼ばれる変数に割り

当てることによって、これを行うことができます。 ファイルを開く時、その目的が読み込み、

書き込み（上書き）、または、付け加えのいずれであるかを特定することができます。 ファイ

ルが開いた後、その読み込み、または、それへの書き込みを行うことが可能です。 ファイルの

利用を終えると、ファイルポインターを閉じて下さい; これによって、ファイルが閉じ、他のシ

ステム プロセスによるアクセスが可能になります。 別のプロセスによって、既に開けられてい

るファイルを開くことはできません。  

「 読み込み、または、書き込み後、開いたファイルを開く 」、または、「 読み込み、または、

書き込み後、開いたファイルを閉じる 」を参照して下さい。  

ファイルポインターとファイルの位置:  
ファイルポインターは、ファイルを指す変数です。 それらは、開いたファイルの名称と位置を

保存し、その後、そのファイルの読み込み、または書き込みに使用されます。 いったんファイ

ルが開かれ、ファイルポインターに設定されると、そのポインターは、ワードプロセッサー内の

カーソルのように機能します。 それらは、ファイル内の、その時点での読み込み箇所、または、

書き込み箇所を示します。  

• ファイルに付け加える場合には、通常、ファイルポインターをそのファイ

ルの終端に置きます。  
• ファイルの読み込み、または、上書きを行う場合には、通常、ファイルポ

インターをそのファイルの冒頭に置きます。  

書き込み、または、読み込み時の区切り記号の使用  

データ書き込み時 、区切り記号を用いて、データを分離して下さい。 これによって、そのデー

タをパーツプログラム内に読み戻すことが、より簡単になります。 どのような文字や、文字列

でも、区切り記号にすることが可能です。 例えば、 2.5,4.3,6.1 の X、Y、及び、Z の測定値を持

つ、PNT1 という点がある、とします。 以下に示されたコードのように、コンマの区切り記号に

よってこれらの値を分離し、データ ファイル内に書き込みことが容易にできます:  

FILE/WRITELINE,FPTR,PNT1.X + "," + PNT1.Y + "," + PNT1.Z  
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データ読み込み時、 特定の区切り記号を用いて、入ってくるデータを分離することができ、そ

のデータを今後の操作のために変数内に配置することができます。 例えば、上記に表示された、

同一の X、Y、及び、Z 値を読み込む、とします。 その値は、テキスト表示の単一行に、このよ

うに置かれます: 2.5,4.3,6.1 。 以下に類似の、一行のコードを用いて、そのテキストをコンマで

分離し、それらの値を対応する変数内に配置することができます:  

V1=FILE/READLINE,FPTR,{ValX}+","+{ValY}+","+{ValZ}  

その後、 ValX 、 ValY 、及び、 ValZ をパーツプログラム内で普通の変数として使用できます。 
ValX は 2.5 を含み、ValY は 4.3 を含み、ValZ は 6.1 を含みます。  

ファイル入力/出力ダイアログ ボックスの使用  
すべてのファイル入力/出力コマンドは、適切なファイル入力/出力メニュー オプションを選ぶこ

とにより、 初にパーツプログラム内に挿入されます ( 挿入 | ファイル入力/出力コマンド を選

択して下さい)。 いったん、そのコマンドが編集ウィンドウ内に配置されると、コマンド上で F9
を押すことにより、その関連の ファイル入力/出力 ダイアログ ボックスにアクセスすることがで

きます。  

 

ファイル入力/出力ダイアログ ボックスのサンプル  

このダイアログ ボックスは、単に その時点での ファイル入力/出力コマンドを編集する、視覚的

な方法です。 そのかわりに、「編集ウィンドウの使用」の項において記述されている手法を用

いて、編集ウィンドウ内部でコマンドを変更することが可能です。  

新規の ファイル入力/出力コマンドを挿入するためには、このダイアログ ボックスを使用すべき

ではありません。 適切なメニュー オプションを選択して、または、そのコマンドを直接編集ウ

ィンドウ内にタイプ入力して、これを行う必要があります。  

読み込み、または、書き込み用にファイルを開く  
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挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイルを開く  メニューオプションを選ぶと、編集ウィンドウ内

にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、パーツプログラム実行時にディスク ファイ

ルを開くことができます。  

単に、情報の閲覧や、または、情報の追加、保存のために、ファイルを開くことが可能です。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<ファイルポインター名> =File/Open,<ファイル名>,<開くモード>  

<ファイルポイン

ター名>  
これは、ユーザーにより選択されたファイ

ルポインターの ID であり、開いたファイ

ルにアクセスする時に使用されます。 こ
の ID は、その他の FILE I / O コマンド内

の開いたファイルを参照するために使用さ

れます。  
<ファイル名>  これは、開くディスク ファイルのファイ

ル名です。  
<開くモード>  これは、ファイルが開けられる時にあるべ

きモードです。 ファイルは、以下のモー

ドで開くことができます : 読み込み、書き

込み、または、付属。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

• 編集ウィンドウを開いて下さい。  
• カーソルを File Open コマンド上に配置して下さい。  
• F9 を押して下さい。  

 

File Open コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  
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このコードは、読み込み、書き込み、及び、付け加えのために、TEST.TXT という名のファイル

を開き、さらに、 FPTR という名のファイルポインターに、当ファイル名を保存します。  

FPTR=FILE/OPEN,C:\PCDMISW\TEST.TXT,READ  

FPTR=FILE/OPEN,C:\PCDMISW\TEST.TXT,WRITE  

FPTR=FILE/OPEN,C:\PCDMISW\TEST.TXT,APPEND  

絶対パスを入力として受け取るために、入力コメントを使用し、それを FILE/OPEN コマンド内

で使用できることに注意して下さい。 また、 FILE/DIALOG コマンドを使用して、同じように行

うことも可能です。 以下の例を参考にして下さい:  

C1=COMMENT/INPUT,ファイルへの絶対パス、及び、ファイル名をタイプ入力して下さい。  

V1=FILE/DIALOG, 開くファイルを選択して下さい。  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,READ  

FPTR=FILE/OPEN,V1,READ  

「 ファイル ダイアログ ボックスの表示 」を参照して下さい。  

読み込み、または、書き込み後、開いたファイルを

閉じる  
挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイルを閉じる  メニューオプションを選ぶと、編集ウィンドウ

内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、パーツプログラム実行時に開いたファイル

を閉じることができます。 ファイルを閉じると、ファイルが開いていた時に使用されていた機

能や能力を解放し、ファイルに行われたこれまでの変更内容を、ディスクに送付し確定します。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/Close, <ファイルポインター名>,<閉じるモード>  

<ファイルポイン

ター名>  
これは、ファイルを識別するために用いら

れる ID であり、ファイルが開く時に作成

されます。  
<閉じるモード>  このパラメータには、2 つのオプション、

「保持」または「削除」があります。 
「保持」を用いると、PC-DMIS は単に、

ファイルポインター内に定義されたファイ

ルを閉じます。 「削除」を用いると、PC-
DMIS はファイルを閉じ、それを削除しま

す。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  
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1.         編集ウィンドウを開いて下さい。  

2.         File Close コマンド上にカーソルを配置して下さい。  

3.         F9 を押して下さい。  

 

File Close コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

このコードは、単に、ファイルポインター FPTR に割り当てられたファイルを閉じます:  

FILE/CLOSE,FPTR,KEEP  

DELETE パラメータを用いる、このコードは、 FPTR に割り当てられたファイルを閉じて削除

します:  

FILE/CLOSE,FPTR,DELETE  

 

ファイルにある活字を読み込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 読み込みコマンド | 活字読み込み  メニューオプションを選ぶと、

編集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、ファイルポインター名フィ

ールド（下記のシンタックスを参照して下さい）で指定されたファイルにある、単一の活字を読

み込むことができ、さらに、その活字を変数名フィールドで指定された変数に割り当てることが

できます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<変数名> = File/ReadCharacter,<ファイルポインター名>  

<ファイルポイン

ター名>  
これは、ファイルを開くために使用される

ID です。  
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<変数名>  これは、その活字を収容する変数の名称で

す。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Read Character コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  

 

Read Character コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

データ ファイルの行において一度に一文字ずつ読み込みを行い、スペースに出会うまで読み込

みを継続する、この例を参考にして下さい。  

V1=FILE/EXISTS,test.txt  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,データ ファイルから読み込みを行うことができます。 続けるには、「OK」をクリックして下さい。  

ASSIGN/V3 = ""  

FPTR=FILE/OPEN,D:\Program Files\pcdmis35\test.txt,READ  

DO/  

V2=FILE/READ_CHARACTER,FPTR  

ASSIGN/V3 = V3+V2  

UNTIL/V2 == " "  

FILE/CLOSE,FPTR  

COMMENT/OPER,「ファイルのテキストの行の第一語は: 」 + V3  



Wilcox Associates, Inc. 

1572  *  ファイル入出力の使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,データ ファイルから読み込みを行うことができません。 プログラムはここで、中止します。  

GOTO/END  

END_ELSE/  

END=LABEL/  

PROGRAM/END  

コードの説明  

V1=FILE/EXISTS  
このラインでは、指定されたファイルの存在をチェックします。 そのファイ

ルは、PC-DMIS がこのコードの機能のために作動するディレクトリに位置す

る必要があり、それ以外の場合には、このファイルを含むラインが、ファイ

ルへの絶対パスをも含んでいなければなりません。 V1 は、当ファイル チェ

ックの結果を受け取ります。 ファイルが存在する場合は、ゼロ以外の値で

す; それ以外の場合には、0 です。  

IF/V1<>0  
このラインは、 V1 の値を受け取り、それがゼロ以外の数値を出すか否か、

をチェックします。 ゼロ以外の数値の場合、読み込み処理を開始する用意が

できたことを意味する、コメントが表示されます。 ゼロの場合、パーツプロ

グラムが終了します。  

ASSIGN/V3 = ""  
このラインは、空白の文字列を作成し、それを V3 に割り当てます。 当コー

ドは、この変数を用いて、個々の文字読み込みから文字列を作ります。 空白

の文字列を作成しない場合、V3 は、0 をデフォルト設定値とします。  

FPTR=FILE/OPEN  
このラインは、読み込み用の特定ファイルを開き、それをデフォルトのファ

イルポインター FPTR に割り当てます。  

DO/  
このラインは、DO / UNTIL ループを開始します。 これは、 
FILE/READ_CHARACTER コードを制限するので、文字は、続けて、一度に

一文字ずつ読み込まれます。 ループは、文字間隔を読み取った時、閉じられ

ます。  
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V2=FILE/READ_CHARACTER,FPTR  
このラインは、ファイルポインター FPTR に連結した、開いたファイルにあ

る文字を読み込みます。 その文字は、変数 V2 内に保存されます。  

ASSIGN/V3 = V3+V2  
このラインは、空白の変数 V3 を用い、文字列 V3 を V2 に結びつけ、その後、

V3 にその値を再割り当てします。 その結果、それに続く DO/UNTIL ループ

の実行に伴い、V3 は、さらにもうひとつの文字を追加されます。  

UNTIL/V2 == " "  
FILE/READ_CHARACTER コードが開いたファイル内の間隔文字に出会うと、

このラインは、Do / Until ループを終了します。  

FILE/CLOSE,FPTR  
このラインは開いたデータ ファイルを閉じ、それによって、他のシステム 
プロセスがアクセスできるようになります。 コードの残りの部分が実行を完

了し、データ ファイルの第一語を、オペレーターのコメント内に表示します。  

 

ファイルにある行を読み込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 読み込みコマンド | 行読み込み  メニューオプションを選ぶと、編

集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、実行中の特定されたファイル

にある、行を読み込むことができます。 このコマンドは、変数 ID によって特定された変数を 1 
(真)、または、 0 (偽) に設定し、成功 (真)、または、失敗 (偽) を示します。 このコマンドが要求

する式は、読み込む行の範囲を設定するため、及び、ファイルからの読み込みデータで、変数と

参照を自動的に入力するために使用されます。 情報は、入力ファイルから次のキャリッジ リタ

ーンの活字まで読み込まれます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<変数名> = File/ReadLine,<ファイルポインター名>,<入力式>  

<変数名>  これは、ReadLine コマンドの成功、また

は、失敗を示す結果を収容する変数の変数

名です。 これは、「OK」、または、

「EOF」を返します。  
<ファイルポイン

ター名>  
これは、ファイルが開いた時、ファイルポ

インターに指定された名称です。  
<入力式>  これは、入力データの、送付先変数（複数

可）です。 入力データは、テキストによ

って範囲を設定し、入ってくるデータ ラ
インの構文解析を行うことが可能です。 
変数 と、フィーチャーへの参照は、波状
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カッコによって囲まれる必要があります。 

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Read Line コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  

 

Read Line コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

データ ファイルの行において一度に一行ずつ読み込みを行い、FILE/READ_LINE コマンドが空

白ラインに出会うまで読み込みを継続する、この例を参考にして下さい。 その後、パーツプロ

グラムは、結果となるテキスト ブロックを表示して、中止されます。  

V1=FILE/EXISTS,test.txt  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,データ ファイルから読み込みを行うことができます。 続けるには、「OK」をクリックして下さい。  

ASSIGN/V3 = ""  

FPTR=FILE/OPEN,D:\Program Files\pcdmis35\test.txt,READ  

DO/  

V2=FILE/READLINE,FPTR,{LINE}  

ASSIGN/V3 = V3 + LINE  

COMMENT/OPER,「現時点での変数 V3 の値は:  

,V3  

UNTIL/V2 == "EOF"  
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FILE/CLOSE,FPTR  

COMMENT/OPER,「テキスト ブロックは、以下のように読まれます: 」  

,V3  

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,データ ファイルから読み込みを行うことができません。 プログラムはここで、中止します。  

GOTO/END  

END_ELSE/  

END=LABEL/  

PROGRAM/END  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」で説明されているものに類似し

ています。 ここでは、この例に独自のコードについてのみ、説明を行います。  

DO/  
このラインは、DO / UNTIL ループを開始します。 これは、 
FILE/READ_LINE コードを制限するので、行は、継続して、一度に一行ずつ

読み込まれます。 ループは、ファイルの終端に達した時、閉じられます。  

V2=FILE/READLINE,FPTR,{LINE}  
このラインは、キャリッジ リターンに出会うまで、テキストすべてを読み込

みます。 しかし、FILE/READ_CHARACTER のように、 V2 内にテキストを

保存するかわりに、このコードは、異なる作動を行います。  

1. V2 はこの場合、2 つの値を返します: 「OK」か、または、「EOF」。 読
み込むラインが依然ある場合、「OK」。 ファイルの終端に達した場合、

「EOF」。  
2. {ライン} コードは、実際のテキストを保存する、ユーザー入力による変数

です。 それは、波状カッコで囲まれ、それは変数であって、区切り文字

の一部ではないことを、PC-DMIS に告げます。 波状カッコがない場合、

PC-DMIS は、ファイル内に「LINE」と呼ばれる文字文字列を探し、

「LINE」の後、キャリッジ リターンの前にあるテキストのみを返します。  

ASSIGN/V3 = V3+LINE  
このラインは、空白の変数 V3 を用い、文字列 V3 を LINE に結びつけ、その
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後、その値を V3 に再割り当てします。 その結果、それに続く DO/UNTIL ル

ープの実行に伴い、さらにもうひとつの行が、V3 に追加されます。  

UNTIL/V2 == "EOF"  
このラインは、DO / UNTIL ループの条件をテストします。 FILE/READLINE 
コードがファイルの終端に出会うと、ループが閉じます。 いったんプログラ

ム フローがループを退くと、コードの残りの部分が実行を完了し、コード 
ブロック全体を、オペレーターのコメント内に表示します。  

その他の例:  
コマンドライン:  
Result = File/ReadLine,F1, 「パーツ ID :」   + {V1} は、テキスト「パーツ ID :」後の読み込みラ

インにあるテキストすべてを V1 に割り当てます。 そのラインは、ファイルポインター名とし

て、F1 を用いて開けられたファイルから読み込まれます。 読み込みの結果（成功、または、失

敗）は、変数結果内に保存されます。  
 
コマンドライン:  
File/ReadLine,F1, 「所在位置:」+{VARX}+ ","+{VARY}+ ","+{VARZ}+ ","+{VARI}+ ","+{VARJ}+ 
","+{VARK}  
ASSIGN/CIR1.XYZ = MPOINT(VARX, VARY, VARZ)  
ASSIGN/CIR1.IJK = MPOINT(VARI, VARJ, VARK)  
は、文字列「所在位置:」の後のコンマにより区切られたテキストを読み込み、その値を CIR1 の

X、Y、Z、及び、I、J、K 値内に保存します。  
 
コマンドライン:  
File/ReadLine,F1, 「値 # 」 + loopvar + " : " + {var2} によって、var2 には、コロン以降のテキス

トが入力されます。 この例の loopvar 変数は、波状カッコで囲まれておらず、その結果、区切り

文字に含まれます。  

ファイルにあるテキスト ブロックを読み込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 読み込みコマンド | ブロック読み込み  メニューオプションを選ぶ

と、編集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、実行時に開いているフ

ァイルにある、ひとつながりの活字を読み込むことができます。 読み込む活字量は、サイズ パ
ラメータによって指示されます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<変数名>=File/Read_Block,<ファイル ポインター名>,<サイズ>  

<変数名>  これは、ブロック読み込み作業の成功、また

は、失敗を示す数値を受け取る変数の変数 ID
です。  

<ファイル ポ
インター名>  

これは、ファイルが開いた時、ファイルポイン

ターに指定された名称です。  
<サイズ>  これは、読み込む活字の総数です。  
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この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1.         編集ウィンドウを開いて下さい。  

2.        Read Block コマンド上にカーソルを配置して下さい。  

3.         F9 を押して下さい。  

 

Read Block コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

色々なパーツのデータを持ち、さらに、ファイルの目的を指定する、各ファイルの冒頭数字を持

つ各種の外部データがある、とします。 ファイルの全ラインの読み込みと処理の実施を決める

前に、 File/Read_Block コマンドを用いて、これらの冒頭数字のみを読み込むことが可能です。 
このコードを参考にして下さい:  

C3=COMMENT/INPUT,サーチを行うファイル コードを  

タイプ入力して下さい。  

ASSIGN/BLOCKSIZE = LEN(C3.INPUT)  

ASSIGN/FILECODE = C3.INPUT  

DO/  

C1=COMMENT/INPUT,ファイルへの絶対パス、  

、ファイル名、及び、  

処理したいファイルへの拡張子をタイプ入力して下さい。  

、停止するには [Q] をタイプ入力してください。  

IF/C1.INPUT== "Q" OR C1.INPUT=="q"  
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COMMENT/OPER,停止の選択がされました。 ここで、パーツプログラムが終了します。  

GOTO/END  

END_IF/  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,「データ ファイル [" + C1.INPUT + "] が存在します。 続けるには、「OK」ボタンをクリック

して下さい。」  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,READ  

V2=FILE/READ_BLOCK,FPTR,BLOCKSIZE  

FILE/CLOSE,FPTR  

IF/V2<>FILECODE  

COMMENT/OPER,「ファイル コード [" + V2 + "]は」  

、「ファイル コード[" + FILECODE + "]に適合しません。」  

END_IF/  

UNTIL/V2==FILECODE  

COMMENT/OPER,「ファイル [" + C1.INPUT + "]は適合します。」  

、「ファイル コード [" + V2 + "] は」  

、「ファイル コード[" + FILECODE + "]に適合します。」  

COMMENT/OPER,プログラムがファイルを処理します。  

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,「データ ファイル [" + C1.INPUT + "] は存在しません。 既存のデータ ファイルを用いて、も

う一度、試みて下さい。」  

GOTO/END  

END_ELSE/  

END=LABEL/  

PROGRAM/END  

コードの説明  
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このコードの一部は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コードの

サンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

ASSIGN/BLOCKSIZE = LEN(C3.INPUT)  
このラインは、 BLOCKSIZE というユーザー定義の変数を使用し、それは、 
C3.INPUT にある文字数を示す整数を含んでいます。 これは、読み込む対象

となる文字ブロックのサイズとして用いられます。  

ASSIGN/FILECODE = C3.INPUT  
このラインは、変数 FILECODE を作成し、これに C3.INPUT の値を与えま

す。  

C1=COMMENT/INPUT  
このコメントは、ユーザーによって変数 C1.INPUT 内に入力された、絶対パ

スを保存します。  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  
このラインは、C1 コメント内に定義されたファイル名の存在をチェックしま

す。  

DO/  
このラインは、DO / UNTIL ループを開始します。 これは、ユーザーが、読

み込みの対象となるファイルを特定できる、コード ブロックを制限します。 
FILECODE 変数に割り当てられたテキストが、読み込みファイルのテキスト

と適合するまで、ループを継続します。  

V2=FILE/READ_BLOCK,FPTR,BLOCKSIZE  
このラインは、 BLOCKSIZE 変数に含まれる整数と等しい分量の活字を読み

込みます。 その後、テキストは、 V2 変数内に保存されます。  

IF/V2<>FILECODE  
このラインは、IF / END IF コード ブロックを開始し、このコードは V2 変数

内のテキストが FILECODE 変数内のテキストに一致するか否か、をテスト

します。 それが一致する場合、その後、プログラムは処理を継続します。 
それ以外の場合には、2 つのコードが一致しないことを告げるメッセージが

表示されます。  

UNTIL/V2==FILECODE  
 このラインは、 V2 変数内のテキストが、 FILECODE 変数のテキストと一

致するかを検査する、DO / UNTIL ループの条件をチェックします。 そのス

テートメントの評価が偽と出る場合、 DO ループが再び実行され、それによ



Wilcox Associates, Inc. 

1580  *  ファイル入出力の使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

って、ユーザーは異なるファイル名を選ぶことができます。 そのステートメ

ントの評価が真と出る場合、ループが閉じ、プログラムは、一致した旨を告

げるメッセージを表示します。 その後、PC-DMIS は、指定されたデータ フ
ァイルのデータの各行の読み込みを続けます。  

区切り記号までテキストを読み込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 読み込みコマンド | まで読み込み  メニューオプションを選ぶと、

編集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、実行時の特定されたファイ

ルにある区切り記号のひとつに出会う「まで」、すべてのテキストを読み込むことができます。 
このコマンドによって読み込まれたテキストはいずれも、指定された送付先変数内に配置されま

す。 PC-DMIS が以下のものに出会うと、コマンドは、テキストの読み込みを停止します:  

1. あらかじめ定義された区切り記号  
2. キャリッジ リターン  
3. 改行文字  

ファイルの終端に達すると、送付先の変数は「EOF」（End of File）に設定されます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<変数名> = FILE/READ_UPTO,<ファイル ポインター名>,<区切り記号>  

<変数名>  これは、送付先変数の名称です。  
<ファイル ポインター名
>  

これは、ファイルが開いた時、ファイルポイン

ターに指定された名称です。  
<区切り記号>  これは、ゼロか、それ以上の区切り記号を含む

文字列です。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開くには、 編集ウィンドウ を選択して下さい。  
2. カーソルを FILE/READ コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。 ファイル 入力/出力 ダイアログ ボックスを開いて下

さい。  
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ダイアログ ボックスが現れると:  

1. 変数 ID ボックス内に、読み込み情報を受け取る変数の変数名をタイプ入

力して下さい。  
2. ファイルポインターID ボックス内に、ファイル ポインターの名称をタイ

プして下さい。  
3. テキスト ボックス内に、区切り記号をタイプして下さい (選択された区切

り記号の周りに引用符が使用されていることを確認して下さい)。  
4. 「OK」をクリックして下さい。  

Read Up To コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

例: c:\temp directory 内に、「sample.txt」というテキスト ファイルがあり、それに第一行に関す

る情報が含まれている、とします。  

root:x:0:0:root:/root:/bin/bash  

このファイルで、Read Up To コマンドを使用するには:  

1. 編集ウィンドウ内に FILE/OPEN コマンドを挿入して下さい。  
2. 選択のファイルポインター名を使用して、File Open コマンドを名付けて

下さい。 この例では、ファイルポインター名として、「サンプル」を使

用します。  

File Open コマンドは、以下のようになります:  

SAMPLE     =FILE/OPEN,C:\TEMP\SAMPLE.TXT,READ  

ここで、PC-DMIS の Read Up To コマンドを用い、データの異なる部分を呼び出す、いくつか

の変数を定義します。 この例では、区切り記号としての「:」（引用符なしで）を探す、以下の

変数を使用します。  



Wilcox Associates, Inc. 

1582  *  ファイル入出力の使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

USERNAME   =FILE/READ_UPTO,SAMPLE,:  

PASSWORD   =FILE/READ_UPTO,SAMPLE,:  

USER       =FILE/READ_UPTO,SAMPLE,:  

これにより、PC-DMIS がこれらのラインを実行すると、以下のように設定されます  

ユーザー名 = ルート  

パスワード = x  

ユーザー = 0  

実行中、スクリーン上にこれを表示するには、ここで示されたような、オペレーター コメント

を使用することが可能です:  

COMMENT/OPER,以下のテキストは、sample.txt から読み込まれます。  

,Username:  

,USERNAME  

,Password:  

,PASSWORD  

,User:  

,USER  

ファイルに文字を書き込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 書き込みコマンド | 文字書き込み メニュー オプションを選ぶと、

編集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、実行に当たって、単一文字

がディスク ファイルに出力されます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/Write_Character,<ファイル ポインター名>,<入力式>  

<ファイル ポ
インター名>  

これは、ファイルが開いた時、ファイルポイン

ターに指定された名称です。  
<入力式>  これは、ファイルに書き込まれる文字です。 

その式が複数の文字の評価を出す場合、第一文

字のみが書き込まれます。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  
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1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Write Character コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  

 

Write Character コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

ユーザーによる文字列を、一文字ごとにデータ ファイルに書き込む、このコードを参考にして

下さい。  

C1=COMMENT/INPUT,書き込み先のファイル名をタイプ入力して下さい。  

、(ファイルの絶対パスを含む)。  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,WRITE  

C2=COMMENT/INPUT,ファイルに送付する何かをタイプ入力して下さい。  

、これは、一度に一文字ごとに  

、文字列を送付します。  

ASSIGN/COUNT = 0  

ASSIGN/LENGTH = LEN(C2.INPUT)  

DO/  

ASSIGN/WRITETHIS = MID(C2.INPUT,COUNT,1)  

FILE/WRITE_CHARACTER,FPTR,WRITETHIS  

ASSIGN/COUNT = COUNT + 1  

UNTIL/COUNT == LENGTH  
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コードの説明  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コード

のサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,WRITE このラインは、書き込み用の C1 コメント

内に特定されたファイルを開き、それをファイルポインター FPTR に割り当

てます。 このファイル内のデータすべては、ファイルポインターがデータ 
ファイルの冒頭から始動する限り、上書きされます。  

ASSIGN/COUNT = 0  
このラインは、ユーザー定義の変数「COUNT」に値ゼロを与えます。 これ

は、ループを目的として、文字列を一度に一文字ずつ印刷します。  

ASSIGN/LENGTH = LEN(C2.INPUT)  
このラインでは、LEN( )関数を使用し、文字列の長さを返します。 この関数

は、その文字列をひとつのパラメータとして取ります。 それは、文字列にあ

る文字数（文字間隔を含む）を数え、その数の整数値を返します。 この場合、

ユーザーに定義された変数「LENGTH」がこの値を収容します。  

DO/  
このラインは、DO / UNTIL ループを開始します。 ループの条件が真と評価

されるまで、DO と UNTIL ステートメントの間のコードが実行され続けます。  

ASSIGN/WRITETHIS = MID(C2.INPUT,COUNT,1)  
このラインは、ユーザーに定義された変数「WRITETHIS」を作成し、MID( ) 
関数を用いて、C2.INPUT 文字列からサブ文字列の文字を返し、 
WRITETHIS に与えます。 MID( ) は、3 種のパラメータを取ります。  

·          パラメータ 1: そこから値を得るための文字列です。 この場合は、C2.INPUT で

す。  

·          パラメータ 2: そのから文字が取られる、文字列の位置を示します。 文字列の第

一文字は位置 0、第二は位置 1、第三は位置 2、以降それに続きます。 この場合、変数

「COUNT」が使用されます。  

·          パラメータ 3: 第二パラメータの位置から開始して、いくつの文字を獲得すべき

か、示します。 この場合、値 1 が使用されます（このサンプルでは、一度に一文字ずつ

のみ書き込まれるので、これ以上の値を使う必要がありません）。  

FILE/WRITE_CHARACTER,FPTR,WRITETHIS  
このラインは、変数 WRITETHIS に含まれている値を、ファイルポインター 
FPTR によって指定されたファイルに書き込みます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ファイル入出力の使用  *  1585 

ASSIGN/COUNT = COUNT + 1  
このラインは、その時点での COUNT 値を取り、それをひとつ増分し、それ

から、新しい値を COUNT に戻します。  

UNTIL/COUNT == LENGTH  
このラインは、DO / UNTIL ループの条件をテストします。 この場合、ルー

プは、 LENGTH  変数と同じ値を持つまで、 COUNT 変数を増分し続けます。 
その後、ループが閉じられ、プログラムを終了します。  

ファイルに行を書き込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 書き込みコマンド | 行書き込み メニュー オプションを選ぶと、編

集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、実行に当たって、テキスト行

がディスク ファイルに出力されます。 変数情報、及び、パーツプログラム情報をファイルに出

力するには、式シンタックスを使用して下さい。 キャリッジ リターンが、書き出されたテキス

トに自動的に付け加えられます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/WriteLine,<ファイル ポインター名>,<入力式>  

<ファイル ポイン

ター名>  
これは、ファイルが開いた時指定された、

ファイル参照の名称です。  
<入力式>  これは、ファイルに書き込まれるテキスト

です。 このフィールドでは、入力式を使

用することができます。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Write Line コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  
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Write Line コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

いくつかの測定された XYZ 値をデータ ファイルにエクスポートしたい、とします。 以下のコー

ドを用いると、フィーチャー ラベルとデータ ファイルを入力することができ、さらに、そのフ

ィーチャー用の X、Y、及び、Z のデータをデータ ファイルに送付することができます。  

C1=COMMENT/INPUT,フィーチャーのラベルをタイプ入力して下さい。  

,to use.  

C2=COMMENT/INPUT,書き込み先のファイル名をタイプ入力して下さい。  

、(ファイルの絶対パスを含む)。  

FPTR=FILE/OPEN,C2.INPUT,APPEND  

ASSIGN/FEATNAME = C1.INPUT  

ASSIGN/ALLVALS = FEATNAME.X + "," + FEATNAME.Y + "," + FEATNAME.Z  

COMMENT/OPER,「書き込むテキストは: 」 + ALLVALS  

FILE/WRITELINE,FPTR,ALLVALS  

FILE/CLOSE,FPTR  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コード

のサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

FPTR=FILE/OPEN,C2.INPUT,APPEND  
このラインは、付け加え用の C2 コメント内に特定されたファイルを開き、

それをファイルポインター FPTR に割り当てます。 それ以外の場合には、 
APPEND を WRITE に変更すると、その後、データ ファイルの既存内容が上

書きされます。  

ASSIGN/FEATNAME = C1.INPUT  
このラインは、 C1.INPUT に含まれるフィーチャー ラベルの文字列を、ユー

ザーに定義された変数 FEATNAME に割り当てます。  

ASSIGN/ALLVALS=FEATNAME.X+","+FEATNAME.Y+","+ FEATNAME.Z  
このラインは、ユーザーに定義された変数 ALLVALS に 
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FEATNAME.X,FEATNAME.Y,FEATNAME.Z の値を与えます。 言い換えれば、

それはここで、C1 入力コメント内にタイプ入力された、フィーチャー ラベ

ルの X、Y、及び、Z 値を収容します。  

FILE/WRITELINE,FPTR,ALLVALS  
このラインは、 ALLVALS に含まれている値を、ファイルポインター FPTR
によって指定されたファイルに書き込みます。  

ファイルにテキスト ブロックを書き込み  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 書き込みコマンド | ブロック書き込み メニュー オプションを選ぶ

と、編集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、そのコマンドを用いると、実行に当たって、テキ

スト ブロックがディスク ファイルに出力されます。 変数情報、及び、パーツプログラム情報を

ファイルに出力するには、式シンタックスを使用して下さい。 行書き込みコマンドと異なり、

ブロック書き込みでは、終端にキャリッジ リターンを 付け加えません 。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/WriteBlock,<ファイル ポインター名>,<入力式>  

<ファイル ポイン

ター名>  
これは、ファイルが開いた時指定された、

ファイル参照の名称です。  
<入力式>  これは、ファイルに書き込まれるテキスト

です。 このフィールドでは、入力式を使用

することができます。  

キャリッジ リターンと改行: 行書き込みコマンドと異なり、ブロック書き込みでは、終端にキャ

リッジ リターンを 付け加えません 。 しかし、テキストをテキスト ブロック内の新しい行に置

く必要がある場合、キャリッジ リターンと改行を手動で挿入することができ、それを行うに

は、以下の例で表示されているように、引用符付き文字列外の CHR(10) コードを使用して下さ

い:  
 
FILE/WRITEBLOCK,FPTR, "CHR(10) inserts text... " + CHR(10) + " ...on a new line."  
 
これによって、出力ファイル内に以下の結果が表示されます:  
 
CHR(10) inserts text...  
...on a new line.  
   
CHR(10) が引用符内にある場合、実際の CHR(10)テキストが、ファイルに送付されることに注意して下さい。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

• 編集ウィンドウを開いて下さい。  
• Write Block コマンド上にカーソルを配置して下さい。  
• F9 を押して下さい。  
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Write Block コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、ユーザーが入力したことをすべて、入力コメント内に書き込み、区切り記号と

して使用するために、コロンを付け加えます。  

C1=COMMENT/INPUT,文字列をタイプ入力して下さい。 PC-DMIS は、コロンを付け加え（区切り記号の目的で）、そ

の文字列をご希望のファイルに書き込みます。  

C2=COMMENT/INPUT,書き込み先のファイル名をタイプ入力して下さい。  

、(ファイルの絶対パスを含む)。  

FPTR=FILE/OPEN,C2.INPUT,APPEND  

ASSIGN/WRITETHIS = C1.INPUT + ":"  

COMMENT/OPER,「書き込むテキストは: 」 + WRITETHIS  

FILE/WRITELINE,FPTR,WRITETHIS  

FILE/CLOSE,FPTR  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コード

のサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

FPTR=FILE/OPEN,C2.INPUT,APPEND  
このラインは、付け加え用の C2 コメント内に特定されたファイルを開き、

それをファイルポインター FPTR に割り当てます。  
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ASSIGN/WRITETHIS = C1.INPUT + ":"  
このラインは、 C1.INPUT に含まれるテキストにコロンを付け加え、さらに、

新規の文字列をユーザーに定義された変数 WRITETHIS に割り当てます。  

FILE/WRITELINE,FPTR,WRITETHIS  
このラインは、 WRITETHIS に含まれている値を、ファイルポインター 
FPTR によって指定されたファイルに書き込みます。 後に、コロンを区切り

記号として用いて、ファイルからテキストを読み込むことが可能です。  

ファイルの冒頭にファイルポインターを位置付け  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 位置付けコマンド | 開始位置に巻き戻し  メニュー オプションは、

編集ウィンドウ内にコマンドを挿入し、それを用いると、ファイル ストリームの冒頭にファイ

ルポインターが置かれます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/Rewind,<ファイル ポインター名>  

<ファイル ポイ

ンター名>  
これは、ファイルの冒頭に位置付けし直

される、ファイルポインターの名称で

す。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Rewind to Start コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  

 

Rewind to Start コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  
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外部ファイルからのデータを一度に一行ずつ読み込む、この例を参考にして下さい。 各行の読

み込み後に、はじめに戻り、ファイルの冒頭から読み込みを行うオプションが利用可能です。 
この例は、 FILE/REWIND コマンドの使用を説明します。  

C1=COMMENT/INPUT,読み込みの対象となるファイルをタイプ入力して下さい。  

、(ファイルの絶対パスを含む)  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

DO/  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,READ  

C2=COMMENT/YESNO,冒頭からの読み込みを行いたいですか?  

IF/C2.INPUT == "YES"  

FILE/REWIND,FPTR  

END_IF/  

V2=FILE/READLINE,FPTR,{LINE}  

COMMENT/OPER,「現時点での行は: 」 + LINE  

UNTIL/V2=="EOF"  

END_IF/  

FILE/CLOSE,FPTR  

COMMENT/OPER,プログラムが中止します。  

コードの説明  

このコードの一部は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コードの

サンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

C2=COMMENT/YESNO  
このラインは、ファイルの冒頭からの読み込みを行いたいか、尋ねます。 こ
れは、「はい/いいえ」の応答を変数 C2.INPUT 内に保存します。  

IF/C2.INPUT == "YES"  
このラインは、IF / END IF ブロックを開始します。 これは、「はい」の値を

持つ C2.INPUT の条件をテストします。 その条件が真の場合、PC-DMIS は、
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IF ステートメントに続くラインを実行します。 その条件が偽の場合、PC-
DMIS は、END_IF ステートメントに続くコードを実行します。  

FILE/REWIND,FPTR  
このラインは、ファイルポインターを、データ ファイルの冒頭に巻き戻しま

す。  

END_IF/  
このラインは、「IF / END IF」コード ブロックの実行を中止します。  

ファイルポインターの現在位置を保存  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 位置付けコマンド | ファイル位置保存  メニュー オプションは、

編集ウィンドウ内にコマンドを挿入し、それを用いると、ファイル ストリーム内のファイルポ

インターのその時点での位置が保存されます。 保存された位置は、RECALL FILE POSITION コ
マンドを用いて、後に呼び出しが可能です。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/SavePosition,<ファイル ポインター名>  

<ファイル ポ
インター名>  

これは、そのファイルの位置付けが保存さ

れる、そのファイルポインターの名称で

す。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Save File Position コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  
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Save File Position コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

外部ファイルからのデータを一度に一行ずつ読み込む、この例を参考にして下さい。 各行の読

み込み後に、今後の呼び出しのために、ファイルの位置付けを保存するオプションが利用可能で

す。 この例は、 FILE/SAVE_POSITION コマンドの使用を説明します。  

C1=COMMENT/INPUT,読み込みの対象となるファイルをタイプ入力して下さい。  

、(ファイルの絶対パスを含む)  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

DO/  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,READ  

C2=COMMENT/YESNO,ファイルの位置付けを保存し、後に呼び出しを行いますか? ループは中止されます。  

IF/C2.INPUT == "YES"  

FILE/SAVE_POSITION,FPTR  

GOTO/QUITLOOP  

END_IF/  

V2=FILE/READLINE,FPTR,{LINE}  

COMMENT/OPER,「現時点での行は: 」 + LINE  

UNTIL/V2=="EOF"  

END_IF/  

FILE/CLOSE,FPTR  

QUITLOOP=LABEL/  

COMMENT/OPER,読み込み停止の選択がされました。  

PROGRAM/END  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 Rewind to Start コードのサンプル 」で説明されているものに類似し

ています。  
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ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

C2=COMMENT/YESNO  
このラインは、その時点でのファイルの位置付けを保存し、ループを閉じる

か、尋ねます。 これは、「はい/いいえ」の応答を変数 C2.INPUT 内に保存

します。  

FILE/SAVE_POSITION,FPTR  
このラインは、ファイルポインターの位置を、ファイル ストリーム内に保存

します。  

同一のファイルを、同一のファイルポインターと共に、同一のパーツプログラム内で開いている

限り、保存されたファイル位置を呼び出し、読み込みを中断した場所から、読み込みを継続でき

ます。 この例を続けるには、「 Recall File Position コードのサンプル 」の項目を参照して下さ

い。  

保存されたファイルポインターの位置を呼び出し  
挿入 | ファイル I/O コマンド | 位置付けコマンド | ファイル位置の呼び出し  は、編集ウィンドウ

内にコマンドを挿入し、このコマンドを用いると、以前に保存されたファイル位置を呼び出すこ

とができます。 開いたファイル内に位置付けを保存するには、Save File Position コマンドを用

いて下さい。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/RecallPosition, <ファイル ポインター名>  

<ファイル ポ
インター名>  

これは、ファイルポインターの位置付けが

呼び出される、そのファイルポインターの

名称です。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを Recall File Position コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  
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Recall File Position コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

この例では、以前に閉じられたファイルを開き、以前のファイルポインターを使用し、保存され

たファイルポインターの記憶されている位置付けを呼び出します。 その後、その位置からデー

タを読み込みます。 このコードは、 FILE/RECALL_POSITION コマンドの使用を説明し、

「 Save File Position コードのサンプル 」の項目で与えられたコード サンプルを継続します。  

COMMENT/OPER,プログラムは、ここで、保存されたファイル位置を呼び出します。  

FPTR=FILE/OPEN,C1.INPUT,READ  

FILE/REWIND,FPTR  

COMMENT/OPER,テストのために、ファイルが巻き戻されました。  

、巻き戻しをテストするために、第一行が読み込まれます。  

V3=FILE/READLINE,FPTR,{LINE}  

COMMENT/OPER,第一行は:  

,LINE  

FILE/REWIND,FPTR  

FILE/RECALL_POSITION,FPTR  

COMMENT/OPER,以前保存されたファイルの位置付けが、呼び出されました。  

、保存された位置付けにある、ライン上のデータが、ここで印刷されます。  

V4=FILE/READLINE,FPTR,{STORED}  

COMMENT/OPER,保存されたファイル位置でのテキストは:  

,STORED  
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コードの説明  

このコードの大部分は、「 Rewind to Start コードのサンプル 」で説明されているものに類似し

ています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

FILE/RECALL_POSITION,FPTR  
このラインは、 FPTR として指定されたファイルポインターの、ファイル ス
トリーム内に保存されている、位置付けを呼び出します。  

V4=FILE/READLINE,FPTR,{STORED}  
このラインは、保存されたファイルポインターの位置の後の次のラインを読

み込み、ユーザーに定義された変数 STORED にそれを割り当てます。 それ

から、この変数は、次のオペレーター コメント内に印刷されます。  

ファイルのコピー  
挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイルをコピー  メニュー オプションは、編集ウィンドウ内に

コマンドを挿入し、それを用いると、実行に当たって、ファイルのコピー作業が行われます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/Copy,<ソース ファイル名>,<コピー先ファイル名>,<置き換えモード>  

<ソース ファイ

ル名>  
これは、ソース ファイル（コピー元ファ

イル）の名称です。  
<コピー先ファ

イル名>  
これは、コピー先ファイル（コピーの送

付先ファイル）の名称です。  
<置き換えモー

ド>  
これは、コピー送付先ファイルが既に存

在する場合にとる行動です。 送付先が既

存の場合の 2 つのモードは、上書き、及

び、失敗です。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1.         編集ウィンドウを開いて下さい。  

2.        File Copy コマンド上にカーソルを配置して下さい。  

3.         F9 を押して下さい。  
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File Copy コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、コピーするファイル名、及び、コピーの送付先ディレクトリとファイルについ

て尋ねます。  

C1=COMMENT/INPUT,コピーしたいファイルの名称をタイプ入力して下さい。  

、(完全なファイル経路を含む)  

C2=COMMENT/INPUT,コピーの送付先となるファイルの名称をタイプ入力して下さい。  

、(完全なファイル経路を含む)  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,コピー用のファイルが存在します。 コピーを開始します。  

FILE/COPY,C1.INPUT,C2.INPUT,FAIL_IF_DEST_EXISTS  

V2=FILE/EXISTS,C2.INPUT  

IF/V2==0  

COMMENT/OPER,"ファイルは、指定場所に存在しません: " + C2.INPUT  

、コピーを終了します。  

PROGRAM/END  

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,ファイルのコピーに成功しました。  
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PROGRAM/END  

END_ELSE/  

END_IF/  

COMMENT/OPER,コピーするファイルは存在しません。  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コード

のサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

C1=COMMENT/INPUT  
このラインは、コピーするファイルへの絶対パスを受け取り、変数 
C1.INPUT 内に保存します。  

C2=COMMENT/INPUT  
このラインは、コピーの送付先ファイルへの絶対パスを受け取り、それを変

数 C2.INPUT 内に保存します。  

FILE/COPY,C1.INPUT,C2.INPUT,FAIL_IF_DEST_EXISTS  
このラインでは、オリジナル ファイルが、送付先ファイルにコピーされます。 
このコマンドは、3 種のパラメータを取ります。  

1. パラメータ 1 は C1.INPUT です。 これは、コピーするファイルへの絶対パスで

す。  
2. パラメータ 2 は C2.INPUT か、または、送付先ファイルへの絶対パスです。  
3. パラメータ 3 は、この場合、同じ送付先ファイル名を持つ既存のファイルに出

会ったために、FILE/COPY の手続きを中止します。 この設定により、同名の既

存ファイルの上書きが行われます。  

ファイルの移動  
 

挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイルを移動  メニュー オプションは、編集ウィンドウ内にコ

マンドを挿入し、それを用いると、実行に当たって、ファイルの移動作業が行われます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/Move,<旧ファイル名>,<新ファイル名>  

<旧ファイル名>  これは、ファイルの所在位置、及び、

名称です。  
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<新ファイル名>  これは、ファイルの新しい所在位置、

及び、新規の名称です。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

• 編集ウィンドウを開いて下さい。  
• カーソルを File Move コマンド上に配置して下さい。  
• F9 を押して下さい。  

 

File Move コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、移動するファイル名、及び、移動先ディレクトリの所在位置とファイル名につ

いて尋ね、その後、ファイル移動作業を行います。  

C1=COMMENT/INPUT,移動したいファイルの名称をタイプ入力して下さい。  

、(完全なファイル経路を含む)  

C2=COMMENT/INPUT,コピーの送付先となるファイルの名称をタイプ入力して下さい。  

、(完全なファイル経路を含む)  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,移動用のファイルが存在します。 ファイルの移動を開始します。  

FILE/MOVE,C1.INPUT,C2.INPUT  

V2=FILE/EXISTS,C2.INPUT  

IF/V2==0  

COMMENT/OPER,"ファイルは、指定場所に存在しません: " + C2.INPUT  
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、移動機能は適切に作動しません。  

PROGRAM/END  

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,ファイルの移動に成功しました。  

PROGRAM/END  

END_ELSE/  

END_IF/  

COMMENT/OPER,オリジナル ファイルは存在しません。 もう一度、試みてください。  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 File コードのサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

FILE/MOVE,C1.INPUT,C2.INPUT  
このラインでは、オリジナル ファイルが、送付先ファイルにコピーされます。 
このコマンドは、2 種のパラメータを取ります。  

·          パラメータ 1 は C1.INPUT です。 これは、移動するファイルへの絶対

パスです。  

·          パラメータ 2 は C2.INPUT か、または、送付先ファイルへの絶対パスで

す。  

ファイルの削除  
 

挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイルを削除  メニュー オプションは、編集ウィンドウ内にコ

マンドを挿入し、それを用いると、コマンド実行に当たって、ファイルが削除されます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

File/Delete,<ファイル名>  

<ファイル名>  これは、削除するファイルの名称です。 

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  
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1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを File Delete コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  

 

File Delete コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、ファイル名について尋ね、その後、そのファイルを削除します。  

C1=COMMENT/INPUT,削除したいファイルの名称をタイプ入力して下さい。  

、(完全なファイル経路を含む)  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,ファイルが存在します。 削除の用意ができました。  

FILE/DELETE,C1.INPUT  

V2=FILE/EXISTS,  

IF/V2==0  

COMMENT/OPER,ファイルの削除に成功しました。  

PROGRAM/END  

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,ファイルが、依然、存在します。  

PROGRAM/END  
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END_ELSE/  

END_IF/  

COMMENT/OPER,削除するファイルは存在しません。 存在するファイルを選択して下さい。  

コードの説明  

このコードの大部分は、「File Move コードのサンプル」で説明されているものに類似していま

す。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

FILE/DELETE,C1.INPUT  
このラインでは、指定されたファイルが削除されます。 このコマンドは、一

種のパラメータ、削除するファイルのファイル名を受け取ります。 この場合

は、 C1.INPUT です。  

ファイルの存在をチェック  
挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイルが存在  メニュー オプションは、編集ウィンドウ内にコ

マンドを挿入し、それが実行され、与えられた変数が結果と共に設定される場合、ファイルの存

在をチェックすることができます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<変数名> = File/Exists,<ファイル名>  

<ファイル名
>  

これは、ディスク上に存在するか、チェッ

クの対象となるファイルの名称です。  
<変数名>  これは、実施されたチェックの結果に設定

された変数の名称です。 ファイルが存在す

る場合、変数は 1 に設定され、ファイルが

存在しない場合、変数は 0 に設定されま

す。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを File Exists コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  
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File Exists コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、ファイル名について尋ね、その後、そのファイルの存在をチェックします。  

C1=COMMENT/INPUT,チェックしたいファイルの名称をタイプ入力して下さい。  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  

IF/V1<>0  

COMMENT/OPER,ファイルが存在します。  

END_IF/  

ELSE/  

COMMENT/OPER,ファイルは存在しません。  

END_ELSE/  

コードの説明  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コード

のサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

V1=FILE/EXISTS,C1.INPUT  
このラインでは、指定されたファイルの存在をチェックします。 そのファイ

ルは、PC-DMIS がこのコードの機能のために作動するディレクトリに位置す

る必要があり、それ以外の場合には、このファイルを含むラインが、ファイ

ルへの絶対パスをも含んでいなければなりません。 V1 は、当ファイル チェ

ックの結果を受け取ります。 ファイルが存在する場合は、ゼロ以外の値で

す; それ以外の場合には、0 です。  
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ファイル ダイアログ ボックスの表示  
挿入 | ファイル I/O コマンド | ファイル ダイアログ  メニュー オプションは、編集ウィンドウ内

にコマンドを挿入し、それを用いると、実行中に、ファイル ダイアログ ボックスが現れます。 
このファイル ダイアログを用いると、パーツプログラムのオペレーターは、実行時にファイル

名を選択することができます。 選択されたファイル名は、指定された変数内に保存されます。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

<変数名> = File/Dialog,<入力式>  

<変数名>  これは、ファイル ダイアログ内でユーザー

によって選択された、ファイル名に設定さ

れる変数の名称です。  
<入力式>  これは、ファイル ダイアログのタイトル バ

ー上に現れるテキストです。  

この File I / O コマンドに関連した、ダイアログ ボックスにアクセスするには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. カーソルを File Dialog コマンド上に配置して下さい。  
3. F9 を押して下さい。  

File Dialog コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、削除するファイルを選択できる、ダイアログ ボックスを表示します。  

V1=FILE/DIALOG,削除するファイルを選択して下さい。  

V2=FILE/EXISTS,V1  

IF/V2<>0  

COMMENT/OPER,ファイルが存在します。 削除の用意ができました。  

FILE/DELETE,V1  

V3=FILE/EXISTS,  

IF/V3==0  

COMMENT/OPER,ファイルの削除に成功しました。  

PROGRAM/END  

END_IF/  
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ELSE/  

COMMENT/OPER,ファイルが、依然、存在します。  

PROGRAM/END  

END_ELSE/  

END_IF/  

COMMENT/OPER,削除するファイルは存在しません。 存在するファイルを選択して下さい。  

このコードの大部分は、「 Read Character コードのサンプル 」、または、「 Read Line コード

のサンプル 」で説明されているものに類似しています。  

ここでは、この例に独自のものについてのみ、説明を行います。  

V1=FILE/Dialog,削除するファイルを選択して下さい  
「削除するファイルを選択して下さい」というタイトルのダイアログ ボック

スを表示します。 ファイルをブラウザし、 開く をクリックすると、PC-
DMIS が、選択されたファイルへの絶対パスを V1 に指示します。 残りのプ

ログラムが、選択されたそのファイルを削除します。  

ファイルの終端、または、ラインの終端をチェック  
  PC-DMIS では、条件テストにおいて、 EOF 、または、 EOL 機能を使用し、ファイルの終端を

チェックできます。  

EOF は、END OF FILE の略です。 この関数は、文字列型のファイル ポインタ

ーを用います。 条件ステートメント内に適切に配置された場合、それは、そ

のファイル ポインターが特定ファイルの終端に達するか否か、をテストしま

す。 達する場合、その関数は、真を返します。  

EOL は、END OF LINE の略です。 この関数は、文字列型のファイル ポインタ

ーを用います。 条件ステートメント内に適切に配置された場合、それは、そ

のファイル ポインターが特定ファイルにある、ラインの終端に達するか否か、

をテストします。 達する場合、その関数は、真を返します。 これは、ルー

プ内で も良く機能します。  

編集ウィンドウ内での、このコマンドのシンタックスは、以下のようです:  

EOF(<ファイルポインター>) 、または、 EOL(<ファイルポインター>)  

<ファイルポイ

ンター>  
これは、チェック中のファイルポインター

の名称です。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ファイル入出力の使用  *  1605 

EOF、及び、EOL コードのサンプル  

下記のサンプル コードは、 ファイル入力/出力 ダイアログ ボックス内ではなく、編集ウィンド

ウのコマンド モード内に入力されるべきです。  

以下のコードは、test.txt を開き、そのファイルを通して読み込みを行います。 ファイルの終端

に達していない限り ( WHILE/!EOF というコードで指定される), PC-DMIS は一文字ごとにファ

イルを読み込み、V1 に文字を割り当てていきます。  

PC-DMIS が ファイル内で行の終端に達すると、PC-DMIS は、その行の 後の活字を表示します。  

PC-DMIS がファイルの終端に達するまで、これが繰り返されます。 その後、PC-DMIS は「ファ

イルの終端に達しました…」というテキストを表示します。  

FPTR=FILE/OPEN,D:\temp\test.txt,READ  

WHILE/!EOF("FPTR")  

V1=FILE/READ_CHARACTER,FPTR  

IF/EOL("FPTR")  

COMMENT/OPER,NO,"行の終端に達しました。 後の活字は:"  

,V1  

END_IF/  

END_WHILE/  

COMMENT/OPER,NO,"ファイルの終端に達しました..."  
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式および変数の使用 
式及び変数の使用: イントロダクション  
式は、PC-DMIS のフローコ
ントロール コントロールと
共に使用される、ユーザー
に定義された条件です。 フ
ローコントロール ステート
メントを用いて、これらの
条件をお客様のパーツプロ
グラム内でテストすること
ができ、条件が満たされる
か否かに応じて、PC-DMIS
の対応を決めることができ
ます。  

PC-DMIS に、お客様特有の作業を行わせる時、式は重要です。 フ
ローコントロール コマンドとの連結で式を使用すると、PC-DMIS
の強力な機能をさらに解き放ち、使用することが可能になります。

この 項 では、PC-DMIS の編集ウィンドウ内での式の作成方法、及

び、使用方法について説明します。 式を利用する場合、PC-DMIS
の編集ウィンドウをコマンド モードに配置するべきです。 これに

よって、編集ウィンドウのコードを、直接閲覧できます。  

以下の主なトピックが、この 項 で述べられています:  

• パーツプログラム内での、式の使用  
• 式ビルダによる、複数の式作成  
• 式を持つ変数の使用  
• 式の構成要素の理解  
• レポートのオブジェクト属性にアクセス  

パーツプログラム内での、式の使用  
PC-DMIS の編集ウィンドウでは、その編集可能なフィールドの大部分で式を使用できます。 コ
マンド モードにある状態で、編集ウィンドウ内のタブ キーを押した場合、編集可能なフィール

ドは、通常、黄色でハイライト表示されています。 フィーチャーのタイプを変更するフィール

ドでは、式は許容されません。  

例: 自動フィーチャーのタイプ; つまり、面上点、自動円、自動丸型溝、等; を特定する、自動フ

ィーチャーのボックスでは、式は許容されません。  

この項目の下にある、サブ項目には、利用可能な式についての詳細に渡った説明があります。  

式の値を閲覧  

式の値を見るためには、マウスのカーソルを式の上に位置付け、少なくとも一秒そこに留まって

ください。 その式の評価が行われ、式とその時点での式の値を表示する、小さい黄色のポップ

アップ ウィンドウが、マウス カーソルの下に表示されます。  
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式の値のみを保持  

編集ウィンドウ内の式を即座に解き、これにより、値のみを保持するには:  

1. 編集ウィンドウ内で式テキストを選択して下さい。  
2. ` (抑音アクセント)符号を、その式テキストに先行して使用して下さい。  

例: 式「 `1/7 」を数値フィールドにタイプ入力する、とします。 その式は即座に解かれ、その値 
( 0.143 ) のみがフィールド内に配置されます。  

分枝を持つ式の使用  

フローコントロール コマンドは、プログラム実行のフローを決めるために、式を使用します。 
分枝の発生に関する、より詳しい情報については、「 フローコントロールを使っての分枝 」の

項を参照して下さい。  

ファイル入力 / 出力を伴う、式の使用  

外部データ ファイルへのデータの書き込み、または、外部データ ファイルからのデータの読み

込みを行うには、そのデータを効果的に管理保存、または、表示するために、しばしば、変数と

その他の式が使用されます。 より詳しい説明については、「 ファイル入力 / 出力の使用 」の項

を参照して下さい。  

式ビルダによる、複数の式作成  

 

「式ビルダ」ダイアログ ボックス  

PC-DMIS では、単にそれらをタイプ入力するか、または、 式ビルダ ダイアログ ボックスのよ

りフレンドリーなインターフェースを用いることにより、編集ウィンドウ内で式を作成、及び、

追加することができます。 編集 | 式 メニュー オプションを選ぶと、 式ビルダ ダイアログ ボッ

クスが表示されます。  
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このダイアログ ボックスでは、式を作成し、編集可能なフィールド内に挿入することができま

す。 カーソルが、 式 を受け入れるフィールド上にある時に、F2 キーを押すことによっても、

また、 式ビルダ ダイアログ ボックスが現れます 。  

式ビルダ ダイアログ は、 式 に利用可能な、すべてのタイプのオペレーターと関数の一覧表示が

あります。  

 

タイプ入力による式作成  

編集ウィンドウ内に直接タイプ入力して、式を作成するには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. 編集ウィンドウをコマンド モードにして下さい。  
3. 式を挿入する予定の、編集可能なフィールドにカーソルを移動するには、

タブ キーを押して下さい。 黄色でハイライト表示されたフィールドが、

「編集可能」とみなされます。  
4. 式をタイプ入力して下さい。  

式ビルダによる式作成  

式ビルダ ダイアログ ボックスを用いて、式を入力するには:  

1. 編集ウィンドウを開いて下さい。  
2. 編集ウィンドウをコマンド モードにして下さい。  
3. 式を挿入する予定の、編集可能なフィールドにカーソルを移動して下

さい。  
4. カーソルが、式を受け入れるフィールド上にある時、F2 キーを押して

下さい。 式ビルダ ダイアログ ボックスが開きます 。 式ビルダ ダイ

アログ ボックス には、演算子、被演算子、及び、関数すべての一覧

があります。 以下は、このダイアログ ボックスを通して参照が可能

です:  

• 利用可能な式のタイプ  
• 変数  
• フィーチャー  
• 測定寸法  
• パーツ配置  
• コメント  
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5. 初のドロップダウン一覧から、式要素のタイプを選択して下さい。 
お客様の選択次第では、その他のコンボ ボックスが表示されます。  

6. ID ドロップダウン一覧から、ご希望の ID を選択して下さい。  
7. 拡張子 ドロップダウン一覧から、拡張子を選択して下さい。  
8. 第二拡張子 ドロップダウン一覧から、もうひとつの拡張子を選択して

下さい。 その式が使用不可能な場合、 追加 ボタンが利用可能になり

ます。  
9. 追加 ボタンをクリックして下さい。 その式が、編集ボックス内に表

示されます。  
10. OK ボタンをクリックして下さい。 ここで、その式が、編集ボックス

内のカーソルの所在場所に表示されます。  

注記: また、以下の、その他のダイアログ ボックスから 式ビルダ ダイアログ ボックスを開くこ

とができます:  
 
If 式 ダイアログ ボックス - 挿入 | フローコントロール | If Goto を選択して下さい。 式 ボタンを

クリックして下さい  
。  
割り当て ダイアログ ボックス - 挿入 | 割り当て を選択して下さい。 割り当て先 、または、 割
り当て元 ボタンをクリックして下さい  
。  
いったん入力式が作成されると、PC-DMIS は、編集ウィンドウ内の次の正当な位置に、自動的

に入力式を挿入します。  

 

入力式の正確性をチェック  

カーソルが、式の付け加えられたフィールドを去る時、PC-DMIS は、式の正確性の検査を試み

ます。 その式に問題がある場合、無効な数が現れる可能性があることを告げるエラー メッセー

ジが表示されるか、または、式テキストが赤色で表示される可能性があります。 また、存在し

ないオブジェクトを参照する 式 も、赤字で表示されます。  

式の正確性の検査が、お客様のフィールドを去る時点で行われるので、存在しないオブジェクト

(例. CIRCLE1.X)を参照するために赤色で表示されているフィールドは、新規のオブジェクト(例. 
CIRCLE1)が加えられても赤色表示のままです。 式の正確性の再検査が実施されるまで、フィー

ルドは赤色表示のままです。  

式の正確性を再検査するには:  

1. その式のフィールドにカーソルを移動して下さい。  
2. F2  キーを押して下さい。 式ビルダ ダイアログ ボックスが、再び開

きます。 その式に対する変更すべてが、編集ボックス内に表示されま

す。  
3. 「入力」キーを押して、当ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  
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式要素のタイプ  

式ビルダ ダイアログ ボックスにある 式要素のタイプ ドロップダウン一覧には、式内に配置でき

る、各種の式要素のタイプが一覧表示してあります。 これらの項目は、以下のとおりです:  

• 関数  
• 演算子  
• パーツ配置  
• コメント  
• 測定寸法  
• フィーチャー  
• 変数  

ID  

式ビルダ ダイアログ ボックスにある ID ドロップダウン一覧には、 式要素タイプ ドロップダウ

ン一覧で選択された式要素タイプに基づき、利用可能な一連の項目が一覧表示されています。  

例:  

• 式要素タイプ ドロップダウン一覧にある 関数 & 演算子 が選択された場

合、 ID ドロップダウン一覧は、利用可能な関数と演算子の一覧を含みま

す。  
• 式要素タイプ ドロップダウン一覧にある フィーチャー が選択された場

合、  ID ドロップダウン一覧は、パーツプログラム内ののフィーチャーID
を表示します。  

 

拡張子  

ID ドロップダウン一覧で選択された項目が、使用可能な式要素を構成するために、拡張子の追

加を必要とする時、 拡張子 ドロップダウン一覧が利用可能になります。 拡張子 ドロップダウン

一覧は、ID ドロップダウン一覧で選択された項目に基づいて、利用可能な拡張子を表示します。  

例: ID ドロップダウン一覧からフィーチャーを選択する、とします 。 そのフィーチャーの参照

データ(例えば、「X」、「Y」、「Z」、「Diam」、「Length」、等)に使用されうる拡張子は、 
拡張子 ドロップダウン一覧内に表示されます。  
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第二拡張子  

拡張子 ドロップダウン一覧で選択された項目が、使用可能な式要素を構成するために、第二拡

張子の追加を必要とする時のみ、 第二拡張子 ドロップダウン一覧が利用可能になります。  

例: 「D1」という測定寸法の X 位置軸の名目値を参照する、とします。  
 
以下を行って下さい:  
     ID ドロップダウン一覧から、 D1 を選択して下さい  
。      拡張子 ドロップダウン一覧から X を選択して下さい  
。     第二拡張子 ドロップダウン一覧から 名目値 を選択して下さい。  

 

追加ボタン  

ドロップダウン一覧を用いて、使用可能な、または、完成した式要素を選択する時には、常に、 
追加 ボタンが利用可能になります。 このボタンをクリックすると、その式に追加するテキスト

が表示されます。  

例えば、以下が選択された場合:  

• 式要素のタイプ 一覧にある測定寸法  
• ID 一覧にある D1  
• 拡張子 一覧にある X  
• 第二拡張子 一覧にある名目値  

その後、追加ボタンが作動可能になり、以下のテキストを持つます: Add D1.X.NOM 。  

追加 ボタンをクリックすると、その後、そのテキストがダイアログ ボックスの底部にある編集

ボックス内に表示されます。  

注記: OK ボタンをクリックすると、編集ボックスにあるテキストが編集ウィンドウの、カーソ

ルが位置する式フィールドに追加されます。 編集ウィンドウの式フィールドから項目を選び、

追加されるテキストが丸かっこを含む場合、選択された項目は、追加テキストの丸かっこ内に配

置されます。  

 

編集ボックス  

式ビルダ ダイアログ ボックスの底部には、その時点での式を表示する、編集ボックスがありま

す。 式を、直接このボックスにタイプ入力するか、または、 追加 ボタンを用いて入力すること

が可能です。  
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内容説明エリア  

式ビルダ ダイアログ ボックスには、また、 内容説明 エリアがあり、それを用いて、ドロップダ

ウン一覧から選択された項目についての情報を入手できます。 A field next to the 追加 ボタンに

隣接したフィールドは、また、式のその時点での値をも表示します。  

注記: 無効の式は、0 の値を持ちます。  

式を持つ変数の使用  
変数は、値を持つオブジェクトです。 変数とは、整数型、実数型、文字列型、または、ポイン

ト型被演算子のことを言います。 変数は、式の使用に不可欠です。 変数は、その名称と値を持

ちます。 その名称は、変数の値にアクセスするために使用されます。 変数名は不変であり、変

数値は変更可能です。 You assign a value to a variable by using the ASSIGN/ コマンドを用い

て、変数に値を割り当てます。  

例えば、ステートメント ASSIGN/V1 = 2 は、V1 という名と、値 2 を持つ変数を作成します。 
ASSIGN/V2 = V1 + 2 は V1 の値にアクセスします。 この割り当てステートメントの実行の時点で、

V1 が依然、値 2 を持つ場合、V2 は、値 4 を持つことになります。  

変数に関する、より詳しい説明については、「 変数 」を参照して下さい。  

「割り当て」ダイアログ ボックスを用いて、値を変数に割

り当て  

 

「割り当て」ダイアログ ボックス  

 

挿入 | 割り当て  メニュー オプションを選ぶと、 割り当て ダイアログ ボックスが表示されま

す。   このダイアログ ボックスを用いると、パーツプログラムのフィーチャー、測定寸法、また

は、パーツ配置の変数やデータ要素に値を割り当てることができます。 割り当てコマンドの使

用には、PC-DMIS での式の基本的理解が要求されます。  

割り当て先  

割り当て先 ボタンを押すと、 割り当て元 ボックス内で計算された値を受け取る、変数を指定す

ることができます。 割り当て先 ボタンを用いて選択された情報は、 割り当て先 ボックス内に配
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置されます。   この値は、変数の名称や、あるいは、フィーチャー、寸法、または、パーツ配置

の データ要素 への参照である場合もあります。  

 

割り当て元  

「評価を出す」という語句
は、数学式の結果となる値
を出すことを意味します。  

割り当て元 ボタンを押すと、 割り当て元 ボックスから数値が割り

当てられます。   このボックスが式を含む場合、実行時にその式の

評価が出され、その計算結果や数値が、 割り当て先 ボックスで指

定されたオブジェクトに割り当てられます。  

 

挿入する  

挿入 ボタンを押すと、 割り当て ダイアログ ボックス を開いたまま、パーツプログラム内に、

assignment コマンドが挿入されます。 このボタンを押すと、そのダイアログを閉じずに、一連

の assignment コマンドを挿入できます。    

式の構成要素の理解  
式は、以下のタイプの被演算子を持ちます:  

• 整数  
• 実数  
• 文字列  
• 点  
• フィーチャー ポインター  
• 配列  
• 関数  

以下の項目が、下記で詳しく記述されています。  

被演算子のタイプ  

被演算子は、以下の形式で存在する可能性があります:  

• リテラル  
• 参照  
• 変数  
• ストラクチャー  
• ポインター  
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リテラル  

*整数:  1, -6, 209  

実績値:  1, -6, 2.4, -0.1, 345.6789  

文字列:  "Hello World",  "47",  "CIRCLE 1"  

Points:  ポイントについては、リテラルの例示はありません。 しかし、ポイントは、MPOINT
関数を用いて、他のリテラルから作ることが可能です:  MPOINT(0,0,1),  MPOINT(2.2, 3.1, 4.0)。  

ポインター:   フランス式角カッコに囲まれた、フィーチャー名:  {CIR1}, {LIN2}, {F3}  

配列:  配列については、リテラルの例示はありません。 しかし、配列は、ARRAY 関数を用いて、

他のリテラルから作ることが可能です:  例、 ARRAY(3, 5, 6), ARRAY("Hello", 2.3, 9)。 これらの

関数は、 初の例で、整数要素 3、5、6 を持つ、3 要素 の配列を作成し、さらに、第二の例で、

文字列 要素 「Hello」、ダブル要素 2.3、そして、整数要素 9 を作成します。  

関数:   関数については、リテラルの例示はありません。 関数は、FUNCTION というキーワード

を用いて定義され、変数 ID を通してアクセスされます。 例えば、ASSIGN/Add2 = 
FUNCTION((X), X+2) は、ひとつの引数を取り、それに 2 を加える関数を定義します。 変数

Add2 が、その関数に割り当てられます。 今後は、当関数は、変数 Add2 を用いて呼び出しが可

能です。 ASSIGN/Result = Add2(5)。 結果は、7 の値が割り当てられます。  

注記: 数値リテラルは、演算子、または、関数が、その整数の目的を指示しない限り、実数とし

て解釈されます。 例えば、式 10 / 8 は、1 のかわりに、1.25 と評価を出します。 また、被演算

子型強制演算子を通して、不連続の除数も可能であることに、注意して下さい。 式 INT(10) / 
INT(8)は 1 と評価を出します。  

参照  

参照機能は、パーツプログラムのその他のオブジェクトのデータ要素を参照します。 参照機能

は、パーツプログラムにあるオブジェクトの、オブジェクトのデータ要素を参照する拡張子とド

ットを伴う、オブジェクト ID を使用します。  

例: CIRCLE1 が、パーツプログラム内の測定された円の名称である場合、CIRCLE1.X は、

CIRCLE1 の X 構成要素の測定値を参照します。 すべての参照は、その時点でのパーツ配置に関

連したパーツ座標内で評価されます。  

ダブル型の参照  

以下の参照式が利用可能です:  

ダブル型のフィーチャー参照のための、有効な拡張子の例  
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形式: <フィーチャーID>.<拡張子> -> CIRCLE1.X  

CIRCLE1.X  CIRCLE1 の測定された X 値  
CIRCLE1.Y  CIRCLE1 の測定された Y 値  
CIRCLE1.Z  CIRCLE1 の測定された Z 値  

CIRCLE1.TX  CIRCLE1 の理論的 (名目的) X 値  
CIRCLE1.TY  CIRCLE1 の理論的 (名目的) Y 値  
CIRCLE1.TZ  CIRCLE1 の理論的 (名目的) Z 値  

LINE1.SX  LINE1 の開始点の測定された X 値  
LINE1.SY  
LINE1.SZ  

LINE1.TSX LINE1 の開始点の理論的 X 値  
LINE1.TSY  
LINE1.TSZ  

LINE1.EX LINE1 の終了点の測定された X 値  
LINE1.EY  
LINE1.EZ  

LINE1.TEX LINE1 の終了点の理論的 X 値  
LINE1.TEY  
LINE1.TEZ  

測定された POINT.I  I POINT 用のベクトル構成要素  
POINT.J  
POINT.K  

理論的 POINT.TI I POINT 用のベクトル構成要素  
POINT.TJ  
POINT.TK  

FEAT1.TYP  フィーチャーのタイプ (例えば、円、溝、円錐)。 これを用いて、包括的フィーチャ

ーのタイプを変更ことが可能です (Assign/ Gen1.TYP = Feat1.TYP)。  

FEAT1.ALL  は、フィーチャーの要素すべてに参照を行います。 これは、包括的フィーチャー用

に情報をコピーする場合、役に立ちます。 (Assign/ Gen1.ALL = Feat1.ALL)  

平面ベクトル  

EDGE.SURFI  

EDGE.SURFJ  

EDGE.SURFK  

EDGE.TSURFI  
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EDGE.TSURFJ  

EDGE.TSURFK  

角度ベクトル  

CIR.ANGI  

CIR.ANGJ  

CIR.ANGK  

CIR.TANGI  

CIR.TANGJ  

CIR.TANGK  

半径  

CIRCLE1.R  

CIRCLE1.TR  

CIRCLE1.RAD  

CIRCLE1.TRAD  

CIRCLE1.RADIUS  

CIRCLE1.PR – 極半径  

CIRCLE1.TPR – 理論的極半径  

CIRCLE1.TRADIUS (第一文字のみ重要)  

直径  

CIRCLE1.D  

CIRCLE1.TD  

CIRCLE1.DIAM  

CIRCLE1.TDIAM  



Wilcox Associates, Inc. 

1618  *  式および変数の使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

CIRCLE1.DIAMETER  

CIRCLE1.TDIAMETER (第一文字のみ重要)  

角度  

CONE.A  

CONE.TA  

CONE.ANG  

CONE.TANG  

CONE.ANGLE  

CONE.TANGLE  

CONE.PA – 極角  

CONE.TPA – 理論的極角 (第一文字のみ重要)  

長さ  

LINE.L  

LINE.TL  

LINE.LEN  

LINE.TLEN  

LINE.LENGTH  

LINE.TLENGTH (第一文字のみ重要)  

高さ  

CYLINDER.PH – 極高さ  

CYLINDER.TPH – 理論的極高さ  

半径、角度、高さ  

POINT.RAH – 測定された半径、角度、及び、高さを伴う、ポイント  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 式および変数の使用  *  1619 

POINT.TRAH – 理論的半径、角度、及び、高さを伴う、ポイント  

ダブル型の寸法参照のための、有効な拡張子の例  

形式: <寸法 ID>.<軸>.<寸法要素> -> DIM1.X.NOM  

DIM1.X.NOM    DIM1 の X 軸の位置の名目値    
DIM1.X.MEAS    DIM1 の X 軸の位置の測定値    
DIM1.X.MAX  DIM1 の X 軸の位置の 大偏差  
DIM1.X.MIN  DIM1 の X 軸の位置の 小偏差  
DIM1.X.PTOL  DIM1 の X 軸の位置の正公差値  
DIM1.X.MTOL  DIM1 の X 軸の位置の負公差値  
DIM1.X.DEV  DIM1 の X 軸の位置の偏差  
DIM1.X.OUTTOL  DIM1 の X 軸の位置の公差域外値  
DIM1.Y.NOM  DIM1 の Y 軸の位置の名目値  
DIM1.Z.DEV  DIM1 の Z 軸の位置の偏差  
DIM3.PA.MEAS  DIM3 の極角位置の測定値  
DIM4.M.PTOL  DIM4 の M 軸の正公差値  
*DIM4.PTOL  DIM4 の M 軸の正公差値 (下記の「有効

な軸」の下にある注記を参照して下さ

い)。  
DIM5.BTOL  DIM5 が正規位置である場所のボーナス

公差値  

 

有効な軸:  

X, Y, Z, D, R, A, T, V, L, PR, PA, M, PD, RS, RT, S, H, DD, DF, TP  

注記: * 定義によって、軸をひとつしか持たない寸法 (つまり、真円度、偏心度、等)は、軸限定

子を省略できます。 軸定子が使用される場合、これらのタイプの全寸法（軸をひとつしか持た

ない）は、M 軸限定子を用いますが、A 軸限定子を用いる 2D、及び、3D 角度は除くことに、注

意して下さい。  

ダブル型のパーツ配置参照のための、有効な拡張子の例:  

形式: <パーツ配置 ID>.<パーツ配置軸、または、原点>.<パーツ配置軸の要素、または、原点の

要素> -> A1.ORIGIN.X  

A1.ORIGIN.X  パーツ配置 A1 の測定された原点の X 要

素  
A2.ORIGIN.Y  パーツ配置 A2 の測定された原点の Y 要

素  
A1.ORIGIN.Z  パーツ配置 A1 の測定された原点の Z 要

素  
A1.XAXIS.I  パーツ配置 A1 の測定された X 軸の I 要
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素  
A1.YAXIS.J  パーツ配置 A1 の測定された Y 軸の J 要

素  
A1.ZAXIS.K  パーツ配置 A1 の測定された Z 軸の K 要

素  
A1.CORIGIN.X  理論的（C は CAD を示す）データに基

づいた、パーツ X 配置 A1 の原点の X 要

素  
A1.CXAXIS.J  理論的（C は CAD を示す）データに基

づいた、パーツ X 配置 A1 の原点の J 要

素  

 

ポイント型の参照  

以下の参照式が利用可能です:  

ポイント型のフィーチャー参照のための、有効な拡張子の例  

形式: <フィーチャーID>.<拡張子> -> CIRCLE1.XYZ  

CIRCLE1.XYZ  CIRCLE1 の測定された重心  
CIRCLE1.TXYZ  CIRCLE1 の理論的重心  
LINE1.SXYZ  LINE1 の測定された開始点  
LINE1.TSXYZ  LINE1 の理論的開始点  
LINE1.EXYZ  LINE1 の測定された終了点  
LINE1.TEXYZ  LINE1 の理論的終了点  
CIRCLE1.IJK  Circle1 の測定されたベクトル  
CIRCLE1.TIJK  CIRCLE1 の理論的ベクトル  
EDGE.SURFIJK  EDGE の測定された平面ベクトル  
EDGE.TSURFIJK  EDGE の理論的平面ベクトル  
AUTOCIR1.ANGIJK  AUTOCIR1 の測定された角度ベクトル  
AUTOCIR1.TANGIJK  AUTOCIR1 の理論的角度ベクトル  

 

ポイント型のパーツ配置参照のための、有効な拡張子の例  

形式: <パーツ配置 ID>.<パーツ配置軸、または、原点> -> A1.XAXIS  

A1.ORIGIN  パーツ配置 A1 の測定された原点  
A1.XAXIS  パーツ配置 A1 の測定された X 軸  
A1.YAXIS  パーツ配置 A1 の測定された Y 軸  
A1.ZAXIS  パーツ配置 A1 の測定された Z 軸  
A1.CORIGIN  パーツ配置 A1 の理論的原点  
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A1.CXAXIS  パーツ配置 A1 の理論的 X 軸  
A1.CYAXIS  パーツ配置 A1 の理論的 Y 軸  
A1.CZAXIS  パーツ配置 A1 の理論的 Z 軸  

 

文字列型の参照  

コメントへの参照は、文字列型である唯一のオブジェクト タイプです。 唯一、INPUT コメント、

または、YES/NO コメントが、参照を通して参照を行うことが可能です。 これらのコメント タ
イプには、コメントの識別に使用できる ID があります。             

形式: <コメント ID>.INPUT -> C1.INPUT  

C1.INPUT - コメント C1 用の（オペレーターからの）入力値  

YES/NO コメント タイプは、その時点での PC-DMIS の言語に基づいた、適切な「はい」、また

は、「いいえ」の文字列を、その入力内容に設定します。 英語版の PC-DMIS においては、オペ

レーターが「はい」ボタンを押すと、文字列が「はい」に設定され、 オペレーターが「いい

え」ボタンを押すと、文字列が「いいえ」に設定されます。 「はい」、または、「いいえ」の

文字列を検査比較する場合、その比較は大文字と小文字の区別を行います。 したがって、

YES/NO コメント入力が大文字の「はい」、または、「いいえ」に設定されている場合、小文字

の「はい」、または、「いいえ」の比較は、常に失敗似終わります。  

変数  

変数 には、7 種の被演算子型があります: 整数、実数、文字列、ポイント、フィーチャー ポイン

ター、配列、または、関数。 ASSIGN ステートメントを通して、 変数 は作成され、それらの値

と型を受け取ります。 変数 ID は、数値で始まらない限り、どのような英数字の文字列でも可能

です。 また、下線も第一文字として使用されない限り、 変数 ID 内で使用が可能です。  

変数値は、パーツプログラム実行中に保存されます。 これは、プログラム実行が停止して再始

動すると、実行停止時の変数値が、プログラム再始動時の値になる、ことを意味します。  

注記: 編集ウィンドウがアクティブな状態である場合、カーソルがそのフィールドに配置される

と、常に PC-DMIS が、変数のその時点での値を表示します。 パーツプログラム実行中、変数値

は、実行フローに基づいて変化します。 その時点での変数値を知るには、ご希望の変数上に、

マウスを置いて下さい。  

ASSIGN/ V1 = 2.2+2  変数 V1 は、値 4.2 を

持つ実数です。  
ASSIGN/ VAR1 = CIRCLE1.X  変数 VAR1 は実数で

あり、割り当ての時

点での CIRCLE1.X の
測定値に等しい値を

持ちます。  
ASSIGN/ MYVAR = LINE1.XYZ  変数 MYVAR は点で
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あり、割り当ての時

点での LINE1 の測定

された重心と同一の

値を持ちます。  
ASSIGN/ SVAR  = "Hello World"  変数 SVAR は、

「Hello World」とい

う値を持つ文字列で

す。  

これらの例では、 変数 は、割り当てられた値です。 いったん変数の値が割り当てられると、そ

の変数は、どのような式フィールドにおいても、被演算子として使用が可能です。  

数値フィールドで使用される V1 の例:  
ASSIGN/V1 = 1/3  
PREHIT / V1  

ここで、 V1 は、prehit コマンドのヒット前の値として用いられます。  

注記: 式 は、ほとんどの編集可能なフィールドで使用が可能なので、以下の式はまた、正当でも

あり、以下と同様の効果を持ちます: PREHIT / 1/3。  

ポイント型 変数 の要素は、参照に使用される、ドット拡張子を用いて、個々に参照が可能です。  

ASSIGN/ V1 = MPOINT(3, 4, 5)  V1 は、値 3, 4, 5 を持

つポイント型です。  
ASSIGN/ XVAR = V1.X  XVAR は、値 3 を持

つダブル型です。  
ASSIGN/ YVAR = V1.Y  YVAR は、値 4 を持

つダブル型です。  
ASSIGN/ IVAR = V1.I  IVAR は、値 3 を持つ

ダブル型です。  
ASSIGN/ REDUNVAR = V1.XYZ  REDUNVAR は、値 

3, 4, 5 を持つポイン

ト型です。  

 

以下の拡張子は、お互いに同内容です。 両方とも、パーツプログラム内の式の意味を明確化す

るために存在します。  

V1 がポイント型である、とします。  

V1.X は V1.I と同じ  
V1.Y は V1.J と同じ  
V1.Z は V1.K と同じ  

V1.XYZ は V1.IJK、及び、拡張子のない V1 と同様です。  
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文字列型の変数が、フィーチャーID 名、寸法 ID 名、パーツ配置 ID 名と等しい文字列値を持つ場

合、その変数を参照のオブジェクトとして使用することが可能です。  

例:  
ASSIGN/ V1 = "CIRCLE1"  

CIRCLE1 という名称のフィーチャーが存在する場合、以下の被演算子は可能で有効です。  

V1.X - CIRCLE1 の X 測定値  
V1.TX - CIRCLE1 の X 理論値  
V1.Diameter - CIRCLE1 の測定された直径  
V1.Radius - CIRCLE1 の測定された半径  

文字列 変数 で利用可能な、この種の間接的方法は、ひとつのレベルにおいてのみ利用可能です。 
以下は機能しません。  

ASSIGN/ V1 = "CIRCLE1"  
ASSIGN/ V2 = "V1"  
V2.X - これは、CIRCLE1.X のその時点での測定値のかわりに、0 と評価を出します。  

注記: V2.X の上にある式が、それを文字列型に設定しても、参照 V2.X は、赤色テキスト表示の

エラーとしてフラッグが付けられることは ありません 。 エラーとして旗を付けられない理由

は、実行時まで、パーツプログラムの実行フローがわからないことが挙げられます。  

しかし、波状カッコを用いると、以下は機能します:  

ASSIGN/ V1 = {CIRCLE1}  
ASSIGN/ V2 = {V1}  
V2.X - これは、CIRCLE1.X の値を表示します。  

以下の例を参考にして下さい:  

    ASSIGN/ V1 = "CIRCLE1"  
    ASSIGN/ V2 = "V1"  
    IF / CIRCLE1.X > CIRCLE1.TX, GOTO, L2  
L1 = LABEL /  
    ASSIGN/ V3 = V2.X  
    GOTO / LABEL, L3  
L2 = LABEL /  
    ASSIGN/ V2 = MPOINT( 2, 5, 7)  
    GOTO / LABEL, L1  
L3 = LABEL /  

パーツプログラム実行中、CIRCLE1.X の値が CIRCLE1.TX の値より大きい場合、式 V2.X が有

効で、それは 2 を評価を出します。 それ以外の場合には、式 V2.X は、 0 と評価し、それは、

V3 の「割り当て」の時点での V2 の値が文字列「V1」であるためです。 これらの場合に、 式 
が予想通り機能することを確認することは、パーツのプログラマーの責任です。  

Assign ステートメントに関する追加の注記: フィーチャー参照のほとんどすべてが、フィーチ

ャーの測定データ要素、または、理論的データ要素に値を入力するために、割り当てステートメ

ントの左手側で使用可能です。 唯一の例外は、ベクトルの単一 I、J、K 要素です。 ベクトルに

割り当てるには、そのポイントを評価する式を用いて、完全なベクトルがポイントに割り当てら
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れなければなりません。 ベクトルのデータは、フィーチャーのベクトルのデータ要素に入力さ

れる時、標準化されます。  

例:  

ASSIGN/ CIRCLE1.I = 2  - illegal  
ASSIGN/ CIRCLE1.IJK = MPOINT(2, 0, 0)-legal (vector is normalized to 1, 0, 0)  

寸法測定での変数の使用に関する、情報については、「 フィーチャーの寸法測定 」の項にある

「 変数の寸法測定 」 の項目 を参照して下さい。  

ストラクチャー  

バージョン 3.5 と、それ以降では、 ストラクチャー と呼ばれる、新しいタイプの変数を使用す

ることができます。 ストラクチャーを用いると、拡張子を変数上に配置し、その変数のサブ要

素を識別できます。 この例を参考にして下さい:  

例:  

ASSIGN/V1.HEIGHT = 6  
ASSIGN/V1.WIDTH = 4.3  
ASSIGN/V1.MODE = "CIRCULAR"  
ASSIGN/V1.POINT = MPOINT(100.3, 37.5, 63.1)  

この例では、  

• V1 がストラクチャーです。  
• 高さ 、 幅 、 モード 、及び、 ポイント が、当ストラクチャーのサブ要素

です。  

ストラクチャー用のルール  

• 変数と同じように、ストラクチャーでは実行命令を設定する必要はありま

せん。  
• ストラクチャーのサブ要素は、以下の変数タイプのうち、いずれでもあり

えます:  

□ 整数  

□ ダブル  

□ ポイント  

□ フィーチャー ポインター  

□ 関数  
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□ 配列  

□ ストラクチャー  

例えば、配列であるストラクチャー要素、及び、ストラクチャーである配列要素を持つことが可

能です。 これは、以下の式の見本を有効なものにします:  

例  

ASSIGN/CAR.LEFTSIDE.DOOR[2].QUADRANT[3].JOINT[5].HIT [4] = MPOINT(558.89, 910.12, 42.45)  
 
COMMENT/OPER,"Current Z Position: " + CAR.LEFTSIDE.DOOR[2].QUADRANT[3].JOINT[5].HIT[4].Z  
 
ASSIGN/CURRENTJOINT = LEFTSIDE.DOOR[2].QUADRANT[3].JOINT[5]  
 
COMMENT/OPER,"Next Hit: " + CURRENTJOINT.HIT[4]  

ポイント型の変数を伴うストラクチャー  

変数がポイント型である場合、ユーザーは、依然 .X、.Y、.Z、.I、.J、及び、.K 拡張子を用いて、

そのポイントの個々の項目を知ることが可能です。 また、ユーザーは、この例で使用されてい

る拡張子を、ポイント要素としての使用を強制されることなく、それらのストラクチャー内で用

いることができます。  

例:  

ASSIGN/V1.X = "Some string"  
ASSIGN/V1.Y = ARRAY(1,3,5,9,7)  
ASSIGN/V1.Z = MPOINT(3,5,7)  

 

COMMENT/REPT,V1.X  出力内容は「Some string」
です。  

COMMENT/REPT,V1.Y[2]  出力内容は 3 で、これは、配

列の 2 番目の要素です。  
COMMENT/REPT,V1.Z.Y 
COMMENT/REPT,V1.Z.Y  

出力内容は 5 で、これは、

MPOINT の Y 値です。  

PC-DMIS 式言語の関数能力とストラクチャーを組み合わせることにより、ここで表示されたよ

うな、動的なストラクチャーへの参照を行うことが可能です:  

(上記の例の続き)  

ASSIGN/DYNAMICSTRUCT = FUNCTION((X,Y), X.Y)  
C1 =COMMENT/INPUT,Please enter in item  
ASSIGN/TESTSTR = C1.INPUT  
ASSIGN/FRONT = LEFT(TESTSTR, INDEX(TESTSTR, ".")-1)  
ASSIGN/BACK = MID(TESTSTR, INDEX(TESTSTR, "."))  
ASSIGN/RESULT = DYNAMICSTRUCT(FRONT, BACK)  

例のこの部分では、変数の参照を入力し、その参照を 初の「.」で分割し、それから、 関数 
DYNAMICSTRUCT を用いて、その参照を RESULT に割り当てます。  
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ですから、C1.INPUT 変数として V1.Y[4] がタイプ入力されると、RESULT は、9 の値を持つこ

とになります (V1.Y に割り当てられた、配列の第四要素)。  

学習時の式評価は、ストラクチャー、または、配列の全要素を正確に表示するために、強化され

ています。  

ポインター  

ポインターは、また、「フィー
チャー ポインター」としても
知られます。 より詳しい情報
については、用語集の用語「フ
ィーチャー ポインター」を参
照して下さい。  

ポインターを用いると、変数を通してフィーチャーに簡単に参

照することができ、または、呼び出しサブ コマンドを用いて、

オブジェクトを簡単に渡すことができます。 ポインターは、遠

回しに文字列の名を用いた場合に、類似しています。 しかし、

ポインター使用の利点は、 サブルーチン と共に用いた場合にあ

ります。 ポインターは、文字列と異なり、サブルーチンの引数

として渡される場合、サブルーチンによって示されたオブジェ

クトを、直接変更することができます。 ポインターは、複雑な 
式 では使用されません。 それが複雑な式で使用される場合、ポ

インターはゼロと評価します。  

以下の例を参考にして下さい:  

ポインター使用例:  

ASSIGN/ V1 = {CIR1}    ここで、V1 は、CIR1 を指

すポインターです。  
ASSIGN/ DIST = 
DOUBLE(V1.XYZ)    

Dist = 原点から CIR1 への

距離。  
また、フィーチャー ポインターを得るために、波状カ

ッコ内に式を入れることもできます。 3.5 より前のバー

ジョンでは、これは無効です。 ここでの、以下の例

は、すべて、フィーチャーCIR1 にポインターを得る、

正当な方法です:  
ASSIGN/FEATCOUNT = 1  

ASSIGN/V1={"CIR" + 
FEATCOUNT}  

式「CIR1」を V1 に割り当

てます。  

ASSIGN/V2="CIR1"  

ASSIGN/V3={V2}  

変数 V2 からの式「CIR1」
を変数 V3 に割り当てま

す。  
C1=COMMENT/INPUT, フィーチャ

ーの名称をタイプ入力して下さい。 

ASSIGN/V4={C1.INPUT}  

これは、フィーチャー名

C1.INPUT を取り、それを

変数 V4 内に置きます。  

 

サブルーチンの例:  

呼び出しプログラム内で:  
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CS1 = CALLSUB/SUB.PRG,CHANGEX, {CIR1}  

サブルーチン プログラム内で  

GEN1 = GENERIC/FEATURE  
SUBROUTINE/CHANGEX, ARG1 = {GEN1}  

(CIR1 が渡された時、それは、GEN1 に置き換えられます)  

ARG1.X = 5  

(CIR1 の測定された X 値を、5 に設定)  

END/SUBROUTINE  

複雑な式の例  

ASSIGN/ V1 = {CIR1} + 2  

{CIR1}はゼロと評価されるので、この式全体では、2 と評価が出ます。  

配列  

3 つのタイプの配列が利用可能です: フィーチャーの配列、ヒットの配列、及び、変数の配列。  

重要事項: 当ソフトウェア内で、複数次元配列が複数次元として表示されていても、その配列の

前に ARRAY INDICES コマンドを配置するまでは、単一次元配列としてのみ本当の使用が可能

です (「 配列誘導オブジェクト: 」の項目を参照して下さい)。  

 

フィーチャーの配列:  

パーツプログラム実行中、フィーチャーが一度以上測定される時、フィーチャーの配列が自動的

に作成されます。 フィーチャー配列の要素の数は、フィーチャーの実行回数と同じになります。  

例: 測定された円オブジェクトが、5 度実行された while ループ内にある場合、5 つの測定円の配

列が存在することになります。 測定円の ID が「Circle1」である場合、配列の式は、測定された

円オブジェクトのそれぞれにアクセスするために使用が可能です。 角カッコは、アクセスを希

望する円オブジェクトを表示するために使用されます。  

Assign/V1 = 
Circle1[3].x  

V1 は、Circle1 の 3 番目の事

例の、測定されたｘ値に割り

当てられます。  

注記: 与えられたフィーチャーについて、フィーチャー配列が存在する場合、配列の表記は、フ

ィーチャーへの参照では使用されません。 も 近の事例が使用されます。 上記の例では、5
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番目の事例がそのオブジェクトの も 近の事例なので、Circle1.x への参照は Circle1[5].x への

参照と同様の意味を持ちます。  

配列式の角カッコ内で、 式 を使用することができます。 したがって、Circle1[3].x は、

Circle1[2+1].x に相当します。 以下の例では、上記の例の 5 つの円の測定された重心を印刷する

ために、ループを使用します。  

例:  

Assign/V1 = 1  
While/V1 < 6  
Comment/Rept, "Centroid of instance #" + V1 + " of Circle1:  " + Circle1[V1].XYZ  
Assign/V1 = V1 + 1  
End/While  

上記の例からの、可能な出力内容:  

Circle1 の事例 #1 の重心:  3.4, 2.6, 1.43  

Circle1 の事例 #2 の重心:  4.4, 3.6, 2.43  

Circle1 の事例 #3 の重心:  5.4, 4.6, 3.43  

Circle1 の事例 #4 の重心:  6.4, 5.6, 4.43  

Circle1 の事例 #5 の重心:  7.5, 6.6, 5.43  

パーツプログラム実行中に、複数回実行された寸法とパーツ配置にも、配列が存在します。 測
定寸法「Dim1」が少なくとも 2 回実行され、パーツ配置「Align1」が少なくとも 4 回実行され、

これにより、Dim1[2].Nom と Align1[4].Origin が利用可能になります。  

フィーチャー配列への参照が、範囲外である場合、(例えば、ユーザーが Circle1[2.5]か、> 
Circle1["Hello, World"]を要求) 上限か下限の項目が返されます。 Circle1 が、3 事例を持つ場合、

Circle1[4] 以上については、Circle1[3]と Circle[0]が返され、それより以下については Circle1[1]が
返されます。 角カッコ間のすべての 式 は、強制的に整数に変換され、したがって、2.5 は 2 に、

そして、「Hello World」は 0 に変換されます。  

配列誘導オブジェクト:  

 

デフォルトによって、フィーチャー配列は、常時、1 次元の配列です。 フィーチャーの配列を複

数次元配列として扱ったほうが便利な場合、配列誘導オブジェクトを用いて、これを行うことが

できます。  

配列誘導オブジェクトを用いると、配列の複数次元に上下限を特定できます。  

• 第一次元の上下限の設定によって、第一次元の制限があり第二次元の制限

がないところに、2 次元配列を作成することができます。  
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• 配列の 初の 2 つの次元の上下限の設定によって、3 次元配列を作成する

ことができます。 後の次元は常時、無制限のままです。  

例:  

フィーチャーF1 は、ネスト化された WHILE ループの内側にあります。 内側の WHILE ループは

5 回実行され、外側の WHILE ループは 3 回実行されます。 実行の完了時には、F1 は 15 回実行

され、その結果、15 個の F1 が存在します。  

以下の、パーツプログラムの一部の例を参考にして下さい:  

ARRAY_INDICES/1..5,..  
ASSIGN/V1 = 1  
WHILE/V1<=3  
ASSIGN/V2 = 1  
WHILE/V2<=5  
F1=FEAT/POINT,RECT  
THEO/V2,V1,0,0,0,1  
ACTL/1,1,0,0,0,1  
MEAS/POINT,1  
HIT/BASIC,V2,V1,0,0,0,1,1,1,0  
ENDMEAS/  
ASSIGN/V2 = V2+1  
COMMENT/REPT,"Location of F1[" + V2 + "," + V1 + "] :" + F1[V2,V1].XYZ  
END_WHILE/  
ASSIGN/V1 = V1+1  
END_WHILE/  

このコードは、15 の測定ポイントからなる、3 X 5 の格子を作成します。  

配列誘導コマンドは、フィーチャーの第一次元を、初めと終りを含んで 1 と 5 の間に制限します。 
これによりインスペクション レポートでは、F1[1] – F1[15]として表示されるかわりに、オブジ

ェクトは、F1[1, 1] – F1[5, 3]として表示され、フィーチャーのレイアウトにより適合した形と

なります。 コメントが、2 次元配列シンタックスを用いて、フィーチャー配列を参照しているこ

とに注意して下さい。  

パーツプログラム内に、配列誘導オブジェクトを挿入するには:  

• キーボードを用い、編集ウィンドウ内の空白行に「 配列 」とタイプ入力

して下さい。  
• タブ キーを押して下さい。    

注記: フィーチャー配列用に角カッコ表示 チェック ボックス  のチェックが消去されている場

合、フィーチャー名は、角カッコと共に表示されません。 「仕様の設定 」の項にある「 フィー

チャー配列用に角カッコ表示 」 を参照して下さい 。  

ヒットの配列:  

与えられたフィーチャーのヒットは配列として利用可能であり、 構文形式 <FeatID>.Hit[<Array 
Expression>].<Extension> の配列構文、または、 構文形式 <FeatID>.RawHit[<Array 
Expression>].<Extension> を通してアクセスすることができます。 プローブ補整が作動してい

る時には、ヒットがプローブ補整データを返します。 RawHit は常に、補整されていないデータ
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を返します。 有効な拡張子は、X、Y、Z、I、J、K、TX、TY、TZ、TI、TJ、TK、XYZ、TXYZ、
IJK、及び、TIJK。  

Circle1.Hit[1].XYZ  「Circle1」のヒット 1 の測定さ

れた重心（補整されたプロー

ブ）  
Circle1.Hit[2].IJK  「Circle1」のヒット 2 の測定さ

れたベクトル  

ヒットのデータは、実際のヒットが編集ウィンドウ内に表示されているか否かに関係なく、ヒッ

トが行われたすべてのオブジェクトについて、入手可能です。 したがって、ヒットのデータは、

スキャンや自動フィーチャーについても、入手できます。  

以下の項目は、いくつかの追加の配列関数について記述しており、それらは、スキャン内の 低

点、または、 高点を検索する時、役に立ちます:  

一続きのヒットを配列に割り当て    

また、この構文を用いて、一続きのヒットを配列に割り当てることもできます:  

<Feature Id>.<Hittype>[<Startnum>..<Endnum>].<Extension>  

この説明  

<Feature Id> は、フィーチャーの名称です。  

<Hittype> は、補整済みのデータについては「HIT」という語、または、補整さ

れていないデータについては「RAWHIT｣という語のどちらかが入ります。 
プローブ補整が作動停止になっている場合、戻り値は常に補整されていない

値となります。  

<Startnum> は、一続きのヒットの、 初のインデックス値を識別する式です。  

<Endnum> は、一続きのヒットの、2 番目のインデックス値を識別する式です。  

<Extension> は、データのタイプを識別します。 可能な拡張子には、以下の測

定された、または、理論的データ タイプを含まれます:  

• X – ヒットの、測定された X 値  
• Y – ヒットの、測定された Y 値  
• Z – ヒットの、測定された Z 値  
• XYZ – ヒットの、測定された XYZ 値  
• I – ヒットの、測定された I 値  
• J – ヒットの、測定された J 値  
• K – ヒットの、測定された K 値  
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• IJK – ヒットの、測定された IJK 値  

 

• TX – ヒットの、理論的 X 値  
• TY – ヒットの、理論的 Y 値  
• TZ – ヒットの、理論的 Z 値  
• TXYZ – ヒットの、理論的 XYZ 値  
• TI – ヒットの、理論的 I 値  
• TJ – ヒットの、理論的 J 値  
• TK – ヒットの、理論的 K 値  
• TIJK – ヒットの、理論的 IJK 値  

例えば、  

ASSIGN/V1 = SCAN1.HIT[1..10].X  V1 には、SCAN1 の 初の 10
箇所のヒットから得られた、X
の測定値である 10 個の値の配

列が割り当てられます。  
ASSIGN/V2 = 
SCAN1.HIT[1..SCAN1.NUMHITS].XYZ 

V２ には、そのスキャンに行わ

れたヒットの重心それぞれから

のポイントの配列が割り当てら

れます。  

配列の並べ替え    

PC-DMIS では、昇順、あるいは、降順で配列を並べ替えることができます。 以下の 2 つの式は

配列を取り、並べ替えられた配列を戻します:  

昇順 で並べ替えのために使用するの

は:  
SORTUP(<array>)  

降順 で並べ替えのために使用するの

は:  
SORTDOWN(<array>)  

例えば、  

ASSIGN/V1 = 
ARRAY(5,8,3,9,2,6,1,7)  

V1 には、配列「5,8,3,9,2,6,1,7」が割り当てられま

す。  
ASSIGN/V2 = SORTUP(V1)  V2 は昇順で並べ替えられた値の配列を持ちます: 

"1,2,3,5,6,7,8,9"  
ASSIGN/V3 = SORTDOWN(V1)  V3 は降順で並べ替えられた値の配列を持ちます: 

"9,8,7,6,5,3,2,1"  
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配列から、 大指標値、あるいは、 小指標値を返すには:    

これらの関数を使用することによって、配列を関数内に入力し、要素の 大、または、 小の、

指標番号を戻すことができます:  

大 値を持つ要素の指標値を返すに

は、以下を使用して下さい:  
MAXINDEX(<array>)  

低 値を持つ要素の指標値を返すに

は、以下を使用して下さい:  
MININDEX(<array>)  

例えば、  

ASSIGN/V1 = 
ARRAY(5,8,3,9,2,6,1,7)  

V1 には、配列「5,8,3,9,2,6,1,7」が割り当てられま

す。  
ASSIGN/V2 = MAXINDEX(V1)  V2 は配列の指標値 4 を持ちます。 その配列要素の実

績値は 9 です。  
ASSIGN/V3 = MININDEX(V1)  V3 は配列の指標値 7 を持ちます。その配列要素の実績

値は 1 です。  

その後、返された指標値を用いて、その配列要素の実績値を得ることができます。  

配列から、並べ替えられた指標値を返すには    

これらの関数を使用することによって、配列を関数内に入力し、配列値を昇順、あるいは、降順

に並べ替え、その指標番号を戻すことができます:  

大使用頻度から 小使用頻度へ

と、配列の指標値を並べ替えるため

に、指標値の位置を返すには:  
MAXINDICES(<array>)  

小使用頻度から 大使用頻度へ

と、配列の指標値を並べ替えるため

に、指標値の位置を返すには:  
MININDICES(<array>)  

例えば、  

ASSIGN/V1 = 
ARRAY(4,8,2,9,5,7)  

V1 には、配列「 4,8,2,9,5,7 」が割り当てられま

す。  
ASSIGN/V2 = MAXINDICES(V1)  V2 はこれらの値のある配列を持ちます: "4,2,6,5,1,3"  
ASSIGN/V3 = MININDICES(V1)  V3 はこれらの値のある配列を持ちます: "3,1,5,6,2,4"  

スキャン内の 小点、及び、 大点を検索するための、配列関数使用の例    

上記で述べられたヒット配列関数の主な目的は、スキャン内の 小点、及び、 大点の検索を容

易に行うことです。  

SCAN1 において、測定された X 値のうち 大のものを持つ、ポイント寸法測定を行うには、以

下の式を使用することが可能です:  

ASSIGN/MAXPTINDEX = MAXINDEX(SCAN1.HIT[1..SCAN1.NUMHITS].X)  

D1 = LOCATION OF FEATURE SCAN1.HIT[MAXPTINDEX]  
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SCAN2 の Z 軸にある 3 つの 高点を検索するには、以下の式を使用することが可能です:  

ASSIGN/MI = MAXINDICES(SCAN2.HIT[1..SCAN2.NUMHITS].Z)  

ASSIGN/THREEPOINTS = ARRAY(SCAN2.HIT[MI[1]].XYZ, SCAN2.HIT(MI[2]].XYZ, 
SCAN2.HIT[MI[3]].XYZ)  

 

変数の配列:  

変数の配列は、宣言を行う必要がありません。 割り当てステートメントの右手側にある式が配

列を評価する時、または、割り当てステートメントの左手側が変数配列内の要素を参照する時、

変数配列は割り当てステートメントを通して作成されます。  

Assign/V1 = Array(3, 4, 5, 6, 
7)  

5 個の要素からなる配列を作

成し、それを V1 に割り当て

ます。  
Assign/V2 = V1[3]  配列 V1 の第三要素の値: 5 を

V2 に割り当てます  
Assign/V1[4] = 23  配列 V1 の「第四」要素に 23

を割り当てます。  

 

配列が作成され、動的に割り当てられました。 このように、割り当てステートメントの左手側

の配列参照を使用して、配列を作成することができます。  

Assign/V3[5] = 8  5 番目の要素が 8 である、配列

を動的に作成します。  

 

今まで値を受け取ったことのない配列要素を参照すると、配列式は、0 と評価されます。  

Assign/V3[5] = 8   
Assign/V4 = V3[5]  V4 の値は 8 に設定されま

す。  
Assign/V5 = V3[6]  V3 の 6 番目の要素がまだ設

定されていない場合、V5 は 0
に設定されます。  

 

その他の配列タイプと同じように、 式 は、角カッコ内での使用が可能です。  
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Assign/V3[5] = 8   
Assign/V4 = V3[2+3]  V4 の値は 8 に設定されます。 

 

変数配列は、複数の次元を持つことができます。  

Assign/V6 = Array( Array(4, 7, 
2), Array(9, 2, 6))  

V6 は、2 掛ける 3 の次元的配

列として設定され、V6[1, 1] は
4、V6[1, 2] は 7、V6[1, 3] は 
2、 V6[2, 1] は 9、 V6[2,2] は 
2、及び、 V6[2,3] は 6 の値を

持ちます。  
Assign/V7 = V6[2,1]  V7 の値は 9 に設定されます。 

 

変数配列は、負の指数を持つことができます:  

Assign/V8[-3] = 5  配列 V8 の –3 番目の指数は、

5 に設定されます。  

 

配列の割り当ては、それ以前の値を上書きします:  

Assign/V8 = "Hello"  変数 V8 は、「Hello」という値

を持つ文字列です。  
Assign/V8[2] = 5  V8 はもはや文字列型ではな

く、配列タイプであり、その 2
番目の要素 5 の値を持ちます。

Assign/V8 = 9  V8 はもはや配列タイプではな

く、整数 9 の値を持ちます。  

 

配列は、複数の型から構成されることが可能です:  

Assign/V9 = Array("Hello", 3, 
2.9, {FEAT1})  

4 個の要素を持つ配列 9 を作成

します。 第一要素は文字列であ

り、第二要素は整数、第三要素

は実数、そして、第四要素は 
FEAT1 を指すポインターです。
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式用の演算子  

以下の基本的演算子が、PC-DMIS 内で利用可能です:  

+   加算:  < Expression> + <Expression>     
2 つの 式 を共に加えます。 文字列の場合、 文字列が結びつけられます。  

-   減算:  <Expression> - <Expression>     
第一の式を、第二の式から引きます。  

*  乗算: <Expression> * <Expression>     
2 つの 式 を掛けます。  

/   除算:  <Expression> / <Expression>     
第一の式を、第二の式で割ります。  

^   累乗:  <Expression> ^ <Expression>    
「第一の式」を、「第二の式」乗します。  

%   合同式:  <Expression> % <Expression>   
ひとつの式を、もうひとつの式で割った余りを返します。  

-     反数  -<Expression>    
式の反数を返します。  

!    論理否定:  !<Expression>    
式の論理反転したものを返します。  

==   等しい:  <Expression> == <Expression>    
式 が等しい場合、1 と評価します。 それ以外の場合には、それは 0 と評価し

ます。 ( 割り当てステートメント内の、割り当て演算子 = と区別するために、

2 つのイコール サインが使用されます)。  

<>   等しくない :  <Expression> <> <Expression>    
式が等しくない場合、1 と評価します。 それ以外の場合には、それは 0 と評

価します。  

>    より大きい :  <Expression> > <Expression>  
第一の式が第二の式より大きい場合、1 と評価します。 それ以外の場合には、

それは 0 と評価します。  
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>=   より大きい、または、等しい:  <Expression> >= <Expression>    
第一の式が第二の式より大きいか、または、等しい場合、1 と評価します。 
それ以外の場合には、それは 0 と評価します。  

<    より小さい:  <Expression> < <Expression>  
第一の式が第二の式より小さい場合、1 と評価します。 それ以外の場合には、

それは 0 と評価します。  

<=    より小さい、または、等しい:  <Expression> <= <Expression>     
第一の式が第二の式より小さいか、または、等しい場合、1 と評価します。 
それ以外の場合には、それは 0 と評価します。  

AND    論理積:  <Expression> AND <Expression>    
両方の 式 が 0 と評価する場合、1 と評価します。 それ以外の場合には、そ

れは 0 と評価します。  

OR    論理和:  <Expression> OR <Expression>   Evaluates to 1 if いずれかの 式 
が 0 と評価しない場合には、1 と評価します。 それ以外の場合には、それは 
0 と評価します。  

()   丸かっこ:  ( <Expression> )     
丸かっこ内にある、式に優先度を与えます。  

優先順位  

式は、下記に表示された優先順位で、評価されます ( 高の優先順位から、 低の優先順位へと

一覧に表示)。  

高の優先順位  

• 被演算子  
• (単項マイナス), !, (), 関数 (i.e. ABS, COS, STR, LEN, CROSS, 等)  
• ^  
• *, /, %  
• +, -  
• ==, <>, <, <=, >, >=  
• AND  
• OR  

低の優先順位  
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関数  

関数は、PC-DMIS 特有の式、または、ユーザーに定義された 式 であり、パラメータを取り、結

果を返します。 パラメータは、式の評価前に、式内で置き換えられます。  

関数一覧  

以下のアルファベット順の一覧には、PC-DMIS の式言語に利用可能な、すべての関数が表示さ

れています。 項目をクリックすると、より詳しい情報、及び/または、例がある、専用のサブ項

目が表示されます。  

• ABS (数学)  
• ACOS (数学)  
• ANGLEBETWEEN (ポイント)  
• ARCSEGMENTENDINDEX (その他)  
• ARCSEGMENTSTARTINDEX (その他)  
• ARRAY (配列)  
• ASIN (数学)  
• ATAN (数学)  
• CHR (文字列)  
• COS (数学)  
• CROSS (ポイント)  
• DEG2RAD (数学)  
• DELTA (ポイント)  
• DIST2D (ポインター)  
• DIST3D (ポインター)  
• DOT (ポイント)  
• ELEMENT (文字列)  
• EOF (その他)  
• EOL (その他)  
• EQUAL (配列)  
• EQUAL (文字列)  
• EXP (数学)  
• FORMAT (文字列)  
• FUNCTION (関数)  
• GETCOMMAND (ポインター)  
• GETSETTING (文字列)  
• GETTEXT (文字列)  
• IF (その他)  
• INDEX (文字列)  
• ISIOCHANNELSET (その他)  
• LEFT (文字列)  
• LEN (配列)  
• LEN (ポインター)  
• LEN (文字列)  
• LINESEGMENTENDINDEX (その他)  
• LINESEGMENTSTARTINDEX (その他)  
• LN (数学)  
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• LOG (数学)  
• LOWERCASE (文字列)  
• MAX (配列)  
• MID (文字列)  
• MIN (配列)  
• ORD (文字列)  
• PROBEDATA (その他)  
• QUALTOOLDATA (その他)  
• RAD2DEG (数学)  
• RIGHT (文字列)    
• ROUND (数学)  
• SIN (数学)  
• SQRT (数学)  
• SYSTEMDATE (文字列)  
• SYSTEMTIME (文字列)  
• SYSTIME (文字列)    
• TAN (数学)  
• TUTORELEMENT (その他)  
• UNIT (ポイント)  
• UPPERCASE (文字列)  

 

文字列関数  

以下の関数は、テキスト文字列と共に使用されます。  

CHR  

CHR   活字変換:  CHR(<Integer>)  
ASCII 小数値に対応した、活字から構成された文字列を返します。  

ELEMENT ELEMENT  

ELEMENT   サブ文字列の位置に範囲設定:  ELEMENT(<Integer>, <String1>, <String2>)  

string2 にある要素を分割する区切りテキストとして string1 を使用し、string2 にあるｎ番

目のサブ文字列を返します。 例えば、string2 が「6, 12, 8, 4, 5」であり、string1 が

「、」である場合、要素コマンドを用いて個々に回収可能な、その 5 つの要素は、「6」、

「12」、「8」、「4」、及び、「5」となります。  

EQUAL  

EQUAL   大文字と小文字の区別なしでの、文字列比較:  EQUAL(<String>, <String>)  

2 つの文字列が全く同一であるか否か、を決めるために、それらを (文字格は無視) 比較し

ます。 それらの文字列が同一である場合、整数 1 を返し、そうでない場合には、0 を返し

ます。  
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FORMAT  

FORMAT 書式整形:  FORMAT(<String>,<Integer,double,or point>)  

C++内での sprintf 関数と類似した、この関数は、2 つの式を取り、書式整形された文字列

を返します。  

1. 式 1 は、 文字列 型であるべきであり、1 個か 3 個の書式指定子を含みま

す。 式 1 が異なる型の場合、式評価機は、それを文字列への強制変換を

試みます。 式 2 が整数型、または、ダブル型である場合、文字列は、 
ひとつ の書式指定子を持つべきであり、式 2 がポイント型である場合、 
3 つ の書式指定子を持つべきです(下記の記述を参照して下さい)。  

2. 式 2 は、 整数 、 ダブル 、または、 ポイント 型であることが予期され

ます。 異なるタイプが使用されている場合、その式の値は 0 になります。  

フォーマット関数用の書式指定子:  

当書式指定子は、C++プログラミング言語で使用される sprintf 関数で用いられる書式指定

子と同様の構文を持つべきです。  

書式指定子は、随意フィールドと要求フィールドからなり、以下の構文を持ちます:  

%[フラッグ] [幅] [.精度] タイプ  

書式指定子の各フィールドは、特定の書式整形オプションを意味する、単一の文字または

数字からなります。 も簡単な書式指定子は、パーセント記号と、タイプを示す文字の

みを使用します (例えば、%d)。 パーセント記号の後に、書式整形フィールドとしての意

味を持たない文字が続く場合、その文字は STDOUT にコピーされます。 例えば、パーセ

ント記号を印刷するには、％％を用いて下さい。  

随意のフラッグ、幅、及び、精度フィールドは、タイプを示す文字の前に表示されますが、

これらは、書式整形のその他の側面をコントロールします。 これらは、下記に述べられ

ています:  

フラッグ      これらの 随意文字 出力内容調整、及び、記号、空白、小数点、

及び、8 進 / 16 進接頭辞の印刷をコントロールします。 複数のフラッ

グを、書式指定子に表示することが可能です。  

以下は、利用可能なフラッグです:  

–  
意味: 与えられたフィールドの幅内で、結果を左に配置します。  
デフォルト: 右配置。  

+  
意味: 出力値が、正負のいずれかのタイプである場合、符号(+、または、–)を接

頭辞として出力値に付けます。  
デフォルト: 負の符号(–)が付く値のみに、符号が表示されます。  
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0  
意味: 幅の前に０が付いている場合、 小幅に達するまで、ゼロが付け加えられ

ます。 「0」と「–」が表示される場合、「0」は無視されます。 「0」が整数フ

ォーマットと指定されている場合 (i, u, x, X, o, d)、「0」は無視されます。  
デフォルト: 付け足しなし。  

空白 (' ')  
意味: 出力値に符号が付けられ、正の値である場合、出力値の前に空白が置かれ

ます; 空白と + フラッグの両方が表示された場合、空白は無視されます。  
デフォルト: 空白表示なし。  

#  
意味 1: o、x、または、X タイプと共に使用の場合、 # フラッグは、ゼロ以外の出

力値の前にそれぞれ、0、0x、または、0X を付けます。  
デフォルト 1: 接頭辞なし。  
意味 2: e、E、または、f タイプと共に使用の場合、 # フラッグは、すべての場合

において出力値が小数点を含むよう強制します。  
デフォルト 2: 小数点以下の桁が続く場合にのみ、小数点が表示されます。  
意味 3: g、または、G 形式と共に使用の場合、 # フラッグは、すべての場合にお

いて出力値が小数点を含むよう強制し 末尾に来るゼロの切捨てを防ぎます。  
デフォルト 3: 小数点以下の桁が続く場合にのみ、小数点が表示されます。 末尾

に来るゼロは切捨てられます。  
注記: または、ｄ、i、または、u と共に使用される場合は、無視されます。  

幅     この第二の随意フィールド、または、引数は、印刷される、文字の

低限度数をコントロールします。 これは、負でない、10 進数の整数で

す。  

• ・・出力値の文字数が、指定幅以下である場合、 — 「–」フラッグ (左
配置用の) が指定されているか否か次第で — 低幅に達するまで、その

値の左か右に空白が追加されます。  
• 幅の前に０が付いている場合、 小幅に達するまで、ゼロが付け加えら

れます（左配置の数字では役に立ちません）。  
• 幅の特定機能が、値の切り捨てを行うことは決してありません。 出力値

の文字数が指定幅以上の場合、または、幅の指定がない場合、出力値の

文字すべてが印刷されます(下記の一覧に表示された、精度の特定機能の

影響を受けます)。  

精度              この第三の随意フィールド、または、引数は、印刷文字数、

小数点以下の表示位、あるいは、有効数字を指定します。 幅特定機能

と異なり、精度特定機能を用いると、出力値の切り捨て、または、浮動

小数点数の切り捨てが可能です。 これは、負でない、10 進数の整数で、

ピリオド (.) が前に置かれます。  

タイプ        この絶対必要な文字は、関連の引数が整数、ダブル、または、

ポイントのいずれであるか、を決定します。 利用可能なタイプの一覧

には、以下が含まれます:  
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d - 正負の符号表記のある、10 進数の整数  

i - 正負の符号表記のある、10 進数の整数  

o - 正負の符号表記のない、8 進数の整数  

u - 正負の符号表記のない、 10 進数の整数  

x - 正負の符号表記のない 16 進数の整数で、小文字「abcdef｣表記  

X - 正負の符号表記のない 16 進数の整数で、大文字「ABCDEF｣表記  

e - 指数形式 [-]d.dddd e [符号]ddd でダブル  

E - 指数を導入するために、E を使用することを除いて、e と同じ。  

f - [-]dddd.dddd 形式を用いてのダブル  

g - e か、または、f タイプのうち、より簡潔な方にフォーマット  

G - 指数を導入するために、E を使用することを除いて、ｇと同じ。  

書式整形の例  

この例では、パーツプログラム内で、FORMAT 関数を使用した、いくつかのステートメ

ントを表示します:  

ASSIGN/V1 = PROBEDATA("OFFSET")  V1 は、その時点でのプロー

ブのオフセットを表示する、

ポイント型になります。 この

例で用いられているパーツプ

ログラムからの値を使用する

と、V1 は、以下のようにな

ります:  
<-1.8898, 1.8898, 5.704>  

ASSIGN/V3 = 
FORMAT("%.5f, %.5f, %.5f", V1)  

V3 は文字列型になります。 
文字列は、変数 V1 のポイン

ト オブジェクトを用いてフォ

ーマットされます。 ここで

V3 は、以下のような値を持

ちます:  
-1.88976, 1.88976, 5.70403  

ASSIGN/V4 = 1.123456789   V4 はダブル型になります。  
ASSIGN/V5 = FORMAT("%.5f ", V4) + 
FORMAT("%.6f ", V4) + 
FORMAT("%.7f ", V4) + 
FORMAT("%.8f", V4)  

V5 は、この値を持つ文字列

型になります:  
1.12346 1.123457 1.1234568 
1.12345679  

ASSIGN/V6A = "The value of V4 is: 
" + FORMAT("%.8f", V4)  

V6A は、次の値を持つ文字列
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型になります:  
V4 の値は: 1.12345679  

ASSIGN/V6B = FORMAT("The value of 
V4 is: %.8f", V4)  

式の結果は、上記の V6A と同

じで、変化はありません。  
ASSIGN/V7 = 4444  すべての数字がダブル型であ

ると、推測されるので、整数

に強制変換されないかぎり、

V7 はダブル型になります。  
ASSIGN/V8 = FORMAT("%o", INT(V7)) V8 は、この値を持つ文字列

型になります:  
10534  

ASSIGN/V9 = FORMAT("%u", INT(-1)) V9 は、この値を持つ文字列

型になります:  
4294967295  

ASSIGN/V10 = FORMAT("%x", 
INT(2143))  

V10 は、この値を持つ文字列

型になります:  
85f  

ASSIGN/V11 = FORMAT("%X", 
INT(9567))  

V11 は、この値を持つ文字列

型になります:  
255f  

ASSIGN/V12 = FORMAT("%e", 
0.0005432)  

V12 は、この値を持つ文字列

型になります:  
 5.432000e-004  

ASSIGN/V13 = FORMAT("%E", 
145.3421)  

V13 は、この値を持つ文字列

型になります:  
1.453421E+002  

ASSIGN/V14 = FORMAT(",%6d,", 
INT(1))  

V14 は、この値を持つ文字列

型になります:  
,     1,  

ASSIGN/V15 = FORMAT(",%-6d,", 
INT(1))  

V15 は、この値を持つ文字列

型になります:  
,1     ,  

 

 

GETSETTING  

GETSETTING これを用いると、挿入された文字列パラメータ次第で、PC-DMIS の各種の

設定を返すことができます。  

GETSETTING(<String>)  

以下の文字列パラメータを使用することができます:  

• "DCC Mode" – PC-DMIS が DCC モードにある場合、1 を返し、

それ以外の場合には、0 を返します。  
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• "Manual Mode" – PC-DMIS が手動モードにある場合、1 を返し、

それ以外の場合には、0 を返します。  
• "Current Alignment" – その時点での配置の文字列を返します。  
• "Current Workplane" – その時点での作業平面の文字列を返します。  
• "Workplane Value" – その時点での作業平面の数値を返します。  
• "PreHit" – その時点でのヒット前の値を、ダブル精度数として返

します。  
• "Retract" – その時点での撤回値を、ダブル精度数として返します。  
• "Check" – その時点でのチェック値を、ダブル精度数として返し

ます。  
• "Touch Speed" – その時点での接触速度値を、ダブル精度数とし

て返します。  
• "Move Speed" – その時点での移動速度値を、ダブル精度数として

返します。  
• "Fly Mode " – PC-DMIS がフライ モードにある場合、1 を返し、

それ以外の場合には、0 を返します。  
• "Ph9 present" – Ph9/Ph10 が存在する場合、1 を返し、それ以外

の場合には、0 を返します。  
• "Manual CMM " – CMM が手動 CMM である場合、1 を返し、それ

以外の場合には、0 を返します。  
• "LangStr(<Number or ID>)" – その時点での言語内にある、PC-

DMIS の機能から、その ID 番号から、または、以下の ID のうちの

ひとつから、文字列を返します:  
「Yes」、「No」、「Oper」、「Rept」、「Input」、「Doc」、

「YesNo」、「Readout」、「Internal」、「External」、

「Rect 」、「Polr 」、「Out」、「In」、「Least_Sqr」、

「Min_Sep」、「Max_Insc」、「Min_CircSc」、「Fixed_Rad」、

「Workplane」、「Xaxis」、「YAxis」、「ZAxis」、「Xplus」、

「Xminus」、「YPlus」、「YMinus」、「ZPlus」、「ZMinus」、

「Point」、「Plane」、「Line」、「Circle」、「Sphere」、

「Cylinder」、「Round_Slot」、「Square_slot」、「Cone」、ま

たは、「None」  
。  
お客様の値が正の数である場合、PC-DMIS は、その resource.dll 
ファイルから文字列を引き出します。 お客様の値が負の数である

場合、PC-DMIS は、その strings.dll ファイル (文字列表)から文字

列を引き出します。  
• "Extended Sheet Metal" – 「拡大された板金測定オプションを表

示」 チェック ボックスが セットアップ オプション ダイアログ ボ
ックス内で選択された場合、1 を返し、それ以外の場合には、0 を

返します。  
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• "LastHitMove(X)" – も 近の HIT /BASIC、または、

MOVE/POINT コマンドの X 値を返します。 これが作動するには、

PC-DMIS が DCC モードになければなりません。  
• "LastHitMove(Y)" – も 近の HIT /BASIC、または、

MOVE/POINT コマンドの Y 値を返します。 これが作動するには、

PC-DMIS が DCC モードになければなりません。  
• "LastHitMove(Z)" – も 近の HIT /BASIC、または、

MOVE/POINT コマンドの Z 値を返します。 これが作動するには、

PC-DMIS が DCC モードになければなりません。  

PC-DMIS を手動モードと DCC モードのどちらに置くか、決めるには、GETSETTING 関

数を用いた、以下の例を参考にして下さい:  

例:  
ASSIGN/DCCMODEVAR = GETSETTING("DCC Mode")  
は、PC-DMIS が DCC モードにある場合、変数 DCCMODEVAR に値 1 を与えますが、それ以外

の場合には、0 を与えます。  
ASSIGN/MANMODEVAR = GETSETTING("Manual Mode")  
PC-DMIS が手動モードにある場合、変数 MANMODEVAR に値 1 を与えますが、それ以外の場

合には、0 を与えます。  

その時点での作業平面を決めるには、以下の例を参考にして下さい:  

例:  
ASSIGN/WORKPLANE_ID = GETSETTING("Current Workplane")  
は、変数 WORKPLANE_ID に、その時点での作業平面(ZPLUS、ZMINUS、等)の文字列値を与え

ます。  
ASSIGN/WORKPLANE_VALUE = GETSETTING("Workplane Value")  
は、変数 WORKPLANE_VALUE に、作業平面を表わす数値を与えます。 作業平面は、それらと

関連の以下の値を持ちます: ZPLUS = 0、ZMINUS = 3、XPLUS = 1、XMINUS = 4、YPLUS = 
2、または、YMINUS = 5.  

GETTEXT 

GETTEXT  特定されたデータ フィールドから、その時点でのテキストを返します: 
GETTEXT(<String or Integer>, <Integer>, <Pointer>)  

この関数には、3 つのフィールドがあります。  

初のフィールド—データ フィールドの番号、あるいは、内容説明  
初のフィールドは、文字列（データ フィールドの内容説明）か、データ フィールドの番

号のいずれかです。  

これらの値を得るには:  

1.         PC-DMIS をコマンド モードにして下さい。 編集ウィンドウ上のどこでも右

クリックして下さい。 ショートカット メニューが現れます。  
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2.         ショートカット メニューから、 ポップアップ表示の変更 を選択し、それか

ら データタイプ情報 を選択して下さい。  

3.         編集ウィンドウ内で、データ フィールド上にマウスを位置付けて下さい。 
そのデータ項目のタイプの内容説明、タイプ番号、及び、タイプ インデックスが表

示されます。  

注記: 異なる言語では、タイプの内容説明が異なる可能性があるので、その時点での言語ではな

い言語の、パーツプログラムを使用する場合には、タイプ番号を使用して下さい。  

第二フィールド—タイプ インデックス  
第二フィールドは、タイプ インデックスです。 このフィールドは、通常ゼロです。 この

フィールドの正しい値は、 初のフィールドと同じ要領で、得ることが可能です。  

第三フィールド—コマンド ポインター  
第三フィールドは、コマンド ポインターです。 これは、テキストの入手先であるフィール

ドにあるコマンドを指します。 このフィールドは、コマンド ポインター表記 (つまり、

{F15})か、または、この例に表示されているように、GetCommand 式を使用して、特定す

ることができます。  

例:  
ASSIGN/V1 = GETTEXT("Best Fit Math Type", 0, {F15})  
このコマンドは、フィーチャーF15 の 適数学タイプ トグルのその時点での値を V1 に割り当て

ます。  
ASSIGN/V2 = GETCOMMAND("Comment", "TOP", 1)  
ASSIGN/V3 = GETTEXT("Comment Type", 1, V2)  
V2 には、パーツプログラムの冒頭から 初のコメントへ向けたポインターが割り当てられま

す。  
 V3 には、コメント タイプ トグル フィールドの値が割り当てられます。  パーツプログラム内の

初のコメントが、オペレーターに対して表示されるコメントである場合、V3 の値は、文字列

「OPER」になります。  

コマンドへ向けたポインターの設定に関する情報については「 ポインター関数 」を参照し

て下さい。   

INDEX  

INDEX   サブ文字列の位置 :  INDEX(<String>, <String>)    
初の文字列内にある、第二文字列の所在位置を返します。 文字列の第一文字は 1 です。 

ゼロの戻り値は、その文字列内にサブ文字列が見つからないことを示しています。  

LEFT  

LEFT   文字列の左側 n 個の文字:  LEFT(<String>, <String>)    
初の式で指定された第二の式において特定された、 も左側にある、n 個の文字からな

る文字列を返します。 第一の式は文字列型に強制変換され、第二文字列は整数型に強制

変換されます。  

LEN  
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LEN   文字列の長さ:  LEN(<String>)  
文字列にある文字数を返します。  

LOWERCASE  

LOWERCASE   小文字の文字列を作ります:  LOWERCASE(<String>)  

小文字の文字列を返します。  

MID  

MID  文字列の中央 n 個の文字:  MID(<String>, <Integer>, <Optional Integer>) 第一パラメ

ータで指定された、文字列にある文字で構成されたサブ文字列を返します。 その開始位

置は第二パラメータによって指定され、その n 個の文字数の長さは、第三パラメータによ

って指定されます。 第三パラメータが存在しない場合、文字列の残りの部分が返されま

す。  

ORD  

ORD   序数変換:  ORD(<String>)    
文字列の第一文字の整数 ASCII 値を返します。 (0-255)。  

RIGHT  

RIGHT   文字列の右側 n 個の文字:  RIGHT(<String>, <Integer>)  
文字列のある整数で特定された、 も左側にある、n 個の文字からなる文字列を返します。  

SYSTEMDATE  

SYSTEMDATE   システムの日付:  SYSTEMDATE(<Date Format String>)  

その時点での日付の詳細が記入された、日付フォーマットの文字列を返します。 例えば、

現在の日付が 1999 年 3 月 15 日の場合、コマンド SYSTEMDATE("MM’/’dd’/’yy") 
は、文字列「03/15/99」を返します。  

日付の文字列を作るためには、以下の文字列要素を使用して下さい。 要素は、以下の表

示と同じ文字格でなければなりません（mm のかわりに MM）。 日付フォーマットの文字

列要素の合間にある日付以外の活字（スペースのような）は、入力文字列と同一の位置に

ある、出力文字列内に表示されます。 単一引用符によって範囲設定された、入力文字列

内の文字は、単一引用符にない出力文字列と同一の位置に表示されます。  

d -  月の内の何日かを数字で表示。 一桁の日付には、先行するゼロ表示な

し。  

dd – 月の内の何日かを数字で表示。 一桁の日付では、ゼロが先行する。  

ddd – 週の内の何曜日かを 3 文字で省略表示。  
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dddd – 週のうちの、その時点での曜日をフル ネームで表示。  

M – 何月かを数字で表示、一桁の月には、先行するゼロなし。  

M – 何月かを数字で表示、一桁の月では、ゼロが先行する。  

MMM – 月名を、3 文字で省略表示。  

MMMM – 何月かを、フル ネームで表示。  

y – 何年かを数字で表示、一桁の年には、先行するゼロなし。  

yy – 何年かを数字で表示、一桁の年では、ゼロが先行する。  

yyyy – 年を、4 桁で表示。  

SYSTEMTIME  

SYSTEMTIME   書式整形された、システムの時間: SYSTEMTIME(<Time Format String>)  

その時点での時間の詳細が記入された、時間フォーマットの文字列を返します。 例えば、

コマンド SYSTEMTIME("hh:mm:ss tt")は、現在の時間が 11:29:40 PM である場合、文字

列「11:29:40 PM」と返します。  

時間の文字列を作るためには、以下の文字列要素を使用して下さい。 要素は、以下の表

示と同じ文字格でなければなりません（TT のかわりに tt）。 時間フォーマットの文字列

要素の合間にある時間以外の活字（スペースのような）は、入力文字列と同一の位置にあ

る、出力文字列内に表示されます。 単一引用符によって範囲設定された、入力文字列内

の文字は、単一引用符にない出力文字列と同一の位置に表示されます。  

h -  一桁の時間には、先行するゼロ表示なし; 12-時間時計  

hh – 一桁の時間には、ゼロが先行表示; 12-時間時計  

H – 一桁の時間には、先行するゼロ表示なし; 24-時間時計  

HH – 一桁の時間には、ゼロが先行表示; 24-時間時計  

m – 一桁の分には、先行するゼロ表示なし。  

mm – 一桁の分では、ゼロが先行表示される。  

s – 一桁の秒には、先行するゼロ表示なし。  

ss – 一桁の秒では、ゼロが先行表示される。  
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t – A や P のような、一文字の時間表示文字列  

tt – AM や PM のような、複数文字の時間表示文字列  

SYSTIME  

SYSTIME   システムの時間:  SYSTIME()     
その時点でのシステムの時間を持つ、文字列を返します。 この関数は、上記で説明され

た SYSTEMTIME とは異なります。 それは、年に続いて、日付、曜日、時間を自動的に

返します。 例:  「Fri May 02 13:50:21 1997」  

注記: その時点でのシステム時間を表示している、返された文字列は、その地方の時間帯に調整

されています。  

UPPERCASE  

UPPERCASE   大文字の文字列を作成:  UPPE RCASE(<String>)  

大文字の文字列を返します。  

数学関数  

ABS  

ABS   絶対値:  ABS(<Double>)    
入力の絶対値を返します。  

EXP  

EXP   指数関数:  EXP(<Double>)    
式の指数関数を返します。  

LOG  

LOG   10 底対数関数:  LOG(<Double>)    
式の 10 底対数関数を返します。  

LN  

LN    自然対数関数:  LN(<Double>)    
式の自然対数関数を返します。.  

ROUND  

ROUND   四捨五入:  ROUND(<Double>)    
入力内容を も近い整数に四捨五入して返します。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 式および変数の使用  *  1649 

SQRT  

SQRT   平方根:  SQRT(<Double>)    
入力内容の平方根を返します。  

三角法関数  

重要事項: 各々の三角法関数は、デフォルトによって、ラジアンを取り、ラジアンを返します。 
度の値がご希望の場合には、下記に記述のある、RAD2DEG 関数を用いて下さい。  

ACOS  

ACOS   余弦逆関数:  ACOS(<Double>)    
式の余弦逆関数を返します。 例えば、 ACOS(5.0)は、0 を返します。 一般

に、 ACOS(<expression>) は、式の値の余弦逆関数を返します。  

ASIN  

ASIN    正弦逆関数:  ASIN(<Double>)    
入力内容の正弦逆関数を返します。  

ATAN  

ATAN   正接逆関数:  ATAN(<Double>)    
入力内容の正接逆関数を返します。  

COS  

COS    余弦:  COS(<Double>)    
入力内容の余弦を返します。  

DEG2RAD  

DEG2RAD    度をラジアンに変換:  DEG2RAD(<Double>)    
入力内容を 360 で割り、2 p で掛けて返します。 度をラジアンに変換します。  

RAD2DEG  

RAD2DEG    ラジアンを度に変換:  RAD2DEG(<Double>)  
入力内容を 360 で掛け、2 p で割って返します。 ラジアンを度に変換します。  

SIN  

SIN   正弦:  SIN(<Double> )    
入力内容の正弦を返します。  
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TAN  

TAN   正接:  TAN(<Double>)    
入力内容の正接を返します。  

注記: 入力内容が範囲外である関数は、(言い換えれば、ACOS, ASIN, LOG, LN, SQRT 等では、

コンピューターのクラッシュの原因になります) 0 を返します。  

 

ポイント関数  

ANGLEBETWEEN  

ANGLEBETWEEN   2 ベクトル間角度:  ANGLEBETWEEN( <Point>, <Point>)  
2 つのベクトル間の角度を、度を単位として返します。  

CROSS  

CROSS   クロス積:  CROSS(<Point>, <Point>)  
戻り値は、ポイント型であり、第一と第二の 式 のベクトル積です。  

DELTA  

DELTA   ベクトル オフセット :  DELTA (<Point>, <Point>, <Double>)  
当関数は、 初の式 (ポイント) を取り、そして、2 番目の式 (ベクトル) の方

向に新規のポイントを、3 番目の式のオフセットにおいて、計算します。 例
えば、 DELTA(MPOINT(0,0,0), MPOINT(1,0,0), 10) は、ポイント 10,0,0 を返します。  

DOT  

DOT   点乗積:  DOT(<Point>, <Point>)  
2 つのポイント(ベクトル)の点乗積を返します。  

UNIT  

UNIT :  単位ベクトル:  UNIT(<Point>)  
その長さによって割けられた、ポイントを返します。 例えば、 
UNIT(MPOINT(0,0,0)) は、ポイント 0,0,1 を返します。  
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ポインター関数  

DIST2D  

DIST2D:   2 次元距離: DIST2D(<FEAT1>, <FEAT2>, <FEAT3>)  
フィーチャー1 とフィーチャー2 の間の、2 次元の距離を、それらをフィーチ

ャー3 上に投影して算出します。  

DIST3D  

DIST3D:   3 次元距離: DIST3D(<FEAT1>, <FEAT2>)  
フィーチャー1 とフィーチャー2 の間の、3 次元の距離を算出します。  

GETCOMMAND  

GETCOMMAND:   パラメータによって特定されたコマンドに、ポインターを与

えます:  GETCOMMAND(<Integer or String>, <String>, <Integer>  

第一パラメータ—コマンド情報フィールド  

第一パラメータは、コマンド情報フィールドです。 これは、サーチの対象となるコマン

ドのタイプを指定します。 以下を渡すことが可能です:  

• コマンド内容説明の文字列  
• コマンド タイプの番号  
• 独自番号識別子  

コマンドの独自の ID が渡される場合、その他の引数は必要ありません。  

コマンド内容説明の文字列、コマンドタイプ番号、及び、コマンドの独自番号識別子を入

手するには:  

• 編集ウィンドウ上を右クリックして下さい。  
• ポップアップ表示の変更 | コマンド情報 を選択して下さい (PC-

DMIS は、コマンド モードでなければなりません)。  
• ご希望のコマンド上に、マウスを位置付けて下さい。 当コマンド

の内容説明の文字列、コマンドタイプ番号、及び、ストリングの独

自番号識別子が、ポップアップに表示されます。  

第二パラメータ—サーチの指示  

第二パラメータでは、サーチの指示が行われます。 正当な値は、以下の通りです:  

値  内容  
UP  この値は、サーチが、その時点
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でのコマンドから開始され、上

方に向けて進むことを意味しま

す。  
DOWN  この値は、サーチが、その時点

でのコマンドから開始され、下

方に向けて進むことを意味しま

す。  
TOP  この値は、サーチが、パーツプ

ログラムの冒頭から開始され、

下方に向けて進むことを意味し

ます。  
BOTTOM  この値は、サーチが、パーツプ

ログラムの 後のオブジェクト

から開始され、上方に向けて進

むことを意味します。  

第三パラメータ – どの事例を検索するか  

第三パラメータは、コマンドのどの事例が検索されるべきか、を指示します。  

例:  パーツプログラムに、Set/Active 先端チップの 4 個の事例があり、 上部から 2 番目の事例

にポインターを得たい場合、ここで示されているとおり、「 2 」が第三パラメータとして渡さ

れ、「 TOP 」が第二パラメータとして渡されます。  
   
ASSIGN/V1 = GETCOMMAND("Set Active Tip", "TOP", 2)  

The GETCOMMAND 関数は、 can be used to supply the third parameter to 
the GETTEXT 文字列関数に、第三パラメータを与えるために使用する

ことができます。 GETTEXT に関する情報については、「 文字列関

数 」を参照して下さい。  

LEN  

LEN:  ポインターのループ回数カウント: LEN(<POINTER>)  
ポインターがループを行った回数を返します。 例えば、フィーチャーCIR1
が、10 回反復するループ内にある場合、CIR1 のこれまでの測定回数を、以

下のような ASSIGN ステートメントを用いて、変数内に保存することが可能

です: ASSIGN/V1=LEN({CIR1})  

 

配列関数  

ARRAY  
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ARRAY:   配列作成:  ARRAY(<EXPRESSION1>, <EXPRESSION2>, 
<EXPRESSION3>, …)  
式パラメータによって示された、配列 要素 を持つ、配列を作成します。 配
列 要素 は、ベース指数 1 で番号付けられています。  

EQUAL  

EQUAL:   要素ごとの配列比較:  EQUAL(<ARRAY>, <ARRAY >)  
2 つの配列を 要素ごとに 比較し、それらが同一の 要素 を持つか否か決めま

す。 2 つの配列のサイズが同じでない場合、または、一方の配列の 要素 が
もう一方の配列の対応する要素と一致しない場合、その関数は 0 を返します。 
それ以外の場合には、その関数は 1 を返します。  

LEN  

LEN:  配列要素の総数: LEN(<ARRAY>)  
配列内の 要素 の数を返します。  

MAX  

MAX: 大配列要素: MAX(<ARRAY>)  
配列内の 大要素を返します。 配列内の項目は、数値的に、または、アルフ

ァベット順で比較されます。  

MIN  

MIN:  小配列要素: MIN(<ARRAY>)  
配列内の 小要素を返します。 配列内の項目は、数値的に、または、アルフ

ァベット順で比較されます。  

 

その他の関数  

ARCSEGMENTENDINDEX  

ARCSEGMENTENDINDEX:   これは、スキャン内の、特定の弓形の終了点のイ

ンデックス番号を返します:  ARC SEGMENTENDINDEX(<ID>, 
<index>,<tol1>,<tol2>)  

<ID> – 初のパラメータは、スキャン ID の文字列値であり、この関数は、円

弧の終了点のインデックス番号をここから引き出します。 これは、引用符内

の ID であるか、または、文字列型に強制されると、スキャンの ID を表示す

る式、のどちらかでありえます。  
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<index> – 第二パラメータは、終了点番号を得る、円弧のインデックス番号で

す。 これは、ひとつに基づいた値です。 例えば、スキャン内の 3 番目の円

弧の終了点番号を得たい場合、円弧インデックス番号は 3 になります。  

<tol1>   – 第三パラメータは、一般フィーチャー公差です。 これは、スキャン

情報を、線や円弧に分割するために用いられる、 大フォーム エラーです。  

<tol2>   – 第四パラメータは、絞込み公差です。 一般に、このより狭い公差は、

弓形のフォーム エラーがこの公差以内になるまで、フィーチャーの両端から

ポイントを落すために使用されます。  

いったん、円弧の開始インデックスと終了インデックスが得られると、分離した

円弧フィーチャーを組み立てるために、組み立てられたフィーチャー内でこ

れらの点を使用することができます。 類似の例については、「 スキャンか

ら作成された直線フィーチャーの例 」を参照して下さい。  

ARCSEGMENTSTARTINDEX  

ARCSEGMENTSTARTINDEX: これは、スキャン内の、特定の弓形の開始点のイ

ンデックス番号を返します: ARC SEGMENTSTARTINDEX(<ID>, 
<index>,<tol1>,<tol2>)  

<ID> – 初のパラメータは、スキャン ID の文字列値であり、この関数は、円

弧の開始点のインデックス番号をここから引き出します。 これは、引用符内

の ID であるか、または、文字列型に強制されると、スキャンの ID を表示す

る式、のどちらかでありえます。  

<index> – 第二パラメータは、開始点番号を得る、円弧のインデックス番号で

す。 これは、ひとつに基づいた値です。 例えば、スキャン内の 3 番目の円

弧の開始点番号を得たい場合、円弧インデックス番号は 3 になります。  

<tol1> – 第三パラメータは、一般フィーチャー公差です。 これは、スキャン情

報を、線や円弧に分割するために用いられる、 大フォーム エラーです。  

<tol2> – 第四パラメータは、絞込み公差です。 一般に、このより狭い公差は、

弓形のフォーム エラーがこの公差以内になるまで、フィーチャーの両端から

ポイントを落すために使用されます。  

2 つの追加のパラメータがあり、それらは、スキャン内の識別された弓形が許容

可能か否かをコントロールします。 これらは、 PC-DMIS 設定エディタ を用

いてのみ変更できます。 その半径が MinimumArcSegmentRadiusInMM 以下である弓

形はすべて拒否されます。 このパラメータのデフォルト設定値は 2 mm です。 
同様に、その半径が MaximumArcSegmentRadiusInMM 以上である弓形はすべて拒否さ
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れます。 このパラメータのデフォルト設定値は 2000 mm (この値の変更は不

必要であるべきです)。  

いったん、円弧の開始インデックスと終了インデックスが得られると、分離した

円弧フィーチャーを組み立てるために、組み立てられたフィーチャー内でこ

れらの点を使用することができます。 類似の例については、「 スキャンか

ら作成された直線フィーチャーの例 」を参照して下さい。  

EOF、及び、EOL  

EOF 、及び、 EOL: これらの関数に関する情報については、「 ファイル入力 / 
出力の使用 」の項にある「 ファイルの終端、または、ラインの終端をチェ

ック 」 を参照して下さい 。  

FUNCTION  

FUNCTION : 関数を作成 : FUNCTION((<PARAM1>, <PARAM2>…), <EXPRESSION>)  
パラメータ一覧に表示されたパラメータ数を取り、それらを式に置き換える、関数を作成

します。  

1. FUNCTION キーワードを使用時の、 初の項目は、パラメータ一

覧です。  
2. この一覧は、コンマによって区切られた、パラメータ名で構成され

ています。  
3. パラメータ一覧はまた、丸かっこによって囲まれています。  
4. 第二項目は、式です。  
5. 式には、パラメータ名があり、それらのパラメータは、関数が呼ば

れた時、置き換えられます。  

この例については、「 包括的関数の例 」の項目を参照して下さい。  

IF  

IF:  条件的式評価:  IF(<EXPRESSION1>, <EXPRESSION2>, <EXPRESSION3>)  

式 1 の評価が真(ゼロ以外)の場合、この関数は式 2 の値を返します; それ以外の

場合には、この関数は式３の値を返します。  

ISIOCHANNELSET  

ISIOCHANNELSET: この式は 2 つのパラメータを取ります。 初のパラメータ

は、どの I/O チャネルがチェックされるかを指示します (利用可能な数字の範

囲は、使用される測定機に基づいて決められます)。 第二パラメータは、当

ソフトウェアがマスター、または、スレーブ測定機を検査する d か否かを決
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めます。 第二パラメータが 1 (一) に設定されている場合、それはスレーブ 
コントローラーを検査します。 第二パラメータが存在しない場合 (または、

ゼロに設定されている場合)、IO チャネルはマスター コントローラーを検査

します。 複数アーム モードでない場合には、マスター コントローラーのみ

が唯一のオプションとなります。  

注記: 先端チップ ID、プローブ ファイル名、または、チャネル番号など、無効

なタイプのプローブ データが与えられると、その式は 0 と評価します。  

例:  

ASSIGN/V4 = ISIOCHANNELSET(3, 0)  チャネルが設定さ

れている場合、V4 
の値は 1 であり(真
と評価)、それ以外

の場合には、その

値は 0 です(偽と評

価)。  

LINESEGMENTENDINDEX  

LINESEGMENTENDINDEX: これは、スキャン内の、特定の線分の終了点のイン

デックス番号を返します: ARC SEGMENTSTARTINDEX(<ID>, 
<index>,<tol1>,<tol2>).  

<ID> – 初のパラメータは、スキャン ID の文字列値であり、この関数は、線

分の終了点のインデックス番号をここから引き出します。 これは、引用符内

の ID であるか、または、文字列型に強制されると、スキャンの ID を表示す

る式、のどちらかでありえます。  

<index> – 第二パラメータは、終了点番号を得る、その線分のインデックス番

号です。 これは、ひとつに基づいた値です。 例えば、スキャン内の 3 番目

の直線の終了点番号を得たい場合、線分インデックス番号は 3 になります。  

<tol1> – 第三パラメータは、一般フィーチャー公差です。 これは、スキャン情

報を、線や円弧に分割するために用いられる、 大フォーム エラーです。  

<tol2> – 第四パラメータは、絞込み公差です。 一般に、このより狭い公差は、

弓形のフォーム エラーがこの公差以内になるまで、フィーチャーの両端から

ポイントを落すために使用されます。  

いったん、線分の開始インデックスと終了インデックスが得られると、分離した

直線フィーチャーを組み立てるために、組み立てられたフィーチャー内でこ
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れらの点を使用することができます。 この例については、「 スキャンから

作成された直線フィーチャーの例 」を参照して下さい。  

 

LINESEGMENTSTARTINDEX  

LINESEGMENTSTARTINDEX: これは、スキャン内の、特定の線分の開始点の

インデックス番号を返します: ARC SEGMENTSTARTINDEX(<ID>, 
<index>,<tol1>,<tol2>).  

<ID> – 初のパラメータは、スキャン ID の文字列値であり、この関数は、線

分の開始点のインデックス番号をここから引き出します。 これは、引用符内

の ID であるか、または、文字列型に強制されると、スキャンの ID を表示す

る式、のどちらかでありえます。  

<index> – 第二パラメータは、開始点番号を得る、その線分のインデックス番

号です。 これは、ひとつに基づいた値です。 例えば、スキャン内の 3 番目

の直線の開始点番号を得たい場合、線分インデックス番号は 3 になります。  

<tol1> – 第三パラメータは、一般フィーチャー公差です。 これは、スキャン情

報を、線や円弧に分割するために用いられる、 大フォーム エラーです。  

<tol2> – 第四パラメータは、絞込み公差です。 一般に、このより狭い公差は、

弓形のフォーム エラーがこの公差以内になるまで、フィーチャーの両端から

ポイントを落すために使用されます。  

追加のパラメータがあり、それは、スキャン内の識別された線分が許容可能か否

かをコントロールします。 これは、PC-DMIS 設定エディタを用いてのみ変

更できます。 その長さが、 MinimumLineSegmentLengthInMM 以下である線

分はすべて拒否されます。 このパラメータのデフォルト設定値は 2 mm です。  

いったん、線分の開始インデックスと終了インデックスが得られると、分離した

直線フィーチャーを組み立てるために、組み立てられたフィーチャー内でこ

れらの点を使用することができます。 この例については、「 スキャンから

作成された直線フィーチャーの例 」を参照して下さい。  

 

PROBEDATA  
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PROBEDATA:   その時点での、あるいは、指定されたプローブについてのデー

タを返します :  PROBEDATA(<OPTPROBEDATATYPE>, <OPTTIPID>, 
<OPTPROBEFILENAME>)  

この関数は、 大 3 個までのオプションを随意に選択することが可能です。 パ
ラメータ間にコンマを置くだけで、複数のパラメータを使用することができ

ます。 空のパラメータ間のコンマは必要ありません。 例えば、その時点で

のプローブの直径を知るためには、単に ASSIGN/V1 = PROBEDATA("DIAM") を使用し

て下さい。  

OPTPROBEDATATYPE:   その式が、何のプローブ データを返すべきか指定す

る、選択可能なパラメータ。 このパラメータが存在しない場合、その時点で

の先端チップ ID が返されます。 このパラメータは、文字列型です。 有効な

文字列式を評価する、式すべては、 初の式スロット内に配置することがで

きます。 初のパラメータ用の、有効な文字列 式 (大文字と小文字の区別を

行わず) には、以下のものを含みます。 これらは文字列式であり、ダブル引

用符内に置かれるべきです:  

" Offset " – 測定された先端チップの X、Y、Z オフセット。 ポイント型を

返します。  

" Vector " – 先端チップのベクトル。 ポイント型を返します。  

" A " - A 角度の先端チップ。 ダブル型を返します。  

" B " – B 角度の先端チップ。 ダブル型を返します。  

" Diam(eter) " –  測定された先端チップの直径。 初の 4 文字「Diam」

が 低必要とされますが、 大フル ネームになるまでの文字を加える

ことが可能です。 ダブル型を返します。  

" Thick(ness) " – 測定された先端チップの厚さ。 初の 5 文字「Thick」
が 低必要とされますが、 大フル ネームになるまでの文字を加える

ことが可能です。 ダブル型を返します。  

" Date " – 先端チップが 後に校正された日付。 文字列型を返します。  

"Time " – 先端チップが 後に校正された時間。 文字列型を返します。  

" ID " – 先端チップ ID。 デフォルトのパラメータ。 文字列型を返します。  

"PrbRdv" – プローブ半径偏差。 ダブル型を返します。  
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" Standarddeviation " – プローブの標準偏差。 ダブル型を返します。  

" C " -   CW43 照明プローブ ヘッドの C 角度。 整数型を返します。  

注記: 「 Offset 」、「 Diameter 」、または、「 Thickness 」の前に

「 T 」を付け加えると、理論値が返されます (つまり、TOFFSET、
TDIAMETER、及び、TTHICKNESS)。  

OPTTIPID: この随意のパラメータは、 初の式で指定されたプローブのデータ

を得る時に、使用する先端チップを特定します。 特定されない場合、その時

点での先端チップ ID が使用されます。 このパラメータは、文字列型である

べきです。  

OPTPROBEFILENAME: この随意のパラメータは、プローブのデータを得る時

に、使用するプローブのファイル名を特定します。 特定されない場合、その

時点でのプローブ ファイルが使用されます。  

例:  

ASSIGN/V1 = PROBEDATA()  V1 は、その時点での

先端チップ ID に設定

されます (つまり、

「T1A0B0」) 
ASSIGN/V2 = PROBEDATA("TOFFSET", 
"T1A45B0")  

V2 は、先端チップ is 
set to the theoretical 
probe offset for the tip 
T1A45B0 の、理論的

プローブ オフセット

に設定されます。
ASSIGN/V3 = PROBEDATA("Date", 
"T1A90B90", "MYPROB")  

V3 は、プローブ フ
ァイル MYPROB の

先端チップ

T1A90B90 が、 後

に校正された日付を

表示する文字列に設

定されています。  

TUTORELEMENT  

TUTORELEMENT: Tutor 変換機に加え, PC-DMIS バージョン 3.5 以降は、新規の固有

TutorElement 関数に対応しています。 この関数は、数か文字列のいずれかの引数をひと

つ取ります(文字列は、フィーチャーの ID です)。  

この関数は、 ストラクチャー というタイプの変数と共に機能します。 ストラクチャーと

サブ要素に関する説明については「 ストラクチャー 」を参照して下さい。  
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例:  

ASSIGN/E = TUTORELEMENT(1)  単一の Tutor Element 
ストラクチャーを作

成します。  
ASSIGN/WM = TUTORELEMENT(n)  1 以上のどのような

数でも、その数に応

じて、 n 個の Tutor 
Element ストラクチ

ャーの配列を作成し

ます。  
ASSIGN/CIR1E = TUTORELEMENT("CIR1")  フィーチャー CIR1 

からのデータを Tutor 
Element ストラクチ

ャー内に、コピーし

ます。  

 

TutorElement ストラクチャーは現在、以下のサブ要素を持ちます:  

サブ要素  内容  
ID  フィーチャーID の文字列  
タイプ  整数(FTYPE)  
X、Y、Z  X、Y、及び、Z 座標値  
PR  極半径  
PA  極角  
CX  I  
CY  J  
CZ  K  
DM  直径 1  
DM2  直径 2  
DS  原点からの距離  
A  角度  
AXY  XY 平面での角度  
AYZ  YZ 平面での角度  
AZX  ZX 平面での角度  
F  フォーム エラー  
SDEV  標準偏差  
TP  正規位置  

QUALTOOLDATA  

QUALTOOLDATA: この関数は、その時点での、または、特定のキャリブレーション ツー

ルに関するデータを返します。 それは、この構文を持ちます:  

QUALTOOLDATA(<TOOLINFO>, <TOOLID>, <FACENUMBER>)  
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この関数は、 大 3 個までのオプションを随意に選択することが可能です。 何かのデー

タを返すには、少なくともひとつのパラメータが必要です:  

初のパラメータ <TOOLINFO> は 文字列 であり、キャリブレーション 
ツールに関する、返す情報のタイプを指定します。 このパラメータを

渡さない場合、この関数は、その時点での、または、特定のキャリブレ

ーション ツール名を返します。  

·          " DIAM " – これは、ツールの直径を、ダブル値として返します。  

·          " ID " – これは、ツールの名称を、文字列値として返します。  

·          " LENGTH " – これは、「DIAM」と同じように機能します。 これはまた、

ツールの直径を、ダブル値として返します。  

·          " OVERRIDEIJK " – これは、サーチ優先 IJK ベクトルをポイント値とし

て返します。  

·          " POLYDIAM " – これは、指定された多面体表面の直径を、ダブル値と

して返します。  

·          " POLYIJK " – これは、指定された多面体表面の IJK ベクトルを、ポイ

ント値として返します。  

·          " POLYXYZ " – これは、指定された多面体表面の XYZ の中心点を、ポ

イント値として返します。  

·          " SHANKIJK " – これは、シャンクの IJK ベクトルを、ポイント値とし

て返します。  

·          " TYPE " – これは、ツールのタイプを整数値として返します (球には 0、
スレーブ球には 1、多面体には 2、スレーブ多面体には 3)。  

·          " WIDTH " – このパラメータは、もはや使用されておりません。  

·          " XYZ " – これは、ツールの XYZ 位置をポイント値として返します。  

 

第二のパラメータ <TOOLID> は 文字列 であり、ユーザーが情報を要求し

ている、キャリブレーション ツールの名称を特定します。 このパラメ

ータを渡さない場合、PC-DMIS は、その時点でのキャリブレーション 
ツールの情報が要求されている、と推測します。 当文字列は、大文字

と小文字の区別をしません。  
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第三のパラメータ <FACENUMBER> は、多面体キャリブレーション ツー

ルと共に使用される時、及び、 第一のパラメータが「POLYXYZ」、

「POLYIJK」、または、「POLYDIAM」である場合にのみ必要です。 
これは、データ入手のために使用する多面体ツールの表面を特定する、

整数値です。  

例:  

ASSIGN/VDIAM = 
QUALTOOLDATA("DIAM","SPHERE_1_IN")  

変数 VDIAM に、ツー

ル SPHERE_1_IN の

直径を与えます。  
ASSIGN/VID = QUALTOOLDATA("ID")  変数 VID に、その時

点でのツール名を与

えます。  
ASSIGN/VTYPE = QUALTOOLDATA("TYPE")  変数 VTYPE に、そ

の時点でのツールの

タイプを与えます。 
ASSIGN/VPOLYDIAM = 
QUALTOOLDATA("POLYDIAM","POLYTEST",3)  

変数 VPOLYDIAM 
に、多面体ツール 
POLYTEST の表面 3
の直径を与えます。 

 

関数の例  

下記は、いくつかの異なる関数の例であり、これらは、お客様ご自身の関数を作成し使用する時

に役に立ちます:  

1. 包括的関数の例  
2. 変数として渡された関数の例  
3. 複数のパラメータを用いた関数の例  
4. 他の関数を作る関数の例  
5. 配列の要素としての関数の例  
6. 再帰的に定義される関数の例  

包括的関数の例  

 

Assign/MYFUNC = 
FUNCTION((X,Y,Z), X*3 + Y*2 + 
Z)  

ユーザーに定義された関数を作

成し、それを変数 MYFUNC に

割り当てます。 その関数は、3
種のパラメータ、X、Y、及び、

Z を取ります。  
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X の値は、3 で掛けられます。 

Y の値は、2 で掛けられます。 

Z は、単に渡された値を持ちま

す。  

X + Y + Z の合計が返されま

す。  
Assign/V1 = MYFUNC(7,2,5)  関数 MYFUNC(7,2,5)内に渡さ

れたパラメータを評価すること

により、V1 に値 30 を割り当て

ます。 7 がそのパラメータであ

り、X が関数の定義の式部分で

発生するところで、それは置き

換えられます。 これにより、 
X*3 は 7*3、または、21 になり

ます。  

2 は Y が発生するところで置き

換えられ、これにより、Y*2 が 
2*2、または、4 になります。  

5 は Z が発生したところで置き

換えられます。  

その後、それらの値はすべて加

算され(21 + 4 + 5)、V1 に渡さ

れます。  

 

変数として渡された関数の例  

関数は、変数として渡されることが可能です。 以下の例は、上記の 包括的関数の例 で用いられ

たものを更に使用しています:  

Assign/NEWFUNC = MYFUNC  変数 NEWFUNC を変数 
MYFUNC と関数を持つように

設定します。  
Assign/V3 = NEWFUNC(12,2,3)  V3 を、関数(36 + 4 + 3)内の評

価された式からの値 43 を持つ

ように割り当てます。  

複数のパラメータを用いた関数の例  

関数は複数のパラメータを持つことができます:  
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Assign/ADDANDDOUBLE = 
FUNCTION((A,B), 2*(A+B))  

関数を作り、関数

ADDANDDOUBLE にそれを割

り当てます。 当関数は、2 つの

パラメータを取り、それらを加

え、その後、その結果を 2 倍に

倍増します。  
Assign/V2 = ADDANDDOUBLE(4, 5) V2 に値 18 を割り当てます。 

パラメータ 4 とパラメータ 5 
は、その関数の式部分で置き換

えられ、これにより、2*(4+5)と
なります。  

他の関数を作る関数の例  

関数は、他の関数を作ることができます。  

Assign/COMPOSE = FUNCTION((F, 
G), FUNCTION((X), G(F(X)) ))  

COMPOSE を、2 つの関数をパ

ラメータとして取る関数となる

よう割り当て、その 2 つの関数

を用いて、新しい関数を作成し

ます。  
Assign/ADD2 = FUNCTION((X), 
X+2)  

ADD2 を、渡されたパラメータ

に 2 を付け加える関数となるよ

うに割り当てます。  
Assign/ADD3 = FUNCTION((X), 
X+3)  

ADD3 を、渡されたパラメータ

に 3 を付け加える関数となるよ

うに割り当てます。  
Assign/ADD5 = COMPOSE(ADD2, 
ADD3)  

ADD5 を、関数 ADD2 と関数

ADD3 からなる関数として割り

当てます。  
Assign/V5 = ADD5(3)  V5 が V8 の値を持つよう割り当

てます。  

 

配列の要素としての関数の例  

関数は、配列の要素となることができます。  

Assign/ANARRAY = ARRAY(3, 
FACTORIAL, "Hello World", 
ADD5)  

ANARRAY を 4 要素の配列とな

るよう割り当てます : 数字 (3)、
関数 (FACTORIAL)、文字列、

("Hello World")、及び、関数 
(Add5)。  

Assign/V6 = ANARRAY[2](4)  ANARRAY の第二の要素は、関

数 FACTORIAL です。 パラメ

ータ 4 がこの関数に渡され、そ



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 式および変数の使用  *  1665 

の結果である 24 が V6 に割り

当てられます。  
Assign/V7 = 
ANARRAY[2](ANARRAY[4]  
(ANARRAY[1]))  

内側から外側へ: ANARRAY (3) 
の 初の要素が、4 番目の配列

要素である関数 (Add5)に渡され

ます。 その結果である 8 は、2
番目の配列要素である関数 
(FACTORIAL) に渡され、V7 に

割り当てられます。 V7 は、

40320 の値を受け取ります。  

 

再帰的に定義される関数の例  

関数は、再帰的に定義されたことが可能です (言い換えれば、関数がそれ自身を呼び出すよう、

定義することができます)。  

Assign/FACTORIAL = 
FUNCTION((X), IF(X<=1, 1, 
X*FACTORIAL(X-1))  

階乗と呼ばれる、ひとつのパラ

メータを取る関数を作成しま

す。 パラメータが、1 以下、ま

たは、1 に等しい場合、それ

は、1 と評価を出し、それ以外

の場合には、X を X-1 の階乗に

よって倍増した値と評価を出し

ます。  
Assign/V4 = FACTORIAL(5)  V4 が 120 (5*4*3*2*1)の値を持

つよう割り当てます。  

スキャン映像から作成された直線フィーチャーの例  

この項目では、PC-DMIS の式言語、特に、線分関数の使用方法の例について記述し、スキャン

内の線分の開始点、及び、終了点値をエクスポートし、さらに、組み立てられたフィーチャーか

ら引き出されたポイントを用いて、お客様ご自身の直線フィーチャーを作成する方法について述

べています。 この例と同様の原則を用いて、スキャンから円弧を作成することも可能です。  

お客様のパーツプログラムが、以下のように見える、SCN1 という名のスキャン フィーチャーを

持つとします:  

SCN1       =FEAT/SCAN,LINEAROPEN,SHOW HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES  

            EXEC MODE=RELEARN, NOMS MODE=FIND NOMS,CLEARPLANE=NO,SINGLE 
POINT=NO,THICKNESS=0  

            FINDNOMS=5,SELECTEDONLY=NO,USEBESTFIT=NO,PROBECOMP=YES,AVOIDANCE 
MOVE=NO,DISTANCE=0,CAD Compensation=NO  

            DIR1=VARIABLE,  
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            HITTYPE=VECTOR  

            INITVEC=0,-1,0  

            DIRVEC=1,0,0  

            CUTVEC=0,0,1  

            ENDVEC=0,-1,0  

            PLANEVEC=-1,0,0  

            POINT1=100,0,-5  

            POINT2=70,0,-5  

            MEAS/SCAN  

            BASICSCAN/LINE,SHOW HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES  

            <100,0,-5>,<70,0,-5>,CutVec=0,0,1,DirVec=1,0,0  

            InitVec=0,-1,0,EndVec=0,-1,0,THICKNESS=0  

            FILTER/NULLFILTER,  

            EXEC MODE=RELEARN  

            BOUNDARY/PLANE,<70,0,-5>,PlaneVec=-1,0,0,Crossings=2  

            HITTYPE/VECTOR  

            NOMS MODE=FINDNOMS,5  

            ENDSCAN  

 ENDMEAS/  

このスキャンから直線を作るには、LINESEGMENTSTARTINDEX 関数、及び、

LINESEGMENTENDINDEX 関数を用いて、以下のようなデータを引き出すことが必要です:  

           ASSIGN/LINESTARTINDEX = LINESEGMENTSTARTINDEX("SCN1", 1, 0.4,0.1)  

           ASSIGN/LINEENDINDEX = LINESEGMENTENDINDEX("SCN1", 1, 0.4, 0.1)  

これは、「SCN1」というスキャンに行くよう PC-DMIS に指示し、その 初の線分から、あら

かじめ定義された公差内にある、開始インデックス値と終了インデックス値を引き出すよう指示

します。 その後、それらのインデックス値を、LINESTARTINDEX 変数、及び、

LINEENDINDEX 変数に割り当てます。  

いったん線分の開始インデックス値と終了インデックス値が変数に割り当てられると、以下のよ

うに、それらの変数を、組み立てられた直線内で使用することが可能です。  

LIN4       =FEAT/LINE,RECT,UNBND  
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            THEO/100.225,0,-5.011,1,0,0  

            ACTL/100.225,-0.005,-5.011,1,-0.0000388,0  

            CONSTR/LINE,BF,2D,SCN1.HIT[LINESTARTINDEX..LINEENDINDEX],,  

            OUTLIER_REMOVAL/OFF,3  

            FILTER/OFF,WAVELENGTH=0  

上記の直線フィーチャーのハイライト表示されたコードにおいて、PC-DMIS が、スキャンから

引き出された、開始数と終了数を使用して当フィーチャーを作成することに注意して下さい: 
SCN1.HIT[LINESTARTINDEX..LINEENDINDEX]  

 

被演算子型強制  

いずれの型強制演算子を用いてでも、被演算子をその他のタイプに強制変換することができま

す:  

整数型強制  

INT(<Expression>) - 式の値を整数型に強制します。  

INT(4)  4 と評価  
INT(4.5)  4 と評価  
INT("Hello World")  0 と評価  
INT("2")  2 と評価  
INT("2.2")  2 と評価  
INT("3 Blind Mice")  3 と評価  
INT("The 3 Blind Mice")  0 と評価  
INT("3, 4,  5")  3 と評価  
INT(MPOINT(0, 0, 1))  原点からポイントへの距離を

評価として出します。 この場

合は、1。  
INT(MPOINT(3, 4, 5))  距離は 7.0711 と評価される

ので、この式は、7 と評価が

出ます。  

 

 

ダブル型強制  

DOUBLE(<Expression>) - 式の値をダブル型に強制します。  
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DOUBLE(4)  4.0 と評価  
DOUBLE(4.5)  4.5 と評価  
DOUBLE("文字列")  0.0 と評価  
DOUBLE("3.5")  3.5 と評価  
DOUBLE("3.5 インチ")  3.5 と評価  
DOUBLE("円の直径が 3.5 インチと測定さ

れる")  
0.0 と評価  

DOUBLE(MPOINT(0,0,1))  1.0 と評価  
DOUBLE(MPOINT(3,4,5))  7.0711 と評価  

 

文字列型変換  

STR(<Expression>) - 式の値を文字列型に強制変換します。  

STR(4)  4 と評価  
STR(4.5)  4.5 と評価  
STR("Hello World")  「Hello World」と評価  
STR(MPOINT(3,4,5))  「3, 4, 5」と評価  

 

ポイント型強制  

MPOINT(<Expression1>, <Expression2>, <Expression3>) - 各々の式をダブル型に強制した後で、 
式 の値を、ポイント型に強制します。  

MPOINT( 1, 1, 1)  ポイント 1.0,1.0,1.0 と評価 
MPOINT( 1.1, 1.1, 1.1)  ポイント 1.1, 1.1, 1.1 と評価 
MPOINT("1", "1", "1")  ポイント 1.0,1.0,1.0 と評価  
MPOINT( 3, 4.5, "5.6")  ポイント 3.0, 4.5, 5.6 と評価 
MPOINT( MPOINT(1, 0, 0), 
MPOINT(0,1,0), MPOINT(3,4,5) )  

1.0, 1.0, 7.0711 と評価  

 

 

被演算子型強制と混合型式  

式評価機は、変数を自動的に混合型 式 に強制変換します。 自動的型強制のために、式の結果が

予測と異なる場合、一部の場合には、型強制演算子を用いると、ご希望の結果が出るようになり

ます。 以下は、混合型 式 における、自動的な型強制の例です。  

"CIR" + 1  「CIR1」と評価  
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"2" + 2  4 と評価  
"The Value of 2+2 is " + 2 + 2  「2+2 の値は 22」と評価 ( 式

が左から右に評価されるため) 
"The Value of  2+2 is " + (2 + 2)  「2+2 の値は 4」と評価  
LINE1.XYZ > 2    原点から、LINE1 の重心への

距離が、2 以上である場合、1
と評価。  

LINE1.XYZ > LINE2.XYZ  原点から LINE1 の重心への距

離が、LINE2 の重心からの

LINE1 への距離より大きい場

合、1 と評価。  
LINE1.XYZ = LINE2.XYZ  LINE1 と LINE2 の重心が同じ

である場合、1 と評価 (この

場合、型強制は行われず)  
DOUBLE(LINE1.XYZ) = 
DOUBLE(LINE2.XYZ)  

二つの重心が、原点から同じ

距離にある場合、1 と評価。 
11% 3.1  2 と評価 (% は、整数と共に

作動するデザインされた、合

同式用演算子です。 それは、

不連続除数の余りを返しま

す。 11%3 = 2。)  
CIRCLE1.HIT [3.2].X   Circle1 の 3 番目のヒットの

測定された X 値と評価しま

す。 引数 3.2 は、自動的に、

整数値 3 に強制変換させられ

ます。  

ID 式  

PC-DMIS コマンドの多くは、フィーチャーID を パラメータとして用います。 例えば、組み立

てられるフィーチャーは、ID を用いて、どのフィーチャーが、組み立ての入力情報として使用

されるか、を指示します。 ID 式を用いると、ユーザーは、フィーチャーの特定の事例、類似の

名称を持つフィーチャーのグループ、サブルーチンへの呼び出し内のフィーチャーの事例、、ま

たは、外部パーツプログラム内のフィーチャーに参照することができます。  

フィーチャー配列の ID  

フィーチャーの特定の事例を参照する場合、または、フィーチャーの一連の事例

を参照する場合、フィーチャー配列 ID を用いて下さい。 例えば、フィーチ

ャー「Circle1」が、5 度実行された while ループ内にある場合、そのループ

を退出時には、その円の 5 つの事例が存在することになります。 「Circle1」
の 5 つの事例のうちの、個々の事例を参照する場合、「 フィーチャー配

列: 」下に記述された、フィーチャー配列シンタックスを使用して下さい。 
それを用いると、「Circle1[1]」が 初の事例を参照し、「Circle1[2]」が 2 番

目の事例を参照、等、となります。  
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一続きの事例を参照するには、 .. 表記を用いてください。 「Circle1[1..3]」は、

Circle1 の第 1 から第 3 の事例を参照します。 「Circle[3..5]」は、Circle1 の

第 3 から第 5 の事例を参照します。 「Circle[1..5]」は、Circle1 の第 1 から第

5 の事例を参照します。 一続きのフィーチャーが参照される場合、そのセッ

トは、組み立てられたセットとして扱われ、機能します。  

ID ワイルドカード  

類似の名称を持つ、一連のフィーチャーに参照するには、ID ワイルドカードを

使用して下さい。 ワイルドカードとして機能する 2 つの活字は、「 * 」、及

び、「 ? 」です。 (より詳しい情報については、「 CAD 表示の編集 」の項

にある「 メタキャラクターとの一致によりフィーチャー選択 」 を参照して

下さい 。)  

星印 ‘*’の活字は、どのような活字でも、0 個以上の事例を参照するために使

われます。 「CIR」という文字で始まる一連のフィーチャーすべてを参照す

るには、式 ID として「CIR*」を使用して下さい。 この構文は、

「CIRCLE1」、「CIRCLE2」、「CIR3」、または、「CIR」のような、

「CIR｣で始まる ID を持つフィーチャーすべてを含む、一連のフィーチャー

を作成します。  

注記: CIR3 がいくつかの実行を行った場合、 も 近の測定結果のみが使用されます。 異なる

測定結果の事例を使用するには、以下の式を使用して下さい: CIR?[1..3]  

疑問符 ‘?’ は、どのような活字でも、単一の事例を参照するために使われます。  

例: 「MY???1」という ID 式は、例えば、「MYCIR1」、「MYCON1」、「MYLIN1」、また

は、「MYFT21」のように、「MY｣で始まり「1」で終り、長さが 6 文字である、一連のフィー

チャーを作成します。  

サブルーチン、BASIC スクリプト、または、外部プログラム内のフ

ィーチャー用 ID  

サブルーチン は、その時点でのパーツプログラム内、または、外部パーツプロ

グラム内に位置することが可能です。 サブルーチンが、その呼び出しと同一

のプログラム内にある場合、 「 フィーチャーの配列: 」下で説明されている

フィーチャー配列 ID 構文を用いて、そのサブルーチン内に作成されたフィー

チャーの個々の事例を参照することが可能です。 しかし、サブルーチンが外

部パーツプログラム内に位置する場合、以下の構文を用いて、サブルーチン

内での作成フィーチャーを参照することができます:  "<Call Sub 
ID>:<FeatID>"。 例えば、「F1」という名のフィーチャーが、「CS1」ID と

共に Call Sub コマンドから呼び出される、外部サブルーチン内にある場合、 



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 式および変数の使用  *  1671 

ID の式「CS1:F1」をそのフィーチャーへの参照として使用することができ

ます。  

例: この例は、CS1.F1 という構文の使用を説明しているに過ぎず、実際の使用を意図するもの

ではありません。  

プログラム 1: PLUS1.PRG  

SUBROUTINE/PLUS1, A1 = 0, A2 = 0, A3 = 0  
F1 =FEAT/POINT,RECT  
THEO /A1+1,A2+1,A3+1,0,0,1  
ACTL/3,1,1,0,0,1  
MEAS/POINT,1  
HIT /BASIC,A1+1,A2+1,A3+1,0,0,1,0,0,0  
ENDMEAS/  
ENDSUB/  

プログラム 2: TEST.PRG  

CS1 =CALLSUB/PLUS1,D:\V30\WINDEBUG\PLUS1.PRG: 3,3,3,,  
DIM D1= LOCATION OF POINT CS1:F1 UNITS=IN,$  
GRAPH=OFF TEXT=OFF MULT=10.00 OUTPUT=BOTH  
AX NOMINAL +TOL -TOL MEAS MAX MIN DEV OUTTOL  
X 3.0000 0.0000 0.0000 3.0000 3.00003.0000 0.0000 0.0000  
----#----  
END OF DIMENSION D1  

BASIC スクリプトは、オブジェクトを動的に作成、及び、削除します。 BASIC スクリプトで作

成されたフィーチャーに参照するには、構文「<Basic Script ID>:<Feat ID>」を用いて下さい。 
例えば、「BS1」を持つ BASIC スクリプトが、ID 「F2」を持つフィーチャーを作成する場合、

そのフィーチャーに参照するには、ID の式「BS1:F2」を使用して下さい。  

外部プログラムは、Attach コマンドを用いて、PC-DMIS に添付することができます。 添付され

たプログラム内のフィーチャーに参照するには、以下の構文を使用して下さい: "<Attach Prog 
ID>:<Feat ID>"。 ID 「GEAR1」を持つ、添付されたパーツプログラム内のフィーチャー「F3」
に参照するには、式「GEAR1:F3」を用いて下さい。 (より詳しい情報については、「 外部図形

要素の追加 」の項にある「 外部パーツプログラムの添付 」 を参照して下さい。)  

 

ID の式の組み合わせ  

ID の式配列 、 ID 式ワイルドカード 、外部サブルーチン、BASIC スクリプト、

及び、外部パーツプログラムの ID 式 は、組み合わせて使用することが可能

です。 例えば、ID「BOLTPAT」の添付した、外部パーツプログラムにある

「CIR」という文字で始まる全フィーチャーのうち、3 番目の事例に参照する

には、ID 式「 BOLTPAT:CIR*[3] 」を使用して下さい。  

また、ID 式 は、通常の 式 においても使用することができます。 したがって、

上記の一連のフィーチャーの測定された重心は、以下の式を用いて、変数に

割り当てられます:  
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ASSIGN/V1 = BOLTPAT:CIR*[3].XYZ  

また、ID 式 は、通常の 式 においても使用することができます。 したがって、

上記の一連のフィーチャーの測定された重心は、以下の式を用いて、変数に

割り当てられます:  

ASSIGN/V1 = BOLTPAT:CIR*[3].XYZ  

 

レポートのオブジェクト属性にアクセス  
PC-DMIS バージョン 4.0 以降では、お客様ご自身のカスタム レポートやラベル テンプレートの

作る能力に対応しており、それを用いて、PC-DMIS は、レポート ウィンドウ内にレポート デー

タを表示します ( 見る | レポート ウィンドウ を参照して下さい)。 これらのテンプレートは、

Visual Basic のようなインターフェースを利用する、テンプレート エディタを用いて作成され、

それによって、「オブジェクト」と呼ばれる特別の構成要素を挿入、配置し直し、及び、サイズ

変更を行うことができます。  

各オブジェクトは、「属性」で構成されており、それによって、その表示方法と収容する情報内

容が決まります。 これらの属性の一部は、その他のオブジェクトすべてと共通したものであり、

他の一部は、関連したオブジェクトにのみ共通したものであり、そして、それ以外の属性はその

特定のオブジェクト独自のものです。  

PC-DMIS 式言語は、その時点でロードされているレポートを検査し、特定オブジェクトの属性

値を変数内に保存します。 以下のシンタックスを用いて、文字列タイプ、整数タイプ、及び、

実績タイプの値を得ることができます:  

属性検査シンタックス  

Assign/V1 = Report.<オブジェクト名>.<属性名>  

レポートは、その時点で呼び出されているレポートを指しています。 <オブジェクト名>は、そ

のオブジェクトの独自の名称であり、そして、<属性名>は、そのオブジェクト用の有効な属性名

です。  

簡単な例  

例えば、お客様のレポート テンプレートに、「Text1」と呼ばれるテキスト オブジェクトがあり、

終レポートでオペレーターの氏名を表示するために、それを使用したい、とします。 オペレ

ーターの氏名を示す、実際の文字列は、そのオブジェクトの テキスト 属性内に保存されていま

す。 デフォルト設定により、そのテキスト属性 (表示されるテキスト) は、 初に、「Text1」の

値を持ちます (以下の図解を参照して下さい)。 これがユーザーにより定義された属性であるた

め、これにより、オペレーターが、実行中、どの段階で氏名をタイプ入力するかが変わります。  
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選択されたオブジェクトと検査される属性を表示する、「属性」ダイアログ ボックス  

式言語コードを用いて、このテキスト オブジェクトの「テキスト」属性を検査し、キー入力さ

れたデータを得るためには、以下のコマンドを使用します:  

Assign/V1 = Report.Text1.Text  

このコードにおいて、「Report」は、レポート ウィンドウ内に呼び出されたレポートを検査す

るよう、コードに指示します。 「Text1」は tells it to look for the object named 「Text1」という

名のオブジェクトを探すよう、それに指示します。 「Text」は、そのオブジェクト内の「テキ

スト」属性を探すよう、それに指示します。 「テキスト」属性の値は、その後、変数 V1 内に渡

され、それによって、PC-DMIS 式言語を用いて、さらに、操作や表示を行うことができます。  

属性検索  

特定のオブジェクトに関連した属性を検索できます。 それを行うには、レポート テンプレート 
エディタ内のレポート テンプレートにアクセスし( ファイル | レポート | 編集 | レポート テンプ

レート )、オブジェクトを選択し、その後、当オブジェクトを右クリックして、属性シートを表

示することができます。  
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テキスト オブジェクト用の属性シート  

属性シートには、2 つの縦列があります。 左列は属性名を表示し、そして、右列はその時点での

値を表示します。 式コードでは、正確な属性名の使用を確認して下さい。  

重要事項: 属性値の検査時には、ある属性が見たところ役に立たない数値を返すことに、お気付

きになるかも知れません。 一般に、これが起こるのは、その属性が利用可能なオプションの一

覧を持ち、PC-DMIS が、表示の属性と関連のない、選択された属性の内部値を返す場合です。  
 
例えば、 テキスト オブジェクトが以下の値を伴う 方向性 属性を持つ、とします:  
0 - 水平  
1 - 垂直上方  
2 - 垂直下方  
 
しかし、PC-DMIS 式言語を用いて値を得る場合、当ソフトウェアはかわりに以下を返します:  
0 (水平に対して)  
900 (垂直上方に対して)  
-900 (垂直下方に対して)  
 
、どの戻り値が、属性シート上に表示のどの値に対応しているか、決めるにはいくらかの試行錯

誤が必要になるかもしれません。  
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外部要素の追加 
外部要素の追加: イントロダクション  
この 項 では、パーツプログラム内に挿入が可能な、各種の外部要素について記述しています。 
これらには、外部アプリケーション、BASIC スクリプト、パーツプログラム、及び、お客様の

パーツプログラムの能力をさらに高める、その他のオブジェクトが含まれます。  

この 項 で述べられている、主な項目は次の通り:  

• 外部コマンドの挿入  
• BASIC スクリプトの挿入  
• 外部パーツプログラムの添付  
• 外部オブジェクトの挿入  

 

外部コマンドの挿入  

 

外部コマンド ダイアログ ボックス  

 

挿入 | 外部 コマンド メニューオプションを選ぶと、編集ウィンドウ内にコマンドを挿入でき、

それがマークされ実行されると、パーツプログラムにある外部実行可能なファイル、または、バ

ッチ ファイルが実行されます。  

• 通常の DOS コマンドは、バッチ ファイル内に置かれた場合、実行が可能

です。  
• PC-DMIS が外部コマンドを実行するために、そのコマンドは、編集ウィ

ンドウ内でマークされていなければなりません。  
• 有効な経路とファイル名の使用が必要です。  
• パーツプログラム実行中、EXTERNALCOMMAND/DISPLAY コマンドに

出会った時、PC-DMIS はプログラムの実行を中断し、メッセージを表示

します。 OK をクリックすると、パーツプログラム実行が継続されます。  
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外部コマンドを挿入するには:  

外部コマンド メニュー コマンドを選択して下さい。 外部コマンド ダイアログ ボックスが現れ

ます。  

1. ダイアログ ボックス内で、外部コマンドを特定して下さい。 You can do 
this by either ファイルへの絶対パスを利用可能なボックス内にタイプ入力

するか、または、 . . . ボタンを用いて、ファイルを検索することによって、

これを行ってください。  
2. 表示 、または、 表示なし のいずれかを選択して下さい。  
3. OK をクリックして下さい。 コマンドが編集ウィンドウ内に挿入されま

す。  

このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです:  

EXTERNALCOMMAND/DISPLAYSTATE ; path name  

DISPLAYSTATE = このトグルフィールドは、 controls whether or not PC-DMIS
が実行を一時停止するか否か、そして、外部実行を知らせるメッセージを表

示するか否か、をコントロールします。 このフィールドは、「 表示 」と

「 表示なし 」の間で切り換えを行います。  

path name = この 文字列は、実行可能なファイル、または、バッチ ファイルの

経路、及び、ファイル名を表示します。  

表示オプション  

Selecting the 表示 オプションを選ぶと、外部コマンド実行のために、パーツプログラム実行が

一時停止していることを告げるメッセージが表示されます。 表示メッセージ上の OK をクリッ

クするまで、PC-DMIS は実行を一時停止します。 Note that this message only appears 警告表

示オプション ダイアログ ボックス内で、このメッセージが作動可能にされている場合にのみ、

このメッセージが表示されることに、注意して下さい。  

このメッセージを表示するには、  

1. 「セットアップ オプション」ダイアログ ボックスにアクセスするために、

F5 を押して下さい。  
2. 一般 タブにある、 警告 ボタンをクリックして下さい。 警告表示オプシ

ョン ダイアログ ボックスが表示されます。  
3. 「 OK、プロセスのために、実行が一時停止」と読めるチェック ボック

スを選択して下さい。 実行を続けるには、OK を選択して下さい 。  
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表示なしオプション  

表示なし オプションを選ぶと、どのような種類のメッセージ表示もせずに、特定の外部コマン

ドを実行します。 実行可能なファイル、またはバッチ ファイルが同時に実行されている間、

PC-DMIS は実行し続けます。  

待ちオプション、及び、待ちなしオプション    

これらのオプションは、 表示なし オプションが選ばれるまで、入手不可能のままです。  

待ち オプションは、外部コマンドがそのオペレーションを完了するまで、パー

ツプログラムの実行を一時停止します。  

待ちなし オプションは、外部コマンドがそのオペレーションを完了していなく

ても、パーツプログラムを実行し続けます。  

. . . ボタン  

そのダイアログ ボックス上の . . . ボタンを押すと、 開く ダイアログ ボックスが開きます。 そ
れを用いて、外部コマンド用のファイル名を選択することができます。 いったんファイルが開

くと、PC-DMIS は、絶対パスを 外部コマンド ダイアログ ボックス内に挿入します。  

外部コマンドを、メニュー項目、あるいは、ツール バー項目として

作成  

PC-DMIS では、ツール バーとメニューをカスタマイズし、.EXE、.BAT、または、.BAS ファイ

ルに連結した、新メニュー項目を受け入れることができます。 これを行う方法に関する情報に

ついては、「 ユーザー インターフェースの利用 」の項にある「 ユーザー インターフェースの

カスタマイズ 」の 項目を参照して下さい 。  

例 - ファイル表示のために外部コマンド使用  

この例では、ファイルを開き表示するために、 EXTERNALCOMMAND を利用する、バッチ フ
ァイル（外部プログラム）の作成方法を表示します。 例えば、 画像ファイルを表示したいが、

しかし、 挿入 | レポート コマンド | 外部オブジェクト メニュー オプションの使用を避けたい、

とします。 これを行うには、バッチ ファイル内のコマンド-ライン (または、DOS) プロンプト

の使用が可能です。  

注記: この方法の利点、または、不利な点 (お客様のニーズ次第で) は、パーツプログラム実行の

終了時のレポートにおいて、画像が表示されない、ということです。  

まず第一に、画像を表示するための、バッチ ファイルを作成して下さい:  

1. Notepad のようなテキスト エディタを開き、その第一ライン上に、以

下のコマンドを置いてください:  
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start <PATHWAY>  

ここで、<PATHWAY> は、図への絶対パスです (例えば、 start 
d:\temp\mypart.gif)。  

このコマンドは、デフォルトの画像ビューアー アプリケーションを用

いて、その画像ファイルを開くよう、Windows に指示します。  

2. そのファイルを保存し、それに .bat というファイル名拡張子を与えま

す。  

第二に、 外部コマンド ダイアログ ボックスを、バッチ ファイルに連結して下さい:  

1. 挿入 | 外部コマンド を選択して下さい。 外部コマンド ダイアログ ボ
ックスが現れます。  

2. ... ボタンをクリックして下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れま

す。  
3. 開く ダイアログ ボックスの底部にある 同一タイプのファイル 一覧下

で、そのファイルのタイプを BAT ファイル (*.bat) に変更して下さい。  
4. バッチ ファイルに進み、それを選択して下さい。  
5. 開く ボタンをクリックして下さい。 開く ダイアログが閉じ、 外部 コ

マンド ダイアログ ボックスがここで、そのバッチ ファイルへの経路

を表示します。  

第三に、表示機能をコントロールし、コマンドを挿入します:  

1. 外部コマンド ダイアログ ボックスで、 表示 、あるいは、 表示なし 
オプションを選択することによって、パーツプログラム実行の一時停

止を告げるメッセージを表示するか否か、を選択して下さい。  
2. OK をクリックすると、 外部コマンド は、編集ウィンドウ内に挿入さ

れます。  
EXTERNALCOMMAND/DISPLAY ; E:\BATCH\TEST.BAT   

第四に、パーツプログラムを実行して下さい:  

1. 編集ウィンドウ内で、上記の結果表示される、コマンドラインをマー

クして下さい。  
2. パーツプログラムを実行して下さい。  
3. PC-DMIS では、図を表示する、特定のバッチ プログラムを実行し、

そして、「外部コマンド」ダイアログ ボックスでのお客様の選択次第

で、図の表示中に、パーツプログラムの実行を継続するか、あるいは、

一時停止します。  
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BASIC スクリプトの挿入  
 

PC-DMIS 用の Basic 言語拡張部品は、当ソフトウェアの機能を力強く拡大します。 Basic 言語

のスクリプト、または、アプリケーションは、PC-DMIS 内から書き込まれ、(あるいは、他から

インポートされ) そして、ユーザーに定義されたツール バー上のボタンに連結され、これを用い

ると、強力なマクロを実行できます。 PC-DMIS 内バージョンの Basic 言語は、カスタム ダイア

ログ (組み込まれたダイアログ エディタを用いて作成)、ODBC サポート、及び、OLE サポート

を含む、ハイレベルのコンピュータ言語の特徴すべてを持っています。 これらのオプションは、

基本的な PC-DMIS 幾何図形ソフトウェア パッケージへのオプションとして付け加えられた場合

にのみ、利用可能です。  

サンプルのスクリプト用の、編集ウィンドウ内のコマンドラインは、以下のよう

です:  
SCRIPT/FILENAME = C:\PCDMISW\sample.bas  
   FUNCTION/Main,SHOW=YES,,  
   ENDSCRIPT/  

FILENAME= フィールドは、パーツプログラムに挿入し、共に実行したい、BASIC ファイル

(.bas ファイル名 拡張子)への経路を特定します。  

FUNCTION/Main フィールドは、「メイン」のサブルーチンを実行します。 BASIC ファイル内

の異なるサブルーチンや、関数を実行のために指定すると、これを変更できます。  

The SHOW= フィールドでは、Basic スクリプトによって自動的に作成されたコマンドが、実行

後にパーツプログラム内に表示されるか否か、が決定されます。  

• SHOW=NO に設定されると、要約モード、コマンド モード、または、

DMIS モードにおいて、作成されたコマンドが表示されません (しかし、

コマンドは依然、インスペクション レポートに表示されます)。 また、

PC-DMIS は、作成されたコマンドをパーツプログラムと共に保存しま

せん。  
• SHOW=YES に設定されると、作成されたコマンドがパーツプログラ

ム内で表示され、そして、PC-DMIS は、作成されたコマンドをパーツ

プログラムと共に保存します。  デフォルト設定は、旧バージョンに

互換性のあるパーツプログラムに対して、SHOW=YES です。  

PC-DMIS の マニュアル Basic 言語ヘルプ ファイル では、この追加パッケージに関する、詳細

に渡った記述があります。 Basic 言語パッケージと共に ヘルプ ファイル を受け取っていない場

合には、PC-DMIS ソフトウェア サポート代理店に連絡してください。  

コマンドとして、BASIC スクリプトを挿入するには  

挿入 | Basic スクリプト メニュー オプションを選択すると、 Basic スクリプト挿入 ダイアログ 
ボックスが現れます。  
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このダイアログ ボックスを用いると、パーツプログラムに、BASIC スクリプトのオブジェクト

を付け加えることができます。 Basic スクリプトのオブジェクトは、その実行時に実行されるべ

き BASIC スクリプトの名称を含んでいます。 BASIC スクリプトの実行が終了するまで、パーツ

プログラム実行は継続されません。 実行中に、BASIC スクリプトがオブジェクトを作成する場

合、それらのオブジェクトはパーツプログラム内に挿入され、実行されます。 BASIC スクリプ

トに挿入されたオブジェクトは、他のオブジェクトとは異なる色でハイライト表示され、BASIC
スクリプトによってそれらが作成されたことを示します。 Basic スクリプトに関するより詳しい

説明については、 PC-DMIS BASIC オンライン ヘルプを参照して下さい。  

 

メニュー項目、または、ツール バー項目として、BASIC スクリプト

を挿入するには  

PC-DMIS では、ツール バーとメニューをカスタマイズし、.EXE、.BAT、または、.BAS ファイ

ルに連結した、新メニュー項目を受け入れることができます。 これを行う方法に関する情報に

ついては、「 ユーザー インターフェースの利用 」の項にある「 ユーザー インターフェースの

カスタマイズ 」の 項目を参照して下さい 。  

BASIC スクリプトに変数を渡す、及び、BASIC スクリプト

から変数を渡す  

PC-DMIS コードからのみ、変数を BASIC スクリプトに渡す渡すことができますが、BASIC スク

リプトから渡すことはできません。  

PC-DMIS から BASIC スクリプトに渡すことができる、唯一対応している変数タイプは:  

• 整数  
• 文字列  
• ダブル  

以下の例を参考にして下さい:  

注記: PC-DMIS の変数は、パーツプログラムの実行中にのみ、値を持つことができます; 学習時

には、PC-DMIS の変数は常に、ゼロの値を持ちます。  

例 1: 変数を渡すために、関数ラインを使用  

以下のコマンドは、TEST.BAS という名称の BASIC スクリプトを実行します。 それはまた、実

行に当たって、TEST.BAS スクリプト内の FUNCTION/ ラインで定義された変数を渡します:  

CS2=SCRIPT/FILENAME= D:\PROGRAM FILES\PCDMIS35\TEST.BAS  
FUNCTION/ShowVars,3,"Hello",2.5,,  
STARTSCRIPT/  
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ここで、今、TEST.BAS スクリプトを表示します; パーツプログラム実行上、渡された変数をそ

れぞれのメッセージ ボックス内で表示します:  

Sub ShowVars(IntVar As Integer , StrVar As String , DoubleVar As Double )  

  msgbox "The passed integer variable is " & IntVar  

  msgbox "The passed string variable is " & StrVar  

  msgbox "The passed double variable is " & DoubleVar  

End Sub  

例 2: 変数を渡すため GetVariableValue 方法、及び、 
SetVariableValue 方法の使用  

以下の例では、まず第一に、PC-DMIS コードを使用して、ユーザーからの整数値を受け取り、

それを 変数 V1 に割り当てます。  

C1=COMMENT/INPUT,Please type an integer value.  
ASSIGN/V1 = INT(C1.INPUT)  
COMMENT/OPER,BEFORE SCRIPT: Variable is:  
,V1  
   

それから、TEST2.BAS という BASIC スクリプトが呼び出されます。  

CS1=SCRIPT/FILENAME= D:\PROGRAM FILES\PCDMIS35\TEST2.BAS  
FUNCTION/Main,,  
STARTSCRIPT/  
ENDSCRIPT/  
   

以下が、TEST2.BAS です:  

Sub Main  
  Dim App As Object  
  Set App = CreateObject ("PCDLRN.Application")  
  Dim Part As Object  
  Set Part = App.ActivePartProgram  
  Dim Var As Object  
  Set Var = Part.GetVariableValue ("V1")  
  Dim I As Object  
  If Not Var Is Nothing Then  
    Var.LongValue = Var.LongValue + 1  
    Part.SetVariableValue "V1", Var  
    MsgBox "V1 is now: " & Var  
  Else  
    Msgbox "Could Not find variable"  
  End If  
End Sub  

このスクリプトは、変数 V1 を取り、 GetVariableValue 、及び、 SetVariableValue 自動操作方

法を用いて、V1 をひとつずつ増分し、それから、パーツプログラム内に、V1 用の新規の値を設

定します。  

その後、PC-DMIS は、オペレーターのコメント内に、変更された変数を表示します。  
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COMMENT/OPER,AFTER SCRIPT: Variable is now  
,V1  

外部パーツプログラムの添付  
 

挿入 | パーツプログラム添付 クラスを選ぶと、 外部パーツプログラム添付 ダイアログ ボックス

を開きます。 このダイアログ ボックスを用いて、パーツプログラムを、その時点でのパーツプ

ログラムに添付することができます。 このことは、PC-DMIS が実際に、その特定パーツプログ

ラム内の全コマンドを添付し実行する、という意味ではありません。 かわりに、ポインターが

そのパーツプログラムに添付され、寸法とフィーチャーのデータにアクセスすることができます。 
「 データ参照のためにポインター使用 」を参照して下さい。  

 

「外部パーツプログラム添付」ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスには、以下のオプションがあります:  

オプション  内容  
外部パーツプログラムのファイル名  このボックスを用いると、添付予定

の パーツプログラムへの経路をタイ

プ入力することができます。 必要に

応じて、 ブラウザ ボタンを用いて

も、また、ボックス内にファイル名

の経路を置くことができます。  
プログラム配置の均一化  このエリアでは、利用可能な一覧か

らパーツ配置を選択することによっ

て、2 つのパーツプログラム間でパー

ツ配置を共有することができます。 
より詳しい説明については「 パーツ

配置の作成と使用 」の項にある「 パ
ーツ配置の保存 」を参照して下さ

い。  

パーツプログラム添付 メニュー オプションは、複数アーム モードで使用される時、特に役に立

ちます。 このオプションを用いて、「スレーブ」アームのパーツプログラムを、「マスター」

アームのパーツプログラムに添付することができます。 パーツプログラムの添付によりデータ

を共有できるので、「マスター」アームと「スレーブ」アームの両方が同一のパーツ配置を使い、
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フィーチャーのデータをパーツプログラムから別のパーツプログラムへ渡し、一般に協力して作

動することができます。 (複数アーム モードに関する、より詳しい説明については「 複数アーム

モードの使用 」の項を参照して下さい。)  

データ参照のためにポインター使用  

添付されたパーツプログラムにアクセスする場合、しばしば、そのパーツプログラムからのデー

タを使用する必要がある、と思われます。 このデータを参照する場合、お客様のパーツプログ

ラムの所在位置を含む、ポインター（または、変数）を参照 しなければなりません 。  

この例を参考にして下さい:  

現時点でのパーツプログラムに、TEST_A.prg を添付する、とします。 その Attach コマンドは、

以下のようになります:  

CS1=ATTACH/C:\PCDMISW\TEST_A.PRG, Machine=  

EQUATE/LOCAL ALIGNMENT = A1, ATTACHED ALIGNMENT = A1  

ポインター CS1 に注意して下さい。 添付されたパーツプログラムから、データを引き出すには、

このポインターを使用して下さい。  

ここで、現時点でのパーツプログラム内の TEST_A.prg から、フィーチャーF1 の測定された X
値を表示したい、とします。 使用するステートメントは、以下のようになります。  

COMMENT/OPER,"The X value for F1 from the attached part program is:"  

,CS1:F1.X  

コード CS1:F1.X は、本質的に、TEST_A.prg を見、フィーチャーF1 を見つけ、X 値を表示する

よう、PC-DMIS に指示します。 これが、PC-DMIS でポインターを参照する方法です。  

PC-DMIS はまた、 組み立て 、または、 寸法 ダイアログ ボックス内に、添付されたパーツプロ

グラムの持つフィーチャーを一覧表示します。 PC-DMIS は、 フィーチャー一覧 ボックス内に、

添付されたパーツプログラムの ID ポインターを表示します。 プラスサイン（+）がポインター

の左に現れます。 このプラスサインをクリックすると、添付されたパーツプログラムの全フィ

ーチャーの画像が拡大または縮約されます。 添付されたパーツプログラムの持つ、フィーチャ

ーすべてを表示するために、画像を拡大した後、組み立てプロセス、または、寸法測定プロセス

において、使用するフィーチャーを選択することができます。  

注記: 添付されたプログラムのポインターを選択することはできません。 そのポインターに関連

の、拡大された ID のみ、選択が可能です。  
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外部オブジェクトの挿入  

 

オブジェクト挿入ダイアログ ボックス  

 

挿入 | レポート コマンド | 外部オブジェクト  メニュー オプションを選択すると、編集ウィンド

ウ内のお客様のシステムに、他のアプリケーションからの様々なタイプのアプリケーションを入

力します。 挿入可能な、オブジェクトのタイプは、コンピューター システムにインストールさ

れたアプリケーション次第で決まります。 挿入できるオブジェクトの例には、 グラフィックス

画像、サウンド クリップ、映画クリップ、MIDI クリップ、文書、ワークシート、データベース

表、等が含まれます。 手順ビデオ、オーディオ手順、または、書かれた手順を インポート する

には、外部オブジェクトを使用して下さい。  

重要事項: 外部オブジェクトを利用する場合には、編集ウィンドウがコマンド モードにあること

を確認して下さい 。  

新規作成  

 

新規作成 オプションを選ぶと、編集ウィンドウ内の特定の位置に、特定のオブジェクト タイプ

のファイルを新しく作成することができます。 オブジェクトのタイプを オブジェクト タイプ 一
覧から選択して下さい。 オブジェクトは、そのパーツプログラム内のフィーチャーの直後か直

前にのみ配置できます。  

新しいオブジェクトを作成し、それを編集ウィンドウ内に配置するには :  

1. 新規作成 オプションを選んで下さい。  
2. オブジェクト タイプ 一覧から、ご希望のオブジェクトのタイプを選択し

て下さい。 そのオブジェクトが小さい長方形の点で区切られ、編集ウィ

ンドウ内のボックスに表示されます。 マウスを使用し、そのボックスを



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 外部要素の追加  *  1685 

別の場所にドラッグでき、または、小さい長方形を用い、そのボックスを

サイズ変更することができます。  
3. オブジェクト内をダブル クリックして下さい  。 アプリケーションが作

動して、特定のオブジェクトを開きます。  
4. 挿入されたアプリケーションに専用のツールを用いて、そのオブジェクト

を変更して下さい。  
5. それが終了すると、 挿入されたオブジェクトの 外側 の、編集ウィンドウ

の一部にある  をクリックして下さい。  

例: 編集ウィンドウ内に 新規の Word 文書を含みたい、とします:  

1. 新規作成オプションを選んで下さい。  
2. オブジェクト タイプ 一覧から、Word 文書オブジェクトを選択して下さ

い。  
3. マウスを用いて、編集ウィンドウ内のご希望の位置に、オブジェクト ボ

ックスをドラッグして下さい。  
4. 当ボックスをご希望のサイズにサイズ変更して下さい。  
5. Word 文書オブジェクト内に、情報をタイプ入力して下さい。  
6. 通常の PC-DMIS の編集ウィンドウ機能に戻るには、オブジェクトの外側

をクリックして下さい。 Word 文書は、編集ウィンドウ内に留まります。  

 

編集ウィンドウ内に作成された、Word 文書の例。 編集ウィンドウのメニューとツール バーが、

作成中のオブジェクトに対応したアプリケーションのメニューとツール バーに置き換えられて

いることに、注意して下さい。  

ファイルからの作成  

 

ファイルからの作成 オプションを選ぶと、以前に作成されたファイルをオブジェクトとして、

編集ウィンドウ内に挿入できます。  
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以前に作成されたオブジェクトを挿入するには:  

• ファイルからの作成 オプションを選択して下さい。  
• オブジェクトとして挿入予定のファイルを含む、ディレクトリへの経路を

タイプ入力して下さい 。 あるいは、 ブラウザ ボタンを用いて、正しい

ディレクトリに進んで下さい。  
• オブジェクトとして挿入するファイルを選択して下さい。  
• OK ボタンをクリックして下さい。 そのオブジェクトが、ここで、編集

ウィンドウ内に表示されます。 マウスを使用し、そのボックスを別の場

所にドラッグでき、または、小さい長方形を用い、そのボックスをサイズ

変更することができます。  

例: 以前に書かれた CMM 操作の手順を含む、Word 文書を編集ウィンドウ内に挿入したい場合、 
ファイルからの作成 オプションを選び、その文書を含む ディレクトリに進んで、 OK ボタンを

クリックして下さい。 編集ウィンドウ内のオブジェクト ボックス内に、その文書が現れます。 
マウスを用いて、編集ウィンドウ内で、オブジェクト ボックスを置きたい位置に移動し、その

サイズを調整して下さい。  

リンク  

 

ファイルからの作成 オプションを選ぶと、お客様のオブジェクトを編集ウィンドウの「リン

ク」することができます。 そのオブジェクトをそのオリジナルのファイルに戻してリンクし直

す場合、オリジナル ファイル内のこれまでの変更内容が、また、編集ウィンドウ内で更新され

ます。  

アイコンとして表示  

 

アイコンとして表示 チェック ボックスを用いると、埋め込まれたオブジェクトの情報を直接表

示するかわりに、それをアイコンとして表示することができます。 編集ウィンドウ内で、その

アイコンをダブルクリックすると、アクティブになります。  

例: ワード文書を編集ウィンドウ内に置き、 アイコンとして表示 チェック ボックス を選択して

下さい 。 Word 文書がアイコンとして現れます。 しかし、そのアイコンをダブルクリックする

と、埋め込まれたアプリケーションが開き、Word 文書に含まれている情報を表示します。  
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アイコンとして表示されている、Word 文書オブジェクトの例  

オブジェクト タイプ一覧  

 

オブジェクト タイプ一覧のサンプル  

オブジェクト タイプ 一覧には、お客様のコンピューター システムで利用可能な、オブジェクト

のタイプが一覧表示してあります。 これらは、お客様のハード ドライブにインストールされた

アプリケーション プログラム次第で、個々のコンピューターによって変わります。  

オブジェクトのタイプを選ぶには:  

• オブジェクトの検索には、スクロール バーか、あるいは、アップ矢印キーとダ

ウン矢印キーを使用して下さい。  
• そのオブジェクトを選択して下さい。  
• OK ボタンをクリックして下さい。  

外部オブジェクトを実行用にマーク  

デフォルトによって、パーツプログラム実行中、外部オブジェクトは印刷されますが、実行され

ません。 しかし、一部のオブジェクトについては、ご希望の動作の実行が行われ、印刷が行わ

れないことがあります。  

例: グラフィックス画像を埋め込むと、ご希望の動作は、そのグラフィックス画像のレポートへ

の印刷であるかもしれません; または、サウンド クリップや映画クリップを埋め込むと、ご希望

の動作は、実行時にそのクリップを再生するためのオブジェクトの実行であるかもしれません。  
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外部オブジェクトには、4 種の実行モードがあります:  

1. 印刷する – 実行しない  
2. 印刷しない – 実行しない  
3. 印刷しない – 実行する  
4. 印刷する – 実行する  

異なるモード間で切り換えを行うには、編集ウィンドウにおいて外部オブジェクトと同じライン

に、挿入ポイントがある間に、 F3 を押して下さい。 PC-DMIS は、細斜線と境界線を用いて、

オブジェクトのその時点での実行モードを表示します。 下記の例を参照して下さい。  

• 細斜線 ¾ グラフィックス画像上にかかる斜めの線。 細斜線がある時には、オブジェクト

はレポートに印刷されません。  
• 細斜線のある境界線 ¾ グラフィックス画像の周りにかかる斜めの線。 細斜線のある境界

線がオブジェクトの外枠を囲む時、オブジェクトは実行されます。  

例  動作  
   

細斜線なし - 細斜線付き境界

線なし  

 

 

• 印刷する  
• 実行しない  

   

細斜線 - 細斜線付き境界線な

し  

 
   

• 印刷しない  
• 実行しない  

   

細斜線 - 細斜線付き境界線  

 

• 印刷しない  
• 実行  
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細斜線なし - 細斜線付き境界

線  

 
   

• 印刷する  
• 実行  

 

注記: 外部オブジェクトがダブルクリックされると、いつも同一の実行動作が取られます。 メデ

ィア クリップについては、このデフォルト動作は、通常、 再生 です。 その他のほとんどのオブ

ジェクトについては、デフォルトの動作は、 編集 です。  
 再生       サウンド クリップの音が再生されます。 映画クリップの映画が再生されます、等。  
   
編集        編集がデフォルト動作として設定されているオブジェクトは、通常、実行が必要なオ

ブジェクトではありません。 しかし、一部のアプリケーション オブジェクトはまた、アクティ

ブになった時に、カスタム BASIC スクリプトを実行する能力を持ちます。 Word 文書、また

は、Excel スプレッドシートは、このタイプの外部オブジェクトの例です。 これらのタイプのオ

ブジェクトと PC-DMIS の自動操作コマンドと共に、パーツプログラムのデータを用いて、オブ

ジェクトを変更することができます。 例えば、Excel のグラフを、BASIC スクリプトを持つパ

ーツプログラム内に、実行時に挿入することができ、その場合、PC-DMIS 自動操作コマンド を
用いてデータをパーツプログラムから引き出し、インスペクション レポート印刷の前に、それ

に応じて、そのグラフを調整します。  

ファイルを異なる表示方法で表示  

ファイル表示の代替方法では、PC-DMIS の EXTERNALCOMMAND 編集ウィンドウ コマンドを使

用します。 より詳しい説明については「 例 - ファイル表示のために外部コマンド使用 」を参照

して下さい。  
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複数アームモードの使用 
複数アームモードの使用: イントロダクション  
複数アーム モードは、複数アーム CMM を操作するために作られました。 複数アーム モードは、

差込みパッケージとして入手することができます。 現時点では、このバージョンのみが、2 つの

アームを用いる複数アーム モードに対応しています。 2 つのアームは、別々のコンピューター

に接続されていなければならず、そのそれぞれのコンピューターが、あるバージョンの PC-
DMIS とポートロックを持つ必要があります。 これらのアームは、共通した配置を共有します。  

PC-DMIS のより 近のバージョンでは、ひとつのバージョンの PC-DMIS で 大 4 台までの測定

機を操作し、1 台から 4 台までのコンピューターの組み合わせを用いることができます。  

複数アームの測定プロセスは、単一アーム装置に類似していますが、複数アーム システムが使

用されている時、PC-DMIS は、測定を行っているアームを識別しなければなりません。 この 項 
にある項目では、これを行う方法について説明しています。  

この 項 の主な項目では、複数アーム CMM のセットアップ方法、複数アームを用いたパーツプ

ログラム作成方法、及び、「スレーブ｣アームでの「マスター」パーツプログラムの実行につい

ての説明があります。 これらの項目は、以下のとおりです:  

• 複数アーム CMM のセットアップ  
• 複数アームモードを用いた、パーツプログラム作成  
• スレーブ アームでの、マスター パーツプログラム実行  
• 複数アーム モードでのダイアログ ボックスとメッセージ ボックス  

注記: 複数アーム モードの作動に先立って、PC-DMIS が全システムにインストールされていな

ければなりません。  

複数アーム CMM のセットアップ  
複数アーム CMM をセットアップするには、以下のステップに従って下さい:  

ステップ 1: すべてのコンピューターに、PC-DMIS をインス

トール  

このオプションにアクセスするために必要な、 初のステップは、複数アームを操作するコンピ

ューターすべてに、PC-DMIS をインストールすることです。 (必要に応じて、ソフトウェアのイ

ンストレーション手続きに関する文書を参照して下さい。)  

複数アーム オプションは、すべてのポート ロックでプログラムされなければなりません。 これ

を確認するには:  
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• ヘルプ | Windows 用 PC-DMIS について を選択して下さい。 Windows
用 PC-DMIS について ダイアログ ボックスが開くと、開発者とインスト

ールされたモジュールについての情報を表示します。  
• モジュール ドロップダウン一覧を引き下ろし、複数アームを探して下さ

い。 それが一覧上に表示されている場合、その時点でのポート ロック用

に、それを作動可能にして下さい。  

これは、すべてのコンピューターで利用可能であるべきです。  

次のステップ  

ステップ 2: マスター システムの決定  

マスター システムを決定して下さい。 ほとんどの場合、どのようなアーム コントローラーでも、

使用が可能です。 しかし、複数アーム システムが、回転テーブルを持つ場合、 マスター システ

ムは、回転テーブルをコントロールするコントローラーでなければなりません。  

何らかの方法で、マスター アームとスレーブ アームを名付けて下さい。 ほとんどのユーザーは

通常、マスター アームを「アーム 1」、そして、スレーブ アームを「アーム 2」と呼びます。  

次のステップ  

ステップ 3: 各アーム用の CMM 軸を適合  

各アーム用の CMM 軸 は、適合する必要があります。 つまり、すべてのアーム用の X+、Y+、
及び、Z+ 軸 が同一の方向を向いている必要があります。  

軸の割り当て、及び、方向を変更する必要がある場合:  

 

 

1. PC-DMIS がオンライン モードであることを確認して下さい。  
2. スレーブ コンピューター上で 編集 | 仕様 | 測定機インターフェース セッ

トアップ を選択して下さい。 測定機オプション ダイアログ ボックスが

現れます。  
3. 軸 タブ を選択して下さい。 これは、X、Y、及び、Z 軸の組み合わせボ

ックスを表示します。  
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4. X 、 Y 、または、 Z 一覧を用いて、接続された CMM の軸を割り当てし

直して下さい。 それによって、マスター アームの軸が適合します。 通常、

X 軸と Y 軸のみ変更が必要です。  
5. 変更内容を保存するために 適用 をクリックして下さい。  
6. ダイアログ ボックスが閉じた後、PC-DMIS を閉じて下さい。  
7. PC-DMIS を再起動し、両方のアーム用の軸を同一方向に動かして、変更

内容が正しいことを確認して下さい。 軸の計数器がそれに応じて増分す

ることを確認して下さい。  

注記: マスター / スレーブ キャリブレーションを完了するまで、計数器の数値は適合しません。)  

 

次のステップ  

ステップ 4: プローブ ヘッドの装備方向性のコンフィギュレ

ーション  

PC-DMIS が、全システム上で呼び出され、両アームの軸が適合した後、プローブ ヘッドの装備

方向性をコンフィギャーして下さい:  

1. 編集 | 仕様 | セットアップ を選択して、 セットアップ オプション ダ
イアログ ボックスを表示して下さい . メニュー ロードマップの表示  

2. 「パーツ/測定機」タブを選択して下さい。  
3. プローブ ヘッドの方向性  ボタンをクリックして下さい。 プローブ ヘ

ッドのリスト角度コンフィギュレーション ダイアログ ボックス が現

れます。  
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「プローブ ヘッドのリスト角度コンフィギュレーション」ダイアログ ボックス  

4. CMM の各アームの必要に応じて、装備の方向性を変更して下さい。  

次のステップ  

ステップ 5: マスター、及び、スレーブのセットアップ  

次のステップは、その時点で使用中のコンピューターの、複数アーム モードのセットアップで

す。 編集 | 仕様 | 複数アーム セットアップ メニューオプションを選択して下さい。 このメニュ

ー オプションは、 複数アーム セットアップ ダイアログ ボックスを表示します 。    

 

 

複数アーム セットアップ  ダイアログ ボックス  

その時点でのコンピューターがマスター コンピューターであり、コマンドをスレーブ アームに

送付するか、または、その時点でのコンピューターがスレーブ コンピューターであり、コマン

ドをマスター コンピューターから伝えるか、のいずれかを決めるには、このダイアログ ボック

スを用いて下さい。  

このダイアログ ボックスでの変更を完了し、 OK をクリックすると、PC-DMIS は、警告メッセ

ージを表示し、これまでの変更内容が効果を持つには、PC-DMIS の再起動が必要であることを

告げます。  

• このコンピューター (スレーブ) は、メイン コンピューターからのコマン

ドを伝えます  
• このコンピューター (マスター) は、すべてのアームを操作します  
• このコンピューターは、複数アームの設定では使用されません  

次のステップ  
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このコンピューター (スレーブ) は、メイン コンピューターからのコ

マンドを伝えます   

 

「このコンピューター (スレーブ) は、メイン コンピューターからのコマンドを伝えます」 オプ

ションを選ぶと、このコンピューターはスレーブ アームのみを伴って使用され、そして、メイ

ン コンピューターからのコマンドを伝えます。 TCPIP ポートを用いた接続を選択することがで

きます。  

このコンピューター (マスター) は、すべてのアームを操作します   

 

「このコンピューター (マスター) は、すべてのアームを操作します」 オプションを選ぶと、そ

のコンピューターがマスター コンピューターとなり、すべてのアームを操作します。 直接接続 、
または、 リモート接続 のいずれかを用いて、そのコンピューターの他のコンピューターへの接

続を選択することが可能です。  

リモート接続 オプションを選んだ場合、その他のアームへの接続が可能です。 これを行うには:  

1. アーム用の接続設定 一覧から、そのアームを選択して下さい。  
2. リモート接続 の横にあるボックス内に、IP アドレスをタイプ入力して下

さい。 ポート番号 ボックス内に、IP アドレスのポート番号をタイプ入力

して下さい。  
3. 千分の一秒単位での、TCPIP 接続の遅延時間 ボックス内で、TCPIP 接続

の遅延時間を特定して下さい。 この値は、その時点でのアームからその

時点でのコンピューターへの TCPIP 接続が試みられる前の、PC-DMIS の

遅延時間を示す、千分の一秒単位の数です。  

このコンピューターは、複数アームの設定では使用されません   
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そのコンピューターが複数アームのセットアップで使用されない場合、「 このコンピューター

は、複数アームの設定では使用されません」 オプションを選択して下さい。  

ステップ 6: コンピューターを接続  

ここで、コンピューター間でお互いに通信できるように、コンピューターどうしの接続が必要で

す。 コンピューター間でヌルのモデム シリアル ケーブルを使用するか、または、コンピュータ

ーがネットワークで接続されている場合には、ネットワークを通して、それらの間で通信するこ

とができます。 「 ステップ 5: マスター、及び、スレーブのセットアップ 」項目で、これらの

通信設定のコンフィギュレーションを行うことができます。  

いったんコンピューターが接続されると、  

1. スレーブ システムで PC-DMIS を始動して下さい。 新規のパーツプロ

グラムを作成したり、プログラムをアクティブにしたり しない で下

さい。 ここで、スレーブ システムを使用する、準備が整います。  
2. マスター システムで PC-DMIS を始動して下さい。 新規のパーツプロ

グラムを作成して下さい (または、既に利用可能なプログラムをアク

ティブにして下さい)。 新規のパーツプログラムを作成する場合、PC-
DMIS は自動的に プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックスを開

きます。  
3. マスター アーム上のプローブについて記述する、プローブ ファイル

を選択するか、作成して下さい。 2 つのアーム間の関係をキャリブレ

ートするために、使用予定の先端チップの AB 間角度が、付け加えら

れていることを確認して下さい。 この時点では、プローブをキャリブ
レートしないで下さい 。  

次のステップ  

ステップ 7: 複数アーム モードに入る  

コンピューターのセットアップがすむと、パーツプログラム内で オペレーション | 複数アームモ

ードに入る メニュー オプションが、マスター コンピューターで選択可能になります。 複数アー

ムモードに入る オプションを選んで下さい。  

 

PC-DMIS は、 displays a check mark メニュー内の オペレーション | 複数アームモードに入る 
オプションの左に、チェック マークを表示します。 PC-DMIS はまた、 アクティブ アーム ツー

ル バーをも表示します。  

PC-DMIS が、複数アーム モードに入ると、それは、複数コンピューター システム間の連結の設

置を試みます。 この連結が、全アームの動作を調整します。  
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トラブルに対処  

複数アーム モードに入った後、PC-DMIS が、コンピューター間

のリンクを設置できない場合、エラー メッセージが表示され、ア

ームが反応しないことを知らせます。 以下が、この通信問題の原

因である可能性があります:  

• PC-DMIS がコンピューター上で作動してい

ない。  
• オンラインのパーツプログラムが、スレーブ 

コンピューターにおいてアクティブである。 
• コンピューター間のケーブル接続 (または、

その他のネットワーク接続) が、機能してい

ない。  
• 複数アーム セットアップ ダイアログ ボック

スに入力された設定が不正確である。  

 

複数のコンピューター間のリンクが設置された後、アーム間の関係をキャリブレートすることが

可能です。  

注記: アクティブなパーツプログラムを閉じる時、また、PC-DMIS をも複数アーム モードから

取り除いて下さい。  

次のステップ  

ステップ 8: 複数アーム システムをキャリブレート  

このステップでは、複数アーム システムのキャリブレーションを一段階ごとに見ていきます。  

キャリブレーションに先立ち、そして、PC-DMIS がコンピューター システム上で始動した後で、

測定プロセスで使用される、プローブすべてを定義する必要があります。 PC-DMIS は、複数ア

ーム システムをキャリブレートするために、プローブからの理論的データを使用します。  

重要事項: この時点では、プローブのキャリブレートをせず、それらが適切に定義されているこ

と、及び、複数アーム システムをキャリブレートするために使用予定の先端チップの AB 間角度

を付け加えたことを確認して下さい。  

お客様のパーツプログラムにおいては、各アームにひとつずつ、複数の LOADPROBE コマンド

を持つべきです。  

注意事項: 以前に複数アームのキャリブレーションを試みたことがある場合には、マスター コン

ピューターとスレーブ コンピューターの両方の、PC-DMIS のインストレーション先に、PC-
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DMIS は、 armtoarm.dat ファイルを作成済みです。 ここから先へ進む前に、これらのファイル

を削除するか、または、名称変更をすべきです。 それによって、以前のキャリブレーション試

行からのデータが、現在のキャリブレーション プロセスに否定的影響を持つことを防ぎます。  

これらのキャリブレーション手続きに従って下さい:  

• キャリブレーション手順、パート 1  
• キャリブレーション手順、パート 2  
• 自動キャリブレーションの実施  

次のステップ:  

 

キャリブレーション手順、パート 1  

 

複数アームのキャリブレーション ダイアログ ボックス  

1. オペレーション | キャリブレート/編集 | 複数アームモード  メニューオプ

ションを選択して下さい (オン-ライン モードでのみ利用可能)。 これは、 
複数アームのキャリブレーション ダイアログ ボックスを表示します 。  

2. 正しいプローブ ファイルと先端チップが、ダイアログ ボックス内のアー

ム一覧から選択されていることを、確認して下さい。  
3. 使用予定のキャリブレーション ツールが、 利用可能なツール一覧 の一覧

で利用可能なことを、確認して下さい。 両方のアームの測定ツール オプ

ションが選択された場合のみ、ツールが必要です。  
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4. 方向性と 原点 オプションか、または、 原点のみ オプション、のいずれ

かを選択することにより、キャリブレートの対象となるものを選択して下

さい。  

• 方向性 と 原点 オプションを選ぶと、2 つのアーム間の 3D 変換が作成され、2
つのアーム間の不規則性があれば補整します。 少なくとも一度 これを行う必要

があります (通常、これは、数ヶ月ごとに定期的に行われます)。  
• 原点のみ を選ぶと、2 つのアーム間の原点のみが修正されます。 プローブのキ

ャリブレーション手続きに基づいて、このタイプのキャリブレーションをより頻

繁に行うべきです。 プローブのキャリブレーション中、PC-DMIS は、ツールを

移動したか否か、を尋ねます。 通常、ツールを移動していない旨を、PC-DMIS
に告げると、アームをアームの原点に調整する必要がありません。 ツールを移

動した、と答えると、プローブ チップのキャリブレーション後に、このダイア

ログ ボックスに戻り、 原点のみ タイプのアームからアーム キャリブレーショ

ンを選択するべきです。  

重要事項: 原点のみ のキャリブレートを選択する場合、キャリブレート済みの先端チップが使用

されていることを、確認して下さい。  

5. 手動キャリブレーション 、または、 DCC キャリブレーション のいずれ

かを選択することによって、キャリブレーションの方法を選択して下さい。  

• 手動キャリブレーション オプションを選ぶと、PC-DMIS は、CMM のジョグボ

ックスを用いて、各球の位置を測定するよう、催促します。 球の 上部に 初

のヒットが行われた後、PC-DMIS は、DCC モードで残りのヒットを行います。  
• DCC キャリブレーション オプションを選ぶと、PC-DMIS では、球の位置付け

を測定し、コンピューターのコントロール下で、全動作を行います。 X、Y、Z
座標をタイプ入力することによって、球の各位置付けを変更するには、 位置付

けの編集 ボタンをクリックして下さい。 これら 3 つの値を記入するために、ア

クティブ アームの位置を読み込むと、役立つかもしれません。 済み ボタンをク

リックすると、ジョグボックス上で、アームのその時点での位置を読めることに

注意して下さい。  

重要事項: 2 つのアーム間の基本的関係を設置するために、まず第一に、少なくとも、ひとつの

原点アームからアーム キャリブレーションを手動モードで行う必要があります。 アームからア

ーム キャリブレーションを完了すると、PC-DMIS は、「サーチ経路の定義」メニュー オプショ

ンを通して定義されたディレクトリ内に保存の armarm.results ファイルを作成します (「 仕様の

設定 」の項にある「 サーチする外部ディレクトリの特定 」 の項目を参照して下さい 。 このテ

キスト ファイルは、どのようなテキスト エディタを用いてでも、見ることができます。 それ

は、 初の適合が行われた球が、どれほど役に立つか表示します。 それは、特に、「 適合エラ

ー 」を表示します。 この情報は、キャリブレーションの全般的正確さを表示する時、役に立つ

可能性があります。  

6. 測定する球の数 ボックス内に、数字をタイプ入力して下さい。 その値は、

PC-DMIS が各アーム用に測定する球の数を決定します。 球の数として 1
以上の値をタイプ入力した場合、PC-DMIS は、原点を作成するために、

その測定を平均化します。  
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• 手動キャリブレーション オプションを使用すると、PC-DMIS は、これらの位置

を手動で測定するよう、催促します。  
• DCC キャリブレーション オプションを使用すると、PC-DMIS は自動的にそれ

ぞれのアームを操作し、これらの位置を測定します。 低の球の個数は、3 個

です。  

注意事項: 複数の球の位置付けが同じでないよう、確認して下さい。 それ以外の場合には、キャ

リブレーションの結果が不正確なものになります。  

7. 下記の利用可能なオプションを用いて、ツール測定のための、アームの使

用方法を決めて下さい。  

両方のアームがツールを測定する  

• 手動キャリブレーション 使用中に、このオプションを選ぶと、PC-
DMIS は、両方のアームを用いて各球の位置を測定するよう、催促しま

す。  
• DCC キャリブレーション 使用中に、このオプションを選ぶと、PC-

DMIS は、両方のアームを操作して、 キャリブレーション位置の編集 ダ
イアログ ボックス内で定義された位置のそれぞれで、球を測定します。 
測定の合間には、球をぶつりてきに移動する十分な時間がないので、ご

希望の数の球が、実際に CMM 上にあることを確認して下さい。  

初のアームがツールを持ち、第二アームが測定する  

• 手動キャリブレーション 使用中に、このオプションを選ぶと、PC-
DMIS は、マスター アームを各位置に移動し、それから、スレーブ アー

ムを用いて球状ツールを測定するよう、催促します。  
• DCC キャリブレーション 使用中に、このオプションを選ぶと、PC-

DMIS は、マスター アームを与えられたキャリブレーション位置のそれ

ぞれに移動し、それから、その位置で球を測定するよう、スレーブ アー

ムに命じます。 このオプションについては、アームの末端に装備された、

専用の球が必要です。  

第二アームがツールを持ち、 初のアームが測定する  

• 手動キャリブレーション 使用中に、このオプションを選ぶと、PC-
DMIS は、スレーブ アームを各位置に移動し、それから、マスター アー

ムを用いて球状ツールを測定するよう、催促します。  
• DCC キャリブレーション 使用中に、このオプションを選ぶと、PC-

DMIS は、スレーブ アームを与えられたキャリブレーション位置のそれ

ぞれに移動し、それから、その位置で球を測定するよう、マスター アー

ムに命じます。 このオプションについては、アームの末端に装備された、

専用の球が必要です。  

8. キャリブレート を一度クリックして、このボタンを作動可能にして下さ

い。 必要なキャリブレーション パラメータをすべて選択するまで、それ

は作動不能のままです。  
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両方のアームがツールを測定する を選ぶ場合、 キャリブレート ボタンが利用可

能になる前に、以下の項目を記入して下さい:  

• 有効なアーム 1 のプローブ ファイル名と先端チップ角度。  
• 有効なアーム 2 のプローブ ファイル名と先端チップ角度。  
• 「利用可能なツール一覧」で特定された、有効なツール。  

初のアームがツールを持ち、第二アームが測定する を選ぶ場合、 キャリブレ

ート ボタンが利用可能になる前に、以下の項目を記入して下さい:  

• 有効なアーム 1 のプローブ ファイル名と先端チップ角度。  
• 有効なアーム 2 のプローブ ファイル名と先端チップ角度。  
• アーム 1 の先端チップのタイプは、probe.dat で特定されたように、

FIXEDBALL タイプでなければなりません。  

第二アームがツールを持ち、 初のアームが測定する を選ぶ場合、 キャリブレ

ート ボタンが利用可能になる前に、以下の項目を記入して下さい:  

• 有効なアーム 1 のプローブ ファイル名と先端チップ角度。  
• 有効なアーム 2 のプローブ ファイル名と先端チップ角度。  
• アーム 2 の先端チップのタイプは、probe.dat で特定されたように、

FIXEDBALL タイプでなければなりません。  

9. いったん、このボタンをクリックすると、PC-DMIS は、要求されたキャ

リブレーションを開始します。 これは、水平化、回転、そして、原点の

設定によって、マスター アームとスレーブ アームの間に配置を作成しま

す。  

• 手動キャリブレーション オプションを選ぶと、 初にお客様が、球状ツ

ールの 上部に、ひとつのポイントを取ります。 PC-DMIS は、その後

自動的に残りのポイントを測定します。 その時点での位置で当ツールを

測定した後、PC-DMIS は、テーブルの新しい位置にそれを移動するよ

う催促します。  
• DCC キャリブレーション オプションを選ぶと、PC-DMIS は、与えられ

たキャリブレーション球状位置のそれぞれを測定します。 テーブル上の

そのツールの所在位置が同一直線上（直線上に並ぶ）に位置 しない こ
とを確認して下さい。 ツールの位置をお互いから可能な限り離して位置

付け、その中の少なくともひとつの位置を Z 軸内に設置して下さい。  

注記: DCC 測定機をキャリブレートする、もうひとつの方法では、手動の 原点のみ キャリブレ

ーションを行い、その次に、DCC 方向性と原点 キャリブレーションを行います。 この方法は、

X 軸と Z 軸が相対的に並列である、と推測してもよい、大きな測定機のキャリブレーションで役

に立ちます。 その後、プローブ キャリブレーションと 原点のみ キャリブレーションが続きま

す。  

次パートの手順へ  
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キャリブレーション手順、パート 2  

Part 1 で説明されたキャリブレーションを完了した後、同一のキャリブレーション ツールを用い

て、マスター、及び、スレーブ プローブ ファイルのキャリブレーションが必要です。 これは、

resets 2 つの先端チップ間の元来の関係を再設定します。 それは、パーツ配置のレベルや回転を

変えずに、原点のみを変更します。 PHS リストが使用されている場合、その共通のツールを用

いて、両方のアームと共に、リストのキャリブレーションも必要となります。  

以下の手順に従って下さい:  

1. アクティブ アーム ツール バーにある、 アーム 1 をアクティブにする ボ
タン をクリックして下さい。 ほとんどのユーザーは、このボタンをマス

ター コンピューターに割り当てます。  
2. プローブのユーティリティダイアログ ボックスにアクセスします(挿入 | 

ハードウェア | 定義 | プローブ)。  
3. PC-DMIS が、新しいプローブ ファイルを呼び出すか否か、尋ねる場合、 

いいえ をクリックして下さい。  
4. マスター プローブをキャリブレートして下さい (または、PHS を使用の

場合、リスト キャリブレーションを行って下さい)。 PC-DMIS が、当ツ

ールが動かされたか否か、を尋ねます。  
5. はい をクリックして下さい。  
6. キャリブレーションを完了した場合、 プローブ ユーティリティ ダイアロ

グ ボックスから退出して下さい。  
7. アクティブ アーム ツール バーにある、 アーム 2 をアクティブにする ボ

タン をクリックして下さい。 ほとんどのユーザーは、このボタンをスレ

ーブ コンピューターに割り当てます。  
8. プローブ ユーティリティ ダイアログ ボックスにアクセスし、スレーブ 

プローブをキャリブレートして下さい (または、PHS を使用の場合、リス

ト キャリブレーションを行って下さい)。  
9. 今度、PC-DMIS が、当ツールが動かされたか否か、を尋ねる時、 いいえ 

をクリックして下さい。  

複数アーム モードの両方のプローブ ファイルのキャリブレーションがすむと、これで、複数ア

ームのキャリブレーションはすべて終了しました。 PC-DMIS は、スレーブ プローブ ファイル、

ツールのデータ、及び、アームからアーム変換 データを、スレーブ コンピューターにコピーし

ます。 これによって、スレーブ アームがマスター座標システムの延長であるかのように、スレ

ーブ アームを独立して操作でき、または、複数アーム モードにおいて、常に二つのアームを一

緒に操作することができます。  

キャリブレーション結果の閲覧  

必要に応じて、 プローブ ユーティ

リティ ダイアログ ボックスにある 
結果 ボタンをクリックすることに
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より、キャリブレーションの結果にアクセスすることができます。 これは、 キャリブレーショ

ンの結果 ダイアログ ボックスを表示し、そこには、関連したプローブ ファイルのキャリブレー

ト済みの先端チップに関する情報が表示されます。 バージョン 4.3 とそれ以降では、この同じ方

法によって、スレーブ キャリブレーションの結果を、アーム 2 コンピューター上で見ることが

可能です。  

自動キャリブレーションの実施  

通常の複数アームのキャリブレーションに加え、PC-DMIS では、アームの 自動 キャリブレーシ

ョンを行うことができます。  

PC-DMIS には、パーツプログラム実行中に、その時点でのプローブを自動的にキャリブレート

するための、コマンドがあります。 そのコマンドが実行されると、PC-DMIS はキャリブレーシ

ョン ルーチンを開始します。  

このコマンドを挿入するには、 挿入 | キャリブレート | 複数アーム自動キャリブレーション メ
ニュー オプションを選択して下さい。  

 

以下のコマンド ブロックが、編集ウィンドウ内に挿入されます:  

AUTOCALIBRATE/MULTIPLEARM, ARM_THAT_MEASURES=BOTH, CALIBRATION_MODE=DCC , 
QUALTOOL_ID=cal_m, MEASURE_AT_CENTER=0,0,0  

このコマンド ブロックにある項目の内容説明が、以下にあります:  

項目  内容  
ARM_THAT_MEASURES=  どのアームが測定を行うか(どのア

ームがツールを持つかではなく）

を指示します。 両方 , アーム 2 、
または、 アーム 1 の中から選択し

て下さい。  
CALIBRATION_MODE=  手動 、または、 DCC モードのど

ちらでキャリブレーションを行う

か、を指示します。  
QUALTOOL_ID=  使用する校正ツールの名称を特定

します。  
MEASURE_AT_CENTER=  CALIBRATION_MODE=DCC を用

いる場合に、測定で使用される、

X、Y、Z の位置です。 
CALIBRATION_MODE=MANUAL 
がコマンドである場合には、これ

は表示されません。  

F9 を押して、 複数アームの自動キャリブレーション ダイアログ ボックスにアクセスして下さ

い。  
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複数アームの自動キャリブレーション ダイアログ ボックス  

このダイアログ ボックスにある項目のほとんどは、 複数アームのキャリブレーション ダイアロ

グ ボックスで用いられたものと同じです。 2 つの大きな違いについて、以下に記述しています。  

まず第一に、PC-DMIS は現在、このコマンドについて 原点のみ のキャリブレーション タイプ
のみに対応しています。 したがって、 原点のみ と、球の数を変更することはできません。 PC-
DMIS は、このコマンドについてひとつの球のみに対応しているので、すべての球の所在位置を

編集する、別のボタンはありません。 このダイアログ ボックス内の X、Y、及び、Z 中心点ボッ

クスを用いて、ひとつの球の位置を特定することができます。 DCC キャリブレーションを使用

時、その球の所在位置として X、Y、及び、Z 座標を特定します。  

第二に、マスター、または、スレーブ用のプローブと先端チップを特定することはできません。 
それらは、情報目的限定で、このダイアログ ボックス上の一覧に表示されます。 
AUTOCALIBRATE/MULTIPLEARM コマンドが、それの使用するプログラムの内容から、それら

の情報を入手します。  

マスター プロー

ブ  
表示目的に限定。 これは、 AUTOCALIBRAT 
E/MULTIPLEARM コマンドに先行する、マス

ター アーム用の LOADPROBE コマンドによ

って決められます。  
マスター チップ  表示目的に限定。 これは、 

AUTOCALIBRATE/MULTIPLEARM コマンド

に先行する、マスター アーム用の チップ コ
マンドによって決められます。  
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スレーブ プロー

ブ  
表示目的に限定。 これは、 
AUTOCALIBRATE/MULTIPLEARM コマンド

に先行する、スレーブ アーム用の 
LOADPROBE コマンドによって決められま

す。  
スレーブ チップ  表示目的に限定。 これは、 

AUTOCALIBRATE/MULTIPLEARM コマンド

に先行する、スレーブ アーム用の チップ コ
マンドによって決められます。  

ステップ 9: 複数アーム プローブ ファイルをキャリブレー

ト  

 

システムのキャリブレーションが済むと、複数アームのプローブ ファイルのキャリブレーショ

ンが必要です。  

このキャリブレーションについて、以下のことができます:  

• いずれもアームでも、どのような順序においても、キャリブレートで

きます。  
• 異なるアームをキャリブレートするために、異なるキャリブレーショ

ン ツールを使用できます。  
• スレーブ コンピューターからスレーブ アームをキャリブレートし、

さらに、マスター コンピューターからマスター アームをキャリブレ

ートすることができます。  
• マスター プローブと同じ、キャリブレーション ツールで、スレーブ 

プローブをキャリブレートできます。  
• 一度に、ひとつのアームのみキャリブレートすることができます。  

このキャリブレーションの後、次回、マスター コンピューターの複数アーム モードに入ると、

PC-DMIS は、複数のコンピューターからのプローブ ファイルが同時に作動するように設定しま

す。  

• アーム 1 (マスター) プローブ ファイルのキャリブレーション  
• アーム 2 (スレーブ) プローブ ファイルのキャリブレーション  

次のステップ  
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アーム 1 (マスター) プローブ ファイルのキャリブレーション  

マスター プローブ ファイルのキャリブレーションを行いたい場合,  

1. アクティブ アーム ツール バーから、 アーム 1 をアクティブにする アイ

コンを選択して下さい。  
2. プローブのユーティリティダイアログ ボックスにアクセスします(挿入 | 

ハードウェア | 定義 | プローブ)。  
3. プローブ ファイルのキャリブレート方法に関する情報については、「 ハ

ードウェアの定義 」 の項の「測定」の項目にある既存の手続きに従って

下さい。  

スレーブ プローブ ファイルのキャリブレーション  

スレーブ プローブ ファイルのキャリブレーションを行いたい場合,  

1. アクティブ アーム ツール バー( アーム 2 をアクティブにする )から、ス

レーブ アームのアイコンのひとつを選択して下さい 。  
2. プローブのユーティリティダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  
3. プローブ ファイルのキャリブレート方法に関する情報については、「 ハ

ードウェアの定義 」 の項の「測定」の項目にある既存の手続きに従って

下さい。  

マスター プローブ ファイルで使用している、キャリブレーション ツールと異なるキャリブレー

ション ツールを使用したい場合、スレーブ プローブのキャリブレーション中に SLAVESPHERE
ツールを選択して下さい。  

SLAVESPHERE ツールを選択するには:  

1. 挿入 | ハードウェアの定義 | プローブ をメニュー バーから選択して下さ

い。  
2. 「測定」をクリックします。 測定プローブ ダイアログ ボックスが表示さ

れます。  
3. ツール編集 をクリックして下さい。 編集ツール ダイアログ ボックスが

現れます。  
4. ツール タイプ 一覧から、 SLAVESPHERE を選択して下さい。  
5. 選択内容を確定するために OK をクリックして下さい。 SLAVESPHERE

の情報が、 プローブの測定 ダイアログ ボックスの底部に表示されます。  
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ステップ 10: 複数アームの原点を設定  

複数アーム システムのキャリブレーションの 終ステップは、2 つのアーム間の原点を設定する

ことです。 これは、マスター、及び、スレーブ アーム両方の、キャリブレート済みのプローブ 
ファイルを用いて実施されるべきです。  

複数アームの原点を設定するには:  

1. 複数アームのキャリブレーション ダイアログ ボックスにアクセスして下さい ( オペレー

ション | キャリブレート/編集 | 複数アーム モード )。  

 
複数アームのキャリブレーション ダイアログ ボックス  

2. 原点のみ オプションを選択して下さい。  
3. 測定する球の数 ボックスでは、原点を設置するために、測定したい球の数をタイプ入力

して下さい。 複数の球の位置が測定される場合、PC-DMIS は、原点を設置するために、

それらの位置を平均化します。  
4. 両方のアームがツールを測定する オプションを選択して下さい。  
5. 正しいプローブ ファイルと先端チップを選択して下さい。  
6. DCC キャリブレーション 、または、 手動キャリブレーション オプションのいずれかを

選択して下さい。 DCC キャリブレーション を選ぶ場合、 キャリブレーション位置の編

集 ダイアログ ボックスを用いて、正しい球の位置を定義することを確認して下さい。  
7. 利用可能なツール一覧 から、ツールを選択し、測定予定のキャリブレーション ツールの

正しい直径と方向性を定義して下さい。  
8. OK ボタンをクリックして下さい。  

• 手動キャリブレーション オプションを選ぶと、PC-DMIS は、複数アームを用い

て、球上の単一ポイントを測定するか、尋ねます。 それから、PC-DMIS は、球

の周りの残りのポイントを DCC モードで測定します。  
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• DCC キャリブレーション オプションを選ぶと、PC-DMIS は、 キャリブレーシ

ョン位置の編集 ダイアログ ボックスで定義された、球の位置へアームを動かし

ます。  

複数アーム モードでの全プローブ ファイルのキャリブレーションがすみ、アームからアーム原

点が設定されると、キャリブレーション プロセスが終了します。  

重要事項: 複数アーム キャリブレーションを完了し、そして、リストのキャリブレーションを行

った後、(「 リスト デバイスの使用 」の項にある 「 リスト キャリブレーション 」を参照して

下さい )、先に「 ステップ 8: 複数アーム システムをキャリブレート 」で記述があったように、

「原点のみ」リスト オペレーションを繰り返す必要があります。  

PC-DMIS は、スレーブ プローブ ファイル、ツールのデータ、及び、アームからアーム変換 デ
ータを、スレーブ コンピューターにコピーします。 これによって、スレーブ アームがマスター

座標システムの延長であるかのように、スレーブ アームを独立して操作できます。 また、複数

アームモードで、それらを一緒に実行するオプションもあります。 複数アームモードに入るた

びに( オペレーション | 複数アームモードに入る の選択によって)、PC-DMIS は、2 つのコンピ

ューターの間で以下の項目を同時に起こるように設定します:  

• プローブ ファイルの変更  
• リスト キャリブレーションの変更  
• エラー マップ上のデータの変更  
• プローブ交換機のデータ  
• キャリブレーション ツールに関するデータの変更  

複数アームモードを用いた、パーツプログラム作成  
いったんプローブが定義され、キャリブレートされると、パーツプログラムを作成することがで

きます。 複数アームのパーツプログラムは、その他のパーツプログラムと同じように作成され

ますが、いくつかの違いがあります。 主に、複数アームのパーツプログラムでは、各種のコマ

ンドを実行する、特定のアームを割り当て、さらに、除外領域を定める必要があり、それによっ

て、アームの衝突を避けることができます。 下記の項目では、これを行う方法を表示していま

す:  

アームにコマンドを割り当て  

デフォルトにより、PC-DMIS は、新規のコマンドをその時点でのアクティブなアームに割り当

てます。 アクティブ アーム ツール バーを用いて、その時点でのアクティブ アームを切り換え

ることができ、または、特定のアームに連結したコマンドのみを実行することができます。  

 

アクティブ アーム ツール バー  
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 アーム 1 (マス

ター モード)  

 アーム 2 (スレー

ブ モード)  

 アーム 1 で実行  

 アーム 2 で実行  

 

アクティブ アーム ツール バーには、 コード化された色付けがなされ、チェック マークが付い

たアイコンと共に、複数のアームを描いたアイコンがあります。 各アーム アイコンは、測定機

にあるアームに対応しています。  

アーム アイコン を用いると、その時点でのアクティブなアームを切り換えるこ

とができます。  

実行 アイコン (チェック マークのあるもの)を用いると、特定のアームに連結し

た、コマンドが実行されます。  

複数アーム モードにした後に、 PC-DMIS は、編集ウィンドウのコマンド モードの左側の欄外

に色の付いた 縦 線を挿入し、どのアームが選択されたコマンドを使用するか、を表示します。 
(要約モードでは、PC-DMIS は、スレーブ アームに割り当てられたコマンドを、太活字のテキス

トで表示します。):  

 

緑色(フィーチャー CIR1)の線と、赤色(フィーチャー LIN1)の線が、それぞれにアーム 2 と、ア

ーム 1 の部分を示している編集ウィンドウ  

• アーム 1 ( マスター アーム ) に割り当てられたフィーチャーは、赤線

で表示されます。  
• アーム 2 ( スレーブ アーム ) に割り当てられたフィーチャーは、赤線

で表示されます  
• 複数のアームに割り当てられたフィーチャーは、複数の色の付いた線

で表示されます。  
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色の付いた 横線 (縦線のかわりに)は、コマンドが両方のアームに影響を持ち、それらが先立つ

コマンドをすべて実行するまで、どちらのアームも、このコマンドの実行を許されないことを意

味します。 このタイプのコマンド (通常、分枝コマンド、または、配置コマンド)は、両方のア

ームによって、同時に実行されます。  

既存のコマンドを新規のアームに割り当て  

複数アーム マーキングのト
グル メニュー項目は、複数
アーム モードにあるシステ
ムにおいて のみ 利用可能で
す。  

特定のアームに割り当てられたコマンドがあり、それらを異なるア

ームに割り当てたい場合、以下を行って下さい。  

1. 編集ウィンドウをコマンド モードにして下さ

い。  
2. 付け加えたい、編集ウィンドウのコマンドを選択

して下さい。  
3. オペレーション | 複数アーム マーキングのトグ

ル メニュー項目を、メニュー バーから選択して

下さい。  

このオプションを選ぶと、PC-DMIS は、ハイライト表

示されたコマンドすべてを、もうひとつのアームに接続

します。  

• ハイライト表示されたコマンドがない場合、PC-DMIS は、編集ウィンド

ウ内の、カーソルのある場所に、コマンドを接続します。  
• 大部分のコマンドを、マスター アーム、スレーブ アーム、または、両方

のアームに接続することができます。 例えば、 ヒット前 や 配置 コマン

ドを作成して、マスター アームとスレーブ アームの両方に適用するか、

または、それらのうちのひとつのみに適用することができます。  
• 特定のコマンドは、複数のアームに割り当てることができません。 これ

らには、 include フィーチャー 、 ヒット 、 寸法 、及び、 プローブ コマ
ンド が含まれます。  

複数アーム プログラムの実行  

特定のアームに割り当てられたコマンドだけの実行を選択しない限り、プログラム フローは通

常通り、パーツプログラム実行時に、編集ウィンドウの 上部から底部へと進み、各アームが、

それぞれに割り当てられたコマンドを実行します。  

注記: 複数アーム モードでの実行時、スレーブ アームは常に、マスター アームから少し遅れて

実行されます。 この種の遅延は普通です。  
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複数アームの開始点を設定  

PC-DMIS では、編集ウィンドウ ツール バーから 開始点設定 アイコンを選択することによって、

または、コマンド モードにおいて編集ウィンドウ内を右クリックし、ショートカット メニュー

からそれを選ぶことによって、その時点でのアーム用の開始点を割り当てます。  

 

複数の開始点を設定するためには、 開始点設定 ツール バー アイコンをクリックする前に、その

時点での学習アームを変更して下さい。  

 

 

専用の開始点矢印が、編集ウィンドウの左の欄

外に表示され、その色付けは、 アクティブ アー

ム ツール バー上の、アクティブなアームの色に

対応しています。  

左側のスクリーン キャプチャーは、赤色のアー

ム 1 が、CIR3 で実行を開始し、一方、緑色のア

ーム 2 が、CIR2 で実行を開始することを表示し

ています。  

 

実行をキャンセルする場合、PC-DMIS は、実行がキャンセルされた時点での各アームのコマン

ドへ、それぞれのアームの開始点を自動的に移動します。  

開始点は、 ファイル | 部分的実行 | 開始点からの実行 メニュー オプションを選んだ時に、プロ

グラムの実行を開始するよう、PC-DMIS に指示します。 開始点使用に関する情報については、

「 パーツプログラムの編集 」の項にある「 開始点の設定 」 の項目を参照して下さい 。  
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重要事項: プログラム内での、その時点での位置で使用中の先端チップの方向が、プローブ ヘッ

ドのその時点での方向と一致しない場合、チップ方向変更のために、PC-DMIS がチップ コマン

ドに戻って実行を試みないことに注意して下さい。  

衝突回避のためにアームを待たせる  

ひとつのアームが、もうひとつのアームと重複するエリアで行っている測定を完了するまで、そ

の別のアームの作動を延期したい、ということがあると思われます。 これは通常、それらのア

ームの間での衝突を防ぐためです。 衝突を防ぐには、2 つの異なるコマンドを用いることができ

ます。  

同時動作コマンドの使用  

作動中のアームがひとつのみであることを確実にしたい、測定作業について、その冒頭と終端に 
MOVE/SYNC コマンドを置くことができます。 より詳しい説明については「 移動コマンド挿

入 」の項にある「 同時動作コマンドの挿入 」 を 参照して下さい。  

除外動作コマンドの使用  

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドを使用することができます。  

• この方法使用の利点は、アームがその領域にある場合、PC-DMIS が、も

うひとつのアームを待機させることです。  
• その不利な点は、 MOVE/EXCLUSIVE_ZONE コマンドを全コマンド ブ

ロックの周りに置く必要があることで、このコマンドは、二重アーム ボ
リュームの中央の重複領域にあるアームを操作します。  

このコマンドラインを使用するには:  

1. アームのひとつに、CMM ボリュームの重複部分に入るよう命じる、一連

のコマンドを見つけて下さい。  
2. MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=ON コマンドを、その一連のコマンドの冒頭

に置いて下さい。  
3. MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=OFF を、その一連のコマンドの末尾に置い

て下さい。  

MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=ON を用いると、3D 領域を構成するための 2 つの頂点を特定するこ

とができます。 この除外域は、コマンドを割り当てられたアームのために取って置かれるもの

です。 もうひとつのアームが、既にその要求された除外域にある場合、 
MOVE/EXCLUSIVE_ZONE=OFF コマンドによって、その 初のアームがその除外域から退くま

で、PC-DMIS は待ちます。 より詳しい説明については「 移動コマンド挿入 」の項にある「 除
外域コマンドの挿入 」 を 参照して下さい。  
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複数アームのキャリブレーションでの、温度補償使用  

熱電対は、温度の違いを測
定する、熱電気の一対の温
度計です。  

CMM の温度補償を使用する場合、プログラム内に 2 つの温度補償

コマンドを挿入する必要があります—ひとつのコマンドはマスター 
アーム用で、もうひとつのコマンドはスレーブ アーム用です。 ま
た、マスター コントローラーに取り付けられた、パーツ用の熱電

対のみが、パーツの温度を記録するために使用されます。  

スレーブ アームのコンピューター上の、適切なディレクトリ内に

ある STP ファイル (Serv1.stp)に加え、また、スレーブ アーム用の

もうひとつの STP ファイル (Serv1s.stp というファイル名)が、マ

スター アームのコンピューター上の、対応するディレクトリ内に

あることをも確認して下さい。 これを行うには、スレーブ アーム

のコンピューターから、Serv1.stp をコピーし、それを Serv1s.stp 
と名称変更し、さらに、それをマスター アームのコンピューター

に置いて下さい。  

温度補償に関する、より詳しい説明については、「 仕様の設定 」
の項にある「 温度補償 」 の項目を参照して下さい 。  

スレーブ アームでの、マスター パーツプログラム実

行  
スレーブ アームで、マスター パーツプログラムの実行が必要な場合、逆方向軸モードで PC-
DMIS を実行することができます。 このモードは、X 軸と Y 軸の符号を内部的に逆転し、Y 軸を

測定機の中心点に向かって正となるようにし、X 軸をマスター アームの X 軸に相反するように

変更します。  

既存のすべての、プローブ ファイル、リスト マップ、ツール変換機、そして、その他のキャリ

ブレーション、及び、エラー補整ファイルは、このモードで何の変更もなく使用が可能です。  

注記: 通常モード、または、逆方向軸モードのいずれのモードで行われたキャリブレーション

も、どちらのモードでも正しく使用することが可能です。  

PC-DMIS に逆方向軸モードで実行するアイコンを追加するには:  

1. エクスプローラーを用いて、そのアイコンを付け加る先のディレクトリに

進んで下さい。  
2. エクスプローラーの ファイル メニューから、 新規 | ショートカット を選

択して下さい。 ショートカット作成 ウィザードが現れ、そのプログラム

への経路を入力するよう、尋ねます。  
3. コマンドライン ボックスにおいて、PC-DMIS の実行可能なファイルに絶

対パスをタイプ入力するか、または、 ブラウザ ボタンを用いて、ファイ
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ルに進み、選択するか、のいずれかを行って下さい。 デフォルトの経路

は「C:\Pcdmisw\Pcdlrn.exe」です。  
4. コマンドライン ボックス内に経路を入力した後、カーソルを経路の終端

に置き、スペースをタイプし、それから、 /r 、または、 -r をタイプ入力

して下さい。 これは、逆方向軸モードで作動するよう、PC-DMIS に指示

します。 また、 –o 、または、 /o をコマンドラインに付け加えることに

よって、これをオペレーター モードと組み合わせることもできます。  
5. 「次」をクリックして下さい。  
6. ショートカット用の名称選択 ボックス内に、「PC-DMIS 逆方向軸モー

ド」のような名称をタイプ入力して下さい。  
7. 「完了する」をクリックして下さい。 その新アイコンが表示されます。  

 

 

複数アーム モードでのダイアログ ボックスとメッセ

ージ ボックス  
いったん、パーツプログラム用に、複数アーム モードを作動可能にすると、以下の 実行モード 
オプション ダイアログ ボックスのように、特定のアームに関連したダイアログ ボックス、また

は、メッセージ ボックスが、「アーム 1」、または、「アーム 2」の識別子を含むようになりま

す:  

 
 

 

影響を受けるダイアログ ボックス、及び、メッセージ ボックスは、以下の通りです:  

• 実行モード オプション ダイアログ ボックス  
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• プローブ交換機 ダイアログ ボックス  
• プローブ ファイル選択 ダイアログ ボックス  
• 情報メッセージ  
• 警告メッセージ  
• エラー メッセージ  
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複数のウィンドウの操作

および表示 
複数のウィンドウ操作と表示: イントロダクション  
この セクション では、 ウィンドウ メニューを用いて、複数の開いたパーツプログラム間を容易

に移動操作し、閲覧する方法を記述しています。  

このセクションの主な項目は、次のとおり：  

• 開いたパーツプログラム間での切り換え  
• 開いたウィンドウの配置  
• 開いたウィンドウに、プログラムの焦点を合わせる  

開いたパーツプログラム間での切り換え  
以下は、開いたパーツプログラム間での容易な切り換えができる、いくつかの方法についての記

述です:  

次の、または、以前のオプションをクリック:    開いたパーツプログラム

の範囲内で、次のパーツプログラム、または、以前のパーツプログラムに切

り換えるには、 次 、または、 以前 メニュー オプションを選んで下さい。 
開いたパーツプログラムすべての中で 後のものに達した場合、再度 次 を
選択しても何も起こりません。  

開いたパーツプログラム一覧上をクリック:   ウィンドウ メニューの底部に、

PC-DMIS は、開いたパーツプログラムすべての一覧を表示します。 その一

覧からパーツプログラム名を選択することによって、どのパーツプログラム

に焦点を合わせたいか、容易に選択することができます。  

タイトル バーをクリック: パーツプログラムの編集ウィンドウ、または、グラフ

ィックス表示ウィンドウのタイトル バーが表示されている場合、そのパーツ

プログラムに切り換えるためには、単に、そのタイトル バー上をクリックし

て下さい。  
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開いたウィンドウの配置  

メニュー ロードマップの表示  

以下のメニュー オプションを選択すると、すべての開いたウィンドウを配置することができま

す。 編集ウィンドウを右クリックし、 ドッキング画像 メニュー オプションを選択解除すること

によって、編集ウィンドウをドッキング位置から取り除くまで、これらのメニュー オプション

は、編集ウィンドウには影響しません。  

アイコ

ン  
メニュー オプション  内容  

 縦つなぎ  タイトル バーのみが

表示された状態で、ひ

とつのウィンドウが別

のウィンドウの上に積

み重ねられ、その積み

重ねの 上部にあるウ

ィンドウに焦点を合わ

せます。  

 並列  ウィンドウを並列に配

置し、 上部にあるウ

ィンドウに焦点を合わ

せます。  

 直列  ウィンドウを直列に配

置し、左側にあるウィ

ンドウに焦点を合わせ

ます。  

 次のウィンドウをアク

ティブ化  
次の開いたウィンドウ

をアクティブにしま

す。  

開いたウィンドウに、プログラムの焦点を合わせる  
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ウィンドウ メニューのサンプル  

• A - このセクションでは、その時点でのパーツプログラム用の、開いたウィンドウの

一覧を表示します。  
• B - このセクションでは、その時点でのパーツプログラム用の、開いたパーツプログ

ラムの一覧を表示します。   

パーツプログラムの一覧の上に、PC-DMIS はまた、 ウィンドウ メニュー内で、開いたウィンド

ウすべてを一覧表示します。 単に、このメニューからウィンドウを選択することによって、そ

のウィンドウにプログラムの焦点が当てられます。  
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オフラインモードでの操

作 
オフラインモードの使用: イントロダクション  
オフライン バージョンの PC-DMIS では、ユーザーが、CMM を使用せずに、パーツプログラム

を準備しデバッグできるようにデザインされています。 オフラインでプログラムする能力は、

過去数年間に渡って、益々重要になってきています。 CMM のユーザーが、益々その事実を意識

するようになり、CMM への投資から十分な利益を得るには、高精度三次元測定機が、パーツを

測定するプログラムを書くのではなく、パーツ測定のために使用されなければなりません。  

CMM 製造者の、オフラインプログラミング能力を付け加える 初の試みには、扱いにくい専門

化されたテキスト エディタが含まれていました。 これらの製品は、用途が限られていたにもか

かわらず、ユーザーのオフライン プログラミングへの興味を駆り立てました。 いくつかの CAD
ベンダーがこの興味に促されて開発した製品を用いると、ユーザーは、CAD モデルを用いて、

パーツプログラムを作成することができます。  

これらの製品は、テキスト エディタよりはるかに優れていますが、大きな不都合がひとつあり

ます --費用。 各 CMM ベンダーが、独自の専用測定言語、または、複数の言語を持ち、それらが

常に変更され、ある場合には置き換えられてきたので、これらの製品の開発と維持の費用が、一

部少数の経済的に恵まれたユーザーを除く、その他のユーザーが負担できる範囲を超えていまし

た。  

この状況が原因で、DMIS 使用の開発、包括的 CMM 言語が開発されました。 DMIS を用いると、

CAD ベンダーが、多くの言語ではなく単一言語を対象としたパーツプログラミングのパッケー

ジを開発でき、それにより、費用を大幅に減少することができました。 これらの費用削減は消

費者に渡され、それによって、オフラインのパーツプログラミングが、多くの CMM ユーザーの

実現可能なオプションとなりました。 しかし、依然として問題がひとつあります。 CAD ベンダ

ーがオフラインのパーツプログラミングに対応せず、その予定もない場合、その CMM ユーザー

はどうしたらよいでしょうか。  

メイン フレームの CAD ベンダーの多くが、主流の消費者に促され、彼らの自社製品に DMIS 拡

張部品を導入してきましたが、多様な消費者層を持つ PC 型 CAD のベンダーは、このエリアに

はほとんど興味を 示してきませんでした。 多くの CMM ユーザー、特に小さい作業所が、もっ

ぱら PC 型 CAD システムを使用します。 PC-DMIS を用いると、このグループのユーザーが、オ

フラインのプログラミング能力を持つことができます。  

PC-DMIS を用いて、実際上全 CAD ベンダーが対応しているところの、標準 IGES モデルを使用

するプログラマーは、CMM に近寄ることなく、高価でない PC や PC 互換機でパーツプログラ

ムを作成することが可能です。 これらのパーツプログラムは、PC-DMIS 実行 CMM か、または、

DMIS 仕様対応 CMM のいずれの操作にも使用が可能です。  



Wilcox Associates, Inc. 

1722  *  オフラインモードでの操作 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

オフラインでのプログラミング技術は、オンラインでのプログラミング技術とほとんど同じです。 
しかし、予期されるとおり、プローブ校正方法、測定方法、及び、プログラムのデバッグ方法が、

オンラインで用いられているものと異なります。 この セクション では、PC-DMIS のオフライ

ン プログラミング技術について説明します。  

このセクションの主な項目は、次のとおり：  

• 前提条件  
• オフラインでのプローブ  
• プローブの深さを設定  
• オフラインでのフィーチャー測定  
• パーツプログラムをオフラインで実行、及び、デバッグ  

前提条件  
PC-DMIS をオフラインで用いるには、IGES モデルの形式での CAD データ、DES フォーム、

DXF ファイル、または、X、Y、Z、I、J、K データが利用可能でなければなりません。 「 高度

なファイルオプションの使用 」の項にある「 CAD のインポート、または、プログラム 」 の項

目 のは、PC-DMIS システム内への、これらのファイルのインポートに関する情報があります。  

サポートする IGES エンティティ 

 

PC-DMIS が対応している、IGES エンティティ  

IGES エンテ

ィティ  
内容  

100  円/円弧  
102  複合曲線  
104  円錐曲線  
106  有意点列 (複数の点線)  
108  平面  
110  直線  
112  パラメトリック スプライン曲

線 (曲線と曲面のオプションを

伴う)  
114  パラメトリック スプライン曲

面 (曲線と曲面のオプションを

伴う)  
116  点  
118  ルールド曲面 (曲線と曲面のオ

プションを伴う)  
120  回転面 (曲線と曲面のオプショ
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ンを伴う)  
122  柱面体 (曲線と曲面のオプショ

ンを伴う)  
124  変換行列  
126  有理 B-スプライン曲線 (曲線と

曲面のオプションを伴う)  
128  有理 B-スプライン曲面 (曲線と

曲面のオプションを伴う)  
140  オフセット曲面  
144/142  トリム曲面 (曲線と曲面のオプ

ションを伴う)  
402  結合性の事例  
408/308  副図  
410  視図  

IGES の互換性  

PC-DMIS は、IGES 3.0、4.0、及び、5.1 との間で互換性があります。  

 

DXF の入力  

PC-DMIS は、パーツプログラム作成に用いる、CAD データとして DXF (画図エクスチェンジ フ
ァイル) ファイル内を読み込みます。 このファイル形式は、テキストに対応していません。 対応

している、唯一のデータ タイプは、フィーチャーのデータです。  

このオプションは、PC-DMIS の標準モジュールの一部ではありません。 この差込みパッケージ

の購入に興味がおありの場合、お客様の PC-DMIS ソフトウェア代理店にご相談下さい。  

 

DES の入力  

PC-DMIS は、パーツプログラム作成に用いる、CAD データとして DES (データ エクスチェンジ 
スタンダード) ファイル内を読み込みます。 そのデータは、フィーチャーのデータとして、また

は、取付具のデータとして来る可能性があります。 それがフィーチャーのデータである場合、

フィーチャー ラベルを用いて、フィーチャーのタイプを定義するオプションがあります。 PC-
DMIS の表示から DES ポイントを選ぶことによって、正しい DCC フィーチャー ダイアログが、

DES ポイントから入力された値と共に表示されます。  

DES のフィーチャー タイプは、フィーチャー ラベルの第五の位置付けによって定義されます。 
これは、DES ファイルにおいて、データ タイプ「直線」の 15 番目の(15) 縦列です。 文字とフ

ィーチャーのタイプが続きます。  
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文字  DES のタイプ  PC-DMIS  
板金タイプ  

S  曲面  表面ポイント  
T  トリム  エッジ ポイント  
H  へりエッジ  エッジ ポイント  
X  穴  円 (内)  
Y  鋲  円 (外)  
Z  溝  丸型溝  

XYZ ASCII ファイル  

PC-DMIS は、XYZ（そして、たぶん IJK）データを含む ASCII ファイルをすべて読み込みます。 
当該ファイルには、測定を必要とする、名目上の（理論上の）インスペクションポイントがある

べきです。  

XYZ ASCII ファイルに関する、詳しい説明については、「 高度なファイルオプションの使用 」
の項にある「 XYZIJK ファイルのインポート 」 を参照して下さい 。  

オフラインでのプローブ  
オフライン バージョンでは、オンライン バージョンで定義されているのと同じように、プロー

ブの定義、及び、キャリブレーションの能力すべて   が使用可能です。 しかし、数値はキーボー

ドを用いてのみ、入力することができます。 測定を行うことはできません。 (例えば、プローブ

の直径を知るために、実際にキャリブレーション器具を測定することはできません。)  

プローブの定義に関する情報については、「 ハードウェアの定義 」の項にある「 プローブの定

義 」 を 参照して下さい。  

注記: オフラインでのパーツプログラム作成に使用するプローブが、オンラインでのパーツプロ

グラム実行時に使用するのと同じプローブであることをお勧めします(しかし、絶対に必要では

ありません)。  

プローブの深さを設定  
オフラインで測定をプログラムするには、(その時点での作業平面の表面との関連で）特定の距

離をおいて、プローブの 深さ を設定することが重要です。 PC-DMIS には、プローブの深さを

設定するためのいくつかの方法があります。  

注記: これらの手法のいずれを用いる場合にも、プログラム モードにあることが必要です。 「状

態」ボタンが PROG と表示することを、確認して下さい。  
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プローブのおよその深さを設定  

ほとんどの場合において、 フィーチャーを適切に測定するためには、プローブのおよその深さ

を設定するだけで十分です。 オフラインで PC-DMIS を用い、これを行うには、  

1. 画図上で、ヒットを行う場合のご希望の深さに、マウスのカーソルを置い

て下さい。  
2. その時点での位置で、右クリックして下さい。 PC-DMIS が、その新しい

位置でプローブを描き直します。  

 

プローブの深さを設定  

フィーチャー上にプローブの深さを設定  

特定のフィーチャー (つまり、平面)上に、プローブを位置付けて下さい:  

1. フィーチャーの近くに、 カーソルを移動して下さい。  
2. マウスの右ボタンを押さえ続けて下さい。  
3. マウスボタン をリリースして下さい。  

マウスボタンがリリースされると、PC-DMIS が、 も近い CAD 図形要素上にプローブを「瞬時

移動」し、以下のメッセージを表示します: 「 精密な深さを設定 」 。  

ステータス バー が、その時点でのヒット数と、プローブの所在位置を表示します。  
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フィーチャー上にプローブの深さを設定  

球上にプローブの深さを設定  

PC-DMIS では、球上にプローブの深さを設定することのできる方法が二つあります。 画図の中

心線との関連での、プローブの位置次第で、その球上でのヒットの位置が決められます。 プロ

ーブが中心線より下方にある場合、PC-DMIS は、球の底部にヒットを行います。 球の 上部に

ヒットを行うには、プローブの深さが中心線より上部に設定されなければなりません。 以下の

手順に関するより詳しい情報については「 オフラインでのフィーチャー測定 」を参照して下さ

い。  

3 次元での手順  

3 次元の球の表面に精密な深さを設定するには:  

1. 動画プローブをご希望の円に移動して下さい。  
2. マウスの右ボタンを押さえ続けて下さい。  
3. マウスボタンをリリースして下さい。 精密な深さが球上に設定されます。  

PC-DMIS は、マウスボタンが 初に押し続けられた、フィーチャーの側面にプローブを位置付

けます。 これは、測定されるフィーチャーのタイプを決定します。 プローブが円形 CAD 図形要

素の外側に瞬時移動する場合、ヒットはその円の外側に配置されます。 プローブが同一の図形

要素の内側に瞬時移動する場合、ヒットはその円の内側に配置されます。 円の 3 次元の原点は、

球の中心点と同じ位置に置かれなければなりません。  

精密な深さが設定された後、作成されたポイントがすべて、球の表面に瞬時移動します。  

2 次元での手順  

2 次元画図を用いる場合、PC-DMIS は、球の少なくとも 2 通りの画像を必要とします。 球が、

両方の画像において、円 (または、円弧)として見えるべきです。  

1. 二つの画像のうちのひとつを用いて、2 つの 軸 の精密な深さを設定して

下さい。 (精密な深さの設定に関しては「 フィーチャー上にプローブの深

さを設定 」を参照して下さい。) PC-DMIS は、以下のメッセージを表示

します:「 精密な深さを設定 」  
2. 第二の画像を用いて、3 番目の軸の精密な深さを設定して下さい。 PC-

DMIS は、以下のメッセージを表示します: 「 球上に精密な深さを設定 」。 
この手順は、球の真の 3 次元的中心点を見つけます。  

精密な深さが設定された後、作成されたポイントがすべて、球の表面に瞬時移動します。  
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円錐上にプローブの深さを設定  

PC-DMIS では、円錐上にプローブの深さを設定することのできる方法が二つあります。 以下の

手順に関するより詳しい情報については「 オフラインでのフィーチャー測定 」を参照して下さ

い。  

3 次元での手順  

円錐の表面上に精密な深さを設定するには、PC-DMIS は、円錐上に表示された 2 つの CAD 円

(または、円弧 )を必要とします。 表面の 2 通りの画像がこの手順で使用されることが、望まし

いですが、必須条件ではありません。 (等大画像の使用もまた、円錐上にプローブの深さを設定

する、可能な方法です。)  

1. それらの円のひとつを用いて、円錐の一方の端に精密な深さを設定して下

さい。 PC-DMIS が、以下のメッセージを表示します: 「 精密な深さを設

定 」  
2. 次に、第二の円を用いて、円錐の他の端に精密な深さを設定して下さい。 

PC-DMIS が、以下のメッセージを表示します: 「 円錐上に精密な深さを

設定 」  

精密な深さが設定された後、作成されたポイントがすべて、円錐表面に瞬時移動します。 マウ

スの左ボタン を抑え続けることによって、円錐上に、単一のヒットを行うことが可能です。 マ
ウスの左ボタン をクリックすると、PC-DMIS が円錐の周りに等間隔のヒットを行います。  

2 次元での手順  

2 次元画図上で円錐の表面上に精密な深さを設定するには、PC-DMIS は、2 つの円の間隔の長さ

(上記での記述のとおり) が定義されていることを必要とします。 これらの円の深さが同じであ

るため、線の深さをも精密に定義することが必要です。 これは、直線でも、あるいは、円錐の

縁上でも行うことが可能です。 二つの円上に精密な深さが設定された後、長さ用に使用する線

の隣に、 マウスの右ボタン を押し続けて下さい。  

精密な深さが設定された後、作成されたポイントがすべて、円錐表面に瞬時移動します。 マウ

スの左ボタン を抑え続けることによって、円錐上に、単一のヒットを行うことが可能です。 マ
ウスの左ボタン をクリックすると、PC-DMIS が円錐の周りに等間隔のヒットを行います。  

 

プローブの深さをキー入力  

空間の、ある特定の位置にプローブを設定することが必要な場合があります。 これを行うには:  

1. プログラム モードにある状態で、ステータス バーの X、Y、Z の部分をク

リックして下さい (または、「 移動コマンドの挿入 」 の項に記述のある 
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オペレーション | 移動先  オプションを選んで下さい)。 メニュー ロード

マップの表示  
2. 自動移動ポイント ダイアログ ボックスが現れます。 デフォルト設定は、

プローブのその時点での所在位置を指示します。  
3. X、Y、Z を、ご希望の値に変更して下さい。 移動保存   チェック ボック

ス を選択すると、 MOVE POINT コマンドをプログラムに追加すること

ができます。 また、 増分移動  チェック ボックスと 移動 OK  チェック 
ボックスを選択することも可能です。  

4. 新規の X、Y、または、Z 値が入力された後、 済み をクリックすると、

PC-DMIS が、動画プローブを新しい位置に移動します。  

オフラインでのフィーチャー測定  
PC-DMIS には、測定ルーチンをオフラインでプログラムする方法がいくつかあります。 マウス

の左ボタン を抑え続けることによって、ヒットを行うことができます。 ALT と「-」 (マイナ

ス)  キーの組み合わせを用いると、測定プロセスが終了していない限り、特定数のヒットを除去

することができます。 (各ヒットを取り除くために、ALT と 「-」マイナスを押して下さい。) 測
定プロセスを完了するには、終了キーを押して下さい。  

注記: 終了キーを押して、測定プロセスを終了して下さい。 終了キーを押すまで、PC-DMIS
は、ヒット バッファにヒットを集積し続けます。  

自動的測定  

円形フィーチャー タイプと線形フィーチャー タイプについての、IGES の定義に基づいて、PC-
DMIS は、測定方法の推定を行うことができます。 これらの推定を利用すると、パーツプログラ

ムの作成プロセスの速度を高めることにつながります。  
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円形フィーチャー  

PC-DMIS が円形フィーチャ
ー上で行う、デフォルト設
定のヒット数は、システム
上のオプションです。 この
値を変更するには、 セット
アップ オプション ダイアロ
グ ボックスにアクセスし
( 編集 | 仕様 | セットアッ
プ )、それから、 一般 タブ
をクリックして下さい。 自
動円形ヒット   編集ボック
ス内に、新しいデフォルト
設定値をタイプ入力して下
さい。  

PC-DMIS は、円、円筒、及び、円弧用のヒットを自動的に作成す

ることができます。 これを行うには:  

1. フィーチャーの円周の近くに、カーソルを移動し

て下さい。  
2. マウスの左ボタン をクリックして下さい。 

(STATE アイコン   は、プログラム モードに設定

されていることが必要です。) PC-DMIS はその

後、その時点でのプローブの深さで、フィーチャ

ー上に等間隔のヒット を行います。 (円へのヒッ

ト数の設定については、「 仕様の設定 」の項に

ある「 セットアップ オプション：一般タブ 」 
の項目 を参照して下さい。)  

円形フィーチャーのための、以下の測定ルールに従って下さい。  

• 内径 (ID )については、カーソルを、フィーチャーのちょうど内側に配

置して下さい。  
• 外径 (OD )については、カーソルを、フィーチャーのちょうど外側に

配置して下さい。  
• 円筒を自動的にプログラムするには、少なくとも 2 セットのヒットを、

異なるプローブの深さで行って下さい。  
• 円弧をプログラムする場合、PC-DMIS は、その円弧の長さに応じて、

ヒットの間隔を取ります。  
• 球、または、円錐を測定するには、まず第一に、ヒットを行う前に、

球か円錐上に精密な深さを設定して下さい。 「 球上でのプローブの

深さを設定 」、及び、「 円錐上でのプローブの深さを設定 」を参照

して下さい。  
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線形フィーチャー  

PC-DMIS が線形フィーチャ
ー上で行う、デフォルト設
定のヒット数は、システム
上のオプションです。 この
値を変更するには、 セット
アップ オプション ダイアロ
グ ボックスにアクセスし
( 編集 | 仕様 | セットアッ
プ )、それから、 一般 タブ
をクリックして下さい。 自
動線ヒット 編集ボックス内
に、新しいデフォルト設定
値をタイプ入力して下さ
い。  

PC-DMIS は、直線、及び、平面用のヒットを自動的に行うことが

できます。 これを行うには:  

1. 直線の近くに、カーソルを移動して下さい。  
2. マウスの左ボタン をクリックして下さい。 

(STATE アイコンは、プログラム モードに設定さ

れていることが必要です。)  

線形フィーチャーの測定のための、以下のルールに従って下さい: 
   

• PC-DMIS は、その時点でのプローブの深さで、直線の長さに沿った等間

隔のヒットを行います。 (直線へのヒット数の設定については、「 仕様の

設定 」の項にある「 セットアップ オプション：一般タブ 」 の項目 を参

照して下さい。)  
• カーソルは、ヒットが行われる、直線の横側に配置しなければなりません。  
• 平面を自動的にプログラムするには、少なくとも 2 セット のヒットを、

異なるプローブの深さで行う必要があります。  

曲面フィーチャー  

UV スキャンは、表面の UV 方向に沿った、曲面上に自動的にポイントを配置するために使用が

可能です。 プログラム モード、及び、曲面選択モードにおいて、選択予定の曲面 内で 、マウス

の左ボタンを押して下さい。 ダイアログ ボックスが表示され、それを用いると、各 UV 方向に

沿った、ポイント数に加えて、UV 値の冒頭と末尾の値を入力することができます。  

不連続測定  

自動的測定は、プログラムの処理を早めますが、時には、パーツの幾何図形やフィーチャー タ
イプのありかたのために、フィーチャー上に正確にヒットを配置する必要があります。 ヒット

を配置する、技術が 2 通りあります。  

表面上にヒットを配置  

多くの事例において、表面上に(つまり、平面、球、または、円錐の測定)、正確にヒットを位置

付けることが必要とされます。 これを行うには:  

1. ヒットを置きたい場所に、カーソルを移動して下さい。  
2. マウスの左ボタンを押さえ続けて下さい。 (マウスを移動しないで下さい)。  
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3. マウスボタンをリリースして下さい。 PC-DMIS が、そのポイントでのヒ

ットをプログラムします。  

カーソルは、そのボタンを押さえ続けている間、ひとつの場所に留まっている必要があります。 
それ以外の場合には、PC-DMIS が、お客様の意図を誤って解釈します。 ボタンがリリースされ

た後に、プローブの先端チップがフィーチャー上に瞬時移動する場合、そのプロセス中にマウス

が動かされます。 ALT と 「-」(マイナス)  キーの組み合わせを押して、そのヒットを除去し、

再度プロセスを始めて下さい。  

注記: 円錐、球、または、平面上に慎重なヒットを配置する前に、精密な深さが設定されなけれ

ばなりません。  

フィーチャー上にヒットを配置  

多くの事例において、平面以外のフィーチャー上に、正確にヒットを位置付けることが必要とさ

れます。 これを行うには:  

1. ヒットを置きたい場所の近くに、カーソルを移動して下さい。  
2. マウスの左ボタン を押さえ続けて下さい。  
3. ヒットを置きたい場所に向かって、プローブを移動して下さい。 (プロー

ブを、スクリーン上で、少なくとも 1/8" 動かさ なければなりません )。  
4. マウスボタンをリリースして下さい。  

PC-DMIS は、そのフィーチャー上にヒットを「瞬時移動」します。 初にマウスが押し続けら

れている時に、PC-DMIS は、カーソルがある、フィーチャーの側面にヒットを行います。  

測定の終了  

オフライン モードで測定を終了するには、終了キーを押して下さい。  

パーツプログラムをオフラインで実行、及び、デバ

ッグ  
オフラインの PC-DMIS における、パーツプログラム実行は、オンラインの PC-DMIS の場合と

同様です。 編集ウィンドウでは、パーツプログラムのコマンドすべてに即座にアクセスするこ

とができ、オフラインのパーツプログラムの微調節が、CMM 上のプログラムと同じように簡単

にできます。  

PC-DMIS の多くの編集オプションの概要については、「 パーツプログラムの編集 」 の項 を参

照して下さい。  

プローブの動作に十分な注意を払い、衝突や誤った位置でのヒットを探知するのは、プログラマ

ーの責任です。 これを行う 適の方法は、移動速度と接触速度の両方を減少することです。 プ
ローブ セットアップ オプションの入力と、適切な編集ボックスへのご希望の速度のキー入力に
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よって、これは可能です (「 仕様の設定 」の項にある「 レポート、及び、動作パラメータの変

更 」 の項目 を参照して下さい。） 停止 ボタンが押されると、PC-DMIS は、測定プロセスを停

止し、 継続 ボタンが選択された後でのみ、測定プロセスが再開されます。  

経路  

オペレーション | グラフィックス表示ウィンドウ | パス ライン メニュー オプションを選ぶと、

パーツに沿ったプローブの経路をグラフィックス画像で表示します。 このオプションは、 プロ

ーブ の経路を編集する強力なツールであり、オフライン測定手続きにおいて非常に役立ちます。 
このオプションにアクセスするには:  

• 編集ウィンドウ内で、適用可能なパーツプログラムの、プローブの経

路編集に使用するフィーチャーを マークして下さい。 (「 パーツプロ

グラムの編集 」の項にある「 実行用のコマンドをマーク 」 を参照し

て下さい 。)  
• 見る | パス ライン オプションを選択して下さい。 PC-DMIS が、パー

ツプログラムの学習時に作成されたプローブの パス ラインを表示し

ます。 パス ライン使用に関する、より詳しい情報については「 CAD
表示の編集 」の項にある「 パス ラインの表示、及び、動画 」 を参照

して下さい。  
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DOS/AVAIL ファイルを

PC-DMIS に変換 
DOS/AVAIL の PC-DMIS 内への変換: イントロダク

ション  
PC-DMIS では、ユーザーが、DOS や Avail で作成されたパーツプログラムを取り、Windows 用

の PC-DMIS 内で作動させるために変換することができます。 オリジナルのパーツプログラムは、

Avail か PC-DMIS (DOS)を用いて作成されていなければなりません。 変換プロセスが利用可能

となるためには、オリジナルのパーツプログラムは、Avail か PC-DMIS (DOS)バージョン 3.2 か

それ以降を用いて、作成されていなければなりません。  

注記: このバージョンのリリースにおいて、Windows 用の Tutor パーツプログラムのインポート

は利用可能ではありません。  

このセクションの主な項目は、次のとおり：  

• イントロダクション  
• パーツプログラムのファイルの変換  
• パーツプログラムのファイルのインポート  

 

パーツプログラムのファイルの変換  
ファイルを変換する場合、以下の手順通りに実行されなければなりません:  

DOS から Windows へ  

1. DOS を用いて、DOS 用の PC-DMIS を始動して下さい。 アクティブなパ

ーツ 一覧が表示されます。  
2. ポスト ボタン上を メニュー一覧 でクリックして下さい。  
3. 変換する予定のパーツプログラムを選択して下さい。 PC-DMIS が、 ポ

スト オプション メニューを表示します。  
4. メニュー一覧から DIMS  CMDS (DIMS コマンド) ボタンを選択して下さ

い。 PC-DMIS が、 出力ファイル 名を尋ねます。  
5. 3 文字の拡張子が続く、適切なファイル名をタイプ入力して下さい。 拡

張子「.dim」の使用をお勧めします（しかし、絶対必要ではありません）。  
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6. パーツプログラムをポスト処理中、PC-DMIS は、Windows 用 PC-DMIS
のプローブ ファイル名を入力するよう促します。 適切な名をタイプ入力

して下さい。  
7. Windows 用に使用されている、プローブ ファイルであることを確認して

下さい。  
8. 入力キーを押して下さい。  
9. ポスト処理が終了すると、PC-DMIS がメッセージを表示し、継続のため

には、いずれかのキーを押すよう促します。 その後、PC-DMIS が、 ア
クティブなパーツ 一覧に戻ります。  

10. DOS 用の PC-DMIS から退出して下さい。  

 

Avail/MMIV から Windows へ  

Avail/MMIV ファイルは、PC-DMIS for Windows 内で実行するには、変換が必要です。 それらの

ファイルを LLF*.* というファイル名で保存することを、お勧めします(しかし、絶対必要ではあ

りません)。 「 パーツプログラム ファイルのインポート 」にある手順に従って下さい。  

パーツプログラムのファイルのインポート  
パーツプログラムのファイルをインポートする場合、以下の手順に従って下さい。 ファイルの

タイプに関わらず、そのプロセスは同じです。  

DOS、Avail、及び、MMIV ファイル  

1. Windows 用 PC-DMIS の、デスクトップ アイコンをダブルクリックして、

(または、デスクトップの スタート ボタン | プログラム ファイル | 
Windows 用 PC-DMIS を選択して) Windows 用 PC-DMIS を始動して下さ

い。 PC-DMIS が ファイルを開く ダイアログ ボックス を呼び出して表示

します。  
2. キャンセル ボタンをクリックして、ダイアログ ボックスを閉じて下さい。  
3. 新しいパーツプログラムの作成には、 ファイル | 新規 メニュー オプショ

ンを選んで下さい。 新規パーツプログラム ダイアログボックス が表示さ

れます。  
4. 新規のパーツプログラムのファイル名と、その他の情報を必要に応じて、

タイプ入力して下さい。  
5. OK ボタンをクリックして下さい。 ダイアログが閉じ、PC-DMIS が、 プ

ローブ ユーティリティ ダイアログ ボックス を開きます。  
6. キャンセル ボタンをクリックして、 プローブ ユーティリティ ダイアロ

グ ボックス を閉じて下さい。  
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7. ファイル | インポート サブメニューを選択して下さい。 メニュー ロード

マップの表示  
8. 適切な  入力データのタイプ (DIMS、AVAIL、または、MMIV )を選択して

下さい。 開く ダイアログ ボックスが現れます。  
9. 正しいファイルを選択して下さい。 それが .DIM / .LLF*.* 拡張子と共に保

存されている場合には、 PC-DMIS が、利用可能なファイルすべてを適切

な拡張子と共に、自動的に表示します。 必要に応じて、正しいディレク

トリを変更して下さい。  
10. インポート ボタンをクリックして下さい。 お客様のパーツプログラム用

の CAD データが既に存在している場合には、インポートされた CAD デ

ータと共に既存の CAD データの マージ 、または、 置き換え を選択して

下さい。 変換オプションの選択 ダイアログ ボックスが、これらの変換オ

プションを伴って表示されます:  

• メイン プログラムと、呼び出されたサブルーチンすべてを、ひとつの DIMS パーツ

プログラム内に変換して下さい。  
• 指定されたファイルのみを変換して下さい。 サブルーチンの呼び出しを含みますが、

サブルーチン ファイルを変換しないで下さい。  
• メイン プログラムと、呼び出されたサブルーチンを、別々の DIMS パーツプログラ

ム内に変換して下さい。  

11. 利用可能な変換方法のひとつを選択して下さい。  
12. OK ボタンをクリックして下さい (または、入力キーを押して下さい)。  

PC-DMIS は、DIMS/AVAIL/MMIV データを変換し、パーツプログラムに返します。  

• 各 TOOLCHANGE については、PC-DMIS のプローブ ファイルを選択するよう催促

されます。  
• 各 TIPCHANGE については、PC-DMIS のプローブを選択するよう催促されます。  

お客様のパーツプログラムはここで、Windows 用 PC-DMIS 実行のための準備ができました。  

重要事項: フィーチャー ブロック内の IFTEST キーワード、または、 GOTO/LABEL コマンドを

含む、AVAIL パーツプログラムをインポートする時、または、フィーチャー ブロック内の 
BRANCH/TEST キーワード、または、 BRANCH/LABEL コマンドを含む、MMIV パーツプログ

ラムをインポートする時、PC-DMIS は、そのそれぞれの IF 、及び、 GOTO コマンドをフィー

チャー ブロックの 前に 移動します。 これは、将来の PC-DMIS バージョンにて、修正される予

定です。  

インポートされた DOS パーツプログラム用の、

MOVE/PH9_OFFSET コマンドの理解  

DOS バージョンでは、当ソフトウェアは、PH9 を新しい角度に回転し、その後、自動的に移動

するので、それによって、先端チップは角度変更前の場所に戻ります。 しかし、Windows 用の 
PC-DMIS では、PH9 が新しい角度に回転しても、当ソフトウェアがこの余分の動作を行いませ
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ん。 したがって、変換された DOS パーツプログラムとインポートされた DOS パーツプログラ

ムについては、Windows 用 PC-DMIS が自動的に MOVE/PH9_OFFSET コマンドを挿入し、DOS
バージョンの PC-DMIS から、Windows 用 PC-DMIS への変換を容易にします。  

このコマンドには、以下のシンタックスがあり、2 つの入力を受け取ります:  

MOVE/PH9_OFFSET,INPUT1,INPUT2  

 

INPUT1 は、先端チップの旧角度です。  

INPUT2 は、先端チップの新角度です。  

注記: 通常の Windows 用の PC-DMIS のパーツプログラムでは、このコマンドを使用する必要は

なく、いずれのメニューからも、それを選択することはできません。  
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リスト デバイスの使用 
リストデバイスの使用: イントロダクション  
PC-DMIS では、他の製造社によるデバイスに加えてレ二ショーPHS、DEA CW43、DEA 
CW43L のような、無制限のインデックス可能なリスト デバイスのキャリブレーションと使用に、

完全に対応しています。  

このセクションの主な項目は、次のとおり：  

• インストレーション  
• 先端チップのキャリブレーション  
• ユニットのキャリブレーション  
• 校正チェック  
• ユニットをホームポジションに置く  
• パーツプログラム内でのリストの使用  
• C ジョイント デバイスのキャリブレーションと使用  

インストレーション  
CMM にリストがインストールされる場合、PC-DMIS は、A、及び、B 軸を通常表示される、X、
Y、及び、Z 読み取り値に付け加えます。 PC-DMIS のリスト サポートを作動可能にするには、

ポート ロックのリスト オプションをオンにしておく必要があります。 対応されている無制限リ

ストとインターフェースの多様化のために、PC-DMIS レジストリ エントリーのうち、必要な変

更に関しては、お客様のソフトウェア ベンダーに詳細をお問い合わせ下さい (レジストリのエン

トリーを変更するための、PC-DMIS 設定エディタの使用に関する情報については「 レジストリ

のエントリーを変更する 」 の項 を参照して下さい)。  

PC-DMIS は、自動的にコントローラーに尋ね、リストの存在の是非を決定します。  

ライツ社のインターフェースを伴う、レ二ショーPHS についての付

記  

レ二ショー リスト用の運動学的装備方法を用いる場合、PC-DMIS 設定エディタの [オプション] 
の項にある、「 RenishawKinematicMount=1 」レジストリ エントリーの変更が必要です。 レ
ジストリ エントリーの変更に関する、より詳しい情報については、「 レジストリ エントリーの

変更 」 の項 を参照してください。  

PC-DMIS は、(システムの始動に当たって) PHS リストが CMM に装備されているか否か、を尋

ねます。 PC-DMIS がこの問いを尋ねるのは、コントローラーの電源が入れられた直後だけです。 
いったん、アームの末尾にあるものについて PC-DMIS に告げた後では、コントローラーの電源

が切れ、再始動したことを PC-DMIS が感じ取るまで、再度この問いを尋ねることはありません。 



Wilcox Associates, Inc. 

1738  *  リスト デバイスの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

リストが備え付けられると、PC-DMIS は読み取りのために、A 軸と B 軸 を付け加えます。 これ

は、通常表示される、X、Y、Z 軸読み取りに加えて行われるものです。  

注記: 読み取り表示は、PHS リストに関する問いに、望ましい応答をし、PC-DMIS を作動する

まで、値の変更を反映しません。  

先端チップのキャリブレーション  
先端チップのキャリブレーションを行う場合、その前に、リストが既にキャリブレートされた、

と推測します。 リストをキャリブレートするために使用された、先端チップについてはその必

要はありません。 チップのキャリブレーションは、リストをキャリブレートするために使用さ

れた、先端チップについては自動的に行われます。  

チップ キャリブレーションの目的は、 後の(A ジョイント) ジョイントの中心点から先端チップ

の中心点への距離を算出することです。 理論的に、リストのキャリブレーション後では、この

距離の算定にはチップのひとつの AB の組み合わせの測定だけで十分です。 しかし、PC-DMIS
が算定された先端チップのオフセットを平均配分できるので、複数の A、B の組み合わせを測定

することが良いと思われます。 これによって、より正確な結果を得ることができます。  

新プローブ ファイル  

リストをキャリブレートした後、リストに添付された先端チップを変更し、チップ キャリブレ

ーションを行うことが可能です。  リスト上の、新しい先端チップをキャリブレートするには:  

1. 挿入| ハードウェアの定義 | プローブ メニュー オプションを選択して、 
プローブのユーティリティ ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  

2. プローブの内容説明が、呼び出した新しい先端チップと一致することを

確認して下さい。  
3. アクティブ先端チップ 一覧 から、この新しい先端チップに対応した、一

つ以上の A、B の組み合わせ（複数可）を選択して下さい。 ご希望の A、

B の組み合わせが一覧にない場合、 角度追加 ボタンの選択によって、そ

れを追加することができます。 その先端チップをキャリブレートするに

は、少なくともひとつの A、B の組み合わせを先端チップ一覧から選択

しなければなりません。 複数が選択された場合、PC-DMIS は、より正確

な先端チップのオフセットを得るために、結果を平均化します。  
4. ご希望の先端チップが選択された場合、 測定 ボタンを押して下さい。 こ

れにより、 プローブ測定 ダイアログ ボックス が表示されます。 これを

用いると、ヒット数、ヒット前 / 撤回、及び、速度を設定できます。  
5. 「キャリブレーションのオプション」から 先端チップのキャリブレーシ

ョン オプション ボタンを選択して下さい。  
6. ご希望に応じて、パラメータを設定して下さい。  
7. 測定 ボタンをクリックして下さい。  

PC-DMIS は、測定された A、B 角度の組み合わせを用いて、球の測定を開始します。  
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無制限リストデバイス用ユニットのキャリブレーシ

ョン  
CMM 上にインデックス可能なリストがある場合、PC-DMIS では、「プローブ測定」ダイアログ 
ボックス内の「オペレーションのタイプ」エリアにある、 ユニットのキャリブレーション 、及

び、 ユニットをホームポジションに置く オプションにアクセスすることができます。  

 

測定プローブダイアログ ボックス  

 

作動可能な状態の「ユニットをキャリブレート」オプションを示す、「オペレーションのタイ

プ」エリア  

注記: このリスト キャリブレーションは、単一のスタイラス—スター プローブではなくーを用い

てのみ実行できます。 PC-DMIS がこのキャリブレーションを完了した後、 低でひとつのプロ
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ーブの角度のキャリブレーションを行うことによって、リストの角位置が新しいプローブ ファ

イル内で利用される可能性があります。 より詳しい説明については、「オペレーションのタイ

プエリア」の項目の下にある「ユニットのキャリブレーション」を参照して下さい。 プローブ

のキャリブレーションについての一般的情報については、「 ハードウェアの定義 」 の項にある 
「測定」の項目を参照して下さい。  

ユニットのキャリブレーション オプションを選ぶと、リストをキャリブレートすることができ

ます。 この手順を用いると、球上のいくつかの角度を測定し、リスト自体の内部距離を決める

ことができます。 いったんこの内部距離の情報が算出されると、PC-DMIS は、それを用いて、

どの A、B 角度ペアにおいても、先端チップの位置付けを正確に予想することができます。 これ

を用いると、個々の位置付けのキャリブレーションを行わずに、お客様のパーツプログラムで、

どの A, B 角度でも使用することができます。  

注記: 球の測定用の プローブ測定 ダイアログ ボックスに、ご希望の測定値をタイプ入力し、 ユ
ニットのキャリブレーション オプションが選択される前に、校正ツールを選択することを確認

して下さい。 測定 ダイアログ ボックスにある、測定プロセスで用いられる、ヒット数、プロー

ブのヒット前距離と撤回距離、及び、各種速度を設定することが可能です。 「ハードウェアの

定義」 の項にある 「測定」を参照して下さい。  

リスト キャリブレーション  

リストをキャリブレートするには、少なくとも 3 つの A 角度位置と、3 つの B 角度位置を測定し、

合計で 9 つの球状測定を行う必要があります（各 A 角度位置は、それぞれの B 角度位置におい

て測定されなければなりません）。 プローブ測定 ダイアログ ボックスにある リスト キャリブ

レーション角度セットアップ エリア では、A と B 軸 の両方をキャリブレートするための角度を

特定することができます。 初の 3 つのオプションは、A ジョイントのキャリブレーション用で

す。  

AB 間角度位置を定義するための リスト キャリブレーション角度セットアップ エリアの使用に

関する情報については、「 ハードウェアの定義 」 の項にある 「リスト キャリブレーション角

度セットアップ」の項目を参照して下さい。  

注記: レ二ショーPHS を使用の場合、PHS コントローラーの電源が途切れるたびに、リストのキ

ャリブレーションを行うか、または、 プローブ測定 ダイアログ ボックスの オペレーションのタ

イプ エリアにある ユニットをホームポジションに置く を選択して、再度 測定 をクリックしな

ければなりません。  

SP600 プローブ使用時の注意  

無制限リスト上のほとんどのタイプのプローブについて、リスト デバイスは角度領域をキャリ

ブレートし、残りについてはキャリブレーションに近い状態に校正します。 しかし、無制限リ

スト上に SP600 プローブがある場合には、SP600 プローブがそれ自身の偏差行列を必要としま

す。 ですから、元来のマップ処理にはない、各 AB チップ角度をキャリブレート する必要があ

り 、そうでなければ、不正確な測定結果を招くことになります。  
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エラー マップの算出  

通常、リスト デバイスは相対的に小さい増分 (例、20 度)でキャリブレートされます。 ユニット

のキャリブレーション チェック ボックスが選択された状態で、無制限にインデックス可能なリ

ストをキャリブレートする場合、PC-DMIS は、 abcomp.dat という名称のリスト エラー補整フ

ァイルを自動的に作成し、それはリストの角度エラーの修正に使用されます。 エラー マップの

作成は、PC-DMIS がプロービングのオフセットを補間できるので、以前にキャリブレートされ

ていない位置での測定に使用される場合、リストの正確さの増加につながります。  

エラー マップ算出の後、その結果はコンピューターのハード ドライブ上に保存されるので、リ

スト使用時にはいつでも、改善された角の正確さの恩恵を受けることができます。 エラー マッ

プの算出は、定期的に(週に一度か、それ以下)、または、必要に応じてのみ行われるべきです。 
エラー マップの算出時、PC-DMIS はまた、その時点で呼び出し状態のプローブ ファイル用の、

有効なリストと先端チップのキャリブレーションを実施します。  

注記: リストの備え付けに変更があった場合、その都度、リストのキャリブレーションを行うべ

きです。 また、リストのマップ化を行うべき場合については、デバイスの製造と製造者の勧告

に基づいて、変更する可能性があるので、小型機器とベンダーの情報を参照して下さい。  

無制限にインデックス可能なリスト デバイスをキャリブレートし、リスト エラー マップ ファ

イルが作成されると、その後、PC-DMIS にエラー マップ ファイルの使用を指示して下さい。 
これを行うには、 利用可能な場合、リストマップを使用 チェック ボックスを、 プローブ ユー

ティリティ ダイアログ ボックスから選択して下さい (「 ハードウェアの定義 」 の項にある 
「利用可能な場合、リストマップを使用」の項目を参照して下さい)。 その後、 小のキャリブ

レーションのみで、新プローブ ファイルの位置を作成、及び、使用することができます。  

これを行うには、新規のプローブ ファイルを作成し、 ユニットのキャリブレーション プロセス

中に使用された、プローブ ファイルへのリンクを維持する校正ツールの、少なくともひとつの

プローブ位置を用いて、通常のチップ キャリブレーションを実施して下さい。 しかし、リスト

のエラー行列への、プローブ オフセット データの「適合」が改善されるので、このキャリブレ

ーション用に、複数のプローブ位置を用いることが重要です。 いくつかのリストの位置付けが、

新規のプローブ ファイルにおいて利用される場合、これは特にあてはまります。  

注記: リストのマップ化中に使用された、プローブ ファイルへのリンクの維持に失敗すると、測

定エラーの原因になります。  

校正チェック  

 

「校正チェック」オプションを表示する、「オペレーションのタイプ」エリア    
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ユニットをキャリブレートした後に、校正チェックをお勧めしますが、絶対必要

ではありません。 校正チェックの実施によって、リスト キャリブレーショ

ンと、今後の測定の、一般的正確さに関する情報を知ることができます。 校
正チェックはまた、新規のプローブ ファイルに付け加えられた、新しい先端

チップのエラーをチェックするためにも使用できます。  

校正チェックを行うには:  

1. 挿入| ハードウェアの定義 | プローブ メニュー オプションを選択して、 
プローブのユーティリティ ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  

2. アクティブ先端チップ一覧 から、校正チェック用に使用したい角度を選

択して下さい。 リストのキャリブレーションで使用するプローブ角度と、

使用しないプローブ角度の両方の選択をお勧めします。  
3. 「測定」ボタンをクリックして下さい。 測定プローブ ダイアログ ボック

スが表示されます。  
4. キャリブレーション チェック中に使用したいパラメータを、与えてくだ

さい。 それには、適切なキャリブレーション ツールの選択も含みます。  
5. Select the オペレーションのタイプ エリアから、 校正チェック オプショ

ンを選んで下さい。  
6. 「測定」ボタンをクリックして下さい。  
7. スクリーン上の手順に従って下さい。  

ユニットをホームポジションに置く  

 

「ユニットをホームポジションに置く」オプションを示す、「オペレーションのタイプ」エリア  

¾ レ二ショー PHS のような ¾ いくつかのリスト デバイスは、あらかじめ定義されたゼロ位置を

持たず、リストを位置付けるために、目盛りのかわりに電位差計を使用します。 これらのタイ

プのリスト デバイスは、プローブ ヘッド コントローラーへの電力が中断されるたびに、ゼロを

再定義する必要があります。 リストのゼロ位置の再定義のために、 ユニットのキャリブレーシ

ョン オプション (「 先端チップキャリブレーション 」を参照して下さい)、または、 ユニットを

ホームポジションに置く オプションを選択することができます。  

ユニットをホームポジションに置く を選択すると、以前にキャリブレートされた球の位置で、

一つ以上のプローブの角度を校正することによって、以前に算出されたリストのゼロ位置から、

角エラーのオフセットを算出します。 この利点は、 低ひとつのプローブ チップ角度を用いて、

そのプロセスの速度を、リストのキャリブレーションよりだいぶ早めることが可能なことです。  
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「ユニットをホームポジションに置く」を達成するためには、複数のプローブ角度の使用をお勧

めします。 これは、PC-DMIS が、リスト エラー マップをより正確に調整するために、ホーム

ポジション配置プロセスのエラーを平均配分するためです。  

「ユニットをホームポジションに置く」を実施するには:  

1. 挿入| ハードウェアの定義 | プローブ メニュー オプションを選択して、 
プローブのユーティリティ ダイアログ ボックスにアクセスして下さい。  

2. そのユニットのキャリブレートに用いられたものと同じプローブ ファイ

ルを選択して下さい。  
3. アクティブ先端チップ一覧 から、キャリブレーション チェック用に使用

したい角度を選択して下さい。  
4. 「測定」ボタンをクリックして下さい。 測定プローブ ダイアログ ボック

スが表示されます。  
5. キャリブレーション チェック中に使用したいパラメータを、与えてくだ

さい。 それには、「ユニットのキャリブレーション」中に使用されたの

と同じキャリブレーション ツールの選択も含みます。  
6. オペレーションのタイプ エリアから、 ユニットをホームポジションに置

く オプションを選択して下さい。  
7. 測定 ボタンをクリックして下さい。  

注記: ユニットのキャリブレーションの後、そして、ユニットのホーム配置の前には、キャリブ

レーション球を移動しないで下さい。 動かされた場合には、ユニットをキャリブレートし直す

必要があります (「 先端チップキャリブレーション 」を参照して下さい)。  

パーツプログラム内でのリストの使用  
それに対応する測定機において、リストがジョグボックスと共に回転する時、PC-DMIS は自動

的にそれを感知します。 その時点での A、B 角度に基づいて、先端チップのオフセットが動的に

更新されます。 すなわち、XYZ の読み取りが、その時点での先端チップの位置を、回転に応じ

て表示します。 新しい A、B 先端チップの組み合わせをパーツプログラム内に追加する方法が、

4 通り（以下に記述）あります。  

下記のオプションのひとつを用いて、いったん、新しい A、B 先端チップの組み合わせがパーツ

プログラム内に付け加えられると、PC-DMIS は、パーツプログラム内でプログラムされたアク

ティブ先端チップを、ツール バー上の アクティブ先端チップ ドロップダウン一覧内に表示しま

す。 これは、編集ウィンドウ内の カーソルの所在位置の上にある、先行する TIP/ コマンドです。 
リストをこの A、B 角度の組み合わせに移動するためには、 先端チップ一覧 ボックスを引き下

げて閉じて下さい。 PC-DMIS が、プローブを回転したいか否か尋ねます。 はい と応答すると、

リストがご希望の位置に回転します。 パーツプログラム内に戻って、測定と移動動作を挿入し

たい場合、これは役に立ちます。  
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オプション 1  

プローブのユーティリティ ダイアログ ボックスより、 角度追加 オプションを選択して下さい。 
これによって、プローブ ファイルに、新規の A、B 角度ペアをキー入力することができます。 
先端チップが既にキャリブレート済みである場合、新しい A、B の組み合わせについてもまた、

キャリブレーションを行い、使用できるようになります。 プローブ ユーティリティ ダイアログ 
ボックスを去ると、ツール バー上に位置付けられた 先端チップ 一覧 ボックスから選択すること

によって、これらの A、B 角度の組み合わせを用いることが可能です。  

オプション 2  

ジョグボックスを用いて、リストをご希望の A、B 角度に手動で設定して下さい。 ご希望の位置

に達すると、ジョグボックス上の 移動動作保存 ボタンを押すか、または、手動のプロービング

を行って下さい。 その時点での A、B 角度が、自動的に読み込まれます。 A 角度、または、B 角

度が PH9 警告デルタ以上変更されると(「 仕様の設定 」 の項にある 「リスト警告デルタ」の項

目を参照して下さい)、PC-DMIS が自動的にその時点での A、B 角度を 先端チップ一覧 に付け加

え、それから、「TIP/ 」コマンドをパーツプログラムに挿入します。 移動動作保存か、手動プ

ロービングの前に、その新しい「TIP/ 」コマンドがパーツプログラムに付け加えられます。 そ
の後、パーツプログラム実行時、PC-DMIS はまず第一に、プログラムされた位置に移動する前

に、先端チップを変更します。  

オプション 3  

TIP / コマンドを編集ウィンドウ内にタイプ入力して下さい。 いったんベクトルの編集が終わる

と、PC-DMIS は、先端チップの柄をベクトルに平行にする、 適の A、B の組み合わせを算出

します。 PC-DMIS は、 要求されたベクトルに一致する、リスト角度 ダイアログ ボックス内に、

これらの角度を表示します。  

 

要求されたベクトルに一致する、リスト角度  

その柄を要求された方向性に置く、A と B の組み合わせが 2 つ以上ある場合がしばしばあります。 
これらはダイアログに表示され、リスト上でその時点での A と B の組み合わせに も近い A と

B の組み合わせが、デフォルトの選択となります。 ご希望のベクトルが、無制限の A、または、

B 軸位置によって得られる場合、PC-DMIS は、このエントリーを「いずれの角度」という語で

マークします。 PC-DMIS は、このエントリーを、この軸上でのその時点での値に対するデフォ

ルト設定とします。 必要であれば、異なる値をキー入力できます。 いったん、このダイアログ

上で OK をクリックすると、PC-DMIS が、選択された A、B の組み合わせを、アクティブ プロ

ーブ用の先端チップ一覧に付け加え、この新しいチップを使用するために TIP/ コマンドを変更

します。  
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オプション 4  

自動フィーチャー ダイアログ ボックス内で、タブ エントリーそれぞれが、 自動 PH9 用のチェ

ック ボックスを持ちます。 このオプションを選ぶと、PC-DMIS が、そのフィーチャーの定義を

考慮し、その時点でのフィーチャー測定に 適の先端チップの柄を決定します。 それから、こ

の先端チップの柄ベクトルを用いて、 適の A、B の組み合わせを算出します。 これらは、

「 オプション 3 」で記述されている通り、 要求されたベクトルに一致する、リスト角度 ダイア

ログ ボックス内に表示されます。  

 

C ジョイント デバイスのキャリブレーションと使用  
PC-DMIS では、DEA CW43L リストに、C ジョイント デバイスを装備することによって得られ

る、3 つの連続軸 リストのキャリブレーション、及び、使用に完全に対応しています。  

CJOINT が、お客様の DEA CW43L リストにインストールされる場合、PC-DMIS は、A、B、及

び、C 軸を通常表示される、X、Y、及び、Z 読み取り値に付け加えます。  

以下のサブトピックが、C ジョイント デバイスをキャリブレートする時に役立ちます。  

• チップ キャリブレーションの情報  
• 無制限 第三軸リスト デバイス用の C ジョイントのキャリブレーシ

ョン手順  
• C ジョイント用エラー マップの算出  

チップ キャリブレーションの情報  

チップ キャリブレーションの目的は、第二のジョイントの中心点(A ジョイントの中心点)からス

ター プローブ先端チップの中心点への距離を算出することです。 複数の A、B の組み合わせを

測定することが望ましいと思われ、複数の組み合わせ測定によって、PC-DMIS は算定されたス

ター チップのオフセットを平均化することができ、その結果、C ジョイントのキャリブレーシ

ョン サイクルの実施時に、球に達する正確さが向上します。  

先に進む前に:  

• A、B のリスト デバイスが既にキャリブレート済みで; acomp(s).dat 、及

び、 wrist(m)(s).dat という名のファイルが、お客様のコンピューターのハ

ード ドライブ上に存在しているべきです。  
• 先端チップが X+ 方向を指している状態で、スター プローブを C ジョイ

ントに装備する必要があります。 PC-DMIS は、この先端チップを用いて、

C ジョイントをキャリブレートします。 この場合、チップのキャリブレ

ーションを行う必要があります。  
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注記: また、C ジョイントがリストに備え付けられた状態で、A、B キャリブレーション マップ

を入手することも可能です。 これによって、A、B、及び C 角度のどのような組み合わせでも、

その角度位置算定の正確さが増加します。  

無制限 第三軸リスト デバイス用の C ジョイントのキャリブ

レーション手順  

C ジョイントのキャリブレーション オプションを用いると、リストの第三軸をキャリブレート

することができます。 いったんこの第三軸情報が算出されると、PC-DMIS は、A,B キャリブレ

ーション データと共にそれを用いて、パーセプトロン プローブのような C ジョイント デバイス

にインストールする必要があるプローブ用に、A、B、C 角度のどのような組み合わせにおいて

も、先端チップの位置付けを正確に予想することができます。  

 

選択された「C ジョイントをキャリブレート」オプションを示す、「オペレーションのタイプ」

エリア  

C ジョイント オプションを用いて、キャリブレートするには  

2. 「 チップ キャリブレーションの情報 」の項目内で記述された、予備

ステップが既に実施済みであることを確認して下さい。  
3. オペレーションのタイプ エリアから、 C ジョイントのキャリブレーシ

ョン を選択して下さい。 PC-DMIS 設定エディタ内の オプション の
項にある、適切なエントリー ( DEA リスト か、または、 RENISHAW 
リスト )が 1 である場合、この項目の選択によって、「リスト キャリ

ブレーション」エリアを作動可能になります。  
4. 先端チップが X+ の方向を指している状態で、スター プローブのコン

フィギュレーションが接続されていることを確認して下さい。  
5. 利用可能なツール 一覧から、球状校正ツールを選択して下さい。  
6. 球の校正用に プローブ測定 ダイアログ ボックス内に、ご希望の測定

値をタイプ入力して下さい。  
7. プローブ測定 ダイアログ ボックスにある、ヒット数、プローブのヒ

ット前距離と撤回距離、及び、各種速度を設定することが可能です。  
8. リスト キャリブレーション エリアを記入して下さい。  C ジョイント

をキャリブレートするためには、少なくとも 3 つの C 角度位置の測定

が必要です。 これを用いると、A、B、及び、C 軸 をキャリブレート
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するための角度を指定できます。 C 列の 開始 、 増分 、及び、 角度 
ボックスは、C ジョイントのキャリブレーション用です。  

• C 開始角度 の定義によって、リストの C ジョイントのキャリブレーシ

ョンに用いる、開始の C 角度が定められます。 デフォルト値は、 -180
です。  

• C 終了角度 の定義によって、リストの C ジョイントのキャリブレーシ

ョンに用いる、終了の C 角度が定められます。 デフォルトの値は、180
です。  

• C 増分角度 は、開始 C 角度と終了 C 角度の間の角度の増分を定義しま

す。 開始、終了、及び、増分値によって決められた追加角度として、C
ジョイント デバイスの角度がキャリブレートされます。 例えば、10 度

の増分角度は、開始角度と終了角度の間で、10 度ごとにキャリブレーシ

ョンを行う角度を追加します。 デフォルトの値は、10 です。  

注記: C ジョイント デバイスのキャリブレート時に、 リスト A 開始角度 と、リス

ト B 開始角度 は、 0 に設定されていることを、確認して下さい。  

9. これがすべて終了すると、 測定 ボタンをクリックして、キャリブレ

ーション プロセス を開始して下さい。  

C ジョイント用エラー マップの算出  

通常、リスト デバイスは相対的に小さい角度の増分 (例、20 度)でキャリブレートされます。 リ
ストの連続する第三軸をキャリブレートする場合、 C ジョイントのキャリブレーション オプシ

ョンが選択された状態で、PC-DMIS は、 ccomp(s).dat という名称のリスト エラー補整ファイル

を自動的に作成し、それは abcomp(s).dat と共に用いられ、3 つの軸を持つリストの角エラーの

修正を行います。  

エラー マップ算出の後、その結果はコンピューターのハード ドライブ上に保存されるので、リ

スト使用時にはいつでも、改善された角の正確さの恩恵を受けることができます。  

エラー マップの算出し直し  

一般に、エラー マップの算出は、定期的に(週に一度か、それ以下)のみ行われるべきです。 し
かし、リストの備え付けに変更があった場合、そして、小型機器とベンダーの情報による勧告が

あった場合、その都度、リストのキャリブレーションを行うべきです。 これは、デバイスの製

造と製造者の勧告に基づいて、変更します。  
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オペレータモードでの操

作 
オペレータモードの利用: イントロダクション  
オペレーター モードでは、PC-DMIS を操作する時に利用可能なオプションが制限されます。 い
ったんオプションが制限されると、オペレーターができるのは、パーツプログラムを開き実行す

ることのみに限定されます。  

オペレーター モードで PC-DMIS を始動するには、 開始 メニューから プログラム | Windows
用 PC-DMIS | オペレーター モード を選択して下さい。  

PC-DMIS がオペレーター モードで起動した時、パーツプログラムの作動に必要なオプションの

みが利用可能となります。  

このセクションの主な項目は、次のとおり：  

• ファイルを開くオプション  
• オペレーター モードのメニュー オプション  
• オペレーター モードでのマーク済みセット ウィンドウの使用  

ファイルを開くオプション  

 

「開く」ダイアログ ボックス  

開く ダイアログ ボックスは、Windows の標準のファイルを「開く」ダイアログです。 パーツプ

ログラムのファイル名をダブルクリックすることにより、あるいは、パーツプログラムのファイ
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ル名を選択して 開く ボタンをクリックすることにより、オペレーター モードでパーツプログラ

ムをアクティブにすることができます。  

このダイアログ ボックスにある、以下のオプションは、オペレーター モードでは 作動不能 にな

っています:  

• PC-DMIS へのインポート は、オペレーター モードに ない 場合、パーツ

プログラム上をマウスで右クリックし、ポップアップ一覧から、「PC-
DMIS へのインポート」を選択することによってアクセス可能です。  

• PC-DMIS へのエクスポート は、オペレーター モードに ない 場合、パー

ツプログラム上をマウスで右クリックし、ポップアップ一覧から、「PC-
DMIS へのエクスポート」を選択することによってアクセス可能です。  

• パーツ名、通し番号、または、修正番号の編集 は、パーツプログラムの 
PC-DMIS 属性ページ上にあり、オペレーター モードに ない 場合、パー

ツプログラム上をマウスで右クリックし、ポップアップ一覧から、「属

性」を選択することによってアクセス可能です。  

オペレーター モードのメニュー オプション  
いったん、パーツプログラムがアクティブになると、PC-DMIS のメイン スクリーンが、以下の

メニュー オプションと共に表示されます。  

 

オペレーター モードでのグラフィックス表示ウィンドウ  

ファイル  

ファイル メニューを用いると、既存のパーツプログラムを開くか、その時点でのパーツプログ

ラムを閉じるか、その時点でのパーツプログラムをエクスポートするか、または、当ソフトウェ

アを閉じることができます。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual オペレータモードでの操作  *  1751 

開く  

メニュー ロードマップの表示  

ファイル | 開く  メニュー オプションを選択すると、 開く ダイアログ ボックスを用いて、異な

るパーツプログラムを選択することができ、それによっていつでも、複数のパーツプログラム間

で行き来ができます。 選択されたパーツプログラムが、その時点で実行中のパーツと異なる場

合、新規選択のパーツプログラムが呼び出される前に、PC-DMIS は、アクティブなパーツプロ

グラムを自動的に保存して閉じます。 しかし、 開く ダイアログ ボックスから、アクティブなパ

ーツプログラムを二回目に選択し始動しようとする場合、PC-DMIS では 2 つの選択肢がありま

す:  

• 直前の 保存 オペレーション以降に、アクティブなパーツプログラ

ムになされた変更すべてを廃棄し、変更なしで、選択されたパーツ

プログラムを再度呼び出します。  
• 全オペレーションをキャンセルし、 開く ダイアログ ボックスに戻

ります。  

オペレーター モードでは、一度にひとつのパーツプログラムのみ、開くことが可能です。  

 

閉じる  

メニュー ロードマップの表示  

ファイル | 閉じる を選ぶと、パーツプログラムが閉じられ、実行されたマーク済みフィーチャー

セットのすべての測定値が保存されます。  

去る  

メニュー ロードマップの表示  

ファイル | 去る を選ぶと、実行されたマーク済みフィーチャー セットからの 近の測定値を全

く 保存せずに 、その時点でのパーツプログラムが閉じられます。 既存のデータのみが回収可能

となります。  

エクスポート  

メニュー ロードマップの表示  

お手持ちのその時点でのパーツプログラムをエクスポートするには、 ファイル | エクスポート 
メニュー オプションを選択して下さい。 これにより、 データのエクスポート ダイアログ ボッ

クスが表示されます。 エクスポートするデータのタイプとディレクトリの所在位置を選択し、 
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OK をクリックして下さい。 エクスポートに関する、より詳しい説明については、「 高度なフ

ァイルオプションの使用 」の項にある「 CAD データのエクスポート 」 を参照して下さい 。  

閉じる  

PC-DMIS とその他すべてのプログラムを停止し、コンピューターをログオフするには、 ファイ

ル | 閉じる  メニュー オプションを選択して下さい。 PC-DMIS が、閉じる前に、その時点での

パーツプログラムを自動的に保存します。  

編集  

メニュー ロードマップの表示  

 

編集 メニュー オプションを選択すると、 プローブ読み取りセットアップ ダイアログ ボックス

にアクセスすることができます。 このダイアログ ボックスを用いて、情報の表示方法を設置す

ることが可能です。 より詳しい説明については「 仕様の設定 」の項にある「 読み取りウィンド

ウのセットアップ 」 の項目 を参照して下さい。  

見る  

このメニューでは、オペレーター モードにおいて、以下のウィンドウを表示したり、または、

隠したりすることができます:  

グラフィックス表示ウィンドウ – このオプションを選ぶと、グラフィックス表

示ウィンドウが表示され、そして、隠されます。 「 ユーザーインターフェ

ースの利用 」の項にある「 グラフィックス表示ウィンドウ 」 を参照して下

さい 。  

プレビュー ウィンドウ – このオプションを選ぶと、プレビュー ウィンドウが

表示され、そして、隠されます。 「 その他のウィンドウ、エディタ、ツー

ル等の使用 」の項にある「 プレビュー ウィンドウの使用 」 を参照して下さ

い 。  

プローブ読み取り – このオプションを選ぶと、プローブ読み取りが表示され、

そして、隠されます。 「 その他のウィンドウ、エディタ、ツール等の使

用 」の項にある「 プレビュー ウィンドウの使用 」 を参照して下さい 。  

マーク済みセット ウィンドウ – このオプションを選ぶと、マーク済みセット 
ウィンドウが表示され、そして、隠されます。 「その他のウィンドウ、エデ

ィタ、ツール等の使用」の項にある「マーク済みセットウィンドウの使用」

を参照して下さい。 「 オペレーター モードでのマーク済みセット ウィンド

ウの使用 」を参照して下さい。  
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ウィンドウ  

ウィンドウ メニューを用いると、複数の開いたパーツプログラムとウィンドウを管理操作する

作業を行うことができます。 「 複数のウィンドウ操作と表示 」 の項を参照して下さい。  

ヘルプ  

Help メニューは、PC-DMIS の標準オペレーション モードにおける全メニュー項目について記述

しています。  

 

オペレーター モードでのマーク済みセット ウィンド

ウの使用  

 

マーク済みセット ウィンドウ  

パーツプログラムを開くと即座に、マーク済みセット ウィンドウが自動的に起動します。 以下

のオプションが、オペレーター モードでのマーク済みセット ウィンドウにおいて利用可能です:  

• ファイル マネージャーへの退出  
• レポート全体を印刷する  
• 先端チップのキャリブレーション  
• あらかじめ定義されたマーク済みセットすべて  

ファイル マネージャーへの退出  

  ファイル マネージャーへの退出 を選ぶと、 開く ダイアログ ボックスにアクセスし、

それを用いて、開きたいパーツプログラムを選択することができます。  
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レポート全体を印刷する  

  レポート全体を印刷する アイコンは、パーツプログラムの「学習」部分でセットアッ

プされた出力先に、完全なレポートを印刷します。  

その出力内容がファイルに送付される場合、それは、RTF フォーマットで保存されます。 シス

テムの電源が入って以来、これが、保存される 初のインスペクション レポートである場合、

PC-DMIS は、 新ファイル番号 ボックス内に入力する値を必要とします。 自動 がチェックされ

ている場合、 初のファイルの保存後、PC-DMIS は、入力された 初の番号から増分した番号

を付けて、今後の全ファイルを保存します (システムの電源が切られない限り)。 表示された番

号は、いつでも、単に別の値を入力することによって、変更することが可能です。  

学習モードにおいて 下書きモード チェック ボックスがマークされた場合、PC-DMIS は、印刷

目的として、編集ウィンドウのフォントを下書きモード タイプに変更します。 そのレポート内

で使用される色 (公差やモードなどの区別のため) はすべて、黒に変更されます。 これらの変更

によって、速度印刷が大きく向上します。  

その時点での編集レポートを印刷するには、 レポート全体を印刷する ボタンを選択して下さい 
(または、F4 を押して下さい)。 編集ウィンドウの出力内容は、プリンター、及び/または、あら

かじめ選択されたファイルに送付されます。  

先端チップのキャリブレーション  

  先端チップのキャリブレーション ボタンを押すと、その時点でのパーツプログラム内

の、すべてのプローブの全先端チップ角度をキャリブレートします。 このプロセスは、各プロ

ーブの先端チップの所在位置と直径を、PC-DMIS に知らせます。  

注記: PC-DMIS は、プローブのキャリブレーションを探知しません。 したがって、プローブ

に、何かの点で変更がある場合には、キャリブレーションし直すことの確認が必要となります。  

あらかじめ定義されたマーク済みセット  

あらかじめ定義されたマーク済みのフィーチャー セットは、また、マーク済みセット ウィンド

ウ内に表示されることがあります。 これらは、パーツ プログラマーによって、実行のためにプ

ログラムされ、マークされた、複数のフィーチャーであり、オペレーターが実行のために、一セ

ットにまとめたものです。  
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いくつかの、あらかじめ定義されたマーク済みのフィーチャー セットの例  

マーク済みフィーチャーセット内のフィーチャーを実行し測定するためには、単に、マーク済み

セット ウィンドウにある、そのセットをクリックし、PC-DMIS による手順に従って下さい。  
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ショートカット キーおよ

びショートカット メニュ

ーの使用 
ショートカット キーについての参照  
この表は、利用可能なショートカット キーについての簡単な内容説明を記述しています。 ショ

ートカット キーについての内容説明の冒頭が イタリック体 で始まる場合、そのショートカット 
キーが適切に機能するためには、イタリック体テキストの項目が、アクティブなウィンドウであ

るか、または、焦点の当たっている項目でなければなりません。 各オプションの機能に関する、

専門の情報については、 オンライン ヘルプ の適切な項を参照して下さい。  

キー  内容  キー  内容  キー  内容  
F1  オンライン ヘルプ

にアクセスしま

す。  

CTRL + A  編集ウィンドウ:  
すべてのテキスト

を選択します。  

フォーム、及び、

レポート エディタ: 
すべてのオブジェ

クトを選択しま

す。  

CTRL + F1  PC-DMIS を変換モ

ードに置きます。  

F2  編集ウィンドウ:  
カーソルが、式を

受け入れるライン

上にある場合、 式
ビルダ ダイアログ 
ボックスを開きま

す。  

CTRL + C  編集ウィンドウ:  
選択されたテキス

トをコピーしま

す。  

フォーム、及び、

レポート エディタ: 
選択された オブジ

ェクトをコピーし

ます。  

CTRL + F2  PC-DMIS を回転 
2D モードに置きま

す。  

F3  編集ウィンドウ:  
コマンドを実行用
にマーク / マーク
を消去します。  

カーソルが外部オ

ブジェクト上に存

在する場合、F3 
は、印刷モードと

実行モード間で切

り換えを行いま

す。  

CTRL + D  その時点でのフィ

ーチャーを削除し

ます。    

CTRL + F3  PC-DMIS を回転 
3D モードに置き、 
回転 ダイアログ ボ
ックスを開きま

す。  

F4  編集ウィンドウ:  CTRL + E  選択されたフィー CTRL + F4  PC-DMIS をプログ
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編集ウィンドウの

内容を印刷しま

す 。  

チャーを実行しま

す。    
ラム モードに置き

ます。  

F5  セットアップ オプ

ション ダイアログ 
ボックスにアクセ

スします 。  

CTRL + F  自動フィーチャー 
ダイアログ ボック

スが開きます 。  

CTRL + F5  PC-DMIS をテキス

ト ボックス モード

に置きます。  

F7  編集ウィンドウ:  
選択されたトグル 
フィールド内で、

アルファベット順

で次のエントリー

に進みます。  

CTRL + G   編集ウィンドウ

内に READPOINT/ 
コマンドを挿入し

ます。  

CTRL + TAB  編集ウィンドウを

小規模に縮小し

たり、普通の大き

さに回復したりし

ます。  

F8  編集ウィンドウ: 選
択されたトグル フ
ィールド内で、ア

ルファベット順で

直前エントリーに

後退します。  

CTRL + J  編集ウィンドウ:  
参照されているコ

マンドにジャンプ

します。  

CTRL + SHIFT  グラフ上の、選択

された分析矢印を

隠します。  

F9  編集ウィンドウ:  
カーソルの位置に

あるコマンドに関

連した、ダイアロ

グ ボックスを開き

ます。  

CTRL + K  編集レポート内

で、選択された寸

法を保存します。   

CTRL + END  編集ウィンドウ:  
その時点でのパー

ツプログラムの末

尾に、カーソルを

移動します。  

F10  パラメータ設定 ダ
イアログ ボックス

が開きます。    

CTRL + L  その時点で選択さ

れた、コマンドの

ブロックが実行さ

れます。  

CTRL + HOME  編集ウィンドウ:  
その時点でのパー

ツプログラムの冒

頭に、カーソルを

移動します。  
F12  取付具固定セット

アップ ダイアログ 
ボックスが開きま

す。  

CTRL + M  MovePoint コマン

ドを挿入します。   
CTRL + ALT + A  パーツ配置 ダイア

ログ ボックスが開

きます。  

SHIFT + 右クリック  画図サイズ調整 ダ
イアログ ボックス

が開きます。  

CTRL + N  新しいパーツプロ

グラムを作成しま

す。    

CTRL + ALT + P  プローブのユーテ

ィリティ ダイアロ

グ ボックスを開き

ます 。  
SHIFT + TAB  編集ウィンドウ:  

直前に使用した、

ユーザーの編集可

能なフィールド

に、カーソルを戻

します。  

CTRL + O  パーツプログラム

を開きます。    
CTRL + Left-click  テキスト ボックス 

モードにおいて、

グラフィックス表

示ウィンドウ内の

フィーチャー、ま

たは、ラベル ID 上

でこの動作を行う

と、カーソルが編

集ウィンドウ内の

そのフィーチャー

上に移動します。  

分析 ダイアログ ボ
ックスが開いた状

態で、この動作を

行うと、それは関

連した寸法すべて

を選択します。  
SHIFT + 矢印  カーソルの移動に

つれ、すべてのテ

キストがハイライ

ト表示されます。  

CTRL + P  グラフィックス表

示ウィンドウを印

刷します。    

CTRL + 右クリック 

(また、中心にある

マウス ホイール ボ

マウスがドラッグ

されると、グラフ

ィックス表示ウィ

ンドウ内で 3D で
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タンをクリック

し、ドラッグして

下さい)  

CAD モデルを回転

します。  

SHIFT + F5  編集ウィンドウ:  
デカルト座標と極
座標の間で、寸法
のヒット表示を変
更します。 「P」
の文字は、極表示
モードを示しま
す。  

CTRL + Q  編集ウィンドウ:  
その時点でのパー

ツプログラムを実

行します。    

アップ矢印  編集ウィンドウ:  
その時点でのカー

ソルの位置の上

の、次に入手可能

な要素へとカーソ

ルを移動します。  

SHIFT + F10  編集ウィンドウ :  
ジャンプ先 ダイア

ログ ボックスにア

クセスします。    

CTRL + R  回転 ダイアログ ボ
ックスが開きま

す。  

ダウン矢印  編集ウィンドウ:  
その時点でのカー

ソルの位置の下

の、次に入手可能

な要素へとカーソ

ルを移動します。  
終了  フィーチャーの測

定を終了します。  

編集ウィンドウ:  
その時点でのライ

ンの終端に、カー

ソルを移動しま

す。  

CTRL + S  その時点でのパー

ツプログラムを保

存します。  

右矢印  編集ウィンドウ:  
その時点でのカー

ソルの位置の右側

の、次に入手可能

な要素へとカーソ

ルを移動します。  

要約モードにおい

て、これは、縮約

された一覧を拡大

します。  
ホーム  編集ウィンドウ:  

その時点でのライ

ンの冒頭に、カー

ソルを移動しま

す。  

CTRL + T  編集ウィンドウ:  
その時点でのコマ
ンドを (または、選
択されたコマンド) 
マスター アーム、
スレーブ アーム、
あるいは、その両
方に割り当てま
す。  

左矢印  編集ウィンドウ:  
その時点でのカー

ソルの位置の左側

の、次に入手可能

な要素へとカーソ

ルを移動します。  

要約モードにおい

て、これは、拡大

された一覧を縮約

します。  
タブ  編集ウィンドウ:  

次のユーザー編集

可能フィールドに

カーソルを移動し

ます。  

CTRL + V  編集ウィンドウ:  
クリップボードの

内容を貼り付けま

す。  

フォーム、及び、

レポート エディタ: 
コピーされた オブ

ジェクトを貼り付

けます。  

ALT + H  ヘルプ メニューに

アクセスします 。 

ESC  入力キーが押され

る前に、このキー

が押されると、す

べてプロセス(デー

タ エントリー以外)
が中止されます。  

CTRL + X  編集ウィンドウ:  
選択されたテキス

トを切り取りま

す。  

フォーム、及び、

レポート エディタ: 
選択された オブジ

ェクトを切り取り

ます。  

ALT + J  編集ウィンドウ: 参
照されているコマ

ンドからジャンプ

して戻ります。  
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削除  編集ウィンドウ:  
「バックスペー

ス」を参照して下

さい。  

CTRL + Y  編集ウィンドウ:  
カーソルの所在位

置から、パーツプ

ログラムを実行し

ます。  

ALT + F3  編集ウィンドウ:  
検索 ダイアログ ボ
ックスを開きま

す。  

バックスペース  編集ウィンドウ:  
ハイライト表示さ

れた活字すべてを

削除します。 ハイ

ライト表示された

ものがない場合に

は、普通のエディ

タ内と同じように

機能します。 項目

を削除できない場

合、エラー メッセ

ージが表示されま

す。  

CTRL + Z  スケール適合機能

をアクティブにし

ます。  

ALT + バックスペ

ース  
編集ウィンドウ:  
編集ウィンドウ内

で行われた、直前

の動作を取り消し

ます。  

ALT + "-" (マイナス)  ALT に続いて、マ

イナス キーを押す

と、ヒット バッフ

ァ内の直前のヒッ

トを削除します。  

CTRL + 入力、また

は、リターン  
編集ウィンドウ:  
要約モードにおい
て、このキーボー
ドのショートカッ
トを用いると、編
集ウィンドウに付
け加えるコマンド
を選択することが
できます。  

SHIFT + バックス

ペース    
編集ウィンドウ:  
編集ウィンドウ内

で取り消された、

直前の動作を再実

行します。  

入力、または、リタ

ーン  
編集ウィンドウ:  
新しいラインを作

成します。 カーソ

ルがラインから移

動する前に完了さ

れない場合には、

そのラインが自動

的に削除されま

す。  

コマンドを選びま

す。  

CTRL + 左マウ

ス クリック  
複数の表面の選

択に対応する、

ダイアログ ボッ

クスが開いた状

態で、 これは、

選択されていな

い表面を選択す

るか、または、

選択された表面

の選択を消去し

ます。  

SHIFT + 右クリッ

ク  
レポート ウィンド

ウのラベル オブジ

ェクト:  
レポート ダイアロ

グ ボックスを表示

します。  

  CTRL + 左マウス 
クリック  

グラフィックス表

示:  
編集ウィンドウに

おいて、 も近い

フィーチャーにジ

ャンプします。  

ALT + 右クリック  マウスがドラッグ

されると、グラフ

ィックス表示ウィ

ンドウ内で 2D で

CAD モデルを回転

します。  

  CTRL + 左マウス 
ドラッグ  

マウスが解き放さ
れる時、ダイアロ
グ ボックス、また
は、ツール バー
を、インターフェ
ース内にドッキン
グすることなく、
ドラッグします。  
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ショートカットキー及びショートカットメニューの

使用: イントロダクション  
この 項 では、PC-DMIS で使用されている、メニュー オプション、ダイアログ ボックス、及び、

コマンドの多くへのショートカットについて記述しています。 ショートカットを使用すると、

プログラム作成の時間が短縮され、生産性と効率の増加につながります。  

この 項 で記述されている、主な項目は:  

• ショートカット キーについての参照  
• ショートカット メニューについての参照  

ショートカット メニューについての参照  
ショートカット メニューを用いると、マウスボタンを簡単にクリックして、共通のコマンドを

実行することができます。 この項では、各種ショートカット メニューへのアクセス方法と、

様々なメニュー オプションの機能を説明します。 プログラムが以下の位置でアクティブな場合、

ショートカット メニューが存在します。  

 

Windows の標準ダイアログ ボックスでのショートカット 
メニュー  

Windows 型ダイアログ ボックスに存在する標準コマンドに加えて、PC-DMIS は、特定の状況で

は、ショートカット メニューに追加の機能を付け加えます。 これらの多くは、「 基本的なファ

イルオプションの使用 」及び「 高度なファイルオプションの使用 」 の項で説明されています 。  

他のファイル オペレーションを開き、保存し、または、使用している時、以下のショートカッ

ト メニューのオプションを表示するには、ダイアログ ボックスに一覧表示されている、そのパ

ーツプログラムのファイル名を右クリックして下さい。  

オプション  内容  
PC-DMIS インポート  選択されたパーツプログラム内

に、入力ファイルからのデータ

をインポートします。 「 高度

なファイルオプションの使

用 」の項にある「 CAD データ

のインポート 」 を参照して下

さい 。  
PC-DMIS エクスポート  選択されたパーツプログラムか

ら、出力ファイルへデータをエ

クスポートします。 「 高度な

ファイルオプションの使用 」
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の項にある「 CAD データのエ

クスポート 」 を参照して下さ

い 。  
開く  パーツプログラムを開きます。 

「 基本的なファイルオプショ

ンの使用 」の項にある「 既存

のパーツプログラムを開く 」 
を参照して下さい。  

切る  パーツプログラムを切り取り、

それをクリップボードに移動し

ます; これは、切り取られたフ

ァイルを別のフォルダ内に配置

するために 貼り付け コマンド

と共に使用されます。  
コピー  パーツプログラムをコピーし、

それをクリップボードに移動し

ます; これは、コピーされたフ

ァイルを別のフォルダ内に配置

するために 貼り付け コマンド

と共に使用されます。 「 基本

的なファイルオプションの使

用 」の項にある「 ファイル オ
ペレーションを行う 」 を参照

して下さい。  
名称変更  パーツプログラムの名称を変更

します。  
削除する  パーツプログラムを削除しま

す。 「 基本的なファイルオプ

ションの使用 」の項にある

「 ファイル オペレーションを

行う 」 を参照して下さい。  
属性 | PC-DMIS タブ  パーツプログラムのファイル情

報を表示します。 パーツプロ

グラムの名称、通し番号、また

は、修正番号を閲覧したり、変

更したりすることができます。 
「 基本的なファイルオプショ

ンの使用 」の項にある「 既存

のパーツプログラムを開く 」 
を参照して下さい 。  

 

ツール バー エリアでのショートカット メニュー  

ツール バー エリアを右クリックすると、PC-DMIS は、即座にアクセスが可能な、ツール バー、

及び、他のオプションの一覧を表示します。 これらの項目は、以下のとおりです:  
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オプション  内容  
ファイル オペレーション  ファイル オペレーション ツー

ル バーをツール バー エリアに

追加、または、ツール バー エ
リアから除去します。  

グラフィックス モード  グラフィックス モード ツール 
バーをツール バー エリアに追

加、または、ツール バー エリ

アから除去します。  
編集ウィンドウ  編集ウィンドウ ツール バーを

ツール バー エリアに追加、ま

たは、ツール バー エリアから

除去します。  
クイック スタート  クイック スタート ツール バー

をツール バー エリアに追加、

または、ツール バー エリアか

ら除去します。  
ウィンドウのレイアウト  ウィンドウのレイアウト ツー

ル バーをツール バー エリアに

追加、または、ツール バー エ
リアから除去します。  

マクロの再生/記録  マクロの再生/記録 ツール バー

をツール バー エリアに追加、

または、ツール バー エリアか

ら除去します。  
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自動フィーチャー  自動フィーチャー ツール バー

をツール バー エリアに追加、

または、ツール バー エリアか

ら除去します。  
測定フィーチャー  測定フィーチャー ツール バー

をツール バー エリアに追加、

または、ツール バー エリアか

ら除去します。  
組み立てられたフィーチャー  組み立てられたフィーチャー 

ツール バーをツール バー エリ

アに追加、または、ツール バ
ー エリアから除去します。  

寸法  寸法 ツール バーをツール バー 
エリアに追加、または、ツール 
バー エリアから除去します。  

設定  設定 ツール バーをツール バー 
エリアに追加、または、ツール 
バー エリアから除去します。  

プローブ モード  プローブ モード ツール バーを

ツール バー エリアに追加、ま

たは、ツール バー エリアから

除去します。  
アクティブ アーム  アクティブ アーム ツール バー

をツール バー エリアに追加、

または、ツール バー エリアか

ら除去します。  
アクティブ回転テーブル  アクティブ回転テーブル ツー

ル バーをツール バー エリアに

追加、または、ツール バー エ
リアから除去します。  

ウィザード  ウィザード ツール バーをツー

ル バー エリアに追加、また

は、ツール バー エリアから除

去します。  
カスタマイズ  特別の必要を満たすために、ツ

ール バー、及び、メニューを

カスタマイズします。 「 ユー

ザーインターフェースの利

用 」の項にある「 ユーザー イ
ンターフェースのカスタマイ

ズ 」 を参照して下さい 。  

これらのツール バーについては、「 ツール バーの使用 」 の項に、詳しい記述があります 。  
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グラフィックス表示ウィンドウでのショートカット メニュ

ー  

以下のショートカット メニューは、グラフィックス表示ウィンドウ内で利用可能です。 特定の

エリアを右クリックすることによって、それらにアクセスして下さい。 それらの一部は、PC-
DMIS が特定のモードにあることを要求します (「 ツール バーの使用 」の項にある「 グラフィ

ックス モード ツール バー 」 の項目を参照して下さい )。 モード次第では、PC-DMIS は、異な

るメニュー オプションを表示します。  

   

フィーチャー ショートカット メニュー  

このショートカット メニューにアクセスするには、グラフィックス表示ウィンドウ内で、フィ

ーチャーの ID ラベル、寸法情報ボックス、または、ポイント情報を右クリックして下さい。  

 

オプション  内容  
ID を隠す  このメニュー オプションを選

ぶと、グラフィックス表示ウィ

ンドウ内で、単一の ID ラベル 
を隠します。 隠されたラベル

は依然存在します; 単に、視界

から隠されているに過ぎませ

ん。  
画像において ID を隠す  これは、その時点での画像にお

いてのみ、選択されたフィーチ

ャーの ID ラベル を隠します。 
その他の画像においては、その

ID ラベルを見ることが可能で
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す。  
ID を表示する、ID を隠す  これらのサブメニューでは、異

なるフィーチャーの ID ラベル

を表示したり隠したりすること

ができます。 以下のタイプの

ID ラベルを表示または隠すこと

が可能です:  

1. すべて  
2. フィーチャーのラ

ベル  
3. 画像で見えるフィ

ーチャー ラベル - 
スクリーン上で見

えるフィーチャー

の ID のみ、表示し

たり隠したりする

ことができます。  
4. 寸法テキスト  
5. ポイント情報  
6. フィーチャー コン

トロール フレーム 

ID ラベルを隠すことを選んだ場

合、ID ラベルは依然存在し、単

に視界から隠されているに過ぎ

ません。  
全画像において ID 表示  これは、すべての画像におい

て、選択されたフィーチャーの 
ID ラベル を表示します。  

ラベルの処理  このサブメニューには、 自動

的ラベル位置付け オプション

が含まれます。 このメニュー 
オプションを選択すると、その

時点での画像内で、フィーチャ

ーの ID ラベルの 自動的位置付

け を一度限り実施します  
フィーチャーを隠す  このオプションを選ぶと、単一

のフィーチャーを隠し、それを

グラフィックス表示ウィンドウ

から取り除きます。 そのフィ

ーチャーは依然存在し、単に視

界から隠されているに過ぎませ

ん。  
全フィーチャーを隠す  このオプションを選ぶと、パー

ツ上の全フィーチャーを隠し、
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グラフィックス表示ウィンドウ

から取り除きます。 それらの

フィーチャーは依然存在し、単

に視界から隠されているに過ぎ

ません。  
全フィーチャーの表示  このオプションを選ぶと、グラ

フィックス表示ウィンドウ内

で、以前に隠されたフィーチャ

ーすべてが表示されます。  
ID の再設定  このオプションを選ぶと、単一

の ID ラベルを、フィーチャー

の横の元来の位置に戻します。 
全 ID の再設定  このオプションを選ぶと、全 ID

ラベルが、それぞれのフィーチ

ャーの横の、元来の位置付けに

戻ります。  
カーソルの移動先  編集ウィンドウ内のカーソル

を、編集ウィンドウ内のフィー

チャーのコマンドラインに移動

するには、このメニュー オプ

ションを選んで下さい。 これ

は、編集ウィンドウ内のカーソ

ルの所在位置に のみ 影響を持

ちます; グラフィックス表示ウ

ィンドウ内の、プローブの位置

が、変更されないままです。  
背景色の変更…  このオプションを選ぶと、 ラ

ベルオプション変更 ダイアロ

グ ボックスが表示されます。 
このダイアログ ボックスを用

いて、フィーチャーの ID ラベ

ルの背景色を変更することがで

きます。 全フィーチャー ラベ

ルをこの新しい色に変えるか、

または、その時点でのタイプの

ラベルのみをこの新しい色に変

えるか、選択することが可能で

す。 3 種類の、異なるタイプの

ラベルがあります: フィーチャ

ー ID ラベル、寸法情報ボック

ス、及び、ポイント情報ボック

ス。  

デフォルト ボタンをクリック

することによって、色付けの変

更内容をデフォルト設定にする

ことが可能です。  

フィーチャーコントロールフレ
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ームを伴う場合、これは機能し

ません。  
線の色付け変更…  このオプションを選ぶと、 ラ

ベルオプション変更 ダイアロ

グ ボックスが表示されます。 
このダイアログ ボックスを用

いて、フィーチャーの ID ラベ

ルの境界線の色を変更すること

ができます。 全フィーチャー 
ラベルの境界線をこの新しい色

に変えるか、または、その時点

でのタイプのラベルの境界線の

みをこの新しい色に変えるか、

選択することが可能です。 3 種

類の、異なるタイプのラベルが

あります: フィーチャー ID ラベ

ル、寸法情報ボックス、及び、

ポイント情報ボックス。  

デフォルト ボタンをクリック

することによって、色付けの変

更内容をデフォルト設定にする

ことが可能です。  

フィーチャーコントロールフレ

ームを伴う場合、これは機能し

ません。  
陰影表示…  このオプションを選ぶと、 ラ

ベルオプション変更 ダイアロ

グ ボックスが表示されます。 
このダイアログ ボックスを用

いて、フィーチャーの ID ラベ

ルの下に、小さい陰影を表示し

たり、隠したりすることができ

ます。 全タイプのラベルに陰

影を付け加えるか、または、そ

の時点でのタイプのラベルにの

み陰影を付け加えるか、選択す

ることが可能です。 3 種類の、

異なるタイプのラベルがありま

す: フィーチャー ID ラベル、寸

法情報ボックス、及び、ポイン

ト情報ボックス。  

デフォルト ボタンをクリック

することによって、色付けの変

更内容をデフォルト設定にする

ことが可能です。  
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フィーチャーコントロールフレ

ームを伴う場合、これは機能し

ません。  

テキスト ボックス モードにおける、フィーチャー ショートカット メニューの追加  

PC-DMIS は、テキスト ボックス モードにある時には、以下の追加のオプションを標準のフィー

チャー ショートカット メニューに付け加えます。 これらの項目は、以下のとおりです:  

 

オプション  内容  
フィーチャーコントロールフレ

ームの作成  
このオプションを選ぶと、選択

されたフィーチャーから、正規

位置フィーチャーコントロール

フレーム (FCF) 寸法を作成しま

す。 GD&T ダイアログ ボック

スが現れます。 FCF 寸法の作

成方法に関する情報について

は、「 フィーチャーコントロ

ールフレームの使用 」を参照

して下さい。  
寸法情報ボックスの作成…  このメニュー オプションを選

ぶと、ハイライト表示されたフ

ィーチャーから、寸法情報テキ

スト ボックスが作成されま

す。 寸法情報の編集 ダイアロ

グ ボックスが表示され、その

利用可能な寸法を用いて、寸法

情報テキスト ボックスを作成

することが可能です。  

フィーチャーのいずれとも関連

した寸法がない場合、PC-DMIS
が、そのフィーチャーのデフォ

ルトの位置寸法を、自動的に作

成します (「 フィーチャーの寸

法測定 」の項にある「 位置の

寸法測定 」 を参照して下さ

い )。 寸法情報の編集 ダイアロ

グ ボックスの使用方法に関す

る情報については、「レポート

コマンドの挿入」の項にある

「寸法情報ボックスの挿入」を

参照して下さい。  
ポイント情報ボックスの作成… このメニュー オプションを選
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ぶと、ハイライト表示されたフ

ィーチャーから、ポイント情報

テキスト ボックスが作成され

ます。 ポイント情報の編集 ダ
イアログ ボックスが現れ、ポ

イント情報テキスト ボックス

を作成することが可能なフィー

チャー（及び、利用可能な寸

法)が表示されます。 ポイント

情報テキスト ボックスを作成

するための ポイント情報の編

集 ダイアログ ボックスの使用

方法に関する情報については、

「 レポートコマンドの挿入 」
の項にある「 ポイント情報ボ

ックスの挿入 」 を参照して下

さい 。  

これらの新しいオプションにアクセスするには:  

1. テキスト ボックス モード アイコンを参照して下さい (「 CAD 表示の編

集 」の項にある「 テキスト ボックス モード 」 を参照して下さい )。  
2. このショートカット メニューを表示するには、グラフィックス表示ウィ

ンドウ内で、フィーチャーか、または、フィーチャーの ID ラベルのいず

れかを右クリックして下さい。  

テキスト ボックス モードにおける寸法/ポイント情報メニュー  

テキスト ボックス モードにある時、寸法情報ボックスか、または、ポイント情報ボックスを右

クリックすると、PC-DMIS が、以下の 2 つのオプションを標準フィーチャーショートカット メ
ニューに追加します:  

 

オプション  内容  
編集…  このオプションを選ぶと、選択

された寸法情報ボックス、また

は、ポイント情報テキスト ボ
ックスを編集することができま

す。 わずかに変更された 寸法

情報の編集 、または、 ポイン

ト情報の編集 ダイアログ ボッ

クスが開きます。 ダイアログ 
ボックスの底部に沿った標準ボ

タンに加え、追加の すべてに

適用 ボタンが利用可能となり

ます:  
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このダイアログ ボックス内で

なされた変更を、 全 寸法情報

ボックス、または、ポイント情

報ボックスに適用するには、 
すべてに適用 をクリックして

下さい:  
注記: オリジナルから変更され

た情報ボックスになされた変更

のみが、すべての 寸法情報ボ

ックス、または、ポイント情報

ボックスに適用されます。 そ
の他の情報ボックスとは既に異

なる、オリジナル情報ボックス

の設定は、その他の情報ボック

スには適用されません。  

より詳しい情報については、

「 レポート コマンド挿入 」の

項にある「 寸法情報ボックス

挿入 」 を参照して下さい 。  
削除する  選択された寸法情報ボックス、

または、ポイント情報テキスト 
ボックスを削除するには、この

メニュー オプションを選んで

下さい。 編集ウィンドウ内

の、それに対応する 
POINTINFO、または、

DIMINFO コマンドもまた、削

除されます。  

これらの新しいオプションにアクセスするには:  

1. テキスト ボックス モード アイコンを参照して下さい (「 CAD 表示の編

集 」の項にある「 テキスト ボックス モード 」 を参照して下さい )。  
2. グラフィックス表示ウィンドウ内の、寸法情報ボックスか、または、ポイ

ント情報ボックスを右クリックして下さい。  

ボックス選択ショートカット メニュー  

このショートカット メニューは、 テキスト ボックス モード においてのみ機能します。 このメ

ニューにアクセスするには:  

1. テキスト ボックス モード アイコンを参照して下さい (「 CAD 表示の編

集 」の項にある「 テキスト ボックス モード 」 を参照して下さい )。  



Wilcox Associates, Inc. 

1772  *  ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

2. 一つ以上のフィーチャーをボックス選択して下さい。 PC-DMIS は、その

ボックス内のグラフィックス フィーチャーかフィーチャーID をすべて選

択します。  

ショートカットには、これらのオプションが表示されます:  

 

オプション  内容  
フィーチャーコントロールフレ

ームの作成  
このオプションを選ぶと、選択

されたフィーチャーから、正規

位置フィーチャーコントロール

フレーム (FCF) 寸法を作成しま

す。 GD&T ダイアログ ボック

スが現れます。 FCF 寸法の作

成方法に関する情報について

は、「 フィーチャーコントロ

ールフレームの使用 」を参照

して下さい。  
寸法情報ボックスの作成…  このメニュー オプションを選

ぶと、選択されたフィーチャー

から、寸法情報テキスト ボッ

クスが作成されます。  

ハイライト表示されたフィーチ

ャーのひとつについての 寸法

情報の編集 ダイアログ ボック

スが表示され、その利用可能な

寸法を用いて、 初の寸法情報

ボックスを作成することが可能

です。  

いったん 寸法情報の編集 ダイ

アログ ボックス内のご希望の

オプションを選んだ後に、寸法

情報ボックスの作成のために 
OK か、または、 作成 ボタン

のいずれかをクリックして下さ

い (編集する時は 適用 ボタ
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ン)。  

寸法情報の編集 ダイアログ ボ
ックスで選択された寸法を用い

て、 初の寸法情報ボックスが

作成されます。  

それに続く情報ボックスが、各

フィーチャーに関連した寸法す

べてから作成されます。  

フィーチャーのいずれとも関連

した寸法がない場合、そのフィ

ーチャーのデフォルトの位置寸

法が、自動的に作成されます 
(「 フィーチャーの寸法測定 」
の項にある「 位置の寸法測

定 」 を参照して下さい )。 寸
法情報の編集 ダイアログ ボッ

クスの使用方法に関する情報に

ついては、「 レポートコマン

ドの挿入 」の項にある「 寸法

情報ボックスの挿入 」を参照

して下さい。  
ポイント情報ボックスの作成… ハイライト表示されたフィーチ

ャーから、ポイント情報テキス

ト ボックスを作成するには、

このメニュー オプションを選

んで下さい。 ハイライト表示

されたフィーチャーのひとつに

ついての ポイント情報の編集 
ダイアログ ボックスが現れ、

ポイント情報テキスト ボック

スを作成することが可能なフィ

ーチャー（及び、利用可能な寸

法)が表示されます。  

いったん「ポイント情報の編

集」ダイアログ内のご希望のオ

プションを選んだ後に、情報ボ

ックスの作成のために OK か、

または、 作成 ボタンのいずれ

かを選択して下さい (編集する

時は 適用 ボタン)。  

ポイント情報の編集 ダイアロ

グ ボックスで選択されたフィ

ーチャー、または、寸法を用い

て、 初の情報ボックスが作成
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されます。 それに続く、ポイ

ント情報ボックスが、各フィー

チャー自体と、それに関連した

寸法すべてから作成されます。 
ポイント情報ボックスは、すべ

ての寸法とフィーチャーのヒッ

ト用に作成されます。 ポイン

ト情報テキスト ボックスを作

成するための ポイント情報の

編集 ダイアログ ボックスの使

用方法に関する情報について

は、「 レポートコマンドの挿

入 」の項にある「 ポイント情

報ボックスの挿入 」 を参照し

て下さい 。  
ID を表示する、ID を隠す  選択されたフィーチャーのすべ

ての ID ラベルを表示するか、

または、隠すには、これらのメ

ニュー オプションのうちのひ

とつを選択して下さい。 ID ラ

ベルを隠すことを選んだ場合、

ID ラベルは依然存在し、単に視

界から隠されているに過ぎませ

ん。  
全画像において ID 表示  このオプションを選ぶと、利用

可能なグラフィックス表示ウィ

ンドウの画像区画のすべてで、

選択された全 ID ラベルが表示

されます。  
画像において ID を隠す  このオプションを選ぶと、その

時点でのグラフィックス表示ウ

ィンドウの画像区画において、

選択された全 ID ラベルを隠し

ます。  
フィーチャーを隠す  このオプションを選ぶと、選択

された全フィーチャーを隠し、

グラフィックス表示ウィンドウ

から取り除きます。 それらの

フィーチャーは依然存在し、単

に視界から隠されているに過ぎ

ません。  
ID の再設定  このオプションを選ぶと、選択

された ID ラベルすべてが、そ

れぞれのフィーチャーの横の、

元来の位置付けに戻ります。  
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クイック取付具ショートカット メニュー  

このショートカット メニューは、 クイック取付具モード でのみ機能します (「 ハードウェアの

定義 」の項にある「 クイック取付具の挿入 」 を参照して下さい )。 このメニューにアクセスす

るには:  

• クイック取付具モード アイコン を グラフィックス モード ツール バー

から選択して下さい。  
• グラフィックス表示ウィンドウ内に既に挿入されている、クイック取付具

のオブジェクト上を右クリックして下さい。  

ショートカットには、これらのオプションが表示されます:  

 

オプション  内容  
オブジェクトを落下  これは、グラフィックス表示ウ

ィンドウ内で、選択されたクイ

ック取付具を、その下方に存在

するものの上に落下させます。 
-Z の方向に何も存在しない場合

には、何も起こりません。 存
在する場合には、その取付具

が、下方のオブジェクト（複数

可）に接触するまで、落下しま

す。  
オブジェクトを水平化  これは、右クリックされた場所

の垂直面ベクトルを取り、測定

機の座標システムを用いて、そ

れを平行配置します。  
オブジェクトを回転  これは、右クリックされた場所

のポイントを取り、それを も

近いエッジ上に落下します。 
それから、落下点における曲線
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に対して正接となるベクトルを

平行配置します。 回転は、そ

の時点での垂直画像を見下ろ

す、2D の直角化です。  
平行配置  これは、選択されたクイック取

付具を平行配置し、それによっ

て、その軸が CAD 軸 ( 小の変

化)に平行になります。  
取付具の構成要素を連結  これは、スクリーン上の、取付

具の全構成要素を一緒にグルー

プ化し、それによって、ひとつ

の取付具をドラッグ、または、

回転すると、それらすべてが一

緒にドラッグ、または、回転し

ます。  
取付具の構成要素を連結解除  これは、取付具の構成要素を連

結解除し、それを用いて、それ

らを個別の操作することができ

ます。  
構成要素を適所に固定  取付具の構成要素を連結した場

合、これを選択して、連結され

たセットの構成要素のうち、選

択された要素の位置を固定する

ことが可能です。 連結された

セットのうちの、その他の要素

を移動しても、その構成要素は

その時点での所在位置で固定さ

れたまま、留まります。  
取付具の保存  このメニュー項目を選択する

と、 新名でセーブ ダイアログ 
ボックスが現れ、それを用い

て、スクリーン上の取付具の要

素を保存することができます。 
そのスクリーン上に、複数の取

付具がある場合、PC-DMIS
は、それらすべてを、単一のセ

ットとして保存します。 保存

される取付具は、今後の使用の

ために、 クイック取付具 ダイ

アログ ボックスにある拡大可

能な USER 系統図内に保存さ

れます。  
X 方向の移動のみ  このメニュー項目を選択し、取

付具をドラッグすると、それが

X 軸に沿った方向にのみ移動し

ます。  
Y 方向の移動のみ  このメニュー項目を選択し、取

付具をドラッグすると、それが

Y 軸に沿った方向にのみ移動し
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ます。  

Z 方向の移動のみ  このメニュー項目を選択し、取

付具をドラッグすると、それが

Z 軸に沿った方向にのみ移動し

ます。  
XY 方向の移動のみ  このメニュー項目を選択し、取

付具をドラッグすると、それが

X 軸と Y 軸に沿った方向にのみ

移動します。  
YZ 方向の移動のみ  このメニュー項目を選択し、取

付具をドラッグすると、それが

Y 軸と Z 軸に沿った方向にのみ

移動します。  
ZX 方向の移動のみ  このメニュー項目を選択し、取

付具をドラッグすると、それが

Z 軸と X 軸に沿った方向にのみ

移動します。  
XY 方向の回転のみ  このメニュー項目を選ぶと、

XY 平面においてのみ回転が行

われます。 CTRL を押して、取

付具をドラッグすることによっ

て、回転を行うことが可能で

す。 このオプションの選択を

解除するには、再度選択して下

さい。  
YZ 方向の回転のみ  このメニュー項目を選ぶと、

YZ 平面においてのみ回転が行

われます。 CTRL を押して、取

付具をドラッグすることによっ

て、回転を行うことが可能で

す。 このオプションの選択を

解除するには、再度選択して下

さい。  
ZX 方向の回転のみ  このメニュー項目を選ぶと、

ZX 平面においてのみ回転が行

われます。 CTRL を押して、取

付具をドラッグすることによっ

て、回転を行うことが可能で

す。 このオプションの選択を

解除するには、再度選択して下

さい。  
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自動フィーチャー パス ライン ショートカット メニュー  

    

このショートカット メニューにアクセスするには、 自動フィーチャー ダイアログ ボックス 
内の 経路表示トグル ボタンを選択して下さい。  

オプション  内容  
ヒットを挿入  

 

自動フィーチャーに追加のヒットを挿入します。  

 
ヒットを削除  自動フィーチャーから選択されたヒットを削除します。  
サンプル ヒットを挿

入  

 

自動フィーチャーにサンプルのヒットを挿入します。  

サンプル ヒットを削

除  自動フィーチャーから選択されたサンプル ヒットを削除します。  

列を挿入  

 

円筒や円錐のように、複数の列のヒットを使用するフィーチャーを扱う場

合、これは、もうひとつのヒットの列を挿入します。  

列を削除  円筒や円錐のように、複数の列のヒットを使用するフィーチャーを扱う場

合、これは、選択されたヒットの列を削除します。  

ユーザー定義のヒッ

ト  

マウスを用いて、ヒットや経路に手動で変更する時には、常に、このメニ

ュー オプションが自動的に選択されます。  

その後、このメニューを選択解除すると、PC-DMIS は、これまでの変更

内容を廃棄し、それ以前の状態に戻します。  

それに加え、このオプションをヒット用に選択し、それから、 直角画像 
を用いて、 そのフィーチャーの直角画像に変更する場合、その特定のヒッ

トの深さや高さを調整することが可能です。  

垂直画像  これは、フィーチャーの CAD 画像を上から見下ろした画像に変更しま

す。  

直角画像  これは、フィーチャーの CAD 画像を側面からの画像に変更し、この画像

は、フィーチャーのヒットの深さの定義や追加のレベルの付け加えに理想
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的です。  

 

編集ウィンドウでのショートカット メニュー  

PC-DMIS の編集ウィンドウは、選択された編集ウィンドウ モード次第で、以下のショートカッ

ト メニューを含みます。  

要約モード コマンド ショートカット メニュー  

編集ウィンドウの要約モード内で、コマンド項目を選び、(「 編集ウィンドウの使用 」の項にあ

る「 要約モードの使用 」 を参照して下さい )そのコマンド項目を右クリックすると、そのコマ

ンドのショートカット メニューが表示されます。 このメニューには、以下のオプションがあり

ます:  

 
オプション  内容  
編集  このオプションを選ぶと、その

時点で使用中のオブジェクト用

のダイアログが表示されます。 
マーク  このオプションを選ぶと、その

オブジェクトを実行用にマーク

するか否か、マークの有無をト

グル操作できます。  
削除する  このオプションを選ぶと、選択

されたコマンド、及び、すべて

のサブ コマンドが、パーツプ

ログラムから削除されます。  
コピー  このオプションを選ぶと、選択

されたコマンドがクリップボー



Wilcox Associates, Inc. 

1780  *  ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

ドにコピーされます。  
切る  このオプションを選ぶと、選択

されたコマンドがクリップボー

ドから切り取られ、パーツプロ

グラムから除去されます。  
貼り付け  このオプションを選ぶと、以前

にクリップボードから切り取ら

れた、または、コピーされたコ

マンドが、選択されたコマンド

の下に貼り付けられます。  
グループを縮約  このオプションを選ぶと、拡大

されたユーザー定義のグループ

すべてを縮約します。 その他

の拡大されたグループは、拡大

されたまま留まります。  
すべてを縮約  このオプションを選ぶと、拡大

された項目すべてが縮約されま

す。  
コマンドを拡大  このオプションを選ぶと、その

時点でのコマンドラインを拡大

し、選択されたコマンドに関連

したデータ項目、または、グル

ープ項目を表示します。  
コマンドを追加  このオプションを選ぶと、アル

ファベット順のスクロール可能

な一覧から、編集ウィンドウに

コマンドを追加することができ

ます。  

ステップ 1: コマンドの 初の

数文字をタイプ入力するによっ

て、一覧内を進んで下さい。 
PC-DMIS が、自動的にそのコ

マンドに行きます。  

ステップ 2: 一覧から、そのコ

マンドを選んで下さい。  

ステップ 3: 「CTRL + 入力」

か、または、「入力」のいずれ

かのキーを押し、編集ウィンド

ウ内にその新コマンドを配置し

て下さい。  

「CTRL + 入力」を押すと、シ

ョートカット メニューを開く

ために使用されたコマンド ブ
ロック の後に 当コマンドを配
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置します。  

「入力」を押すと、ショートカ

ット メニューを開くために使

用されたコマンド ブロック の
中に 当コマンドを配置しま

す。 入力キーの使用がこのよ

うに機能するのは、PC-DMIS
が別のコマンド ブロック内へ

の挿入を許容する、タイプのコ

マンドを追加する場合のみで

す。 それ以外の場合には、PC-
DMIS が、それをその時点のコ

マンド の後に挿入します。  
画像をドッキング  このメニュー オプションを選

ぶと、編集ウィンドウがドッキ

ングするか、ドッキング解除を

するか、を決めます。  

このオプションを選択解除する

と、編集ウィンドウは、PC-
DMIS の旧バージョンの場合と

同じように作動し、グラフィッ

クス表示ウィンドウ上で浮動表

示されます。  

このオプションを選ぶと、編集

ウィンドウをグラフィックス表

示ウィンドウの側面か 上部

か、または、底部にドッキング

することができます。  
経路を 適化  このメニュー オプションを選

ぶと、インスペクションプラン

ナーモジュールを使用の場合

に、経路 適化ルーチンを行う

ことができますが、それ以外の

場合には、このオプションにア

クセスすることはできません。 
この使用方法については、イン

スペクションプランナーの文書

を参照して下さい。  
<フィーチャー>をテスト  このメニュー オプションは、

自動フィーチャーを右クリック
した場合にのみ、表示されま
す。  

これは、選択された自動フィー

チャーのテスト実行を行いま

す。 これは、 自動フィーチャ
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ー ダイアログ ボックスにある 
テスト ボタンと同じように機

能します。  

注記: このオプションを選んだ

場合、空き平面が無視されるた

めに、プローブが衝突する可能

性があるので、注意すべきで

す。  
<フィーチャーへ>移動  このメニュー オプションは、

自動フィーチャーを右クリック
した場合にのみ、表示されま
す。  

それは、プローブを選択された

自動フィーチャーの中心点に移

動します。 これは、 自動フィ

ーチャー ダイアログ ボックス

にある 移動先 ボタンと同じよ

うに機能します。  

注記: このオプションを選んだ

場合、空き平面が無視されるた

めに、プローブが衝突する可能

性があるので、注意すべきで

す。  

 

データ項目ショートカット メニュー  

編集ウィンドウの要約モード内で、データ項目上を右クリックすると、データ項目ショートカッ

ト メニューが現れます (「 編集ウィンドウの使用 」の項にある「 要約モードの使用 」 を参照

して下さい )。 このショートカット メニューには、以下のオプションがあります:  

 

オプション  内容  
編集  この項目のサブメニューには、

「値 / 式 テキスト」と「式ビル

ダの使用」があります。  
値 / 式 テキスト:  その時点での項目が編集可能な

場合、その編集ができます。 
そのデータ 項目がトグル項目



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用  *  1783 

である場合には、トグル一覧が

表示され、それ以外の場合に

は、その時点での値を編集する

ためのボックスが表示されま

す。  
式ビルダの使用:  その項目が編集可能な場合, 式

ビルダ ダイアログ ボックスが

現れ、それを用いると、選択さ

れたフィールド用の式を作成で

きます。  
コピー  選択されたデータ項目につい

て、3 つのテキスト オプション

のうちのひとつを、クリップボ

ードにコピーします。  
値テキスト:  データ項目のその時点での値

を、クリップボードにコピーし

ます。  
式テキスト:  データ項目に式がある場合、そ

の時点での式テキストを、クリ

ップボードにコピーします。  
内容説明テキスト:  その時点でのデータ項目の内容

説明を、クリップボードにコピ

ーします。  
貼り付け  これは、コピーされた値、式の

テキスト、または、項目の内容

説明を、新規の位置に貼り付け

ます。  
画像をドッキング  「 要約モード コマンド ショー

トカット メニュー 」にある内

容説明を参照して下さい。  

コマンド モード ショートカット メニュー  

PC-DMIS がコマンド モードにある場合、以下のショートカット メニュー オプションが利用可

能です。 これらのモードに関する情報については、「 編集ウィンドウの使用 」の項にある「 コ
マンド モード使用 」 を参照して下さい 。  
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オプション  内容  
コマンドを選択  マウスがその上に置かれている

コマンドを、ハイライト表示し

ます。  
ブロックを選択  マウスが、ブロック開始オブジ

ェクト、または、ブロック終端

オブジェクト上にある場合、そ

の全ブロックを選択します。  
コマンドから実行  このオプションを選ぶと、編集

ウィンドウ内の挿入ポイントの

その時点での位置から、実行を

開始します。  
ブロック実行  このオプションを選ぶと、その

時点でのマークされた、コマン

ドのブロックが実行されます。 
<フィーチャーへ>ジャンプ  このオプションを選ぶと、その

時点でのコマンドから、参照さ

れているフィーチャー ID に飛

び移ります。  
ジャンプして戻る  このオプションを選ぶと、 ジ

ャンプ オプションを選ぶ前

の、コマンドにジャンプして戻
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ります。  
編集  これは、カーソルが位置する所

のコマンドを編集できる、ダイ

アログ ボックスを開きます。  
マーク  このオプションを選ぶと、その

オブジェクトを実行用にマーク

するか否か、マークの有無をト

グル操作できます。 マーキン

グに関するより詳しい説明につ

いては、「 パーツプログラム

の編集 」の項にある「 マー

ク 」 を参照して下さい 。  
グループ  このオプションを選ぶと、ユー

ザー定義のグループに、選択さ

れた一連のコマンドの一覧を挿

入します。  
グループを縮約  このオプションを選ぶと、拡大

されたユーザー定義のグループ

すべてを縮約します。 その他

の拡大されたグループは、拡大

されたまま留まります。  
開始点として設定  このオプションを選ぶと、 フ

ァイル | 部分的実行 | 開始点か

らの実行 メニュー オプション

を選んだ時に、プログラムの実

行を開始する、開始位置を決め

ます。 「 パーツプログラムの

編集 」の項にある「 スタート

ポイントの設定 」 を参照して

下さい 。  
ブレークポイント  このオプションを選ぶと、カー

ソルの所在位置にブレークポイ

ントが挿入されます。 ブレー

クポイントに関する、より詳し

い説明については、「 パーツ

プログラムの編集 」の項にあ

る「 ブレークポイントの使

用 」 を参照して下さい 。  
ブックマーク  このオプションを選ぶと、カー

ソルの所在位置にブックマーク

が挿入されます。 ブックマー

クに関する、より詳しい説明に

ついては、「 パーツプログラ

ムの編集 」の項にある「 ブッ

クマークの使用 」 を参照して

下さい 。  
名目値発見オーバーライド  このオプションを選ぶと、学習

モードと実行モード中の、PC-
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DMIS のデフォルト設定の名目

値発見機能をオーバーライドし

ます。 より詳しい説明につい

ては、「 パーツプログラムの

編集 」の項にある「 発見名目

値をオーバーライド 」 を参照

して下さい 。  
コピー  このオプションを選ぶと、選択

された編集ウィンドウのテキス

トを、クリップボードにコピー

します。 編集ウィンドウ内の

コピーに関する、より詳しい説

明については、「 パーツプロ

グラムの編集 」の項にある

「 コピー 」 を参照して下さ

い 。  
切る  このオプションを選ぶと、選択

された編集ウィンドウのテキス

トを、クリップボードに切り取

ります。 編集ウィンドウ内の

切り取りに関する、より詳しい

説明については、「 パーツプ

ログラムの編集 」の項にある

「 切る 」 を参照して下さい 。
貼り付け  このオプションを選ぶと、クリ

ップボードにあるテキストを、

編集ウィンドウ内の、カーソル

の所在位置に貼り付けます。 
編集ウィンドウ内の貼り付けに

関する、より詳しい説明につい

ては、「 パーツプログラムの

編集 」の項にある「 貼り付

け 」 を参照して下さい 。  
画像をドッキング  「 要約モード コマンド ショー

トカット メニュー 」にある内

容説明を参照して下さい。  
ポップアップ表示の変更   
式の値  • 式の値 を選択して下さ

い。  
• カーソルを、式の上に

置いて下さい。  
• 小さいポップアップ ウ

ィンドウが現れ、その

式のその時点での値を

表示します。  

データ タイプ情報  1. データ タイプ情報 を選

択して下さい。  
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2. カーソルを、データ フ
ィールドの上に置いて

下さい。  
3. 小さいポップアップ ウ

ィンドウが現れ、デー

タ フィールドについて

の情報を表示し、それ

には、データ タイプの

内容説明、データ タイ

プ番号、及び、タイプ 
インデックスが含まれ

ます。  

このポップアップ ウィンドウ

に表示された情報は、

GETTEXT 式において使用が可

能です。 「 入力式及び変数の

使用 」 の項を参照して下さ

い 。  
コマンド情報  1. コマンド情報 を選択し

て下さい。  
2. 編集ウィンドウ内のい

ずれかのコマンド上

に、カーソルを配置し

て下さい。  

小さいポップアップ ウィンド

ウが現れ、コマンドの内容説明

情報、及び、コマンド タイプ

番号を表示します。 このポッ

プアップ ウィンドウに表示さ

れた情報は、GETCOMMAND
式において使用が可能です。 
「 入力式及び変数の使用 」 の
項を参照して下さい 。  

オブジェクト  編集ウィンドウ内に外部オブジ

ェクトを挿入するまで、このメ

ニュー オプションが選択不可

能のままです。 この方法に関

する情報については、「 外部

要素の追加 」の項にある「 外
部オブジェクトの挿入 」 を参

照して下さい 。  

挿入された外部オブジェクトを

編集ウィンドウ内で選択し、そ

れから、その上を右クリックす

ると、このメニューが、その特

定のオブジェクトに独自のオプ
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ションを反映するものに変化し

ます。 これらには、オブジェ

クトを開く、オブジェクトの編

集、または、単に、オブジェク

トの属性変更、のようなオプシ

ョンが含まれる可能性がありま

す。  
<フィーチャー>をテスト  このメニュー オプションは、自

動フィーチャーを右クリックし
た場合にのみ、表示されます。 

これは、選択された自動フィー

チャーのテスト実行を行いま

す。 これは、 自動フィーチャ

ー ダイアログ ボックスにある 
テスト ボタンと同じように機能

します。  

このオプションを選んだ場合、

空き平面が無視されるために、

プローブが衝突する可能性があ

るので、注意すべきです。  
<フィーチャーへ>移動  このメニュー オプションは、自

動フィーチャーを右クリックし
た場合にのみ、表示されます。 

それは、プローブを選択された

自動フィーチャーの中心点に移

動します。 これは、 自動フィ

ーチャー ダイアログ ボックス

にある 移動先 ボタンと同じよ

うに機能します。  

このオプションを選んだ場合、

空き平面が無視されるために、

プローブが衝突する可能性があ

るので、注意すべきです。  

レポート ウィンドウでのショートカット メニュー  
レポート ウィンドウを右クリックすると、PC-DMIS は、レポート ウィンドウ内でのオブジェク

トの表示方法を左右する、メニュー項目を持つショートカット メニューを表示します。 あるメ

ニュー項目は、レポート ウィンドウ内で、特定のオブジェクトを右クリックした場合にのみ表

示されます。 レポート ウィンドウのショートカット メニューからアクセスできる、各種のメニ

ュー項目が下記の表で記述されています:  
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オ

プ

シ

ョ

ン  

内容  

オ

ブ

ジ

ェ

ク

ト

の

編

集... 

このオプションを選ぶと、レポート ウィンドウ内のその時点でのオブジェク

トを、デフォルトの状態から変更します。  

• レポート ウィンドウ内で、 ラベル オブジェクト 上を右クリ

ックすると、 ラベルの属性 ダイアログ ボックスが表示さ

れ、それを用いて、ラベルを変更することができます。  
• テキスト レポート オブジェクト (本質的に、レポートの末尾

のテキストの空白部分、または、表以外の報告テキスト部分 )
上を右クリックすると、 レポート ダイアログ ボックスが表

示され、それを用いると、レポートに掲載する内容を決める

ことができます。  

ヒント: シフトを押して、いずれかのラベル オブジェクトを右クリッ

クすると、 レポート ダイアログ ボックスが表示されます。  

詳しい情報については、「 測定数値レポート 」の項にある「 レポート ウィ

ンドウの内容変更 」 を参照して下さい 。  
選

択

さ

れ

た

ラ

ベ

ル

を

隠

す  

このオプションを選ぶと、 CAD レポートオブジェクト と共に使用されてい

る、選択されたラベルすべてを隠します。  

隠す予定のラベルを選択し、その後、このメニュー項目を表示するために、

選択されたラベルのひとつを右クリックして下さい。  

ご希望のラベルの周りをマウスを用いてドラッグすることによって、あるい

は、Ctrl キーを押し続け、ご希望のラベルをクリックすることによって、一

度に複数のラベルを選択できます。  

隠

さ

れ

た

ラ

ベ

ル

を

表

示  

このオプションを選ぶと、隠されたラベルすべてが表示されます。 このメニ

ュー項目を表示するために、CAD レポート オブジェクト上を右クリックし

て下さい。  
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オ

ブ

ジ

ェ

ク

ト

の

除

去  

このオプションを選ぶと、選択されたラベル オブジェクト、あるいは、 ペ
ージにオブジェクトを追加 サブメニューを用いて追加された、切断側面図オ

ブジェクトを除去します。  

選択されたオブジェクトの除去を試みる時、削除キーを使用するべきではあ

りません; 削除キーを使用すると、かわりに編集ウィンドウ内の選択された

コマンドを削除することになります。  

オ

ブ

ジ

ェ

ク

ト

変

更

部

分

の

除

去  

このオプションを選ぶと、 オブジェクトの編集... メニュー項目を用いての変

更内容、または、対応するオブジェクトのサイズ変更や位置変更をすべて取

り除き、右クリックされたオブジェクトが初期の状態に戻ります。  

テ

ン

プ

レ

ー

ト

の

変

更... 

このオプションを選ぶと、 開く ダイアログ ボックスが表示され、 それを用

いて、表示用のテンプレートを変更し、根拠をなすコマンドからのデータの

書式整形を行います。 そのコマンドと共に機能するよう特定された、テンプ

レートのみが、ダイアログ ボックス内に表示されます。  

ペ

ー

ジ

の

複

製  

このオプションを選ぶと、右クリックされたページと同一のページが、即座

に、その時点でのページに続いて作成されます。 これは、一ページに収まら

ず、複数ページにまたがるラベルの構成に役立つ可能性があります。  

複製されたページを右クリックし、 複製ページの除去 を選択することによ

り、それを取り除くことができます。  
複

製

ペ

ー

ジ

の

除

去  

このオプションは、以前に複製されたページを右クリックした場合にのみ、

メニュー内に表示されます。 それを選択すると、複製ページがレポートから

取り除かれます。  

ペ

ー

ジ

に

このオプションを選ぶと、パーツ モデルの 切断側面図 を レポート内に挿入

します。  
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オ

ブ

ジ

ェ

ク

ト

を

追

加 
> 
切

断

側

面

図  

 

切断側面図のサンプル  

このオプションを選んだ後に、切断側面図を挿入するために、マウスを使用

し、レポート ウィンドウ内にボックスをドラッグして描いて下さい。 より

詳しい説明については、「 測定数値レポート 」の項にある「 切断オブジェ

クト 」 を参照して下さい 。  

この方法を用いて、内部が見えるよう一部が切断された、複数の画像をレポ

ート内に挿入することが可能です。  
ペ

ー

ジ

に

オ

ブ

ジ

ェ

ク

ト

を

追

加 
> 
カ

ス

タ

ム 
ラ

ベ

ル... 

このメニュー項目を用いて、アクティブ レポート内に、カスタム ラベル オ
ブジェクトをすばやく挿入できます。 この形式のラベル挿入プロセスは、 
規則系統図エディタ とは全く連結していません。 .  

このメニュー項目を選び、それから、レポート ウィンドウ内でボックスをド

ラッグして描いて下さい。 開く ダイアログ ボックスが表示され、それを用

いて、選択されたラベル テンプレートを、レポートのその時点のページ内に

すばやく挿入することができます。  

ワ

イ

このメニュー項目は、選択された CAD レポート オブジェクトの表示を、ワ

イヤーフレームとしてのモデル表示か、または立体としてのモデル表示か、
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ヤ

ー

フ

レ

ー

ム  

の間でトグル変更します。 このメニュー項目は、レポート内の CAD レポー

ト オブジェクトを右クリックした場合にのみ、表示されます。  
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エラーコード 
エラーコードは、オペレーターに座標測定システム（CMS）内で発生した警告とエラー状況を

オペレーターに知らせるために使用されます。 CMS には、座標測定機 (CMM )、CMM 電子、及

び、パーソナル コンピューター (PC) で作動する MeasureMax+、または、 MaxLite を含みます。  

この項のエラーコードは、CMM 電子、及び、測定ライブラリ (MLB) コマンドを含む、シェフィ

ールド構成要素に特有のものです。  

エラーコードは、グループ名、ハイフン、及び、番号で示されます。  幾つかの例を挙げると、

MP-523、MLB-010、及び、 TempComp-200 です。    

エラー グループは:  

• MLB  
• MP  
• DCC  
• RCU  
• 温度補償  

MLB エラー情報  
MLB エラーは、プロセスが不可能な MLB コマンドが原因です。 パーツプログラムの実行中、パ

ーツの測定時、または、QuickTeach や MaxLite 内でパーツプログラムが編集されている時に発

生する可能性があります。  MLB エラーには、Visual Basic によって検出されたエラーは含みま

せん。 VB のエラーに関する支援については、VB ヘルプを参照して下さい。  

MLB エラーの例のいくつかは、以下の通り:  

1. 例えば、MLB-090 は「DCC 利用不可能」または、RCU-050 は「RCU 利

用不可能」など、機能や機器が利用不可能です。  
2. 例えば、MLB-020 は「不適切なパラメータ」、または、MLB-010 は「不

識別の関数コマンド文字列」など、コマンドのシンタックスが無効です  
3. 例えば、MLB-168 は「予定外の接触」、または、MLB-169 は「予定外の

移動終了」など、CMM は動作を完了できません。  
4. 例えば、MLB-038 は「円筒の軸に並列の直線を交差不可能」、または、

MLB-070 は「参照は保存されていない」など、データをプロセスできま

せん  

MLB のエラーは、PC に、通常ダイアログ ボックス内に、表示されます。  

MLB のエラー コードは、以下の一覧に表示されています:  

MLB-001  MLB-026  MLB-062  MLB-114  MLB-168  



Wilcox Associates, Inc. 

1794  *  ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

MLB-003  MLB-027  MLB-063  MLB-115  MLB-169  
MLB-004  MLB-028  MLB-064  MLB-116  MLB-170  
MLB-005  MLB-029  MLB-070  MLB-120  MLB-173  
MLB-006  MLB-030  MLB-071  MLB-130  MLB-190  
MLB-007  MLB-031  MLB-072  MLB-131  MLB-191  
MLB-010  MLB-032  MLB-080  MLB-132  MLB-505  
MLB-011  MLB-033  MLB-088  MLB-140     
MLB-012  MLB-034  MLB-089  MLB-150     
MLB-013  MLB-035  MLB-090  MLB-151     
MLB-014  MLB-036  MLB-091  MLB-152     
MLB-015  MLB-037  MLB-092  MLB-153     
MLB-016  MLB-038  MLB-093  MLB-154     
MLB-017  MLB-040  MLB-094  MLB-155     
MLB-018  MLB-041  MLB-095  MLB-156     
MLB-019  MLB-042  MLB-096  MLB-157     
MLB-020  MLB-043  MLB-100  MLB-158     
MLB-021  MLB-044  MLB-101  MLB-160     
MLB-022  MLB-045  MLB-110  MLB-161     
MLB-023  MLB-050  MLB-111  MLB-162     
MLB-024  MLB-060  MLB-112  MLB-164     
MLB-025  MLB-061  MLB-113  MLB-166     

 

MLB-001 MP 内部シンタックス エラー  

測定プロセッサー (MP) の内部でシステム エラーが発生しました。  

影響  

コマンドの実行は中止されます。 これ以上のパーツプログラムの作業が不可能

であるかもしれません。  

対処方法  

1. システムを再設定して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  
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MLB-003 通信エラー  

これは一般に、要求されるシステム機能や機器が存在しなかったり、機能しない

ことが原因で起こります。 これは、MP 内部のシステム エラーのひとつです。  

影響  

コマンドの実行は中止されます。 これ以上のパーツプログラムの作業が不可能

であるかもしれません。  

対処方法  

1. システムを再設定して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MLB-004 数的エラー  

例えばゼロによる除数の実行など、算術処理において有効な結果を阻む状況が存

在します。 これは、MP 内部のシステム エラーのひとつです。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 測定中のポイントが、インスペクション中のタイプのフィーチャーを定義

すること、または、実施予定のフィーチャーの組み立てが理論的に可能な

ものであること、を確認して下さい。  
2. エラーの原因が決められない場合には、お客様の Giddings & Lewis サー

ビス代理店に連絡して下さい。  

MLB-005 通信エラー  

IO コマンドに、MP を伴う通信エラーが発生しました。 これは、MP 内部のシ

ステム エラーのひとつです。  

影響  

I/O ビットが適切に読み込み、または、書き込みを行うことができません。  
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対処方法  

1. システムを再設定して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MLB-006 出力マスクの論理的変換エラー  

IO コマンドに、出力マスク論理の変換エラーが発生しました。 これは、MP 内

部のシステム エラーのひとつです。  

影響  

コ マンドは実行されません。  

対処方法  

1. 出力マスクの論理的フォーマットを修正し、プログラムを再実行して下さ

い。  
2. システムを再設定して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MLB-007 出力入手不可能  

IO コマンドが、出力マスク論理を用いての出力が入手不可能である、と決めま

した。 これは、MP 内部のシステム エラーのひとつです。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 出力ポート番号を変更し、プログラムを再実行して下さい。  
2. システムを再設定して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  
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MLB-010 不識別の FCS  

指定された関数コマンド文字列 (FCS) が、定義された MLB コマンドのいずれと

も対応していません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 正しい FCS 識別子を使用するよう、パーツプログラムを修正して下さい。  

 

MLB-011 スキップ ファイルの 初の記録が無効  

スキップ ファイルの第一行目は、 「Type=SKIP」か、または、

「Type=EXEC」でなければなりません。  

影響  

スキップ ファイルは無視され、継続する場合、通常のパーツプログラム実行が

行われます。  

対処方法  

1. スキップ ファイルの内容を修正して下さい。  

MLB-012 スキップ ファイル内の無効記録  

スキップ ファイル内の行が、コメントや有効なフォーマットのコード ブロック

名に対応していません。  

影響  

無効なラインは無視されます。  

対処方法  

1. スキップ ファイルの内容を修正して下さい。  
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MLB-013 スキップ ファイルのアクセス エラー  

スキップ ファイルの読み込み中にエラーが発生しました。  

影響  

スキップ ファイルは無視されます。  

対処方法  

1. スキップ ファイルと、スキップ ファイル メディアにエラーがないか、検

査して下さい。  

 

MLB-014 ネストされたコード ブロック  

パーツプログラムは、ネストされた名称の付いたコード ブロックを含んでいま

す。 2 番目のコード ブロックの冒頭 ( BB ) は、先行するコードブロックの終端 
( EB ) の前にあります。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-015 「ブロック開始」の欠如  

ブロック終了 ( EB ) コマンドが、そのペアとなるブロック開始 ( BB )コマンドな

しで存在します。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  
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MLB-016 ネストされたスキップの一連コマンド  

パーツプログラムは、ネストされたスキップの一連コマンドを含んでいます。 
スキップ終了ステートメントの介在なしに、2 番目のスキップ コマンドに遭遇

しました。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-017 無効のスキップ ブロック終了機能  

スキップ ブロック終了コマンドが、そのペアとなるスキップ ブロック開始コマ

ンドなしで存在します。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-018 不適切な公差モード  

制限された公差モードでは、ボルト サークル、または、長方形パターン機能を

呼び出すことができません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  
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MLB-019 不適切なパラメータ  

多過ぎる、または、十分ではないパラメータが指定されているか、あるいは、無

効なパラメータが指定されています。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-020 パラメータの許容なし  

特定されたコマンドはパラメータを受け付けませんが、パラメータが指定されて

います。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-021 初のパラメータが無効  

指定された 初のパラメータは、この関数に対して有効ではありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-022 2 番目のパラメータが無効  

指定された 2 番目のパラメータは、この関数に対して有効ではありません。  
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影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-023 3 番目のパラメータが無効  

指定された 3 番目のパラメータは、この関数に対して有効ではありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-024 4 番目のパラメータが無効  

指定された 4 番目のパラメータは、この関数に対して有効ではありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-025 指定されたパラメータが無効  

指定されたパラメータのうちのひとつが、この関数に対して有効でありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  
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1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-026 指定された先端チップが無効  

指定された先端チップのキャリブレーションが行われていないか、または、チッ

プ番号が範囲外にあります。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 指定された先端チップをチェックし、その名称を修正するか、チップをキ

ャリブレートするか、または、正しいプローブ チップ ファイルを選択し

て下さい。  

MLB-027 過度の角度偏差  

ほとんど直角関係にある 2 つのフィーチャー間の並列性の算定が試行中、また

は、ほとんど並列関係にある 2 つのフィーチャー間の垂直度の算定が試行中で

す。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 正しいフィーチャーや正しいコマンドを特定するために、パーツプログラ

ムを修正して下さい。  

MLB-028 パラメータの不足  

この関数に要求されるパラメータが特定されていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  
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1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-029 次元配列値が範囲外  

次元配列のデータが、この関数で使用されるには、大きすぎ、または、小さすぎ

ます。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、次元配列のデータを修正して下さい。  

MLB-030 フィーチャーの積み重ねが、要求されるフィーチ

ャーを含んでいません。  

以下の状況のうちのひとつが存在しています:  

1. フィーチャーの登録が空白;  
2. 特定された、または、要求されたフィーチャーの位置付けが空白;  
3. フィーチャーの積み重ねが、2 つのフィーチャーを含んでいません;  
4. フィーチャーの積み重ねが、要求されるフィーチャーを含んでいません;  
5. フィーチャーの積み重ねが、そのフィーチャーを定義するために要求され

る数のポイントを含んでいません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. フィーチャーの積み重ね内に適切なデータを得るために、コマンドの定義

をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-031 初のパラメータが無効のタイプを指定  

初の関数パラメータによって指定されたフィーチャーが、その関数に対して正

しいタイプのものではありません。 パラメータが全く指定されておらず、その

関数がデフォルト設定として、フィーチャー登録にあるデータを使用し、そのた
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めに、そのフィーチャーのタイプが不正確なために、このエラーが起こっている

可能性があることに注意して下さい。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-032 2 番目のパラメータが無効のタイプを指定  

2 番目の関数パラメータによって指定されたフィーチャーが、その関数に対して

正しいタイプのものではありません。 パラメータが全く指定されておらず、そ

の関数がデフォルト設定として、 初のフィーチャー積み重ね位置（F1）にあ

るデータを使用し、そのために、そのフィーチャーのタイプが不正確なために、

このエラーが起こっている可能性があることに注意して下さい。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-033 平面はタイプとして無効  

指定されたフィーチャーが平面であり、平面タイプのフィーチャーは、その関数

には有効でありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用  *  1805 

MLB-034 同心円を交差不可能  

交点の算定用に特定された円が同心円であり、交差しません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-035 作業平面に直角な直線  

その関数のオペレーションは、特定された直線がアクティブな作業平面に投影さ

れることを必要としますが、その直線が作業平面に直角であり、投影が不可能で

す。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-036 無効な (ヌル) フィーチャーを指示  

特定されたフィーチャーは「ヌル」型であり、それが省略されたオペレーション

の結果であることを示していますが、この関数は「ヌル」フィーチャーを用いて

実行することができません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  
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MLB-037 無効なタイプのフィーチャー  

この関数用に選択されたフィーチャーのタイプは有効ではありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-038 円筒の軸に並列の直線を交差不可能  

そのコマンドの実行には、円筒表面にある直線の算定を必要としますが、その特

定の直線は円筒の軸に平行であり、円筒表面と交差しません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-040 総括配列のフィーチャーが不十分  

このコマンドに必要とされる数のポイントが、総括配列内に含まれていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-041 ポイントがフィーチャーを不定義  

以下の状況のうちのひとつが存在しています:  
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1. ポイントがフィーチャーを定義しません (円、作業平面内の直線、空間内

の直線、または、平面)。  
2. フィーチャーがオフセットの角度を定義しません。  
3. その直線が測定平面に直角であるか、または、測定平面上に投影された時、

ポイントが重なるか、のいずれかです。 オフセットの角度は変更されま

せん。  
4. 複数のフィーチャーが並列に配置されています。  
5. 複数のフィーチャーが直角に配置されています。  
6. 複数のフィーチャーが全く同一です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-042 総括が無効  

先行するオペレーションのために、特定された総括配列が無効です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-043 分割進行中  

分割された測定が進行中の間、そのコマンドの実行は不可能です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  
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MLB-044 分割が初期化されず  

分割された測定シーケンスが、適切に初期化されていない時に、「次の分割」コ

マンドの実行が試行されました。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-045 コマンドのスキップ不可能  

スキップ不可能な MLB コマンドが、スキップされたコード ブロック内に含まれ

ていました。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-050 RCU 利用不可能  

そのコマンドは RCU を必要としますが、RCU は利用不可能です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-060 回転テーブル利用不可能  

そのコマンドは回転テーブルを必要としますが、回転テーブルは利用不可能です。  
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影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-061 回転テーブル カウンター利用不可能  

そのコマンドはカウンターを持つ回転テーブルを必要とします。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-062 カウンターを持つ回転テーブル上での受け入れ不

可  

システムがカウンターの付いた回転テーブルを含む場合、コマンドは無効です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-063 エラー修正後の回転テーブル上での受け入れ不可  

システムが、エラー修正後の回転テーブルを含む場合、コマンドは無効です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  
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1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB064 ハース カップリング テーブル上での受け入れ不可  

そのコマンドは、ハース カップリング テーブルに対応していません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-070 参照は保存されていない  

そのコマンドは、保存されていない参照フレームの呼び出しを試みました。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-071 フィーチャー記憶容量超過  

システムは、もうひとつのフィーチャーを保存するために十分な記憶容量を持ち

ません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. システムの仕様をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。 以
前に保存されたフィーチャーの削除が必要かもしれません。  
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MLB-072 フィーチャー発見されず  

コマンドは、保存されていないフィーチャーの呼び出し、または削除を試みまし

た。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-080 不適切なプローブのインストレーション  

当関数は、インストールされたタイプのプローブに適用しません; 例えば、接触

プローブがインストールされた場合、一掃関数は有効ではありません。 また、

インストールされたプローブがない、とシステムが認識している中で、プローブ

が装備された状態でシステムの電源が入れられた場合に、あるいは、プローブが

手動で装備された場合に、プローブ交換機を伴うシステムに、このエラーが発生

する可能性があります。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  
2. この問題を修正するために、インストールされた機器を調整して下さい。  

MLB-088 RCU 操作ボタンの、QU との併用  

QU コマンドは、RCU-II のドライブ キーによって中断されました。  

MLB-089 RCU「スクリーンに戻る」ボタンの、QU との併

用  

QU コマンドは、RCU-II の「スクリーンに戻る」キーによって中断されました。  
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MLB-090 DCC 利用不可能  

コマンドは DCC の機能を必要としますが、現時点のシステム内で DCC オペレ

ーションは利用不可能です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  
2. この問題を修正するために、インストールされた機器を調整して下さい。  
3. DCC オペレーションを阻んでいる問題を修正して下さい。  

MLB-091 パーツとの接触なし  

DCC 接触の試行中、プローブは、その対象に向かい、オーバードライブ距離分

も加えて移動しましたが、パーツに接触していません。  

影響  

ポイントのデータは記録されません。 パーツプログラムの継続が不可能になる

かもしれません。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。 プログラムを修正するか、または、パ

ーツを正しく位置付けして下さい。  

MLB-092 不十分な安全間隔  

特定されたプローブの直径と安全間隔のために、そのプローブの孔への進入は許

容されません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  
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1. この問題の原因を決めて下さい。 特定された孔のサイズを修正するか、

許容する安全間隔を減少するか、あるいは、より小さいプローブを使用す

るか、のいずれかを行って下さい。  

MLB-093 遠隔自動のコンフィギュレーションなし  

システム内で自動モードを選択するコマンドが実行されましたが、そのシステム

用の、このオペレーションに対応したコンフィギュレーションは行われていませ

ん。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。 プログラムを修正するか、または、シ

ステムを正しくコンフィギャーして下さい。  
2. エラーが繰り返され、このオペレーションに対応するはずである場合には、

お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MLB-094 遠隔自動連動装置がかみ合っていない  

自動モードを選択するコマンドが実行されましたが、遠隔自動連動機器がかみ合

っていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。 プログラムを修正するか、または、遠

隔自動連動装置をかみ合わせて下さい。 パーツプログラムを継続するに

は、手動で自動モードを選択して下さい。  
2. エラーが繰り返され、このオペレーションに対応するはずである場合には、

お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MLB-095 サーボ電源が入力せず  

システム内で自動モードを選択するコマンドが実行されましたが、そのシステム

は、サーボ電源を起動できません。  
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影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。 プログラムを修正するか、または、サ

ーボ電源の起動を阻んでいる、小型機器上の問題を排除して下さい。 手
動で、サーボ電源を起動し、パーツプログラムを継続するために、自動モ

ードを選択して下さい。  
2. エラーが繰り返され、このオペレーションに対応するはずである場合には、

お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MLB-096 自動モードの選択不可能  

システム内で自動モードを選択するコマンドが実行されましたが、そのシステム

は、自動モードを選択できません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。 プログラムを修正するか、または、自

動モードを阻んでいる、小型機器上の問題を排除して下さい。 パーツプ

ログラムを継続するには、手動で自動モードを選択して下さい。  
2. エラーが繰り返され、このオペレーションに対応するはずである場合には、

お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MLB-100 プローブ ヘッドの基準点エラー  

PH9、または、PH10 2-軸プローブが、移動の後に適切に設置されず、位置付け

が固定されていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 2-軸プローブ ヘッドを再配置して、継続して下さい。  
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MLB-101 プローブ ヘッドの障害エラー  

PH9、または、PH10 プローブ ヘッドは、障害のために、位置への移動を完了

しませんでした。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 2-軸プローブ ヘッドを再配置して、継続して下さい。  

MLB-110 先端チップ 0 がキャリブレートされていない  

マスター チップ (先端チップ #0)以外の先端チップのキャリブレーションが試み

られましたが、先端チップ 0 に関連したキャリブレーション取付具の所在位置

がわかりません。 先端チップ 0 は、その他のすべてのチップのキャリブレート

前に、キャリブレートされなければなりません。 チップ 0 のキャリブレーショ

ン作業の開始後に中止された場合、このエラーが発生する可能性があることに注

意して下さい。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 先端チップ 0 をキャリブレートして下さい。  

MLB-111 球状キャリブレーション取付具が必要  

キャリブレーション取付具を球ではなく円錐と特定する、MLB コマンド実行の

後に、自動キャリブレーションが試みられました。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  
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MLB-112 温度変更のため、先端チップ 0 のキャリブレーシ

ョン無効  

自動温度センサーを持つシステム上で、先端チップ 0 のキャリブレーション後

に十分な温度変化があると、その結果、追加のチップの正確なキャリブレーショ

ンができません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 追加の先端チップをキャリブレートする前に、チップ 0 を再キャリブレ

ートして下さい。  

MLB-113 プローブ直径が負のために、キャリブレーション

無効  

プローブのキャリブレーション作業の結果、負のプローブ直径が算定されました。 
これは一般的に、キャリブレーション球のサイズを特定する時に、誤ったサイズ

の特定、または、誤った測定単位のアクティブ化が原因で起こります。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 問題を修正し、プローブを再キャリブレートして下さい。  

MLB-114 プローブ オフセットが過度のために、キャリブレ

ーション無効  

プローブのキャリブレーション作業の結果、明らかに無効なプローブのオフセッ

トが算定されました。 これは一般的に、キャリブレーション球が MEA 位置にな

い時、MEA 位置にあるキャリブレーション球を特定したこと、あるいは、「球

位置付け」機能を実行せずに先端チップ 0 がキャリブレートされた後に、キャ

リブレーション球を移動したことが原因で起こります。  

影響  
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コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 問題を修正し、プローブを再キャリブレートして下さい。  

MLB-115 フィーチャー、または、プローブ記憶作業で、フ

ァイルエラー  

フィーチャー、または、プローブのデータを、ホストのディスク データ記憶装

置内に記憶することができません。 ディスクが書き込み保護状態か、または、

空き容量なしのどちらかであるかもしれません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 問題を修正し、プログラムを再実行して下さい。  

MLB-116 円形動作の開始時に、円上に位置せず  

円形動作コマンドの開始時に、CMM が指定された円の移動公差内に位置付けら

れていません。  

影響  

コマンドは実行されません。 SMP が手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. 円形動作の直前にある、移動コマンドを検査して下さい。  

MLB-120 不適切な配置、または、サイズ調整のパーツ  

パーツが測定機と共に配置されていない、または、長方形スキャンと異なるサイ

ズ調整がされたか、あるいは、パーツが水平でないか、極スキャンと異なるサイ

ズ調整がされたか、のいずれかです。  

影響  



Wilcox Associates, Inc. 

1818  *  ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツを正しく配置、及び/または、サイズ調整するために、プログラム

を修正して下さい。  

MLB-130 オペレーターによる中止  

オペレーターの選択により、オペレーションが中止されました。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. エラー メッセージを認知し、必要に応じて、パーツプログラムを継続、

または中止して下さい。  

MLB-131 電子レベル利用不可能  

電子レベルを読み込むコマンドが実行されましたが、電子レベルは利用不可能で

す。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. このシステム内で電子レベルが利用可能ですが、機能しないことを確認し

て下さい。  

MLB-132 電子レベルのインターフェース時間切れ  

電子レベルを読み込むコマンドが実行されましたが、電子レベルは時間切れです。  

影響  

コマンドは実行されません。  
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対処方法  

1. 電子レベルが機能することを確認して下さい。  

MLB-140 ポイント利用不可能  

指定されたデータ ポイントは、総括配列内にはありません。 プログラムは、そ

のポイントを保存しませんでした。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. パーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-150 APC ラックが接続されていない  

自動プローブ交換機ラックを ACU に接続すべきケーブルが、ラック、及び/また

は、ACU に接続されていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 自動プローブ交換機 (APC) ラックをお持ちの場合、それに接続して下さ

い。  
2. APC ラックをお持ちでない場合には、そのかわりに、APC ラックを必要

としない MLB コマンドを用いて下さい。  

MLB-151 APC ファームウエア、または、インターフェース

が存在せず  

自動プローブ交換機 (APC) のラック機能が要求されましたが、APC、または、

対応するファームウエアは利用不可能です。  

影響  

コマンドは実行されません。  
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対処方法  

1. APC を必要としない、代替機能を用いて下さい。  

MLB-152 APC ラックがキャリブレートされていない  

自動的プローブ交換機 (APC) ラックを用いた、パーツプログラムの実行が試み

られていますが、APC ラックはキャリブレートされていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 自動プローブ交換機のラックをキャリブレートして下さい。  

MLB-153 APC/MP 通信エラー  

自動プローブ交換機ラックと MP の間の通信が機能しません。  

影響  

MP は、自動プローブ交換機ラックと通信できません。  

対処方法  

1. MP と自動プローブ交換機ラックを再設定して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MLB-154 APC ラック時間切れ、または、ロックに故障発生  

プローブ交換に割り当てられた時間を超過、または、アダプタのロックに故障が

発生しました。  

影響  

コマンドの実行は中止されます。  

対処方法  
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1. 自動プローブ交換機ラックを再設定して下さい。  

MLB-155 APC ラック移動超過  

自動プローブ交換機ラックのアセンブリの動作が過剰です。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 自動プローブ交換機ラックの再キャリブレーションを実施して下さい。  

MLB-156 安全位置の定義なし  

安全な PH9A 回転位置が定義されていません。  

影響  

自動プローブ交換機ラックを使用できません。  

対処方法  

1. 安全な PH9A 回転位置を定義して下さい。  

MLB-157 拡張部品の収容なし  

マルチ-ステーション プローブの組み立てが試みられていますが、自動プローブ

交換機のラック内に拡張部品がありません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. 必要な拡張部品を収容しキャリブレートして下さい。  

MLB-158 拡張部品の収容過多  

プローブに、3 つ以上の拡張部品の収容が試みられました。  
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影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. プローブ コンフィギュレーションで特定された、 後の自動プローブ交

換機のステーションに、スタイラスが含まれることを確認して下さい。  

MLB-160 ファームウエアのエンティティが発見されず  

MP 内に、悪い ROM、または、CPU ボードがあります。  

影響  

システムを開くことができません。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MLB-161 APC ラック降下不可能  

APC ラックを降ろすことができませんでした。  

影響  

APC ラックの降下を必要とするコマンドが実行されましたが、ラックを降下で

きませんでした。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  
2. APC ラックの降下 / 上昇能力の問題を修正して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MLB-162 APC ラック上昇不可能  

APC ラックの上昇を必要とするコマンドが実行されましたが、ラックを上昇で

きませんでした。  
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影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  
2. APC ラックの降下 / 上昇能力の問題を修正して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MLB-164 不十分なアナログ プローブの偏差  

アナログ プローブが、 AS コマンドの開始時において、名目的偏差の半分以下

しか逸れていません。  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. AS コマンドの直前にある、移動コマンドを検査して下さい。 KD コマン

ドを用いて、名目アナログ プローブ偏差を、読むことができます。  

MLB-166 円ではない  

原因  

円形動作コマンドの開始時に、CMM が指定された円の移動公差内に位置付けら

れていません。  

影響  

コマンドが実行されず、SMP は手動モードに置かれます。  

ユーザーの行動  

円形動作コマンドの直前にある、移動コマンドを検査して下さい。  

管理者の行動  
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ありません。  

MLB-168 予定外の接触  

接触コマンド、または、探査コマンドの間ではなく、自動モード中に、接触プロ

ーブが逸れました。 一般的に、これは、障害のない経路上にある、と推測され

る DCC の動作の間に起こります。  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  

対処方法  

• 障害を取り除き、測定機を自動モードに戻すか、または、測定機の動作手

順をプログラムし直して下さい。  

MLB-169 予定外の移動終了  

測定機の動作が、物理的障害によって妨害されました。 これは一般的に、一つ

以上の軸の物理的限度を越えた操作を試行した結果、起こります。  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。 物理的障害を取り除くか、または、パ

ーツプログラムを修正して下さい。  

MLB-170 接触プローブ再装備できず  

自動モードにおいて、接触プローブが表面から遠ざかった後に、逸れ、再装備に

失敗しました。 これは、障害のためか、または、内部問題のために発生した可

能性があります。  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  

対処方法  
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• 障害がある場合には、それをプローブから取り除き、あるいは、プローブ

の張力をチェックし調整して下さい。  
• プローブが再装備されると、プログラムの継続のために、システムを自動

に戻して下さい。  

MLB-173 PH9 プローブ負担過重  

The PH9、または、PH10 の軸のひとつに過重な力が加わり、軸がプログラムさ

れた位置付けをはずれる原因となっています。  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. 可能な場合には、RCU を通して PH9 を再設定して下さい。 プローブ ヘ
ッドが再配置された後に、パーツプログラムを継続するためには、システ

ムを自動モードに戻して下さい。  

MLB-190 プローブ偏差過剰  

アナログ プローブが、スキャン動作コマンド中に、逸れすぎになっています。  

影響  

以下の時、SMP が手動モードに置かれます:  

1. TrapScanDeflectStatus = 偽 (システムのデフォルト)。 SMP が自動モー

ドになるまで、コマンドは一時的に中断されます。  
2. TrapScanDeflectStatus = 真。 コマンドは実行されません。 変数 

ScanDeflectStatus の値は 2 です。  

対処方法  

• パーツの表面をチェックして下さい。  
• 現時点でのソフト プローブ偏差値をチェックして下さい。  
• ユーザー-作成の、スキャン エラー復旧ルーチンを開始して下さい。  

MLB-191 表面から分離  

アナログ プローブが、スキャン動作コマンド中の逸れが過小になっています。  
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影響  

以下の時、SMP が手動モードに置かれます:  

1. TrapScanDeflectStatus = 偽 (システムのデフォルト)。 SMP が自動モー

ドになるまで、コマンドは一時的に中断されます。  
2. TrapScanDeflectStatus = 真。 コマンドは実行されません。 変数 

ScanDeflectStatus の値は 0 です。  

対処方法  

1. パーツの表面をチェックして下さい。  
2. 現時点でのソフト プローブ偏差値をチェックして下さい。  
3. ユーザー-作成の、スキャン エラー復旧ルーチンを開始して下さい。  

MLB-505 未知のユーザー キー  

UK コマンドが、定義されていない、ユーザー キーを特定しています。  

影響  

コ マンドは実行されません。  

対処方法  

1. コマンドの定義をチェックし、パーツプログラムを修正して下さい。  
2. そのユーザー キーを、MeasureMax+内のデータベース ラベルに追加して

下さい。  

MP エラー情報  
MP エラーは、CMM の電子技術と関連しています。 エラー番号は、以下のグループに分類され

ています:  

グループ  範囲  内容  
MP  1-199  診断上のエラー  

温度補償  200-299  温度補償  
MP  300-399  MP-30/35 上の MP 正面パネルを用いた、ネットワ

ーク接続なしのオペレーション  
MP  500-599  MP の電源入力  
MP  600-699  DCC の電源入力  
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RCU  700-799  RCU の電源入力  

 

MP のエラー番号は、一般的に、PC の XYZ 表示画面のうちの第 4 列目に表示さ

れます。  XYZ 表示画面は、MeasureMax+ と STI 内のウィンドウとして表示が

可能なモニターです。  MaxLite システムでは、これは、右下のすみで表示され

ます。  正面パネルの付随した MP-30/35 システムを持つ場合には、また、エラ

ーが MP 正面パネルの W-軸表示画面にも表示されます。  

メモリー エラーについては、追加の情報が XYZ 表示画面の Z-軸 (または、利用

可能な場合には、MP 正面パネル) に表示されます。  Giddings & Lewis サービス

代理店では、その 16 進数アドレスとビット情報を用いて、エラーの原因を診断

します。 メモリー エラーは、「AAAAA C」の形式で表示され、その

「AAAAA」はアドレスで、「C」はビットです。  

• MP RAM の場合では、「C」は、エラー発生のビット位置を示します。 
MP ROM、DCC RAM、及び、ROM のエラーについては、「C」はエ

ラー発生場所のバイトを示します。  
• エラー番号が 500-599 の場合、アドレスとビット情報は、MP CPU ボ

ードに表示されます。  
• エラー番号が 600-699 の場合、アドレスとビット（あるいは、集積回

路）情報は、DCC ボードに表示されます。  

 

始動中にエラーMP-160 が発生の場合、DCC ボード LED をチェックし、電源を

入れ直し、LED を見て下さい。  検査が行われている間、一連の文字が、LED 上

でフラッシュ表示されます。 各文字が、特定のシステム構成要素の検査、また

は、構成要素間の通信テストを示します。 これらの検査のうちのひとつが不合

格の場合、その検査を示す文字が LED 上に留まります。 DCC LED の一連の文

字は:  

A  共有されている RAM メモリー セルの検査  
B  DCC から MP への割り込みの検査  
C  MP 割り込み認知の検査  
D  MP から DCC への割り込みの検査  
E  DCC ROM と RAM の検査  
F  すべて検査に合格 - 初の MP 割り込みを待つ  
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システムが起動後、DCC ボードに故障が発生すると、エラー MP-060、または、

MP-151 が発生します。これらのエラーは、MP が、DCC ボードを通信できない

ことを示します。DCC ボード LED をチェックして、以下の番号を見つけて下さ

い:  

1  D/A の 終更新以来、32 ミリセコンド  
2  MP の 終更新以来、32 ミリセコンド  
3  DCC から MP への割り込みが 32 ミリセコンド間

認知されず  
8  システムは通常通り作動中  
9  初期 MP 共有 RAM 同時-起動を待つ  

 

DCC ボード LED 上で、エラー番号前に小数点がある時、CPU がアクティブで

ないことを意味します。 エラー番号後に小数点がある時、ハードウェアが、32
ミリセコンド間の D/A 更新での故障発生を探知した、という意味です。  

 

MP 電源入力の故障 (エラー番号 500-599)については、エラー メッセージをコン

ピューターに伝達できない可能性があります。  正面パネルの付随した MP-
30/35 システムでは、エラーが MP 正面パネルの W-軸表示画面に表示されます。 
SMP システムでは、エラーが診断 LED 上に表示されます。  

以下の表には、利用可能な MP エラー コードが表示してあります:  

MP-001  MP-047  MP-124  MP-176  MP-522  MP-561  
MP-002  MP-048  MP-127  MP-177  MP-523  MP-562  
MP-003  MP-055  MP-129  MP-178  MP-524  MP-563  
MP-004  MP-059  MP-130  MP-179  MP-525  MP-564  
MP-007  MP-060  MP-131  MP-180  MP-526  MP-565  
MP-008  MP-064  MP-142  MP-181  MP-527  MP-566  
MP-013  MP-077  MP-143  MP-182  MP-528  MP-601  
MP-015  MP-078  MP-146  MP-183  MP-529  MP-619  
MP-018  MP-079  MP-147  MP-184  MP-530  MP-621  
MP-019  MP-080  MP-148  MP-186  MP-531  MP-650  
MP-021  MP-081  MP-149  MP-310  MP-532  MP-651  
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MP-022  MP-082  MP-151  MP-320  MP-533  MP-697  
MP-023  MP-083  MP-158  MP-330  MP-534  MP-698  
MP-024  MP-090  MP-159  MP-340  MP-535     
MP-025  MP-091  MP-160  MP-501  MP-536     
MP-026  MP-092  MP-161  MP-502  MP-537     
MP-027  MP-093  MP-162  MP-503  MP-538     
MP-028  MP-094  MP-163  MP-504  MP-539     
MP-029  MP-095  MP-164  MP-505  MP-540     
MP-030  MP-105  MP-165  MP-506  MP-541     
MP-031  MP-108  MP-166  MP-507  MP-542     

MP-032  MP-109  MP-167  MP-508  MP-543     

MP-033  MP-111  MP-168  MP-510  MP-544     
MP-034  MP-117  MP-169  MP-511  MP-545     
MP-035  MP-118  MP-170  MP-512  MP-546     
MP-036  MP-119  MP-171  MP-515  MP-547     
MP-042  MP-120  MP-172  MP-516  MP-548     
MP-043  MP-121  MP-173  MP-517  MP-550     
MP-045  MP-122  MP-174  MP-519  MP-551     
MP-046  MP-123  MP-175  MP-521  MP-560     

 

MP-001 悪いコマンド メッセージ シンタックスのエラー  

以下の状況のうちのひとつが、コマンドのメッセージを無効と考えます:  

1. MP、DCC、または、RCU は、システム内の別の構成要素から受け取っ

たメッセージを理解できません。  
2. MP-30 システム上で、要求される拡張 ROM が悪いか、 または、正しく

インストールされていません。  
3. MP-30 システム上で、PH9 スキャン、または、プローブ交換機のオプシ

ョンがシステム内でコンフィギャーされ、拡張 ROMs は、MP CPU ボー

ド上にありません。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
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3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-002 送付先が存在しないか、または、MP のランタイム 
システム エラー  

通信システムは、存在しない作業へ送付するためのメッセージを受け取りました。 
説明可能な原因は:  

1. 内部 MP ファームウエア エラー。  
2. MP-30 システム上で、要求される拡張 ROM が悪いか、 または、正しく

インストールされていません。  
3. MP-30 上で、PH9、スキャン、または、プローブ交換機のオプションが

システム内でコンフィギャーされ、拡張 ROMs は、MP CPU ボード上に

ありません。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-003 リソース不足  

要求されるリソースが利用可能でないために、MP は適切なコマンドを実行でき

ません。 当ソフトウェアは、必要とするハードウェアにアクセスできません。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. 必要とする機器すべてが正しく、しっかりと接続されていることを確認し

て下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. 問題を見つけることができず、エラーが繰り返される場合、お客様の

Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-004 数的エラー  

数的エラーは、内部 MP ファームウエアの問題を示しています。  
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対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-007 CPU EPROM チェックサム エラー  

MP-30 CPU ボード EPROMs、または、SMP400 コード区分メモリーにおいて、

チェックサム エラーが検出されました。 MP が作動している間、このチェック

サムは再算定され続けます。 このエラーは、CPU ボードの機能がもはや信用で

きるものでないことを示しています。 より詳しい説明については MP エラー コ
ード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-008 CPU EPROM チェックサム エラー  

MP-30 DCC ボード EPROMs において、チェックサム エラーが検出されました。 
MP が作動している間、このチェックサムは再算定され続けます。 このエラーは、

DCC ボードの機能がもはや信用できるものでないことを示しています。 より詳

しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-013 MP-から-ホスト バッファ オーバーフロー  

MP-から-ホストへのメッセージ バッファが容量超過です。 それは、 高で 10
個のメッセージを保存できます。  
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対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-015 MP の前景-から-背景へのバッファ オーバーフロー  

ステータス情報をステータスモニターに伝えるための、MP の前景で使用されて

いる内部バッファが容量過剰です。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-018 MP 内部カウンター エラー  

ソフトウェアの X/Y/Z カウンターのひとつの低バイトが、対応するハードウェ

アのカウンターの低バイトと異なります。 このエラーは、カウンター ボードの

故障ではなく、恐らく CPU ボードの故障を示しています。 より詳しい説明につ

いては MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-019 MP と DCC ファームウエアの非互換性  

DCC ファームウエアのバージョンの番号は、MP-30 CPU ボードのファームウ

エアと互換できるものではありません。 より詳しい説明については MP エラー 
コード を参照して下さい。  

対処方法  
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1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。 DCC か CPU ボード ファームウエアのどちらかが更

新されなければなりません。  

MP-021 アトラス Y2 カウンターの故障  

偏角/チェック/分割 ボードが、Y2-軸カウンターの故障を検出しました。 可能な

原因は、以下の通り:  

1. レーザー ビームが妨害されています。  
2. レーザー ビームが、干渉計内で適切に配置されていません。  
3. OPD リサジューにおいて、DC オフセットが大き過ぎます。  
4. OPD リサジューに十分な偏角がありません。  
5. 軸の移動が速すぎます ( レーザー測定機で 25 インチ/秒を越える)。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-022 アトラス Y3 カウンターの故障  

偏角/チェック/分割 ボードが、Y3-軸カウンターの故障を検出しました。 可能な

原因は、以下の通り:  

1. レーザー ビームが妨害されています。  
2. レーザー ビームが、干渉計内で適切に配置されていません。  
3. OPD リサジューにおいて、DC オフセットが大き過ぎます。  
4. OPD リサジューに十分な偏角がありません。  
5. 軸の移動が速すぎます ( レーザー測定機で 25 インチ/秒を越える)。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
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2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-023 アトラス Y2 ビーム妨害エラー  

恐らく、光の誤配置、または、ビームの経路にあるケーブルが原因で起こされた、

ビーム妨害があります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-024 アトラス Y3 ビーム妨害エラー  

恐らく、光の誤配置、または、ビームの経路にあるケーブルが原因で起こされた、

ビーム妨害があります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-025 補助 X-軸 A/D 変換エラー  

補助 3-軸カウンター ボード上の X-軸の、A/D 変換エラーが報告されています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-026 補助 Y-軸 A/D 変換エラー  

補助 3-軸カウンター ボード上の Y-軸の、A/D 変換エラーが報告されています。  
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対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-027 補助 Z-軸 A/D 変換エラー  

補助 3-軸カウンター ボード上の Z-軸の、A/D 変換エラーが報告されています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-028 SP600 +12 ボルトのヒューズが飛ばされる  

SMP400 内の SP600 インターフェース カードによるエラーが報告されています。 
このエラーは、欠陥のある PH10 連結ヘッド、または、SP600 インターフェー

ス カードの飛ばされたヒューズが原因で起こった可能性があります。 エラーの

大の原因として考えられるのは、PH10 連結プローブ ヘッドです。  

対処方法  

1. これは、消去可能な エラーではありません。 この問題は、PH10 連結プ

ローブ ヘッドかインターフェース カードを取り替えることによって修正

されなければなりません。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-029 SP600 -12 ボルトのヒューズが飛ばされる  

SMP400 内の SP600 インターフェース カードによるエラーが報告されています。 
このエラーは、欠陥のある PH10 連結ヘッド、または、SP600 インターフェー

ス カードの飛ばされたヒューズが原因で起こった可能性があります。 エラーの

大の原因として考えられるのは、PH10 連結プローブ ヘッドです。  

対処方法  
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1. これは、消去可能な エラーではありません。 この問題は、PH10 連結プ

ローブ ヘッドかインターフェース カードを取り替えることによって修正

されなければなりません。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-030 SP600 +5 ボルトのヒューズが飛ばされる  

SMP400 内の SP600 インターフェース カードによるエラーが報告されています。 
このエラーは、欠陥のある PH10 連結ヘッド、または、SP600 インターフェー

ス カードの飛ばされたヒューズが原因で起こった可能性があります。 エラーの

大の原因として考えられるのは、PH10 連結プローブ ヘッドです。  

対処方法  

1. これは、消去可能な エラーではありません。 この問題は、PH10 連結プ

ローブ ヘッドかインターフェース カードを取り替えることによって修正

されなければなりません。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-031 プローブ移動超過故障  

(MP30) Bit 5, I/O address 39(hex) = 1.  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-032 カウンター ハードウェア/コンフィギュレーション

の不一致  

システムは、レーザー システムとしてコンフィギャーされていますが、必要と

される 16-ビット カウンターボードではなく、標準の 12-ビット カウンター ボ
ードを持ちます。  

対処方法  
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1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-033 W-軸カウンターの故障  

偏角/チェック/分割 ボードが、W-軸カウンターの故障を検出しました。 可能な

原因は、以下の通り:  

1. 格子が汚れています。  
2. DC オフセットが大き過ぎます。  
3. 読み取りヘッド シグナルに十分な偏角がありません。  
4. 読み取りヘッドの傾斜が、不適切です。  
5. 軸の移動が速すぎます (回転テーブルが、48 /秒より速く回転)。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. やわらかい、糸くず-なしの布とイソプロピル、または、変性アルコール

を用いて、格子をきれいにして下さい。  
3. DC オフセット、偏角、読み取りヘッドの傾斜、そして、軸速度が許容限

度内であることをチェック、確認して下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-034 X-軸カウンターの故障  

偏角/チェック/分割 ボードが、X-軸カウンターの故障を検出しました。 X-軸が

目盛りと読み取りヘッドを用いる場合、可能な原因は以下の通り:  

1. 格子が汚れています。  
2. 偏角チェックボードのリサジューにおいて、DC オフセットが大き過ぎま

す。  
3. 偏角チェックボードのリサジューにおいて、読み取りヘッド シグナルに

十分な偏角がありません。  
4. 偏角チェックボードのリサジューにおいて見られるように、読み取りヘッ

ドの傾斜が、不適切です。  
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5. 軸の移動が速すぎます (標準測定機で 40 インチ/秒を越え、レーザー測定

機で 25 インチ/秒を越え、または、一部のディスカバリー測定機で 15 イ

ンチ/秒を越える)。  

X-軸がレーザー干渉計を使用する場合、可能な原因は以下の通り:  

1. レーザー ビームが妨害されています。  
2. レーザー ビームが、干渉計内で適切に配置されていません。  
3. OPD リサジューにおいて、DC オフセットが大き過ぎます。  
4. OPD リサジューに十分な偏角がありません。  
5. 軸の移動が速すぎます ( レーザー測定機で 25 インチ/秒を越える)。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. X-軸が目盛りと読み取りヘッドを用いる場合、  
3. やわらかい、糸くず-なしの布とイソプロピル、または、変性アルコール

を用いて、格子をきれいにして下さい。  
4. DC オフセット、偏角、読み取りヘッドの傾斜、そして、軸速度が許容限

度内であることをチェック、確認して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-035 Y-軸カウンターの故障  

偏角/チェック/分割 ボードが、Y-軸カウンターの故障を検出しました。 Y-軸が

目盛りと読み取りヘッドを用いる場合、可能な原因は以下の通り:  
 
- 格子が汚れています。  
- DC オフセットが大き過ぎます。  
- 読み取りヘッド シグナルに十分な偏角がありません。  
- 読み取りヘッドの傾斜が、不適切です。  
- 軸の移動が速すぎます ( レーザー40 インチ/秒を越える)。  
 
Y-軸がレーザー干渉計を使用する場合、可能な原因は以下の通り :  
- レーザー ビームが妨害されています。  
- レーザー ビームが、干渉計内で適切に配置されていません。  
- OPD リサジューにおいて、DC オフセットが大き過ぎます。  
- OPD リサジューに十分な偏角がありません。  
- 軸の移動が速すぎます (25 インチ/秒を越える)。  
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対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. X-軸が目盛りと読み取りヘッドを用いる場合、  
3. やわらかい、糸くず-なしの布とイソプロピル、または、変性アルコール

を用いて、格子をきれいにして下さい。  
4. DC オフセット、偏角、読み取りヘッドの傾斜、そして、軸速度が許容限

度内であることをチェック、確認して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-036 Z-軸カウンターの故障  

偏角/チェック/分割 ボードが、Z-軸カウンターの故障を検出しました。 可能な

原因は、以下の通り :  
 
Z-軸が目盛りと読み取りヘッドを用いる場合、可能な原因は以下の通り :  
- 格子が汚れています。  
- - DC オフセットが大き過ぎます。  
- 読み取りヘッド シグナルに十分な偏角がありません。  
- 読み取りヘッドの傾斜が、不適切です。  
- 軸の移動が速すぎます ( レーザー40 インチ/秒を越える)。  
 
Z-軸がレーザー干渉計を使用する場合、可能な原因は以下の通り :  
- レーザー ビームが妨害されています。  
- レーザー ビームが、干渉計内で適切に配置されていません。  
- OPD リサジューにおいて、DC オフセットが大き過ぎます。  
- OPD リサジューに十分な偏角がありません。  
- 軸の移動が速すぎます (25 インチ/秒を越える)。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. X-軸が目盛りと読み取りヘッドを用いる場合、  
3. やわらかい、糸くず-なしの布とイソプロピル、または、変性アルコール

を用いて、格子をきれいにして下さい。  
4. DC オフセット、偏角、読み取りヘッドの傾斜、そして、軸速度が許容限

度内であることをチェック、確認して下さい。  
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5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-042 温度補償ハードウェア不在  

システムは温度補償用にコンフィギャーされていますが、温度補償ボードが存在

しません。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 必要な温度補償ハードウェアを入手して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-043 温度補償ハードウェア故障  

システムは温度補償用にコンフィギャーされています。 温度補償ボードが存在

しますが、要求される入力内容として無効の A/D 値が用いられました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-045 MP ハードウェアの温度過剰  

MP 電子ケース内の温度が高すぎます。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. このエラーが即座に再発する場合には、MP の電源を切り、再び電源を入

れる前に、温度を十分下げて下さい。  
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3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-046 温度補償ボード、または、デジタル I/O ボードの故

障  

デジタル出力に書き込み後に読み込み値が、実際の書き込み値と一致しません。 
これはまた、温度補償ボードの監視タイマーの故障を示している可能性がありま

す。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-047 温度補償 D/A 故障  

温度補償ボード上の D/A 変換を、割り当て時間である 32 千分の一秒間で完了で

きませんでした。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-048 温度補償、または、レーザー システムのコンフィ

ギュレーション エラー  

温度補償用のコンフィギュレーションが不完全か、誤りがあるか、あるいは、一

貫性がありません。 可能な原因は、以下の通り:  

1. X、Y、または、Z の温度の入力内容が定義されていません。  
2. パーツの熱レジスターが定義されていません。  
3. プローブの熱レジスターが定義されていません。  
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4. レーザー システム上の圧力、または、湿度の入力内容が定義されていま

せん。  
5. コンフィギュレーション データに、内部矛盾があります (例、存在しない

熱レジスターへの参照)。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、CONFG フロッピー ディスクか、または、

保存されたホスト ファイルから、システムのコンフィギュレーション デ
ータを修復することによって、問題の修正を試みて下さい。  

3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-055 SP600 インターフェース カード A/D 変換失敗  

SP600 アナログ プローブの使用内、レ二ショーAC2 インターフェース カード

が A/D 変換実施を命じられましたが、変換が 200 マイクロ秒間に完了しません

でした。 このエラーは、インターフェース カードの重大な故障を示しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-059 レ二ショー緊急停止エラー  

レ二ショーPI7、PI12、または、PI200 プローブ コントローラーが作動停止状態

か、SCR200 移動超過 エラーが発生しているか、または、レ二ショーの小型機

器が緊急停止を要求しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
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2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-060 DCC から MP への認知時間切れ  

MP-35 DCC ボードが MP-から-DCC への割り込みに対して、32 千分の一秒内に

応答しません。 DCC ボードの設置が不正確であるか、誤っています。 DCC ボ
ード LED をチェックすると、より詳しい情報が得られるかもしれません。  

対処方法  

1. DCC LED をチェックし、DCC 処理装置の状態を決めて下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. DCC ボードを再配置して下さい。  
4. MP の電源を再び入れて下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-064 APL チェックサム エラー  

APL コントロール EPROM が温度補償ボード上に存在するように見えますが、

算定されたチェックサムがメモリーと適合しません。 これは、電源入力時に、

あるいは、何かのシステム初期化時に発生する可能性があります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-077 W-軸ビーム妨害エラー  

レーザー システム上に、恐らく、光の誤配置、または、ビームの経路にあるケ

ーブルが原因で起こされた、ビーム妨害があります。 256 ボードによる分割を

伴うスケール システム上での、このエラーは、A/D 変換エラーを示します。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
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2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-078 X-軸ビーム妨害エラー  

レーザー システム上に、恐らく、光の誤配置、または、ビームの経路にあるケ

ーブルが原因で起こされた、ビーム妨害があります。 256 ボードによる分割を

伴うスケール システム上での、このエラーは、A/D 変換エラーを示します。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-079 Y-軸ビーム妨害エラー  

レーザー システム上に、恐らく、光の誤配置、または、ビームの経路にあるケ

ーブルが原因で起こされた、ビーム妨害があります。 256 ボードによる分割を

伴うスケール システム上での、このエラーは、A/D 変換エラーを示します。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-080 Z-軸ビーム妨害エラー  

レーザー システム上に、恐らく、光の誤配置、または、ビームの経路にあるケ

ーブルが原因で起こされた、ビーム妨害があります。 256 ボードによる分割を

伴うスケール システム上での、このエラーは、A/D 変換エラーを示します。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
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3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-081 レーザーがオフ、または、全体的ビーム妨害エラー  

恐らく、レーザー ヘッドへの電源がオフであることが原因の、ビーム妨害が存

在します。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-082 レーザー ロック エラー  

レーザーの頻度が不安定になっています。 このエラーは、レーザー ビームが、

ある障害によって、一時的に、その源に反射し返されていることを示している可

能性があります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、カバーを取り外し、どのレーザーが故障状態

か決めるために、各レーザーの後部にあるステータス光をチェックして下

さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-083 暖機運転時間制限後、レーザー不安定  

レーザー管が許容時間内に十分暖まっていません。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

1846  *  ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用 PC-DMIS 4.3 Core Manual 

3. エラーが繰り返される場合、カバーを取り外し、どのレーザーが故障状態

か決めるために、各レーザーの後部にあるステータス光をチェックして下

さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-090 APC UART 入力エラー  

RS232 データ伝達エラー (例えば、文字限度超過) が、APC から SMP400 への

通信直線上で発生しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-091 APC データ入力バッファ オーバーフロー  

APC が、プロセス可能な速度より速い速度で、SMP-400 に文字を送付していま

す。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-092 APC の GO メッセージの時間切れ  

プローブ交換機のねじが、割り当てられた時間内で回転できなかった、と APC
が報告しました。  

対処方法  
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1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-093 APC ロック エラー  

APC がプローブ ロックの故障を報告しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-094 APC のふたの時間切れエラー  

ステーションのふたが、時間制限を越え、開いた状態のままである、と APC が

報告しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-095 APC エントリー速度超過  

APC コントローラーは、プローブ伝道軸が速すぎる速度でラックに入った、と

報告しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
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2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-105 ホストから MP への通信中断  

MP は、RS-232 通信ライン上にホスト メッセージの開始のようなものを受け取

りましたが、そのメッセージは適切に閉じられず、 後の文字の受信後、少なく

とも十 (10) 秒間がたちました。 これは、以下のうちのひとつが原因で起こった

可能性があります:  

1. ゆるい RS-232 接続、  
2. ホスト コンピューターでの電源を入れ直し、  
3. ホスト ソフトウェアの作動不良、または、  
4. 電気的に騒音の多い環境。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. ホストから MP RS-232 へのケーブルの両端をチェックし、きつく締め直

して下さい。  
2. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
3. パーツプログラム実行の間にエラーが発生した場合、パーツプログラムの

オペレーションが大きく中断された、と推測されます。 その回のパーツ

プログラム実行を放棄して下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい (例外: 下記の注記を参照して下さい)。  

注記: ホスト コンピューターが起動した直後に当エラーが発生した場合、PC の

電源の入れ直し時に、通常、ある無原則の文字が RS-232 ライン越しに作成され

るので、ほとんど確実に、このエラーは起動の結果である、と言えます。 この

場合、エラーを消去し、無視することが可能です。  

MP-108 MP から RCU への通信エラー  

MP は、RCU へのメッセージを不適切に伝達しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
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2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-109 MP から RCU への通信エラー  

RCU は、MP へのメッセージを不適切に伝達しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-111 ホストから MP への通信エラー  

MP は、ホスト コンピューターからのデータ伝達中にエラーを検出しました。 
ホスト-から-MP への通信リンクが RS-232 である場合、起こりうるエラーは:  

1. 超過エラー、  
2. パリティ エラー、  
3. フレーミング エラー  
4. 256-バイト入力バッファの容量過剰。  

これら 初の 3 つのエラーのうちで、 も可能な原因は、ボー レート、文字の

長さ、パリティ選択と検査、または、停止ビット数における、MP とホスト間の

非互換性です。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP-30 に関しては、MP コントロール ボード上での RS-232 のスイッチ

設定と、4 位相シリアル ボードが正しいことを確認して下さい。  
3. SMP-400 に関しては、ホスト RS-232 の設定が SMP-400 内部スイッチ

の設定を合意の行くものであることを確認して下さい。  
4. MP の電源を再び入れて下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  
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MP-117 W-軸 サーボ増幅器過熱  

このエラーは、22"-高さのサーボ金属台座の付随した、1000 と 2000 シリーズの

DCC 測定機にのみ適用されます。 W-軸サーボ増幅器が過熱し、閉じられました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-118 X-軸 サーボ増幅器過熱  

エラーの表示場所  

このエラーは、22"-高さのサーボ金属台座の付随した、1000 と 2000 シリーズの

DCC 測定機にのみ適用されます。 X-軸サーボ増幅器が過熱し、閉じられました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-119 W-軸 サーボ増幅器過熱  

このエラーは、22"-高さのサーボ金属台座の付随した、1000 と 2000 シリーズの

DCC 測定機にのみ適用されます。 Y-軸サーボ増幅器が過熱し、閉じられました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用  *  1851 

3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-120 Z-軸 サーボ増幅器過熱  

このエラーは、22"-高さのサーボ金属台座の付随した、1000 と 2000 シリーズの

DCC 測定機にのみ適用されます。 Z-軸サーボ増幅器が過熱し、閉じられました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-121 W-軸 サーボ増幅器故障  

サーボ コントロール ユニット(SCU) 金属台座上のサーボ増幅器ボードの LED
は、以下の故障のうちのひとつを示しています:  

1. 過度の電流、  
2. サーボ 増幅器過熱、  
3. 機器が不適切に接地されている、  
4. 電流の突然の急増、または、  
5. 電圧が高すぎる、または、低すぎる。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-122 X-軸 サーボ増幅器故障  

サーボ コントロール ユニット(SCU) 金属台座上のサーボ増幅器ボードの LED
は、以下の故障のうちのひとつを示しています:  
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1. 過度の電流、  
2. サーボ 増幅器過熱、  
3. 機器が不適切に接地されている、  
4. 電流の突然の急増、または、  
5. 電圧が高すぎる、または、低すぎる。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-123 Y-軸 サーボ増幅器故障  

サーボ コントロール ユニット(SCU) 金属台座上のサーボ増幅器ボードの LED
は、以下の故障のうちのひとつを示しています:  

1. 過度の電流、  
2. サーボ 増幅器過熱、  
3. 機器が不適切に接地されている、  
4. 電流の突然の急増、または、  
5. 電圧が高すぎる、または、低すぎる。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。 RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを

押し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-124 Z-軸 サーボ増幅器故障  

サーボ コントロール ユニット(SCU) 金属台座上のサーボ増幅器ボードの LED
は、以下の故障のうちのひとつを示しています:  

1. 過度の電流、  
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2. サーボ 増幅器過熱、  
3. 機器が不適切に接地されている、  
4. 電流の突然の急増、または、  
5. 電圧が高すぎる、または、低すぎる  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 先に進む前に、サーボが十分クールダウンするようにして下さい  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-127 ピエゾ接触エラー  

システムは、5 回連続でプログラムされた接触を試みましたが、5 回とも、偽接

触レポートが作成されました。 このエラーは、TP7、TP12、または、TP200 の

使用時にのみ発生の可能性があります。 これは、過度に遅い接触速度、汚れた

パーツ、あるいは、悪いプローブのアセンブリの結果であるかもしれません。  

影響  

エラーが認知されるまで、システムは手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. エラー レポートを認知して下さい。  
2. 何か明らかな問題がないか(ゆるんだプローブ チップ、等)、プローブ ア

センブリをチェックして下さい。  
3. システムを自動モードに戻して下さい。 これによって、システムは、命

じられた接触を自動的に再試行します。  
4. 接触に失敗し続ける場合には、そのコマンドとパーツプログラムを中止し

て下さい。 プローブ アセンブリを変更し、再キャリブレーションし、そ

れから、再び試みて下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-129 W-軸ハース カップリングのロック失敗  

W-軸回転テーブル上のハース カップリングが、移動後のロックに失敗しました。  
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対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. テーブルのカップリングの空気圧が正しいことを確認して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-130 オペレーターによる中止  

オペレーターの選択により、オペレーションが中止されました  

影響  

コマンドは実行されません。  

対処方法  

1. エラー メッセージを認知し、必要に応じて、パーツプログラムを継続、

または中止して下さい  

MP-131 W-軸ハース カップリングのアンロック失敗  

W-軸回転テーブル上のハース カップリングが、移動前のアンロックに失敗しま

した。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. テーブルのカップリングの空気圧が正しいことを確認して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-142 W-軸固定  

W-軸の DCC 動作が試行されましたが、W-軸が動きません。 可能な原因は、以

下の通り:  

1. 空気圧が不十分です。  
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2. ドライブ ナットが固すぎます。  
3. カウンターの故障が発生しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. 空気圧をチェックし、それが正確に設定されていることを確認して下さい。  
4. ドライブ ナットをチェックし、必要に応じてそれをゆるめて下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-143 サーボ金属台座への電力送付故障  

サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座への、+60v DC の電力送付に故

障が発生しています。 これは、SCU 金属台座上の 60v 電力供給 PC ボードのヒ

ューズが飛んだことが原因である可能性があります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 電力供給の失敗の原因を決めて下さい。 飛んだヒューズが原因である場

合、ヒューズを変更して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-146 W-軸制御不可  

ファームウエアは、W-軸の過度のタイム ラグを探知しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. サーボ モーターが適切に機能しないか、または、サーボ コントロール ユ
ニット (SCU) 金属台座から十分な電力を受けていないか、のどちらかで

す。  
2. ドライブ (ドライブ ベルト、または、ローレックス ナットとロッド) が適

切に機能していません。  
3. 何かが、軸の動作を妨害しています。  

対処方法  
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1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-147 X-軸制御不可  

ファームウエアは、X-軸の過度のタイム ラグを探知しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. サーボ モーターが適切に機能しないか、または、サーボ コントロール ユ
ニット (SCU) 金属台座から十分な電力を受けていないか、のどちらかで

す。  
2. ドライブ メカニズム (ドライブ ベルト、または、ローレックス ナットと

ロッド) が適切に機能していません。  
3. 何かが、軸の動作を妨害しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-148 Y-軸制御不可  

ファームウエアは、Y-軸の過度のタイム ラグを探知しました。 可能な原因は、

以下の通り:  
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1. サーボ モーターが適切に機能しないか、または、サーボ コントロール ユ
ニット (SCU) 金属台座から十分な電力を受けていないか、のどちらかで

す。  
2. ドライブ メカニズム (ドライブ ベルト、または、ローレックス ナットと

ロッド) が適切に機能していません。  
3. 何かが、軸の動作を妨害しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-149 Z-軸制御不可  

ファームウエアは、Z-軸の過度のタイム ラグを探知しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. サーボ モーターが適切に機能しないか、または、サーボ コントロール ユ
ニット (SCU) 金属台座から十分な電力を受けていないか、のどちらかで

す。  
2. ドライブ メカニズム (ドライブ ベルト、または、ローレックス ナットと

ロッド) が適切に機能していません。  
3. 何かが、軸の動作を妨害しています。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
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5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-151 D/A 更新が遅延、または、更新なし  

MP-35 において、MP は、今まで 32 ミリセコンド間、DCC ボードに、新規の軸

位置座標を送付していません。 デジタル/アナログ (D/A) ボードに故障が発生し

ています。  

SMP-400 において、サーボ D/A が、少なくとも 8 ミリセコンド間、更新されて

いません。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-158 X-軸 偏り過剰  

X-軸の偏り値が、合計 D/A 動的範囲の 25%以上です。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-159 X-軸束縛  

DCC は、移動終了の状況を探知し、障害から遠ざかる試みを 3 度行いました。  
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対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-160 DCC ボード作動不可能  

MP-30 システム上で、DCC ボードは始動診断に失敗しました。  

SMP-400 システム上で、SMP-400 が DCC オペレーション用にコンフィギャー

されているにもかかわらず、DCC ボードは存在しないか、または、DCC ボード

が適切に機能しませんでした。 後者の場合、前回のエラー 報告が問題の原因を

定めています。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. MP を正しくコンフィギャーするために、コンフィギュレーション データ 

プログラムを使用して下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-161 RCU 作動不可能  

RCU が、MP と通信していません。 可能な原因は、以下の通り:  

1. RCU は存在していますが、電源が入った時点での診断エラーのため、作

動不可能です。  
2. RCU は、電力が通っていません。  
3. RCU が、MP に適切にプラグで接続されていません。  
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より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. RCU への電源コードをチェックし、電力が通っていることを確認して下

さい。  
3. RCU からのケーブルが MP に適切に接続されていることを確認して下さ

い。  
4. MP の電源を再び入れて下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-162 Y-軸 偏り過剰  

Y-軸の偏り値が、合計 D/A 動的範囲の 25%以上です。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-163 Y-軸束縛  

DCC は、移動終了の状況を探知し、障害から遠ざかる試みを 3 度行いました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
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3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-164 W-軸 速度過剰  

DCC ボード W-軸速度過剰センサーは、タコメータの電圧が通常の DCC コマン

ド速度として要求される速度より大きいことを検出しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. タコメータの整流ノイズスパイク電圧が過剰です。  
2. サーボ ドライブが加速中にスリップし、命じられた位置に｢追いつく」た

めに、一定速度動作中に速度過剰になっています。  
3. W-軸 DCC ボード上の速度感知電位差計の設定が低すぎます。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座上の W-軸サーボ増幅器の

電力出力ドライバーで、ショートしています。 これは、全 60V DC 電力

がモーターに送付されたことが原因で起こります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. サーボ タコメータが適切に作動していることを確認して下さい。  
3. ドライブ メカニズムが適切に作動していることを確認して下さい。  
4. DCC ボード 速度過剰感知電位差計の参照電圧が十分な高さに設定されて

いることを、確認して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-165 X-軸 速度過剰  

DCC ボード X-軸速度過剰感知回路は、タコメータの電圧が通常の DCC コマン

ド速度として要求される速度より大きいことを検出しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. タコメータの整流ノイズスパイク電圧が過剰です。  
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2. サーボ ドライブが加速中にスリップし、命じられた位置に｢追いつく」た

めに、一定速度動作中に速度過剰になっています。  
3. X-軸 DCC ボード上の速度感知電位差計の設定が低すぎます。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座上の X-軸サーボ増幅器の

電力出力ドライバーで、ショートしています。 これは、全 60V DC 電力

がモーターに送付されたことが原因で起こります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. サーボ タコメータが適切に作動していることを確認して下さい。  
3. ドライブ メカニズムが適切に作動していることを確認して下さい。  
4. DCC ボード 速度過剰感知電位差計の参照電圧が十分な高さに設定されて

いることを、確認して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-166 Y-軸 速度過剰  

DCC ボード Y-軸速度過剰感知回路は、タコメータの電圧が通常の DCC コマン

ド速度として要求される速度より大きいことを検出しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. タコメータの整流ノイズスパイク電圧が過剰です。  
2. サーボ ドライブが加速中にスリップし、命じられた位置に｢追いつく」た

めに、一定速度動作中に速度過剰になっています。  
3. Y-軸 DCC ボード上の速度感知電位差計の設定が低すぎます。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座上の Y-軸サーボ増幅器の

電力出力ドライバーで、ショートしています。 これは、全 60V DC 電力

がモーターに送付されたことが原因で起こります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. サーボ タコメータが適切に作動していることを確認して下さい。  
3. ドライブ メカニズムが適切に作動していることを確認して下さい。  
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4. DCC ボード 速度過剰感知電位差計の参照電圧が十分な高さに設定されて

いることを、確認して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-167 Z-軸 速度過剰  

DCC ボード Z-軸速度過剰感知回路は、タコメータの電圧が通常の DCC コマン

ド速度として要求される速度より大きいことを検出しました。 可能な原因は、

以下の通り:  

1. タコメータの整流ノイズスパイク電圧が過剰です。 サーボ ドライブが加

速中にスリップし、命じられた位置に｢追いつく」ために、一定速度動作

中に速度過剰になっています。  
2. Z-軸 DCC ボード上の速度感知電位差計の設定が低すぎます。  
3. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座上の Z-軸サーボ増幅器の

電力出力ドライバーで、ショートしています。 これは、全 60V DC 電力

がモーターに送付されたことが原因で起こります。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. サーボ タコメータが適切に作動していることを確認して下さい。  
3. ドライブ メカニズムが適切に作動していることを確認して下さい。  
4. DCC ボード 速度過剰感知電位差計の参照電圧が十分な高さに設定されて

いることを、確認して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-168 予定外の接触  

接触コマンド、または、探査コマンドの間ではなく、自動モード中に、接触プロ

ーブが逸れました。一般的に、これは、障害のない経路上にある、と推測される

DCC の動作の間に起こります  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  
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対処方法  

1. 障害を取り除き、測定機を自動モードに戻すか、または、測定機の動作手

順をプログラムし直して下さい  

MP-169 予定外の移動終了  

測定機の動作が、物理的障害によって妨害されました。これは一般的に、一つ以

上の軸の物理的限度を越えた操作を試行した結果、起こります  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. この問題の原因を決めて下さい。物理的障害を取り除くか、または、パー

ツプログラムを修正して下さい  
2. 測定機の動作が、明らかに制限されていないにもかかわらず、問題が繰り

返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下

さい。  

MP-170 接触プローブ再装備できず  

自動モードにおいて、接触プローブが表面から遠ざかった後に、逸れ、再装備に

失敗しました。これは、障害のためか、または、内部問題のために発生した可能

性があります  

影響  

システムが手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. 障害がある場合には、それをプローブから取り除き、あるいは、プローブ

の張力をチェックし調整して下さい。プローブが再装備されると、プログ

ラムの継続のために、システムを自動に戻して下さい  
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MP-171 MP から PH9/PH10 への通信エラー  

PH9/PH10 コントローラーは、MP から PH9/PH10 へ伝達される T メッセージ

内にエラーを検出しました。 PH9/PH10 コントローラーは、その後、このエラ

ーを報告後、MP にメッセージを伝達しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-172 PH9/PH10 から MP への通信エラー  

PH9/PH10 が、不適切に MP へメッセージを伝達しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-173 PH9 プローブ負担過重  

PH9、または、PH10 の軸のひとつに過重な力が加わり、軸がプログラムされた

位置付けをはずれる原因となっています。  

影響  

測定機が手動モードに置かれます。  

対処方法  

1. 可能な場合には、RCU を通して PH9 を再設定して下さい。 プローブ ヘ
ッドが再配置された後に、パーツプログラムを継続するためには、システ

ムを自動モードに戻して下さい。  
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MP-174 PH9/PH10 から MP バッファ オーバーフロー  

PH9/PH10 は、MP のメッセージ バッファが収容できる以上のメッセージを MP
に送付しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-175 Z-軸 偏り過剰  

Z-軸の偏り値が、合計 D/A 動的範囲の 25%以上です。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-176 Z-軸束縛  

DCC は、移動終了の状況を探知し、障害から遠ざかる試みを 3 度行いました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 軸の動作を妨害しているものがないか、見てチェックして下さい。  
3. サーボ モーターのタコメータとドライブ メカニズムをチェックして下さ

い。  
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4. サーボ コントロール ユニット (SCU) 金属台座が、モーターに適切に電力

を送付しているか、見てチェックして下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-177 MP 正面パネル キーボードのエラー  

キーが MP-30/35 の正面パネル上で固着して動きません。 そのキーは、MP の起

動時に押されました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-178 MP コンフィギュレーション データ チェックサム 
エラー  

無効のシステム コンフィギュレーション情報が、EEPROM に保存されています。  

対処方法  

• CONFG ディスクから、正しいコンフィギュレーション情報を持つ、コン

フィギュレーションデータを再ロードして下さい。  
• エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-179 プローブ チェックサム エラー  

無効のプローブ キャリブレーション データが、EEPROM に保存されています。  

対処方法  

1. 全プローブ先端チップからデータを削除して下さい。.  
2. MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  
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MP-180 マイクロプロセッサー正確性強化(MEA) チェック

サム エラー  

無効の MEA データが、EEPROM に保存されています。  

対処方法  

1. CONFG ディスクから、正しいコンフィギュレーション情報を持つ、コン

フィギュレーションデータを再ロードして下さい。  
2. MP の電源を入れ直して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-181 無効の MEA データ  

MEA データは、この測定機用に収集されていません。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. CONFG ディスクから、正しいコンフィギュレーション情報を持つ、コン

フィギュレーションデータを再ロードして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

 

MP-182 随意選択インターフェースのエラー  

電源が入った時の診断エラーが、随意選択のインターフェースのひとつにおいて

検出されました (PH9 /PH10、プローブ交換機、ソフト プローブ、または、ホス

ト コンピューター RS-232 インターフェース)。 その時点でのインターフェース

は、前回のエラーで識別されます:  

1. MP-30 限定:  エラー MP-522 ソフト プローブ D/A インターフェース ボー

ドの故障が発生。  
2. エラー MP-523 ホスト インターフェース RS-232 ボードの故障が発生。  
3. エラー MP-524 PH9/PH10 RS-232 ボードの故障が発生。  
4. エラー MP-525 プローブ交換機 RS-232 ボードの故障が発生。  
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対処方法  

1. 上記に表示された、関連エラーのステップに従って下さい。  

MP-183 プローブ交換機ラック不接続  

プローブ交換機コントロール ユニットと、プローブ交換機ラックが接続されて

いません。  

対処方法  

1. プローブ交換機コントロール ユニットをプローブ交換機ラックに接続し

て下さい。  
2. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-184 プローブ交換機移動超過エラー  

プローブをロード、あるいは、アンロード中に、CMM が不正確にステーション

に接近しました。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. 自動プローブ交換機 (APC) ラックの再キャリブレーションを実施して下

さい。  
3. ステーションの再キャリブレーションを実施して下さい。  

MP-186 無効の W-軸 MEA データ  

この測定機の W-軸用の MEA データが収集されていないか、あるいは、

EEPROM W-軸 MEA データが破壊されています。  

対処方法  
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1. エラーを消去するために、XYZ 表示ウィンドウの エラー消去 をクリック

して下さい。RCU-II を用いて消去するには、 サーボ電源オフ ボタンを押

し続け、それから、 ジョイ ボタンを 2 回押して下さい。  
2. AutoCal を用いて W-軸 MEA データを収集するか、または、CONFG ディ

スクから、正しいコンフィギュレーション情報を持つ、コンフィギュレー

ションデータを再ロードして下さい。  
3. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-310 正面パネルでのキーストロークの組み合わせ無効  

MP は、そのコマンドを認識しません。 不適切なコマンドが、MP-30/35 システ

ム上の MP 正面パネルキーパッドから入力されました。  

このエラーは、MP-30/35 システム上の MP 正面パネルが使用された場合にのみ、

発生します。  

対処方法  

1. 当エラーを消去するには、MP 正面パネルの MP CLEAR キーを押して下

さい。  
2. 有効なコマンドを入力して下さい。 この誤りは、オペレーターの入力内

容が原因で起ったのかもしれません。  
3. システムが再び、その機能が不適切であることを告げる、エラー メッセ

ージを発する場合には、適切な機能を使用して下さい。  

MP-320 無効な機能選択  

MP は、ネットワーク接続なしのオペレーションにおいて、要求された機能をプ

ロセスできません。 スタンド-アローンのオペレーションで使用できない機能が

入力された可能性があります。  

このエラーは、MP-30/35 システム上の MP 正面パネルが使用された場合にのみ、

発生します。  

対処方法  

1. 当エラーを消去するには、MP 正面パネルの MP CLEAR キーを押して下

さい。  
2. 有効なコマンドを入力して下さい。 この誤りは、オペレーターの入力内

容が原因で起ったのかもしれません。  
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MP-330 キーストローク バッファ オーバーフロー  

MP は、MP 正面パネル上で[ENTER]キーを押す前に、41 キーストローク以上を

プロセスすることができません。 [ENTER] キーを押す前に、41 キーストローク

以下を使用して下さい。  

このエラーは、MP-30/35 システム上の MP 正面パネルが使用された場合にのみ、

発生します。  

対処方法  

1. 当エラーを消去するには、MP 正面パネルの MP CLEAR キーを押して下

さい。  
2. 有効なコマンドを入力して下さい。 この誤りは、オペレーターの入力内

容が原因で起ったのかもしれません。  

MP-340 オフセット角度のエラー  

MP は、オフセット設置コマンドを処理できません。 2 ポイント以下しか記録さ

れないか、または、複数のポイントが 2 mm 以内に接近して記録されるかもし

れません。  

このエラーは、MP-30/35 システム上の MP 正面パネルが使用された場合にのみ、

発生します。  

対処方法  

1. 当エラーを消去するには、MP 正面パネルの MP CLEAR キーを押して下

さい。  
2. 少なくとも 2 mm 離して、複数のポイントを記録して下さい。  
3. 再度、オフセット コマンドを入力して下さい。  

MP-501 MP CPU ボード RAM の故障  

MP-30 システム上で、RAM の集積回路が悪いです。  

SMP システム上で、プロセッサー ボード上の DRAM SIMM か、または、プロセ

ッサー ボード自体に故障が発生しています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  
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1. MP のアドレスと位置表示に注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-502 CPU 割り込み集積回路故障  

割り込みコントローラー集積回路が悪くなっています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-503 I/O デバイスの不在、または、RAM の故障  

MP-30 システム上で、システムは不在の I/O デバイスからの読み込みを試みま

した。 デフォルトのデータはありません。  

SMP システム上で、プロセッサー ボード上の DRAM SIMM か、または、プロセ

ッサー ボード自体に故障が発生しています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-504 実時間クロックの故障  

実時間 (2 ミリセコンド中断) クロックが機能していません。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-505 2 ミリセコンド クロック割り込み故障  

タイマーは作動していますが、2 ミリセコンド クロック割り込みが行われませ

んでした。 割り込みコントローラー集積回路が悪くなっています。  
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より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-506 コントロール ボード 読み込み/書き込み失敗  

MP-30 システム上で、コントロール ボードからの読み込みで使用された計数パ

ターンが、書き込み時の計数パターンと一致しませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-507 コントロール ボード RCU インターフェース UART 
の故障  

RCU UART の初期化が失敗しました。MP-30 コントロール ボード上、または、

SMP DCC ボード上の RCU シリアル UART が悪くなっています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-508 コントロール ボード RCU インターフェース UART 
割り込みの故障  

UART からの要求される割り込みは、留保中ではありません。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

• お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  
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MP-510 割り込みが機能せず  

MP-30 システム上で、2-ミリセコンド クロック割り込みとコントロール UART 
割り込みの両方が留保中ですが、作動していません。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-511 コントロール ボード RCU インターフェース割り込

み故障  

MP-30 システム上で、 要求されるコントロール ボード UART 割り込みは、留保

中ではありません。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-512 割り込み優先失敗  

MP-30 システム上で、UART 割り込みは、2-ミリセコンド クロックより優先さ

れています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-515 IEEE 488 初期化失敗  

MP-30 システム上で、IEEE アドレスの、または、伝達のエラーがあります。 
IEEE 集積回路、または、コントロール ボードに欠陥があります。 これは、以

下を行うことが不可能です:  

• 話すアドレス、または、聞くアドレスの設定、あるいは、  
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• 集積回路を、話し手-のみ、聞き手-のみ、話し手-アクティブ、または、聞

き手-アクティブ モードに配置。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-516 正面パネルのデコード失敗  

正面パネルで受信、または、伝達情報エラーが発生しました。 エントリーが消

去された後でさえ、キーパッドのエントリーがゼロ以外を返します。 正面パネ

ルへのケーブルが、適切に接続されていない可能性があります。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

• 正面パネルへのケーブルが、適切に接続されていることを確認して下さい。  
• エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-517 MP パネルのスイッチ固定  

MP-30 システム上で、MP 正面パネル上のキーが固着して動きません。正面パネ

ルへのケーブルが適切に接続されていないか、または、パネルが悪くなっている

かもしれません。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. 正面パネルへのケーブルが、適切に接続されていることを確認して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-519 EPROM チェックサム エラー  

MP-30 システム上で、EPROM の内容から作成されたチェックサムが、保存さ

れているチェックサムに一致しません。 可能な原因は、以下の通り:  
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1. EPROM 集積回路の故障。  
2. CPU ボードの故障 (データ ライン、アドレス、デコード、等)。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP のアドレスと位置表示に注意して下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-521 EPROM ディレクトリ エラー  

MP-30 システム上で、エラーの原因としては、以下の可能性があります:  

1. EPROM 集積回路の故障。  
2. CPU ボードの故障 (データ ライン、アドレス、デコード、等)。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-522 D/A ボードの変換に失敗  

高-品位スキャン用のデジタル/アナログ (D/A) ボードの初期化の 中に故障が発

生しました。 ボードが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインストー

ルされていない可能性があります。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-523 RS-232 ホスト インターフェースの故障  

MP-30 システム上で、MP RS-232 インターフェース ボードのポート 3 の診断

に失敗しました。 ボードが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインス

トールされていない可能性があります。  
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SMP システム上で、偏角/チェック/分割カード上のホスト RS-232 インターフェ

ースの診断に失敗しました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-524 RS-232 PH9/PH10 インターフェースの故障  

MP RS-232 インターフェース ボードのポート 0 の診断に失敗しました。 ボー

ドが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインストールされていない可

能性があります。  

MP-30 システム上で、MP RS-232 インターフェース ボードのポート 0 の診断

に失敗しました。 ボードが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインス

トールされていない可能性があります。  

SMP システム上で、DCC カード上の PH9/PH10 RS232 インターフェースの診

断に失敗しました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-525 RS-232 プローブ交換機インターフェースの故障  

MP RS-232 インターフェース ボードのポート 2 の診断に失敗しました。 ボー

ドが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインストールされていない可

能性があります。  

MP-30 システム上で、MP RS-232 インターフェース ボードのポート 2 の診断

に失敗しました。 ボードが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインス

トールされていない可能性があります。  

SMP システム上で、DCC カード上のプローブ交換機 RS-232 インターフェース

の診断に失敗しました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  
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対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-526 RS-232 電子レベル インターフェースの故障  

MP-30 システム上で、MP RS-232 インターフェース ボードのポート 1 の診断

に失敗しました。 ボードが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインス

トールされていない可能性があります。  

SMP システム上で、DCC カード上の電子レベル RS-232 インターフェースの診

断に失敗しました。  

MP RS-232 インターフェース ボードのポート 1 の診断に失敗しました。 ボー

ドが故障したかもしれませんし、あるいは、MP にインストールされていない可

能性があります。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-527 SMP-400 フラッシュ メモリー エラー  

SMP-400 システム上で、フラッシュ メモリー内に、無効の記録マーカーが発見

されました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. インストレーション ディスクから、SMP-400 作業システム コードを再

ロードして下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-528 SMP-400 フラッシュ メモリー エラー  

SMP-400 システム上で、フラッシュ メモリー内に、無効の記録タイプが発見さ

れました。  
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より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. インストレーション ディスクから、SMP-400 作業システム コードを再

ロードして下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-529 SMP-400 フラッシュ メモリー エラー  

SMP-400 システム上で、フラッシュ メモリー内に、無効の記録チェックサムが

発見されました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. インストレーション ディスクから、SMP-400 作業システム コードを再

ロードして下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-530 SMP-400 フラッシュ メモリー エラー  

SMP-400 システム上で、フラッシュ メモリー内に、開始アドレスが発見されま

せん。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. インストレーション ディスクから、SMP-400 作業システム コードを再

ロードして下さい。  
2. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

MP-531 SMP-400 RAM メモリー エラー  

SMP―400 システム上で、プロセッサー ボード上の DRAM SIMM か、または、

プロセッサー ボード自体に故障が発生しています。  
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より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-532 SMP-400 RAM メモリー エラー  

SMP―400 システム上で、プロセッサー ボード上の DRAM SIMM か、または、

プロセッサー ボード自体に故障が発生しています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-533 偏角/チェック/分割 ボード不在  

SMP-400 は、偏角/チェック/分割 カードが、ベース アドレスに存在することを

要求します。 偏角/チェック/分割 カードに故障が発生したか、または、誤った

アドレスに設定されている可能性があります。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-534 偏角/チェック/分割 ボードの故障  

SMP-400 システム上で、偏角-チェック カード上の U23 内部のレジスターのひ

とつへの書き込み、または、レジスターのひとつからの読み込み中に、書き込み

/読み込みエラーが発生しました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  
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1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-535 DCC ボード不在  

SMP-400 システム上で、アドレス 170(hex) での読み込みが、有効な DCC ボー

ド ID を返しませんでした。 ID は、DCC ボード上の U30 から読み込まれます。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-536 DCC ボードの故障  

SMP-400 システム上で、DCC ボード上の X-軸 D/A コンバータ U6 への書き込

み、または、U6 からの読み込み中に、書き込み/読み込みエラーが発生しました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-537 DCC ボードの故障  

SMP-400 システム上で、DCC ボード上の Y-軸 D/A コンバータ U7 への書き込

み、または、U7 からの読み込み中に、書き込み/読み込みエラーが発生しまし

た。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  
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MP-538 DCC ボードの故障  

SMP-400 システム上で、DCC ボード上の Z-軸 D/A コンバータ U11 への書き込

み、または、U11 からの読み込み中に、書き込み/読み込みエラーが発生しまし

た。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-539 DCC ボードの故障  

SMP-400 システム上で、DCC ボード上の W-軸 D/A コンバータ U12 への書き込

み、または、U12 からの読み込み中に、書き込み/読み込みエラーが発生しまし

た。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-540 温度補償ボード不在  

SMP-400 システム上で、アドレス 1CE(hex) での読み込みが、有効な温度補償

ボード ID を返しませんでした。 ID は、温度補償ボード上の U18 から読み込ま

れます。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  
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MP-541 温度補償ボードの故障  

SMP-400 システム上で、温度補償ボード上の A/D マルチプレクサ レジスターへ

の書き込み、または、それからの読み込み中に、書き込み/読み込みエラーが発

生しました。 レジスターは、U18 の内部にあります。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-542 温度補償ボードの故障  

SMP-400 システム上で、温度補償ボード上の A/D 変換に失敗しました。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-543 温度補償ボードの故障  

SMP-400 上で、温度補償ボード上のオフセット番号 1 の読み込みが不正確でし

た。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-544 温度補償ボードの故障  

SMP-400 システム上で、温度補償ボード上の増幅度番号 1 の読み込みが不正確

でした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  
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対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-545 温度補償ボードの故障  

SMP-400 システム上で、温度補償ボード上のオフセット番号 2  の読み込みが

不正確でした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-546 温度補償ボードの故障  

SMP-400 システム上で、温度補償ボード上の増幅度番号 2 あ の読み込みが不正

確でした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-547 プロセッサー ボードの故障  

SMP-400 システム上で、割り込みがホスト UART 上で作成されましたが、プロ

セッサー ボード上の割り込みコントローラー集積回路によって受信されません

でした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  
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MP-548 プロセッサー ボードの故障  

SMP-400 システム上で、プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積

回路内のホスト UART 割り込みを消去できませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さい。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-550 不十分な RAM  

システム始動に十分なメモリー スペースがありません。 RAM が悪くなっていま

す。  

MP-30 システム上で、RAM の集積回路が悪くなっています  

SMP―400 システム上で、プロセッサー ボード上の DRAM SIMM か、または、

プロセッサー ボード自体に故障が発生しています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-551 ソフトの率グループ過多  

システムが扱える以上の率グループがあります。 MP オペレーション システム 
ソフトウェアの故障発生を示している可能性があります。  

MP-30 システム上で、RAM の集積回路が悪くなっています  

SMP―400 システム上で、プロセッサー ボード上の DRAM SIMM か、または、

プロセッサー ボード自体に故障が発生しています。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  
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1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-560 プロセッサー ボードの故障  

SMP-400 システム上で、プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積

回路内の RCU UART 割り込みを消去できませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-561 UART 割り込み失敗  

SMP-400 システム上で、割り込みが PH9/PH10 UART 上で作成されましたが、

プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積回路によって受信されま

せんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-562 UART 割り込み失敗  

SMP-400 システム上で、プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積

回路内の PH9/PH10 UART 割り込みを消去できませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  
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MP-563 UART 割り込み失敗  

SMP-400 システム上で、割り込みが、プローブ交換機 UART 上で作成されまし

たが、プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積回路によって受信

されませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-564 UART 割り込み失敗  

SMP-400 システム上で、プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積

回路内のプローブ交換機 UART 割り込みを消去できませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-565 UART 割り込み失敗  

SMP-400 システム上で、割り込みが、電子レベル UART 上で作成されましたが、

プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積回路によって受信されま

せんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  
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MP-566 UART 割り込み失敗  

SMP-400 システム上で、プロセッサー ボード上の割り込みコントローラー集積

回路内の電子レベル UART 割り込みを消去できませんでした。  

より詳しい説明については MP エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. SMP-400 内部診断 LED 上に表示された、エラーのデータに注意して下さ

い。  
2. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-601 DCC RAM の故障  

DCC ボード RAM からの読み込みで使用された計数パターンが、書き込み時の

パターンと一致しませんでした。 RAM が悪くなっています。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-619 DCC EPROM チェックサム エラー  

MP-30 システム上で、DCC EPROM の内容から作成されたチェックサムが、保

存されているチェックサムに一致しません。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-621 DCC EPROM ディレクトリ エラー  

EPROM 集積回路設定の第一語は、4140 hex として読まれませんでした。 この

語は、0F0000(hex)です。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  
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対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-650 不十分な DCC RAM  

DCC コントローラーのオペレーションに十分な RAM がありません。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-651 DCC ソフトウェアの率グループ過多  

DCC ソフトウェアの率グループが多過ぎます。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

MP-697 サーボ オフのプッシュボタン固定  

サーボ オフ ボタンが固着して動きません。 システムの起動時に、そのボタンが

押された可能性があります。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. MP の電源を再び入れて下さい。  
3. サーボ オフ ボタンが開くか否か、チェックして下さい。  
4. MP 制御卓の 上部に位置する制御パネルとサーボ金属台座の間の接続、

そして、サーボ金属台座と DCC ボードの間の接続をチェックして下さい。 
すべての接続が確実であることを確認して下さい。  

5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  
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MP-698 E-停止回路オープン  

電源入力時に、緊急停止 (E-停止) 回路が開きました。  

より詳しい説明については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. いくつかのシステムには、押した時にロックする、制御卓の E-停止ボタ

ンがあります。 ロックされた場合、つまみを時計回りにひねり、リリー

スして下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. すべての E-停止ボタンと回路をチェックし、開いたものがないか検査し

て下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

DCC エラー情報  
DCC のエラーは、DCC ボード LED 上に表示されます。  

始動中にエラーMP-160 が発生の場合、DCC ボード LED をチェックし、電源を入れ直し、LED
を見て下さい。  検査が行われている間、一連の文字が、LED 上でフラッシュ表示されます。 各
文字が、特定のシステム構成要素の検査、または、構成要素間の通信テストを示します。 これ

らの検査のうちのひとつが不合格の場合、その検査を示す文字が LED 上に留まります。 DCC 
LED の一連の文字は:  

A  共有されている RAM メモリー セルの検査  
B  DCC から MP への割り込みの検査  
C  MP 割り込み認知の検査  
D  MP から DCC への割り込みの検査  
E  DCC ROM と RAM の検査  
F  すべて検査に合格 - 初の MP 割り込みを待つ  

 

システムが起動後、DCC ボードに故障が発生すると、エラー MP-060、または、MP-151 が発生

します。 これらのエラーは、MP が、DCC ボードを通信できないことを示します。 DCC ボード

LED をチェックして、以下の番号を見つけて下さい:  

1  D/A の 終更新以来、32 ミリセコンド  
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2  MP の 終更新以来、32 ミリセコンド  
3  DCC から MP への割り込みが 32 ミリセコンド間認知され

ず  
8  システムは通常通り作動中  
9  初期 MP 共有 RAM 同時-起動を待つ  

 

DCC ボード LED 上で、エラー番号前に小数点がある時、CPU がアクティブでないことを意味し

ます。 エラー番号後に小数点がある時、ハードウェアが、32 千分の一秒間の D/A 更新での故障

発生を探知した、という意味です。  

以下の表には、利用可能な DCC エラー コードがあります:  

DCC-001  

DCC-002  

DCC-003  

DCC-1 D/A の 終更新以来、32 ミリセコンド  

DCC ボード上のデジタル/アナログ (D/A) コンバータが、少なくとも 32 千分の

一秒間、更新されていません。 より詳しい説明については DCC エラー コード 
を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. DCC ボードを再配置して下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

DCC-2 MP の 終更新以来、32 ミリセコンド  

DCC が、少なくとも 32 千分の一秒間、更新されていません。 より詳しい説明

については DCC エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. DCC ボードを再配置して下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
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4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

DCC-3 DCC から MP への割り込みが 32 ミリセコンド間認

知されず  

DCC は MP に割り込みを送付しました。 MP は、その割り込みを 32 千分の一秒

間認知していません。 より詳しい説明については DCC エラー コード を参照し

て下さい。  

対処方法  

1. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
2. DCC ボードを再配置して下さい。  
3. MP CPU ボードを再配置して下さい。  
4. MP の電源を再び入れて下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU エラー情報  
RCU エラーは、旧式のリモート コントロール装置 RCU-I によってのみ起こります。 RCU エラ

ー番号は、RCU-I のスクロール表示画面内に表示されます。  

RCU エラー番号には、F8、F10、及び、R12 の位置にある RCU 内の、3 種の EPROM のバージ

ョン番号を示す 3 桁の数字が続きます。 RCU-I 上の 表示 キーを押すことによって、そのバージ

ョン番号を見ることができます。  

以下の表には、利用可能な RCU エラー コードが表示してあります:  

RCU - 003  

RCU - 700  

RCU - 701  
RCU - 702  
RCU - 703  
RCU - 704  
RCU - 705  
RCU - 706  
RCU - 707  
RCU - 708  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual ショートカット キーおよびショートカット メニューの使用  *  1893 

 

RCU-003 リソース不足  

不在の PH9、または、回転テーブルの再位置付けが、ユーザーによって試みら

れたか、あるいは、サーボ電源がオフの状態で回転テーブルの動作コマンドが、

ユーザーによって試みられました。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. RCU-I 上の、クリア キーを押して下さい。  
2. 回転テーブルの移動を試みている場合には、サーボ電源をオンにして下さ

い。  
3. サーボ電源がオンの状態で、PH9 か回転テーブルの移動を試みている場

合には、お客様のシステムが必要な小型機器を持ち、適切にコンフィギャ

ーされていることを確認して下さい。  

RCU-700 RCU RAM の故障  

RCU 組み込み RAM で、少なくとも 1 個のメモリー ビットが悪くなっています。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-701 RCU 6802 RAM アドレス失敗  

RCU 半導体チップ上の RAM に故障が発生しました。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
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2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-702 RCU 2114 RAM の故障  

RCU 組み込み RAM で、少なくとも 1 個のメモリー ビットが悪くなっています。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-703 RCU 2114 RAM アドレス失敗  

RCU RAM 半導体チップに故障が発生しました。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-704 RCU EPROM チェックサム、または、バージョン

番号エラー  

RCU チェックサムのエラーがあります。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  
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1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-705 キーの固定エラー  

キーが RCU 上で固着して動きません。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-706 RCU EPROM A チェックサム エラー  

ボード位置 F8 において、EPROM にチェックサムのエラーがあります。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. ボード位置 F8 において、2716 半導体チップを再配置して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-707 RCU EPROM B チェックサム エラー  

ボード位置 F10 において、EPROM にチェックサムのエラーがあります。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  
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1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. ボード位置 F10 において、2716 半導体チップを再配置して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

RCU-708 RCU EPROM C チェックサム エラー  

ボード位置 F11 において、EPROM にチェックサムのエラーがあります。  

より詳しい説明については RCU エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. MP 上の表示に注意して下さい。  
2. エラーを消去するために、MP の電源を切って下さい。  
3. MP の電源を再び入れて下さい。  
4. ボード位置 F11 において、2716 半導体チップを再配置して下さい。  
5. エラーが繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  

温度補償エラー情報  
温度補償エラーは、このオプションに対応するシステム上の温度補償機能において起こります。 
温度補償エラーは、インスペクション レポートに付け加えられ、プロンプト モニターに表示さ

れます。  

以下の表には、利用可能な温度補償エラー コードが表示してあります:  

温度補償-200  

温度補償-201  

温度補償-202  

温度補償-203  

温度補償-204  

温度補償-205  

温度補償-206  
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温度補償-200 温度補償利用不可能  

温度補償が要求されていますが、現時点では利用不可能です。 表示されるメッ

セージには、その末尾に丸かっこに入った数字を含んでおり、以下の特定の理由

を表示します:  

1. -2 -> パーツの熱レジスターが利用可能ではありません。  
2. -1 -> 以前、報告されたエラーによって、温度補償が作動不能になってい

ます。  
3. 0 -> 温度補償が適切にコンフィギャーされていません。  
4. 1-28 -> 指示された熱レジスターに故障が発生しました。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. 可能であれば、はっきりした問題を修正して下さい。  
2. 警告が繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店に

連絡して下さい。  

温度補償-201 絶対温度制限超過  

温度補償が要求されていますが、現在、熱レジスターは、温度がコンフィギャー

されたシステム絶対温度制限を越えていることを示しています。 温度補償はア

クティブですが、システム状況が望ましいシステムの正確さの達成を妨げていま

す。 当メッセージには、熱レジスター番号が含まれ、警告の原因となった温度

を記録しています。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. 可能であれば、はっきりした問題を修正して下さい。  
2. 警告が繰り返され、環境状況によって説明不可能な場合、お客様の

Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

温度補償-202 勾配温度制限超過  

温度補償が要求されていますが、熱レジスターのペアの間の温度の違いは、温度

勾配がコンフィギャーされたシステム制限を越えていることを示しています。 
温度補償はアクティブですが、システム状況が望ましいシステムの正確さの達成
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を妨げています。 当メッセージには、熱レジスター番号が含まれ、警告の原因

となった温度を記録しています。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. 可能であれば、はっきりした問題を修正して下さい。  
2. 警告が繰り返され、環境状況によって説明不可能な場合、お客様の

Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

温度補償-203 過渡温度制限超過  

温度補償が要求されていますが、熱レジスターによって記録された温度記録が、

コンフィギャーされたシステム制限を越える温度変化 (過渡温度)を表示していま

す。 温度補償はアクティブですが、システム状況が望ましいシステムの正確さ

の達成を妨げています。 当メッセージには、熱レジスター番号が含まれ、警告

の原因となった温度の高低を記録しています。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. 可能であれば、はっきりした問題を修正して下さい。  
2. 警告が繰り返され、環境状況によって説明不可能な場合、お客様の

Giddings & Lewis サービス代理店に連絡して下さい。  

温度補償-204 レーザー補償がアクティブでない  

レーザー システム上で、小型機器の故障が発生し、環境状況としてレーザー測

定の適切な補償を妨害しています。 システムは作動可能ですが、望ましいシス

テムの正確さに達することができません。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. 可能であれば、はっきりした問題を修正して下さい。  
2. 警告が繰り返される場合、お客様の Giddings & Lewis サービス代理店

に連絡して下さい。  
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温度補償-205 プローブ キャリブレーション データ無効の可

能性  

温度補償が要求されていますが、電源の入力以来、プローブがキャリブレートさ

れていないか、または、プローブのキャリブレーション以降の温度変化が、コン

フィギャーされたシステム制限を越えています。 メッセージと共に表示された

値は、第一 (1) または 第二 (2) の状況のいずれかが警告の原因となったことを示

しています。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. システムの 高の正確さを確実なものにするために、プローブの再キ

ャリブレーションを行って下さい。  

温度補償-206 回転テーブル キャリブレーション データ無効

の可能性  

温度補償が要求されていますが、回転テーブルの中心点キャリブレーション以来

の温度変化が、コンフィギャーされたシステム制限を越えています。 回転テー

ブルの中心点は、システムの 高の正確さを確実にするために再キャリブレート

されるべきです。  

より詳しい説明については 温度補償エラー コード を参照して下さい。  

対処方法  

1. システムの 高の正確さを確実なものにするために、回転テーブル中心点

の再キャリブレーションを行って下さい。  

その他のトピック 

AK - 自動的探知  

AK コマンドは、自動的探知機能を作動可能にするようシステムに指示します。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「AK p1,p2 」  
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例  

1. ML 文字列 「AK Y」  

アクティブなパーツ参照フレーム内で、自動的に表面を探知します。  

2. ML 文字列 「AK -Z」  

アクティブなパーツ参照フレーム内で、自動的に表面を探知します。  

3. ML 文字列 「AK」  

作動不能  

4. ML 文字列 「AK 1,1,0」  

表面を自動的に探知します。 その表面に接触するまで、プローブは、

初にパーツの座標方向 (1,1,0) に向かって移動します。  

5. ML 文字列 「AK 1,1,0,C」  

表面を自動的に探知します。 その表面に接触するまで、プローブは、

初にパーツの座標方向 (1,1,0) に向かって移動します。 そのプローブが表

面に接触すると、プローブは、特定されたベクトルに沿ってそれ自体を心

立てするまで移動し続けます。  

入力  

• p1 = 正負の符号表記のあるパーツ軸、または、 パーツ座標方向ベクトル 
(文字列; 随意選択)  

• p2 = 「C」 (文字列; 随意選択)  

随意選択のパラメータ p1 は、正負の符号表記のあるパーツ軸指示子 (例、+X、
または、-Z)としてか、あるいは、数的 XYZ パーツ座標方向ベクトルとして、特

定します。 数値ベクトルが指定される場合、その値はゼロ以外でなければなり

ません。 それは単位ベクトルである可能性がありますが、必ずしもその必要は

ありません。 p1 が指定されない場合、探知は作動不能になります。  

随意選択のパラメータ p2 は、唯一、文字「C」を取ることができます。  

初の例では、Y が p1 の引数です。 それは、測定機の Y-軸の表面を自動的に

探知するよう指示しています。 その表面は、プローブの中心点から、Y の正方

向に位置しています。  
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2 番目の例では、-Z が p1 の引数です。 それは、測定機の Z-軸に名目的に直角

になる表面を自動的に探知するよう指示しています。 その表面は、プローブの

中心点から、Z の負方向に位置しています。  

3 番目の例には引数がありません。 それは、ソフト プローブ探知の自動モード

を作動不能にするよう指示しています。  

4 番目の例では、パーツの方向ベクトル (1,1,0) が p1 の引数です。 それは、方

向ベクトル (1,1,0) に沿って自動的に探知するよう指示しています (例、i=1、j=1、
及び、k=0)。  

結果  

このコマンドは、DCC コマンド列に付け加えられます。 実行されると、システ

ムが探知を開始します。 ソフト プローブが表面に接触していない場合、このコ

マンドが実行されると、表面に接触するまで、プローブが特定の方向に移動しま

す。 ソフト プローブがアクティブな場合、その接触モードは作動不能になり 
( TF コマンドを参照して下さい)、ソフト プローブがアクティブ化されます ( BR 
コマンドを参照して下さい)。 ソフト プローブは、このコマンドの実行に先立っ

てキャリブレートされなければなりません。  

測定機の速度が、探知速度の制限となることに注意して下さい ( KS コマンドを

参照して下さい)。  

動作の省略  

無視されます; 省略ブロックの一部である場合、実行されません。  

エラー メッセージ  

• MLB-090 DCC は、利用不可能です。  

 

AS - 自動的スキャン  

AS コマンドは、自動的スキャン / データ収集作業のコントロールを設定します。 
それが、SMP-400 のバージョン 104.0 とそれ以降用に、定義し直されているこ

とに注意して下さい。  

コマンドの形式  
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ML 文字列 「AS p1,p2,p3,p4,p5,p6 」  

例  

• ML 文字列 「AS Y,S55.6,I10」  

自動スキャンを行い、55.6 から始まる Y 位置関数としてサンプルを収集

し、そして、10 単位ごとにデータ ポイントを収集します。 データ ポイ

ントは、スキャン データ配列にのみ、集積されます。  

• ML 文字列 「AS A,C12.3,-5.75,S0,I1,USER」  

自動スキャンを行い、ゼロから始まる作業平面ポイント（12.3、-5.75）
に関連した極角関数としてサンプルを収集し、そして、各度ごとにデータ 
ポイントを収集します。 データ ポイントは、スキャン データ配列内とユ

ーザー総括配列内にのみ、集積されます。 RN コマンドと共に、ホストに

返されたデータは、半径 / 角度 / 高さフォーマット内にあります。  

入力  

• p1 = スキャン用の独立軸 (文字列; 必要条件)  
• p2 = 極スキャン用の中心点 (文字列 / 数的; 随意選択)  
• p3 = 独立軸の開始の値 (文字列; 随意選択)  
• p4 = 連続するターゲット間の間隔 (文字列、または、数的; 随意選択)  
• p5 = 総括配列選択のための「USER」または「INTERNAL」 (文字列; 

随意選択)  
• p6 = 収集するポイント数 (文字列、または、数的; 随意選択)  

必要条件であるパラメータ p1 は、スキャン用の独立「軸」を特定します。 これ

は、A、P、S、X、Y、または Z のみを取ることができます。 A は、極スキャン

を特定し、R、A、H (半径、角度、高さ) フォーマットで返されるデータを伴い

ます。 P は、極スキャンを特定し、通常の X、Y、Z フォーマットで返されるデ

ータを伴います。 S は、ターゲットが表面に沿って配分され、それに伴い、

初のプローブ所在位置が 0.0 として扱かわれることを指示します。 X、Y、及び、

Z は、パーツの軸が、独立軸として使用されることを指示します。  

随意のパラメータ p2 は、文字「C」で、2 つの座標値がそれに続きます。 この

パラメータは、極スキャンに対してのみ意味を持ち、スキャンされた表面の作業

平面の名目的中心点を定義します。 その値は、以下の順序で、それぞれの値を

特定します。 XY 平面に対して、X と Y; YZ 平面に対して、Y と Z; そして、ZX
平面に対して、Z と X。 p2 が特定されていない場合の極スキャンについては、

中心点が (0, 0)と推測されます。  
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随意のパラメータ p3 は、文字「S」で、独立軸で始まる座標がそれに続きます。 
p4 (下記) が、 p3 なしで特定される場合、データの収集は、その時点でのプロ

ーブの位置から開始されます。 p3 は p4 なしでは特定できないことに注意して

下さい。  

随意のパラメータ p4 は、文字「I」で、ターゲット間の増分する置換えがそれに

続きます。 p3 と p4 が共に省略される場合、スキャンのターゲットが増分より

むしろ絶対値であり、 SB コマンドを用いて以前に通信されているもの、と推測

されます。  

随意の文字列パラメータ p5 は、「USER」か、あるいは、「INTERNAL」かの

いずれかでありえます。 If p5 が特定される場合、スキャン データは、スキャン 
データ バッファ内に加えて、指定された総括配列内に集積されます。  

随意のパラメータ p6 は、文字「N」で、収集されるべきポイント数がそれに続

きます。 指定がない場合、 RN コマンドが実行されるまで、データ収集が続け

られます。  

結果  

AS コマンドは、SMP をデータ収集モードに置きます。 このコマンドが実行さ

れる前に、探知が作動可能になっているべきで ( AK コマンドを参照して下さい)、
さらに、閉じたループでのスキャンの場合には、 初のターゲットの前にプロー

ブが位置付けられるべきで、あるいは、開いたループでのスキャンの場合には、

プローブが名目的偏差に位置付けられるべきです。 このコマンドの実行に続き、

対象となるエリアを通してプローブを動かすために、適切な動作のコマンドが実

行されます。 後に、コマンド RN が実行され、データ収集を終了し、及び/ま
たは、収集されたスキャン データをホストに返します。  

動作の省略  

無視されます; 省略ブロックの一部である場合、実行されません。  

エラー メッセージ  

• MLB-080 ソフト プローブが作動可能でなく、あるいは、探知が起動

されていません。  
• MLB-090 DCC は、利用不可能です。  
• MLB-164 不十分なアナログ プローブの偏差  
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BB - ブロック開始  

BB コマンドは、「動作の省略」と共に使用される、コード ブロックの冒頭に印

を付けます。  

MLB コマンドの形式  シェフィールド ルーチンの形式  
ML 文字列 「BB p1 」  BeginBlock "p1"  

 

MLB コマンドの例  シェフィールド ルーチンの例  
例 #1    
ML 文字列 「BB FRONTFACE」  BeginBlock "FRONTFACE"  

入力  

• p1 = 大 10 文字 (文字列; 必要条件)  

p1 は、プログラムのブロックに、識別するため名称を付けます。 その名称には、

10 か、それ以下の英数文字を使用することが可能です。  

結果  

当機能は、ブロックの冒頭を示す、内部のフラッグを設定します。  

動作の省略  

このコマンドがあるコードのブロックが省略されると、エラーが発生します。  

エラー メッセージ  

• MLB-014 ネストされたコード ブロックがあります。  

BeginBlock  

ブロック開始ルーチンは、「動作の省略」と共に使用される、コード ブロック

の冒頭に印を付けます。  

ブロック開始ルーチンに関する、より詳しい説明については、MLB コマンド 
BB を参照して下さい。  
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BF - ソフト プローブの作動停止  

BF コマンドは、ソフト プローブを作動不能にします。 3-軸アナログ プローブ 
(例、レ二ショー SP-600) が使用されている場合、接触プローブは作動可能です。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「BF」  

例  

1. ML 文字列 「BF」  

入力  

ありません。  

結果  

システムがソフト プローブを作動不能にし、先端チップ位置座標データの一部

として、ソフト プローブの偏差も含んで停止します。  

動作の省略  

無視されます。  

エラー メッセージ  

ありません。  

 

BR - ソフト プローブの起動  

BR コマンドは、ソフト プローブを作動可能にします。 このコマンドが実行さ

れる時、接触プローブは作動不能になります。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「BR」  

例  
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1. ML 文字列 「BR」  

入力  

ありません。  

結果  

システムがソフト プローブを作動可能にし、先端チップ位置座標データの一部

として、ソフト プローブの偏差も含んで起動します。  

動作の省略  

省略ブロックの内部においてさえ、実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-080 ソフト プローブがキャリブレートされていません。  

 

EB - ブロック終了  

EB コマンドは、 BB コマンドと共に使用される、コード ブロックの終端に印を

付けます。  

MLB コマンドの形式  シェフィールド ルーチンの形式  
ML 文字列 「EB」  EndBlock  

 

MLB コマンドの例  シェフィールド ルーチンの例  
例 #1    
ML 文字列 「EB」  EndBlock  

入力  

ありません。  

結果  
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当コマンドは、以前に置かれた BB コマンドで始まる、コード ブロックの終端

に印を付けます。  

動作の省略  

省略ブロックの内部においてさえ、実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-015 一致する、ブロックの冒頭はありません。  

EndBlock  

ブロック終了ルーチンは、 BB コマンドを用いて始まる、コード ブロックの終

端に印を付けます。  

ブロック終了ルーチンに関する、より詳しい説明については、MLB コマンド EB 
を参照して下さい。  

IL - ライブラリの初期化  

IL コマンドは、測定ライブラリを初期化します。 フラッグと変数は、システム

初期化時のデフォルト状態に戻ります。 この機能は、システムのハードウェア

内の故障による、システム エラーを消去しません。 これらのエラーに対処する

ために、別々の修正方法が取られなければなりません。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「IL」  

例  

• ML 文字列 「IL」  

入力  

ありません。  

結果  

システム:  
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• 測定されたフィーチャーすべてを削除します。  
• パーツと測定機のスケール比率を 1:1 に再設定します。  
• 軸変換と回転をキャンセルします。  
• フィーチャー番号とシーケンス番号をゼロに設定します。  
• 測定単位と作業平面をデフォルト設定値に戻し、さらに、  
• その他すべての変数を消去するか、あるいは、それらをデフォルト設定値

に設定します。  

以下の機能は変化しません:  

1. 選択された先端チップの直径、または、プローブの直径、  
2. プローブ先端チップすべてのキャリブレーション、  
3. 回転テーブルのキャリブレーション、または、  
4. 保存された参照フレーム 1 から 48。 その他の参照フレームは削除されま

す。  

動作の省略  

この機能は、省略されるコードのセクションでは作動しない可能性があります。 
エラー。  

エラー メッセージ  

ありません。  

 

IO - 入力出力ステータス  

IO コマンドを用いると、入力 (読み込み-限定、または、読み込み-書き込み) ビ
ットのひとつを検査したり、あるいは、出力 (書き込み-限定、または、読み込

み-書き込み) ビットのひとつのステータスを変更することができます。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「IO p1 , p2 」  

例  

1. ML 文字列 「IO 3,1」  
2. ML 文字列 「IO 2」  
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入力  

• p1 = 0 から 67 (数的; 必要条件)  
• p2 = 0 か 1 (数的; 随意選択)  

p1 は、入力ビット、または、出力ビットのステータスが閲覧され、あるいは、

変更されている、その入力ビット、または、出力ビットに対応した数字です。 
p1 は、0 から 67 までの数字でなければなりません。 一部のビットは、読み込み

限定であり、別の一部は書き込み限定、そして、その他は読み込みと書き込みの

両方です。 詳細については、Giddings & Lewis にお問い合わせ下さい。  

p2 が特定されると、 p1 は、出力 (書き込み-限定、または、読み込み-書き込み) 
ビットを識別します。 p2 を、読み込み-限定ビットに特定することはできませ

ん。 p2 は、 p1 によって識別された出力ビットが変更される予定のステータス

を指示します。 p2 は、ゼロ (0)か、または、一(1)のいずれかでなければなりま

せん。  

出力ビットは、開閉の可能なスイッチのようなものです。 コントロール ボード

については、 p2 がゼロ (0)の場合、スイッチが閉じ、そして、 p2 が一 (1)の場

合、スイッチが開きます。 補助数デジタル入力ボード、及び、 温度補償ボード

に関しては、 p2 がゼロ (0)の場合、スイッチが開き、そして、 p2 が一 (1)の場

合、スイッチが閉じます。 初の例では、書き込み/限定ビット番号 3 の状態が、

一(1)に変更されます。  

p2 が特定されない場合、 p1 は、入力 (読み込み-限定, 読み込み-書き込み) ビッ

トです。 プログラマーは、入力ビットとして識別される、ビットのステータス

のみを閲覧することができます。 入力ビットのステータスを変更することはで

きません。 2 番目の例では、コントロール ボード上の読み込み-限定ビット #2
のステータスが閲覧されています。  

結果  

p2 が特定されない場合、 p1 によって識別される入力ビットのその時点でのス

テータスが、変数 S7 内に保存されます。 この機能の実行直後に、入力ビットの

ステータスを確認するために、変数 S7 はチェックされなければなりません。 
S7 がゼロ (0)の場合、入力ビット内にその時点でのフローはありません。 S7 が
一 (1)の場合、入力ビット内にその時点でのフローがあります。 コントロール 
ボードと、補助数デジタル入力出力ボードについて、これは正しいです。 温度

補償については、S7 がゼロの場合、入力ビットは開いた回路 (+V)です。 S7 が
一(1)の場合、入力ビットは地面 (OV)です。 読み込み-書き込み入力ビット につ

いては、S7 は、出力ビットに書き込まれた 後の値を含みます。  
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p2 が IO コマンド内で指定されている場合、S7 の値は意味を持ちません。 入力

ビット、及び/または、出力ビットすべてが、ユーザーに利用可能というわけで

ない可能性があることに注意して下さい。 利用可能性は、購入された、MP コン

フィギュレーション次第です。  

動作の省略  

省略ブロックの内部においてさえ、実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-005 通信エラー。  
• MLB-006 出力マスクの論理的変換エラー。  
• MLB-007 出力は利用不可能です。  
• MLB-021 初のパラメータが無効です。  
• MLB-022 2 番目のパラメータが無効です。  

 

KD - 名目的ソフト プローブ偏差の設定  

KD コマンドは、使用予定の名目的ソフト プローブの偏差を設定します。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「KD p1 」  

例  

1. ML 文字列 「KD 0.05」 -  

名目的ソフト プローブの偏差を、0.05 単位に設定します。  

入力  

• p1 = 名目的ソフト プローブ偏差 (数的; 随意選択)  

随意の数的パラメータ p1 は、その時点での単位で、名目的ソフト プローブの偏

差を特定します。 この数値は、正でなければなりません。  

p1 が特定されていない場合、名目的ソフト プローブ偏差のその時点での設定が

返されます。 初期化の後にデフォルト設定値 ( IL ) は 0.05"です。  
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結果  

値が特定される場合、上記に記された場合を除くと、名目的ソフト プローブ偏

差はこの値に設定されます。 値が特定されていない場合、その時点での値は、

変数 S7 に返されます。  

動作の省略  

通常通り実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-090 DCC は、利用不可能です。  

 

KS - 探知 / スキャン速度の設定  

KS コマンドは、探知、または、スキャンの間の、DCC の動作中に用いられるプ

ローブの速度を設定します。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「KS p1 , p2 」  

例  

1. ML 文字列 「KS 0.5」  

探知 / スキャン動作の速度を、１秒につき 0.5 単位に設定します。  

入力  

• p1 = 探知 / スキャン動作の速度 (数的; 随意選択)  
• p2 = 探知 / スキャン動作の速度 (数的; 随意選択)  

随意の数的パラメータ p1 、及び、 p2 は、ご希望の探知 / スキャン動作の速度

を、1 秒ごとの、その時点での単位で特定します。 この数値は、正でなければ

なりません。 特定された数値が、測定機-許容の 高速度を越える場合、特定値

のかわりに、その 高速度が使用されます。  

p1 のみが特定される場合、 p1 の値は、ループ スキャンを開き、ループ スキャ

ンを閉じる、両方において使用されます。 p1 と p2 の両方が特定されている場
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合、 p1 がループ スキャンを開くために使用され、そして、 p2 がループ スキャ

ンを閉じるために使用されます。  

何も特定されない場合には、追跡 / スキャン動作の速度のその時点での設定値が

返されます。 初期化の後にデフォルト設定値 ( IL ) は、1 秒につき 0.1" (または、

2.54 mm) です。  

結果  

値が特定される場合、上記に記された場合を除くと、探知 / スキャン動作の速度

はこの値に設定されます。 値が特定されていない場合、その時点での開いたル

ープ値は変数 S7 に返され、閉じたループ値は変数 S8 に返されます。 ソフト プ
ローブを用いて表面を探知する間、または、ソフト プローブを用いてスキャン

を行う間、DCC、または、ジョイスティックの動作が命じられた時には、常に、

システムがこれを 高速度として使用します。  

動作の省略  

通常通り実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-090 DCC は、利用不可能です。  

RN - スキャン データを返す  

RN コマンドは、スキャン データの収集を停止し、及び/または、収集されたス

キャン データを MeasureMax+ に返します。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「RN p1 」  

例  

1. ML 文字列 「RN」  

スキャンがアクティブな場合、DCC コマンド列が空になり、 終動作が

許容誤差内に入るまで待ち、それから、スキャン作業を停止します。 デ
ータ ポイント数をホストに返します。  

2. ML 文字列 「RN 0」  
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スキャンがアクティブな場合、DCC コマンド列が空になり、 終動作が

許容誤差内に入るまで待ち、それから、スキャン作業を停止します。 収
集されたデータ ポイント (ポイント番号 0 から開始) と、データ ポイント

数をホストに返します。  

入力  

• p1 = ポイント インデックス (数的; 随意選択)  

随意の数的パラメータ p1 は、負の数字をとることができません。 特定されると、

p1 は、ポイント番号 p1 で始まる、スキャン データ ポイントをホストに返すよ

う要求します。 Note that 収集された 初のポイントのインデックスが 0 (ゼロ) 
であることに注意して下さい。 p1 が特定されない場合、収集されたデータは、

ホスト コンピューターに返されません。  

結果  

RN コマンドは、 AS コマンドによって開始された、スキャン データ収集作業を

完了します。 スキャンがアクティブな場合、DCC コマンド列が空になり、 終

動作が許容誤差内に入った時に、スキャン作業が停止されます。 p1 が特定され

る場合、収集されたデータ ポイントは、スキャン バッファからホスト コンピュ

ーターに返され、さらに、S9 配列に保存されます。 タイプ A 以外の全スキャン 
タイプについて (AS コマンドを参照)、ポイント データは、通常の X、Y、Z 順

で、S9 配列内に保存されます; つまり、X 座標データ値は、S9(*、0)に保存、Y 
値は S9(*、1)に保存、そして、Z 値は、S9(*、2)に保存されます。 タイプ A の
スキャンについては、極半径値が S9(*、0)に保存、極角値が S9(*、1)に保存、

そして、第三軸の値（高さ）は S9(*、2)に保存されます。  

収集されたデータ ポイント数は、変数 S7 に返されます。  

動作の省略  

無視されます。  

エラー メッセージ  

ありません。  

SB - スキャン ターゲット  

SB コマンドは、スキャン バッファ S9(*、0) から MP へ独立軸ターゲットを伝

達し、それによって、それらを次のスキャンで使用することができます。 パー
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ツプログラムが絶対ターゲットを使用するには、 SN コマンドを実行する前に 
SB コマンドを実行しなければなりません。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「SB p1 」  

例  

1. ML 文字列 「SB 100」  

入力  

• p1 = 伝達するターゲット数 (数的;必要条件)  

p1 は、伝達する独立軸ターゲットの数を特定します。 p1 は、1 かそれ以上の整

数でなければなりません。 上記の例では、 p1 は 100 です。 プローブは、この

測定のために 100 のターゲットをスキャンします。 第一ターゲットは、スキャ

ン バッファ位置 S9(0,0)に位置しています。 いくつかの段階においてスキャン

している場合には、全ターゲットを一度に転送して下さい。 S9 は実配列なので、

ターゲット座標値を構成する桁数に制限はありません。  

結果  

ターゲットは、S9(0,0)で始まる MP に送られます。 プログラムが、100 個のタ

ーゲットを伝達する場合、送付される 後のターゲットは S9(99,0)に位置しま

す。  

動作の省略  

無視されます; 省略されるブロックの一部である場合、実行されません。  

エラー メッセージ  

ありません。  

 

SN - スキャン  

SN コマンドは、表面スキャンを始めるために用いられます。 これは、

MeasureMax バージョン 1.03 システム用に限定されます。  
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警告  

SN コマンドは、現在の MeasureMax+ システムに対応していません。  

 

コマンドの形式  

ML 文字列 「SN p1,p2,p3,p4,p5 」  

例  

1. ML 文字列 「SN 1,XY,400,12,.1」  
2. ML 文字列 「SN XY,400」  

入力  

• p1 = スキャン バッファ内の縦列 (数的; 随意選択)  
• p2 = 従属軸、及び、独立軸 (文字列; 必要条件)  
• p3 = スキャンするターゲット数 (数的;必要条件)  
• p4 = 開始位置 (数的; 随意選択)  
• p5 = 連続するターゲット間の間隔 (数的; 随意選択)  

随意の数的パラメータ p1 は、S9 スキャン データ配列での縦列の指数であり、

従属軸スキャン結果に使用されます。 p1 が特定されない場合、スキャン結果は

縦列ゼロ (0) に保存されます。  

必要条件である文字列パラメータ p2 は、スキャン用の従属軸と独立軸を定義し

ます。 第一文字は従属軸を識別します。 p2 としての有効な設定は、XY、XZ、
YX、YZ、ZX、ZY、XW、YW、ZW、及び、RA です。  

必要条件である数的パラメータ p3 は、1 から 1000 までの数値でなければなら

ず、それは、スキャンされるターゲット数を指定しあｍす。  

随意の数的パラメータ p4 と p5 は、 初の独立軸のスキャン ターゲット、及び、

増分スキャンでのターゲット間の間隔を定義します。 p4 と p5 が特定されてい

ない場合には、ターゲットは絶対となり、あらかじめ MP に伝達されていなけれ

ばなりません（ SB コマンドを参照して下さい)。  

このコマンドが実行される前に、ユーザーは、 初のスキャン ターゲットの前

にプローブを位置付けなければなりません。 このコマンドが実行される時、MP
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上の WAIT 照明が点灯されます。 その後、ユーザーは、データ収集のためにス

キャン経路に沿ってプローブを移動します。 初のターゲットが収集された後、

WAIT すべてのスキャン ターゲットが収集されるまで、WAIT 照明はフラッシュ

し続け、その後、消灯します。  

初の例では、Y に沿って 400 ターゲットがスキャンされ、S9 配列の縦列 1 に

ある X のデータが収集されます。 初のターゲットは、Y の 12 を読み込み、そ

れに続くターゲットは、正の方向へ、0.1 の間隔で配置されています。  

第二の例では、Y に沿って 400 ターゲットがスキャンされ、S9 配列の縦列 0
（デフォルト）にある X のデータが収集されます。 Y-軸上のターゲットは、あ

らかじめ SB コマンドと共に送付されます。  

結果  

システムは、スキャンされたデータを収集し、S9 配列にその結果を保存します。  

動作の省略  

無視されます; 省略されるブロックの一部である場合、実行されません。  

エラー メッセージ  

• MLB-080 不適切なプローブのインストレーション。 ハード プローブ、ま

たは、アナログ プローブのいずれかが必要とされます。  

 

TF - 接触モード オフ  

TF コマンドは、コマンドによる接触中、または、探知中を除いて、システムが

接触プローブの偏差を感知するのを妨げます。 このモードにおいて、長いプロ

ーブが高速で移動する際のような、振動の結果起こる接触を、システムが無視す

ることができます。 プローブが表面に強く接すると、損傷が起こる可能性があ

るので、この機能を使用する時は、特に注意して下さい。  

このコマンドがパーツプログラム内で使用される時には、接触プローブを再び作

動可能にするために、パーツプログラム終了前に、常に TN コマンドが使用され

るべきです。  

コマンドの形式  
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ML 文字列 「TF」  

例  

1. ML 文字列 「TF」  

入力  

ありません。  

結果  

このコマンドが実行された後、プログラムされた DCC 接触作業中を除いて、シ

ステムは接触プローブのヒットを認識しません。 TN コマンドによって、または、

パーツプログラムの初期化によって、接触プローブのヒットの識別が再び作動可

能となります。  

動作の省略  

省略ブロックの内部にあっても、実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-090 DCC は、利用不可能です  

 

TN - 接触プローブ作動可能  

TN コマンドは、接触モードをオンに設定し、 TF コマンドを用いて以前、作動

不能にされた接触プローブを再び作動可能にします。 3-軸アナログ プローブ 
(例、レ二ショー SP-600) が使用されている場合、ソフト プローブは作動不可能

です（ BF コマンドを参照して下さい）。  

コマンドの形式  

ML 文字列 「TN」  

例  

1. ML 文字列 「TN」  

入力  
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ありません。  

結果  

すべての動作中、接触プローブは作動可能です。  

動作の省略  

省略ブロックの内部にあっても、実行されます。  

エラー メッセージ  

• MLB-090 DCC は、利用不可能です  



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual レジストリのエントリーを変更する  *  1919 

レジストリのエントリー

を変更する  
PC-DMIS 設定エディタのアプリケーションを用いて、各種 PC-DMIS の設定をコントロールする、

レジストリのエントリーを変更できます。  

PC-DMIS 設定エディタを起動するには、PC-DMIS を閉じ、それから、PC-DMIS インストール

時のプログラム グループから、 設定エディタ ショートカットにアクセスして下さい。 PC-
DMIS 設定エディタに関連したヘルプ ファイルにアクセスするには、  設定エディタを起動して、

F1 を押すか、 または、「 PC-DMIS 設定エディタ 」ヘルプ ファイルをこのヘルプ ファイルに

ある 目次 タブ から選択して下さい。  

オンラインヘルプの使用  
 

オンラインヘルプの使用: イントロダクション  
この 項 では、PC-DMIS 内にインストールされた、PC-DMIS ヘルプ ファイルの使用方法につい

て記述しています。  

 

以下の主なトピックが、この 項 で利用可能です:  

• ヘルプ ファイルのインターフェースの概要  
• F1 機能キーを押して、ヘルプを得る  
• 目次と項目をブラウザして、ヘルプを探す  
• テキストの一致によって、ヘルプを探す  
• インデックスの用語を用いて、ヘルプを探す  
• 動的ロードマップの使用  
• お気に入りのヘルプ項目を保存  
• ヘルプ ファイルのオプション変更  
• ヘルプ ファイルのトラブルに対処  
• インターネット サポートへの接続  
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ヘルプ ファイルの構造とインターフェースについて

の概要  
PC-DMIS のインストール時に、実行可能な PC-DMIS と同一のディレクトリ内にある、コンパイ

ルされた HTML ヘルプ ファイル ( .chm 拡張子を伴うファイル) が入手可能になりました。 この

ファイルをダブルクリックすることにより、または、いつでも PC-DMIS 内で F1 を押すことに

より、ヘルプ ファイルが起動します。  

ようこそ、項目一覧: PC-DMIS ヘルプ ファイルは、まず第一に、 ようこそ、項目一覧 を表示し

ます。 この項目一覧には、その特定バージョンの PC-DMIS の使用開始のための、いくつかのリ

ンクがあります。  

ツール バー: ツール バー上には、以下のボタンがあります:  

 

• 示す / 隠す – このボタンは、項目サーチに用いられるタブを表示、及び、

隠します。  
• 位置付け – このボタンを押すと、メインの表示においてその時点で表示

の項目を、 目次 タブ内にその項目を見つけることによって、 目次 タブ

内の拡大 縮小可能な項目表示と同時に動かすことができます。 これは通

常、自動的に行われます。  
• 後退 / 前進 – これらのボタンは、インターネット ブラウザ上の後退ボタ

ンと前進ボタンのように機能します。 それらは、ヘルプ ファイル内をブ

ラウザ中に、訪問された項目を記憶し、以前に閲覧した項目へ戻ったり、

または、 も 近閲覧した項目へ進んだり、容易に行き来することができ

ます。  
• オプション – ヘルプ ファイル用に その他のオプション を設定すること

ができます。  

表示 ボタンをクリックすると、サーチ盤が開きます。 このサーチ盤は、以下のサーチに使用し、

項目を保存するタブを表示しています ( 隠す をクリックすると、このサーチ盤が隠されます):  

 

• 目次 – このタブを用いると、目次によってサーチを行うことができます。  
• インデックス – このタブを用いると、インデックスによってサーチを行

うことができます。  
• サーチ – このタブを用いると、テキストの一致によってサーチを行うこ

とができます。  
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• お気に入り – このタブを用いると、お気に入りの項目を今後の使用のた

めに保存します。  
• 用語解説 – このタブは、ヘルプ ファイルで使用される、各種用語の内容

説明を表示します。  

この セクション の残りは、項目を探し、保存する方法について記述しています。  

F1 機能キーを押して、ヘルプを得る  
いつでも、F1 機能キーを押して、オンライン ヘルプを開始することができます。 また、F1 機
能キーを異なる状況で使用し、よりすばやく、特定の項目を見つけることができます:  

• ダイアログ ボックス: ダイアログ ボックスにアクセスします。 それが開

いた状態で、F1 を押すと、PC-DMIS が、そのダイアログ ボックスに関

連した、ヘルプ項目を表示します。  
• ツール バーのアイコン: ヒントが表示されるまで、ツール バーのアイコ

ン上でマウスを一時停止して下さい。 F1 を押して下さい。 PC-DMIS が、

そのアイコンについて記述するヘルプ項目を表示します。  
• メニューの項目: メニュー バーにあるメニュー項目上で（メニューの見出

し上ではなく）、マウスを一時停止して下さい。 F1 を押して下さい。 
PC-DMIS が、そのメニュー オプションに関連した、ヘルプ項目を表示し

ます。  
• コマンド: 編集ウィンドウにアクセスして下さい。 それをコマンド モー

ドにして下さい。 コマンド上をクリックし、F1 を押して下さい。 PC-
DMIS が、そのコマンドに関連した、ヘルプ項目を表示します。  

目次と項目をブラウザして、ヘルプを探す  

メニュー ロードマップの表示  

1. PC-DMIS ヘルプ ファイル にアクセスするには、 ヘルプ | インデックス 
を選択して下さい。  

2. 表示 ボタンをクリックして、タブを表示して下さい。  
3. 目次 タブをクリックして下さい。 ヘルプ ファイルが、項の一覧を表示し

ます。  
4. 閲覧をご希望のメイン トピックを見つけ、閲覧希望トピックの横にある 

プラスサイン (+)をクリックして下さい。 その一覧が拡大され、サブトピ

ックが表示されます。  
5. 閲覧する項目を選択すると、その内容が表示されます。 その後、項目自

体にある 次 、と、 前 矢印ボタンをクリックして、一覧表示の項目を通

し見することが可能です。  
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テキストの一致によって、ヘルプを探す  

1. PC-DMIS ヘルプ ファイルにアクセスして下さい。    
2. 表示 ボタンをクリックして、タブを表示して下さい。  
3. サーチ タブをクリックして下さい。 探したい語(複数可）をタイプ入力: 

ボックス内に、探したいテキストをタイプ入力して下さい。 そのテキス

トを引用符で囲むと、ヘルプ ファイルは、その文節通りのものの検索を

試みます; それ以外の場合には、ヘルプ ファイルは、それらの語句を順序

に関係なく見つけようとします。 下記の 項目 一覧に、項目の一覧が表示

されます。  
4. 閲覧する項目をダブルクリックするか、または、 表示 をクリックして下

さい。 選択された項目が表示されます。 ヘルプ ファイルは、タイプ入力

された選択に一致する語句をすべてハイライト表示します。 このハイラ

イト表示の機能を停止するには、 PC-DMIS ヘルプ ファイル ツール バー

にある オプション ボタンにアクセスして下さい。  

サーチ タブの底部にある、これらのチェック ボックスは、お客様のサーチを制限したり、また

は、拡大したりする役に立ちます。  

• 以前の結果内をサーチ – このチェック ボックスを選ぶと、既存のサーチ

結果内を探すことができます。 ヘルプが多過ぎる数の項目を返し、サー

チを制限したい場合、これは役に立ちます。  
• 類似の語句を一致とする – このチェック ボックスを選ぶと、類似語にサ

ーチを拡大します。 例えば、 Export という語を探す場合で、このチェッ

ク ボックスが選ばれると、ヘルプ ファイルは、 Export - ed 、 Export - 
ing 等をサーチ項目と共に返します。  

• タイトルのみサーチ – このチェック ボックスは、項目の内容ではなく、

項目タイトルのみをサーチの対象とすることによって、サーチを制限しま

す。  

 

インデックスの用語を用いて、ヘルプを探す 

1. PC-DMIS ヘルプ ファイル にアクセスするには、 インデックス | ヘルプ 
を選択して下さい。  

2. 表示 ボタンをクリックして、タブを表示して下さい。  
3. インデックス タブをクリックして下さい。 可能なインデックスの用語を 

検索するキーワードをタイプ入力: ボックス内にタイプ入力して下さい。 
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ご使用の用語で、項目を見つけることができない場合には、異なる、類似

の語を用いてみて下さい。  
4. 閲覧したい項目を見つけた場合、 表示 ボタンをクリックするか、または、

その項目をダブル クリックして下さい。 項目が、サブ項目の一覧を含ん

でいることがよくあります。 この場合には、 発見された項目 ダイアログ 
ボックスが現れ、それを用いて、表示するサブ項目を選択することができ

ます。  

動的ロードマップの使用  
PC-DMIS 3.5 に始まり、一部のバージョンの PC-DMIS ヘルプ ファイルは、特定のヘルプ項目で

述べられている、ダイアログ ボックス、メニュー項目、または、編集ウィンドウのコマンドに

アクセスするために必要な、メニュー選択を動的に表示します。 カスタマイズされたユーザー 
インターフェースを使用の場合でさえ、動的ロードマップは、PC-DMIS に尋ね、そして、行う

べきメニュー選択を返します。  

重要事項: ロードマップがメニュー経路を返すためには、インターネット エクスプローラーのブ

ラウザを使用し、PC-DMIS が作動していなければなりません。  

• PC-DMIS 3.5 では、動的ロードマップが、自動的に特定項目の 上部に

表示されます:  
• PC-DMIS 3.6 以降では、特定の項目内にある、黄色の小さなアイコン 

 をクリックした時、動的ロードマップが、別々のポップアップウィン

ドウ内に表示されます:  

  
V3.5 動的ロードマップの例          V3.6 以降での動的ロードマップの例 

お気に入りのヘルプ項目を保存  
PC-DMIS ヘルプ ファイル を用いると、お気に入りの項目を今後の使用のために保存することが

可能です。 ヘルプ ファイルが閉じられ、後に開けられた場合でも、項目は保存されます。  
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1. PC-DMIS ヘルプ ファイル にアクセスして下さい。  
2. 表示 ボタンをクリックして、タブを表示して下さい。  
3. 保存したい項目を検索するには、サーチ方法のひとつを用いて下さい。  
4. お気に入り タブをクリックして下さい。 その時点での項目 ボックス

では、右手の区画内に示された項目の、項目タイトルが表示されます。  
5. 追加 ボタンをクリックして下さい。 PC-DMIS が、 お気に入り タブ

にある 項目 一覧に、その項目を付け加えます。  
6. 保存されたお気に入りの項目を見るには、単に、 項目 一覧内のその

項目をダブルクリックして下さい。  
7. 保存された項目を除去するには、その項目を選択し、 除去 をクリッ

クして下さい。  

ヘルプ ファイルのオプション変更  
ツール バーにある オプション ボタンを用いて、ヘルプ ファイル上の各種オプションを変更する

ことができます。  

• 隠すタブ / 示すタブ - これは、ツール バー上の 隠す / 示す ボタンと同じ

ように機能します。  
• 位置付け - これは、ツール バー上の 隠す / 示す ボタンと同じように機能

します。  
• 後退 / 前進  - これは、ツール バー上の 後退 / 前進 ボタンと同じように機

能します。  
• ホーム  - これを用いると、ヘルプ ファイルに関連した、ホームページに

行きます。  
• 停止  - これは、その時点でのプロセスを停止します。 通常、ヘルプ ファ

イルのブラウザを用いて、外部の Web ページにアクセスする場合、これ

はそのブラウザのプロセスを停止します。  
• 更新  - その時点での項目を更新します。 外部の Web ページにアクセス

し、その内容が、前回のページの内容から変更している場合、これを選択

すると、 新の内容が表示されます。  
• インターネットでのオプション  - これは、 インターネットでのオプショ

ン ダイアログ ボックスにアクセスします。 インターネット エクスプロ

ーラーのヘルプを参照して下さい。  
• 印刷  - これは、その時点での項目をプリンターに送ります。  
• サーチのハイライト表示オフ  - これは、サーチタブ使用時に、表示され

た項目のテキストのハイライト表示の機能を停止します。  
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ヘルプ ファイルのトラブルに対処  
この項目では、オンライン ヘルプ ファイルを閲覧時に受け取る可能性のある、いくつかのよく

あるエラーを一覧表示します。  

動的ロードマップ閲覧時、スクリプトのエラーが出る:  

helpmap.ocx が存在し、お客様のコンピューター システムに登録されているこ

とを確認して下さい。 この ActiveX コンポーネントは、動的ロードマップの

閲覧に必要とされます。 PC-DMIS をインストールし直すか、または、手動

でこのコンポーネントを登録すると、この問題が修正されるはずです。  

手動でこの問題を修正するには、  

1. このアドレスから .ocx ファイルをダウンロードして下さい :  
ftp://ftp.wilcoxassoc.com/docs/onlinehelp/OCX/helpmap.zip  

2. helpmap.ocx ファイルを、実行可能な PC-DMIS が存在するディレクトリ

内に引き出して下さい。  
3. コマンド プロンプト ウィンドウ内で、 .ocx ファイルがあるディレクトリ

に進んで下さい。  
4. 「regsvr32 helpmap.ocx」とタイプ入力して下さい。  

動的ロードマップを見る時、ポップアップ ウィンドウは表示されません:  

動的ロードマップは、インターネット エクスプローラーのブラウザを利用する

場合にのみ機能します。 一部のコンピューター システムでは、インターネ

ット エクスプローラー 6.0 かそれ以上がインストールされていない場合、バ

ージョン 3.6 以降で使用されたポップアップ ウィンドウが作動せず、スクリ

プト エラーが出る可能性があります。  

この問題を解決するには、 新バージョンのインターネット エクスプローラー

を、パッチやサービス パックと共にインストールしてみて下さい。  

また、PC-DMIS が、そのロードマップを見るために作動していることも確認し

て下さい。  

動的ロードマップを見る時、メッセージが表示され、PC-DMIS が作動していないため、または、

文字列が適切に PC-DMIS に渡されないため、メニュー ロードマップを表示できないことを告げ

ます。  

PC-DMIS が作動していることを確認して下さい。 依然として、このエラーが出

る場合には、この特定の項目用の動的ロードマップ表示を、PC-DMIS に尋ね

るためのコードに、問題があります。 項目タイトルとメッセージについてメ
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モをし、適切なテクニカル サポート チャネルに従い、この問題を解決して

下さい。  

インターネット サポートへの接続  

   

PC-DMIS v4.0 とそれ以降では、 WebEx の運営による、インターネット サポート セッションに

接続でき、そこでは、お客様と実際の技術者が、ブラウザ-型のインターフェースを用いて、問

題についての話し合い、ファイルの転送、アプリケーションの閲覧、または、アプリケーション 
コントロールの共有さえ行うことができ、これによって、待ち時間なしで直接、より容易にお客

様特有の問題を発見し解決できるようにします。  

重要事項: 遠隔インターネット サポート セッションに参加できるようになる前に、サポート技術

者発行の、独自のサポート セッション番号を入手する必要があります。  

遠隔インターネット サポート セッションに参加するには:  

1. ヘルプ | インターネット サポート を選択して下さい。 インターネット サポート ダイア

ログ ボックスが現れます。  
2. ダイアログ ボックス内のフィールドに記入して下さい: 名 、 姓 、 イーメールのアドレ

ス 、及び、 サポート セッション番号 。  
3. OK をクリックして下さい。 PC-DMIS が、インターネット ブラウザを起動します。 既

にインターネットに接続していない場合には、ブラウザが、インターネットへの接続を

催促します。  
4. いったん接続されると、WebEx のインターフェースが起動し、そこで、お客様と技術者

が、お客様特有の問題の解決に取り組むことができます。  
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用語集 
AB 角度 

これらの A 軸と B 軸の位置によって、チップの校正時にプローブで使用される角度が決まります。これは AB 位
置とも呼ばれます。 

A は垂直リストの角度です。チップが真下を向いている場合、A は 0°で、プローブに垂直

な位置にあります。 

B は回転角度です。機械の種類や製造元、プローブのヘッドの種類などによって、B = 
0°の位置は変わります。 

BASIC スクリプト 

BASIC スクリプトは、プログラミング言語 BASIC で記述された BASIC コマンドの集まりです。 

CAD ファイル 

CAD ファイルは Computer Aided Drafting を使用して作成された画像ファイルです。このファイルには、パート、

パート要素の寸法、方向、サイズに関する情報が含まれます。通常、CAD ファイルは IGES、DFX、DES、
STEP、または XZYIJK のいずれかの形式で保存されます。 

CAD 座標 

CAD ファイルにある要素の位置を X、Y、Z の値で表したもの。 

CD 

「干渉の検出 (Collision Detection)」の略です。 

CMM 

「Coordinate Measuring Machine (3 次元測定機)」の略です。 

Cmk 

マシン品質プロセスです。この値は、指定されたプロセスが、このプロセスの仕様限度とどの程度一致するかを判

断するために使用されます。  
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Cpk 

「加工品質インデックス」のことです。この値は、指定されたプロセスが、このプロセスの仕様限度とどの程度一致す

るかを判断するために使用されます。 

CutVec (切断面ベクトル) 

切断面ベクトルを参照してください。 

DCC 

「Direct Computer Control (直接コンピュータ制御)」の略です。 

DCC モード 

このモードでは、CMM (3 次元測定機) が直接コンピュータ制御 (DCC) になります。このモードをオンにすると、コ

ンピュータはさまざまな CMM 機能の制御下に置かれます。 

DD 

「Diameter of Datum (基準要素の直径)」の略です。 

DES 

DES ファイル タイプをインポートする場合は、「Data Exchange Standard」の略です。統計データベースを操作

する場合は、「Data Evaluation System」の略です。 

DF 

「Diameter of Feature (要素の直径)」の略です。 

DIMS 

「Dimensional Inspection Measurement System」ファイル形式の略です。これは PC-DMIS パート プログラ

ム ファイルの形式です。 

DRO 

「Digital Read Out (デジタル測定)」の略です。 

DXF 

「Drawing Interchange File」の略です。 
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DataPage 

DataPage は Brown & Sharpe によって開発された統計処理ソフトウェアで、PC-DMIS とシームレスにリンクさ

れています。 

ELM1 

これは Element 1 (要素 １) の略です。 

ELM2 

これは Element 2 (要素 2) の略です。 

ELOGO.DAT 

このデータ ファイルは、編集レポートのフッター書式を設定するために使用されます。このファイルは、編集レポート

の 終ページで使用されます。 

Faro アーム 

これは、Faro Technologies, Inc. 製の関節付きアーム CMM を表します。 

GDT 

幾何公差の種類とその記号 (GDT 記号) 

HEADER.DAT 

このデータ ファイルは、編集レポートのヘッダで使用される書式設定情報を提供するために使用されます。このファ

イルは、先頭ページ以降の全ページを対象とします。 

ID 

「Identification (識別番号)」または「Identity (身分)」の略です。ラベル、要素名とも呼ばれます。 

IGES 

International Graphics Exchange Specification ファイル形式の略です。 

LK システム 

LK システムは、SHARPE モデルに対して、LK により生成される CMM または CMM コントローラです。 
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LMC 

「Least Material Condition ( 小実体条件)」の略です。 

Logo.dat 

このデータ ファイルには、編集レポートの先頭ページで使用されるドキュメント ヘッダの書式を設定するための情報

が記録されています。たとえば、日付、時刻などの情報が含まれます。 

MDI 

マルチドキュメント インターフェイス (Multi Document Interface)。これは、複数のファイルを一度に開くことができ

るプログラム、またはユーザー インターフェイスです (例えば、PC-DMIS では、複数のパート プログラムを一度に開

くことができるので、PC-DMIS は MDI アプリケーションです)。 

MMC 

「Maximum Material Condition ( 大実体条件)」の略です。 

MMIV 

Brown and Sharpe 社の Micro Measure IV 測定ソフトウェア パッケージのことです。 

ODBC 

「Open Database Connectivity」の略です。 

Open GL 

「Open Graphics Library」の略です。Open GL は、グラフィック情報の表示を支援するために使用されるグラフ

ィック ルーチンのライブラリです。  

PA 

これは Polar Angle (極座標角度) の略です。PANG （極座標角度） とも呼ばれます。極角度は円柱型座標

で、極座標半径とともに使用されます。PR を参照してください。 

PH9 

Renishaw プローブ ヘッドのモデル番号です。これは Probe Head 9 の略で、関節付きのモーター駆動リスト型

プローブ ヘッドを総称する場合にも使用されます。 

PR 

「Polar Radius」の略です。Prad （極座標半径） とも呼ばれます。極座標半径は円柱型座標で、極角度とと

もに使用されます。PA を参照してください。 
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PROE 

ProEngineer CAD ファイル形式の略です。 

Pt 

「Point (点)」の略です。 

RFS 

「Regardless of Feature Size (要素のサイズに関係なく)」の略です。 

RLE 

RLE は、Run Length Encoding (ラン レングス符号化) の略で、ビットマップ ファイルの圧縮方法の 1 つです。 

ROI 

NC-100 ビデオ プローブのコンピュータ画面に表示されるコンピュータ化されたボックスです。要素の測定はこのボッ

クス内に表示されます。 

RTF 

「Rich Text File」の略です。 

SNSDEF 

このステートメントは、DMIS の重要な用語で、DMIS 言語でセンサーを定義するために使用されます。 

SPC 

「Statistical Process Control (統計的プロセス制御)」の略です。PC-DMIS では、定義済みデータベースから 
SPC チャートを作成したり、更新したりできます。 

STEP AP203 および AP214 

「STEP」は「Standard for Exchange of Product Model Data (製品モデル データの交換に関する標準)」の
略です。STEP は 1988 年に国際規格として提案されました。これは、製品データをコンピュータによる解釈が可

能な形式で表現して交換するための標準です。STEP の目的は、製品を、そのライフ サイクルを通して客観的

に記述できる手段を提供することにあります。 

STL 

STL 書き出し形式。製造に使用する ASCII ファイルまたはバイナリ ファイルで、コンピュータで生成した立体モデ

ルを表す三角ファセットのリストが含まれます。 
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TOG 

TOG は編集ウィンドウの切り替えフィールドです。編集ウィンドウで使用可能なオプションを切り替えるには、その

切り替えフィールドにカーソルを合わせて、F7 を押します。 

TP 

「True Position (位置度)」の略です。 

TTP 

タッチ トリガ プローブを参照してください。 

UG 

UniGraphics CAD ファイル形式の略です。 

VDAF 

VDAF は VDA Surface Data Interface フォーマットのことです。VDAFS は 1986 年にドイツの国家規格とし

て出版されました。この規格は、German Motor Manufacturers Association (VDA) により、3 次元 CAD モ
デル データを交換するために使用されています。 

VDAFS 

「VDAF」を参照してください。 

VolComp ファイル 

「comp.dat」ファイルのことです。CMM で正確な測定を行うためには、空間精度補正した CMM の操作に使用

できるコンピュータに、このファイルを保存しておく必要があります。保存する場所は、PC-DMIS が動作するディレ

クトリです。空間精度補正 (VolComp)を参照してください。 

XBarR 

XBar は平均を表す統計記号 X を記述する方法です。したがって、XBar グラフはプロセスの平均を表します。

通常、これは時間の経過に従って計算されます。グラフは、X 軸が時間を表し、Y 軸が平均値を表すように設定

されます。 

XBarR は「Xbar および R」の略です。これは情報が追加された XBar グラフです。「R」は、指

定された任意のサンプルのデータが収まるデータ範囲を表します。サンプルは、あらかじめ設定

された数の測定から定義します。サンプルの 大値から 小値を減算して、サンプルのデータ範

囲を計算します。ある時間におけるサンプルのデータ範囲の値を、平均値グラフの該当時間位置

にプロットします。これにより、ある時間におけるサンプルについて 2 つのデータが表示された

ことになります。 
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XBarS 

XBar は平均を表す統計記号 X を記述する方法です。従って、XBar グラフはプロセスの平均を表します。通常、

これは時間の経過に従って計算されます。グラフは、X 軸が時間を表し、Y 軸が平均値を表すように設定されま

す。 

XBarS は「XBar および S」の略です。". これは情報が追加された XBar グラフです。「S」はサ

ンプルの標準偏差を表します。サンプルの標準偏差を計算するには、そのための公式があります。 

X、Y、Z 軸中心位置 

これらの値は、ボール チップの中心位置を表します。 

Z レール 

Z レールは CMM の垂直アームです。 

「旧ファイル」 

第 3 章で説明したとおり、旧ファイルはレベルの変更が行われる前の、オリジナルの CAD ファイルです。「新規ファ

イル」を参照してください。  

「新規ファイル」 

第 3 章で説明したとおり、新規ファイルはレベルが変更された CAD ファイルです。このファイルでは、一部の要素

だけが表示されます。「旧ファイル」を参照してください。 

アナログ プローブ 

この形式のプローブは、パートの面を連続的に接触スキャンすることのできる電子デバイスで、パートの面に接触し

たまま測定データを記録できます。スキャンを実行していない場合は、タッチ トリガ プローブ (TTP) と同等の機能

を持ちます。。 

アラインメント オフセット 

これは X、Y、および Z が (0,0,0) である位置からパートまでの距離です。 

アラインメント ブロック 

これは、[編集] ウィンドウにあるパート プログラムにあるセクションのうち、コマンド行「ラベル = アラインメント/開
始,・」で始まり、コマンド行「アラインメント/終了」で終わるセクションです。 
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アラインメント回転機能 

この、[アラインメント] ダイアログ ボックスにある [回転] ボタンを使用すると、特定の軸を中心にパートを回転させる

ことができます。これはアラインメントの作成に使用されます。 

インデックス型 

あらかじめ定義された (インデックスされた) 角度にプローブ リストを配置する機能です。このような位置は、インデッ

クス型プローブ ヘッドで一定の増分で機械的に設定されます。これらのインデックスは 15°から 0.1°以下まで

変えることができます。インデックス型であるリストは、そのリストで設定可能な増分の範囲内で、異なる位置に移

動できます。 

インポート 

データベースから CAD ファイルを取得し、PC-DMIS パート プログラムに取り込むプロセスです。 

エクスポート 

PC-DMIS パート プログラムに含まれる図面情報を、IGES など、CAD の標準出力ファイルに変換するプロセス

です。 

エラー マップ 

組み立てられた CMM には、もともと製造誤差があります。CMM の組み立て完了後、CMM 製造元の多くはそ

の機械をレーザー測定にかけ、これらの不正確な点を記録しています。その後、これらの誤差は comp.dat と呼
ばれるコンピュータ ファイルに電子的に格納されます。PC-DMIS では、このファイルにアクセスして、CMM の精度

を高めることができます。つまり、このコンピュータ ファイルが CMM のエラー マップです。 

エラー処理 

エラー処理は、CMM コントローラの機能です。この機能では、予測した電子プローブとパートとの接触が発生し

なかった場合、または予測しない接触が発生した場合に、PC-DMIS パート プログラムが別の命令セットに分岐

するようになっています。この機能は、メイン メニューから [エラー処理] を選択して呼び出します。 

オフセット要素 

PC-DMIS では、オフセット点、オフセット線、オフセット平面の 3 種類のオフセット要素が使用できます。オフセッ

ト要素は、他の 1 つ以上の要素を基に構築されます。オフセット要素を構成する各要素は、オフセット要素に対

するオフセットや補正値を持っています。したがって、オフセット要素に含まれる各要素は、新しく構築された要素と

同じ位置にあることも、またないこともあります。 

オペランド 

演算子の操作の対象となる式の部分です。たとえば、式「2 + 3」では、2 と 3 はオペランドで、プラス記号 (+) が
演算子です。 
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オペランド 

演算子の操作の対象となる式の部分です。たとえば、式「2 + 3」では、2 と 3 はオペランドで、プラス記号 (+) が
演算子です。 

ガウス フィルタ 

信頼係数 95 %を参照してください。 

キネマティック マウント 

キネマティック マウントは、通常 3 つの高精度加工ボール、ボールの受け部、およびスタイラス、プローブ、またはプ

ローブ ヘッド用に高度な再現性を持つ接続点を提供するために使用される取り付け用デバイスの総称です。キ

ネマティック マウントは、自動交換装置を使用した、再校正が不要なデバイスによく使用されています。 

ギャップおよびフラッシュ 

ギャップは同一平面にある 1 組の板金パートに含ま

れるパートとパートの間の距離です。 

フラッシュは 1 組の板金パートに含まれるパートとパー

トの間の高低差です。 

例えば、自動車を真上から見ている場合、フェンダーとボンネットまでの距離がギャップ (同一平面上の 2 つのパ

ーツ間の距離) です。自動車を側面から見た場合は、フェンダーとボンネットの高低差がフラッシュです。 

クリアランス平面 

これは、[編集] ウィンドウに入力されるコマンドでもあって、パートとの干渉を避けるために、プローブを排除する必

要のある平面を定義します。 

グリッパ 

ラム末端に取り付けられ、フレキシブルな検査治具とともに使用されます。このデバイスはコラムを「グリップして」（つ

かんで）、ラックから取り出してワークテーブルに載せたり、ワークテーブルから取り出してラックに戻したりします。グリ

ッパではエア ホッケーのようなエア インジェクタを使用して、ワークテーブルからコラムを持ち上げます。 

コラム ロケータ 

「グリッパ」の別名です。 
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コラム移動レーン 

コラム移動レーンは、検査治具に使用されるボリュームの背後にある狭い通路です。コラムはここで、一方のアー

ムから他方のアームへ移されます。そして、ラックから取り出され、マシン テーブルに配置されます。 

コントローラ 

CMM には必ずコントローラがあります。コントローラはサーボを駆動してマシンを動かし、目盛りを読み取って位置

を追跡したり、実際のプローブとのインターフェイスの役割を果たしたりします。CMM (マシン) に対して、任意の種

類のコントローラを指定できます。 

サブルーチン 

サブルーチンはパート プログラムに含まれるサブ プログラムです。これらのサブ プログラムには現在使用中のファイル、

または外部ファイルのコマンドが含まれ、繰り返し使用できます。  

サブルーチン 

サブルーチンはパート プログラムに含まれるサブ プログラムです。これらのサブ プログラムには現在使用中のファイル、

または外部ファイルのコマンドが含まれ、繰り返し使用できます。  

サポート治具 

パートに対して配置された人工物で、少なくとも 1 本の軸に対してパートを安定させるために用いられます。一般

的に、これは定義された直径の球です。球が使用されるのは、パートとの接点が 1 点になるためです。サポート治

具の種類には、ほかにピン (孔と合わせる場合)、エッジの位置を決めるための円柱、および検査治具で保持され

るパートに合わせて特別に調整された特別な部品があります。 

シグマ 

ギリシア文字の 1 つで、普通は標準偏差を表すために使用します。 

システム校正 

CMM の精度を確認し、機械的に CMM を調整したり、電子的に VolComp ファイルを調整したりして、精度を

向上させるプロセスです。 

シャンク 

シャンクはスタイラスのシャフト部分で、測定チップからスタイラスの取り付け部までをいいます。シャンク チップの場

合、高精度チップはありません (シャンク チップを参照してください)。校正ツールを支えるシャフトも、シャンクと呼ば

れます。 
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シャンク チップ 

直線シャフトのような形をしたチップです。 

シャンクの校正 

シャンク校正では、板金スタイラスを使用して、球体チップ エンドの中心およびシャンクの軸方向を指定します。 

シャンク接触 

スタイラスのチップではなく、スタイラスのシャンクがパートに接触することにより、プローブがトリガされることをいいます。

シャンク接触が発生すると、誤差のあるデータが収集されます。 

スキャン時の点密度 

スキャン点密度は、1 ミリメートルあたり、CMM から返されるヒット数を表します。 

スクエアアップ 

「スクエアアップ」とは、[グラフィックの表示] ウィンドウにあるパートが画面の辺と平行になるまで、このパートの位置

を調整する (または回転させる) ことです。 

スクリプト 

BASIC スクリプトを参照してください。 

スタイラス 

スタイラスは、高精度のチップが取り付けられた円柱状のシャフト (シャンク) です。「プローブ スタイラス」とも呼ばれ

ます。スタイラスはプローブ本体にねじ込まれていて、普通は別のスタイラスと交換できるようになっています。 

スタイラス延長 

スタイラス延長は、プローブ本体とスタイラスに取り付けられた円柱状の部品です。これは、測定チップまでの長さ

を延長するために使用します。1 度に複数の延長を使用できます。 

スタイラス交換装置 

スタイラス交換装置は、CMM の測定ボリューム内に設置されたラックです。スタイラス交換装置には複数のスタイ

ラスが格納されているので、1 つのパート プログラムでさまざまなスタイラスを使用できます。オペレータが操作しなく

ても、CMM により自動的にスタイラスを交換できます。 
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ステート モード 

操作には、変換モード、2 次元回転モード、3 次元回転モード、およびプログラム モードの 4 つのステートがありま

す。これら 4 つのオプションは、PC-DMIS のツールバー アイコンから選択できます。 

ステップ モード 

ステップ モードは、パート プログラム実行のバリエーションの 1 つです。このモードの CMM では、一度に 1 つのコマ

ンド ブロックのみが実行されます。プログラムを継続するには、ユーザーの操作が必要です。つまり、パート プログラ

ムの手順が 1 つずつ実行されることになります。 

スプライン 

スプラインは特別な種類の曲線、または面です。スプラインは、その数学的プロパティによって、さまざまな用途への

使用が容易です。そのために、スプラインはモデリングに使用されます。スプラインは曲線と面の両方で使用できま

す。  

スプライン 

スプラインは特別な種類の曲線、または面です。スプラインは、その数学的プロパティによって、さまざまな用途への

使用が容易です。そのために、スプラインはモデリングに使用されます。スプラインは曲線と面の両方で使用できま

す。  

スレッド 

別のパートにねじこまれたチップの部分は、スレッドのサイズで表されます。スレッドは、パート同士を固定するため

のらせん状の溝です。 

ソフト プローブ測定 

ソフト プローブ測定 (または SFT) は Leitz 社の用語で、軟らかい材料の測定に使用するプローブ測定モードの

ことです。 

ターゲット 

「Target」の略です。これは CMM の測定対象となる位置のサイズ情報、または位置情報のことです。 

タッチ トリガ プローブ 

この形式のプローブでは、プローブがパートに接触すると、自動的にヒットがトリガされます。 

チップ 

これは検査/測定対象のパートと接触するスタイラスの部分です。スタイラスにはボール型、ディスク型、ポインタ型

など、さまざまな種類のチップが使用されます。 
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テーパー チップ 

先端に向かって細くなるように、円錐状のテーパーがかかったチップです。 

ディスク チップ 

小さなディスク型のチップです。 

デリミタ 

「delimit」という動詞は、情報を細かく分割することを意味します。したがっ

て、デリミタは情報を独立した小片に分割するための記号です。たとえば、英語

のピリオド、疑問符、感嘆符は、文章を区切るためのデリミタです。 

デリミタ 

「delimit」という動詞は、情報を細かく分割することを意味します。したがっ

て、デリミタは情報を独立した小片に分割するための記号です。たとえば、英語

のピリオド、疑問符、感嘆符は、文章を区切るためのデリミタです。 

トレース フィールド 

これは編集ウィンドウにある 2 つのフィールド コマンドです。1 番目のフィールドは、トレース フィールドの名前、つま

りタイトルを表します。2 番目のフィールドには、トレース フィールドの現在値が表示されます。たとえば、「温度: 
75」や「シフト: 午後」のようになります。トレース フィールドは、DataPage などのデータベース プログ

ラムの XSTATS11.TMP ファイルで使用されます。 

トレース フィールド 

これは編集ウィンドウにある 2 つのフィールド コマンドです。1 番目のフィールドは、トレース フィールドの名前、つま

りタイトルを表します。2 番目のフィールドには、トレース フィールドの現在値が表示されます。たとえば、「温度: 
75」や「シフト: 午後」のようになります。トレース フィールドは、DataPage などのデータベース プログ

ラムの XSTATS11.TMP ファイルで使用されます。 

ニュートン 

「ニュートン」は力の単位です。1 ニュートンは質量 1 キログラムの物体を、秒速 1 メートルまで加速するために必

要な力です。 

ネストされたサブルーチン 

ネストされたサブルーチンとは、別のサブルーチンから呼び出されるサブルーチン、または別のサブルーチンの中に置

かれているサブルーチンのことです。 
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ノット 

ノットは、スプラインに対する数学的定義の一部です。ノットはスプラインの制御ポイントと関連付けられていて、ス

プラインの形状定義に役立ちます。  

ノット 

ノットは、スプラインに対する数学的定義の一部です。ノットはスプラインの制御ポイントと関連付けられていて、ス

プラインの形状定義に役立ちます。  

ハード プローブ 

ハード プローブは、タッチ トリガや取り外し可能なスタイラスのないプローブです。 

パート プログラム 

パート プログラムは、オブジェクトの測定または検査方法をテキスト形式で記述したものです。各パート プログラム

には、一意の名前と拡張子 .prg が付けられます。パート プログラムは CMM のオペレータが作成します。パート 
プログラムは、CAD モデルと関連付けられていることがよくあります。CAD モデルと関連付けられている場合、

CAD ファイルの名前は、パート プログラム名の拡張子を .cad にしたものになります。 

パート座標 

パート座標は物理的なパート上にある要素の位置で、原点を基準にして X、Y、Z の値で表されます。 

パラメータ空間 

これは、面のパラメトリック ドメインの 2D 座標空間です。例えば、面の一方の頂点がパラメータ位置 (0,0) で定

義され、もう一方の頂点が (1,1) で定義されるとします。これら 2 つの位置の間でこのパラメータを変化させると、

面の全体が定義されます。面の幾何学的定義を与えることによって、パラメータ空間の位置をモデル空間の点に

マッピングできます。 

ヒット 

スタイラス チップでパートに接触することをいいます。プローブ測定とも呼ばれます。 

ヒット バッファ 

ヒット バッファにはプローブ ヒットが格納されます。このプローブ ヒットを基に、要素を作成します。格納されているヒ

ットを削除するには、ALT キーを押しながらマイナス (-) キーを押します。 

ヒット後退距離 

この数値はユーザー定義の距離で、パート上のプローブ ヒットから後退し、プローブを再度加速させる位置を表し

ます。 
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ヒット数 

ヒット数 (# Hits)を参照してください。 

ヒット数 (# Hits) 

# Hits は「Number of Hits」の略です。 

ビュー ID 

ビュー ID は、ユーザーがメモリに保存したビューに付けられたユーザー定義名です。 

ピッチ 

ピッチは、1 回転した要素が軸に沿って移動する距離のことです。 

ピン 

ピンはパートから突き出た、移動可能な要素です (パートの内部に入り込んでいる孔とは逆の要素です)。ピンは
「突起」に似ています。 

ファイルの入出力 (FILE I/O) 

「File Input/Output」の略です。これらのファイルにデータを入力 （書き込み） したり、出力 （読み出し） したりでき

ます。 

フライ モード 

これは測定プロセスでパートの周囲をどのようにプローブが移動するかを表すオプションです。このモードを使用する

には、フライ モード操作ができる DCC コントローラが CMM に必要です。 

ブロック編集 

テキストの一部を、[編集] ウィンドウのある領域から別の領域に移動することです。 

プローブ 

これは、CMM のラム、またはインデックス型リストのどちらかに取り付ける検出装置です。ハード プローブの場合を

除き、プローブで測定データを収集するためには、プローブにスタイラスを取り付ける必要があります。 

プローブの深さ 

プローブの深さとは Z 軸に沿ったプローブの位置で、CMM のテーブルに対して垂直方向の長さになります。 
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プローブ延長 

プローブ延長は、プローブのヘッドとプローブ本体の間に挿入される円柱型の部品です。 

プローブ測定サイクル 

アナログ プローブとコントローラが点をとるために実行する操作のサイクルです。 

プログラム モード 

編集ウィンドウでパート プログラムが作成できるモードです。[グラフィックの表示] ウィンドウには、プローブのイメージ

も表示されます。 

ボー 

コンピュータによりデータが送受信される速度です。通常、1 秒あたりのビット数 (bps) が単位として使用されます。 

ボール チップ 

小さな球型のチップのことです。 

ボス 

「ボス」は、通常、ボルトを締め込むことができる、上面が平坦な、外部の円錐または円柱です。「突起」と呼ばれ

る場合もあります。 

ボックス選択 

ボックス選択は、グラフィックの表示領域内で使用できる機能です。この機能を使用すると、マウスを使って要素の

グループの回りにボックスを描画し、[要素 ID] リスト ボックスでこれらの要素を強調表示できます。 

ボックス選択 

ボックス選択は、グラフィックの表示領域内で使用できる機能です。この機能を使用すると、マウスを使って要素の

グループの回りにボックスを描画し、[要素 ID] リスト ボックスでこれらの要素を強調表示できます。 

ポテンショメータ 

起電力を測定する計器です。 

ポリゴン分割 

グラフィック イメージに陰影を付けるために、面をポリゴンのグループに分割することです。 
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マーク セット 

パート プログラムを実行するときに測定される要素グループを強調表示することです。 

マスター/スレーブ モード 

このモードでは、マルチ アーム CMM でユーザーにより「マスタ」に指定されたアームが、「スレーブ」に指定された別

のアームよりも優先的に使用されるので、アーム同士の干渉を避けることができます。 

ミクロン 

ミクロン (micron) は測定単位で、1 ミクロンは 1 メートルの 100 万分の 1 です。 

メタ文字 

メタ文字は、ほかの英数字に対するワイルド カードとして働く文字です。PC-DMIS では、2 つのメタ文字を使用

できます。メタ文字としてのアスタリスク (*) とメタ文字としての疑問符 (?) です。 

メタ文字としてのアスタリスク (*) 

検索で使用されるメタ文字としてのアスタリスク (*) は任意の文字または文字列と一致します。もしくは、任意の

文字または文字列の代わりに使用できます。 

メタ文字としての疑問符 (?) 

メタ文字としての疑問符 (?) は、アスタリスク (*) と同様の動作をします。ただし、疑問符 (?) は 1 文字に対応し

ます。 

モード 

モードは、PC-DMIS で使用可能なさまざまなプログラム状態のことです。モードには、それぞれ固有の機能があり

ます。PC-DMIS では、プログラム モード、変換モード、DCC モード、手動モード、テキスト ボックス モードが使用

できます。 

モデル空間 

これは、面と曲線の幾何学要素がマッピングされる 3D 座標空間です。 

ラム 

ラムはプローブが取り付けられているアームの先端を表します。横型機械のラムは機械の水平ビームで、通常、機

械の X 軸または Y 軸方向に移動します。縦型機械 (通常、ブリッジ型と呼ばれます) のラムは垂直方向に設置

され、機械の Z 軸方向に移動します。 
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ラムの末端 

この用語は、プローブ チップの ＸＹＺ 座標は考慮せずに、アーム (またはラム) 末端の XYZ 座標を表しています。  

リスト警告範囲 

このオプションは、[オプション設定] ダイアログ ボックスの [パート/CMM] タブにあります。測定対象として CAD で
選択した要素において、選択したプローブ角度と一致するベクトルがこのリスト警告範囲内にない場合、警告が

表示されます。 

リテラル 

リテラルはオペランドの一種で、記号自体がその値を表しています。「3」は整数型のリテラルです。「3」は数字の 3 
を表します。「4」や「2」を表すことはありません。「V1」のような変数は、その値を表しているのではなく、値に対する

ラベルやプレースホルダを意味しています。「V1」には、「2」、「3」、「4」などどのような種類のオブジェクトでも格納

できます。多くの場合、リテラルは非常に特別な機能や意味を持ち、引数の代わりに使用されることもあります。

「文字列リテラル」も参照してください。 

ループ 

あらかじめ決められた回数、パート プログラムの任意の部分を繰り返す処理のことをいいます。 

レベル –3 + 

これは、反復アライメントのレベル コマンドを実行するには 3 つ以上の要素が必要であることを意味します。 

レベル セット 

これは、反復アライメントのレベル コマンドを実行するために必要な要素のセットのことです。「レベル –3 +」を参照

してください。 

ワイヤ ボディ 

これは、ワイヤ フレーム要素 (ワイヤ、直線、曲線など) を指す、Unigraphic のモデリング エンジンの用語です。 

ワイルド カード 

ワイルド カードには、アスタリスク (*) と疑問符 (?) という 2 つのメタ文字があります。メタ文字としてのアスタリスク 
(*) は、検索において任意の文字または文字列として扱われます。メタ文字としての疑問符 (?) は、アスタリスク 
(*) と同様の動作をします。ただし、疑問符 (?) は 1 文字に対応します。  

位置の読み取り 

位置を読み取ります。この機能では、CMM コントローラから現在の XYZ 座標を取得できます。 
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移動空間の定義 

ある場所から別の場所にプローブを移動すると、この動きに従って図形ボリュームが作成されます。「移動空間の

定義」という用語は、ある点から次の点に移動するに従って、プローブが占める空間の大きさを定義するために使

用されます。その後、このボリュームがパートやテーブルに干渉しないかどうかが確認されます。  

移動範囲 

測定の目的で実際に使用できる、機械のスペース (ボリュームまたは領域) です。測定ボリュームとも呼ばれます。 

移動平均 

時間の経過にしたがって移動する複数のデータ点の平均値です。 

例:移動平均の計算に使用するデータ点を 3 点とするサブグループがある場合、データ セット 
[1,2,3,4,3,4,5,4,3,2,3] の移動平均は、まず、 初の 3 点 [1,2,3] から計算されます。この結果は 2 
になります。次の移動平均は、データ セットを 1 つ右側に移動し、その次のデータ [2,3,4] から

計算されます。この結果は 3 になります。次の 3 点は [3,4,3] で、この平均は 3.33 になります。

その次の 3 点は [4,3,4] で、これで 後のデータまで計算されます。 

引数 

引数は、IF THEN ステートメントのようなサブルーチンや式で使用される条件です。特定の引数 (または条件) 
が満たされると、THEN 以降に記述された特定の結果が得られます。 

円移動 

円弧状の移動です。 

円形推測 

これは操作モードの 1 つで、ハード プローブを使用してソフトウェアの優先順位を設定し、測定する要素の種類

を推測するときに使用します。円形推測では、平面を解決する前に、円、円柱、円錐、または球体の解決が試

みられます。「推測モード」も参照してください。 

円形要素 

円形要素には、円、球体、円錐、円柱が含まれます。円形要素の種類を参照してください。 

円形要素の種類 

円形要素の種類には円要素と曲線要素があります。円形要素を参照してください。 
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加重値 

適化を計算するときに使用する公差から計算される値です。公差が小さければ小さいほど、誤差の入る余地

も小さくなります。したがって、公差が小さい場合は、 適化計算での加重値が大きくなります。 

加重値 

適化を計算するときに使用する公差から計算される値です。公差が小さければ小さいほど、誤差の入る余地

も小さくなります。したがって、公差が小さい場合は、 適化計算での加重値が大きくなります。 

可変 

値を保持するために使用するオブジェクトです。変数は名前と値を持っています。変数名は、変数の値にアクセス

するために使用します。名前は変わりませんが、値は変更できます。例えば、ステートメント「割り当て/V1 = 2」で
は、名前 V1 と値 2 を持つ変数が作成されます。「割り当て/V2 = V1 + 2」では、V1 の値にアクセスします。この

ステートメントが実行されたときに、V1 に値 2 が保持されていると、V2 の値は 4 になります。変数は、整数、実

数、文字列、ポイント オペランドを参照する値です。 

可変変化量 

可変変化量は、ハード プローブでのみ実行できるスキャンの形式です。可変変化量スキャンでは、指定した 小

時間変分と 小距離変分が発生した場合にのみ、データ点が読み込まれます。 

回転 – 2 + 

これは、反復アラインメントの回転コマンドを実行するには 2 つ以上の要素が必要であることを意味します。 

回転セット 

これは、反復アラインメントで回転コマンドを実行するために必要な要素のセットのことです。「回転 -2 +」を参照

してください。 

回転面 

平面の軸を中心に曲線面を回転させることにより生成される面です。 

開始角度 

「Starting Angle」の略です。 

開始点 

スキャンの開始点とは、スキャンの実行を開始する点のことです。 
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隔たり 

ユーザー定義の値で、要素の端とサンプル点の間のオフセット距離を表します。 

学習 

この用語は、PC-DMIS 編集ウィンドウに表示される命令を作成するプロセスを表すためによく使われます。学習

を実行する方法には、実際のエントリをキー入力する方法、メニュー バーからメニュー コマンドを選択する方法、

および CMM で物理パートの測定点にタッチして操作ボックスの [完了] ボタンかキーボードの End キーを押す方

法があります。 

学習モード 

この用語は、編集ウィンドウでパート プログラムの命令を作成、または追加するときに、PC-DMIS の状態を記述

するために使用されます。 

干渉許容値 

CAD データの面からの測定可能な値を表します。干渉許容値は、プローブとパートの間で発生する干渉を警告

するために設定されています。 

間接参照 

指定した変数でポイントされた変数の値です。 

基準要素 

基準要素は「架空の」「完全な」ユーザー定義要素で、パートにある別の要素を測定するための基準点として使

用されます。 

基準要素参照フレーム 

これは、基準要素が常駐する座標系です。 

幾何学要素 

幾何学要素は線、円などの要素 (幾何学的形状) です。 

機械の品質 

別の方法で標準偏差が計算される場合を除き、これは加工品質 (品質しきい値を参照) と同じです。機械の品

質では、標準偏差がサブグループのデータではなく、個々のデータに基づいて計算される点が基本的に異なります。 
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機械原点位置 

この XYZ 位置は機械位置の 0,0,0 です。機械の電源をオン、オフするたびに、プローブがこの位置に戻ります。 

機械座標 

CMM の測定ボリューム内にある要素またはオブジェクトの位置を、機械の 0 基準点を基準として、X、Y、Z の
値で表した座標です。 

境界の計算 

境界の計算点の略です。周辺のスキャンの際に、スキャン動作中の移動限界を決めるために用いられます。 

境界交差 

スキャンが停止するまでに、プローブのボール中心が、指定された条件の面 (平面、球面、円柱表面) を横切る

回数をこの数値で指定します。指定は、[境界交差数] ボックスで行います。このボックスに n を指定した場合、

ボール中心が条件の面を n 回目に横切ったときに、スキャンが停止します。 

境界点 

スキャンする線や面内に含まれる領域の境界を決定するためのサンプリング点です。 

境界平面 

境界平面は、スキャンの開始点と同じ XYZ 座標を持つ境界平面ベクトルと直行するように作成されます。スキ

ャンが境界平面を横切る回数を指定することにより、スキャンを停止するタイミングを決定する手段として、境界

平面が使用されます。 

境界平面ベクトル 

初期状態では、境界平面ベクトルは、スキャンの開始点からスキャンの方向点への向きによって決まります。 

曲げ半径 

基本的には、板金の外側の円柱 (ピン) を測定したもので、中心の位置と長さを表します。 

極座標 

U 座標および V 座標を含む、極座標系を表します。編集ウィンドウでは「極座標」と表示されます。U は極座標

半径、V は極座標角度またはベクトルを表します。 



Wilcox Associates, Inc. 

PC-DMIS 4.3 Core Manual 用語集  *  1949 

極座標 

U 座標および V 座標を含む、極座標系を表します。編集ウィンドウでは「極座標」と表示されます。U は極座標

半径、V は極座標角度またはベクトルを表します。 

極座標角度 

これは Polar Angle (極座標角度) の略です。PA （極座標角度） とも呼ばれます。極角度は円柱型座標で、

極座標半径とともに使用されます。「極座標半径」を参照してください。 

極座標半径 

「Polar Radius」の略です。PR とも呼ばれます。極座標半径は円柱型座標で、極角度とともに使用されます。

PA を参照してください。 

区画線 

区画線は、CAD 図面上にスーパーインポーズされる CAD エンティティです。区画線には測定情報や図面情報

は含まれません。しかし、断面図スキャンで区画線を参照することにより、パートのある特定の区画を横切る直線

スキャンが可能になります。区画線は、パート要素の位置を指定するときに、エンジニアが使用する基準線です。 

区切り 

「デリミタ」を参照してください。 

空間精度補正 (VolComp) 

空間精度補正は、CMM の精度を上げるために、CMM のエラー マップにアクセスし、測定の補正要因として誤

差を適用するプロセスです。CMM を適切に初期化すれば、この作業は PC-DMIS により自動的に行われるよう

になります。エラー マップ「新規ファイル」 

 

著作権 1999 - 2002 Brown & Sharpe Manf Co 及び Wilcox Associates, Inc. All rights reserved. 
PC-DMIS 及び Direct CAD は、 Brown & Sharpe Manf. Co. 及び Wilcox Associates, Inc. のトレ

ードマークである。も参照してください。 

原点の設定 - 1 

これは、反復アラインメントで原点を設定するコマンドを実行するには、要素が 1 つ必要であることを意味します。 

原点セット 

これは、反復アライメントで原点を設定するコマンドを実行するために必要な要素のセットのことです。原点の設

定 – 1 を参照してください。 
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固定 

「permanent」の略です。固定サンプル ヒット数を参照してください。 

固定サンプル ヒット数 

パート プログラムの実行中に、特定の要素を測定するために使用されるサンプル ヒットの個数です。 

固定プローブ 

固定プローブは「ハード プローブ」の別名です。これはタッチ トリガを使用しないプローブです。 

固定変化量 

ハード プローブを使用した手動スキャン オプションの 1 つです。このオプションを指定すると、収集されるデータ ポイ

ント間の増分が固定されます。 

交差 

指定した要素の交点のことです。 

光学プローブ 

光学的プローブは、位置の判断に光学系を使用するプローブです。例えば、レーザー プローブは光学プローブの

一種です。 

公差のボックス適用 

ボックス選択の一種です。公差のボックス適用を実行するには、[測定結果] ダイアログ ボックスで、測定された要

素のグループをボックス選択します。その後、[測定結果] ダイアログ ボックスの公差オプションを使用して、選択し

たすべての要素に同じ公差を適用します。 

公称値検索 

公称値を検索します。[スキャン] ダイアログ ボックスの [公称値] オプションでこのオプションを選択すると、指定した 
CAD 面に も近い面が貫通され、スキャンされたデータ ポイントに対する理論的な CAD データが収集されます。

このデータは各ポイントの偏差を計算するために使用されます。 

校正 

校正は、プローブ チップの位置と直径を指定するプロセスです。 
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校正 

例えば、プローブ チップの位置を決定することも意味します。 

校正ツール 

校正ツールは校正済みの工作物で、プローブ チップを校正するために使用されます。これは通常、高精度に加

工された球です。 

校正ツール 

校正ツールを参照してください。 

校正リスト (Cal リスト) 

Cal は Calibrate (校正) の略で、Cal リストは校正リストのことです。使用されるリスト位置ごとに、プローブ ヘッ

ドのオフセットを計算するために使用されます。 

行数 

行数 (# Rows)を参照してください。 

行数 (# Rows) 

# Rows は「Number of Rows」の略です。 

座標系 

座標系は、原点と X、Y、Z 軸から構成されます。 

再学習モード 

これはスキャン実行のオプションです。[実行] オプションで [再学習] が選択されている場合、スキャンが再実行さ

れるたびに、スキャン点それぞれに対する補正ベクトルが計算されます。 

上部点要素 

上部点要素は、自動要素作成の 上部点オプションを使用して作成する種類の要素です。(メイン メニュー
から [自動要素] ダイアログ ボックスにアクセスし、[ 上部点] タブを選択します)。 上部点は面を通る特定のベ

クトルに沿った点で、面の重心と比べて、この点よりも高い点はありません。 

適化 

選択された複数の要素の間で誤差を平均化するために使用される数学処理です。 
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適値の推測アルゴリズム 

これは測定する要素の種類を決定するために使用される数学的手法で、取得したヒットの数に基づいた計算が

行われます。この計算の結果に基づき、 適値が推測され、使用する要素の種類が決められます。推測が不正

確である場合には、メイン メニューの ［オーバーライド] を使用して、要素の種類を変更できます。 

材料の厚み 

材料の厚みは、CAD ファイルと関連付けることのできるプロパティです。多くの場合、特に板金で構成されている

パートでは、CAD ファイルは材料の片面だけを表しています。したがって、パートのもう一方の面を正確に測定し、

寸法を確かめるには、正しい厚みを適用する必要があります。 

作業平面 

作業平面は、選択平面とパス スルー平面で定義されます。PC-DMIS では、要素の測定時に、要素を投影す

る特定の平面を指定できます。作業平面という場合の「作業」という言葉は、「現在の」や「アクティブな」と同じ意

味です。 

参照 

データの値を参照する式の構文です。すべての構文は、パート プログラムにあるさまざまなデータ要素にアクセスす

るために使用されます。「CIR1.X」は CIR1 という要素の重心の測定された x 値を表します。「線.長さ」は線の

長さに対する参照です。「C1.INPUT」は、C1 というコメントの入力を参照しています。 

使用した角度 

使用した角度の機能 ([プローブ ユーティリティ] ダイアログ ボックスから選択) を使用すると、PC-DMIS パート プロ

グラムがスキャンされ、パート プログラムにより使用または参照されたプローブ角度がマーク (強調表示) されます。

これにより、オペレータは校正の必要があるプローブ角度やチップを簡単に知ることができます。 

子 

「子」はほかのコマンドに依存しなければ動作しないコマンドです。  

時間変化量 

これは、ハード プローブを使用した手動スキャンにおいて、ユーザーが指定する時間間隔です。この時間間隔より

も早くとられたヒットは削除されます。増分は秒単位で指定します。 

自動プローブ交換装置 

CMM の測定ボリュームに置かれたラックです。自動プローブ交換装置を使用すると、1 つのパート プログラムで複

数のタイプのプローブが使えるようになります。オペレータが操作しなくても、使用中のプローブを別のタイプのプロー

ブに切り替えることができます。 
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式 

式は、PC-DMIS の流れ制御コマンドで使用するユーザー定義条件です。式の条件に一致するかどうかに応じて、

PC-DMIS の動作が決まります。 

式 

式は、PC-DMIS の流れ制御コマンドで使用するユーザー定義条件です。式の条件に一致するかどうかに応じて、

PC-DMIS の動作が決まります。 

軸 

軸は座標系で基準となる線です。軸には XPLUS、XMINUS、YPLUS、YMINUS、ZPLUS、ZMINUS など

の種類があります。また、円柱、円錐、スロット、楕円の長さに沿って導出された中央線として軸を定義することも

できます。 

軸 

軸は座標系で基準となる線です。軸には XPLUS、XMINUS、YPLUS、YMINUS、ZPLUS、ZMINUS など

の種類があります。また、円柱、円錐、スロット、楕円の長さに沿って導出された中央線として軸を定義することも

できます。 

実測値 (ACTL) 

ACTL は「Actual (実際の)」の略で、「理論上の」サイズや位置情報に対する「測定された」サイズや位置情報

を表します。 

実測点位置 (APT) 

実測点とは、プローブ測定サイクルの間、コントローラ によって複数回行われる読み取りのうち、コントローラから返

される読み取りのことです。 

取り付け位置 

検査治具や自動プローブ交換装置の操作で使用する、あらかじめ定義された XYZ の位置です。 

手動によるプローブ測定点 

これは、DCC モードで自動的にプローブを移動させる代わりに、オペレータが機械を手動で移動させてヒットをとる

ことを表します。 

終了タッチ ベクトル 

スキャンの 終点に対する補正ベクトルです。 
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終了ベクトル 

終了タッチ ベクトルを参照してください。 

終了角度 (End Ang) 

「Ending Angle」の略です。 

終了点 

これはスキャンが終了する地点です。この点に到達すると、スキャンの実行は終了します。 

従属曲線 

従属曲線は、それを作成する要素セットに依存します。要素セットを変更すると、それを基に構築された曲線も

変更されます。 

従属曲線 

従属曲線は、それを作成する要素セットに依存します。要素セットを変更すると、それを基に構築された曲線も

変更されます。 

従属平面 

従属平面は、それを作成する要素セットに依存します。要素セットを変更すると、それを基に構築された平面も

変更されます。 

従属平面 

従属平面は、それを作成する要素セットに依存します。要素セットを変更すると、それを基に構築された平面も

変更されます。 

縦断面 

「縦断面は、指定された平面におけるオブジェクトの外形 （2 次元で表された形状） である。断面図は、平面上

に 3 次元で表された形状を投影するか、形状を切断することにより作成される」 
–ASME Y14.5M-1994 Dimensioning and Tolerancing 

CAD 図面では、面をいろいろなビューで表示すると、面ではなく、曲線、直線、個々の点の集

まりに見えます。これは、3 次元形状を平面上に投影した結果、または形状を切断した結果です。 
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縦断面 

「縦断面は、指定された平面におけるオブジェクトの外形 （2 次元で表された形状） である。断面図は、平面上

に 3 次元で表された形状を投影するか、形状を切断することにより作成される」 
–ASME Y14.5M-1994 Dimensioning and Tolerancing 

CAD 図面では、面をいろいろなビューで表示すると、面ではなく、曲線、直線、個々の点の集

まりに見えます。これは、3 次元形状を平面上に投影した結果、または形状を切断した結果です。 

縦断面誤差 

理論的縦断面または公称縦断面と、実際に測定された縦断面の差です。 

重心 

任意の形状を持つ孔の重力の中心をいいます。 

重心 

要素の中心点です。 

出力統計データ ファイル 

このファイルには、パート プログラムに関する統計が、印刷可能な形式で格納されています。情報は PCDMIS デ
ィレクトリ、または PC-DMIS のインストールに選択した場所に、通常、「xtats11.tmp」というファイル名で保存さ

れます。 

初期 (Init) 

「Initial」の略です。「初期サンプル ヒット数」を参照してください。 

初期サンプル ヒット数 

初期サンプル ヒット数は、特定の要素を学習するときに取得されます。サンプル ヒットは、測定された要素の投影

先となる面ベクトルを決定するために使用されます。  

初期タッチ ベクトル 

スキャンの開始点に対する補正ベクトルです。 

初期ベクトル 

初期タッチ ベクトルを参照してください。 
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信頼係数 95% 

誤差のガウス分布 (またはフィルタ)、適切なヒット数、およびそれらから得られる標準偏差により、実製品の測定

公差が 95 % の確率で、この測定公差を下回ると考えることができます。 

深さ 

深さは、測定が行われるパートの平面から下方へ向かう距離を定義します。 

親 

「親コマンド」とは、別のコマンドで使用されるコマンドまたはコマンドの情報のことです。 

垂直 

「垂直」とは、ある幾何学的要素が、別の要素と「直交する」つまり 90°の角度で交差することを表します。 

推測モード 

固定プローブを使用している場合、PC-DMIS では測定されている要素の種類を判別できません。推測モードで

は、要素が平らか、丸いかを 大限の正確さを期して推測し、示すことができます。 

切り欠き 

一方の端が四角形スロットになったような形状の要素タイプです。 

切断面 

切断面は理論的な平面で、スキャンの開始点と同じ XYZ 座標を持つ切断面ベクトルと直交するように作成さ

れます。切断面は、切断面ベクトルに対して同じレベルにある点をすべて使ったスキャンの作成を可能にするため

に使用されます。 

切断面ベクトル 

切断面ベクトルは、初期タッチベクトルと、スキャン境界点の開始点と終了点の間にある線の外積です。終了点

がない場合、開始点と方向点の間に引かれた線が使用されます。 

接近距離 

これは、ヒットをとる目的でパートに接近しているプローブが、減速を開始する距離を表す数値です。 

線距離 

2 つの要素の間にある線セグメントの長さです。 
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選択チップ 

選択チップは、使用する目的で現在ロードされているプローブ部分のことで、スタイラスとも呼ばれます。1 度に複

数のチップを選択状態とすることができます。これらのチップは選択チップ一覧に表示されます。 

選択ツール 

選択チップの校正に使用するツールのことです。「ツール」も参照してください。 

相対測定 

「Relative Measurement」の略です。測定済み要素の実際の座標から導かれる座標に、要素を新規に自動

作成するために使用されます。 

測定ボリューム 

測定ボリュームとは、機械内部の領域のうち、実際に測定に使用できる部分をいいます。機械の寸法は大きくて

も、実際に測定に使用できるスペースははるかに小さいこともあります。測定ボリュームは、使用されているプローブ

の構成 (リスト、プローブ本体、スタイラスの種類) に応じて変わります。 

値の代入 

値の代入とは、変数に演算の値、演算のセット、または実数を指定するプロセスで、代入演算子 (=) を使用して

行います。メニュー バーから [代入] を選択して代入オプションを選択すると、代入演算子は自動的に作成されま

す。 

直径 

円、円柱、または球で考えられる弦の長さの 大値です。PC-DMIS の場合、特に指定されていない限り、弦の

長さは 適化要素に適用されます。中心を通る線を 1 本持つ円要素を考えます。このセグメントの長さは直径

で表されます。また、要素の厚さや幅で表されることもあります。 

直交座標 

「Rectangular」の略です。基準座標系を直交形式 (XY)、またはデカルト形式 (XYZ) で表す必要がある場合

に使用します。 

通信ポート 

通信ポートです。 

点から点へのデジタイズ 

点から点へのデジタイズは、リバース エンジニアリングの目的で、パートの面に関するデータを収集するプロセスです。

このデータの収集では、個別の測定点生成が可能な機械とソフトウェアを使用してパートをスキャンします。十分
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な数の点が収集されると、これらの点はグループとして処理され、コンピュータ上でパート面が生成されます。この

面を使用して、CAD ソフトウェアで製品設計を完成させます。 

点の許容差 

編集ウィンドウで「点の許容値 = n」のように使用して、反復アラインメントにおいて手動でタッチするベクトル点の

許容値を指定します。 

同一平面上の 

「同一平面上の」とは、複数の要素が同じ平面にあることを意味します。 

特性点 

これは NC-100 ビデオ プローブによって使用される測定で、基本的には交点の測定です。特性点には 2 種類の

測定があります。 

1) 2 つの面が交差するところにある点を測定する。こ

の種類の測定はほとんどの場合、交点の測定に

なります。 

2) 両平面上で交点から指定した距離にある点 (各
面 1 点で全 2 点) を測定する。 

独立曲線 

独立曲線は、作成に使用された要素セットに依存しない曲線です。基になった要素セットが変更されても、独立

曲線は変更されません。 

独立曲線 

独立曲線は、作成に使用された要素セットに依存しない曲線です。基になった要素セットが変更されても、独立

曲線は変更されません。 

独立平面 

独立平面は、作成に使用された要素セットに依存しない曲線です。基になった要素セットが変更されても、独立

平面は変更されません。 

独立平面 

独立平面は、作成に使用された要素セットに依存しない曲線です。基になった要素セットが変更されても、独立

平面は変更されません。 
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突起 

突起はパートから突き出た、移動不可能な要素です (パートの内部に入り込んでいる孔とは逆の要素です)。突
起は「ピン」に似ています。 

入り込み 

要素のエッジから点の位置までに設定された値です。 

入出力チャネル 

コントローラで数字が与えられたデバイスで、ステートを 1 または 0 に設定できます。設定後、互換性のあるデバ

イスを各チャネルに接続できます。たとえば、チャネルの 1 つを外部デバイスの給気設備に接続できます。チャネル

を 1 に設定すると給気がオンになり、0 に設定するとオフになります。 

反復アライメント 

このアライメントは、理想 (または公称値) に近い数の点をとります。これらの点から、数学上の計算を繰り返し、

アライメントが公称値に近づけられます。ある意味では、点を使った「 適化」の計算を行います。 

板金の厚み 

材料の厚みを参照してください。 

板金スタイラス 

板金スタイラスは、非常に薄いパートを測定するために設計されています。板金スタイラスの端には半球型のボー

ルがあり、このボールの中心を同軸、同心とする短いシャンクがついています。 

板状体 

これは、面を指す、Unigraphic のモデリング エンジンの用語です。 

標準偏差 

これは、平均値からの偏差を 2 乗平均したものです。数式で表すと次のようになります。 
sqrt((sum((xi-m)^2))/n-1) 

ここで、 
m = 平均値 
n = データ点の数 
xi = i 番目のデータ点 
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品質しきい値 

これは加工品質を決定する数値です。品質と品質のしきい値は 2 つの異なる値です。  

品質 :品質は、測定されたデータ および公差の上限値 (USL) と下限値 (LSL) に基づいて

計算された数値です。この値は、その加工プロセスにより、指定された公差に対して、どの程

度のパートが作成されるかを表します。  

数式の形で表された品質 :これは(USL-XBarBar)/(3*シグマ) から (XBarBar - 
LSL)/(3*シグマ) の範囲で も小さい値です。ここで、XBarBar は、対象となるデ

ータについて、複数のサブグループ平均をさらに平均した値です。  

加工プロセスに「製造可能」という認定を与えるには、上記の数式で計算された品質が、ユーザーにより入力され

た品質のしきい値よりも大きいことが必要です。品質が不十分な加工プロセスは、「製造不可能」とみなされます。 

浮動ツールバー 

浮動ツールバーは、表示されている位置から移動できるツールバーで、画面の好きなところに置いておくことができ

ます。 

負の下限公差 

[負の公差] フィールドに正の公差を与えた状態です。例 1.000 + .003 / +.001。 

分岐 

分岐はパート プログラムの実行中にたどられるパスをいいます。これはプローブの移動パスではなく、実行中のパー

ト プログラムが通る論理パスまたは処理の流れです。IF、ELSEIF、ELSE、DO、WHILE などの論理ステートメ

ントは、パート プログラムで計算や測定された入力値や変数値によって、パート プログラムの動作を変化させます。

これにより、論理ステートメントの結果によって、分岐する方向を変化させることができます。 

平面の要素の種類 

平面の要素の種類は 2 次元要素です。平面要素を参照してください。 

平面ベクトル 

境界平面ベクトルを参照してください。 

平面推測 

これは操作モードの 1 つで、ハード プローブを使用してソフトウェアの優先順位を設定し、測定する要素の種類

を推測するときに使用します。平面推測では、円、円柱、円錐、または球体を解決する前に、平面の解決が試

みられます。円形推測と推測モードも参照してください。 
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平面要素 

平面要素は、点、平面、および線として定義されます。平面の要素の種類を参照してください。 

変化量 

変化や、変化量が発生すると予測されるオプションを表すために使用されます。 

変換モード 

このモードでは PC-DMIS がプログラム ステートになり、画面上でパートを移動することができます。この他、[グラ

フィックの表示] ウィンドウでパートの表示サイズを変更することなども可能になります。 

変数 

変数を参照してください。 

方向点 

スキャンの方向は、スキャンの方向点により設定されます。スキャンは、開始点から、方向点の方に向かって、終

了点に到達するまで続けられます。 

縫い目式スキャン 

これは、タッチ トリガ プローブを持つ DCC CMM で実行できるスキャンの形式です。このスキャンでは、CMM は
パートに接触した後、後退距離まで後退します。そして、次の接近距離の位置に移動した後、パートへ向かって

移動し、接触します。スキャンが完了するまで、この処理が繰り返されます。この手順がミシンの動作によく似てい

るため、「縫い目式」という名前がついています。 

優先順位 

代数式や代入操作での優先順位は、操作が行われる順番を表します。例えば、乗算の優先順位は加算よりも

高いため、「2 + 3×6」 という式は、3×6 の結果に 2 が加算されて 20 となります。優先順位に従わずに計算す

ると、30 という誤った結果になります。 

要素 

要素は要素の別名です。 

要素 

要素は要素の別名です。 
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要素の高さ 

要素の底部から 上部 （中心） までの距離です。 

要素の長さ 

寸法のもっとも長いところに沿って測定した値です。 

要素の幅 

要素の側面から側面までを測定した結果のうち、 も短い測定値のことです。 

要素セット 

要素セットは、測定済みまたは作成済みの複数要素を、1 つの構築された要素にまとめたものです。さまざまな

種類の要素を、要素セットにまとめることができます。 

要素ポインタ 

要素ポインタは既存の要素に直接作用する変数型の 1 つで、この要素への直接アクセスを実現します。たとえ

ば、割り当て/V1 = {CIR1}」というステートメントにより、要素 CIR1 への要素ポインタが作成され、このポインタに

変数 V1 が割り当てられます。このあと、V1 を使用して、CIR1 にアクセスできます。CIR1.X を指定すると、

CIR1 の重心にある測定済み x コンポーネントにアクセスできます。 

要素ポインタ 

要素ポインタは既存の要素に直接作用する変数型の 1 つで、この要素への直接アクセスを実現します。たとえ

ば、割り当て/V1 = {CIR1}」というステートメントにより、要素 CIR1 への要素ポインタが作成され、このポインタに

変数 V1 が割り当てられます。このあと、V1 を使用して、CIR1 にアクセスできます。CIR1.X を指定すると、

CIR1 の重心にある測定済み x コンポーネントにアクセスできます。 

理論値 

「theoretical」の略です。公称のサイズまたは公称の位置情報を表します。 

立体 

これは、立体を指す、Unigraphic のモデリング エンジンの用語です。 

流れ制御 

パート プログラムの処理の流れを制御できるソフトウェア上の選択肢です。 
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連続接触スキャン 

連続接触スキャンは、アナログ プローブ、ハード プローブ、またはレーザー プローブとオプテ

ィカル プローブのいずれかを使用している場合に実行できます。この種類のスキャンでは、プ

ローブ チップをパートの面と接触させ、スキャンやスキャンの一部が完了するまでパートの面

から離れないように、チップを直線的に移動します。 
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